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延喜式 祝詞 講義 一之 卷 

嘉永 元年 十月 二十四日 3- 
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出 羽國大 瀧 t 

越後 國桂  譽 

天 照 坐 皇太御 神の 大御命 以て、 皇御孫 命 を 此顯國 の 大君 主として 天降し 奉 給 ひける 時に、 天 津日 繼の隆 坐む 事デ V 壤と 

共に 窮無 かる 可し と 詔 給 ひて- 天下 を；！ E 食む 大御政 を 行 ひ 給 はむ ス 制！^ を、 天津 宮事 以て 事 依し 授奉 給へ り (此 は紀， で 

及此 祝詞に 徵 して 云るな るが • なほ 古語 拾 遣に、 太 御 神の 其 時の 大御 命に、 復 勅，， 太 玉 命-曰に 且 T 率， 一 諸 部 神， 而 供つ 奉 其 

職-如 大上之 儀 h 而 令，， 諸 祌亦與 陪從， 矣と 有に て 愈 明けし、) 然れば 御世々々 の 天皇 命 等の 現 人 神と 御 在して 食 國デ、 

下 を 治め 給 ひ、 撫給ふ 大御政 はし も卽ち 天津 宮事 にて、 其 天津 宮事 は！ K 社國 社の 皇神等 を 齋祀り 奉 給 ひ、 其 御 守護 を 

資 て、. 大御寶 を 順 給 ひ 調 給 ふ 御 業に て、 此 祝詞に 悉く 傳 はれる 此 なり、 (如是る 止 事 無き デ> 津宮 事なる を、 故 大人 等 は 

然は 心附れ ざり けむ、 予が說 ふ 如く 委しく 思 得られた る は 一人 も 有る 事無し、 唯 祭祀に のみ 預る 事と 思 ふ は f_ むじ、 此 
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延喜式 祝詞 識義 一之 卷  二 

卽 天下の 大御 政なる 事， fi- に解說 せる 如し、) 故 古事記 日本 紀は、 天地の 未 生りし 時より、 皇祌 等の 高天原に 在して 天地 

を 銘 造り 給 ひ、 萬 有 を 造化し 給へ るより、 始て 天皇 命の 大 御世 系 を 記 傳られ たる 寶典 にて、 天下に 二な く 尊き 大 御正 

史 なれば、 1K 地の 間に 在 ゆる 物 も 事 も 悉くに 具 はり 備 ひて なむ 有け る、 されば 此 二部の 書 を だに 明め 得てば 何れの 事 

か 思 ひ 測られ ざら む、 何なる 事か考 得られ 不ら む、 實に 天地 を 胸 膈の內 に 認め、 萬 有を識 神の 中に 藏ぺ き寳典 なれ ど 

食國 1K 下の 大御 政に、 主と 係て 記せる 書なら す、 君臣の 大綱と、 天下の 大道 を 観つ 可き 也、， 齊明 天皇 御紀の 古語に、 

治講 -1 天地 1 萬 民 無事と 有る は 此を謂 ふなり、 大道 斯に存 る 故に、 天下 は 天下に て 自治り、 國 家は國 家に て自亂 ざる 也、 

皇國 固有の 美 を 知り、 天 統無彊 の德を 明らむ 可き 物、 實に此 二 典に 在り、 (君臣の 大綱 、神代に 一度 立て 萬 世に 動かす、 

天下の 大道 上古に 立て 萬 國に彌 輪たり、 夷狄と 雖も 君臣 父子 倒 反の 法な きを 以て 知べ し、 此皇祌 等より 賦命給 ふ 物に 

て、 人性と なる 物此 なり、 豈敎を 待ちて 能す る 物と 云む や、 譬 へば 皇阔 蕃國の 差別 無く、 天下 1 人 も 父 無き の 子 無し、 

其 父子の 道 書 典 を 待て 行 ふに 非す、 彼 孝 經と云 ふ 書 を讀て 後に 孝子 ffi 可から す、 古今に 孝子と 稱ふ 者、 悉く 其 孝經. な 

ど を 知ざる 者に 在て、 經義を 講じ 孝悌の 敎を爲 す 者に 絶て 孝子 非ざる を 以て、 道 は 不舉る 所に 存在して 祌隨に 行る， - 

事 を 知 可し、 書 を讀て 後に 知る 可き は 道と 稱 ふに 足す、 皆 死物たり、) 

借此 祝詞 はし も、 天下の 大御 政の 御 制度 書な りと 云 ふ 由 は、 世界の 物 も、 事 も 小と 無く 大と 無く、 悉くに 皇神 等の 御 

靈に賴 る 事 なれば、 専ら 其 御 恩 賴に報 奉り、 尙其 御靈を 仰ぎ 憑 奉りて、 天下 國 家の 穩當 在らむ 事 を 祈 奉 給 ひて 無事 を 

計 給 ふなむ 大御 政の 常にして、 釓彈戮 殺 はし も 時 政の 變 なり、 故に 祭祀 は 本な り、 毀譽は 末な り、 天下に 君主と 御 在 


して は 云 も 更なり、 苟 くも 國 政に 預 る者此 心得 無くば 有 可ら す、 職員 令に、 神 紙 官是人 主 之 所 i 望、 臣下 之 所：. 尊、 祈 n 驕 

祥， 求， 一永 貞； 無， 所， 不 レ歸， ー祌祇 之德， 神 故以， 一 神祇官， 爲， ー官 首， 突と 記された る 御 3: "を 思 可く こそ、 (所以に 令 式の 御 書な 

ィ ャサキ 

どを稽 るに、 神祇に 關る事 を 耳 最前に 物 爲られ たり、 常時 漢樣 のこと を も 粗 交へ 用ら る，. - 時す ら如此 し、 況て 上古の 

,  メデタ ミ テ ブリ 

大御 政の 御上 は 如何に 愛き 御風 儀な りけ む、 想像 奉るべし、 孝德 天皇の 大御代に 始て八 省 百官 を 置せ させ 給 ひて、 彼 

を 移された る こと 少 きに 非ね ども、 猶 神代の 故實を みし 給 ひて、 祌祇官 をして 太 政官の 上に 置かせ 給へ り、 是 以て 

令條 の御定 よりして 當 今に 替る こと 無し、 故に 職原抄 にも 此義を 解て 神祇官の 下に、 以，； 常官， 置 二 諸官之 上； 是神國 

之 風儀 而重， 1天 神 地祇， 故 也、 昔 人皇 最初 神武， 天皇 定， 1 都 於 大和 國檁 原， 時、 以， ifK 照 太 祌御靈 八 咫鏡及 草 難 31, 安 置大 

殿？ 同， 床而坐 給、 蓋 如， 1 往古 神勅 T 由， 此 皇居 神宮 無 n 差別 t 宮中 立 n 庫藏， 此 云- 1 齋藏？ 官物神 物 無 云々、 此時； 大兒 

屋命孫 天 種子 命專 主，, 祭祀 事 T 是乃 執，, 朝政, 之 儀 也、 然乃祭 官之職 者 上古 之 重任 也、 叉 祌國之 故 以，， 當官， 置， 1 太 政官之 

上， 乎、 と 記させ 給へ り、) 是 以て 上古の 政 を 知リ、 祌幽の 事 を 窺 ふの 捷徑、 此に 過た る は 有 可から す、 蘊奥 此に超 

たる 物 も 亦 有 可から す、 此に 通る 則は條 達して 礙 無から む 者ぞ、 然 れど此 祝詞 を說 くこと 宇宙の 大道 を 研 窮め、 #3 化 

サグ  コ /n ト  ォ ホウ：、 

の 神 理を推 索り、 祌皇 授受の 因 起 を 明かに し、 帝道 唯一 の 實事を 悟りて 後に 此擧 有る に 非れば、 恐らく は 洋溟を 測る 

シタ ダリ  タカ ャマ  ヅチ. クレ 

に 一 滴瀝を 以てし、 直 を 察る に 一 撮土 を 以て 爲 るの 患 有む か、 如此く 深遠に して 凡庸の 徒の 能く 爲る 所に 非す と雖 

凡庸 を 導く の 捷徑此 を 除て 何 か 有む、 眞に 天下に 比な き fD 語に して、 朝家の 政令、 民 周の 綱紀、 此 祝詞に 悉く 備にれ 

り、 實に 萬國に 類な き寶 文な りかし、 (然る を 世の 古舉者 達、 紀記及 祝詞の 條理を 知らす して 一途なる 解說 なる は 何 

延喜式 祝詞 講義 一之 卷  一， 一 I 


延喜式 祝詞 講義 一之 卷  四 

ち ふ 僻說ぞ や、 其 徒 を るに、 唯 文 を 耳 愛て 義を 取らざる も 固陋な り、 文の 愛た き は 天津神の 大 御ロ自 にして 侮 給へ 

る 天津 祝詞に し 有れば、 必然 有 可き 事 論を续 す、 文に 泥み て 義を解 不るは 無識と 云む も 非なら す、 予 始て此 祝詞の 深 

致 を 得て より、 雲霧 を披 きて 日月の 明 を 見る こと を 得た るが 如し- 此斯書 は 著さで は 得 あらぬ 所以な り) 

今朝 家の 大御 政に は 漢樣の 事 も 取べき は 奴 僕と して 取 用 させ 給 ふ、 故に 書 典の 上 を 以て 云 ふ 時 は 彼 を 一 i へる に 似た る 

こと 多くして、 皇國の 古道 は 殆廢れ たりと 皆 人の 慷慨み 思 ふこと なれ ど、 予を 以て 此を觀 るに 少 かも 衰 坐りと は 見え 

す、 皇9< の 神化 自然にして 行 はれ、 朝廷の 靈 威無爲 にして 存 せり、 唯 知と 不知との みなり、 實に 古語に 所謂る 皇祌の 

愛く しき 國、 祌 隨言擧 爲ぬ國 なること、 辨を 待す して 鮮明なる 者な り、 何ぞ躓 細の 外 敎に优 \ て 神 園の 美德を K さむ 

や、 (今 世の 識者 良 も 爲れば 儒佛の 道の 害と なること を 云め り >  其 は實に 然る 一一 目に して、 謂れた る 論ながら、 其阵め 

る. 痴 者に 對ては 云 ふべ し、 豈 如是る 小事 を 以て これ を^ 下に 言 舉 べし や、 儒 術 を 學び釋 敎に侫 る 鼠輩 デ 、下に 多し と 云 

へど も、 其 等 は 儒 釋を舉 ばす ば 外に何か 一種の 惡事を 犯して、 同 敵と なり 犯人と なるべき 曲者 なれば、 惡 むべ く禁し 

むべ しと 雖も、 良民に 通計へ 競 ふるに、 巨 萬の 1 とも 云べ からす、 信に 其 心に 染附 たる 者豈 4^ ならむ や、 ぎ， d、.h-:ff に 

擧士と 云 ふ 者 は 悉く 乞盜に 類へ る 輩、 文盲 不才と 云る \ 者に は 悉く 良民 多 かる を 以て、 我が 大道に 自然にして 行れ、 

無爲 にして 存っ 所以 を 尊み 仰ぐ に 足れり ) 故 其 知と 不知と に 就て 今 此を辨 はに、 古昔 は 熟く 知て 成せり と 云 可く、 

^<r は 不知して 能く 成れり と 云 可し、 其 知ざる は 識者 を 得ざる が 故な り、 (易 繁辭 に、 百姓 日用 而 不知 故 君子 之 道詳矣 

と 有る は此 事な り、) 然るに 近 * 賀茂 大人 始て此 祝詞 考を 著述 給 ひて より、 天津 宮 事の 古義 始て 天下に 明らかに 成れ 


りし を、 鈴屋 大人 將 古事記 傳を物 爲給ふ 因みに、 此 祝詞に 深く 心 を 用 ひ 給へ る 故に" 彌々 明らかに 成 以て 來 ぬる を， 

伊吹 屋 大人 叉 其 志を繼 して、 古史 傳と云 ふ 書に 益- >< 其 事 を 委曲に 記し 給 ふらむ と 思 ほし、 故に 今 註 ふべき 條々 はし も 

全に 無に 似たり と雖 も、 此 祝詞 を 拔萃て 別に 說ー百 爲 るに は 非す、 事の 因々 に說き 辨られ たる なれば 此も 彼も盡 せりと 

は 云 可 か ら ぬ を、 唯賀茂 大人 こそ は此 著述と て は 物 爲られ しが、 今 を 以て 此 を 閲れば 其說危 漏く し て 率 强少か らす、 是 

以て 食氣 無く も 此書を 著さむ と は 思 立け るな り、) 然れ共 右の 二 大人 等の 說に 悉く 趣意の 違 ふ 事に し 有れば、 如何に 

ぞゃ忍 ふ も 有べ けれども、 舉術は 道 を 明らかに 爲む爲 にし 有れば 然 のみ 泥むべき に 非す、 天 思 兼祌の 我心 を 開きて、 

此 如く 奇異に も靈 しく も 思 得しめ 給へ る 此時を 過 さば 何時 を 待て か此 事の 世に 明亮なら むと 爲る や、 ^に 古 舉の名 を 

竊 める 輩 多 かりと 雖も、 道 を 思 ふ 志の 切ならざる 人の みなる こそ 心 憂き 事な り けれ、 豈悲 まざる ベけ む や、) 

祝詞と は、 皇御孫 命 を 天降し 奉 給 ふ 時に、 親 神 漏 岐神漏 美 命の 詔 命 以て、 天下の 大御政 を 知 食し 敷 行 ひ 給 はむ 規則 を 

授傳へ 給へ さ を 因 據と爲 て、 今 其 事 を 物爲給 ふに 就て、 皇神 等に 白 させ 給 ふ詞と 云ふ義 なる 事 は、 祈年祭 詞に、 高 天 

原 爾神留 坐 皇親祌 漏 伎 命祌漏 彌命以 天 社 國社登 稱辭竟 奉と 有りて、 其 結 文に、 故 皇吾親 漏 伎 命 神 漏 美 命 登 云々 稱辭竞 

奉 久登宣 と 有に て 所 知たり、 (此は 例して 其 一 を W せるな るが、 其 餘の諸 祝詞 皆 如此く 有る 事、 次. <  の 解說 にて 知る 

べし、) 鈴屋 大人の 說に、 (大 祓詞 後釋) 凡て 祝詞の 類 は祌に 申す 詞 なれば 勉て其 一 百 を 美麗く 爲 可き 業 也、 故に 古き 祝 

延喜式 祝詞 講義 1 之卷  五. 


延喜式 祝詞 識義 一之 卷  六 

詞共孰 も 皆 首に 甚、 じく 文を爲 して 愛た く麗 はしく 驟 りたり、 (今 云、 此は 式なる 祝詞 を 取較て 云れ たり、 然れ共 大半 

は 犬 律 祝詞 多くして、 人 に？ I れるは 平野 祭、 卷日 祭" 廣瀨大 忌 祭、 龍 田 風神 祭、 伊勢 太 神宮の 諸 祝詞、 遣唐使 詞な 

どなり、 其す ら祌 代の 故 實に據 て物爲 させ 給へ る なれば、 愛た く麗 はしき 事 今 云 ふ 限に 非す、 然る を 祝詞 考 自序に、 

W 雲阈 造が 神 壽！！ は 鳥 飛 岡 本宮の 御代の 貢なる べし、 詞 正しくして 維び、 心 巧に して 寬 なり、 巧の 細 やけき は少 後に 

寄れ- -ど、 調の 寛なる ぞ 上代の 遣れるな る、 、に 六月、 十二月 大政の 詞は 大津淸 御原の 御世の 詞 なり、. 言 何怜く 雄々 

しく 心 巧に して 調べる 物の 寬 ならす、 固ら に 聞 ゆる は、 勉て古 を 移せれば なり、 其が 次に 崇祌を 却、 大殿祭 詞は藤 原 

宮の 末に 作れる ならむ、 今一 階 劣に たり、 祈 年 廣瀨龍 田 等の 祭 詞は奈 良 宮の始 つ 頃に 云る にて、 同じ 古言 以て 爲れど 

文ち ふ 物 を 心に 得すて 云 ひ 成せし なれば、 一階 劣に たり、 其が fl- 々の 詞は彌 降ち に 降ち、 眞！ i らに 弱ら ひつ.^、 更に 

論 ふべ くも 非すな も 有る、 と 云れ たる を、 後 釋に論 ひて 云、 宣長 此考の 論に 就て 猶熟々 1^ るに、 祝詞 式に ffi たる 諸 祝 

詞等 Q 文、 各 勝 劣 見えて、 實に 古き と 後なる との 差異 有り、 此 大人に 非す ば 誰か は斯る 古文の 然る 差異 をば 能く 見 別 

むと 甚 尊く ぞ 所思 ゆる、 然れ ども 此は 彼より 劣れり、 其は此 より 後な りな ど、 一 毎に 品 を 評め て 云れ たる は 信ら れす、 

凡て 古の 事然 計り 微細に 差異の 見え 別る \ 物に 非す、 叉 祈 年 廣瀨龍 田まで を擧 て、 餘のは 取に 足ざる 如く 云れ たる も 

心 S£ す、 彼 祝詞 等 を 除て 外に も猶 古く 愛た く 見 ゆる は 有るな り、 また 其 は 其 御代に 作れり と 定められ たる も 皆 信ら れ 

ぬ 事な り、 此將然 明亮に 見え 分る， - 物に は 非す、」 と 云れ たる は、 實 然る 言に て 考の論 悉く 强說 なり、 抑. - 諸の 古き 祝 

詞等 はし も、 天津神の 大御 命を受 賜り 傅へ たる を 本に して 其 御代々々 に 行 ひ 給 ふ 御祭の 趣に 依て 祭官 の名異 り、 幣帛 


の物改 りな ども. 爲 けむ 故に， 少 は 文の 次第 を 替も爲 つべ けれども、 天津 祝詞の 如き は 容易く 易 ふべ くも 非れば、. 天 

津祌 語なる 事 何 か 疑 はむ、 其 心して 此を伺 は ざれば 終に 悟る 世 勿ら む物ぞ かし、) 其 は 如何なる 故 ぞと云 ふに、 大凡 

人 も 神 も 同じく 申す 事 も 其詞の 美麗き に 感ては 受給 ふ 御 心 比 無ければ 也、 (今 云 其 心 正しく 誠實 なる 時 は、 其 一一 一一 a 語 滞 

ら すして 其 聲音淸 期と 淸く 鮮明き 故に、 其詞調 ひて 美麗き 事 人の 知れる が 如し、 此に 反て 其の 心 邪に して 奸 曲なる 時 

は， 其 言語 溢 滞りて 其 聲音樣 朧と獨 る 故に 其詞調 はすして 何と無く 聞 苦しき 物 也、 事 は 言に 顯れ 一一 一一 n は 事に 顯る& 物な 

れば * 愼 ます は 有べ からす、 鈴屋 大人 も 此事を 意に 含て 云れ たる 物に て、 譬 へば 人より 云.^ の 願事 有む に、 受る 方に 

て は 其 言語の 首尾 を 考へ其 修理の 正僞を 察め て 後に 其 事に 應す るが 如し、 人 尙如此 し 神明の 聞 見豈耻 ざるべ けむ や、) 

善 歌に 神の 感給ふ も詞の 美麗き に 依て ぞ かし、 然れば 情 は 如何に 深き も惡き 歌に は 愛 給 ふ 事無し、 (今 云 此の 善 歌 は 

ミチ  ゥゴ 

世俗の 歌 作りの 歌 を 云 ふに は 非す、 其 誠 中に 實て、 感哀の 情 外に 發く物 を 云 ふなり、 然れ ば詞の 連聯き 自然にして、 

愛た く 美麗 かるべき 事 云 も 更なり、 叉 情の 深き と は 歌 作りら の 巧言令色なる 愚 歌 を 云に て，， 所謂る 謎の 如き 物な り、 

此等 を豈善 歌と 云む や、 是 以て 惡き 歌に は 感給ふ 事無し」 と 云れ たるな り、 僻心 得すべ からす、 斯る善 歌 は 花に 浮れ 

月に 狂る X 歌 作 どもの 涯， の 力 を窮盡 しても；^ J 得ら る 物に 非す、 神 世の 大道 自然 腹中 に 具備 はれる 忠人 こそ は咏得 

ベ けれ、) 然る を 後世 人 は漢心 盛に して 唯 理を耳 思 ふ 故、 神に 申す 事 も詞を ば 撰ばむ 物 とも 思 有す 等閑 に 环ぞ爲 める、 

(今 云漢 心と 云 ふ 物 は、 所謂る 理屈に て 凡人の 上 を 以て 神明 を 度る 狹意也 、天地神明 豈に 人の 推量 を 以て 强可 けむ や、 

彼 は 神代の 古傳 無き 末國 なれば、 然も 有ば 有れ、 皇國の 人た る 者、 彼 を 取り 此を捨 ベけ む や、 然る を其學 世に 弘 ごり 
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行く 隨に漸 其 心 移ろ ひて 物 毎に 理を 先に 立て， 事 を 後に 爲る類 を 云れ たり)、 祌代紀 に、 天 照 太 御祌の H< 石屋に 刺隱 

り 坐し 時、 諸祌等 云々 爲て、 中臣 連の 祖 天 兒屋 命、 廣厚 稱辭、 祈 啓焉、 于， 時日 神 聞， 之 曰、 頃 者 人 雖，, 多 請？ 未レ 有，, 

若 レ此言 之 麗美者 也 f 乃 細 IT 開磐戶 一而 窺レ 之」 と 有 を 思 ふべ し、 是 申す 詞の 美麗き に感賞 給へ るに 非す や、 (今 云此時 

に 伦祌等 も 共. に 祈 啓され けむ を、 其 は 信 給 はすして、 獨此 天兒屋 命の 稱辭 に感賞 給へ る は 如何と 云 ふに、 此 祌は津 

速產靈 神より 市 千 魂 命 興 台產靈 命と 追稟 坐て、 八 意思 兼の 御 靈の備 はり 足 ひ 給へ れぱ、 究めて 太く 厚き 御靈 なりけ む、 

故に 其 事の 熟く 通 徹れる 也、 猶此書 祈年祭 春 日 祭の 條 下に 委しく 解明む る を 見る ベ し)、 然れば 今時 自身 新に 綴りて 

白す 詞 耳な らす、 古 の 祝詞 を讀 申す と て も、 古の  一一 一一 口 を 過た す勉 て 其 讀を正 L  く爲 て假 にも 後の 昔 便 に 颓れ たる 首な ど 

を 交へ す、 淸^ など を も嚴に 守りて 必， 等閑に 讀可 きに あらす」 と 云れ たる 如し)、 今 云 古の 言 を 過た すと は、 祌留 

座 を 俗に 祌止利 座 坐 須と訓 み、 祌 集，" <  賜 を 神聚米 爾聚給 布と 様に 僻 訓爲る を 禁られ たり、 後の 音便に；！ れ たる 一一 一一 E 

と は、 祝詞 を 能 都 登と 云 ひ 神 某 を加牟 某と 云 ふ 類 也、 徵 古の 舉を物 爲る徒 此を亂 ベから す、 (偖 祝詞と は 天 皇祖 神 等 

の 詔 賜し 御 詔 命を受 賜り， 卽其を 規則と 爲て 祭に まれ 政に 有れ 物爲る 由に て、 其詞を 差て は 祝詞 言と は稱 へり、 (考に 

乃 里 刀 其 登と 云 ふ 言の 意 は、 祌 皇祖 高木 神の 詔 賜し 御言， を 承て 兒屋 命の 天 岩 門の 前にて 宣 申せし なれば、 古事記に 詔 

戶言と 書たり、 然れば 乃 里 は 皇祖 神の 美 古刀 乃 里な り」 と 云れ たる を、 大政 詞後釋 に 天兒屋 命の 天 石屋 戶 前にて 宣給 

ひし 祝詞 も、 皇祖 祌の詔 命 を 承た ると 云 ふ 事 古事記に も 書 紀の傳 どもに も 見えた る 事無し、 總て彼 時の 事共 は 皇祖 神 

の 詔 命に 因れる 事無し、 皆 八 百 萬 神の 會 集て 相議 りて 爲 たる 事な り」、 と 云れ たる は 却り て非說 也、 紀記 共に 思 金 神令レ 


E え また 會， 一八 十 萬祌於 IK 髙市 一而 問， 之- また 召， 一 ：大 兒屋命 布 刀 玉 命， 而 令， 一 占 合 麻^ 那波 t と 有るな ど、 其 時に 會給ふ 

八 百萬祌 等に して 事 も 無き 樣 なれ ど猶 令す る祌 上に 在る 如く 通えたり、 必 高木 祌 など こそ 其 命 は 令せ 給 ひけむ、 〇 祝 

ノ リタべ ゴト  ノ.^ トキ ゴト  フ、 

詞 言 を 考に詔 賜 言と 云れ たる は、 後釋に 辨られ たる 如く 僻說 なり- 然れ ど記傳 及び 後釋 に宣說 一一 一一 ri と 云れ たる 方、 大 

諄 辭の諄 字 吿腾之 熟 也と 註せ る 字義に は 叶 へれ ども- 然 有る まじく 所思 ゆる 也、) 天 皇祖 神の 詔 命 を 規則と 爲て 天下 

の大御 政に 敷 行 ひ 給 ふ 事、 今 云まで も 無く 天下の 大道の 至極と 云べ し、 孝德 天 皇御紀 に、 先以祭 IT 鎭 神祇， 然 後應， 議，， 

政事 t と 記させ 給へ るに 心を竊 めて 考 べし、 且 光仁 天皇 御 紀に寶 親 七 年 夏 四月 己巳 勅 祭 祀 天神地祇， 國之 大典 若不， 一 

誠 敬， 何以 致, 福、 と 令 給へ る 御 旨 を 恐み 窺 ふ 可き 者な り、) 考 頭書に 云く 漢國に は 巫祝 を 王道の 甚 片端と 爲て賤 め 

り、 皇 朝の 古 は 天皇 卽神を 祭祀り 坐て 天下 は 治 賜 ひぬ、 臣の 神事に 預るも 皆 貴き 臣等 なり」 と 云れ たる は 此事を m 心 はれ 

し 物なる ベ し、 垂仁 天皇 御紀 に、 二十 五 年 詔 曰 我 先皇 禮 51 祭 神祇， 刻， 己 勤， 躬日愼 ，，一 日， 是以 人民 富 足 天下 太平 也 今當， 一 

朕 世， 祭 祀 神祇， 豈得， 有， 怠 乎」 また 欽明 天 皇御紀 に、 我 國家之 王 n; 大下， 者恒 以，, 天地 社稷 百 八十 祌， 春夏秋冬 祭 拜爲， 

事、 など 何れも 神祇 を 祭祀 給 ふ を 以て 御 政事の 最 首と 爲給ふ 由な り、 順 德9< 皇の禁 祕御抄 に、 凡 禁中 之， 作法 先， 一 神事， 

後 二位 事？ と 記させ 給へ る 如く、 朝廷の 御 政 上さより 斯の 如し、 今 現に 其 事の 遠 はせ 給 はぬ を 以て も、 我が 大道の 衰廢 

ざる 事 を 知べ し、 林道 春 主の 神社 考に、 我國 天 照 太 神 以降 祌以 傳， 神皇 以傳， 皇 皇道 神道 豈ニ 哉、 と 云れ たる を 始め、 

祭政の 美を稱 へたる 一一 一一 II ども 儒士に 於ても 少 からす、 其 は 別に 委曲し く 記せる 物 有り、) 
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凡 祭祀， si 者。 御殿 御門 等 祭。 齋部氏 祝詞。 以外 諸 祭。 中臣氏 祝詞。 

中臣の 遠祖 天 兒屋命 は 神事の 宗源を 主る 神に 坐て、 天 照 太 御 神の 天 石屋に 隱坐 ける 時に、 廣く 厚く 稱辭 して 祈 白され 

ける に 感賀給 ひて w 坐し に 依て、 卽 其御裔 なる 中臣 氏の 職掌と 爲 りて、 諸 祭の 祝詞 は中臣 氏より 申す 定 なる を (中臣 

氏の 委しき 事 は、 大献詞 また 齋內 親王 奉 入 時詞の 下に 註べ し) 其 中に 御殿 御門 祭 等の 祝詞 は 齋部氏 申と なり- 此は同 

時に 天 太 玉 命 諸 部 神 を 率て、 天 照 太 御 神の 新 大宮を 搆營り 遷奉給 ひし 由緒 を延、 其裔の 氏人 等其祖 業を傳 へて 其 職に 

仕 奉り、 御殿 御門 等の 祭に 主と 仕 奉け む、 故是 以て 古語 拾 遣に、 殿 祭 門 祭 者 元 太 玉 命 供奉 之 儀 齋部氏 之 所 職 也と は 記 

せり、 同書 神武 天皇 段に、 天 富 命 率&齋 部， 捧 持 天 璽 鏡， 奉レ安 n 正殿， 幷懸 i 玉， 陳 k 幣物， 殿 祭 祝詞 次 祭，， 宮鬥， と 

有に て 疑な し、 尙忌 部の 委しき 事 は 第 十一 段辭 別の 下に 云 ふ 可し (舊 事紀 にも 此 同文 有る は此 書より 抄 ffi たる 物 也、 

尙大 殿御 門 祭詞の 下に 註 ふべ し、) 

凡 四時 諸 祭。 不 祝詞， 者。 神 部 依， 1 常例： 官 L 之。 

考云、 此卷に 載せす、 四時 祭式に も 祝詞 有れ ども 記さぬ 祭 有る は， 例の 祝詞の 有 なれば 其 を 神 部の 唱 申せと なり、 是 

等 は 小 祭に て 異なる 事無く 文も聊 なれば 擧 るに 及ばぬ が 故な り、 (今 云、 次條に 臨時 祭 祝詞 は 所 司 事に 隨 ひて 前 祭に 脩 

撰す る を、 四時 祭なる は 古例の 隨に 唱來れ るが 有 を 申と なり、) 


祌部 は祌祇 職員 令に、 伯 大副小 副 大祐小 祐大史 神 部 三十 人ト部 一 一十 人 使 部 三十 人と 有り、 (考 云、 神 部の 中の 中 臣氏を 

取て 是に預 しむめ り、) 兼 良 公御說 に、 神 部 掌 神事 之黨 也と 見 ゆ、 (神代 紀に 吉備神 部と 有り、 祝 部と 云 ふに 同じと 見 ゆ.， 

持統 天皇 御紀五 年に、 饗 一一 神祇官 長上 以下 至 神 部 等 一と 見えた る を、 八 年の 下に 神祇官 頭 至 祝 部 等と 有る を 以て 別人なら 

ざる 事 を 察るべし、 然れ ども 職員 令に 祌 部と 有る から は、 神祇官な る を祌部 と 云 ひ、 諸 社 なる を 祝 部と 云 ふ 事と 閜ゅ、 

然 りながら 其 職る 所 同じき が 故に、 神祇官 にても 祝 部と 云 ひ 諸 社 にても 神 部と 云し 物なる 可し、 推 古 天皇 十 年 御紀に 

は 諸 神 部と も 見えたり、) 

其 臨時 祭 祝詞。 所 司隨. 事。 撰修 前. 祭。 進. 官經， fel 分 一 然後 行. 之。 

考云、 此は 臨時 祭式に 載た る 霹靂 神 祭より 下 三十 計りの 祭の 類、 其餘 にも 時に 就て 祭らる， -は 祝詞 も 異る事 有る 故に 

太 政官の 定め を 待るな り、 此所司 は 神 紙官の 伯より 史 まで を 云 ふ、 官とは 太 政 官を云 ふ 例な り、 (今 云 四時 祭 は 定ま 
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れる事 なれば 其 祝詞 も 有來る を， 臨時 祭 は 事に 臨みて 物爲ら る. -事 にし 有れば、 其 前 祭に 脩 撰れ る を： 目に 進り て其處 

分を經 ざれば 行べ からすと なり、) 

處 分は考 頭書 云、 選 叙 令 集 解に.」 與， 校定 同義 也- 此に佐 陀と訓 る は 校定の 意な り、 (貞觀 政 要に 左右 處分先 レ已と 有る 

註に、 處曰. レ處 分別 曰レ 分と 有り、) 
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一、 祈 年 奴 S 

神祇 令に、 仲春 祈年祭と 有る、 義 解に、 謂， 祈猶禱 也、 欲レ 令， 一歳 災不， 作、 時 令 順， 度， 卽 於，， 神祇官， 祭， 之、 故 云，， 祈 年， 

と 見え、 叉 同 令に、 其 祈 年月 次 祭 者 百官 集、 など 有が 如し、 四時 祭式に、 祈 年月 次 神 嘗新嘗 賀茂等 祭爲， 一中 祀 T と 見 

えて 其 重き 事大 嘗 祭に， ff^ げり、 (寛 平 五 年の 格に、 二月 祈 年、 六月 十二月 月 十一月 新嘗祭 者、 國家之 大事 也、 欲， 令， 一 

歲災 不レ起 時、 令 順 1, 度、 と 有る は義 解の 文に 依て 書れ たる 也、 阈家之 大事 也と 有 を 以て、 祌 事の 有が 中に も甚々 重き 

御祭 な る 事 を 恩 ふべ し、 公事 根源に 大 かた 祈 年の 祭 月 、兩度 新 嘗祭を ば 四ケの 祭と て國の 大事と 爲る なり」 と 云り、 

但此は 右の 格 文に 依て 云る 物な り、) 借 此祭は 二月 四日に 執行る i 神事なる が、 此 祭に 預給ふ 祌等京 畿諸國 を 併て 三千 

百 三十 二 座なる 中に、 國 司の 祭神 二 千 百 九十 九 座 を 涂て七 百 三十 七 座を官 にて 祭らせ 給 ふなり、 (但 前に 引る 寛 平 五 年 

の 格に、 預-; 此祭, 神 京 畿外國 大小 通計 五 百 五十八 座と 有り、 此式 文の 撰定 有りし 延長 五 年まで、 凡 三十 五 年の 間に 百 

七十 九 座を增 給へ り、 然れ ども 天下の 官 社の 總數は 替る事 無き なり >  三代 實錄 に、 元慶 元年 九月 廿 五日 分 TJ 遣 中臣齋 

部兩 氏人 於五畿 七道 諸國， 班，， 幣境內 三千 一 百 三十 二 神， 緣， 供；！ 奉大 甞會， 也と 有る にて 知べ し、 然れば 此は其 中より 此 

祭に 預給ふ 神社の 增給 へる 耳な り、) 

此 祭の 起 元は 高千穗 宮の大 御世より ぞ物爲 給 ひけむ、 何 を 以て 云ふぞ ならば、 天社國 社と 稱辭奉 給 ふ 事 は、 天 皇祖 命 

の 詔 命に 依られた るべ ければ なり、 (如此 く H< 神の 詔 命 以て 懇 到に 授傳給 ふ 事 を 當時行 ひ 物爲給 はで、 後世に 始め 給 


ふべ くも 非れば 決く 然 なり、 考に此 祭 は崇神 *大皇 の 御代に 始れ りと 爲 べし、 と 云れ たる も、 風神 祭な ど此 御代に 始れ 

るに 合せて 然も 一 K はに 云 はるべ けれども、 此詞に 合ざる を 何に せむ、) 然る を 年中行事 秘抄 に、 官史 記に 云天武 天皇 

.  マラタ マ 

四 年 二月 甲 申 (十日) に始と 記せれ ど、 其 は 儀式な どの 改革れ る を 云るなら む、 (御 紀に此 事 見えす、 御 紀には 正月 

丙午 朔 戊辰 祭-一 幣諸社 一と 見え たれ ど 祈年祭と は定 難し、 斯て 二月に は 十 市 皇女 を 伊勢神宮に 參赴 しめ 給 ふ 事 を 記され 

たる 耳 也、 偖官史 記と 云 ふ 書 今 世に 傳 はらす、 神祇官の 史の 日記と 聞え て 床しき 物 也、 公事 根 原に、 天武 天皇 四 年 二 

月に 始て此 祭 有リと 云る は、 此官史 記に 依れる にや、 然れど 右に 辨 たる 如く 天つ 神代よりの 事 也、) 斯て古 は 二月 四日 

と 究れる 事に て は 非り けむ、 仁 明 天明 御紀 に、 承 和 九 年 二月 丙寅朔 己巳 遣レ使 奉-一 幣 伊勢大神宮 及 諸 社 一 祈 年 也と 見え 

て 己巳 は 四日なる を、 淸和 天皇 實錄 に、 貞覜九 年 二月 四日 甲 戌 祈年祭 如レ 常と 有れば、 此顷 より ぞ 四日と は定 りつら 

む、 (詩 大雅 に、 祈 レ年孔 夙 方 社 不莫臭 天上 帝 則 不二 我 虞-敬 TI 恭明祌 一宜， 先-一 悔怒 こと 有る 注に、 祈 ％ 孟春 祈 二 穀于上 

帝？ 孟冬祈 二 來年于 天 宗ー是 也と 見え、 周 禮に祈 レ年承 一 1 豐年 一と 有れば、 赤縣 にも 往古 は 皇阈の 御 定を傳 行 ひたり けら 

し、 昊天 上帝と は、 平 田 翁の 辨られ たる 如く、 大地 萬 物 を 生成し、 化育 給へ る 伊 邪 那伎大 神に 坐せば、 然 有ぬべき 道 

理な りかし、) 

寅觀 儀式に、 二月 四日 祈年祭 儀 (六月、 十二月、 十一 日月 〈祭儀 亦 同) 前 祭 十五 日 (月次 五日、) 充 -1 忌 部 八 人 鍛工 共 

作 木工 各 二人？ 供 神 調度、 (伹靱 者靱編 氏透ヒ ノー) 神祇官 忌部官 一人、 監造若 官內、 無 n 忌 部官人 T 及 T 祌部之 中 忌 部 不ょレ 

足-入 人-者 兼？ T 取 諸 同人 > 充レ 之、 其 潔 衣料 布 人別 二 丈 七 尺 (官人 細 布 一 端)、 一 人 曰 米 一 一升 酒 六合 (五位 一 升)、 is 三兩 
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(五位 五兩又 加東飽 烏賊 煮 堅 魚 各 ニ兩) 變ニ  -l^ral  ：  一四 

SI 祭 六月 卯 一刻、 ±1  一  むい (I ェ共作 木工 者 下 i 潔 衣 及 食-)、 其 曰 卯 四 

不レ貢 、！ < 自所 U 、；備 1祌祇官 陳 _|於齋5 職 貢| 1 隻、 近 江國膝 一 頭 (5 

南 r,g 舍南 iitittlg^^L ュ lrtfi、i 一 一疋) 、神祇 基 一人 £ 囊 入き 

唯、 il お、 itip 舍 ^0臣\ 臣下 以 ま Igii- 讀動 ？ 1 段 了-祝 i 

史 i 食 史れ稱 t^K  以上、 書主典 以上、 is 不ま) if  I 伯 命. 

I 諸 社 U 稱 t  liiiii 一一 人-進、 i ま lisB 曰、.^ 

諸 社 祝 各 稱レ唯 祌部 執， 幣頒， 之、 (太 神宮 幣帛 奢 差 レ使進 之)  f  ^^p 御 

ima^i}.^  i レ 使、」 レ之) 史復- 一本 牽-頒 レ幣畢 、伯 命 云、 縱史共 稱レ謹 大臣 以 

也) 申 世、 又 g 一な 醉吻黾  -召ニタ言1 タ記參軾北 上 卿 仰 云 諸 司 具 (多 利 

1 ヌ やえ^ 物 具 (多禾 也) 申 世 外 記. &, 一 代官， (，si.&S.K て 、 ョ く，， —： 

, , 、-  二,^ 宠ー！ 导之 入或不 レ令レ 申) 上 卿 答 如 is  、又. ffL#.s. 勿 &|9ヒ.„  Mfl- 

目 A 之 外 記 ァ、 匕 i  、、、す、 E  -^-,2 々- レ t  申^; 断 物 辦慷之 申 上 卿 

上き- ^^ス 入 I- 着き 座、 東 第二 間-層、 大臣 者 入き 北面 I 入き 裏) 王 大夫著 


(入 レ自， 1 西 妻 1 着-一 西 第 一 間 座？ 或 用 n 代官 一先， 是辨着 n 南門 外幄， 南面、 式部 彈正等 同着，： 坤幷東 幄？) 上 卿 召.，, 召使 t 召使 一 一人 

立，： 是壁外 壇 下 T 同音 稱， 唯 二人 經，， 東屋 幷倉 後， 立，， 庭 中 T 上 卿 宣式乃 省 爾刀画 奉 入 止宣、 召使 稱レ唯 南門， 召， 之、 辨幷 

式部省 諸 司 等 入レ自 -1 南門， 着- 1 南廳座 T 御巫 着- 1 西廳 前庭 T 左右 馬 寮 各 引- 1 馬 十  一 ？ 立，， 於 刀 麵殿東 庭？ (白 猪 入 レ濫白 鶴預繋 

之) 神 部 祝 部 等、 入 立，， 西廳庭 T 神祇官 人 降 坐，， 廳 前座？ (本官 人 皆 可， 着，， 木綿，) 上 卿 以下 降 II 着廳 前座， (雨 儀砌 上設， 座) 南 

廳座、 人 皆 着，， 砌 下座， (雨 儀 着， 1 砌內， ) 次 祝 師申ヒ 祝 (如 式 十 段、 度 別稱， 唯) 上 卿 以下 復， 1 本 座？ 御巫 囘 Tf 見 幣物 T  (三人 

自ニ西 壁 T 始自ニ 伊勢 料 一見 之) 次 神神 史 二人 持 レ簡召 二 諸 社 祝 一 (忌 部 二人 立 二 案下) 一史 申-一 頒幣訖 一 (遠 社 幣納官 庫) 次 自レ上 

退 (藤氏 之 公卿 頒，, 春 日幣， 之 後、 或 早退 K  、次 以，， 召使， 傳， 辨曰、 諸 社 幣能可 被 頒行 云々、 源氏、 若 江 氏、 頒，, 平野 幣， 之 後 可 

出 敷) と 見えたり、 世々 を經て 少しの 異は 有れ ども 大略 違 ふ 事無し、 (予 が藏 たる 儀式 次第 共に 古寫 本なる を、 其 誤少か 

らす、 今 は 異本に 技て 引り、 然れ ども 一 々其 事 を 云む に 餘り煩 はしければ 省きつ) 前 祭と は、 其正祀 有る より 前に 其 事 を 

執行 ひ 初る 日 を 云 ふ 也、 所謂 散齋此 なり、 (世に 云 ふ 神事 入の 日 也、 此前 祭より 續 きて 物 忌す る 事と 見えて、 日米 1 一升 云 

云と 有り) 其 日と は 神事の 當日 にて 卽 二月 四日な り、 江 次第 二月 上申 曰 春 日 祭の 頭書に、 遠 社祭以 一一 立 レ使日 一 禁中 神 

事と 有る は此 事な リ、 故 大神宮 式に、 凡 二月 祈 年 幣帛 者、 朝 使 到 日、 太 神宮 司 引 二 使者， 先參， 一度 會宮 T 次 大神宮 奉レ獻 

幣帛 r 拉如 n 常 儀， 云々 と は 記せり、 就て 考ふ べし、 (此 日官 にて 神事 有て、 其頒 たせ 給 ふ 幣帛 を 神主 祝 部 等 各 其 社に 持 

下り 納 むる 事 なれば- 途の 遠近に 依りて 遠 ひ 有るべき なり、 叉 思 ふに 前 祭 は、 朝廷に て 祭り 給 ふに て、 其 日と は 前 祭 

日 を 一 K ふに や、 然 らば 二月 四日 は 其 社の 祭と 爲 すべし、 此考 勝れた る やうに 思えたり、 (白 雞白豚 は 御 年祌を 祭る 料な 
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り、 (古語 拾 遣に 見 ゆ、 尙 その 詞の註 見るべし、) 

ゥ n ナ" レル  カム ヌシ "フ リドモ モロく  キコシ メ七ト ノル jjj 13^  $  S-0 

集 侍。 神主。 祝 部 等 諸。 閗食 登宣。 且 i.l" 

集 侍 は 神祇官に 参集す る を 云 ふ、 當日 着座の 人 を 指すな り、 鈴屋 翁の 宇古那 波禮留 と訓れ たるに 隨ふ 可し、 (幣帛 を頒 

ち 奉らせ 給ふ爲 に、 諸 社より 祌主祝 部 を 官に喚 上. 給 ふなり、 唯 大神宮の みは 此 例と は 異なり、 儀式に 大神宮 幣帛 者差レ 

使 進， 之と 見 ゆ). 儀式に 大政 處爾參 集 (讀 曰， 一 末爲宇 古那波 禮留, (と 有る 如く、 其 場に 参り 其 事 を 行 ふ 由な り、 宇 古那布 

と 云 ふ 時 は、 其 使 令す る 方に 係リ、 宇 古 那波禮 留と云 ふ 時 は、 被 U 仃 にて 其使 令る \ 方 を 云 ふ 語な り、 江 次第 傍注に 

祝 部 諸 社 祝 也、 爲， 令 レ受， 一 官幣， 引； T 率 之, 也と 有る は、 此集侍 云々 の 事 を 云 ふなり、 (後釋 に、 宇 古 那波留 は 此集侍 字の 

意の 古言と 聞え たり」 と 云れ たれ ども 委 からす、 其 場に 參集ふ は 其 行事 有る に 依れ- 1 ば、 所, 行 は 正字に て 集 侍 は 参集 

の 義を以 填た る 字な り、 偖 波 禮留は 所 字の 義 にて 其 事 を 所 治と 云 ふなり、 尙第四 卷由麻 波 利の 下を考 合す 可し、) 

神主 祝 部 等 諸 は 神主 は、 考に、 其 神に 親く 仕 奉る 人 也と 有り、 神 功 皇后 御紀 に、 皇后 選， 一吉 日， 親爲， 1 神主 T と 御自其 

御祭 を 行 はせ 給 ふ 事 を爲， 一 神主 一と 有り、 同 御 紀に卽 得 n 祌敎 ー拜 n 禮之ー 以ニ依 羅吾彥 男垂見 ー爲ニ 祭神 主 r と 有る は、 人 

に 任して 神事 を 掌 令め 給 ふなり、 IK 武 天皇 六 年 御紀. なる は 今 云ふ祌 主な り、 日本 後紀 大同 二 年の 條 下に、 或有レ 任，, 神 

長, 事乖， 一通 例， 其 有 n 官符 一任， 一 祌長ー 者 宜， 改爲 n 神主： と 有る 此也、 (神に 仕 奉る 人の 中の 長者 を 云 ふ、 神代 紀に齋 主神 

號齋之 大人と 有る 意ば へ を 察むべし、 天 野 信 景が鹽 尻に" 此後紀 の 頃 ほひ は祌 長と 呼し を 勅して 祌 主と 稱 させ 給 ふ 


と 見えたり、 伊勢の 1 禰宜を 長官と 呼 も 昔の 祌長の 遺習に や、 但長宫 次官 を 力 ミス ケと 云へば、 一禰 宜を カミの 意に 

て 長官と 稱す るか」 と 云り、 東鑑 にも 諸 社 神人 神官と 見 ゆ- 祝 部 は 神主に 次で 其 社の 事 を 執 人な り、 廢 尻に- 祝と 云 

は 祌饌の 神 供人な り、 保 布 利と は牲を 屠る より 呼 初し 稱 なりと 有る 如く、 神主 は 社 事を摁 裁し、 祝 部 は 供御の 物 を 調 

進す るの 稱 なり、 但令義 解に、 祝 部 謂 T 爲-ー 祭主 ー贊辭 者： 一 と 見えたり 3 然 らば 供御 を 調進す， る： 斗なら す、 凡て 其 祭典 

に 預る人 を 指 云 ふなり、 皇極 天皇 御 紀元 年の 下に 村々 祝 部と 有る は、 村々 の 小祠の 祭祀 を 主る 人 を 云へ り、 持統 天 皇 

御紀八 年の 下に、 奉 二 幣於諸 社 一賜-.. 神 © 官頭 至，！ 祝 部 等 一 百 六十 四 人， 拖布， 各 有， 差と 有る は、 祌 部と 同じ 字 或は 祝 者 

とも 祝と も 書せ り、 (儀式に 祝 部の み 有て 祌主を 舉られ ざる を 思 ふに、 神主 は 其 社の 奉仕す る 人の 長と 有て、 其 仕 奉る 

社 を 放る 事 難ければ、 祝 部 を 任す 例な りけ む も 知べ からす， 鹽 尻に 祝 部の 類 巫 部宮部 物部ェ 部な どの 如し、 部と は 其 

尸 也と 云れ ど、 部 は 其 群 を 云 ふなり." 思 混 ふべ からす、) 諸 は 神主 祝 部 を 指て 云 ふ 諸な り、 上に も 下に も 腸て 云 ふ 語 

なり、 (上に 腸て は 諸 神 等 また 諸人な ど 云 ひ、 下に 屬ては 天 祌諸 また 八 百 萬 神 諸な ど 云へ り、 然るに 後 I となりて は、 

上に 腸く 方の み 言 なれて 下に 屬く 方は大 かた 絕 たる 樣に成 にたり、 是 以て 賀茂 大人 すら 思 誤れて、 考の 本文に 諸 聞 食 

登宣 と訓れ て、 諸の 事の 意に 取 僻めら れ たり、) 

聞 食と は、 考に聞 給へ と 云に 等しく 食 も 給 も 共に 物 を 心に 能く 得る 事 を 云 へ り- (今 云、 食 は 物 を 心に 能く 得る 事 なれ ど 

給へ は然ら す、 祟む ると 請 ふとの ニ義 あるの み) 宜は 儀式に 中臣進 就， 一 庭 座， 讀，： 祝詞 f と 有る 此 なり 、(直と は 朝廷の 

御 規定の 隨に受 賜り 行 ひて 其 事 を宣と 云ふ義 なり、 考に能 多 麻布と 訓れ たる を、 後釋 に非說 として、 此は中 臣の自 云 
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ふ n 一一 II にて 俗言に 申 聞ます と 云 ふ 意な り、 此 祝詞の 中に 有る 宣 みな 中 臣の此 祝詞 を 諸に 云 聞す 由な りと 云れ き、) 神主 祝 

ヲォ トマ ヲス 

部 等 稱レ唯 餘宣准 A 之 は 儀式に、 中臣讀 一一 祝詞 一 毎-二 段 了 一 祝 部稱レ 唯と 有る を 云 ふ、 江 家 次第に は、 祝 師申ヒ 祝と 有りて 

傍注に 祝 師申ビ 祝 祝師者 中臣氏 神祇官 人 也、 祝詞 見 n 延喜式 八卷， 宣稱 段々 神主 祝 部 等 共 稱レ唯 云々 と 記せり、 (此 下に 宣 

と 有る 所 は 何れも 稱， 唯 有る 事と 知るべし、 考に 云く 祝詞の 文の 一 段訖る 毎に 唯々 申す 事なる が 唯々 と は 答申す 聲 にて 

是 をば 口 を M たる 隨 にて 聲を 出し 口 を 漸くに 開きて 去 聲に云 へ り、 警蹕に は 口 を 開きし 隨 にて 聲を發 して 平聲に 於々 

と 云 ふ、 祌樂 の始に 於， „< と 有る も 警蹕 なれば、 平聲に 於々 於々 と 云 ひつと 有り、) 此に宣 命と 祝詞の 差別 有り、 若て 

此結は 第十詞 の 下に 云々 稱辭竟 奉 久乎諸 聞 食 登宣と 有り、 (第 七詞 の 下に 云へ り、 卷三 の 二 丁 見るべし r 

タカ マノ ハラ 二  カム ヅ マリ マス  ス メラ ガム ヅ カム 口 ギゾ ミコト  カム 口 ミノ  in トモ チテ 

高天原 雨。 神留 坐。 皇睦神 漏 伎 命。 神 漏 美 命以。 

高天原と は 上天 を 云 ふ、 地に 對 ひて 云 ふ、 天 は 天日なる が、 此れ 高 天 原の 本 域に し 有れば、 打 任せて 天と 云 ふ は此天 

日の 事な り、 (和漢の 古 偉に 天地開闢と 云る は、 IK 日と 大地と 分 判せ る始を 云り、 然れば 天 と 指し 高 1K 原と 稱ふ、 神域 

ァ メノソ n ヒノ ワカ ミヤ  アマ ヅ ゾラ 

天日なら すして 何處か 在む、) 又 天極 紫 微宮を も 云 ひ、 空氣無 質の 蒼天 を も 云ふ稱 にて、 此は 地に 對 ひて 云 ふ^ならす、 

ョゾカ ギリ 

汎く統 云 ふ 天に て、 全世界 を 悉く 指 云ふ稱 なり、 古事記に、 天地 初 發之時 於 高天原 成 神 之 名 天 之 御中 主神と 有る 此な 

り、 (記傳 に、 此時 高天原 は 非れ ども、 後に 此祌の 御 在す 所と なりたれば、 後名 を始に 及ぼして 語傳 たる 物な りと 云れ 

ど然ら す、 本より 高天原と 云 ふ 域 有て、 其 域に 主たる 由 を 以て 天 之 御中 主神の 御名に 食せ るなる を、 其 儘に 神 語 偉た 


るな り、 又 平 田 翁の 古史 成文に、 此 高天原 を 天 御 虚空と 易ら れ たる も强說 なり V 虚空と は 天地 定 りて 後に 空 氣無 質の 

所 を こそ 云へ、 對云ふ 物 無くして 何ぞ 虚空と 一 K ふ 名 有む や も、 萬 葉 十八に、 阿 米 都 知 乃 曾 許 比 乃 宇 良 雨と 云 ふ 如く、 

天地 を £ と 云 ひて 其 外と 云 ふ 古語なる を や/ 然れ ば此は 上天の 神域 を 云 ふ稱と 心得べ し、 (尙 委しく は 古 始太元 考に說 

盡すを 見 明むべし、) 

祌留 座の 神 は 神 集また 神議 などの 神に て、 崇め 云ふ詞 也、 (漢文に 虚字 實 字の 用法 有る が 如く、 我が 曾 語の 上も然 り、 

祌 集祌議 などの 祌は 崇め 詞に 冠へ たる なれば 虚字な り、 故に 迦牟 と音轉 るな り、 神之宫 また 神 之 社と 様に 云ふ祌 は、 

神の 一一 一一 11 に 用 有る 故に 本 語の 隨に迦 微と云 ふ、 此卽實 字な り、 識者 能く この 差別 を 思 ふ 可く こそ、) 留は績 紀の宣 命に 神 

積と 記き、 萬 葉 集五卷 (三十 一 丁) に、 祌豆麻 利と 見え たれば 豆 麻 利と 訓 べし、 と 故 大人 等の 云 はれた るが 如し、 (留 字と 

積 字と 同訓なる 由 は、 大政 詞後釋 に 神祇官に 坐 八 座の 中の 玉留 魂と 申す 神 名 を、 祌名 帳に は 玉 積 産 日 神と 書れ たる 例 

證を 擧られ たるに て 知べ し、) 傳 その 豆 麻 利 は、 物の 器に 充滿る を 積 有と 云 ふ 如く、 神の 御 靈の充 滿り御 在りと なり、 

神祇官に 坐 八 座の 中の. 玉 留魂祌 と 申す も、 靈 性を聚 めて 人の 身 體に充 滿給ふ 神と 申す 義 なり、 (後釋 に、 浮れ 行く 魂 

を 留め 給 ふ 御靈に 坐す 祌 なりと 云れ たる は、 祌留 坐の 釋に、 皇御孫 命の 高天原 を 離れて 此國に 降 坐る に對 て、 降 坐ぬ 

祌を留 坐と は 申せるな り」 と 云れ たる 如く、 豆 麻 利 を 滞留の 義に說 誤られた る 僻事より ffi たる 物 也)、 斯て 高天原 蹈神留 

^と は、 全世界に 神靈 の 充滿り 御 在りと、 顯 明より 幽冥 を 取 分て 申せるな り、 (寶 基本 記と 云 ふ 物に、 希 夷 視廳之 外、 

氤氳氣 象 之 中、 虛而有 レ靈、 一而 無， 體と 有る は 此の 意に 叶へ り、 伹此は 老子に、 視レ之 不レ， 見、 名 曰， 夷 jlL 之 不レ聞 名 曰 
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レ 希、 搏， 之 不レ得 名 曰 レ微、 此 三者 不， 可 i 致 A 詰 故 混 而爲ニ 其 上 不レ皦 其 下不， 昧、 繩. <  不， 可， 名、 復 歸，， 於 無 物？ 是 謂，, 

無 狀之狀 無 象 之 象 T 迎, 之不 A 見 n 其 首？ 隨 i 之不レ 見-一 其 後一 云々 と 有る を 取れるな り、 然れど 高天原に 神の 充塞 坐ます 

ミタ マノ フユ  ミチ タラ ハ 

事に 熟く 常れ り、) 若 此く祌 明の 靈威 宇宙に 彌綸し 坐る 故に 天地 造化の妙 用 終 古に 變 無く、 生成 化育の 全能 萬 古に 易 

る 事無し、 豈 上天に 殘り留 坐の 由なら む や も、 神 典の 古 傳に獨 祌成坐 而隱身 也と 有 を 思 ふ 可き 物な りかし、 (因 レ此て 

シヅ マリ  シ サシ  ヒロ 

思 ふに、 豆 麻 利 は 鎭 に 近き 語 也、 志 豆 麻 利の 志 は 其 一所 を 其と 標的て 狹 きを、 豆 麻 利 は 甚大に して 汎廣く 集り 盈る 

Q 義 なりけ り、 高天原に 神留 坐す 祌靈聲 も 無く 臭 も 無しと 雖も、 衆 妙 を該羅 して 遺す 事無し、 是 故に 萬 物 生々 して 止 

らす、 天地 此に 依て 常 在に 立ち、 日月 此に 依て 無窮に 明かに、 萬 物此に 依て 化育す、 皇祖 天神の 神 德亦大 なる 哉、) 

皇睦祌 漏 伎 命祌漏 美命以 は、 神 漏 伎 命と 祌漏美 命と に 因て となり、 命 は 詔 命の 義な るが、 赏復れ る も 誤なら す、 結句 

(此 より 別事ながら 大 御巫の 祭神まで を 併せて) 故に、 皇吾睦 祌漏伎 命 神 漏 美 命 S 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 裕帛乎 稱辭竟 奉、 

サ 力 シ ラ 

と 有る を 合せて 知べ し、 (後釋 に 上なる 命 字 は 後人の 情 進に 加へ たるなる べし、 此の 命 は 詔 命 を 云る なれば 二つ 云べき 

に 非す、 下 文に 故 皇吾睦 祌漏伎 命 祌漏美 命 登 云々 と 有る 命と は 異なる を や、 若此も 二つながら 命と 云 ふ 一一 一一 II を 添て 云 は 

ば、 以 字の 上に 今一 つ 之 命と 云 ふ 事 無て は 足 はす， 然 れど然 云る 例 無し、」 と 有れ ど然ら す、 斯く 同事 を 二つ 復て云 

ふ は 古語の 格に て、 古事記に 建 御名 方 祌の白 給 ふ 言に、 不 in 我 父大國 主神 之 命， 不レ 違，， 八重 事 代 主祌之 一一 ST 有る 命 

とサ S と異 こそ 有れ、 其 云樣の 同じき を 以て 思へば、 決く 古文の 一格な り、 伦の 例み な 神 漏 岐祌！ t 美 乃命以 まと 有 如く 

上に 命 字 無くて 宜しと は 云 難く、 有と て 誤と は爲 難き を や、 且下 文に、 故 皇吾睦 神 漏 伎 命 神漏彌 命と 有る 命と は 異な 


りと 云れ たる も 心 す、 此將詔 命の 義 なる 事少も 上に 異なし、 上なる は赞ず にて 下なる は 結語なる 事 を 思 漏され たる 

なる を や、 ：- 皇 睦 は 皇御孫 命の 皇祖と 申す 義 なり、 須米は 統御の 由に て、 ずぎ は ぎの 意な り、 凡 世間の 人 等 はし 

も、 皇國 蕃國の 差別 無く、 天皇 祖祌 等の 造化に 資ら ざる は 無く、 亦 其 御 後. ならぬ は 悉に 有る 事無しと 雖も、 皇御孫 命 

御 一 己に 係て 申て 佗 を 知し むる 古語の 定格なる が 故に、 世界 萬 物の 大祖 とィ 在す 祌漏伎 祌漏美 命 を 殊に 皇睦と 親しく 申 

す 例に て、 天 照 太 御 祌の大 御 命に、 勅！r曰高天原所レ御齋庭之穗亦常..御，，吾兒，と神代紀にs^ぇたる如く、 稻穀は 天下 

ツナ モノ 

蒼生の 食物と して 性 命 を 續ぐ資 なる を、 當, 御， 一 吾兒， と 詔 給 ひて 皇御孫 命 御 一 己の 事に 申せる にき ラへ 知べき 物な り、 

皇統の 根基 如此 く、  fK 地の 主宰と 在す 皇祖 天神の 附與し 給 ふ 所に して， 其 本 自然 兆民と 別な り、 兆民 また 皇御孫 命 

の 大御齊 なる 故に 君臣の 間甚善 はしく 萬 國に其 比 有る 事無し、 (實 に； 大下は 一大 皇御 一 人の 犬 下にて、 天下の 人民 は 其 御 

一人の 有 を 賜り 保つ 義 にて、 天皇の 尊く 貴く 御 在る 事 萬國に 比類 御 在し 坐ざる 事 能く 人の 知れる が 如し、 君臣の 大道 

,  ィササ 力 

代に 1 ぶて 無窮に 毫魔も 違 ふ 無き 所謂 如此 し、 仰ぎても 猶餘 有る 御 事な りかし、 天下の 兆民 は 皇御孫 命の 大御寶 なれ 

ば； 大下は 一 人の 天下に して 天下の 天 下に 非す、 故に 無道の 君 坐ます とも 人民 離れ 叛く事 能す して、 恐み 仕 奉り、 遞返 

逆 を 謀て 叛く者 有れば 朝敵と して 人民 從 はす、 天下 擧て 此を誅 す、 漢土 及び 諸 蕃の齒 長 共に 掛ても 思 准へ 奉る まじき 

物 也、 第二 卷の 末に 云 を 見る 可し、) 祌漏伎 神 漏 美 は 上 有 君 上 有 女に て、 古語 拾 遣に 謂 ゆる 神 漏 伎 は 高皇産 靈祌、 种 

漏 美 は神皇 產靈祌 にて、 全 批界に 在 ゆる 八 百 萬 千 萬 神の 最上 貫首の 神た る 由なる が、 、汎く 男女の 皇祖 祌 にも 系て 申す 

稱 な.， ン (亦轉 りて は皇藏 ならぬ 神 を も 尊み て然 申せり、 32 雲 國造神 賀詞に、 加 夫呂伎 熊野大 神と 有る は、 須佐之 S- 命 

延喜式 祝詞 講義 1 之卷  一 1 1 


延喜式 祝詞 講義 一之 卷  一一 一一 

^ItJ 申し、 仁 明 天皇 御 紀には 少彦名 命 を も 賀美侶 伎と 祟 申せり、 ffi 雲國 風土記に 伊 弊 奈枳乃 麻 奈子坐 熊 野 加 武呂乃 命と 

申せるな ど、 御名 を 白す 事 を 諱て然 は 申せるな り、 常陸國 風土記に 諸祖 天神と 書て、 注に 俗 曰- 賀味 魯岐賀 味魯美 一と 

有り、 然れ ば汎く 男女の 皇祖 神 を 指す の稱 なり、 出 羽 國田川 郡 人大瀧 光憲 云く、 同國と 越後 國の 山中に 三面と 云 ふ 地 

有り、 平家の 貴族の 亂を 避けて 此 山中に 潜 居せ る 子孫なる 由なる を、 絕て 世に 交ら ふ 事 も 無くして 甚 素朴な る 人 等な 

るが、 其 地の 言に 父 を 加 夫 呂と云 ふなる は此 古言の 傳れ るに やと 云り、) 命 字 二つ 有る は 尊 稱 に 非す、 詔 命の 義也、 

(其說 上に 云へ り) 皇御孫 命の 天 社國 社の 齋奉給 ふ 事 は、 諸祖 天神の 詔 命に 依 給 ふ 事 は. 云 も 更なり、 年中 恒例 臨時の 

祭祀 の 封 は 悉く 皇祖 天神 之 詔 命 に て 皇御孫 命 の 天降 坐る 時に 天下 を 所 知 食む 大御政 の最 第一に 授給ひ 傳給ふ 物な る 事 

炳 然し、 (尙此 より 下に 時々 辨 ふる を 見べ し、 風雅 集に 後宇多 天皇 犬津神 國津社 を， 齋 祀てぞ 我が 葦原の 國は 治まる、」 

と 歌 はせ 給へ る は、 熟く も 道の 大義に 心 を 得させ 給へ る大御 歌なる 由 先師 等の 旣く論 はれた るが 如し、 山崎垂 加が 神 

道 皇道 二なら ぬ理 は" i リマ" m"f て i の唱 にても 知べ し、 荻 生 茂 卿が 不俊茂 卿 生 也晚、 未い 聞-我 東方 之 道- 焉、 雖然 竊觀レ 諸、 

其爲， 邦 也、 天， 祖祖， 天、 政 A 祭 祭て 奴、 神 物之與 n 官 物-也 無 別、 祌乎人 乎 民 至- -於 今-疑 之、 而民至 n 於 今-信 レ 之つ K々 

後世 有， = 聖人 與-ー 于中國 -則必 取-一 諸斯、 己- 孔氏 之徒獨 偉-一周 禮 一而、 儒者 廼 謂-先王 之 道是而 t 已突亦 不二 深 思-也、 と 云る 

彼走^^！しては甚愛しき言也、) 祭を嚴 にし 政 を 正く して、 天下 を 整 給 ふ 事 はし も 皇祖 天神より 皇御孫 命に. 附與し 奉 給 

ふ TH^isis- ぼ 御 哉に して、 此餘に 道な く、 此 餘に敎 無く 實に隨 在天 神の 大道 此 なり、 (此餘 に 何 道何敎 とて 數 知ら 

す 多 かる は、 皆 己が 私道 私 敎と云 ふ 物にして 治國平 天下の 公道なら す、 儒と 云 ひ佛と 云へ ど、 其 道 を 免り 其敎 をせ す 


る 輩 を 天下に 數へ 見よ、 幾許 か 有む と爲 る、 其 徒と 雖も 風土の 異 有り、 時勢の 變 有り、 如何に 其を學 ぶと も 口に 其 

を唱へ 文に 其 を 記す のみこ そ 有れ、 眞に其 本意の 如く 爲す事 能 はす、 然 すがに 天下 公正の 大道に 我 知らす 御 せらる i 

ま、 七. HI お ナぁラ の 大道なる に 依て 行 く、 彼 はヮ人 爲のェ 風に 過ざる 小 術 故に 行れ 難き 害 也、 實に 彼等と 雖も身 を 天地 

の內に IKta 造化の 神 功に 資て 成れる 人民 なれば、 如何に 爲 とも 遁る， -隈 無るべき 物 也、) 偖 その 隨在 天神と は. 皇祖 

天神の 御 規則に 因て 須臾 も 離る まじき 道なる が、 君 君たり 臣臣 たり 父 父たり 子 子た る 當然の 道 を 云 ふなり、 孝德 天皇 

御紀 に.， ssi^ 謂 下隨- 神道 一 亦自有 * 神道. - 也と 有る 如く、 皇 a 天神の 御 規則 卽 天下 公正の 大道に して、 隨 神道と は此 

に 因 准す る を 云 ふ 也、 諸 祝詞に 祌漏岐 神 漏 美 乃 命以と 有る は此 大本 を 語る 神 語な り、 (天下 公正の 至理は 萬國に 同じ、 

是 以て 繫辭に 天 尊 地卑、 乾坤 定矣、 卑高 以陳、 貴賤 位矣. と 見え、 禮樂 記に 天 尊 地卑、 君臣 定、 とも 郊特牲 に 天 先. 一 

乎 地？ 君 先 n 乎臣 T 其義 一也、 とも 記せり、 如是く 天 尊く 地 卑く卑 高位 置 定まる 任に 終 古 易る 事無し、 此卽 天地の 大 

經 にして 宇宙の k% の 大本たり、 頭の 上に 位し、 足の 下に 居る、 此 上下 定り 有て 天地 自然の 大道， 宇宙 固有の 規則た 

り、 頭よ 上に 位す、 惡疾 有る も 下に 移す 可から す、 足 は 下に 居る、 肥 白なる も此を 上に 移す 可から す、 頭の 上に 位す 

る を 見て 君臣 分定 りて 移易爲 ベから ざる を 知る、 愛に 於て 臣庶 たる 者 は 君 位 を 窺 ふ 可から ざる を 知りて 上下 其 分に 安 

吾す、 .fs: 乂相 受け、 伯叔 一予 有れば、 生の 隨 にて 道 其 中に 存す、 前生 を 兄と 云 ひ 後生 を 弟と 云 ふ • 仁義 孝俤 忠信の 敎を 

寺す して 大道 確乎と して 行る 上 爭斯の 如し、 此蹤 を踐を 正と し 常と し 誠と す、 此に 反する を 邪と し變 とし 僞 とす 

を 以て 君 君 たるべし、 臣臣 たるべく 父 父 たるべく 子 子た るべき 也、 中庸に、 誠 者 天 之 道 也、 誠い 之 人 之 道 也と 有る に 
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思 合て 知べ し、 抑斯る 事に は 神 典の 古傳 のみ を 以て こそ 記傳 ふべ けれ、 由な き 外 國籍を 以て 然 する は 如何 ぞゃ思 ふ も 

有べ けれど >  普 天の下 悉く 皇御孫 命の 皇 土に 非ぬ は 無く、 萬國の 聖哲 悉く 皇御孫 命の 王臣に 非ぬ は 無ければ、 萬國に 

行る.^ 道卽 我が 大道 なれば、 悪しき を弃捐 て 其 善 を 採用む に 何て ふ 事 か 有む、 熟く 思 ふべき 物に こそ (然れ ば 天皇と 

在して は 皇祖 天神の 授給ふ 御 事の 依の 隨に 天社國 社の 皇神等 を 齋祀ら せ 給 ひて、 天下 公民 を撫給 ひ惠給 ひて、 萬國を 

ト トメへ  ：， シ ヮギ 

經綸耠 ふ を 以て 隨在 IK 神の 御行 業と 申 奉るべく、 (孝德 天皇 御紀 に、 先以祭 TI 鎭 神祇？ 然後應 レ議， 一政 事 一と も、 朕復思 P: 

欲 蒙 一一 祌護 力， 共 二 卿 等 一治， とも、 當 T 遵ニ上 古聖 王 之 跡 一而 治 JK 下. -復當 有 レ信可 レ治ニ 天下， など • 斯る 古語 ども 數 知らす 

多 かり、 今日 朝廷の 御 趣 を 竊に伺 奉る に、 少 かも 變改ら せ 給 ふ 御行 業の 坐 まさぬ は然 すがに 天神 之 御子と 御 在し 坐 

せば 也、 1K 壤と窮 無き 寳 昨の 御 尊 さ 云に 堪 たる 御 事な り、) 臣下と 有て は 天皇の 行 はせ 給 ふ 御行 業に 違 奉らす、 浮く 

ァ ナナ  タス  ヤス 

明き 心 を 以て 仕 奉り • 大御政 を 輔相ひ 輔佐け 仕 奉て 天下 を 安泰から しむべく、 又大 御世 を 無窮に 傳 させ 給 ふ 中には 邂 

タガ  t  ィサメ 

返に 神代の 御 規則に 背 はせ 給 ふ 事 も 絶て 無しと は 申 可から す、 然も 有らば 臣の臣 たる 道 を 以て 諫奏 奉りて、 君 をして 

ィサヲ 

君たら しむる ぞ 臣下た る 人の 隨 在天 神なる 美 德と云 可く. (欽明 天皇 御紀に . 百濟 王より 佛像經 論 を獻上 りけ る 時 

に、 物 部 尾輿大 連中 臣鎌子 連な ど， 我 國家之 王， 1 天下， 者恒以 n 天地 社稷 百 八十 神， 春夏秋冬 祭 拜爲， 事 方今 改 拜，, 蕃神, 

恐 致 一一 國 神 之 怒 r と淨き 明き 心 を 以て 諫 奏された る は * 實に 天下の 忠臣と 甚憑 もしき 美德 ならす や、 叉 用 明 天皇 御紀 

に、 佛 魔の 妖氣良 盛な りし かば， 物 部 守屋大 連中 臣勝海 連な ど、 何 背 n 國神 一敬-一 他 神， 也 由 來不， 識， 一若, 斯 事； と懇到 

に諫 奏された ろ を、 今 重 胤が 心に 思 合せられて 殆ど 淚も 落る かし、 然れ ども 上に 聖德 太子 在し、 下に 蘇 我の 狂 痴有タ 


て， 相 共に 左 道を摔 ひたりし 故に、 忠臣の 金 貧 は 蕩け 碎 けて 行 はれす、 益. < その 弊滋蔓 なりし を、 推 古 天皇の 女帝 

に 在し 乍 も 其 忠臣 等の 諫奏 を實 にもと や 思 ほしたり けむ、 御 紀に， 十五 年 春 二月 庚 辰 朔戊子 詔 曰 朕 聞， 之 襲 者 我皇鼠 

天皇 等 宰：， 世 也跽レ fK 蹐 k 地敦禮 n 神祇， 周祠 -1 山川， 幽通 n 乾坤- 是以 陰陽 開 和 造化 共 調今當 n 朕 世， 祭ョ祀 神祇， 豈有ニ 忍 乎 故 

群臣 爲竭, 心 宜：， 拜， 1 祌祇？ と 有る を m 心 ふべ し、 十二 年 四月に 皇太子 憲法 十七 條を 作られ たれ ど、 天皇の 神祇 を 祭祀り 

崇 させ 給 ふ 尊き 大御志 は 一條 も 記 載られ ざり しかば • 彌. -<佛 法 を 上 無き 物と 人 皆 欺れ けらし、 此 より 四 年の 後に 斯く 

改て ii 命し 給 ふ は 深く 所思す 御 3曰 有て 其 憲法 十七 條を 顯に廢 べしと は 仰 下され 難 かりし、 故に 其 を幽に 破り 給 ふ 御 心 

しら ひなり、 甲 午 皇太子 及 大臣 率-百 寮 ー以祭 n 拜 神祇と、 天皇の 大御 命に 驚き 物 爲られ たる 様なる を 思 ふべ し、 然は 

云へ 物 部 中臣ニ 大人の 忠臣 此 時に 顧れ たりと 云べ し、 阿那長 こ、) 公 K として は 左に も 右に も 上の 御 趣け に 因 准 ひ 奉 

タス ケ  ョゴト  コトタ 

り、 各 も 各 も 祌賦の 家業 を 守て り 衣食住の 資と爲 し、 身 を 修め 德を行 ひ • 世の 爲 人の 爲 に功德 を 建て、 相 助け 相 救 

ひ、 己 を 棄て伦 を 起し、 隨 在天 神の 大御 政の 少しも 安から む 事 を. 須臾 も 忘る ベから す、 如 此く爲 る 時 は 父子 親愛 有 

り、 夫婦 愛敬 有りて、 人道の 極み 因 此て行 はるべし、 此れ ぞ祌漏 岐神漏 美の 詔 命 以て 皇御孫 命に 事 依し 奉 給 ひし 隨に 

タガヒ 

古今 萬國 の 差別 無く 天下 公正に 自然にして 行る \ 所の 大道に して、 貴賤 尊卑の 等差 無く 天 下 萬 世に 常然 にして 行 可き 

所の 大道な り、 露に 皇祖 天神の 御 恩賴の 天下に 彌綸 はす 事斯の 若し、 惟祌者 謂,， 隨， 一 神道， 亦自有 * 神道.. 也の 神道に し 

て 帝道 唯 1 の眞 3a 此 外に何か 在む、 3 典に； 大に 二日 無く 地に 二王 無く、  IK 地の 道は隨 在： 大祌 にして 二 無き 義を 悟り、 祌 

祇の 德を繼 ぎ、 修理 固成の 賦命を 有つ 所以 奇異に も 霊妙な りけ り、 (此 外に 道と 云 ひ 敎と云 ふ 物 世に 多 かりと 雖も、 一 
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人 を も 御し 得 まじき 小康の 術に こそ 有れ、 豈 期せ. ir して 自然に 行る- - 大道と 云む や も、 荻 生 茂 卿が 辨 道に >  先王 之 道 

先王 所, 造： 也 非，, 1K 地 自然 之 道-也と 云 ひ、 同じ 人の 辨 名に、 更ニ數 千載 數 聖人- 盡ニ其 心 カー 智巧以 成， 一之と 云る は、 然る 

首な り、 自 日本 東夷と 稱 れる痴 者ながら、 然 すがに 皇國 人なる 故に 斯る 卓見の 說は 有るな り、 但皇國 風土の 自然なる 

美 有りて 斯く云 はしめ たる か、) 

マ マツ ヤシ 口 クニ ヴ ヤシ ロト  タヌへ ゴトヲ へ マヅル  スメ 力 ミタチ z マへ -1  マ ヲサク 

天 社 國 社 登。 稱辭竟 奉。 皇神等 能 前 爾。 白久。 

天 社 攝社杜 天神 社國 神社と 云 ふ 意な り、 如是く 天神 國 神社 を 稱辭竟 へ 齋祀り 奉 給 ふ 事 は 皇祖 天神. に 依れり となり、 神 

代紀 に、 高 皇產靈 尊 因 勅 曰 吾 則 起 n 樹 天津神 籬及 天津 磐 境- 當 T 爲ニ吾 孫， 奉. -齋矣 汝天兒 屋命太 玉命宜 T 持，， 天津神 籠， 降 

, 一 於 葦原 中 國 ー亦爲 -1 吾 孫， 奉 * 齋焉と 有る 此 事と 通えたり、 (此事 古語 拾 遣に は、 天 照 太 神 高 皇產靈 尊 乃 相 語 曰と 有り、 

此に 就て 思 ふに、 御 天降の 大較は 天 照 太 御 神の 御 心より て、 專其事 を 定給ふ は 高 皇産靈 神 皇産靈 神の 御所 置に 成れ 

るが、 何 所 にても 高 皇產靈 神 一 柱 を 耳 擧られ たる は傳 漏た るかと 思 ふに 然ら す、 此ニ柱 神 はし も 夫婦の 御中ら ひに 坐 

せば、 夫 神に は 必婦祌 の 从ひ御 在すべき 理 なれば、 其 件々 に數多 所に 記されむ は 煩 はしければ， 其婦 神なる に 就て 神 

皇產 靈祌を 省かれた る 物な り、 ffi 雲 國造祌 賀詞に、 高 天 能 祌王高 御 魂 命 能皇御 孫命爾 天下 大八島 國乎事 避 奉 之 時 云々 と 

有る を 以て 辨ふ べし、 因に 云 ふ， 同 詞に其 文を受 て、 是爾親 神魯伎 神魯美 乃命宣 久と 云れば、 上に 說 るが 如く 神 漏岐神 

漏 美 命は彌 々 髙皇産 靈祌皇 產靈神 の 崇稱な る事更 に 疑 無き 物な り、) 傻 天社國 社と 云 ふ は 省た る 語の 如く 云 は るれ 共然 


に 非す、 龍 田 風神 祭詞 に、 祌等乎 婆 天 社 國社止 稱辭竟 奉と 有る を 始め、 佗 例皆然 り、 (六月 月次 祭詞、 大 甞祭詞 にも 此語 

有り J 如 此く皇 神 等 を 天社國 社と 稱辭竟 奉 給へ と 皇祖 天神の 詔 命令せ 給べ るから は、 高千穗 宮にぞ 天下の 諸 社の 大 

凡は定 給へ りけ む、 然る を 拾遺に 此を 神武 天皇の 大 御世の 事に 委ねて、 愛 仰 IT 從 皇天 二 鼠 之 詔， 建 IT 樹神籬 一と 記せる は 

由 來有來 し大御 政なる を、 萬 事の 具り 整れ るは此 御世 なれば、 此 時に 始れる 如 なれ ど" 此を 正しく 始ぞと は 云 難し- 

(考 に、 「天津神 國津 神て ふ 語 は： t 代に 有し かど H< 社國 社と 定 坐し は崇神 天祌の 御世に こそ 有れ」 と 云れ し は賀茂 大人 

とも 思えぬ 麁說 なり かし) 

稱辭竟 奉稱は 幣物 を 議し究 る 意辭は 祝詞.！^ 善 はしく 宣る事 也、 但此 なる は 天社國 社と 其 社 を定て 崇敬 ひ 給 ふ 事 を 云 ひ 

此 終に 稱辭竟 奉 久登宣 は 祈 年の 幣物の 事 を 云て 同じ 事な り、 辭竟 奉と 稱辭竟 奉と は 別な り、 其 由 下に 云り、 思 混 ふべ 

からす、 鈴屋 翁の 後釋 に、， 多々 SS は 水を湛 ると 同一 一一 一口に て滿足 はす 意な り、 (今 世の 首に 海潮滿 極れ る を 潮の 湛とー K も 同 

じ、 凡て 神 を 祭る に は 事 を も 物 を も滿足 はし 盡し 究めて 其 由 を 申す 事に て、 卽 祝詞の 語是 也、 此 祝詞に て 云 はに 千 

穎 八 百穎爾 云々 aw 高 知 云々 など 樣に盡 じ 究めて 申す、 是 稱辭竟 奉な り、 竟も 究め 盡す 意な り、 〇考 云、 萬 葉に、， 正 

ヲ ヘメ  ゥチ  ヲ へべ  ヲへ 

月 立春の 來 らば 斯 くし こそ 梅 を 折つ &樂 しき 乎 倍 米」 此を家 持 卿の 追 和し 歌に、 春の 裏の 樂 しき 終 者と 詠る 乎 倍 © 言 

も， 共に 樂 しみ を盡す 事な り、) 偖 神 を 祭る に は 必然 爲る 事なる 故に、 稱辭竟 奉と 云へば 卽 祭祀る 事に 爲て、 此も fK 社國 

社 登 伊都 伎 祭皇神 等と 一 K ふ 意 也、 餘も此 に 准へ て 心得べ し、」 と 云れ たる 如し • 故 思 ふに. 稱辭宽 奉 はおの 如く 其 祭祀 

に 典る 物に 就て 云 ひ、 辭竞 奉は祀 典より は 神 德を稱 す 時に 常て 一 K ふ詞 な，^" 此事 第三 詞に 辭竟 奉と 有る 下に 云り I 叉 

延喜式 祝詞 講義 一之 卷  二 七 


延喜式 祝詞 講義 一之 卷  二八 

物 を 奉 進る 事 を 立 奉と 云 ふ 立 も 此稱に 同じ かる 可し、 然れば 多々 •w は 立々 聚の 義にぞ 有る 可き， (神 漏 伎 命祌漏 美命以 

て 天社國 社と 皇神等 を 稱辭竞 へ齋き 祭祀ら しめ 給 ふ 由来 を、 此に先 云 ふ 事 深 有るべし、 祌に 物事 を 祈 奉る 事 は 人の 

アタリ マへ  ヮタ クシ 

上に 取て 常然の 事なる が、 人 皆 其當然 なる 由来 を 知ざる が 故に 不當 なる 願 を 物 爲て祌 の 御守り 遭 奉らぬ 耳なら す、 其 

御咎を さへ 蒙る 事 有る 物な り、 其 當然を 祈る と は、 祈年祭に は 豐稔を 祈り、 鎮火 祭に は 火災 を 除かむ 事 を 請 奉るな ど 

必然 爲 よと 皇祖 天神の 定置 給 ふ 所 なれば 極めて 神の 納受 給 ふべき！ ic なり、 然るに 世人の 神に 侯り 媚る所 を 見聞く に、 

ナラ 

茄子 を植て 瓜を實 しめ 給へ と 云 ふ 如き 不當 なる 願 を掛て 公正の 祭なら す、 斯る祈 事 は 皇祖 天神の 御定に 非る が 故に 式 

の 諸 祝詞に 一 つと して 道 を 曲た る 願事 非す、 愼 しむべく 長るべく こそ、) 

皇祌等 乃 前 S ぉ久と 有る 皇神等 は、 何れの 祌をも 尊み て如此 申な り、 此は 天社國 社に 鎭 坐す 許 多の 神 等 を 取 摁て稱 る 

にて， 四時 祭式に、 祈年祭 祌 三千 1 百 三十 ニ座大 四百 九十 二 座 (三百 四 座 案 上官 幣ー百 八十 八 座 國司所 祭) 小 二 千 六 百 四 

十 座 (四百 三十 三 座 案下 官幣ニ 千 二百 七 座 國司所 祭) 神祇官 祭神 七 百 三十 七 座 奠，, 幣案 上， 祌 三百 四 座 (宮中 三十 座 京 中 

安藝 畿內 山城 國五 十三 座 大和 國 一 百 一 一十 八 趣 河內國 1 一十三 座 和泉國 一 座 攝津國 一 1 十六 座 東海道 伊勢 國 十四 座 伊豆 國 一 

座 武藏國 一 座 安房 國 一 座 下總國 一 座 常陸國 一 座 東 山道 近 江 國五座 北陸 道 若狹國 一 座 山陰 道 丹波國 一 座 山陽 道 播磨國 三 

座 安藝 國 一 座 南海 道 紀伊國 八 座 阿波 國ー 一座) 社 一 百 九十 八 所 前 一 百 六 座、 (〇 今 云、 此は案 上官 幣の社 也)、 不， 奠幣 案下， 

祈 年 神 四百 三十 三 座 (拉小 宮中 六 座畿內 山城 國六 十九 座 大和 國 一 百 五十八 座 河內國 九十 座 和泉國 六十 一 座 攝津圃 三十 

九 座) 社 三百 七十 五所 前 五十八 座、 (〇 今 云、 案下 官幣の 社 也)、 と 有る は 朝廷より 幣帛 を 頒ち奠 らせ給 ふ 神 等 也、 サ： 飴 


にも 國 司祭 祈 年 神 二 千 三百 九十 五座大 一 百 八十 八 座 (東海道 三十 一 一座 東 山道 三十 八 座 北陸 道 十三 座 山陰 道 三十 六 座 山 

陽 道 十二 座 南海 道 十九 座 西 海道 三十 八 座、 〇 今 云、 上に 大 四百 九十 二 座の 內 にて 三百 四 座 案 上官 幣と 有る 外 を 計た る 

なり、) 小 二 千 二百 七 座 (東海道 六 百 八十 座 東 山道 三百 四十 座 北陸 道 三百 三十 八 座 山陰 道 五 百 一 一十一 一座 山陽 道 百 廿四座 

南海 道 百 三十 四 座 西 海道 六十 九 座、 〇 今 云、 上に 小 二 千 六 百 四十 座と 有る 內に 四百 三十 三 座は畿 外なる に 依て 案下 官 

幣 にて 奠られ たる 其 外 を 計た るな り、 第 十 一詞の， 、に 此預- 一 祈 年 國幣， 給 ふ 社々 の 事 を 詳記せ り、 併せ 見る 可し、) 此等 

を摁 合て 三千 百 三十 二 座の 祌等 を： 大社 國 社と 稱辭竟 奉ら せ 給 ふ な り、 然れ ば皇 神と は必 しも 天皇 の 御祖と 申す 意 に あ 

らす、 尊 稱 と 知べ し、 (其證 は 皇祖なら ぬ 御 年 祌を御 年皇祌 等と 申し、 祌祇官 の 八 座の 祌 をも皇 神と 申せる にて 知べ 

し、 許 多の 祌等 を皇神 等と 云 ふ 例 は、 W 雲國 神 賀詞に 百 八十 六 社 坐皇神 等と 有 を 始て數 知らす 多 かり、) 

コト， ン / キ サ ラ ギ 二  ：， トシ ニン メタ マ ハム ト シ テ 

今年 一 一月 爾。 御 年初 將賜登 爲而。 
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今年 二月 は、 二月 四日 を 云 ふ (四時 祭式に 凡 祈年祭 二月 四日と 有る 此 なり、 此卷十  一 丁に 云る を考 合べ し) 年 は 迅速 

の義を 含て 稻を云 ふ、 然る は 春夏秋冬 十二月に て 一 囘爲る 事なる が、 生長 牧藏此 中に 成て 有^も 不ケ足 も 無くして 稻の 

一 f なれば、 其 義をも 兼たり、 (御 年祌の 下に 委しく 云べ し、) 春夏秋冬の 名 及び 十二 年の 名 悉く 稻を 以て 食たり、 (稻 

. - I  ハル  ム ツキ モ ュヅキ キサラ ギ キサラ ギヤ ョヒ  ヤヨい- 

は 人の 性 命 を 保ち 養ふ資 なる 故に ぞ 有らむ、〕 春 は 生に て稻 種の 芽む 義 なり、 (正月 は萌月 二月 は 穎 更生 三月 は彌 生の 意 

. -,, '  - - ナツ  ナ" タ  ゥ ヅキ ゥヱ ツキ サ ？キ サヅキ -,、 ナヅキ -.、 ナリヅ ヰ  タ --プ 

なる に考 合べ し、) 夏 は 長に て稻の 苗の 成育つ を 云 ふ (四月 は殖月 五月 は 早苗 月 六月 は實成 月の 義 にて 長け 蔓る 由な り) 
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秋は收 にて 穗の 赤らむ 由な り、 (七月 は穗見 月、 八月 は 蕃息月 、九月 は稻 月なる を 思べ し、) 夂は戚 にて 稻穀の 恩 頼 

カミナ ヅキ 力 レナ シづヰ シ モ ツキ シモフ リづキ シ ハ ス  トシ バヅ 

を 得る 義 なり.. (十月 は枯 無月、 十一月 は 霜 降 月、 十二月 は 年 竟の義 なり、) 

如此く 一歳 四季 十二月の 名 稱の稻 に 資れる 耳なら す、 此大 八洲 阈を 瑞穗 國と稱 させ 給 ふ 事、 皇國 の萬國 に眞秀 たる 所 

シ  メ ヂタ 

以 著明く、 また 天 地正帶 の美國 なる 由緖を 察るべし、 (此 如く 天 下に 比類な く 尊き 皇國に 生れて 美き 稻^ を飽 まで 喰 ひ 

泰平の 御世に 住馴し 故に 然し も 思 はさめれ ど、 外國に 至て は 畜肉獸 肉を糧 とし、 或は 魚 食す る も 有て， 大地 萬 阈廣し 

と雖も 皇國の 如く 食物の 美 好き は 無く、 亦淸ら けき は 無き を、 然 りと は 知らす 顔して 皇 國を賤 しめ K しむる を 見識め 

かす 腐儒 者 こそ、 罪 反賊に 超越た る 曲者な り けれ、 惡 まざる ベけ む や、) 

御 年初 將 賜！！ „1 爲而 は、 二月に 至て 種子 を 水に 溃し. 田 を 耕し 初る 物 なれば、 御 年初 させ 給 ふとな り、 此は 百姓の 所業 

なる を、 天皇の 初 給 ふ 由に 宣 へる は、 此 大地 は 天皇の 御國と 皇祖 天神の 附與し 給 ふ 中に も、 殊に 此瑞 穗國は 天皇の 御 

食 國と定 給 へれば、 山川 田野 悉皆く 天皇 の 御 有な る を 天下の 百姓に 頒ち預 しめ 給 ひ、 ( 天皇 御 一人の" 大 下なる を； 大 下の 

タモ 

天下に 相 保ち 相 輔け相 憐れみ 相 救し め 給 ひ、 各々 其 産業 を勉 しめ 給 ふなり、 因に 云 ふ 如此く 天下 百姓の 産業と して 田 

地 を 耕す 事 を 天皇の 物 爲給ふ 様に 宣 へる を 以て も、 各々 傳 承る 所の 家業 は 我が 私の 家業に 非す、 朝廷より 預 奉る 家業 

なり、 然れば 天下の 公民と 有む 者 は、 家業 を 守り 國禁を 愼むを 以て 朝廷に 仕 奉の 美と 思 ひ 功し む 可き 物ぞ かし、) 稻穀 

また 皇風 天祌 より 天皇に 授け 進ら せた る 物なる を 天下に 頒ち 作らし め 給 ふなり、 (巳に 此事 十七 丁に も 論 ひ 置り き、) 此 

を 以て 御 年初 給 ふと 天下 百姓の 作業 を 大御自 の 任と して 祈 白 させ 給 ふなり、 恐し とも 辱し とも、 恩へば m 卞 隨に、 云 


へば 云ふ隨 に、 淚 さへ 殆に 垂下り て 遍き御 惠の尊 さに は 言 も 意 も 及 * はすな む、 (祝詞 考に、 此の 初 字 を 或 人， 初 は 新の 

誤に て 御 年 祈なら むと 云り、 然も 有ぬべし、」 と 云れ たる、 此或人 は 何なる 無識の 人な りけ む、 見遁し 難き 曲說 なり、 

K 雲 本に も 然有は 此說を 信 ひて 改 たりと 見 ゆ、) 六月 月次 詞に は、 此 所の 文、 今年 乃 六月 月次 幣帛 明 妙 照 妙 和 妙 荒妙備 

奉 S と 有り、 (十二月 月 矛、 此に 同じ、) 

ス ノ-. 、マ/  -.、 づ卜 ノ  ゥヅ /  テゲラ ヲ  T  1^ ヒ ノ トヨ サカゾ ，4 リ. 二  タタへ r トヲへ マ づラク 卜 ノル 

御 孫 命 能。 宇 豆 能幣， 乎。 朝日 能豐逆 登爾。 稱辭 竟奉久 登宣。 

皇御孫 命と 申 奉る は、 天より 降 坐て 髙千 穗宮に 初國所 知し 天皇 を始 奉りて 當 今の fK 皇ま でも 稱 申す 大 御名な り、 (借此 

詞 に少辨 まふ 可き 事 有り、 祌漏伎 命 祌漏美 命 以てと 有る 詔 命 は 天降 坐し 天皇に 宣 ひて 後世に 及ぼせる 也、 此に皇 御 孫 

命と 有る は 常 今の 天皇の 御 事なる が、 事 は 前代より 受來る 由を證 せり、) 皇は 統御の 義 なる 事、 上 (十六 丁) に 云る 如く、 

,,, マ  タモ  マ 

御 孫 は御眞 にて 天下 を圜め 有た せ 給ふ義 にて、 眞は 物の 精粹 純正の 象形 を， 云 ふ 言 なれば 宇宙に 比類 坐ざる の尊號 なり 

(眞中 また 眞心 また 眞情 また 眞玉， など 云る 例を考 S して 知る 可くな む 有る)、 此を 以て 續紀 (十五 卷) の 歌に は、 阿 麻 都 

加 美 美 麻 乃彌已 止と 有り、 前に は貞觀 儀式に 御體 (詞云 於 保 美 麻) と 有に 依て 皇御 身命なら むかと 思 ひし かど も、 其 

義 ならむ に は 單に美 麻 乃彌己 止と は 云 難し、 皇字を 離 ちても 通 ゆる は 御 孫 は御眞 なる 事 著明し、 (古語 拾 遣に、 天 照 太 

祌高皇 產靈祌 二 祌之孫 故 曰 一一 皇孫 一と 云る は 古人の 說と雖 も 取に 足らす、 古く は 子孫の 孫 を 比 古と こそ 云へ れ、 麻 碁と 

云ふ訓 無し、 a に 云 ふ 神代 紀下卷 に 吾 孫と 有る は 和 我 美 麻と 訓べ からす、 和 我 美 麻に て は 何の 事共 通えぬ が 如し、 和 
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我 美 古と 訓 べし、) 

宇 豆 能 幣帛 乎 の 宇 豆 は、 貴き 意と 嚴 しき 意と 大 なる 意と 有， リ、 其 は 第 七 段 伊勢 太 神宮の 詞に宇 一旦 乃 幣帛と 有る を、 第 

三十 二 段同宫 祈年祭 詞には 太 御幣と 有に て 炳焉き 物な り、 此に 就て 思へ， ば 宇 豆 は 全な り、 物の 足 整る 狀を云 ふと 聞 ゆ、 

若て 此を 崇詞 とする は、 賤 きょり 貴所に 向 ひて は 物の 足 整る 由の 稱辭 を从 へ 云 ふ 例に て、 此 なる 全 また 御手 御 足な ど 

の 卸 も 元は 充實 の義 より 从 るな り、 叉 太 御幣の 布 刀 も 全に て 宇 豆と 同じ 意な り、 全 を 宇 豆と 訓る事 古事記に、 內？ T 釗鵡 

皮， と 有る 內は借 字に て 全 剝の義 なる を 思 ふ 可し、 考 云く 祌代紀 に 珍 子 (珍此 云-一 于圖？ 〇 今 云、 此事を 古事記に は 貴 御 

子と 有り、) 神武 天皇 御紀 に珍彥 (此 云， 一 于努显 故，) 大殿祭 詞に皇 吾 宇都 御子 皇御孫 之 命 (萬 葉に 皇朕宇 頭 乃 御手 以) 是等 

を 合せて 知るべし」 と 有り、 (皇御 孫 命の 奉らせ 給 ふ 幣帛なる 故に 貴と は 云 ふなり、 記傳 七に、 今 言に 人の 容貌 を 宇 豆 高 

きと 云 ふ も 高く 嚴 くしき 事な りと 見 ゆ) 幣帛 は充 座な り、 考云、 幣帛 は 萬 物 を 置 座に 充て 奉る を 云 ふ、 記傳八 (四十 三 丁) 

に 古神に 獻物及 人に 贈な ど爲る 物を久 良と 云り と 見 ゆ、 (後世の 語に、 人に 物を與 るを久 流と 云も是 より w たる 可し、) 

其 は 千 位置 戶と 有る 位、 又貞觀 儀式に 倉 代 十 輿、 (代 は實 にて 卽其物 を 云 ふ、) 綾後紀 一 に國造 ffi 雲 璺持等 云-" <  倉 代物 五 

十 荷な ど 有る 倉此 也、 (位 倉の 字 共に 假字 也、) と 云れ たるが 如し、 但美氏 を 御手な りと 云れ し は 依 難し、 美 S は充 

る 意、 久良は 物實を 載る 座と 云 ふ 事な り、 然る を記傳 に此充 座の 說を 非す として、 偖 は 賢 木の 枝に 着た るに 叶す と 云 

れ たれ ど、 物 を 着る mi 其卽座 なれば 難 無し、 〇 今 云、 置 座 は 神に 奉る 居 置く 臺 なり、 其 制 は 木工 寮 式の 八 座 置 四 座 

置條 に、 以, 木 爲レ之 長者 二 尺 四 寸短者 一 尺 一 一寸 各以 n 八 枚, 爲ぃ 束名稱 n 八處 Biir, 長短 各以 M 四 枚 1 爲 i 束名稱 -1 四 座 置-と 有 


が 如し" 大被詞 千 座 置 座の 下に 註べ し、) 侍此 幣帛 はし も、 四時 祭式に、 奠幣案 神 三百 四 座 社 一 百 九十 八 所 座 別 施 五 尺 

五色 薄拖各 一 尺 倭 文 一 尺 木綿 一 一雨 麻 五 兩庸布 一 丈 四 尺 倭 文 纏 刀 形 (倭 文 三寸) 纏 刀形拖 (拖 三寸) 布 纏 刀 形 (布 三寸) 各 一 

n 四 座 置 八 座 E 直 各 一 束榍 一 枚檢鋒 一 竿 弓 一 張靱  一 口 鹿 角 一 集銥 一 口 酒 四 升 觴堅魚 各 五 兩腊ニ 升 海藻 滑 海藻 雜 海藻 各 六 

兩鹽 一升 酒坏ー 口 裹葉薦 五 尺 (今 云 麻 字 座に 誤 作れり、 今改て 引きつ) 云々、 (今 云 社 1 百 九十 八 所の 下に 對放 ふる 

に ISE の數 など 替る 事な きを、 庸布 一 丈 四 尺 弓 一 張靱  一 口 鹿 角 一 隻敏 一 口 酒 四 升 鳆堅魚 各 五 兩腊ー 一升 海藻 滑 海藻 雜海 

藻 各 六兩鹽 一 升酒坏 1 口 を 省かれたり、 此 は座數 に拘ら すして 其 社に 奉らる \ 事と 聞え たり、) 不奠幣 案 上 祈 年 神 四百 

三十 三 座 社 三百 七十 五所 座別拖 三尺 木綿 一 一雨 麻 五 兩四座 置 八 座 置 各 一 束循 一 枚 槍 鋒  一 ロ庸布 一 丈 四 尺 裹葉薦 三尺 就中 

六十 五 座 各 加，， 蟹 一 口， 靱ー ロニ 十 座 各錢ー 口 三 座 各靱ー 口 (竝 見，， 祌名 帳，) 前 五十八 座 座別拖 三尺 木綿 二 兩麻五 兩四座 

置 八 座 置 各 一 束楣 一 枚 槍 鋒  一 口 裹葉薦 三尺 (今 云 社、 三百 七十 五所の 下に 對& るに， 庸布 一 丈 四 尺 を 省たり- 此は 社に 奉 

らる& にこ そ、) 右 神祇官 所 祭 幣帛 一 依 前件 具 レ數申 二目 (今 云 官は太 政 官を云 い ふ) 三 后 皇太子 御巫 祭神 各 八 座拉奠 裕.： 

案 上， 伹 臨時 加減 仍不, 入 二 恒數、 (今 云 三 后 は 皇太后 宮太 后宮 皇后 宮を 申せり、 御巫 祭神 八 座 は 神祇官 西院坐 御巫 祭神 八 

座 を 云 ふ、 鎭御 魂齋戶 祭詞の 下に 註 ふ を 見るべし、 但 臨時 加減 仍不レ 入，； 恒數， は、 三 后宮の 御 在す 時 も 御 在ぬ 時 も 有る 

が 故に 恒數に は 態と 入れざる と 也、) 太 神宮 度 會宮各 加，： 馬 一 疋， (籠 頭 料 庸布ー 段、 〇 伊勢 太 神宮 式に、 凡 二月 祈年幣 

帛者 「幣 色目 在，, 四時 祭式 こ 朝 使 到 日 太 神宮 司 引 ，1 使者， 先參； 1 度會 官，. ^、太 神宮 奉？ fi. 幣帛 二 如 >1 常 懐， 「高 荒 祭 宮使自 進 

奉餘宮 令，. 漏宜等 奉. a 其 1 H 呂所攝 諸 社幣者 座別綰 三尺 木綿 麻 各 一 ー兩ー 一分 太 神宮 司分充 禰宜撿 領就レ 社奉レ 班と 有り、) 御 
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歲社 加， 1 白馬. ai 猪 白鷄备 一 ス 下に 註 ふ を 見べ し) 高 御 魂 神 大宮女 # (神祇官 西院坐 御巫 祭神 八 座の 中 也、) 及 甘 樫 飛石 村 

(本に 石 根と 記タ、 大和 國十市 郡 石 寸山ロ 神社なる 事 著明ければ 改て 引つ、) 忍 坂 長 谷 吉野巨 勢 賀茂當 麻 大坂膽 駒都祁 

養 布 等 山 口 幷吉野 宇陀 葛 木 竹豁等 水分 十九 社 各 加， 1 馬 一 疋、 (今 云 高 御 魂 神より 竹豁 まで を 計た る總數 也、) と 有る、 此 

卽ち宇 豆 能 幣5£ なり 

朝日 能豐 逆登爾 は、 考云、 豐は稱 云 ふ辭逆 登は榮 登な りと 有り、 但豐は 動む にて、 大地の 天 行の 左 旋を迎 へて 右 動 

する 事に 起れ り、 此旋 動の 機關 有て 萬物發 育す る 事 を 得る 故に 限り も 無き 美稱 なり、 古 始太元 考璺雲 野 神の 下に 委し 

く 云る を 見る 可し、 (古事記に 阿 左 比 能 惠美佐 迦延岐 呈 とも 有る が 如し、) 又 日の W る 時 は 其 日の 佳 時なる 故に 此時を 用 

るな り」 と 見 ゆ、 (古事記 神武 天皇 段に 阿佐 米 余^と 有 を も 思 合べ し) 

稱辭竟 奉 久登宣 は、 皇姐 天神の 詔 命 以て 天社國 社と 稱辭竟 奉 給 ふ皇神 等の 前に、 今年 二月に 御 年初め 給 はむ と 爲て其 

の 御 祈の 爲に皇 御 孫 命の 珍 貴の 充座を 班ち 捧 進ら れて稱 辭竟奉 給 ふとな り、 (考 云、 是を 二度 云て 文 を結訖 り、) 偖 高 天 

原爾 神留 坐より 此の 稱辭 竟奉久 登 まで は 天皇より 其の 祈年祭に 預給 ふ祌に 申させ 給ふ辭 なり、 (此を 一 括み に爲て 見る 

時 は、 祌主祝 部に 令 給 ふ 詔詞の 如くな りて 何の 別ち も 無き が 如し、 然れば 上に 集 侍 神主 祝 部 等 諸 聞 食 登 直と 此の 宣と 

は 神主 祝 部 等に 受賜 はら 令め 給ふ宣 命に て、 神に 申させ 給 ふ 祝詞 は稱辭 竟奉久 までな りと 知べ し. 但稱辭 竟奉留 とこ 

そ 神に は 申させ 給け め、 宣 字へ 續 くる 故に 稱辭 竟奉久 登と は 云るな り、) 宣と 唱訖る 毎に 參集 せる 神主 祝 部 等 共に 稱唯 

する 事 上に 云る が 如し、 (下 此に傚 ふべ し、) 若て 神主 祝 部等此 時に 忌 部の 頒っ得 帛を受 脇り て 其 奉仕る 社々 に 持 去て 上 


件の 祝詞 を e. して 奉るな り、 西宮 記に、 遠 社幣納 M 官幣 庫-近 社 幣祝來 請 遠 社 幣^-一 官 庫一 附- 一朝 集 使 i と 有り、 此 にて 其 i 

せ 給ふ狀 著明し- 叉 江 ff! 第二 月 四日 祈年祭 條に >  ■ 祌紙史 二人 持簡 召，, 諸 社 祝， 史 申-一 頒 幣訖， と 有る 次に、 遠 社^ 納 n 官 

庫一と 有る は此事 也、 又 藤氏 公卿 頒二舂 日幣, 之 後 早退 ffi 云々 と 有れば、 然る可き 由緣の 社へ は 其 氏人より 納め. & さる- - 

なりけ り、 (忌 部の 幣帛 を 主る 由 は 上に 引る 貞覜 儀式 また 四時 祭式に 詳也、 中臣 祝詞 を 宣る事 は 令 集 解に、 中 臣宣， 一 祝 

詞， 者 時 行事 宣， 一 參集之 社々 之 祝 部 等， 也と 有が 如し、 然るに 考に、 以， 一 吿レ祌 祝詞， 宣 IT 聞 百官， と 云る は 誤な り」 と 云れ た 

れ ど然ら す、 儀式 また 式に 大臣 以下 諸 司 主 典 以上 も參 集して 此を檢 見す る 由 也、 然れ共 大臣 以下 百官に 宜詞 ならねば 

稱 唯せ ざるに こそ 有れ、 祌主祝 部 等と 共に 聞く 事 なれば 僻言に は 非す) 此 より 下 十 條は此 祈年祭の 詞 なる が殊 異なる 

由緣に 依て 申 給 ふ 事の 上に 少異 有れば 別條に 立ら れ たる 者 也、 (其 は 次々 解 行く 說の 差異 を 見て 察むべし) 

トシ ノス メカ-. /クチ ノ マへ 二 マ ヲサク 

御 年 皇神等 能前爾 白久。 

御 年 皇神等 は、 神 名 帳に 大和 1; 葛 上 郡御歲 神社 (名神大月^^、新甞) と 有て 1 柱なる を、 皇神 等と 有る 上 は 必其相 殿 神 

の 御 在る 事 著し X 記傳 十二 卷御年 神の 下に、 祝詞に 御 年 皇神等 能 前 爾白久 と 有る は 祈年祭に 預給ふ 諸 社 を 都て 云 ふ」 

と 云れ たれ ど、 諸 社に 坐 神の 事 を 及ぼして 御 年皇神 等と は 云べ からざる なり、 此 御社の 神 位 は文德 天皇 實錄 に、 仁壽 

1 一年 四月 庚申 加， 一大 和國御 歳神從 二位， 又 同年 十月 甲子 加 n 大和 國御歳 神 正 二位- とも 有り、 叉淸和 天皇 實錄 に、 貞觀元 

年 正月に 從 一位 を授 奉り 給 ひ、 同 八 年 二月 新 置 一一 神主， と 見えて 甚 重き 御社な り、 此社今 持 田 村 東に 在りと も、 また 森 
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脇 村に 在と も 云り、 能く 正し 置 ま 欲き 事な り、 叉 高 市 郡に も 大歲祌 社 二 座 また 御 歲祌社 献靱と 見えたり、) 故 熟思 ふ 

に 御 父 神と 坐す 大年祌 また 若年 神 も、 同 御德の 神に 在せば、 御办を 合せ 給 ひて 鎭 坐す 事 疑 無し、 是を 以て 御 年 皇神等 

と は 申せるな り、 (神 名 帳に 載られた る 所 は 一座の 如くなる も、 其 祀る所 は 幾 柱 も； IS1 坐す 例と 聞え て、 大和 國城上 郡 

大祌 大物 主神 社 は 一 座の 如くなる に、 大物 主神 大巳貴 祌少彥 名 祌竝御 在る 由. 大 三輪 三 社 注進 次第 記に 見え- 尾張國 

愛 智郡熱 田 神社の 祭神 天 照 太 神 素 妾 鳴 尊 日本 武命宮 酢 嫒命建 稻種命 併て 五 座なる 由 社 記に 見えた るな ど、 其餘 にも 多 

かり、 凡て 人 も祌も 同事に て. 父子 は 更に も 云 はす、 夫婦兄^？-親族の間は殊に親しき物にて、 共に 同居 爲ま， 欲 かる 常 

情なり、 然れ ば官に 由緒 有て 朝廷より 祭祀せ 給 ふ 所 は、 一 柱に も 有れ 御 父母 祌 また 后 神 御子 等 も 共に 鎭り御 在て、 其 

主たる 神の 奠られ 給 ふ 幣帛 供物 を 頒ち受 坐て、 叉 其 御 守護 を も 輔佐け 御 在べき 理を思 ふべ し、 然る 斷見 無くして 神 典 

の秘蕴 明むべき ならす、 心 を 平にして B 心 察べ し、) 此を 古書に 稽 るに、 古事記に 須佐之 男 命娶， 一大 山 津見祌 之 女 名祌大 

市 比賫， 生 子 大年祌 故 其 大年神 娶，； 香 用 比 賣生子 御 年祌， と 有る 此也、 (凡て 此邊の 文錯亂 有て 粉 ふ 事 多 かり、 古 始太元 

考に註 ふ を 見べ し、 此大年 神に 宇迦 之 御 魂 神と も 宇賀 御 魂大年 神と も. &す亦 名 有り、 御 年 神に 向日 神聖 神と 申す 亦 

名 有り、 神 名 式に 山城 國乙訓 郡 向 神社 大歲 神社；！ 処 載れる が 向日 明祌 とて 立せ 給 ふ を、 其 社 記に、 祌須佐 男 命 子 大歲神 

娶-: 活須日 神 之 女神 須治 曜姬 命-生 子 也と 有 を 古事記に 合考 るに、 香 用 比 賫は伊 怒 比 賣の亦 名なる 事 著く， 向日 神 は 御 

年 神の 亦 名なる 事 疑 有 まじき 物 也、 偖 向日 神 は 向 飯祌、 聖神は 飯 知 神の. 意に て彌々 御 年 神なる 事 明なる 物 を や、) 記 

傅 九 (五十一 丁) に 年 は 田 寄 也、 (多 余 を 切め て 登と なる、 偖 余せ を 余 佐 志と も 余 志と も 云る 例 古に 多し) 然云故 は 先 


登 志と は穀の 事なる、 其 は 神の 御靈 以て 田に 成して IK 皇に寄 奉 給 ふ 故に 云り、 (田より 寄す と云義 にて 穀を登 志と は 云 

なり、) 祈年祭 祝詞に、 皇祌等 能 依 左 志 奉 牟奥津 御 年 乎 云 々 八 束 穂 能 伊加 志 穗爾皇 神 等 能 依 左 志 奉 者 云 々 と 有を以 知べ 

し、 (大 下に 成と し 成る 穀は 悉く 天皇に 祌の 依し 奉 給 ふなる を 云り、 奥 津御歲 は師說 に稻を 云、 稻は穀 の 中に も晚く 

成る 故に 奥と 云な り、 同じ 稻の中 にても 晚を 晚稻と 云に て 知べ し、」 偖穀を 一 度に 取 牧るを 1 年と は 云な り、 (然れ ば 登 

志と 云 名 は穀を 本に て、 年月の 登 志 は 末な り、 〇 今 云 實に然 り、 上に 云る を 合せ 考 べし-其 所に も 云る 如く、 年に が 速 

の義 有りと 雖も、 稻を云 ふが 本. なる が 年月日 時の 年 は疾き 事な り、 月 は繼 なり、 日は經 也、 時 は 速な り、 此も 亦心留 

S べし、) 此祌は 此穀の 事に 大 なる 功 坐し 故に 此 御名 を 食 給へ るな り、」 と 見え、 叉 棘 十二  (三十 七 丁) に、 御 年神此 

祌も 父： t と！ M じく 穀の 事に 大 なる 功^し なるべし」 と 云れ、 叉同卷 (五十 三 丁) に 若年 祌此も 御 祖父に 大 年祌、 御 伯 

父に 御 年祌坐 故に 若と 云 ふ 名義 彼 神 等に 同じ」 と 記された る 如く、 年の 首の 何も 同じき に 依て 深く 考 ふるに、 御年祌 

ゥヅナ 

は 若年 祌の爲 に 御 伯父なら すして、 決く 御 父 神に 坐： り、 其 は 大年祌 の 御子に 大香山 戶臣神 杏山 戶臣祌 羽 山 戶祌と 有る 

三 剥 共 に 山：^ な らむ事 似 著 はし からす、 決めて 田地 穀物 を 主る 神な ら では 理に違 ひて 通 ゆるに 就て、 熟思へ ば 何れも 

御 年 祌の御 功に 依て 食 坐る 御名 也、 (記 倚に、 大香山 戶臣神 は 山里 を 開きて 民の 居べき 處を成 給へ る功德 有け るに や 有 

む」 香 山 戶臣祌 は大香 山戶臣 神と 同功德 有し 神なる べし」 羽 山 戶祌の 羽 は 速に て 香 山 戸と 同 功 德の祌 なるべし」 と 云 

れ たる を 合て 此を思 ふに 香 山 は 小山、 羽 山 は 麓 山に て、 戶は處 にて、 臣は 大身なる が、 高山 遠山 は^て 田地に 近き 小 

丘 麓 山に 御 在して 田穀を 守護 給 ふ 由なる べし、 尙大忌 祭詞の 下に 云り、 叉 第 九 詞の下 を も 見合すべし、 〇 今年 五月 W 
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羽阈に 物爲て 此說を 人々 に 聞かせけ る 時に 大瀧 光憲 云く、 實に然 り、 彼國の 習俗に て田祌 祭と 云 ふ 事 有り、 偖 田 神 

は 御 年 神と 聞 ゆるが、 二月 十五 日に 山より 來給 ひて 田穀を 守護 給 ひ、 十月 十五 日 事竟て 山に 還 給 ふ 由に て、 其 送迎に 

就て 其 祭 を物爲 るは斯 在る 事に や」 と 云り き、 其 は其國 のみ 然るに かと 思し を、 越後 國に來 て桂譽 重が 許に て 此講說 

を物爲 ける に、 其 父 譽正主 また 此事を 云 ffi られ たり、 然れど 其 限 日は少 遠へ り、 此に 因て 思 ふに、 日の 遲速は 其國其 

處に 依て 替り も爲 つべ けれども、 山 を常宫 とし 給 ひて 里囘に ffi 給 ふ 事の 傳は 同じき なり、 此に 就て 叉 思 ffi たる 事 有、 

予が生 國の淡 路國津 名 郡 育波 鄕仁 井村と 云ふ邊 は、 西 海へ 一 里、 東海に 一 里 計りなる 山中なる が、 人 至て 素朴に して 

誠に 闢 けぬ 村里なる が 民 皆 古風 を 改めす、 實に淡 路國內 の 僻境な り、 予 幼年の 頃見覺 たる 樣は、 正月 九日より 十日に 

至る まで 庭 中に 檯葉を 束ね、 其 を 檯の辟 木 を 以て 纏 ひ、 高さ 五 尺 計り、 廻り 五 尺 計なる を 筋り 立て、 山 年 様と へ 菜 

餅 及び 祌酒 供物な ど を奠へ 祭る 事なる が、 山 年 神と 云 稱の審 かしかり つる を、 今此考 成て 見れば 更に 所謂 無き 事に 

非す、 但此 は嘉永 元年 夏 秋の ことなりき： r 然 れば大 年祌、 其 御子 御 年祌、 其 御子 若年 神 三 柱と もに 同 功 同 德の祌 に 

タス  サ ラ 

御 在して、 共に 鎭 坐して 相 輔佐け 御 在る 事 疑 無き 物な り、 (此を 以て 思 ふに、 各國に 在る 大歳 神社に は 御年祌 若年 神 比 

ウラオ モテ  ナ ラビ  ン 

び 御 在して、 顯幽に 立ち 守護 給 ひ、 御年祌 社に は 大年祌 若年 神 其に 比 御 在し、 式に 若年 祌社は 見え ざ なれ ど、 式 外に 

まれ 其 社 御 在む に は 三 柱 び 御 在べき 事 勿論な り、) 偖 稻穀の 成立つ 本緣 より 祌幽の 御所 業 を 云む に、 高 皇産靈 神神 皇 

産靈 神の 産 靈に資 て、 (天地 世界より 始て 宇宙の 萬 有 悉く 此ニ 注祌 等の 御 靈に資 ざる 事 無き 由 先師の 說の 如し、) 伊 邪 

ナ  •  ョ モウ クニ 

那岐^ §5 那美ニ 柱 神の 生成 給 ふ 御靈を 得、 (物 を 生す は 伊邪那岐 命の 御所 業 成る は 伊邪那美 命の 地心に 在して 保 給 ふ 


に 依る 事 也、 此事古 始太元 考別處 の 段に 委しき 說 有り、) 火 産 靈神坡 山 姬祌の 夫婦 共 ひ 成し 給ふ遘 合に 依り、 (神代 紀 

に 火神娶 一： 坡 山姬， 生-一 稚産 霊- と 有る 此 なり、) 稚産靈 神の 生 發伸出 令め 給 ふ を 以て 土と 種子と 相 生じ、 (和 久とは 凡て 

物の 生發 する 事に て 虫の 涌、 水の 涌な ど 云ふ此 なり、 土中に 種子 を 蒔と 雖も、 土に 生 發の機 無き 時 は 其 物 を 仲 as 事 能 

はす、 此方 隅不 産の 物 有る 所以なら す や、) 豐受大 神の 其 形象 を 大成 爲給ふ 故に 侏 食 神と も稱 申て、 稻穀は 更に も 云 

す、 諸の 木 草に 至る まで 悉く 此 神の 全能な り、 (平 田 翁の、 此神を 衣食住の 神な り」 と 云れ たる は 千古に 動く まじき 確 

說也、 借 保 食 神と は 宇氣を 保ち 坐す 由なる が、 宇 は 得、 氣は 字の 如し、 氣と云 ふ は 衣食住の 資の 古名 也、 衣 を 着物と 

一 K ひぎ と 云 ひ、 食 をぎ と 云 ひ、 住 を 宅と 云 ふな ど 宇 氣の氣 を， 轉 用 ふる 也、 偖 木 を 氣と云 ひ、 稻を立 毛と 云 ふより し 

て、 草を久 佐と 云 ふ も 毛 狹の義 なり、 偖 氣とは % と 同じく 彼より 此に來 りて 其 用 を 爲す由 也、 木 草に 氣の 名稱 有る も 

土中より 来り 生る 意な り、) 如此 くして 火 神と 土神との 御 問より 生 發て璺 受大 神の 全能に 成れる を、 風神 は此を 靡か 

し、 水神 は 此を濕 ほし、 金 神 は此を 固成す 御 功 を 寄て 其 物 成れる を、 (世界に 有と し 在 ゆる 物 悉く 風 火 金 水 土神の 產 

靈に資 て 生成 化育す る 造化の 神理は 第三 段に 云へ り、) 其 成れる 稻穀に 豐受大 神と 御 年 神と 共に 守護り 給 ふと 云て は、 

一， 物を兩 神して が德 しみ 給 ふが 如く 聞え て 養 驚し きを、 尙 熟く 思慮れば. 璺受大 神は稻 穀の體 なり 、(是 以て 生 立 を も 

成る 後に 係け て稱 申せる 例なる 故に 御 饌津祌 とも 申せる を 思 ふべ し、) 大年神 御 年 神 若年 神 は 稻穀の 用に て 先 農の 神た 

り、 故 此詞に 皇神等 能 依 志 左 奉牟 奧津御 年 乎 手肱爾 水 沫畫垂 向 股 ® 泥畫寄 e 取作牟 奧津御 年 乎 八 束穗能 伊加 志 1^ 爾皇 

神 等 能 依 左 志 奉 者 と 申させ 給 ふ を 思 ふべ し、 (能く 味 ひて 其體用 有る 由 を 明らむ ベ し、 又 年 は 田 寄なる の 義を思 ふべ 
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し、 因に 云、 豐受大 神の 稻穀の 本體と 坐て、 殊に 皇國に 其 御 恩 賴を蒙 令め 給 ふ を 以て 瑞穗國 の 名 ffi 来り、 大年 祌の稻 

穀を 作る 事 を 一 年に 分配り て 其 事 を 成し 給 ふ 故 を 以て 年に 號 たる 物に こそ •) 係豐 ^：ス 大 神の 亦 御名 を豐 宇迦 能賣 神と 

も 申して、 稻穀の 神と 在す に對 へて、 其 稻穀を 作る 此大年 神の 亦 御名 を 宇 之 御魂祌 とも 宇賀 之 御 魂大年 神と も 申し 

て、 稻穀に 御 靈を賴 ひ 給 ふ 御名な り、 記傳九 (五十二 丁) に 豐宇氣 ffi? 賫神は 食の 元始の 靈、 此は其 食の 事に 功 坐し 神な 

り、 御 魂と は 恩賴、 (Jk 靈 叉靈 など も 有り、) 叉 萬 葉 五 (二十 六 丁) に、 阿 我 農 斯能美 多 麻 多 麻 比 など 有る 意に て、 

其 功 德を稱 へたる 名な り」 と 云れ たる は實 に確說 也， 尙此 事の 委しき 義は第 六詞の 下に 云り、 (但 古事記の 錯亂を 訂正 

爲られ ざり し 故に、 大年神 宇迦 之 御 魂 祌同祌 なる 事 を 思 漏され たり、 叉 平 田 翁の 古史 徵に、 此 古事記の 傳を紛 たる 傳 

なれば 取らす と 云れ たる は 然る 事 なれ ども、 豐宇 氣昆賣 神と 混同 せられた る は 非 事な り、 天 照 御 魂 神と 申す が 天 照 太 

御 神に 非ぬ を 以て 本體と 作用との 違 有る 事 を思辨 ふべ し、 なほ 廣瀬祭 詞大殿 祭詞の 下に 云 を 嫁つべし、) 叉 古事記に 羽 

山戶 祌娶， 一大 氣都 比賣 神， 生 子 若年 神と 有る が少緣 ならぬ を 思 ふべ し、 山城 國稻荷 神社 は 宇迦 之 御 魂 神なる に 羽 倉祌と 

申せり、 羽 倉 は 麓 谷 なれば 羽 山 戶祌同 神と 云 ふ 事大に 由 有り、 (羽 山 戶祌は 上に 註る 如く 大年 神の 御子 御 年 神に 御 在し、 

ヮ. K-. 、メマ  タダ 

大氣都 比 賣祌は 畳 宇 氣爲賣 神の 分身な りと 思 ゆ、 記 偉の 注 信 ひ 難し、 叉 古史 徵 にも 此事を 疑 ひ 省きて 單に羽 山戶； E 之 

子 云々 と 記された るな ど 殊に 信 難し、) 然れば 廣瀨大 忌祭詞 に、 倭 1： 能 六 御縣乃 山 口 爾坐皇 神 等 前镇き K 々と 有る も此所 

緣に 依る 事と 通えたり、 四時 祭式 大忌 祭條 にも， 御 縣六座 別 加，； 維 三尺， と 記された リ、 尙其詞 の 下に 委しく 云 ふ を 見 

る 可し) 


皇神等 能 依 左 志 奉 4.。  ,%114* 

皇神等 能 依 佐 志 奉牟 ま 、と raM  S うこ. y  ,ほリ，1ト 

ils"!  一：： 御藤！ 而と 有るに等しく、  i 民 の麵 の f しも 

1-  七 f ぷカ もに 大 しき 大#齊 そと 云 ふ 意 を 以て 號 させ 袷 ふ 物な り、 第 十 ま， -ふ. =• 

はに も此と 同じく、 皇 響 寄 志 奉牟 奧津御年乎 八 i 伊加 志1 寄 志 fp^^ 

御 年 を 養 ひ 育 給 ふ 由なる に 依て 粗く 其 御 守の 大 較臭る に >  t 韋 

奉 給 ふ 故に、 睛に手 眩 雨水 i 垂向 sfis 々と 2r こ、 ぶ 御き £g まる 事 を 皇御孫 命に 依 

S 垂广ガ 揮 泥畫寄 S 云えと 續 けたり、 心 を 着て 考ふ べし、 (上 こも；^ て 一 I- る，， 口  , 

i 太 御 siss 兒に I ると 有て、 天下の 人民に 賜 ふと ま I まざる， す 一 (f  rpjl る I く 

iiiif  If  I へる！ へば、 "より；： nil";:rrri、 羅神 

附 I 畫 えて、 fia  hhn^iiMi 

^^Ita  .  夭 は 朝廷より 給り て 山林 田野 を 保つ 物 

drrlt 君 上の 警 f  、 國 Ifii 眷、 im 

Hu^^iil 山林 田野の f 保つ I れば、 ihih 

- , ili 說. なり 依 は f 任 を 人に 附與て 能く 爲令 る を 云 ふず、 其 おれ 、今 云 ふき 口く 
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我が 爲す 可き 事 を 人 をして 代ら 令る 業なる が 故に 挖とは 別な り、 授は 我が 任 を總て 人に 附る にて、 人に 附託る 上 は 我. 

に M らぬ を、 依 は然ら す、 何 處迄も 主客の 相違 こそ 有れ 依す る 方 も 依 さる. -1 方 も 相 離れぬな り、 然れば 農作の 事 は 御 

年 神の 業ながら 公民 をして 代ら 令め！！^ も 其 意 は 神の 爲給ふ 由な り、 ( 上に 記傳を 引て 註る 事共に 考 H して 悟る ベ し、 

依と は 我が 爲る事 を 人 に 寄て 成さ 令る を 云 れ ば、 此皇神 の 成し 給 ひし 農事 を 天皇に 寄 奉り て 天下の 百姓 をして 作ら 令 

め 給ふ義 なり、 叉 依 は 我が 任 を 人に 寄て 其 事 を 能く 爲 令るな りと は、 與佐須 の與に 善の 義を 包ね たる を 以て 云 ふ 也、 

尙第十 詞の寄 志 奉牟の 下に 云 ふ 可し、) 是を 以て 皇御孫 命の 一 K 下知 食す 事 を 天津 日 繼とは 申し 奉れり、 其 は 日繼は 日給 

にて、 皇神 等の 給 依し 給 ふ 稻穀を 天皇の 大 御身 自 耕作ら せ 給 ふ 意 を 以て 天下の 百姓に 農業 爲 しめ 給 ひ、 其 貢稅を 受納 

給 ひて?^,? に赐 はるが 天 下 を 知 食す 天皇の 高 御座の 御 職に て、 天津 日繼所 知め す 御 事な り、 (尙大 殿 祭詞の 下に 記傳を 

引て 云 ふ を 待べ し、 偖 上古に は 民 地 を 賜 ふの 御 制度 有り、 中古に は 依田 職 田 等 Q 御 制度 有りし を、 今 世の 分限 は 誰 は 

何 萬 石を領 する、 彼 は 何千 石 を 知る と 云 ふ も、 皆 都 まる 意 は 稻穀の 義に歸 めり、 天皇の 天下 を 分ち 給り て 知る 義 にて 

自然 行 はる.^ 大道 は 能く 如此 くも 有け りと 甚 尊し) 

奥 津御年 乎、 考云、 五穀 Q 中に 稻は最 末に 熟 故に 奥と 云へ り、 (今 云、 奥津御 年は大 年と 云 ふに 近し、 大小 Q 大 Q 意に 

云る 例 は 瀛津 鏡邊津 鏡な ど 云る 例な り、 叉 遠近の 意に 云る 例 は 常に 海な どに 沖と 云 ひ邊と 云ふ此 なり、 叉遲 速の 意 

に 云る 例 は 萬 葉 六に 奥 眞經而 と 有る 此 なり、 右三 義 有る 中に 此は遲 速 Q 意なる を 以て 奥と 云り、 漢籍 老子に も 大器 晚 

戎と 有る 如く、 遲き物 は徐々 にして 事 調 ふ 故に 大 Q 義を 兼た る こと 勿論な り、) 譬 へば 同じ 稻 にても 晩く." を 晚稻と 云 


ふ も 同じ、 (今 云、 古謌に晚稻^^と云ふ語有り、 食 稻の義 に 非す、 晚稻と 云に 近 かり、) 

ヌナ 匕ヂ 二 ミ ナヮ 力 午 タリ  ムカ モモ 二 ヒ * チ カキ ョセ テ  トリ ^'ゥラム  ォ午 ヅ e トシ ヲ 

手 肱 爾水沬 畫垂。 向 股 爾泥畫 寄 氏。 取 作牟。 奧津御 年 乎。 

手肱爾 水 沬畫垂 は、 田に 苗 を 殖る狀 なり、 (苗 を 殖る狀 を Ef- るに、 一 度 水に 漬り殖 て は 手 を 上げ 其 所持る 苗 を 分ち 配り 

て 殖る狀 、眞に 手の 肱に 水の 沬を畫 垂るチ S り、) 

向股爾 泥畫寄 S は、 苗を殖 たる 後 は 草 を 採り 捨る狀 なり 、(苦 を殖て 後に 草 を探捨 ざれば 其苗痿 けて 生 立 宜しから す、 

大體 六月の 土用と 云 ふまでに 三 四 度 も 有べ し、 實に向 股に 泥畫 寄るな り、 畫は 手して 搔 寄るな り、) 鈴屋 大人 說 (大拔 

詞 後釋) に 此に此 一 一事 を擧 たる は 多く 中に て 僅 摘 as て 云 ふ 古文の 例に て、 田 を 佃る 始終 Q 種， •< の 業 共 を 皆此に 含た 

るな り」 と 云れ たる 如く、 云 知らす 甚も美 好き 古文 也 かし、 (熟く 味 ひて 其 妙所 を 悟り 明らむべし， 然る を考 に、 民の 

御 年 作る とて 田の 泥水に 溃 居りて 勞く貌 を 斯く云 成した る 物な り」 と 云れ たる は、 委しき に似て 麁說 なり、) 

取 作 牟奥津 御 年 乎の 取 は、 手に し.^ るに 非す 身 以て 其 事 を 執るな り、 (古今の 一一 一一 n 語に 取撫 また 取 持な ど、 たゾ 虚字に 

用 ひたる 例甚 多し、 上に 皇神等 能 依 左 0 奉牟 奥 津御年 乎 と 有る は、 天下の 稻穀は 天皇の 御爲 に皇祌 等の 事 依し 奉 給 ふ 

義 にて、 其 大綱 を 云て 此句を 起し、 此に取 作 牟奥津 御 年 乎と 有る は 天皇に 事 依し 奉 給 ふ 天下の 稻穀を 百姓の 取 作る 義 

コヮケ  タク i 

にて、 其 小目 を 云て 上句 を受 たり、 (此 また 微ず にして 深 理を盡 す 物に て. 其文義 巧妙に して 其 道理 灼然き 物に なむ 有 

る、 其 大綱 小目に 能く 心 を 着て 察るべし、) 斯 て叉此 末. に 皇祌等 能 依 左 志 寧 者 と 元に 復 りて 結べり、 (鈴屋 大人の 玉 矛 百 

延喜式 祝詞 講義 一之 卷  四 三 


延喜式 祝詞 溝義 一之 卷  四 四 

首に、 「天皇に 神の 附與 せる 御 年 をし 飽 まで 食て 有る が樂 しさ 1 と 詠れ たる は 能く 此意 を盡 されたり、) 

八 束 穂 能。 i 加志穗 M 皇神等 能。 依 左 志 奉 者。 

八 束穗は 穎の 長き を 云 ふ、 (太き 謂に は 非す、 八 握劍十 種劍の 例に 思 傚へ て 知るべき 物 ぞ、) 神代 紀に、 其 秋垂穎 八握莫 

莫然甚 快 也と 有る 若く、 穎の 長き は 能く 莫 々然物 なれば 八 束 穂と 云 可き なり、 (また 此を垂 穎と 云 ふ、 物 長く して 實る 

時 は 必其末 大に撓 み 傾く 物な り、) 

伊加 志 穗は穎 Q 茂く 厳めしく 重き を 云 ふ、 (古書 共に 茂 槍 茂 某と も 嚴矛重 日な ど義 を： 得て 記された る を 思 ふべ し •) 傻 

稻穏 の瑞々 しく 長く 茂りぎ る 事 を 祈 白 給 ふ、 此祈 年の 御祭なる 故に 如此く 委曲に 聞え 給 ふなる が、 物の 能く 成と 不 

成と は 神の 御 心に 在て 人力の 能く 及ぶ 所に 非れば * 人 は 力 を 其 所業に 盡し 究めて 其 信 を 致して、 其 可と 不可と は祌の 

御 守護の 有と 不 有と を 知て 懇 到に 勞き 功績し む 時 は、 幽 より 祌の賛 給 ひて 大に此 に 福祥を 賜る 事なる が 故に、 皇神等 

能 依 左 奉 者と は 謂り、 (然る を 世に 痴者ー 一 つ 有り、 其 一 は祌を 祈らざる 人な り、 其の 1 は 事 を 行 はざる 人な り、 此ー 一 つ 

共に 其 徒に 此を 云し むる 時 は 一 理屈 有る 樣 なれ ども 拙劣に して 事理に 疎き 狂人 共 也、 1 に 神 を 祈らざる 人と は 今の 儒 

者 共な り、 孔子の 書 を讀僻 ひて 鬼神 を 無に 歸し， 此を 恭敬す る 事 を 知す して 天 地 世界 を 固有と し、 治 亂興廢 を 時 政の 

？.^ 失に 依れり とし、 禍福 狭 祥をは 空理 を 以て 强 解し、 聖哲 を 尊み 神皇を 卑しめ、 外 蕃を尙 び皇華 を墮す 曲者なる が、 

小智 を 索 ひて 祌理を 知ざる、 豈此を 賢な りと 云む や、 一 に 事 を 行 はざる 人と は 今 俗に 云 ふ 神道 者と 云 ふ 物に て.' 朝夕 


儈 法師 共の 怫に向 ひて 看經 する 如く、 人の 人た る 行 を 物せ す、 一向 神に 媚て祈 さへ 爲れば 其德を 俯めす して、 神の 幸 

福 を 賜 ふ 物と 僻心 得する 惡人 どもな り、 此 二つの 者 は 其 行 ふ廣を 以て 見る 時 は黑白 氷炭の 乖ひ 有と 雖も、 何れも 天下 

に容 ざる 痴者 共な り) 

、ッ ホヲバ  チ カヒ ャ ホカヒ 二  タテ マツリ ォキテ  -. 、カズへ ノ タカ シリ  ミカ ノバラ ？-テ 十べ テ  シル 一一 モ カヒ 一一 モ  々タへコトヲへで^-ラ ム 

初穂 乎 婆。 千 颖八百 穎爾。 奉 置 s。 I^SE 高 知。 磨腹滿 雙&。 汁 雨 母穎爾 母。 稱辭竟 奉牟。 

此 より 下 二つの 稱辭 竟奉キ は、 龍 田 風神 祭詞 に、 天下能公民能作作物乎惡風荒水爾不相賜皇神乃成幸^赐^-初穗者 云 

IKS 秋 祭 S 奉牟 と 有る 如く、 神 等の 御 守護に 資て 成熟る 新穀に 種々 の iE 帛を 9ハ て 奉む と. E. させ 給 ふなり、 (下に 御年皇 

祌 能前爾 白馬 白 猪 白 幾 種々 色物 乎備奉 氏と 有る は、 常時 奉らせ 給 ふ ISS なり、) 偖 如此く 人の 佃る 稻穀 ながら 神の 御 恩 

賴に 依らで は 成立 まじき を、 其 物 は 人の 有に て 神の 有なら す、 此を 以て 其 初穗は 奉らむ と 豫て申 給 ふなり、 顯幽の 差 

別 如 此く嚴 重に して、 祌は 人の 奠る^ を 以て 神 界に其 物 を 藏め給 ふ、 (人より 趁る所 は 僅な りと 雖も、 其 を 種子と して 

幾 計に か蕃 息て 其 用に 充給 ふに 不足な く， 叉有餘 有る 事無し、) 然れ ども 人の 奠る所 は 形質に こそ 有れ、 神の 受納 給 

ふ 所 は 其靈容 と精氣 となり、 此 故に 鍋 綿布 帛 及び 酒 食 魚 茱を奠 ると 雖も、 其 物 は 依然として 其 所に 在り、 然 らば 受納 

坐 さじ かと 思 ふに、 神の 乞 給 ふ 事 有り、 乞 給 ふ 所 を 以て 此を 想へば、 其 靈容と 精 氣とを 受納 給 ひて、 其 質 實は其 儘に 

して 人に 給 ふ 事と 思 測り 奉らる. -1 なり， (骨 人の 能く 知れる 如く、 祌に 奉る 酒 は 酒 氣大に 少く爲 て 其 氣味少 くな り、 食 

は 美味 無く 淡し く 成な り、 此を 以て 神の 受納 給 ふ 所 は 人の 權ふ 所に 異なる を 思べ し、 若 火の 穢 など 有る か、 其 物に 淨 
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からぬ 所な ど 有る 時 は、 其 風味 本の 儘に して 變り 無し、 此等は 神の 受納 給 はぬ にぞ 有け る、 豈愼 まざる ベけ む や、 此 

は 能く 人の 知る 所 なれ ど 事の 因に 驚かし 置な り、) 初 穗は考 に、 其 秋の 新 稻を先 神に 奉る を 初穂と 云 ふ」 と 有り、 偖 

此初穗 をば 朝廷より 奉らせ 給 ふか、 其 社の i 土 田より 奉る かと 思 ふに、 此は 決く 新嘗 祭に 奠らせ 給 ふ 幣帛 を 差て 申 給 ふ 

也、 四時 祭式 新 嘗祭條 に、 奠幣 案上祌 三百 四 座 (並 大) 社 一 百 九十 八 所 前 一 百 六 座と 有て、 幣物の 員 數叉其 儀式な ど 

下に 引る が 如し、) 委しく は大嘗 祭の 下に 云 ふ を照應 して 辨ふ べし •) 其 詞に集 侍 神主 祝 部 等 諸 聞 食登宣 高天原 爾 祌留坐 

皇睦祌 漏 伎 神 漏 美 命以、 (〇 此 まで 第一 段 祈年祭 詞に 同じ、 但其詞 に は 神 漏 伎 命と 有る を 此には 無し) 天 社國社 S 敷 坐 

S3 皇神等 能 前 S 白久、 (〇 祈年祭 詞には 稱辭竟 奉と 有る を、 此には 敷 坐 留と換 たり、 能字脫 せる を 其詞に 例て 補 ひつ) 今 

年 十 一 E3 中 卯 日 *S 天 都 御 食 乃 長 御 食 能 遠 御 食 W 皇御孫 命 乃 大嘗 聞食牟 爲 故^. 〇 祈年祭 詞に、 今年 二月 雨 御 年初 將賜 登爲 

而の 結びと 爲れ り、) 皇神等 相 宇 豆 乃 比 奉 S 堅石爾 常石爾 齋比 奉 利 茂 御世 爾 幸 問 奉牟 止 依 志 (〇 考に、 幸 SE 奉 牟雨依 S 

と 改られ たると は甚 じき 僻說 なり 其 下に 云 ベ し、 (千秋 五 百 秋 ® 平久 安久 聞 食 S 豐明 ® 明坐牟 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎 

明 妙 照 妙 和 妙 荒 妙 a 備奉 S 朝日 豐榮登 ® 稱辭竟 奉 云々 と 有る が、 此 祈年祭の 賽 謝なる に 併て 尙思 ふに、 踐祚 大嘗會 

式 拔德條 に、 悠紀主 基の 國の齋 郡に 齋院を 作りて、 祭祌八 座と 有る 其最 首に 御 歳祌を 皋られ たる 事の 少緣 ならす 聞 ゆ 

る を 以て 彌，々 新嘗 祭なる 事 決き 物な り、 (若て 六月 月次 十二月 月次 祭 共に 此 祈年祭 詞を 大同小異 にて 擧られ たるに、 此 

御 年 神 なき は 此神は 稻穀を 作る 事. に 依て 祈 年新嘗 にこ そ 祭られ 給 へれ、 月次に は 由 無 を 以てな り、) 

千 穎 八 百 穎 @ 奉 置 は、 廣瀨大 忌祭詞 に、 千稻八 千稻爾 引 居 E 如 横 山 打 積 置 e 秋祭爾 奉牟 と 有る 同じ 文法に て、 穎と 


は 稻穗を 云り、 (第 十詞に 加牟加 比と 云る は祌 穎に て 此の 稻穗を 云るな るが、 穎に 神の 語 を 冠ら せた るな り、) 考に 引れ 

たる 江 次第に、 本潁^^本請，ー之稻ー切穗謂-ー之潁ーと有る此なり、 踐 昨 大嘗會 式に、 凡 拔穗者 卜 部 率-, 國郡司 以下 及雜色 

人 等， 臨， 田拔, 之と 有る 如く、 祌に獻 る は拔穗 にぞ爲 りけ む、 但切穂 謂， 一之 穎， と 有れば、 穂先の み を 鎌に て 切 探け む、 

後人 熟く 定 むべき 物な り、 (考 に、 神に 奉る には穗 をのみ 切、 藁 をば 去て、 其穗を 束ねて 竹に 掛 めり、 下に 掛稅千 稅餘 

と 有る 此 なり」 と 云 はれ たれ ど、 此は奉 置 S と 有から は掛稅 なら 同 物ながら、 此 は此、 彼 は 彼に て、 其 獻り狀 の 

異なる 物な り、 混へから す)  , , 

^^«高知"ぉ腹滿雙5 の は、 酒 を 醸む 建な り、 四時 祭式 新嘗 祭の 幣物の 外に、 供新嘗 料と 有る 中の 陶隨五 口 平 居 瓶 六 

口な どと 有る 此と 問えたり、 (此は 其 祭の あ 度の 雜 物なら むと 思 ひし を、 其 下に 云 力、 祭 料 並 准 二 神 今 食 一と 有る を、 

叉 祌今貪 條に考 ふれば、 供祌今 食料 陶瓱蹇 各 五 口 云々 と 有て、 終に 右 供御 雜物 祭訖卽 給 1 一中 臣忌 部宮主 等-と 有れば、 

供御 料なる 事 云 も 更なり") P 一問 は 春 日 祭 詞に建 上と 書る 其 正字に て、 高 知 は 高く 著く 見る.^ 由な り、 (考 に、 知 は 敷な 

り、 敷と は繁 きを 云 ふ」 と 云れ たる は、 似た る 事ながら 然る 由に 非す、 高天原 爾 千木 高 知と 云 ふ も、 千木の 高く 著き 

程に 宮殿 を 厳めしく 作る 事 を 云 ふなり、 第 四 段 座 摩祌詞 の 下に 云り、)！！ ~ 腹 は 躍の 太き なり、 滿雙は 其 一 fe- に盛充 たる 酒 

を數 多く 取 並べて 奉る 由な り、 幣帛 を充 座と 云 ふ、 充 また 古事 記 高津宮 段 に 、 積 盈 御船 ， など 有る 皆 此の 滿の 例な り、 

(諸 祝詞に、 下津 岩根 爾宮柱 太 敷 立 高天原 雨 千木 高 知氐と 有る 如く、 高き に對て 太き を 思 はせ たる. 物な り、 高き に對て 

太き 由なら ぬに は 腹と 云 ふ 事 不用な り *) 
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汁 n  » 穎 稱辭竟 奉 は、 鈴屋 大人 說 (大祓 詞 後釋) に、 汁と は 酒 を 云て 上の 高知键 腹滿雙 S と 有る 此也. (考 頭書 

云、 汁 を 酒な りと 爲る は、 漢籍に も 酒 を 米 汁と 云し 事 有り、 和名 抄に鹧 之 流 酒 薄 也と 有る は 酒の 一種に て此 意に 非す) 

観 ま 上の 千宽 八百潁 ts 奉 置 氏 と 有る 此 なり、 然れは 汁に も 穎に もとは 上の 二種 を 指て 云る 也、 (考 頭書 云、 米 を 飯に 爲 

づ / 

て も 奉る 事、 式の 鎮魂祭 條に飯 司の 事 有る にても 知らる、 然れ ども 伦には 飯 を擧云 はす、 其 料の 潁を 云て 飯 をき たる 

なり、 〇 今 云、 鎮魂祭 條に飯 司の 名目な し、 供御 飯笥ー 合 御 食料 稻ニ 束と 有 を 見 僻めら れ たるな り、 然れど 其 料の 穎 を 

云て 阪を 含た るな りと は 謂れた る 言な り、 官 より 奉らせ 給 ふ 所 は 穎なる を、 其 神主 祝 部 等 此を受 賜 はり 持 去て 飯に 炊 

き 奉る 事 一 K まく も 更なり、) 稱辭竟 奉 は、 此祈 年の 時に 新 嘗に奉 給 はむ 料 物 を豫て 申させ 給 ふなり、 稱辭竟 奉 は 心の 及 

ぶ 限り を 盡す義 なり  >  此事第 一詞の 稱辭竟 奉、 第三 詞 なる 辭竟 奉の 下に 云り、 (考 云、 此 稱辭竟 奉ち ふ 上へ、 右の 初 

穗乎婆 千 穎 八 百 穎 爾奉置 S と 云 ふ 言 を 引 係て 意 得べ し、 何 ぞと云 はに、 上 は 大綱 を 一 K ひ、 次の 楚 閑 高 知？ K 腹 滿雙氏 は 

が m の 言れば、 此穎爾 毛の 下 斷れて 落着らぬ が 如し、 上の 云々 奉 置 S を迎 取て 見る 時 は 道理 聞 ゆるな. y、 此もー の 文 

體 なり， と 云 はれた ュ. ど 猶慧當 ならす、 、なる 滿雙 S よりも 引 係て. IN 得べき なり、 稱辭竟 奉 は 物 を 盡し究 むる 辭 なれ 

ば 本の 儘に 見る や 却て 勝りたら む) 

ハ 二 イタル マヂニ ミソハ マカル タへ テん タへ 二 ギ ，へ 了 フタへ 二 タタへ ゴトヲ へ マ？ ラム 

茱爾至 氏爾。 御 服 者。 明 妙 照 妙 和 妙 荒 妙爾。 稱辭竟 奉牟。 


大野 原 云. <  より 邊津藻 菜爾至 s  IS は、 四時 祭式 新 嘗祭條 に 內膳司 供-一 雜味物 一と 有る 此 なり、 同 式に 新 嘗祭奠 -幣案 上ー祌 

譽四座 並 大社 一 百 九十 <|| 五 尺 五色 I 各 一 暴 文 一 尺 木綿 一 一 兩麻 I 四 奪」 一 束八囊 一 束循 一 枚 捃鉢 一 

竿 社 別庸布 一 丈 四 尺 裹葉薦 五 尺 前 一 百 六 座 座 別 幣物 准 n 社 法- 但除庸 布 右 中 卯 日 於- 此官齋 院-官 人 行事 但頒幣 及 造 q 供 

巾 物， 料 度中臣 祝詞 料 准 月次 祭と 有り、 (尙 其詞の 下に 云 ふ を 待べ し、 內膳 式に、 新嘗祭 供御 料 鹽東癍 堅 魚 縫 痕煮鹽 年魚 

醬 酢せ 鹽鯛 海松 海藻 干 棗 子 千 栗 子 捣栗生 栗 子 椎子菱 子 橘 子 愛 醤油な ど 員數を 記せる 是を 指な り、 然れば 四時 祭式なる 

は 諸 社に 頒っ 料、 此は 公庭に て 祭らる.^ 料に て、 別事なら ぬと 知る 可し、) 大野 原爾 生物 者 甘 茱辛菜 は、 考に、 甘は菁 

菜 薺の 類、 辛 は 蘿蔔野 雄の 類な ど 種々 なり」 と 有る 如く、 惣 ての 菜蔬を 含て 云ふ稱 なり、 (第 八 段 御 縣神詞 の 下に 委く 

云べ し、) 

靑海 爾 住 物 者 鰭 能 廣物鱒 能 狹物 は、 大野 原と 陸地 を 云る 對に搶 海 を 云るな り、 (然れ ど 唯 文の 鍩に 非す して 實物を 云 

るな り、) S  、記 2- 四 (六十 七 丁) に、 和名 抄に sf 上 S 也、 (和名 波 太 俗 云 比禮) と 有れ ども、 比 禮は背 上 鬣の みなら 

す 左右に 有 を も 云、 波 太 は 左右に 有る をのみ 云て 背 上なる をば 云べ からす、 (然る を 波 太に も 鰭 字 を 用る は、 背 上なる 

を 比 鱧と 云て、 其 比禮は 左右の 波 太に も 亙る 名なる が 故に、 其に 引かれて 波 太に も 此字を 用る なるべし、) 叉傳 十六 (十 

五 丁) に、 鰭 廣物館 狹物は 魚の 大きなる 小き を 云る 古の 雅言な り、」 と 有り、 (今 云、 如 此云ふ 故 は 如何と 云 ふに、 . ^の廣 

き は 自然に 其體 大きく、 鰭の 狭き は 自然に 其 身 小 なり、 此を 以て 古 此名を 用た る 物な り) 

奥津 藻茱邊 津藻茱 は、 藻 をば 毛 波と 云り、 毛と 云 ふ は 略な り、」 と 考に云 はれた るが 如し、 此は諸 祭式に 海藻 滑 海藻 f 
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海藻と 云る 此 なり、 (或は 疑 海藻な ど を も たり、) 奥邊 は、 考に、 海に て は 彼方 を 於 幾と 云 ふ、 卽於久 と 云に 同じ、 陸 

の 方 を 方と 云 ふ、 卽方 字の 意な り」 と 云れ たる は 然る 言ながら、 奥と 邊に 大小の 義 有るべし、 鰭 能廣物 鳍能狹 物に 對 

たれば なり、 (記傳 六に、 邊は端 方な りと 云れ たる は 其 意の 首 なれ ど、 波 志 を 切め て 比と なり、 比 倍 を 切め て閘 とな 

ォキ ナカ 

れ るに は 非す、 尙 上なる 奥津御 年の 註 見るべし、 實に 奥邊は 遠近の 義な るが、 理を 以て 思 ふに 洋 中の 廣き 所に 生る 物 

は 自然にして 太く 大き かるべく 波 際に 生る 物は隨 ひて 細く 小 かるべき 事、 洋 中の 魚の 大きく、 波 際の 魚の 小き を 以て 

思 ひ 察むべきな り、) 

御 服 者 云々 は、 四時 祭式 新嘗祭 幣物 條に、 座 別 維 五 尺 五色 薄 維 各 一 尺 倭 文 一尺 木綿 ニ兩麻 五雨 云々 と 有る 此也、 此詞 

に は 御 服 者 云々 稱辭竟 奉 牟と云 ひて、 天 社 國社祌 等と 諸共に 雜 幣帛 を 奉 給つ X も、 其賽 謝の 事 を 豫て宣 ひ、 (但祈 年 

祭の 幣帛の 數は此 御 年 神 も奠幣 案上祌 三百 四 座の 中 なれば 佗 社 神と 同等なる を、 四時 祭式に、 御歲社 加- 1 白馬 白 猪 白 

雞各 一， と 見え たれば、 御 年 神に 申させ 給 ふ詞も 第一 段 天社國 社に 申させ 給 ふ詞は 本の 祝詞に て、 此詞は 別に 白馬 白 

猪 白 鷄を奉 給 ふに 就て 事 別て 申させ 給 ふ 也、 〇 或 問 云、 此詞に 初 穗乎婆 云. < 稱辭竟 奉 牟の結 ひ新嘗 祭に て 行 はせ 給 ふ 

由 佗に 所見 無ければ * 暫く 其に 依べ く 思 ゆる を、 其に 就ても 新嘗 祭の 幣物に も 取り分ち て此 神の 事 を 記さざる は、 此 

に 御 年 皇神能 前 爾白久 と 殊に 懇 到なる 狀に 申させ 給 ふに 乖違 せり、 如何、 答 云、 一度り 尤なる 論な り、 然れ ども 其 祈 

年祭の 幣帛 も， 上に 云 ふ 如く 佗 社の 同 並な り、 故 其 本の 祝詞 は 天社國 社に 申させ 給 ふ も 同じき を、 唯殊 なる 由緒に 依 

て 其 奉らせ 袷 ふ 幣物の 外に 白馬 白 猪 白 鷄を捧 進ら る. -に 就て 此詞は 有るな り、 然るに 六月 十二月の 月. 祭と 此新甞 祭 


とに は 此三物 を 奉らせ 給 はざる に 依て、 式に も 取 分ち て 記され ざるが 上に、 其 月次 祭に も 御 年祌詞 とて は 無き なり.' 

此を 以て 此も天 社 國肚に 申す 詞の御 年 神に も 抱 はる 事 を 知るべし、 然れ ども 御 年 神 は 稻穀に 就て 殊に 止 事 無き 神に 在 

すが 故に、 大甞會 式に も此 神を齋 郡に て 最初に 祭る 事 見えたり、 然 らば 取 分ち て 記させ 給 はね、 新眷 にも 此祌の 主々 

しく 御 在べき 事 本より なる が 故に、 異 更に 此詞に 其 事を宣 なり、) 新 嘗祭詞 に、 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎 明 妙 照 妙 和 妙 

テ ラ シ ァハ  シル 

荒 妙 S 備奉 S 稱辭竟 奉と 有 を照應 せて 知る ベ き 物ぞ、 (尙立 返りて 上に 註せ る 事共 を考 合すべ し、) 明 妙 照 妙 は 考に、 

五色の 親 を 奉れば 色 を 以て 明る 照る と 云 ひ、 (今一 K、 祈年祭 また 新眷 祭の 幣物に、 五色 薄 鉋 各 五 尺な ど 云る 類此、 なり、 

偖 思 ふに、 明 衣 は 色に 染 たる 施 どもの 映 はしき を 云 ひ、 照 妙 は 色 は 何に まれ 光澤 有て 美き を 云 ふなり) 荒 妙 和 妙 は 織 

の麁 きと 細き を 以て 云り」 とも 云れ たり、 (今 思 ふに、 倭 文 また 木綿 また 麻な ど を 荒 妙と 云 ひ、 色に 染す 光澤な き 常の 

銷を和 妙と 云 ふなるべし、 (稱辭 竟奉牟 は、 其新眷 に 祭らせ 給 ふべき 幣物の 數を盡 し 究めて 云ふ辭 なり、 (考 云- 此所文 

の小^^なり、) 

i トシ スメ 力-.、 ノ マへ 二  シロ キゥマ シ D キキ シロ キカケ  クサ グサノ イロ メモ ノヲ ゾ ナヘ マツ" テ  スメ  ... マノ  -.-n トノ ゥヅノ ミテ グラヲ 

御 年 皇神能 前爾。 白馬 白 猪 白 鶴， 種々 色物 乎備奉 s。 皇御孫 命 能 宇 豆 能幣. 吊 乎。 

タタへ コトヲ へ マツ ラク ト ノル  IW-^&K 

稱辭 竟奉久 登宣。 11% 

上に は皇祌 等と 申して 其 社に 鎮座す 都て を 云 ひ-' 此は御 年 神 一 柱 を 指て 云り、 然る は 祈 年 幣物の 餘に 白馬 白 猪 白雞な 

ど を 奉らせ 給 ふ 事、 其 神 一 神に 係りて 佗 祌の預 給 はぬ 所 なれば なり、 (其 由 下に 古語 拾 遣 を 引て 委しく 辨 へつ、) 偖此神 
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社の 大和 國葛上 郡に 鎭 坐す 本緣は 古書の 稽 ふる 所 無しと 雖も、 山城 國乙訓 郡 向日 神社 記 (此は 六 人部是 香が 本 を 小泉康 

敬が 傳 へて 見せた るな り、) に、 向日 神 國作堅 之 後 可 鎮座 國凳之 時 登- 1 此 峰-謂 八 尋矛長 尾 岬 哉 朝日 直 刺 地 夕日 之 日照 地 

天 離 向 津日山 吾 竟地之 地 也 永 鎮座 於 是國神 名 加 豆 野 戸邊 進 御田 卽於此 山 之下津 岩根 宮注太 敷 於 高天原 比 木 高 知 殿 奉仕 

而 朝夕 奉仕 焉と 有る 向日 神 は、 上に 云る 如く 決く 御 年祌. なる が、 其の 鎮座の 年 紀は詳 なら ざれ ども 神代の 事と 通えた 

り、 叉祌 代なら むに は大國 主神 Q 國 避より 前に 在 ベ きなり、 然 らば 此を此 の 神の 本宫 とも 云 ふ ベ きに 朝廷より、 祭ら せ 

給 ふ 社 は 其の 葛 上 郡なる を 以て 熟考 ふるに、 山城 國 なる は 向 飯 神と 申す 意の 御名に 御 在せば 此 神の 分身な り、 凡て 神 

に 亦 名 有る は- 各々 殊 異なる 御 功德に 依て 稱 奉け むかと 思 ふに 然ら す、 其 御靈を 分て 一 柱の 事業 を爲 給へ る なれば、 

本體 は本體 にして 分身 は 分身と 各 別な り、 (然れ ば 山城 國 向日 神社 は 御 年 神の 分身に て、 若く は 荒 魂 和 魂の 內 何れ かな 

らむも 知る ベから す、 叉 聖神も 飯 知 神の 意なる が、 和 泉 國和泉 郡に 聖 神社 式に 見え たれば、 此も叉 御 年 神社の 別 社と 

云む も强說 ならす、) 然れば 神代に 此 神の 生 ffi 坐し より 常 在に 鎭り 在す 本宮は 大和 國 なるな り、 (世の 古學者 等の 式內の 

古社 を 見る 事麁 漏に て、 後世 入の 自其 信す る 所 を 以て 更に 由緣 なき 神 を も 思 ひ 附に勸 請せ ると 同格に 心得る からに 甚 

痴 々しき 僻說多 かり、 然る 愚 眼 を 以て 神 典を說 むと 爲る は、 甚負氣 無き 心ち 爲られ て 思 束な き 物な り、 神代の 傳說有 

て も、 其 實を何 處迄も 探索む と爲る 深切なる 心無 きげ にや、 神代の 傳說と 事實の 證徵と 各々 別 々に 成て、 彼 は 彼、 此 

は此 と取留 たる 說 無き 故に 煩 さきまで 類語 を 誇し、 詞辭の 註な ど 恰も 小 兒の爲 業に 異ならす、 哀む べし、) 古語 拾 遣な 

る 事蹟 も此 所に ての 事と 思 はる、 大國 主神 Q 玉牆內 國と宣 ひて 此國に 住 坐りと 思しければ なり、 (大 國主祌 Q 幸 魂奇魂 


神 を 倭 Q 靑垣柬 山上に 齋給 ひ、 叉須世 理爲賣 命の 嫉妬 を 長み 坐て 出雲國 より 倭に 上 坐む と宣 ひ、 天 高 市に 八 百 萬祌を 

集て 高天原に 上 給 ひしな ど、 其餘 にも 有り、 萬 葉に、 大汝 少彥名 Q 作らし i 妹 妷の山 を 見ら くしょし も」 と 有 を も 思 亙し 

て考 べし、) 同書に、 昔 在 神代 大地 主神 ％ノ 田 之日以 n 牛宍， 食，， 田 人， 于時御 歲神之 子 至，， 於 其 田， 唾， 饗而 還以， 狀吿レ 父 

御 歲祌發 怒以, 蝗放， 一 其 田， 苗 葉 忽枯損 似， 一徳 竹， 於是 大地 主神 令片巫 (志 止 止 鳥) 肱 巫 (今 俗 竈 輪 及 米 占 也、) 占 5^ 求 其 由， 御 

歲 神爲レ 祟 宜，. 獻，， 白 猪 白馬 白鷄， 以解 * 其 怒.. 依 &奉， 謝 御 歲祌答 曰實吾 意也宜 T 以，， 麻 柄， 作， igi-, 之乃以 n 其 葉， 掃レ 之 

以， ilK 押 草， 柙， 之 以，， 烏 扇， 扇 * 之 若如此 不，, お 去， 者宜， 以，， 牛宍， 置，， 溝 口， 作，, 男 室 形， 以加, 之 (是所 _,, 以厭 其. 怒， 也) 以 ，.，薏 

子 蜀椒吳 桃 葉 及鹽， 班； f 置 其畔， (古語以^^,曰，，都須，)仍隨，，其敎，苗葉復茂年穀豐稳是今祌祇官以，，白猪白馬白鷂，祭，，御 

歲神， 之緣 也、 と 有る 大地 主神 は大國 主神な タ、 (古史 徵に、 淤保登 許 怒 志と 詠れ たる は然ら す) 御 歲神之 子 は 決めて 若. 

年 神に 御 在すべし、 何 を 以て 云ふぞ ならば、 唾レ 響と 有る は 父 神と 同 功-同 德の祌 に 在す が 故に、 代りて 其 田の 守護と 

して 行 坐し が、 其 穢を厭 給 ひて 御 父に 白 させ 給 ふなり、 (伦の 祌に坐 さば 御 父の 遣し 給 ふま じき 謂なる を 思べ し) 今祌 

祇官 云々 祭 „ 御 歳 神， 之緣 也と 有 を、 先に は 其 事に 就て 其 神 を 祭らる- 1 にかと 思 ひし を、 尙 深く 考 ふるに、 其 跡に 因て 

其 社 を 奠給ふ 物 也、 然 らば 彼 葛 上 郡 葛 木御歲 神社 (名 祌大月 、新 誓) と 有る 御社 ぞ祌 代より 立せ 給 ふ 事 著明 かりけ る、 

其 は 大地 主神 は 當時 天下 を 主領き 在て 顯 世の 君主と 在し、 御 年 祌は幽 其と 在して 其 御 靈を此 社に 鎭め御 在し けむ 故 

に、 直に 御 一一 目 語爲 させ 給 ふ 事 は 爲給ひ 難な りし 故に、 片巫肱 巫 を 以て 其 御 心 を 問 奉し め 給 ひけむ、 (實に は大國 主神 も 

大年 神の 御爲 にも 御子 上と 坐せば、 御 年 祌の御 伯父な り、 然れ ども 顯 幽境 を 殊にして、 神と 人との 差の 如く なれば 如 
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此く 有るな り、 此を 以て 此 社の 古き 事、 大國 主神の 未 幽冥に 入 給 は ざり し 其 間より 立せ 給へ りと は 云な り) 偖此社 

は、 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日 泰； T 授 大和 國正 二位 葛 木 御 歲神從 一位？ と 有て、 御 年 神に 胡亂無 きを、 

舊事紀 に、 大巳貴 神の 御 女なる 高 照 光 姬大神 命 坐-倭 國葛上 郡 御歲祌 社， と妄 記せる 惑 はし 說の 有に 就て、， ト部 兼俱が 

祌名帳 頭註な ど、 其 を 主張て、 飛 騷 國 大野 郡 水 無 神社 を も 古く 御歲 祌と傳 ふる 社說 有る に 就て、 其 高 照光姬 なりと 爲 

れ ども 信 ひ 難し、 (其 は 何に 爲て か胡亂 けむと 思 ふに 高 照光姬 命と 下 照 比 賣命は 同 神なる を、 別 神と 心得て 二 所に 記し 

分て、 先なる 卞照姬 命の 下に、 坐- 1 倭 阔 葛 上 郡 雲 櫛 社， と 記した る， に、 高 照光姬 命の 名を擧 たる 物の、 何處 とか 其 社 

を 云 はで は飽ぬ 心ち の爲 めれば、 取 僻めた る 事 をば 斯く 記け む. •) 

白馬 白 猪白鷄 は、 上に 引る 拾遺に、 宜 1. 獻， 一白 雜 白馬 白鷄， 以解 * 其 怒， と 有る 如く、 此祌の 甚く 好ませ 給 ふ 物な り、 白 

馬 は 祌の乘 給 ふ 料、 白 鷄は時 を吿る 料と 通え たれ ど、 白 猪 は 何 Q 爲 なる 事 を 知らす、 叉 白き を 何の 爲に愛 給 ふ 事 を 知 

らす、 能く 明らめ ま 欲き 事な り、 (然る を 考に白 を 用ら る X は、 止 雨 料に 白馬 を 奉らる \ より 思 ふに、 日白く して 荒 

き 風雨 勿ら む爲に 取なら む」 と 云 はれ たれ ど 俗 意 也、 白き を 用て よと は 祌の乞 はし 給へ るに て、 此方より 日白く して 

荒き 風雨 勿ら む爲の 儲に 非ら す、 能く 拾 遣 Q 文意 を 悟るべし、 偖 臨時 祭 止 雨 料に 馬 用， 一白 毛 一と 有る は、 後世の 事故に 

考 Q 說 Q 如くに も 有べき を、 凡て 祌は 白馬 を 好 給 ふに や、 w 雲 國造祌 賀詞に、 白 御馬 能 前足 爪 後足 爪 蹈立事 波 云々 と 

見えたり、 此は 神に 奉る に 非ね ども、 祌事 を擬て 物爲る 事故に 斯る にや、 〇 考に、 猪 は 膝に て 御贄の 料なる 由に 云れ 

たれ ど然ら す、 其 は御贅 ならむ に は 求て 白き を 用ら るべき ならす、 尙佗義 有るべし) 儀式に、 京 職 貢 白 難 一 雙 近江國 


豬 一頭と 見えた る を、 台 記に、 仁 平 元年 祈年祭 猪 近江國 未進 者 郡 司 申 云、 祭 前 十 餘日狩 A 猪不レ 得い 之 連日 狩 獵于レ 今 無 

レ得 云々、 承 平 四 年 六月 月次 祭 馬 代 進， 一 調 布 八端 T 任-一 彼 例-所 T 以 -1 調 布 八端 ー爲 k 代， 仰ぞと 有れば、 此 頃より 絶た る 

らむ、 此 も亦祌 Q 御 心に て 然るべき 御 事 こそ 有らめ、 (凡て 世 中 は 神の 御 心の 任なる 物に て、 神の 欲し 給 ふ 時 は 其 物 

を 餘多世 中に 出して 奉し め 給 ひ、 欲せざる 時 は 悉に 其 物 を 勿ら しむ」、 然リ と雖も 上に 一 K る 如く、 神の 造化に て爲給 

へど も、 # 中に 形質 を彰 はす 限りの 物 は 悉く 人の 有な り、 此 故に 人より 奉ら ざれば 其 物 を 受納 給 ふ 事 を 得す、 顯幽 Q 

境如此 くな り、 如何に 奇異なる 物なら す や、 因に 云、 狐 独の 如くなる 妖 物の 能く 人の 所有る 食物な ど を 取る 事 有り、 

然れ ども 正しく 此を 持ちて 其心實 せる 人の 物 は 得難し、 如何に 爲てか 人 を 欺き 惑 はせ て 其 物に 念 勿ら しむる か、 或は 

其 手 を 放た しむる か、 後に は 心の 著く 事 なれ ども、 其緣を 彼に 斷れ たる 故に 復り 難し、 幽 より 顯を 自在に 爲 しめす、 

顯 より 幽を窺 はしめ す、 事 別 坐る は 實に然 有らで は 有 まじき 物な り) 斯て此 三 物は必 別に 奉らせ 給 ふべき 故 有に 依て 

捧 させ 給 ふ 者に て、 式に、 御歲社 加，, 白馬 白 猪白雞 一と 有る 此 なり、 辭 別て 此詞を 申させ 給 ふ 本 緣此に 在り、 輕く 見過 

すべから す、 (此に 就て 思 得た る 事 多 かりし と 云へ ども、 古 始太元 考に彼 拾 遣の 文 を 註す る 因に 云べ し) 

種々 色物 乎備奉 S と は 祈 年 幣物 を 云へ り、 然れ ば初穏 云々 以下の 文に は 抱 はらす、 (式の 文 第一 段の 下に 引ければ 此 

に は 漏し つ、 偖考 に、 右に 犟 云る 御 服 御酒 穎 海山の 物 等 を 約め て 種々 と 云へ り、 色と は 品 を 云へ り」 と 云れ たる は理 

無し、 其 は 右に 摩 云る 御 服 御酒 潁は、 將來の 新 《廿 祭に 行 ふ 所の 幣物に して 當 前の 幣物なら す、 此に 種々 色物 乎 備奉& 

皇御孫 命 能 宇 豆 能 幣帛 乎 稱辭奉 久登宣 と は 祈年祭の 幣物に 非す して 何 を か 云む- 能く 文 義を碎 きて 知べき 物な り) 
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皇御孫 命 能 宇 豆 能 幣帛 乎 稱辭 竟奉久 S 宣は、 第一 段. なると 同じ 辭 にて 同じ 事なる が、 彼は伦 社の 其の 祈年祭に 預給ふ 

神々 と共に 宣り、 此は御 年 神の 稻穀の 神なる が 上に、 大國 主神の 始給 ひし 神事 を傳 させ 給 ひて 其 塞 を 行 はせ 給 ふに 就 

て、 此詞を 重復の 如く 宣 はせ 給 ふなり、 (然れ ば 此は宇 S 乃 幣帛 は、 右に 種々 色物 乎備奉 S と 有る を受 たる 事、 云 ま 

くも 更なり、 思 ひ紛ふ 可から す) 

ォホ カム/ コノ  n トヲへ マヅル ス.. '力- 、クチ/  マへ 二 マ ヲサゾ 

大 御巫 能。 辭竟 奉。 皇神等 能。 前爾 白久。 

、大 御巫 は、 神 名 式に、 神祇官 西院坐 御巫 等 祭神 二十 三 座と 有る 此 中なる が、 令 集 解に、 取， r 處女堪 事充 之と 有れば、 

處女を 以て 其 事に 任 給へ る 物な り、 (同書に、 巫者 知， 一鬼 神 之 道， 者 也、 在， 男 曰, 巫 在， 女 曰 Air ー說 在い 男 曰， K 在レ女 

曰レ 巫、 此令， 取，， 此說 IT 員數考 選者 待， 1 式處 分， 別記 御巫 五 人 倭 國巫ニ  口 左 京 生 島 巫 1 口お 京 居 摩  一 口 御門  一 口と 見えた 

り、 考 頭書 云、 集 解に 知-鬼神 之 道， と 云る は 漢國の 事 を 云り、 皇 朝の 巫 は 其 神に 仕 奉る 業を爲 のみ、 況て 少女 を 用ら 

るれば 鬼神の 道 を 知る と 云べき か は」 と 有り、 其 如し) 神祇官の 八 神を齋 奉りて、 佗 社と 異なれば 取 分て 大 御巫と は 云 

なり、 叉 大宮主 御巫と 云 ふ 事聖武 天皇 御 紀神龜 九 年 八月の 下に 見えたり、 巫 を 加牟能 許と 云 ふこと は" 天 野 信 景が鹽 

尻に、 世俗 稱， 一 巫女， 爲， 一 神 子 T (訓美 古) 或 曰， 一美 加 武乃古 T 按楚辭 雲 中 君 朱 註 云 雲 神 所 降 也、 楚 人名， 巫爲， ー靈子 r 若 

ムチ 

曰， 一 神 之 子， 也、 以， 此見之 則 祌子之 稱倭漢 同， 一 其 意， と 有る は 然る 言な り、 叉 同書に、 楚辭禮 魂に 成 レ禮兮 會レ詖 傳レ芭 

兮、 代， 舞 注 會鼓急 疾擊鈹 也、 芭與葩 同 巫所レ 持， 1 香草， 也と 有 は 神代 天鈿女 命の 神事の 彼に 偉れ るな り」 と 云り、 (式 


I 


に宮 主と 云 ふが 有る は 此に非 じか 鎭魂祭 宮人 以下 装束 料に 宮主 1 人と 有て 伯 以下 史 以上 七 人と 共に 蓁指袍 を充る 由な 

れば 御巫に は 非 じ、) 

辭竟奉 は、 稱 字の 脫 たるら むと 思へ ども、 、にも 辭竟奉 者と 有れば 脫 せるなら じ、 (生 島 神詞を 始め 次. <  にも 然 有れ 

ば * 斯く云 ふ も卽ー の 格に て 子細 有る 事 也、 但 次なる 座 摩 御門 共に 稱辭と 有り、 此は祭 を 兼て 云る 也、 此は大 御巫の 

持齋く 由なる にて 座 摩 御門な ど 其 社 を 云 ふなら ざれば" 必辭竟 奉と 云 ふ 可き なり) 考に、 此の 二つ共に 稱 字を伦 例に 

依て 補 はれ たれ ども、 諸 本 皆無き に 依て 本の 任に 措きつ、 稱辭竟 奉 は 其 祭祀に 典る 物に 就て 云 ひ、 辭竟奉 は 唯に 其齋 

く 祌の御 德を申 SL る 時に 用ふ詞 なり、 然れば 廣瀬能 川合爾 稱辭竟 奉、 また 龍由爾 稱辭竟 奉な ど 有る は、 其 祭れる 所以 

と、 其 神の 事 實を云 ふに 就て 稱辭竟 奉と 云る にて 此外 皆然 り、 然も 無くて 唯に 神の 事 を 申す 時には、 云々 登 御名 者白而 

辭竟奉 者と 云 ふ 例と 通えて、 此詞座 摩 御門 生 島 御 縣山ロ 水分 等 詞皆然 なり、 上古に は 如此る 差別 も甚 委し かりつ る 

を、 後世 人 は此辨 なき 故に 說 僻める 事 多し、 心 ST 、へし、 但稱辭 竟奉は 祭に も祌の 事に も 互り て廣 く、 辭竟奉 は 神の 御 

上に 耳 云 ふ 事に て 狹き詞 也と 知るべし、 然れ ども 如此き 古文の 妙處に 至て は 人の 心 着ざる も尤 なり、 社に 就て は 天 社 

國社登 稱辭竟 奉と 云 ひ、 祭に 就ても 云々 汗爾き 穎爾母 稱辭竟 奉牟、 また 和 妙 荒 妙 S 稱辭竟 奉 牟と榇 に 云て、 斯る 所に 

一 處 も辭竟 奉と 云る 事無し- 大 御巫 生 島の 如く 祀る 御巫に 就て は辭竟 奉と 云 ひ、 座 摩 御門の 如く 祭る 處に 就て は稱辭 

竟 奉と 一 K り、 (鈴屋 大人の 大载詞 後 縫 に 引れ たる も 稱辭竟 奉と 有れば、 其に 依られた るかと 思 ふに 然ら す、 其 祝詞 考 

に 就て 不意く 記された る 物 なれば 依 難し、) 
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皇祌等 能 前！ S  ^0 は、 祌名 式に、 神祇官 坐 御巫 祭神 八 座 (竝大 月 ff^ 新甞) と 有る 此 御社な り、 此は上 (第 1 段 註) に 

引る 如く、 天 律祌羅 また 天津 磐 境 を 天神の 授奉 給へ る を 高 千 穗宮に 初て 齋 奉らせ 給 ひし かど も、 御社 を 造營給 ふまで 

に は 及ばせ 給 は ざり し を、 神武 天皇の 大 御世に 始て齋 祠らせ 給 ふ 物な り、 古語 拾 遣 神武 天皇 段に、 愛 仰從， 1 皇天 ニ祖 

之 詔-建； T 樹神 籠-所謂 高 皇産靈 神 皇產靈 魂 留產靈 生産 靈 大宮賨 神事 代 主神 御 膳 神 (己 上 今 御巫 所奉齋 也) と 有 を、 記 

傅 十五 (四十  一 丁) に、 從 皇天 ニ祖之 詔と は 正しく 彼 神代 紀 なる 詔 を 云へ り、」 と 云れ たる は 然る 言な り、 (但彼 詔 は 

天社國 社に も 係て 宣 へるな る 事、 第一 段の 下に 說が 如し、 借 此八柱 神 は 彼 神籬を 以て 御 神 體と爲 し、 祭祀 給 ふ 事と 通 

えて、 伯 家 部類に 八 神殿 御正 體之 事と 有る 條に、 一 御殿 五色 糸 榊 葉 は 物 內箱外 大和 錦 包平緖 にて 十文字に 結、 內に水 

晶 御玉 御 鏡 御 ％c と 有て、 二 御殿より 八 御殿まで は 內箱同 斷榊葉 八 枚 五色 糸 御玉と 見えたり、 此 树 葉 八 枚と 有る や 上古 

は祌籬 なりつ る 遣 制なら むかし、 但御神 體御莒 之 事 二重 宫と 有り、 心得 おくべし、 百鍊抄 に、 兼 俊宿廳 云、 八 神殿 自 

元 無， 一 御正 體 r と 有り、 其 は 神籬を 御神體 とする 故な り、 玉英に 云く、 曆應 三年 三月 十九 日、 大藏 卿雅仲 卿爲， 一 勅使， 

來、 可， 有，, 神祇官 修造 T 於 神 體者凡 無 御座 由、 伯 業淸王 所い 申 也、 此事 如何 云々、 神祇官 神體爲 >1 神木-之 條 勿論 敷 云 

々、 と 有る 神木 は 賢 木に て、 所謂 神 籠と 通 ゆ、 大內裏 圖考證 に、 古文書 曰、 祝 部 殿 者 御巫 等 宿所 云々、 叉 曰， 神祇官 

祝 部 殿 事 一名 齋部 殿、 只 如，， 神殿， 懸， 1 御簾-引-一 壁 代， 立濱床 安-一 靑 榊-云々、 又 曰、 兼 俊 案 之、 御厨 子 祝 部 殿 共 以無神 座 

云々、 案 上 安二 榊 木， 可 存如在 禮歟、 と 見えたり、 諸 神 本懐に も 八祌殿 不安 御 體只用 賢 木 也" と 有り， 但玉 海に、 安元 

三年 四月 廿 八日の 火災に 神祇官 八 神殿 御正 體燒 失と 有る は 其 榊 を 云るな る 可し、 鈴 屋翁玉 勝 間 十 一 にも 此事を 記され 


たり、) 偖 此八祌 は * 天皇 命の 大 御身 を 守護 奉 給 ふ由緣 有る 神 等な り、」 と鈴屋 大人の 說れ たる、 實に 卓見に て、 (其 

由 記傳十 一 卷 十四 卷 十五 卷に、 事の 因みに 所々 註され たる 說等を 披見て 知るべし、 但此は 伯 家 部類に、 八 神殿 之 御 事 

者 朝廷 守護 之神爾 從 往昔 神祇官 御 鎮座 之 御 事 也、 と 有る を 含みて 云れ たる 說 なるべし) 天下に 有と 有 ゆる 人 等の 身 

を 守護 坐む 爲に、 天上より 御靈を 降し 給へ るな り、 (皇國 は 云 も 更なり、 夷狄の 末と 云 ども 此 守護 無て は 一 日 も 世に 

在る 事 能 はす、 叉 身 死て 後と 雖も此 御 守護に 資すして は 神 位 を 得る 事 能 はす、 顯幽を 11 羅て甚 も 尊き 神 等な り) 舊事 

紀 (天孫 本紀) に、 天 祌御祖 詔 授天璽 瑞寳十 種 謂 羸 都 鏡 一 邊都鏡 一 八握劍 一 生 玉 一 死 反 玉 一 足 玉 一 道 反 玉 一 蛇比禮 一 

蜂比禮 一 品物 比禮 一 天神 御 祖敎詔 曰 若 有 n 痛處， 者 令 玆十寶 謂-一 一 二三 四 五六 七 八 九十， 而布瑞 部 由 良 由 良 止布瑞 部如此 

爲 ゲ.！ 者 死人 反 生矣、 (職員 令 集 解に 引る 文 は 大凡 此に 同じ、 元 書 は此紀 なるべし、 第 六詞叉 鎮魂祭 詞の 下に 引て 云る 事 

共 を 見合す 可し、 祌 皇實錄 に、 立 靈，, 畤於鳥 見 山中， 用 祭， 1 皇祖 天神， 焉、 任， 1 皇天 厳命， 箫 八柱靈 神式 爲 -1 鎭御魂 神- 爲 -1 

天皇 玉體， 春秋 二 季齊祭 也と 見えた る は、 此祈 年と 神 甞とを 云る か) と 有る 十 種祌寳 も、 此八 神の 御靈實 ならむ と 所 

思たり、 (但此 は 右の 八 柱 神の 御霊代に 配 常 給へ るに 有れ ど、 遙に 後に 天降し 給へ る なれば、 此 神祇官 西 院坐大 御巫 

の 所 祟る 八 柱 神の 御 神體に 非す、 大和 國山邊 郡 石 上 坐 布 留御魂 神社 名神大 月次 相 甞新甞 と 有る 此 御社の 御靈體 と爲り 

給へ り) 其 は 鎮魂祭 詞の 注に 云る 如く 其 祭神 は此八 神に 大直日 神 一座 を从 たる を 以て 知らる、 (伹大 直 日 神 は 亦 名 を 

神 直 日祌と 巾して 二 御靈に 在せば、 强て十 祌と爲 む も 僻事なら す、 借 此十種 神 寶の其 御 寶實に 常る 由 は 羸 都 鏡 は 高 御 

魂 神 魂 神に 常べ く、 生 玉 足 玉 死 反 玉 は 生 魂 足 魂 玉留魂 神に 當 ベく 所思 ゆるに 就て 尙 思へば、 八 握 劍道反 玉 蛇 比 禮蜂比 
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禮品々 物 比禮も 其餘の 神の 靈實 ならむ を、 何 神に 相當 ベく も 所思 ざれば 唯 其 端 を 云な り) 天武 天皇 御紀 に、 白 鳳 十 1 

年 十 1 月 癸 卯 朔丙寅 是日爲 二 天皇-招 ri 魂 之-と 有 も、 此祌 等に 爲 させ 給 ふ 御 祈に て、 鎮魂祭 此 なり、 (伹 御紀の 文に、 

丙 寅法藏 法師 令 端白龙 煎の 文より 聯 きたる 故に、 佛家 にて 謂 ゆる 招魂の 事と 爲 めれ ど然ら す、 同日に 二つ 有る 事 を 記 

された る 文なる 故に、 是 日と 句を界 せる を、 人 は 得 知す ぞ 有る) 偖此 御社 は、 祌武 天皇の 御世に 草創 給 ひしょり 以 

降. 御世々 々に 都を遷 させ 給 ひし 時々 も、 大宮 近く 齋 奉らせ 給 ひて 殊に 崇奉給 ひしな り、 (大內 裏 圖考證 に 云く、 伯 

家 部類 貞應 元年 十 年 九日 神祇 伯拜記 所載 神祇官 古圖、 叉 文 保 元年 二月 十 一 日 廳始及 拜賀記 所載 神祇官 圖、 八 神殿 西院 

西 築 垣 內面八 社 相 IT 拉 東西 ー北爲 -1 第 I 殿 一と 有り) 淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日、 奉授 神紙官 無位 神 産 日 神 

高 御 產日神 玉 積 産 日 神 生産 日 祌足産 日 神拉從 一 位、 と 見え、 同年 二月 丁亥 朔、 班， 一 幣諸祌 ー吿以 -1 卽位 Z 田？ 神祇官 從 

一 位 神 産 日神從 一 位高 御 産 日神從 一 位 玉 積 産 日神從 一 位 生産 日神從 一 位 足 産 日神竝 奉， 授正 一 位、 (諸 本と に從 一 位 生 

産 日 神を脫 せり、 此祌 一 柱 を 省くべき 由 無ければ 究めて 脫 たる 事 決し、 今 は 補 ひて 引つ、 善 本 を 得て 技すべし) と 有 

れば、 崇重奉 給 ふ 御 事 決し、 然るに 大宮賣 神 御饌津 神辭代 主神に 祌位を 奉らせ 給 はざる を 以て、 皇天 二 祖の詔 命に 依 

て 祭らせ 給 ふ 所 は 上 件の 五 柱に 御 坐が 故に 殊に 御 位 を 授奉給 ひ、 自餘の 三 神 は 後に 合せ 祭る かの 說も 有れ ど委 からす、 

元より 八 柱 御 在し 坐つ る なれ ども、 伦に祭 給 ふ は 格別 此 社に 取て は 主客の 別 有る が 故 也、 是 以て 十 種 神 寳も此 三 神に 

は聢と 営べき 事の 無き が 如し、 (尙 鎮魂祭 詞の 下に 委しく 云 を 待べ し) 此を八 神殿と も 齋部祌 殿と も 申し、 此に 就て 西 

屋と iK も 有り、 (八 神殿の 號は、 薩戒記 應永卅 三年 六月 十 一 日の 下に 見 ゆ、 叉大內 裏考證 に、 古文書 曰、 神祇官 內 東西 兩 


院事八 足 門 內有額 八 神殿と 見え、 諸 社 根元 記此に 同じ、 齋部 神殿の 號は 三代 實錄 に、 貞觀ニ 年 八月 廿 七日 甲 辰 夜偸兒 開， 一 

神祇官 西 院齋部 神殿 ー盜 二三 所齋 戶衣幷 主上 結 御 魂緖等 一と 見えたり、 叉 大內裏 圖考證 に、 延喜 式に 神祇官の 西屋と 有る 

所 は 宮の八 神殿の 巽 角、 東西 二 間 南北 一 間 卯 西建レ 之、 然此酉 屋を齋 部 殿と も 祝 部 殿と も 云 ふ、 また 刀禰 殿と も 宿所と も 

云 ふ 由證を 取て 記されたり、 就て 見る 可し、 但齋部 神殿と は 八 神殿 を 云 ひ、 齋部 殿と は 其に 靨た る 西 屋を云 ふなり、) 

力 ミムス ビ  タカ-.、 ムス ビ  イサム フ、 ビタル ムス ビ タマ ヅメム 7, 、ビ  ォホ ミヤ Z  メ  ォホ -•、 ケ ッカミ  コ トシ 口 ヌシト  ミナ ハマ ヲシテ 

神 魂。 高 御 魂。 生 魂 足 魂玉留 魂。 大宮 乃賣。 大御膳 都 神。 辭代主 登。 御名 者 白 氏。 

コトヲ へ マツ ラク ハ 

辭竟奉 者。 

神 魂 高 御 魂 は、 古語 拾 遣に、 高 皇産靈 神 皇產靈 と ff! 序た る 如く、 凡ての 祌 典の 正實は 如此く なれば 必然 有る 可き 物な 

り、 (此 神祇官に 祭らせ 給 ふ をのみ 然 次序の 錯 へる は、 其 元 I 書に 記 誤れる が廣 ごり たる 物な り、 然 れど此 祝詞 及 六 

月月，^、 祭 詞は云 も 更なり、 祌名式 四時 祭式 鎮魂祭 條 また 上に 引る 三代 實錄 も然 なれば、 古くより 錯來 つる 儘 を 改給は 

マロ カレ  メヲ フタ カタ 

ざり ける 物なら し) 借此 ニ柱祌 は、 天 之 御中 主神の 混成 純一 なる 大御德 を 陰陽 二 義に持 分け 坐て 世 中の 物 を も 事 を も 

化生し 給 ふ 故に、 祌 典の 古 偉に 宇宙の 事物の 元始 を 云 ふ 時には 何囘も 高天原 爾 神 留坐皇 親 神 漏 岐神漏 美 之 命 以とは 云 

へり、 然れば R< 之 御中 主神 は 萬 善の 源、 萬 化の 主宰と 坐し、 神 漏 岐神漏 美 命 は 萬 物 を 化生す るの 妙 用 を 爲給ふ 事 著明 

なり、 (此ニ 柱 神 を 祌漏岐 神 漏 美と 申す 事の 由来 は 第一 段の 註に 云る が 如し、 心 を 着て 考ふ べし、 寶 基本 記に、 天地 

之間氣 形質 未- 1 相 離 ー是名 一， 棍淪 一所 顯尊形 是名レ 神、 生 化 本性 萬 物總體 也」 と 有 は 然る 言な り、 但名レ 神 を 名 二 金剛 祌， と 
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有れ ど、 佛 者の 私 なれば、 今 改めて 引り) 所以に 顯宗 天皇 御紀 なる 日 神月 祌 の 御託 首に、 我 祖高皇 産 靈尊神 皇産靈 尊 

有下預 n 鍵-造 天地 一之 功， と 仰 諭し 給へ る 御 詔の 少緣 ならす 通 ゆるに 依て 深く 思慮 奉る に、 此 天地 を 始めて 世 中に 在と 

有 ゆる 物 も 事 も 各々 其 掌る 祌は御 在れ ども、 其を幽 より 預鎔 造り 黉け御 在 坐す 事 違 ひ 有 まじき 物な り、 (此 御託 言 を 

唯に 阿比 都久 流と 訓ては 其眞意 を？ 付 難し、 預と云 ふ 語に 心 を 着て 見るべき なり、 預字 を綏靖 天皇 御紀 に、 阿曾 布と 訓 

り 相 加な り、 尙古始 太 元考に 委しく 云れば 此には 省きつ、 伯 家 部類に、 高 皇產靈 神 は 人身 を 生 給 ふ神德 也、 神 皇產靈 

神 は 人の 心魂 を 生 給 ふ神德 なり.！ と 有れ ど、 神皇産 靈祌は 心魂 を 生 給 ふ 祌德に は 坐 さす、 心魂 は 玉留魂 神なる 事 云 ふ 

も 更なり、 然れば 此ニ柱 神 共に 人の 身 を も 心 を も 悉く 結び 爲し給 ふ御德 なる 事必 せり) 其證は 神代 紀 なる 國土 經營の 

所に、 大已貴 神 乃 與言曰 夫 葦原 中 國本自 荒 芒 至-磐石 草木， 咸能 强暴然 吾巳摧 伏莫， 不， 一 和 順， 遂因言 今 理此國 唯 吾 一 身 

而已其 可，， ，與 &共理 ，1 天下， 者 蓋 有， 之 乎、 于時神 光照， 海 忽然 有， 1 浮來 者， 曰 如吾不 i 在 者 汝何能 平， 1 此國， 乎 由-吾 在， 故 

汝 得い 建-一 其大造 之績- 突、 是時大 己 貴 神 問曰然 則汝是 誰耶、 對曰吾 是汝之 幸 魂奇魂 也、 大己貴 神 曰 唯 然適知 汝是吾 之 幸 

魂 奇魂今 欲-一 何 處住ー 耶、 對曰 吾欲レ 住-一 於 日本 國之三 諸 山， 故 卽營， 一宮 彼處， 使， 一就 而居， 此大 三輪 之 神 也、 と 有る 幸魂奇 

魂 は 此ニ柱 神の 預鎔造 給 ふ御靈 なる が、 祌は 更に も 云 はす、 世 中の 人に も 其 幸 魂 奇魂を 預て其 功業 を 建し め 給 ふ 事な 

るが、 大く給 はれば 其 功大き く、 小く 給 はれば 其 功少き 也、 (此 幸魂奇 魂を大 三輪 之 神 也と 記された るより 謬 解して， 

大己貴 神の 和 魂 大物 主神なる 由、 先師 等の 說 なれ ど 信ら れす、 此 同じ 事 を 古事記に は 伊 71 都- 岐-奉 于倭之 靑垣東 山上- 此 

者 坐 n 御 諸 山上， 神 也と 見えて、 神 名 式に、 大和 國狨上 郡大神 大物 主神 社、 名祌大 月次 相 甞新甞 と 有る 引續 に、 祌坐日 


向 神社 大 月次 新 誓と 有る 此 なり) 偖 其 功業の 大小 は 其 人の 魂の 大小 は 在る が、 其 極る 所 は 此ニ注 神の 預鎔造 給 ふ 幸 魂 

奇 魂の 大きく 預 ると 小き く預 るとの 差なる 故に、 皇^< より 鎮魂祭の 術 を 世に 傳給 へり、 令義 解に、 鎭魂言 招 n 離 遊 之 

運 魂鎭- 一身 體之 中府 1 故曰鎭 魂と 記せる 此な るが、 千 有 餘年此 を 解く 者 無く 此を 知る 者 無り し を、 予始て 此を說 き此を 

得たり き， (然れ ど 予は此 を 得て 態と 行 ひて 其驗を 得る にこ そ 有れ、 天下 を 治む る 御 邊りは 云 も 更なり、 文武の 道 を 

執す る 徒な ど、 其 行 ふ 所 深切に して 其精氣 神に 入る 時は爲 さすして 此 所に 至て 有な り、 吾が 本 居 平 田 二 大人な ど 能く 

其 人な り、 大道の 廢 さる 事 萬 事の 上に 斯の 如し. 豈 奇異なら す や も) 是 以て 我 を 生す 事此ニ 柱祌の 全能なる 事 を 知 

り、 我 を 任す る 裹此ニ 柱 祌の靈 成なる 事 を 知る を 得たり、 大己貴 神の 其 幸 魂 奇魂を 治 奉 給へ る 御 事 も 眼前に 昭々 た 

り、 (此 令義 解の 文 を 解 5£ られ ざり し 故に、 古史 傳に、 遊 散す る 魂 を 招き 鎭 むるな り..」 と 云れ き、 尙玉留 魂 神の 下に 

云 ふを考 合すべし) 偖 如此く 萬の 物に も 事に も相預 坐て 相 銘造給 ふ 御 功の 宇宙に 彌綸 て、 少 かの 隈をも 遺す 事な く 御 

靈を 幸へ 御 在す 事に て氣の 签虚に 薰り滿 ち、 水の 凹 處に瀝 り 溜る が 如し、 故 高天原 爾祌留 坐と は 申せり (第一 段の 

注に 引合せ 見るべし) 古昔 天地の 未 生りし 時、 天 之 御中 主神と &す大 御 神、 元より 始 無く 大座々 ける が、 無爲 にして 

自然に 行 はる，. - 大御德 坐り、 其 は 陰陽の 元氣の 相氤氳 ぶに て、 其晋り W る 氣は高 御 魂 神の 御 德と爲 り、 感 する 氣は种 

魂 神の 御 德と爲 り 分た るが、 元 天 之 御中 主神の 1 氣 なりけ る 故に 陰陽 剛柔の 二つに 成分り て 有れ ども、 其 元の 一 つに 

混圜 まらむ と爲 る其卽 男女 陰陽 交接の 大 象なる が、 其 中より 狀 貌難レ 言き 一物 を爲し 給へ るが 其 御 祖のニ 注に 成ん ヌ生 

し、 元因を資て淸輕なる物は進みて天と爲，.^、 重獨 なる 質 は 退きて 地と 爲り、 天地 初て 位し 世界 初て 立 定まれり ^ 
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を 天地開闢と 云 ふ、 神代 卷ロ訣 に、 有 レ神故 成 一一 天地 一成， 一天 地 k 有 レ神故 生， 一人 倫 一生 一, 萬 物 一と は 謂れた る 言な りけ り、 

(借 天に 就て 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古 遲神天 之 常 立 神 成 坐て、 天 曰 及 經星緯 星 成 定まり、 地に 就て 國之常 立 祌豐雲 野祌成 

坐て、 皇國 蕃國成 定まれり、 此は 全く 高 御 魂 神 魂 神の 預鎔造 坐し に 依れり) 若て 大地に 伊邪那岐 伊邪那美 二 柱 神 を 生 

W 令め 給 ひて、 漂 在る 國を修 り理め 固め 成さし め 給 ふ、 此卽此 二 神の 賜る 所の 賦 命に 爲て、 神に も 人に も 事業 有る 本 

緣 なり 是を 以て 俊 姬命世 記に (倭姬 命敎) 敎 k 人 曰 左， 物 ハ不， 一 右 _ ー遷 t 右， 物ハ不 -1 左 _ ー遷ー 左ス左 リ右ハ 右左 還 右 囘萬事 無レ違 

の 古語 有り、 (凡て 天地 問の 事 能く 成せ.^ と 云べ く、 能く 成れり と 云 ふべ からす、 神 は 人を賛 けて 天地 ゆ 3 化に 功 を 施 

し 人 は 神に 受けて 天下 經 世に 德を 致すべき 物と 定め 給へ り、 是 以て 宇宙の 事、 善惡 正邪 吉凶 損益 有るな り、 修理 固成 

の 用 無くば 神 も 人 も 無用の長物と 云べ し、 造化の 功 須臾 も 止む 事 を 得す、 經 世の 德 片時 も廢 ベから す、 此を 止め 此を 

廢る時 は 天下一 日 も 保つ ベから す、 此 故に 生 國足國 と は 云り、 尙生島 足 島 神詞に 解く 所を考 見るべし) 然して 伊邪那 

岐 伊邪那美 二 柱 祌其國 土 を 經營給 ひ、 國 土の 萬 有 を 生成 爲に 風神 火 祌金神 水神 土神 を 生 坐て、 其 修り理 め 固め 成す の 

全 能 を 世に立し め 給へ り (凡 天地 間の 萬 有 此五元 神の 御靈を 合せて 事 成し 給 ふに 非れば 出來 まじき 事、 此 末に 說く 

べし) 日 神月 祌を生 坐て 晝夜を 持 分け 掌し め 給 ふな ど、 事の 末 は 多端に 分れた る 如く なれ ど、 其 元は 悉く 高 御 魂 神 魂 

祌の預 鎔造給 ふ 所に して、 其 功の 盡る 所、 其 德の究 まる 所 は、 全 此ニ柱 神の 幸魂奇 魂の 成さし め 給 ふに 依て 能く 成 ざ 

ると 云 ふ 事無し、 (幸 魂と は 其 御靈を 割て 其 人に 預 へて 事 を 成さし め 給 ひ、 奇 魂と は 事 を 成す に 就て 彌々 靈妙 なり、 

幸 は 前にて 前む 意、 奇は來 にて 聚 まる 意 有タ、 なほ 靈之 御統に 委しく 云べ し、 此書 先に 著した る を、 此意を 熟く も 得 


ま」 物爲し 故 s く 物損 ひす、 近 墓此を 訂正して 世に 行 ふべ くな む、 下なる 玉留 魂 神の 條に 委しく 云へ り、) 

生魂祌 足魂神玉留魂祌三 柱 は、 高 御 神 魂 二 柱 神 等の 陰陽 太 元の產靈 に 資て、 謹 威に 成魂 所の 天 產人を 成し 給 ふ 

神 等な り、 (高 御 魂 神 魂 神 Q 羅霧ふ S まく I き、 下 S ふ 事共 • 合すべし) 凡 宇 裏 物 ー兀來 i 有る 事 

無し、 謂 ゆる 無狀 Q 狀、 IQ 象に て、 萬 物 未 有 Q 先に 名 有る 事無く、 萬 物已有 Q 名 f 物 無き が、 宇宙 Qg 全 は 

此着 有名の 二つより 外 有る 事無し、 所以に 古事記 序に、 夫 混 元旣讀 I, 效無ま S 誰 知，， 其 形 ，1 坤初ヮ 八, 

神爲ニ 造化 之 首， と 鐘され ず、 (謹 老子に、 道歹 ト道ス sr ま，；？ I 一  1 天地 之始、 lis. 故 

常 無欲 H 以觀 n 其 妙， I 欲 „,以觀，， 其徴； 此兩物 同 ml, 名 同 謂，， 秦， 直 又 豪 妙 之 門と 見え 5 意 s、 此の 古傳 

に 合せて 記された るな り、 本末 を 取 誤つ 事 無れ) 其 此を視 て 見えす、 此 を？ 聞え す、 此を搏 5 ざる 所の 妙處、 卽 

此 ニ柱祌 QIQ 止る 所に して、 (淮南 子 I 訓に、 夫 無形 S 之大 si 曰 直 之大 I と 有て、 謹が 注に、 無 

形 生 n 有形， |,, 物 大祖， 也 無音 生 ，％昔， 故 爲，， 聲大宗 ， 祖宗 皆 本 也と 云る を f べし、) 陰陽の 名 有る 事無く、 五 g 名 

f 事無しと 雖も、 能く 陰陽 を 襲し. 五行 を 統括す、 動 靜に陰陽 始て 芽し、 消長に 五行 始て 7き>  古事 扉に、 陰 

陽斯開 ニ醫 if 祖， と は此を 云ず、 伊邪那岐 伊邪那美 命 Q 其 元 を 高 御 魂 祌魂祌 S て 夫婦と 爲給ひ、 萬 物 を 宇 

宙に 生成 給 ふ 根源 斯 ず、 (素 問 li 大き、 5 曰 I 露地 之 道 也、 萬 物 之綱漏 化 之 父母-' 生 殺 之 本 台、 

神明 之府 也と 有る は然番 营、) 斯 £ 元 fi ひて 萬 物 を 生成し f、 此 S 伊邪那岐 命 Q 暨 S まる 

所， 高 御 魂 神魂祌 sf 盡る 所に して、 S 御中 主祌 S1 に歸 する 所に 爲て、 無 S 狀、 狀 有て iK 地位し • 無 象 

、 延喜式 祝詞 it 義 一之 卷  一、，」 
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の 象、 象 有て 萬 物 有る 所以 也、 此無狀 の狀、 無 象の 象の 天神の 靈府 至誠の 安宅な り、 (老子に、 道 生 レー、 1 生 レニ" 

二 生 ニー 一、 三 生 ニ寓物 一と 見え、 呂， 氏 春秋 大樂篇 に、 萬 物 所 Affi 造 二 於大ー -化二 於 陰陽 1 萌芽 始震 凝塞以 形と 有な ど 此を謂 

なり)、 借 天地 位 を定て 天地 旣 成れり し 以来、 天日 は 宇宙の 正中に 在て 恒に 自旋囘 し、 猛火の 焰を 放ん て 六合 を 普 照 

す、 此に 因て 大地 叉 其 勢に 牽聯爲 られて 天日の 外 圍を蓮 動して 常に 自旋轉 し、 晝 夜の 分此に 成り、 其 動に 火 成り、 靜 

に 水 成る、 (動靜 の 水火に 母た る 所以 は、 氣の性 は 水に 近し、 寂然と して 寒な り、 天日に 蒸れて 溫暖 なりと 雖も 夜に 

成、 叱 \ ぱ濕 冷な り、 此濕冷 は 常にして 溫 暖は變 なる を 知る に 足れり、) 然るに 大地 Q 本質 は 水 土 各 相 半した る 質なる が、 

天日 Q 光輝 地中に 透 入す、 此を 以て 自然に 火氣 を含藏 して、 濒々 に 煦溫釀 沸して 遂に 薰圍 を蒸發 す、 此に 於て 氣大に 

迫りて 風 を 生じ、 質 大に締 りて 金 を 生す、 (氣 動きて 火氣を 起し、 靜 りて 水 氣を强 くし、 大に 凝て 土と 爲り、 大に結 

て 金と 爲す 事なる が、 其然 らしむ る 所以 は 風 氣の妙 用機關 たり、) 是に 於て 風神 火 神 金 神 水神 土神の 五 運 を 主宰して 能 

く 萬 物 を 生成 化育し 給 ふ 所の 靈妙字 宙に彌 輪せ り、 (此風 火 金 水 土 Q 五 元は 天地 萬 物の 本 原に して、 此 外に 別に 天地 

萬 物の 質 有る に 非す、 此五 元の 神 物 宇宙に 彌綸 して、 別れて は 叉 混り、 混れ ては復 別れ、 互に 凝り、 互に 結びて、 萬 

物 を 生成 化育す、 是を 以て 萬 物繁庶 なりと 雖も、 其 類 を 銃て 大別 すれば 土石と 生植と 動物との 三に して、 悉く 此五元 

の 奇結妙 凝に 非す と 云 事無し、 然して 其 本 づく所 は 陰陽 二 神の 全能に 歸っ、 孔子 家 語に、 昔 丘 也 聞 二 諸 老聃- 曰 天 有 <1 

五行， 木 火 土 金 水分， 時化 育以成 n 萬 物， 其 神 謂 n 之 五 帝， と 有る を、 梁 箫吉が 五行 大義に  >  行 一 y 五 者 明- 1 萬 物雖レ 多不. ^過 

, 五と 列ね 云り、 子 華 子に、 天地 之大 數莫, 過-, 乎 五 T 莫レ 中- 1 乎 五 T 五 居 二 中 宫-以 制-! 萬 品-沖 氣之主 也、 中 之 所- 1 以 起- 


也、 中 之^-一 以止 一也、 龜筮. 之 所，， 以靈， 也 1 神 響 之 所，， 以 豐融， 也、 通，， 乎此， 則 條達而 無 礎 者矣と 有る. &說. ^ど、 皆此 五一 兀 

の 妙 用 を 云るな り、 考合 べし) 此五元 Q 互に 凝結して 萬 物 を 生成 爲る 所を覜 察する に、 風氣 Q 土 水に 凝た る は と爲 

り、 鎌と 爲り、 焰 炮と爲 り、 芒 硝と爲 り、 (風氣 の火氣 と相激 りて 雷電 を 爲す理 を 思べ し) 火 氣の水 土に 凝た る は 匕 H 

と爲 り、 硫と爲 り、 確 石と 爲り、 礬 石と 爲る、 (水 土の 能く 其 質 を 調和す る 所に は 風 火の 氣も亦 能く 含蓄し、 處鹽脂 

驗消石 硫黄 礬石等 自然に 多く 湊 りて 土質 を 凝結す、 其 脆弱に 凝て 乃 其 土質 を 凝結す る をば 襖 巖と猇 け、 結定の 堅固な 

る 物 をば 硬 石と 爲る、 此を人 體に喩 るに、 巖石は 骨幹と 爲り、 土 水 は 皮肉 血液と 爲り、 草木 は 毛變と 爲る理 こ； fl^ 

じ、 又巖石 中に 含む 所の 諸種の 鹽氣" 數多 Q 年 序を經 るの 間に 地中の 靈氣 を 醸成し、 其 精華 を發 する 所に 至て は * 玉 

と爲 り、 寶 石と 爲り、 叉 其 固 凝の 極 堅なる は 金銀と 爲り、 銅 銕と爲 り 或は 其 精 流 歷爲る は 鐘 乳と 爲り、 石 髓と爲 り、 

叉 其 汚 毒の 結定 せる は砒 石と 爲り、 礬 石と 爲 りて、 變化百 ffi 記載 爲べ からす」 と 或 人 云り、 然る 首な り)、 土石 此に依 

て始て 形象 有り、 土 は 大地 Q 皮肉、 石 は 大地の 骨幹- 水 は 大地の 血液、 火 は 大地の 溫熱、 風 は 大地 Q 喘氣 なる 事此を 

以て 見つべし、 (金 は氣 のみ 質 を 爲す時 は 土石に 相 因る、 此を 以て 別に 記さす) 倦 天日の 火 大地に 徹 りて 水 氣を 得る 時 

は 草木 を 生す、 第二 段に 說る 如く 豐受大 神の 産 靈給ふ 所 也、 草木 は 地の 毛髮 なる 事、 祌代紀 なる 素 戔嗚祌 0 御所 爲に 

て昭々 たり、 (漢籍 三 五曆紀 に、 盤 古 氏 死 也兩眼 化爲， 一日 月， 頭 髮爲， 一草 木-尿 尿爲， 一河 海， など、 萬國 のか 說然 なりと 見 

えて、 小 乘提婆 論と 云 ふ 物に、 所レ有 一切 之 命 非命 物 從-ー 自在 天 一生 從，， 自在 天レ滅 自在 天 身 者 虚空 是頭 日月 是眼 地是身 

河 海卽尿 山丘是 糞火是 熱風 是命 一切衆生 是 身內蟲 自在 天 常 生， 二 切物 ハ と 有る 自在 天、 卽漢に 謂 ゆる 盤 古 氏に て、 我 
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が産靈 神と 通えたり) 叉 天日の 照溫に 依て 資生 する 草木の 腐壞 する 間より 昆 蟲を發 生し、 水温の 溫釀 する 間より 魚貝 

を 化育し 山嶽 原野に 飛 窝走獸 を 生じて、 動物 此に 於て 蕃 息す、 (一切 動物 各々 地氣を 得て 生す る 故に 風土に 依て 異有 

るが 如く，  土石 及び 生植 悉く 然り、 心 を 着べ し) 如 此く五 元 Q 奇： i 妙 凝に 依て 土石 生植 動物の 三種 は 各々 人 を 育 養す 

る 所の 資 にして、 其 用 ふる 所 食物 衣服と 爲り、 居屋 機械と 爲り、 或は 藥物玩 好と 爲 りて 悉く 人 Q 用に 非る 事無し、 (此 

は 予が自 思 取れる に、 或 人の 說も 大凡 斯く 有る 故に 取合せ て 文 を 成せり、 委しく は 古 始太元 考に云 ふべ し) 凡 萬 物 は 

人 Q 爲に 生じて 人の 爲に 签を爲 すべき 者と、 皇祖 天神の 鎔造 化育し 給 ひて 人類 を 生成し 坐り、 人 また 萬 物の 上に 位て 

能く 萬 物 を 御す と雖 も、 其 生す る 所 萬 物に 異 無くして.' 風 火 金 水 土 五 元 神の 產靈 成し 給 ふに 依て 成れり、 風 以て 呼吸 

とし、 火 以て 心神と し、 金 以て 骨幹と し、 土 以て 皮肉と し、 水 以て 血液と す、 各 相 資て人 を 生す、 此 故に 五臓 有り、 

五氣 有と 雖も、 其 銃る 所 陰陽の 二に して、 其 聚る所 一身な り、 (列 子 黄帝篇 に、 舜問， 一 乎亟, 曰 道 可， 一得 而有， 乎 曰汝身 

非- 汝有， 也汝何 得レ有 n 夫 道 T 舜曰吾 身 非 M 吾 有， 孰 有レ之 哉曰是 天地 之委形 也、 生 非 n 汝有？ 是 天地 之委和 也、 性 命 非，， 汝 

有， 是^ 地 之委順 也、 孫子 非 M 汝有、 是 天地 之委晚 也、 と 有る 張諶 注に、 委聚也 四大假 合而爲 -ー此 身， 故 曰 n 委形， 云々、 

と 有る も、 能く 予が意 を 得た る說 な.^、 四大假 合と は 地 大水 大火 大風 大 にて、 上に 云 ふ 所の 五 元 Q 危說 なり) 偖 其 一 

身の 全 は 風 火 金 水 土 Q 五 元の 資に 因て 成れり と雖 も、 其 成れる 所 を 以て 此を云 ふ 時 は氣と 形と 祌の 三に 過す、 生 魂 神 

足 魂 祌玉留 魂の 預り知 看す 所此 な， り、 (淮南 子 原 道訓に 云く、 夫 形 者 生之舍 也、 氣者 生之充 也、 祌者生 之 制 也と 見 ゆ、 

莊 子外篇 に、 孔子 曰執レ 道者德 全、 德全者 形 全、 形 全 者 神 全、 神 全 者 聖人 之 道 也、 と 有る 德は 此の 氣に 當れ り， 德を 


爲す所 I より 生れば なり) 5 此 2 主にして、 我が 精神 Qf 云べ し、 fKSS も S す、 人 も 萬 物 も 皆 i 

囊 祌皇臺 二 柱 神 Is 一  氣 より I し、 生 魂 S 元 I 成る、 (身中 sss 內外 g して 邪 害する 事 能 

はす、 耳目 聰明に して 壽域を 保つ、 故に 人 Q 動く ゃ此を i と 云 ひ、 人の 管 や .f いふ、 氣 Q 形 QI る 事 を 知べ 

し、 伯 家 部類に、 玉 留魂祌 は 人の 精 氣を結 留て元 氣を養 給 ふ祌德 なりと 有る は、 此祌の 祌德を 混ら したる 也) 移 ま 質 

を爲 して 精神 を 盛る 器な り、 形 以て f  - 御す、 故 S 物 QS り、 伊 f 岐 伊邪那美 二 柱 神 If 資て足魂 祌の元 

形に 成る、 伯 家 部類に、 此神は 人の 身 を 長 養して 遐壽を 得しめ 給 ふ祌德 なりと 云る は 然る 言な ね、 (氣： W 此に舍 るき 

は 耳目 f 成し、 手足 心 St 形竭れ i 神此に 主た 参、 此 4r4 ふ、 死枯病 也と IsiQ 注に 見 ゆ) 

：&形 Q 宰 にして 氣 と共に 行 はる、 此 故に 善 形 を養 ふ 者 は 須く先 神 I ふ. 祌を養 ふ 囊を養 ふに 在り、 天 之 御中 主 

祌 Q 宇宙に 應 する 所 sif 賦與 して 玉 I 祌此 がー i なり、 伯 家 部類 U 祌盡靈 神 は 人 S 魂 |給ふ 神德 なり 

と 有る は此祌 S 靈 Qf り、 改む ベく，？、 (神 i 宇宙に 充塞す るを奏 SI 坐と 5、 宇宙 は 高 御 魂 神 

魂 神 Q 大氣 を應す I そ Q 中に 充滿 せり、 令義 解に、 ？離遊 之 i, と 有る は此 招魂 を 云 ふ、 伯 家 部類に、 § 

は大巳 貴命 ず、 sf -I し、 蘭 を滿足 令し め 給 ふ 神德 ず」 と 有れ ど、 lit. 大已貴 神 は I 御羅 

神に 座と 有る 此 なる を や) 倦氣と 形と 祌と Q 三 を 以て 此 一身 を 爲 せりと 雖も、 此を養 はざる 時 は眞氣 此にヲ 仏す、 精冲 

形 を 離る、 此 故に 非命に 死し、 少壯 £ る、 此 S て g て 氣を蒙 形 以て 形 I ひ、 as,  i を 保ち 

其眞 宅に 歸 らしめ 給 ふ、 (其眞 宅に 歸 ると は、 我 生や 幽 よりして お.、 つ、 幽は本 所な リ、 顯は人 Q 德を 脩め SI つ 
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の假 宅な り、 此 故に 靈 蓮當遷 して 天上に 復命 IT 世と 共に 天上に 止る 此を 以て 眞 宅と は 云な り、 但此字 は 列 子 至樂篇 

に 出た る を、 眞理に 協へ る を 以て 此に 用たり、 小 乘提婆 論に、 楚天 衆生 祖、 大地 是其戒 場 一切衆生 於- 此場 土-殺生 祀 

レ天皆 生，, 彼 天-を 平 田 翁の 印度 藏志 (二十 六 丁) 國俗 品に、 人種の 本 世 は 天 界 なる を， 此せ界 へは大 梵天王 Q 警戒 を 

修行し 架 さむが 爲 めに 生れ 來 つれば、 此 世界 は 人種の 本 世なら す、 戒 場の 寓世ぞ と 云ふ镇 なりと 云 はれたり、」 彼 印 

度と 雖も 婆羅門 徒に は斯る 古說も 有な り) 氣 以て 氣を養 ふと は、 生 魂 神より 受賜 はる 所の 氣は 元氣 のみな り、 風氣を 

呼吸して 古き 氣 Q 渣滓を 去り、 精 氣を充 ざれ は、 耳目 聰明なら す 筋骨 堅 硬なら す、 血液 涸れ、 百 邪 害を爲 す、 是を以 

て大宮 乃賫祌 食物の 精氣を 以て 此を養 ひ、 加 ふるに 宇宙の 風氣を 以てす、 (氣の 食物の 精氣を 以て 本と 爲る證 は、 孔 

子 家 語、 食， 土 者 無 i 心 而不， 息、 食, 木 者 多レカ 而不レ 治、 食, 草 者 善 走 而愚食 レ桑者 有 レ緖而 蛾 食い 肉 者勇毅 而悍、 食.. 氣 

者 神明 而壽 云々 と 有 を 以て 知れたり、 素 問に 惟賢 人 上 配 匕 穴 以養レ 頭 下 象レ地 以養レ 足、 中 傍-人事- 以養 n 五藏， 天氣 通-一 

於 肺-地 氣 通-一 於 風氣 通-一 於 肝 f 雷氣 通-! 於 心つ 谷氣通 V, 於脾， 雨氣 通-一 於腎， と， 有 も 然の養 を 云り) 形 以て 形 を 養 

ふと は、 足魂祌 より 受 賜る 所の 形 は 元 形の みなり、 食物 以て 此を養 ふに 非れば 能く 長 る 事 能 はす、 叉 衣服 居 窒を以 

て此に 加へ ざれば、 風 寒暑 濕を 凌ぐ 事 能 はす、 雨路 霜雪 を 避る 事 能 はす、 此を 以て 大御膳 都 神此を 輔佐く、 是に 於て 

人 皆 各々 事業 有る 所以 も 亦此に 起る、 (衣食住 Q 三 は 人 を 養 ふ 所以の 物な り、 能く 養へば 此を 保ち、 能く 養 は ざれば 

此を 保つ 事 能 はす、 此 故に 人 皆 事業 有り、 事業 は 衣食住 を 求む るの 使 令な り) 祌 以て 神 を 養 ふと は、 玉 留魂祌 より 受 

脇る 所の 靈は 元靈 のみな り、 言語 以て 此を養 ふに 非れば 祌 よく 神なら す、 是. に 於て 子？ &の道 成りて 先導 後 從の羲 有 


り、 此は辭 代 主神の 治め 給 ふ 所な り、 (叉 人 Q 正しき 行 ひ を 見て 志を改 むるな ど 首 を 以て 神 を 正すな り、 事 また 辭の 

本な り) 皇祖 天神 若 此く氣 形祌の 三に 面 別し、 此を體 用の 二に 爲し、 體は 養の 用 を 以て 能く 體爲 らしめ、 用 は 養ふ體 

を 以て 能く 用爲 らしめ 給 ひて 能く 人. Q 全身 を 保し め 給へ り、 (此 まで 人の 全身の 成る 所以 人の 全身の 保つ 所以な り、 能 

く 返さ ひ讀 まば 思 半に 過む 物ぞ かし) 如 此く爲 て、 人の 全身の 事 整へ るが 常にて、 能く 成り、 能く 養 ひ. * 能く 保ちて 

能く 天壽を 終る を 一 世と 云 ふ を、 病患 有り、 禍害 有て 其 能く 成 を 破り、 能く 養 ふ を 損し、 能く 保 を 失な ひ、 能く 天 壽 

を 終る を 夭 幾 令し むる 惡神 有りて 共に 氣形 神の 間隙 を 睨 ひて 入む と 爲る事 有り、 此は 禍津日 神に 腸る 諸の 禍祌 の所爲 

たり、 (但此 また 一定なら ざるな り、 此禍津 日 祌の所 爲に十 等 有り、 其 I は 功 成り 名遂 べき 人の 實德を 積し め 給 はむ 

爲に 病患 禍害 を與 へて. • 其 能く 堪 ると 堪 ざると にて、 其 志操 Q 立 か 立ざる か を 試 給 ふ禍事 有り、 其 二 は 神の 御 心に 叶 

はせ 給 はぬ 所有り 咎め 給 ふ禍事 有り、 其 三 は 猿 火に 依て 神の 怒 給 ふ禍事 有り、 其 四 は 善人 Q 上に 禍事 有るな り、 此は 

第一義な るに 同じ、 其 五 は惡人 Q 上に 禍祥 有りて 浮 雲の 富に 暫く 樂 しむ、 此大禍 事の 大に 下に 萌し 有るな り、 其 六 

は陰惡を爲たるが故に陽惡を5^0なり、其七は父子親族の殃.災の其身に延て及ぶなり、其八は自惰弱にして禍事を得 

るな り、 其 九は自 招きて 禍事 を容 る- ユ なり、 其 十 は 自も思 はす 人に も 然る 心無くて 成す 跡の 禍 事に 成れるな り) 先 病 

患 Q 事 を 云む に、 人 能く 淸虚を 守り て無爲 なる 時 は 氣內に 充て 百 邪の 犯すべき 隈 無し • 此 に 反する 時 は 風 寒暑 濕 此が 

ヱ ヒォカ 

爲に相 還す、 此 時置師 神の 所爲 たり、 (時 置師 神と は 時 を 犯し 破る 義の祌 名な り、 素 問の 陰陽 應象大 論に、. 冬 傷 U 於 寒， 

春必病 レ溫、 舂 傷-於 風， 夏 生 n 凑泄？ 夏 傷，， 於 暑， 秋必 俊應、 秋 傷- 1 於濕， 冬 生- 1 欲 嗽 r また 天 之 邪 氣感則 害 >1 人五藏 T 水穀  / 
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之 寒 熱感 則 害-一 於 六府？ 地 之 濕氣感 則 害， 皮肉 筋脉 T また 素 問に 邪氣所 X 乘其氣 先虚と 有る を 始め 醫書 共に 詳 なり、 今 

は 少か其 較略を 云の み、 孔子 集 語に 太平 御覺に 載れる 尸 子 を 引て、 子 夏 曰 魚 失， 水 則 死、 と 有る 如く 人氣を 失へば 則 

死す、 此 故に 生 は氣を 保ち 死 は 氣を失 ふに 在り) 人 飮食節 有り、 起居 常 有て 妄りに 勞を 作ざる 時 は 能く 形と 神と 俱に 

して 盡く天 壽を終 ふ、 此に 反すれば 飽食 疾を發 し、 怠惰 病 を 生す、 此飽咋 之 大人 神の 所爲 たり、 (此は 素 問 を 孕て 記 

せる が， 實に 老子の 甚 愛必大 費、 と 云れ たる 如く 人 其 身 を 愛する に 過て 大に此 を 破るな り、 素 問 上古 天眞 論に 今時 之 

人以 爲， 榮以レ 妄爲レ 常醉以 入」 房、 以欲レ 竭= 其 精？  2^fe 散，， 其眞 f 不レ 知， 持， 滿， 不レ 時， 御， 神、 務 快，, 其 心， 逆，, 於 生 

樂- 起居 無， 節？ 故 半 百而衰 也、 また 陰陽 應象大 論に 味歸レ 形、 形歸； 威、 氣歸レ 精精 歸， 化 精 食， 氣、 形 食， 味、 化生 精氣 

生レ 形， 味 傷， 形、 氣復， 精、 精 化爲， 氣、 氣傷， 於 味、 など 有る を考 合して 悟べ し、 說 苑雜言 に、 孔子 曰 中 人 之 情 有レ餘 > 

則 侈 不足 則儉、 无， 禁則 淫無， 度 則 失、 縱レ欲 則 敗、 飮 食有レ 量、 衣服 有， 節， 宮 窒有レ 度、 畜聚 有， 數， 車 器有レ 限、 以防 -I 

亂之 源， 也、 故 夫 度量 不， 可 レ不， 明 也、 善 欲不， 可， 不， 聽 也と 有る は 此に用 有る 事な り) 人 精神 能く 靜に 居て 思慮 定り、 

物來て 感じ 事 來て應 する 時 は 神明 彌. <<  昭らか なり、 此に 反すれば 嗜欲其 目 を 勞し淫 邪 其 心 を 惑 はし 祌惱 み氣勞 る、 此 

煤 之 大人 神の 所爲 たり、 (素 問宣 明五氣 論に、 五 精 所 i 幷、 精 氣幷- 於 心， 則 喜， 幷ニ於 肺， 則悲、 幷， 一 於 肝， 則 怒、 幷二於 

脾， 則思幷 •： 於腎， 則 恐、 と 有る 此 なり、 但怒を 憂に 護り、 m 心 を 長に 譌れ i ば 今 は改て 引つ、 叉 同 篇に五 邪 所, 亂、 邪 入， 一 

於 陽， 則 狂、 邪 入 r 於 陰， 則 揮搏， 陽 則 爲，； 顚疾， 搏， 1 於 陰， 則爲, 瘠 陽 入 之， 陰 則靜、 陰 ffi 之 レ陽則 怒、 是 謂-五 亂 f と 有るな 

ど 云 知らす 多 かり) 然 れば氣 より 氣を 超して 病む 者 は 時 置 師祌、 形より 形 を 犯して 病む 者 は 飽昨之 大人 神、 神より 神 


を i ひいて 病む 者 は 煩 之 大人 神に て 备其虚 を 窺 ひ、 其 損を竊 めて 全身の 官能 を 斷ち此 を 死地に 赴け むと は爲 る. なり、 此 

故に 上古の 天皇 謂 ゆる 鎭 魂の 祭 奠を 行し、 招魂の 神 術を修 して 天地 を 提挈し 陰陽 を 把握し 精氣を 呼吸し 靜 然として 祌 

を 守り 肌 肉なる が 如し、 此卽神 典に 謂 ゆるき？ ^天 i なり、 (立復 りて 第一 段の 注と 第 十 段鎭魂 齋戶祭 Q 注 を 能く 讀味 

ひて 知べ し) 矛、 に 禍害の 事 を 云、 其 狭す る 所 病患の 理に 同じと も 其 犯して 入る 所 大に趣 を 異にす、 人 能く 隨 在天 神の 

道 を 行 ひて 人道 を 得る 時 は、 祌氣內 に充實 して 恐懼す る 所 無し、 此に 反する 時 は、 上 は 神に 耻ぢ >  下 は 人に 恐懼す、 

此 奥睐； t 邊睐祌 に 相 交 こる 所な り、 (正しき 祌 Q 御 守護 常に 宇宙に 彌綸 せる 故に 容易く 交 こる ベ きに 非す と雖も 物に 

觸 て氣； 先 動す、 此を 以て 氣の氣 を 犯せるな り、 色 を 見、 聲を 聞き、 香 を 臭き、 味 を 嘗て 氣其 物に 執着す、 色聲 香味 

元より 氣 なり、 其 を 欲する 事卽氣 の氣を 欲するな り) 人君 Q 賜 を はて 祿 とし、 父の 免 を 得て 婚す、 人の 贈る を 以て 慕 

け、 勉るを 以て 人に 得る、 如 此き時 は 君臣 父子 夫婦 昆 弟の 大倫 立ち" 仁義 禮節 斯， 內に 在り、 此を 以て 形 Q 影に 耻る 

所 無し、 此に 反すれば 横 臂脅肩 驕傲の 客と 爲り、 朝廷に 跋扈し 兆民に 背 政す、 淫娃 殺伐 此に 依て 行 はれ、 淫樂瀆 鱧 世 

を亂 すに 至る- 此卽 奥津那 藝佐爲 古神、 逄津那 藝佐昆 古神の 相 交 こりて 然 有しむ るな り (此を 以て 賄路 0 俗 朝野に 公 

行し- 貧者 Q 萬 善 富 一 非に 勝つ 事 能 はす、 人 其の 誣 罔に 苦しむ、 且士の 青雲に 志す も才 不才 を 論 ふ 事無くして 善く 贿 

ナキサ 

する 者 は此を 得、 善く 赂 せざる 者 は 此を失 ふ、 此皆 人の 困若悲 泣す る 所な り、 那 藝佐显 古は爲 泣なる 事 古始太 元考に 

云る が 如し) 人 に 有る 事 人の 爲 なり、 事 を 勉め業 を 行 ふ も 皆 人 Q 爲な り、 人 また 我が 爲に t に 在り、 事 を 勉め業 

を 行 ひて 我が 爲 にす、 然 れば皇 a 天神 Q 世 を 見 行す、 事 親 無く 無し、 是を 以て 顯見 蒼生と 詔 給へ り、 然 らば 四海 皆 
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兄 ：55- たり、 相 助け 相扶 ふべ し、 此を 以て 人の 任と す、 然るに 妬 忌 偏執の 念 有て 不善 を 幽冥の 中に 爲す者 有り、 此卽奥 

淨 甲斐 辨羅 祌邊津 甲斐 辨羅祌 に 相 交 これるな り、 (人の 德を竊 み 我が 功に 任じ、 人 Q 善 を 掠て 我が 惡を掩 ひ、 人 Q 能 

を 犯し 我が 拙を鍩 るの 徒 多 かり、 此等は 人の 功 を 減す Q 曲者 共な り) 然れ ば氣を て氣に 受け、 形 を 以て 形に 惱 まさ 

れ、 祌を 以て 神 を衰耗 して 禍害の 能く 其 身を滅 すに 至る、 豈 恐れざる ベけ む や、 此 故に 上古の 風儀 必大 被の 奠儀を 行 

ひ、 妖邪を 百 川に 解除す、 此を 以て 天下 大同 ひ 上下 安寧な り、 (立復 りて 卷 首に 註る 事 を 見、 下 第 十 段 大就詞 Q 下 を 

见ば疑 無る ベ き 物な り) 病患 は 方術 を 以て 治し、 禍害 は 解除 を 以て 攘 ふと 雖も尙 其 未然 を 防 槊くを 以て 重 事と 爲り、 

此 故に 家に は屋 船、 祌 門に は 御門、 祌 場に は 八 衢祌御 在して 此を守 給 ふ、 然 りと 雖も 一人 德を 失へば 家 神 所 治 を 失 

ひ- 一家 德を 失へば 門 祌所治 を 失 ひ、 一門 德を 失へば 衢神所 治 を 失 ふ、 祌の 守る 處を失 ふに 非ら す、 人 Q 守らる- -位 

を 失 ふなり、 豈愼 ざるべ けむ や、 識者 能く 此を思 ひ、 此を思 はぐ、 今 來古往 治 亂興廢 に 就いて 思 半に 過む 者ぞ， (大 

殿 祭詞、 御門 祭詞、 道 饗祭詞 Q 下に 委しく 云 を 以て 考 合すべし， 尙 其精說 は古始 太元考 に說盡 さむと す) 如此く 生と 

尅 との 二 を 以て 體 用の 義 分る と 雖も、 元 其 生 魂 祌足魂 神 玉留魂 神の 全能より 出す と 云 ふ 事な し、 鈴屋 大人 Q1K 皇 命の 

大 御身 を 守護 奉 給 ふ由緣 有る 神 等な りと 云れ たる 說の 少緣 ならぬ を 悟るべし、 (予が 此考の 成れる 上 を 以て 云 ふ 時 は 

鈴屋 大人の 言 痛し と 云れ たる 陰陽 五行 氣形 神の 理屈な りと 雖も、 此考の 成る 所 は 翁の 金言に 依て 起れ る 物 也、 然れば 

軍； 亂が 功に 任す ベから す、 翁の 成功の 餘 韻なる 物な り、 诸如此 く 陰陽 五行 氣形 神の 理を云 ふ 事 漢人め きて 言 痛に 過た 

りと 雖も、 彼 は 浮 雲を迎 るが 如き 空論な り、 我が 說く 所は祌 典に 有る 事實 なれば 事に 徵 して 動くべからざる なり、 動 


かす は定 れる理 なり、 定まれる 理を說 かむ に 翁の 何 か は 咎め 給 はむ、 此に 就ても 翁の 宇宙に 叉 比 無き 大人なる 事彌. < 

著明な り) • 

生 魂 神 は氣の 神な り、 姓氏 錄に高 御 魂 命 之 子 伊久 魂 命と 有る 此 なり、 (此 は恩智 神主の W 自を 記された るなる が故大 

人 等の 舊事紀 なる 天活玉 命と 同祌と 爲られ たる は 訓を誤 まられ たるな り、 下に 註 ふ を 待べ し、 記傳 十一 に天武 天皇 御 

イク ムス ビノ 力-、 

紀に牟 狹社所 居 名 生 雷神 者 也と 有る 雷 字 を、 古本 叉釋 紀に靈 と有ぞ 善き とて 生 靈 祌と P れ たれ ど委 からす、 縦生靈 

神と 有ば 生國魂 神なる べし、 何に しても 此な るに は 非す) 借 高 御 魂 命 之 子と 有る を 事實に 合て 思 ふに、 此は 決く 宇 麻 

志 阿 斯訶備 比 古 遲祌と 伊邪那岐 命に 殺され 給へ る 火產靈 神の 御靈と 一 柱に 靈. 合 坐て 成 坐る 津速 産靈 神なる 事 決し、. 

(平 田 翁 は 火産靈 神の 天上に 坐す 御靈の 御名な りと 云れ たれ ど、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古遲祌 と靈合 坐て 一 柱 祌と爲 り 給 

イノ r  タケ  力 マ  ゥ ムス 

へ るな り) 乞 其 由 を 云む に、 高 御 魂 祌魂祌 の垂氣 り氣聚 けの 違 合に 依て 狀貌難 レー 一目き 一 物 を 孕みて K< 地 を 産 生び 坐す 

時に 淸輕 なる 物 は 上りて 天と 爲り、 重 濁なる 物 は 止まりて 地と 成れる の始に 淸輕 なる 物 を晋み 上らせる 元 基 は 大虛蒼 

茫 たる 中に 引脉 有て 然 有しめ 給へ るに H て、 上天 先 成て 光輝 六合 を 照し ける が、 伊邪那岐 命の 火 產靈神 を 斬 給 ふべ き 

由 有て 殺 給 ひける に 火 産靈神 の 血 また 其 引 脉を傳 ひて 上天に 激 上りけ るより 光輝 彌々 倍して 今の 天日と は爲れ り、 然 

.し コ， チ  I 

れば宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古 遲祌の 引脉は 火產靈 神の 光 を 導かむ 爲に 成て 其 期 を 待ち、 火 產靈祌 の 炎上 は 宇 麻 志 阿 斯訶備 

比古遲 神の 因 有て 成れる にて.' 二 神の 御靈を 合せ 御 力 を 同 共に 爲給 ける 事に 違 ひ 有 まじき 證は舊 事 紀に髙 皇産靈 尊、 

祌 皇藍靈 尊、 津 速產靈 尊と 次序た ると、 其 御 孫 天 之辭代 主神 を 高 御 魂 命 三世 孫な ど 有る にて 所 知たり、 (古語 拾遺の 
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異本に 天地 部 之 初、 天 中 所 生 之 神 曰-一天 御中 主神 T 其 子 有 -1 三男 f 長 高 皇産靈 神、 次津速 産靈祌 >  ,h 、祌 皇產靈 神と 有る 

は 次序 を 誤れる 物な り、 叉 此三柱 神 を 兄弟の 如く 爲るも 誤な り、 必思ひ 混 ふる 事 勿れ) 偖 生 魂 神の 同 神なる 由 は 姓氏 

錄 の恩智 神主の ffi 自な るが. 其 は祌名 式に 河 內國高 安 郡恩智 神社 二 座 (竝名 神大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る を文德 天皇 

實錄 また 三代 實錄に 恩 智大御 食津比 古神 恩 智大御 食 津比咩 神と 有り、 此は 天兒屋 命の 玄孫 大御食 津臣命 夫妻 を 祀れる 

事 著ければ 恩智 神主 は其裔 にして 其祖 を祀れ るな り、 如此く 見る 時 は 伊久 魂 命 は 津速産 靈神を 除て 配當 べき 祌 無く、 

又 高 御 魂 神兒と 有る に 合すべき 事無し、 (偖 恩 智は大 智と云 ふ 事に て、 智 また 津 速産靈 神の 津に當 れる考 有り、 此は 

,^、に云ふべし、日吉神道秘密記と云書に其社の祝部は常陸國鹿島郡ょり^て、其祖は祌魂命の子生魂命なる由記せり、 

古く 中 臣鹿島 連な ど 有て、 鹿 島の 祠宫皆 中臣の 支流な り彌 々津 速産靈 神な り、) 生 魂 神の 生 は 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 

神の 引 脉の稱 にて、 伊 は氣、 久は旋 にて、 綱の 若く 延へ、 網の 如く 囘 ほれる が 火産靈 神の 此を 御し 給 ふに 依て 引伸し 

て 止す、 此を 以て 天の 諶と爲 ベく、 大に常 有り、 津速產 靈祌と 申す 律と 同 物に て、 古 偉に 謂 ゆる 天路、 天 八衢、 天 

浮 橋 >  H< 柱 と稱 ふ物此 なり、 津は聯 る 意に て、 道と 云に 同じ， 速は榮 にて、 引伸して 止ざる 由なる 事 勿論な り、 草 

木の 生 立つ を荑 ると 云 ふ も殼を 離れて 芽 》 る を 云 ふ 事な り、 (萬 葉に 久方の 天 行く 月 を 綱に 刺し 我 王 は 蓋に 爲り」 と 

も、 天に はも 五 百つ 綱 延ふ萬 世に 國所 知と 五 百つ 綱延 ふ」 とも：；^ て、 續紀に 千尋 高 知 天 宫姬 尊と 有る 綱に て、 宇 麻 志 

阿 斯訶備 比 古 遲祌の 亦の 御名 を 天 角 凝 魂祌天 角已利 命と も 角 魂 命と も 申す 此 なり、 平 田 翁 說と大 に 異なり) 此を 人に 

取る に、 氣の神 を 資て身 體を循 還せ る 物 有り、 此を蘭 家に 靈 液と 稱 へる が津 速產靈 神の 津此 なり、 生活の 本 原た る を 


以て 生と は 云り、 如此く 此祌の 製造り 充滿し 給 ふ 靈液高 御 魂 神 魂 神の 神氣を 含みて 神經に 流通し 全身に 彌綸て 衆務を 

統理し 庶事 を惣 判し 萬 物に 感應て 神明 不測の 妙 用 を 施し 給 ふ (素 問の 六 節 藏象篇 に、 氣和 生，， 津液， 相 成 神 乃 自生と 有る 

註に、 五 氣和化 而津液 方 生、 津液與 氣相 副、 化， 一成 祌氣祌 r 氣乃能 生 而宣化 也は然 〈言な り、 津液 枯燥て は 神 氣を保 

つ 事 能 はや、 津 液を榮 生す 事、 津速産 靈祌の 御所 爲 たる 事、 心 を 平にして 考 べし、 上に 云る 恩 智祌社 大智と 云 も 由 有 

る 事な りけ り、 偖 蘭 家に 靈 液と 云 ふ 者、 漢に云 ゆる 津液 にて、 我 津と稱 ふ 物なる を 知べ し、 血 また 津と 同じく 一身 を 

經 絡す るの 義 なり、 然るに 津の麁 なる 物卽 血に て 血の 粗なる 物卽津 にて 有な り) 上に も 云る 如く 風 火 金 水 土の 五 蓮に 

依て 人 體を爲 すに 風 火 共に 氣な るが、 風 は 氣の質 を 包た る 物、 火 は 神の 氣を 包た る 物なる が 故に、 氣形 神の 三つ 相 離 

れ すと 雖も尤 神に 近し、 津 液と 精神と 共に 循環 爲るを 思 ふべ し、 (尙玉 留魂祌 の 下に 委しく 云べ し、 蘭に 神經を 二つ 

に 分て 意識と 蓮 化との 兩 用に 云. るは危 かりけ り) 

足 魂 神 は 形の 神な り、 天 之 常 立 神の 天の 極 際 を 作爲給 ふに 因て 天國爲 り、 國之常 立 神の 其に 因 淮て國 土 を 建立 給 ひ、 

伊邪那岐 伊邪那美 命に 至て 大成せ り、 此^< 地の 足り 調へ るに て 形の 滿足 へる 也、 (萬 葉に、 天地と 月日と 共に 滿 行む 

神の 御 面」 と 見え、 又 御壽は 永く 天 足し 有り」 など 云る 意ば へ を 思 ふべき 物な り、 生 rn 能 足 日 また 生 國足國 など 對へ 

云る を も 思 亙すべし) 此を 人に 取に、 人身の 始め 脂の 如く 奢の 如く 十月に して 體 成て 生す、 其 常 を 以て 云 ふ 時 は內五 

藏六府 の 官有り， 外 頭 面 手足の 令 有りて 君主の 官 成り 臣庶の 任 全し， 是 以て 眼 能く 見. 耳 能く 間き、 鼻よ く 臭ぎ、 口 

能く 首 ひ、 手 能く 動き、 足 能く 行く、 全身の 用缺る 事無し、 此足 魂祌の 御德に 因る 事 云 も 更なり、 (古 始太元 考面足 
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神の 下に 云 事共 を考 合すべし 然れど 面 足 神 は 足 魂祌に 非す、 記， 傳三 卷の說 も依雞 し、 考の說 また 妥當 ならざる 也) 足 

と は 形の 具足 整れ る 由なる を 以て 小兒を 育つ るに 日足の 語 有り、 初生の 時 は尙片 成なる 物 なれ ど 食 を 以て 此を 養へば 

日 々 に 其 形體の 能く 滿足 ふ義 なり， (此義 を 以て 古書に 帶仲 日子 天皇 また 息 長 帶比賣 命な ど 足の 言 を 以て 人名に 负る 

が 多 かり、 皆形體 具足の 義に 取れり) 偖此足魂神Q£自は何神ならむと深く^^、ふるに、 舊事紀 に 津速魂 尊 兒市千 魂 尊 

と 有る 此神な り、 姓氏 錄. に 添縣主 ffii 自， 一 津速魂 命 男 武現速 命, 也と 有る， 武？ 速 命 全く 同 祌と閜 えたり、 然る は 御 父 

神の 御 德を輔 相 ひ 給 ふ 神なる 故に 武津速 命と 申す 義の 御名なる を 以て 知られたり、 市 千 魂 尊と 申す 御 名義』 市 は 物 を 

營み 造る 事に て、 氣の形 を 爲すを 云 ふなり、 千は津 速の 津に 同じ、 然 れば津 速は靈 液の 神 氣を谋 へて 循環る の 意、 市 

千 は 其 靈液を 醸す る此 全身 を 成就 給ふ義 なり、 (此義 を； 15^.: 得 叉 上下に 相應人 て 足 魂 神 卽巿千 魂 命 也と は思定 たるな り、 

武乳速 命 を 市 千 魂祌の 御兄弟の 由 云る 古史 徵の說 は已信 はす、 なほ 下に 云 ふ 事を考 合べ し) 亦 御名 を 天 相 命と 申す 由 

姓氏 錄に 依て 定られ たる 古史 徵の說 の 信に 然る 事なる に 就て、 御名 義を考 るに 天 相 は 形を爲 すの 義 なり、 仰て 大虛を 

觀 るに 茫洋 として 一 物の 眼に 遮る 事無しと 雖も、 其 充塞す る 所の 氣 中に 微細の 質 有る が聚 りて 能く 形を爲 すなり、 是 

以て 能く 形 を 爲し物 を 生す る を 產靈と 云 ふ、 微細の 質の 聚 りたる が窄み 集り 相 混成て 形 を 爲す義 にて 天 相 命と 申す 御 

名の 足 魂 神と 同義に 歸るを 思 ふ ベ し.， 氣を 充て 祌を 鎭て此 身なる を 思 ふべ く こ そ、 (偖 氣形祌 の 三に て此 全身に 成れ 

る 上 を 以て 思 ふに、 氣は 蒼天 無 際の 極に 通じ、 祌 また 宇宙に 隈なく 往来す、 然るに 形の み 僅に 十 里に 歩し、 百 歳に 竟 

るは甚 怯き 樣 なれ ど然ら す- 其 形を爲 すの 本大虚 の氣に 在て 初生より 生長に 至る、 此を 食の 爲 のみと 思 ふ は 思の 及ば 


ざるな り、 微細の 質 天 中より 集り、 凝て 形を爲 すなれば、 我が 生る \ ゃ此を fK に 受け 地に 形し、 我が 死す る や 精神 は 

天に 役 命し 形體は 地に 返納す、 何れ か 勝 劣 有む や も、 倍 其 微細の 質の 聚 結びて 形 を 爲す物 金 水 土の 外 無き 也) 

玉 留魂祌 は祌の 神な り、 天 之 御中 主祌の 天地 未 生 ざり ける 時より 高天原に 祌留 坐々 て 高 御 魂祌魂 神より >ズ 々諸祌 等 Q 

； t 功 を經て 天地 世界 悉く 成就 整れ る 後に 天 照 太 御 祌成給 ひ、 高天原 を 所 知 食す 太 御 神と 天上に 上らせ 給 ひて 常 在に 此 

世 を 御 照し 在 坐す 大御德 を 保 給 ふ 事と 成れる は 天 之 御中 主神と 光 を 戮せ德 を 合せ 給へ るに て、 此 より 天 之 御中 主神 は 

幽に 坐て 天 照 太 御 神の 御 光 を 顧した まひ" 天 照 太 御 神 は顯に 坐て 天 之 御中 主神の 幽れ たる 御德を 相扶御 在す 事と 成れ 

り、 是 以て 二 柱の 如く、 一  柱の 如く 髴 しき 迄に 御靈を 合せ 給 ひて 天地. 世界 を 主宰 給 ふ、 (此 故に 古語 拾 遣に 天 照 太 

祌者惟 祖惟宗 尊 無二 自餘諸 祌者乃 子 乃臣誰 敢抗と 記せり、 然 らば 天 之 御中 主神の 御 德は天 照 太 御祌に 悉く 歸 して 其 神 

は 無き かと 思 ふに 然ら す、 天 之 御中 主神 は 天 之 御中 主祌 にて 別に 其御德 坐ます 事 云も更 也、 然れ ども 天 照 太 御 神と 御 

力 を 合せ 給て 高天原 を 所 知す 事に 至て は 別なら す) 是 より 天 照 太 御祌は 天地 世界の 大君 主と 坐て 八 百 萬 千 萬祌の 本つ 

祌と御 在せ るが 故に 天地 世界の 事共 悉く 此太御 神の 御 心に W すと 云 ふ 事無し、 所以に 神 典の 古 傳に祖 と 坐す 高 御 魂 神 

魂 祌ニ拄 も 其 御前の 事 執 給ふ狀 なる は 如此き 由緣に 依る 事なる が、 其 髙御魂 神より 禍津 日祌、 ； t 魂 神より 大直 曰祌成 

坐て 其 太 御 祌の荒 魂 和 魂の 趣なる を 以て 思へば： 大照太 御 神、 大之 御中 主 祌御靈 を 合 給 ひて、 天地せ 界の 本つ 御 靈の太 

御祌 たる 事 著明し、 (高 御 魂 神の 禍 日 神の 本體と 在して 天 之 御中 主神の 荒 魂なる 由、 祌魂祌 の 大直日 神の 本體と 在し 

て 天 之 御中 主神の 和 魂なる 由、 委しき 考 有て 古始太 元考 また 玉 之 御統に 云る が 如し、 斯て こそ 彌々 大御祌 は 天 之 御中 
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主神の 分靈 なる 事 疑 無き 物な り) 偖 玉 留魂神 は 古語 拾 遣に 玉 積產靈 神と 作り、 玉 は 借 字に て 正字 靈 なり、 偖 多 麻と は 

天 之 御中 主神の 天地 世界に 彌綸 たる 靈を 賜の 義に 取て 事 も 無 けれど、 尙 熟思 ふに 多 は 物の 連聯る 意、 麻 は 天 之 御中 主 

神の 御に て眞 字の 意 也、 令義 解に 招 n 離 遊 之 蓮 魂， 鎭- 一身 體之 中府 一と 有る 如く 高天原に 離 遊ます 蓮 魂の 一 屯に 固 混り て 

某が 心と 爲れる 由 也、 然 らば 玉留魂 神の 名義 靈聚魂 神なる 事 疑 無し、 (老子に 道 之爲, 物 惟 恍惟惚 • 惚兮恍 兮>  其 中 有 

レ 象恍兮 惚兮、 其 中 有レ物 兮 眞兮、 其 中 有， 精 其 精 其眞、 其 中 有， 申、 自， 古 及， 今 其 名不, 去、 以閱 n 衆甫 r 吾 以レ何 知 U 

衆 甫之然 一哉 以レ此 と 有る、 此眞 誥大に 我が 古 偉に 契合て 妙な りと も 妙な り、 此に 精と 云 ひ 眞と云 ひ 申と 云る 物 卽ち高 

天 原 爾神留 坐す 天 之 御中 主神の 御靈 なり、 但此 は予が 得た る考に 非ら す、 平 田 翁 天 中 御中 主神 は 赤 縣に謂 ゆる 上皇 太 

一 なる 事 を 知て、 赤縣 太古 偉に 記された るに 依れり、 然れ ど其說 ざま 少 異なり、 素 問の 上古 眞 論に、 黃帝曰 余聞 上 

古有，ー眞人者，提-挈天地，把^^握陰陽，と有る、 注に 眞人 謂， 一成 道 之 人， 也、 夫 眞人之 身 隱見莫 測 其 爲レ小 也、 入， 一 於 無 間： 

其爲， 大也、 偏 n 於 空 境 f 其變化 也、 S5ri 入 天地 內外 r 莫レ 見ニ迹 順至眞 一と 有て、 眞の 義を盡 せりと 云べ し、 眞は實 と 熟 

する 字な り、 眞 神に 通て 神の 有. なる 知る に 足れり) 偖 多 庥とは 右の 義 にて 一身に 彌 綸し體 中に 充實 する 意の 語 也. 靈 

液に 相預て 神經に 流通して 衆務を 統理し 庶事 を摁 判し 萬 物に 感應て 神明 不测の 妙 用 を 爲す事 生 魂 神の 下に 云る が 如 

し、 心藏 及び 頭 腦に耳 在と 云 ふ 事に は 非す、 然れ ども 其 多 麻の 天神より 賜りて 我 有なる は 心に 都して 寂然と 靜リ坐 

て、 頭蓋の 下なる 魄を用 ひて 其 事 を 成 令め 給 ふ、 此魄 能く 色驟 香味 觸と 容れて 外物 を 受叉能 思惟 を爲 すに 其魄 は元來 

心藏 より 生せ リ、 然れば 視聽爲 むと 爲るも 魂な り、 記騰せ むと 爲るも 魂な り、 魄の視 聽記臆 も 感ぜ ざれば 知らす、 X 


言動 も 魄氣勖 きて 神經を 像て 筋 を 動し 骨 を 動す と 云り、 此魄を 動す 者 は 魂な り、 叉 思惟 も 魂の 魄に 交る 也， (響へば 

天 之 御中 主神の 天 照 太 御 神と 御靈を 合せ 給 ひて 摁 一穴の 最中なる： 大日に 常 在に 鎮座す は 心藏の 如く、 天極な る 紫 微宮に 

靜 坐す は 頭腦の 如し、 心藏 より 頭 腦に應 じて 顯幽の 如く 頭腦 より 天 の 大綱の 如く 無数の 祌經を 蔓延して 眼 耳鼻咽喉 口 

舌 陰 具 身體諸 部の 諸 器に 循環り て 諸の 官能 を爲 しむる 事 天地 世界に 祌留 坐と 其 様 少しも 異る 事無し、 豈奇 からす や も) 

身 體の諸 器 悉く 祌氣を 盛て 有る 故に 視聽 臭味 感觸知 覺動搖 屈伸 等の 妙 用を爲 すなり、 是 以て 玉留魂 神と は 申せり， 留 

は 積 字 を も 通 はし 書る 如し、 如 此く充 滿給ふ 由な り、 若て 其 充滿に 聚る義 を も 兼た る 事 云 も 更なり、 (然る を 鈴屋大 

人の 說に玉 留魂は 多 麻 都 米 牟須爲 にて 都 米は留 なり、 浮れ 行く 魂 を 留給ふ II に 坐す 神な り」 と 云れ たる 多 麻 都 米牟須 

虽の訓 は實に 然る 事 なれ ど、 浮れ 行く 靈を留 給 ふ 由の 誤 は 上に 引る 令義 解の 文 を 解 得られざる 誤より 出た る 也、 第 1 

段 高天原 爾祌留 坐の 下に 注る 事共 を 合せ 讀て 知るべし) 此は何 神なら むと 考 ふるに • 舊事紀 に 市 千 魂 尊 兒興台 魂 命と 

有る ぞ 決く 同祌と 通えた る (中 臣本系 帳 に 居々 登 魂 命と 有 を 平 田 翁 の 許々 登 多 麻と 訓れ たる は 悪し、 祌代紀 に 興台產 

靈と 作き、 姓氏 錄に己 己 登 牟須比 命と 有る を 照して 牟須 比と 訓 べし) 興 ム门は 平 田 大人 說に心 利の 義 なりと 云れ たる は 

然る 事 なれ ど、 其 は末義 にて 其 正意 は 許々 登の 許 は 天の 御中に 神 充滿り 坐す 御靈の 結ばり 凝りて 一 人の 心と 爲る義 な 

り、 津速産 靈神を 姓氏 錄 (未定 雜姓) に 葦田 臣都早 古 乃 命 後， と 有 を 以て 產靈の 同義に 古の 首の 有 を m 心 ふべ し (俗語 

に 結と 云 は 凝る 事、 凝る と 云 は 結ばる 意に 同じき を 思べ し、 平 田 翁 說に心 は 凝な り、 祌代紀 に 田心姬 命、 姓氏 錄に彥 

屋主田 心 命と 云 ふ 御名 見え、 萬 葉 二十 卷に 去々 里、 古今 集 東歌に 氣， „<禮 と^み、 凝 海藻 を 心太と も 云れば 許理 とも > 
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許琉 とも- 許々 呂 とも 云 ふ 事に て、 其 理禮呂 は 形容に 从 りたる ォ にて、 許と も、 許々 とも 云 ふが 本 語な り、 古事記 高 

津宮 段に、 許々 袁陀 邇迦と 詠る を以 知べ し、 但 古訓 本に 許々 呂と呂 の 字 を 補 はれた る は 中々 に 誤な りと 云 はれたり) 

然れば 々は 凝々 る 意、 登 は 取の 義 なり、 高天原に 神 留坐は 神の 御靈 なり、 我が 形 體に充 滿ては 某の 心と 云 ふ 事に て 

ヲ キノ  -ン .：> ムコ， ト.  ァヅ 

招-一 離 遊 之 運 魂 r 鎭， 一身 體之 中府？ と 有る 招 字、 鎭 字の 凝. 取の 語に 同じき を 思へば. 此に充 る 祌は玉 留魂祌 を 置て 

祌か 有む、 心 を 平にして 考ふ べし、 然れば 神より 充滿給 ふ を 以て、 多 麻と 云 ひ、 神に 受て我 有と なれる を 許々 呂と 

は 云な り、 紀傳 三十 六 (三十 五 丁) に 許々 呂は 凝々 なり.、 海 菜の 心太 も 凝る 意の 名、 神代 紀 なる 田心姬 命の 御名な ど 

を 以て 悟る 可し と 云れ し 如く、 靈は 一 身に 彌綸 して 廣く心 は 作用に 就て 狹 きなり 能く 思 ふ 可し、 (多 麻と 許々 呂 との 

差異 如此 し、 世人 此 差別 を 知ざる が 故に や 此條理 を 分て 委しく 云 ひ 得たり と 思 ゆる 解 說を我 未だ 見 當らす は 心 走. 志 

は 心 差 試 は 心 見なる 事 云 も 更なり) 事の 因みに 此を 云む 靈を祌 に 得て 我 有な る を 心と 云 ふ が 其神隨 にして 少も 虚偽 無 

き 物 を 性と 云 ふ、 各々 其 慕 賦の眞 心に て 我と 人と 同じから す、 人 亦 我に 同じから す、 元は 祌 より 賜 はりて 真 得る にこ 

そ 有れ、 我と 字して 我た る 本 生の 眞 心なり、 (中庸に 天命 之 謂 A 性 率い 性 之 謂 A 道、 俯 レ道之 謂 レ敎と 有りて • 其 道 は 同書 

に 誠 者 天 之 道 也、 誠 A 之 人 之 道 也と 有る 此 なり、 說 文に 性 人 之陽氣 也、 性 善 者 也、 从レ心 生聲と 有る、 人 之 陽 氣とは 陰 

氣に對 る 陽に 非す、 乾 天 陽 父に 資 たる 由なる を、 陰に 對る 陽と 思紛 へたる にて、 實には 中庸の 說の 如し、 段 玉 裁 注に 

論語 曰 性 相 近 也、 孟子 曰 人性 之 善 也， 翁， 一水 之 就,， 下、 董仲舒 曰、 性 者 生 之 質 也 質撲之 謂と 有る が 如し 〇 神代 紀に惡 ま 

た 不祥 不善 之 字 を 佐賀奈 志と 訓り、 其 は 本 生の 性に 悖る 由な り、 催 馬 樂に管 根の 須賀奈 伎 事と 有 を 梁 塵 愚按抄 に須介 


奈伎 なりと 注り、 八 「世に 常に 云 ふ 事な り、 〇 佐 加 志 良と 云 ふ 語 有り、 萬 葉 集中に 情 進と も 賢 良と も 書る は實に は性痴 

の 字の 意に て 愚なる より 漫に事 を 破る 由な り、 0 佐 加 志 伎 は性頻 にて 凡人より は 事の 累る なり、 賢 字 を然訓 み、 頑 夫 

シキ カサナ  サト  ゥラ 

を然云 も、 善 惡の異 こそ 有れ、 性の 頻累 りて、 利く 有るな り) 心の 內に感 くる を 情と 云 ひ、 外に 動く を 思と 云 ふ、 共 

ウラオ モテ  ゥラ ゥチ 

に 心の 作用に て 表裏の 義 なリ、 (如此 く 表裏 反 對の意 を 以て 見 ざれば、 能く 其義を 分ち 難し) 情 は幽に 在て、 顯に伦 

より 能く 知る 所に 非す、 是 以て 神の 御 心 の 測 難き を迎 へ 知る 術 をトと 云 ふ、 此興台 產靈祌 の 御子 1K 兒屋命 の 此事を 主 

り 半： す 謂の 少緣 ならぬ を 思 ふべ し、 (但 伊邪那岐 伊邪那美 命の 太^に ト 相て- 大祌の 御 心 を 問 奉 給 ひしに 始れ りと 雖も， 

此は古 始太元 考ニ卷 に 注る 如く、 其 術 を 云に は 非す 御 情 合せ 爲給 ふに て、 其 事 は 同じきながら 其 法は殊 なり、 然れば 

天 石屋 戶隱の 時 を 始と爲 べし、 〇 情 は必の 內に感 くる を 云る が 本に て、 顯に爲 まじき 物事 を 情と 云 ふ >  其證は 男根 女 

陰 共に 麻 良と 云 由 古書に 見えた るが、 麻 良は眞 情なり と 平 田 翁の 說 有り、 古事記に 見，； 我情 一と 有 も、 顯に爲 まじき 物 

を 見 給へ る を 耻恨給 ふなり、 說 文に 情人 之 陰 氣有レ 欲 者.' 从レ心 靑聲と 有る 陰氣 は、 內に 心の 感るを 云て、 性 字に 人 之 

碭氣 云々 と 有る に對へ るなら す、 禮 記に 何 謂， 一七 情, 喜 怒 哀懼惡 欲 七 者 不學而 と 有る 如く 恨めし 羡 やむ ト 問ふト 相 ふ、 

惰 哀し、 情 進ぶ る 情 觸る美 はしむ 煩 さし is- む、 癡 け人愁 ふ、 嬉し 何む ぞ狼狠 るな ど 其外尙 有るべし、 皆 情の 言 を 受け 

て 云 ふ 語 どもな り、 相 照して 其義 を知ぺ し) 然れば 情の 言 は 得 有に て， 外物 來 りて 內感 くる 意の 語な りけ り、 (0 物 

を 見" 耳 聲を閜 き、 鼻 香 を 臭ぎ、 口 食 を 味 ふる 時し 善と か惡 とか 嬉 とか 悲しと か 心 此を念 はざる 事 を 得す、 此卽 情の 

起る 事の 本 也) 思と は 心の 外に 動き 發覺れ て 旣に其 事 を 達さむ とする に 至る 此 なり、 色 外に 表る i 由お り、 興お 產靈 

延喜式 祝詞 講義 一之 卷  八 111 


延喜式 祝詞 識義 一之 卷  Aral 

祌の 御子 天兒屋 命の 亦 名 を 八 意思 兼祌と 申す 祌御 在り、 上 件 Q 蓮 を 以て 此を思 ひ 此を思 ふに 甚も 奇異に 靈 しきまで な 

り、 ーー-;" 意 は眞歷 なるべし、 (眞は 上に 云る 天 之 御中 主神の 眞 にて 精神の 本體 なり、 偖 思 は 毛布と 云が 本義なる ベく や、 

凡て 阿 伊宇延 於の 語の 上に 有 は 皆 形容に 添り たると 思しくて、 其 を 省きても 其 語 通 ゆる 也. 思字說 文に" iiSv ォ也、 レ心 

从レ； S と 有て、 ^は 同書に 頭 會腦會 也 象形と 有り、 此に 就て 又 思 ふに 情 は心藏 の感、 思 は 頭腦の 動なる ベく や、 人 思 

ひ 有る 時 は頭腦 より 蔓延せ る 所の 神 經に靈 液大に 溢れて 色必 外に 表る、 是 以て 人 其樣を 見て 其 情 を 察する 事 を Si る 

なり、 思 影 また 何怜 また 趣き 赴く 徐ろ などの 言語 ども は皆此 より W たり) 思 は 事 己に 萌せ るに 成り、 事 未だ 無き に 事 

を 心に 儲る に 成れり、 自然 聲に發 はさ る 事 を 得す、 此に 依りて 言 有り、 心 を 移し^て 其の 其 指 事を爲 し、 象形 を爲 

し、 宇宙の 事物 此を 以て 網羅せ り" 然 らば 言 は 心 取なる 事 云 も 更なり、 (此 事辭代 主祌の 注に 委しく 云れば 此には 略 

つ) 言 を 爲すを 言語と 云 ひ、 聲文を 爲すを 詞辭と 云 ふ 其 一一 一一 u 語詞 辭を迎 へ 取て 祌會 する を 智と云 ふ、 其 取の 義 なり、 

(此 に遲速 有り、 速き を聰 しと 云 ひ、 遲 きを 愚かと 云 ふ、 祌 きして 心に 決す、 此を 以て 此を知 覺とは 云り) 偖 其 一一 一一 II 語 

を迎 へて 心の 缺を補 ふ 時 は. 其 心の 作用 自在なる： 斗なら す、 其靈を 太く 高く 廣く 大きく 爲る 事なる が、 其は祌 の御靈 

の依來 坐て 然るな り、 立 返りて 始に 云る 事共 を考 べし、 (尙此 事は辭 代主祌 Q 下に も 云る 事 有り、 照し 合すべし) 如 

此 して 其の 靈な るが、 此は 善と 字す ベから す、 又惡と 名く ベから す、 隨 在天 祌の靈 なり、 物來て 感じ、 事 來て應 す、 

是に 於て 荒 魂 和 魂の 用 有り、 (水の 體は 寂然なる に 風 來て浪 を 起し，' 風靜 りて 叉 寂然なる が 如し、 此荒魂 和 魂 Q 用な 

り、 然るに 水に 潤 下の 性 有り、 此 水の 慕賦 にて 上に 云る 人の 性と 云 ふ 物此と 同じ 意ば へな り) 此を 近く 諭さば， 荒 魂 


は 物 を 成す Q 意、 和 魂 は 事を務 むる の 意な リ、 天 之 御中 主神の 大御靈 より 高 皇産靈 神、 祌皇 産靈祌 成り 坐して 一 尺地と 

ァメ. y ミナ 力 ァ レマシ  タク 

爲 べき 一 物 を 天 中 に 生 坐け るに、 上に も 云へ る 如く、 高 皇産靈 神の 晋る御 功 は 物 を 成す にて、 祌 皇産靈 神の 感く 

る 御德は 事を務 むる に 在て、 一物 は 能く 成れるな り、 (古事記に 大穴 牟遲 與， ー少 名^ 古 那ニ柱 神 一 栢竝作 堅 此國？ 然後 

者 其 少名爲 古 那祌者 度， ー于 常世 國 一也、 於 是大國 主神 愁而吿 T 吾 獨何能 得 作 此國ー 孰 神 與吾能 相 n 作此國 -耶、 と 有る を、 

祌代紀 に 大巳貴 祌乃興 一一 11 曰 夫 著. 原 中 國本自 荒 芒 至 n 磐石 草木， 咸能强 暴 然吾己 摧伏莫 i 不，， 和 順， 途因言 今理 n 此國， 唯 吾 

一 身 而已、 其 可， 一一 與吾 共理， 一天 下， 者 盖有レ 之 乎と 傲り 給 ふ も 同じく 唯 荒 魂の み 進みて 和 魂の 乏し 在し なりと、 記傳 十二 

卷 に說れ たる は 然る 言に て 荒 魂は晋 みて 物 を 成す 德 有と 云へ ども 晋み 極り て 度 を 失へば 和 魂の 事 を 務る德 隱れて 物事 

危！ t に 成 行く 事 なれば 佗 を 顧り E, るに 至らざる なり、 是 以て 幸 魂 奇魂祌 の依來 坐て 成 令る も務 令る も 皆 がらに 預鎔造 

給 ふ 事 を 示し 驚かし 給 ひて 其 荒 魂 を 押へ 和 魂を湛 はしめ 給へ る 物 也け り) 天 照 太御祌 P 禍津曰 祌大直 日 神 a 坐て 其 荒 

魂 和 魂と 共 ひ 御 在して 骨 中 Q 善事 惡事を 知 食す 由、 本 居 平 田 二 大人の 說 有て 動く まじく 所思る に 就て、 尙 熟思 ふに 天 

之 御中 主 祌に高 皇產靈 魂皇產 靈祌屬 坐して. • 天地 造化 を 主宰り 給 ふ 御 德の相 混圜り 坐る 事 決し、 然れば 荒 魂 和 魂 は 善 

事惡車 の 謂に は 非す 成す と務む ると Q 由なる が、 務む るに は 其 守る 所有て 過度 無き を 成す 方に は 其 制する 所 無 れ ば 度 

を 超越て 惡 事に 歸 めり、 然れど 善と 云 ひ惡と 云る 物 支流 有て 本より 二つに 非す、 其 幹 有て 其 幹より 出た る 支流な. nz- 

ァヒ カナ： J  ァヒク * 力 

(善惡 本 一 つなり、 事を爲 すに 能く 事物 相應 たる を 善と し 相 Ij^ へる を惡 とす、 譬 へば 夏日の 炎 熟なる に 微凉を 得て 善 

なり、 此を 快し とす、 炎熱 盛に して 堪 難しと 雖も 氷雪 を ？む て 身 を 其 中に 藏 さば 身 體此に 苦 まむ、 此度を 過せ るが！^ {赛 
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なるな り、. 又 冬 夜の 酷寒なる に 溫火を 得 て 善な り、 快し と爲 すに 足れり、 酷寒 甚 しと 雖も 猛火に 身 を 投ぜば 身 體此に 

燒 爛れむ、 此其程 を 失 ひて 惡 事と 爲れる 也、 此 二つの 譬の意 を 能くし 此を 明めば 思 半に 過な む 物ぞ) 然れば 荒 魂の 荒 

は 彼 有と 云 ふ 意に て、 高 皇產靈 神の 高に 同じく 散け 進む を 云 ふなり、 靜 居して 物 成らす、 拱手して 事 整 はす、 人 各々 

1K 禀の 事業 有る 所以 此也、 (大倭 神社 注進 狀に 家牒曰 云々 大國魂 神 者 大己貴 命 荒魂與 n 和 魂， 戮レ カー くむ 經 營： 大下之 

地 f また 八 千 矛 神 者 大已貴 命以， 1 廣矛， 爲, 杖 撥？ T 平 豐声原 中國之 邪氣と 有る を 併せて 此意を 知るべし * 尙 第六詞 下に 此 

文 を 引て 云 ふ 事 有る を 見合べ し) 此を 以て 是を 見れば 世 中に 幸 ひ 給 ふ 荒 魂 は 高 皇産靈 神に 生り、 禍津， 日 神に 成れる 事 

著明し、 (神代 紀に 高木 神， 之 或 天 若 曰 子 不&, 命爲， 射，， 惡祌， 之 矢 之 至 者不， 中， 天 若 曰 子， 或 有，， 邪心， 者 天 若 曰 子 於， 一 

此 矢-麻 賀禮 云而取 n 其 矢， 自， 一 其 矢 穴， 衝 返と 有 を 以て、 一 K 祌 Q 御 罸め卽 高 皇產靈 神なる を 思 ふべ し、 〇 倭 姬命世 記に 

荒祭宮 一 座 皇太神 荒 魂 也、 伊邪那岐 大神所 レ生祌 名 八十 抂津日 神、 一名 瀨織津 曰 哮神是 也、 と 有て 禍津日 神 は 天 照 太 

御 神の 荒 魂なる 事 確に 知れたり、 神宮 雜事 記に 太 御の 御 偸し 言 有る 毎に、， 我 者皇太 神宮 第一 攝祌 荒祭宮 也、 と宣ひ 

て、 仰 事共 有る を 思 ふべ し、 因に 云 ふ祌功 皇后 御紀 に、 神風 伊勢 國百傳 度 逢 縣之折 鈴 五十鈴 宮所居 祌名撞 賢 木 嚴之御 

魂 天 疎 向津媛 命と 名吿せ 給へ る は、 快く 荒 祭 宮の御 事な り、 其 證は同 御 紀に天 照 太 神誨， 之 曰 我 之 荒 魂不， 可， 近 n 皇后， 

當レ 居， 御心廣 田國； と 有る 結 文 を 以て 思定 むべき 物な り、 故 大人 等の 說は 當ら す) 和 魂の 和 は 荒の 反對 にて 去来なる が 

彼な る 很此 に 依 就來り て 治る 由に て 自然に 饒は ふ 意 を 成 せ り、 祌皇 産靈神 の 感に其 意 同じ レ荒 魂を以 て 事-を 成す に 一が 魂 

に 在て 務め 守ら ざれば 其 事相 整 ひ 其 成功 を遂 難し、 (上に 引る 大倭祌 社 注進 狀に. 大己貴 命 荒魂與 n 和 魂， 戮， 力 一 


レ心々 と 云 有 を. 考 べし、 また 同書に 大己貴 命 曰、 我 和 魂自， 一 神代， 鎭 二三 諸 山 一而 助-一 神器 之昌 蓮-也と 見え、 下に 引る 神 

功 皇后 御紀 に， 和 魂 服 n 玉 身， 守- 1 壽命？ と 神の 諭し 給へ る を 思 ふべ し、 尙第 六詞の 下に 云り) 然れば 世に 幸 給 ふ 和 魂 

は 神 皇産靈 神に 成り、 大直日 神に 調れ る 事 著明き 物な り、 (大宜 津比寶 神の 殺され 給へ る 種つ 物 を、 神 産巢日 御祖命 

レ令, 取兹 成， 種と も 大穴 牟遲祌 の 八十 神に 殺され 給へ る 時、 祌産； i!?, 日 之 命 乃 遣 一， 一 慰 貝比賣 與，； 蛤 貝 比賣, 令 ニ作活 一と も 古 

事 記に 見えた るが、 高皇産 靈祌の 御所 爲とは 表裏なる を 思 ふべ し、 〇 倭 姬命世 記に、 多賀宮 一座 豐受荒 魂 也、 伊弊那 

岐祌所 生 神 名 伊吹 戶主、 亦 名 曰， ー祌直 日大直 日祌， 是也、 と 有れ ど 同 記に 皇太神 第一 攝祌和 魂 多 賀宮乎 波豐受 大祌仁 

奉 ー1 副從， 給 者 也と 見え、 御 鎭座傳 記に も， 多 賀宮波 伊吹 戶主祌 天 照 太 神 第一 攝祌 也、 依 一一 神誨ー 奉い 傍- 1 止 由氣宮 一也と 

見え、 御 鎭座本 記に、 依， へ大照 太祌御 託宣？ 第一 攝神多 賀宮奉 A 傍- 1 止 由氣宮 一也と 有 も 同じければ、 平 田 翁說の 如く 皇 

太 祌和魂 也と 有け む を 僻心 得して 改 けむ 事 炳然き 物な りかし、 然るに 伊勢 太 神宮 式に 多 賀宮. 一 座豐受 大祌荒 魂と 有に 

就て 今一 の考 有り、 多 賀宮を 俗に 高宮と 云へば 和 魂宫の 名に 似 著 はしから す、 元より 豐受 大祌の 荒魂宮 なりし を 天 照 

太 祌の迎 取 奉 給 へ り し は 其 豐受大 神 の 衣食住 の 御 守 Q I に遍 からむ 爲な るが 故に、 其 荒 魂 の 御 荒び など 勿ら む 爲を所 

思して、 皇太祌 の 和 魂 祌直日 大直日 神 を 副 隨へ奉 給 ひしに や 有む、 和 魂の 御本體 と共に 御 在す 事と 通えて 古事記なる 

須佐之 男 命 の 御 荒び Q 件に 太 御 神の 詔 命 に 、 如 レ屎者 醉而吐 散 登 許 曾我那 勢命雖 -1 首 直 -と 見えた る 如くなる に、 祌功 

皇后 御紀に 揎賢木 嚴之御 魂 天 疎 向 津緩命 と 御名 吿坐 る は 皇太神 Q 荒 魂な るに、 和 魂の 坐ざる を 不審し く 恩て 有つ るに 

次に 稚日 女尊と 御名 吿 坐る ぞ皇 太祌の 御木 體 にて 卽和 魂の 副 御 在る にぞ 有け る、 同 御 紀に祌 有 レ誨曰 和 魂 服-一王 身-守- 1 
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壽命？ 荒 魂爲- 一先 鉢， 而導 M 師船， と 有る を 併て 著明き 物な り、 然れば 和 魂 は皇太 神の 御 許 を 須臾 も 放 御 在 まじき 理 なれ 

ば、 其 分 魂 を 多 賀宮に は副從 給へ るな りけ り、 此を 以て 見れば 多 賀{呂 は、 豐受大 神 荒 魂と 載られた る 式 文に 隨 ベく ぞ 

所思る 然れど 世 記 傳記本 記 共に 祌直日 祌大直 日 神の 皇太神 Q 和 魂なる 由 なれば 隨 ふべき なり、 但多賀 宫 を 傍 奉る 由 は 

依 難し、 多 賀宮に 坐す 璺受大 神の 荒 魂に 皇太 神の 和 魂 を 併 給 ふ 物と こそ 考得ら るれ、 其 は 神代 紀 なる 保 食 神の 條に天 

照 太 神 喜 之 曰 >  是物者 則顯見 蒼生 可 = 贫 而活， 之 也と 有る 御 心を测 奉る に、 保 食 神の 穀物に 甚 じく 御 魂 を 藏め給 ふ 様な 

る を 以て 知れたり) 然れば 荒 魂 和 魂と は 素より 凶惡吉 善の 義 ならす 本 體の靈 Q 作用に して 情 思の 淵源た る 物 也、 此 

活機妙 用 を 知らば、 功 を 積み 德を 修め 神 習の 極に 至る と 云べ し、 (立 返て 上に 說る玉 留魂祌 Q 下に 云る 事共 を考 合すべ 

し、 祌 習と は 古事記 中 卷に我 御世 之 事 能 許 曾 神 習と 有る、 此を 云な り、 尙 下に 說く事 有 を も 思 合べ し) 侍 荒 魂 和 魂 は 

本 體の靈 の 作用なる が 其 は 上に 云る 如く、 高 皇産靈 神 皇產靈 神の 預鎔造 給 ふ御靈 にて 人に 功 を 績み德 を 俯しめ 給 ふ 事 

にて、 其 因る 所 は 幸魂奇 魂に 在り、 (此 段の 始に 云る 事共に 熟く 讀み 熟く 味 は 炳然 けむ ぞ) 幸 魂 は記傳 十二  (二十 

三 丁) に 私記に、 是 左支久 阿良 之 无留魂 也と 云て 字の 如く 其 身 を 守て 幸 有する 故の 名な り」 と 云れ たる は實に 然る 首 

にて、 顯宗ー K 皇御紀 に預鎔 造と 有る 意 也、 荷 前 を 萬 葉に 荷 向と 書る 如く 向へ 晉み 至る 義 なり、 叉記傳 十七 (三 丁) に 

凡て 物 を 得る は 身の 爲に 吉事なる 故に 幸と は 云り」 と 云れ し 如く、 預鎔造 給 ふは皇 神の 御靈の 向に 及ぶな るが 其受 賜る 

方に て は 幸の 義と 爲れ り、 (但記 偉に 幸 魂奇魂 共に 大國主 祌の和 魂、 大物 主神の 御 形 を 現 はして 如此 示し 敎給ふ 也と 有 

多 は 心得ぬ 說 なり、 大物 主神の 大 祌に鎭 坐す 事 は 皇御孫 命に、 此國を 避 奉 給 ふ 時の 事に こそ 有 けれ、 己に 云る 如く 神 


华- 日向 神社に 已命を 守護 給 ふ 幸 魂奇魂 神の 鎭坐 すに 依て 後に 叉 其 所に 鎭給 ひ、 其 幸魂奇 魂の 預鎔造 給 ふ 御德を 合せて 

皇御孫 命 を 守 奉 給む となり)、 奇魂は 高皇産 §1 神皇產 II 祌の御 靈を幸 は へ 預給 へ るに 依て 奇異なる 事 を 成就 由な り、 凡 

ゆ 間の 人の 事業の 上 を 観る に、 此を 人に 受難く、 亦 人に 授 難き 妙 處 有る 物に て、 其 人に 非す ば 能 得難く、 其 人に 非 ざ 

れば 能く 成し 難き 奇異なる 處 有る 物な り， 此， 卽ち幸 魂の 幸 有て as 來る 事に して 奇 魂の 奇く靈 しく 妙なる 御 輔佐に 依る 

物な りし、 (幸の 語 は眞來 にて、 叉 割と 同義 也、 皇祖 天神の 御靈 より 割れて 此身を 守 給 ふ 由 也、 奇の言 は來爲 にて、 皇 

祖 天神の 御 靈の來 りて 其 事を爲 しめ 給ふ義 にて、 叉奇 字の 意 を も 包たり、 ニ卷 なる 第五 詞の 下に 云を考 合すべし) 如 

此く考 定めて 今一 上 を 思 ふに、 幸 魂 は 荒 魂に 通 ひ、 奇魂は 和 魂に 通 ひて、 其 本来の 魂に 屬て彌 々其 作用 を 就し め、 

叉 成す の 謂な り、 神代 卷ロ訣 に 幸 魂 奇魂者 一 魂 兩化之 名， 幸 魂 者 先念而 先臨而 就、 奇魂者 不念而 成、 是卽 天命 一 身 之 

主 也、 と 有る は 此意を 得た る說 なり、 (口 訣の說 は 全く 荒 魂 和 魂に 引 着た るな り、 奇魂者 不念而 成と 云る も 我が 解說 

に大に 近し) 斯く 永， << しく 說弘 めて は 見 つれ ども、 其 歸る處 は 悉く 天 之 御中 主神の 全體 の本靈 (天 照 太 御 祌此を 知し 

看す) 其 本 璽に 就て 高 皇產靈 祌皇産 靈祌の 幸魂奇 魂に 依て 荒 魂 和 魂 有り、 (禍津 日 祌直日 祌此を 主宰る) 本 體の靈 に 

荒 魂 和 魂 を 具へ て 性と なる、 玉 留魂祌 の 御所 爲 なり 性卽心 也、 興 台 產靈祌 此を保 給 ふ、 (心 は 性の 本體、 性 は 心の 稟 

陚 なり) 心性 有て 後に 情 思 有り、 思 兼 祌此を 知る- (此叉 二 物なら す、 表；：，^ 内外の 差な り) 思 を 一 百に 述ぶ 人に 語て は 

人の 祌を 益し.' 我此を 聞て は 我靈を 太く す、 如 此く瑗 の 端 無き が 如く 結び 圜 かりて 何某の 心た る 事 奇異と も靈 しと も 

1 K 知すな む 有る、 (上 件に 注る 心 共に 能く 心 を 着て 味 ひ、 又 我が 心に 驗し 見て 其 妙處を 悟り 究む べし) 
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大宫 乃賣祌 は大殿 祭詞の 下に 委しく 說 るが 若く、 豐受大 神の 亦 御名な り、 神 名 式に 造酒 司 坐 神 六 座と 有る 中に 大宮賣 

神 四 座、 (並大 月次 新甞) と 有る を以 見れば 此 神の 造酒 を 司し 食す 御 魂を稱 申す 御名な りけ り、 同 式 丹 後國丹 波郡大 

宮賣 神社 二 座 (名 神大) と 有 を社傳 に、 璺宇氣 持命豐 宇賀 能賣 命と 傳 たる 同 神の 御名 を 二つに 分て 其な りと 云 ふは審 

しき 樣 なれ ど尙 能く 思 ふに、 二 柱に 分て 齋祠れ るに ぞ有 ける、 (谷川 士 淸の說 に、 姓氏 錄曰 山城 國神別 神宮 部 造 葛 城 猪 

石 岡 iK 下 神 天 破 命 之 後 也、 六 世 孫 吉足日 命 磯城 瑞籬宫 御宇 天下 有 レ災因 遣 n 吉足日 命， 令し ilT 祭 大物 主祌- 災異卽 止、 天 

皇詔曰 消- 1 天下 災- 百姓 得に i 自 以後 可 レ爲- 宮能賣 神？ 仍赐 二姓宮 能賣公 T 然後庚 午年 籍 註- 1 神宮 部 造-也、 因 レ是考 

レ之 所謂 大宮賣 神 卽大巳 貴 命而非 n 舊事紀 所謂 太 玉 命 久志備 所 生 之 大宮賣 神-也、 何 則 八 柱 神 中當レ 有， 一大 巳 貴 命， 云々 と 

有れ ども 其 は辭代 主命 を 大巳貴 命の 御子と 在す 事 代 主命に 取紛 へたれば 取 難き 說 なり) 右の 如くに て 大宮賣 命 は豐宇 

賀能賣 命なる が、 丹後國 風土記に 爱 天女 善釀, 酒 飲-二 盃 1 吉萬病 除、 復至 n 竹 野 郡 船 木 里奈具 村- 卽謂 村民 等 云- 1 此處我 

心奈 具志久 T 乃留^！居此村ハ 斯 所謂 竹 野 郡奈具 社坐豐 宇賀 能賣命 也と 有 を 以て、 此 神の 酒 を 知 食す 事 を 明らむべし、 

然れ共 元来 御 食 神と 御 在る に 依て 其 元 由 を 以て 大殿 祭詞に は、 詞別 白久大 宮賣登 御名 乎 申 事 波 云々、 皇御孫 命、 朝 乃 

御 膳、 夕 乃 御 膳 供奉 流 比 禮懸伴 緒襁懸 伴緖乎 云々 と 有る を、； -假 初に 見て は 其 伴 緒の 方 重き 狀 なれ ど、 尙御膳 物に 手 躓 

足 躓を爲 令め 給 は ざら 令め 給へ と 乞 申す 事 云 も 更なり、 叉 親王 云々 は 衣食 足て 後人 心 正 を 得 可き 爲に朝 乃 御 膳 夕 乃 御 

勝の 事 を 人の 上に も 及した るな り、 (此は 神 名 式に 丹 後 國竹野 郡 奈具祌 社と 見えた る 社の 故事な り、 神宮の 書 どもに 

酒殿祌 一座 璺宇 氣比賣 神神 靈器坐 也、 伊 弊 諾伊弊 掛尊所 生 之 和 久産巢 日 神之兒 止由受 比女是 也と 有る 和 久産巢 日祌は 


伊 弊諾伊 #掛 神の 所 生る 神に 非ね ども 酒 殿に 祭神の 傳は明 也) 偖大殿 祭詞に 依る に 豐受大 神の 分 魂の 木 祌草祌 と 成 坐 

て 住 處の事 を 整へ 成 幸 給 ふ 御名 を 屋船祌 とも 大宮賣 命と も 申して 實 に其義 なれ ども、 (此に 一 つ 混 はしき 事 有り、 天 

宇受賫 命の 亦 御名 を 大宮寶 命と も 申せる が 同名 異神 なり、 此 豐受大 祌を稱 せる は大宮 造に 就て 申す 御稱 なり、 天宇受 

賣 命を稱 せる は 天 照 太 御 神の 大宮に 侍 坐て 大宮 仕へ 爲給ふ 由の 御名な り) 此祌の 酒 殿に 齋れ給 ふ 故 を 以て 今 一 っ臆說 

有り、 宮は借 字に て眞榮 にても 有む か、、 其 は 上に 說 ける 眞 にて、 其 を榮し 坐す の 由なら むと 思 ゆれば なり、 眞は靈 

液に 盛る 所の 神氣 にして 1 身を經 絡す る物此 なり、 (上に 生 魂 神の 下に 云る 事共 を 思 ひ 合すべし) 酒 また 諸 穀の精 

眞 なる 物にして 穀氣 の尤粹 なる 物な り、 此を 以て 眞氣 の義 なる 事 云 も 更なり、 中 臣壽詞 に、 所 閜食由 庭 乃 瓊穗遠 云々 

悠紀仁 近江國 野洲、 主 基 仁 丹 後！： 氷 土 遠齋定 云々、 大嘗會 乃 齋庭仁 持齋波 利參來 獻留、 悠紀主 基 乃黑木 白木 乃大 

御酒 遠大 倭 根子 天皇 我 天 都 御 膳 乃 長 御 膳 乃 遠 御 膳 止 汁 仁 毛實仁 毛、 赤 丹 乃 穗仁所 聞 食 ま、 豐明仁 明 御 坐 云 々 と 有る を 

始め、 諸の 祝詞 共に 酒と 食と を 二つ 拉て云 ふ 事なる が、 赤 丹 乃 穗爾所 聞 食 一明 仁 明 御 坐 は、 鈴屋 大人の 說に大 御酒 

を 食て 大 御顔の 照り 明ら ひ 坐 を 云 ふ」， と 云れ たる 如く、 酒氣の 神經を 能く 蕩くを 以て 色に K 赤らむ にぞ 有け る、 (時 珍 

が 本草 綱目に 酒 行，， 藥勢， 殺，， 百邪惡 毒氣， 通 n 血 脉，： 厚& 胃， 潤， 1 皮膚， 散， ー濕 氣， 消， 憂發， 怒宣 ヒー 一一 E 暢， 善 養，， 脾氣， 扶， 肝 除, 

風下 レ 気と 有る も 正 氣を强 くして 邪 氣を却 ふの 能な り、 酒の 眞氣 なる 事此を 以て も 見つべし) 此を 以て 見れば 生 魂 神 

の 呼吸 を 以て 充實給 ふ 所の 氣尙補 ひ 養 ざれば 日々 に 減す、 此を 以て 穀氣を 以て 此を補 ひ 此を養 ふ，此 大宮賣 神の 天皇の 

大 御身 を 守護 給ふ狀 なり、 因に 云 ふ、 凡人と して 食せ ざる 者 無し、 食に 氣 無き 者な し、 釀るを 耳 云に は 非す、 酒を飮 
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ざる 人と 雖も萬 物の 眞 氣を用 ひざれば 身 を 保つ まじき 理 本より なり、 (本草の 種々 の 酒名 有て 其 物 も 種々 なり、 此を 

以 て 酒氣 の 無 き 物絕 て 有らざる 事 を 思 合す ベ き なり、 諸 穀物に 悉く 酒氣 有る 證は 五元祌 の 御 在ざる 前 に 五 元氣有 て 萬 

物の 成れる が 如し、 然れ ば讓 し て 後 酒な る は 醸ぬ 前 に 有る 穀物の 眞 氣を湊 めた る 物と 知べ し) 此に 就て 今 思 へば 上に 

引る 御 鎭座傳 記に ■ 多 賀宮 伊吹 戶 主神 天 照 太祌第 一 攝神 也、 依， 一 祌誨， 奉レ 傍， 一止 由 氣宮， 也と 有る 本緣を 探索る に、 多賀 

宮は 璺受大 神の 荒 魂の 本來鎭 坐す 宮 なる を、 天 照 太 御 祌の和 魂に 坐す 伊吹 戶 主神 を 傍 奉 給 ふ は 食に 氣を 傍て 益々 其眞 

氣を盛 給 ふなり、 伊吹 は氣 吹なる を 思想 奉るべし、 (諾 しこ そ 皇國の 食物の 萬國に 卓れ て 美き は 更に も 云 はす、 眞氣中 

に 溢る X が 故に 其 味の 美き 事 萬國に 鼓び 無し、 此 故に 人 皆祌氣 盛に して 萬國の 人の 且ても 及ぶ まじき 勇猛 多 力なり- 

皆 食物の 眞氣の 能く 然有 令る 物な り) 

大御瞎 都 神 は、 古事記に 大宜都 比 賣祌と 見えた る 御名に 等しく して 祌名 式に は 御食津 神と 有り、 (同 式に 大勝 職 坐祌三 

座と 有る 中に 御食津 神社と 有 も 同 神 を 祭れるな り、 四時 祭式 鎮魂祭 條には 御 膳 魂と 申せり、 此祌に 産靈の 御名 御 在す 

事 然も 有べき 御 事な り、 鈴屋 大人 云、 御食津 神の 律の 下に 之 を 添て 唱るは 僻事 也、 凡て 某 津と云 語に 然る 例 無し」 と 

云れ たり 津は 之と 同じき 辭 なれば 也) 此は豐 受大祌 に 坐り、 明文 抄に 載る 大倭 本紀 に、 天皇 之始 天降 來之時 共 副護齋 

鏡 三面 子 鏡 一 合 也と 有る 本 註に、 一 鏡 者 天 照 太 神 之 御 靈名天 懸大神 今 伊勢 國磯宮 崇敬 拜大神 也、 一 鏡 者 天 照 太 祌之前 

御 靈名阈 懸大神 今 紀伊國 名草宮 崇敬 拜大祌 也、 一 鏡 及 子 鈴 者- 大 皇御 食津神 朝夕 之 食 向 夜 護 日 護 齋奉大 祌今卷 向 穴師宮 

所 坐 拜祭大 神 也と 有る 一 鏡 及 子 鈴 を，. 平 田 大人 說 (古史 徵に釋 紀の文 を 引る 下) に、 一 鏡 は 古事記 御 一人 降の 段に 登 由 


宇 氣神此 者 坐-一 外宮 之 度 相-神 者 也と 有 を 合せ 思 ふに、 登 由宇氣 神の 御 靈實に 坐し、 子 鈴 は 神 名 式に 大和 國城上 郡卷向 

坐 若 御 魂 神社 (名 祌大 月次 相嘗 新嘗) と 有る 祌の 御靈實 になむ 坐し ける と 云れ たる 如く、 伊勢 國の 度會宮 に鎭 坐す 豐 

受大祌 を 御食津 神と は 申せり、 (但此 大倭本 紀の文 は釋紀 にも 引る を 甚く 誤れる 事の 有に 依て 明文 抄の 正しき 方 を 引 

り、 故 大人 等も此 明文 抄に 載る 事 は 未見 知られす ぞ有 ける) 外宮の 延曆 儀式 帳に 天 照 坐 皇太神 大長谷 天皇 御 夢 爾誨覺 

脇久 吾 高天原 坐 S 見 志 眞岐賜 志處爾 志 都 麻 利 坐 I- 然吾 一 所. 耳 坐 波 甚苦 加以大 御饌毛 安 不聞食 坐 故 S 丹 波 國比沼 乃 眞奈 

井 5^ 坐 我 御 饌都祌 等 由 氣大神 乎 吾 許 欲 止 誨覺奉 支 爾 時 天皇 驚 悟 賜 S 卽從， 一 丹 波國, 令 n 行幸-氏 度會乃 山 田 原 乃 下-,;: 根 S 

宮柱太 知 立 高 IK 原爾 比 疑 高 知, 《 宫定齋 仕 奉始支 是以御 饌殿造 奉 S 天 照 坐 皇太神 乃 朝 乃 大御饌 夕 乃 大御 饌ーチ 日 別 供奉と 

見えた る 如く なれば、 大御膳 都 神 は 豐受大 祌に坐 事 疑 有 まじき 物な り、 倭 姬命世 記に 調 御倉 祌 宇賀 能 美 多 麻 神 坐亦號 

大宜都 比 賫祌亦 保 食 神 神祇官 社 內坐御 瞎祌是 也と 有り、 (神宮 雜例 集に 引る 大同 本 記の 文に 此 初の 文 を 吾髙天 原爾在 

時、 素 戔嗚尊 乃 十 握 劍乎索 取 三 段 打 折 所 生 三女 祌乎 宇佐 島 降 居 道中 奉， 助 ，， 天 孫， 而爲， /rK 孫， 所， 祭 止 詔 之須勢 理姬乃 

齋奉禮 留祌今 丹 波 國與佐 乃 比 沼 乃 眞名井 坐 豆、 道主 王子 八 乎 止 女 乃 齋奉御 饌都祌 止 由 居 乃 神 乎 吾 坐 國欲止 誨覺給 支と 

有り、 偖 太 御 神の 御言に 我 御 饌都祌 と 詔 給へ る は 我 御饌を 司る 神と 申す 事 也、 故 大人 等の 我齋 祭る 由に 云れ たるに は 

非す、 但此 f 記の 文に、 宇賀 能 美 多麻祌 坐と は稻穀 の御靈 神と 申す 意に て、 須佐之 男 祌の大 市比寶 祌に娶 坐て 生 坐る 

と は 異なり 思 混 ふべ からす、 此事 第二 詞 下に 云へ り、 御 鎭座傳 記に 和 久產奥 日 神 子豐宇 氣姬， 命 稻靈祌 也、 と 有る 例 

なり) 借 大御勝 都祌は 記傳五 (五十 三 丁) に 大食と 說れ たる 如く 御 食 を 知 看す 神に 坐て 足 魂 神より 受赐 はる 所の 形體 
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を 養し 育 給 ふ 大祌に 坐り、 然るに 平 田 翁の 說に此 神 は 衣食住 共に 知る 御 功 坐りと 云 れ た るに 起されて 尙 熟思へば、 大 

「  食の 氣は 衣食住の 資を 云る 稱 なり 也、 氣は來 にて 外より 來 りて 其 形 體を輔 相る の 名. なり、 豐宇氣 虽賣神 また 保 食 神な 

ど 云 ふ宇氣 は得來 なる 事 云 も 更なり、 叉 衣食住の 物の 資 大凡 皆 草木 を 用 ひて 成る 令義 解に 土地 之 所, 生 爲レ毛 也と 有な 

ど 彼是 思 合す 可し、 (其 衣食住の 中に 食物の み尤 今日の わなる に 依て 受 ばりて 專 食物に 云ふ稱 と 成れ X ども 實は 其に 

限るべき 非す) 食物に 喰と 云 ふは來 歷の義 なり、 衣服に 着と 云 ふは來 有なる が、 古事記 中卷の 歌に は 15! 有と も 着 令 有 

とも 詠せ 給へ り、 舍屋を 住宅と 云 ひ、 大 宅と 云 ひ、 屯 倉と 云 ふな ど、 外より 來て形 體を輔 相る 事必 せり、 (或 云 食物 

衣服な どの 資は 如何にも 佗より 來て形 體を祐 くと 云べき を 住處に 至て は 本より 土着せ る 物な り、 より 來て其 身を祐 

るに 非す、 我 柱て 其に 住な り、 此は 如何 答 云、 此に住 處と云 物 は 其 地盤 を 云に 非す、 其 地盤に 建る 舍屋を 云 ふなり、 

其 舍屋の 成れる 樣は木 を 山に 採り、 草 を 野に 求む、 木 を 柱と し 桁と し、 梁と し、 戶 とし、 隨 とし、 草 を 筵と し、 葺草 

とし 繩 としな ど、 其 外に も伦 より 聚て舍 屋を爲 すに 非す や、 然 らば 予が 說叉强 たるに 非る を や) 借 此神を 祭らる k 

に、 此詞 なる は大 御身の 御 守護の 爲に齋 奉らせ 給 ふに 依て 衣食住の 事 を 兼て 祀らせ 給 ふ 事 云 も 更なり、 廣瀨祭 詞は新 

穀の豐 登 を 祈らせ 給 ひ、 大殿 祭詞は 家居の 事に 就ての 御 1W どもなる が 悉く 此豐受 大祌の 御 恩賴を 仰ぐ 御 事な りかし.' 

(尙 其詞の 下に 云 ふ を 見合せ て 悟るべき なり、 また 第 七詞の 下に 悉く 明せ り、 見合すべし」 

辭代 主神 は 姓氏 錄 (左 京 天神) に、 歡尾連 天 辭代命 子 國辭代 命， 之 後 也と 有る iK 辭代 命なる が、 同書 (和 泉國 天神に) 畝 

尾 連 大中臣 朝臣 同祖 天兒 屋根 命 之 後 也と 有る に 合せて、 天 辭代命 を 與台產 靈祌に 國辭代 命 を 天兒屋 命に 常て 古史に 亦 


御名と 爲られ たる は 然る霄 なり、 同書 (右京 天神) に 伊 與部高 媚牟須 比 命 三世 孫 天辭代 主命 之 後 也と 有る 世數を 以て 

此を計 ふれば 愈詳 なり、 (高 媚牟須 比 命を津 速産靈 神の 親に 係て 數 ふれば 其 三世 は 興 台 產靈祌 なる 事必 せり) 此を以 

考 ふるに、 天辭代 主神、 國辭代 主神 を 一 柱と 爲て此 八 座の 中に 祭られた るに ぞ有 ける、 (古語 拾遺に 此を事 代 主神に 

作れた る は 誤な り、 神 名 式に も然 作れ たれ ども、 此詞 また 六月 月， h, 、祭詞 また 四時 祭式に も辭代 主と 書る は 正字な り、 

辭と 事と 同 語なる 故に 互に 書き誤る 事 は 古くより 有る 事な り) 惜 此の 祌 を如此 く 祭らせ 給 ふ 事 は、 玉留魂 神の 御德を 

加給 はむ 料に て、 殊に 止 事 無き 由緖 有る 事な りけ り、 其 は 上に 粗說る 如く 一一 目 語の 用 は 我 思 ふ 事 を 人に 傳へ、 人の 情已 

に 迎へ容 て、 尤々 しき は此を 心に 取りて 我靈を 太く 廣く 物爲る 事に て、 食物 を 以て 形 體を養 ひ 育て 成長し むる に 別な 

らす、 此を 以て 師弟の 道 有り、 敎 ざれば 愚な り、 靈は 神より 賜 ふ 所な りと 雖も祌 失る 事譬 へば 祌の 結び 成し 給 ふ 身 

と雖も 食せ ざれば 飢痿 る、 が 如し、 (靈も 本 生た る 儘に ては甚 幼き 物な り、 初生より は 二 歲に增 し. 二 歳より 三 歳に 

增て 聰明に 成る、 然るに 性質 魯 鈍に 生た る は 其 限りに 非る 事、 譬へ ば 慕賦の 弱き 兒 童と 雖も 年月に 其 身 太く 肥て 生長 

する が 尙堅實 なる 人に 及ざる 如し) 如此 なる 道理に て、 小 兒の問 は 父母の 敎訓を 聞 保ち、 漸 長て は 备其 好む 所の 道に 

入、 其 敎を受 る 事なる が、 其 敎と云 物 は 書 典に 記せる も 一一 目 語 を 以て 侮らる-^ も、 手術 を 以て 受るも 皆 各々 事 を 知り、 

己が智を廣く物爲る に て^^- の 極みはー百語ょり外無 し、 然れば 一一 一一！； 語. は 人の 靈を 導く の 使 令なる 事 まも 更なり、 ( 又 首 語 

を 以て 傅ざる も 其 容貌 を 見、 其 行事 を 見ても 其 意 を 識る事 有り、 某 も 何事 何 意と 言語 を 以て 解か ざれば 悟る 事 能 はす 

何に しても 通れ 竟 まじき 事 也け り) 鈴屋 大人 說に、 祌の 御靈は 1 の 火の 如くに して、 其 を 幾千 萬に „汕 て も 其 火 は 其 火 
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にて 燃えながら 尙本火 は 本 火に て 明なる が 如く、 神 も 御靈を 幾つに も刖 坐る 事なる が、 其 分 靈の方 は 如何に 太く 大きな 

る御稷 威の 坐む にも 猶 本の 神 は 本の 儘に て 尊く 坐り」 (以上 取 意) と 云 はれた るが 如く 人に 師弟の 道 有て 授受の 敎 有る 

事なる が、 授る 師父の 靈はー つの 火な り、 受る 弟子 は 其 幾千 萬に も 分た る 火 を 得る にて 其 卽ち師 たる 人の 靈の支 派 を 

得るな るが、 弟子 其 を 得て 我が 記 聞 を 博く し、 識神を 太く 爲と雖 も、 授る 師父の 靈に損 無く 却て 其德を 大きく 爲 るに 

非す や、 此亦 一一 目 語の 用に 在す して 何ぞ、 (然れ ば 敎るは 我が 靈を 人に 賦る なり、 學ぶは 人の 靈を 我に 得るな り、 師弟 

授受の 事に 限ら、 す 平生に 人と 應對 する 事 は 趣 を考へ 見よ、 人の 得意せ る 事 は 穿ちても 聞 ま 欲く し 我に 得意の 事 有れ 

ば 強ても 語ら ま 欲しき 人情なら す や、 然れば 一 百 語 は靈を 導き、 靈を養 ふの 器た る 事 明な り) 偖 言 は 上に 注る 如く 心 取 

なる が、 取 は 象 字の 義 なり、 心に 思 ふ 事 を 取 象て 人に 傳るを 語と 云 ふ も 象 有に て、 人の 其と 想像すべく ー百傳 るに 依て 

然る 名 有り、 叉 聲に遷 し る を 以て 聲 取の 意 を も 含めり、 (此 故に 赤縣 文字の 法の 如く 指 事 有り、 象形 有り、 轉注假 

借 有り、 言語に 右の 義を 含蓄す る 故に 自然と 人語 を 聞て は 其 趣意 を 想像る i 事 妙な りと も 妙なる 物な りけ り) 倍 人に 

首 を 偉る は 身體の 中府に 鎭る靈 有り、 物に 觸れ 事に 感 けて 心に 一 つの 思 を 生す、 此に御 爲られ て身體 の中府 なる 靈根 

0元氣^^外に^て， 風氣を 引き 下りて 聲を 起し 出る 時に 元 氣風氣 相 交りた るに、 靈此に 御して 人の 耳より 入て 人の 身 

體中府 なる 靈拫 に收 る、 元氣本 無心な りと 雖も是 に 有情の 聲を 添れば、 有心の 音と 爲 りて、 思 ふ 事總て 言語に 見る、 

然れば 心 は聲に 依て 見れ、 聲は氣 息に 於て 象 はる.. -にぞ 有け る、 風 また： 大地の 氣 息なる 事 神 典の 古 傳に昭 なり、 (此 

卽ち 無心の 風物に 觸て其 響 を 奏すが 如く、 叉 石 を 水中に 投れ ば浪の 遠くに 動る が 如し、 金石 絲竹魏 土 草木の 類 ひに 聲 


有る も 皆 風 氣の其 物に 觸て音 を 鳴すな り、 聲は氣 の 物に 激り 迫れる に 因る 事掉を 以て 空 を 打ば 撓み て聲. 音 を發 すを以 

て 知べ し、 上に 記せる 生 魂 神の 注 を 引合せ 讀み味 ふべき 物な り) 古事記に 下 照 比 賣之哭 聲與レ 風 響 到， 天と 有る 如く 一 

言 半 • 語を爲 すと 雖も、 天地の 風氣を 扇動 令し むる 事 なれば 其 響 天に 通 ゆべ き 事 勿論な り、 然れば 一一 11 語は愼 ますば 有べ 

からす、 皇祖 天神 高天原より 此を鑒 給へ り) 老子の 語に 人生 n 天地 氣中 f 動作 喘息 皆應 n 于 天地 f 爲レ善 爲レ惡 fK 皆鑒 

レ 之勿レ 謂，， 闇昧 r 鬼神 報 k 之勿レ 謂- 1 小 語， 鬼 聞，, 我聲 T 人爲， 1 陽 善， 人自 報， 之、 人 爲，， 陰 善， 鬼神 報 レ之、 故 天不， 欺， 人、 示 

レ之以 A 影 天不ぃ 欺, 人 示 以レ 響、 此皆 自然 之府 也と 云れ、 葛稚 川の 天 高 聞レ卑 其後必 受ニ斯 狭， 也と 云るな ど、 我が 古 

傳に能 契合せ り、 易繁辭 に、 子 曰 君子 居，, 其窒 f  ffi, 一 其 言， 善 則 千里 之 外應, 之 況其邇 者 乎、 居，， 其窒， 其 一一 目？ 不善 則 

千里 之 外 違 oz、 況其邇 者 乎、 首 SLi 乎 身， 加 >1 乎 身， 行 發，， 乎邇， 見，， 乎 遠 f 言行 君子 之樞 機、 樞機之 發榮辱 之 主 也、 一一 目 行 

君子 之 所 JT, 以動 n 天地 一也、 可い 不レ愼 乎と 有る は、 我輩に も 要と 有る 一一 一一 u なり) 古語に 言靈 能佐吉 播布國 とも 事 靈之所 佐 

國 とも 稱 へて 皇國の 言語 は し も 一一 一一 口 毎 に 具れ る 御 靈祌御 在 て 幸 給 ひ 佐 給 ふに 依て、 其靈 威灼然 くし て 一一 一一 n に 就て 事淸 く、 

事に 依て 一一 一一 II 美 はしき 事 萬 國に叉 比類 無き は 天 照 太 御 神の 御 生 坐る 御 國皇御 孫 命の 無窮に 知 食す 御國 なる が 故に、 瑞穗 

國と 此を稱 へて 舉國稻 穀の美 好き 食物と す、 是 以て 血液 溷 濁なら す、 淸 澄なる が 故に 聲 音 極めて 淸み 言語 悉く 鮮明な 

り、 此を 以て 禀陚の 美質 有て 德行 また 萬國に 比類な し、 (孔子 家 語 また 淮南 子な どに 食穀者 知慧而 巧と 有る は 然る 言 

なり) 皇阈を 除て は赤縣 印度より 始て諸 蕃の國 ども は 稻穀の 性 甚慌く 淡し く惡 きさへ 有る 其 また 甚 希少に して、 綜て 

の 人の 糧と爲 るに 足ざる が 故に、 禽獸を 食と し 魚貝 を 糧に充 つ、 是 以て 人性 殘忍 にして 憐愍の 情無く、 汚穢 を 忌憚ら 
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す、 淸潔 を悅慕 はす、 其 は 其 平生 食と して 性 命 を 繁ぐ所 悉く 據 物なる が 故に、 其穢 物の 爲に 血液 淸 澄なら す、 溷 濁せ 

れば なり、 是 故に 玄を擧 び、 仙 を 希 ふ 者 食を斷 ちて 後 其身淸 潔なる 時 を 得て 登仙す る を- 皇國 は穀を 食て 神 位に 至る 

人 多 かり、 (外國 人 は赤縣 印度な どの 人 ども 若 すれば 食を斷 ちて 道 を 求 るげ なる は甚淺 ましく 聞 ゆる を、 尙 熟く 思 へ ば 

其穢 物， を 食 ひて は 其 穢氣の 爲に道 を 得る 事 難き に 依て 成す 事と 見えたり、 風土の 惡 しきに 生れた る 人の 道 を 得難き 事 

斯の 如し.. 叉憐 むべき 事なら す や、 其に 引替て 皇國人 も 犬 戎を慕 ふ 徒な ど、 畜を食 ひ 獸を食 ひて 國 典に 背ける 人 多 か 

り、 斯 計り 善 はしき 瑞穗國 に 生れて、 何の 不足 有て か 然る 穰物は 食す る や、 延喜 式の 御定は 天下の 公法な り、 豈此に 

背く を是と 云め や も) 如 此く氣 と 形と 神との 條理を 分別て 云 ふ 時は此 在る 差異 有る に 似たり と雖 も、 元始 は 高 皇産靈 

祌、 皇産靈 神の 太 元の 一 氣に本 就て 成す と 云 事 無き を 萬 國と多 在る 中に も、 殊に 此皇國 は氣は 天地 正帶 の正氣 なり、 

形 は 穀氣精 英の正 形な り 、神 は 剛直 淸 明の 正 神な り、 此 三つの 正 を 得て 皇國 の祌 民たり、 豈此 を悅ば ざら む や、 (萬 

國の 人と 雖も 神の 造化に 資 では 生 ffi まじき を、 皇國の 人の み 獨萬國 に 勝れて 此上 無き は 殊に 所 由有る 事なる を餘 りに 

煩 はしき に 依て 別に 云べ. きなり) 此 まで 云る 事共に 合せても 此 なる 辭代 主神 はし も 天 之辭代 主神、 國之辭 代 主神に 御 

在して、 大國 主神の 御子と 坐す 事 代 主神に は 非る 事 を 知るべし、 (大國 主神の 御子なる は、 大國 主神の 亦 御名 を 大物 

代 主神と 申す 對 にて、 事 代 主神と は 申せるな り、 物 代 は崇神 天皇 御紀に 物實此 云-一望 能志呂 一と 有る、 其に て 俗に も •  代 

物な ど 云 ふと 同じ、 然れば 物と 事と 相對 たる 御名に て此 なると は 異なり 唱の 同じき を 以て 思 誤る 事 勿れ、 又 平 田 翁の 

事 代 主と は 言の 信 を 立 給る 由な りと 云れ たる も 信 難 かり、 何の 事 も 無く 事 代 主神 は 物に 屬 たる 事 を 知 食す と 云 ふ義の 


御名なる べし 〇 鈴屋 大人 說に 祝詞 考の誤 を辨て 云れ たる は 然る 事 なれ ども-' 古事記なる 大國 主神の 一一 目に 僕 子等 百 八十 

神者卽 八重 事 代 主神 爲， 一 祌之御 尾 前 一而 仕 奉 者 遠 祌者非 也と 申させ 給 ふ 所以 由に て、 殊に 天皇の 御守祌 なれば なる ベ 

し」 と 云れ たる は 心得す、 大國 主神 本より 皇御孫 命の 御 守と 仕 奉 給 はむ、 御 契約 有れば 尙 更に こそ 祭らせ 給 ふべき 

に、 豈事代 主神 をのみ 取 ffi て 祭らせ 給 はむ や、 此八祌 を 一貫して 考 べき蔡 を 思 ひ 漏され し 物な リ、 但此は 伯 家 部類に 

事 代 主 は國土 を獻て 忠誠 勳 功の 神な りと 有る に 依て 思 混ら れ たるに こそ) 

皇御孫 命 御世 乎。 手長 飾 世 登。 堅磐爾 Ih 磐： 气齋 奉。 茂 御世 爾幸 £ 奉 故爾。 

皇御孫 命 御世 乎 手長 御せ 登 云. < は、 第 七 詞に此 と 同文 有て 其 下に 云る が 若し、 叉 太 神宮 六月 月次 祭詞 また 神嘗祭 詞に 

御壽乎 手長 乃 御壽止 と 有に 同じく 御世 は 御壽と 云む が 如し、 (所 知 食す 御世の 事に は 非す、 但 下なる 茂 御世 は 此と別 

なり) 世と 云る 語は此 全世界 を琿く 取 綜て云 ふ 言 也、 其 は 竹に 签と云 ふ 物 有る が、 節と 節との 相 間 を 然云ふ 如く、 全 

世界 は 無遍無 際にして 極限 有る 事無しと 雖も、 其 全世界と 指 云 ふ 所 卽ち其 極限なる が 故に 世と は 云 ふなり けり、 (萬 

葉 ニ卷に 天地 之 寄 相 極 所 知 看 神 之 命 等、 六卷に 天地 乃 依 會限萬 世 爾榮將 往迹と 有る 如く 天と地と 寄 相 ふ 極み を 世と 云 

ふなり、 師說に 世 は 寄な り、 老萊 子に、 人生，， 於 天地 之 間， 寄 也と 有りと 云れ たり、 此に 就て 思 ふに、 素 問 五 運行 大論 

に 黄 帝 請， 一 1K 師， 而問之 曰 地 之爲, 下 否 乎、 岐伯曰 地爲， 一人 之 下， 大虚之 中 者 也" 帝日 瑪乎、 岐伯 曰大氣 擧レ之 也と 有る 瑪 

字 を 余 流と 訓り、 師説の 缺を補 ふべ くな む) 宇宙の 事 全 我が 事な り、 我 一人 を 以て 見る 時 は 天地 間の 事 1 人の 有な 
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り、 是を假 借て 人の 一 生 を も 世と 云 ふ 又 年月 は 天地の 經歷 する 次， なり， 是を 以て 年 を も 世と は 云な り、 (年 を 世と 云 

ふ は 歌に、 君が代 は 千代に 八千代に と 云ふ此 也、 此は 世數を 以て 云 ふに は 非す) 天皇 御 一人 此世を 保た せ 給 ふ 事なる 

が 故に 御世と 云 ひ、 君が代と は 云な り、 (平 田 翁の 五十音 義訣に 云れ たる 事 をも考 合すべし) 手長 は 神 名に 天 手長 男 

神 天 手長 比寶 神と も 有て 手 は 足の 意な り、 萬 葉 二 卷に天 原 振 放 見者 大王 乃 御壽者 長久 天 足 有と 有る 此 なり、 古事記 高 

津宮に 余 能 那賀比 登と 有る 如く、 世に 壽 長く 御 在す 事 を 如此く 云る 也、 (但此 は鈴屋 大人の K 雲 國造神 壽後釋 に說れ 

たる 說 なる を實 にもと 思 ゆるに 就て 今 は 引 直して 引り、 多 退く 多 遠み 多囘 ほりな ど 云る 多 は 皆 足の 義也、 足より 多 太 

の 義をも 包た る 事に て、 物を嚴 めしく 大く云 ふ 言と 成れり) 

堅磐爾 常磐爾 は、 如-, 堅 磐 如，， 常 磐， と 同じ、 爾は辭 なりと 雖も 比喩の 物より 受 たる は 皆 如 字の 義 なり、 中 臣壽詞 に 八 桑 

枝 乃 立榮仕 奉と 有る 乃と 同辭 なり、 (春 日 祭詞に 伊加 志 夜 久波敷 能 如 久仕奉 利 佐 加数 志 米 賜と 有る に 引合せて 八 桑 枝 

乃の 乃 字 如の 意なる を 知るべし、 如 字 を 古く 那須 とも 能須 とも 訓り、 本 居 翁の 似すな りと 云れ たる 如し) 

齋奉は 下に 幸 奉と 有る 對 にて 古文の 例 必然な り、 (ffi 雲國造 神壽詞 に、 天皇 命 能 手 長大 御世 乎 堅 石 爾常石 雨 伊波 比 

奉 伊賀 志 乃 御世 雨 佐 伎 波 £ 奉と 有る と 事の 狀 同じ) 伊波 比は大 殿祭詞 に汝屋 船命爾 天津 奇護言 乎 (古詞 云 久須志 伊波 

比 許 登) 以氏 言壽 鎭白久 云々 言 壽鎭 奉と 有る 鎭字を 本 居 翁の 伊波 比と 訓 べし- 此も祝 申な りと 云れ たるが 如く、 堅， 磐 

の 如く、 常 磐の 如くに 鎭奉給 ふ 祌の御 守護 を 申せり、 此は祌 代 紀に高 皇産靈 尊 勅 曰 吾 則 起つ 樹 天津神 籠 及 天津 磐 境- 當 

爲 皇孫 奉 齋矣と 有る 祌 勅に 本 着て 齋 奉と は 云な り、 (護.' 字鎭. H 子 祝， 字齋， 字な ど を 書れ たる を 見 互して 此言意 を 悟る 


べし、 木 朝 事 始に齋 部 私記 云 天 磐 笛 事 代 主命 製レ 之、 奉 n 天孫 瓊. <  件 尊以, 磐爲 也以レ 祝， 一天 孫， 也と 有る も 此に首 狀 似た 

り) 伊波 布 は 其 根基の 堅固 不動なる を 祝ぎ 云 ふ 語なる が、 佐 伎 波 閑 は 其 枝葉の 茂 盛繁榮 する 由の 祝ぎ 言な り、 然れば 

伊波 布 は 齋延、 佐 伎 波布 は幸延 なる 事 云 も ふ 更なり、 (伊波 布 は 物の 體に 就て 云 ひ、 佐 伎 波布 は 其 用に 就て 云り とこ 

そ 思え たれ) 

茂 御 # 爾は大 殿 祭詞に 五十 檁 御世と 記き て 其 字の 義 なり、 中 ほ 壽詞に 八 桑 枝と 有る 如く 擡を 以て 譬に 取れるな り、 (五 

十檁は 正字に て 茂 は 借 字に て義を 以て 當 たるな り、 五十 檯は 齋欞 にて 御紀に 嚴檯と 有る と 同じ 言な り) 叉 八 束 穂 能 伊 

加志穗 など 云る 伊加 志 も此と 同じき が 今 一義 を 含めり、 其 は 上 (第一 段) に 云る 如く 嚴 たま 重， 字の 意 を も 兼た るな 

り、 (八 桑 枝に 茂 木 榮の意 を 兼た る は此に 全く 同じ) 茂 御世と は 御世の 茂く 榮 させ 給 ふ を 云な り、 

幸 奉 故 は、 此 八柱祌 等の IK 皇の大 御身の 守護神と 御 在し 坐て 御 壽を御 心 足 ひに 長く 在し め 奉り 知し 食す 御世 を も 茂 

く榮 しめ 奉 給 ふ 故にて なり、 ( 天皇 の 大 御身 のみなら す 天下に 在と 有 ゆる 人 此神等 の 御 恩賴に 依す て は 生 ffi る 事無く、 

叉 世に 得 有 まじき 所謂な り、 然る を 第 一 段に も 云る 如く、 天下の 事 を 悉く 天皇 御 一 人に 係て 申せる 事 古の 常な り、 實 

に 天 皇の 御蔭に 依て 立る 世 中 なれば 然 有べき 理な りかし、) 幸 K は 上に 幸魂奇 魂の 下に 云る 如く- 佐 伎と は 先に 祌氣の 

伸 W て 全け から 令め 給 ふ 由な り、 (然れ ば 佐 伎 波 ra の 波 SE は延 なる 事彌々 著明 かり、 萬 葉に 東 人の 荷 向の 篋の 云々 と 

有る 向字此 意な り) 然れば 伊波 布 は 其 物の 坐ながら に 成就る を 云 ひ、 佐 伎 波 M は 動きて 能事の 成就 を 云 ふなり、 (萬 

葉五卷 に、 恙無 久幸 久往 tlr^ と；^ る を 思 ふべ し) 
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皇吾睦 神 漏 伎 命 神 漏 美 命 登。 皇御孫 命 能。 宇 豆 乃幣吊 乎。 稱辭竟 奉 久登宣 

皇吾睦 神 漏 伎 命、 祌漏美 命 は、 第 一 詞に 高天原 神 留坐皇 睦祌漏 伎 命、 祌漏美 命以天 社 國社登 稱辭竟 奉と 有る を受 

て 結た る 文 也、 尙第七 詞に此 と 同文 有る 下に 委しく 云り、 考 合す 可し、 古語 拾遺 神武 天皇 段に、 爱仰從 -1 皇天 ニ祖之 

詔-建 rr 樹神 籠-と 有る 此 なり、 此 なる 登の 辭は 皇天 二 祖の詔 を 指すな リ、 (但予 が說の 如く は 第 一詞の 下に 云べき 文な 

る を、 此詞に 云る は 由 無しと 思 ふ も 有べ けれど、 互に 省け る 古文の 法な り、 且第 1 詞は祈 年に 預給 ふ摁 ての 神に 申せ 

る なれば、 此八祌 にも 其詞を 申させ 給 ふ 事 云 も 更なり、 然る を 此詞は 殊に 申させ 給 ふ 由有ズ 別に 稱申 給な り、) 然れ 

ば 登の 辭は爾 S と 云む が 如し、 其 例 明 御祌止 御宇 天皇な ど 申す 登な り、 (鈴屋 大人 說に、 此は 皇祖なら ぬ 神 等 も 有れ 

ども、 厚く 尊み 給 ひて 皆 皇祖 神と して 祭 給 ふ 由な り、 登と 云 ふ辭是 なり、 萬 葉 十四に 信 濃なる 千 曲の 川の 細碟も 君し 

踏てば 玉 登 拾 はむ、 此玉 登の 登に 同じ、 玉なら ぬ 石 を 玉と して 拾 はむな り、 是 にて 心得べ し」 と 云れ たれ ど. 此詞ど 

もの 首尾 を考 得られぬ 僻事な り) 斯 在ば 皇祖 天神の 詔 命に 依て 天社國 社と 稱辭竟 奉 給 ひ、 恒例の 祈 年 以下の 御祭 典 も、 

皇祖 天神の 詔 命に 依て 行 はせ 給 ふとな リ、 (立 返りて 第一 段詞の 下を考 合すべき なり) 

宇 豆 乃 幣帛 乎 稱辭竟 奉と 有る 宇 豆 乃 幣帛 は、 祈 年の， 幣帛の 外に 奉らる i 物 を も 合せて 云り、 四時 祭式に、 高 御 魂祌、 

大宮 女神 各 加，, 馬 一 疋, と 有り、 (此八 注の 中に 高 御 魂 神、 大宫 女神に 別に 馬 を 奉らる k 所由詳 ならす、 何の 因れ 有て 斯 

在り 初け む 今 知 難し、 若く は 高 御 魂 神 は 諸 神の 上 首と 在す に 依て 奉られ、 大宮 女祌は 御殿の 守 神と 在す^ 故にても 有 


るべ し) 稱辭竟 奉 は、 へお 屋 大人 說に奉 は 獻る意 叉 祭る 意 有る 言 なれば、 稱辭を 竟て獻 ると 云 ふ 意に 爲る 也、 借 如此く 

神 漏 伎 祌魯美 命の 稱辭竟 令め 奉 給 ふ 事 は、 神代 紀及 古語 拴 遣に、 高 皇產靈 尊 勅 曰、 吾 則 起 IT 樹 天津神 籠 及 IK 津磐 境？ 

常 1, 爲，, 吾 孫， 奉 ゃ齋 矣、 汝天兒 屋命太 玉命宜 T 持-一 天津神 籠-降-一 於 葦原 中 國-亦 爲-ー 吾 孫-奉 &| 焉と 有る 此 にて、 此は 殊に 

皇御孫 命の 大御 守護に 關 係る 所 由な り、 容易く 意 得 可から す、 尙第 七詞の 下なる 此と 同文の 所に 云る 事 有り、 其 差異 

を 知り 分つべし、 序に 云 ふ、 神代 紀、 拾遺 共に 高 皇產靈 尊 一 柱の 趣 なれ ども、 此詞に 祌漏伎 命 神 漏 美 命 二 柱 有る か. 

は、 神代 紀の傳 も 決て 高皇產 靈尊祌 皇産靈 尊と 有 つらむ を 一 柱 は 漏せ りしなる 可し、 叉此 祭神 八 柱の 其 二に も 叶 へれ 

ば、 必然 有し 事 疑 無し、 (考に 此語を 省に 過たり と 云れ たれ ど然ら す) と 云れ たり、 (第一 段 稱辭竟 奉の 下に 委く云 

へり) 
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座 摩 乃 御巫 乃。 稱辭竟 奉。 皇神等 能前爾 白久。 

此は神 各 式に、 祌祇官 西 院坐座 摩 巫 祭 祌五座 (並 大、 月 、新 嘗) 生 井 神、 福井祌 綱 長 井祌、 波比祇 神， 阿須 波祌と 

有る 神の 祈年祭 詞 なり、 (三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日， 奉， 授，， 神祇官 無位 生 井 神、 福 井 神， 綱 長 井祌、 波比祇 

祌、 阿須 波 祌並從 四 位 上， と 見えたり) 古語 拾遺 神武 天皇 段に、 爱仰； T 從皇天 ニ祖之 詔-建 樹 祌籬- 云々 座 摩 (是 大宮 

地 之靈、 今 坐 摩 巫 所奉齋 也) と 記された る此 にて、 御 溝水の 神に 御 在り、 四時 祭式に 御 川 水 祭、 座 摩 巫 各行 レ 事と 有 

にて 知れたり、 此に 依て 思 ふに、 座 摩 は考の 1 說の 如く、 井之塘 にても 有らむ か、 井 之 塘卽ち 溝に て 御 溝水なる 事 云 


も 更なり、 (拾 遣に、 大宮地 之靈と 有る は、 大宮地 は 御 溝水 を 以て 驟と爲 る なれば 然も 云べき 事な り、 記傳 十二に 神 

名 式に、 和 泉 國和泉 郡 積 川 祌社五 座 > 此も此 五 祌を祀 る 由 或 書に 見 ゆ」 と 云れ たり、 此或書 は 和 泉 志なる べし. 積 川と 

云 ふ も 御 川 水の 事に 由有る か) 神武 天皇の 檯原宮 に 初國知 食し 時より、 御 溝水の 守 を 兼て、 堰の 神と 齋奉 ひし 物な 

り、 堰は 田に する 水なる 故に、 殊 なる 由 を 以て 此 祈年祭に は 預給ふ 物な りけ り、 (考 に、 座 摩 は 本 攝津國 西 成 郡の 

所の 名に て、 神 名 式に も 座 摩 神社 大月次 新嘗と 有り、 此 下に 皇神能 敷 坐下津 磐根爾 云々 と 有る 文に 依る に、 古昔より 

此大 神の 敷 坐し 所に、 仁德天^_111宮ゅ3爲給ひて、 宮中に 齋 坐し 故に 其 後 大和 山城と 京を遷 されても、 同じく 遷し萧 はれ 

て 其 を 座 摩と 云し なるべし」 と 云れ たれ ど 拾遺の 說に合 はす、 且仁德 天皇の 大宮處 の 神と 在らば、 其 後の 都に は 更に 

大宮 地の 靈 として 齋奉給 ふべ くも 有ぬ 物 を や、 下に 云る を考 合べ し、 〇 記傳 十二に、 越 前國に 足羽祌 社の 有る に 就て 

に 思け る は、 彼 座 摩 御巫 祭神 五 座 は、 本繼體 天皇の 越 前に 大坐々 し 時、 其國 にて 殊に 尊崇 給 ひし 神 等 を、 御 位に 

卽給 ひて 後、 京 城に も 齋祀給 ひしょり 傳 はりて、 後の 京に も 同じ 如 祭れし にや、 彼 福 井 祌は越 前 坂 井 郡 坂 名 井 神社、 

叉 今 福 井と 云處も 有り、 叉 綱 長 井 も 彼 同 郡 都 那高志 神社と 名 似 たれば 也、 若然 らば 攝津國 の 座 摩 も、 孝德 天皇の 難 波 

宮に 坐し 時、 彼 五神 を 祀られ し 跡なる べし、 偖 右の 考に 依る 時 は、 阿須 波 は 本 越 前の 地名より K たる 神 名な り、 然れ 

ば 波 比 岐も叉 同じく、 木 は 地名に て 彼國に 有し 神社なる べしと 恩し かど も 猶然に は 非ら で、 彼 足 羽 社 も 此の 阿須 波 神 

を 祀れる 物と 思な りぬ、 偖 後に 或 書 を 見れば、 越 前足 羽 社 記 曰、 古昔 男太迹 天皇 居-於 坂 井 郡 n 一 國之地 ー焉、 於是鎭 rr 

祭大宮 地之靈 r 故 呼 二足 羽 一 以爲ニ 地名-也、 と 云る 此說 古き 傳と閜 ゆ、 大宮地 之 靈を鎭 祭と は 此の 阿須 波 神 を 祭 給 ふ 
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を 云な り」 と 云れ たり、 今按： ふに 神武 天皇の 御世より 始て、 此五座 神 を大宫 地の 靈 として 必齋祀 給 ふ 常 典な りし 故に、 

繼體 天皇 は 未 天位に 卽せ給 はむ と は 思 ひ 懸給は ざり し 程な りし かど も、 京 城 を 遠く 放り 住せ 給 ふ 事なる 故に. 大宫地 

Q 靈を 崇祀給 ひし ものなる べし) 斯て其 祭 は、 御 溝水に 就て 物爲 させ 給へ ども、 其 を 取 較て云 ふ 時 は、 井 神と 竈神に 

御 在り、 此に 就て 思 ふに、 此詞に 皇神能 敷 坐 下 津磐根 S 云々、 また 拾遺に、 大宮地 之靈と 有る は、 井 神 竈神 は 皇御孫 

命の 敷 坐す 大宮 の內に 祭祀ら せ 給 ふ 神なる に 反様なる 云狀 なる は 如何にと 云 ふに、 人の 住處に 就て 安居す るに、 其 身 

を 養 ひ 保つ 可き 料に、 最 重み 爲し尊 かる 物 は、 井と 竈との 用 也、 此を 以て 此神等 を大宮 地の 靈 神と 先 齋祭給 ひて ぞ有 

める、 (凡て 神 典 を 見る もの、 此自 倒 反の 見解 有る に 非れば、 皇典の 上に 於て 盡し 難き 事 多 かり、 此せ問 は 人より 

云 ふ 時 は、 人の 世と こそ 見 ゆれ、 塞に は 神の 世に 人の 住居る 事 云も更 なれば、 必 如是く 云む こそ 實理に は 能く 叶て 有 

けれ、 旣に第 一 . '詞に は 天下 百姓の 農作る 事 を 天皇の 御上に 係て、 今年 二月 爾御 年初 將賜登 爲而と 有る 故 實をも 思べ 

き！！ なり かし) 

イク 牛  サゥ *  ？ -  力 牛  ァス J  ハヒ キト  ミナ" マ _K シテ  コトヲ へ マ？ 二 フク ( 

生 井。 榮井。 津長 井。 阿須 波。 波 比 支 登。 御名 者 白 4 辭竟奉 者。 

生 井 神、 榮井祌 、津 長井祌 は、 本 居 大人 說に、 古事記に 大國 主神 婚ニ稻 羽 之 八 上 比 賣_ 云々、 故 其 八 上比賣 者， 如 U 先 

期， 美 刀 阿多 波 志 都 1 故 其 八 上比賣 者、 雖，， 率來， 長，， 其 嫡妻 須世理 爲賣， 而、 其 所 生 子 者 刺 11 狹木 侯， 而 返." 故 名，， 其 子， 

云-一木 俣 神？ 亦 名 謂 二 御井 祌, 也、 と 有る 此 御井 神なる べし」 と 云れ たる 說の 動く まじく 所思る に 就て， 御 母と 坐す 八 


上 比 賫の事 を索隱 ぬるに、 霞 神の 御 女と 通えたり、 八 上 は 因幡 國の郡 名 なれば 其に 因る かと 思 ふに 然ら す、 八 上比賣 

の 神 名 有りて 後に 郡 名と は爲れ るな り、 . (先師 等の 地名に 依れる 由 云れ たる は、 本末の 違 ひ 有りて 依 難し、 景行 天皇 

の大御 命に、 大倭國 者以， 一行 事 一 負 レ名國 也と 詔 給へ る を 思べ し) 祌名 式に、 同 國同郡 久多美 神社と 有る 久多美 は、 降 

水に て 霞 神と 決く 聞え たるが、 少緣 ならぬ を 思 ふべ し、 (as 雪國 風土記に、 暴 雨 久多美 之 山と 宜 ひし 言 有りて、 神 名 

式、 に楣鏠 都攻潭 神社 有り、 叉 萬 葉 二に、 我 岡の 鼇に 云て 零せた る 雪の 摧し其 所に 落け む」 と 有るな ど を 思 ふべ し、 

大和 社 注進 狀に、 丹 生 川上 社 者、 常 社 之 別 社 也と 有る は、 殊に 由有る 傳 なりけ り 然る は 大和 社 は 神 名 式に、 大和 國 

山邊郡 大和 座 大國魂 神社 (並 名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る を、 八 千 矛 祌>  御 歳 神、 相 殿に 拉 坐して、 大國魂 祌は大 

國 主神の 荒 魂に 坐して、 靈形は 平 國之廣 矛に 坐し、 (此 等の 委しき 事 今 玆に用 無ければ、 其の 大略 を 云 ふの み) 丹 生 

就 は、 祌名 式に 大和 國吉野 都 丹 生 川上 神社 (名 神大、 月. f: 、新 嘗) と 有りて、 祭神 闇 霞 命と 諸 書に 見えた る 事 實に徵 し 

見て、 御井 祌の 源流 を 思 ふ 可き 物な り- 然ら すば 突然に 御井 神 を 生み 坐すべき 所謂 無き 物 を や、 (祌 等の 御子 を 生み 

坐せ る樣 は、 凡人の 如く 不意く 男女 を 生み 成と は 異にて、 必す其 生み 坐む 御子神に 用 有る に 因りて 其雍 に由緣 有る 神に 

御 合 坐て、 御意と 成し 坐るな り、 凡人 すら 子 を む 爲に母 を 撰ぶ に 非す や、 大 1： 主神の 籠祌に 因み 給 ひて、 御井； t を 生 

伞： る 本緣妙 也と も 妙 在け り) 若く 此 御井 神 を 三 柱に 稱別 たる 由 は、 生 井 神 は 行 井 神に て 流水の 神な り、 卽ち御 溝水 を 

大宮に 引せ て 大に用 を 爲し給 ひ 江河に して は堰 以て 塞 分て 民 用に 足らし め 給 ふ 御 功 坐り、 (但 祌代紀 に、 生レ海 生レ川 

と 有る は 海神 川 祌を生 坐すな るが、 其 川： t は 罔 象 女神に 御 在す を、 此 神は惣 ての 水 を 掌 給 ふ 神なる を" 此 なる 生 井 神 
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は 其 用 有る 方に 用 ふ 流水 を 知 食す にて、 凡て は廣 からす 有るな り、 上に も 云る 如く 座 摩 は 溝な り、 神 功 皇后 御 紀に愛 

定，， 神 田， 而佃之 時 引， 翻 河水， 欲， 潤 M 祌田， 掘レ 溝と 有る を 以て 知べ し、 漢籍 釋 名に 田 閒之水 曰， 溝 溝 搆也縱 橫相交 摸 也 

と 有る 字義 は、 井 之 手の 言 意に 大に 近し) 榮井祌 は祌名 式に 福 井 神に 作れり、 榮井祌 は 醴泉祌 なるべし、 和名 抄に醴 

泉 (古 左 介 伊豆 美) と 有る 此な り、 (本草 綱目に 時 珍 曰 醴薄酒 也、 泉 味 如 之 故 名 ffi 無， 一 常處， 王者 德至， 一 淵 泉 一時 代 昇 平、 

則醴泉 》 可，： 以養， 老、 瑞應圖 醴泉井 之 精， 也、 味 甘 如 レ醴流 之 所レ及 草木 皆 茂、 飮レ之 令， 一人 多壽， と 有り、 然れど 其まで は 

非す 只 泉の 事な り、 禮 記の 禮 蓮に 天降， 1 膏露， 地 出 ，1 醴泉 T また 泉 有- 1 光華 一日-一榮 泉 T と 見えた る も此に 似たり、 前 漢書 

郊紀 志に、 食， 一 甘露， 飮，, 榮泉， と 有る は、 禮 運より 35 たる 也) 津長井 神 は 神 名 式に 綱 長 井祌と 作き て、 古說其 字の 如く 

なりと 雖も、 津字を 正字と 見て 今一 說 有り、 地下に 伏 道 有りて 遠く 其脉 より 来りて 溜る 由な り、 然れば 井泉 神なる 事 

云 も 更なり、 (本草に 井泉水 時 珍 曰、 井 字 象 n 井形， 泉 字 象 T 水流 >1 穴 中， 之 形， と 見 ゆ、 叉 凡 井水 有 T 遠從， 1 地脉， 來， 者 i 爲 

レ 上と 有る を 思べ し) 如 此く生 井祌は 流水、 榮井 神は醴 泉、 津長井 神 は 井泉と、 各 掌 分 守 坐す 御 功德を 以て 稱別 たる 

御名 共なる が、 (但 如此く 御井 神に 三の 別 御名 坐す に 似り と雖 も、 大凡に 號 けたる 別 御名の 如く 思は危 漏な り、 第三 

詞の 下に 巳に も 云る 如く、 御靈を 分け 御 功德を 別て 一 柱 神と 成 坐るな り、 世の 人 此由緣 を 知らざる 故に 說得 たる 說無 

ソ * タヅ  ゥ. ヒモゾ 

し) 水 は 物 を 潤し 生育る を 以て 用と 爲 るが、 其 第一義 は 火食の 物に 和へ、 煮 以て 人の 食餌と 爲し、 人 を 養 ひて 能 其 性 

命 を 保し むる を 其 功の 極みと 爲 るが、 各 其 能 を 別にす る 所有り て 知 食す 事と 通えたり、 然れば こそ 生と も、 榮 とも、 

津長 とも 御名に 食 坐て、 顯には 其 井に 就ての 御名 坐し、 幽には 其 功に 依ての 名義 坐り、 (此の 生榮 など を稱 名との み 


見る は、 書 典の 上の 事 知に て 事 實を辣 く爲る 僻學の 見解 にこ そ 有 けれ、 老子に^^-ー古之道-御こ今之有-能知-1古始-是 

謂， 一道 紀, と 有る にも 恥 ざらめ や も、 實に神 典の 學は 深く 遠くして 道紀 有る の 人なら では、 窺 難き 事 耳 多 かり) 斯 在れ 

ば 生井祌 は、 水氣の 能く 邪 據を蕩 滌し淸 むる 功 を 以て 淸氣 を增 し、 祌經 を通暢 して 筋骨 を强壯 ならしむ るの 由な り、 

(本草に 主ァ 五勞、 七 傷、 賢虚、 脾弱、 陽 盛、 陰虚、 目不, 能, P ハ及 霍亂、 吐 利 傷 寒 後 欲 * 作， ー奔 厥-と 有る を考 合べ し) 

榮井祌 は 水精の 萬 物 を潤澤 し、 能く 茂 盛 令し むる 功 有 を 以て、 人 體を保 合し 延年 签壽の 良能 有る 所以な り、 (本草に 

心腹 痛 接、 许 m 氣邪穢 之靂、 並 就泉签 腹飮レ 之と 有れ ど、 此环 ならす 上に 引る 瑞應圖 なる は 正 功な り) 津長井 祌は水 

の 能く 五味 を 調和して、 各 其 本然の 味 を 有しむ る 事尤靈 なる 所な り、 人體に 入て 津液 を滋 潤し、 精神 をして 枯渴 せし 

めす、 常に 安在し む、 此 卽ち此 神の 御 守に 在り、 (本草に 井水、 新 汲 療レ病 利：， 人平且 第一 汲爲 -1 井 華 水 f 其 功 極廣、 ま 

た 時 珍 曰 井泉 地脉 也、 人 之經血 象レ之 云々、 人 乃地產 資稟與 -1 山川 之 氣-相 IT 爲 流通-亦 而美惡 壽夭亦 相 關涉、 金石 草木 

尙隨， 一水 土 之 性 一而 況萬物 之靈者 乎、 と 有る を考へ 合べ し) 如 此く氣 と 形と 神と を 各々 掌 分 在して、 各人 身 を 化育 爲給 

ふ 所に 爲て 天地 神祇の 蒼生 を 保護し 給 ふ 事、 尊し とも 辱し とも 云 知らすな む、 (如 在る 說を 見て は漢學 者め きて 餘り 

に 言 痛し と 云 ふ 人 も 有らむ か なれ ども、 宇宙の 間に 布 行る-所の 神の 御恩賴 に 就て は * 譬汗 牛充楝 の 書 を 記 し た らむ 

にも 盡し竟 ベく も あらぬ を、 尙 幾許の 言 痛く 有む とか 爲る、 知らす は 詮なし 拱て 止と も 可け む も、 如斯く 正しく 見得 

えたる 事 は、 人は縱 一一 一一 1： 痛 かりと も 豈惲敢 む 物 か は) 

阿須 波祌、 波 比 岐神は 竈神に 坐せ り、 其 は 儀式 また 大嘗 祭式に 於 < 一 齋院- 祭-一 祌八 座-と 有りて、 御 歲神. ^^御魂神、 庭 
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高 日 神、 大御 食祌、 大宫 女祌、 事 代 主神 1 阿須 波 神、 波 比 伎 神と 小 記せる、 高 御 魂祌、 大御食 神、 大宮 女神 • 事 代 主 

神 は 御巫 祭神 八 座の 中より 殊に 擢 W て 祭られ 給 ひ、 御 歲神は 第二 詞に 云る 如く 稻穀を 作る 事に 就て 最初に 祭られ 給 

ひ" 庭 高 日 神 は 古書に 庭火皇 神と も、 宮比 神と も 記して 竈神の 本體 なり， >  此 阿須 波 神 は大柴 神、 波 比岐神 は灰燒 神に 

ゥチ  コゾ ユエ 

て， 卽ち 其の 竈神の 属 なり、 所以に 同 式に 酒 米 事 云々、 祭 M 井， 神， 次 祭， 1 竈神, 始釀レ 酒 日 亦 祭， 一 酒 神， 云々、 祭，, 山 神， と 

有り， 此 竈神 山 神 は 阿須 波、 波 比 岐祌に 係れる を 思 ふべ し， (此の 井 神 は 上に 云る 御井 神なる 事 云も更 也、 酒 祌は大 

宮 女神なる 事 第三 詞の 下に 注り、 山 神 は 大山 祇神を 祭る 事 本より なる が." 其 は 山に 就て 凡て を 知 食す 祌 なる を、 薪と 

爲す時 は 阿須 波 波 比 岐祌の 事と 爲れ り、 其 は 右の 續に凡 造酒 司 酒 部 一 人、 率-一 燒灰 一 人 駔使五 人， 入- 1 ト食 山， 先 祭 > 一山 

神， 燒 得-, 藥灰 ー斛， 所， 蠻、 小 斧、 折、 鎌 各 一 柄、 明 榧 二 合， 苫ニ 枚と 有る を 以て 定む べし、 儀式に も 此事見 ゆ 下に 引 

ァスハ 

可し) 阿須 波 神 は 大柴の 神なら むと 云 由 は、 (阿に 大の義 有る 例 は 儀式に、 舗， 地以- 一束 草， と 有る 本 注に、 所謂 阿 都 草 

と 有に て 知べ し、 式に は 地 敷， 一束 草， と 有て 所謂 阿 都 加と 注せる は、 IbK 子を脫 せる 物なら し) 萬葉廿 (二十 二 丁) 上總 

國 防人 歌に、 雨 波奈加 能， 1: 須乃可 美 爾、， 古志 波 佐 之、 阿 例 波 伊波々 牟加倍 理久麻 低爾， と 有 を鈴屋 大人 說に， 此歌 

に 庭 中 之と 詠る を 以て 當昔 民家の 庭に 竈神な ど i 共に、 此 阿須 波 神 を も 祭りし 事 知べ し、 (今 云 今 世に も 竈神 を 祭る 

に は、 竈 上に 花瓶 を 置き 其に 松 また 諸の 木 枝 を 刺す 事 有り 此事 なり：) 右ノ 歌の 末 二 句 を 味 ふに、 彼 阿須 波 神 は、 己が 

家 在に は 非で、 行方の 宿々 の 家に 祀れ るを齋 つ. むと 詠る なれば、 何圃 にても 家 毎に 祭る 事 知れたり、 (袖 中抄 に、 

上 總國に 阿須 波 神 御 在す と 云る は 非な り、 又 爾波奈 加 を 彼國の 地名と 爲る說 も惡し >  〇 今 云 谷川 士淸 が.' 日本書紀 通 


雩 "六に、 鹿 島本緣 曰、 阿須 波大明 神社 在-一 下 總國香 取 郡 r 是祭 = 大己 貴命兒 阿須 波 命， 也、 旅行 發篤之 H、 就 n 此 神- 而 

禱レ 今俗稱 一一 首途 T 曰 一 1 鹿 島 立 ー此緣 也」 と 見 ゆ、 但此神 を 大己貴 命兒と 有る は 非 也， 古事記に 阿須 波 神、 波 比岐祌 共に 

大年 祌娶， 一天 知， 流 美 豆 比賣， 生 子と 詳に 見えた る を、 大己貴 神の 御子 健 御名 方 神の 信濃國 の諷訪 社に 坐 を 以て 取 誤た 

る僻說 なり、 國々 に 阿須 波 神と 諷訪 神と 混れ たるが 多 かりと ぞ) 此說の 如く 竈神と 共に 祀られ 給へ るが、 炊爨の 事に 

就た る 御 功 は 此ニ柱 神に 御せば、 同じく 竈神と 稱 して 祭りけ む 事 著明し、 然れば こそ 式に は 祭 n 竈神 一と は 記させ 給へ 

る 物な り けれ、 (並 河 某が、 攝津 志に 河邊郡 阿須 波 祌祠、 在 二 米 谷 村 ー今稱 n 荒神， と 有る は， 佛 家に 竈神 を 荒神と 云よ 

り唱 僻た る 物なる べし、 然れど 阿須 波 神 を 籠 神と 云 ふ 一 證に備 ふべ くや) 阿須 波 神 を • 齋 郡に 祭らる &は 何の 用に 依 

ると 云 ふに、 また 儀式 式 共に 燒灰 一人 薪 採 四 人と 見え， 中 臣壽詞 に 物 部 乃 人 等 云々 灰 燒薪採 云々、 等大嘗 會乃齋 庭- S 

持齋波 利參來 a、 と 有れば 決く 御 薪の 神に 御 在り、 (記傳 十二 卷に、 足場の 意に やと 云れ たり、 然れ ども 阿須 波 神 名義 

未考 得すと • 本文に 注され たれば 翁の 本意に は 非るな り、 取べ からす、 年中行事 歌合に、 御 薪 百 敷の 百官の 御 薪に 民 

の 竈 處は賑 ひに けり」 と 有り 然れ ば此は 正月に 文武の 官 人の 進る 御 薪 を咏る なれば >  此 に預ら すと 雖も御 薪の 竈に 由 

有る 事を少 かいふの み) 波 比岐神 は燒灰 神と 云ふ證 ども は、 上に 引る 如くなる が 竈に 火 を 焚く 事の 就る 狀を云 ふ 名な 

り、 儀式に 十 一 月 上旬 始釀 -內院 御酒， 云， -、 次 各燒二 藥灰， 使 酒 司 酒 部 一 人 率 n 燒灰竝 夫 五 人 I 向- 1 ト食 山-祭-山 神-云々 

其 住， 山 一 宿 燒得藥 灰 一 斛訖、 和 御酒 (五斗 和， ー內院 白黒 二 酒， 五斗 和， 一大 多 米 院白黑 二 酒 f  J と 有る 此は 酒に 称する 藥 

灰に て 別 なれ ども、 灰燒の 職掌 を 知る に 足れ リ、 (式に も此事 有り- 上の 細 注に 引り) 然れば 阿須 波 神 は 竈に 焚く ベ 
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き 薪 を 掌 給 ひ、 波 比 岐神は 其 薪を燒 きて 物 を 煮る 事 を 掌 給 ふ 御.^ 坐す が、 大年祌 の 御子と 在す 事 も 少緣の 由緒に は 非 

ざり けリ、 (なほ 第二 詞 なる 御 年 神の 注 を 熟く 讀み 熟く 味 は t -、 云 知らす 奇 しく 妙なる 旨 趣 有る 事 思 ひ 得む かし、 儀 

式 叉 式に 祭 山 神と 有る も 唯に 山 祌耳を 祭らる- 1 に 非す、 此祌等 を も 含た る 也、 儀式に 十月 上旬 云々 祭， 一六 神， と 有て 竈 

鬥井、 山積、 意 加 美. 水神と 小 記せる を據 として 事の 本末 を 照し 應 せて 知る 可な り) 此五柱 神 を 大宮地 之靈と 齋祀給 

へ る は、 火食の 事に 就て 必然 物し 給 はで は 叶 ふま じき 道理な リ、 如何にと 云に 人の 世に 長 存る事 穀の資 生に 依る 事 云 

も更 なる が、 其 稻穀は 水 を 以て 浸し 火 を 以て 炊か ざれば t 餌と 爲る事 難き を、 稻穀は 水田に 作りて 外より 來る を、 井 

と 竈との 二つ は 其 居所に 就て 必 有に 非れば、 其 事 を 調べ 難 かり、 此を 以て 大宮 地に 齋祀 給へ る 神に は 有れ ど- 其 固有 

する 故 を 以て 皇神能 敷 坐 下 津磐根 云々 と は 申 給 ふなり、 (尙 上に 云る 事共 また 下なる 其詞の 下に 云る 說をも 合せ 讀 

て 其 義を味 ふべ し、 然れば 考說記 傳の說 二つ共に 依り 難し) 

スメ 力：、 ノ シキ マス • ンタ ッ ィ； ネ 二  ミヤ ひンラ フト シリ タテ  タカ マノ ク フニ  チギ タカ シリ テ  スメ  i マ/ ミコト /  ,.、 プ ノ ミ 

^：: 玉 神 能 敷 坐。 下 都 磐 根 雨。 宮柱太 知 立。 高天原 爾。 千木 高 知 4 皇御孫 命 乃。 瑞能御 

アラウ- ヲ  ッ 力へ マツ" テ  ァメノ  ... カゲ ヒノ  ：- カゲ ト  カク リマ シ テ  ョ モ\ クニ ヲ  ヤス クニ ト タ ヒラケ シロシ メス ガュヱ 二 スメ  £ マノ  -、 コトノ 

舍乎。 仕 奉 4 天 御蔭 日 御蔭 登。 隱坐 s。 四方 國乎。 安 國登平 久知食 故。 皇御孫 命 能。 

ゥヅノ ミテ グラ ヲ  タ 、へ コトヲ へマづ ラクト ノル， 

宇 豆 乃 幣帛 乎。 稱辭 竟奉久 登宣" 

皇神能 敷 坐 は、 地に 水火の. 資 有る 其 Q 處 にと 云 ふ 義なリ >  水の 井に 汲る- -は 地中に 水脉 有て 流通す るが 故な り、 火の 


薪 木に 燃る は 地上に 火氣 有て 依託く が 故な り、 然れば 此ニ物 は 固有して 土 著せる 資 なり、 此を 以て、 其 用 を 爲す所 を 

以 て 其 體を爲 給 ふ皇 神の 敷 坐す 地と は 云な り.' 居所 有と 雖も 水火の 用 乏しければ 此に 住む ベ か らす、 食餌 有と 雖も水 

火 を 以て 烹煮爲 さ ざれば 人 を 養 ふべ から ざれば なり、 古文の 神妙 此 一句に 在りて 其の 味ひ窮 無し、 (地に 依り 乾 地と 

云て 水 撒な き處 有り、 叉 水脈 有りと 雖も 鹹水な どに て 人の 用に 爲 難き 處 有り、 此は 人の 住 處と爲 ベから す、 此 水火の 用 

足の 地 を 得て 人此に 住べ し、 此詞 妙なら す や、 伹火は 物と 含まざる 物 無し、 祌代紀 に 火 神 を 斬 給へ る 血の 磐群樹 草に 

激越る 故に 草木 砂 石 も 自然に 火 を 含む 由傳 たる を 思べ し， 如 此く火 は 萬 物に 含有り と 雖も薪 木 を 得 ざれば 火の 德を成 

し 難し、 水 を 煮る に 非れば 火の 功を遂 難し 能 思 ふ 可く こそ) 此 水火の 用 足りて 人 此處に 生息 爲 可し、 大官地 之靈と k 

ふ 所以 は 如此く 成る を、 此祌 等の 主領き 坐る 地 有て、 其處 に大宮 造り 爲給 ひしょり 後 々都 を 連され たる 時々 も、 常例 

として 如此く 申させ 給 ふと 爲ば、 其 新 京の 地に 元より 鎭 坐す 神の 必御 在む に對 ひて 甚無禮 しき 事なら す や、 己が 心に 

は 神 名 式に 攝津國 西 成 郡 座 摩 神社 (名 神大、 月 、新 嘗) と 有る や、 仁德 天皇の 大宮 地に 齋祀ら せ 給 ふが、 都 を 他處に 

遷 された る 後 も 却て 其處に 遺^ ふ 物と こそ 所思 たれ、 熟く 事 實を思 ふ 可くな む、 (考說 記 傳の說 と は 反せり. 心 を 就 

けて 考 合すべし、 此座摩 神社め 舊地 昔の 渡邊 岸と 云 ふ！ i に 在て 形ば かり 遺れ り • 京なる 座 摩 巫 祭神 五 座 も、 御 川 水の 

祌と齋 がせ 給 ふに 合せて 思 ふに、， 難 波高 津宮の 御 溝水の 神と も 申べき 遽 なり、 上條 良材 說に難 波高 津宮の 舊地は 今の 

御城の 地此 なり、 松 永 貞德が 戴 恩 記に 云々 と 見えた るに て 知 可し と 云り、 此說に 依て 神 名 式なる 東 生 郡 生 國國魂 神社 

二 座竝名 祌大、 相 嘗新嘗 と 有る は 決く 下に 云 ふ 如く 生 鳥 足島祌 なる が 其 も此城 地に 固より 坐け るに 璺臣關 白の 此城を 
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築れ し 時、 此社も 座 摩 社 も 共に 佗 處に移 替られ たる 事 人の 知る 如くなる が、 戴 恩 記に 證 して 高津宫 の舊趾 なる 事彌必 

せり、 傻城內 と 座 摩 社 地と 僅の 隔 なれ ど、 西 成 郡 東 生 郡と 郡の 別れた る は， 御城の 邊 より 東南 を 係て は 東 生 郡、 西 

を 係て は 西 成 郡な りし 事 云 も 更なり、 仁德 天皇の 大宮 の舊趾 とて 內 安堂寺 町と 云邊 にある は、 眞 物に 非る を攝津 志の 

說に 依て 記傳 にも 然定 られ たる なれ ど 共に 誤な り) 然 れば此 は大宮 地の 地主の 祌には 非す して、 大宮 地の. 靈 物の 神に 

御 在り、 靈とは 御 恩 頼の 義 なり、 (考に 右の 祌等、 彼 座 摩の 地 を 本より 主領き 坐し 事此 文に て 知らる、 今， 京 を 建 給し 

時、 園神韓 神の 社 を宮內 省に 祭らる i 類な り、」 と 云れ たれ ど 其と は 異なり、 其 は 古事 談 五に、 園韓 神社 者本自 坐， 一大 

內 跡？ 而 遷都 之 時 造 宮之使 等、 可， 移， 一 他所， 云々、 于時 託宣 云猶坐 n 此處， 奉 帝窒， 仍坐 n 宫內省 內-と 有て、 今 京 

にての 事 なれば 別な り、 譬座摩 神 は仁德 天皇の 大宮の 地主に も 有れ、 其 は 難波宮 にての 事に こそ 似 著 はしから め. 佗 

所より 地主 神と 請して 祭る と 云 ふ 所謂 は 勿る 可き 害な り、 叉仁德 天皇の 舊 都の 地主なら むから に 其 後の 京に 祭 給 はむ 

に は、 大宮 地之靈 として 祭 給 ふま じく. 唯 其 御 守の 事に 就て こそ 稱給 はめ * 皇神能 敷 坐 云 々の詞 は何ぞ や) 敷 坐 は 其 

任 を 及ぼす の 謂な り、 萬 葉に 天皇 之 敷坐國 また 百 敷 乃 大宮處 と； ^"み、 常に も 屋敷と 云 ひ 物に 及ぼす 事に 布, 德 など 云 

志久此 なリ、 此を 知に 通 はして 宮注太 知な ど 云 ふに 似 たれ ど、 敷は此 より 向に 布し 及す の 意." 知 は 彼より 此に歸 り 順 

く 意に て 等から す、 (人の 家 を 卜る 處を 屋敷と 云 ふ も、 一已の 構 を 物す るな り、 大宮に 百 敷と 云 ふ は、 諸 官の舍 宅 を 

多く 構て 大きく 敷 生す 由な り、 冠 辭考の 說信ひ 難し、 天皇 之 敷 坐 國と云 ふ も 天下 を 我 有と 爲給 ひて、 悉く 統御し 給 ふ 

由な り、 知は歸 順べき 物 を 掌る 由に て， 當然の 義を云 なれば、 此の 敷と は大に 同じく 小異なる 所有り、 能く 味へ 見る 


べし， 萬 葉 六 卷に， 山 代 乃 鹿 背 山際 爾宮 柱" 太 敷 奉 高 知爲布 當乃宮 者と 有る は、 敷と 知との 差異 を 能く 別ちたり) 

然れば 井祌、 竈神の 水火 ニッの 御 恩 賴を布 及し 給 ひて 皇御孫 命 の 大宮敷 給 はむ 料 の 儲 を物爲 給ふ義 に て >  文意 甚 明け 

し- (此 にて 地主なら ぬ 由 を思定 むべ し、 地主なる まじき 由 を 知て 見^れば、 恐らく は此神 等の 御 功 德を悟 得る 事 有 

ざら むかし) 

下津磐 根爾宮 柱 太 知 立 は、 皇御孫 命の 敷 坐る 大宮處 なれ ど、 上に 云る 如き 子細 有る が 故に、 皇祌の 敷 坐す 下津磐 根に 

と 一一 m を 易て 申させ 給 ふなり、 (第二 詞に皇 神 等 能 依 左 志 奉牟、 奥 津御年 乎 云々、 八 束穗能 伊加 志 穂 雨、 皇祌等 能 依 左 

志 奉 者と 有る 如く、 百姓の 耕し 種る 事 を 如此く 云て、 其 事 を祌に 係た ると 同じ) 記傳十 (五十 九 丁) に大 殿祭詞 に、 

此乃敷 坐大宮 地、 底 津磐根 乃 極 美、 下津綱 根、 波府 虫能禍 無久、 高天原 波 青雲 乃 靄久極 美、 天 乃 血垂、 飛鳥 乃禍無 

久、 堀 堅 多 留柱云 力と 有る 如く、 凡て 上代に は祌宫 も 人の 舍宅も 伊勢神宮 などの 製の 如く、 地 を 掘て 立る 故に、 (今 

世に も賤が 家に は是 有り、 堀 立と 云 ふなり、 地上に 石 居 を 爲て柱 を 立る は 後せ の 事な り) 此稱辭 有るな り 1 石 根は殊 

更に 礎を爲 るに は 非す、 地底に 本より 有る 磐 根まで 深く 掘て 立る と云義 なり、 (於， 一高 天 原， 云. <<  は * 高き を 云と 對て 

見べ し) 其 は 柱の 立る が 堅く して 動 無き 由ぞ」 と 云れ たるが 如し、 

太 知 立 は、 太 敷 立と も廣知 立と も廣敷 立と も 諸 祝詞に 見え、 古事記に は 布 刀 斯理と 有て 共に 同じ、 (但此 に は 知と、 

敷と 通 はし 云れ ど、 少か 意味に 異 有る 事 上に 云る が 如くな り、 第二の 詞 l^ra 高 知の 下見 合べ し) 神代 紀に其 趙宮之 制 

者 柱 則 高 太 板則廣 厚と 有る 如く、 柱 は 家の 鎭 なる 故に、 下 津磐极 に 至る 迄に 太く 堅く 築 立る を 美 云 ふなり、 顯宗 IK 皇 
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御紀 なる、 窒壽 の御詞 にも、 築 立 柱 者、 此 家長 御 心之鎭 也と 詔 給へ る を 思 ふべ し， (上代に 舍屋を 造る に は、 先主と 

柱の 事 を 云し 事、 紀記 共に 伊邪那岐、 伊邪那美 二 柱 神の 天 之 御 柱 を 見立て， 八 尋殿を 作し 給し 事の 有 を 以て 知べ し， 

萬 葉 二に 眞木柱 太 心 者と、 大 にして 不動心 を譬 へ、 同 二十に 眞木柱 善て 造れる 殿の 如と 稱 たり、 尙大殿 祭詞の 注に 委 

しく 云 ふ を 待べ し) 鈴屋 大人 說 (記傳 十卷) に 此稱辭 を 唯 注の 上と 耳 心得れ ど然に 非す、 其 主の 其 宫を知 坐 を 云 ふな 

り、 (今 云、 此詞 にて は 皇御孫 命の、 大宮敷 坐す 事 を 云り) 寓葉ニ  (三十 五 丁) に、 水 穗之國 乎、 神 隨太敷 座而、 叉 

1 (二十  一 丁) に、 太 敷 爲京乎 置而、 叉 二  (二十 七 丁) に 飛鳥 之淨 之宫爾 祌隨、 太 布座而 など、 柱なら で 國を知 坐に 

云れば、 唯廣く 大きにと 云 稱辭也 • (宫柱 太 敷 坐と 續 きたる 坐 にても 1 主に 係れる 事なる を 知べ し) 太 知も廣 知と 云る 

が 如く 柱に 係て 云 ふに は 非す、 其宮の 主に 係れる 語なる を、 布 刀と 云が 柱に 緣有 るから 宮注 太と は 云 係て、 兼て 其宮 

を も 祝た る 物 也、 (布 刀 御幣 • 布 刀 詔戶、 太 占な ども 云へ り) 萬 葉 一 (十八 丁) に、 宮柱太 敷 坐 者、 叉 二  (二十 八丁) に 

宮柱太 布 座 御 在 香 乎 高 知 座而、 叉 六 (十四 丁) に、 眞木柱 太 高 敷而、 又 (四十 三 丁)、 宮注太 敷 奉 高 知爲布 當乃宫 者、 

叉廿 (五十 丁) に、 美 也 婆 之 良 布 刀 之 利 多 豆々 など 有り、」 と 云れ たり、 (今 は 甚く 文 を 省きて 引けり、 考說は 記傳に 

辨られ たる 如く 凡て 依 難し) 

高天原 爾は、 記傳十 (五十 九 丁) に、 深く と 云む とて、 下津磐 根爾と 云に 對て唯 高き 事 を 云 古語 也」 と說れ たる 如く、 

此 は唯大 虚空の 方に、 千木の 高く 聳 たる 事 を 云む 料 也 • 如 此く對 云 例 は 古事記に、 是我 所燒火 者、 於 >ー 高天原 者？ 祌 

産 m 日 御祖命 之、 登 陀流天 之新巢 之凝烟 之、 八 拳 垂摩ョ "燒擧 、地下 者 於 底 津石根 燒凝而 などの 如し， (大 殿祭詞 にも、 


此乃敷 坐大宮 地底 津磐根 乃 極 美 云-" <、 高天原 波 青雲 乃 露 久極美 云々 など 其餘 にも 有り、 然れば 下 津磐极 は 地下の 深き 

を 云 ひ、 高天原 は 大虚に 高く 顯るを iK ふ譬 のみに 取る にて 外に 意な し) 

千木 は聯 木の 義 なり、 古事記に 氷椽 とも 氷 木と も 作き たるが 合 木の 由に て 千木 氷 木と もに 異なる 事無し、 (新 古今 集 

に、 夜 や 寒き 衣 や 薄き 片谈の 行 逢の 間より 霜 や 置ら む」 と 有る、 此 を住吉 神の 御 歌と 爲るは 云 ふに も 足ね ど、 行 逢の 間 

と 詠る こそ 予が此 意 を 得た る說 也、， 故 試に 引つ、 下に 引る 和名 抄に波 延岐と 有る は 決く 此 なる を、 和名 抄の 頃に は 上 

古の 屋 造の 制變 けむ 故に、 椽 榇と榑 風と 別物の 如く 別て 傳 はれり し 也) 記俾十 (六十 二 丁) に、 和名 抄 古本に 搏風辨 

色 立 成 云 榑風板 比 宜楊氏 漢語 抄說 同と 有り、 (流布の 板 本に は、 比 宜と云 事無くて、 和名 如レ 字と 有り) 太 神宮 延曆儀 

式 帳に も 正殿 ー區 云， <<、 上 榑風肆 枚 (長 二 丈 八 尺、 弘 八寸、 厚 四寸) ，號コ 稱比木 一と 見え、 外宮 儀式 帳に も 比 疑 高 知と 

見えたり と 云れ たるが 如し、 (神武 天皇 御 紀に故 古語 稱之 曰、 於， 1 畝 火之擡 原-也、 太 i 立宮 IT 柱 於 底 磐 之 根- 峻ョ 峙榑 71 風 

於 高天原， 而始馭 天下 之 天皇と 見 ゆ) 倚 今 千木 は聯 木、 比 木 は 合 木に て 同義の 語 ぞと云 由 は 右の 儀式 帳に、 上 榑風四 

枚と 有る 長材を 二つに 組み合せて 草の 噪 無き 爲に屋 棟より 下し 垂て、 其 蒼た る 屋上 を 堅め 持せ たるな り、 (記 傳に上 

代の 屋 造に、 屋の 左右の 端に 有て 其 本 は 前後の 軒より して、 上りて 棟に て 行 合 ふ を、 組 違へ て 其 末 を 長く 上へ おした 

る 物にして、 其 棟より 上へ 高く 出た る 處を氷 木と も 千木と も 云な り、」 と 云れ たる は此 事な り) 屋 より 外に 其 半 を K 

ク リア ヒ  シラ セル 

せる は、 其權衡 に物爲 るな り、 此を 以て 千木の 高き は、 其 度に 屋の廣 きを譬 なり (今 俗に 輕重を 秤る 器 を 千木と は 云 

へり、 屋上の 千木より 假借 せる 名目な り) 考に 千木 は 垂木な おと 有る 說に 心留 りて、 此を 味る に顯宗 天皇 御紀 なる窒 
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賀の御 詞に取 置、 f: 撩此 家長 之 御 心之齋 也と 有る、 椽撩 正しく 此 なる 事 取 置る と 云 を 以て 知れたり、 (豐 受大祌 {S 貞 

和 御 lis 記に、 組 目上 謂， 一千 木, 組 目下 謂-. 榑 風-と 有る を、 右に 引る 和名 抄に 合せて 思 ふに 然も 有 可く 思えたり) 和名 抄に 

兼名苑 云、 椅 一名 橡 和名 太 流岐 漢語 鈔云、 波 閘岐と 有る 波 SE 岐は延 木に て、 比 木と 云に 同じき を 思 ふ 可く こそ、 (考 

^垂木の 多理を 約て 知と 云と 云れ たる を 始め， 凡ての 說依 難し， 且記傳 に 比 木 千木 共に 肱 木に て、 其 比 知の 下 を 省け 

ると、 上 を 省け るとの 差 耳 なれば、 本 一 つの 名なる 故に 通じ 云るな り 云々、 と iK れ たる 精說も 有れ ど 予は從 はす〉 

高 知 は 記 傳に此 も 唯 千木の 事 耳に 非す、 主の 其 宮を知 坐 を 云 ふ、 高 も 上の 太と 同じく 稱言 なり、 聖武 天皇 御紀、 卽位 

時の 詔に、 天下 乃 政 乎、 彌高能 彌廣爾 云々、 萬 葉 六 (十七 丁) に、 吾大 王 乃 神隨、 高所 知 流 云々、 又 (三十 二 丁) に 

自 神代、 芳野 宮爾蟻 通、 高所 知者 云々、 此歌 以て 意 得 可し、 (宮爾 と 云れば、 宮の 高き を 云に 非す、 天皇の 此宫を 高 知 

坐なる 事 明けし、 〇 今 云 高 は記傳 三， 高天原の 下に 云れ たる 如く、 虚空 を 高と. 云るな るが、 千木. の 虚空に 高く 著く 聳 

たる を 云な り、 此に高 知 坐の 意 を 兼た るに て、 高に 健く 厳なる 意 有て、 天皇の 大 御稜 威の 高く 畏く御 在す 事 を 自然 含 

めり) 倍 千木 は 棟 上へ 高く 上る 物なる 故に、 其 を 云 ひ 係て 兼て 其宫を も 祝た る 事、 萬 葉 一 (十九 丁) に、 芳野 川， 多 

藝津 河內爾 高殿 乎、 高 知 坐而、 叉 (二十 二 丁) に、 荒 妙 乃、 藤 原 我 宇 倍 爾食國 乎、 賣之^ 牟 登都宫 者、 高所 知 武等云 

^. 叉 六 (十三 丁) に、 和 期 大王 乃 高 知爲、 芳野 離宮 者、 又 (四十 四 丁) に、 吾 皇祌乃 命 乃 高所 知 布 當乃宮 者 云々、 

是 らも 皆 天皇に 係 奉りて 云る を 思へ、 (此宮 柱 云， „< 比 木 云， <<  と 云 ふ は、 甚々 上代より 定 れる宫 造の 稱辭 にして. 甚も 

雅 たる 詞 なり) と 有り、 


瑞能 御舍乎 仕 奉 S は、 9<皇 の 大宮を 作り 仕 奉るな り (大^«詞後釋云、 仕 奉と は 造 奉る を 云 ふ、 凡て 下なる 者の、 上の 

爲に する 事 をば 何 業 にても 仕 奉と 云 ふな リ、 今俗霄 に 仕 ると 云 ふ は 卽ち仕 奉る を 訛れる にて、 其 仕る も 物 を 透る 事 

にも 云 ふ、 此の 仕 奉 も 其に 同じ、 大被詞 に は 美 頭 乃 御舍仕 奉氐と 有る， 其 御舍の 下に、 爾と訓 附るは 僻事な り、 祈 年 

祭詞に は御舍 乎と 有る、 其 意な り、 大就詞 に は 乎 字 無ければ 乎と は訓 むべ からす、 乎 を 省て 云 ふ も 常な り) 瑞は、 鈴 

屋 大人の 說に、 物の 美 好き を 稱め云 ふ 語な りと」 云れ たるに 依りて 今 m 心 ふに、 物の 形象の 美 好き は 不足 所 無く リ滿 具た 

るに 依れ i ば、 釋紀 二十 三 (十三 丁) に、 瀰都瀰 都 志 は滿々 也 、言 充滿 也、」 と 有る 如くなら むか、 、美 頭と 美 都と 本 

同 言な り、 然るに 後世に 此を 分て る は 非な り、 然れど 唱へは 淸濁を 時習に 隨 べしと 雖も、 意 は 古義 を 求むべし) 然れ 

ば 瑞宮、 瑞 御殿、 瑞籬、 瑞穗國 など 云ふ瑞 は、 全 此滿， 字の 義 なり、 (瑞字 は、 祥瑞、 嘉瑞 など 熟する 字なる 故に、 物 

の 美 好き を 稱云ふ 事に 當れる 字な り、 記 傳に瑞 字の 意に 非す と 一 K れ たれ ど、 說 文に 瑞以玉 爲レ信 也な ど 有る 義を 一 途 

に 見られた るな めり) 是 以て 記傳 十三 (三 丁) に、 水 穗國の 水 は、 借 字に て滿々 然 なりと は 云 はれたり、 (但 本に は 

假 字書なる を、 今 は 其 意 を 得て 滿， 然と 改め 引り、 傻冠辭 考に美 都 美 都 志、 久米能 古 良賀、 と 云ふ發 語を說 きて、 若 

く 健なる 人 を 稱譽て 美 都. <  々志と は 云な りと 有れ ど、 大献詞 後釋に 辨られ たる 如く 美 都に 健なる 義 無し- 然れ ば此發 

語の 續け樣 を 思 ふに、 久米部 は道臣 命の 統 めて 率る 人 等なる が、 大 に屯聚 たる を稱 て- 滿. <  し久 米の 子等と 歌 はせ 給 

へる 物な り、 叉 冠 辭考水 垣の 條に、 瑞てふ 語 は 先 は 草木の 若く 美麗し く榮 ゆる を 云より 萬 物 を讃稱 て、 瑞云々 と は 云 

けらし、 萬 葉 十三に、 五十 榻枝丹 水 枝 指と；；^ み、 世に も 若木 を 水木 若枝 を瑞 枝な ど 云 ふ」 と 云れ たれば、 草木の 若く 
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美麗く しく 榮 ゆる を 云より 萬 物に 及ぼして 瑞 某と 云 ふに は 非ら す、 瑞は滿 にて 本より 萬 物に 亙る 形狀の 一一 目なる を、 木 

草の 上に も假 借て 云る 也、 但後 歌に 水 室の 岡の 云，" < と續 けたれば、 瑞に稚 き 意 有る 事 云れ たり、 岡 を稚の 意に 見て 如 

此は云 ふなり、) 御舍 は記傳 十四 (五十一 丁) に、 美 阿良 訶と訓 む、 記 玉垣 宮段 また 朝 倉 宮 段な どに も 天皇 之 御 舍と見 

え、 遷却 崇神詞 にも 皇御孫 之 尊 乃 天 御舍と 見え、 大殿祭 詞に皇 御 孫 之 命 乃、 天 之 御 騎止造 奉仕 禮流瑞 之 御殿 (古語 云，, 

阿良 可，) 古語 拾遺に、 瑞殿 (古語 美 S 能 美 阿良 可) 萬 葉 二  (廿 八丁) に、 御 在 香 乎 高 知坐而 など 有り (地の 枕詞に、 

阿良 訶泥 能と 云も舍 根な り、 地 は舍を 建る 根 なれば 也、 底 津石根 爾宮注 布 刀 斯理と 云 を 思べ し、 〇 今 云此は 久方 之 天 

に對 ひて、 散 根 之 地なる 可く は 其 は 神 典の 古傳に 天 地の 始 判る 時 は 混成る 物 也し が、 其 中より 淸輕 なる は 昇て 天と 爲 

り、 濁 重の 物 は 降て 地と 爲れる 有樣を 以て ぞ云ひ 初 つらむ、 漢籍 三五曆 記に、 古昔 天地 未ス R 云. <  淸輕者 上爲, 天、 濁 

重 者 下爲， 地、 盤 古在，, 其 中 T 祌，, 於 天 T 聖 n 於 地 T 萬 八千歳、 天極 高地 極 深 云々、 と 有る 如く、 天地 遠く 散けて 立た る 

趣 なれば. 天 は 地より 遠き に 位る を以 つて、 久方 之 天と 云 ひ、 地 は 天より 遠き に 散け 立た る 故に、 散 根 之 地と は 云 習 

はしたり けむと 思 はる) 叉 古語 拾遺 檯原 大宮 造の 處に、 仍令 T 天 富 命 (太 玉 命 之 孫) 率-一手 置 帆 食 彥狹知 二 神 之 孫， 以， 1 

齋斧齋 組 T 始 採- 1 山材， 搆 S 立 正殿.. 故 其裔今 在，， 紀伊國 名 草 郡 御木、 麁香 ニ鄕， (古語 正殿 謂，， 之麁 香，) 採， 材齋 部所， 居 

謂， 一之 御木， 造， 殿齋 部所, 居 謂 一一 之麁香 ー其證 也と 有り， (和名 抄に名 草 郡 荒賀鄕 有り、 御木 鄕と云 は 見えす) と 見えた 

る 如し. 名義 は 在所な りと 云 はれた る 宜し、 住家 正 家な どの 例な り、 (但今 一 說に、 在波訶 にても 有べ し. 何 處を波 

訶 など 云 ふ波訶 にて 其の 定 たる 處を云 ふと 有る は 迂遠な り) 偖 此迄は 御殿 を t お 仕 奉る 方より 申す 訶 なり、 (，？t- に 天 御 


藤、 日 御藤 登 隱坐氏 は、 其 御舍に 住せ 給 ふ 御上 を 申すな り 能く 文意 を 分別す ベ し) 

天 御蔭 日蔭 御蔭 止隱坐 e は、 萬 葉  一 (二十 一二 丁) 藤原宫 御井 歌に、 高 知 也 天 之 御蔭、 天 知 也 日 御影 乃、 水 許 曾 波 云々、 

と 有る と 同じく- 舍の用 は 雨 を 凌ぐ 藤、 日 を 覆 を 蔭と 云 ふ 事な り、 (考に 天 を 覆 ひ 日 を 覆 ふが 爲の屋 なる を， 文に 斯 

く 云 ひ 成せるな り、 と 云れ たる は 天 は 雨の 假 字なる 事 を 思 ひ 得られ ざり し說 なり、 叉 W 雲國造 祌壽詞 に、 伊都 幣能緖 

せ？、 天 乃 美 賀氣冠 利 天と 有る を， 後 釋 に此は 木綿 を 頭に 著る 事な り、 其 は 御殿の 事 を 天 御蔭、 日 御蔭 登隱 坐と 一 K る 如 

く、 签に覆 ふ 由に て 頭に 冠る 物 を も、 文に 斯は 云へ るな り、 日影 之 藤と 云 ふ も、 日光 を 覆 ひ隔る 由の 名な りと 云れ た 

りき) 推 古 天皇 御紀の 歌に、 夜須瀰 志斯、 和娥於 朋誉瀰 能、 訶句理 摩須、 阿 摩 能 椰蘇訶 礎と 有る は、 安見 爲し 吾大 君 

の隱 坐す、 天の 八十 藤に て、 天に 雨 を 兼た るが、 此は皇 大宮の 諸の 殿舍の 多き 事 を 云る 也.' (此 を釋紀 に、 我 君 在-一玉 

殿 一治 二 天下-と 云る は 宜し、 但椰 蘇訶礙 八十 垣 也、 謂-多重 一也、 私記 云 謂-上々 天-也、 或 云 八十 垣 也と 有る は、 思 束 

無き 解樣 也、 若 八十 超なら むに は 隱と云 ふ 事 何の 用ぞ や) 隱坐 s、 大政 詞後釋 に 云く、 隱 は加久 理と訓 可し、 古書に 

は 多く 然 云り、 (〇 今 云 右に 引る、 和 餓於朋 誉瀰能 訶句理 摩須と 有るな ど甚多 かり) 偖 隱とは 御殿の 藤に 覆 はれて.， 

其 內に座 坐す を 云へ り、 人に 見え じと 隱る， ^に は 非す、 (中 昔まで も、 雨に 依り 田 簑島を 今日 行け ど、 名に は隱 れ^ 物 

にぞ 有け る、」 我 門に、 千尋 有る 蔭を植 つれば、 夏 冬 誰か 匿ざる 可き」 など 云る、 皆 其 蔭に 覆 はる- - なり) 

四方 國乎 安國 登、 平久 知 食 故 は、 四方 國と云 ふ事漢 めきて 聞 ゆる 詞 なれ ども 然に 非す、 神武 天皇 御紀 に、 青山 四周と 

見え. (崇神 天皇 御紀 に、 群 卿 遣ニ于 四方 T 令レ 知-一 朕 意 T とも 活目 尊以二 夢辭ー 奏二于 天 子 ー曰自 登-一 御 窒山之 嶺-繩 一 F 四 
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^^-ー云.<、 弟是悉 臨-一四 方- 宜レ繼 = 朕 位-と 有り) 成務 天皇 御紀 に、 五 年 秋 九月 令， 一 諸 國？ 以！： 郡 立-一透 長 T 縣邑 置-一 稻 置- 

拉 賜- 1 栀矛？ 以爲， 麦、 則隔 -1 山河- 而 分- 1 國縣ハ 隨- -阡陌 -以定 -1 邑里 f 因 以東 西爲 M 日 縦 f 南北 爲 -1 日 横 f 山陽 曰， 1 影 面 f 山 

陰 曰，, 背 va, 云々 と 有る を 見れば、 當昔旣 く 四方 國の號 有け む 事 云 も 更なり、 然 らば 影 面 背面の 例に て 四面 國 なる 事 決 

し、 (同 御紀 前年の 下に、 其 國郡之 首長 是爲- 一中 Isi 之蕃屏 一也と 有る、 中 lEi の 號に對 て必有 可き 害な り、 古事記に 生， 一伊 

豫之ニ 名 島？ 此島身 一 而有 = 面 四？ 生， ー筑紫 島， 此島亦 身 一而 有，, 面 五， など 有る 面に て、 萬 葉 二に 天地 日月 與昔 滿將行 

神 之 御 面 跡と 咏る此 なり、 同 一 藤原宮 御井 歌に、 日 經乃大 御門、 日 緯乃大 御門 背 友之大 御門、 友乃大 御門と 詠た 

る、 背 友 影 友の 友は假 字に て、 面 字の 義 なり、 御門 祭 詞には 四方 能 御門と 有る を、 祌名 式に は 四面 門と 有り、 此らを 

以て 方 は 面の 義 なる を 思べ し) 然して 此は泛 く 天下 を 統御す 事 を 云， なり、 第 七 詞に皇 太 御 神 能 見 霽志坐 四方 國者、 天 

能 壁 立 極、 國能退 立 限 云々 と 有る を 思べ し、 (此詞 に 依て 見れば、 四方 國の 四方 は 東西南北と 際々 しく 配た るに は 非 

ォ ホラ 力  ォナ 

で、 唯泛く 公に 云へ るな り) 安國 登平久 知 食 故 は、 大威 詞後釋 に、 安國は 神武 天皇 御紀 に、 浦 安國と 有る と 等 じく， 

唯 安き 國と 心得ても 有 可 けれど、 (〇 今 云 一 條兼良 公の 纂疏 の御說 に、 浦 安 國を取 一一 四海 安寧 之義 一也と 有り、 安國と 

云 ふ 例 は 天 之 石鬥別 安國玉 主神と 云 ふ も 有り、 此安國 も國を 平安め 坐し 由 成べ し) 尙 聊か 異なるべし、 安見 爲給 ふ國 

と 云 ふ 事な リ、 安見 爲給 ふと は、 安見 爲し吾 天皇と 云る 此 なり、 (歷朝 詔詞解 二の 四十 丁に、 見 を 美 斯と云 ふ は， 知 

-ン ロシ  キク キコシ  トヨ ノア カリ- 1 シセス 

を 知爲、 聞 を 聞 爲と云 ふ 類の 格な り、 下の 志は爲 なり、 萬 葉 十九に、 國看之 勢 志え とも 豐 宴見爲 とも 有り) と 云れ き、 

ャ ス  シ ドロ  ム  フ ヤス 

倦 安と は彌爲 にて、 物事の 取締り 無く 脆なる を圜 め、 定るを 云 ふ 語な り、 又蕃 息の 意 を 兼た る 事 一 K も 更なり、 然れば 


シヅメ サダメ 

取 統て鬩 まり： える は、 其の 安寧の 義に 取て 安と は 云な りけ り、 斯在は 安國と は、 天皇の 天 下 を 鎮定 御 在す 事 を 云に ぞ 

有け る、 (說 文に 安靜 也、 从レ女 在 n.t 下， と 見え、 字書 どもに 徐也止 也 寧 也定也 危之對 也佚樂 也な ど 有る 字義 能く 此 

に 協へ り、 次に 云 ふ 言と 字と 能く 其 意 を 得た る は、 字義 を も 索むべし、 大に益 有る 事 多 かり) 平久 は、 多廣然 にて 大 

に舒 々として 物事に 障り 泥む 事 無 を 云な り、 (多 は 字音と 此の 言と 同義の 言に て 太き 意大 なる 意 を 兼たり、 此 首の 上 

タ. ジロ  タモト ホ  タト ホ  タフト  トリ 

に从 たる 語と も 多 退く 多 11 る， 大 遠み 多 太し など 皆 上なる 多 を 削ても 聞 ゆる 語なる は、 多 は 多 太の 義を爲 む 爲に會 意 

爲る なり) 知 食 故 は、 知 食 給 ふが 故にと なり、 故， 字に 其 御 恩 賴に賽 謝し 爲給ふ 心 見えたり， (今少し 手近く 云 はば、 

云々 の 所謂なる を以と 云が 如し、 立 返りて 上に 云る、 水火の 用 足りて 人 其 地に 住べ く、 叉蕃 息すべく" 又 事業 を 安く 

勉 むべき ことの 由 を 思 ふべ し) 知と は 我 任と 有る 事 を" 著明に 知り 明め 正し 行の 由な り、 心に 知る 耳なら す 目に も 耳 

ゥケィ 

にも 口に も 鼻に も較 て、 外より 來て 身に 感觸 する 事 を 云 也、 記俾七 (八丁) に 他物 を 身に 禀受れ 有つ 意な リと 有る は 

然る 一一 n なり、 (上に 知り は 彼より 此に歸 り 順く 意な りと 云る 如く、 彼 を 此に歸 り 順し むる は、 卽安國 登 平久知 食と 云 

ふ 物な り、 能く 思 ふべ し) 叉 (十七 丁) に大 殿祭詞 に、 所 知 食 • 古語 云 n 志 呂志女 須-と 有り、 (萬 葉 歌に は處々 に 之 

キカ シズス 

良志賣 之と も 有り、 志 良 志 を志呂 志と 云 は 所 聞 看 を 伎 許 志 米須と 云に 同じ) と 見 ゆ、 祟祌 天皇 御 紀に、 倭國 之物實 

(此云 望 能 志呂) と 有る 實、 叉 W 雲國造 神壽詞 (また 遣唐使 時 奉幣 詞) に、 禮 代と も禮 自利と も 有る 代 自利な どの 一一 目 

も其受 入る & 方より 云 ふ 語な りけ り、 (古事記に、 是後 生 五 柱 男子 者、 物實 因， 1 我物, 所, 成、 また 先 所 生 之 三 柱 女子 

者物實 因ニ汝 物, 所 成と 有る も、 互に 受 入る \ 方に 係て 宣 へれば 毛 能 志 呂と訓 べし、 寶 基本 記に、 富 物 代と 云 ふ 事 も 12- 
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ゆ、 今 商人の 代物と 云 も慣に 交て 人に 取らす る 由 なれば、 上の 息に 同じ かるべし" 城と 一 K ひ 苗代と 云 ふも受 入る 義を 

離れす) 食 は 記傳に 見すな り、 但 常に 使 一一 人 見 一 を 見す と 云と は異 て、 た 見 を 美 須と云 見 賜 を 美 志 賜と 云 ふ 一 の 古言 

なり、 (立 を 多々 須、 立 を 多多 志と 云 ふ 格な り) 例 は 萬 葉 一 (廿三 丁) に、 墙安 乃、 堤 上 爾在立 之、 見 之 賜 者 (見 給 

へばな り) 六 (三十 二 丁) に、 我 大王 之， 見 給 芳野宮 者、 十九 (三十 九 丁) に、 見 賜 明 米 多 麻 比、 叉 見 之 明 良牟流 

など 有り、 (此 外に も 多し、 今 本 は 古 一 百 を 知らで 訓を 誤れる 事 多し) 偖此見 之を賣 之と 通 はし 云る は、 萬 葉 二  (二十 

五 丁) に、 召 賜 良 之 神 岳 乃 山 之 黄葉^ 云々、 明日 毛 鴨 召赐萬 旨、 (此ら 見 之 給 ふに て、 召 は 皆假字 也) 十八 (二十 三 

丁) に、 余 思 努乃美 夜 乎 安里 我欲 比 賣須、 (見すな り 右に 引る 六卷の 歌に 合せて 知れ) 廿 (廿五 丁) に、 賣之多 麻 比 安 

伎 良 米 多 麻 比、 又 (六十  一 丁) に、 於 保 吉美能 賣之思 野邊爾 波、 (此ら 又 右の 六 卷の歌 を 合せて 曉る べし、 賣之思 は 見 

タモチ 

し i にて 下の 志 は 過去し 辭也) 斯 在れば 知 食の 食 も 本 は 物 を 見る 事なる を、 國を 治め 有 坐 事に 用るな り、 (〇 今 云 見 

之 も、 寶之 も、 物 を召聚 むる 意な リ、 目に 物 を 見る と 云 も、 向なる 物の 影 を 移し 聚 めて、 心に 容る なり、 此 故に 目に 

のみ 見る と は 云 はす、 心に 試し 見る を 心 見な ども 云り、 祌代紀 なる 下 照 娘の 歌に、 妹 盧豫嗣 爾豫嗣 豫利據 画と 詠る も 

見る 緣に 緣り來 令ね となり、 此 にて 見之賣 之の 同じき を曉 るべ し、 且 招き 召す 義 勿論な り) 萬 葉  一 (二十 二 丁). に、 

藤 原 我 宇 倍爾、 食 國乎賣 之赐牟 登、 二  (三十 四 丁〕 に、 吾大 王 乃 所 閜見爲 背 友乃國 之な ど 有に て彌 明けし、 r 君の 御 

國を 治め 有ち 坐 を も、 知と も、 食と も、 聞 看と も 申すな り、 此 君の 御國を 治め 有 坐 は、 物 を 見が 如く 聞が 如く 知が 如 

く 御身に 受入有 坐 を 云な り、 今せ に 飯を寶 志と 云 も 食物なる 故な り、 人 を 招 を 賫須と 云 ふ も 見す より W たるべ し) 


i  or  / ミ カム n/ タ， へ コトヲ へマヅ ルス メカ ミ *^ チ.^ J マへ- -广 マヲサ ク., 

御門 能 御巫 能 稱辭竟 奉 ci- 神 等 能前爾 白久。 

此は神 名 式に 神祇官 西院坐 御門 巫 祭 祌八座 (竝大 、月次 新嘗) 櫛 石 宽祌ー (四面 門 各 一 座)、 豐石 宽ー祌 (四面 門 各 一 座)、 

と 有る 社の 祈年祭 詞 なり、 (此 御社の 神 位の 事 は、 淸和 天皇 實錄 に貞觀 元年 四月 從四位 上を授 奉られたり、 借 四面 門 

各 一座と 有る は- 二 神 を 四面の 御門に 一座 づ. - 祭らる.^ 故に 凡て 八 座な り) 下に 大殿祭 御門 祭と 有る は、 四時 祭式に 

五 記 傳所引 六月 十二月 四面 御門 祭 云々、 右 四面 祭 御門 巫行レ 事と 見え たれば、 各 其 御門に て 行る， -を、 (其 由 其 詞の下 

に 云り、 考云令 集 解に 巫 御門 一 口と 云れば、 一 口して 四方の 御門に 仕 奉るな りと 云れ たり、 今 思 ふに 各 一口と 有る 各 

字を脫 せる か、) 此は 神祇官に て 行る & なるべし、 同 式に 御巫 以下 諸祭竝 於-一 神祇官 齋院 -祭レ 之と 有る にて 知べ し、 

(西 院と齋 院と意 は 別 なれ ど、 同音なる 故に 通 はして 書り) 此祌を 祭らる- -事、 古語 拾遺 祌武 天皇 段に、 爱仰 n 從 皇天 二 

祖之 詔， 建 n 樹祌 籠-云々、 摘 磐間戶 神、 豐磐問 戸神 (已上 今 御門 巫 所 奉齋) と 有れば、. 其 御代に 權輿 つる 事の 如く 思 

ゆれ ども、 同書に 殿 祭鬥祭 者、 元 太 玉 命 供奉 之 儀、 齋部氏 之 所レ職 也と 有れば、 平 田 翁の 說れ たる 如く 天 照 太 御 神の 

新宮供 奉られし 時 を 置て ィ£ か 有む、 (同書 石屋 戶 段に、 令 大手 力 雄 神 引 TI 啓 其 扉- 遷 JT 坐 新 殿 T 則 天兒屋 命， 太 玉 命以- 一 

日 御 綱， 廻 Tf 懸其 殿？ 令，， ， 大宮賣 神 侍-一 於 御前 r 令，， ー豐 磐 間 戶命櫛 磐 閒戶命 二 神 守 「一衛 殿 門-と 有る 此 なり、 天 手 力 雄祌此 

寺の 御 功に 衣て、 天 石鬥別 神と 御名に 食 坐り、 但此を 拾遺に 太 玉 命 子 也と 有る は 誤な り) 然る を 太 玉 命 皇御孫 命の 供 

奉に て 天降り 給 ひ、 高 千穗宮 にて 殿 祭 門 祭に 仕 奉らし しが、 其 頃 定まれる 御社 は 無くして、 皇天 二 祖の詔 命の 隨に唯 
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に 祌籬を 建樹て 四方 御門に 對て祭 給 ふ 耳な りし を、 社 を 建て 巫 を 定て祭 給 ふ 事 は、 神武 天皇 御世に 成就り けむ、 然ら 

ば此御 時に 定給 へるな む、 御門 巫 祭神の 發起 なりけ る、 (祌名 式に、 丹 波 國多紀 郡 櫛 石宽祌 社、 拉名 祌大と 有る は， 

此祌 等な り、 記 傅に 神代に 天 降し 賜へ る御體 は、 正しく 此社 などに ゃ齋 祭りけ むと 云れ たり) 倦 此神は 古事記に 天 石 

戶別 神、 亦 名 謂 櫛 石 宽祌、 亦 名 謂豐石 宽祌、 此神者 御門 之 神 也と 有て、 櫛-あ 豐石 意と 申す 御名 は 皇御孫 命の 大 御門 

を 守衛 奉り 給 ひ、 又庶 人の 門 を も 守 衞給ふ 故 を 以て 稱 申す 御名な り、 (若て 其 元 を 云 ふ 時 は、 天 石 戶別神 二 柱と 坐す 

を、 古事記の 趣に て は 亦 名な り、 式の 如き は 一 柱づ， -別祌 なり、 已 にも 云る 如く 神の 亦 名と 云 ふ 物よ • 其 元は 1 柱 神 

なる が 其 御 功德に 依て 亦 名 は 負 坐る が、 亦 名に 依る 可き 御 功 德を持 別 坐て、 又 一 柱の 別 神と 坐り、 凡人の 別名の 如く 

心得ら む を、 鬼神の 情 狀を得 知ぬ 人 也け り) 如此く 御門 之 神 也と して、 皇大宮 の 御門 神なる 如く 記され たれ ど、 此は 

何事 も 皇御孫 命の 知 食す 此 天地 問に 在 ゆる 事業 は、 悉く 皇御孫 命に 係て 申す 古例に 依れる 物な り、 (第 一 詞第 四詞な 

どに 云る 事共 を 能く 讀み味 ふべ し) 名義、 櫛 も豐も 唯に 稱 名と 見て 事 も 無き に 似たり と雖 も、 斯ては 一 柱の 天 石 戸別 

祌をニ 柱に 稱 別て 齋祀給 ふ 所 1^1^ 無し、 其 二 柱に 稱 別た る本緣 を何處 まで も 探索ぬ 可き なり (景行 天皇の 皇 語に 大倭國 

者 以，, 行事， 食, 名國 也と 有 を 思 奉べ し) 故 思 ふに 櫛と 豐とは 出入の 謂なら むか、 故 云 ふ 故 は 下なる 御門 祭詞 に、 櫛 磐 

躧豐磐 牖命登 御名 乎 申 事 波 云， -、 自上往 波 上 乎 護 利、 自下往 波 下 乎 護 利、 待 防 掃 却、 言排坐 氏、 朝 波 開門 夕 波 w 門 氏， 

參入罷 W 人名 乎 問 所 知 志 一 K,_<、 と 有る 文意 を碎て 知られたり、 若然 らば^ 豐に 如何にして か ffi 入の 意 有る と 云 ふに， 

櫛 は 奇異な どの 語に 同じく、 不 念して 來る物 を 功に も德 にも 較て云 ふ 事な り、 然 らば 來爲 にて は 有らむ か、 然 れば榔 


は 入 來る義 なる 事 云 も 更なり、 (奇異と 云 も 思 儲ぬ 靈 妙なる 事の 从ふを 云 ひ、 薬と 云 も 他より 身に 受入 るが、 其 功 を 

奏る事 奇異なる に 依て、 醫 を久須 志と 一 K ひ藥 を久須 利と は 云な り、 京都の 方言に 人の 來る 事を久 志と も久須 とも 云る 

は此義 なり、 1 卷 第三 詞の 下に 幸魂奇 魂の 辨 有り 見合べ し) 豐は 動に て ffi 行く 義 なり、 (櫛に 入 來る義 有る 對 なり) 

傣此豐 の 一一 一一 E 起 は、 元來地 動に W たる 語な りし を • 其 地 動に 依て 宇宙の 萬 有生發 化育す る 事に て、 此 より 上に 美 好き 事 

無く、 此 より 外に 偉 慶き事 無ければ、 物の 稱 名に 豐とは 云へ ど、 字書に 豐は大 也と 有る 如く、 片端の 語に 非す、 生發 

化育の 義を 取れり、 (此に 深く 按得 たる 事 有て 古 始太元 考豐雲 野 神の 下に 委しく 云り き) 若て 櫛豐は 出入の 義な るが、 

石間鬥 は石戶 別の 別 を 減き 眞を 加た るな り、 記 傳に間 は眞の 意、 石 は其眞 門の 堅固き 由な りと 云れ たり、 (天 之 石 位 

などの 石此に 同じく 堅固き 由 也、 伹日 神の 隱 坐し 石屋 戸の 石 は、 堅固き を稱云 ふなら す眞の 磐石なる なり、 天 石 戸別 

神と 申す は、 手 力 强壯き 神に 在して、 其 石屋 戶を 開き 給 ひし 故に 御名に 然負 坐る を、 御門 之 神と 坐して は 其戶を 堅固 

き 由 を 以て、 櫛 磐 間 鬥祌、 豐磐間 鬥祌と 別に 御名 は 負 坐る にぞ 有け る、 其 を 唯に 亦 名 を 見む は 上に も 云る 如く 甚拙 

し) 鈴屋 大人 說 (記 傳 十五) に、 右の 御 天降の 時に 天降し 賜へ りし 御 靈實は 他所に 遷し 祭り 給 ひて、 後に 神祇官なる 

は其圖 象なる べしと 云れ たるに 本 着て 思 ふに、 崇神 天皇の 御代な ど は然は 物爲給 ひけむ、 (天 照 太 御 神 倭大國 魂祌を 

他に ffi し 奉 給 ひ、 此 御代に 天社國 社の 數を蕃 息して 齋祀ら せ 給へば、 記 傳の說 の 動く まじく 偺る \ なり、 尙第六 生 島 

神詞の 下に 云べ し) 然 らば 丹 波 國多紀 郡なる や、 御 紀に丹 波 道主 命 遣，， 丹 波國， と 有れば、 託て 遷し祀 給へ りけ む、 (此 

も 上に 引る 記 傳の說 に據れ るな り) 叉 思 ふに 古語 拾遺に 愛 仰 從 皇天 ニ祖之 詔， 建 n 樹神 籬， 所謂 高皇産 靈祌、 皇産 霊.， 
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魂留 産靈、 生 產靈、 足 產靈、 大宮賣 神、. 事 代 主神、 御 膳 神 (已上 今 御巫 所， 奉」 黹也) 櫛 磐間戶 神、 璺磐 間戶祌 (已 

上 今 御門 巫 所 奉齋) 生 島 (是大 八洲 之靈、 今生 島 巫 所レ奉 レ齋) 坐 摩 (是大 宮地之 靈今坐 摩 巫所レ 奉し i 也) と 有る は、 

已 にも 云る 如く 神祇官 西院坐 御巫 等 祭神、 一 一十三 座の 權 輿なる が、. 天降 坐し 時の 御靈實 に拘ら す、 神代 紀に 見えた る 

皇祖 天神の 詔 命に、 叉 勅 曰 吾 則 起 IT 樹 天津 祌藤及 天津 磐 境， 當 n 爲我孫 奉, JI 矣汝 天兒屋 命、 天 太 玉 命 一 ー祌宜 持， 一天 津祌 

籬？ 降，： 於 葦原 中國 f 亦爲， 1 吾 孫 一 奉齋焉 と、 令 給へ る 御 詔 命 有る に 因 准て、 祌籬磐 境の 事 を物爲 給へ りけ む 事、 仰 從 

皇天 ニ祖 詔， と 有る にて 知るべし、 此 事に 依れり と 通えて 伯 家 部類に、 御巫 祭神 八 座の 御 靈實の 事 を、 各 一座に 榊 葉 

八 枚を充 るな ど、 祌籬の 古義 は良廢 たるに 似 たれ ども、 尙其餘 風 は 形 計り 遺れ るな り、 (此事 一 卷 なる 第三 詞の 下に 

云り 考合 べし) 然れ ば此に 例して 御門 生 島 座 摩 共に、 神 籠 を 以て 御 靈實と 爲る事 を 知べ し- (萬 葉に、 庭 中の 阿須 波. 

神に 小柴 刺し、 我は齋 はむ 歸り來 迄に、」 と 有に 照して 知べ し、 是 以て 見れば 御巫 等 祭神 二十 三 座 は、 神 簾 を 以て 祭る 

故 實と見 ゆ、 今 世に も 正月に は 門松と 云 ふ 物 を 立つ. 此 御門 祌を 祭られし 當 昔の 遺制な り) 偖 御門 祌を 祭らる &に、 

此齋院 ，に 於て 物爲 らる& 祈年祭.， 六月 十二月の 月次 祭 新嘗祭 は， 彼 祌籍を 御靈實 なる にて、 祌武 天皇の 御世に 始り、 

(但神 名 式 四面 門 各 一 座と 有る に 依て 思べば、 四方の 御門に 祭られた る 如く なれ ど、 同 祌に御 在す 故に 本 二つなる が 

1 つに 合る 物なる べし) 六月 十二月 四面 御門 祭と 有る や， 往古に H へより 降し 賜へ る 御靈實 なりけ む、 故に 古事記に 此 

者 御門 之 神 也と は 記されたり、 (御門 之 神 也と 有る と、 御門 巫 祭神と 有る と、 常にして は 3 事 なれ ども 此は上 件の 故 

有れば、 介 を 分て 見る や 精し からむ、 其 は 此詞に は 御門 御 1^ 能 稱辭竟 奉 皇神等 能前爾 白久、 櫛 磐間鬥 命、 豐磐間 門 


命、 登 御名 者 白&、 稱辭竟 奉 者と 有る を、 下なる 御門 祭詞に は、 櫛 磐 隨. 豊磐牖 命 登 御名 乎 申 事 波 云々 と、 差別 を 際 

やかに 物せ り、 心を附 くべ し) 斯 在る を 崇神 天皇の. 御代に、 其圖 象を擬 作て 眞の物 は、 丹 波國に 移し 齋 はれけ む 故に、 

其 神 籬を圖 象と 一 つに 成け る 故に、 共に 御 ほ 巫の 祭る 事と 成に しか は、 打 混れ たるが 如く 成れ ど然に 非す、 彼 祈 年、 

月次、 新嘗 等の 祭 は、 御門 巫 此に預 り、 六月 十二月 四面 御門 祭 は 御門 巫 此を行 ふと 雖も、 祝詞 式の 首に 記された る 如 

く、 凡 祭祀 祝詞 者 御殿 御門 等 祭、 齋部 氏此が 長た る を 思 ふべ し、 (祈 年、 月 tr 新嘗の 祝詞 は 同祌を 祭ながら、 齋部 

氏 此に預 る 事な く、 以外の 諸 祭と 共に 中臣氏 祝詞す る を 以て 此 差異 を 知べ し • 上に も 引る 如く 古語 拾遺に 殿 祭 門 祭 

者、 元 太 玉 命 供奉 之 儀と 有る を、 天降 坐し. - より 三 御代 を經て 後、 神武 天皇の 御 骨に 常り て 其 事 を始て 物爲給 ひしと 

爲ば、 御供に 仕 奉て 天降 給へ る、 天 太 玉 命の 職業 亡せ て、 祌武 天皇の 更に 起させ 給 ふ 物と 爲 むか、 然れ ども 然は 云れ 

ぬ 事 有り、 同鑌の 文に 齋部氏 之 所, 職 也と 有る を 何に とか 爲む、 且 同書に 天 富 命 率 一一 諸齋 部， 云， „r 殿 祭 祝詞 次 祭 二宮 門 一 

と 有る は 其 所 職 を傳へ 給へ るに 非す や、 心 を 平にして 思 ふべ くこ そ - 

櫛 li 間 門 命舰： 一 磐 間 門 4 叩 登 • 御.^ 者 白 s。 稱辭竟 奉 者。 

此祌の 事 上に 云り、 古事記に 天お 門 別 神、 亦 名 謂， 1 櫛石宽 神？ 亦 名 謂，， 豐 石宽祌 f 此祌者 御門 之 神 也と 有て、 其 天石戶 

別 神 は 手 力 男 神と 同 神に 御 在る が、 此祌の 石 戸破る 手 力 坐て、 天 石 戶を開 給 ひ 御門 之 神と 成 坐る 本 緣を說 く 可し、 (凡 

て祌 等の 御 功德を 成就し 給 ふ樣を 推量り 想像 奉る に、 突然と 其 事 を 成し 坐る に は 非す、 各其祖 神より 次々 受保 坐る 御 
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功德 坐す を 事 W 來て其 事に 功し み 勞き給 ひて、 其 を卽其 神に 1K 皇祖 神の 禀賦 給へ る 大成の 御功德 とし、 其 事の 有形に 

隨 ひて、 其を卽 神の 御名に は 食 坐るな り) 高皇 產靈、 祌皇產 靈祌の 御子、 角 凝 魂 命、 (祌名 式に， w 雲 國神門 郡 神 魂の 

一 I, 字 イチ シ 

子 角 凝 神社、 姓氏 錄に、 稅部祌 魂 命 子 一 角 凝， 一魂 命 之 後 也」 と 有り、 平 田 大人 は 一 K 底 立命の 亦の 名と 定められ たれ ど、 

此く 決く 字 麻 志 阿 斯訶備 比 古 遲祌と 見定めた る 由 有りて • 同錄 に、 雄 儀 連 角 凝 命 十五 世 孫、 乎 儀 連 之 後 也、 また 鳥 取 

部 連 角 凝 魂 命 十三 世 孫 天 湯 河 桁 命 之 後 也、 また 委文 連 角 凝 魂 命 男、 佐 布 魂 命 之 後 也、 また 竹 原 同上、 また 額 田 部宿禰 

同 神 男、 五十 狹經魂 命 之 後 也、 また 委」 乂宿禰 角 凝 魂 命 之 後 也、 また 美 努連同 神 三世 孫、 天 湯 川 田 奈命之 後 也- また 鳥 

取 同 神 三世 孫、 天 湯 河 析命之 後 也、 また 鳥 取 角 凝 命 三世 孫、 天 湯 河 桁 命 之 後 也と 有り、 但此は 唯 祌魂命 子と 云 ふ 事 を 

心に 留め置くべし、) 矛.： に 天底 立命 (上なる 角 凝 魂 命の 祌魂 神の 御子なる 上 は、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 命なる 事 勿論 

六世ィ 

なれば、 天底 立 神 は 天 之 常 立 神に 御 在せば、 其の 次に 立る 事豈强 ことならめ や も、 姓氏 錄に、 伊勢 朝臣 天底 立命 孫、 

fK 日 別命 之 後 也と 見え、 豐受 大神宮 繃宜 補任 次第に、 天 牟羅雲 命 云々、 天 曾 己 多智命 子、 天 嗣杵命 子、 天 鈴 梓 命 子， 

天 御雲 命 子 也と 見 ゆ、 但天嗣 梓 命の 下の 天 鈴 件 命 は、 度會氏 系圖に 依りて 平 田 翁の 補 はれた るに 依れり、 但 此の 書の 

事 少か論 有りて 隨 難し、 た 天 村 雲 命の W 自のー K 底 立 神に 係れる 由緒 を心留 むべ し，) fs- に 伊佐布 魂 命 (此は 決く 伊 

邪 那岐命 を、 委文 連 竹 原 額 田 部 宿 画の 家に^ へたる 御名な リ、 角 凝 魂 命の 男と 有れ ど、 男 は 子の 意に 記された るに 

て 子孫と 云む が 如し、 r 但 天底 立命 も 其 次に こそ 立 給 へれ、 角 凝 魂 命の 御子と 申す にも 非れば、 伊邪那岐 命 も 其 次に 立 

給へ る 由 以て 男と 云 ふ も 僻事なら す、 下に 引る 姓氏 錄に額 田 部 宿 顧. 明日 名門 命 三世 孫、 天 村 雲 命 之 後 也と 有 を E 心 ふ 


べし) 次に 安 牟須比 命 (亦 云 移 受牟須 比 命) 亦 名 は 振 魂 命 (此は 平 田 翁の 考の 如く、 火産靈 神の 御 魂の 1K 上に 上ら 

して" 津速產 靈祌と 申す 此 なり >  安 も 移 受も津 速の 津と相 近き 語なる を 思べ し、 姓氏 錄に門 部 連 牟須比 命、 兒 安牟須 

比 命 之 後 也、 また 浮 穴 直、 移 受牟受 比 命 之 後 也と 有り、 續後紀 承 和 元年 五月の 下に、 伊豫 國人浮 穴 直、 千繼等 賜， 一春 

江 宿禰， 千 繼之先 者 大久米 命 之 後 也と 見 ゆ、 大伴 氏の W 自の此 に 用 有る 事 を 心得 置べ し， 祌名 式に、 伊豫 國 伊豫 郡 伊 

豫 神社、 名 祌大と 有る、 此 神社の 事に 就て 得た る說 有れ ども 此に は盡 難し、 振 魂 命 は 姓氏 錄に掃 守 連 振 魂 命 四 I 孫、 

天 忍 人命 之 後 也、 また 掃 守 同上、 また 掃 守 連 掃 守宿禰 共に 同上 掃 守 宿 "纖、 守 部 連 振 魂 命 之 後 也、 何れも 天神 部なる を 

思べ し" 然る を同錄 地祇 部に、 八 太 选和多 罪、 豐玉豫 命 兄 布 留多摩 乃 命 之 後 也と 有る， 布 留多摩 乃 命と 振 魂 命 を 混同 

せられた る 平 田 翁說. は 信 難し、 若 振 魂 命 其說の 如く 豐玉彥 命の 子なら むに も、 其 四 f 孫に 天 忍 人命 有る は 如何 也、 其 

上 天 祌 部と 地祇 部と 其 際 やかに 分られた る を 何とか 爲む) 、に 天雷 祌 (此は 火產靈 神の 御 骸に成 坐る 雷神の 事と 通え 

たり、 然 らば 火産靈 神の 御霊に 成れる 萍 速產靈 神に. ftr へし. 姓氏 錄に佐 伯 造 天雷 祌孫、 天 押 人命 之 後 也と 有る と 上に 

引る 报魂命 四 世 孫 天 忍 人命と 有る fl, 、を 思 ふべ し >  且其御 末なる 天 村 雲 命に、 鳴 雷神と 申す 亦 名 有る を 3^ ふべ し) 次 

に 天 手 力 男 神、 古事記に 天 照 太 御： tran 天 石屋 戶， 而刺許 母 理坐也 云々、 天 手 力 男 祌隱； T 立 戶掖， 而 云々、 天 照 太 御祌稍 

自レ戶 》 而臨坐 之 時、 其 所， ー隱 立， 之： 大手 力 男 神 取，， 其 御手， 引 ffi と 見え- 祌代紀 (古語 拾 遣 共) に 天 手 力 雄祌侍 M 磐戶 側， 

引 レ之開 者 云々 と 見 ゆ、 此 にて 此祌の 名義 類れ たり、 (祌名 式に、 伊豆 國田方 郡に 引手 力 命 神社 有る は此祌 なるべし、 

寓葉 三に 石 戶破手 力 毛 欲得、 など 有る 乎 力の 手 は 多 字 太字の 義 にて、 手 力の 優 坐す 由 也， 神社 考に天 手 力 男 神以， 一 其 
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所レ取 石戶- 抛レ空 矣此卽 落而成 i 山焉、 信 濃國戶 隱山是 也と 有る は、 社傳を 取られた るなる べし、 偖 雷神の 御子に 此神 

を 配て 相 叶 ふ 由 は、 祌功 皇后 御紀に 爱定， 一 祌田， 而佃， 之 時 引-; 懂 河水-欲 レ潤ニ 神 田-堀 レ溝 及- 1 迹驚岡 T 大磐 塞レ之 不レ得 

レ穿，溝皇后云々令，禱11祈祌祇-而求レ通^溝則當時雷.電霹靂蹴^1裂其磐^ 令， 通 レ水故 時人 號 -1 其 溝 T 曰-一 裂 田 溝， 也と 見え、 

神代 紀に裂 雷 有り、 文德 天皇 實錄に 山城 國堀雷 氷 都 久雷湯 豆 波 和 氣祌と 有る 氷 都 久は堅 氷 を、 衝 穿つ の義、 湯 豆 波 和 

氣は 湯津磐 別にて 天石戶 別と 申す 御名に 同じ、 神 名 式に 大和 國高市 郡に 氣吹 曾 響 雷 吉野大 阈栖御 魂 神社 二 座 >  拉名神 

大、 月.f^、新嘗と有るも同神に や、 信濃國 なる 戶隱山 神 を 九 頭龍權 現と 云て、 龍の 住る 由 は 取に 足ね ど、 南紀 名勝 圖會 

に 九 頭 明 神と 云 ふ を、 三 四 所 出して 祭神 手 力 雄 命 也と 云 ふ、 社傳を 記せる も 大國栖 御 魂 神と 云に 合せて、 由無きに 非 

す、 姓氏 錄に爪 ェ連神 魂 命 男、 多 久豆玉 命 之 後 也と 有る は、 手 力 男 祌同祌 なるべし、 祌名 式に 對馬國 上縣郡 天神 多久 

頭 麻 神社 下縣郡 多久頭 神社と 有る は此 なり、 尙委く 云 ま 欲き 事 多 かれ ど 古始太 元考に 云む とす) 亦 名 を 天 石戶^ 祌と 

申す、 此は石 戸破る 乎 力 坐て 其 功 を 成し 給 へれば なり、 (亦 天 石 鬥別安 國玉主 IK 神と も 申す、 斯在は 天 若 日子が 父な 

る 天津 國玉祌 決く 此 なり、 古始 太元考 に詳說 有り、 傅 姓氏 錄に多 米 連 神 魂 命 兒天石 都 倭 居 命 之 後 也と 見え、 古語 拾 遣 

には璺 磐間戶 命、 櫛 磐 間 戶命拉 太 玉 命 之 子^と 有れ ど 共に 誤な り、 よく 此 上下の 、序 を考 合すべき 物 也) 亦 名 を 明日 

名門 命と 申す、 天 石 戶を開 給 ひし 御 功に 依れる 御名な り、 (姓氏 錄に額 田 部 宿禰、 明日 名門 命 三世 孫、 天 村 雲 命 之 後 

也と 見え- 額 田 部 環 玉 額 田 部な ど 二 氏の 祖を 此祌に 係た るに て灼 し、 上に 引る 同 錄に額 田 部 宿 禰角凝 魂 命 男、 五. f 狹 

經魂命 之 後 也と 有る を も 思 合すべし) 亦 名 は 阿 居 太 都 命と 申す、 此は 古語 拾遺に 令，， ー豐 磐間戶 命、 櫛 磐 問 戶命守 JT 衞殿 


門， と 見え、 此詞に 朝 者 御門 開 奉、 夕 者 御門 ra 奉 云々 と 有る 如きの 御名に 依れる 御名 也、 (御門 祭 詞には 朝 波 開 レ門夕 波 

レ鬥 云々 と 有り、 此と 同事 也、 姓氏 錄に縣 犬 養 宿 禰祌魂 命 八 世 孫、 阿 居 太 都 命 之 後 也、 また 大椋置 始連縣 犬 養 同祖 阿 
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居 太 都 命 之 後 也と 有り、 尙 下なる 天 押 日 命の 下に 云 を 待べ し) 若て 此祌の 御子 數 多に 御 在る が 其宗々 しき 支族 二 銃に 

分れたり、 一 は 天 押 日 命、 (亦 云 天 忍 人命) 大 伴宿禰 等の ffi 自と爲 りて 宮 門の 開 闔を 掌り、 來目部 を 率て 仕 奉れる 也、 

(上に 引る 姓氏 錄に大 雷神 孫と 有る も 报魂雷 命 四せ 孫と 有る も、 世數 奇異なる 迄に 甚 能く 合へ り) 一は 天 村 雲 命、 (亦 

名 天 二 登 命、 亦 名 後 小 橋 命、 亦 名 鳴 雷神、 亦 名 天 御雲 命) 沘は 伊勢 朝臣 度會 神主 等の W 自と 成りて、 度 相宮に 奉仕す 

る 事と 成れり、 此 神の 子 天波與 命、 * み波與 命の 子 天日 別命と 連綿せ り、 (上に 引る 姓氏 錄に、 伊勢 朝臣 天底 立命 「六 世」 

孫、 iK 日 別命 之 後 也と 有 を 思 合すべし、 倭姬 命^ 記に、 天 手 力 男 命 を 御 戶開之 神と 記せる 幽契 を考 へて よ) 如 此くニ 

統に 分れた る 伊勢 朝臣の 1 流 を 除て、 此に用 有る 其の 開闔の 事に 用 有る 天柙 人命、 (亦 云 天 忍 日 命) の 御 銃の 事 を 云 

ふべ し、 其 は 古語 拾 遣 神武 天皇 御卽 位の 事 を 記せる 所に * 日臣命 帥，, 來目 部， 衞 JT 護 宮門ー 掌 n 其 開 闔-と 有る 日臣命 は、 

舊事紀 なる 此 同文に 道臣 命と 有て、 此は 天 忍 日 命の 子 天！！： 久米命 (亦 云 天總津 大來目 命) の 子な り、 (神代 紀 また 古 

語 拾遺 に 大伴連 遠祖 天 忍 日 命、 帥， 1 來目部 遠祖 天總 津大來 目， と 有る は、 天 律 久米命 は 天上に て 巳に 生 坐し 御子なる を 

帥て、 天降り 給へ るな り、 此を 以て 古事記に 天 忍 日 命、 天 律 久米命 二人 取 負： 大之： ゎ靱； 取 TT 佩 頭椎之 大刀 f l^JT 持 天 

之波士 弓； 乎 狹天之 眞鹿兒 矢 f 立-一 御前 r 而仕 奉と は 記されたり、 然れ ども； 大忍日 命 此者大 伴 連 等 之祖、 天津 久米 

命、 此者久 米 直 等之祖 也、 と 見えた る は棍れ たる 傳 なり、 }t> しく は 天 忍 日 命 之 子 天津 久米 命、 此者大 伴 連 久米直 等 
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之祖 也と 記さる 可き なり、 此 古事記 傳 また 古史 徵 共に 考 漏され たり、 又 古史 徵に 古事記 神武 天皇 段に、 大俘連 等 之 紙 

道臣 命、 久米直 等 之 祖大久 米 命 二人と 云て、 二人と 爲 たれ ども 此も道 臣命は IK 忍 日 命の 孫と して" 大久米 部 を 帥た る 

故に 食る 亦 名なる を 別人と 爲 たる 誤の 傳 なりと 云れ たる は 然る 言な り、 但 同書に 天 總津大 來目命 を 天 忍 日 命の 事と 混 

同せられ たる は 精し からす) 古史 徵四 (六十 一 丁) に 姓氏 錄に、 浮 穴 直 移 受牟須 比 命 之 後 也と 有る を、 續後紀 に 浮 穴 

直 云々 大久米 命 之 後 也と 有れば、 此氏も 大久米 命の 末なる 事灼 し、 (大久 米 命と 云 は道臣 命の 亦 名に て、 道 臣命は 1K 

忍 日 命の 孫なる 事 書 等に 見えた る 如く なれば、 大伴、 久目、 浮 穴 は 同祖に て 共に 天 忍 日 命の 末なる を 以て、 同 錄に久 

米 直 高 御 魂 命 八 世 孫、 味 耳 命 之 後 也、 また 久米直 神 魂 命 八 世 孫 味 日 命 之 後 也と 有る 如く、 久米 氏と 浮 穴 氏と を 1S1 擧ら 

れ たるに ぞ有 ける、 伊豫 國に久 米 郡と 浮 穴 郡と 粒た る も此所 由に 依る 事な り) 偖 浮 穴直條 なる 移 受牟須 比 命と 申 は、 

同錄 (大和 國 天祌) に、 門 部 連 牟須比 命 兒安牟 須比命 之 後 也と も 有る を、 門 部と は 御門 を衞る 部に て 連 は 其 を 掌る 職 

なれば、 必大伴 氏の 同族なる 可き 謂なる を も 思 ふ 可し， 姓氏 錄大伴 宿 画 條に彥 火虔々 杵尊神 駕之降 也、 天 押 日 命 大來， 

目 部 立 御前、 (〇 今 云 上に 引る 古事記に、 天 忍 日 命 天 津久米 命と 二 柱に 記し、 祌代紀 また 古語 拾 遣に、 天 忍 日 命 帥， 1 來 

目 部 遠祖 天 棟 津大來 目 T と 有る を 合て 此を思 ふに、 此御 父子 共に 其 掌る 職 を 同じく 爲給 ふに は 非る 可し、 天 忍 口 命 は 

師說に 天 壓祌 など 申す 壓 にて 御稜 威の 厳めしき 狀 以て 食る 御名な りと 云れ たる 如く、 皇御孫 命の 御前に 立して 神駕近 

く 守衛 奉 給 ひ、 其 御子 天津 久米命 は 所謂 來目部 を 帥て 御前に 立て 供奉れ りしに も 有む か、 然る を 其 孫道臣 命に 至りて 

は 其 內外を 兼て 仕 奉られし にこ そ) 降 fi 于日 向高 千穗峯 r 然後以 ，1 大來目 部， 爲，， 天 靱食部 T 天靱食 部之號 起， 1 於此， 也、 


(〇 今 云 以上 高 千穗宮 にて 有つ る こと 共な り) 雄 略 天皇 御世 以- 一天 靱食 1 賜-一大 連 公 r  (大連 公と は大伴 窒屋大 連の 事な 

り、 〇 記傳に 云く 後に、 近 衞府、 衞 門府、 兵 衞府を 共に 由 介 比 乃 都 加 佐と 一 K ふ も 此天輕 まより 出た るな り、) 奏 曰衞レ 

門 開 闔之務 於， 職已 重、 若 1 身 難， 堪望 與- 一愚 兒 語- (〇 今 云 語と は 大伴室 屋の大 連子、 大伴語 連 を 云 也、 天降の 時 天 忍 

日 命、 天津 久米命 二 柱して 仕へ 奉られし 例に 依られた る なるべし、 道臣 命より 窒屋大 連までの 間 は 1 人して 仕 奉れ 

りしな り)、 相伴 奉レ衞 n 左右， 勅 依レ奏 (〇 記 偉に 云く、 後世の 左右 近衛 大將、 左 右衛門 督、 左 右兵衞 督 などの 職の 如 

し、 〇 今 云聖武 天皇 御紀に 天平 十七 年 春 正月 己 未朔、 遷，； 新 京 f 伐レ山 開， 地以造 n 宮窒 f 15! 牆未， 成 繞以， ：惟悵 f 令 兵 部 

卿 從四位 上大伴 宿； 纏、 牛 養衞門 督從四 位下 佐 伯 宿禰、 常人 樹， 一大 楣鎗， と 有り、 佐 伯 氏を衞 門に 爲 された る 令の 御定 

有りて 後 も尙祖 業を務 しめ 給へ る 也) 是大伴 佐 伯 二 氏 掌，, 左右 開闔 一之 緣 也と 有り、 此文且 と 見て は， 大伴 氏の 開闔を 

務る事 は 雄 略 天皇の 御世より 始る 如く なれ ど然ら す、 靱食は 元來此 家に 嵐た る 職に て、 開 闔も此 職に 腸る 本よりの 務 

なる を、 (古語 拾 遣に 日臣命 帥， 一 來目部 T 衞 TI 護宮門 I 掌-一 其開闔 一と 有り) 此御 時に 天靱 負の 職 を 賜 ふ 迄 は、 左右 を 兼て 

一 人して 務め 來 つれ ども 一 人して は堪 難き 重職 なれば、 其兒語 連と 二人して 左右 を務 むと 奏せる 故に、 其 奏の隨 に 勅 

許 有て より 大伴佐 伯 氏に て 左右の 開闔を 掌る 事と 成れる 由な り、 (〇 記 傅に 云 姓氏 錄に、 佐 伯 宿 漏、 大 伴宿禰 同祖 道 

臣命七 世 孫 窒屋大 連 公之 後 也と 有り、 佐 伯 は 窒屋大 連の 時に 分れた る 故に 其 後 也と 云る 也、 同 錄に佐 伯 日 奉 造 天柙日 

命 十 一 f 孫， 談連之 後 也と 有り、 談連は 雄 略 天皇 御紀に 大伴談 連と 有て、 談此 云-一箇 陀利 一と 有人な り) 借 大伴佐 伯の 

門 部 を 掌る 狀は、 江 次第 御卽位 儀に、 伴 佐 伯 云々 率， 一門 部 三人， 入， 自，： 兩門， 云々、 令，： 門 部 開 "門と 見えた るに て 知 可 
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し、 (〇 今 云貞觀 儀式 また、 踐； i 大嘗會 式に、 左 衞門府 申に 目、 令 ，，， 諸 國量， 程 進， 一物 部鬥部 語部 等 T 物 部 者 左右 京各廿 

人、 門 部 左右 京 各 一 一人、 山城 國 三人、 大和 國八 人、 伊勢 國 一 一人、 紀伊國 一 人、 語部 者 美 乃國八 人、 丹波國 一 人、 丹 後 

國 二人、 但馬國 七 人、 因幡 國 三人、 出 雲國四 人、 淡路國 二人と 有り、 此は物 部 及 伴 佐 伯の 職、 衞鬥府 に 移れる 故に 如 

此く なり、 叉 伴 佐 伯 宿禰各 一人、 各 率，， 門 部 八 人， 於，， 南門 外 一通 夜設 U 庭燎 f また 伴 佐 伯 各 一人 開， 一大 眷宮 南門， 云々 ま 

た 伴 佐 伯 各 二人、 分 就 南門 左右 外 掖胡床 待レ時 開， 門 云々、 門 部；^ n 察 諸 門 w 入-など 此外 にも 伴 佐 伯の 門 部 を 率て 仕 奉 

る 事 多 か リ)、 然れば 鬥部連 は大伴 氏と 同祖なる 事 疑 無き 物な りと 云れ たるが 如し (但文 を 甚く 切め て 引り 亦 己が 心 

と 引 直せる も 有り、 本書と 比 技せ て予が 取る 所 を 察べ し) 然れば IK 石 戸別 神の 御 戶開之 神と 坐す も、 少緣の 由緒に は 

非り けり、 今 此を說 かむ は餘 りに 言 痛き に 似たり と雖 も、 知らす は 1^.1 無し 知て 云 ざら むは 我心 を 開きて 知 覺ら令 給へ 

る 神の 御 心 を 失 ふと や 云 はまし、 故 其 本 緣を說 てむ、 (熟く 心 を 留て考 ふ 可し) 天地の 始めの 時に 皇祖 天 祌の詔 命 を 

以て、 伊邪那岐 伊邪那美 二 柱 神に、 國を 生み 神 を 生し め 給へ り、 然るに 眞？ 5- 子に 火 產靈祌 を 生 給 ひける に、 御 母 伊 邪 

那美 命の 御陰 を 被燒給 ひし かば、 其 火 徹を避 給 はむ 爲に 石隱り 坐て、 (徂此 は 後に 天 照 太 御 神の 岩 戶隱れ の因緣 とな 

れり) 終に 黄泉 國に到 給し かど も、 尙其火 神の 御 荒び 有む 事 を、 御 情 苦しく 所思し 坐て、 水神、 土神 を 生 給 ひて 其鎭 

火の 事 を 定置 給 ひて、 終に 根 國底國 に 入 坐り、 (伹火 神の 斯く 生る 所 由 は、 彼 著 牙の 如く 萌騰 りし 氣 勢の 餘韻有 るが 

故な り、 且天沼 矛 を 以て 搶海を 探 坐し、 動み と 先に 風神の 生 坐し とに 依て、 益々 火 氣の聚 り 成れるな り、 姓氏 錄に角 

凝 魂 命 天底 立命、 伊佐布 魂 命 を 天 石戶別 神の 群の 祖に 孫た る 事 を 先 思 ふ 可し) 此 時に、 御 父 伊邪那岐 命 苦しき 哉、 子 


の 1 木に 易つ る 哉と 詔 給 ひて、 卽火祌 を 斬 給 ひけり、 (如 此く斬 給へ る は 猛烈なる 炎上 0 氣を鎭 め 給へ る 也、 顯幽栴 

分る まで 死と 云 ふ 事 有る 事なければ 也、 人 は體を 主と し靈を 客と する を、 祌は靈 を 主と し體を 客と す、 此理を 思 ふべ し) 

然るに 其 血 一 速く 激 上りて、 天 之 安河 原なる 五 百箇石 村と 成れり き、 此に 依て 天日 彌カ 照明れ り、 盖津 速産靈 神の 御 

ァ シカビ 

靈は此 と 俱に生 牛： りけ む、 (宇 摩 志 阿 斯訶備 比古遲 神の 御名の、 阿斯訶 備は淺 火に て 火と なる 可き 種子な りけ む を， 

火 產靈祌 を 得て 彌々 照明り けむ、 此ニ 神の 御靈を 合せて、 一 柱の 津速库 靈祌と 成 坐り、 後に 日 神の 石 戶隱ら せる の 因 

此に 有リ、 石 村 は 石屋の 起因に て津 速產靈 神の 曾孫なる 思 兼 祌の此 事 を 深く 思 ひ、 遠く 慮 給 ひし 元由此 なり、 若て 上 

にも 云る 如く 安 牟須比 命 亦 名 は 振 魂 命の 天 石戶別 神の 統に祖 たる 事 を 思 可く、 また 此詞叉 御 鬥祭詞 に 湯 津磐村 能 如 塞 

坐 而と有 を 暫く 心留 べし) 次に 磐 裂 根 裂祌、 此は 祌代紀 に、 是時之 血、 激灑 而染- 一石 礫樹草 f 此 草木 沙石 自然 含， 火 之 

緣 也と 有て、 火の 萬 物に 透 入す るの 謂な り、 ，ff 、に 漢速 日祌、 此は 火の 萬に 透 入す る 力 を 贊る神 也、 此神 等の 末に 經津 

主祌 * 武御 雷祌成 坐して 神武 猛烈なる 靈 成なる を 思 ふべ し、 戶別祌 の 此祌に 因 坐る 由緣 上に 云る が 如し、 又 石 

戶 破る 手 力 坐る 所 由 を 知べ し、) 若て 其 御 骸に大 雷神 成 坐して、 此 天 石戶 別命の 御祖 たり、 次に 大山 祇 神 次に 高 霸神生 

坐て 何れも 天上に 昇らせり、 (大地 は 神の 生 坐 所に して、 其德は 天上に 成し 給 ひて 世に 幸 ひ 給 ふ 事、 摁 ての 神 典の 趣 

なり、 大 雷神の 天 石 戶別祌 に祖と 坐す 因緣は 上に 已に辨 たるが 若し) 然して 其 石隱り 坐し、 伊邪那美 命 は 終に 黄某國 

に 到り 御 在し \ かば、 伊邪那岐 命其戀 しさに 得堪 させ 給 はで 追 到り 坐け るに、 伊邪那美 命 は 速く 黄泉 戶樊爲 給 ひし 故 

に此 には歸 坐し 難く 成宽 給へ り、 (其 は 平 田 翁の 靈能眞 柱に、 伊邪那美 命 は 其 黄泉 國の戶 喫し 給 ひて、 御身の 汚 給へ 
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ば 還 坐 難く 所思 ししなる ベ し、 然る は 彼國の 火に 汚て 還 給 は 、火 神の 荒び 坐て 此國 に災事 有む 事 を 偉り 思 しての 御 

事なる べし、 偖. 黄泉 國 なる 火 も此國 なる 火と 元は 一 ッ 火なる に、 火 神の 其 を 殊更に 忌 惡み給 ふ 事 は 如何にと 申に、 唯 

に 彼國の 汚镜に 率れ る 火なる に 依て 惡み給 ふの みならす、 御 母 神は已 命を產 給へ るに 因て、 下津 國に祌 退去 坐し 其 神 

避 坐る に 依て 己 命 は 殺さえ 袷 ひつれば 彼國 をば 甚く 惡み給 ふべき 謂 也と 云れ たるが 如し) 若て 云々 の 事 有ければ 其 を 

見 驚き 長 坐て、 逃 還 坐む と爲給 ふに 伊邪那美 命 怒 坐て 追 奉らし め、 最後に は 御身 自遂 ffi 坐て 黄泉 平 坂に 挑み 給へ り、 

此時 伊邪那岐 命 千 引 石 を 引 塞 給 ひ、 其 石 を 中に 置て 各相對 立して 別 處を建 給へ り、 別 處とは 伊邪那岐 命 は 風 神火 神 を 

率て 上 津國を 所 知 食 さむ、 伊邪那美 命 は 金 神 水神 土神 を 率て 下 津國を 知せ と 詔 別て、 絕妻之 誓 を 建 給へ る 也、 此に依 

て 宇宙の 萬 有 其氣を 伊邪那岐 命に 禀け、 其 形 を 伊邪那美 命に 雇て 大地に 蕃息 する 事 を 得たり、 (第三 詞の 下に 云る 事 

共に 合せて 此を 悟るべし、 伊邪那美 命 は 黄泉 國 にて 凶惡の 神と 成 給へ るに 因て、 絕妻之 誓 を 建 給へ りと 云 古說は 悉く 

に 依 難く して 妄 なり、 如 此く成 行く 事 も 全く 高御產 aw 日 祌產巢 神の、 預相銘 造 給 ふ 物な り、 豈 偶然なら む や) 斯 在る 

に 黄泉 國は穢 惡の湊 る 所、 醜 物の 會る 所なる 故に、 妖鬼 また 此を 本と す、 此を 以て 千 引 磐 を 其 阪路に 引 塞 給 ひ、 • 八衢 

比 古、 八衢 比寶、 久 那斗祌 をして 此を 守し め 給 ひし かど も、 如何に 爲む 伊邪那美 神の 彼國 にて 觸 給へ る 猿ば かり は 除 

る 事 能 はす、 此に 依て 筑紫 日向の 橘 小 門に して 水 潔 威 ひ 給 はむ として 先 投棄 給 ふ 物に 託て、 疾病 祌、 時置師 神、 飽咋 

祌三柱 成り、 禍害 i 奥 疎 神、 邊疎 神、 奧津那 藝佐虽 古神、 邊津那 藝佐爲 古神、 奥津 甲斐 辨羅 神、 邊津 甲斐 辨羅神 六 柱 

成 坐り、 此皆 黄泉 國に屬 く 神なる 故に、 八衢比 古、 八 償 比賣、 久那斗 神の 此を 追遂 坐す 御功德 坐り、 亦 此天石 戶別神 


の 此を待 防 掃 却言排 坐す 御功德 立つ 本緣 なり、 其 は 如何と 云 ふに 黄泉 國に屬 る 神 は、 火 產靈祌 の 御稜 威に は 殊に 恐れ 

懼ひ、 長む 可き 事 上に 云る 若く なれば なり、 (但此 時に 天 石戶別 神の 功 を 成 坐りと に は 非す、 須佐之 男 神 は 伊邪那美 

命に B る； t たちに、 天上に て 種々 の 御 荒び ども 有し かば、 天 照 太 御 神の 天 石屋に 隱 坐し 時に、 其 御 戶を開 奉 給 ひ 其 時 

新 宮を仕 奉り 遷 坐せ 奉りて、 其 御門に 湯津石 村の 若く 守衛 奉り 仕 奉 給 ひしに 依て、 如 此る御 功 德を成 坐り、 八衢比 

古、 八衢 比賣、 久那斗 神の 黃泉戶 を 守衛 給 ふ狀に 同じ、 偖 天上に て 須佐之 男 神の 荒び 坐し は、 上に 云る 禍害 神 共の 副 

隨る 故な り) 於是 伊邪那岐 命大 御身 條を 物爲 させ 給 ひし 時に、 禍津日 神 成 坐り、 此は 黄泉 國の汚 坂に 依て 上に 云る 疾 

病 神 三 柱に、 禍害 神 六 柱 を 統領 爲給 はしめ て、 皇祖 天神の 人身 造 搆の奇 巧 を 窮め 給 ひ、 神妙 不測の 靈智を 以て 授與給 

ふ 至 貴の 身命 を、 屑と 爲 すして、 疾病 を需む 疫病 は需 ざれ 共 其 爲す處 乃ち 本然の 形質 を變 へ、 自然の 常 機 を 失 ふ 輩の 

不義 を、 冥々 の 中に 礼彈し 給ひ授 るに、 疾病 を 以てす、 又 皇祖 天神の 御 恩賴を 得て、 皇 神の 御 爲に 愛しき 靑人 草た 

り、 天皇の 御爲に 愛しき 公民たり、 是を 以て 人の 禀賦 に隨 在天 神なる 靈性 有て、 人の 人た る 道 は 誰も 誰も 一 心の中に 

在り、 此を德 と 云 ふ、 其德を 覆ひ隱 して、 言 其 常と 爲る所 を 易へ、 行 其 德と爲 る處に 弗れば、 神罰 を顯 明の 地に 降給 

ひ， 授 るに 禍害 を 以てす、 八十 禍津 日祌、 大禍津 日 神の 行 給 ふ 所、 乃 皇祖 天神の 詔 命に 依れり と雖 も、 其 荒 魂の 晋み 

に は 度に 過ぎ、 量に 餘る事 多 かり、 是 以て 神 直 日 神、 大直日 神 等 は 治療 方術 を 以て 爲る時 は 此を救 ひ、 禍害 は 修身 治 

國の德 を 以て 防禦げば 此を祐 け 給 ふ、 此 また 皇祖 天神の 詔 命に 依て、 和 魂の 饒ひ 足て 成れる 事なる が、 物 極て 至る 時 

は亂 り、 事盡く 成る 時 は 始に復 る、 此を 以て 荒 魂、 和 魂 共に 環の 端 無き が 如くして、 寒暑 晝 夜の 道 有る 如く、 際限 有 

延喜式 祝詞 講義 ニ之卷  ニー 一九 


延喜式 祝詞 講義 ニ之卷  一 四 0 

る 事無し、 (第三 詞の 下に 云る 事共 を 能く 思 合すべし、 先師 等の 說と は大に 異なりと 雖も、 必如此 くなら ざれば 正實 

に 違 ひて 貫通の 理 無し 豈麁 略に して 措置く を 可し と 云む、 徒に 古人の 糟賴を 嘗め 其說の 異同 を 論して、 犬馬と 共に 驟 

m  ヲギ 4.- 

る i に 至る、 所詮 無き 大凡の 擧者を 人 こそ 可し と 見ら め、 我 は 拙劣き 人と なむ 思 ゆる) 倦 第三 詞 (荒 魂 和 魂の 辨) に. 

粗 云る 如く 善惡ニ 有る に 似たり と雖 も、 其途を 別に 爲 すして、 動靜 進退の 過不及に 有る 事なる が 故に 惡は變 なり、 

善. は 常な り、 此を 以て 疾病の 本復す る を 直る と 云 ひ、 禍害の 除 こる を 直る と 云 ふ、 惡を棄 て 別に 來る善 有る に 非す、 

皇祖 天神より 賦與る 所の 自然に 復 るが 故に， 皇祖 天祌の 全能に 妙 合靈會 して、 汚濁の 其氣を 犯す 事無く、 物 類の 其 形 

を 損 ふ 事無く、 毀 譽の其 神を勞 らしむ る 事無し、 此常を 知りて 其變に 通じ 其變を 避けて 其 常 を 執る、 御紀に 惟祌謂 T 

隨， ー祌道 I 亦自 有ホ祌 道. -也、 と は此を 謂な り、 (善の 常にて 惡の變 なる 所 由 は 今 云 ふ 如くなる が、 奇 しく 霊し き 皇祖 天 

祌の靈 威 は 妙なる かも、 人に 賦命 給へ る 本性 は 混沌に して 無爲 なる 物なる が、 物 来て 動き、 事 至て 應 する 內には 善事 

耳に も 非す、 惡 事に 交 こる亊 も 有る なれ ども、 其 惡事を 爲す者 すらに 今日は 改めむ、 明日 や 改めむ と 其 下情に は耻る 

心有る 物ながら、 愚に して 遲る、 內に 終に は 其 失德の 極に も 及ぶな り、 惡を 悪と して 爲す者 無 けれども、 其 是非 を 知 

ざる 惑より 起る にて、 實 には憐 むべき 痴者 どもな り. 然れ ども 善事と 惡 事と 二つ 竝て 何れ を爲 よと 云 はば、 惡を嫌 ひ 

て 善 を 好すべし、 悪 を爲 者と 雖其善 を 好す る 自然の 性 有る は 祌直日 神の 守る 所有れば 也、 此を 以て 其 常と 變とを 思 分 

べし、 鈴屋 大人の 歌に 善事に 惡事伊 繼ぎ惡 事に 善事 伊 繼ぐ世 中の 道、 とも 世 中 は 吉事 凶事 行 交る 中よ ぞ 種- -の 事業 は 

成 出る」 と 詠れ たる を 思べ し) 若て 伊邪那岐 命 其 黃泉國 にて t 一、 れ給 ひし 其 様惡を 悉くに 潔淸 給へ りし かば、 彼 皇祖 天 
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神の 此漂 在る 國を修 り理め 固め 成せと 詔 給 ひし 詔 命 を 食 持 坐る、 自然の 本分に 囘復り 給 ひし 故に、 祌功彌 々立ち 靈成 

益々 成り、 德化大 に 盛に 成 坐して、 天 照 太 御 祌を生 奉 給 ひつる に、 奇異に 光華り 明 彩く 坐々 て. 天地の 無 極の 中に 照 

徹 らして、 自然 高天原 を 統御す 甚も 尊き 太 御 神と 坐て、 天日 を 終 古に 本 所と 定給 へり、 借 其 天 日 はし も 彼 葦 牙の 如く 

萌騰れ りし 物なる 故に、 其 質 玲瓏と して 照明り し 物な りし かど も、 火產靈 祌の靈 威の 彼 葦 牙の 若くな りし、 氣 脈を傳 

ひ 昇りて より 又 其 光 を 得て、 彌， _< 照明り けむ を、 天 照 太 御 神の 知 看す 事と 定 りしより、 今 も 仰て 瞻望 奉る 如く、 光華 

り 明 彩し く 成れり しかば、 此 時に 至りて 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古 遲祌、 また 火 產靈祌 の 御 德も唯 大御神 一 柱に 歸く • 此故 

に 太 御 神の 石 戶隱ら せば、 世 中 は 常 夜行き、 出 坐れば 御 光 を 資て世 中 明かな り、 (但此 二 神の 御德 は. 太 御 神に 歸き 

たりし 故に、 此ニ 神の 靈 威の 無くなり しに は 非す、 天日の 光華 明 彩 は 悉く 太 御祌に 係れり と雖 も、 其 二 神 は 二 神に て 

其 掌し 看す 所 各々 異なり、 今 も： 大 上の 氣脉 は、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神の 所 治、 また 世 中の 火 は 悉く 火 産 靈祌の 全能 

なり、 因に 云 天 照 太 御 神に 經津 主神 建 御 雷神 天兒屋 命な どの 殊に 親しく 仕 奉 給 ふ 事 は、 斯 在る 幽契に 依れり、 又此 IK 

石 戶別祌 の 御 戶開之 神と 仕 奉 給 ふ 事 も、 皆此 火産靈 神の 緣に 依る 者な り) 偖 f に拉 無く 尊く 奇異に 靈德き 太 御 神 を 生 

奉 給 ひし 故に、 御 妹 神の 座 坐 さばと、 先の 黄泉 國の 艱難 は 忘 させ 給 ひ、 御心戀 しく 所思せ りけ む、 其 御 情の 進みに 肖 

て 須佐之 男 神 は 生 坐りけ む を、 (太 御祌は 女神に 坐て， 御 父 祌に屬 給 ひ、 須佐之 男 祌は男 神に 坐て、 御 母 祌に屬 給 ひ 

て、 各 相 別れ 坐す 微妙なる 理 は師說 より 出たり、 但云. <  の 事共 は 予が說 なり) 青海原 潮 之 八 百 重 を 所 知せ と、 事 依し 

給へ りし かど も- 我 は妣國 に罷ら むと 申させ 給 ひて、 信 ひ 奉ら ざり し 故に 終に 祌逐 に逐 はせ 給へ り、 (御 父 神の 靑海 
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原 潮 之 八百靈 を、 所 知と 仰 給へ る は、 御 父祌の 上に 取て は當 然の理 ながら、 御子神の 信 ひ 給 はざる 所が、 自然に 非る 

が 故な り、 如此く 齟齬 ひ 有て 表裏 反對 せる 所より、 其 自然に 赴く 其 赴く 所が 取 も 直さす、 皇祖 天 祌の預 相 鎔^ 給 ふ 所 

なり、 奇 しと も靈し とも 云 知すな む) 然るに 天 照 太 御 神に 請して 罷 なむと & させ 給 ひて、 天上に 參 上らし ける に、 

(此は 伊邪那岐 神の 伊邪那美 命 を 相 見 まく 思 ほして、 黄泉 國に慕 ひ 入 給へ る反對 なり) 御 母；.； i を 戀給ふ 性な りし 故に、 

彼 黄泉 國に屬 る禍祌 ども 所得たり と^ 奉れり けむ、 此 以て 山河 悉 動み、 國土皆 震け む を、 天上に 至り 坐て は 太 御 神の 

御 梭威を 長み 懼 ひけむ 故に、 元より iM き 御 喫に 成 坐りし かば、 極めて 淸 く 明き 御 心なり けらし、 (始 より 凶 惡の祌 の 

如く 說くは 非 也、 凡て 禍 事の 人に 託て 其 身を惊 さむと 爲 るに、 人の 本性 は 皇祖 天神の 禀陚 たり、 容易く 犯し 惱 せらる 

る 物に 非す 此を 以て 物に 觸れ 事に 當 りて 有る まじき 事 も W 來、 爲 まじき 心 を も 起ら しめて、 其⑩ 事より 左 道に 引 入む 

と爲る 物な り、 須佐 之男祌 本より 悪き 心 は 坐 ざり つると 雖も、 保 食祌の 事な どより、 其 御 心 常に 變らせ 給へ るに 所 を 

得て、 禍神 は从ひ 奉れるな り) 然る 故に 天 照 太 御 神と 御 誓 ひ爲給 ひければ、 淸く 明き 御 心の 自然に 顯れ させ 御 在 まし 

て、 三 柱の 男 御子 を 生 坐し、 太 御 祌は三 柱の 女御 子 を 生 坐し 給 ひし かど、 其物實 より 云 ふ 時 は、 男 御子 は 太 御 祌の御 

子と 坐し、 女御 子 は 須佐之 男祌の 御子と 坐す ベ き因緣 なり、 (是 故に 男 御子の 御 爲には 太 御 神 は 女神に 御 在ながら 御 

父の 如く、 須佐之 男 神 は 男 神に 御 在 乍ら 御 母の 如く 御 在し、 女御 子の 御 爲には 須佐之 男 神 は 御 父の 如く、 太 御 神 は 御 

母の 如く 御 在し 坐す 妙なる 所謂 也) 斯在 るに 太 御 祌の詔 命 以て 葦原 中 國に保 食 神 有り、 汝往て 見よ と 詔 給し かば ffi 坐 

ける に、 鼻口 又 尻な どより 種 々の 食物 を 取 W て 奉れり、 是 以て 汚物 を獻 ると 所思して 打殺し 給 ひき、 (保 食 神 は火產 


； 山見賣 神に 娶 坐して 生 坐る 稚產 靈祌の 御子と 坐せば、 伊邪那美 命に 屬 坐て 根 國に心 引かれ 給 ふ、 須佐之 男 命 Q 

御 心に は 快から ざる 可き 理も、 叉 奇異なら す や) 天 照 太 御 神 甚く 怒 坐て、 汝は惡 神な り 相 見 まく 欲せす と 詔 ひて- 須 

佐 之 男 神の 汚物と 爲る所 を 以て、 是物共 は顯見 蒼生の 食て 活 可き 物ぞと 重みし 給 ひて、 陸 田 種子 水田 種子と 定めて 殖 

令め 給 ひ、 豐受大 神の 御 靈をも 天 上に 迎 へさせ 給 ひけむ を、 (天 照 太御祌 天 日 神と 御 在 坐て" 六合 を 御 照し 坐ます 事 

は、 火 產靈祌 の幽黉 奉る 理 なり、 是 故に 火産靈 神の 御 末と 坐す、 豐 受大祌 をば 殊に 尊み 親み 給て ぞ有 める、 但顯見 蒼 

生の 命 繼ぐ保 食 神に 坐せば、 其顯見 蒼生の 爲 なる 事 云 も 更なり、 偖 豐受大 神 を 天上に 迎 させ 給 ひしと 云 ふ 事 は、 予始 

て說く 事なる が、 其說 長ければ 此 には盡 難しと 雖も、 皇御孫 命の 御 天降の 時に、 御 靈實を 副て 降給へ るな ど、 高天原 

を 本 所と 爲給ふ 事 云 も 更なり、 紀 記の 文 を 以て 見る 時 は、 此神 巳に 身 死 坐る が 如しと 雖も、 須佐之 男 神に 饗應し 給 ふ 

時の 御身 は、 事 有て 後に 丹 波國に 移ろ ひ 坐る 由、 丹 後 風土記に 記せる が 如し、 幽顯界 を 別ざる の 前に 死と 云 ふ 事無く、 

仙 家に 謂 ゆる 換 骨の 類な り 阿那長 こ) 須佐之 男 命の 所思 さく、 吾 は 太 御 神の 兄弟な り、 我 を 避て 保 食 神 を 愛 給 ふ 事 

は 何ぞと 妬み 給 ふ 御 心 W 來れ り、 此須佐 之 男 命の 禍 神に 率り 給ふ始 にして， 是 より 後 は 永る に 惡き業 止す て轉 有け 
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り、 疾病 神の 所爲に 依て 太 御 神の 不平み 給 ひ、 禍害 神の 所業に 依て 勝 進の 御 進の 御 荒び ども 有り、 是須佐 之 男 神に 1 

の 怒を發 さしめ 奉りて、 其 御 情 進る 閑 隙 を 伺て 此を 犯し 奉るな り、 (此 よりこ そ 有 まじき 事 も 來、 爲 まじき 業 も w 

來に けれ、 祌習ふ 輩 能く 此理を 知らば 惡 かる 事業 は W 來 まじき 物ぞ、 能く 思 ふべ し) 是 以て 天 照 太 御 神 は岩戶 隱れ爲 

させ 給へ り、 此は 伊邪那美 命の 石 隱れ給 ふ 反に て、 御 父 祌に屬 坐る 太 御 神に 坐せば.， 斯 在け るに こそ、 (伊邪那美，^ 
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の 火.； t の 御 荒び を鎭 坐む 爲に、 御 尿に 水神 御 尿に 土神 を 生 坐る 反に は、 IK 照 太 御 祌の新 甞所聞 食し ける 時に、 須佐之 

男 神 御 尿 まり 散し 給へ り、 此は曰 祌の御 稷威を 挫 坐む 咒咀 にて、 御 屎には 必御尿 も 共に 爲る物 なれば、 火祌を 水祌土 

神の 鎮め 坐る と 同じ 趣な り、 此に 因て こそ 甚く 太 御祌の 不平み 給 ひけら し) 是 故に 世間 は 常 夜の 闇と なれり しかば、 

狹蝇 如す 水 沸く 神、 火 愛の 若く く祌、 道 早 振る 荒ぶ るに 依て 萬 物の 妖氣 悉くに 發れ りき、 (火 產靈 神の 御德 には黃 

泉國に 屬る禍 神の 甚く 恐怖る.^ 由緣 有る を、 太 御 祌の石 戶隱ら せる に 所 を 得て、 惡 神の 妖事漸 盛に 行 はれし なり、 今 

も 天日の 受 奉る 晝間は 誰が 逐ふ とも 無く 邪 祌姦鬼 人に 禍ひ爲 る 事無く、 盜竊亂 賊人も 害を爲 さす、 日 神の 御稜 威畏 き 

事 此の 如し、 天 石屋に 隱り 坐け む 問 は 何に 妖. <<  しき 事な りけ む、 想像る だに 身毛彌 立てな む) 是 以て 八 百 萬 神 等、 天 

安河 原に 神 集々 給 ひ、 其禱 奉る 方 を 計 給 ひける に、 高 皇產靈 神の 御 命 以て， 思 兼に 思 はしめ 給へ り、 此祌 云々 の 謀 

を 物爲給 ひける に、 禍神を 追逐ふ 御德， 神なら す はと 所思て. 黄泉 神 共の 甚く 諱 恐る. -由緣 を 探索て、 火 產靈祌 の 

脉の神 を 以て 事 を 任 給 ふ、 (思 兼 祌は已 にも 云る 如く、 天 石 戸別 神に も祖と 坐す 津速產 靈祌の 御子、 市 千 魂 命の 御子、 

與 台產靈 神の 御子たり) 一人 安河の 河 上の 天 堅 石 を 取り， IK 香 山の 眞鐵を 取て 鏡 を 作し めき、 其 時 R< 香 山の 眞名 鹿の 皮 

を全剝 て、 天 羽 S§ を 作りて 造 奉り、 雜刀 斧鎮鐸 をも此 時に 作れり き、 此鏡 作祌、 毅冶祌 共に 太 御 神の 御 末な り (天 堅 

石 は 火 產靈祌 の 斬られ 給へ る 血の 激 上れるな り、 1K 香 山 は 火 產靈祌 の 身骸に 成り、 天 眞名鹿 は 火 產靈神 の 御骸に 成れ 

る 大山 祇 神の 嵐な り、 鏡 ほ 太 御 祌の表 物、 刀 斧 は 一 ぜ-津 主神 建 御 雷神の 御稜 威 を 加 ふる、 物 鎮鐸は 後に 稚産靈 神の 御璽 

となりて、 悉皆 火產簾 神に 係らざる 所 無し) 若くて 種々 の 事 ども、 悉く 具り 足へ る 時に、 其の 種々 の 物 等 は ズ太玉 命 


太 御幣と 取 持して、 天 兒屋命 太 祝詞 一一 目禱 白して、 祌 祝き 祝き 給へ り、 (天 太 玉 命の ffi 自 また IK 石戶刖 神に 同じく、 火 

產靈 神の 統脉に 坐して， 天兒屋 命に 甚 近き 祌 なり、 春 日 社 記 また 小社 記に、 若宮に 天 太 玉 命 も 御 在す 由な り) 此に御 

戶開神 天 手 カ男祌 は、 其 御 女 天 宇 受賣祌 共に、 石 戸の 側に 隱 立して、 宇 受賫命 は舞奏 給へ り、 天 宇 受賣命 は 天 石 門 別 

八 倉比寶 命と も • 天石鬥 別稚姬 命と も拷幡 千. <姬 命と も 申して、 手 力 男 神の 御 女なる 事予 別に 悉く 考置 リ、 (其 說甚 

長ければ 此 には盡 難し、 天 手 力 男 命 天拷幡 千々 姬命を 合せて 御 戶開之 神と 申す 事、 祌宫の 古記に 有り) 若て 天 手 力 男 

祌其石 戶を引 開、 其戶を 抛棄 給 ひしに 依りて 天 石 戸別 神の 御名 坐し、 萬 幡姬命 其 御手 を 取て 引出し 奉 給つ る 故を以 

て， H 八 石 門 別の 號を負 ひ 坐り、 (此神 等 は 上に 云る 如く、 火 產靈祌 の 御 末の 神 等な りし 故に、 斯 在る 御 後 威を顯 はし 

坐て、 卽其御 德を負 持 坐る 神と 成 給へ りし 者な り) 然爲て 太 御 神 を 新 宮に令 坐 奉りて、 H< 宇 受賣命 其 御前に 侍 仕 奉 給 

ひし 故に、 大 宮能賣 命と 申し、 (伹豐 宇 氣爲賣 神 をも大 宮能賣 命と 申せり、 同名に て異祌 なり、 第三 詞叉大 殿 祭詞の 

下に 云 ふ を 見合す 可し、 偖 此の 大宮能 賣命は 古語 拾遺に、 今 世內侍 以，, 善美 詞， 和，, 君臣 之 問 T 如 A 令， 悅； T 懌 Is 襟， 也と 

有る を 思 ふべ し) 天 石 戸別 神 は 其 殿 門 を 守衛 奉 給 ひし 故に、 榔 磐間戶 命、 璺 磐間戶 命と 御名に 食 坐り、 (立 返りて 前に 

委しく 說る 事共 を考 合さば、 自然に 鮮明なら むかし、 此 故に 阿 居 太 都 命と も 申す 御名 御 在りき) 斯 在る 時に 八 百萬祌 

等 共に 議 りて、 須佐之 男 祌に千 座 置 處の載 を 食せ 給へ る は、 伊邪那岐 命の 御 喫の 對 にて 幽に 伊邪那美 神の 御, 也、 此に 

因て 伊邪那美 命の 此顯國 に 止り 坐す 御 靈も淸 々しく 成 坐し、 其に 屬 坐る 須佐之 男 神の 御 心の 明く 成 給 ひて 終に 天下 經 

營の 大業 を 立 給へ り、 (但此 神逐に 依て 根國 より 率り たる 禍神等 は 悉く 本 國に逐 ひ 還され けむ、 是を 以て 淸く 明く 成 
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坐りし 事 云 も 更なり) 此等 の理を 思 ふに 事の 起り は、 火產靈 神に 發り其 極る 處 また 火 産靈 祌に修 る豈奇 から ざらめ や 

も、 (せ 中の 萬 事 を 統て實 に 影の 形に 隨ひ 響の 聲に應 るが 如し、 且 其石戶 段に 就て は 深き 由緣 有る 事な り、 其 は 太 御 

神と 須佐之 男 神との 御 誓 ひに、 男 御子 女御 子の 成 坐る に 依て、 衣食住の 事 を 所思 給 ひし 故に、 保 食 神 を 見せに 遣し 給 

へるな り、 然る を 其 を 打殺して 復命し 給へ るに 依て、 太 御 祌の御 怒 坐て 又 天 熊 人 を 降し 給 ひて、 保 食 神の 御身より 成 

れる 種々 の 物 を 取 給 ひ 此物共 は 愛しき 靑人 草の 食て 活 可き 物な りと 詔 給 ひて、 食物 を 第一 に定 給て. 陸 田 水田の 種子と 

爲耠 ひ、 衣服 を 第一 一 に定 給て 天 香 山に 桑 を 殖て養 蠶の儲 有り、 家宅 を 第三に 定 給て 新 嘗聞 食す 新宫を 物爲給 へ り、 此 

皆 保 食 神の 食 衣 宅に 幸 給 ふ御靈 物に 資る 所な り、 然る を 須佐之 男 神に は 黄泉 國に屬 る禍神 ども 副 居りし 故に， 其 食 衣 

宅の 靈物 を波壞 むと 爲 給て、 一 に は 太 御 神の 新嘗聞 食す 時に 當 りて 其 御 席の 下に 尿 まり 散せ るな ど、 此 食物 を妨 るな 

り.. 二に は 齋服屋 に 坐. て祌 御衣 を 織し め 給 ふ 天 之 衣織 女に 傷つく 此 衣服 を妨る なり、 三に は 服 屋の楝 を 穿て 天 之 班 馬 

を墮 入る \ など 家宅 を妨 るな り、 是を 以て 寛大 仁慈の 太 御 神に 坐せ ども、 其 禍事は 見直し 聞 直し 給 ひ 難く 所思し.^ を、 

八 百 萬 祌等其 大御心 を 得て、 八 鏡な ど 種々 奉り 給 ひ 其 大御心 を 取 奉れる 御 業の 中に、 一 に は 鐵鐸を 以て 稚產靈 神の 

璽と 爲し、 眞經津 鏡 を 以て 璺受大 神の 御璽と 爲 して、 其 御 祈 ども も 有つ るなる べし、 此 食物に 就て なり、 二に は 荒 衣 

和 衣な どの 幣物、 此は 衣服に 就て なり、 三に は 新宮を 供奉り 殿 門まで 遣 無く 仕 奉れる、 此 家宅に 就て なり、 須佐之 男 

； 神の 妨げ 損させ 給 ふ 事 を 補綴し 給 ひしに 依て、 其 感應は 有け るな り、 然るに 須佐之 男 神 其 千 座 置處の 被の 功驗に 依り 

靑. <  しく 成 給 ひて 太 御 神の 御 心の 如く、 一  に大年 神な どに は 農耕の 事 を 賦與給 ひて. 食物 を 以て 人 を 養育 給 ふ 神 功 を 


爲 しめ 給 ひ、 二に 佐 草 比 古 命な どに 衣服の 事 を物爲 させ 給 ひ、 三に 五十猛 祌、 大屋 見賣神 1 ^津 比賣 神に 家宅の 事 を 

物爲 さしめ 給へ り、 皆 其 神 々の 御上に 取ても 其 時に 取て は 禍災と 所思し き樣 なる 事ながら.， 皆 因を需 めて 大 造の 績を 

立る 緣 となる 事奇 しき 事な り、 皆 皇祖 天神の 天地 を預鎔 造り 給 ふ 御 恩 頼に 成れる 物ぞ かし) 櫛 磐 間 門 命、 豐磐間 門 命 

の 湯津石 村の 如く 塞り 御 在して、 御門 を 守衛 給 ふ 由 來如此 し、 實に 火產靈 神の 御稜 威 を 食 持 坐て、 其 德を爲 し 功 を 立 

給 ひ、 無窮に 其 神と 齋れ御 在し 坐す 事、 豈少緣 の 由なら む や、 其 来る 所有り 其 真る 所有り と雖 も、 世人 此實理 を 知ら 

す、 餘 りに 麁 漏なる が 故に、 一一 一一 E 擧は言 痛 かれ ども 得 默し堪 すなむ、 (萬 神の 御上 を說 むに 其說く 所の 一 神の 御 事實を 

以て、 說を爲 す 時 は 打 見に は實 にもと 思 はるる 樣 なれ ど、 予を 以て 此を謂 ふ 時 は、 神 眞の靈 機 妙 用 一 つと して 得たり 

と 云 ふべ からす、 能く 其 w 身 を 探索め、 其 末裔の 系 記 成りて 此を說 く 可し、 斯在 ざれば 眞に祌 典の 古傳は 終に 曉る世 

勿ら む物ぞ とよ) 

, 方 能 鞭 門爾。 湯 津磐村 能 如。 塞 坐 氏。 

0 方 能 御門 は、 式に 四面 門 各 一 座と 有る を 合せて 八 注の 守衞 坐す 御門 を 云 ふ、 (但 後に 大內 も、 上古の 制と は 洪大に 

成りて、 何 くれの 名 有る 御門 ども 多 かりと 雖も、 古義 を 守らせ 給 ひて 其 一 面の 御門に 櫛 磐 間 門 命、 璺磐問 門 命 各 一 座 

併て 二 座 づ-- を 祭祀 給 ふ故實 なり) 借 門 を 加 杼と云 ふ 名義 は、 水門、 浦 門、 小 門 >  川 門な ど 云 ふ 登に て 所 門と 一 K ふ義 

なり、 古昔 は 御門の 名 も 日縱. '大 御門、 日橫， 大 御門、 影 面：； 大 御門、 背面， 大 御門と 究て 美た く 麗しく 唱ふ 事な りけ 

延喜式 祝詞 講義 ニ之卷  -  】 四 4- 


延喜式 祝詞 講義 ニ之卷  1 四 八 

む、 (萬 葉 集ー卷 藤原宮 御井 歌に 依て 然有 けむと 所 知たり、 當昔已 く 唐戎の 風を擬 させ 給へ りし かど も、 尙主々 しき 

事に は 大らかに 古語 を 用たり) 因に 世人の 思 誤り 居る 事の 妄を說 べし、 其 は 古くより 天皇の 御 許 を 御門と 申し， 伊勢 

大宮を 古事記に は 神 之 朝廷と 記させ 給 ふが 若くなる 舊說 に、 天皇の 御上 を 直に 申す 事 は 其 恐れ 有る に 依て、 其 御門 を 

云て、 天皇の 御上の 事と 爲 りと 爲る說 は 尤なるに 似たり と雖 も、 其 は 公式 令に 東宮 皇太子 言 二 殿下， と 有る に 依て、 中 

頃より 云る 妄說 にて、 其 は 中々 なる 漢意 なり、 (酉 陽雜 俎と 云 ふ 漢籍に、 秦漢 以来 於， 一天 子， 言-一 陛下 T 皇太子 一一 一戸 1 殿下， 

と 有る、 彼 制を學 ばれた る 物に て、 貴人 を 指て 登 能と 云 ふ 言 は 古言ながら 用る 意ば へは漢 なり) 豈 我が 古昔に 然る 言 

痛き 忌諱の 稱號 有む や も、 故 思 ふに 朝廷 を 美 加 杼と云 ふは嚴 處の義 なり、 天下の 大御政 を 知 食す 天皇の 大宮處 に 在れ 

ば、 長み 奉りて 然は稱 せるな リ、 (大宫 を 嚴處と 申す 例 は、 萬 葉 一. 藤原宫 御井 歌に、 八 隅 知 之 和 期 大王 高 照、 日之皇 

子 麁妙乃 藤 井 我 原爾、 大 御門 始賜而 と 有 を 始て多 かり) 其 は 古人の 純一 天皇 上に 御 在す 仰 奉りて、 伦に 顧な き 申 事な 

る を、 其 を 御門 を 指な ど 云て 古人の 思 ひ 叶 ふべ しゃ は、 (萬 葉に 大君 は 神に し 坐せば、 赤 駒の 腹 這 ふ 田 居 を 都と 爲し 

つ、 叉 大君 は 神に し 坐せば 天雲の、 雷の 上に 陣營爲 す 鴨と 訓れ たる 口 氣を考 見べ し) 

湯津磐 村の 湯津 は、 祌代紀 に 五 百箇と 書れ たれば 其義に 見て 事 も 無 けれど、 尙思 ふに 物を甚 しく 云 ふ 古今の 首に、 甚 

じと も 忌々 しと も 云 ふ 語 等 有り、 其 如く 湯 は 極めて 洪大なる の 謂なる 可く や、 古事記 (黄泉 段) に、 千 引 石 引 塞其黃 

泉 比 良 坂 二 K々， 所レ 塞-一 其 黄泉 坂 一之 石者號 二道 反 大祌？ 亦 謂， 一 塞 坐 黄泉 戶大神 一と 有 を、 神代 紀には 千 人 所 引 磐と 書れ 

たるな ど を參考 して 思定 むべ し • (古事記に 五 百 引 石 取 塞 其窒戶 一と 有るな ど、 五 百箇の 意に 非す して、 唯 磐石の 大 


なる 事な り、 然れど 湯 津爪櫛 また、 湯 津杜樹 また、 湯津磐 村な ど大 にして 數 多なる 義を 自然に 包て り、 中 臣壽詞 に は 

由 都 五 百 篁と 有り、 鈴屋 大人の 玉 勝 間に 湯 津と五 百と 同音の 重復 せる 由 云れ たれ ど然ら す、 湯津は 洪大なる 事 五 百 は 

數 多なる 事に て 自然 條理甚 分明し き 物 を や) 磐 村 は 磐 群に て重疊 せる 形 像な り、 洪大なる 磐石の 幾 層 も 重 疊り圍 める 

が 如く 此ニ柱 神の 御門の 內 外に 在して 守衞 坐と なり、 天 手 力 男 神と 申す 御名に、 比 校て 思 ふべき 物な り、 (此 神の 御 

父と 坐-す 天雷 神の、 惡 ふる 妖鬼を 罸碎き 給 ふ 御稜 威を禀 坐れば、 必如此 有 可き 理 なり、 因に 云 天 雷神の 御德の 一 端 を 

申さば、 此祌の 悪しき 人 を 打 碎き給 ふ 事な ど は 和漢に 多ければ 今 云 はす、 玉能眞 柱に も 云れ たる 如く 天雲 を 脆に 墮し 

て 鳴 坐せ る 時 は、 人 は 更に も 云 はす 飛 禽走獸 に 至る まで、 畏怖 爲 ざる は 無き 如く、 夏の 頃な ど大に 鳴る 動み に、 稻を 

食 ふ 昆虫な ど 水に 落て 死ぬ 由、 老農に 此を訂 すに 其說の 如しと ぞ、 又 痘瘡 を 病む 者 雷鳴 を 聞けば 大に 難症なる も囊る 

事 有り、 此 等は妖 鬼の 所爲 なれば 此 神の 御 校 威に は 恐れて、 得 も 其 所に 在られ ざるが 故な り) 

塞 坐 氏 は 上に 引る 塞 坐 黄泉 戶大祌 の 例に、 佐夜理 坐と 訓 可し 下に 云る 疎る 妖鬼を 此處に 支へ 御 在す 由な り、 此に 就て 

思 ふに 此祌 の御裔 に、 佐 伯 氏 有る は 塞 君の 義 にて、 大伴佐 伯 二 氏の 開闔を 掌る 事 上に 云る が 如し、 (防 襟の 二字 を 佐 

延 伎と 訓る は、 能く 當る 可き にや、 神代 紀に素 姜嗚尊 被 遂而降 之 時 云々 * 同距 之と 見え、 古事記に 五 百 引 石 取 塞 其 

窒戶， とも 有り、 古事記 白 禱原宮 段に、 志 藝波佐 夜 良 受は、 _ 養 "者 不レ 障な り、 久治良 佐 夜 流 は 鯨 障 有な り、 萬 葉 五に も 

奈爾可 佐 夜 禮留、 又 許 良 爾佐夜 利 奴な ども 見えたり、 佐 波 利 佐 夜 利 同一 百なる 由 は記傳 六に 記されたり) 然れば 佐夜理 

は 障 有に て、 其 湯津磐 村の 如く 立 塞り 障へ 留め 給 ふ 形象の 語な り、 (祌 等の 御 守衛の 辱く 尊き 由 は、 先づ道 供に は 障 
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祌三 神、 湯津磐 村の 如く 塞 坐て、 其處を 守衛 給 ひ 門に は 御門 神 二 注、 湯津磐 村の 如く 塞 坐て、 其 屋處を 守衛 給 ひ、 家 

に は 屋船命 御 在し 坐て、 其 宅內を 守衛ら せ 御 在し 坐る 事、 皇國は 更に も 云 はす 萬國 悉く 然 りと 雖も、 外國， は 何事 を も 

皇國を 君 上と 崇め 尊み 奉りて、 其御敎 化を受 賜りて、 此を行 ふ 可き 皇祖 天神の 御 定め 成け らし、 斯 在る 止 事 無き Si 趣 

を て も 知らざる が 故に、 御 恩賴の 辱く 尊き 事 を も 思 はざる なり、 見よ 見よ 重 胤が 識神 萬國に 貫きて、 今此說 く. 所 は 

蕃幽 の皇國 に臣附 して 仰ぎ 受 奉る 可き 大御 制令な り、 千 萬 年の 後な りと も 神の 嚴處 より、 吾 最前に 立て 此を行 ひ皇御 

孫 命の 萬國， に 敷 行 は せ 給 はむ 御敎 化を幽 より 賛仕 奉りて、 今まで 禽獸を 食 ひて 其の 恩澤を 知らざる 如き 萬國 の 愚民ら 

を、 ffi< メ衝 民の 數に 計む と爲る 吾が 志の 世に 行る、 時 も 有らば、 然 こそ 神の 恩賴の 尊く 辱き 由緣も 知られ、 天皇の 大 

御梭 威の 長み 仰ぐ 可き 理も、 明なら めと なむ 所思る) 

ァシタ ^  .., 力 K ヒラキ マづリ ュフべ ハ ミ 力 .ド ヲ？ ゾ マツリ -r 

朝 者 御門 開 奉。 夕 者 御門 閑 奉 S 

御門の 開闔は 古より、 大伴佐 伯 二 氏の 掌る 所に 爲て 人事な り、 然る を 如 此く祌 業に 係た る 所以 は 如何と 云 ふに、 第三 

詞の 下に の 義を說 るが 如く、 人の 所業と 云 ふ 物 はし も、 人の 性情の 限り を 盡し窮 むと 雖も、 神の 幽賛 に預る 

事無く 爲て は、 其 物 相 成 まじく 其 事相 遂 まじき 理 なる 事、 彼 幸魂奇 魂の 事に 思ひ投 ベて 知ろ 可し、 (鈴屋 大人の 玉 櫛 

笥に、 人 は 木 偶人の 若く 祌は愧 儡師の 若し、 と 云れ たる 譬言 は實に 然る 事に て 必す然 有 可き 理な り、 然る を 祌を蔑 如 

なし 奉りて 我猛く る 輩、 健に 聖賢の 書と 云 ふ 死物 を 標的と 爲て 今日 を 疎く 爲る 不遜 放逸の 腐儒な ど は、 人目に 見て 


尙惡 くき 物な り、 况 して 神明の 照鑒 如何に 在らむ、 想像 奉りて 伦を 顧る 事無く 其 身 を 謙遜て 此- て愼む 可し、 禍 神に 一 

度 率 こ りて は 容易く 本に 復 難き 物な りよ) 然れば 神 等 の 物事に 就て 守り 御 在る 樣は しも、 各々 其 事に 御靈を 凝し 給 ひ 

て、 功 を 立德を 脩め 給 ふ 所、 卽ち 其祌の 本業と 爲 りて 天地の 共、 其 を 掌る 神たり、 其 御身 自ら 成し 給 ふ 其功德 を擧び 

行 ふ 者に 其 事 を 成就せ しめ、 其 功 德を遂 令め 給 ふ 事、 御 年 神 は 先 農 神に 御 在け るが、 田 佃る 事 を 守 給 ひ 大名 持、 少彥 

名 神 は 醫藥祌 に 御 在け るが、 療 病の 事 を 守護 給 ふが 如し、 然れば 田 個る 業 を 物 爲には 御 年神此 を幽賛 給ひ療 病の 事に 

は 大名 持 少彥名 命此を 幽贊御 在して、 其 事 を 成さし め 給へ 共 人 は 此を見 奉る 事 能 はざる 故に、 自を賴 むめり 豈速 なか 

らむゃ は、 (祌 典を擧 ぶ者苟 くも、 聞 二 於 無 ク聲視 二 於 無.， 形の 識見 在る に 非 ざれば、 神祇の 祕繙 得て 能く 窺 ふべ からす) 

爲す 事の 上に 於て は 易る 事な しと 雖も、 此心定 に 主客の 心得 有る 事なる が、 此に倒 反する 時 は 物に 本末の 甑齬 W 來て 

事に 終始の 等差 有て 終に 疎ぶ る妖 鬼に 相 率 ごり、 相 口 會て此 櫛 磐 間 戶祌豐 磐 間戶祌 の神逐 ひ逐れ 奉りて， 身 は 問 戸の 

ァリ / マ、  is マ  サ タマ 

內に 依然に 爲て 有りと 雖も、 心の 行方 は旣く 黄泉 國に 位置れ る 事 を 思 ふ 可し • (世人の 偶然に 歸爲る 所 は >  我が 神祇 

の 所 置と 說く 所な り、 豈 恐れざる 可け む ゃ豈愼 まざる 可け む や) 朝 は 曙 方 夕は暮 方に て對 なり、 此は朝 暮の開 闔を云 

なり、 (尙 阿佐 由 布と も、 阿佐 與比 とも、 阿 祁久禮 とも 對ふ 一一 目. なリ、 第 十詞の 下に 云り) 

ゥトブ ル モノ/  シタ ヨリ ユカ バ シタヲ マ モリ  ゥへ ヨリ ユカ バ ゥへヲ マ モリ  ョ / マ モリ ヒ / マ モリ 二 マ モリ マ f ルュヱ 二 スメ  £ マノ ミ n トノ 

疎 夫留物 能。 自下往 者 下 乎 守。 自上往 者 上 乎 守。 夜 乃 守 日 乃 守 m 守 奉 故。 皇御孫 命 能。 

宇 豆 乃き， 乎 • 稱辭竟 表. 久登 宣。 
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疎 夫 留物は 下なる 御門 祭詞 に、 四方 四角 與利疎 備荒 備來武 云々、 叉 道 饗祭詞 に根國 底國與 里麁備 疎備來 物な ど 有る 妖 

鬼 を 云 ふ、 何 を 以て 此名を 食る と 云 ふに、 皇祖 天神の 事始給 ひ定給 ひて 八 百 萬 千 萬 神 をして 守り 幸へ しめ 給 ふ 人世 

なれば、 如何なる 妖魔 邪鬼と 雖も此 を 犯し 此を めむ の 閑 隙 勿る 可し、 然る 故に 何處 にか 潜み 逃 居て 若し 其 人に 罪咎 

を 犯せる 事 有と か、 汚 穣に觸 たる 事 有と か、 其 度 毎に 皇祌 等の 御 守 薄く 成る 物 也、 其 閑 隙 を 得て 妖鬼此 に靈を 託して 

其 凶惡を 厚く 爲 しめて 此に 天罰 を 給 はしめ むと 爲る 物な り、 此を 以て 疎夫留 物と は 云へ り、 (但此 は 上に 云る 疾病と 禍 

害との 神 等なる が、 其 部類 眷屬と 云 ひて 甚惡 かる 死靈 など を 使 令と 爲て、 世に 滋蔓ら むと 爲る 神な り、 恐るべし 叉 能 

く此を 避く 可し) 叉 古事記に 奥 疎 神、 邊辣 神と ある も 同意， Q 名 也 上に 逐 へば 下に 疎り、 下に 追へば 上に 疎り 人 を惱め 

苦 し めむ と爲る 神と 通え たり、 (譬 へば 賊の 人の 守り 隙 有 る を 待て、 財 寶を竊 むが 若く 犬 猫な ど の 人 の 目 を 放す を 待 

ちて 食 を 奪 ひ 去る が 如し、 斯 在る 妖鬼を 何に して 措き 給 ふと 云 ふに、 凡て 禍は福 を 起し 殃は祥 を 發す因 有り、 如此く 

惡き祌 有る が 故に、 人 また 德を踐 み 命を俟 つの 行 有り、 今一 つ 此を譬 へて 云 はに 夏 夜に 蚊 計り i 且 しく 惡 かる 物 は 無 

し、 此に就て蚊帳の儲有..^、 蚊帳 有る 故に 媒體 にて 臥す と 雖も外 邪 を 受る事 少し、 此 に反して 蚊の 1 つと して 無き 處 

有り、 如何にも 快き 物な りと 雖も 其爲に 夜陰に 詹 外に 臥しな ど 身の 取 行 ひ懶惰 にして 病 を 得る 者 多し、 此に謂 ゆる 疎 夫 

留物は 蚊な り、 此を遂 ふ 圑扇は 神の 御 守な り、 却て 此 蚊の 有る 故に こそ 邪氣を 受けざる のみなら す、 其 身 を 能く 保ち 

養 ふの 事 も 出来る 業な り けれ、) 

自下往 者 下 乎 守、 自上往 者 上 乎 守 云- << は、 邪 祌姦鬼 は 能く 天に 上り 地に 冲 るが 故に、 人の 如く 其門戶 より ai 入る と 云 


ふに も 定る事 無ければ、 門戸 を こそ 此ニ祌 は 守衛 給 ふなれ、 上より 下より 疎び 荒び 来む を 何方よりも 入し めじと 守 給 

ふとな り、 此 にて 御門 祌は唯 御門の 開闔を 掌り、 往来の 出入 を 知 食す 事の みの 如 所思 るれ ど然に 非す、 御門 は 御門 神 

の陣. 營な り、 其 御門の 內に疎 夫 留物を 往来 はしめ 給ば しと、 上に も 下に も 遺る 隈無く 守衛 給 ふ 趣に て甚 尊し、 (祌は 

人の 如く 不自由なる 物に 非す 上昇 下降 心の 儘なる 物な り、 然れば 諸の 悪しき 事 を 爲す賤 しき 神と 雖も其 如く なれば、 

守衛 坐す 御門 祌 の 御 功し み の 深く 大な る 事 を 思测奉 る 可し、 實に 言 にし も述 ベ む 由な き祌事 になむ) 然は 有れ ども 上 

に 云る 如く 其 門 戶の內 に 住む 人と 雖も. - 禍祌に 扇 可き 分 定る時 は 御門 祌此 をつ して 此を 犯さし め 給 ひ、 又 功 を立德 

を條 めむ 人の 功 德を試 坐む 爲に 然る 事 も 有て、 其 差別 は祌 ならぬ 身の 能く 知る 所なら ざれば 隨 在天 神の 道 を 守りて 愼 

む 事 已に有 可くな む、 (なほ 大殿 祭詞、 御門 祭詞、 道 饗祭詞 の 注 を 通覧して 其 深義を 探索 見る 可し) 夜 乃 守 日 乃 守 は 

晝夜を 去す 守護ら せ 給 ふ 由な り、 (與と 比と 對 へる 言な り、 叉 は 與流比 流と も對 へり、 其 は 夜在晝 在の 義 にて 少し 意 

異れ り)  . 

ィ クシ マノ ミカ ム / コノ  コトヲ へ マ ツル  ス.. - カミタ チノ マへ 二 マ ヲサク 

生 島 能 御巫 能。 辭竟 奉。 皇神等 能前爾 白久。 

此は祌 名 式に、 神祇官 西 院坐生 島 巫 祭神 二 座、 (並大 月次 新嘗) 生岛神 足 島 神と 有る 社の 祈年祭 詞 なり、 (三代 實錄に 

貞觀 元年 正月 卄 七日、 奉授, 神祇官 无位生 島 神 足 島 祌並從 四 位 上， と 見え、 同 二月 十 一 日授 -1 從四位 上 生 島 祌足島 神 並 正 

四 位下, とも 見えたり) 此 社の 草創 は 古語 拾 遣 神武 天皇 段に、 愛仰^1從皇_大ニ祖之詔1建11樹祌籠-云々、 生 島 (是大 ベ 
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洲之靈 今生 島 巫 所レ奉 レ齋) と 有れば、 其 御世に 權 輿れ るが 若くな りと 雖も 然ら す、 (皇天 二 祖の詔 命に 仰 從給ふ 趣な 

る を 以て 考ふ 可し、 已 にも 云る 如く、 此は 天上に て 陚與し 給へ る 天津神 籬云， _< の 事なる 事 云 も 更なり、 第五 詞の 下に 

云る 事共 を 見合 可し) 其 神代 紀 (御 天降 段 正 誓) に、 經津主 神武 讓槌神 問-一大 巳 貴 神-曰、 高 皇産靈 尊 欲 1. 降- 1 皇孫-君 ゆ 臨 

此地 h 故 先遣-, 我 二 神， 駔除 平定、 汝意 何如當 レ須レ 避、 不時 大巳貴 祌對曰 云々、 吾 亦當レ 避、 如 吾 防 禁者國 中 諸 祌必當 

同 禁、 今 我 奉 レ避誰 復敢有 M 不順 者？ 乃以， 1 平 國時所 杖之廣 矛, 授 M 二 神-曰、 吾以 -1 此 矛- 卒有= 治 功？ 天孫 若 用-一 此矛， 治 

國者必 當，； 平安 ハ 今 我 當於百 不足 之 八十 隈將 ニ隱去 ー矣、 と 申させ 給 ひて (古語 拾 遣に 此と 同じき 文 有り 下に 引る を 比 

技す 可し) 天神 之 御子に 授奉給 ひし 國 平の 廣矛は しも、 國土經 營の事 を 授奉給 ひし 表 物に て、 天神 諸の 詔 命 以て、 伊 

邪 那岐命 伊邪那美 命 二 柱 神に、 此漂 在る 國を 修理 固成と 詔 給て、 天 瓊戈を 賜 ひて 表 物と 爲給 ひし 例に 因 准 給へ る 物な 

りけ り、 (其 深き 致 は、 次なる、 生 國足國 登 御名 者 白 a 云々、 の 下に 委しく 說 べし、 然しながら 先 此事を 腹內に 留置 

可し、) 此に 吾以， ー此矛 T 卒有， 一治 功， と 云る 事 は大倭 神社 注進 狀に、 傳聞倭 大國魂 神 者、 大巳貴 命、 荒 魂與， 1 和 魂- 戮 

レ カーレ 心經 營 天下 之 地？ (和 魂と は 大物 主神な り、 同書に 家 牒曰腋 上 池心宮 御宇 天皇 元年 秋 七月 云々、 天皇 夢自 稱ニ大 

巳 貴 命， 曰、 我 和 魂自， 1 神代， 鎭， 一三 諸 山？ 而 助-一 神器 之昌 蓮-也と 有る を 以て 知べ し、 》 雲國造 神壽詞 に、 大穴 持 命 申 給 

久、 皇御孫 命乃靜 坐牟、 大倭國 申 天 己 命、 和 魂 乎 八^ 鏡 爾取託 天 倭 大物 主 櫛 si^ 玉 命 登 名乎稱 犬、 大御和 乃 神 奈備爾 坐 

と 申 給へ る此 也、 但 幸魂奇 魂と は 異なり 思 混 ふべ からす、 第三 詞の注 を 見合 可し) 叉 八 千 矛 神 者" 大巳貴 命以一 一廣 矛 一 

爲レ 杖、 撥つ 平豐 葦原 中懷之 邪氣？ 是時大 巳 責命號 M 八 千 矛 神， と 有る、 此 にて 大國 主神の 天下 を 避 營給ひ 邪鬼 を 摧伏給 


ひし 珍寶 なる を、 皇祖 天神の 詔 命 を 以て 顯明事 は、 皇御孫 命 所 知 看せ と 事 依 奉 給へ るに 依て、 此 迄大國 主神の 物爲給 

ひし 御 事業 は、 皇御孫 命の 御 職と 爲 りて、 大國 主神 は 幽冥 事 を 知 食す に 事 巳に 定 りけ るに 因て、 此廣 矛に 天神 之 御子 

此矛を 以て 國を 治め 給 はに、 必當に 平安 在む の 御言 を 添て 奉 給 ひしな り、 (大國 主神の 此廣矛 を 奉 給 ひし 御 3 曰 趣 を 熟 

く考穀 奉れば、 天神 之 御子の 天皇と 坐して 天津 日繼を 無窮に 傳給 はむ 樣を 表し 奉 給へ るに て、 天皇の 天下 を 統御す 御 

大業と 申は經 世と 武備との 二つなる 由を懇 到に 申させ 給 ふ 物な り、 此は 皇祖 天神より 伊邪那岐 伊邪那美 一 一 祌に條 させ 

給 ふ 重き 御 旨なる を， 須佐之 男 命 は 青海原 潮 之 八 百 重 を 所 知と 詔 給へ る 時に も 御 命 依し 給 ひけむ を、 大國 主神 また 須 

佐 之 男 命より 受 賜り 坐る 御言 也、 其 は 古事記に、 須佐之 男大神 云々 謂 = 大穴 牟遲 神-曰、 其 汝所レ 持 之 生 太刀 生 弓矢 以而 

汝庶 兄弟 者 追 iT 伏 坂 之 御 尾 T 亦 追 n 撥 河 之 瀬？ 而 意禮爲 -1 大國 主神- 爲 -1 宇津志 國玉祌 T 而其我 之 女 須世理 毘賫爲 -1 嫡妻- 

云々 而居是 奴 也と 宣 へる 御 命 を も 思 M して 考ふ 可し) 此 を經津 主神 武甕槌 神の 復命の 時に、 大國主 祌の御 心緖を 表し 

て 奉 給へ る を、 皇祖 天神の 御 許に 齋 置せ させ 給 ひし を、 皇御孫 命の 此國 土に 天降り 給 ふ 時に、 天 璽 三種 神 寶に副 給 ひ 

?i 天津神 簾、 天津 磐 境な どの 事 を も宣ひ 託て 天降し 奉 給へ る 物な り、 (古史 徵に、 古語 拾 遣に 天 照 太 御 神 高 皇産靈 神 

云. <r 卽以， 一八 鏡 及 草薙劍 二種 神寶 f 授？ y 賜 皇孫 永爲天 璽-所謂 神璽 劍鏡是 也、 矛 玉 自從と 見えて、 此自從 と 有る 矛 

は 卽 ち此 上文に、 大巳貴 神の 國 避の 事 を 記して 以- 一平 國 矛-校， ニー 祌- 曰吾以 -1 此 矛- 卒 有- 1 治 功た 大孫若 用 n 此 矛-治 レ國者 

必 當，， 平安， と 有る 此 にて、 彼 神の 授給 へる 御言 を 思 ふに、 此國 土に 降り 給 はむ に は必天 璽と 共に、 持 降給 はで は 得 有 

まじき 御寶 なり、 矛 玉 自從と 有る 文の 上に、 此 大巳責 神の 託 給へ る 事の 有に て、 其と 云ね ど此 矛と 通えたり と 有る が 
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如し、 〇 二種 祌寳 の說 古語 拾遺 ま 大殿祭 詞も然 なれ ど、 記紀 共に 三種なる に隨ふ 可し、 此は予 今日まで 古史 徵の說 

を是 なりと 思し かど も、 糙に其 說を改 るの 證徵を 得た るに 依て、 其 說は信 はざる なり、 事 長ければ 此には 云 はす、 

传矛玉 自從と 有る は、 共に 大國 主神の 奉 給 ひし 物な り、 大倭祌 社 注進 狀に. • 大國魂 神の 神 體は八 尺 凄と 記し、 八 千 矛 

祌の祌 體を廣 矛と 記せる にて 知べ し、 自從と 記る 由 は 三種 神寶は 天神の 校 給 へ る 物 なれば、 御 心と 事 依 奉 給 ひ： 矛 

玉 は大國 主神の、 皇御孫 命に 奉 給る 表 物 なれば 一 百 ふ 迄 も 無く、 持 副 降給 ふ 由な り) 然る を筑 紫の 大 朝廷に て、 齋始給 

ひける 隨に三 御代 を 經て皇 大宮に 令 坐 奉 給 ひし を、 祌武 天皇の 檯原宮 に 御世 所 知 食す 元年に 當て、 殊に 祌籬 を起樹 

給 ひて、 其 御 祭祀 は物爲 させ 給へ るに ぞ有 ける、 然る は 皇祖 天神の 事 依し 奉 給へ る 天業 を 恢弘め 給 ひ、 天下に 光 宅 は 

せる の 大業 此 時に 大成り、 區宇始 て 安寧く して 初 國所知 看す 皇都を 六合の 中心に 定給 へ れば、 其賽 謝の 御 事な るに て 

知 可し、 (御 紀に昔 我 天神 高 皇産靈 尊、 大日 霎尊擧 n 此豐 萱原瑞 穗國？ 而授 n 我 天祖 彥火虔 々梓 尊-於 是火虚 々件 尊闢 M 

天關？ 披 -1 雲路 ー骶- 一山 蹕， 以戾 止是 時運 屬- 一鴻 荒？ 時：^ -1 草昧 1 故 蒙 以養レ 正、 治-一 此西 偏- 云 々と 有 を、 辛 酉年 春 正月 庚 

辰朔 天 皇卽， 1 帝位 於檯 原宮？ 是歲爲 ，1 天皇 元年？ 故 古語 稱， 之 曰、 於 n 畝 傍之檯 原-也、 太 「， 立宮？ T 柱 於 底 磐 之 极-峻 ョ時搏 IT 

風 於 高 天 之 原 T 而始駿 n 天下， 之 天皇 號 -ー祌 日本 磐 余 彥火火 ffi 見 天皇 焉 T と 記された るに、 事の チ、 序 を 照し 合せて 知る. 

可し、 然れば 御巫 座 摩 御門 生 島 神 等 二十 三 座 を 宮中に 祭らせ 給 ふ 事な ども、 此 時に 始 りて 恒例と は爲れ り) 若て 其 矛 

玉 は、 崇神 天皇の 御世まで 自然に 天 璽の 三種 神 寳に從 ひ 御 在し を、 朝 庭に は 其 御 圖象を 摸し 留られ て、 始て別 處に遷 

奉 給へ り、 其御圖 なむ 此 神祇官 西院 坐、 生島足島神の御靈實に坐h^と思ゅ、 其 は 御 紀に六 年 百姓 流離 或 有-: 背. 1^- 其 勢 


難，， 以， 德治 1VN、 是 晨 興夕暢 請，， 罪 神祇？ 先； K 天 照 太 神 倭 大國魂 一 1 神 並 n 祭 於 天皇 大殿之 內-然 長- 1 其 神 勢-共 住 不レ安 

故以， 一天 照 太 神 二 K々、 亦 以-: 日本 大國魂 神-託-: 淳 名 城 入 贩命？ 祭 然淳名 城 入 姬命髮 落體瘦 而不レ 能， 祭と 有る を， (此事 

下に 云る 事 有り 考 合す 可し) 古語 拾遺に、 至， 干 磯城 瑞垣朝 T 漸 長- 1 祌長， 同レ 殿不レ 安、 故 更令下 齋部氏 率 n 石凝姥 神裔、 

天 目 一 祌裔ニ 氏, 更鑄レ 鏡 造. -劍と 有る に 傚て、 倭 大國魂 祌の矛 玉 を も、 更に 造り 坐 可き 理を思 ふ 可し、 (現に 宮中に 生 

島 足 島 神社の 傳り 有りつ る 事を考 知らば、 此疑 勿る 可き 物な り、 若然ら すと 爲は 何の 事に 依て、 大國 魂祌は 天皇の 大 

殿の 內に. K. りと も、 何の 子細に 依りて 別 處に遷 されたり とも 知られざる 可し) 同 御 紀翌七 年 八月 癸 卯朔己 酉、 倭迹速 

神 淺茅原 目 妙姬、 穗積臣 遠祖 大水 口 宿麵、 伊勢 麻績 君、 三人 共同 A 夢奏言 、 昨夜 夢 有-二 貴人-籠 曰、 以 -1 大田田 根子 命- 

爲下 祭-一大 物 主大祌 一之 主 わ 亦 以ニ市 磯長 尾 市- 爲 T 祭 n 倭 大國魂 神？ 之 主， 必 天下 太平 突と 有る を、 同年 十一月の 下に、 卽 

以， 一大 田 田 根子， 爲，. 祭 n 大物 主大 神-之 主^ 以- 一長 尾 市ー爲 T 祭-一 倭大 阈魂祌 一之 主， と 記された る は、 始て 大國魂 神の 御社 

の 定るを 云 ふなるべし、 (但 大物 主 祌も此 時に 始て祭 給 ふが 如くな れ ども 然 らす、 其 は 上に 引る 注進 狀に 云る 如く、 

祌 代より 三 諸 山に 鎭 座る を、 大田田 根子 命を以 祭し め 給 はむ 事 を 乞 ひ 給 ふに て 別な り) 然るに 垂仁 天皇 御紀 二十 五 年 

の 下に、 一 云 天皇 以 -1 倭姬 命- 爲 M 御杖； 貢 71 奉 於 天 照 太 神？ 是以倭 姬命以 天 照 太神鎭 n 坐 於 磯城 嚴檯之 本； 而祠 之然後 

隨 n 神誨 f 取-一丁 己年 冬 十月 甲子-連， ー于 伊勢 國渡 遇宮 (正書に 二十 五 年 春 三月 丁亥 朔丙申 、離-一天 照 太 神於璺 耜入姬 命- 

託， 一 于倭姬 命， 云々、 隨- 一大 祌敎 1 其祠 立-一 於 伊勢 國 ^ 因 興-一 齋宮于 五十鈴川 上 T 是謂， ー礎宫 一と 有に 合せて 考 るに、 丁 巳年 

は翌 二十 六 年 なれば * 其まで 倭 姬命國 々を 巡り 坐し なり、 崇神 天皇 七 年より 垂仁 天皇 二十 六 年 丁 巳まで 凡 八十 八 年な 
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り) 是時 倭大祌 著-一 穗積臣 遠祖 大水 口 宿 禰-而 誨レ之 曰 大初之 時期 曰、 天 照 太 神悉治 -1 天 原 T 皇御孫 尊專治 n 葦原 中國之 

八十 魂祌 T 我 親 治 n 大地 宫， 者 言 己 訖焉、 (皇御 孫尊專 治-一葦 原 中國之 八十 魂 神-と は、 國 土に 在 ゆる 萬 物の 魂に て卽八 

百 萬 神と 云 ふに 同じ、 治と は 古事記 國 作の 段に、 是時有 二 光レ海 依來之 神？ 其祌ー 百、 能 TJ 治 我 前 一 者、 吾 能 共與相 作成 云 

々、 爾大 國主祌 曰、 然者治 奉之狀 奈何、 また 僕 住所 者 云々、 而於 n 高天原 1 氷 木 多迦斯 理而、 治 賜 者な どの： m にて、 齋 

祀る事 を 云 ふなり、 下 文に 先皇 御 間 城 天皇 雖レ 祭ョ祀 神祇 T 微細 未レ探 = 其 源 根 T 以レ 粗留， 一 於 枝葉？ 故 其 天皇 短命 也、 是 

以今汝 御 孫 尊、 悔， 一先 皇之不 1, 及 而愼祭 則 汝尊壽 命 延長、 復 天下 太平 矣と 有に て 知べ し、 我 親 治 n 大地 官， と 有る は、 大 

地 萬 國の國 造に 功 有る、 國魂祌 にて、 其 は 古事記に 伊豫 國謂 n 愛比賣 r 讃岐國 謂-一飯 依 比 古 『 など 有る 如き は 其 國に屬 

る地官 にて 菌魂祌 なリ、 此を 悉く 統知 食す 故に 大國魂 神と は 申せり) 時 天皇 聞， ー是言 r 則 仰-中 臣連祖 探 湯 主ー丽 トレ 之 

誰人以 令， 祭，， 大倭大 神 T 卽停名 城 稚姬命 食， ト焉、 因以 命，， 濘名 城稚姬 命- 定-ー 神 地 於 磷邑？ 祠 -1 於大 市長 岡 岬 T  ；然是 停 

名 城 稚姬命 旣身體 悉瘦弱 以不， 能， 祭、 是以 命- 1 大倭直 祖長尾 市 宿禰， 令祭矣 と、 前に 引る 崇祌 天皇 六 年 御 紀とを 合せ 考 

ふるに、 一事の ニ途に 支れ 傳 はるに ぞ有 める、 其 は 此に濘 名 城稚姬 命と 有る は、 前 紀の淳 名 城入姬 命と 同人に 御 在し 

て、 崇神 天皇の 皇女に 坐る が、 同 天皇 六 年に 大國魂 神に 附屬 て齋か 令め 給 ひて、 伊勢の 齋 王の 如く 御 在し、 同 七 年に 

市 磯長 尾 市 を 以て 祭ら 令め 給へ る は、 祌 主に 任し 賜 ふなる を、 垂仁 天皇 二十 六 年に 常て、 淳名城 入姬命 年老い、 身體 

悉瘦 pi- 給 ひて、 能 祭り 給 はざる を 以て、 市 碟長尾 市 一 人して、 其齋 王の 事 を 兼て、 其 祭 を 主れ りと なり、 (如 此く對 

考 すれば、 前 帝 御紀六 年の 下なる、 然 it 名 域 入 姬命髮 落體瘦 而不レ 能レ祭 也と 有る は衍 なり、 何 を 以て 云ふぞ ならば、 


s 始て託 給る、 .fQli 霊る ほどの 事に は 及ぶ まじく、 且 iQ 御 女に して、 i 入姬 命より 弟に 坐せ 

ば、 老と S 御 f も R ば、 垂仁 天皇 御 紀に記 直 I 事 を、 畢竟 事 Q 因に 記させ 給へ る Q みなれば t、 叉 今 帝 

御紀 なる 此に 引る 文に 時 天 蠢-> 巷-云々 の 文 は、 前 帝御 紀七 年の 下に 收る 可き 文に て、 此 時の 較略 は、 |治->大 

地官， 云 さて、 天皇に 神 紙 を I 給 はむ 故實 を、 正し 示 奉 給 ひし 託 f で Qf りしな り、 時 天皇まで にて 事 f 

り、 然れば 時 2 聞 n§- 5  Q 文 は、 8 天皇 七年紀 より 錯亂 せり) 此は神 名 式に、 大 S 山 I、 大和 坐 大國魂 

S 一一 一座、 (53 大、 月 I 嘗 I) と 有る 御社に て、 御 紀に壽 章 十月 從 二位、 S 元年 正月 從 一位 を授 奉 給 

ひし實 えたり、 (g 十二 g く、 和名 抄には 大和 il: 止此鄕 城下 郡に 入れり、 孝寶 皇御紀 にも、 城下 郡大 

和种 山と f  、  二 St 赢 なれば、 如此 |?、 謹 五 i 地 樊御神 等、 雲 疆久 isl 虚、 喩阿 

麻 霞 利、 見 ま 麻 比 5 と 詠り、 借此 御社 今 新 泉 村と 云に 有て、 大和 大明 神と？」 と 云れ たり、 垂仁 天皇 二十 五 年 

御紀 に、 定，， 祌地於 穴 磯邑； 祠，， 於 大裏岡 岬， と 有る、 S は 後に 謂 ゆる 書な り、 穴 磯 邑は城 上 都に 穴師 村有り 

式 こ 穴 師坐兵 主神； M、 名种大 月次 相 嘗新嘗 と 有る は、 此廣 矛に 由有る 御名な り、 白井宗 因が 神社 啓蒙に、 近江國 夜. - 

1ハ主 神社、 名 神 さ 此 I 大讓命 也と、 魏正. f 引 5 へる は 然る I り、 大市震 S は 今 s 泉 村 蠻古名 

にぞ有 つらむ) 大倭祌 社 注進 狀に、 中大 國魂神以ニ八§| 神 S 左 八 千 矛 祌以- 一摩き 祌 5 右 御 歲神以 き 

禾， 爲，， 神ず i えたる 御歲神 は、 裏 si ゆる 大地 主 s 故事 S りて 共 g られ給 ひし S &、 其 は 除て 

天皇 Q 大 殿の 內に祌 代より 鎭り御 在る は、 此大阔 魂祌、 八 千 矛祌二 柱に て 彼 矛 菅從と 有る 神實 にて 坐し ける を ま 
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御圖象 を物爲 給へ る を 以て、 生 島 御巫に 裔祀ら 令め 給へ り、 神 名 式に、. 淡 路國三 原 郡 大和 大國魂 神社 二 座 (名 歸大 )、 

と 有る は、 決めて 大和 社より 移されけ む を、 其 は 上の 二 柱 神に 御 在す 事 云 も 更なり、 (記傳 に 云く、 此は， 何の 由に て 

彼國に 坐に か 知らす、 本に 下の 大字 無し、 今 は 臨時 祭式 文 德實錄 などに 依て 補つ、 〇 今 云 養 宜鄕八 太 村に 有り、 二宮 

と稱 ふ、 但此は 伯 家 部類に 引る 永 萬 元年の 古文書に、 淡路國 一宮 二宮と 有れば 甚 古き 事な り、 八 太 村 は 八 太 氏の 本 居 

なるべし、 姓氏 錄靑海 首の 次に、 八 太 造 和 多 罪、 璺玉彥 命兒" 布 留多摩 乃 命 之 後 也、 と 有れば なり、 借 其靑海 首は大 

和 直 同祖なる を 以て 思 ふに、 此も 其由緣 有る 氏な り) 偖 此神を 生 島 神 足. 島 神と も、 生國神 足國祌 とも 申す 事なる が、 

古今の 書に 其徵を 索る に、 神 名 式 信 濃 國小縣 郡 生 島 足 島 神社 二 座、 (名 神大) と 有る、 此社傳 に 大己貴 神なる 由を傳 

へたり、 (上野 國の事 を 記せる 或 書の 說も然 なり) 同 式 攝津國 東 生 郡 難 波 坐 生 國國魂 神社 二 座、 (拉名 祌大、 月次 相嘗 

新嘗) と 有る も、 此詞， に 生 國足國 登 御名 者 白 氏と 有れば、 諦 しく 生 島 足 島 神同祌 なり、 神祇 本 記と 云 ふ 書に、 生國魂 

社、 祭 祌大國 玉 命と 有て、 大和 神社と 同體 なり、 朝野 群 載に 生 島 高 神 之 地と 云る は 此處を 云 ふなり、 (孝德 天皇 御紀 

に は、 生國魂 社と 作り、 また 三代 實錄に は、 難 波 生 國魂祌 に 作り、 祈 雨 祭式に、 難 波 大社と 稱る此 なり、 祝詞 考に云 

く、 三代 實錄 にも、 難 波 生 國魂神 坐 摩 神と 並 出たり、 然れ ば本此 御名に 依りて 所 を 生 島と 云 ひし を、 二 郡に 分て 東 

生、 西 生と 云け む を 生 を も 後に は奈 利と 唱 誤れる より ISA 生 西 成と 字 を 分つ 事に 成れり しなり、 今も此 社の 難 波に 坐る 

にて 知 可し、 斯 在れば 是は 高津宫 にて 齋 給し を、 都 毎に 遷 されけ む、 仍て 何處は 有れ ど 難 波 生 島に 依 可く 思 ゆる 也」、 

とまれた る 大較は 宜し けれど、 巳に 第 四 坐 摩詞の 下に も辨 たる 如く、 難 波なる は仁德 天皇の 都 城に て 祭り 給 ひしが、 


遷都の 後 も 難 波に 遺り 給へ るに て、 事の 本末 相違へ り、 叉 社家 注進 狀に、 天 活玉命 也と 有る 誤 は，' 外に も 例 有る 事に 

て、 祌名 式に 越 中 國射水 郡氣多 神社 は、 決く 大巳貴 命なる を、 祌名帳 頭注に、 天 活玉命 也と 注せる と 同じく、 大巳貴 

命 を 生國魂 神と 稱： 申す を、 粗 知て 誤れる なれば、 此誤 反て 正 を 得る の 階梯たり、 惜 谷川 氏の 通證 に、 攝津志 を 引て 云 

く、 生國魂 社舊在 U 府城地 r 明 應中釋 蓮 如 欲 H 毀而建 n 怫 刹- S 示 n 祌異？ 蓮 如 恐怖 而止、 天 正中 豐 太閤 築 ニ府 城-時 遷 11 祠 

郡戶 南， 加，： 其 祭 田， と 見 ゆ、 甚も 長き 御稜 威に こそ、 叉攝津 志に 生島祠 在- 1 河 邊郡栗 山村 T 相傳此 地嘗爲 n 生 島 神 祭 田？ 

故 有， 一 此祠, と 云る は、 此生 國阈魂 祌の圭 田な りし 地なる 可し) 叉 泉 國大島 郡生國 神社 (鍬^) を 大國玉 命 を 祀れる 

由 書に 見えたり、 (同 郡に 開口 神社 有る を 住吉舊 記に 云く、 事勝國 勝長狹 也、 後 合 n 祭 生 玉 明 神、 牛 頭 天 王-と 有る 事 

勝國 勝長狹 は、 事 代 主神に 御 在す こと、 如 在る に 生 玉 明祌は 大國玉 神な り、 牛 頭 天 王は須 佐之與 神な り、 旁 由 有りて 

此も 一つの 傍證 と爲れ り、 偖 此は今 辦津に 三 村 大明祌 と 云へ る 社の 事な り、) 叉 能 登 國鳳至 郡、 生 國玉比 古神 社も諦 

しく、 此 Q 大國魂 神なる 可く 所思 ゆ) 能登國 名勝 志と 云 ふ ものに、 羽咋郡 氣多祌 社、 本殿 は 大巳貴 命、 奥 社 は 素妾嗚 

尊、 稻田姬 命な り、 頂 社 は 大已貴 命の 石像に て、 何れも 神代より 鎭り 坐せ り、 大祭 二月 初 午 日、 能 登 生 國玉比 古祌社 

へ 神 幸 有 云々 と 記せり、 氣多祌 社 は 大巳貴 命の 本 體に在 せれば、 其の 荒 魂 大國魂 神の 許に 神 幸なる 可き 所以 尤 なり) 

此 等の 證據を 得て 見れば、 生 島 足 島祌 とも、 生國 足國祌 とも 申す は、 決く 大國魂 神、 八 千 矛 祌を齋 はせ 給 ふ 物に ぞ 有りけ 

る、 然れば 此の 神祇官 西院 坐、 生 島 足 島 一 一 神 は、 大和 神社の 御 摸造 を 齋ひ祀 り 給へ るに ぞ 有りけ る、 (天 照 太 御 神の 伊勢 

に 座 坐して、 其の 御圖象 を內侍 所に 留めさせ 給 ふと 同事な り) 惜此大 國魂神 八 千矛祌 共に 大國主 大祌の 荒 魂の 御名に て 
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H タテ 

國土 經營り 坐し、 大 造の 績を得 建 給 ふ 御 功に 依て、 負 坐る 御名なる が、 御 父須佐 之男大 神の 大國 主神と 爲り、 宇都 志 

此國玉 神と 爲れと 仰 給る 御 命に 依れる 物 也、 國 魂と 申す 御 名義 は、 記傳十 (五十八 丁) に、 大國主 は 天下 を 主領く 意、 

此の 國玉は 國經營 る 功業 を爲 して 天下に 其 恩賴を 蒙ら 令る 意 也、 叉 九 (六十  一 丁) に 玉 は御靈 なり、 故國御 魂と も 云 

り、 叉 (五十二 丁) に 御 魂と は、 神代 紀 (1^ 古語 拾遺) に 百姓 至 n 于今， 咸 蒙-一 恩賴 T 皆 所-一 效 験-也、 また 萬 葉 五 (二 

十六 丁) に、 阿 我 農 斯能美 多 麻 多 麻 比 など 有る 意に て、 其 功 德を稱 たる 名な りと 云れ たり、 (垂仁 天皇 御紀 に、 賴_ 一 

聖帝之 祌靈？ 景行 IK 皇御紀 に 皇靈の 威と 有 を、 美 多 麻 能 布 由と 訓り、 叉祌功 皇后 御紀 に、 吾 被， 一 神祇 之敎輯 n 皇祖 之 

靈， 云々、 蒙-一 祌祇之 霊-など も 有り、 日本 紀竟審 歌集に、 得-一大 巳 貴 大祌, 矢 田 部宿禰 公望 國 平し 矛の 鋒より、 偉へ 來 

. る 御恩賴 は 今日 そ 嬉しき」 と 訓るは 此大國 魂 神の 事に 熟く 営れ り、 國土經 營の御 恩 賴の終 古に 辱き 由 を 詠ろ 也) 谷川 

士淸說 に 恩 賴は盖 御 賜 之 殖義也 J と 云る は 然る 言に て、 萬 葉 十五に 多 麻 之 比 波、 安之 多 由 布 敝爾多 麻布 禮杼と 有る も、 

靈性 は朝暮 に賜殖 どに て、 其靈 性の 神より 賜れる が殖る 意な り、 (布 由と 布 留と同 言なる 由 は、 古事記 明宮 段に、 波 

加勢 流 多 知 母、 登 都 流 藝須惠 布 由と 有る 傅に 委し、 此に 就て 思へば 新 古の 布留 も、 年 序 を經歷 の義は 本より なれ ど、 

年 序の 積殖 るな り) 師說 に天武 天皇 御紀 に、 十一 年 十一 月 云々、 爲ニ 天皇， 招魂 之と 有る を、 美 多 麻布 利 須と訓 み、 四 

時 祭式に 鎮魂祭 を、 於 保 美 多 麻布 利と 訓 める も 共に 古 首に て、 天皇の 御 魂の 威 震 給 ふ 可く 奉仕る 事と 通 ゆ、 其 は 職員 

令 集 解に、 問，, 鎮魂祭， 云々 答 云々 問 二 布 利 之 由； 答 古記 云 燒速日 命 降 レ自レ 天 時、 天 神授， 一 瑞寳十 種， 云々、 敎導若 有 n 疚 

所 一 者、 今 兹十寳 .一 二三 四 五六 七 八 九十 云而、 布瑞部 由々 良々 止、 布瑠 部と 有る 布留 にて、 魂 は 此方より 彼方へ 轉り 


魴く德 用 を備る 物なる 故に、 卽ち震 ふ 由な りと 云れ たる 如し、 (此は 古史 傳に 說れ たるなる が、 其 要 を 撮 ffi たる 也、 

其 外に 云れ たる 事共 多 かれ ど、 古意を5^bれぬ說なれば、 全に 信 難き に 依て 省きつ" 第三 詞の 下に も 事の 因に 依て、 

粗 云る 事 有れ ど 委しく は 鎮魂祭 詞の 下に 云 可し) ^£布利は俗にも物を振と云ふ語有る、 其 は 物の 末の 振動き 廣 ごる 意 

なれば、 自然に &レ ill 有り、 此に 依て 申さば、 大國魂 神と 申す は 注進 狀に、 大國魂 神 者 大巳貴 命、 荒 魂 與ニ和 魂ー戮 

レ カー ， 心經 營 天下 之 地, と 有る 如く、 天下 を 經營給 ひし 大 造の 績を得 建 給 ひける、 其恩賴 の： 大地と 長く 日月と 久しく 

傳 へて、 咸 皆效驗 有る 御 功 德の殖 給ふ義 なり、 (荒 魂 與ニ和 魂 ー戮レ カーレ 心と 有る 傳は、 甚も美 好き 傳 なり、 其 は 第三 

詞の 下に 云る 如く、 荒 魂 を 以て 事物 を爲 すに、 和 魂內に 在て 務め 守ら ざれば、 其 成功 を 遂る事 成 難ければ なり、 彼 神 

功 皇后 御紀 に、 神 有レ誨 曰、 和 魂 服， 一王 身， 守， 一壽 命-荒 魂爲 n 先鋒 一而 導-一 師船 f と 有る 差異 を 思 別ちて、 考 可し) 惜 また 

八 千 矛 祌と中 も 共に、 荒 魂の 御名な りと 云 ふ 由 は、 上に る 注進 狀に、 八 千矛祌 者、 大巳貴 命以， 一廣 矛 ー爲， 杖 撥 平豐 

葦原 中阈 之邪氣 f 是時大 巳 貴 命號曰 n 八 千 矛 祌>  と 有る 如く、 武威 を 以て 邪神 姦鬼を 撥 平 給 ふ 由に 依て、 負 坐る 御名な 

り、 (萬 葉六卷 また 十卷 に、 八 千 样之祌 之 御せ 自云々 と 詠り 平國の 古昔に 係て 云るな り、 記 俥に 八 千矛祌 は、 武威の 

八 千と 多くの 矛 を 持る 如きの 意に 稱し 御名な り，： y 說れ たど 然ら す、 實に平 1： 之 廣矛を 以て、 邪鬼 を 平 治 坐る 由 也) 其 

は 祌代紀 に、 大巳貴 祌興言 曰、 夫 葦原 中國、 本 自荒芒 至， 1 及 磐石 草木？ 咸能强 暴然吾 己摧伏 莫レ不 -1 和 順？ と 有る 磐石 

草木の 咸能强 暴 は、 上なる S 葦原 中 國之邪 氣に當 り、 吾 己摧伏 莫レ不 n 和 順-は、 上なる 撥 平と 全く 同意の 文なる を以 

て 知られたり、 此に 就て 思 ふに 八 千 矛祌と 申す 御名 は、 1! 作 始め 給し 間の 御稱 なる 可し、 其 は 古事記に、 大穴 牟遲 
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祌、 須佐之 大祌の 御 許に W 坐て 還り 給 ふ 所に、 故 持- 1 其 大刀 弓 T 追 fr 避 其 八十 神-之 時、 毎 坂 御 尾-追 伏、 毎- 1 河！ 1- 

追 撥.. 而始 作， 國 也と 有て、 此引續 きに 此八千 矛祌、 將， 婚， - 高志國 之、 沼 河 比 賣？ 幸 行 之 時 到，， 其 沼 河 比寶之 家， 歌 曰、 

夜 知 富 許 能、 迦微能 美 許 登 波 云々 攝、 其 沼 河 比 寶未レ 開， 戶自 レ內歌 曰、 夜 知 富 許 能 迦微能 美 許 等 云. -、 夜 知 富 許能迦 

微能美 許 登、 許 登 能 迦多理 碁 登 母 許 遠 婆、 また 須勢理 ss< 命の 御 歌に、 夜 知 富 許 能 迦微能 美 許 登 夜、 阿賀 淤富 久邇、 

奴 斯許曾 波 云々 と 有て、 此 まで 文に も 八 千矛祌 とし、 歌に も 八 千 矛祌之 命と 詠る に、 須勢理 esK 命の 御 歌に 至て は、 

我 大國主 こそ はと、 國土を 主領き 坐す 御名 を 詠顯し 給へ る を、 此引續 の 文に は 故 此大國 主神 云々 と 記された るを以 

て、 古 傳の混 維なら ざる を 思 ひ 察む 可き なり、 (此 より 上に、 八 千 矛 神と 申す 御 事跡 無く、 此 より 下に も 同じき を以 

知 可し、 但此須 勢 理爲賣 命の 御 歌 は、 國 中に 邪 氣を平 治て 國土 經營に 功し み 給 ふ 頃の 御 事と 聞え たり、 其 は 八 千 矛の 

神の 命 や 我が 大國主 こそ は、 と 詠せ 給へ る を 以て 悟られたり) 若て 大阈魂 神 を、 生 島 神と も、 生阔祌 とも 稱へ、 八 千 

矛祌 を、 足島祌 とも 足國祌 とも 稱た るかと 思 ふ 由 有り、 其 は 上に 註る 如く、 大國魂 神 はし も國々 に 腸て 在せ る、 天下 

萬國の 國魂祌 を、 悉く 統領 治 食す 御 職に 渡らせ 給 ふが 故に、 大國魂 神と 申す 事に て、 此大祌 の 我 親 治-一大 地官. と宜へ 

る此 なり、 偖 其國々 の 國魂祌 は、 伊邪那岐 伊 邪 邪 美 二 柱 神、 遘合爲 給 ひて 先づ大 八島國 及び 六の 小島 を 生 坐る、 其に 

就て 俱 生る 國魂祌 は 更に も 云 はす、 (巳に 云へ る 伊豫 國謂 n 愛 比賣？ 讃岐國 謂，； 飯 依 比 古 r など は 一 K ふ も 更なり；、 祌名 

式に、 山城 國久世 郡 水 主 坐 山背 大國魂 命祌ニ 座、 大和 國高市 郡 吉野大 國栖御 魂 神社、 和 泉 國日根 郡國玉 神社、 攝津國 

鬼 原 郡 河 內！： 魂 神社、 伊勢 國度會 郡大國 玉比賣 神社、 度會 乃大國 玉比賣 神社、 尾張圃 中島 郡 尾 張 大國靈 神社、 遠江圃 


磐 田 郡淡诲 國玉祌 社" 對馬島 上縣郡 大國魂 神社な ど此 外に も國々 に 圃玉祌 社と 云 ふ 多し、 鈴 屋翁說 に、 此等は 各 其 K 

處 こ經營 の功德 有りし 祌 なりと 云れ たる は實に 然る 言な り、 然れど 大國魂 神 は、 其の 國々 の 國魂神 を， 統領 給 ふ 神な り 

と 云 ふ 事 は、 考へ 漏され てぞ 有りけ る) 蛭 子 島 及び 粟島の 阈魂神 を も 悉く 率領給 ひて ぞ有 ける、 其は鎭 火祭詞 に、 --断 

伊佐 奈伎伊 奈美乃 命、 狭 妹 二 柱 嫁繼給 氏、 國能 八十 國島能 八十 島 乎 生 給 比、 八 百 萬 祌等乎 生 給 比 氏 云々 と 有る、 古 

傅の S 此大八 島！： のみ を 生 給 ひしに は 非ぬ 所に 目 を 就れば、 蛭 子 は 今の 蝦夷 を 云 ひ、 粟島 は 粒々 と數千 萬の 小島 を 生 

坐し なる が、 彼 祌代紀 正書に、 大 八洲 國を生 給て、 後の 處に 卽對馬 島、 壹岐島 及び 處處 小島 皆 是潮沫 凝 成 者 突、 (亦 

曰， 水 沫凝而 成， 也) と 有る、 對馬島 壹岐島 は 旣に大 八洲 國の員 數に入 たれば 別 なれ ど、 處々 小島と 云 ふ もの は 彼 粟島 

なる，、、 二ち.^ の 生 坐る は甚 小く 數 有る 島々 なりし を、 追々 に 年 序 を經る 其の 久遠なる 間に、 潮沬 及び 水 沬の凝 著 

て、 大 くも 小く も W 形と 成 定れる 由を簡 古に 傅へ たる 物な り、 (此詞 に 皇神能 敷 坐、 島 能 八十 島 者、 谷 蟆 能狹度 極、 

狹國者 廣久、 峻阈 老平久 云々 と 見えた る を 以て 知るべし、 此 次なる 太 御宮 祈年祭 詞に、 狹國者 廣久、 峻國者 平 久と有 

る は、 貢詞に 就て 云 ひ、 此は國 土の 經營に 就て 云る なれば、 自然に 別事な り 心 を 著べ し) 然れ ども 記紀 共に 魅 子と 粟 

島 を不， 人 二子 之 例-と 有る は、 皇 管、 I 爲て ii 國を生 坐む と J へき、 女神譽 S し 不祥に 

依て 蛭 子 は 三年まで 待 試 給し かど も、 生 立ざる 荒土たり、 粟島 は瑞 穂な どの 生 立 可から ざる 痩 地なる が 故に、 再 

唱和の 大禮を 行 ひ 給 ひて、 大八 島圃を 更に 生 坐る に對 て、 彼 を ほと し此を 君と 爲し給 ひて、 國の 美惡を 分ち 尊卑 を定 

させ 給る 物に ぞ有 ける、 然れば 祝詞に、 1： 能 八十 國、 島 能 八十 島 乎、 生 給と は 其 差別 を 立す して、 語 傅た る 物に ぞ有 
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ける I 此に八 百 萬 祌等乎 生 給と 有る は、 其 八十 國 八十 島の 國魂神 也、 此は 各々 其 國處に 就て 成 W 坐して、 各々 其國を 

經營 給ふ祌 等な り、 少 彦名祌 など も 其 一 柱に 坐て、. 尤傑 させ 給へ るな り、 (記紀 共に 少彥 名祌 を、 神皇產 靈祌の 御手 

保より 生み 坐る と 云 ふ なる 傳を 外にして 斯 在る 說を爲 す を、 人は異 しむら めど も 此に說 有り、 高 皇産靈 神神 皇產靈 

神 は、 幽 身の 祌に御 在して、 其 御子と 申す は 御 靈を分 給へ るに て、 御身 は 伊邪那岐 伊邪那美 命の 地質に 因て 體を爲 す 

なり、 所以て 其 生 坐る 始を 云へば、 高 皇産靈 神 祌皇產 靈祌の 御子な り、 其 御身 を 成す 上 を 以て 云へば、 伊邪那岐 伊 邪 

那美 命の 御子な り、 此 故に 其祖を 此兩 方に 係て 偉 ふる 神 典の 常な り、 古史 徵に 引れ たる 神 名！ i 書に 引る、 神祇 譜に、 

國作大 巳 貴 命與， 1 高 皇產靈 神 之 長子 少彥名 命-共 經 fl 營 天下-と 有る も、 粟島に 天墮 せる 國魂 神と 見れば 大に 叶へ り、 姓 

氏錄 など 此意を 以て 見 ざれば、 悉に 解る 世 勿ら む 物ぞ、 此は予 が 始て云 K る秘說 なり、 且少彥 名 命 は、 紀伊國 粟島に 

鎭 坐し、 叉 外國に 渡らせる 時 も、 伯誉國 粟島に 粟 を 播て其 莠實る 時に、 粟 堂に 彈て 常世 國に 渡り 坐と 偉へ、 叉 少彥名 

命の 主と 經營 した まひし 赤縣州 は、 粟 を 以て 尤き 物に 爲る事 皇國の 瑞穗に 於け るが 如し、 其は說 文に 禾嘉穀 也、 以ニ 

二月， 始生、 八月 而熟 得， 之、 中和 故 謂， 一之 禾？ 禾木 也、 木王而 生， 金土而 死从， 木、 象 n 其穗， 凡禾之 a 皆 从レ禾 と 有を以 

て 知る 可し、 尙蛭子 乃 粟島の 詳說は 別に 記せり) 此少彥 名 神 すら 兄 第と 爲り 給へ る 上 は、 國々 島々 の 國魂祌 は、 此大 

國魂神 を „tl: 長と 爲し仕 奉て、 其の 制令に 因 准て 國土 經營の 功德を 立て 給 ひけむ 事 疑 有る まじき 者な り、 臨時 祭式に 八 

十 島 神 祭 云々 と 有りて、 右 八十 島 祭 御巫 一 人、 生 島 巫 一人、 赴 二 難 波 湖-祭， 之、 と 記された る を 以て 見れば、 生國國 

魂 神 を 祭る 因みに、 他 神 等 は祀ら る.^ にぞ 有け る、 此詞に 皇神能 敷 坐、 島 能 八十 島 者 云々、 島 能 八十 島墜事 無、 皇神 


等 能 依 左 志 奉 故と 有る は 其な り、 然れば 天皇の 天下 知 食す 御世の 始に、 八十 島 神 祭 を 物 爲給ふ 上 は、 萬 國の國 魂祌を 

天皇の 統御す、 萬 國の爲 に 祭らせ 給 ふ 物なる 可し、 (但其 祭神 を 擧られ たる は、 住 吉祌四 座、 大依羅 神 四 座、 海神 二 

座、 垂水； &ニ 座、 住 道祌ニ 座と 見えて、 何れも 海と 水に 歸 たる は、 大地の 全體は 環海に して 島嶼 は 其 中に 在る を以 

て 自然 萬 國を隱 たる 意 有り、 叉此 事に 御巫 生 島 巫な ど 預るを 思 ふに、 主と 仕へ 奉る 祌を涂 て、 他の 神事に 隨ふ 可く も 

非す、 然れば 御巫 祭神 八 座と、 生 島 巫 祭神 二 座 を 宗と爲 る 御祭なる を、 其 は 恒例に して 定る 事に し 有れば、 上 件の 神 

社の み を 並 記された る 物な り、 此詞に 依て 考ふ 可き 物な り) 然れば 生 島 神と も、 生國 神と も 申す は、 萬 國を各 國の國 

魂 神に 經營 しめ 給 ひて、 水 沫潮沫 を 寄 給 ひて、 狹 國は廣 く、 峻國は 平け く、 物 爲給ふ 由な りけ り、 (なほ. h 、に 云 ふ 事 

を考 合す 可し、 侑 生 國國魂 神と 申す も、 大國 魂祌と 申す も 同事な り、 其 は 古事記に、 大 年神娶 一一 神 活須毘 祌之女 伊 怒 

比賫， と 有る 活須 比祌 は、 熊 野 久須爲 命と 同祌 なる に、 祌代紀 に 熊 野大隅 命と 見え、 W 雲 風土記に 赤 衾 伊努意 保須美 

比 古 佐委氣 命と 有れば、 活と 大と甚 近き 言な り、 物の 生榮 ゆる や 後長て 大 なる 意なる 可し) 叉 八 千 矛 祌を足 島祌と 

も、 足國祌 とも 稱 申す 由 は 上に も 註る 如く、 磐石 草木の 咸能强 暴を摧 伏せ、 邪鬼 を 撥 平て、 國土を 平定 給 ひ 廣矛を 杖 

して 治 功 を爲給 ふ、 是此詞 に 謂 ゆる 峻國を 平け く 作爲給 ふなり、 祌武 天皇 御紀 に、 昔 伊 弊 諾尊目 M 此國- 曰-! 日本 者 浦 

安國、 細 戈 千 足國、 磯輪 上,^ ハ 眞國， と 有る 故事 を 記させ 給へ る 中の、 細 戈 千 足 國と云 ふ 事大に 此に由 有り、 其 は 細 戈 

は麗 戈に て、 國號考 に 云れ たる 如く 戈に？ と 云 ふ 物 有る、 其？ へ 續く發 語なる 物から、 尙麗戈 鋭と 受 たる 意 も 含め 

り、 然れば 八 千 矛 神は彌 鋭矛祌 にも 有る 可く や、 (玉样 之 道と 綾く 發語 も、 冠辭考 の說の 如く、  3- 刀 太子な どの 例に 
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て 身と 受 たりと 云む も惡 からね ども、 道 を 知との み も 云 へ ば、 玉 梓 之 鋭の 意 を 以て 續 たりと 云む も强 事なら. fO 千 足 

國は滿 足 國と云 ふ 意に て、 細 矛 之 滿足國 なる 可し、 此は 武備の 萬國に 比類な き 耳なら す、 地靈に 自然 神武の 要害 有 

りて、 異賊 の此を 犯し 敵な むま じき を 祝 給へ る稱 なり、 (御紀 の 蹄に て は、 大和 國 1 國の稱 名の 如く なれ ども、 日本 

者 云々 と 記された る 意 を取玎 し) 此に 因て 大巳 貴大神 は、 玉 牆內國 とも 目 させ 給へ る 由 御紀に 見えたり、 倚此 等の 事 

共を传 據と爲 て、 足 島足國 は、. 千 足國の 意な りと 思 はる，^ を 尙云は i -、 八 千 矛 祌の稷 威 を 以て、 國 作の 上古 耳なら す 

現に 今 も 此國は 更に も 云 はす、 萬 國の峻 臉の地 も 追. 、ひて 開け 行く を、 其 を 成す は 人事に こそ 有れ、 成る は 神の 預相 

鎔造給 ふなれば、 其 開く るに 隨 ひて 邪 祌姦鬼 其の 身 を 置く に 由な く 良 滅亡 失る 事 勿論な り、 此 故に 國 土の 經營 は萬國 

共に 日- に 滿足ひ 行く 故 を 以て ぞ 負せ 奉 つらむ、 (古人 Q 思 兼 はし も、 何 どて 如；^ まで は 深 かりけ むと、 思へば 思 ふ 

隨に 仰けば 仰ぐ 隨に彌 々尊く 彌々 高き 物なる を、 然る 心しら ひ 爲ぬ人 は 祌典を 見る 神 眼 無く、 玄理を 伺 ふ識神 無き が 

故な り) 尙生國 足 w の祌號 を负ひ 給へ る 由緣に 就て、 奇 しく 妙なる 幽理 有る 事 下に 說 るが 如し、 

イク クニ タル ケニト  E ナ ハマ ヲシテ  n トヲへ マ づラク ハ 

生 國足國 登。 御名 者 白 氏。 辭竟奉 者。 

生 國足國 登 御名 者白氐 云々 は、 大！； 主 大祌の 平 國之廣 矛を授 奉て、 吾 此矛を 以て 卒に治 功 有り、 天 神の 御子 此矛を 

て 國を治 給 はぐ、 必す當 に 平安く 坐な むと 申させ 給へ る、 祌 語の 達る 所に して、 經圃の 大本に して 政敎の 綱紀たり" 

(神武 を 主として 天下 を經綸 させ 給 はむ 表 物の 由に 說れ たる 先師 等の 說は、 右 を 見て 左 を 忘れた る 偏 同の 說 にして、 信 


ひ 難し) 實に 國土 はし も、 生活せ る 物にして、 祌 典の 古 偉に 此漂蕩 る國と 云へ る 如く、 或 有 所 成 或 有所不 1>:- て、 經營 

爲 ざれば 萬物滿 足て、 生 民の 資 用に 供る 事 能 はす、 伊邪那岐 伊邪那美 命の 皇祖 天神の 詔 命に 依て、 此國土 を 建 給 ひし 

以 來天壤 とともに 廢 可から ざる Q 大業に して、 生 民を祌 語に、 天 之 益 人と も顯見 蒼生と も宣 へる 如く、 年に！ し 日に 

加す と雖 も、 一 人 此を剩 物 を 爲て廢 るべ からす、 一 民此を 無用に して 棄っ 可から す、 各 其の 賦與る 所有り て、 其 職 有 

り、 其 業 有りて 互に 相 抉け 相 左右て 此國土 を 保持つ 所以に して、 皇祖 天神の 賦命此 に 在り、 此乃 往古 來 今-大地 間に 充 

實 する 正 當 不易の 祌理 にて 我が 大道の 本體 たり、 彼禮 記に、 道 也 者不レ 可-一 須臾 離， 也、 可レ離 非レ道 也と 云へ る は此に 

允 當れり や、 (古今の 神 典學者 等、 此 古意 を 得て、 祌明 不測の 妙 處を伺 はれざる 故に、 古俾の 今日に 契合せ るの 大旨 

世に 顯る i 事 無て 止しな り、 此 故に 道の 外に 敎を說 くな り、 道と 敎は體 と 用との 若し、 此を ニ途に 別て 苟ぞ其 眞正を 

得る 事 有む や も、 儒釋 の小敎 などの 若く、 其 打 聽く所 は 尤に爲 て、 其  一 の 上 を 索れば 筌 理に歸 る も、 其 大本 人智の 

測量の 外 無ければ なり、 我が 大道の 萬國に 行る、 所 其と は 異なり、 老子に 功 成事遂 百姓 皆 曰-一 我 自然 一と 云 へ る 如く、 

誰が 命す ると も 無く 人々 の 身に 自然に 行 ふ 有る が、 事の 極 は 經國利 民の 外 無き 物な り、 敎を 借りて 行 ふ 者 は、 天下の 

公道に 非す、 公道に 非る が 故に 人情に 乖違 ふ、 人情に 戾 るが 故に 皇祖 天神 此を 許さす、 倦 此の 事に 同じき は、 易繁 

辭にー 陰 一 陽 之 謂 レ道繼 之 者 善 也、 成 レ之者 性 也、 また 中廣 に； 大命 之 謂 i 性、 率， 性 之 謂， 道、 脩， 道 之 謂 A 敎な どなり、 

此等皆 彼國を 驟戎給 ひし 我が 皇 神の 傳 坐る 古語なる が、 夷狄に 此を存 する 也) 此賦命 を 修る爲 に 夫婦 有り、 陚命を 傅 

る爲に 父子の 道 有り、 此を領 る爲に 君臣の 義 有り、 此國土 を 作 固 給 ひし、 伊邪那岐 伊邪那美 命の 祌統 を傳給 ひて、 寶 

延喜式 祝詞 講義 ニ之卷  一六 


延喜式 祝詞 講義 ニ之卷  一七 〇 

の 無 彊に定 給 ふ 所以 此に因 起れ り、 天下 百姓の 因て 生る 所、 資て營 むの 道豈ニ 有らむ や、 父 は 子に 授く 可し、 子 は 

父に 受く 可し、 春秋の 經歷る 如く、 日月の 交代る 如く、 一往 一 來盡窮 る 事無し、 生國足 國の祌 功の 根ざす 所 此に在 

て 百姓の 行 業 有る 本緣 也、 此行業 は しも 人の 德を 修めて 祌明 に 質す 所以 な る が 故 に 是 を佐智 と 云 ふ、 神 典 の 古傳 に 山 

佐智虽 古、 海 佐智毘 古の 等差 有り、 陚 命の 佐 智を相 易れ は、 兄弟の 中と 雖も 互に 幸 を 失 ひて、 其 亡 非 を 招く に 至れる 

を 思 ふ 可し、 我陚 命の 佐智を 1 にし 固く 守る 處 有りて、 其佐智 成就し 及ぼして 伦 人の 祐 るに 至る、 豈少 緣の賦 命なら 

む や、 (髙皇 產靈祌 皇產靈 二 柱 神の 謂 ゆる • 陰陽の 元始の 神と 御 在して、 造 物 生々 の 洪德を 施し 給 ひて 天地 を 預相鎔 

造し、 御 功 を爲給 ひ、 伊邪那岐 伊邪那美 二 注 祌の此 漂 在る 國を 俯理 固成 給 ひ、 叉 八 百 萬 祌等を 生 給 ひ、 天 照 太 御 神 

の 高 1K 原 を 統御して 君臣の 大綱 定り、 皇御孫 命の 天 降 坐て、 尊卑 等 を 差ち、 萬 國の皇 化 を 仰 奉る 由緣 の少緣 ならぬ 事 

を 思 可し、 禮 記の 禮運篇 に、 夫禮必 本，， 於 太 一 -分 而爲， 一天 地， 轉而 爲，， 陰陽 f 變 而爲- 一四 時 f 列而 爲，， 鬼神 T 其 降曰レ 命と 

見え、 呂氏 春秋 大樂篇 に、 太 一 w 兩儀兩 儀 出， 1 陰陽 二 K々、 萬 物所レ ffi 造-一 於 太 一 ， 化， 一 於 陰陽-萌芽 始震 凝寒以 形、 また 

淮南子 天文 訓に 道始， 1 於 一 - 1 而不， 生、 故 分 而爲- 一 陰陽， 合 和 而萬物 生、 また 中庸に 君臣 之 道 造 n 端 於 夫婦-及 其 至-也、 

察-一 乎 一 K 地， なと 有 を 思 ひ 合すべし、 如此く IK 地 萬 物 Q 起原 を、 陰陽 夫婦に 係た る 事、 儒 流の 言に は甚 愛く 有り、 但此 

は 老子の 傅し 古說 なる 可し、 其 は 孔子 周に 適て 禮を 老子に 問ひ學 たれば、 此は 其師說 の弘れ るに ぞ有 ける、 此に資 て 

君々 たり、 臣々 たり、 父 々たり、 子々 たり 須臾 も 離る 可から ぬ道存 す、 學て 能く 得る 所に 非す、 皇祖 天神の 陚命 にし 

て、 自然に 行る.^ 所の 大道な り、 父子 は 恩に 依りて 住す 家の 大本な り、 君臣 は義を 以て 交る 國の 網紀 なり、 君 父臣子 


の 仁慈 德義 固有に して 存るを 可と 爲む や、 教訓して 行る- -を 可と 爲む や、 皇國 蕃國の 美醜 其 何れに 在む) 偖 其陚命 

の 百姓に 關 係る • 淵 底 を 索隱ひ 奉る に、 古事記に、 於是 天神 諸 命以、 詔ミ 伊邪那岐 命 伊邪那美 命 二 柱祌、 修 n 理- 固— 成 

是多陀 用幣流 之國？ 賜 n 天 沼 矛 一而 言依赐 也と 有る 此 なり、 天 祌諸は 皇祖 天神な り、 此文 にて は 修理 固成の 任 を 伊邪那 

岐 伊邪那美 二 柱 祌に耳 依し 給へ る 如く なれ ども、 熟思へば 此の 二 柱 神 は、 八 百 萬 神 等の 御祖 にして、. 顯見 蒼生の 太祖 

たり、 然 らば 則ち 此ニ柱 神の 錫 命 は 八 百 萬 神 等の 錫 命な り、 八 百 萬 神 等の 錫 命 は顯見 蒼生の 錫 命な り、 此ま では 伊 邪 

那岐祌 伊邪那美 祌と. & せる を、 此に 至りて 伊邪那岐 命 伊邪那美 命と 記された るに 心 を 就く 可し、 此 より 某 命と 云 ふ 尊 

號 起れ り、 其 は 八 百 萬 祌等其 陚命を 負 持 坐れば なり、 叉 此ニ柱 神 夫婦 相 嫁 坐る に禀 て、 萬 邦 萬 類 男女 會遇、 陰陽 ifi 感 

くる 皆此 より 兆せるな り、 (其 例 は 神代 紀、 御 天降 段に、 天 照 太 祌叉勅 曰、 以 n 吾 髙天原 所御齋 庭之穗 ー亦當 7! 御 於 吾 

兒， と 有れば、 皇御孫 命 御 一 己の 如く なれ ども、 保 食 神 段に、 天 照 太 祌喜之 曰、 是物者 則顯見 蒼生 可 >: 食而活 之， 也 云 

云、 卽以 n 其稻種 始殖 于天狹 田 及 長田ハ 其 秋 t, 穎 八 握莫. -然甚 快 也と 有れば、 皇御孫 命 は 云 ふ も 更なり、 天下に 在 

と 在 ゆる 顯 E, 蒼生に 係る 御 命なる 事 云 ふ も 更なり) 然れ ば此ニ 柱祌、 此漂 在る 國を 修理 固成 給 ひ 置て、 八 百 萬 祌等を 

生 給へ る は 八 百萬祌 等に 各 其 修理 固成の 錫 命を頒 知し め 給へ るな り、 八 百 萬 神 等の 御裔 に、 顯見 蒼生の 蕃 息る は， 又 

其 錫 命た 頒行し め 給へ るに て 終に 盡期 有る 可から す、 其盡期 無き 處 乃ち 須臾 も 離る 可から ぬ 道に て、 隨 在天 祌 能く 人 

に存 する 賦命 にて、 影響の 如く 終に 逃遁 可から ぬ 業な り、 (下に 引る 神代 紀 なる、 或 有 所 成 或 有所不 成と 有る 神談 は、 

古事記に 修 理- 固， -成是 多 陀用幣 流之阈 一と 有る と 同事な り、 心 を 著て 考 合す 可し) 然る は 二 柱 神の 生 坐し 國を、 須佐 
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之 男命受 賜りて 修理 固成 給 ひ、 此を又 大已貴 命、 少彥名 命 修理 固成して 天神 御子に 獻給 へれば. 天皇 命 高 御座の 大御 

業と 天下 を 經綸す は、 此の 修理 固成の 御 職なる が、 IK 地と 共に 無窮なら む 寳祚に は 渡らせ 給へ ども、 一 日 も 修理 固成 

の 御 業 を 弛め 給 ふ 御 暇 御 在し 坐 さす、 叉 fK 下の 蒼生 神代より- 修理 固成の 業を營 むと 雖も、 片時 も此を 忘る 可き 隙 有 

る 事 無き を 以て 知る 可し、 生 國足國 と 申す 御 事 實も此 に 依りて 明な り、 然れば こそ 經國の 大本、 政敎の 綱紀と は 云 ふ 

なり けれ， 朝廷 此を 弛め 給 は^ 國家 昏亂し 天 下 困窮せ む、 百姓 此を 怠らば 六親 不和して 財 用 不足せ む、 此 乃ち 皇祖 天 

神の 賦命を 棄捐す る を 震 怒 給 ふが 故に、 禍祌所 を 得て 荒ぶ るな り、 垂仁 天 皇御紀 なる、 彼 倭 大祌の 御 論 一 百に、 先皇 

御 間 城 天皇、 雖レ 祭？！ 紀 神祇 T 微細 不， 探，， 其 源 根 r 以粗 留，， 於 枝葉： 故 其 天皇 短命 也、 是以汝 御 孫 尊、 悔，， 先皇 之 不及ー 

而、 愼， 祭 則 汝尊壽 命 延長 復 天下 太平 矣、 と宣 へる を 思 ふ 可し- 其の 源 根 を 探ぬ と は、 神代 紀に、 大巳貴 神-報 g 曰 吾 

所 知 顯露事 者、 皇孫 可, 治 吾將三 退治， ー幽 事， と 有る 其に て、 皇御孫 命 Q 行 はせ 給 ふ 顯露事 は、 專ら 修理 固成の 御 事なる 

を- 其に 弗 給 は^ 幽事を 以て 釓し給 はむ との 義 なり、 實に祌 の 御言の 如く、 天下 太平なら む 事 は- 修理 固成の 外 無き 

物なる を や、 若て 此陚 命の 全 は、 大國 主神の 能 成し 給 ふ 所な り、 其 は 古事記に 大穴 牟遲 與， ー少名 S 古郑， 二 柱相拉 作，， 

堅 此國， 云々. 是時 有， 一光， 海 依 來之祌 f 其祌 一一 一一 E 能 治 我 前者、 吾 能 共與相 作成と 有る は、 修理 固成の 事なる を 思 ふ 可し、 

(P 間 城 天皇の 如く 神聖に 御 在る すら、 尙斯計 Q 御 過 ども は 有け り、 況して 其餘の 人民 Q 上に は、 然 こそ 神 Q 御、.：： に 

叶 ひ 奉らぬ 事の み 多 在らめ と甚 長く- 甚恐 しくな む愼 可し 力む 可し) 凡 士農工商の 四民 各 業 有り、 其 業 を 修る事 はし 

も 互に 相 扶助：^ 相 左右 ふ 事 は、 其の j 分の 利用に 似たり と雖 も、 此を 聚れば 天下 ち、 四海 富みて、 謀らす して 國家 


平安なる 物 なれば、 修理 固成の 陚命は 此の 漂 在る 國を 經營る 態な り、 弛む 可から す、 叉 怠る 可らざる なり， 一 年 耕種 

せ ざれば、 其 佃らざる 地 不毛に 異ならす、 皇祖 天神 顯見 蒼生 を 養成し 給 ふ 資用を 減じ、 土地 を狹 むるな り、 一 日營爲 

せ ざれば 其 惰る人 土偶に 異ならす、 皇祖 天神 顯見 蒼生 を 化育し 給 ふ 器用 を 缺く神 物 を 蔑 如す るな り、 此 故に 宇宙の 事 

は 皆 我事たり、 天下の 物 は 皆 我物な り、 有 所 成此は 前に 修理 固成せ るな り、 或 有 所 不成此 は 後に 修理 固成 爲す 可き な 

り、 皇祖 天神の 我 を w し 給 ふ 事 は、 天下の 爲に 物爲給 ふなり、 此を 以て 有 德無功 を 論ぜす して、 顯見 蒼生と 詔 給 ひ、 

皇御孫 命此を 統御して 大御寶 の 尊 號を用 ひ 給 ふ、 何 を 以て 顯見 蒼生と 詔 給る や、 陚命を 辱み て 修理 固成の 德を 具へ た 

れば なり、 何 を 以て 大御 寶と號 給へ る や、 賦命を 仰て 修理 固成の 用を懋 むれば なり、 (世人の 說く所 は、 夭 下 を 死物 

に爲 るな り、 予が神 典に 得た る 所 は 宇宙 を 活動に して 其の 活機を 説くな り、 生 國足國 Q 神業 を 知らす 知らす 幽に賦 命 

り 奉る を 知らす て 有む は、 鳥獸 にも 如す と 云む か) 偖 世 中の 事業 は、 皇祖 天神の 御 命に 宣ひ顯 はし 給る が 若く、 實に 

修り、 理め、 堅め、 成す、 の 四な り、 (有餘 有る 事な く、 叉 不足 有る 事無く、 此四者 を 明らめて 祌 習と は 云 可き なり) 

マ クタ  ヲサメ  ヲサ  力 タメ  カタ チヅ ク  T ス 

修， は 其 物に 就て、 其 事 を 盡すを 云 ひ、 治 は 其 物に 主として、 其 事 を 治る を 云 ひ、 固 は 其 物 を 象りて、 其 を 堅る 義、 成 

は 其 物の 爲る 性に 率 ひ、 其 を 就す 義な るが、 其 を 二 合して 修理と 云 ひ、 固成と も 云る が、 叉 錯綜して 作 堅と 云 ひ、 ュ S 

成と も 云り、 (此は 何れも 用の 語に して、 人の 進退 所作に 抱 はる 辭 どもな り) 修の例 は顯宗 天皇 御紀月 神の 御霄 に、 

我祖高 皇產靈 尊、 有 T 預 ュ鎔- 造、 天地ー之功.^と有るは、 古事記に 修 ュ理- 固-成 是多 陀用幣 流之國 一と 詔 給し 御 事業 を、 

幽 より 副 御 在して 鎔造 給へ る なれば  >  此 語の 起 本と も 云 ふ 可き なり、 叉 伊邪那岐 命の 御言に、 吾 與レ汝 所 作 之國、 
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未，， 作竟ニ K 々と 詔へ る は、 此生 坐し 國土を 修り給 ふなり、 叉 神 產巢日 御祖命 云. <、 故與 -ー汝 葦原 色 許 男 命？ 爲 -1 兄弟 一而 

作 TT 堅 其 1：? 故自， 爾 大穴 牟遲與 n 少名虽 古那， 二 柱 神、 相；！ 作 ^ 堅 此國， と 有る は、 此 大地 を 經營し 給 ふに て、 所謂 河 海 

を 分ち、 山林 を 定め、 田野 を懇 開て、 國 形と 爲 給へ るな り、 拾 遣 集に、 連なき 人 を 何 造りけ む. また 狹衣 物語に も、 

甚如此 しも #5 置き 聞え させけ むと 云る は 人の 生る \ を 云な り」、 叉 廣瀨大 忌詞に、 天下 公民 能 取 作 奥 都御歲 乎、 叉 龍 

田 風神 祭詞 に、 公民 乃 作物 乎 云々、 公民 乃 作 作物 乎不レ 成な ど 有る は、 農作の 事 を 云るな り、 大 殿祭詞 に、 皇御孫 之 

命 乃. 天 之 御騎、 日 之 御 翁 止、 造 奉仕 云々、 和名 抄に、 修理 蛾 をば、 乎 佐 女、 豆 久留、 豆 加 佐と 有るな ど は、 宮窒を 

造作る. 事な り、 古事記に、 科， 一伊 斯許理 度賣命 r 令 A 作， 鏡、 科，， 玉祖 命， 令， 作， 珠 など 有る は、 器財 を 製造るな り、 書 

を 著る、 歌 を 作るな ど は 此に屬 ふ 可し、 如此 くにして 四 民 の 業、 悉く 造作 修 製に 非ざる は 無し、 此 皇祖 天神の 賦命 

し 給 ふ 所の 其 一な り、 (前 漢食貨 志に、 士農工商 四民 有， 業、 擧 以居レ 位、 曰レ 士闢， 土、 殖， 穀曰レ 農、 作 レ巧成 レ器曰 レエ、 

通レ 財鬻， 貨曰， 商と 見 ゆ、 人に 授 くと 云 ふ も 其 物 を 人に 就けて 其 不足 を 補 ふ 意、 物に 盡 すと 云 も 造作 修 製の 功 を 極る 

を 云 ふ、 叉 物に と 云 ふ 事 有る も、 其 物に 受て 我事 を 副 就る 由に て、 此 等の 類語 ども 甚多 かり、 思 合せて 知る 可き な 

り) 理と云 ふ 例 は、 古事記に 大國 主神 云， -、 是時有 n 光， 海 依 來之祌 r 其祌言 能 治， 我 者、 我 能 共與相 作成 云々、 然者 

ヲサ 

治 奉之狀 奈何 答 言、 吾 者 伊？ T 都，. 岐 I 奉 于倭之 靑垣東 山上 一と 宣 へる は、 其 神の 主と 爲 りて 齋祀れ と 仰 給へ るな り、 叉大 

圃 主神の 御言に、 唯 僕 住所 者 云々、 而治賜 者、 僕 者 於 百 不足 八十 坰、 手隱而 侍と 申 給へ る も、 其 祭祀 を 乞 袷へ るな 

り、 乘； 仁 天皇 御紀 なる 倭大祌 の御實 に、 皇御孫 尊專： mM 葦原 中國之 八十 魂 神-と 有 を 以て 知 可し、 孝德 天皇 御紀 に先以 


祭 Is 然後 應レ議，，政事，と 見 えたる 如く、 天下 を 治給 ふの 大本、 祭 を 以て 政と ヲ爲 可气 皇祖 天神の 御 定なれ ばな 

り、 a^ap. 神武 i; 御 紀に椎 根議乃 祈 之 曰、 董當， 能定& 國-者 5、 崇祌 1 一 御紀に 

天皇 年 十九 歲立爲 ，1 子-ま、 恒有 き綸天 業-之 心よ 焉、 また 七 年 春 二月 云々 於 曰 響 i ナ ti- 而云へ 是 

時 神明 I ま曰蔓 曰、 -iss 之 不二お、 若 能 f 義- 者、 、？ 平- 矣、 き 有る Ij, ムを 統御す 

を f は 云るな り、 S: 身 m.f  ー5 事 Q 亂たる I むる をも然 云-、 i 殿き 云ふ時は 物 を 藏る 、£ ぶ 云な り 

(理 台、 I、 定衲 など Qf 書り、 議苟子 修身 篇 に- 少而 理曰レ 治と 見え、 字書に I 也と 有 息； - 可し、 物の タ； - 

ii. 幼 を 乎 I 志と 云る も、 iQI り、 然れば 乎 佐牟 と 云 ふ は、 其 物に 長と 爲 りて 力る 由な り) 固の 

例 は 伊邪那岐 命 I 堅大祌 あす は此 固成 給 ふき 以て 稱 $ る を、 尙裏 記に 大穴 a? 少 li-i ゆ 相 

S 堅と 有る は、 大|| 囊龍 u、 初 伊 雲 伊？ 神 共生 大 八洲 國及， 小島、 而地稚 如- >水母- 浮漂 之時大 

巳 貴 命與， ー少， 命； 戮レ カーレ 心、 殖ぁ菌 -I 云々 と 有に 同じく、 此國土 を 作 堅固るな り、 き 雇 風土記に、 堅 

立 之 加 15 は、 物 Q 她ふ 事無く 堅固なる 由な り、 裏 i 譽 段に、 汝 I 之 美 i 小 佩 者 誰 解と 有る は、 契約 

を 固む る 意ず、 (碧 雨、 常 S など 多く 一 M 如く、 何れも i 不動なる 由に て、 養す f 能く 爲鲁 にぞ 有け 

る) 成 Q 例 は 裏 記に、 天地 初 靈 時、 於 裏 I 神 名、 天 之 御中 主神 一 5、 神代 紀に S 初 判始、 ？俱生 之 神-云 

云 は、 産， を 成と 云 ふなり、 古事記なる 伊邪那岐 命の 御言に、 爲レ 生-成 國 土-奈何と 有る 卽ち此 なり、 叉 同 記に き 

治爵， 者、 吾 能 共與相 作成、 若不 然者國難 成 は、 國土を I 成す 事 を 云 也、 叉 同 議佐逢 神の 御 1、 ？ 大國ョ 
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爲， 一宇 都 志 國玉祌 一と 有る、 爲は 事に 任ら る. 1 を 云 ふ、 叉 自，, 其 矛 末， 垂落 之鹽、 累積 成 A 島、 また 汝身者 如何 成 云 

云、 成 々不 n 成 合, 處 云々、 成々 而成 餘之處 などの 成 は、 草木の 實を 結ぶ を 生と 云な ど は  >  物の 形象 を爲 して 顯る i を 

云 ふ、 叉豐 玉比賣 命、 產生 時化， 一八 尋和 邇， など は、 物の 本 體を變 て 物の 貌に 化れ る を 云 ふ • 産業と 云 ひ、 別業と 云 

ひ、 聲 音に 鳩と 云な ど 物の 用 を 成して、 事の 生る- -を云 也、 (言 を 建る を霄を 成す と 云 ひ、 文 を 緩る を 文 を 成す と 云 

ふな ど は 更なり、 庶子 を 成さぬ 中な ど其餘 にも 尙甚多 かりけ り) 如此く 修理 固成の 事 は 悉く 國土 經營の 事に 係るな る 

が、 此事を 能して 百姓 富み 天下 平安なる 可く、 此事を 魔て 百姓 貧しく 天下 大に亂 る 可し、 實に漂 在る 國 にして >  人 を 

以て 修理 固成す、 漢籍 書經に 天工 代レ 人と 有る 如く 人の 此を 營爲 する 事 は、 大國魂 祌八千 矛 神に 代 奉りて， 生 國足國 

の 成功 を遂る 事に て、 其 乃ち 伊邪那岐 伊邪那美 命の、 皇祖 天 神より 錫り たる 陚命を 受け 糖て 修理 固成な リ、 豈少緣 の 事 

ならめ や も、 若此國 土の 定り竟 たる 物に 有 ませば • 修理 固成の 用 は 無て 有ぬ 可く、 然 らば 人 も 亦 無用の長物たり、 祌 

また 幽に 在して 何に か はせ む， 叉 天 之 沼 矛 を 皇祖 天神より！^ り 給へ る も、 修理 固成の 事業 を 貫通す るの 表 物に て、 大 

國 主神の 皇御孫 命に、 平 國之廣 矛を獻 給へ る も 其 意 を 表し 給へ る 物な り、 (祌は 人 を 守る を 以て 業と し 給 ひ、 人は修 

理 固成 を 以て 職と す、 營爲 する 所 非れば、 人の 德を修 る 事 能 はす、 祌も德 を 施し 給 ふ 事 能 はす、 天地 は 何の 爲に 有る 

天地 ぞ、 心 を 平にして 思 ふ 可し、 或 問、 國土 未成ら ざるに、 天 之 沼 矛と 云る 器物 未 製 透る 可き に 非す、 答 云國土 未成 

ざれば 金石 質 を 別す、 國土は 浮 脂の 如し、 浮 脂の 若き 物 成熟して 大地と 成る に 同じく" 今の 戈の 形に して 未 質なら す. 

國土 定まる を 待て 始て質 有る 可し- 此 等の 物 具 天 自然に 生て、 弓矢 耒耨 も此に 則て 成れる 物と 知る 可し) 眞に此 漂 在 


る阈 なる を 以て、 生 國と稱 ふ 有所不 成ば なり、 其 を 修理 固成す の 功 用 を 以て • 有 所 成 所以に 足國と 申す 名義、 深く 遠 

くして 其 致 を 今 此に言 擧 は爲れ ども、 適 其 片端 をのみ 顯白 せるな り >  古始太 元考に 詳記すべく なむ、 (伊邪那岐 伊 邪 

那美 神の 此 大地 を 生 坐し より、 幾 計 か 大きく 成け む、 大地の 全 體如此 し、 叉 萬 國の闢 け 行く 事 も 幾 計か廣 まり ぬら 

む、 此に 就ても 唐 山人の 大地、 萬國 有る 事 を 知らで、 中國ょ 中華よ と 傲り 居る は 笑 ふに 堪 たる 僻事な り、 彼の 古昔 も 

人皇 氏の 大 九州 を 立 給 ひし 古說 有りて、 萬阈の 所在 を 九 域に 建 分して、 其 義理 甚詳 なる を 知らす、 t 女なる かも 妄 なる 

かも) 祌代紀 に、 I 大巳貴 命 謂，, 少. 5^ 名 命， 曰、 吾等 所 造 之國、 豈謂， 1 善 成 之， 乎、 少彦 名命對 曰、， 或 有， 所 A 成 或 有 _ 所 

, 不レ 成是談 也、 蓋 有，， 一 幽深之 致 ー焉と 見えた る 幽深之 致 は、 此 修理 固成の 致 を 能く 爲 るに 在り 修理 固成の 作用 有て 國土 

なり、 人民な り、 豈 此を麁 略に 心得 可け む や" (天祌 諸の 命 以て、 伊邪那岐 伊邪那美 命の、 此國土 を 生 給 ふ は 有 所 成 

なり、 諸祌 未だ 生 坐す 有所不 成な り、 此國 土と 神 紙と 前後 を 云 可から す、 一 異を云 可から す 於 是て有 所 成な り、 國土 

祌祇 有て 人民 未 生せ す、 有所不 成な り、 人民 有て 國土 を經營 す、 此有所 成な り、 未だ 國 土の 經營を 主む る 神な し、 此 

有レ 所， 不， 成な り、 大巳贵 少彥名 二 神 此全功 を 能く 爲給 ふ、 有 所 成な り、 未だ 幽顯 定まらす、 此 有所不 成な り、 天神 

の 詔 命に 依て、 大國 主神 幽冥 を 所 知 食し 皇御孫 命 顯明を 政 ごち 給 ふ 此有所 成な り、 上古 無爲 にして 租稅貢 調の 議 なし、 

此 有所不 成な り、 天下 租稅貢 調の 儀定 りて、 君臣の 分明な り、 百姓 Q 業定れ り、 此有所 成な り、 君臣の 紀綱ー 日 も 弛 

ふ 可から す、 百姓の 産 片時 も 怠る 可から す、 此 有所不 成な り、 此に 於て 我 知らす 此 修理 固成の 陚命を 能くして、 四民 

其 位に 處る、 此有 所. 成な り.. 成す 所 非 ざれば 天下 亂れ 人民 飢ぅ、 此 故に 有 所 成て 天 下 平安な り、 國 土豐燒 なり、 有 所 
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不 成が 故に 所 成 有む とす、 此生國 足 國祌の 全能の 終 古に 貫く 所以な り、 豈此幽 深 之 致を棄 て、 天下 國土 たらむ や 思 ふ 

可し、 勉む 可し、 實に或 有 所 成、 或 有所不 成の 神談 は、 生 國足國 の 大本 修理 固成の 根基に して、 誠に 日の 未だ 中せ ざ 

る 如く、 月の 未だ 滿 ざるが 若く、 歌 器の 戒 にして 意味の 廣大 深長なる 物な り、 仰ぐ 可し 尊ぶ 可し、 

スメ 力，.、 ノ シキ マス シマ /  ャゾ シマ ハ  タニ ウダ / サヮ タル キク.、 シホ ナハ ゾ ト ドマ ルカ ギリ 

皇神乃 敷 坐 島 能。 八十 島 者。 谷 蟆 能狹度 極。 鹽 沫能留 限。 

皇神能 敷 坐 は 第 四詞の 下に も 有りて 其 下に 云る 如く、 此 大地の 全 は 皇祖 fK 神の 言 依し 奉 給へ る隨 に、 天皇 命の 敷 坐る 

國 なる 事 云も更 なる が、 其 は顯明 事の 上に 就て こそ 皇御孫 命 は 敷 坐れ、 幽 -E* 事の 上より 云へば、 皇 神の 敷 坐す 國な 

り、 祌代紀 に、 高 皇產靈 尊 勅，， 大巳貴 神， 曰、 夫 汝所知 顯露之 事宜 ，1 是我孫 治 7 之， 汝則可 =,以 治，， 神事， 云々、 大巳貴 神 

報 曰、 吾所レ 治、 顯露事 者 皇孫 當レ 治、 吾 將=, 退治， ー幽 事， と 有 を 思 可し、 顯 明の 事 を こそ 避 給 へれ、 幽冥の 事 は 此祌の 治 

給 ふ 物 を や 彼 倭 大祌の 御 首に 吾 親 治， 一大 地官， など 宣 へる は、 殊に 敷 坐と 云 ふ 意に 近き 物な りけ り、 (如此 く 表に は皇 

御 孫 命の 敷 坐す 國 裏に は 大國 主神の 敷 坐す 國な るが 故に、 天 下 蒼生の 表 事 は、 皇御孫 命 統御し 給 ひて、 其 御 政 有り、 

裏 事 は大國 主神 玄鑒し 給 ひて、 其 御 政 有りて 逃る る 所 無き なり、 如此く 幽冥 事 はし も 今日の 上の せせ なる を、 身罷りて 

後に 其 御 制令 を受 賜る 事と 思 ふ は 愚 味なり、 一 條兼良 公の 御說 に、 人爲， 一 惡於顯 明 之 地， 則 帝皇， tl^, 之、 人爲 n 惡於幽 "Pi ハ 

之 中？ 則 鬼神 罰， 之 爲レ善 護, 福 亦同レ 之と 宜る は、 顯幽を 徹視し 坐る 御說 なり、 千金 翼 方なる 老子の 語に 、人生-一 天地 

氣中， 動作 喘息 白應， ー于天 r 爲， 善爲？ y 惡天 皆鑒， 之， 勿， 謂-, K 味 f 鬼神 報：， 之 勿レ謂 U 小 語： 鬼 我聲， 人爲 n 陽 善， 人自報 


レ 之人爲 M 陰惡， 鬼 祌治レ 之 故 H< 不レ 欺い 人 示， 之 以レ影 地不， 欺レ 人、 示， 之以レ 響此皆 自然 之 等 也と 有る は 殊に 委しき 說 なり-. 

莊子 庚桑楚 にも 爲-; 不善 乎 顯明之 中-者 人 得 而誅レ 之 爲-ー 不善 乎 幽間之 中-者 鬼 得 而誅レ 之， 明- 1 乎 人-明- 1 乎 鬼-者 然後獨 行 

と 有り、 如此 くなる 上 は 皇御孫 命大國 主神 相 共に 表裏に 分れて 有ち 給 ひ、 相 共に 敷 坐す 所謂なる 事彌々 著明 かり) 

島 能 八十 鳥は鎭 火祭詞 に、 祌 伊佐 奈伎 伊佐 奈美乃 命、 妹 扶ニ柱 嫁繼給 s、 國能 八十 國島能 八十 島 乎 生 給と 有る、 其に 

て此大 八島國 より 始て 大地 萬 國を較 て 云 ふ 語な り、 (八十の 言に 抱る 可から す、 八 百 萬 神 を 八十 萬 神な ど 云 如く、 大 

凡に 云 也) 其 は 上に も 云る 如く > 古事記に 伊邪那岐 命吿 n 其 妹， 曰-, 女人 先 貢 不ク 良、 雖， 然久美 度 邇興而 生 n 子 水 蛭 子， 

云. -、 次 生， 1 淡 島， 是亦 不， 入 二子 之 例 f また 祌代紀 に 先生， 一 蛭兒， 云々、 次 生 M 淡洲， 此亦不 H 以充 M 兒數 一と 有る、 此等を 

も 合せて 云る 惣數 なり、 (此事 上に 委しく 云り、 猶 下に 云 ふ 事 を も 照し 合せて 考ふ 可し) 因に 云む 蛭 子と 淡 島 はし も、 

共に 二 柱 神の 生 坐る 島 どもなる が 女神の 一一 一一 n 先立 給し 御 過に 成れる に 依て、 其 地形 皇國の 如く 美 好く は 非す、 其 御 過 を 

ヲサメ 

性に 禀て、 人 皆の 賢し くして 敎化を 以て 此を御 ざれば、 能く 人道 を 知ざる なり、 古事記 なるおの 續の 文に， 於 是ニ柱 

神議 云、 今 吾 所 生 之 子 不良、 猶宜， 白，/ 大祌之 御所； ^共 参上、 請 二 天神 之 命？ 爾^< 祌之命 以布斗 麻 邇爾ト 相而、 詔レ之 

因， 一女 先 4 曰 而不レ 良、 亦 還降改 貧と 見え、 祌代紀 に は 此事を 天神 以， 一太 ト M, 占 合 之， 乃敎 曰と 有る を 見つ 可し、 彼 修理 

固成と 似た る 事ながら、 其 は 當然の 道 を 詔 給へ るに て陚 命な り、 此は 常然の 道に 乖 ける を 改 し.^ 給 ふ敎訓 也、 此 差別 

を E ん辨ふ 可き 事な りかし、 是 以て 皇國は 大道の 自然に 存 して 行る- -國、 外國は 敎訓に 依て 大道 を 行ふ國 なる 事と 定れ 

る 物な り、 (但 修理 固成の 道 は、 萬！： の賦 命な り、 敎 すして 人 其 所に 位る、 此に强 弱 剛柔の 差 有と 雖も 大較 同じ、 學 
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ばす して 得る 所な りと 雖も、 舉で 益， _< 其 道 を 能くす、 、なる は敎訓 にて、 皇國の 如き は敎を 待た すして 大人 君子の 行 

有り、 彼 蛭 子 淡 島 は 右の 如き 由來 有る が 故に、 敎を得 ざれば 人と 爲り 難く、 鳥獸に 粗相 似たり、 外國は 伊邪那美 命 Q 

御言 先立の 過に 依て、 敎を 以て 此を 治む 可し と雖 も、 其 道 終に 行る i 事 能 はすして、 革命の 國 なり、 H< よ. リ此 を幽に 

受て、 王者と 爲るも 有る 可く.' 天 をロ實 にして 王位 を纂 へる も 多 かり、 其 敎皇國 に渡來 して、 言 事 を 記す 爲には 小 補 

無しと も 云べ からね ども、 多く は 彼の 不義に て 習て、 其 天真の 性 を 易へ、 皇國を 貶し 彼國を 中國と 羨み、 擬 君子と 爲 

て 小人 を 欺き、 文事の 風流に 染 著て、 乞食の 客と 爲リ、 家 を 保ち 身 を 修む事 能 はざる なり、 菅 神の 此 事に 深く 心 を 用 

給 ひて、 雖 A 學ニ 漢土 三代 周孔 之聖經 r 革命 之 國風深 可 レ加ニ 思慮， 也、 と 誠 を 遣し 給へ り) 蛭 子と 云 ふ 名義 は 三年に な 

るまで 葦 尙生立 ざり しかば、 子の 例に 數 させ 給 はざる が 故に 生と 云 ふ 一一 一一 E を諱 て、 放 子と 詔 給へ るな り、 屍 放る 展 放る 

などの 如し、 此を 流る &に隨 に 放棄 給 ひし かば、 皇國の 東北に 漂 著て、 蝦夷の 千島と 成れり、 蛭 子の 字 を f に 延美須 

と訓 るに て 知 可し、 此 地の 較略 は景行 天皇 御紀 に、 朕 聞 東夷 也識性 暴强凌 犯爲に 示、 村 之 無， 長 邑之無 t 首 * 各 貪，： 封！^, 

竝相盜 略、 叉 山 有，： 邪神， 郊有， 姦鬼 f 遮， 衢塞， 徑多 令， 苦， 人、 其 東夷 之 中 蝦夷 尤强 焉、 男女 交 居 父子 無， 別" 冬 則 宿レ穴 

夏 則 住， 模、 衣 ％ 飮レ血 昆笫相 疑、 登， 山 如 n 飛禽， 行， 草 如， ー走獸 f 承-恩 則 忘 見 レ怨必 報、 是以 箭藏， 髮刀佩 M 衣 中 f 或聚 n 

黨類 一而 犯， 1 邊界 T 或 伺， 一 農 桑， 以 略-一人 民 f 擊則隱 レ草追 則 入， 山、 故 往古 以來 未レ染 n 玉 化 一と 詔へ るに て 明な り、 (此は 

今の 蝦夷 島の 事なる を、 先輩 多く 越後 陸 奥 出 羽の 地の 事と 爲るは 笑 ふに 堪 ざる 曲 言な り、 此三國 ともに 美しき 此瑞穗 

画なる を、 如何に 曲れ ると て餘 りなる 事な り、 御紀 に彼國 などに 蝦夷と 記された る は、 其國邊 りに 酋長た る 者の、 彼ケ 


を K たるな に、 人民と 雜 居りし なり、 叉 其の！ Is 長 は 長 髓彥の 子孫に て 有け る 事 ども" 糙 なる 說も 有れ ど 其 は 更に 云 ふ 

可し、 倚 松 前の 地、 彼に 隣り て 彼と 一 百 語 通 はす、 其の 風土 別なる 趣なる は、 皇國の 支 島な りけ む を、 彼の 蛭 子に 潮 

沫の 凝. <<  て漸 大きく 成れる が 連聯れ るな り、 然れ ども 自然 其 風土 等しき 事 を 得ざる は， 叉 皇國戎 島の 差別 を 混じ 給 は 

ぬ 祌議と 思えたり) 叉 淡 島 は 紀伊國 の 粟島 を始 として、 讃 岐國、 志 摩 國、 伯 香國、 出 雲國、 越後！； などに も 有る は、 

其 一 にして 淡々 しく 粒々 と 成りけ むが、 皇國內 なる 大八 島に 就て 異 有る 事 無れ ど、 四方 八面に 蕃 息り 散 ぼひた るが、 

大 八島國 の成竟 たる、 後に 至りて 潮沫 また 水沫の 凝， <<  て、 又連聯 ける 間に、 彼と 此と、 彼と 相 共 ひて、 終に 赤 縣に所 

謂る 大九 洲、 洋 西に 所謂 五大洲と は 爲れる 也、 (是を 以て 赤縣 印度な ど 様に、 自然 地脉を 異にし、 萬國を 分て り) 然 

れど其 本緣を 以て 粟島と 號け、 又 女人 を 一一 一一：； 先立し 事 を 淡め 惡み 所思す 由 を 以て、 淡 島の 義を爲 せるな り、 此詞 に皇神 

乃 敷 坐 島 能 八十 島 者、 谷 鎮能狹 度 極、 鹽 沫能留 限、 狹國者 廣久、 峻國者 平 久と有 を 以て、 外 國の全 は 悉く、 少彥名 命 

に 御 力 を 戮せ給 ひて、 生 島 足 島 神の 經營し 給 ふ 事 を 知 可し、 (然 らば 此詞に 少彥名 命 を も 共に 舉可 きを、 此は 彼阈避 

の 時に 奉 給 ひし i 平 阈之廣 矛を齋 かせ 給 ふ緣に 就て、 祭らる、 故に 生 島 足島祌 のみな り) 彼 外 國の較 略 は、 先 其萬國 

の 中華と 自稱 せる 赤縣州 すら、 易 緯乾鑒 度に、 孔子 曰 方 n 上古 之 時？ 人民 無 レ別群 物 無 レ殊、 未 レ有ニ 衣服 器用 之利ハ 於 

レ是 伏義乃 仰觀， 象 於 天？ 俯 觀，， 法 於 地？ 中 観，， 萬 物之宜 f 始作ニ 八卦， 以 通- 1 祌明 之德ハ 以 類-一 萬 物 之 情？ 故 易者 所 1. 以繼 

天地， 理，， 人倫？ 而明 J± 道， 是故 八卦 以 建-, 五氣， 以 立-, 五常？ 以， 之 行 t 象 法-; 乾坤-順， 陽 陰- 以 正-君臣 父子. 婦之 義-と 

有る 如く、 前に 記せる 蛭 子 島に 露たり、 此 故に 聖人と 云 ふ 者 》 て、 敎訓 の事擾 がしき 迄 行る と雖 ども、 签 貢の 敎の 
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み 僅に 學 者の 耳目に 存 して、 大に實 事の 行 はれざる を 以て、 其 餘の諸 蠻國の 事 想像る 可し (此 故に 外國に S 来る 物の 

皇國に 渡来る に、 悉く 無用の 物 共 多 かり、 錦 繡絞羅 の 彼に W る 者 能く 巧な りと 雖も、 世に 華美の 害 を 進る 事少 から 

す、 香果藥 物に 偽り 多くして、 生 民を虚 死せ しめ、 奸 商利 を 射る の媒 となりて、 其 害 また 莫大な り、 其 外 奇器淫 巧の 

玩物、 及び 異 怪獸の 類、 明 王 良 主の 惡む 所、 暗愚 小人の 喜ぶ 所の 物の み 多くして、 國 家に 害と 爲る 事少 からす、 併 

ながら 大汝、 少亲名 命の、 此を 皇國に 寄せ 給 ふ 物に て、 皇國の 居ながら にして 蕃 國を敏 する 美な り) 如 此く外 國はニ 

柱 神の 御子の 例に、 充給 はざる の國 なる 故に、 霄 痛き 敎訓を 布施 ざ >れ ば、 君臣 父子 夫婦の 義 立ざる に、 皇國 はし も 

萬 葉 五 (三十 一 丁) に、 皇神能 伊都 志 吉國と 有る 如く， 君臣の 大綱 神代に 立定 て、 終 古に 毫釐 も 乖違ふ 事 無き は， 所 

謂る 無爲の 化に して 神隨に 行る \ 者な り、 此 故に 萬 葉 十三 (十 丁) に、 祌在隨 事擧不 爲國と 云り、 豈外國 と 日 を 同じ 

くして 語る 可け む や (若此 く 云へば、 吾が 虛 * に 似たり と雖 も、 赤縣 州の 古語に、 大人 國 とも 君子 國 とも 此を稱 たる 

事、 師の大 扶桑 國考に 云れ たるが 若し、 實に 大人 君子 國の御 民と 生 35 たる は、 皇祖 天神の 殊 なる 御幸 ひ、 御惠に 依る 

物な リ、 何 處迄も 其 由 來を說 明らめ 奉る 事、 我が 本 居 平 田 二 大人に 受賜 はる 本業、 天神の 賦命 なり、 尊し とも 辱し と 

も、 其^ 恩賴に 報る 奉らむ 詞も 知らす かし) 如 此く說 別れば、 せ 界の較 略 は、 皇國蛭 子 淡 島の 三に して、 此を til 別す 

れば、 伊邪那岐 伊邪那美 命 (漢名 天皇 氏、 地皇 氏) の、 生 給へ る國能 八十 國島能 八十 島に て、 潮 沬水沬 の 凝着て 大に 

成れる は、 須佐之 男 神 (漢名 人皇 氏) の國 引に 引 坐る にて、 大 九州と 爲れ るに て、 大較九 域に 支れ たる を、 大國 主神 

(漢 名大 臭伏羲 氏、 1 云 扶桑 太 帝、 一 云 大眞東 王 父) 少彥名 神 (漢名 東 華 大祌少 童 君、 1 云 淸眞少 童 君、 一 云 泰ー小 


子) の此を 經營給 ひて、 萬國と は爲れ るが、 尙其 古名 を存 して、 此 にも 島 能 八十 島と は 一 K るな り、 (此は 悉く 予が始 

て 云^る 說な るが、 其 祌等を 彼に 稱 する 御名 は ■ 平 田 翁の 赤縣 太古 傳、 及 三 五本 國考に 依れり) 臨時 祭式、 叉 江 家 次 

第な どに 八十 島 祭の 事 有る は、 此祌を 祭らる- 1 なる 事、 已に 云る が 如し、 御巫と 此生島 巫と、 此 祭に 相 預るを 案 ふ 

に、 大 御巫 祌八座 は、 身 體の祌 にて、 氣形祌 の 主宰 食 衣 宅の 靈神 にして， 萬國の 人民の 齋く 可き 所、 此生島 御巫 祭祌 

二 座 は！： 土の 祌 にて、 修理 固成の 賦命を 守護 坐せば、 萬國の 人民の 祭る 可き 所なる を、 以て 八十， 島 使を發 遣られて.. 

其の 禮典を 盡し給 ふ 事、 皆此 天下 公民の 爲 なり、 豈獨 り皇國 のみの 御 政なら む や、 萬國を 統領め 給 ふ 御 事なる 事、 八 

十 島 祭の 名 を 以て 知 可し、 祟祌 天皇 御紀 に、 大物 主神の 有-一海 外 之國？ 自當， ー歸 伏， と覺白 給へ る を 以て も、 國能 八十 

國島能 八十 島 は、 皇御孫 命の 敷 坐す 國と、 大國 主神の 歸 伏しめ 給 ふ 者な り、 今 こそ 有れ 千 萬 年の 後 必符信 有 可し (難 

波 湖 を 萬國に 象りて" 物 せらる \ 事なる 可し、 日本 紀 略に、 昌泰 元年 六月 廿 八日 丙 寅、 八十 島 祭使發 7: 遣 之 r また 天 

曆 元年 六月 廿 五日 戊寅發 n 遣 八十 島 祭 使， 云々 以 n 來廿 七日， 可レ祭 也と 有れば、 六月の 末 なれ ど、 定れる H 限の 定 無き 

故に、 臨時 祭に は收れ るなる 可し、 但 天皇 御代の 始に 一 度 有る のみな り、 續後 拾遺 集 二十に、 保 元 二 年 十 一 月、 八十 

島に 參け るに 云， <<  と詞書 有り、 此に 依りて 見れば、 六月に も 限らぬ が 如し、 尙 能く 尊べし、 借師 の赤縣 太古 傳三、 皇 

紀に 大地の 祌靈を 生阈魂 神と 稱 して、 其 御社 も 大社に て、 此彼 有り、 其 祭 を 八十 島 祭と 云て、 其 式も嚴 重に 行れたり 

と 有れ ども、 甚麁き 說とぞ 思 ゆる、 

谷 摸 能 狹度極 Q 谷 蟆 は 古事記に、 大國 主神 坐，， お 雲 之 御大 之 前， 時、 自， 1 波穗， 乘二天 之羅摩 船， 而 云々、 有-依 來之 神？ 爾 
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雖レ 問- -其 名， 不レ 答， 且雖， 問 n 所 從之諸 神， 皆 白， 不レ 知、 雨 多 邇具久 白 言、 此 者久延 显古必 知， 之と 有る を 以て 見れ 

ば、 多 通 具久は 久延昆 古と 共に、 大國主 難に 使れ 奉りて、 斯 在る 事を顯 白す 物識 なりけ む、 (久延 昆古必 知， 之と 申せ 

るに て、 己 も 其 任に 在る 事 を 知 可し、 抱朴 子に 蟾 ^千歳 頭上 有， 角、 腹 下 丹 書名 曰，， 肉 芝？ 食 n 山 精， 人得レ 食. 之 可レ仙 

術 家 取 用 以起レ 霧 祈レ雨 辟レ兵 解レ縛 云々 と 見 ゆ、 叉 東方 朔が 十洲 記に、 谷 希 子と 云 ふ 仙人に 誘れ て、 皇國の 地に 渡り、 

靑邱風 山の 靈所 を拜 したる 趣なる が、 其 谷 希 子 決く 此谷 蟆なら むと 思 ゆ) 記傳 十二  (叉大 談-詞 後釋) に、 谷 模能狹 度 

極の、 狹は借 字に て眞 渡な り、 此物 は何處 まで も靈 しく 行徹る 物なる 故に 云り、 と 云れ たる は 然る 言 なれ ど、 予が得 

る 所 は 異なり、 其 は大國 主神の 供御に 仕 奉れる 久延毘 古 を、 此神者 足雖， 不 レ行盡 知， 一 天 下 之 事ー祌 也と、 其爲す 所を述 

たるに、 多 邇具久 の 用 は 此に無 かりし 故に、 其 仕 奉れる 樣は 知られ ざれ ど、 谷 蟆 能狹度 極と 有る 語の 由 有て、 通 ゆる 

に 意 を 5£ て 此を考 れば， 天下 萬 國の隙 處を餘 さす、 悉く 狹 度り 周旋り 導 奉りて、 國土經 營の幸 行の 御前 仕 奉りし、 其 

故事 を 今の 事實 にも 用て 然は 云るな り、 但此 は峻國 者平久 に照應 せた る 文な り、 谷 蟆 は 山中 溪 問の 物なる に 思 合す 可 

し、 (谷 は 溪橺に 能く 棲める 者 なれば なり、 鈴屋 大人 は 谷と 云る は、 物の 狭間に 居 物なる 故な り 云れ たり、 此說 然る 

可し、 具久は 彼何處 迄も靈 しく 潜り 至る 由なる 可し、 日本 紀通 誇に、 倭 名鈔蝦 蟆、 和名 賀 w 流、 蓋雖 n 避棄 一， 之 常慕而 

返 故 爲レ名 洪駒父 詩人 一 百、 懷レ土 虫、 棄 去俄復 在、 註 蝦 嘆 也と 云り、 鈴屋 大人 云、 久久 は 蛙の 類の 總 名に て.' 擔^ を 谷 

具 久と云 ふか) 

盥.^ 能留極 は、 彼 神代 紀に處 々小島 皆 是潮沫 凝 成 者 突、 (亦 曰，， 水 沫凝而 成， 也) と 有る、 此 にて 生 島 足 島 神の 淡 島 を 


Is,  85*1 著け 留め 給 ひ、 國 形を漸 大きく 廣 く物爲 て、 萬 f 響 爲給ふ事をま なり、 但此は I 

r 伊 観 伊 Isill 、猛秦 -il  r:;r 。、る rhry ス 

命、 大 |詔云 々、卽 其 御頸珠 5、 手- 大照太 f- 而 露 ま Isfji 

ノ  , 斤 B  、事 衣 S 也と 有る を 以て 知 可し、 但 海原の 上に 靑字脫 たる 可し と f す I に 云く 青海^ 

命ー者所レ知ーー；^^-^„^  ^frp4  /  ^  ,  tn  , ま ぼ，. -寸 /  VJ  、！^ と 也と を 衣し^へ 

すそへ ， ：， ニニ、  中な 原、 須佐之 男 命 は 青海原と ポ へて 天と^と^ お 

と 云 は、 此國土 を 押 銃て 云 ふ 古 首に て 大ぎ太 御 一 咼デ原 L 力、 

、、一、.， p,.*.- 尹 p 郎 二  iii 冲、 夭 之 複矛を 以て 探り 賜へ りし か は 泥ョ. ^ョと ^辩 二 

コ M! り ン七を 以て 深く  E ひふに 伊邪^岐 伊 牙莉美 二お ラ J んぉ ーフ i 

るな り) i^s  - つ i と 見 i ひて、 大八 島國を生 給 ひ、 此を 大地の 舊と爲 て、 能く S 

分別て、 先 淤能碁 呂島を 得 坐して、 國， -のナ 柱と 見 立 茅 ひ- ナノ  お しえ ま、 ir- く 乍ら せ は 

. I：  、，£ 列 こは數 させ 袷 は ざり けるな がら、 蛭 子と 淡 島な ども 成りし 力 は く 作らせき は 

り 爲給ふ 事 は 云 も 更なり の. § ^に は 救 させ. -さ  ，tc 、至 f 炎き ま 准 自然 こして 潮 床水沫 Q 

f! しける 間に、 伊邪那美 命 は 黄泉 國に m 坐す 可き 由 有て、 I りし-は 

ュ まさ、 ri34n 事 I 泉 段に、 伊邪那 S 語 詔 之、 義那邇 妹 命 吾與レ 汝所レ 作之國 未 二 作 竟- 

見り 成る に 任ね 置 給 ひし を (其 は 古133 黄 荐.^ 1  f 牙 3-  "一、..，， ，-  ノ，？ こ、 1 一 主 otts- チ 

,u 了 f 有る f 」、 き 著て 見る 可し) 伊邪那岐 命 黄泉 國 より 還 給 ひて、 ill 給し 時に i£H 

s あ ひて r まト" Mir  (此は 此大八 s を 始て彼 黄泉 段に 未 i 兄-と 詔給 ひし 

1  ほ 子 淡 島の 國 造りの 事 を も 兼た る 御言 依し なり 力 く 大ん， 萬 pr.- が  一八 五 
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依し の 詔 命 を、 竟し 給へ るに 依て、 神代 紀御誓 段に、 是後伊 弗 諾尊祌 功 旣畢、 靈運 當遷、 是以 構， ー幽宮 於淡路 之洲； 

寂然 長隱 者矣、 亦 曰 伊勢 諾尊 功旣 至矣、 德亦 大矣、 於 是登レ 天 報 命仍留 IT 宅 於 日 之 少宮， 矣とは 記されたり) 其 御 事 依 

しの 大御 命に、 可 三. 以 治ニ滄 海原 潮 之 八 百 重， 也と 詔 給へ る は、 師說の 如く 此國土 全の 事と 意 得て 然 なりと 雖も、 潮 之 

八 百 重に 說 有り 其 は 蛭 子 淡 島な ど は 形許り Q 小島に して、 未 此時國 と 云 ふ 可き 狀には 非り ける を、 潮 沬水沫 の 八 百 重 

に留り 凝て、 國形 となり 行く 象 を觀覽 して、 伊邪那岐 大 神の 如 此は宣 ひ 依し 給へ る を、 須佐之 男 命 其 自然に 成 行く に 

耳 委ねて、 措せ 給 ふ 可く も 有 ざり しかば、 國 引に 引 寄せ 合せ 給 ひて、 九 域と 成し 給へ るな り、 但此は 上に も 云る 如 

く、 蛭 子 粟島 は 女神の 先 言 給 ひし 御 過より 成れ，^ ば、 女神に » 坐る 須佐之 男 神の 作成し 給 ふ 可き 理也、 故國引 坐祌と 

は 申せり、 (ffi 雲 風土記に、 國引坐 八 束 水 臣津野 命 云々 と 有る、 八 束 水 臣津野 命 は、 雲國日 御前 社 記に、 須佐之 男 

命の 亦 名と 爲る、 實に 然る 一一 一一 1： にて この 神と 同 神な り、 其 は紀記 共に、 衣久 毛 都の 神 詠 有て、 W 雲國の 名と 成け む を、 

風土記に 所 1- 以號， 雲， 者、 八 束 水 臣津野 命 詔，, 八 雲 立 詔， 之 故， 云 n 八 雲 立 ffi 雲國 r または 八 束 水 臣津野 命 詔， 1 八 雲 立 

出 雲國， 者と 有 を 合せ 見る に、 再度 W 雲國號 出来 可く も 非 ざれば、 決く 須佐之 男 命の 事な り、 先 等の 古事記に 依ら 

れ たる は 誤れり、 叉大國 主神 も 其 直に 御子に て • 六 世 孫と 有る も師の 曾孫と 爲るも 共に 僻事な り、 紀の 正書の 正しき 

に從ふ 可し、 叉 國引坐 八 朿水臣 津野命 云々 は、 須佐之 男 命 足 はぬ を 足し、 餘 有る を缺 きて 搶 海原 潮 之 八 百 重を國 引き 

作成し 坐し 故に、 上古に 國引坐 神と も稱 申せり となる 可し、 出 雲 風土記なる 國 引の 故事 は、 避 返に 彼國の 傳の存 るに 

て 實には 萬 國を國 引に 引 坐て 作成し 給へ るな り、 然れ ども 彼國に 然る 古傳 無くば、 爭か此 神 を 國引坐 神と 稱す 古說を 


知む、 仰ぐ， 可し 尊む 可し) 然る をお 雲 風土記に. 伊 * 奈枳乃 麻 奈子坐 熊 野 加 武吕乃 命、 五 百 津組所 取. <  而與 T 所 i 造- 

IK 下， 大穴 持 命 二 所大祌 i と 見えた る 如く、 熊 野 加 武呂乃 命 は 須佐之 男 神に 坐し、 二 所 大神は 大穴 命 少紊名 命の 二 所に 

坐せ り、 古事記に は 祌産巢 日御祖 命の 御 首に、 少名 爲古那 神の 事 を、 與- ー汝葺 原色 許 男 命- 爲 -1 兄弟- 而、 作 1^ 堅 其 国-と 

詔洽 へる 趣 なれば、 風土記と 合せて 同事の 二つ 有れば、 故 有る 事なら むと 心 附て思 ふに、 . 彼 爲ニ大 國主祌 亦 字 f 志國 

玉祌, 云々 のこと 有る は、 伊邪那岐 大祌 より 靑 海原 潮 之 八 百 重 を 所 知と， 事 依し 給へ る 修理 固成の 陚命を 課せ 給へ るに 

て、 大國 主神と 成れと 顯明 事の 御 首 依し なる を. 少亲名 神の 依來 坐る 時に、 神皇 産靈祌 (高皇 産靈祌 も) の 兄弟と 爲 

りて、 其 阈を作 堅て よと 再 詔 給へ る は * 少彥名 祌は蛭 子 淡 島の 國魂祌 たり、 此祌と カを戮 せて 須佐之 男 神より >  陚命 

の 顕職 を 修理 固成せ よと 命 給へ る、 幽冥 事の 御言 依したり、 顯幽相 合て 公正の 錫 命な り、 (凡人の 世を按 ふに、 顯幽 

相 合 ふ 所に 非れば 能く 保ち 難し、 此 故に 人の 富貴 は 更なり、 萬 事皆然 にて 人より 物 を 命され て、 其 任に 就む と爲る 

に、 其 人 能く 保つ 事 能 はざる は、 顯には 人より 命す る なれ ど、 幽 より 其 任 を授給 はぬな り、 又 人の 富貴 を 得る に 我 も 

諾ひ人 も 許して 世に 公正なる 事の 如き も、 其 を 我 有と 爲す事 能 はざる 有り、 此 また 幽 より 授給ふ 所に 非る が 故な り、 

我等 凡人の 上に こそ、 其祌言 を 受給 はる 事 はし も 成 得 ざれ、 祌の 御上に は 必此兩 事 を物爲 させ 給ふ定 なり、 彼 顯宗天 

皇御紀 なる、 月 神の 御 綸言に 我 祖高皇 産靈神 有下預 fi 鎔，. 造 天地-之 功. -と 有る を 思 ひ 明らむ 可し) 然して 後に 又 須佐之 

男 命の 五 百 津組神 組 を 取々 して、 大穴 持 少彥名 一 一 柱 神に 事 依し 給へ る は、 幽に こそ 少彥名 命と 共に 此國を 作 堅て よと 

は 事 依し 給 へれ、 顯には 伊邪那岐 大 神より 須佐之 男 神に 赐 はせ たる 此國土 經營の 事 なれば、 必其御 依し 無くて 叶. はぬ 
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事な りけ り、 (人の 富貴 を 得る に 得 可き 道 有りて 得る は幽 に御定 有る 事に て" 皇 & 天神の 賦命 なりと 雖も、 そ Q 主た 

る 人より 許されて 物爲 ざれば、 盜 襲の 惡名を 出る 事 能 はざる が 如し、 此 差別 を辨ふ 可し、 借 古史 成文に 此 風土記の 事 

依し を、 國 作の 段に 收られ たる は 然る 一一-一 n なれ ど • 須佐之 男 命の 根 國に入 坐し、 後の 事と 爲るは 誤な り >  御 父大祌 より 

御 事 依し の國 作の 大業に，； 3.: せば、 此ニ 柱祌の カを戮 せて、 相 共に 作 堅 給 ふ 有狀を 健に 見屆 坐る 上なら では， 必入給 ふ 

まじければ なり、 其 は 古事記に 大國 主神の、 須佐之 男 命の 御 許に 參向 坐し 事 を、 根 堅 洲國と 云 ひ、 逃 返 坐す 所 を 黄泉 

比 良 坂と 記せる、 混 亂の文 を 訂正し 敢られ ざり し 僻事な り、 此は 大祌の 未だ 何處 にて、 此國に 坐し 間の 事な りつる 

を、 伊邪那美 命の 黄泉 段より 混れ 人り たる、 醜め き 名 等な り、 此事糙 に 訂正し 得た る說も 有れ ど、 事 長ければ 此には 

漏し つ) 然る を 此詞に 少彥名 命の 事 は 無くて、 生 國足阈 登 御名 者 白 S 云々 と 有る は、 大國 主神 は 此國土 全 を 御 父大神 

より 依され 給へ る- 大國 主の 御 職に 坐せば 君主と 御 在し 坐し， 少彦名 命 は 其 を 輔相給 ふ 神に 坐せば なり、 此 故に 國避 

の 事な ども、 少彥名 命に 詔 命 給 はぬ 所 を 以て 見れば、 本より 主領き 坐す 神に 非る が 故な り、 (須佐 之 男 神の 御 父大神 

より、 槍 海原 潮 之 八 百 重 を 事 依 ざれ 奉 給へ る は、 獨此大 八島國 耳なら む や、 外 國を統 たる を 思 ふ 可し) 偖大國 主祌の 

此靑 海原 潮 之 八 百 重たる、 國の 八十 國 島の 八十 島 は、 谷 蟆の 狹 度る 極み 潮 沬の留 る 限り、 狹國は 廣く峻 1； は 平け く、 

修理 固成て 皇御孫 命に 其 顯露事 を 授奉給 へれば、 皇御孫 命 天下の 公民 を 統御して、 其 修理 固成の 德を修 しめ 給 はむ 爲 

に， 天下 を 平安から しめ 耠ふ大 御 政 坐せば、 人事 を 以て 此國 土の 經營は 成就る 如く なれ ども， 大國 主神 大地 官と御 在 

して、 八十 魂 神 を 統領 坐て、 此漂 在る 圃を 修理 固成し 御 在し 坐す 眞語 にて、 鹽 沫能留 限と は 今 も 狭き 國を彌 廣く廣 め 


給 ふ 由に て、 谷 蝶 能 狹度極 は、 今 も峻き 國を彌 平に 平け 給 ふ 由なる 對 なり、 (古文の 巧妙 其 奇異なら す や、 其 は 上に 

. も 粗 云る 如く、 谷 蟆 熊 狹度極 は、 峻國者 平久に 係て 其 用 を 云る に對 へて、 鹽沫 能留限 は、 狹國者 廣久と 云 ふ 事 乃ち 驟 

沬水沫 凝々 て、 漸萬國 の 大きくなる 事を簡 古に 明せ る は 妙 也と も 妙なる に 非す や、 祝詞に 鹽沬能 留限は 海 潮の 滿行 

く 時、 流る X 沫の 至り 留る果 と 云 ふに て、 天下の 遠き 限 を 云 ふ」 と 云れ たる は、 實に尤 なりと 雖も其 元 由 を 知られ ざ 

るな り) 
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狹國者 廣久。 峻國者 平久。 島 能 八十 島墜事 無。 皇神等 能。 依 左 志 奉 故。 皇御孫 命 能。 

ゥヅズ テ グラ ヲ  タタへ n トヲへ マ づラク ト /ル 

宇 豆 能 幣帛 乎。 稱辭 竟奉久 登宣。 

狹國 者廣久 此は鹽 沫能留 限より 受 たり、 狹國の 例 は K 雲 風土記 國引 段に、 八 雲 立 W 雲國 者、 狹布之 堆國在 哉 初 國小所 

作 故 將-作 縫， 詔而 云々、 叉 祌武： 大 皇御紀 に、 妍哉 乎國之 獲矣、 雖二內 木綿 之眞 f」 國， 猶 n 如 靖蛤之 慣^ 一 焉と詔 給へ るな 

ど、 皆 マ ほ 迫なる 義な るに 同じ、 (因に 云 堆字を 平 田 翁の 佐 波 伎と 調れ たる は惡 し、 例に 據て佐 伎と 訓 可し、 侍內 木綿 

之の 內は敷 和 を 宇都 波 多と 云 ふ 宇都に て、 全 字の 義 なり、 如 此く續 け 給 ふ 意 は、 全 木綿の 如く 眞^き 國と云 ふ 事な 

り、 木綿 は 絹な どの 如く 廣くは 織らぬ 物なる 故に 全 にても 狹 かる 由な り) 廣久は 上に 云る 鹽沫 の彌 凝りに 凝留 りて、 

漸國 土の 大きく 成れり し古說 にて、 當今 も彌廣 りに 廣り 居る 形象 を 云 ふ、 (今 も洋 西に は 新 島 を 見出る 事 有る 由なる 

が、 其 若 信なら ば 尙此後 幾 計 か 國は成 出ら む 怪しむ に 足ぬ 事な り、 但其 中には 古より 有て 見知ぬ も 有 可く、 叉 今 新に 
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潮 沫の凝 成る も 有 可き 事 云 も 更なり) 已 にも 云 ふ 如く、  二 柱 祌の大 八島國 生の 前に 成れり し • 蛭 子 淡 島 を 併せて 所謂 

る 國能 八十 國島能 八十 島 の始 はし も、 須佐之 男 祌の大 九州 を 定給ふ 頃に 至りて ぞ、 漸潮沬 の 凝留 りて 大きく 成 つらむ、 

何 を 以て 云ふぞ ならば 二 柱祌彼 搶溪を 獲と 詔 給 ひ、 青海原 潮 之 八 百 重 を 所 知と 詔 給へ る を 以て 知れたり、 然る は此ょ 

り 後大國 主神に、， 生 大刀 生 弓矢 を 賜へ る 時 も、 爲， 一大 國 主神， 爲， 一宇 都 志國玉 神， と宣 ひ、 大國 主神より 皇御孫 命に 國を 

避 寧 給 ふ 時 も、 此 葦原 中 國者、 隨 命旣獻 也と 白 給へ る 事 有て、 青海原 潮 之 八 百 重と は 詔 はすして、 唯に 國と耳 云る を 

思 ふ 可し、 (豐 葦原 水穗國 とは皇 國の號 、葦原 中國は 大地 全 を 云るな り、 多く 高天原に 對て 大地 を 云へ る稱 なる を 思 

ふ 可し、). 然る は靑 海原 潮 之 八 百 重と は 外 園の 滄溪を 云 ひて， 國 土の 其 中に 在る を 知らせ、 葦原 中國 など 國と云 ふ 時 

は、 其 國土を 主と 爲て外 圍の海 を も 包て 云る にて 同事ながら、 其 御 首に 異 有る を 思 ふに、 須佐之 男 神の 國土を 作 給 

ふ 時に 至て、 彼國 引の 文に 在 如く、 狹 布の 如く 堆國 にて、 伊邪那岐 伊邪那美 神の 初國 小さく 作り 置し けむ を、 國 引に 

引 坐て 此彼 作り 縫 はして、 大に國 と は 成 つらむ、 此に 依て 青海原 潮 之 八 百 重の 舊號 は、 何時と 無く 更 りて 葦原 中國と 

云 ふ號は 起れ りけ む、 (大 三輪 三社鎭 座， h 、第に、 初 伊 * 諾伊弊 掛ニ祌 共生 n 大 八洲 國及處 々小島 f 而地稚 如，， 水母， 浮漂 

之 時、 大巳貴 命與， 一 少彥名 命， 戮， 力 一 , 心、 殖ー 一生 薦葦， 固，， 造 國地ハ 故 號曰ニ 國透大 巳 貴 命？ 因 以稱， 一日 葦原 國 一と 有る は、 

處々 小島 を 兼て 云るな り、 其處々 小島 は 蛭 子と 淡 島と を 云り) 然れ ども 未成 竟 たりと は 云 ふ 可から す、 大國 主神た 

れと事 依し 坐る 本緣此 なり、 此祌 少彥名 祌と柑 共に 作爲給 ひて， 大較 今の 萬 國とは 爲れる を、 其 も甚小 在し が、 靑海 

原より 潮 沫水沬 の 依 著て 今も然 なり、 今より 後 幾 計か廣 くな るら む、 國能 八十 國島能 八十 島の、 廣 ごる 耳なら す 大地 


ひ 全 體も良 太く 成 可き 事 一 K も 更なり V 故此を 以て 古語に 物の 久遠： なる 事の 表に、 IK 地 之 依 相 之 極と 云り， 大地の 全體 

の漸. >< 大きく 成て. 上 天 に 連接 ふ 極みまでと 云 ふ壽詞 なれ ど、 奈良 朝な どに 云 m る 語に 非す、 必祌 世の 遣 言な り、 (是 

等 を 以て も 狹國者 廣久と 云 ふ 事の、 少緣 なる まじき 要 語なる を 知辨ふ 可し) 狹 國の廣 くなる 事 は、 生國祌 と- SH5 御 

名に 由有る 事 上に 云る が 如し、 大地の 德 たる 事 は >  人類 萬 物 を 載る 器に て. 生々 蕃 息の 用 を 爲す爲 なり、 生國 ならす 

して は 人類 性 命 を 保ち 難く、 萬 物 生 化し 難 かる 可き 理 なる を や、 (世人の 說く 神祇 は、 佛 家に 說く 過去 六佛に 似、 國 

土 は M 蕪 不毛の 死物たり、 予が說 く 神祇 は 今日の 人事 を、 幽贊 坐て、 大同へ、 成就 給 ふに て 人事 乃 神事、 神事 乃 人事 

にて、 fK 地 造化の 御 功 恐 けれど、 眼前に 伺 奉る 心ち す、 國土も 亦 次々 に彌 こりに 凝 成つ. --廣 がりて、 天 之 益 人 幾 計り 

益 加と も • 聊か 足 はぬ 所な きを 見定て 云れば 大に異 有り) 

峻國者 平久、 此は谷 蟆 能狹度 極より 受 たり、 偖 大地の 凹き 處、 江 海たり、 凸き處 は 山嶽た.？ N、 其 四き 處は しも 所謂る 

大海より、 潮 沬水沫 の 凝 成て、 狹國 も廣く 成れる が、 其 凸き處 は 山 ii にして 此を平 かに 爲 ざれば、 國の面 足 はす、 此 

を 以て 大國 主神. 多 逸 具久を 御供に して 斯 在る 隠處に 至まで 遺る 所 無く 周流り 座て、 作り 平して 顯見 蒼生に、 御恩頓 

を 蒙 令め 給へ り、 祌代紀 に、 大巳貴 神 乃 興 言 曰" 夫 葦原 中 國本自 荒 芒、 至 及 磐石 草木， 咸能强 暴、 然 吾巳摧 伏莫， 不こ 

和 順， と 有 を 以て、 其 御 逢 德の程 想像 奉 可し， (至 n 及 磐石 草木， と 有る にて、 山岳 を 開き 草木 を伐拂 ひ、 國土を 作 坐て 

此に 所謂る 竣國を 平く 物爲給 ふなり、 此 前文に 其 後 少彥名 命 云々、 至， 一 常世 鄕， 自後國 中 所， 未， 成 者、 大巳貴 神 獨能巡 

S と 有る を 以て 知る 可し) 大倭 神社 注進 狀に、 八 千 矛 神 者大巳 貴命以 n 廣矛， 爲， 杖、 撥つ 平璺 葦原 中國之 邪氣？ 是時大 
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己 貴命號 曰， 一八 千 矛 神， と 有 も 其 事な り、 (此は 何れも 上に 委しく 辨 たれば、 立 返讀む 可し) 此峻國 を 平け 給 ふ！： 〔功 坐 

るに 依て、 足國 神と 申 事 上に 云る が 如し， 八 千 矛 神と 申す は、 彼 修理 固成の 道 を 貫通 給 ふ 神に 坐て、 神代より 繼々 彌 

彌益々 國 形の 平に 闘け 行て. 人類 數 ロを增 すと 云へ ども 地に 不足な く、 生産 また 其 程に 應 せて 滋蔓 せり、 足國の 御名 

諾 なる かも、 (外國 は 措て 皇國の 事 を 云む に、 海 近き 所 は 然らね 共、 山 深き 國には 人民 希少に して. 峻國 なりし も 代 

を經 るに 隨 ひて、 然る 國々 も闢け 行て 人民 蕃 息し、 叉 其 生産 叉 乏しから す 成れる を 思べ し) 

島 能 八十 島 墜事無 依 奉 故 は、 萬國を 悉く 皇御孫 命に 依せ て、 仕 奉し め 給 ふとな り、 其 は崇神 天皇 御紀 に、 大物 主大祌 

Q、 有，, 海外 之國， 自當， ー歸 伏, と敎奉 給へ る 如く、 外蕃の 此に歸 化し 奉る 事 は、 自然の 如くな りと 雖も、 皆 幽冥より. 

彼 酋長 等が 心に 實に皇 國に臣 伏し 歸 順し 奉 可き 事 を 思 ひ 浮ばし め 給へ るな り、 (但此 事に 就て は、 鈴屋 大人の 馭戎慨 

言に 委しく 辨られ たる 事共 有り、 就て 見る 可し、 古學の 徒必す 熟讀す 可き 底寶々 の 書な り) 借皇國 は， 皇神能 伊都 久 

志吉 國と定 させ 給 ひて， 皇御孫 命の 所 知 看す、 千秋の 長 五 百 秋の 瑞穂國 と、 天下に 所在る、 萬國に 秀で 勝れて 元本 大 

宗 たるが 故に、 蛭 子 粟島に 潮 沫の留 凝て 成れる、 諸外国 ども は， 彼 御言 先立の 御 過に 依て 成れる" 惡き國 なれば" 御 

子の 例に 充給は ざり つる を、 須佐之 男 命 大に此 を 經營給 ひしょり、 良國 形は定 りつる が、 大國主 少彦名 二 柱 神の、 能 

く 作 堅させ 給 ふに 依て， 此大八 島の 海外なる、 萬國は 今の 如く 其 大凡 は 成れり けむ を、 其 も 又 此皇國 の 羽翼に 物せ さ 

せ 給 ふに て、 諸 外國は 皇國の 輔弼に 成り、 皇國は 諸 外國の 摸範に 成. れる 者に、 自然に 君臣の 義を爲 し 上下の 分 を 成せ 

り、 (祌代 紀に. 素 戔鳴尊 曰、 韓鄕之 島是有 n 金銀？ 若 使吾兒 所, 御 之 國不， 有 n 浮寶， あ 未 = 是佳 一也、 と 詔 給へ る を 恩 可 


し， 諸 外 國を作 坐し 事 は、 皇御孫 命の 所 御む 皇国の 爲 に物爲 させ 給ふ證 文な り、 叉 素 戔嗚尊 帥-一 其 子 五十猛 祌， 降 到 

於 新羅 國 T 居 n 曾 尸 茂 梨之處 「乃 興 言 曰 此地吾 不レ欲 レ居遂 東 渡 到 雲國， と 有る は、 外國 の國體 美しから す 我 皇國を 

本 處と爲 給 ひて、 萬 國を經 營し給 ひし 古傳 なり、 叉 初 五十猛 神 IK 降 之 時、 多 將-樹 種 一而 而下、 然不レ 殖ニ韓 地， 盡持歸 

遂始， 自 4 巩紫 r 凡大 八洲 國之 內、 莫レ 不，, 播殖， 而成靑 山焉と 有る は、 外國 よりも 皇國の 經營を 善く 成し 給 ふ 事 を 知る 可 

き古說 なり、 皇 國に繼 ては韓 地、 韓 地に 繼て は赤縣 と、 次々 西へ 闘き 給へ る 事の 定 りと 見 ゆ、 其 は文德 天 皇實錄 に、 

常 陸國大 洗碟前 神の 依來 坐る 時の 託言に、 我 是大奈 母 知少比 古那命 也、 昔 造，， 此國， 訖往 n 東海 f 今爲， 1 濟 民-亦 來歸と 

ある を 思 ふに、 この 二 祌の外 國に渡 坐し 傳は、 少彥名 命の 伯誉國 粟島より、 常世 國に ffi 坐し は、 決く 赤縣 或は 韓 地な 

る 可し、 彼に 東海 靑童 君と 稱 せる を、 印度に も 粗 その 說 有りて 師の 考られ たるが 如し、 大國 主神の 彼に W 坐し は、 始 

て 赤 縣に至 給へ るな り、 三 五本 國考 について 見 可し、 若て 大國 主神 少彥名 神 相 共に、 諸外國 を經營 坐け むと、 巡り 竟 

て 東海より 還り 坐るな リ、 往，, 東海， と は 今 作竟給 ひし 地 を 指て 云へ り、 實には 往，, 西 海， 也、 心 を 著て 思 可し) 此 故に 

大人 君子 之國 として 萬國其 正朔 を 奉じ、 叉其敎 化を受 く、 此は 凡人の 能く 知る 所に 非す と雖 も、 彼 邦 を 建 給 ひし 三皇 

の 皇國に » て、 五 帝の 皇國に 興りて、 彼に 君師 として 願 戎し給 ひ、 此を開 闘し 窗 化のお を 含 養し 給 へれば、 云 ふ 迄 も 

無く 萬 國に傳 はる 曆策 度量 は 更なり、 各 國の政 形、 各國の 文字、 醫藥の 方法、 兵 術 軍機に 至る まで、 我皇 神の 萬國に 

賜へ る 物に て、 經せュ S 國の 綱紀 有ざる 國 無く、 皇國の 自然に 行る \ 如く こそ は 非ね、 彼 民と 雖も 修理 固成の 德を行 ひ 

て、 各 1 分 を 固守す るな ど、 皆 我が 皇 神の 建 給 ひ 定給ふ 所に して、 幽に皇 國 の 御 制令 を 承 賜 はら 令 給 ふ 所に して、 自 
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然臣 子の 道 を 立 令め 給 ふ 所な り、 (此 等の 事は師 の、 三 五本 國考 及び 大 扶桑 國考に 委し) 然れ ば此詞 に、 島 能 八十 島 

墜事 無、 皇祌等 能 依 左 志 奉と は、 海外 之國を 當に歸 伏せ 給 ふ、 此 等の 事 を 借て、 我が 制令 を更 させ 給 ふ 可き ならす、. 

其方 物 を 寄 給 ひて、 其君師 たる皇 國を燒 はし 給 ふなり、 此を 以て 彼 ■ に 求 させ 耠ふ 事無しと 雖も、 萬 國の美 悉く 輻湊り 

て、 我が 美を爲 し、 萬 國の富 悉く 集聚て 我が 富を爲 す、 此 我が 皇祌 等の 彼 酋長 をして、 臣下の 表 を 奉し め 給 ふなり、 

知て 爲すゃ 知す て 爲すゃ 知らね ど、 自然にして 能く 如此 くなる 事、 皇神 等の 依せ 給 ふに 非す て 何 ぞも斯 在む や、 (伹 

萬 國の截 長 ども、 自身 皇國 に參 集して、 顯露 事の 御 制令 を受賜 はる 可き 害な りと 雖も、 萬 里の 波路 を 遠く 赴く 內に 

は、 一 度參 るに も 數年を 經るも 有れば、 其 間に 國 政の 弛み も出來 なむに は、 縦 ゃ外蠻 犬せ にも 有れ、 彼 も 人な り 同じ 

天下の 顯見 蒼生たり、 其 悩み 有む 事 を 所思して、 其 事 は物爲 させ 給 はすと 雖も、 三韓より 祌 國と稱 し、 赤縣 より 君子 

國、 君子 不死 之國" 大人！： 申 土な ど此 を尊稱 し、 印度より は 須米留 山と 云 ふ、 皇國と 申に 同じ、 西洋 にても 此邊 の大 

洲を亞 細 亞洲と 云へ り、 其 は 葦原 國 など を 訛れる ならむ を 亞細亞 は 祌國を 云 ふ、 神聖 首 ffi の鄕 故に、 „^zt て 是稱有 

り、 猶祌 州と 云 むが 如しと 或 書に 云へ り、 此を以 も 君 師の國 たる 神域の 化幽に 行れて 有る 事 を 仰ぐ 可し) 然れば 萬 

國の美 を 貢り、 萬 國の富 を 運ぶ 爲に、 顯に は皇國 海外なる 二三 國を歸 伏 奉 給 ひて、 其 事を勒 令め 給 ふが、 其餘 の國々 

の齒 長ら は、 各々 恐 けれども、 我が 現 御祌と 天下 經綸す 天皇 命の、 御手 代と 仕 奉りて、 其 國處を 治め ^<皇 命の 公民 を 

安住し む 可き なり、 此に 反すれば 幽冥より 其 罪 を 化し 罸め給 ひて、 其 主 を更給 ふ、 主 從の義 正しから ぬに 似たり と雖 

も、 天皇 命の 萬國に 大君と 御 在して、 天下 を 御 1 人 有た せ 給 ふ 如く は 非す、 渠 等が 上に 於て は 天下の 天 卞 たり、 1 日 


も 其 政 を 能く 爲る 者此を 保つ 可し、 然る を 世の 擧者良 も爲れ ば、 彼に 君 ほの 大綱 立ざる を 以て、 非議す る 事 なれ ど 

も， 彼 は 聰明 赛智 にして、 君 師の德 を 具へ て 賢し く智 有る 者 衆人の 中より 擢 ffi られ て、 其 貧 長と 成りた K が 王者と 云 

ふ 者の 始 たれば、 本自 君臣の 大義 立ざる 可き 害の 事な り、 此 に反して 我が 天皇の 天 銃 は、 皇祖 天神に (ス給 ひて、 天下 

の 兆民 悉く 天、 皇の 大御寶 たり、 是を 以て 天下 は 1 人の 天下に して、 天下の 天下に 非す、 故に 無道の 君 坐ます とも 人民 

離 叛く事 能す して 長久に 仕 奉リ、 邂返逆 を 謀て 叛く者 有れば 朝敵と して 人民 從は す、 天下 舉て 是を誅 す、 外國の 如き 

は然ら す、 豈皇國 と 同日の 論なら む や、 然れば 諸 蕃の國 共の 其の 國 li の 長短 は、 民心の 向背に 在て、 其 根ざし 民に 有 

れば、 天下 は 天下の 天下に して、 皇國の 如く 1 人の 天下に 非す、 此 故に 暴惡な るに は、 兆民 離れ 叛 きて 獨 夫と 爲し佗 

に 有 德の君 を 求る は、 本より 臣 位の 國 なる 故に、 定 れる齒 長 有て 無き が 如く、 萬國 悉く 然 なる を 思 ふ 可し、 (赤縣 州 

の夏殷 周より 始めて、 世々 の 沿革 多 かる を 見る 可し、 何れの 代 も 其 始の齒 長 は、 創業の 者なる が 故に、 隨 分に 德を行 

ひて 王者の 任に 堪 たりと 雖も、 次. < 其 位 を 保つ 事 能 はす、 君臣 位 を換て 古今 亂亡甚 多し、 此 故に 又 外の 賢く 智 有る 者 

立て、 王と 成る 事跡 を考ふ 可し、 此等 は樣々 其 得失に 就て、 論 も 有る 事 なれ ども. 其 極る 所 は、 顯見 蒼生 を 能く 治る 

德無 きに 依て. 幽 より 我が 皇 神の、 其 任に 相應 なる 人に 更 らしめ て、 皇御孫 命の 御手 代と 爲し給 ふ 者な り、 我が 天皇 

の 御上 を 彼 @J 長 どもの、 等しな みに 申す 事 は 其 恐 有り、 必 彼に 對 へて 論 ひ 奉る 事 勿れ、 彼！； に 居て は 其 王 を 君と も 主 

とも 仰ぐ 可し、 我が 皇國 人より 見れば、 共に 彼 國に宰 持し め 給 ふ 臣下な り、 國 造別縣 主に 異ならす、 菅神遣 誠に、 凡 

祌國 一世 無窮 之 玄妙 者、 敢而不 い 可， 一 窺知 f 雖， 攀， 一 漢土 三代 周孔 之聖經 f 革命 之 1； 風 深可レ 加-一思 慮 一也と 宣 へる 如く、 
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漢土. の 重ら は、 唯 天き 貧 共 sf して、 天神より 其 f 當れる 物 を、 暫く 許可して 其 位 t 給 ふ 故に、 彼に 

して s£s 天下 非-二人 $ 下-天下 I 下 也、 0i0it 義を此 £ て 勿用 そとな り) 然 ればタ 

國の 奠ら は、 如何に I ると も囊 ると も、 其 は其國 にて QIS 其 心に 任す 可し、 S を 能 4 めて 神と 君と 

の 御き 霍 らしめ 奉る 可？、  S 孫 命 ssss て.. 終 fi 裏實、 I 無 S 心 I して、 00 

こも i を 以て 射 向 ひ 奉らむ と I、 議古 Q 賊 船の 觀 せる 時、 祌 風の 伊吹 赢沒 して、 十 萬 Q 兵 帥 を 僅に 三人 計 

if§l. 其 重 一 人 Q 僻事より- ぎ 惜貴を 沒す幽 SS 覺 I をと 造 食 すらめ ども、 

然る 僻事 i ひて i 一命に 射 sf むと 爲し、 其 罪 は 天に も 地に も R す 可 I ら ねば、 斯 在る 神 • め Q 御 政 は 

有け るな り、 穴 長 こ、 
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嘉永 元年 十二月 初七日 

-  . 淡 路國鈴 木 重 胤 著 

出 羽國秋 野重義 

.  攝津國 後 藤 重 甚 

n ト ヮナテ  ィ せ 二 マス アマ テラス ォホ ミ カミ /  ォ ホ マへ 二 マ ヲサゥ 

辭別。 伊勢 爾座天 照 太 御 神 能。 大前雨 白久。 

伊勢 太 神宮 祈年祭 詞は此 下 (第三 十二 段) に 有て、 一 人皇 我 御 命 以&、 度會乃 宇治 乃 五十鈴川 上 乃 下津石 根爾稱 辭竟奉 

流、 皇太神 能 大前爾 申 久常毛 進 流 二月 祈年大 幣帛 乎、 某 官位 姓名 乎爲 使； K、 令 捧持 氐進給 布 御 命 乎 申 給久止 申と 有 

る、 此に 就て 其 飴を尙 申させ 給 ふ 事の 御 在して 此詞は 申させ 給 ふに 依て" 辭 別と は 申させ 給へ り、 辭別は 上に 專要と 

有る 事共 を 首 ひ 竟て其 餘の事 を述む 料に、 殊更に 改めて 言 起す 辭 なり、 江 家 次第 九 行 IT 幸 神祇官， 被 1 乂  n 伊勢 幣， 儀に、 

有： ー辭 別， 之 時奏レ 草と 有る を 以て、 辭別氐 云々 は別條 なる 事 を 知るべき なり、, (續 紀祌龜 一元 年 二月 聖武 天皇 御卽 位の 詔 
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に、 上より 云 ひ 下せる 語 共有て、 云々 衆 聞 食 宣辭別 も宣久 云々 と _、 叉 更に 事 を 起して 下へ 首 續 けたり、 叉 天平 寶字ニ 

年 八月 淡路 天 皇御卽 位の 詔に、 云々 天皇 勅 衆 聞 食 宣辭刖 も宣久 云々、 と 有る 例 を 思 合すべし，' 祝詞に は 祈 年月 ォ、 大甞 

等の 詞の 終りに、 辭別忌 部 能 弱肩爾 云々、 神主 祝 部 等 受賜氏 事不過 捧持 奉 登宣と 見え、 大 殿祭詞 にも、 詞別白 久と有 

り 何れに 有る も異る 事無し) 

伊勢 爾坐 は貞觀 儀式に、 諸 社の 祈 年の 幣帛 を 神主 等に 頒 る.^ 所に- 太 神宮 幣帛 者差レ 使進レ 之と 見えて 佗 社の 例に は異 

マダ 

なれ ども、 儀式 は 共に 行 給 ふ 故に 伊勢 爾 坐と は 云 ヘリ、 然る は 使 を 差して 大 前に 申させ 給 ふ 祈年祭 詞に、 宇治 乃 五十 

鈴 川上 乃 云々 と 有る 如くなら では 5^ 有 まじき 事なる を、 斯の 如く 宣 へ る は 京に ての なれば なり、 (其 令す る 方に て 

云 ふと、 其國に 至て 述 ると 其 趣に 異り 有る 事な り、 此辨へ 無くて は 終に 解る 事無し) 然れば 伊勢に 到りて 大 前に 申さ 

む 時に 伊勢 爾 坐と は 云 ふ 可から す、 其 用捨 有る 事と 通えた リ、 多く 諸 祝詞の 例 其 事 を 行 ふ 人に 令す ると、 其 人の 祌の 

御前に 申 詞とを 一 にして 舉 たる 物に て、 宜 命と 祝詞 を 兼たり、 其 は 祈年祭 詞 (第 一 段) を 以て 其 一 例 を 示さむ に、 集 

侍 祌主祝 等 諸 聞 食登宣 は宣 命な り、 次に 高天原 爾神留 坐 云々 皇御孫 命 宇一 丑 能 幣帛 乎 稱辭竟 奉 は >  神に 奉らせ 給 ふ 御 祈 

の詞 にて 祝詞な り、 然る を 神に 奉らせ 給ふ詞 を、 神主 祝 等に 傳て 申さ 令め 給 ふが 故に、 稱辭竟 奉 久登宣 と 一 K ひ續 きて 

此は宣 命な り- 如 此兩事 を 兼て 聊も 紛ら はしき 事無く 條理 貫通り て 鮮明なる は 古文の 妙な り、 然れば 仰す る 方と 受る 

方と にて 其 用捨 有る 事 論 無き 物な り、 (大凡の 學者此 意 得 無くして 古き 祝詞 を 見る 故に、 大に 其說を 誤り 其 事に 暗き 

耳なら す、 自作る 文に も 僻事の み 多く 物爲 める は 何たる 醜事ぞ や) 偖 太 御 神の 伊勢に 鎭り 坐す 元 由 を 恐 こけれ ども 明 


し 申さば、 神代 紀御 天降 段の 一 書に、 天 照 太 神 手 持 -ー寳 鏡- 授 V 大忍穗 耳 尊- 而祝之 曰、 吾兒 視-. -此寶 鏡- 當レ猶 レ視レ 吾、 

可，， ，與 同， 床 共， 殿以爲 n 齋鏡 T 復勅天 兒屋命 太 玉 命 惟爾ー 一 祌亦同 侍 M 殿 內-善 爲-: 防護つ また 古事記に、 於是副 「賜 其遠岐 

斯八尺 勾 璁鏡及 草 那藝劍 亦 常世 思 金 祌手カ 男 神 天 石 門別祌 T 而詔 者、 此之鏡 者專爲 我 御 魂- 而如レ 拜-: 吾 前 『 伊都 岐奉 

次 思 金 神 者 取 TT 持 前 事- 爲レ 政と 見えて、 紀記 共に 此御鏡 を御靈 形と 爲給 ひて、 高天原に 座 坐す 顯 御前 を 拜み給 ふ 如く 

同じ 大 殿の 內に 天皇の 御 許 近く 齋き 奉れと 大御命 仰せ 給へ る を、 (大 殿祭詞 にも、 高天原 爾祌留 坐、 皇 親神魯 企祌魯 

美 之命以 氏- 皇御孫 之 命 乎 天津 高 御座 爾坐 \J^、 天津 璽 乃 劍鏡乎 捧持 賜 天 言 壽 宣志久 云々 と 有り、 叉 古語 拾 遣に も卽 

以，， 八 咫鏡及 草薙劍 二種 祌寶 -授 n 赐 皇孫-永 爲た大 璽-所謂 神璽 之 劍鏡是 也 矛 玉 自從と 有り、 鈴屋翁 云く 「此拾 遣の 文 は 

„K に 玉 を 第一 と 思 ふが 古意に 非る 事を慨 みて 殊更に 玉 を 貶して 鏡 劍には 比び 難き 事 を 知せ たる 文な りし 豐受 大神宮 

儀式 帳に 天 照 坐 皇太神 一 K.<、 大長谷 天皇 御 夢 爾誨覺 赐久、 吾 高天原 坐 S 見 志 麻 岐賜志 處爾志 都 眞利坐 奴と 詔 給へ る 事 

有て、 伊勢に 鎭り 坐し 事 は 高天原より 豫て 所思し 設給 へる 様に 聞え て、 同 A 殿共レ 床と 詔 給 ひし 事の 有る に は 打 合ざる 

に 似たり、 故 熟思 ふに、 鈴屋 大人 說 (記傳 十五) に已に 云れ たる 如く、 此 儀式 帳に 如此 有る 上 は，， 此御靈 鏡 を 後竟に 

, ^^に は鎭り 坐む と 太 御 祌御自 高天原に して 豫 てより 所 念し 設 たる 事な りけ り、 其 は 祌代紀 御 天降 段の 一書に、 已而 

M 降 之 間 先 驅者還 白、 有-二 祌- 居- 1 天 八達 之衢 f 其 鼻 長 七 g{ 背 長 七 尺 餘眼如 = 八咫 鏡-也、 郎 遣- 1 從 神- 往問 時皆不 -.. 得 

目 勝 相 問 T  (此は 古史 徵に 引れ たる を 取れり、 此事 古事記に は • 爾 日子 蕃能邇 々藝 命將" 一天 降-之 時、 居 < 一天 之 八 衢-而 

上 光， 1 高天原-下 光 11 葺原中 國-之 神於是 有と 有り、 相 合せて 事の 狀を知 可き なり) 古事記に、 故 爾天照 太 #ー ゆ 高木 一 1^ 
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之命以 詔- 1 天 宇 受賣神 f 汝者雖 >: 乎 弱 女人- 與，， 伊 牟迦布 神， 面 勝 神 故專汝 往將， 問 者、 吾 御子 爲，， 天 降， 之 道 誰 如 レ此而 居、 

(此事 神代 紀に は、 故 特勅， 1天 鈿女， 曰汝是 目； T 勝 於 人， 者宜， 一往 問 之， と 有り) 神代 紀に、 天鈿、 女 乃 笑曠向 立是時 衢祌問 

曰、 天 鈿女 汝爲之 何故 耶、 對曰天 照 太 神 之 子 所 幸 道路 有，， 如此 居， 者 誰 也、 敢 問之衢 神- 對曰 聞，， 天 照 太 神 之 子 今當降 

行， 故 奉迎 相 待 吾名是 猿田彥 大祌、 時 天 鈿女復 問 曰、 汝將 先， 我 行 乎 將抑我 先， 汝行 乎、 對曰吾 先 啓 行、 (古事記に は此 

事 を、 故 問 賜 之 時 答 曰、 僕 者 國祌名 猿田虽 古神 也、 所 IT 以出 居-者 聞，/ 大祌 御子 天降 坐, 故 仕 JT 奉 御前 而參向 之 侍と 有り) 

祌代紀 に、 天 鈿女復 問 曰、 汝何 處到耶 皇孫 何處 到耶、 對 曰-天神 之 子 則當， 到筑紫 re 向高 千穗 觸 之峯、 吾 則應， 到-, 伊 

勢 之 狹長田 五十鈴川 上 f 因 曰發 n 顯我， 者汝 也、 故汝 可，， 以途， 我而 致； I 之矣、 一穴 鈿女 還詣 報， 狀. - 皇孫 於是脫 離 天 磐 座 f 

排 ARfK 八 軍： 雲- 稜威道 別 道別而 天降 之 也、 果 如，： 先 期， 皇孫 則 到，, 筑紫 日向 高千穗 觸之峯 T 其 猿 田 彥祌者 則 到， 1 伊勢 之 

狹長田 五十鈴川 上？ 卽 天 鈿 女命隨 n 猿 田 彥神所 r 乞 遂以侍 送焉と 有る 文意 を說て 悟る 可き 事 有り、 紀記 共に 猿田彥 神の 

待迎 奉られし は 皇御孫 命 耳に は 非す、 皇太祌 と 御 一 一所 を 待迎奉 給し 也- 然 らば 天 宇受賣 命の 問に は 表立た る 方の 皇御 

孫 命 云々 と宣ふ 可き を 奉迎る，^ 猿 田 彥祌の 方に は皇 太 神 皇御孫 命 云 々と： jsr へ 申さるべき 害 也、 (其 由 下に 云 ふべ し. 大 

同 本 記に、 皇太神 皇御孫 天降 坐 之 時 云 々 於，， 皇太祌 之 御饌， 八 盛 於，, 皇御孫 命 之 御饌， 八 盛 云 々 、 大橋者 皇太神 皇御孫 命 

之 長 n 天降 坐， 而云々 など 皇太祌 の御靈 形なる 彼八咫 鏡を顯 御前に へ 申せる を 思 可し) 然る は 此猿田 彥大祌 はし も. 

僕者國 神と 速 無げ にこ そ 御名 乘爲給 へれ- 眞には 此國の 顯露事 を 皇御孫 命に 事 避 奉りて、 大地 官を領 率て 幽冥 事 所 知 

看す 大國主 大祌の 貴 子 事 代 主神の 幽冥に 入 給 ひて 後の 御名なる が、 御父大 神の 國 避の 時の 御 一一 目に、 僕 子等 百 八十 祌者 


卽八赏 事 代 主 祌爲， ： 祌之御 尾 前， 而仕奉 者 違 神 者 非 也、 と 申させ 給 ふ 事の 符 信に 天 之 八衢に W 迎 奉り、 又 其 御 二 所の IK 

シメォ 力 

降り 坐む 地 を 預てト 置して 其 所に 鎭り坐 令め むと 思 ほして 逸に 待迎奉 給へ る詞 なる 故に、 皇太神 皇御孫 命 云々 と 聞え 

給 はで は 下 文に 協 はす、 (此 神の 事 代 主神に 御 在す 事 は 大に論 有りて 長し、 別に 云 ふべ し、 今し も 凡人の 眼に 見 奉る 

事 こそ 無 けれ、 必す皇 御 孫 命の 幸 行に は、 幽 より 御 尾 前と 爲て 守り 給 ふ 事と 聞え て、 雄 略 天皇 御紀 に、 天皇 葛 城 山に 

射 獵し給 ふ 時に * 1 言 主神 も 現 形して 共に 遊 獵し給 ふ 事 有り、 此は邂 返 其 御 形體を 態と 現し 給 ふなり、 於是日 晚田罷 

祌侍 達 天皇 一至， ー來目 水， と 有る は、 御 尾 前と 爲り 給へ るな り、 叉天武 IK 皇御紀 に、 高 市 杜所居 名 事 代 主 祌云々 と 御名 

乘 坐て、 吾 者 立， 一 皇御孫 命 之 前後？ 以途 n 奉于不 破- 而還 焉今且 立-一 官軍 中 一守 護 之、 と 御？ i 有つ る 事 を 記された る を 思 

察 可し) 叉 天鈿女 命の、 汝は 何處に 到り 皇御孫 命 は 何 處に到 坐む の 問答 有る も、 文の 儘に て は 如何な り、 吾 先 啓 行む 

と 白 給 ふ 神に 對て云 ふ 語なら す、 然れば 先に 猿 田 i ^神より 皇太 神と 皇御孫 命の 御 二 所 共に 各々 降り 就て 鎭り御 在む 處 

を異々 にト標 たる 事 を 申して、 我 は 此八衢 より 別れて 直に 皇太 神の 供 奉 りて 降り 到て むと 申 給へ る 故に 斯在 しなり 

(此事 下に 云 ふべ し、 發 顯我 ー者汝 也、 故汝可，：以^;$1,我而到.，之と申給へるは、 我 は 皇太祌 の 供奉 仕 奉らむ 我 を 送りて 

共々 に 天 鈿女命 も 到る 可し と は 申されし なり、 舊說筑 紫より 伊勢に 送られし 由なる は 古事記に、 故爾 詔， 一 天 宇受賣 命, 

此立， 一 御前？ 所， 一 仕 奉， 猿 田 古 大祌者 專顯申 之汝送 奉、 と 有る +て， の 文に、 筑紫 朝廷に ての 事 を 云る に 連け 見る 故に 

誤れり、 此皇御 孫 命の 詔 は IK 之八衢 にての 事な り、 先に は 天 祌の命 以て 云々 の 事 有し かど も、 天 宇 受賣命 を 巳に 御供 

に從 給へ るから は 皇御孫 命の 我は筑 紫に 降りな む 此八衢 より 伊勢に 降れとの 御 事な り、 猿 田爲古 祌を途 るに 非す 皇太 
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神を经 奉れと なり) 若て 猿田彥 神の 御 答に、 天神の 御子 は筑紫 日向， 高 千 穗德觸 之 峯に到 坐 可し と 申 給へ る は、 八衝ょ 

り 別れて 其 所に 到り 坐， 可し、 吾 其 地に 宮處 は豫て 定置 侍りと なり、 第二の 一書に 故 天津 彥火瓊 々件 尊、 降 到 於 日向 

日 高千穗 之峯， 而膂完 胸副國 自，， 頓丘 r 竟 A 國行去 立， 1 於 浮 渚 在 平地 f 乃 召，， 國 主事 勝 國勝長 狭 T 而 訪之對 曰、 是 有レ國 

也、 取捨 隨, 勅 時 皇孫 因 立，， 宮殿， 是焉遊 息、 また 第 六の 一書に も、 到， 一 於 吾田 長屋 笠狹 之御硫 T 時彼處 有， 二 神， 名 曰，, 事 

勝國 勝長狹 T 故 天 孫 問， 1 其 神， 曰國在 也、 因 曰隨勅 奉矣故 天孫 留 r 一 住 彼處ー と 有て、 其國 主と 有る は 事 代 主神 其處に 地主と 

御 在して 高 千 穗宮處 を 奉 給へ るに て、 猿田彥 神の 度會の 地主と 在して 皇太祌 の宮處 を定奉 給へ ると 異 無くして 彼天銦 

女 命と 御 問答の 事の 結びな り、 但 神代 紀に、 其 事 勝國勝 祌者是 伊伸 諾尊之 子 也と 有れ ど、 其 頃 巳に 猿田彥 神と 同 神な 

る傳を 失へ りし 物に て 誤な り、 御 鎮座 本 緣に、 狹長田 之 猿 田彥大 神號， 一事 勝國勝 長狹， 也と 有る ぞ古傳 なる 可き， 亦 名 

鹽土 老翁と 有る も 僻 偉に て、 三 注の 筒 男 神 を 都て 申す 御名の 混 K たるな り、 (斯 くの 如く 邊 境へ 導 奉 給へ る 事 も幽に 

由有る 事なる 可し、 其 は 神武 天皇 御紀 なる 大巳 貴大 神の 玉檣內 國と宣 給へ る 大和 國に幸 坐すべき を 然らぬ は 未 此時其 

邊り は草昧 在し 故な り) 次に 吾 則應， 1 到 伊勢 之 狹長田 五十鈴川 上 r 因曰發 Trli 我-者 汝也、 故汝 可， 一 以途， 我 而到ク 之と 有 

る 文面に て は、 皇御孫 命の 御 降臨の 事 を 主と 云 を 專と爲 る、 故に 其 事 は闕れ たれ ど垂仁 天皇 御紀 に、 天 照 太 神 始自天 

降之處 也と 有れば、 五十鈴川 上に 到應 しと 申 給へ る は、 後世 此 所に 常 宮と鎭 坐む 幽契 有る が 故に、 猿田彥 神の 其 地 を 

大八 島國の 中に て 見 立 置れ し 故に 先皇 太 神 を 供奉 爲し 奉りて 幽に 其御定 有む 事 を 仰がれむ との 事なる が、 掛卷 も甚も 

可 長き 大御 心に 乖 戻りて は 甚畏き 事なる 故に、 其と は顯に 一一 目 ひ W られ ざり 付め ども、 天鈿女 命に 我 を 送りて 到る 可 し 


と 申されし は、 此八衢 より 直に 降りて 共々 に皇太 it の 後に 鎭り 坐む 宮 處を點 撿られ よとの 事と 通えたり、 (然ら す は 

五 伴 男 神 は、 止 事な き 供奉の 神なる に 送らるべき 由 無れば なり、 此事を 天降 坐て 後の 事に 爲る說 は 先師 等と 雖も 誤な 

り、 天降の 後に $1- られ むと ならば 大 朝廷に こそ 請 給 ふ 可 けれ、 此 問答 はし も 天神の 問 はせ 給 ふに 依れり、 然る を專耍 

たる 啓 行の 供奉の 事 を 差 措て、 此國 土に ての 用 を 此に云 ふ 可き 由 無れば ぞ心を 平にして 考 可し) It 〈に 天 銦女還 詣報レ 

狀と 有れば" 都ての 事共 を 具に 奏上ら れ けむ 時に 皇太神 Q 許可 ひて、 倭 姬命世 記に 謂 ゆる； 大之逆 大刀 逆 鉢 金 鈴 等の 大 

御手 物 を も； 大鈿女 命に 賜りて、 猿田彥 神に 取傳 させ 給 ひ、 一 先 伊勢に 降り 著して 筑 紫の 大 朝廷に 度ら せ 給 ひ、 初國知 

食す 天業 乃定り 坐す 迄 は 御世々 々の 天皇の 大 殿の 內に鎭 り 守らせ 給 ひ、 倦て 後に 五十鈴川 上に 幸 行 坐む と 御 幽契 有せ 

させ 給へ りけ む、 古語 拾 遣に、 始 在-一天 上， 預結， 幽契？ 衝神先 降 深 有， 以矣、 とは此 事なる 可し ノ祟神 天皇 御世に、 皇 

大宮を 離れさせ 御 在し 坐す 事 «、 此 御世に 至りて 四 道 將軍を 任して 國. <  を 言 向し め 給 ひ-' 男の 弓 弭の貢 女の手 末の 調 

を 奉る 事と 成りて 朝廷の 御 事の 美 好く 成 整ひ備 はれる を 度と して- 外に aa 坐し 事 奇異なる 物なら す や、 若て 垂仁 天皇 

の 御世に 至りて 倭 姬命を 伊勢に 御供 仕 奉 給し 時に、 猿田彥 神の 裔 宇治土公の 祖と 有る 大田命 其 幽契 を傳 申し \ など 又 

符節 を 合せたり と 云 可し、 此 時倭姬 命の 御 夢に、 高 天 之 原坐而 吾見 之 國仁吾 や 坐 奉 禮止悟 敎給比 伎と 世 記に 見えた 

り、 上に 引る 豐受 大神宮 儀式 帳に 合せて 彌々 幽契の 旨 著明なる 物な り) 叉御紀 に、 其 猿 田 fi 神 者、 則 到， 一伊 勢 之狹長 

田 五十鈴川 上 f 卽 天 鈿女 命隨 n 猿 田 彥神所  乞遂 以侍途 焉と 有る は、 天 之八衢 より 其 幽契の 如く、 皇御孫 命 は 西へ 皇太 

神 は 東へ 一 且 別れて 降らせ 給 ふ 事に 定り ぬるに 就て、 皇太 神の 御 形 實は彼 石屋 隱 Q 時に 天 宇受賣 神の 主 ど 招 禱られ た 
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る 事の 由に 緣て從 ひ 奉らで は 叶 まじき 所謂 を 以て 皇太祌 を 送り 降り 参らせた る 偉な り、 (天 鈿女命 を 天 石 鬥別八 倉 比 

賣命 とも 天 石 門 別稚姬 命と も 申す 由 は、 第一 ー卷 なる 第五 詞叉春 日 祭 詞比賣 神の 下に 云り、 诸如此 く 送られた る 事 は 右 

の 文の 上に、 故汝 可， 一途 1 我而 到.， 之と 有る 御言に 依れる 事 云 も 更なり) 若て 猿 田 彥神は 伊勢に 留り給 ひて、 皇太祌 の 

後に 鎭り 坐て 期 を 待 奉耠ふ 幽契の 隨に 度會之 地主 神と 其 地 を 守 給 ひながら、 天鈿女 命と 共に 皇太 神の 御靈 形を筑 紫の 

大 朝廷に ぬ； 一 奉 給 ひ、 高 千 穗宮の 地 を も 皇御孫 命に 避 奉りて 叉 天 鈿女命 を も 伴 ひ 伊勢に 罷 行れし なる 可し、 古事記なる 

島 之 速 費の 事 は、 筑 紫の 大 朝廷 定 りて 後天 下 を 弘給ふ 時と 通えたり、 然る を 古事記に、 猿 田 毘古大 神を途 奉れとの 詔 

は、 天降 以後の 如く 爲る は、 前の 事 は深密 なる 幽契 故に 表れ ざり しょり 紛 はしく 書け る 物な り >  案に は 其 神 御名 者汝 

負 仕 奉の みぞ 皇御孫 命 天降 以後の 詔 命なる 可く、 前の 詔 命 は 天降り 坐す 道に ての 事に て 別なる 由 上に 云 へ るが 若くな 

り、 (神代 紀 にも- 時 皇孫 勅， 一天 鈿女 命？ 汝宜 =, 以所顯 神名爲 -1 姓氏 一 云々 と 有り、 尙委く は 別に 云 ふ 可し) 借 猿 田彥神 

の， 事 代 主神 同 神 異名と 云ふ徵 は、 倭姬 命せ 紀に、 猿 田 彥神裔 宇治土公 祖大田 命と 見え、 皇太 神宮 儀式 帳に、 大內人 無 

位 宇治土公 磯部 小 繩と云 ふ 人名 見えた る 磯部 は、 垂仁 天皇 御紀 に、 故隨- 一太 祌敎？ 其詞 立- 1 於 伊勢 國- 云々 是 謂-一 磯せ tj- 

と 有る 如く- 五十鈴川の 機 部に 大宮 供奉り * 其 地の 土 公と 爲て 住る が 故に 起れ る 姓と 通えた るが、 姓氏 錄に は石邊 

に 作りて 石邊 公大 物 主命 子 久斯比 賀多命 之 後 也と 記されたり、 此 にて 其 統脉を 明らむ 可し、 (但久 斯比賀 多 命 は大田 

命と 同人に て、 大物 主神の 子に 非す、 事 代 主神の 子と 有れば 孫と 云 可し. 然れ ども； ^く 子孫 を 子と 云 ふ 古文の 格な 

れば妨 無し.， 又 大田命 を 猿 田 彥神裔 と 爲るも 子の 意 也、 舊事紀 に、 都味齒 八重 事 代 主神 兒 天日 方 奇日方 命 亦 名 阿 田 都 


久志尼 命と 有る、 此正說 にて 阿 田は大 田と 云に 同じ、 第四詞 阿須 波 神の 解に 云る が 若し、 然れば 事 代 主神に は必 す. K 

田 命 も 共 坐 例と 通えて 神 名 式に、 山城 國 愛宕 郡 賀茂別 雷神 社 太 田 神社 • 攝津國 島 下 郡 三 島 鴨 祌社大 田 神社な ど 其餘に 

も 多 太 神社と て 諸 國に多 かる は、 皆此 天日 方 奇日方 命と 通えたり、 多く は大國 主神 事 代 主神の 由に 就て 鎭 坐る ぞ多か 

りけ る、 越後 國 古志 郡 桐 原石 部 神社 を、 天日 方 奇日方 命と 傳るも 由 無に 非す、 續紀 に、 和 銅 四 年 三月 辛亥 伊勢 國人碟 

部 祖父 高 志 二人、 賜-一 姓 渡 相 神主-と 見 ゆ、 但高志 は 桐 原石 部 神社に 由 有り、 叉 下に 引る 世 記 及 儀式 帳に、 建 日 方 命の 

神風 伊勢の 國と 申せる は 决く此 命た る 可し) 此 より 其御靈 形と 坐す 八 鏡の 成 坐る 元始 を 申さむ と爲 るな り、 其 は 高 

天 原に て 作らせ 給 ふ 鏡 は 合せて 三面な りき、 其 一は 伊勢 大御祌 なり、 此 を八咫 鏡と 申し 一は 日前大 神な り、 一は 畳受 

大 神の 御靈形 にて 所謂 眞經 津鏡此 なり、 (伹 祌代紀 に、 八 S{ 鏡 一 云， 眞經津 鏡と 有る は 記者の 誤な り、 倭姬命 I 記 上 

代 本 記、 御 鎮座 次第 記、 御 鎮座 本緣 などに 豐受大 神の 御 靈形を 眞經津 鏡と 云る は正說 にて， 青天 正 丸の 家の 祕說に 相 

違な き實徵 有て 下に 述 るが 如し、 青天 正 丸と 云 は、 朝廷 御鏡師 にて、 石凝姥 命の 神 孫なる が、 禁中に 內侍所 を 置て 三 

面の 御 摸造の 齋 かれ 御 在 坐 を 年毎に 磨 奉る 故に 眞に 實說 たり) 其 は 明文 抄に 載る 大倭本 記に、 天皇 之始 天降 來之時 共 

副 護齋鏡 三面 子 鈴 一 合 也と 有る 本 註に、 一 鏡 者 IK 照 太 神 之 御 靈名天 懸大神 伊勢 國磯宮 崇敬 拜大神 也、 一 鏡 者 天 照 太 神 

之 前 御靈名 國懸大 神、 今 紀伊國 名草宮 崇敬 拜大神 也， 一 鏡 及 子 鈴 者 天， 皇御食 都 神 朝夕 之 食 向 夜 護 日 護 齋奉大 神、 今卷 

向 穴師社 所^ 拜齋大 神 也、 と 有る 證 文に 依て 恩 ふに、 祌代紀 に、 卽以 n 石 凝姥， 爲 n 冶工 r 採-一天 香 山 之 金？ 以作， 一日 矛， 

又 全 JT 剁眞名 鹿 之 皮， 以作 n 天 羽篛， 用， 此奉， t3 之神卽 是 紀伊國 所， 居 日 前祌 也、 古語 拾 遣に、 令-, 石 凝姥祌 禱-! 日 像 之 
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鏡 r 初 度 所レ鑄 少不レ 合レ意 (是紀 伊 國日前 神 也) と 有て. 初 度の 鑄 造られし 鏡 は 一面の 如くなる は 漏た る 物な り、 實 

に は 豐受大 神の 御 鏡 も少不 レ合レ 意と 云 ふ 其 一 つなり つらむ を 漏せ るな り、 然る を師の 古史 成文に、 初 度なる を 二 面と 

記された るは宜 けれど、 其 を 天懸大 神國懸 大祌と 爲られ て 日 前宮 國懸宫 の 御體な る 由に； 物せられ たる は、 釋紀に 引る 

大倭本 記に、 一 鏡 者 天 照 太 神 御靈名 天懸神 也と 耳 有て、 今 伊勢 礎宮 崇敬 拜大神 也、 と 云 ふ 字の 脫 たるに 依られた る 故 

に 不意く 誤られし 物に て、 明文 抄の 本に 依る 時 は、 天懸大 祌と稱 申す 御 鏡 は 伊勢の 大御祌 に 坐し、 國懸大 神と 稱 申す 

御 鏡 は 日前大 神に 坐し、 一 鏡 は 天皇の 御食津 神と 坐す 豐受大 神に 坐す 事詳 なる 物 を や、 (叉 古語 拾 遣に、 少不レ 合レ意 

と 有る は、 舊訓 伊佐. 加なる を、 少而 不レ合 J 思と 改られ たる も 違へ り、 大小の 意に 合ざる るに 非す 何く にか 意に 合 ざ 

る 所の 有る を 云 ふなり、 然る は 右の 續の 文に、 次 度所レ 鑄其狀 美麗 是 伊勢 大神 也と 有る を、 若 師說の 如く 大小の 異を 

以てなら ば、 次 度 所 1 鑄大 而合レ 意と か大而 美麗と か 書る ベ きを、 然らぬ を 以て 見れば 少不レ 合 J 思 は 美醜に 就ての 事な 

りけ り、 叉 日 矛 は 古語 拾 遣に 令 一，， 天 目 一 箇神 作，， 雜刀斧 及 鐵鐸， と 有る 如く、 其 鋒 は 天 目 一 箇 神の 作られた るに、 令ョ手 

置 帆 食 彥狹知 二 神 云々 兼 作-一 御笠 及 矛盾 1 と 有れば、 柄 は 其 神の 作れるな るが 天 宇受賣 命の 持れ たる 神代 紀に、 謂 ゆる 

茅 纏 之 ti* 拾遺に 謂 ゆる 著鐸之 矛に て • 此等は 一 種の 名の 如く なれ ど 其 形容 を 以て 然 云る にて、 正しく は 日 矛と 云つ 

る 物な り、 記傳に 引れ たる 或說 に、 以-: 日 像- 爲-: 日前大 祌-以 -I 日 矛 T 爲 11 國懸 大祌 I 有る は 云れ たる 說 にて、 日 像は拴 

遺に、 令 ，，， 石凝姥 神禱， 一日 像 之 鏡つ 初 度 所い 鑄少不 レ合レ 意、 是紀伊 國日前 神 也、 と 有る 此 にて、 日 矛 は 神代 紀に、 卽 以- 

石 凝 姥-爲 n 冶工； 採， 一天 香 山 之 金- 以 作-一日 矛 一と 有る を 云 ふなり、 但此は 古事記に、 取- ilK 安河 之 河 上 之 天 堅石ハ 取-一天 


金山 之鎮 f 而求， ー鍛人 天津 麻羅 一而 科 二 伊 斯許理 度 賫命ー 令 レ作レ 鏡と 有る 如く、 天津 麻羅 命と は 共に 殿され たる 事の 漏た 

るな り、 1K 津麻羅 命 は 師說の 如く、 天 目 一 箇 神の 亦 名な り 偖 日 矛の 國懸 社に 坐す 事 は、 其社傳 にも 確に 傳 たるが 故に 

鈴屋 大人 も諾 はれて 祌代正 語に 一 百日 矛 は國懸 社に 坐す とも 云り と 記されたり. - 凡て 此 等の 事 ども は師說 も猶信 難き 事 

多 かり、 今 悉く 辨 へむ と爲れ ば餘 りに 事 長ければ 此には 唯其大 3:11 を 云り、 日 前 社國懸 社の 事、 天武 天皇 御紀を 始續紀 

にも 兩 社と 爲ては 有れ ど 本 は 1 社に て 有け る考 有り、 小泉康 敬が 說 なり 別に 云 ふ 可し) 釋紀に 引る 天 德四年 九月 二十 

三日 夜の 內裏燒 亡の 後に 威 所 を 奉納ら れし事 を、 村 上^ 皇御紀 を 引て、 瓦 上 在- 1 鏡 一 面-其 徑八寸 許 頭 雖レ在 n 小 瑕- 專 

無 レ損圓 規並蒂 等 云々、 外 記 云 威 所 三 所 一所 鏡 (件 御 鏡雖， 有- >  猛火 上？ 而不 n 偏 損， 卽云 伊勢 御 神 〇 御紀 に、 徑八寸 許 

頭雖レ 有-一 小疵 f 專 無， 損圓規 藉等甚 分明 而見之 者 無 レ不- 一驚 感 T と 有る 此 にて、 祌代紀 に、 是時以 い 鏡 入 M 其 石窟？ 者觸戶 

小 瑕 其 疵於レ 今 猶存、 此卽 伊勢 崇；. i 之大祌 也、 と 有る 文 を 照す 可き 證文 なり、 等閑に 見過す 可から す、 圓規と は 所謂 

中臺圓 形な り、 藉 と は 八 頭 花 咬な り 此藉を 柄の 事と 云る 師說 は妄 なり、 思 ひ 惑 ふ 可から す、 扶桑 略記に、 奉 レ納ニ 威 所 

三 所 r 一所 鏡 件 鏡 雖レ在 M 猛火 上？ 面不 n 涌 損， 卽 云-一伊 勢 御 神 云-と 有る は 御 記 を 取れる 也) 一所 圓形 (無 M 破損-長 六寸 

許 〇 所謂 眞經津 鏡な り、 此は大 倭 本 記に、 天皇 御 食津神 朝夕 之 食 向 夜 護 ぼ 護 齋奉大 神と 有る 此 にて、 伊勢に 坐す 豐受 

大 神の 御 摸造な りけ り、 抉 桑 略記に、 二 所眞形 無， 一 破損， 長六寸 許、 と 有る は此御 鏡の 事な り、 眞 形の 眞は圓 を 誤れる 

か、 又眞 は圓規 なる 由 か尙考 可し、 二 所と もに 眞 形と 有る、 此六寸 の は 例の 圓 鏡なる が、 紀伊國 日 前 神の 御 は 外圍圓 

形に して 內に八 鏡の 象 有る 鏡な り) 一 所 鏡 (巳 涌訖 破損、 紀伊國 御 神 云 々〇 扶桑 略記に、 二 所眞形 云.^、 一 所鏡已 
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涌亂 破損 紀伊國 御祌ー K 々と 有り、 此事 上に 一 K り) 如 此く威 所 御 鏡の 三面に、 渡らせ 給 ふ 事 は 小 右 記に 此 度の 事 を 記さ 

れ たるに も 恐 所 云々、 鏡 三面 伊勢 御 神 紀伊國 日 前國懸 云々 と 有りて、 大倭本 記の 餘に は、 豐受大 神の 御 を 知 可き 便 無 

き は 上に も 云る 若く、 御 紀に其 事 を 云れ ざる 故の 事なる べし、 此に 依て 長所の 御 鏡 三 所の 說の 明なら ざるに 就て 伊勢 

曰 前の 御 を涂て は、 今一 所 を 天上に て 作れる 如き 說も ffi 来れり、 其 は 祌宮雜 事 記に、 寬弘ニ 年 十一月 十五 日 內裏燒 亡 

卽內侍 所 祌鏡燒 損畢、 因 件祌鏡 可い 被，， 鑄替， 云々、 件寶鏡 是非- 1 人間 之 行爲； 天地開闢 之 時 於- 1 高天原-鏡 作 遠祖 天 香 古 

山 命以， 銅 八 百 萬 神 達 共 鑄 造 神鏡 也 (或 云 天 香 古山 命 共 鑄 作 鏡 也 者) 件 鏡 元三 面 也、 皆 方 尺， 也、 一面 伊勢 國坐 一 

面 紀伊國 坐 一面 內侍所 坐 是此鏡 也 (子細 具不， 記) と 有る 一面 內侍所 坐 是此鏡 也、 と 有て 何の 事と も 分明なら ざるに 

て 知れたり、 此 より 後 此誤を 祖述せ る 僻事 共 多く K 來 にたり、 (其 頃の 博士 等の 古 を 探索る 事 如 此く妄 にして 危忽な 

るは甚 足ぬ 事な り、 帝王 編 年 記に、 文治 二 年 四月 廿 五日、 義經 奉， 栢； T 具 內侍所 神璽 等， 入洛、 於，， 寳劍， 者 云々、 自 

神代 傳劎三 柄 云々、 一 有，， 內裡， 自，， 同 神代， 傳鏡 三面 一 在，， 大神宮， 一 在，， 曰 前宮， 一 在， 內禋，  一 a 一  鏡 有，： 內裡 f 之 由 難 注 

不レ 知-一 柩 所.， 說と 有る は， • 內裡に 三面の i は 偉れ. 1 ども 何れ を 差す 事と も 知れぬ を 疑へ るな り、 尤なる 事な り、 又 水 

鏡 神武 天皇の 條に、 神代より 傳 はる^ 三 有り 云々、 叉 鏡 三 有り I は 大神宮に 御 在し 坐す、 一は 日 前に 御 在し 坐す、 j 

は 內裡に 御 在し 坐す、 內侍 所に こそ 御 在し 坐す めれ と 有る は 編年紀 より 取れる 樣 なり、 叉 伯 家 部類に、 御 鏡御拜 所， 被 

レ用之 御 鏡 三面 之圖 有り、 就て 見 可し 但 何れも 八寸と 有る は圓形 Q 六寸 なる を も 分す 大凡に 云るな り) 如 此く窨 典に 

は 漏て 記されね ども、 職掌の 方に はロ傳 せる 事と 見えて 伯 家 部類 例幣之 事と 有る 條に、 元々 集 云 古語 拾遺 云、 1K 银太 


神 者 惟 祖惟宗 天 照 太 神 者、 二宮 通稱也 云々、 御卽位 奉幣 御 祝詞、 掛 長 支 伊勢 兩宮 天 照 皇太神 乃廣前 S 云々、 1K 照 太 

神 を 天子 被 奉 敬 御 心 則 豐受宮 可籠歟 以上 ロ傳 >  但 伊勢 を 兩宮と 申す、 內侍 所を兩 神と 申 奉る 事 傳受候 事 也と 有り、 內 

侍 所 三 所に て 渡らせ 給へ ども、 日前宮 は皇太 神の 前 御靈と 坐す が 故に 一 所に 籠て 申し、 豐受大 神 を 一 所と 合て 二 前に 

して 拜 奉る 故 實と 通えたり、 然る は 往古より 豐受大 神の 御を齋 奉りて 有れば 也、 (同書に、 例 幣齋籠 中 遙拜之 事、 伊勢 

兩宮內 侍 所兩祌 云. „< と 有り、 然れば 日 前 神 は 伊勢に 兼た る 事 勿論な り， 伊勢 兩宮と 云る に對 たれば なり) 偖 伊勢の 大 

宮 に齋鎭 奉る 事の 次序に 就て 種 A の 事共 はし も、 記傳 十五 (三十 三 丁) に、 天 照 太 御 神の 御 靈鏡は 記紀 共に 記された 

る 詔 旨の 如く 御代々 々皇御 孫 命の 同大 殿 內に拜 察 給ひ來 にし を、 水垣宮 御宇 天皇 御世より ぞ別處 に は 祭 給へ りけ る (〇 

今 云 御 鎮座 本緣に 天津 彥火 a-- 杵尊、 天津神 乃 璽 寶劍齋 鏡 乎 捧持 赐比治 天下 云々、 人 代 之 初 神 日本 磐余彥 天皇 云々、 

自祌武 天皇 迄- 1 開化 天皇， 九 帝 歴年 六 百 卅餘歲 天皇 與同殿 坐 也、 此時帝 與レ神 其 際 未， 遠 同, 殿 共， 床以， 此爲常 故 祌物官 物 

亦 未-一分別-と 有る は此 也) 其 は御紀 に、 六 年 云々 先 是天照 太 神 倭 大國魂 二 神、 ！ 祭 於 天皇 大殿 之內？ 然 長-其 神 勢， 共 

住不に 女、 故以 一： 天 照 太 神， 託 一一 豐歙入 姬命ー 祭 二 於 倭 笠 縫邑？ 仍 立-: 磯 堅城 神 籠， 云- -と 有る 是 也と 有り- 皇太 神宮 儀式 帳 

に、 磯城 島 瑞羅宮 御宇 御 間 城 天皇 以往 天皇 同 殿御 坐而、 同 天皇 御世 爾以， ー豐 鍬入姬 命， 爲„ 御杖 代， W 奉 支と 見 ゆ、 (〇 

今 云 古語 拾遺に、 至- 于機 城瑞垣 朝， 漸 長，， 神威， 同, 殿不， 安、 故更令 T 齋部氏 率- 1 石 凝 姥神裔 天 目 I 祌裔ニ 氏 t 更 鑄鏡レ 

造.. 劍以爲 = 護 御璽 f 是今踐 祚之日 所 獻祌璽 鏡^ 也、 仍 就，， 於 倭 笠 鏠邑， 立 n 磯城 神籬 T 奉遷， 1天 照 太 神 及 草 薙劍， 令，， 皇 

女豐鈕 入姬命 奉,， 齋焉、 其遷 祭之タ 宮人 皆參 終夜 宴樂歌 曰、 美 夜 比 登 能、 於 保與須 我良爾 伊佐 登 保 志、 由 伎能 與呂志 
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茂 於 保與霧 I、 今 俗歌 曰 碧 比 籠 於 保與 雾晨比 佐 If  I 與呂 ii 

〃は 文れ 有る" 銅 取 lii 更鑄| 蒙 1、 

依 や は％暴な れど 崖と 有 は 誤也>  師ま 如く I 共に f 以て I る囊 無き 物 也、 其說は玉櫸 に 詳也) 

uuf 上代 本 記、 御 鎮座 本爵 li£、  2? 九 年 震， 一一 Is 於 丹 波 與警， 矣、 于 i 灣照 

臺由 ip 幽 I 降 I、  ii 一太 神、 sii  f 月 齊倉焉 ぶー 

チ 、上 _m 1 囊 磨と 有る 傳は例 S 奮ら むと 先に は 思たり しに 然 参、 御紀 の趣 にて は gis 世 廿五年 

まで 碟 堅城 神 籙 ("云 嚴擡之 本) に齋 01- られ卸 & し 4.-  M ま ：L、-  、  f  . 

？ 3^  i- 奢， r られ祸 在し， えれ と 本緣 に、 令 二 皇女 豐鋤 入姬命 奉,. 齋焉 云々、 然资違 

"ほ 敎， 國し 5!s 乎垂 i と 有る 上 けむ を、 gi 具 翁 奉，"""" t""; 

PI 間 共に御 在し？ 塵大神 は、 丹 波國 (今 丹膽 窗御 在し I、  I 響 善」 依 憂- 

一 ir 高 ilfli る舊、 續響層 御 f  ilptr 

""|麵||靈上|、！.-(今！ー！|寶唱へ_!^"":等 

、〃と に、 此淡路 f 指て 御 Iff! す此大 神に 依れるな るべ し， 叉 古事記 片摩穴 墓 

；ロ 一； 1  津 1  子 命 之 子 二王 坐 5、  5 知 i 美 命 者 坐，， 淡路之 御井 宮， と 見え、 m  I 

蒸 I 井 i る 謹 井薦爆 i し、？ ff )  ii ら i れ 

g と 云 ふ 長き 松林 二 里 許？、 萬靈 is に、 飼 比 乃 海と 見 ゆ、 此て、 fhpM 


坐り、 其 は 古事記 中に、 於， 一高 志 國之角 鹿； 造ュ 假宮， 而坐爾 坐，, 其 地； 伊 奢 沙和氣 大神之 命 云々 と 有る は、 神 功 皇后 Q 

御 歌に 詠せ 給へ る此御 神の 御 事に て、 其 太子と 御名 易の 幣を奉 給 ふと 入 鹿 魚 を 寄 給へ る は 豐受大 神な り、 此 所の 文 能 

く爲 すば 紛 ひぬべし >  尙氣比 社 を 保 食 神と 云 ふ 事 諸 書に 見え ざれ ど、 祌名式 越後 國磐船 郡 西奈彌 神社 は 此の 氣比大 神 

を 勸請爲 る 由なる に 保 食 命と 傳へ、 ffi 羽 國田川 郡 三 瀬 村氣比 神社 も 本國越 前より 遷 せる 由なる に 保 食 神と 傳 たれば * 

旁 我說に 合て 彌々 糙也) 布 久良宮 に 遷り御 在して (今 福 浦と 云り、 延喜 式に 福良驛 有る 此也) 後に 丹 後 國に遷 り 御 

在した る 趣なる を 以て 思 ふに、 璺受大 神の 御 靈形は 速く 丹 波 國に鎭 り 御 在し， かば、 天 照 太 御 神の 天上の 儀の 事 を 所 

思し 坐て 其 處に到 坐む との 御 諭 は 有け る 也" (然 らば 此宮 より 伦 所に ffi 坐す 時 も， 必然 宣 ひて 共に 幸 行 坐す て は 得 有 

る まじき 業なる に、 然らぬ は 善き 宮處定 給 ひて 後に 迎奉給 はむ との 御 心なり けるな る 可し、 因みに 云 ふ、 今 元々 集の 

說の 如くに て は、 內侍所 三 所の 齋 鏡の 其 一 は 何時に 御 摸造 有け む、 元より 佗處に 坐む に は >  其 御 摸 透 を 殊に 作 給 ふべ 

くも 非す と 思へ ど然ら す、 日 前 宮の御 靈形も 彼 社 記に 依れば、 神武 天皇の 御世に 天道 根 命に 託して 祭祀ら しめ 給へ る 

に、 內侍所 三 所の 其 1 は 日 前 宮の御 摸^ 也， 此は必 す 天皇の 大宫 處に齋 かせ 給 ふべき 御靈 形なる 故に 共に 祟 神 天皇 御世 

に 鑄 奉られし 也) 叉此 時に 豐受大 神の 御靈 天上より 降り 坐て ぞ天照 太 御 神に 御饗 など 奉 給 ひけむ、 神宮の 書 共に" 和 

久產 m 日祌 之子豐 宇賀 能賣 命、 生- 1 五穀- 而 善釀， 酒 奉，： 御饗 f 御 炊 神 氷 沼 道主、 (素 戔嗚尊 之 孫 也、 亦 云， 1 粟 御子神 今 世 

號-, 御 炊 物 忌， 是其緣 也、 〇 今 云 氷 沼 道主 は、 祌代紀 に日祌 所， 生 三女 神 者 今 在 n 海 北 道中 f 號 曰，， 道主 貴， 此筑紫 水 沼 君 

等 祭祌是 也、 と 有れば 決く 三女 神な り、 大同 本 記に、 雄 略 天皇の 御世に 太 御 神の 豐宇氣 神 を 伊勢に 迎 まく 欲す 由 を 御 
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論 坐る 御言に、 吾 高天原 爾在時 素 妻 嗚尊乃 十 握 劍乎索 取、 三 設打折 所レ生 三女 祌等乎 宇佐 島 爾降居 道中 奉， 助、 天孫 

而爲- 天孫-所 祭 止 詔 之須、 1» 理姬、 乃 齋奉禮 留神今 丹 波 國與佐 乃 比 沼 乃 眞名井 坐 ST 道主 王子 八 乎 止 女 乃齋奉 御饌都 

神 止 由 居 乃 神 乎 吾 坐 國欲止 誨覺賜 支、 と 有る にて 知られたり、 是を 以て 思 ふに 須世理 姬は幽 より 璺受大 神 を 齋奉御 在 

し、 顯には 丹 波 道主 王の 御 女 等の 齋き御 在し けるな り、 猶 下に 云 ふ 可し) 率 ，1 竈神 r 而朝 大御氣 夕， 大御氣 乎炊備 S 

奉 御 饗留. (〇 今 云 以上 幽 にて 有し 神事なる が 如何に 爲て か漏傳 りけ るなる 可し) 丹 波 道主 貴 (人皇 第 九 代 之 帝 開化 

一 K 皇之子 彥坐王 之 子 也、 今世號 n 大物 忌 子， EM 其 緣也、 〇 今 云崇神 天皇 御 記に、 十 年 九月 丙 戌 朔甲午 丹 波 道主 命 遣，， 丹 

波國？ と 有れば 其 命 其 國に御 在し 著て、 齋祀ら せ 給へ る 物な り、 但此に は 道主 王の 自祀 給へ る 趣 なれ ど. - 大同 本 記に 

道主 王子 八 乎 止 女 乃齋奉 禮留と 有れば、 道主 貴 命 女な ど 有け むが 脫 たる 可し) 爲，： 御杖 代， 品物 備 n 貯之百 机， 而 奉-一 神 

甞-焉 、諸 神 所い 作 祭 レ神之 物 五穀 旣成 百姓 饒矣、 其 功巳 辭竟 天 照 太神復 rTE 於倭國 T 比 止由氣 大神復 TI 昇 於 天上， S 日 之 

少宮 座矣、 于時以 吾 天津 水 影 乃 寶鏡留 居於吉 佐宮， 給、 卽 起ュ樹 天津神 籍於眞 井原，；. ill 藏黃金 樋 代， S 道主 貴 云， -奉齋 

焉、 と有るは決く正說と通ぇた.c^、 然れ ども 止 由 氣大神 を 天 之 御中 主神に 牽強た る附會 の說は 掃除む 可し、 (此 等の 

事 を 永 ふるに 僞說 なりと 爲て取 も 見えざる は實 事の 物舉に 心無き 人な りけ り、 正史は朝廷に|^|りたる事を詳記して、 

其 伦の事 は 多く 省かれた る 物なる 故に、 却て 神宮の 事な ど は 神 廷に傳 はる 事 多 かり、 但 儀式 帳に 此事 無き は 正史に 合 

せむ 爲に 態と 省け るか、 又此事 は外宫 に耳傳 はれり しか) 四十 三年 丙 寅 九月 九日、 遷， ー倭國 伊豆 加 志本宮 一八 年奉齋 

(丹 波 與佐宮 に 纏 坐し は 三十 九 年 壬 戌 なれば 五 年 御 在し なり、 伊豆 加 志本宮 は、 垂仁 天皇 御紀 に、 一 云 天皇 以，， 倭姬命 f 


貢 jT 奉 於 天 照 太 神- 是以倭 姬命以 V 大照太 神 T 鎭 n 坐 磯城 嚴檯之 本- 而祠レ 之、 と 有る 此 にて 崇祌 iK 皇御紀 六 年の 下に、 立 

磯 堅城 祌簾 一と 有る 社へ 還り 著せ 給 ふなり、 此 間に 四十 七 年 庚 午に、 垂仁 天皇 皇太子と 爲り 給へ り 0 五十 一 年 甲 寅 四月 

八日、 遷， 一木 乃 國奈久 佐 濱宮， (日 前祌も 共に 同所に 御 在し 由 或 書に 云り、 然も 有べ くや) 五十 四 年 丁 s、 遷， 一吉 備名方 

濱宮- (其 所 能く 尊ぬべし、 古事記に、 生.， 吉備兒 島 T 亦 名 謂， 1 建 日 方 別-) 五十八 年 辛巳遷 n 倭 彌和乃 御室 嶺上宮 T 是時 

璺組入 姬命吾 日足 止 白 支爾時 姪倭姬 命、 (垂仁 天皇 第二 之 皇女 母 皇后 狹穗姬 也) 事 依 志 奉 利 御杖 代 止定耠 s、 從此倭 

姬命 奉， 戴，， 天 照 太 神？ 而 行幸 矣于時 美 和 御 諸 原 雨 造 ニ齋宮 - 出 奉 氐齋始 奉 支 (斯 在れば 豐 鋤入姬 命の 仕 奉 給 ひし は崇神 

IK 皇六 年より 凡 五十 三年 間な り、 但御紀 に 先：. 是と 有れば、 御 位に 卽せ給 ひて 間も無く 大宮を W し奉耠 ひし 也、 偖垂 

仁 天皇 御 紀に廿 五 年 三月 丁亥 朔丙 申、 離-一天 照 太 神於豐 耜入姬 命？ 託， 一 于倭姬 命？ と 有れ ども 神宮の 傳に は、 垂仁 天皇 

二十 五 年 丙 辰 春 三月、 從， 一飯 野 高宮遷 TT 幸于 伊蘇宮 一と 有り、 此ニを 合せて 何れが 正しき と 云 ふに、 神宮の 傳 の 方正 かる 

べし、 同 御紀- に、 翌丁 巳年 冬 十月 渡 遇 宮に鎭 座せ るに、 僅 二十 月 許りにて 伊賀 近 江 美 濃な ど を經て 伊勢に 到 坐 可き 

に 非ねば なり、 然れ ば御紀 は、 伊 蘇 宮に鎭 座す 事の 五十鈴 宮の 事と 一 つに 混へ るな り、 叉 儀式 帳に 豐雜入 姬命御 形 長 

成 支- 次 以纏向 珠城宫 御宇 活目 天皇 御世 爾倭 姬內 親王 遠爲， 一 御杖 代 r 齋奉支 美 和 乃 御 諸 原爾造 n 齋宮- 出 奉 支 云 々と 有 

る は、 御紀に 依て 云へ る なれ ど、 崇神 天皇 御世の 方 然る 可く や 巳に 御 父 12 は 四十 七 年に 皇太子と 爲り給 ひ、 五十八 

年に は 御 年 三十 一 歳に 御 在せば 御杖 代に 奉 給 ふ 計りの 御 女の 御 在すべく 思 はる i 也、 垂仁 天皇 御紀 に、 十五 年泰 二月 

乙卯朔 甲子、 喚，， 丹 波 五 女- 納，， 於披 庭？ 第 1 曰-, 日 葉 酢 媛 二 K- -、 皇后 日 葉 酢 媛 命 生 己一 一男 二 女 f 第一 五十 瓊敷 入亲 命、 
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ま r 一一  r き！  gi! 第五 稚讀 人彥 命と あ &gli 命 I 給へ る は i 五 

^  5 五十 讓入 Is 給る は 知られね ども 第二 大足 囊 の 生 坐る は 二十 年 辛亥 t、 此に 就て 第  一 PI 

siti と 二十 年との 中 層て 十 li 生れず、 此に例 IP 五 

れ としても 第 f 坐す、 I 直 意 二十 四 ii 豪 f 葉 ii へ 一〕、 年 

^^Ilil. 雲 2 第二 逢 女 重 iif 有る| き 似ず、 此 g て 暫く ¥1  t 

時 |命？ 大祌， iii 從，， ii 重 令 i 支、 ssii"l む："； 

Ipgip:^; 鹿 rf 十 市 根命大 g 曰 命合五柱 命 等、 爲レ使 fii 時 宇 太 乃 阿 彥 

一 Is 二月 丁巳朔 甲子、 詔，， 阿 雷 i 武淳川 別 和邇墨 謹國、 擎 ill 物 一 p.;;^ 

^1 曰 我 先皇 御 I 入 靈十讀 2 惟 ss、  iihH^. 

勤レ 躬暴ヌ S 人 i 曼下 太平 也、 今 lsifll、 

ilp に： ptif  f )  J il 曰、 ..if 

si 焉 II 命 乃 iiil 而 吾見 之 I 掌 令康止 I 霊 (太 神募雜 應，」 、き ips. 五-, 

丙 辰、 5 坐 皇太神 天 坐 於 大和 國 宇陀 郡， 5、 是  ipf  i ぎ 1 皂位廿 五 年 

？ -  2  ノ  5 匚 1 ォ示. チ降生 本 所 也 と 有る は 心得ぬ 事な り、 此こ 就て 虽 

ひ" に rllli 画 iisiil」ii て此ジ 

や f は 其 事 を 難た る .1、 又此御 I 事 は 雲 2  二十 五 年 g に、 一 ahH^ 


、 5 「ケー I き £?5、 と 有れば 實に 有つ る 事なる 可し 、維 事 記に も お 

照 太 siiil 本 一 A^H^A 放， ill 可 二 行 f  tf 

111  til.  ^^^HHUI II 其 時？ $ 我 

と 有り) HSI  SIIHys-ilBI 之 擧太乃 大字 稱奈止 白 

m 汝誰、 答 曰 奴 I 夭 S 命 i^rir 物 き 比 ci 磐戶 無-黒 心-志 

支、 亦 詔 曰、 ls..lsl.Mn^pBliilsIIS 

s...killl.f.oy^pi  II 丹 波道 主 王 

$11  i 大 ssgrul^iuupi き 大物 I り ま 可から す、 11 

i 等 集 意と i へる は、 lli^H^s.i<t. 魏臺 ii 

高天原より まる 甚も可 長き 大御 命を傳 給へ る 物 也、 ； f 也^ l.li 廿五 I、 爱 i 命 求 下 I 大神ー 

の 裔と 有る 人 を S て 仕 奉 令め 給 ふ 事な り甚 奇異なる 事 也 I.- 有り 然れ ども 何れも 垂仁 天皇 

1111 ゆ、 5  y^MMF^.r.  it 記 

ilii り) ？四 i 、冬， t 月 伊 Sri 一  四 年¥ ，  (If  i 無し、 若て 

共に 此 覚えす) ？ S 己 丑 冬 十二月 一 日 f 于 |5:^.;1£ 一，  、  i 卽位 元年 ii 月 四 曰、 ？于 I 

國敢都 美 惠宮っ 二 年 牵レ齊 S  一 H 帳 r.t«: 和 1  二 一  五 
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宫？ 四 年 奉齋焉 (儀式 帳 無し) 八 年 乙 亥 秋 七月 七日、 遷 n 于近 江國 坂田宮 r  二 年 奉齋焉 (儀式 帳 同じ、 此 まで 近江國 

なり) 十 年 辛 ft 八月 一 日、 遷 幸于 美濃國 伊久 良河宮 T 四 年奉齋 云々 (儀式 帳 同じ) 次遷 一一 于尾 張國 中島 宫； 三十日 奉 

齋焉 (儀式 帳に 見えざる は 暫時の 事なる 故に 省け るに や、 三十日と 有れば 一!^ 七月 末なる べし) 十四 年 乙 巳 秋 九月 1 

日、 遷 iT 幸于 伊勢 國桑名 野 代 i 呂 f 四 年 奉 棄 (儀式 帳 同じ) 于時國 造 大若子 命 ( 一 名大 幡、 主命 云々) 參相御 共 仕 奉 云 

^  (儀式 帳此事 見えす) 叉 國造建 日 方 命、 參相支 汝國名 何 問 給、 答 曰 神風 伊勢 國止白 進，， 舍人弟 伊爾方 命， 云々 (儀式 

帳 建 夷 方 命と 有リ、 伊爾方 命の 事 を 漏せ り、 但此 一 條は 後に 五十鈴川 上に 行 坐し 時に 大田 命の 申させ 給へ る 事の 此に 

錯亂 せるな り、 如何にと なれば 祌風 伊勢と 云 ふ號の 起り は此 にて 非る が、 上に 國造 二人 有む 事 も 如何 なれば なり 且建 

日 方 命と 云 ふ も、 天日 方 奇日方 命と 同人と 聞え 已に 云る 如く 大田命 は 奇日方 命 なれば なり) 叉 大若子 命 進 二 舍人弟 乙 

若 子 命， (儀式 帳 無し) ， ^、河 俣 縣造祖 大比古 命、 參相支 汝國名 何 問 給、 答 白 味 酒 鈴 鹿 國奈具 波 志 忍 山 止 白支爾 神宮 乎 

奉 造 氏 六 箇月 奉齋 (上に 此事 見えた る は錯亂 なり、 儀式 帳に、 河 曲 鈴 鹿 小山 宮爾坐 支と 有り) .？^^阿野縣造祖桑枝命> 

爾汝 國名何 問 給、 白 久草蔭 阿野 國止白 S 云々 (儀式 帳 同じ) 十八 年 己 酉 夏 四月 十六 日、 遷，： 阿佐 賀藤方 片樋宮 f 四 年 

奉齋 云々 (儀式 帳 同じ、 雑事 記に、 安濃 郡 藤 方 宮御坐 三年 云々 と 有り、 一年 違へ るに 似たり、 叉此 より 尾張國 中島に 

行幸し 趣なる も妄 なり 叉 三 河 國握美 郡- 遠 江 國濱名 郡に ffi 坐し 由なる も 打 合ぬ 心ち ぞ する) 一 一十一 一年 癸 亥 冬 十二月 一 一 

十八 日 遷-于 飯 野高宮 f 四 年奉齋 云々 (儀式 帳 同じ) 二十 五 年 丙 辰 春 三月、 從， 一飯 野 高 le, 遷 n 幸于伊 蘇宮， 矣云々 (雜 

事 記に、 伊勢 國飯高 郡 御 坐と 有る は此 なるべし • 儀式 帳に は、 玉 岐波流 磯宮坐 只と 見 ゆ、 御 紀及大 倭 本 記に 磯 宮と有 


る は 五十鈴川の 磯 宮と云 ふ 意に て 此とは 異なり、 此伊蘇 宮は田 丸より 西北 相 可の 西と 云り) 家 田 田上宮 爾 遷幸 支 

(儀式 帳に は、 百 船 乎 度 會國佐 古 久志呂 宇治 家 田 田 上宮坐 支、 爾時 宇治 大內人 仕 奉 宇治土公 等 遠祖 大田命 爾汝 國名何 問 

賜 支、 白 久百船 乎 度 會國是 川 名 波 佐 古 久志留 伊須- _< 乃 川 止 申須、 是 川上 好 大宮地 在申卽 所， 見好 大宮 地定賜 支と 有り • 

世 記な どに は奈志 之根宮 にての 事と 爲り) 從， 一 其處， 幸 IT 行 奈志之 根官， 云々、 于時 倭姬命 五十鈴 河 上 邊立磯 宮坐御 之 時 

爾狹長 田 之 猿 田 彥大神 之 子大田 命參相 a  (宇治土公 氏人 遠祖 神 也、 號 n 事 勝國勝 長狹， 亦是 也、 〇 今 云此は 儀式 帳に 依 

て大田 命なる 事 を 知る) 倭姬命 神主 部 (天 村 雲 命 之 孫 大若子 命 弟 若 子 命 等 也) 物 忌 等 (IK 見通 命 之 孫 宇多 大字 奈禰 

大阿禮 命 等 也) 訓悟 白久、 是 川上 爾 好大宮 地 在 百 船 乎、 度 會國佐 古 久志呂 宇遲之 五十鈴 河 上 者是大 八洲 之內爾 珍圖之 

靈地 也、 天地 之 初 時祌魯 岐神魯 美命以 s、 伊勢 風 早 之國波 有，, 吉 宮處， 止 見定耠 s、 從 nlK 上， 投降 給 志 天 之 逆 大刀 IK 之 

逆 矛 金 鈴 等 是也止 奉 置 S 途隱去 突 (此は 疑 はしき 文 を 除て W せリ、 此大田 命 を 猿 田 彥祌の 亦 名と 爲 るの 漫り 言な り、 

上に 引る 儀式 帳の 趣なる 事必 せリ、 此は御 天 降の 時大田 命の 御 父 猿田彥 神の 皇太神 を 伊勢に 導 奉れる 時に、 天上より 

天 之 逆 大刀 逆 矛な どの 天降れる 故事 を 申されし なる ベ し、 豐受宮 儀式 帳に、 高天原 坐 S 見 志 麻 岐賜志 處爾志 都 麻 利 坐 

奴、 また 垂仁 天皇 廿五 年御紀 に、 天 照太祌 始自， 天 降之處 也、 と 有る を證す 文な り、 雜事 記に、 大田命 進 參來稱 申 云、 

此 河上最 勝地 侍 其 妙不， 可い 比，, 他處； 早速 可 T 垂- 一照 鑒， 御-也、 卽 奉迎 而大田 命 祌御共 奉仕 云 々と 有り、 前に 桑 名 野 代 

宮の^^-に國造建日方命云々答曰、 祌風 伊勢 國云. << と 申せる は、 此 にて 在し 事の 上に 混れ たる 物な り 建 日 方 命 は 決く 大 

田 命なる 事 上に 云る が 如し) 此時倭 姬命天 之 平手 乎拍給 氏、 朝日 之來 向國、 夕日 來向 國、 浪音不 聞國、 風昔不 聞國、 
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弓矢^ li 曰不レ 聞國， 打 摩志賣 留國、 敷 浪七保 之 吉國、 大 御意 鎭坐國 止歡給 時爾、 天 照 太神誨 -1 倭姬 命， 曰、 曰是 神風 伊 

勢國則 常世 之浪重 浪歸國 也、 傍國 可何國 也、 欲, 居 n 是國， 止 詔 支 (天 照 太 御 神より 下 は垂仁 天皇 二十 五 年 御紀の 文な 

るが、 此御敎 は 必す此 時なる 可く 思 定て文 を 成せり、 別々 に 引 35 むは 中々 に 煩 はしければ なり、 叉 儀式 帳に 校して 引 

る 事 云 ふ も 更なり) 二十 六 年 丁 巳 秋 九月 甲子、 奉 T1 遷天 照太祌 於度會 五十鈴 河 上- 矣、 (御紀 に 一 云、 天皇 以，, 倭姬命 f 

爲-ー 御杖-貢 JT 奉 於 天 照 太 神 一 云 .<、 隨-ー 祌誨ー 取 丁 巳年 秋 九月 甲子、 遷  >1 于 伊勢 國 渡遇宮 一と 有る は、 祌宮の 古 偉に 依れる 

なるべし、 但 冬 十月に 此も彼 も 作れる を、 秋 九月に 改引 たる は記傳 十五に、 垂仁 天皇 二十 六 年 十月 は 丁 S 朔 なれば、 

其 月に 甲子 日 無し、 十當. 作， 九、 九月 戊申朔 にして 甲子 十七 日な りと 有る に 依て 改めつ) 爾時皇 太 神 倭 姬命乃 御夢爾 

喩 給久、 我 高天原 爾坐？ K 戶柙張 原 如， 見 見 志眞伎 志國宮 處波是 也、 鎭理 定理 坐 給 止 覺給支 云々 と 見えたり、 豐 受大祌 

宮 儀式 帳に、 天 照 皇太神 云 ，-、 大長谷 天皇 御 夢 爾誨覺 賜久， 吾 高天原 坐 S 見 志 眞岐賜 志 處爾志 都 眞利坐 奴、 と 詔 給へ 

ると を 合せて 思 ふに、 神代 紀に天 照 太 神 手 持 一一 寳鏡， 云， -、 吾兒視 一一 此寳鏡 T 當 レ猶， 視， 吾 可 一一， 與同， 床共レ 殿以爲 一一 齋鏡， 

と 詔 給へ る は、 豫め皇 基の 定り 坐む 迄 は 同大 殿の 內に 在して 天 業 を 守護ら せ 御 在し 坐し、 皇基大 に定り 天業 大に弘 り 

坐む を 期と して， 天宮 より a 戶柙張 見 行し.^ 處に鎭 坐む と は 本より 所思 食し 乍 も、 其 事を顯 はし 詔 給 はせ ざり しが、 

猿田彥 神の 皇御孫 命 を 奉迎る に 事 託て 天 之 八衢に W 御 在し ける 時に 天鈿 女命密 3 曰 を傳給 ひけむ を， 猿田彥 神の 思 ぼし 

設られ たる 樣に 親靈合 坐て 直に 天 之八衢 より 伊勢に 天降り 著せ 御 在し 坐け る傳の 有け る 故に、 御 紀には 天 照 太 神始自 

ヂ.. 降之處 也と は 記され、 古語 拾遺に は、 洎ニ于 卷向玉 城 朝 T 令 T 皇女 倭 姬命奉 +齋ニ 天 照太祌 T 仍隨ニ 祌敎ー 立 二 其 祠於伊 


. 五十鈴川 上？ 因 興齋宫 令，， 倭姬命 居， 焉、 始在， 一 天 上， 預結， 一 幽契 一 衢神先 降 深 有， 以矣と は 記された るな り、 然れば 

此 幽契 はし も 天降り 坐し 時. 供奉 仕 奉りし 神 等 を 除て は伦祌 等に は 漏し 傳 ざり しかば， 此 天上の 幽契の 深き 所以 はし 

カク  タ di 

も 人 問に 祕れ たりし を、 倭姬 命の 伊勢に 御 在し 著 給へ る 時に 猿田彥 神の 子大田 命、 其 父 神の 命 を傳へ 有ち て 其 五十鈴 

川上の 地 を 守り 御 在 し て 、 天 之 逆 大刀 逆 鉢 金 鈴 等 を 奉りて 云々 の 事の 聞え &せ るに 合せて 太御祌 の 御誨の 有け る 故に 

天降 坐し 當 昔の事 實糙に 分明して 顯れ たる 物な り、 (若し 衢 神の 幽契の 少しも 傳 はらまし かば、 國々 を求赐 ふに は 及 

ば ざら まし を， 斯の 如く 其 事を顯 はし 坐ぬ 事 は 皇御孫 命の 皇基を 能く 定給 ひ、 天業 を 能く 有ち 給 ひて 天 下 を 平け く 所 

知 看し め 給 はむ との 祌 量に て甚 尊く 欣感き 事な り、 大方 世 中の 人の 上の 事も然 にて、 飽 まで 其 人の 功業 を盡し 究め 令 

め 給 ひ 偖 後に 神の 賦與給 ふ 所に 至る 事 多 かり、 天 神の 深意 を 如 此く顯 し 奉る も甚 多く •  畏縮 はる，. 1 心ち ぞ爲 る) 祌名帳 

に 伊勢 國度會 郡 太 神宮 三 座 (相 殿 坐 神 三 座 竝大預 月次 新甞等 祭) と 有る 相 殿 坐 二 柱 は • 儀式 帳に 同 殿 坐 祌ニ柱 坐 ，1 左 

方 f 稱天手 n 力 男 神- 靈御形 弓 坐 坐 M 右方， 稱 -1 萬幡豐 秋津姬 命， 也、 是 皇孫 之 母靈御 形^ 坐と 有り- 師說 (古史 徵四) に 

神代 紀御 天降 段 第二  Q 一書に、 是時天 照 太祌手 持，， 寶鏡， 云. <、 祝 之 曰 吾兒視 •， 其寶 鏡； F 猶， 視 ，吾 可 T 與同レ 床 共レ殿 

以爲， 齋 鏡、， 拔勒二  fK 兒屋命 太 玉 命， 惟 爾二祌 亦 同 侍 二 殿內， 善 爲，， 防護， と 有る と、 古事記に、 天 照 太 御祌云 .<、 詔者此 

之 鏡 者 專爲， 一 我 御 魂， 而如， 拜， 一 吾 前 f 伊都 岐奉次 思 金 神 者 取 JT 持 前 事 f 爲：， 政此ニ 柱神拜 TI 祭 佐久々 斯呂 伊須 受能 宮； と 

有と を 相 照して 熟思 ふに，" 古文と 漢文との 差別 こそ 有れ、 全 同 趣に て 互に 聊傳 漏た る 事の 有る 耳な り、 其 は 祌代紀 

に、 視ニ 此寶鏡 f 當 A 猶レ 視， 吾と 有る は、 古事記に、 此之鏡 者 專爲ニ 我 御 魂 一而 如 レ拜， 一 吾 前， 伊都 岐奉、 と 有る と 全 同じ 
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くて、 古事記に 可 二 與同レ 床 共 殿と 云 ふ 語 を 漏せ り、 叉 天 兒屋命 太 玉 命に 勅 給へ る 御言に、 同 侍，, 殿內, 善爲， 一 防護と 有 

る は 古事記に、 思 金 神 者 取 ri 持 前 事 ー爲レ 政と 有る は、 文に 精 麁の違 こそ 有れ 全 同じき を、 書紀 にも 古事記の 如く、 此 

二 柱 神者拜 祭 五十鈴 宮， と 云 ふ 文の 有べき に 其 を 漏したり、 其 は 上に 勒ニ天 兒屋命 太 玉 命 一惟 爾ニ祌 亦と 有 を 以て 知 可 

し、 如此 照し 合せ 見て、 古事記に 當世思 金 神の 下と 次に 思金祌 者と 有る 神 者との 間に、 布 刀 玉 神の 名を脫 し、 故 此の 

間に、 故字 を脫 せり、 偖 思 金 神 天 兒屋命 一 祌 なり、 (其 は 此の 傳の 記紀 共に 能く 合 ひて 全 一 神と 通 ゆるに 就て 尙 深く 

考 るに、 先 石窟段 第三の 1 に 思 兼 神の 名 は 無く、 其 正書 又 外の 1 書 ども、 叉 古事記に て は 思 兼 神の 爲 つる 謀 事 を總て 

兒屋 命の 爲 たる 趣なる は 同 神なる 可く 所思た るに、 和歌 童蒙抄 に、 思 兼 祌をト 部 氏の 遠祖 也と 見え. 國 造本 紀に、 知 . 

々夫 國造八 意思 金 命 十 世 孫 知- -夫彥 命、 定 r, 賜國 造， 拜 n 詞大祌 一と 有 も、 萬 葉 集に 武藏 野に ト合 肩燒 きと 有て 東 國に古 

きト 法の 傳 はれる にも 由 有げ なり、 袖中抄 に、 思 ひかね 龜の 正トに 云， <<  と 詠る に 就て 思へば、 兒屋 命の 兒屋は 八 意思 

兼 神の 八 意と 同義なる 御名な り、 〇 今 云、 古史 徵 五十二 段 六十 段の 下に も、 兒屋命 思 兼祌同 神の 說有 り、 尙 下に 云へ 

る を 見 は 合す 可し) 借 右の 神勅の 如く、 甚 上代に は 天 兒屋命 天 太 玉 命 を 太 御 神宮の 相 殿に 拜 祭り 給へ りしな り、 其 は 

倭姬 命せ 記に、 天 照 太御祌 一座 (御 形 八 g{ 鏡 坐 也) 相 殿 二 座 (左 天兒 屋根 命 右 太 玉 命) と 記して， 別に 御 戶開祌 二 坐 

1K 手 力 男 祌栲幡 千々 姬 命と 有 を 以て 知べ し、 然る を 後に 豐受宮 の 相 殿に 遷 され 給 ヘリ、 御 鎮座 本 記に 外宮 鎮座の 事 を 記 

せる 處に、 依 ニ天 照 太 神 御 託宣， 第一 攝神 多賀宫 奉, 傍， 一止 由 氣宮， 也、 亦 天 照 太 神 相 殿 座 神 二 前 止 由 氣宫相 殿 神 皇孫 尊 

爾 奉-, 陪從， 留故號 ，1 止 由 氣宫相 殿 r 而 東西 座給 (東天 皇孫 命 一 座、 西天兒 屋根 命 太 玉 命、 西 相 殿 坐 給 也) 自< 小 以来 


以 nIK 手 力 男 神 萬幡豐 秋津姬 命-天 照 皇太神 乃 爲-- 相 殿 神- (元 是號- 一 御戶開 神-) と 有り、 然 れば豐 受大 神の 丹 波 國に坐 

し 間 は 皇御孫 命の み 相 殿に 坐し を、 雄 略 天皇の 御代に 外宮に 鎭坐 しめ 給へ る 時に、 太 御 神の 御 託宣に 依て 第一 の攝神 

多 賀宮神 をば 豐受大 神に、 天兒 屋根 命 太 玉 命 をば 皇御孫 命に 傍 奉 給し より 豐受宮 の 相 殿 神と は 成り 給へ るな りけ り、 

(斯 在れば 天 兒屋命 太 玉 命と 云ふ說 は、 雄 略 天皇の 御世より 以前の 傳. 手 力 男 神 萬幡豐 秋津姬 命と 云 ふ は 其より 後 を 

云る 導なる 事 を 吾り、 彼此 思 ひ 集めて 兒 屋根 命 思 兼祌同 神なる 事 を 思 ひ定む 可し、 偖 古事記に 次 手 力 男 神 者 坐-一佐 那 

縣， 也と 有る、 神 者の 間に も 萬 幡豐秋 津比寶 神と 云 ふ 八 字を脫 せり、 其 は 神 名 式に、 伊勢 國多氣 郡佐奈 神社 二 座と 有 

を、 太 御 神宮の 御戶開 神と 稱す 由、 度 會延經 の 神 名 式 考證に 見え たれば、 上に 引る 倭 姬命世 記に 御 戶開神 二 座と 云る 

は 元， 1- 力〕 に 坐し を、 太 御 神宮の 相 殿に 遷し 給て 後尙本 所に も拜 祭た るが 卽佐奈 神社 二 座と 有る 社なる 事 灼ければ、 其 

一座 は 萬幡豐 秋津姬 命なる 事、 f 記に 御 戶開神 二 座 天 手 力 男 祌拷幡 千. <姬 命と 云 ひ、 御 鎮座 本 記に、 以- 一天 手 力 男 神 

萬 幡豐秋 津姬命 一天 照 皇太神 乃爲， 一 相 殿 神， 元 是號， 一 御戶開 神， と 有る にて 論 無く、 叉此姬 神の 御 靈をも 天降し 給へ る 事 

更に 疑 ひ 無き 物な り、 下 を 見合 はす 可し) 此は甚 委しき 說 にて 動 ましぐ 所思る に 依りて 此に用 無き を 省きて 引^た る 

なり、 诸此相 殿 神の 御靈 形の 佐奈 神社に 鎭り 坐す 事 は、 倭姬 命の 國 巡り 給 ひし 時には 有る 可から す、 神武 天皇 御世に 

夭 日 別命 此國を 平 坐し に 依て 伊勢 國を赐 はれる 事 有れば、 其 時に 齋祀り 給へ りし 物なる 可し、 其 は 古事記に 天 石戶別 

祌、 亦 名 謂， 櫛 石宽神 f 亦 名 謂- 1 豐石直 神 T 此神者 御門 之 神 也、 次 手 力 男 神 萬 幡豐秋 津師比 賣神者 坐- -佐 那縣- 也と 有る 

を、 師は天 石 門 別 神 手 力 男 祌ー祌 なる 事 を 明らめら れ たるに 依て、 天 石 門 別 神 云々 此神者 御門 之 神 也まで を 除きて 
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下 文に fr 、手 力 男祌者 坐-, 佐 那縣， 也と 有る 神 者の 間に も、 「萬 幡豐秋 津比賣 祌と云 ふ 八 字 を 加 ふ 可し」 と 云れ たる は然 

る 事なる に 依て 今 此を補 ひて 引 たれ ど (伹 古事記に、 此八字 無き は大に 正しく 聞る 事 有り、 其 は 手 カ男祌 は御靈 形に 

て 降り 坐し、 萬 幡豐秋 律師 比 賣祌は 下に 一 K ふ 若く 天鈿女 命と 同 神に て、 現 身に て 天降 坐れば 後に 御靈 を佐那 神社に 祭 

られ給 ふと 雖も此 に 補 ふべき 文なら す 只今 は 見易から む爲に 補へ り) 天 石 戸別 神 云々 も 除く まじき 由 有り、 何 を 以て 

云ふぞ ならば 御門 神の 御 靈形は 巳に 第五 段 御門 祌詞の 下に 云る 若く、 御門の 開闔を 掌る 故 を 以て、 天 忍 日 命 は 御統に 

偉り て 丹 波 國多紀 郡 櫛 石 窓 神社 二 座 (竝名 祌大) と 有る 此 社に 祀 奉りて、 其 御 圖象は 神祇官 西院坐 二十 三 座の 中なる 

御門 巫 祭神 八 塞 (並大 月、 次 新甞) 榔 石窓祌 (四面 門、 各 一 座) 豐石宽 神 (il 面鬥各 一 座) と 有る 此 なれば 佐那 社な 

ると は 別な り、 (此事 巳に 其 下に 云り、 偖 諸 門 祌はニ 座なる 可き を、 神祇官 西 院坐を 八 座と 爲るは 四面 門 各 二 座 づ.^ 

坐 を 合せた るが 故な リ、 然れ ども 其 は 二 座なる 事 云 も 更なり) 若て 同 祌には 坐せ ども、 御 戶開祌 二 柱の 御靈形 は、 天 

村 雲 命の 統に傳 はりて、 其 子 天波與 命より 其 子 天 日 別命に 傳來し を、 彼 神武 天皇の 御世に 伊勢 國を赐 はりて、 其國に 

住り し 間に 佐 那縣に は齋祀 られし 物なる 可し" (國 造本 紀に， 伊勢 國造檯 原 朝 以，， ， 天 降 天 牟羅久 母 怒 命、 孫 天日 別命、 

勅定 IT 赐國造 一と 有り、 但天牟 久怒命 孫 H< 日 鷲 命と 有れ ども、 度會延 佳が 頭書に、 牟久恕 牟羅久 母 怒 之 誤 脫日鷲 日 別 之 

訛 謬と 有に 依て 今 改め 引つ、 伊勢 國 風土記に、 伊勢 國者 云々 天日 別命 之 所 n 平治ハ 天日 別命 祌倭 磐余彦 IK 皇 征，, 此東 

州， 之 時隨， 一 天皇， 云々、 伊勢 國爲 一一 天日 別命 之 村 地， と 有り) 其裔と 坐す 大若子 命 亦 名大 幡 主命 國 造と 在し 事 上に 引る 

桑 名 野 代 宫の條 に 見えたり、 其より 供奉 仕 奉て、 太 御 祌の鎭 り 坐る 後に 大祌 主と 爲シ給 ひ、 兼て 國 造たら 令め 給 ふ 事 


古書 共に 見えた るが 如し、 然れば 天日 別命の 久 代より 此佐那 神社 は 氏神と ぞ齋祀 て 有け む • 然れ ども 猿田彥 神の 天 細 

女 命と 共に 天 之八衢 より ま 流て 天 照 太 御祌を 導き 奉られし 時より ト 置れ たる 幽契に 依られた る 事 云 も 更なり、 (鈴屋 

大人 說に、 天 照 太 御 神の 御靈 鏡、 猿田彥 神の 導の 隨に先 伊勢 國に降 著 給し 時此 神の 御靈實 も附副 坐れば、 其 時より 卽 

其 御 靈は此 地に 留坐 るかと 云れ たる は、 云 はれた る說 なり) 佐那縣 は記傳 十五 (五十二 丁) に、 神代 紀猿 田彥神 段に 

伊勢 之狹長 田と 有る 此 地の 事 也、 太 神宮 儀式 帳に、 天 照 坐 太 神 御幸 行 坐 時 云々、 飯 野 高 宮坐ま 彼 時 佐 奈乃縣 造 御代 宿 

禰乎汝 國名何 問 賜 支、 白 久許母 理國志 多 備乃國 眞久佐 牟氣草 向 國止白 支、 卽祌 御田 幷祌戶 進 支 (眞久 佐 牟氣草 向國と 

は、 覚 前迎、 來前迎 て ふ 意に て、 猿田彥 神の 皇御孫 命の 天降 覚國來 坐 御前 を迎奉 給し 由の 稱 なる 可し、 〇 今 云 古事記 

中卷伊 邪河宮 段に、 曙 立 王者 伊勢 之 佐那造 之祖と 有れば、 御代 宿： 纏 は 曙 立 王の 子 か 孫 かなるべし) 此 御社 は 今 多氣郡 

佐 那の仁 田 村と 云に 在て (村の 西方に 在り) 大森 社と 申す、 佐那は 今佐那 谷と て 一 谷の 大名に て 八 村有る 處 になむ 有 

ると 云れ たり、 

因みに 別 宮の御 事 を 一一 目擧申 可し、 祌名 式に 荒祭宮 (大、 月. r ズ 新嘗) と 見え. • 伊勢大神宮 式に も 荒祭宮 一座 (太 神 荒 魂 

去 一一 太 祌宮， 北 二十 四 丈) と 見え、 太 神宮 儀式 帳に も、 稱， 一太 神 荒 魂宮， (御 形 鏡 坐) と 有りと 雖れ ども、 其 御名 を 何祌と 

申と 云 ふ 所見 無し、 倭 姬命世 記に、 荒祭宮 一 座 皇太神 荒 魂 伊 #那 伎 大祌所 生， 祌名 八十 枉津 日祌 也、 一 名 瀬 織 津比哮 

神是 也、 と 有る ぞ 古き 證據と 有て 甚 正しき 傳說 なる に 就て 尙此を 探索ぬ るに、 祌功 皇后 御紀 に、 神風 伊勢 國之 百傳度 

逢 縣之折 鈴 五十鈴 宮所 居、 神 名 撞賢木 嚴之御 魂 天 疎 向津媛 命焉と 御名 乘り 坐る ぞ荒 祭宮に 齋れ御 在し 坐す 御名と 通え 

延喜式 祝詞 講義 三之卷  ニニ 三 


延喜式 祝詞 講義. 三之卷  ニニ 四 

たる、 然る は 韓國の 御 政事 竟て還 坐し 後に、 天 照 太 神誨之 曰、 ■ 我 之 荒 魂不レ 可レ近 n 皇后 T 當レ 居， 一 御心廣 田園-と 詔 給へ 

る を 以て 知 可し、 然れ ば撞賢 木は衝 矛な ど 云 ふ 若く 厳めしき 神の 御 装束ながら、 此 は鈴屋 大人 說の 如く 嚴と 云む 發語 

なり、 嚴之. 御 魂 は 同御紀 に、 向 匱 男 聞 襲 大歷五 御 魂 速狹騰 尊と 申す も此 神と 聞 ゆるに、 五 御 魂と 有れば、 此嚴 字は稜 

威 之. 雄 走 神な ど 云 ふ 伊都に て、 i 勢力の 威厳め しく 御 在る 由な り、 天 辣とは 天 照 太 御 神 を 輔相奉 給 ひて、 此せ 間に 在 

と 有 ゆる 睐び 荒ぶ る禍祌 を率領 治め 坐す 由 を 兼て 天 辣利向 ふと 續く發 語 也、 向津媛 命は禍 津比寶 命と 云む が 若し (鈴 

屋 大人の 玉 勝 間に 「撞賢 木 は 齋き賢 木に て 伊豆と 云む 發語 なり、 嚴之御 魂と は淸淨 に成竟 給へ る を 以て 申す 御名に て 

天 照 太 御 神の 大 御名の 如く 說れ たる さへ 有る に、 玉 矛 百 首の 卷首 にも、 搲賢木 嚴之御 魂と 天地に 伊 照 徹らす 日 太 御 神 

と 詠れ たる ぞ心 憂き、 若 其說の 若く は 嫒字命 字 は 如何 爲 むと 須る、 御紀の 文例 君 統には 姬字尊 字 を 書き、 臣庶に は 媛 

字 命 字 を 書て 字 を 以て 標當 とせる を 如何に 爲む、 叉 平 田 翁の 古史 成文に も、 因レ洗 71 給 左 御 目， 而成坐 神 之 御名 者、 撞 

賢 木 嚴之御 魂 天 棘 向 津比賣 命、 亦 御名 天 照 太 御 神と 記されて、 其 徵に撞 賢 木 云々 と 申す 御名 を 最初に 擧 たる は 御 親御 

名乘 坐る 大 御名 なれば ifi、 祌功 皇后 御紀 見るべし」 と 云れ たる は 身 毛も彌 立て 甚も 長く 畏縮る i 非說 なり) 偖 天 照 坐 

皇太御 神 はし も、 天地の 間に 二 無く 甚も甚 も 尊く 畏き太 御祌に 坐て、 凡 天地の 間に 在 ゆる 物 も 事 も 悉く 其 極る 所 は 太 

御 祌の大 御 心に 歸る 事なる 故に、 此禍津 日 神 直 日 神 共に 屬 坐て 太 御 神の 大御政 を 輔相給 ふ 事なる が、 荒 魂と 申す も禍 

津 日と 申す も 本より 凶 惡の義 に は 非す、 荒 魂の 荒 は、 散 去 行進む 意、 禍津 日の 禍は 罷り 向 ふ義と 通えたり、 神 功 皇后 

の 征韓の 事 も 古事記に は 天 照 太 御 祌之御 心 也と 有る を、 御紀に は、 撞賢木 嚴御魂 天 辣向津 媛 命と 御名 乘 坐て、 專と助 


奉 給し 事 を 始め 神 { 呂雜例 集 後 一條 "大皇 長 元 四 年 六月 條に、 十七 日 太 神官 御祭 也、 仍齊內 親王 依， 例參宮 著， 1 於齋王 殿？ 

叉 男女 官等 悉參詣 祭主 宮司 參ズ呂 了、 御玉 串 供奉 以前 忽 大雨 降 雷電 穿， 雲 光騷天 天地 震動、 仍參詣 衆人 迷 二心 祌， 成 恐 之 

間 齋王俄 放 J 曰 叫 呼 給、 祭主 輔親 朝臣 召仍 祭主 禰宜等 引率 齋王殿 參爱而 齋王御 託宣 云、 我 皇太神 第 一 別宮 荒祭宮 也、 

而 依，， 太 神宮 勅宣， 天此內 親王 仁 所，， 託宣， 也、 故 何者 寮 頭 相 通 幷妻藤 原 古木 古 曾 及 數從者 共 年來問 狂言 詞 巧 天 云々、 

1 H お 拖異之 由 乎稱須 此尤奉 n 爲 神明. -奉 r, 爲 帝王， 極 不忠 之 企 也， 皇太 神宮 高天原 與利 天 降 御 之 後人 問 未？ r 寄 翔 御； 而件 

相 通 夫婦 件無實 之詞搆 》 以，. 狂 首， 驚，， 人間 之 耳目， 甚無禮 之 企 也、 須， 一 且 與，， 神罰， 也、 然而 爲，， 後代， 爲， 矢 下， 無上 齋 

庭齋內 親王 令 託宣 也、 叉 後朱雀 天皇 長曆 三年の 下に、 四月 朔日午 時 仁齋宮 內侍從 五位 下 源 朝臣 託宣 你、 我皇太 神宮 第 

一 別宮 荒祭宮 也、 而 依，， 太 神宮 乃 勅宣， 天 所，， 託宣， 也、 何者 去年 遷宮 之 間 仁 非 例 乃 事 甚巨多 也、 其 中 昇殿 亂入之 事蹇祭 

主 宮司 乃 所 爲不レ 可，, 勝 計， 云々、 就レ中 於，， 今度 乃 遷宮， 者 祭主 佐國之 不忠 有- 1 於斯， 利 公家 被-., 亂正 r 天 早 停止 所 職 仁 波 

任„|^、第，天可，補,祭主職，也、 叉 同年 七月 十六 日、 齋宮內 侍 乃 託宣 你、 我 是皇太 神宮 乃 第一 別 {.n 荒祭官 也、 而 依，， 皇太 

祌宮 勅宣 今更 所，, 託宣， 也、 天下 四方 乃 人民 波 皆皇太 神宮 乃御寳 也、 其 中仁大 中臣幷 荒木 田 氏、 皇太 神宮 天 宮與利 天 

降 坐時與 利繼， 氏 繼レ門 氏、 代々 世々 仁 奉仕 來 輔佐 力 神 民 也、 因レ之 自，, 往古， 公家 毛未レ 被. 處 n 菜 科， 者 也、 而 去年 遷宮 

之時件佐國加身有，怠利仍可，處-ニ2^科^ 祌 宣揭然 也、 仍所， 被，， 流罪 一有， 怠； 大多 人民 等爲 可， 有 n 其 摸， 也、 早 遣 n 寮 使 一 

可， 一 召 返 一也 云. < 杯 見えた る 如く- 皇太 神の 御 心 進び 爲て 執行 はせんせ 給 ふ 御 事 は、 此祌の 攝て行 ひ 奉 給 ふ事揭 然る 

に 狂 首 を 咎め 給 ひ 不忠 無禮に 依て 其钆正 を物爲 させ 給 ふ 事は然 すがに 荒 魂 禍津日 神の 所爲 なりけ り、 然 りと 雖も 不忠 
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無 禮を行 ふ 其；^ 正 を 得て 神罰 を 蒙り 禍害に 遇 ふ も、 不忠 無禮の 罪咎を 自然 拔給ふ 意に 通へば、 瀨織 津比咩 神と 申す も 

大に 由有る 事な りけ り、 (尙 第三 詞の 下に 委しく 云る 事共 を 合せ 見て 其 深意 を 伺べ し〕 借 世 問に 諸の 枉惡事 を 行ふ祌 

共 はし も、 悉く 此 神に 屬て其 御 制令 を 仰ぐ 事と 通えたり、 御門 祭詞 に、 四方 四角 與利驟 備荒 備來 武^ 能 麻 我 都 比 登 云 

祌乃云 武惡事 爾相麻 自許利 相 口 會脇事 無 久自上 往者上 護 利 自下往 波 下 護 利 云々 と 有る 文面に て は、 天 能 麻 我 都 比 神の 

び 荒び 坐樣 なれ ど然ら す、 其率領 坐す 禍神 共の 所爲 なる が、 禍津日 神の 御 心より 出る 事 云 も 更なり、 何 を 以て 云 ふ 

ぞ ならば、 人の 不善 不正の 行 業 有る は 其 己 を « み 守らざる に 依る 所なる 事 勿論 なれ ど、 其愼み 守らざる 所 も 亦 神の 御 

心に して、 過去の. 罪の 報 ゆる か 後 來の咎 を 前に 受 るか 何に まれ 平均の 御 政 有と 事と 長み 恐み も 思 ひ 探らる (前に 屈し 

て 後に 沖び、 先に 善事 有て 其 善事の 意表に 惡 事と 爲 るな ど、 皆 神の 御 心に して 測り 難き 物な り、 其 測り 得ぬ 所が 卽神 

の 御 心なり けり、) 尙 下なる 多 賀宮條 に 云を竣 可つ し、 

神 名 式に 云く、 伊佐 奈岐宮 二 座 (伊佐 奈彌命 一座、 並大、 月次 新嘗) 此宮の 事 太 神宮 式に は、 伊佐 奈岐宮 二 座 (去，， 

太 神宮、 北 三 里し 伊弊諾 尊 一座， 伊 尊 一座と 見えた るが、 儀式 帳に は、 月讀宫 一 院 (在， 一太 祌宮 以北， 相 去 三 里) 

正殿 四 區之中 (三 問 長 各 一 丈 七 尺、 弘 一 丈、 高 八 尺 一 問， 長 八 尺、 弘 六尺、 高 六尺) 此 一 稱 伊弊諾 尊、 次稱伊 * 蹄 尊 

以上 奈良 朝廷 御世 定祝云 々と 有れば、 本 は 月 讀宮の 管せ るなる べし、 三代 實錄 に、 貞觀九 年 八月 二日 戊辰、 勅 伊勢 國 

伊佐 奈岐 伊佐 奈彌 神、 改レ 社稱レ 宮預， 一月 次 祭 ー幷置 一一 內人 1 員， と 見 ゆ (然れ ば こそ f 記 本緣を 始め 古書 共に 記さ ^ りけ 

れ、 斯 在れ ども 奈良 朝廷に 至り 定祝 させ 給 ふ 事 は、 太 御 祌の御 心なる 事 云 まく も 更なり、 文德 天 皇實錄 に、. IK 安元^ 


九月 乙 未朔、 伊勢 國荒祭 月 讀瀧原 伊 雜高宮 等 祌宮內 人 五 人始預 抱符と 有りて、 伊佐 奈岐宮 の 事 無き を 以て も、 此宫は 

月 讀宮に 管せ る事灼 然し、 此 より 後 貞觀九 年に 始て 置， ー內人 一人 一と 有り、) 

神 名 式に 云く、 月 讀宫ニ 座 (荒 御 魂 命 一座、 並大、 月ナ、 新嘗) 太 神宮 式に は 月 讀宮ニ 超 (去， 一太 神宮？ 北 三 里) 月夜 見 

命 一座 荒 魂 命 一座と 見え. たるが、 儀式 帳に は、 上に 引る 月讀宮 一 院 正殿 四 區之 中、 此ー稱 ，1 伊 胖 諾尊 T 次稱 -1 伊 # 拼 

尊； 已上奈 良 朝廷 御世 定祝、 次稱， 1 月 讀命ー 御 形 乘馬男 形 著 n 紫 御衣， 金作帶 大刀 佩 之、 f^、稱荒魂云々と見ぇたり、 斯在 

れば 伊佐 奈岐宮 は 貪に 後世に 定祝 給へ るに て • 月讀 命と 荒 魂 命と は皇太 祌の鎭 坐る 時より 祀給 ひけむ、 其 は 儀式 帳 

に、 掛長 天 照 坐 太 神月 讀ニ柱 所 稱伊弗 諾尊伊 弊 掛尊共 TT 爲 夫婦 一所 生 神と 有る は、 此御鎭 坐の 事 を 記せる ならね ど" 由 

有て 所思る に 就て 考 ふるに、 崇神 天皇 御代に 皇太御 神の 御靈形 八^ 鏡と 共に 草薙 を も 御 摸造 成て 此を靱 廷に留 奉 給 

ひ、 眞の御 は 古語 拾 遣に、 仍就， 1 於 倭 笠 鏠邑， 殊 立，， 磯城 祌籠， 奉： ヒ遷， 一天 照 太祌及 草雞^ 一  令，， 皇女 豐餓入 姬命奉 41 焉と 

見えた るが 如く なれば. 皇太御 神 は 五十鈴 宮に鎭 坐し 、草 薙劍は 此月讀 宮に鎭 り 御 在し けむ かと 考 奉らる i なり、 然 

る は月讀 命と 申す は 須佐之 男 命の 御 事なる が、 草 薙劍は 其御靈 形と 御 在 すれば なり、 (月 讀命須 佐 之 男 命同祌 なる 由 

は、 先師 等 委く考 定られ たれば 今一 K はす、 此草 薙^ を 其御靈 形な りと 云. ふ 由 は、 彼簸 川上に て 八 保 大蛇 を 斬て 得 給へ 

りし 因鎵に 依れる 事 人 も 知れる が 如し) 偖 太 御 JW と共に 鎭 坐る は 垂仁 天皇 二十 六 年 丁 巳なる が- 景行 天皇 四十 年 庚 戌 

まで 百 十四 年 計り 伊勢に 齋れ御 在し i を、 侯 建 命 東夷 征伐の 御 時 太 御 神宮に 參拜給 ひける 時、 御 姨倭姬 命より 其 御 守 

護の 爲に此 草薙劍 をば 參ら せられけ るが 故に 御 形實を 新に 彫劍み 奉り 耠 へるな む 此 月讀宮 なる 可 かりけ る、 (若て 其 
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草 薙^ は 尾 張國 愛市 郡 熟 田 神社に 鎭 坐す 事 謦 共に 委しければ 今 云 はす) 光仁 天皇 御紀 に、 寶龜ー 一年 八月 甲 寅、 幸： 難 波 

內 親王 第 r 是日 異常 風雨、 拔， 樹發 A 屋、 ト， 之 伊勢 月 讀神爲 に  1、 於是 毎年 九月 准-一 荒 祭神， 奉 馬、 叉 荒 御玉 命 伊佐 奈岐命 

伊佐 奈彌命 入-一 於官社 r (此御 祟 は 度 會祌宮 寺 を 建ら れ しに 依る 事な り、 其. 、の 文に、 徙， 一度 會祌宮 寺 於 飯 高 郡 度 瀬 山 

房， と 有れば， 決て 此據を 忌惡み 坐るな る 事と 通えたり、 佛を忌 悪み 坐す 事如此 し、 豈苟 くも 道 を 知る 輩 其 心得 勿ら 

め や も、 其 心得な き 者 は國の 罪人たり、 叉寶龜 十一 年 二月 丙 申朔、 祌祇官 一一 一一 n 伊勢 太 神宮 寺 先爲， 有， 祟遷 5T 建 佗處？ 而 

今 近，， 神 郡， 其 祟 未， 止 除，, 飯 野 郡， 之 外 移 造 便處， 者 許， 之と 見えたり、) 

祌名 式に 云く、 瀧原宮 (大、 月次 新嘗) 太 神宮 式に は、 瀧原宮 一座 (太祌 遙宮、 在 T 伊勢 與志摩 境 山中.. 去-太 神宮 一 西 

九十 里，) と 見え、 儀式 帳に も 瀧 原宮ー 院 (伊勢 志 摩 兩國搏 大山 中 在 太 神宮 以西 相 去 九十 二 里) 稱 ニ天 照 太祌遙 宮， (御 

形 鏡 坐) と 見えたり、 此宮の 事 は 世 記に. 倭 姬命波 皇太神 乎 奉戴 S 云々、 大河 瀬 乎 渡 給 云々、 從， 一 其處， 指，， 河 上， S 幸 

行 云々、 爾時眞 名 胡 祌參相 比 渡 志 奉 支、 其 瀬 乎 眞奈胡 御 瀨止號 氏 御 瀨社定 給 支 >  從，， 其處， 幸 行 美 地 爾到給 奴、 眞奈胡 

神 爾國名 何 問 給 支、 大河 之 瀧 原 國止號 其 處乎宇 太 之 大宇禰 奈乎爲 S 荒 草 令^ 掃 氏 宮造令 坐 支 云々 と 有る 此處 なる が、 

此處 より 移 幸 行し 後 も 御靈を 留め 御 在す 可き 由緒 有て ぞ鎭坐 つらむ (然る を 世 記に. 瀧 原宮を 速秋津 日子 种ー 座と 有 

る は 疑 はし、 並 宫を速 秋 津比賣 神と 云より、 此 は彥祌 ならむ と妄說 せるな る 可し、 其 は 古事記に、 速秋津 日子 祌- 速 

秋津比 賣祌と 並べ 記せる に 依れるな る 可 けれど、 實には 速 秋津比 賣祌ー 柱に 坐り、 其 は鈴屋 大人 說の 如く， 伊邪那 4- 

大 神の 水 潔に 成 坐し、 伊豆 能寶 神に 御 在 すれば なり、 然れば 太 神宮 遙宮と 有る に隨て 有む ぞ甚 正し かるべく 所思 ゆ〕 


太 神宮 式に 云く、 瀧 原並宮 一 座 (太 神 遙宮在 n 瀧原宮 地^,) 儀式 帳に は、 並宮 1 院と 有りて、 御靈 形の 事 を も 記され 

す、 (此宮 の 事祌名 式に 記されす、 齋宮寮 式 小社 九十 八 座の 中の 多岐 原 社は是 か) 世 記に、 瀧 原 並宮速 秋津比 賣祌ー 

座 (靈御 形 鏡 坐) と 有る は 決めて 古 なる 可し、 然れ ども 朝廷より 祭らせ 給 ふ 所 は 太 神宮の 遙宮 なれ ども、 此 速秋津 

比 賣祌も 共に 坐す 事 は 下に 註る 伊 雜宮も 同じく 遙宮 ながら、 玉 柱屋姬 命の 坐す と 同じき なり (委しく は 古始太 元考に 

云り) 

太 神宮 式に 云く、 伊雜宮 一 座 (太祌 遙宮、 在 n 志 摩 圃答志 郡？ 去，， 太 神宮， 南 八十 三 里) 儀式 帳に は 伊雜宮 一 院 (在，， 志 

摩 國答志 郡 伊雜村 f 太 神宮 相 去 八十 三 里) 稱，， ： 大照太 神 遙宮， と 有て 神 名 式に 見えす、 (但神 名 式に、 志 摩 國答志 郡 粟 

島 坐 伊 射 波 神社 二 座 並大、 と 有る は 別なる 可し、 太 神宮 式に、 伊雜宮 一座と 有りて、 同 式の 內に事 實の異 るべき 事 有 

まじければ なり) 此宮の 事 世 記に、 垂仁 H< 皇卽位 二十 七 年 戊 午 秋 九月- €^|聲 高 聞 S 晝夜不 止 意、 此 異止宣 氏大幡 主命 

舍人紀 麻 呂良止 差 使 遣 令， 見，， 彼 鳥鳴處 f 罷行見 禮波志 摩 國伊雜 方 上 葦原 中 有，： 稻 一 基， 生 本 波 一 基爾爲 S 千穗茂 也、 彼 

稻乎白 眞名鶴 咋持廻 乍 鳴 支、 此見顯 其 鳥 鳴 聲止支 返事 申、 爾時倭 姬命宜 久恐志 事 不問 奴、 鳥須良 御田 作 皇太神 爾奉物 乎 

止、 詔 氐物忌 始給比 彼稻乎 伊佐 波 止 美 命乎爲 S 拔穗爾 令， 拔皇 太祌之 御前 懸奉始 支、 以，， 其 濯， 大幡 主命 之 女子 乙姬爾 

淸酒 令レ透 S 御 饌爾奉 始支千 稅奉始 事因玆 也、 彼 稻生留 地 乎 千 田止號 支.， 在，， 志 摩 國伊雜 方 上， 其處爾 伊佐 波 止 美 神 奉- 

i 呂造， 爲， 一 皇太祌 攝宮， 伊 雜宮是 也と 有れば、 五十鈴 宮に鎭 り 坐る 翌年の 秋 此遙宮 は 造 奉れるな りけ り、 (伊佐 波 止 美 命 

と 云 ふ 名は此 時に 食 坐る 名なる 可し、 伊佐 波 は 五十 澤 にて、 地名 止 美 は 鳥 見なる 可し、 今 伊 雜と訓 て 伊 曾 邊と唱 ふる 
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は 訛れる か、 又 然る 地名 も 有つ るが 混つ に 成れる か、 若然 らば 大田 命に 由緣 有り) 世 記に、 伊 雜宫玉 柱 屋姬命 一座と 

有て， 皇太祌 宫遙宮 云 ."<、 天 牟羅雲 命 之 孫 天日 別命 兒玉 柱屋 姬命是 也、 依， 1 神託， 倭姬命 使， I 伊佐 波 止 美 神趙" 宫爲， 1 皇 

太 神 攝宮， 而崇？ I 祭 之， 靈御形 鏡 坐と 有れば、 前に 記せる 事に 伊 雜宮を 造る を祌 託と 云 はざる は 漏た る 可し、 又 玉柱屋 

姬命 は！ K 日 別命の 子と 有れば、 久 代の 人な りけ む を幽に 太 御 神に 仕 奉る 由緣 有て . 此遙宮 に は 仕 奉らる- - なる 可し. 

(世 記に、 玉 注 屋姬命 一座と 有れば 表に 立 給 ふ 若く なれ ど、 太 神宮 遙宮と 有る に 佗 神の 主と 立 給ふ理 無ければ なり) 

此 より 度 會宮の 御 事 を顯申 可し、 此 豐受皇 大御祌 はし も、 神代 紀 一書に、 軻遇 突智娶 n 堪山 姬？ 生，, 稚産靈 f と 見え 

て、 此大 神の 生 坐し 事 を 記されす、 古事記に は、 次 和 久產巢 日 神、 此神之 子 謂， ー豐宇 氣昆賨 神， と 有て、 和 久産巢 日 神 

の ffi 自を 漏され たれば 相對 合せて 其 御 統脉を 伺 奉る 可き なり、 (火 神 土神 二 柱の 御 合 坐て 稚產靈 祌を生 給 ひ、 稚産靈 

神の 御子に 璺宇 氣爲賫 神の 生 坐る 順次 奇異に も靈 妙な り、 若て 豐宇氣 als 貝 神の 亦 名大 宜都 比賣 神と 申し、 叉 古事記 

に、 粟國謂 ニ大宜 都比賣 一と 見え、 年中行事 秘抄に 「高 橋 氏 文 云、 上總國 阿波 大神 乎、 爲ニ御 食 津大祌 一 云々」 と 見えた 

れば、 此祌の 生 坐し は 阿波 國 なりけ む、 故に 阿波 大祌と は 申せるな る 可し、 偖 丹 後 風土記に、 和 奈佐老 夫 和奈佐 老女 

と 有る は、 和 久產撒 日 神の、 豐宇 氣爲賣 神の 御 功德を 成就 令め 給 はむ 爲に 窘めな ど爲給 ひし 事の 有け む を、 誤傳 せる 

物なる 可し、 祌名 式に >  阿波 國那賀 郡 和奈佐 意富 曾 神社 有る も 由 有げ なり) 天日の 光輝 大地に 照 徹る時 は、 大に 芽し 

萌む 可き 奇靈 なる 祌氣 ffi 來て 種物 及 諸種の 草木 已に生 ffi むと 芽し 萌む 物な り、 此 稚產靈 神の 御德を 布施し 給 ふ 所以な 

り、 和 久とは 火 神 土 it の 產靈の 問より 生 ffi むと 爲る義 なり、 此を 以て 產靈と は 辛せ り、 豐宇氣 見賣神 を、 廣瀨大 忌 祭 


詞及廣 瀬 社 鎵記叉 丹 後 風土記に は、 若 宇 加乃寶 命と 申せり、 若 は 物の 生發 する 意なる 事 を 思 ふ 可し、 叉 別れ 出る 義を 

も 兼たり (虫な どに 窗と云 ひ、 水な どの 浦と 云 ふ も 同じ 心に て、 凡て 物の 生 » る を 云 ふなり、 此 より 轉注假 借して 幼 

稚を和 加 志と 云 ひ、 未熟なる を 和 加 志と 云 ひ、 三日月 を 若 月と も 云る 語 有り、 心 を 就て 考ふ 可し) 若て 火祌 土神の 產 

靈に資 て 其 地勢に 隨ひ、 山川 原野の 形狀に 依て 土 著して 生 出む と爲 るの 氤氳 成る、 此に 依て 草木 始て形 體を彰 すに 至 

る、 此豐宇 氣爲賣 神の 御德を 成就し 給 ふ本緣 たり、 豐と は、 大地の 天日の 周圍を 三百 六十 餘 日の 大道し、 晝夜ー 動の 

小 運 有りて 天日の 光輝 を 一票 受けて 大地の 祌氣を 殖す義 なると、 風 氣の動 椿して 植物 を 生長せ しめ 給 ふ 由の 稱名 なり、 

火 神 土神の 產靈の 妙 合 奇會、 終 古に 違 ふ 事無く 妙なる 事な り、 和 久と宇 氣と語 同じき も 亦 深き 所以 有る 事な りけ り、 

(凡 神の 御名に 豐と負 ひ 坐せ る は、 此の 地 動の 義に 起れ り、 大地の 上の 美事 此れより 大 なる は 無く、 此れより 美た き 

は 無き 故に、 伦 神の 御名に も 食 ひ 坐せ る 事 常な り、 故に 大人 等の 說は 悉く 末義 なり、) 宇 氣とは 第三 詞大 御&" 都 神 

の 下に 云 へ るが 如く、 食物 衣服 住宅と なる 質 を產靈 成し 給 ふ 御 功 德を稱 申へ せる 御名な リ、 此の 食 衣 宅の 質 多く は 草 

木 を 以て 成れ、 ば、 此の 神の 御恩賴 なる が 故 生 51- と は 云へ り、 令義 解に、 土地 之 所， 生 爲レ毛 也、 と 有る を 思 ふ 可し、 

叉 食 衣 宅の 資は其 Q 大祌 より 受け 賜りて 性 命 を 保つ 所以な り、 此れ を 以て 得 來の義 を 包たり、 古 一 百の 靈妙盡 せりと 云 

ふ 可し、 (尙 第二 詞、 第三 詞の 下に 云る 事共 を 委しく 考 可し、 上に 云る 如く 和 久と宇 氣と通 ふ 語なる が 故に、 若 宇 加 

乃賣 命と 申し、 祌樂 歌に は 璺遠加 比賣と 詠り、 祌名 式に、 土 佐 國長岡 郡豐岡 上天 神社、 殖田 神社 並た る も 故 有る 事な 

る 可し、 丹 後 國竹野 郡 大字 加 神社 式に 見えて、 今 大官宣 大明神 若宮 宣大明 祌と稱 ふ は、 此 神の 住宅 を 守護 給 ふ 御名 を 
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大宮 賣祌と 申より 訛れる ならむ、 叉 式に、 丹 後 國丹波 郡 大宫賨 神社 二 座、 名 祌大と 有る を、 今 主 基 村に 在て 社傳 に、 

豊宇氣 持 命、 豐 宇賀 能 賣 命と 云る は、 保 食祌と 申す 御靈と 宇賀 能賣 神と 申す 御 靈とを 紀れ るなる 可し- 叉 古事記に、 

宇迦 之 御 魂 神、 祌代紀 に、 倉 稻魂祌 の 名 有れ 共、 此 は其豐 受大祌 のぎ 物に 就て 功 用 を 施 給ふ祌 にて、 別に 一 神た る 事 

第二 詞の 下に 云り き) 若て 和 久產巢 日祌、 豐宇氣 見 賣祌、 共に 御 祖火產 靈祌墙 山 姬祌の 御所 緣に 就て、 高 IK 原に 坐け 

るが 本つ 御體 にて (此の 神 等の 高天原に 坐す 事 は 大倭本 記に、 此ニ柱 神の 御 靈實を 降し 坐る 由 見え、 祌樂 歌に- 天爾 

在と； るに て灼 然し- 且御 靈實を 降す と 云 も 天上に 御本體 の 在せ るが 故な り、 此事今 始めて 心附 たる 事なる が 然る 可 

し) 此國 土に 本より 衣食住の 幸 を赐 はむ 爲に 分身 を 止め 給へ り、 其 を 保 食 神と 申せり、 上代 本 記 酒 殿 神 Q 下に、 和久 

產 m 日 祌子豊 宇賀 能 賣祌坐 也. 五穀 種 所 化 祌保食 神 分身と 有 を考ふ 可し、 (廣 瀨社緣 起に， 倉稻魂 命此大 忌廣瀨 

社 也、 又 曰， 一若 宇 加乃賣 命， 伊勢 外』 宮 分身 也と 有る は、 若 宇 加 乃 賣命此 大忌廣 瀬 社 坐 也、 叉 曰， 一保 食 命， 伊勢 外宮 分身 也 

と 有け む を 混へ し 物なる 可し、 但此に 就て 思 ふに、 豐宇 氣爲賣 命と 申す は 本體の 御名に て- 若 宇 加乃賣 命と 申す は、 

亦 名 を 保 食 神と も 申て 分身の 御名なる べし、 廣瀬大 忌祭詞 に、 御 膳 持 須留若 宇 加 能賣能 命と 有る 御 膳 持須留 と- 保 食 

と 同義 同意の 語なる が 上に、 若 宇 加 能賣能 命と 申す 若に、 分身の 意 を も 兼たり と 思しければ なり、 然れ ば大宜 都比賫 

命と 申す も 本より 分身の 方の 御名な りけ む を 混同し 物な りけ り、 斯在は 豐宇氣 見賣祌 とも、 登 由 宇氣祌 とも 申す は 本 

體の 御名に て、 高 天 原に 在す 故に 御 天降の 時まで 其 御 事跡 を 記されす、 須佐之 男 神に 殺され 給へ る は 若 宇 加乃賣 命と 

も、 大宜 津比賣 神と も、 保食祌 とも 申て 其 分身に て、 此國 土に 坐る に 事 有しな り、 如 此く眼 を 著れば 甚紛 はしき 條理. 


無くして 能く 了 達るな り、 酒 殿 神と 別て 祭られた る も 故 有る ことなり けり) 若て 天 上に 坐す 豐宇 氣爲賣 神の 本 體は隱 

身た る を、 此國 土に 坐す 分身 侏 食 神 は 現 身に 御 在る が、 其 御 功德の 成就 整へ りけ む 時に、 天 照 太 御 神より 須佐之 男 命 

を 遣 はして 令 看 給へ り、 伹 唯に 其 神の 消息 を 令 看 給 ふに 非す、 造化 を 成 給 ふ 御 有 樣を令 候 給へ るな り、 此 等の 事 委し 

く は 卷六廣 瀨大忌 祭祠の 下に 註り、 (但 元より 火產靈 神に 由有る 1K 照 太 御 神に 坐せば、 御心戀 しく 所思け むは 然る 物 

にて、 此太御 祌の顯 見 蒼生 を 養し 給 は將く 欲す 大御 心に W たる 事 云も更 なる が、 高皇產 靈祌、 皇產靈 神の 地 を預銘 

造 坐る 御 功に 依れる 物な り、 然れば 古事記に は 神産巢 日御祖 命令 二 取， 玆成 7 種と 有れ ど、 其は幽 にて 顯には 天 照 太 御 

神の 事 執り 計 はせ 給 ふ 事 ft- に 引る 神代 紀の 如し) 神代 紀祌達 生 坐 段 第 十 一 ノ 1 書に、 天 照 太 祌在ニ 於 天上， 曰聞ミ 葦原 中 

國 有-一保 食 神 r 宜 -1 爾 月夜 見 尊 就 候 之 月夜 見 尊 受レ勅 而降已 到 n 于保 食祌許 f 保 食 神 乃廻レ 首嚮， 國 則自， 口 as, 飯、 叉嚮 

レ海則 鰭 廣鰭狹 亦 自レロ 出、 叉 嚮レ山 則 毛 矗毛柔 亦自， 口 出、 夫 品物 悉備， ー貯之 百 机， 而饗， 之、 是時 月夜 見 尊忿然 作， 色 曰、 

穢矣鄙 矣寧可 T 以 n  ロ吐之 物， 敢養 我 乎、 廼拔 レ劍擊 殺、 (此 にて 保 食 神の 産 靈し給 ふ 有 狀を觀 察 可し、 御 心 進び 爲 給へ 

ば 思 ほす 隨に 食物の 成就る 樣 恐ければ、 今 も 現に 見 奉る 心ち す、 然る は 國に嚮 ひ 海山に 翻 ひ 坐せば、 口中に 食物 成り 

て 出る 事、 和 久産巣 日 神の 産 靈の德 を も幽に 施し 給 ふ 物に て、 天日の 光輝 大地に 照 徹する 問より 生 民 を 養 ふ 可き 神氣 

を釀 成せる が、 其 乃 土 水の 質に 結ばり 合て 1 種の 食物と 成るな り此事 古事記に は、 速 須佐之 男 命 食物 乞， 一大 氣都 比賣 

祌， 爾大氣 都 比賣自 n 鼻 口 及 尻， 種々 味 物 取 W 而種 , 作 具、 而進 時速 須佐之 叩 立 伺 其 態- 爲 U 穢汚： 而奉進 乃 殺 n 其大宜 

都比賣 神， と 見えたり、 此ー 一の 傳を 合せて 月夜 見 尊 須佐之 男 命 同 祌保食 神 大宜都 比 賣神同 神たり と 云れ たる 屋大 人、 
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服 部 中庸 翁、 氣 吹能舍 翁の， 說の動 まじき 事を曉 明む 可き なり、 但此 時の 事 は 攝津國 風土記に、 保 食 神 居 n 稻倉山 T 而 

爲- 一膳 厨, 之處、 而常盛 飯 給 有事 之 後 還- 1 丹 波國, と 有れば、 其國 にての 事なら むか、 稻倉 山今詳 ならす、 廣瀬 社緣起 

に、 若 {于 加？^ 賓命 伊勢 外宮 分身 也、 是則 水. 門祌 也、 以， 一 一 水 之德, 養， 一 萬 品 之 生,. 五穀 靈祌也 云々 と 有る 綾き に、 佛 者の 

妄說を 書.^ たる 中に、 役 優 婆 塞 十九 歲而 入-一 箕面瀧 f 又 入水 足 池 到龍宫 城と 有れ. ば、 島 上 郡なる 笑 面 上の 事なら む も 

知べ からす、 妄說も 皆 古き 跡に 依りて 作る 中世 人の 常 なれば なり • 叉河邊 郡に 米 谷の 地 も 有り、 叉 思 ふに 出 羽 國飽海 

郡 大物 忌祌 社-の 立せ 給へ る 鳥 海山の 舊名稻 倉 岳と 云し を- 近頃 稻村 岳と 訛た る 由な り、 此 大物 忌 神 は 保 食 神に て廣瀕 

物 忌 神と 同 神なる が、 飽海 郡內に 遊佐鄉 有り、 丹 後 國與佐 郡に 近く 田 川 郡に 由 良の 地 有り、 丹 後 國の名 を 移せるな り 

月 山 は 月夜 見 命なる を E 心 ふに 予が 心に は 鳥 海山の 心ち す、 大凡 遠 境なる 故事 も 京 近き 所の 事に 混合て 傳 はる 古の 例な 

れば なり) 然後 復命 具 ま 5 其 事 f 時 天 照 太 神 怒甚之 曰、 汝是惡 祌不， 須；， 相 見； 乃 與，： 月夜 見 尊 f 1 日 一 夜 隔離 而住、 (天 

昭 一太 御 神 は 火 神の 御 族と して 崇篾み 給 ふ を、 須佐之 男 命の 悪 嫌 給 ふ は、 此祌は 御 母 神 伊邪那美 命に 靨 坐る が 故な り、 

其 は 火 祌を生 坐し に 依て 御 夫 伊邪那岐 命の 御 許 を 放 坐て 黄泉 國に往 行し ければ、 其 計りの 御 報 は 自然 有け るな り、 然 

れ ども 如此く 轉囘 して 本に 復り、 復 りて は 改り、 改 りて は 事 成り、 成りて は 世の 資 用と 爲る、 二 注の 皇産靈 神の 預鎔 

造 給 ふ 御 墨に 依る 事 云 も 更なり) 是後 天 照 太 神 遺， 天 熊 人， 往看 之是時 保食祌 * 巳 死矣、 唯 有 其 祌之頂 化 JT 爲 牛馬 T 顏 

上 生 レ粟眉 上 生レ粟 眼中 生レ稗 腹中 生 レ稻陰 生，， 麥及 大豆 小豆つ IK 熊 人 悉取持 去而奉 JT 進 之 T  (此 御骸 より 種々 の 物の 化爲 

し 事 は。 火産靈 神め 御骸に 種々 の 物 成れり しと 同じ、 牛馬 は * 耕の 爲に 成り、 P は 衣服の 資と 成れり し 物な り、 此は 


其大 較の尤 けき を 記せる にこ そ 有れ、 實には 萬國に 在と 有 ゆる 衣食住の 資料 悉く 此保食 神の i: 賜物 也 かし、 古事記^ 

は、 故 所殺祌 於， 身、 生物 者 於， 頭 生 レ蠶、 於，, 二目， 生，, 稻種？ 於，,  一一 生レ 粟、 於 レ鼻生 M 小豆？ 於， 陰 生 レ麥， 於レ尻 生，, 

大豆？ 故是 神産歡 s 御 鼠 命令，， 取， 鼓 成， 種と 有り) 于. 時 R< 照. 太 祌喜之 曰、 是物， 者 則顯見 蒼生 可，, 食 而活. ^之 也、 乃 以，， 粟 

稗麥 豆. t 爲 n 陸 田 種子？ 以， 稻爲， 一水 a 種子つ 叉 因 定，， 一大 邑君， 卽. 以 n 其稻 種， 始殖， 于"大 狹田及 長 田 r 其 秋 垂穎八 握莫. <然 

甚快 也、 又 口裏 含：， 靈便得 レ抽， 絲自， 此始 有，； 養 蠶之道 ー焉と 有て、 保 食 神の 殺され 給 ひし 故に 其 御功德 全く 成就 整 ひ.' 

竟て 世に 彰 はれ 給べ り、 若て 太 御 神の 天上に 召 上 給へ. る は、 顯見 蒼生の 食て 活 可き 物 をと 所思し、 看から 此 如く 高 IK 

原に て 其 事 を 始め 坐り、 此 時に 殺され 給へ る 保 食 神の 御德を 有ち 給 ひながら H< 上に 昇 坐て、 豐宇 氣比賫 神の 御 功德を 

彌， 太く 貴く 物爲 給へ りけ む， (火 祌土雜 の 御 孫と 御 在せば， 高天原に 土 著て 日 神の 御 光に 依て 益. <<  其 功 を 弘め坐 可 

き 理を思 ふ 可し、 此土 にても 世 記に、 崇祌 天皇 三十 九 年 壬 戌 三月 三日の 下に、 今 歲止由 氣皇太 神 結， 1 幽契， 天降 坐と も 

叉 外宮 鑌 座の 事 を 云る 下に、 皇太神 第一 攝神^ 魂 多 賀宫乎 波豐受 大祌仁 奉，， 副從， 者 也な ど 有る を考ふ 可し) 若て 天 照 

太 御祌天 律宮に て 大嘗 の 大御政 を！！ 庭 に 行 はせ 給へ り、 古事記 に は M 看 大嘗と 記 し、 祌代紀 に は 新嘗と 記された リ、 

此乃豐 宇 氣爲賫 祌の御 功 德の成 整へ りし かば、 顯見 蒼生 此を 食て 活けら む 事 を 所思して、 大御自 先 聞 看し 始給ふ 事 は 

云 も 更なり、 皇祖 天 祌及此 豐宇氣 比寶祌 にも 相嘗爲 させ 給へ る 物な り、 (大 嘗會 式に、 齋部 にて 祭神 八 座 輒歲神 高 御 

魂、 神 庭 高津日 神、 大御 食神大 i 呂女 神事 代 主神 阿須 波 祌波比 伎 神 を 祭らせ 給 ふ 由 記せり、 其 内に 御歲祌 庭高津 日祌大 

女神 阿須 波 神 波 比 伎 神 は 後に 成 坐る 神 なれば，， 皇御孫 命の 天降 坐て 筑 紫の 大 朝廷に て 祭らせ 給へ る 例なる べし、 髙 
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御 魂 神 大御食 祌ぞー K 上に て 祭 初け らし) 若て 須佐之 男 命 は" 此保貪 神 を 殺 給へ るに 依て 荒 振 神に 相 交 こり 給 ひて、 天 

照 太 御 神に 對 奉りて 顯見 蒼生 を 慈愛み 所思し 看す 大御心 を 挫き 奉て、 食物 は 更に も 云 はす、 衣服 住宅の 事 迄に も 及び 

て妨 奉られし なり、 然る は 保 食 神の 鼻口 及 尻より 種々 の 味 物 を 取 W て 奉られし 其 態 を 怪しく 所思す 御 心 進に 依て、 其 

神 を 殺し 給へ る 曲事に 依て 禍祌の 所 を 得 たれば なり、 (古事記に、 須佐之 男 命 於-勝 佐備 T 離， 一天 照 太 御 神 之 營田之 阿， 

プ. 埋 -1 其 溝； と 有る は 食物 を妨 るな り、 R< 照 太御祌 坐，， 忌服 屋 f 令， 一 織， 一 神 御衣 一之 時 • 穿， 1 其 服 屋之頂 一 逆？！ 剝 1K 班 馬， 剝而 

所， ー墮 入？ と 有る は 衣服 を 害るな り、 於 T 聞コ 看大嘗 一之 殿 i 尿 麻 里 散と 有る は、 住宅 を 損るな り、 餘は此 に 准て 知 可し) 

是を 以て 天 照 太御祌 甚く 怒 坐て 天 石屋 戶を ra て 剌隱り 坐り、 此は保 食 神の 御 功德成 整へ りし かば • 顯見 蒼生の 食物 衣 

服 住宅の 用に 足 はし 給 はむ と試始 給へ る 其 御 慈愛 Q 御： a 曰に 違 へれば 如 此く御 怒 坐るな り、 (大 御身 自 Q 御 怒なら ぬ 事 

は 保 食 神の 條に、 是物 者顯見 蒼生 可， 一食 而 活.， 之、 と 詔 給へ る 御 命に て 明亮な リ、 須佐之 男 命 は 專此事 を 損害 給へば な 

り) 如此く 在し かば 世 中 は 常 夜 往て禍 事の 極みな りし を、 高 皇產靈 神の 御 命 以て、 思 兼 神に 其 招 奉らむ 御 祈の 事共 を 

思 得 令め 給 ひて、 八^ 鏡 十 握 八 尺 句瑰此 三種の 神寶を 造作ら 令め 給 ひ、 御 祈 璽と 爲て 云々 の 謀 を 物爲さ 令め 給 ひ、 

(此 また 皇御孫 命の 顯國に 天降まして、 顯見 蒼生 を： m め 給 はむ 事の 基本と なれる 事 奇異なる 所謂な り、 八 i: 、鏡の 太 御 

神の 御靈 實と爲 り、 十 握^ は 落下て 須佐之 男 命の 御 許より- 大照太 御 神に 奉らせ 給 ひ、 己 命 Q 御 靈をも 蔵て 熟 田 宮に鎭 

給 ひ、 八 尺 勾. 现は天 地 と 日月と 共に 常 在に 天 下 所 知 看む 御璽と 爲て 皇御孫 命 の 同大 殿 Q 內に鎭 坐て、 終 古に 君臣 Q 大 

綱定り 父子 授受の 人道 此に 依て 立り、 三種 祌寶の 事に 就て は 故 大人 等の 說に大 に 異なり) 若て 思 兼 祌の御 謀と 太御祌 


の 深く 遠く 所思す 大御心 を 取 奉りて、 其 御 祈の 事共 は 須佐之 男 命の 損害 給 ふ 食物 衣服 住宅の 道 を、 尙 能く 力 を 窮め 心 

を盡 して 美 好く 調て 獻奉 給へ り、 此に 依て 諸部祌 各々 御德を 殊に 有給 ひて 世に 幸 給 ふ 事 起れ リき、 (譬 へば 石 凝姥祌 

は、 鏡 を 造 給 ふ 方に 御 功 を 立 給へ るが 鏡 作 神と 爲給 ひ、 手 置 帆 食 彥狹知 神 は、 新宮 造りの 事に 御 功 を 立 給へ るが 木工 

祌と成 給 へるな ど 凡て 此禍事 に 依て 然る 御 功德も 立り き ) 此食衣 宅 の資の 内に 食物 を 云 はざる は、 前に 大嘗の 事 有る 

に 依て 省き 傳 たりし 物に て、 實には 御 膳 は 千 穎 八 百 穎に、 御酒 は p~ 上 高 知り 1^ 腹滿 1 組て、 山野 物 は 青菜 辛 菜 何等に 至 

迄に 橫 山の 如く 置 足 はし 積 足 はして 捧奉 けむ 事 云 まく も 更なり、 (世 中の 神 祭の 事 は 凡て 此天石 戸の 時に 規矩 定 りた 

る 事 人の 知る が 如し、 食 衣 宅 Q 三の 中 にても、 食物 は 殊に 主と 有る 甚 じき 物 なれば、 何よりも 取 別て 此事 を物爲 可き 

事な り、 然る は此 事共 は 主と 豐宇氣 爲女祌 の 取 賄 給 ひけむ、 太祌宮 儀式 帳に、 供？ T 奉 朝大御 饌タ大 御饌- 行事 用 物事と 

有る 條に、 御贄淸 供奉 御橋 一 處石疊 一 處太 神宮 正南 御門 在 = 伊 鈴 御 河？ 當 n 此 御門-流 二 俣 也， 此 中島 爾造奉 石 疊常造 

宮使營 作 奉、 此止由 氣大祌 乃 入 坐 御 坐 也 云々、 志 摩 圃神戶 百姓 等 供進 鮮跑蝶 等 御贄乎 机上 雨備置 e ュ 云々、 止 由 氣大神 

乃 御前 爾跪侍 則 御 河 爾淸奉 云々、 天照皇大神 乃 大御饌 供奉と 見えた る を 思 ふ 可し、 又 御 贄の魚 も 悉く 豐受大 神の 

主し 召す 事 下に 引る 如く、 應祌 天皇の 角 鹿に 幸る 時、 入 鹿 魚 を 寄 奉 給へ るに 依て 氣比大 祌を御 食津大 神と 申し、 年中 

行事 祕抄に 引る 高 橋 氏 文に、 上總國 安房 大神乎 御 食 都 神 止 坐 奉 天 云.^ と 有も此 神に 在り、 此は海 In 膾の 事なる に此神 

を祀ふ 事由 を考ふ 可き 者な り、 叉豐受 大神宮 儀式 帳に も、 太 御 神の 御 一一 一一 E に、 丹 波 1： 比 沼乃眞 名井爾 坐、 我 御 饌都祌 等 

由 氣大祌 乎 我 許 欲 止 識覺奉 伎 云々、 山 田 原 乃 下石 根爾 {a 柱 太 知 立 高天原 雨 比 疑 高 知 s、 宮定齋 仕奉始 支、 是以 御饌殿 
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IK 照 坐， M 太 神 乃 朝 乃大御 夕 乃 大御饌 乎 日^ 供奉と、 有る を 以て _大 上 Q 御 1^ を 恐 けれども 議り 奉る 可し) 

衣服 は 長お 羽 神 麻 を g て靑和 iE とし- "大日^^神维咋見祌は穀木を殖て白和幣とし；！^羽槌維神の倭文を織ジて荒衣と爲 

し、 ：大 棚槻姬 神の 給 を 織て 和 衣と 爲し 給へ るな ど此 なり、 (此も 又 先に： 大香 山に 桑 木 を稷て を 養始給 ひし^の 有つ 

るが、 此 時に りて 大に るな り) 住宅 は、 乎 S 帆负彥 狹知ニ 神 fK 御， 以て、 大峡小 峽の材 を 伐て 端 之 御殿 を 作 

り 兼て、 御笠 及 矛 も此 時に 成り、 殿 祭 門 祭 の^に 至まで 玆に 始れ， ^ば、 此 時に 大成せ りと 云 ふ 可し、 (此 より 先に 

太 御 神 Q 大^ 聞 兌す 大殿 有り、 忌服 屋 有と 雖も 全く 儲り 盤へ る^ は此 時に 在り) 若 此く世 中の 顯見 生の、 一 H 片時 

も缺く 可から ぬ <K 物 衣服 住宅の 资 用.^」、 各 々种々 Q 功徳 を め盡 して 招請され し 故に、 天 照 太 御 祌は天 1^ 屋戶 を^ 給 

ひて 終 十；： に 御 照し 來： す 御 光輝 を彰 はし 給 ひ、 比 资祌の 御稜 威 も彌. < 盛に 成來： しなり、 若て 須佐之 男 神 は 千 坐 S 

戶の祓 を i» せられ 給 ひし かば、 御心冲 5! 々しく 成 給 ひて、 彼 御^の 時に 成 坐りし 御子 を大御 神に 奉 給 ひ、 太御祌 より 

女御 子 を 賜 はせ る 時に、 喪 宇 氣比资 神 を 所 祭れと 令 給へ る 大御命 有り、 神代 紀に、 於是 n: 神 方 知 3 素 斐鳴坊 同 無-一 惡 

意； 乃以， 一日； t 所， 生 一一 一女； t, 令レ 降， ー於筑 紫洲？ 丙 敎之 曰、 汝 11 ー神梵 降 居 道中， 奉レ 助-一 IKls^, 而爲 mIK 孫， 所， 祭 也と 有る 

此 なり、 (師說 に、 「所 祭 を 本 共に 伊都 加^ 與と訓 る は t„ ^しき 非訓 なり」 と 云れ たろ は 然る 都な り、 下に 引る 大同 本 記 

に W て隨 るべ し、 此 段の 下に 云へ る を 見る 可し) 若て 须佐之 男 命 御 心 々しく 成 坐る 後 は、 永 ふるに 御 父 大祌の 御^ 

依し 坐る 御」 ：《 を みし 奉らせ 給 ひ、 阈土錢 ^の 御 S に功德 しみ 坐る 由 は、 ^六，" Q 下に 云る が 若く 成る が、 國土 人民 

を 愛く しみ 給 ひて、 先に 損 寄 給へ る 事 Q 御 補 ひ 共有て、 凡^ 中に 在 ゆる- K 衣 宅の 用 はし も、 此御神 Q 御所 爲に 成れり、 


(是を 以て 先に は 引替り て IK 下の 人民 を顯見 蒼生と 詔 給へ り V 此御 1 審を 以て も 萬 1$ の 御上 を 思 ふ 可き 也) 食物： 

は、 奇稻 S 比资命 を 御 后と 爲給ふ も 個の 事に 用 有ての 御 事なる 可く、 又 肥 河に て 洒を醜 給へ る も 止 事 を 得させ 給 はぬ 

事 乍、 此も璺 受大祌 の事始 賜る 事 を此國 にて 起 給へ るな り、 豊受大 神の 洒を隨 給へ る -sr 丹 後 風土記 を 見て 知べ し- 

宇迦 之 御 魂 祌亦名 は、 大年神 を 以て 稻穀を 作る 事に 功 を 立 令め 給 ひて、 豐宇^ 比賫 神の 恩^ を蕃 息し め 給 ひ、 興 f^H 

子 祌興津 比 資神を 適 神と 爲し、 阿須 波祌 波比岐 神に 资 炊の 事の 用 を 調し め 給 ふな ど此 なり、 大國 主神 少彥名 神の： 大下 

を經资 給へ る も， 主と は 田 阅を懇 開き 給へ る 事 云 も 更なり、 事 代 主神の 酒 を 醜し、 或は 鳥 遊漁爲 給へ るな ど 枚 舉爲難 

し、 诸 古事記 中卷 に、 角 鹿の 筍 飯大祌 の、 入 鹿 魚 を 依 給し 蔡 有り、 氣比は 1:- 受大祌 に 在す 襄 上に 記せる が 如し- 是を 

以て 稻毅 茱蔬は 更に も 云す 魚， 畜獸に 至まで、 人 を 養 ふ 物の 限り は 悉く 豐受大 神の 御靈 物なる 事 上に 引る 神代 紀© 文 

を考て 知る 可き なり、 叉 年中 行 察；. i 抄に 引る 髙橋氏 文海给 臉の條 に、 上總國 安房 大神乎 御 食 都 神 止^ 奉 天 と 有 も、 此 

祌 なる 事 別に 云へ るが 如し， (尙 御井 祌の、 弁 水 を 掌り 半： すな ど欞々 の 事共 多 かれ ど、 此は其 Q 大略 を 云 ふの み) 

衣服の 事 は、 靑幡佐 草 比 古 命、 高 麻 山上に 庥を殖 給 ひ、 紀伊國 所 坐 三 柱 祌等始 て 在 田 郡に て 養！！ し 給 ひし 所と て、 お 

鹿 糸 殿の 地名の 遣れるな ど を 以て 知 可し、 (糸 鹿 は 糸 所に ぞ有 可く、 然れば 糸 殿と 云 も 由 有り 又 伊都 郡と 云 も 有り) 

住宅の 琪は、 五十猛 神木 稀 を IK より 持 降り 來て 播殖 して 靑 山と 爲し給 ひ。 大屋 津比资 命 IS 律 姬命も 其 有功 を祐給 ひし 

などな り、 (別て 云 は i -、 五十猛 神 は 木 種 を 播殖給 ふ 事に 有功 を 立 給 ひ、 大屋；^ 姬命 は屋作 の^に 有功 を 立 給 ひ、 大屋 

津姬命 は 材木の 事に 有功 を 立 給へ るな り 此三柱 は 紀伊國 に 座す) 若 此く須 佐 之 男 命、 保 食 神 を 損害 給 ひて 食 衣 宅の 資 
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用 成れる が、 天 照 太 御 神 Q 顯見 蒼生の 食て 活 へき 物 ぞと詔 給 ひ、 天上に 迎取 給て 其 神の 恩 賴物を 作り 始給 ひし を、 須 

佐 之 男 命 は 譬ひ人 を 養 ふ 物に こそ 有れ、 吾に 饗せる は 鼻口 尻より W せる 镜物 なり、 然る を崇 重みし 給 ふ 事を異 かる 御 

事に 思 成し 奉りて、 天 照 太 御 神の 功し み 給 ふ 食 衣 宅の 事 を妨奉 給し かば • 太 御 神 は 磐 戶隱ら せる に、 思 兼 神の 思慮に 

依て 食 衣 宅の 三資を 悉く 成就 奉りて、 豐宇 氣爲賣 神の 功 用 を 幽賛奉 給 ひし かば， 太 御 神の 大御 心大に 和み 給 ひ、 其. 幣 

物に 愛で 給 ひ、 祈 事に 感け給 ひて 》 坐し ける が、 八 百 萬 祌等須 佐 之 男 命を責 りて 拔を 負せ 奉りし が、 其 功驗に 依て 淸 

淸 しき 御 心に 改らせ 給 ふに、 併せて 三 柱の 女御 子 を 給 はせ て豐 {1$ 見 賣命を 所 祭らせ 御 在し 坐け るに 依て、 彌. _< 其 御 

幸 ひ 御 守 を 得 給 ひて 此顯國 の 食 衣 宅の 大凡 は 成 整べ りしな り、 然しながら 皇御孫 命の 天降 坐む 後の 御 設け、 顯見 蒼生 

の爲 なる 事 神代 紀 Q 一書に、 素 戔嗚尊 曰、 韓鄕之 島 有， 一 金銀， 若 使 吾 兒所御 之 國不， 有，, 浮寶， 者 未， ー是 佳， 也 云々、 杉與 

^樟此 兩樹者 可，， ， 以爲， 1 浮寶 「 检 可,， 以爲， 1 瑞宮， 之材 ハ 枝 可，， ，以 爲，， 顯見 蒼生 奥津棄 戶將， 臥 之 具 T 夫須 t~ 八， 十 木 種 皆能播 

生と 有る を 以て、 天 照 太 御 神の 大御心 を 心と 爲給 ひ、 御父大 神の 御 依し の 如く 國土 經營の 大業 を 統領し 給 ふ 御 事 を 明 

らめ 奉る 可し、 (但奥 津棄戶 と は、 人の 住宅 を 云へ り、 瑞 宮に對 たる を 思 ふ 可し、 此を 棺槨の 事に 云 ふ 非說は >  先師 

等と 一 K へど も 取に 足す) 若て 大巳貴 命 少彥名 命に、 此國土 經營の 御 事 を 委ねさせ 給 ふ も、 其 究る所 は顯見 蒼生に 食 衣 

宅 Q 資を 生す 基本 を 建立て 安居 令め 給 はむ 料 耳な り、 然れば 豐宇氣 爲賣祌 の祌德 を幽賛 るの 外に 事 無き を 思ぶべし、 

然して 少彥名 命 は 常世 國に渡 坐し かば、 大國 主神 ぞ 表立て 此國の 主宰と 御 在し ける に， 其 豐宇氣 見 賣神を 所 祭り 給へ 

る須勢 理比賣 命の 其嫡 后と 成 給へ る 深き 幽契の 有る 事と こそ 所思 たれ、 f 如是く > 抑揚 有て 世 中の 物事の 成 整 ひ 行く 事 


は， 皇祖 天神の 天地 を 預鎔造 坐る 御 功 德に資 る 事 今 云 ふ も事舊 りに たれ ど， 餘 りに 奇異く 靈 妙な, 御 事と 考徵し 奉 

る 我ながら、 斯く 記留て 後に 見れば 意表なる 事共 多 かりけ り) 若て 天 照 太 御 神 須佐之 男 命の 御 正統と 坐す 御子に.' 

正 哉 吾 勝， -速日 天 之 忍 穗耳命 御 在る が、 此命此 國土を 前に 依され 奉 給 ひし かば， 璺受大 神の 御靈形 * 又 齋庭之 穗をも 

受 賜り 坐し 故に 稻穗を 以て 御名に 負 坐り、 天津 日 繼の起 元な り、 (天津 日 繼の御 事 は 下に 云 ふ 可し) 然るに 天 之忍穗 

耳 命 天降り 坐む 大御束 装し 發す 時に、 天津 日 高 日子 番能邇 々杵命 を 代て 天降り 坐し め 給へ るが、 其 時の 大御命 は 皇祖 

天； & より 直に 還々 件 命に 傳 させ 給 ふ 趣 なれ ど、 先に 忍穗耳 命に 授 させ 給 ふ 御 事 依し なれば、 此 命より 遣々 杵 命へ 授け 

事 依し 給 ふ 事 云 まく も 更なり、 御 父子の 御 間 を 以て 授け 受 るに 非れば 天津 日糧の 御傳統 の理に 違べ れば なり、 然れば 

皇祖 天神 等に 忍穗耳 命相預 坐て、 御 天降の 萬 事 は 取 擬ひ給 ひける 事 決し、 (先師 等も此 事に 深く 力 を 入て 說れ ざる 故 

に 世 中に 此 事に、 む 著る 人 は 有り や、 吾 未だ 此を 聞かす、 御 父子の 御 間なる 物 を 御 父と 坐ながら、 佗 所 事の 如く 等閑に 

見て 耳 御 在す 可き 由 や は 有る) 古事記なる 御 天降.' 段に、 登 由 字 氣祌此 者 坐-一 外宮 之 度 相-者 也と 有る は、 其 御 靈實を 

附屬し 奉 給へ るなる が、 祌代紀 に、 天 照 太 神勅 曰、 以ニ吾 高天原 所 レ御齋 庭之穗 f 亦 常？ T 御 於吾兒 一と 有る と 一 時の 事に 

て、 古事記に は 御 靈實の 傳を存 して 瑞穗の 事 を 漏し、 祌代紀 に は 瑞穗の 起 元 を 記して 御 靈實の 本 緣を脫 したる 物に 

て、 此 二つ を 合すれば 此 時の 元 由 著明な り、 中 臣壽詞 に、 皇御孫 乃 尊 K 璺葦原 乃 瑞穗乃 國遠安 國止平 介 久所知 食 天、 天 都 日 

嗣乃 天津 高 御座 仁 御 座 天、 天津 御 勝 a 長 御瞎乃 S 御 膳 止 千秋 乃 五 百 秋 仁 瑞穂遠 平 介 久安介 久由庭 仁、 所 知 食 生 事 依 志 奉. -、 天降 坐 

之と 見え、 大 殿祭訶 に.、 皇親神 魯企神 魯美之 命 2^a、 皇御孫 之 命 * 天津 高 御座 ® 坐 氐、 天津 璽 乃 3^ 鏡 乎 捧持 賜 氏 、言 壽宣麦 
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皇我 宇都 御子 皇御孫 之 命、 此之 天津 高 御座 S 坐 s、 IK 津日嗣 乎 萬 千秋 乃 長 秋 大 八洲 豐 葦原 瑞穗之 國乎安 國止平 氣久所 知 食 

止 言 寄 奉 賜 比 S 云. -、 と 有る は 書 紀の傳 の詳說 なり、 (此ニ 詞に登 由 宇 氣祌の 御 靈實を 云ざる は、 天津日嗣の 御 事に 耳 

用 有る 文なる が 故な り) 如是く 此の 國土 はし も、 豐受 大祌の 掌し 看す 衣食住の 三の 御 恩 賴に資 奉らで は 人民 安居す る 

事 能 はす、 叉蕃 息す る 事 能 はざる が 中に も 第一 に 稻穀に 依る 事なる が 故に 此瑞穗 の 事 を 詔 賜へ り、 是を 以て 齋 庭の 穗 

を 賜 はする に 就て， 將來の 事 を 係て 豐 葦原 之 千秋 長 五 百 秋 之 水穗國 とも、 葦原 千 五 百 秋 之 瑞穗國 とも、 豐 葦原 乃 瑞穗 

國 とも 呼へ り、 (此 より 先に は 葦原 國と 云し なり、 其は大 三輪 三 社 注進 次第 記に 見えて 第六詞 下に 引り、 神代 紀御天 

降 段なる 第一 Q 一書に、 天 照太祌 勅， 一天 稚奄， 曰、 璺 葦原 中 國是吾 兒可王 之 地 也 云々、 葦原 中國皆 已平竟 云々、 天 照太祌 

因 勅， 一 皇孫， 曰、 葦原 千 五 百 秋之瑞 穗國是 吾子 孫 可 王 之 地 也 云. と 有て、 此 差異 を甚 能く 記し 別ら れ たり) 此瑞 穗國を 

統御して、 天下 百姓の 貢賦 を 召 上させ 給 ふ 御 事 はし も、 天皇の 宇宙に 君主と 御 在し 坐す 符信 にして、 臣庶の 階 位 を 分 

別つ 本緣 なり、 崇祌 天皇 御紀 に、 十二 年 秋 九月 甲 辰朔己 丑、 始技 n 人民， 更 科，， 調 役 T 此 謂，, 男 之弭， 謂， 一女 之 手 末 調， 也、 

是以 天神地祇 共和 享而 風雨 順， 時、 百 穀用成 家 給 人足 天下 太平 矣， 故稱謂 御肇國 天皇 也、 と 有る を 深く 味 ふ 可き なり、 

此意を 熟く：！ e られ しと 見えて、 記傳 十四 (三十 八丁) に、 天津 日 繼の繼 は 借 字に て 正字 給な り、 其 は 天津 日 太 御 神の 

給 寄し 赐ふ物 を 受納 知 看す を" 天津 日 繼とは 申せり、 給 寄 賜物と は卽ち 天下の 百姓の 奉 進る 諸の 御都岐 物に て (貢物 

を 平 兼 盛 集に、 比都岐 物と； 地り、 借 御都岐 物の 都岐も 供給の 意な り、 今の 俗言に 人に 物 を 美 都 具と 云 ひ" 又 物 を 都 豆 

久 流と 云 も 本 同じ、 借 給と は 上た る 人より、 下なる 者に 賜 ふに 限れる 如く 思 ふめれ ど、 然に 非す、 下より 上へ 奉る に 


も 云 ふ 故 朝廷に 奉 進る を も 美 都 岐とは 云な リ、 御調の 事 は 卷五春 日 祭の 下に 云り) 是卽天 照 日 太 御 神の 天皇に 給 寄し 

賜 ふ 物な り、 偖 其 種々 の 物の 中には 稻を 主と 爲り、 (大 殿祭詞 に、 天津日嗣 乎 萬 千秋 乃 長 秋 爾と聯 けたる は >  全天 照 

太 御 神の 給 寄し 赐ふ稻 穗を萬 千秋の 長 秋に 所 知 食との 意な り、 中 臣壽詞 に、 天津 御 瞎遠長 御 勝 乃 遠 御 膳 止 千秋 乃 五 百 

秋 仁 云々、 と 有る は 大嘗に 就て 申す 故に、 由 庭 爾所知 食と 云 ひ、 大殿祭 は 天 下知 着す 凡ての 御上に て 申す 故に、 瑞穗 

國乎所 知 食と 云る、 共に 其 指 物 は 同じ、 稻穗 にて 其 中に 主と し 首と 爲る は齋 庭之穗 也、 故 神代 紀に は、 主と し 首と 爲 

る 齋庭之 穗を詔 ひ 寄して、 其 中に IK 下の 百姓の 奉 貢る 稻叉 種々 の 御調 物 も 皆 兼 含みたり、 〇 今 云 種々 の 御調 物と は、 

悉く 食 衣 宅 の 資物を 云 ふなり、 此を 以 て 璺受大 神 の 恩 賴の大 なる を 思 ふ 可し >  凡 天下に 在 ゆる 諸の 品物 多し と雖 も、 

其 究る所 は 性 命 を 愛 養す るの 器 耳に て、 悉く 食 衣 宅の 資、 また 食 衣 宅 を得受 るの 用 脚なら ざる は 無し) 皇御國 は稻に 

殊 なる 深き 所 由 有て (記傳 十三 卷、 豐葺原 之 千秋 長 五 百 秋 之 水 穗國と 有る 註に、 皇御國 は 萬の 物 も 事 も 異國々 より 優 

れる 中に も、 稻は 殊に 今に 至る 迄 萬國に 勝れて 美 好き は、 祌代紀 に 一 K 照 太祌勅 曰、 以-ー 吾 高天原 所 御齋庭 之穗ハ 亦當 

御 於 吾兒と 有る 如く 、神代より 深き 所 由有る 事ぞ、 今 世 諸人 斯 在る 愛 き 稻穗 を朝暮 に赐 はりながら 皇 神の 恩賴を ば 思 

奉らで、 由な き漢 1： の 事 を 耳 思 极ふは 如何に ぞゃ) 右の 如く 太 御 神の 厳重き 大詔 も 坐て (〇 今 云 神代 紀、 中臣 壽詞、 

大 殿祭詞 等な り已に 上に 引り) 後世に 至る 迄 も 萬の 政の 有る が 中に も、 大嘗を 又 無き 大事と 爲給ふ 物ぞ、 然れば 天津 

日繼知 食と 申せば、 卽天 下知 食す 御 事に も 成れるな りけ り、 と 云れ たる は實 に確說 なり、 此を 以て も 豐受大 神の 天 照 

太 御 1: に 相亞で 天下に 二 無く 尊き 御 事 を 思 奉 る 可し、 (是を 以て 國を瑞 穗國と 云 も、 豐受大 神 の殊 なる 御 恩賴の 自然 
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に 表る，.. なり、 又 天皇の 天下 知 食す 御 事 を、 天津 日 繼と稱 奉る も、 豐受大 神の 御 恩賜に 依る 稱 にて 甚 尊き 御 事な りか 

し、 神宮の 古書 共に、 豐受大 神の 相 殿に 皇孫 邇々 杵 尊の 御 在す 由なる は、 然 すがに 幽契 有る 事な り) 所以に 大倭本 記 

に は、 天皇 御 食津祌 朝夕 之 食 向 夜 護 日 護 齋奉大 神と は 記 申せり、 偖 此大神 また 水 取の 御 政の 由に 就て 食物に 和して 煑 

熟る 水 を 司し 看す 由 有り、 (但 水. Q 本體 は、 罔 象 女神に 御 在す 事 云 まく も 更なり、 雲霧 は 天 之 狹霧祌 國之狹 霧 神、 雨 

水 は 高 霞 祌闇霞 神に て、 其 を 分配 給 ふ は 天 之 水分 國之 水分 ニ柱祌 たり、 河 海 は 水 戸神 綿津見 神、 溪流は 溝咋耳 祌溝咋 

比賣 神、 流水 は 生 井 神、 醴泉は 福 井 神、 井水 は 津長井 神、 水 取の 事 は 天 村 雲 命と 各々 掌る 所有れば， 豐受大 神の 所 治 無 

きが 如しと 云へ ども 委 からす、 水の 味 を 調へ 人の 飮 食の 用と 爲し給 ふ 事は此 神の 預る處 なり、 然れば 璺受大 神 は 水神 

ならす、 水の 食用と 爲る所 を 司し 看すな り、 神宮の 古書 共に、 璺受大 神 を 元 氣水德 の 神と 云 ふ 事 所 由無きに 非す、 然 

れ ども 此に 蛇足 を 添て、 或は 御 食 津祌は 水德の 名と し、 或は： 大之 御中 主神 ぞ、 國之常 立神ぞ など 云 ひて 內宮の 御榮を 

篡は むと 爲る祕 計 は 悪むべし、 然れど 下に 引る 水取詞 など は 其の 妥 書中の 赐物 なり、 上に 云 へ る 三井瑞 井の 事 考へ合 

す 可し) 廣瀬大 忌 祭に 就て、 倭 國六御 縣の山 口 坐 神に 白 させ 給ふ詞 に、 皇神乃 敷坐須 山. <  乃、 自ロ 狹久那 多利爾 下賜 

水 乎 甘 水 登 受而、 天下 乃公 民 乃 取 作 禮留奧 都 御 歲乎惡 風 荒 水 爾不相 賜 汝命乃 成 幸 波 M 赐 者と 有りて、 其 說は其 下に 云 

るが 若し、 (川口 雨 坐皇神 等と は、 第二 詞の 下に 云る 若く 羽 山 戶种娶 n 大氣都 比賣神 一生 子 云々、 と 古事記に 見えた る 

此. f、 大氣 都比賣 神は此 神の 分身の 神なる 由 巳に 上に 註り、 神祇 令大忌 祭の 義 解に、 欲レ令 T 山 谷水 變成ニ 甘 水 T 浸 n 

潤 苗 稼， 得 ♦ 其 全稔， 故 有，， 此祭， と 見え (廣 溯社緣 起に、 若 宇 加 乃賣命 伊勢 外宮 分身 也、 是則水 門 神 也、 以-ニ 水 之德- 養- 


寓品之 生-五穀 靈祌 也と 見えたり、 尙此事 は大忌 祭詞の 下に 委しく 合せ 說く 可し) 叉 大同 本 記の 水 取詞に 1 豐受宫 御 

井祌 社、 右 御井 水 者 天孫 降臨 以来 天 村 雲命理 TI 治 于虎珀 之 鉢- 天降 留宅 也、 皇太神 皇孫 之 命" 大降坐 時爾ー K 村 雲 命 乎 御前 

立 天 天降 仕 奉、 于時皇孫之命天村雲命乎召天詔久、食國之水者未熟荒水雨在介利故御祖神之御^^^爾參上此由言天來止、 

詔 卽天村 雲 命 参上 ev 大孫之 御 祖之祌 之 御前 爾皇御 孫 之 申 上 宣事乎 子細 申 上、 時 爾御祖 命祌議 詔久、 雜爾奉 牟政者 行 奉 

下 氐有度 毛 水 取 政道 乎 波 遺 天 天下 甚飢娥 久有介 利 何 祌乎加 奉 下 牟登思 問 爾勇乎 志 天 參登來 度 詔 天 天 忍 石 乃 長 井 乃 水 乎 

取 八 盛天誨 給久、 此水持 下 ョュ 皇太祌 乃 御 饌爾八 盛 獻天遣 水 波 天 忍 "r^ 井 止 術 云 天 食 國乃水 爾灌和 天朝 タ 御撰爾 奉献 禮、 

叉 御 伴 雨天 降 仕 奉 五部 祌三 十二 祌 八十 支 乃 諸人 爾毛斯 水 乎 令 飮止詔 給 天下 奉 支、 卽日 向高 千 穗宮乃 御井 定崇 居焉 奉仕 

矣、 自繭 以降 伹波" 魚 井石 井 鎭移居 奉仕 支、 其 後 從魚井 乃 原還于 止由氣 宮居 止焉、 二 所 皇太祌 乃 朝 大御氣 夕 大御氣 度 八 

盛 移 居 毎日 二 時 供進 矣と 見えた る 如く  (御 鎭座傳 記に、 酒殿祌 云々、 丹 波 國與謝 郡 比 沼 山頂 有レ 井、 其 名號- 一麻 那井マ 

此處居 神 則 竹 野 郡奈具 社神是 也、 故璺 宇賀 能 賣祌靈 石 座 也、 と 有 を も考ふ 可し、 叉 丹後國 風土記に も、 比 沼 山頂 有 

レ井其 名 云，, 麻奈 井； 今旣成 aBE 此井 天女 八 人 降 來浴レ 水 云々 と 有る は、 豐受太 祌に隨 奉る 神 等の 守り 居し 事 を 傑た る 

か) 天 忍 石 井水の 豐受太 神に 附屬 せる 狀を 以て、 上なる 大 忌祭詞 に對考 ふれば、 實に飮 食の 用と 爲るは 全く 此大祌 の 

御靈實 に 添て 天 降 来れるな り、 然れば 皇！： の 地 獨此瑞 穗の美 好き 耳なら す、 井水の 淸澄 にして 然も 甘味 を 含む 事萬國 

に 比す 可き 者 有る 事無し、 (然 れど此 時の 故事の 有け るに 依て、 萬國 共に 皇國の 如く は 非ね ど、 淸水を 用 ふる 事と 爲 

れる 事、 齋庭之 穂の 皇圃に 降りて 萬國 に滋蔓 せる と 同じ 事な り、 豐受太 神の 靈 威萬國 に彌綸 せり、 然れ ども 古傳 無. き 
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國は 知る 事 能 はす 憐む べし) 此迄は 食物の 事の 大 狡なる が穀肉 菜菓は 云も更 な.^、 井水 海鹽に 至まで 悉く 此 神の 恩賴に 

非す と 云 ふ 事無し， 此 より は 衣服の 此大祌 の 御 恩賴に 成れる 所以 を 云 ふべ し、 其 は 神代 紀保食 神 段に、 眉 上 生 云 

云、 叉 口裏 含， S 便 得， 柚， 絲、 自, 此始 有， 一 養蠶之 道， 焉と 有る 此 にて、 祌名祕 書に 引る 機 殿 儀式に、 皇太神 御； rM 高 1K 

原 一之 昔 殖-; 桑 葉 於 天 香 山： 以 T 所 ニ養蠶 一之 御 糸， と 有る と 同事 なれば、 此ーを 以て 其餘を 准へ 知る 可き なり、 平 田 翁 

の玉櫸 にも、 穀木は 桑の 類 木 なれば 更なり、 麻 も 何も 和 衣 荒 衣に 物 爲る料 は 皆 草木の 屬 なれば 皇國の は 更なり、 其 原 

は外國 より 貢 奉れる 木綿な どの 物に も 有れ、 璺受大 神の 分靈祌 等の 御德に 依りて 成れる 事 疑 無し、 其 は 總て神 等皇國 

に は 生 坐 せれ ど、 其 御幸 は 萬 園に 及べば なりと 樣に 云れ たり、 (古史 徵 三に、 「神代 紀に稚 産 靈此祌 頭上 生. -1 蠶與ク 桑 臍 

中生-一 五穀， と 有る 稚産 靈祌 は、 保 食 神の 御祖 なる を、 此 神の 體に種 ，ベ の 物の 生れる と 云る は 御 親子の 間にて 紛 たる 傳 

なる 事 疑 無し」 と 云れ たる は 信に 然 なり、 偖 上の 事 を 神祇 本紀 にも 其 傳を擧 て、 乃 起 絍織之 業者 也と 有り) 尙御鎭 座 

傳記 にも、 調 御倉 神 宇賀 能 美 多 麻祌座 云々、 亦號， 1 大宜都 比 賣祌， 亦 名 保 食 神、 神祇官 社 內座御 膳祌是 也、 亦 神 服 機 殿 

祝祭 三 狐 神 同座 神 也 云々 と 有る を 以て、 衣服の 全 は 豐受大 神の 掌 坐す 御 事 を證る 可き なり、 (丹 後國 風土記に、 天女 

の 衣裳の 事 を 云る は此大 神の 故事なる が、 衣服に 御 靈を幸 給 ふ 事 を 心得 違へ たる 杜撰なる 可し、 然れど 衣服に， S 有る 

1 證には 成れり) 偖 叉 人の 家居 は 木 を 以て 作り 菅 一 にて 葺 くが、 神代に 始 給へ るが 本 製に て、 其木萱 共に 豐受大 神の 分 

靈に賴 て 》 来る 物な り、 其 は 古史 徵ニ  (三十 七 丁) に 云く、 木 祌久. < 能 智神草 祌鹿屋 野 比賣神 共に 豐宇 氣昆賣 神の 分 

卸靈に 坐な り、 (〇 但幸御 魂に 坐な り、 と 云 はれ たれ ど 此は依 難し、 其 幸魂奇 魂の 事 は 第三 詞の 下に 粗 云へ り) 大殿 


祭詞 に、 皇御孫 之 命 乃 天 之 御 翳 日 之 御 翳 止 造 奉仕 禮流瑞 之 御殿、 汝屋船 命爾ー K 津奇 護一 百以氏 言壽鎭 白久、 此乃 敷坐大 

宮 地底 津磐根 乃 極 美 下 津綱根 波府虫 能^ 無久、 高天原 波 青雲 乃 靄 久極美 天 乃血垂 飛鳥 乃禍 無久、 掘 堅 多 留柱析 梁戶牖 

乃 錯動鳴 事 無久、 引 結 幣魯葛 目 能 緩 比 取 葺計魯 草 乃 噪無久 、平 氣久安 氣久奉 護留祌 御名 乎 白 久屋船 久久 遲命、 (是 木靈 

也) 屋船豐 宇 氣姬命 (登、 是稻靈 也 云 ，<o 御名 乎 波 奉稱利 a、 と 有る を 熟思 ふ 可し、 掘 堅 多 留柱桁 梁 戶瞩乃 錯動鳴 事 

無久と 云る は、 木 神久- „< 能智 神の 幸赐ふ 功德に 係り、 引 結 幣魯葛 目 乃 緩 比 取 葺計魯 草 乃 噪無久 と 云る は、 野祌 草野姬 

神の 幸 賜 ふ 功德に 係れり、 (其 餘の文 は屋船 命と 申す 名の 凡て Q 功德に 係れり) 然る を 草 野 姬と云 はすて、 璺 宇氣姬 

命と 云る は 如何と 云 ふに、 此神實 に 稻穀を 生 給へ る 神に 坐 を、 餘草を も 生し 給へ る は、 其 分 御 靈の御 業なる 故に 此は 

其 本 御 靈の名 を 以て 云るな り、 (叉 稻も藍 も 共に 草 なれば 取 銃ても 云つ 可し) 殿 #3 に は、 草 は 木に 亞で止 事 無き 物故 

に、 其 事 を斯く 委曲に 言壽 奉る 事なる に、 草 野 姬神を 祭 給 はぬ 事の 有め や は、 上文に 唯屋船 命と 申せる は 御殿の 御 魂 

を 都て 云る 御名に て (其 は 御殿 は 木と 草に て 造れば なり) 下 文に、 屋船久 々遲命 屋船璺 宇氣姬 命と 云る は、 木 草の 御 

靈を 別て 云る 物な り、 (御 鎭座傳 記に、 屋船 命と 有る 下の 註に、 木靈久 -<< 能 遲命、 稻靈豐 宇 氣姬命 也と 見え、 御鎭座 

チ記 にも 屋船命 草木 靈 とも." 和 久產巢 日 神 子， 豐 宇賀 能 寶命屋 船靈神 也と も 見え、 奥 儀 抄に保 食 神 宅 神と も 見 ゆ、 此等 

の傳 何れも 實 事の 旨に 符 へる 物な り) 此說の 確乎と して 拔 可から ざる を て尙思 ふに、 右の 大殿 祭詞 に、 詞別 白久大 

宮賣命 登 御名 乎 申 事 波、 皇御孫 命 乃 同 殿 能 裏 爾塞坐 S 參入罷 W 人 能 選 比、 所 知 志 神 等 能 伊須 呂許比 阿 禮比坐 乎 言 直 志 

和 志 坐 s、 皇御孫 命 乃 朝 乃 御 膳 夕 乃 御 勝 供き 流 比 鱧、 懸伴緖 襁懸伴 緖乎手 躓 足 躓不令 爲氐、 親王 諸 王諸臣 百官 人 等 乎 
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.已乖 々 不令在 邪意穰 心無 久宮進 米 進宮勤 々 之 米 s、 咎過在 乎 波 見直 志 聞 直 坐 s、 平 良氣久 安良 氣久令 仕 奉 坐爾依 氏、 

大宮寶 命 止 御名 乎 稱辭竟 奉久登 白と 有る は、 屋船 命と 申す に 對て其 御殿 內に 在る 事 を 守護り 坐す 御名に て、 別 神に は 

非す 豐受大 祌を稱 申せる 也、 其 は 結 文に 大宮賣 命 止 御名 乎 稱辭竟 奉と 有る にて 著明 也、 (此事 第三 詞大 宮乃賣 神の 註 

に 委しく 云り) 偖此 御名 どもの 御靈 を、 都て 豐受大 神と 申 奉る が、 上に も 云る 如く 天 照 太 御 神と 須佐 之男大 神と 御 誓 

の 間に. 成 坐る 高 光る 日 御子の 御統 をし も、 天下 知 食す 天皇と 天津日嗣 高 御座の 大御 位に 卽せ給 ひて、 天下 萬國 を經綸 

-. 給 ふ. 御 職と 成せ 給 ふ 御 事 はし も、 豐受大 神の 恩賜の 食物 衣服 住宅の 資用 を、 過不及の 差 ひ 無く 配當給 はむ 料に 平均の 

御 制令 を 敷 行せ 給 ふ 御 政事の 外 無ぎ 正 旨な り、 叉 天下の 兆民 は 其 食物 衣服 住宅に 安居せ む爲 に、 各々 其 職業 を 禀受て 

俯り 理め 固め 成して、 今日 有 所 成 来日 有所不 成の 陚命を 保護ち、 各自の 德を受 賜 はる 可き 箬 なり、 此 古今の 差な く 萬 

園の 別無く 須叟も 離る 可から ざるの 道な り、 此 德を踐 行く を 正と し 常と す、 此爲に 天皇の 御 政 有り 此德に 反する を 邪 

とし 變 とす、 此爲に 朝家の 刑罰 有りて、 天津 日繼の 御上 悉く 豐受大 神の 御 守護に 依る 所な り、 天 照 太 御 祌の此 上 無く 

此大祌 の 崇童給 ふ 御 事 所 由有る 哉、 (修理 固成の 實理 は、 第 六詞の 下に 委しく 云り、 立 返りて 見合す 可し、 人倫の 大 

本 此食衣 宅に 係りて 善惡 正邪の 論 も 亦此に 依て 起る 物な り) 叉 三 柱の 女御 子 を 天降し 給 ひて、 此大 神に 仕 奉らせ 給 ふ 

御 事 も、 此御 子等の 大國 主神に 御婚 坐て、 其大 神の 幽冥 事 知 食す 御上に 就ても 顯幽の 違 こそ 有れ、 天下 人民の 上 を， m 

(給 ふ 御 事業 は 等しければ、 必斯く 有 可き 御 事に て、 是も其 極り を 云へば 悉く 天皇の 御爲 にして、 天下 人民の 爲 なる 事 

云 まく も 更なり、 祌代紀 に、 汝三 神宜降 ii 居 道中， 奉レ 助， 一！ K 孫， 而爲， 一天 孫， 所 祭 也と 有る に 心 を 潜む 可き 物な りかし、 


(J 女神の 中 こ 市 件 象 命と 申す が 御 在る も、 此變 大祌を i らせ給 ふに 依りて なり) I 大 祌の 天降り 坐る 事 

1^ 次 iistif 有て、 IIIJ^U0 

ひナ るが、 セも 云る 如く lis に 著せ 給 ひて 、裏に 丹 波 圃與 謝 i 比 沼 山頂 麻井原に遷 ら せま § 

まで 以上 六 5」i 有りて 鎭坐 しける を (此 は已に上 に、 一 5 督 引きて 悉 しく 記せる が、 祌祇 本源に も、 S 置 

011 11111 0IH  ^^ly^^^ 

らす、 然れど 變太神 Qit 年 を 庚申 歳と. 記せ |どは 正說 にて、 師 Q 弘仁 疆纖に 霞され たる 直に 妙に 契 

合せ.， は、 必 其頃懂 なる IQ 有し 物なる ベし) 偖崇祌 天皇 の 御世に、 iis»l?gsN 

UK 御 誰 人に も 有れ 其 圃人此 sf  、  llfll 

isl 變大 sil 上より 降らせ 給 ひて 御 I らせ給 ひけむ、 111^ 

$11111 上 I へる 如く  ilif し I し、 §$, 

iilsiif0% 其 ii に 人る SIS なれば まに も 足らぬ 事な. 

り、 此 §ま 御雲 S 異なりし 樣今 S て 響か I) 若て 天 照 太 御祌は 5 を經 て垂 仁 天皇の 二士 ハ 年と， 

に、 伊勢 置 十 1st を、 震 太 神篇丹 箭 § 止り 御 在して、 丹 波靈命 SS れ g しい.；；； 

§  ilsnt 其 まに も 引る 變大？ 農，、 天 II 神， 大 長谷大皇 御 

二 四 九 
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比 沼 乃 眞名井 雨 坐 我 御 饌都祌 等 由 氣大祌 乎 我 許 欲 止 誨覺奉 支、 爾時 天皇 驚 悟赐氐 卽從， 一 丹 波國， 令 行幸 S 度 會乃山 田 原 

乃 下石 根 爾宮柱 太 知 立、 . 高天原 爾比凝 高 知 氏 宮定齋 仕奉始 支、 是以御 撰 殿 造 奉 Br 天 照 坐 皇太神 乃 朝 乃 大御饌 タ乃大 

御 饌乎日 別 供奉と 有る、 此 にて 此同御 論 一一 一一 II を 神宮 雜例 集に 引る 大问本 記に は、 吾 高天原 爾在時 素斐嗚 尊- 乃 十 握^ 乎 

索 取 三 段 打 折 豆 所 生 三女 祌乎 宇佐 島 爾降居 道中 奉 助 天孫 而爲 天孫 所 祭 止 詔 之、 須勢 理姬乃 齋奉禮 留祌、 今 丹 波 國與謝 

乃 比 沼 乃 眞名井 坐 er 道主 王子 八 乎 止 女乃齋 奉、 御 饌都祌 止 由 居 乃 祌乎吾 坐 國欲止 誨覺給 支と 見えたり、 . (但此 は 古 

史徵 三の 五十一 丁に 引れ たる 文に 據れ るが、 其說に 曰く、 大同 本 記の 全書 は今傳 はらす、 此は 神宮 雜例 集に 引る を 採 

れる なり、 須世理 姬乃齋 奉 禮留の 九 字 無き 本 も 有れ ど、 今 は 一 本に 依れり、 度會 延經祌 主の 祌名 帳考證 に、 丹 後國余 

佐 郡須代 神社の 下に、 大同 本 記 云、 素 戔鳴尊 所， 生 三女 神、 奉 助 天孫 而爲 天孫 所 祭 止 詔 之 神、 丹 波 國與佐 之 郡 比沼眞 

名 井 坐須勢 理姬と 引る は . 予が 見た る 本と 文の 體少 異なり、 然 れど須 勢理昆 賣命卽 三女 神に 坐す 事の 狀は違 ふこと 

無し、 巳に 上に 云へ る 若く、 須 世理姬 命は幽 より 此の 大神を 齋り御 在る が 故に、 人間に は 知れ 給 は ざり し を、 幽 より 

大御 神の 見 行した る狀を 以て 御 論 言 は 有りけ るな り) 此の 御 遷幸の 事 を 神祇 本源に 引ける 神 記に、 泊瀨 朝倉宮 御宇 天 

皇 一 一十 一 年 丁 巳 十月 朔- 倭姬命 夢敎覺 給久、 皇太祌 吾 如 天 之 小 宮坐爾 天下 仁 志 豆 毛 一 所爾 坐、 不御撰 毛 安 不聞爪 丹 波 

國與佐 之 小 見 比 沼 之 魚 井原 坐、 道主 子 八 乎 止 女 乃 奉齋、 御 饌都神 止 由 氣皇大 神 乎 我 坐 國欲度 誨覺給 支、 于時大 若 子 命 

乎 差 使 5. 一 朝廷 爾御夢 之 狀乎令 言 給 支、 卽 天 皇祥御 夢 則 天皇 今日 相 夢矣、 (此傳 に 依る 時 は倭姬 命の 御 夢に、 先 其 御 諭 

一 百 有て 朝廷に 奏上 給 ひける を、 天皇 も 云- <<  の 御 夢の 事 有て 當日夢 合せ 爲給 へるな り、 上に 引る 儀式 帳の 文此 なり、 御 


紀 には此 事共 を 記し 漏され たりけ る を、 甚 愛き 賜物な り從ふ 可し、 雜事 記に、 景行 天皇 卽位廿 八 年 戊戌 九月 十三 日、 

差 JT 使 五百野 皇女， 奉， 令，， 戴 祭 伊勢 天 照 坐皇太 神官， 也、 齋內 親王 供奉 之始 也と 有れば、 齋 王は此 時に 交代ら せ 給 ふが 

如く なれ ども、 倭姬命 は尙此 御世まで 御 在して 皇太御 神 は 仕 奉 給 ひしな りけ り) 天皇 勅， 一大 若 子 一 使， 一 罷往， si 奉，, 布理， 

宣支、 今 歲物部 八十 氏 之 人 等 率- 1 手 置 帆 食 彦狹知 二 神之裔 T 以 -1 齋斧齋 組 等- 始 採- 1 山材 立寳 殿- P ュ、 (雜事 記に も、 

雄 略 天皇 卽位廿 一年 了 巳、 天 照 坐 伊勢 太 神宮 乃 御 託宣 儸、 我 食 津祌波 坐 n 丹 波國與 謝郡眞 井原 f 須早 奉， 迎，， 彼 神， 可 

レ奉， 令.， 調 TT 備我 朝夕 御饌 物-也、 託宣 賜 旣了仍 從，： 眞 井原， 奉， 迎 天 伊勢 國度會 郡 沼 木 鄕山田 原 宮仁奉 鎭給倍 利、 今 號，， 

豐受 大神宮， 是 也と 見 ゆ、 然 れば此 天皇 二十 一年の 御 託宣の 事 は、 縱ひ御 紀には 記されす 共正說 なり) 明年 戊 午 秋 七 

月 七日、 以 M 大佐々 命， 從 n 丹 波國余 佐郡眞 井原， 之え 奉迎、 止 由 氣皇太 神 度 遇 之 山 田 原 乃 下 都 磐 根大宮 柱廣敷 立、 天 高 

天 原 仁 木 高知理 豆鎭理 定理 座 止 稱辭竟 奉 支と 有り、 (此れまでの 文 御 鎮座 本 記に 大較 同じ、 伹 此の 一 段 は、 大佐々 命 

の 丹 波國に 赴かれし 時、 其の 布理 奉らる \ 由 を 奏されし 詞 なり) 御 鎮座 本 記に も 此文を 記されて 其の 續 きに、 明年 戊 

午 云々、 以，， 大佐 々命， 奉，， 布理 f 留共從 神 中 臣祖大 御 食 津臣命 小 和 志 理命事 代 命 佐 部 ま 命 御倉 命 屋和古 命 野 古 命 乙 乃 

古 命 河 上 命 建 御倉 命 興 玉 命.' 各 前後左右 爾 相副從 奉仕 (延佳 神主の 頭書に、 大佐々 命 者 彥和志 理命之 二 男 也、 大 御倉 

津臣命 者- 大兒屋 命 四 世 孫 宇佐 都 臣命之 子 也、 小 和 志 理命者 天 牟羅雲 命 之 裔爾佐 布 命 之 一 一男 也、 事 代 命 者 雨 佐 布 命 之 三 

男 也、 佐 部 支 命 者 阿波 羅波命 之 一男 也、 御倉 命 者彥和 志理命 三男 也、 屋和古 命系圖 未， 考、 野 古 命 者 阿波 羅波命 之 三 

男 也、 乙 乃 古 命 者 阿波 羅波命 之 四 男 也、 河 上 命 系圖未 レ考、 建 御倉 命 者 中臣祖 也、 興 玉 命 者 宇；！ W 土 公祖祌 也、 大田命 
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同 祌歟と 有り、 偖 大御食 津臣命 は遙に 上代の 人 なれば、 此 事に 預る事 疑し きに 似 たれ ど然ら す、 大御 食津臣 命と 名に 

食 坐る を 思へば 長生して ぞ此大 神に 仕 奉り 居られし ならむ、 叉 興 玉 命 は大田 命なる に此 度に 仕 奉られし を 思 ふに、 一 一 

人 共に 巳く 幽 K に 入れり し 人 なれ ども、 止 事 無き 由 有て 現 形 爲られ しも 知る 可から す) 大佐々 命 小 和 志理命 奉， 戴， 一正 

體？ 興 玉 命 道主 貴奉レ 戴-一 相 殿 神 T 相 殿 祌は皇 御 孫 命 一 柱に 坐り、 興 玉 命の 戴 奉られし は、 御 天降の 度に 猿田彥 神の 奉 

導し 由に 依る か) 駔仙蹕 比 錦 蓋 覆 日 綱曳、 天 御 翁 日 御 »屛 奉行 幸、 爾時若 雷神 天 之 八重雲 乎 四方 爾薄 靡： 大爲御 垣 天、 

從 -1 但 波國吉 佐宮, 遷 TT 幸 倭 國宇太 乃宮， 御 一 宿 坐、 (余 佐宮 より 倭國宇 太乃宮 まで 行程 凡 五日 路 計り も 有ぬ 可し、 古事 

記 玉垣 宮 段に、 圓 野比賫 命の 京より 丹 波 國に還 給 ふ 順路の 山 代 國相樂 より 弟 國に到 坐る を 以て 案 ふに- 上古よりの 往 

還なる ベ し、 此を 以て 推す に、 丹後國 より 丹 波 國氷上 郡 多紀郡 桑田 郡を經 山城 國乙訓 郡 宇： m 郡相樂 郡より 大和 國に遷 

り、 添 上山邊 城 上の 一一 一郡 を 過り て 宇 太乃宮 に. は 行幸し なるべし、 丹 波 國氷上 郡 伊都 伎 神社 式に 見え、 同 國多紀 郡 櫛 石 

宽祌社 二 座と 有る 社 偉に、 伊勢 大祌 の此 より 移し \ 由 を 嫁へ、 後に 今 京に 成ても 齋 主の 嵯峨 野に 齋爲給 ひ、 叉 其 群 行 

も 其 豐受大 神の 御 遷幸の 跡 を 遠へ す物爲 させ 給 ふな ど を 思 ふべ し、 尙 能く 正さ まく 欲き 業な りかし、 但此字 太乃宮 

は、 前に 皇太 御祌の 座りし 宇 太 乃 阿貴 宮 なる 可し) fl. 、伊賀 國穴穗 宮御ニ 宿 坐、 于時 朝夕 御 撰 箕造竹 原 幷箕藤 黒 葛 生 所 

三百 六十 町、 亦 年魚 取 淵 梁 作 瀬 一 處、 亦 御 栗 栖三町 國造等 貢 進、 仍ニ所 皇太神 之 朝 大御氣 夕 大御氣 之 料 所 爾定給 支、 

(儀式 帳に、 皇太御 神の 伊賀 穴 穗宮に 坐し 由 見え たれば 此 と同宮 なりけ り、 偖此 三百 六十 町は祌 田に は 有る 可から 

す， 此趣を 以て 見れば ー數 原野 山^ どなりけ らし- 太 神宮 式に、 祌田 伊賀 國 伊賀 郡 二 町、 封戶 伊賀 國ー 一十 戸と 有 耳な り) 


次 伊勢 國鈴鹿 神戶御 I 宿 (皇太 御 神の 行幸り し 鈴 鹿 小山 宮 なる 可し) 次山邊 行宮 御 一 宿 (入 r 號.， le 志 郡 新 家 村， 是 也- 

〇 萬 葉 集 一 卷に， 和 銅 五 年 壬 子 夏 四月、 遣， 一長 田王于 伊勢 齋宮， 時山邊 御井 作歌、 山邊 乃.， 御井 乎 見 我 氏 利 神風 乃 伊勢 

處女等 相 見 鶴 鴨と 有る 山邊 御井 は、 必此 なる 可し、 御井の 名高 在し も 豐受大 神に 由， 有り) 次遷 TT 幸 渡 相 沼 木 平 尾 f 興，, 

于 行宮， 天 三 箇月 坐焉、 號今處 天 名， 1 離宮， 也、 夜々 天人 降臨 而 供，, 神樂？ 今世號 -ー璺 明， 其緣 也、 來目命 裔屯倉 男女 小男 

童祌 宴焉、 (離宮 は延佳 神主の 書 入に、 今號ー 一高 河原， 社 祭祀 之と 有り、 夜 々天人 降臨 而 供，： 祌樂 一と 有る は、 人世に 奇 

怪 なる 事の 有るべく も 非す と 思 ふ は 未し、 凡て 大御 神宮 度會宮 ともに、 御 遷幸の 時は幽 より 神 等の 現 形 給 ひて. 顯に 

足 はぬ 事共 を 功し み 給 ひ、 且は顯 に 知られぬ 神 祭 共 を 行 ひ 給へば 必如此 有る 可き 物に こそ 思ひ定 たれ) 戊 午 九月 望、 

從 V 離宮.， 遷？ T 幸 山 田 原 之新宮 f 奉鎭 御船 代 御. 極 代之內 (樋 代 則； 大少宮 之 日 座 儀 也、 故 謂，，  一 K 御蔭 日 御蔭 隱座， 祝言 緣也、 

船 代 則 謂，， 天 材木屋 船 之靈？ 故瑞舍 名號， 一. 屋船， 緣也、 天 御 翳 日 御 翳隱坐 古語 也、 〇 樋 代 は 日宮の 由， 船 代 は 御 舍の由 

なり) 以，， 天衣， 奉レ 飾， 之 如， 一日 少宮之 儀， 也 (日 少宮 は、 古始太 元考に 註る 如く： 大極 紫微宮 なる が、 其 は璺受 大御祌 Q 

常宮と 寂然に 靜り 在す 祌域 日宮は H< 津國 にて、 豐受大 御 祌の字 宙に御 恩 賴を幸 給 ふ 本 {S なれば、 此な る大宮 も 其 を 摸 

擬 せりと なり) 依 fK 照 太祌御 託宣 (御 鎮座 本緣に ■ 于 時說， 一 御子 白髮內 親王 一宣 給是 也、 と 十四 字の 細 註 有り) 太 神 第 

ー攝祌 多賀宮 (伊 弊 諾尊洗 n 右 眼， 因以生 名號， 一伊 吹戶 主神； 卽大祌 分身 坐 故 亦 名 曰 M 大祌和 魂， 也) 奉， 傍，， 止 由 氣宮， 

也 (此 Q 事多賀 宮の條 下に 委しく 云 ふ 可し、 且 上に も此に 就て 云へ る 事 有り 考へ 合す 可し) 亦 H< 照 太 神 御 託宣 相 殿 坐 

神 二 前、 止 由 氣宮相 殿 神 皇孫 命爾奉 陪從留 • 故號， 1 止 由 氣宮相 殿， 而 東西 座 (東 fK 皇孫 命 一 座、 西 天 兒 屋根 命靈 形！^ 天 
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津賢木 執 副 坐 • 太 玉 命 靈形瑞 曲玉 坐、 但東御 靈常西 相 殿 1 組 座 給 也、 〇 笏は 天石戶 段の 筋 拍子の 御な り、 天津 賢 木 は 天 

津神 籤なる 司し 瑞 曲玉 は 彼 八 尺 凄な り) 自レ < 小 以往 以，， 一 K 手刀 男 神 萬幡豐 秋津姬 命， H 八 照 皇太神 乃 爲，， 相 殿 神， 坐 (元是 

號-ー 御 戶明神 一也、 〇 此の 事 上に 委しく 云へ りき) と 見えたり、 倦 御 靈實の 事 は 上に も 云へ る 如く 眞經津 鏡に 御 在り、 

御 鎮座 本 記に、 御 形 靈鏡坐 在 昔 天 鏡 神 鑄 造 三面 眞經 津鏡是 也、 と 有る にて 炳 然し >  天 鏡 神 は 同書に、 鏡作祌 名號， 一天 

鏡 神 f と 見え たれば 決く 石凝姥 命の 作な り、 然も 有らば 古語 拾 遣に、 初 度所禱 少不， 合レ 意と 有る は必ニ 面に て、 其 

1 は 紀伊國 日前大 神に 坐し、 其 一 は此 豐受大 神の 御に 坐して、 其に 次 度 所 禱其狀 美麗と 有る は、 天 照 太 御 神の 御に 計 

合れば 都て 三面に て、 大倭本 記に、 天皇 之 始天條 來之時 共 副 護齋鏡 三面と 有る 數に合 ひ、 天 德御記 及 其餘の 古書に、 

內侍 所なる 御圖 象の 御 を 三 所と 記せる にも 叶 ひて 滞る 所 無し、 倭 姬命世 記に、 豐受大 神 元 丹 波 國與謝 郡 比 沼 山頂 麻奈 

井原 坐、 御 饌都神 御靈形 眞經津 鏡坐圓 1^ 也、 神代 三面 內也、 と 有る ぞ證據 なる、 (然るに 神宮の 書 共に は、 此 三面と 

云 ふに 就て 强て據 も 無き 名 共 を 儲けて 三面の 數に充 たる は甚忌 はしき 言な り • 然れ ども 一穴より 偉る 所 は 三面なる 由に 

云 る は然 すがに 美た く、 且豐 受大祌 の 御 を 眞經津 鏡と 記せるな ど は 極めて 古 偉に して. 神代 紀 すら 八 鏡と 眞經津 鏡 

ヤ タ づ -, i  マフ チ 

と を？^ らして 分明なら ぬ を、 訂正 可き 眞文 にて 甚美 たし- 且八咫 鏡 は 八 頭 鏡 眞經津 鏡 は圓緣 鏡と 云 ふ 事に て、 其 形容 

に 就て 號 たる 物な り、 心 を 平にして 考ふ 可し) 若て 皇孫 IK 津日高 日子 番能遢 々件 命 も、 元より 豐受大 祌の相 殿に 御 在 

りしな り、 上に 引る 御 鎭座本 記に、 舆玉命 道主 貴 奉， 戴，， 相 殿祌， と 見え • 叉 天 照 太 神 御 託宣 相 殿 坐- 神 二 前 止 由氣宫 

神 皇孫 命 爾泰陪 從留と 有に て 知れたり. 然 らば 何時より 然 ならむ と考 ふるに、 巳に 註る 若く 天 照 太 御 神より 齋庭 


之穗を 賜りて 天津 日 繼の御 業 を 始て定 給 へれば、 豐受大 神の 御 德は此 皇御孫 命に 彰れ させ 給へば、 殊に 御 因み 厚く 御 

在る 事 云 まく も更な れ ば， 然る 幽契に 依りて 始て彥 火々 ffi 見 命 の 御代より ぞ豐 受大祌 の 相 殿 神と は 成 奉り 給 つらむ、 

叉 皇御孫 命の 荒 魂 も 御 在り、 御 鎮座 本 緣に、 皇孫 天津 彥々 火瓊々 梓 尊 御 靈形金 鏡 坐 也、 二 面之內 一面 是也、 今一 面是 

皇孫 荒 魂 御 靈形也 ■ (御 鎭座次 第 記に も、 相 殿 三 座 左 一 座 皇御孫 尊 御璽 形 金 鏡 坐、 大西小 東以， 西 爲レ上 同 御船 代內座 

是 祌代靈 異物 也、 以 ，，一 一面， 爲，： 一座， 是 神代 靈 異物 也、 道主 貴 奉 齋神是 也、 大物 忌內人 奉仕 其緣 也と 有り、 二 面爲， 二 

座， は、 神 名 式に も 度 會宮四 座 相 殿 坐 神 三 座と 有て、 皇御孫 命と 荒 魂と を 一 座と し、 天 兒屋命 天 太 玉 命 を 二 座と して 合 

せて 三 座 なれば 朝廷より は 1 座と 爲て 祭らせ 給へ る 也、 祌宮； ま 傳 問答に 瓊々 杵尊荒 魂 を 天 上玉 件 尊と 申て、 同 御船 代 

に 一 座に して 御 神 體の御 形 は ニ體御 在す、 此を 五神 四 座の； t 事と 云 ふ 有 5^、 道主 貴 奉 齋神是 也と 有る は、 豐受大 神と 

共に 丹 波 道主 貴 命の 祭祀り 御 在りと なり、 延佳祌 主 Q 說に、 今 世遷， 之 時 大物 忌 父 寧， 戴 二 東 相 殿 正體， 之 由 敷と 云る は 

然る 貢な り、 其 は 道主 王の 子 八 乎 止 女 は、 此大宮 に 仕 奉る 大物 忌の 始 たれば 也) 叉 天 兒屋命 天 太 玉 命の 此相 殿に 坐す 

事 は 上に 條々 云る 如く， 天 照 太御祌 Q 御 託宣に 依て 皇御孫 命に 奉 傍し め 給へ る 物な り、 其 は 御 一 K 降の 時に 此ニ 神に 詔 

言 給へ る 太 御祌の 御 首 を、 古事記に 思 金 神 者 取 n 持 前 事 ー爲， 政と 見え、 祌代紀 に 天 兒屋命 太 玉 命 惟 爾ニ祌 亦 同 侍，, 殿 

內ー爲 二 防護と 見えた る 如く、 此ニ神 は 幽には 太 御 神に 仕 奉り、 顧に は 皇御孫 命に 仕 奉る 事 天上の 儀の 如く 物爲 可き 御 

定な るが 故に、 天よ り 降 坐し 時 も 御 靈實と 現 御身と ニ軀づ \ にて 天降 給 へ ば、 皇太御 神 の 御 方 にも 親 眤く皇 御 孫 命 に 

も 親 眤く御 在 る を 以て、 皇御孫 命 の祌 上り 坐る 後 は ニ祌も 天 に 神 上り 坐て、 現 御身に て 御 在し 坐し 間の 復命 を 聞 え 上 
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給へ りし 故に、 其 御 靈實耳 皇太御 神に 副 從ひ奉 給し を、 今般 は 皇太御 神： の 御託 一一 一一 II に 依て 皇御孫 命の 御 方に 御靈實 にて 

移り 奉仕り 給へ る 物な り、 (猪 思 金 神 は- 大兒屋 命の 御 事なる が、 古事記に は 太 玉 命を脫 されたり. 古語 拾遺に は、 宜 

太 玉 命 率-一 諸 部祌, 供 TT 奉職  >如』 八 上 儀， と 有て、 天兒屋 命を脫 せり、 此彼 校合せ て 知る 可き なり) 偖 天兒屋 命の 御靈形 

を 御 鎮座 本 記に、 笏 天津 賢 木 執 副 坐と 見え 御 鎭座傳 記に は、 御 靈形笏 坐 是卽天 磐 戶開之 時 天 兒屋命 W 詞啓 之笏也 見 

えたり、 但師說 に笏は 拍子の I ^にて" 御 鎮座 本 記に 木々 合々 而備 安樂 之聲と 見えた る、 此神物 を御靈 形ど は爲 給べ る 

物な り、. (御 鎮座 次第 記に も 此事を 記して、 天兒 屋命靈 形！^ 坐 牙 像 也、 珠玉 一隻 賢 木 二 枝 坐、 天 石 戶開之 時 天 兒屋命 

捧持 祝詞 敬拜鎭 祭！^ 賢本是 也と 有る 缀坐牙 像 は、 1^ の 化石と 成た るが 牙の 如く 堅固な りとの 儀なる 可し』 珠玉 一隻 j 

次なる 太 玉 命の 璽より 混れ たる 可し、 倭 姬命世 記に、 ^坐と 有る が 正 說と通 ゆれば 決く 錯亂 なり.' 叉 賢 木 は齋鎭 奉ら 

し. - 時に 刺 立し 天津 祌羅 なるべし、 延佳 神主の 說に， 按天 岩戸 開 之 時 ^<兒 屋命捧 JT 持笏賢 木-之 由祌代 久遠 也， 非-金 

石 一 何 存矣、 但天石戶以下ニ十ニ字後人加^^^歟と云り、 然れ ども 皇天の 祌物、 縱ひ 金石に 非す とて 終 古に 朽廢る 可き 

ならね ども、. 此は IK 石戶 開の 度のに は 非る 可し) 叉 太 玉 命 Q 御霊 形 は、 御 鏡 座 本 記に， 瑞 曲玉 坐と 見え、 倭 姬命世 記 

には寶 玉座と 見えた るに て 炳焉し (然る を本緣 また 偉 記な どに、 御 靈形八 坂瓊之 曲. 玉 奉， 藏， 一圓 宫 一也， 是卽天 石戶開 

之 時 天 太 玉 命 奉レ懸 n 眞賢木 枝 一之 玉 也と 有る は 疑 はし， 眞賢木 枝に 懸 奉りし は" 皇御孫 命の 大御 許に 齋れ御 在 坐す 一穴 

津璽なる^^、此に混らし傳たる物なり- 然れ ども 天兒屋 命の 御に 准へ て 思 ふに. 此も彼 時に ffi 來 りし 物 也け り) 

別 宮多賀 宮御事 は 神 名 式に、. 高宮 (大、 月次 新嘗) と 見え， 伊勢 太 神宮 式に も、 多賀宮 1 座 (豐 受大 神- 荒 魂 去-: 神 


la, 南 六十 丈) と 有て、 璺受大 神の 荒 魂と 御 在す 事相 違 無き 誇 文なる に、 上に 引る 御 鎭座木 記に、 皇太神 第一 攝神多 

賀宮奉 傍 止 由氣宮 也と 见 えて、 其 多 賀宮は 師說の 若く 皇太祌 の 和 魂なる に、 豐受大 神の 荒 魂と 云 ふ 事少か 心行ぬ 様な 

れど、 其 は 祌幽の 祕蕴に 得索隱 ぬ危說 なり， 實には 皇太御 神の 和 魂宮に 豐受大 神の 荒 魂 を 令 坐 奉 給 ひて ノ御カ を戮せ 

給 ひ 御 心 を 一 び 給 ふ 御 事に て、 畳 受大神 は 世間の 食物 著 服 住宅 を 守護 給 ふ 甚も止 事無く 貴き 大御德 を 有た せ 給へば、 

其 御 荒び 共 Q 有む に は顯見 蒼生の 苦 瀬に 惱 めら む 事 も 有む と 思慮 給 ひて、 天 下 千萬國 人の 爲に 辱く も 太 御 神の 和 魂 を 

傍 奉り 給 ひて 其 御 心 を 執 申させ 給 ふ 御 事な り、 (尙第 I 卷 なる 第三 詞 〇 下に 委しく 云る を 見合す 可し、 荒 魂と 和 魂と 

力 を 合せ 給 ふ 例 は大倭 神社 註進狀 に、 大巳貴 命 荒 魂 與-ー 和 魂ー經 TI 營 IK 下 之 地， と 有る 此 なり、 其 他に も伦 神と 力 を 合す 

る事祌 典に 許 多 なれば 今 云 はす) 神宮の 古書 共に、 天 照 太 御 神と 豐受大 神と 豫結ニ 幽契， と 有る は此 事な り、 第三 詞第 

六詞 Q 下に 云る 如く、 荒 魂 は 物 を 成す の 御靈、 和 魂 は 事を務 るの 御靈 なる が 故に 此ニ靈 に 合 ひて 修理 固成の 妙 用活機 

大に遂 る 事 を 得て 益々 其德を 施し、 有 所 成より 有 所 不成を 補 緩し、 皇祖 天神の 賦命を 全く 備る世 問の 常道 なれば， 垦 

太 御 神 も 深く 其 事 を 所思し 坐て、 豐受大 祌の荒 魂に 己 命の 和 魂 を 傍 奉 給 ひて， 其 御靈を 留め 鎮め 給 ひ、 其 k 德を彌 々貴 

く 在し め 給 はむ との 祌量 にて、 其 歸る處 は 天皇 〕 御 爲顯見 蒼生の 爲 に物爲 させ 給 ふ 御 事に て、 辱し とも 尊し とも 云 ひ 

知らぬ 御 事な りかし， 但 如是く 皇. 太 御 神の 和 魂 を 傍 奉 給へば、 皇太御 神 Q 御 方に は 荒 魂の み 御 在む かと 云 ふに 然ら 

す • 多賀宮 に齋れ 給へ る 和 魂 を こそ 傍 奉 給 へれ、 全 體の和 魂 は 荒 魂と 共に 皇太御 神の 御 許に 在して 各々 其 御德を 施し 

御 在す 事 云 まく も 更なり、 (然れ ば 天下 蒼生の 朝タに 御蔭 蒙る 豐受大 神の 御靈 も， 云 ひ 以て 行けば 事 〇 極は皇 太御祌 
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の大御 心に て、 其 御 守護に 就ても 御 力 を 傍 させ 給 ふ 事に て、 此を 物に 譬 るに 草木の 應に 生む と爲 るに 日光 を資 ざれば 

生 W ざるが 如く、 又 生育 爲 ざるが 如きな り、 此理を 以て も 天 照 太祌、 豐受大 神と 幽契 を 結 給 ひて 天下に 其 御德を 布施 

し 給 ふ 御 事 を 恐 けれど 思 測り 奉る 可し) 是を 以て 一 K 照 皇太御 祌の和 魂 は幽に 立ち 給 ひ、 顯には 豐受大 神の 荒 魂に て齋 

れ御 在す 御 事と 定り 給へ り • 故 太 神宮 式に 多 賀宮ー 座 豐受大 神 荒 魂と 記され、 倭 姬命世 記に も 多賀宫 一 座 豐受荒 魂 也 

と 記せる 如く、 其 御祭 典 は 1 注に て 享給ふ 事 上に 云る 如き 所謂に 依れば なり、 (豐 受大 神の 相 殿に 坐す 皇御孫 命もノ 

荒 魂と 拉び御 在れ ど 其 御祭 典 は 一 柱に て 預給ふ 事 上に 云る が 若し" 然れ ば予が 常に も 云 ふ 事なる が • 式內の 神社に 何 

座と 有る は官 より 祭祀ら せ 給 ふ座數 にて、 實には 帳の 如くなる も 有るべく 叉 帳 外に 幾 座 も 併せ 祭る も 有る 可ければ 社 

tt 等に 依て 知る 可き 察 也、 然れ ども 其 社 偉と 云 ふ 物 多く は 後人の 僞說 多ければ 叉漫 りに は 依 難き 物な り) 偖豐 受大祌 

に 傍 奉 給 ひて 其 荒 魂に 幽契 を 結 給 ひ、 御 力 を 合せ 給へ る 天 照 皇太御 祌の和 魂 はし も、 御名 を 祌直日 神と も大 直日祌 とも 

申せり  >  其 は 倭 姬命世 記に、 多賀宮 一座 豐受荒 魂 也と 有る 下に 脫文 有て" 其. fT、Q 文に 太 御 祌の和 魂の 御 事 を， 伊 #那 

伎 神 所 生祌名 伊吹 戶主， 亦 名 曰- 1 神 直 日祌大 直日祌 1 是 也と 有る、 此正說 なり、 (但多 賀宮ー ま 一畳 受荒魂 也、 と 有る 下 

に脫文 有る 可し と 云る は、 伊 # 那伎祌 所 云々 は、 皇孫 祌の和 魂の 御名 を 記し 彰 せる なれば なり， 何にも 爲ょ璺 受荒魂 

也 迄 は 1 段の 文 なれば、 其 下に 抱ざる なり、 記 傳及大 被 詞後釋 にも 此文を 引て. 是を璺 受荒魂 也と 云る は 心得す と 云 

れ たれ ど 1 此條理 を 解 分られ ざり しが 故な り • 叉 古史 徵 にも 此事を 疑 ひて、 豐ー {ス 荒 魂 也と 有る は，. 決めて 皇太神 和 魂 

也と 有し を書改 たる 物な り」 と 云れ たれ ど 上 件の 子細 を 熟く 心得ざる 故の 僻說 なり) 猪 此多賀 宮の御 鎮座 は、 豐受大 


祌 より 先立て 垂仁 IK 皇の 御世に 皇太祌 の 五十鈴 宮に鎭 り 座る 度な り、 倭 姬命世 記に、 天 照太祌 1 処荒魂 和 魂宮止 奉鎮也 

と 見えた るが 如し、 然れば 多 賀宮の 御 事 を 荒 祭 宮に對 へて 和 魂 宮と稱 せりし を、 維 略 天皇の 御世に 豐受大 神の 度會ゥ a 

に鎭り 坐る 時に、 豐受大 神の 荒 魂 を 皇太祌 の 御託 言に 依て 多賀宮 に齋鎭 奉らし & かば. 或は 皇太 神に 係て 和 魂 宮と稱 

ひ、 豐受 大祌に 係て 豐受荒 魂 宮と云 ひけむ を、 朝廷に は 豐受大 神の 荒 魂と 云 ふ 說耳傳 はり、 祌廷に はー兀 因に 依て 皇太 

祌 〇 和 魂 宮と傳 りし 物な り、 寶 基本 記に、 荒 祭 宮高宮 者 所謂 荒 魂宮和 魂宮是 也、 と 有る を 以て 常 昔の 狀を思 ふべ し. 

(然れ ば こそ 神宮の 古書に も、 豐受荒 魂 也と は 記しながら、 伊 # 那岐祌 所 生 神 名 吹 戸主、 亦 名 曰-神 直 日 神- 是 也と は 

傳 はりた るな り けれ) 

大前 S 白久、 太 御； 1. を 除て は 諸 祝詞 ども 皆 唯に、 前 白久と 云へ る を * 此に大 前と しも 申させ 給 ふ 事 は、 殊に 深く 崇 

K 奉 給へ る 物な り、 (於 保 麻 |£ と訓む 可し、 字 を 太に 作りて 布 登 麻幣と 調る は 今 本の 誤な り、 古事記 朝 倉宮段 歌に、 

多禮曾 意富 麻幣麻 袁須と 見え. 遠 飛鳥 宮段 人名に >  大 前に 前 宿 画と 有るな ど を 思 合す 可し) 古語 拾遺に、 天 照 太祌者 

惟 祖惟宗 尊 無し 一因 自餘諸 神 者 乃 子 乃 臣誰能 敢抗と 見えた る 如く 天 照す 日 太 御 祌に大 座 坐せば、 天地の 間に 二 無く 尊 

く 畏く御 在りとの 義 なれば. 其 御 禮典も 御 崇敬 も 自餘の 諸 神に は复に 超越 させ 給 御 事なる が 故に 古事記 中卷日 代宮段 

に は 倭 建命參 TT 入 伊勢 太 御 神宮 一 拜ュ祌 朝廷 一と さ へ 記された る を や (倭 姬命骨 記に も， 天 照皇太 神宮 者 -大 神 地祇 之最貴 

者 也、 我 國家祌 物 靈蹤今 皆觸， 事 有， 效不レ 可， 謂， 虚焉 * と 記せる も 拾遺の 旨に 同じ) 建 曆御紀 に. 凡 禁中 作法 先 神事 

後伦 事- 1 暮敬祌 之歡盧 無-懈怠， 白地 以 n. 祌宮幷 內侍所 方， 不， 爲-: 御迹？ 萬 物 隨-： W 來， 必先 被， 奉レ 之と 有る 御 旨 を 競 奉 
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りて、 伊勢 兩宮及 內侍所 御 神の 殊に 御 親しく 坐し、 且御 尊の 比 き 御 事 を 知る 可し. (伯 家 部類に 例 幣齋籠 中 遙拜之 

事と 有る 條に、 伊勢 兩宮內 侍所兩 神祇官 八 祌殿已 上と 有り、 其 外 少しの 違例 も 有れ ども、 主上の 御拜の 趣大較 如此き 

古例な り) 職原鈔 にも 祌祇官 を 第 一 に舉 る. 故實を 記されて，' 以ニ 當官， 置：； 諸官 上， 是神阈 之 風儀 重， 一 天神地祇， 故 也と 

も、 祭 官之職 者 上古 之 重任 也、 叉 祌國之 故 以-ー 常官， 置， 1 太 政官之 上， 乎と 有り、 天神地祇 を 重みし 奉 給 ふ 事 天 照 太 御 神 

に始 る、 故に 日本 後紀 第一 卷延曆 十一 年 十一 月 Q 下に、 神祇 伯 者 是天照 太 祌祌主 也と 見え， 十五 卷弘仁 十二 年 八月 Q 

下に、 伊勢 太 神宮 云々、 此太神 者- rK 下 貴社. • と 有るな ど を 参考して 其 大凡 を 知る 可き 者な り、 (但し 此に 引く 日本 後 

紀ニ 箇條は 通例の 本と は 異なり、 天 野 信 景が鹽 尻に、 日本 後 紀乙酉 七月、 讀 A 之 乃 略 抄吉見 氏 家藏書 二十 卷是 雖レ 似，， 

全 本- 猶有 n 闕 文- と 有る を 再 引た る 也) 叉豐受 大祌は 天上に して は 天 照 皇太御 神の 御 饌都祌 と 御 在して、 天 津駕戶 に 常 

在 に 鎮 坐し 乍 其 靈實を 皇太御 神 の 御靈實 に 副て 天降 給 ひ て 御 幽契 に 違 はせ 給 はす、 內宮 外宮と 相 對ひ鎭 座 坐て， 天下 

國の 八十 國 島の 八十 島に 在と し 有 ゆる 生と して 生る 動物に 衣食住の 恩賜 を 幸 給 ふ 事 巳に 上に 說る 如く なれば、 生 民の 

大本 續 命の 根基と して 一 日 片時の 間 も 御蔭に 漏 奉る 事 能 ふま じき 大御德 に 坐せば、 伊勢 兩宮と 相 竝び給 ひて 甚も 尊く 

坐て. 其. 御 禮典も 亦 自餘の 神と は拉 ばせ 給 はぬ 御 事な り、 倭 姬命世 記に >  a 受大 神の 度會 宮に鎭 坐る 後に.， 皇太神 重 

託宣 久吾祭 奉仕 之 時 先 可， 奉レ 祭， 一止 由 氣大祌 宫， 也" 然 後我宮 祭事 可， 勤 仕， 也、 故 則 諸 祭事 以 n 此宮， 爲レ先 也、 と 有る 

に 心 を 潜て 熟思 ふ 可く こ そ , (斯 在れば 兩宮 に 於て 異り有 まじき 御 事な る を、 內外宮 の 神人 等 相 共 に 片方 を ば 貶しめ 

奉らむ と 構て、 內宮 方より は 豐受大 神 を膀部 神の 如く 貶しめ 奉る は 如何に ぞゃ • 掛卷 も甚も 恐き 皇御孫 命の 御 尊 さの 


限 無き すら、 豐受大 神 Q 相 殿と 爲給 ひて 御 在る に 非す や、 尤豐受 大神宮 儀式 帳に 豐受大 神の 鎭 坐る 下に、 是以 御饌殿 

造 奉 er" 大照坐 皇太神 乃 朝 乃 大御饌 夕 乃 大御饌 乎 日 別 供奉と 見え、 皇太 神宮 儀式 帳に も、 供 7? 奉 朝大御 饌夕大 御饌， 行 

事 用 物事と 有る 條に、 止 由 氣大祌 の 入 坐て 御饌 料理 給 ふ 由 記せれ ど、 其 は 太 御 神と 豐受大 神との 御上に 在る 事に て、 

此兩宮 の 尊卑に 係 はる 事なら す、 然れ ば內宮 方の 神人の 說も信 ひ 難し、 叉 外宮 方より は、 豐受大 神 を 御饌都 神と 申す 

は、 御 食物 を 主宰め す 神と 申す 事なる を、 其に て は飽す 思えて 元 氣水德 神な りと して 天 之 御中 主神よ 國之常 立 神よ と 

云 ひ 闇まして、 太 御 神宮の 上に 强て 巧め るな ど、 此も彼 も 伊勢 兩宫は 朝廷より 殊に 尊崇 奉 給 ひ、 天下 蒼生の 仰ぎ 依る 

所なる を 忘れて、 恐く も 祌を站 物と して 多く 利 を 射む と 爲る姦 ましき 禍 心より 起れ る 私心 なれば、 太 御 神 等の 大御心 

に 叶 奉らぬ 事 は 云 まく も更 也、 苟 くも 祌習ふ 輩の せても 爲 まじく、 叉 有る まじき 醜業な り、 幽 1= 六の 御 罰の 程 甚く 如此 

云 ふに だに 長 縮る \ 物 を や、) 倚 第 □+□ 段より， 、々太 御 神宮に 申 詞と、 度 會宮に 申 詞と各 々別々 なる を此 祈年祭 詞 

と 六月 十二月 月 、祭詞 とに 限りて 度 會宮詞 とて 別に 無き は、 第 □+□ 段 詞耳を 白 さしめ 給 ふ 事と 聞え たり、 (伯 家 部類 

に、 御 卽位由 奉裕御 祝詞、 掛毛長 支 伊勢 兩宮天 照 皇太祌 乃 廣前爾 云.^ 1K 正 十四 年 十一 月 云々 天 照 太 神と 計 有 之時且 

雖ョ以 有 二 不審 一 1K 照 太 神 を、 天子 被， 奉い 敬 御 心 則 豐受宮 可 藤歟、 巳 上 ロ傳但 伊勢 を 兩宫と 申し、 內侍所 を 兩祌と 申 奉 

る 事 傳受候 事な り 云々 と 有れば、 此もー つ を 兩宮に 用ら れた るかと 思 ふに 然ら す、 此詞 は垂仁 天皇 御世より 毎年の 祈 

年祭に， 用 来れる 詞 にて 元より 有つ る を、 雄 略： 大皇御 *1 に 豐受大 神の 伊勢に 御 遷座 有る 後に も、 依然の 如く 太 御 神に 耳 

用 ひられた る 物な りけ り、) 
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スメ  3:、 ズ i  、レ カシ マ- ス  ョ モメゥ 二 ハ  ァズノ ゥキ タヅ キ クュ, ゾキ タヅ 力 ギリ  ァヲグ モノ タ ナビ クキ ハミ シラク モノ チリ キム 力 

^神 能 見 » 志 坐。 四 方國 者。 天 能 壁 立 極。 國能退 立 限。 青雲 能 靄 極。 白雲 能 墜坐间 

ブス 力 f.^ ァヲ ハラ f サヲ 力. チ ホサ ズ  マネ ノ へ ノ ィ ヌリト ドマ ルキ ひ.， ォホ ヮ タノ  ：ラ 二 マネ ：- チ ヅ ゾ r 亍  サ， 力 ヨリ コ， / ミチ ハ ニノ 

伏 限。 靑 海原 者 掉柁不 干。 舟 艫 能至留 極。 大海原 爾舟滿 都 都氣き 自陸往 道 者 荷 

&總 i ギ 磐 根 木 根 勝 佐久藝 氏。 馬 爪至留 限。 長 道 無 間 久立都 々氣き 狹 國者廣 

ク  ナウ シキ クニ ハタ ヒ ラヶク  トホ キク 二 ハ  ャソ づ ナウ チカ ケテ  t キヨ スルコ トノゴ トク  ス メォホ ：， 力 i/ ョサシ マ？ 二  バ 

久。 峻國者 平 遠國 者。 八十 綱 打掛き 引 寄 如 事。 皇太御 神 能 寄奉& 

此は 天皇 太 御祌の 天津？^ 戶 より 柙 張して 御 照し 坐る 大御德 と， 皇御孫 命に！ K 下國の 八十 國 島の 八十 島の 有の 悉事 依し 

奉 給 ふ 御 天降 段の 故實を 兼て 常 今の 御 事 實を白 させ 給 ふ 者に て， 古文の 神妙 此に盡 せり、 結句に、 皇吾睦 祌漏伎 神 漏 

美 命 登 宇 事物 頸 根 突 拔氏、 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎 稱辭竟 奉と 有れば、 祌漏伎 神 漏 美 命の 御言な りけ り、 (此を 以て 

も 上に 云る 若く、 垂， 仁； 大皇 御世 頃より. & させ 給 ふ 古文に て、 其 は 亦 初 國所知 食し 筑紫大 朝廷に て ぞ申初 させ 給へ るな 

る 可し、 然らす は 此！： 土に して は 如何に 爲て も見認 まじく、 又 心 も詞も 及ぶ まじと 思 ゆる 神妙の 文 有れば 也、 1K 象 地 

理の 全形 を さへ 窺 ひ 測 知らる，^ 物 を や) 皇祌能 見霽志 坐の 見 は、 所 知 食 また 所 聞？！？ の 食 看の 貢に 同じく、 其 躬に禀 持 

て 其 事 を 知行 ふ 由な り、 大山 津見 祌大 綿津見 祌 などの 見に 同じ、 (此事 委しく は 第三 詞 なる 知 食の 註に 云り、 引合 見 

る 可し、 徒に 目して 見る 事と 爲ては 下に 貫かす 叉 御の 意と 爲ては 上に 力無し、 然れば 別に 意 を 求む 可き なり) 雰志は 

m ずと 云に 同じ、 其 例 は欽明 天皇の 大 御名 を 天 國排開 廣庭 天 皇 と 申せる も、 天と 國を狎 照し 坐て 3? 廣く御 立し 所 


. 知 食す 由の 稱號 なり、 古事記に テ、 阈柙波 流 岐廣庭 命と 作る を 以て、 開 字 を 波 流 岐と訓 可き〕 「4^ を 知る 可し， 尙繼體 H<^ 

御紀 にも 此 御名の 出た る 本 注に、 開此云 一一 波羅爾 一と 有れば， 波 流と も波羅 とも 通し 云るな る 可し >  今 世に も 晴字を 波 

jf 厄々 とも 波羅須 とも 云れば 然も 有る 可き 事な りかし， (斯 在れば- 大智 天皇の 大 御名 を 天命 開 別 天 皇と稱 奉る 其 開 字 は 、 

此に 准へ て 波留加 須と訓 むべき 事 云も更 也) 然れ ば御鎭 座本緣 なる 天 照 太 御 祌の御 諭 言に、 我 高天原 爾坐 戶押張 原 

如 レ見見 志 眞伎志 國乂吕 所 波 是也、 鎭理 定理 坐 給 止覺給 支と 有る？ K 戶柙張 は、 a 戶柙 開に て遙 に見晴 かし 坐りとの 義に 

て、 其 i り は 御 照し 坐， す 由に 歸 めり、 其 は 出 雲國造 祌壽詞 に. 麻 蘇 比 乃 大御鏡 乃 面 乎 意志 波留志 天 見 行事 能 巳 登久明 

御 祌能大 八島國 乎、 天地 日月 等共爾 安久 平久 知行 牟事能 志 太 米と 有る を 以て 知られたり、 (眞 澄の 大御 鏡の 面 を御晴 

して 明 行く 事の 如く、 明 了に と， 云 ふ 事 を、 明 御 神と 係て 云る に 心 を 著く 可く、 叉 天地と 日月と 共に 安け く 平け く 知行 

むと 云る 知 看む の 言 は、 此 なる 見 霧 志 坐 の 見の 言 に 近く 常れ る を 思 合す 可き 物な りかし、) 

四方 阈者 は、 太 御 神の 高天原より 御 霧 かし 御 照し 坐る 境域 を 大凡に 云 ひて、 天地の 底 際の 內を 差な り" 是を 以て 神代 

卷 なる 日 神 御 生 坐 段に は、 生 二日 祌， 云々、 此子 光華 明 彩 照 n 徹於 六合 之 內-と は 記されたり、 (漢籍に 天地 四方 曰-一六 

合-の 義を 取て 六合の 字 を 用ら れ たり、 鈴屋 大人の 祌代正 語に、 此 文の 六合 之 内 を、 天地 能 裏 繭と 訓れ たる は、 萬 葉 

十五に、 安 米 都 知 乃 曾 許 比 能 宇 良爾と 有る に 依られた る 物 也) 然れば 同 語ながら 大被詞 に、 四方 之 國中登 云々 と 有る 

と は 用法 甚 異なり、 此詞の 四方 國は； 大日の 御 照し 坐る 四方 上下 を 取 都て 云 ひ、 大滅詞 なる は 天下に て， 皇御孫 命の 所 

知 食す 四方 國と云 ふ 事な り、 (遷却 崇祌詞 にも. 四方 之國 中止と 有て 大城詞 なると 同意な り) 借 皇御孫 命 は 天 下の 大 
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ヲサメ 

君と して 此國土 を こそ は 所 知 食 けれ、 天 日 Q 御 照し 坐る 御 光の， 及ぶ 限り を 悉く 統御 給 ふと 云 ふ 義には 非れ ども • 其統 

御給 ふ 天 下に 於て 四方 上下 悉く 皇御孫 命の 國 土に 非る 事 無れば • 如 此く此 語 を 用ら れ たり、 (皇御 孫 命に 限らす 其宰 

持て 1 國ー鄕 一 村の 主たる 者と 雖も • 其方 疆 四方 上下 悉く 其 有に 非る 事 無き を 思 ふ 可し、 其 我が 仰ぐ 天 は 我 天 なり、 

我 住る 地 は 我が 地な り、 東南 西北の 四 至 は 各々 掌 分て 有つ 人に 境域 を 分つ と雖 も、 上下に 至て は 上 は 蒼々 たる 上 天下 

は坤 軸まで 其 際限 無き が 如くなら す や、) 

天 能 壁 立 極 は、 國能退 立 限に 對 へて 蒼天の 壁の 如く、 常 在に 立る 極みと 云 事な り.' 天 之 常 立 神の 亦 御名 を 天 壁 立命と 

も稱 して、 天の 至り 極る 所 を 立 給し と稱す 御名な り、 (但此 は 姓氏 錄に、 宮部造 天 壁 立命 之 子 天 背 男 命 之 後 也と 有 を 

取て 云 ふなり、 師は壁 字 を 曾 伎と 訓て、 天底 立命と 同 神な りと 云れ たれ ど、 會 伎と 加 伎と 對語 にて 號り給 はる 事 を 思 

漏され たるな り) 壁 も牆も 同義の 語に て 其 限 を 云 ふなり、 皇太 神宮 儀式 帳な どに、 御 壁 代と 御 緒お 一と を 通 はし 記せる 

を 以て、 壁と 垣と 同名なる 事 を 察む 可し、 (然れ ば 彼 八 雲 神 詠の 夜 幣賀伎 も、 須佐之 男 神の 共爲 夫婦し 給 はむ 身屋の 

御錯 垣に 見 成し 給へ るな り、 然らす は 雲を宮 外の 垣と 見 成し 給 ふ 事 似 著 はしから ぬに 似たり、 叉妻隱 にと 有 を 以て も 

キゃ ヤゥ 

御給， 垣なる 事 を 思 ふ 可し、 錯垣は 御 壁 代に て 中 昔より 御綺 帳と 云 ふ物是 なり、 此は 事の 因に 云 ふ) 出雲國 風土記に 神 

須佐乃 烏 命 天 壁 立 廻 坐 之と 有る も、 青雲の 靄 く 極み 廻り 坐し と 云 ふ 事な り- 猪 天 は 遍く際 k し 無く 廣々 と行徹 りたる 

力 ギリ  C ャ 

物に て、 實には 其 極盡を 指て 何處を 速と 云 ふべき に 非す と雖 も、 其 極盡り 無き 極盡 りの 至り 窮る處 迄 も 悉く 天 之 御 * 

主神の 御 立し 主領き 坐す 所、 高 皇産靈 神 皇産靈 神の 産靈を 布施し 給 ふ 所、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神の iKQ 五 百 綱打延 


て議め 坐す 所、 ill の 極み 常在に 種 有 utprsrhF せば、 八 裏 千 萬 I 在る 

1111  き"： らむ、 $111 

極と. まふ 事 所 由有る 哉 (此は 故 大人 等の 設. - 0 

共 I 合すべし、) , . 、た 地の 全體 まし. fci にして 環の 端 無き が 如く なれば、 其何處 i る 極み 一 

阈能 退 gQBT  af  if^^^^^m^fi. 我が 居 止す 151 高と f 四方 皆甚 

一 i からね ども、 11 て大 ir 定ハ に靈 f  f  Ir 義を 

fl  IIJ  り 可し rliiii 以 

も 兼たり、 曾久は 放りと 同くて、 離 S 放る I り 其 f  r て マし、 也 平より 以下 S は 何も I つ 地と 爲る 

て I 中央に 定め、 .Itg.f.JyHH.II.  i  一  (二十 九 丁) に 

意ば へ 大に此 意に 近し、 0§iffpsf.  (is 卿 西 II 使 i らるあ 

I 上に f  iif  Iffu""" 乎 ド"""る 曾 伎 も、 II  (細 

の 高 橋連 蟲萬呂 の長 歌) に、 筑紫爾 至 山 乃 曾 I 之 春 見 t!f  g  ぎの 曾久 なり、 II 

く 云 ふ 時 は、 11 

曾 支と ま は i たる 處を舊 なり、 I 許と 云ふ 時 は 許 は si-  二 £ 
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同じき なり、 傻曾伎 も 曾 許 も 離 放れる 處を 云て >  自然 其 離 放た. る 至極の 處の稱 にも 通 はし 云 ふ 事 常な り) 又 四に、 天 

雲 乃 遠隔 乃 極 遠 幾 跡 裳、 九に、 天雲 乃 退 部 乃 限、 十七に、 山河 乃 曾 伎 敝乎登 保 美、 十九に、 天 雲 rvfe 伎 敝能伎 波 美、 

叉 三に、 天雲 乃 會久敝 能 極と も 有り」 と 有りて、 境域の 極 界の地 を 底と 云 ふに 同じく、 此の 退 立. 限と 云 ふ も 其義な 

り、 (然れ ば 國之底 立 神と 申す も、 國の退 立 限 を 主領き 立 定め 給ふ義 なる 事 云 まく も 更なり) 偖此 大地 はし も、 天 之 

御中 主神の 御 立し 主領き 在す 天 中 を 居 止り、 高皇産 靈祌 皇産靈 神の 大氣 に擧 られ. 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神の 天 綱に 

シタガ  ケネリ メグ  る チ 

载リ 天 之 常立祌 Q1K 國に因 准 ひ、 天 日の 周圍を 闾旋る 天地の 常經 なる が 故に、 皇御孫 命の 所 知 食す 此國土 を 云 ふに 

も、 國能退 立 限に 對 へて 先に は 天 能 壁 立 極と 云り、 (此ら の 深意 を藏 たる 文 なれば、 必人 代と 爲 りて 作れるな る 可 か 

ら す， 已 にも 云る 如く 筑紫大 朝廷に て、 天 璽を齋 奉らせ 給 ふ 時に 申 行 給 ひ 初け むが 傳 りて、 伊勢 大宮に 申させ 給ふ詞 

と は爲れ るな り、 天 虚空 を 天翔り 爲て 大地 を 傍より 觀 行し、 神なら す は 如是まで 明白に 誰か 知む- 古傳の 神妙 奇靈し 

むに 堪 たり) 若 此く此 大地 天 中に 浮經 て- 1K 日の 周 圍を囘 旋る所 由に 緣て久 邇とは 云 ふなり、 天 能 壁 立 極を處 去りて 

常 在に 立る を 以て 國之常 立 神と 申し、 國の退 方の 限まで 缺欠 事無く 立 定め 御 在る を 以て 亦 御名 を 國之底 立 神と も稱せ 

り， 然れば 1K 能 壁 立 極 國能退 立 限 は、 大地 三百 六十 五日 餘の大 運に 係りて" 天 之 壁 立 神 國之底 立 神の 御德を 以て 稱る 

詞 にて、 下に 靑雲能 靄 極 白雲 能 墜坐向 伏 限と 有る に 大く對 たり、 (下なる 對語 は、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比古遲 神と 豐雲野 

神との 御德を 祖述て 大地 1 晝 夜の 私 運の 事 を 云るな る 事 下に 委しく 記せる を 以て 知る 可し. 甚も奇 しき 神 語と こそ 思 

得 奉ら るれ) 然れば 國 能 退 立 限と は、 國 土に 就て は 環の 如く 何處 一て 竟 と極界 無く 底 際の 玄るを 云 ひ、 天 中に 係て は IK 


-. 5t5  (ほ 下 文 こ、 荷 前の 事に 終 たれば 我 

-ー ，，u£  、一. トこ ±-± ざるに 似 たれ. と 多 

:A Q 如くに て は 其 ま- にが ー 

力  一一 E グ ;3  、 

illli, ) まき、 ilin 重 if 皇墜 神の U 

|||は、 |星響|1^1^.る|蒼1|るに、火|畜て流動す^ 

III  IJ  ^^Hlltl  ti 

I  二、 ド 、つた «1 と爲 りて ^Hwaew  C  -^)>  7-,^^# 

有り、 是乃 IQ 如く 募りて S ず きこ サ" g て、 唁 なる 事 此靑雲 II れ るが 故な 

flu  i 立：："：："" li し、 III 

ヒ. s 一 忍 H<l& の如此 なる 故な)^  -、 つ， CSHJl^^ て « り 出る 朝霧 

可く- 常 有る 事 は * ル 大気 テ カー-' 二， カナ ヒ&? して.^ 屢す るに 依て 天日の 光輝に 蒸れて 糞 

一一 f ハ十 ii 琴 i 毫  一 ^^H^ISI  III 

有り. 凡ず i 四十 群り は滿 たる 可し IIP  Stsll.^-S14. 

故 111 る處 li ゆるな u:;;.;;^.!^ ぬく の子細を以て氣聚臺る が、 I 意 

ハ るな り、 此は醫 iililu" ひ P 藝國 li に 係て、 天1德|章 き 

ひ- 無 象の 夭 氣地氣 に は 宇 麻士ぬ K ぎ：？。 俨.. さ p.. ま  二 六 七 
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の 明文の 妙 處を此 に 依て 明む 可き なり、 氣海觀 瀾と云 ふ 書に、 日月 諸 曜之所 レ懸淫 漠大虚 至大 至 廣不， 可， 極， 1 涯際 T 而 

稀微之 H< 氣充， 焉此謂 n 之氣海 r  ； 地球 爲， 1 氣 海中 之 一 大體 r  . 亦 有 下 所 n 自發， 之氣上 周？ T 圍其 外， 此謂， 一之 雰圍 一と 有る が、 予 

が 意 を 得た る說 なり、 借 神代 紀に、 伊 禅諾尊 曰、 我 所 生 之國唯 有， 一朝 霧 f 而薰滿 之 哉と 有る 朝霧せ、 この 雰圍と 云 ふ 

物 を 差すな り、 第 四 龍 田 風神 祭詞 Q 下に 云 ふ を 見るべし、 但師說 に 此を薰 圍と號 けられた るぞ宜 なる) 若此 く天霏 の 

大氣と 地 外の 薰圍と 相 暦 重れる 故に、 其 見る 處を 以て 青雲と 云 ひ、 其 實を彰 はして 古事記に >  天 之 八重 多那 雲と 云 

り、 叉 略き て は 神代 紀及 祝詞な どに、 天 之 八重雲と は 云り き、 若此く 宇宙に 薰滿て 無 數の大 象 を 羅列ね て 此を擧 る 故 

に、 其 充塞す る 際 はし も 至 堅至剛 にして、 神眞の 往来と 雖も 容易から ぬ 事と 通えたり、 大就詞 に、 天 之 八重雲 乎 伊頭 

乃 千 別 雨 千 別 s、 と 有る 其 下に 註る が 如し、 然れば 皇祖 天神の 御 許容 を受賜 はらで は 往來を 得ざる 事 云 まく も更な 

り、 (天 之 八衝と は、 其往來 Q 氣脈 にて 神 等の 昇降 爲給 ふ梯 立な り、 此を 以て 天 之 浮 橋と は 云へ り" 仙 家に 氣 „1 と 云 

タ ナビ ク 

ふ 事 有る も 此の 道に 乘る 事な リ、 皇祖 一 K 神の 許可 を 得て 物爲る 事、 神代 紀國生 段に 證文 有り) 靄と は、 垂 靡くな り、 

記傳 十五 (六十 七 丁) 多那 雲の 解に、 多那は 棚引に て 虚空に 覆 ひ 互る を 云 ふ、 (萬 葉に 多く 輕引 とも 書け る輕字 は. 

虚空に 浮べる 意 を 以て 書け るな り、 薄き 意に は 非す、 また 日本書紀 序に、 淸陽者 薄 靡而爲 klK、 此薄靡 を も 多 那毘伎 

と訓 たれ ども、 此 等の 字 は 多 那見久 と 云 ふ 本の 意に は 叶 はす.' 輕字薄 字な どに 就て 思 ふべ からす、 多那比 久は虚 {41 に 

汎く覆 ひ 瓦 一る 意な り、 萬 葉に、 霏纖、 靄 また 陣 雲な ども 書たり、 萬 葉 七に、 棚 霧 合 雪 毛 零 奴 可、 十三に， 棚 雲 利 雪 者 

零來 奴な ど 有る 棚と 同じ、 叉 登 能 具 毛 流と も 多く 咏る、 多 那と登 能と 通 音に て、 同じ 多那 S1J 久を輕 引と も 書き 又 其 薄 


靡の 字な どに 依て、 登 能 具 毛 流 を 薄く 曇る 事と 心得る は 誤な リ、 薄曇りて 雨風 は 零る 者に は 非す、 棚と 書る は 本自借 

字ながら、 此 棚と 云 ふ 物 も 雲霧な どの 签に 覆へ ると 同じ 狀 にて、 签に搆 る 故に 號 たる なれば 本 は 同意な り) と 云れ た 

る 如く、 宇宙の 水 氣の大 虚空に 薰り滿 ち、 垂 靡き 覆 ひ 互る を 云 ふなり、 若て 其 極と 云 ふ 時 は、 蒼天の 極 界を云 ふ 事 

云 ふも更 なる が、 尙薰圍 の 事 を も 兼て 云 ふ 事なる が、 此 大地 こそ 有れ 若 此る大 虚空 を さへ に 皇太御 神の 賦與し 給 ふ 

は 何の 用 ぞと云 ふに 常 も 云 ふ 如く 此 大地 1 所に 止 住爲る 物なら す、 天日の 周圍を 一 囘 する を 一 年と 云 ひ、 叉四游 昇降 

有て 東に 在 を 春と 云 ひ、 南に 在て 降る を 夏と 云 ひ、 西に 在 を 秋と 云 ひ 北に 在て 昇る を 冬と 一 K ひ、 其 一季 九十 日 を 三に 

M 分して 一 月と 爲り、 叉晝 夜に 一 動して 1 日と 爲 るが、 其は氣 脉に乘 りて 青雲の 露く 空に 旋轉 する 故に、 何方に 在れ 

大地の 羅る 所の 四方 上下 悉く 皇御孫 命の 統御す 所 なれば 斯くは 云 ふなり、 (天 を 所 知 食と 云 ふ 義には 非す、 熟々 言の 

意 を 思 ふ 可し、 大地の 居る 所の 1K を 差て 若 は 云るな り、 侍 其四游 昇降に 就て 云 は t -、 大地 天日の 東に 在て 其 時 春なる 

時 は" 夏 秋 冬の 坐 所 乃ち 青雲 能 IM く 所な り、 叉 天日の 南に 在て 其 時 夏なる 時 は 秋 冬 春の 坐 所 靑雲能 w 極と 云 ふ 可き な 

り、 餘は此 に 准て 知るべし、〕  - 

白雲 能 "墜 坐 向 伏 限と は、 上に 云る 青雲に 對 へて 山川の 出氣の 升り て 雨水と 爲 りて 降らむ と 爲る雲 を 云り、 偖此 白雲 ま 

た 青雲と 同じく. 共に 地 外に 薰り W る水氣 なる が 靑雲は 宇宙の 大 象より 蒸發 して、 大地の 全體 より 薰滿 せる が 相曆り 

て 天 之 八重雲と 靄き たる を、 雨水と 爲 るべき 白雲 は 殊に 山川の 出氣 なる が 故に、 甚 狹く少 くし V 一 其 勢 ひ を大淸 慄烈の 

氣を貫 ちて 升る 事 能 はす、 是を 以て 其 冷 際に 及びて 凝集し、 更に 白雲と 爲 りて 風氣に 壓れて 横行し、 或は 斜 行して 
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山岳. に羅 り、 甚 しきに 及びて は 雨水と 爲て 降下 爲る 物な り • 或は 雲と 號け 霞と 云 ひ、 霧と 差 物 皆 其 高低に 依り 遠近に 

^れて 名 を 異に 爲と雖 も、 その 實ば 同じ 山川 QSJ 氣 なり、 此は 上に 云る 璺雲野 神の 共に 靈 威なる 事 云 も 更なり、 (和 

名抄に 雲說文 云， 雲 山川 W 氣 也" 和名 久 毛と 見え、 ass 云、 霞 赤氣雲 也、 和名 加須 美と 見え、 霧爾雅 云、 地 氣上レ 天 

曰レ 霧- 和名 岐利、 今 按水氣 也 >  老子 經云、 在， 天爲 -1 霧 露-在 レ地爲 -1 泉 源- 是也、 兼 名苑云 • 一名 I 矛、 一名 雰水氣 著- 1 樹 

木， 爲， 雰 也と 見えたり、 ffi 雲の 久、 霞の 加、 霧の 伎な ど 皆 同じ 意に て 共に 氣の 一一 一一 11 なり、 然れば 上に 云る 如く、 雲は氣 

の聚り 凝る 意 a は • 氣 の^み 滿塞 りて 幽 なる 意、 霧 は 氣の薰 りて 限れる 意に 稱る 語と 通えたり、 西 川 正 休と 云 ふ 人の 

說に、 空氣は 大地 を 包む 物にして、 其 厚さ 地平より 上 四十 五 度の 分に 及ぶ、 此を空 Q 體と號 ぶ、 此は 天日 Q 光氣. K 地 

の 全體に 融通して、 其氣叉 外へ 發 出して 浮ぶ 物な り、 故に 自然に 水火の Is^ を帶 ぶな り、 雲霧 は 1 時 河 海山 澤の氣 にて 

空 氣とは 異なり、 空 氣は地 外 を 菌繞 りて 常に 有る 物な り. 假令は 雲 は呵氣 にて 殊更に 吐く 氣 Q 如く、 空氣は 常に 覺ぇ 

すして 呼吸す る 息の 如しと 云り) 墜 坐と は， 白雲の 大淸に 迫 f」 りて、 其より 山岳に 下り 覆 ふなり、 其 は 天に 在て 霧 露 

と爲 るの 餘り 地に 入て ^1^ 源と 爲 むと 爲 るの 機關 なり、 但此は 大同 本 記なる 水 取の 政事の に 協る は" 其 由緣に 依れる 

ならむ 1K 村 雲 命と 申す 祌 名の 起る 所以 は、 此 大地の 泉 源に 係れ，^ ばな り、 然れば 姓氏 錄に 白雲 別 神と 有る も此祌 にて 

霧 露と 泉 源と に 白雲 を 別つ 御德を 成し 坐れば なる 可し、 (姓氏 錄 大和 國神別 地祇に 吉野連 加 彌比加 尼 之 後.^、 認 神武 

天 皆 行 n 泰吉 野， 到，： 祌瀬？ 遣-, 人 汲 水 使者 還自レ 有：； 井光 女？ 天皇 召 問-一之 汝誰人 f 答曰臣 是自， H< 降來 白雲 別 神 之 女 也、 

名 曰， 豐御富 f 天皇 卽 名-一水 光 姬-今 吉野連 所 祭 水光祌 也、 と 有る 白雲 別 神 を、 天 村 雲 命と 見る 時 は、 其 女なら ば祌名 


式に 阿波！； 麻 殖郡天 村 雲 神、 伊自波 夜比賣 神社 二 座と 有る 伊 自波夜 比賣命 其なら むか、 伊 自波夜 はお 光映と 云 ふ 事に 

て、 井光 女に 大に 近し、 叉 天 村 雲 命の 子に 天 波與命 有る も、 天 光映 命なる 可く 思 合されて 傍 由 有り • 但此 は 紀記共 

に 見えた るが、 今 は 姓氏 錄に本 著て 云な り) 向 伏 限 向 は、 遠き を 云 ふ 語な り、 昔 在と 云 ひ 正 對と云 ふ も、 我 を 離に 客 

なる 方 を 差 云 ふなり、 伏と は 白雲の 遠く 靄き 沈みた る 象形 を 以て 云 ふ、 其 所に て は 高く 仰ぐ 計なる も" 遠く 在て 此を 

観る 時 は卑く 沈める が 若くなる を 以て， 此を向 伏と は 云り、 然る は 上に も 云る 如く、 大地の 全體 は渾圓 にして 何處に 

在れ 我が 居る 處 高地に て、 其 四方 は 低 在れば 極めて 遠き は 極めて 低く 沈みて 見 ゆれば なり、 (船 Q 近き に 在れば 全 

形 を見漸 遠くして 船 隱れて 柱の み 見え. 彌 遠くして 全形 を 見る 事 能 はざる に 至る、 此 大地 渾圓 なる を 知る 證據 なり) 

若此 く！： の 八十 國島 の 八十 島 の 竟迄も 何處ま でも 極 を盡す 事無し、 是を 以て 大地の 全體を 差て 白雲 能 墜坐向 伏 限と は 

云るな り (但萬 葉 五に は、 許 能 堤羅周 日月 能 斯多波 阿 麻久毛 能、 牟迦夫 須伎波 美と 有り、 また 青雲 を も、 唯に 天 雲と 

云り、 萬 葉 二に- 天雲 之 八重 搔別氐 云々 と； ゆり、 然れば 如 此く對 云 ふに 非ざる 時 は 天雲と 耳 云 ふ も 常な り、 依 大地 は 

圓體 にして 此 より 白雲の 向 伏す 限と 指す も、 其 所に 至れば 其 彼方 白雲の 向 伏す 限と 爲て 經に緯 に 其 限り有る 可から 

す， 此を 以て 大地の 全 を 云 ふ 語と 爲れ り、 萬 葉に、 遠 國を. 差て 天雲の 向 伏國と 云り 思 合すべし) 偖 此迄天 能 壁 立 極 * 

國能退 立^ は 宇宙の 大象を 對て此 大地の 蓮 旋を云 ひ、 青雲 能 靄 極、 白雲 能 墮 坐 向 伏 限 は 天 露の 廣遠 に對 て此國 土の薰 

圍を 云て 迂囘 なる 事の 如く は 有れ ど然ら す、 此を 熟く 玩味 爲れ ば、 皇祖 天神の 產靈の 靈威を 成 給 ふ處の 天機 を 窺 奉 

り、 此國 土に 在と 有 ゆる 動 植 の 依て 生る 所以 依て 育つ 所 由 を 知る 可き 祌語 なれば、 心 を 深めて 此を思 明らめ 奉る 可 
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然 てこ 

窺 奉 


知 明らる \ 神 語に は 有け c.- 参 戈 3:^ サぉ 1- „  ,:  ヲ .Hiwt 諸こ^ 可く  fK 地 實に常 有る 大經を 

,<- 々ト 理 Ihl ^の；！： 德も比 こ 因て gl^,^fj  く、 眞 a, コ， ^'ff,  ：  P 

ら むかし  >  (此は 殊に I ふ 者の 大事なる か、 g.phn  1^. 其 は 知る 人ぞ知 

からぬ 道と 爲る 物此を 除て 何事 か 在む、) i ！、」 有る S く ル 外に 敎有 る 事無く-  一 K 下の 蒼 農 臾も 離る ベ 

靑 海原奢掉 祭 干 舟 I 至 留極、 iiflfi  I 

し、 下 こも， 纣ぎ り、 n ヒ ジ、？ "^i^ 溝 者々 氣 S を靑 海原の 上へ 囘 して 意 辱 

7-}s0f 如此く 錯綜せ る 事 は 句 I て 狹國 者 f へ  て r 可 

震、 磐 根 木 根履 佐久 f  、 馬 爪 III 道 き 々i 」 r る-依て き (其 はチ に自陸 往道 者荷緖 縛 

31 ぶ 乂都々 氣 氏と 有る も S 直 s"_fl.K^ ヒ G  > IT  - 、 

へ间 して 意 得る 時は大 S なり) tsl. /。と， if 久立 i 寶を |往道 者の 上 

至 I して 遠 4 たる 形 ま」 以て il 唯— をず まく 宵と 冠ら せた る は、 靑雲 など の靑も 等しく 其 慮に 

雖 其大較 海と 陸と"  一 uu;r:^u;:;:rl"rsf 耳 もず、 f 大地 をぎ ぎれば？ f と 

a  ipHHn^i?,  iiif 云 ふ 時 は、 陸 

iss!  師說は 少か其 s 皇 I) 掉托不 千 は、 船路の 行 

. あ- ーデ 地-無 退 仕 奉と 見え、 神 功 皇后 御紀 にも、 從今 以後 長與％ 


坤， 伏 爲，， 飼 部 T 其不， 乾， 一 船 柁-而 春秋 獻 11 馬 梳及馬 鞭 T 復不レ 煩 n 海 遠- 以每レ 年貢-一 男女 之 調-と 有る、 此 にて 鹽沫の 至留 

極み、 圃 の 八十 阈 島の 八十 島の 土 物 を 八十 船 列 並て、 我が 朝廷に 貢 奉る 事の 起 元な り、 (推 古 天皇 御紀に • 新羅 任那 

王 二 阔遣使 貢 謂 仍奏表 之 曰. 天上 有 n 天皇-除 ユ是ニ 神 T 何 亦 有， 畏乎 自今 以後 不レ 有- -相攻 T 且不レ 乾-船 拖- 毎歲必 朝と 

有る は、 萬國に りて 然 有る 可く、 叉然 有ら ま 欲き 言な りかし) 但 此由來 は、 神代 紀簸川 段 第五の 一 書に、 素 斐嗚尊 

曰、 韓之 島是有 n 金銀； 若 使 吾 兒所御 之 國不， 有-, 浮 寶-者 未 n 是 佳-也 云.？、 乃稱之 曰、 杉 及 櫞樟此 兩樹者 可 3 以爲- 浮 

寶 T と 有る 浮寶は 船の 事なる が、 有 n 金銀-と 宣 へる は 豈韓地 耳なら む や、 外 國の皆 を 差て 宣 へり、 此も天 照 太 御祌の 

御 心より 出た る 事 は 師說の 如く、 此 事の 結 は 神 功 皇后の 韓征 なる が、 古事記 は、 是天照 太 御 神 之 御 心 者と 有に て 知べ 

し、 但萬國 の 東 頭に ァ d れる韓 地 を耳征 令め 給へ る 事 は、 皇威を 萬 國に長 伏 令め 給 はむ との 神議 也、 其 深意 はニ卷 (第 

六詞 註) に 云る が 如し、 然れば 青海原 者 棹柁不 干の 詞は、 皇國 より 始め 萬國の 末に 至る 迄、 船 棹 船 柁の行 至る 極と 云 

ふ 意な り、 (此を 唯に 皇國內 の 船路の 極みと 見る 時 は、 前後に 行 窮る處 有て 了解 爲 難き 事 多 かり、 是を 以て 見れば 萬 

國の全 は、 悉く 皇御孫 命に 臣 伏し 奉りて 仰ぎ 寄 可き 幽契 千年 五 百年 Q 後に 悉く 其 符節 を 合せた るが 如くなる べし、 其 

は此詞 は、 垂仁 天皇の 御世に 伊勢 大宮 に始て 申させ 給へ るが. 其 間 幾許の 時世 をも經 すして 韓征の 事 有て 此詞に 在る 

事 を彼國 主が 畏惶 の詞に 申と 云 ふ もケ異 かる 迄 奇靈に 非す や、 垂仁 天皇の 御世に 誰か 將來に 若此き 事の 有 可し と 思 はむ 

«-、 然れば 上に 云る 如く、 高天原より 1K 降 坐し 御世より 朝廷に 傅れ る を、 皇太 御祌を 伊勢に 齋奉給 ふに 就て 申せる に 

こそ 有れ、 實に は甚も 久しき 天つ 祌 語と こそ 所思 たれ) 舟觼能 至留極 は、 萬 葉 十八 (三十 二 丁) に、 布 奈乃倍 能 伊波 
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都 流 麻 泥 雨と； 咪 るに 同じく.' 舟の 艫 先の 向 ひ 到る 極限と 云 ふ 語なる が、 上に 掉柁不 干と 有る を 受け たれば、 外 國の有 

の 悉く 大海の 環たら む 中 を 漏 さす 云 ふなり けリ、 漢籍に 統 71 御 四诲！ と 云 ふ 意な り、 (船驢 Q 行 至る 限 は、 悉く 皇御孫 

命の 所 知 食す 御國 なる 事此を 以て 悟るべし) 大诲爾 船滿都 々氣氏 は、 句 を 隔て 狹國者 廣久へ 係りて 下へ 續き、 叉 上に 

囘復て 青海原 者 云々 の 語 を 引 起す 意 有りて、 其義 上下に るの 明文な り、 (然れ ば 大海に 船滿續 けて、 靑 海原 八重の 

汐路の 極み は、 棹柁を 休息す 爲て 世の 有む 限り 舟 艫 を 向て 行盡 すと も竟し 無く 洋々 と 其 終る 所 を 知られざる 如くな 

る も、 此 より 彼より 朝貢 を 絕す仕 奉る 由 を 含めた る 文 也) 偖 船の 滿續 くと 云 ふに ニ義に 瓦， りて 聞 ゆる 事 有り- 其 一は 

八 百 船 千 船の 外國 より 參り湊 ひて、 萬 國の齒 長 等の 貢賦 を 奉る 義と、 1 に は狹國 は廣く 峻國は 平く 爲 りて、 圃 土人 民 

の漸 大に蕃 息して 皇孫 命の 國を弘 給 ふ 義とを 兼たり (船滿 都々 氣 itj より、 自陸往 道 者 云々 へ 直に 續 けて 意 得る は 非な 

り， 又 思 ふに 予が 此考は 非に て、 舊說の 如く 船滿 都々 氣 tir 自陸往 道 荷 緒 縛 堅 s、 磐 极木根 履 佐久彌 民、 馬 爪 至留阪 

と鑌 くに や、 若然 らば 青海原 は棹柁 干す して、 船 艫の 行 至らる i 限り 迄 も、 大海原に 船滿 綾け て 其 先に 有る 所の 自陸 

往道 は、 馬 爪の 至り 留る限 迄 もと 云 ふ 意に て、 海 を 渡て 向なる 國 よりもと 云 ふ 事に て、 海外の 事 を 云る にやと 思 ゆれ 

ども、 皇國の 事 を 打 置て 然る 海外なる 國を耳 主と 云 可く も 非ねば 此 考は惡 かり、 叉對語 をも亂 るれば 此は依 難し) 

自陸往 道 者 荷 緖縛堅 底 磐 根 木 根 履 佐久彌 氏， 馬 爪 能 至 留限長 道 無 間久立 都. <氣^ は、 上の 例に 長 道 問 無久立 都々 氣 S 

を、 自陸往 道 者 云.^ の 上へ 囘 して 意 s£ 可し. 此も亦 句 を 隔て 峻國者 平久に 亙る 爲に 錯綜せ る 者な り、 (上なる 靑 海原 

  ゥ ヌ *カ 

者 云々 の 下に 云る 例 格 を、 此に 正し 辨ふ 可し) 自陸往 道は國 土の 通路 を 云り、 陸と は 國處の 意な り、 (久 我と も 久^ 


我と も 云 ふ を 合せて、 國處 なる 事 を 知る 可し) 荷 緖縛堅 S は、 荷 前の 箱の 荷 緒 を 縛 堅て 馬に 著る 料な り、 下に 馬 爪 能 

至留 限と 有る に應 たり、 (萬 葉 二  (十一 丁) に 「東 人の 荷 前の 宮の 荷緖 にも 妹が 心に 乘に ける 哉」 と 詠り- 荷 緒 を 縛 

堅む る 事 は.' 岩根 木 根 を 履 凹みて 馬に 負せ 通しめ む 料たり) 磐 根 木 根 履 佐 久彌氐 は、 鈴屋 大人 說に、 磐 根 木 根に て凸 

H 有る 道 を 履行く を 云り、 (裂な りと 云へ る 考の說 は 由 無し、 記 傳五卷 石拆神 根裂祌 〇 下に. 萬 葉 二に、 石 根 左久見 

手 名積來 之、 叉 六卷に は、 五 百 重 山 伊 去 割 見と も、 二十 卷に、 奈美乃 間 乎 伊 由 伎 佐具久 美と も 有 を、 或說に 人面の 凸 

凹 有る を、 志 夜久美 面と 云に 同じ、 馬邪久 里と 云 ふ も 能面に 佐久 美と 云 ふ 有る も 同 語な り、 源氏物語に 兒 童の 小 賢き 

を、 「佐 久自理 於 與須介 多留」 と 有る も平穩 ならぬ 意に て 同じと 有り) 馬 爪 能 至留限 は、 萬 葉 十八 (三十 二 丁) 宇 麻 

乃 都 米 伊都 久須伎 波 美と 詠る 如く， 馬 爪の 至り 盡す極 界と云 ふ 事に て、 卽ち國 の 竟を云 ふなり、 二十 (防人の 歌) に. 

宇 麻 能 都 米 都 久志能 佐 伎爾、 と續 けたる も 同意な り、 (伹此 は 筑紫國 に 罷れる 人の 歌なる に 依て、 筑紫 崎に 馬 爪の 盡 

す竟を 兼て； f り 冠 辭考に 馬 は 爪 を 街て 歩む 者 なれば 然續 けたり と 云れ たれ ど、 至り 盡す限 を 云 ふなれば 此解 宜しから 

す) 長 道 無 問久立 都々 氣氐 は、 句 を 隔て 峻阔 者平久 云-^ へ 係りて 下へ 續き、 又 上に 囘復て 自陸往 道 者 云々 の 語 を 引 起 

す 意 有て、 其義 上下に る 文なる 事、 上なる 大海原 爾船滿 都々 氣氐の 例な り、 (考に 此處を 暫く 云 切て、 次の 荷 前へ 

續 けりと 云れ たれ ど委 からす、) 

狹國 者廣久 は、 第二 卷に 云へ り、 此も 其れと 同意なる が、 青海原 者 棹柁不 千、 舟 艫 能至留 極、 大海原 爾船滿 都々 氣 S 

より 受けて * 皇御孫 命の 所 知 食す！； の 々に弘 り 行く 事 を 云へ り、 皇阈は 更に も 云 はす、 海外なる 國， _< の 貢 調 を 表る 
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事の 廣 くなる、 此皇御 孫 命の 御 國の廣 まる 表. なり (第 六 なる は、 皇御孫 命の 所 知 食す 此 大地、 萬 國の國 形の 廣く大 

きぐ 成 以行く 事 を 云る にて、 同意の 言な が ら其 用た る 上に 聊か 心得 の 違り 有る ベ し， 能く 上下の 文 を 照し 見 可し) 

峻國 者平久 は、 第二 卷に 云へ り、 此も 其と 同意なる が、 自陸往 道 者 荷 緖縛堅 s、 磐 根 木 根 履 佐 久彌& 、馬 爪 能至留 限、 

長 道 無 間久立 都々 氣 S より 受けて、 馬 爪の 至留る 限り 皇御孫 命に 貢 上る 租稅の 運送 ひ 易から むこと に 云 へ るな り、 峻 

國とー K へる に 皇御孫 命に 歸順ひ 奉仕ら すして. 情 進に 僑 奢り 居る 國をも 安く 平け く 在し め、 朝廷の 御 趣け に 隨ひ奉 令 

めて 朝貢 を 入て 奉仕る 事 を も 兼た る 可し、 (但 第六詞 なる は、 皇御孫 命の 所 知 食す 國の 峻蛆 にして 人民 住 可から す- 

草木 蕃 息す 可から ざる を も 平 且に爲 し、 且 田畑と 爲り 山林と 爲 りて、 人民の 用に 足る 地を爲 $g ふ 事に 云るな り：； 然れ 

ば 第六詞 なる 此 二の 對語 は、 生 國足國 祌の國 土 を 經營爲 給 ふ、 修理 固成の 神 幸に 就て 云 ふに て體 なる が、 此は皇 御 孫 

命の 國土を 統御 爲給 ふに 就て、 其歸 順の 表に 萬國 より 海と 陸の 幸 を獻る 事に 就て 用な り、 其 は 次詞に 遠國者 八十 綱 打 

掛&引 寄 如 事、 と 有 を 以て 差別 有る 事 を 知 可し、 (第 六詞に は、 狹國 者廣久 峻國者 平久、 島 能 八十 島墜事 無久、 皇神 

等 能 依 左 志 奉 云. << と續 て、 此は荷 前に は 抱. f して、 國の 本體を 云へ るな り 味 ふ 可し、) 

遠國者 八十 綱 打 掛氏引 寄如レ 事と 有る 遠國 は、 海外なる 諸國を 云り、 此 大地の 有の 悉皆 皇御孫 命の 所 知 良す 御國 なる 

事 今 云 ふ も事舊 りに たり、 然れ ども 其國々 の 中には、 極めて 卑賤し く汚镜 しく 爲て 皇御國 に往來 を、 元より 皇 太御祌 

Q 大御 心と 斷給ふ も 有れ ど、 其方 物の 皇國に 利用と 爲る 可き は、 悉くに 知らす 知らす も 引 寄て 獻 令め 給へ り、 (其 深 

意 は囊に ニ卷に 委しく 云 へれば 披き 見て 知るべし) 八十 綱打掛 S は、 外 國の方 物 を 引 寄て 貢 令め 給ふ譬 なり、 但狹國 


者廣久 云々 の詞 上に 有 を 以て 按 ふに、 考の說 の 如く W 雲國 風土記なる 國 引の 文に 初國 小く 作れり し を、 佗國の 國の餘 

有る 處を三 自の綱 打 掛て縫 足 はし、 作 足 はし- -事 有る 例に て、 國土經 營の常 昔に は 何ら も斯 在る 事の 有る 可ければ. 

其 故事に 本 就て 此譬は 有るな り、 狹 國者廣 久峻國 者平久 より 鑌 きたる 文意 を 熟く 思 ふ 可し、 (但國 引の 文に 就て 予が 

思 得た る說 は、 第 六詞の 下に 云り、 第 六 詞は皇 御 孫 命の 所 知 食す 御國を 修理 固成の 體を云 ひ、 此詞は 皇御孫 命の 國土 

に 大君と 在す に 就て、 貢賦 を 奉り て 君臣の 義を定 むる 用 を 云へ り、) 

皇太御 祌能寄 奉 波 は 上に 皇神能 見 霧 坐 四方 國者 云々 を 此に摘 括て 受 たるな り、 天の 壁 立つ 極み、 國の退 立つ 限り、 靑 

雲の 靄く 極み、 白雲の 墮 坐 向 伏す 限り、 天地の 底 際の 中に 照徹り 坐る 高 光る 日 太 御 神に 座 坐せば、 大御 光の 及ばせ 給 ふ 

限り 盡く皇 太 御 神の 八 百 萬 千 萬 神に 惟祖惟 宗と大 坐まして 見 霽し所 知 食す 境域なる を、 此顯國 は 皇御孫 命の 大君と 坐 

して 天津 日繼高 御座の 大御 業と 授給 ひ傳 給へば、 皇御孫 命の 御 職と 天下の 蒼生 を 統御し 給 ひ、 豐受大 神の 御幸と 爲て 

成し 給 ふ 食物 衣服 住宅に 各 安居 爲 しめ 給 ひ、 國家 平均の 御 政令 を 敷 給 ひ 行 はせ 給へば. 皇御孫 命の 御物 を 賜りて 資用 

ふ 事なる が 故に 其 御 恩 賴に報 奉る と爲 て、 天津 日繼の 端穗は 更なり 男の 弓 弭の貢 女の手 末の 調を獻 上りて. 其 億兆の 

人民の 歸順ひ 仕 奉る 物實を 表す 事なる が， 上 (豐 受大 神の 條) に 云る 如く 其 德は豐 受大祌 Q 恩賜に て、 H< 照 太 御 神の 

事 依し 奉 給へ ろ 物な り、 (朝廷より 伊勢 雨 宮と相 拉て齋 奉らせ 給 ふ事斯 在る 所 由な り、 巳に 云る 如く 祌功 皇后に 韓征 

の 事 を 依し 奉 給へ る も、 天 照 太御祌 Q 御 心なる を 思 ふ 可し、 其 は外阈 より 朝貢 爲 令む 可き 時と 祌隨思 ほしての 御 事 

と、 恐 けれども 推察り 寧ら る. なり、 然れば 天 日 観に 係れる 御 事 は、 左に も 右に も 皇太御 神の 祌御計 ひとこ そ 伺 奉 
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ら るれ、) 

/ サキ ハ  スメ ォホ 1 力：、 / ォホ マへ 二  ョ n ャマ /ゴ トク ゥ ォキ チ  /コリヲ バ タレ 1 ラケ， 午コシ メケム 

荷 前者。 皇太御 神能大 前爾。 如 撗山打 積 置き 殘乎波 平 聞 看。 

荷 前の 前 は 借 字に て 荷 幸の 義 なり、 萬 葉 二  (十 丁) に、 東 人 之 荷 向 篋乃荷 之緒爾 毛、 妹 情 爾乘爾 家 流 香 聞と 有り、 政 

事 要略に 職員 令 を 擧て其 下に、 基 案義解 所謂 荷 前者 四方 國進 御調 荷， 前 取 奉 故 曰， ，1 荷 前， と 有 を 合て 思 ふに、 幸 は 其 得 

る處 より 云る に、 先の 意 を 蒙て 俗に 早 物と 云 事な り、 先と は 太 神宮 儀式 帳に、 赤 引 先 糸 四十 斤、 註に 神 郡 度 會郡調 先 

糸と 有る 先 糸 は、 荷 前 糸と 云が 如し、 同宮 年中行事に、 赤 良 引 荷 前 御調 糸と も 有り、 叉 外宮 儀式 帳に、 織乃大 御衣 二 

匹 云. - 此度會 郡 調 先絲織 奉、 また 養 S 乃 糸 先 乎 神宮 並 云 々 奉 進、 また 佃 奉 拔穗乃 御田 稻乎 先穗 乎波拔 穗爾拔 と 有 

も、 先穩は 初穂と 云が 如し、 (今 も 商 客の 物 を 蓮ぶ 馬の 荷 先 を 取と 云 事 有り) 荷と は 朝廷に 貢 上る 貢 調の 物に 限らす- 

凡て 何物に 在れ、 此處 より 彼處 に逞经 るに 就て 云 ふなり、 (考 に、 此 は諸國 にて W 來る 調の 初物 を、 朝廷に 奉る を 荷 

前と 云て、 篋に 納め 荒薦に 包み 緖 して 馬に 乘駄る を 荷 緒 縛 堅 S と 云り と 云れ たり、 但此處 に 用 有て 態と 上に 引 ざり し 

なり) 適と も 能と も 通 はし 云る 事、 上に は 荷 緒と 云 ひ- 此には 荷 前と 云る にて 知る 可し. (ず： 荷 また 荷緖 など 體ー 百に. 

云 ふ 時 は 通と 云 ひ. 荷 前な ど 連る 時 は 能と 呼り、 詞捷徑 に 云る 如く、 第二 音より 第五 音に 轉 じて、 火 串、 木 村な どの 

如く 比 を 保と 云 ひ、 伎 を 許と 云 ふ 例に て、 上の 意輕く 下の 義 重き 時に 常 有る 事な り、 此も荷 前の 前の 義 重きが 故に 能 

と轉じ 云り、 神 功 皇后 御紀 に、 荷 持 此云ニ 能 登 利 一と 見え、 色 葉 字類抄 に、 荷 を 蓬ぶ 丁の 事 を 荷 持と 訓り) 幸と は、 神 


代 紀に海 幸 山 幸と 書て、 幸 此云ニ 左 知， と 有る 如く、 海 幸 山 幸に 限らす、 人 Q 得て 幸と 爲し資 用 ふ 所の 品物 を 云て、 此 

を 朝廷に 其 幸 を 荷と 爲 して 獻る 故に 荷 前と は 云り、 崇神 天皇 御紀 に、 十二 年 九月 始校， 1 人民 一更 科，， 調 役 T 此謂， 一男 之弭 

調 女 之 手 末 調 一也と 有る を 以て、 稻穀の 佗に も 海山の 幸を獻 りし 事 を 知る 可し、 (記俾 十七 海 佐知显 古山 佐 知見 古の 條 

に 幸と て 凡て 身の 爲に 吉事 を 首 ふ、 幅 字 を も 書り、 此 にて は 海に て 諸 魚 を 漁る を 海 佐 伎と 云 ひ、 山に て 諸獸を 獲る を 

山 佐 伎と 云 ふ 凡て 物 を 得る は 身の 爲に 吉事なる 故に 幸と は 云り」 と 云た る は實に 然る 一一 一一 c 也， 但 幸に 先の 義をも 包た る 

事 先に 云 りき) 伊勢 太 祌宮式 (九月 神嘗祭， 條) に、 調 荷 前 鍇ー百 十三 疋ー丈 二 尺、 五色 幣料錯 一 疋， 門幌料 總三疋 

1 一 丈、 絲三絢 綿 五十 三 屯、 布 一 端、 木綿 十 斤、 麻 十八 斤、 腊 一 一十 斤、 熬 海鼠 十一 一斤、 堅 魚 十四 斤、 複 十一 一斤、 鹽六 石、 

油 六 升- 海藻 廿斤 (巳 上 諸 國封戶 調 荷 前) と 有る は、 此に 云る 荷 前の 較略 なり、 (其 は 九月 神嘗祭 詞の 註に、 全文 を 

引て 委しく 云れば 此には 略き つ) 其 次に 足折櫃 八十 合折櫃 二百 合と 有る は、 其 荷 前の 篋 なるべし、 但此詞 の 荷 前 は， 

朝廷より 九月 祌嘗 祭に 進ら る、 幣帛 を 云り、 其 は 四時 祭式に、 伊勢 太祌宮 神嘗祭に、 幣帛 一 ー莒 (內藏 寮 供設) 拖 三疋、 

絲八， 询、 倭 文 一端 一 丈- 席 二 枚、 鞍 二 具、 馬 四疋、 簾 頭 料 布 1 端 一 丈 四 尺と 見えた る此 にて、 江 家， ft 、第 (例幣 次第) 

に， 九月 十 一 日 早 且先裹 n 內宮 料， (內 侍辨忌 部內、 藏官人 二人) 綿 一 匹 (藏人 所 進 之) 兩面ー 匹 綾 五 匹 (五色 靑赤黄 

白黑) 4- 調 布-結-, 其 上-入-; 柳莒- (以 木綿 結) 以-- 葉薦， 裹， 之 (付 短冊) 又裹 n 外宮 料， 五色 綰次 居，， 小 安殿， (東 第 一 問 

薦上 外宮 料 在外) 內藏寮 護 レ之同 寮 書， 一 经 文， 云々 と 有る は • 其員數 こそ 同じから ね 其 荷 前の 幣帛の 趣意に 異り 無し、 

(四時 祭式に、 幣帛 ニ莒と 有る は 荷 向の 篋 にて、 朝廷より 奉らせ 給 ふ 所な り、 叉 江 家 次第 十二月 荷 前條の 頭書に、 前 
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1 日內侍 於，： 縫 殿 寮, 裹レ幣 行事 藏人 向， 1 其 所 一と 有る は、 內を 五色 錯 などに て 包む なるべし、 貞觀 儀式 神嘗祭 條に、 置， 一 

幣 葉薦， とも、 錦 二 裹レ幣 葉薦， とも 有る は 其の 箱の 外 を裹む 事と 聞え たり) 倦 式 及び 江 家 次第に 依て 見る 時 は 荷 前の 幣 

物 上に 擧る 如くな りと 雖も、 其 最も 主と 奉らせ 給 ふ 荷 前は當 年の 新穀な り、 (荷 前 は 穎爾毛 汁. 雨 毛と 有る 穎に て、 其 

穎 は 和 稻荒稻 なる 事、 愤に 考定て 第五 卷春日 祭 下に 云り、 荷 前 は國々 より 朝廷へ 奉る 貢 調に て 其 品種々 なりと 雖も、 

稻穀を 第 一 と爲る 事、 萬 葉 十八に、 須米呂 伎能 之 伎 麻 須久爾 能、 安 米 能 之 多 四方 能 美知爾 波、 宇 麻 乃 都 米 伊都 久須伎 

. 叙 美、 布 奈乃倍 能 伊波 都 流 麻 泥爾、 伊 爾之敝 欲 伊 麻 乃 乎 都 頭爾、 萬 調 麻 都 流 都 可 佐 等 都 久里多 流、 曾 能 奈里波 比 乎、 

と 有 は、 稻穀を 萬 調の 主宰と 云る 也) 其 は 神 嘗と云 ふ 事 はし も當 年の 新穀 を、 皇太御 神の 大 前に 奉らせ 給へ る を， 皇 

太御祌 Q 諾ひ 納受 給 ひ 聞 食し 初る 由に て、 天皇の 聞 食 させ 給 ふ を 新嘗と 申し、 天皇 Q 聞 食す に 就て 然る可き 神 等の 祀 

典ら れ給 ふと 同じければ、 縱ひ祌 郡に て 農れ る祌稅 にも 在れ、 朝廷より 奉らせ 給 ふ 所の 幣帛 は 其 二 f に 就く 事 云 ふ も 

更なり、 祌 郡の 神 田 も 其 元本 は 朝廷より 寄せ 奉 給 ふなれば、 卽ち其 ^<皇 の 奉らせ 給 ふ祌稅 なり、 此詞に 荷 前者 皇太御 

神能大 前爾、 如 横 山 打 積 置氐、 殘乎波 平 聞 看と 有る に應 て、 九月 神嘗詞 に、 三 郡國々 處々 寄 奉 禮留神 戶人等 能、 常 毛 

進 留由紀 能 御酒、 御 贄懸稅 千稅餘 五百稅 乎、 如 橫山久 置 足 成犬 云々 と 有る を 思 ふ 可き 者な り、 其 は 上に 引る 太 神宮 式 

の 次ぎに、 米 三 石 三 斗、 酒 米 十 石、 雜 供料 米 二十 石、 鹽 一石、 神酒 二十 三 伍、 小稅 二百 三十 束 (以 一 把爲， 束) 大稅ー 

一 曰 八十 束 (以五 把爲， 束) 斤稅 一千 二百 二十 二  (斤 は掛る 事に て， 掛稅 なる 可し) 云. <<、 .ft- に 度 會宮同 祭に 小稅ー 

百 11 十來、 大稅 八十 束、 斤 稅八百 束 云. ><  と 有りて、 其 員數の 差異 は 有れ ども 兩宮 及び 攝社 などに も 奉らせ 4q ふ 御 事な 


り、 (第二 詞に、 云々 皇神等 能 依 左 志 奉 者， 初穂 乎 波 千 穎 八 百 穎 爾奉置 S 云々、 と 有る と 同 趣な り、 且此 詞に對 せて 

も 稻穗を 奉らせ 給 ふが 主と 有る 事 を 知 可し、 荷 前 字 を 初穂と 訓る本 も 有り、 其 は 該訓 ながら 荷 前 は 初穂 を 奉る 證と爲 

る 可く や、 但 十二月 荷 前 使なる は然訓 ます。) 

如 横 山 打 積 置 氏 は、 廣瀨大 忌 祭 詞に如 橫山打 積 置 氏、 秋 祭 爾奉牟 と 有る と 同じ、 又 春 日祭詞 にも、 如 横 山積 置 &と見 

え、 平野 祭 詞叉鎭 御 魂齋戶 祭詞、 火 鎭祭詞 に、 如 横 山 置 高 成 S と 見え、 道 饗祭詞 に、 横 山 之 如 久置所 足 氏と 見え、 伊 

勢 神嘗祭 詞 にも、 如 横 山 久置足 成 天な ど 種々 に 云り (太 神宮 六月 月次 祭詞に は、 如， 一山 海， 置 足 成 氏と も 見えたり、 山 

海の 如と 云 ふ 事 珍ら し) 偖 横 山の 如 打 積 置く と は、 上に 云る 種々 の 幣帛 共なる が、 其 主たる 者は當 年の 新穀なる が 故 

に、 龍 田 風神 祭詞に は、 如 橫山打 積 置 氏と、 此と 同じ様に 云 ふ 可き 處を、 初穗者 P ノヒぉ M 高 知 腹滿雙 氏、 汁爾 毛穎爾 

毛 八 百 稻千稻 爾引居 置氐、 秋祭爾 奉牟、 と 云る を 以て 辨ふ 可し、 然る は 廣瀨大 忌祭詞 に、 初穂 者 汁爾毛 潁爾母 千稻八 

千 稻爾引 居 如橫山 秋祭爾 奉牟、 また 同詞 に、 初 穗者汁 雨 毛 穎 爾毛琵 乃 £ 高知键 乃腹滿 雙氐、 如 横 山 奉牟と 有る を 

合せて 疑 無き 者な りかし (此等 を 以て 如 横 山と 云る 物 は、 稻 なる 事 を 察む 可し、 引 居 置 \34 とも 引 居 S とも 云る は、 其 

幣帛 を 引 達ね 居 置く 事 を 云り、 然れば 如 二 横 山, 云 卢 と 同じ) 

殘乎波 平 聞 看 は. • 皇太御 祌の大 前に 荷 前の 初穗 をば、 九月の 祌嘗 祭に 横 山の 如く 打 積 奉 置て 稱辭竟 奉 給 ひ、 其餘 をば 

皇御孫 命の 新 嘗に聞 食し、 天下の 兆民に もた ま はせ むとの 意な り、 (此に 新 嘗の事 を 云 はす、 叉 天下の 兆民に 給 ふ 事 

を も 云 は ざれ ども、 其義 言外に 含り て 聞 ゆる は 然 すがに 天津 祝詞 たれば なり、 然れ ども 斯く心 著る 人 も I 中に 有り 
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や、 我此を 知らす) 殘の字 を、 考に餘 なりと 說れ たれ ど 其 意を盡 くされす、 平 聞 看と 續 けたる を 按 ふに、 此は究 て 重 

き 語に て 此詞/ 中の 眼 神な り、 然る は 天 照 坐 太 御 神に 奉らせ 給ふ詞 なる が 故に、 此語有て^^詞には全く無き例なり、 

第 十 段 水分 祌詞 に、 遺 乎 婆 云々 聞 食 故と 有れ ども 少し 云ひ樣 異なり、 此詞に は 殘乎波 平 聞 看と 云 ひ、 彼 詞には 聞 食 故と 

云 ひて、 其續 きに 取て 少か 意輕 きを 此詞は 然らす (伦詞 にも 初穗者 云々 秋 祭 爾奉牟 など 有れ ども • 殘 をば 皇御孫 命 Q 

聞 食と 云 ふ 事 無き を 以> て、 皇太御 神の 格別なる 御 事 を 想像 奉るべし、 然れば 此殘乎 波の 語 こそ 殊 異なる 深 義 を索隱 る 

證文 とも 云 ふ 可 けれ) 常 も 云る 如く 天地の 底 際の 內は、 天 照 坐 皇太御 神 惟 祖惟宗 と、 神隨に 尊き 事 比類 無く 御 在し 

て.， 六合 を總 給へば、 國土萬 物の 全 は 悉く 天 照 坐 太 御 神の 有な り、 神代 紀 ( 一 書) に、 豐 葦原 千 五 百 秋之瑞 穗國、 是 

吾子 孫 可 王 之 地 也、 宜爾 皇孫 就 而治焉 行矣、 寳？ i 之隆當 K 與- 一天 壤ー無 も 窮者矣 と 記させ 給へ るが 如し、 皇太御 神の 有に 

非す ば 爭か事 依 奉 給 ふ 事 を 得む、 然れば 皇御孫 命 を 此國土 萬 物の 全 を 悉く 事 依 塞 給へ る 事 はし も、 天下の 人民 は皇太 

御 祌の顯 見 蒼生と 詔 給へ る 天之签 人なる が、 皇御孫 命 は此を 主宰す 大君と 仰れ 奉 給 ひて、 天下の 人民 を 大御寶 と 成し 

給へ り、 然れば 國土は 人民の 居住す る 爲の國 土な り- 萬 物 は 人民の 資用ふ 爲の萬 物な り、 是を 以て 天下 は 皇御孫 命の 

天下な り、 國土 は顯見 蒼生の 國土 なれば、 人民 此に 主たる 事 云 ふも更 なる が、 其 本 緣を云 ふ 時 は 皇太御 神の 有に 非す 

と 云 ふ 事無し， 此 故に 天 下の 人民 は 皇御孫 命 に、 國 土に 出 來る萬 物の 初物 を 貢 上り 皇御孫 命 は 其 を 叉 皇太御 神に 奉ら 

せ 給 ひて. 其殘 をば 己 命の 聞 食し 初 させ 給 ひ， 其 を 頒せ給 ふと は 無れ ども、 天 下の 人民に は其殘 をば 賜る 義 なり、 食 

物 を^る と 云 ふ 語 有る も 上下 貴賤の 差別 無く- 大道の 自然 存 して 廢 ざる を 思 可し (IK皇の大御位を^K津日糟と申奉^fj 


御 事 も、 1K 昭； 坐 日 太 御 神の 傳統 を受 させ 給 ふ 事と、 天下 人民の 日給の 貢賦 を 所 知 食す 由と を 兼た る稱 なる 由、 鈴屋大 

人の 詳說 有て 上に 引る が 如し、 叉 建曆御 記に， 凡 禁中 作法 先 神事 後 他事 ュ暮敬 祌之數 慮 無 M 懈怠？ 白地 以，， 神宮 幷內侍 

所 方- 不レ爲 二 御迹： 萬物隨 ニ出 來-必 先 被 レ窄レ 之、 自-: 尼 及 揮 人-許 所 進 之物不 レ奉レ 之と 記させ 給へ る、 萬 物隨ニ W 來- 

必先被 i 奉レ 之と 有る 御言 ぞ、 此詞の 殘乎波 平 聞 看と 有る 御 3:e を 表發し 給へ る 物な りけ る) 偖 萬 物の 中に も辭 別て、 1K 

津日 精の 瑞穂を 事 依 奉 給へ り、 祌代紀 (一 書) に、 天 照 太 种叉勅 曰、 以，, 吾 高天原 所 レ御齋 庭 之穗， 亦 常 JT 御 於 吾兒， と 

有る を 以て 知るべし、 然れば 此瑞穗 は しも 高天原なる 天津 戶の 祌 物な る を ， 皇御孫 命 の此國 土に 大君と して 初國知 

食す 時に 陚與し 給 へれば、 其 本 因 を 云 ふ 時 は皇太 p: 神の 御物なる を、 皇御孫 命の 受脇 はり 坐て 天下の 人民に ら 令め 

給 ふが 故に、 上に 云へ る 如く 天下の 人民 Q 貢 調 は 皇御孫 命に 奉り、 皇御孫 命 は 其 初 穗を皇 太 御 神の 大 前に、 横 山の 如 

く 置 高 成 し て 奉ら せ 給 はで は 得 有 まじき 御 事 を 思 ひ 奉る 可し (然れ ども 此瑞穗 は、 國土萬 物 の 有る が 中に も 人 Q 命 を 

镜ぐ可 美 物なる 故に， 殊に 顯見 蒼生の 哈て活 可き 物 ぞと詔 ひ 貢 擧給 へれば、 瑞穩耳 を； 大 降し 給へ るが 如しと 云へ ど 

も然に 非す、 國土萬 物の 全 は 悉く 皇太御 祌の御 心と 成 整れば、 此 なる 瑠穗に は 限る 可き ならす) 叉 天 照 坐 皇太御 神と 

豐受大 祌と預 結 幽契と 有る も此 事な る 由 を 察 む 可し， 伊勢の 兩大宮 に竝 在して 齋れ給 ふ 事由 緣有 る 哉 (上なる 豐受大 

祌の條 下に 委しく 說る 意味 を 思 亙して 知る 可し) 平 聞 看 は、 其 年の 十一 月 中 卯 日に 新 嘗の御 政 有て、 天皇の 聞 食 初 さ 

せ 給 ふ を 云 ふ、 然る は 此詞に 荷 前者 云々 と 有る は、 太 御 神宮の 神嘗祭の 事 を 云る に 就て、 天皇の 新 嘗の御 事 を 申させ 

給 ふなり、 (神祇 令義 解に、 新嘗祭 謂嘗， 一新 穀ー以 祭，. 祌祇 T 朝 則 諸 神 之 相 嘗タ則 供， 新穀 於 至尊-也と 有て、 天下の 諸 社 
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層 II 曰 に物爲| 層 式 II 如し) 變 (八丁) に. 皇 極禱紀 に. g 嘗； 

ぎ 一二 十 ii、 今 曰 II 寶比乃 豐乃明 s さ i 曰 仁 在、 また 大嘗 請，；. 拿 十 I 月 中 卯 曰、 爾， -、 

urrflli 御 g 乃 tgtl 皇神等 si 乃比實 、碧 ssg 奉 利 茂 御 SS 

U 止 依 直 sflil 豐 11 牟； 此 直る 可し、 奮大嘗 共に、 5S 御自聞 貪す 事 

を 主と云り と S れ たる i 善に て、 此大墓 i 中羅詞 に. 議原乃 瑞穏 乃壓安 國止平 介久所 知奏、 I 

. ^一  1 乃， 高 御座 仁御奏 、 ，御 i 長 御 fif  、 千秋 乃 五 百 秋 仁 瑞讀平 介久安 介久、 由 庭 仁 所 知 貪 止 事 

之と ff り、 i し 合す il 匿、 iif  sli 者 U 

(尙 第. H  一一  f る 大嘗歸 gs しく  f 事共 を 合 S て il む 可し、) 

. 叉 皇御孫 命 k 世 乎。 手長 難 きき m¥^M^  sk。  輔 § 

神 漏 伎 神 i 命 登。 まま ii 響。 まお 零 p§r  ma 

g 文 は、 上なる 第婦 に異 有る 事 響が、 唯 宇 事 ||拔ま I 句 添れ る 耳？、 其說に 於て.. 少しも 異 無しと 

^H^^  0  一  8 に、 ii 醫、 蒙 S 囊 1、 叠 il 囊、 S 應 

而、 一" -S 矣靠之 f  5,, 篇 -25 矣と 有る ぞ、 g る 皇御孫 命 御世？ 長 S 一 5 と 同 趣，？， ると 


受て云 ふとの 條 理に異 有る 耳な り、 (然れ ば 第三 詞 なる も、 此御 命に 依れる かと 思 ふに 然ら す、 凡て 此 時の 事 は 天 照 

太 御 神 高 皇産靈 祌皇產 神靈神 三柱拉 坐て 相 共に 物爲 させ 給 ふ 事なる が、 其 仰 給 ふ 御言の 條理に 依て は 別，^ なり、 偖此 

なる は 天 照 太 御 神は豐 葦原 瑞穗國 は 吾子 孫の 可 王 之 地な りと 宜給 ひて、 皇統に 係れる 御言 を 受けて 云 ひ、 第三 詞 なる 

は、 高 皇產靈 神 皇產靈 神の 皇御孫 命の 大 御身 を 護ら せ 給 ふ 由に 就た る 御 一 百 を受 たるに て、 天津 祌籬 云々 の 文 卽ち其 元 

由たり、) 

皇吾睦 神 漏 伎 神 漏 彌命登 は、 第三 詞の 下に 巳に 云る 如く 皇太 御祌 及び 天社國 社の 神 等 を、 如 此く齋 奉らせ 給 ふ 御 事 は 

皇祖 天神の 詔 命に 因 准耠ふ 者な り、 (第 一 詞の 最初に 高天原 爾祌留 坐、 皇睦神 漏 伎 命 祌漏美 命 以天社 國 社 登 稱辭竟 奉 

と 有る 結な り、 心 を 平にして 考ふ 可し、 然るに 鈴屋 大人 說に、 「皇吾 睦祌漏 伎 神 漏 美 命 登 云々、 此は天 照 太 御 神 は 比 

賣 神に 坐せば、 神漏彌 なる を祌漏 伎と も 崇奉給 ふ 由な り、 登と 云る 上の 八祌の 例の 如し」 と 云れ たれ ど 心得ぬ 說 なり、 

天 照 太 御 神 は 比 賣祌に は 坐せ ど、 古語 拾 遣に、 天 照 太 神 者 惟 祖惟宗 尊 無, 二 因 自餘諸 神 者、 乃 子 乃 臣誰能 敢抗と 有て、 

八 百 萬 千 萬 祌と祌 等 は 多く 坐せ ども、 此大御 神より 尊き 祌は坐 まさねば、 何 を 以て 比 古神と 稱 奉りて 其 を 尊し と爲む 

や、 此大御 祌の比 賣祌に 坐す が 元より 尊 かる を、 如何にして か 思 漏され けらし) 然れ ば此は 大凡に • 皇祖 天 神の 詔 命 

に 依せ 給 ふ 御 事を祌 にも 顯し 白せ るに て、 此の 登の 辭は 其に 就て 云り、 侍此は 祌代紀 (御 天降 段 第二の 1 書) に、 是 

時 天 照 太 神 乎 持 n 寶鏡， 祝 之 曰 吾兒視 -I 此寶 鏡- 當 -1 猶視 吾 可，. 與同， 床共レ 殿以爲 * 齋鏡ハ 復勅 nlK 兒屋命 太 玉 命-惟 爾亦同 

侍，， 殿內， 善爲， 1 防護， と 有る 此を 云な り、 叉 古事記に も、 天 照 太 御 神 云々、 於是副 IT 賜 其 遠 岐斯八 尺 勾 瑰鏡及 草郢藝 
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二八 六 

而|薩者 雲- 膽- 而藝震 應神豪 層 I 此纖 2? 

&伊 f  も 見えたり、 共に 此な iii 祌羅命 登と 有る I の i。t 笑 (f さも 上 

るが、 又 此に用 有て S たる 也、 g く、 「此謹 Qf  I して 熟思 ふ も、 古文と 漢文と S 別 こそ 有れ 同. f, ；、 

^y^isf  if. 視， if  If  I、 古事記 il 事囊き 

M 而 II, 伊都 伎 奉と 有る と 全 同じくて、 古事記 まま 床 藍と ii せり、 曼 兒屋 命 太 玉 命 こ 

U へ る響 に、 同 侍-一 殿 內，雲，ー防 護-と 有る は、 裏 ii 者 取 i 事- 爲レ 政と 有る と、 文に 霊 S こ， 

,k 同じき を. 祌代紀 にも 古事記 Q 如く 此ニ柱 神 寡 i 五十鈴 宮， と 云 ふ 文の 有るべき に 其 I したり、 其 

勒 pi 命-太 命 惟爾ニ 神と 有 を 以て 知るべし、 g く 照し 合せ 見て 古事記に 亦 常 直 金祌の 下に、 til 

a. 布 刀 玉 命 Qsl し、 iia  f 金 神 兒屋命 一 ま ： 云 L たる 

utrr^ に I 紀置 豪し i、 層 御 神 手 持 t- 祝 之 曰、 此之 纖爲 i 魂， f 與 

f  £ 而如レ 拜畲ま S  PI 屋命太 玉 命-惟 爾ニ祌 亦同侍，，殿 內-取 i 事き I 此ニ柱 I 拜- 

ずな ど 作く 可 辈)| 霊 i 伎祌 i 命 登と 云 ふ 事 は、 此詞と 第 歸を 除て 霜に t 有る 事 無き よ. 

上 S 美 if 讓ら 2ふ事| ー樊神 g 命 ふ 事； i£ るに、 此ニ S 殊に 如此く 有る 事 まし 

^M^^^^ii. 齒 iff 一  大事 晨り、 其 墨 一詞 i 

睦：； -II 雰 登と 有る は 其 下に も f 如く 祌代紀 に、 重 磨 g 曰、 ita^  ？ 


爲，， 吾 孫， 奉え i 矣汝天 兒屋命 太 命 宜,. 持 nfK 津 祌羅， 降-一 於 葦原 中國， 亦 爲-, 吾 孫， 奉.. 齋焉と 有る 此 にて、 此詞の 因 起の 上 

に 引る 紀 記の 文に 對て其 義理 甚 著明なる 物な り、 此を 以て 古語 拾遺 (祌武 天皇 段) に は、 爱 仰從， ー皇 IK ニ祖之 詔， 建 TT 

樹神 籠-と は 記せり、 (上に 引る 紀 記の 文に も、 天 兒屋命 太 玉 命に、 同 侍 二 殿內， 善爲ニ 防護 r また 取 rr 持 前 事， 爲レ 致と 有 

るに、 此 にも 汝 天 兒屋命 太 玉 命 云々 と 有て 其相對 ひたる を 思 ふべ し、 如 此く徵 を 待て 此 祝詞 共 を說き 見る に 事理 分明 

にして 少 も隱れ たる 事 有る 事無し) 

宇 事物 は賴其 物に て、 事 は あ 字の 義 なり、 其 を 古く 斯 とも 云し なり、 古事記 下 (高 津宮 段) に、 斯賀 阿麻理と 有る は 

其之餘 なり、 此餘 古書に 多く 見 ゆ、 斯 在れば 古書に、 長 自物男 自物鹿 子 自物鳥 自物鴨 自物自 物 犬自物 馬鹿 自物 など 何 

れも自 物と 續 けたる は、 自を 其の 意と 見て 暫く 其 を 上に 囘 して 鵜 事物 は 其 赖と云 ふ 物の 如く" 鹿 自物は 其 鹿と 云 ふ 物 

の 如くと 意 得 可き なり、 若て 其 自に實 の 義をも 兼た る 可し、 出 雲國遗 祌壽詞 に、 祌乃禮 自利 臣能 禮自 登と 有る 自此な 

り、 (但出 雲 本に、 臣能禮 自利と、 利 字 を 補 はれた る は 中々 に狹 意な り、 自 にて 能く 通えたり >  侍自は 實の義 にて 其 

と 其 意 同じき 由 は 如何と 云 ふに、 其と 向 を 指す 時 は、 其實を 標的と 爲る辭 なる が 故に 固く 執す る 由な り、 然るに 塍朝 

詔詞解 二に 大平 主の 說 とて、 自 物は狀 之なる 可し、 邪 麻と 自 毛と 音 通へ り、 鹿， HI 物 は鹿狀 之に て 此類呰 同じ、 男自物 

は 男の 狀 としてと 云 ふ 意に て 聞 ゆ」 と 云り、 此考 然も 有るべし と諾 はれ たれ ど 何とか や 一一 一 n 足 はぬ 心ち す) 宇 は 借 字に 

て 鵜な り、 記俾 十四 (五十六 丁) に 和名 抄に、 辨色立 成 云、 大日 鹧孳 (日本 紀 私記 云 志 萬 豆 止 利) 小 曰雜跪 (俗 云 宇) 爾雅 

註 云、 鷓孳 水鳥 也、 觜頭如 鈎 好 食 魚 者 也と 云り、 (志 萬 豆 止 利と 宇と を 大小に 分なる は 非な り、 庭津鳥難また野^^&？ 
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維と 云 格に て、 島津鳥 鵜と 云 は 1 なり、 叉 宇 を 俗 云と 云る も 如何に ぞゃ、 宇て ふ 名旣に 神武 天皇の 御世の 歌に も 見え 

たる を や 字 鏡に は 鷓をも 纖をも 共に 宇と 云り) と 云れ たり、 此に宇 事物と 有る は • 天皇の 大御祖 神と 坐す 故に、 皇 

は 申 も 更なり 其 神事に 仕 奉る 人 等 も伦祌 より は殊 異に 崇重 にし 奉りて、 其 額突き 拜み 奉る 有 狀を譬 たり、 (此 鳥の 水 

中に 潜入る s 八と 人の 額突き 拜む狀 と 能 似たり) 頸 根 衝拔氏 は、 考に 鵜の 潜く に は 頸 を 倒に 水に 衝 入る を、 人の 頭 以て 

地に 突き 敬 ふに 譬 たり、 萬 葉に、 宍自物 膝 折伏 S と、 人の 膝 を 屈めて 敬に 譬 たる 類な りと 有り、 (然れ ば 頸 根衝拔 S 

は、 其 長 敬す る 實事を 云 ひ、 宇 事物 は 頸 根衝拔 たる 有 狀を譬 たるな り、 此 差別 を 知るべし) 頸 は 和名 抄に • 陸 詞切韻 

云 領頸也 (和名 久比) 頭宽也 また 項 陸 詞云項 (和名 宇奈 之) 頸 後 也と 見 ゆ、 此を頸 根と 云 ふ は其莖 根に 有る 骨 を 云 ふ 

なり、 人體の 根基 は 骨幹 たれば 然號く 可き なり、 (項 を宇奈 之と 云る は 其 屈伸す る狀を 以て 云 ふ 一一 目に て枉 曲の 由なる 

可し、 然れ ば枉曲 成の 意なら むか、 鹈を 宇と 云 ふ も 其に 依れるな る 可し、 然 れば此 宇の 言 は和韋 宇惠 袁と活 機く 宇な 

キ ボネ  ゥ ナジ 

りけ り) 人の 畏敬す る狀 はし も、 頷 骨 を 以て 頸 根を衝 けば 頸 後の 項に 塞 根の 骨拔 W つ、 此を頸 根衝拔 くと は 云 ふなる 

べし， (考に 頸 根 は 首 根な り、 頭 を 倒に 爲 るに は 先 頸が 本な りと 云れ たり、 因に 云 ふ 水に 人る を 加 豆 久と云 ふ も頭衝 

くと 云 ふ 事なる 可し) 如此く 殊に 此詞を 加ら れ たる を 以て も 伊勢の 大宫の 御 會釋の 格別なる 御 事 を 知る 可し • 叉豐受 

一大 祌の亞 て 貴く 御 在し 坐す 御 事 を も 察むべし、 (廣 瀨大 忌祭詞 にも 此語 有り、 此は豐 受大祌 に 坐 故に 用 ひたる か、 叉 

龍 田 風神 祭詞 にも 有り、 其 餘の詞 に は 全く 無き 事な り) 上に 云る 如く 申す も 恐 けれど 現 御 神と 天下 統御す 御 事 は- 大照 

皇太御 神の 大御事 依し に定り 坐し， 天津 日 繼は豐 受大神 Q 御 恩 賴に定 り 給 ふ 御 事に て、 君臣の 大義 立ち 供給の 大本 成 


りて 卑 高位 L， 上下 亂れ すして 天下一 日の 如く 終 古に 變 易ら せ 給 ふ 事 無き は 此ニ大 御 神の 預結 幽契 給 ふ 所有る に 依て 

然 なり、 (天下の 蒼生、 此ニ大 御 神の 御蔭に 資すて は爭 でか も 世に 生る 上 事 を 得む、 人と 成る 事 を 得む、 幸に 人 も 多 か 

るに 萬國の 秀眞と 有る 此瑞 穗國の 公民と， 生 W て 生長る 事 は、 殊 異なる 御 恩賴に 依る 事な り、 然る を.^ 人の 如く 斯 在る 

古傳の 有る を 知らで、 sis ら 生涯 を 空しく tl ら むは、 口に は 如何に 孝涕 仁義 を唱 ふと も， i 具の 孝俤 仁義 を 得 知らぬな り.， 

豈我小 子等 蟲に 鳥に も 劣る 行狀 に^ はめ や も、) 
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淡 路國鈴 木 重 胤 著 

越後 國今 井繁次 


校 


出 羽國淸 室 俊 明 


タチ, マ へ -- マ ヲサク 


御縣爾 坐。 皇神 等前爾 白久。 高 市。 葛 木。 十 市。 士心 貴。 山邊。 曾 布 登。 御名 者 白 s。 

御 縣とは 朝廷の 御料に て、 供御に 備 ふる 雜菓雜 菜 を 貢る 地 を 云り、 內瞎 式に 園 地と 云る 此 なり、 (又 同 式に、 耕種 園 

ァ -.Ri ダ  サカヒ 

E 云々 と 云へ る も此と 同じ) 縣は頒 田の 義 なる 可し * 方疆を 限て 頒ち 知る 意に て號 たるな り、 田と は 陸 田 を も、 水田 

を も 銃た る 名なる が、 阿賀 多と 云 ふ 時 は 一方 域の 摁稱 と爲れ り、 (記傳 二十 九に、 阿賀 多 は 上り 田に て、 元は 畠の 事 

なり、 古事記 上 卷八千 矛 神の 御 歌に 「夜 麻 賀多邇 麻岐斯 阿多 泥都岐 云々、 下卷 高津宮 段の 大御 歌に、 夜 麻賀多 邇麻祁 

流 阿 袁那毛 云々 と 有る は， 山縣の 謂なる に、 求し 茜 蒔る 靑茱 J など 有 を 以て 山なる 島なる 事 知る 可し」 と 云 ひて、 此 


詞をも 引きて 一！^ れし說 有れ ど 依 難し、 然る は此詞 に、 此六御 縣爾生 》 留甘 菜辛茱 云々 と 有る は、 古 大和 國の六 郡な り 

ける を惣て 云れば、 田 を も 畠 を も惣て 云る なれば、 强に畠 耳と も 云 難ければ 上り 田に て は 非るな り、 〇天 野 信 景が鹽 

尻に も 阿賀 多に 縣字を 用 ふ、 然れ ども 漢土に て 云る 郡 縣の縣 に似て 同じ 聲の言 に は 非す、 阿賀 田 は 吾田の 意に して 田 

舍に 有る 己が 領知 する 所な り」 と 云り、 此說 また 似て 非な り、 郡縣の 縣も頒 田に て、 一方 域 を頒ち 知る 故の 名 なれ 

ば、 同意 同 言と 見て 共に 妨 無き 物 を や) 然れば 方 疆を頒 ち 別て、 朝廷の 有せ 給 ふ 御 菜園の 地 を 御 縣と云 ひ、 封建され 

て 私の 有なる を 縣とは 云り、 推 古 天皇 御紀 に、 蘇 我 大臣 奏， ー于 天皇， 曰、 葛 城縣者 元臣之 本 居 也、 是以異 之 常 得-一 其縣 T 

以欲， 爲， 1 臣之 封縣？ 於是 天皇 詔 曰 云々、 然今當 ，1 朕 之 世？ 頓 失- 1 是縣？ 後 君 曰 T 愚癡 婦人 臨- 1 天下- 以頓亡 * 其縣 h 豈獨朕 

不 耶.' 大臣 亦不， 忠、 是 後葉 之 惡名、 則 不レ聽 と 有 を 以て 知る 可し、 (古事記 朝倉宮 段に、 此蘇我 大臣が 同族た る 部 

夫^^{意美が女子訶良比賣を奉る所に、 亦 副 n 五 處之屯 宅- 以獻 所謂 五村 宅 者、 今 葛 城 之 五村 苑人 也と 有に、 御紀 には此 

人 を 葛城圓 大臣と 見え、 和名 抄に 大和 國忍海 郡に 園人鄕 有る、 是其 五村 之 地なる 可き が、 翁の 說の 如く 忍 海 郡 は 葛 城 

上下 郡の 間に 在て、 葛 城の 內 なる 事 云 も 更なり、 姓氏 錄 大和 國諸蕃 に 園 人 首と 云 有 も、 此 地より K たるなる べし、 然 

れば 古より 縣 とも 園と も 通 はし 云り し 事 知る 可し) 孝德 天皇 御 紀に其 於 ニ倭國 六縣， 被, 遣-一 使者 一宜 T 造 二 戸籍 一井 校 

と 有れば、 田 昌を統 たるながら、 倭 國六縣 は鈴屋 大人 說 (古事記 傳廿 九) の 如く、 此は 殊に 近く 京 幾に 在て、 靱 

革の 御料 ふ 陸 田 物 を 作りて 奉れ- -ど、 此に 准て 餘國 の縣 をも然 なりと 云む は僻說 なる 可し、 (記傳 に 云く、 縣字 地名 

の 下に 附け云 ふ も 其 外 も 上に 言 を 連ねて 云 ふ 時の. 縣 Q 唱は、 上代の は 多く 阿 を 省きて 賀 多と 云 へ りと 聞 ゆ、 年魚 市 
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延喜式 祝詞 講義 四之卷  二 九 二  - 

縣、 松浦縣 など 云類此 なり、 然るに 漸 後に は 海邊の 潟と 混れ て、 彼 年魚 市縣、 松浦縣 などの 縣をも 唯 潟と 耳 心得て、 後 

に は 海 逢の 地名に 耳 一 H ふ 事の 如く なれ i ど、 古 は 海 無き 國 の 地名に も 某縣と 云る が 多き を や) 記 傳廿九 (六十 一 

丁) に； K く、  ^後世まで 諸！； の 司 人の 其 任國を 指て 縣と云 ふ も、 古に 京より 國.^ の 御料の 縣に官 人な どの 往來 ひし 頃 

の 名目の 遣れり しなり (萬 葉 七に、 靑髻依 網 原に 人 も 遇ぬ かも、 石 走 近 江縣の 物語せ む、 此歌 遠江國 司の 下る 道に、 

參河國 の 依 網 原に て 詠る にて、 近 江 縣とは 任 國の遠 江 を 指て 云るな り、 又 古今 集端詞 に、 文 屋康秀 が 參河掾 に 成て 縣 

見に は 得 W 立 じ やと 云 遣れり ける、 土 左 日記に、 或 人 縣の四 年 五 年竟て 云々 など 有る も、 縣とは 其 任國を 指て 云るな 

り、 然る を此 等の 縣を唯 田舍を 云と 耳 心得 來 つる は 非な り、 唯に 田舎の 事 を縣と 云る 事無し、 偖叉縣 召と 云 ふ 事 も、 

御料の 縣の官 人 を 任す 由の 名目な り、 唯に 田 舍の官 を 任す と 云 ふ 意に は 非す) 斯て 漢字 を 用る 世に なりて、 此 阿賀 多 

メシタ マ 

に 縣字を 當て書 習 ひて 良 後に は、 必 しも 朝廷の 御料 ふ 地なら ね ども、 彼漢國 にて 縣と云 ふに 當る 程の 地 をば、 總て某 

縣と云 ふ 事に 爲れ るな り、」 と 云れ たる は 然る 一一 目ながら、 神武 天皇の 御世に 封建の 制定り て、 初て 國縣 の御定 こそ は 

有け らし、 國 造本 紀に、 旣而初 都 n 檁原， 卽， 一天 皇位 T 勅褒 n 其 功 能 f 寄つ 賜國造 f 誅， 一 其 担 逆者ハ 亦 定，， 縣主 f 卽 是其緣 

也 云々、 凡簡遣 ヒー 一臣 f 巡 察 治 否？ 則 有功 者隨 n 其 勇 能 f 定 TT 賜國 f3f 誅コ戮 逆 者， 量-一 其 功 能 r 定 n 賜縣 主， 者矣と 有る 

を 以て 考ふ 可し、 其 は御紀 に、 二 年 春 二月 甲 辰 乙 巳朔、 天皇 定， 功行， 赏、 以 n 珍彥， 爲 M 倭國 叉給，1^5猾猛田邑？ 因 

爲-ー 猛田縣 主？ 弟 磷城名 黑速爲 n 礎城縣 主； 復 以-, 根 者， 爲 n 葛城國 造， と 見えて 其證 有る 事な り、 國造は 其 地 を 賜 ひて 

ヲサ  シ 

其 を 主領く を稱 ひ、 縣主は 御縣に 司と して 其 地をュ S るに 就て、 其 御縣の 中に て 別に 芭を赐 ふ を 以て 縣 主と は 云るな 


り、 給-, 弟猾 猛田邑 -因爲 -1 猛田縣 主， と 有る を考ふ 可し、 然れば 各國の 中に て、 朝廷の 御料 ふ 地 を 別に 取頒 ちて 縣とは 

n ヮケ  サカ匕 

云る が、 其縣の 中には 殊に 長大なる も 有て、 自然に 其 分 無て は 其方 疆の 知らる まじき 勢な りし かば、 何時と なく 何 

縣某縣 と 字して、 漢國に 云 ふ縣に 常る 事と は 成れり しなり、 (然れ ば景行 天皇 御紀、 神 功 皇后 御紀、 應神 天皇 御紀な 

どに、 某 縣と云 ふ 事の 多く 見えた る は 常 昔の 有狀 なり、 然る を 記 傳に當 昔 は 縣とー K は ざり し 地 を も、 撰者の 意 以て 漸 

後の 稱に隨 ひて 縣と 記された る も 交れり と 見 ゆ、 書 紀には 然る 事 常に 多し、 其 心して 見る 可し と 云れ たれ ど、 中々 に 

其は强 事なら む、 務めて 漢籍め かさむ と 其 文 を 潤 铹られ たる 事 こそ は 多から め、 其實を 添に 易 ふ 可く も 非ぬ 物 を や) 

若て 記 傳の說 の 如く、 孝德 天皇の 御世に 至て、 其 頃まで 縣と 云し 程の 地 をみ な 郡と 號 けて、 天下 悉く 國を 分た る 名 を 

郡と 定められて、 某 國の某 郡と 云 ふ 事に 成れり しか ども、 尙其 國の區 分の 名に 用 ひられた る 縣の猇 は廢り 乍ら、 某縣 

主と 云 ふ 姓 も 多く、 且 受領の 人の 任國を 縣と云 ひ、 叉 御料の 官人を 任す る縣 召と 云 ふ 稱呼は 遣れるな り、 (孝德 天 皇 

より 後に も、 郡大領 にて 縣 主たり し 人 多 かりと 見えて、 天 武 IK 皇御紀 に 高 市 郡 大領高 市 縣主許 梅と 云 ふ 人 有り、 高巿 

縣主は 姓氏 錄に、 天津 彥根命 之 後 也と 見えて、 本より 高 市 御縣の 主たり しが、 孝德 天皇の 御世に 縣を 郡に 改られ たる 

故に 郡 司に は 任されたり しか 共尙縣 主と も 云し なり、 此縣主 は 姓の 縣 主に は 非ざる なり) 偖、 朝廷の 御料 を 上古に は 

トリ ワウ チ 

摁てを 御 縣と云 ひ、 區 別て は 御園 をぞ 云り けむ、 此 故に 賜りて 人の 有た る を も 園と 云り、 允恭 天皇 二 年御紀 に、 皇后 

隨レ母 在， 家、 遊-, 苑中； 時鬪雞阔^^!云.<<、嘲，之曰能作,園乎汝者也、 また 武烈 天皇 御紀に 穿， 池 起， 苑、 また 孝德 天 皇御 

紀に、 投 n 田 畝 其 蘭 池 水陸 之 利？ 與， 1 百姓， 倶と見 ゆ、 天武 天皇 御紀五 年の 下に 是年 將， 都， 一新 城？ 而限 蘭內者 不；， 問， 一公 
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延喜式 祝詞 講義 四之卷  二 九 四 

私； - 皆不レ 耕，： 悉荒ー 遂不レ 都 突と 有る 蘭 を 波 多 祁と訓 り、 苑、 園 共に 御縣と 同じく、 菜 菓を殖 るの 地 を 一 K ふなり、 故 御 

園と 云 ひ 其 民を苑 人と 云け らし、 古事記 朝倉宮 段に 葛 城 之 五村 苑人 也と 有 を 見つ 可し、 此を 職員 令に 園 戶とは 云り、 

今 京に なりて は內膳 式に、 園 地 三十 九 町 五段 二百 歩 (京 北 園 十八 町 三 段、 奈良園 六 町 八 段 三百 一 十 歩、 山 科 園 九 段、 

奈美園 五町 五段 二百 四十 歩、 羽 束 志 園 四 町 九 段、 泉 園 一 町、 平 城 園 二 町) 雜菓樹 四百 六十 株 (續梨 百 株、 桃 百 株、 柑 

四十 株、 小柑 四十 株、 柿 百 株、 橘 二十 株、 大棗 三十 株、 郁三 十 株) 覆 盆 子 園 二 段、 田 六 段 二百 三十 四 歩 (種 芹 水 慈 料 

在乙訓 郡) 耕種 園圃 營大麥 一 段、 營 大豆 一 段、 營 小豆 一 段、 營大角 豆 一 段、 營蔓菁 一 段、 營蒜 一段、 營韮ー 段、 營窓 

一 段、 營薑 一 段、 k ズ藤 一 段、 營 蘇 一 段、 營早瓜 一 段、 營晚瓜 一段、 營茄 一 段、 藤菔 一 段、 營萵宜 一 段、 營葵 一 段、 

脊胡 i ぬ 一 段、 營蕓薹 一 段、 營 蘇良自 一 段、 營囊荷 一 段、 營芋 一 段、 營水窓 一 段、 營芹 一 段と 有て、 此は 供御の 料の 御 

園なる を 思 ふ 可し、 此を 統領る を 園 池 司と 云 ふ. - 職員 令に、 園 池 司 正 一 人、 掌 T 諸 苑池種 ry 殖 蔬菜 樹 菜-等 事 h 佑 一 人、 

令お 1 人 使 部 六 人 直 丁 一人 園戶と 有る 此な リ、 園 池と 云 ふ を 思 ふに、 御 贄の魚 をも此 司に て 主れ りしな り、 今 京に な 

りて は 園 池 司の 官廢 て、 內膳 司に 悉く 屬 る 者な り、 (伹此 式の は 甚く 文 を 切め て ffi せり、 委しく は 本書 を 探ぬ 可し、) 

中古に 莊 園と 云 ふ 者 は、 此御圜 より 轉 りたる 物に て、 首 義は 御園に 同じく 爲て 上古に 御縣と 云し 名殘 りなり、 (伹御 

縣に 就て 某 縣と云 ふ、 圃の小 分の 名 起り、 夫より 郡と 云 ふ 事に 轉れる も 元本 は皆此 より 始れ りけ り) 然れ ども、 今 京 

にても 上古の 制を然 すがに 易 させ 給 ひ 難くて、 御園 は 上に 引る 式 文の 如く、 京 近き 地に 移させ 給 ひし かど も、 猶古 

制に 因 准て、 大和 阈の六 御 縣に坐 神 等 を 主と 祭らせ 給 ひて、 京 外の 御園 神は尙 次に 立 給へ り、 (其 由 下に 云 ふ を 待つ 


可し) 惜此詞 に 御 縣爾 坐皇神 等と 申せる は、 決く 豐宇 氣見賣 神なる 可し、 然る は廣瀬 犬-忌 祭 詞に、 倭國能 六 御 御縣及 

山 口 S 坐 皇神等 前 S  ^ 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣 * 云々 と 見え、 四時 祭式 同條 にも、 大忌祭 (廣瀨 社 七月 准此) 云々"" 是日 

以御縣 六 座 山 口 十四 座 合祭と 見えた るに 子細 有る 事、 委しく 其說に 云る 如く なれば なり、 若て 古事記 (水 垣 宮設) に 

叉 於，， 坂 之 御 尾 祌及河 瀬祌？ 悉 無，， 遣 忘-奉 二 幣帛-也と 有る 坂 之 御 尾 神 は、 此御縣 神 河瀨祌 は廣瀨 大忌祌 なるな り.' 其 

坂 之 御 尾 は 記傳十 (五十 七 丁) に、 山の 坂路の 前の 引延た る 所 を 云なる 可し と 云れ たれば、 茱菓 を殖る 園な どの 有 所 

に 似 著 はしければ 必然なら むと 所思え たり、 若て 此時始 て 祭 給へ る は 葛 木御縣 神社なら むか、 土地 高く して 然も 坂 之 

御 尾と 云ふ狀 なる が 上に、 廣瀨 社に 程 も 遠から ぬな ど を、 彼此 思 合する に 必然る 可く M えたり、 (伹此 祝詞に は、 倭 

阈能 六御縣 乃と 有れ ど、 乃 は 決く 及 字の 誤なる 事 著明ければ、 今 は改て 引つ、 大政 詞後釋 の 附録に、 委しく 辨られ た 

る 事共 も 多 かれ ども 尤當を 得ざる なり、 其は大 忌詞の 下に 云 ふ 可し) 御縣爾 坐と は、 天皇の 供御 ふ 御縣に 坐て、 其營 

る 所の 物 を 守 坐す 神と 申す 意な り、 然 らば 其 祌は 誰か 坐む、 豐宇氣 虽賫神 を 除て は 非ら じと 所思れば なり、 伹此詞 に 

此六御 縣爾生 出 甘 菜 辛 菜 乎 持參來 S 皇御孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 登 聞 食 故 云々 と 有る から は" 其 分 御靈と 有す 大氣 都比賣 

神と 申す 方に て、 廣瀨に 坐す 若 宇 加能賫 命と 同體 なり、 (但此 差別 は 第三 卷に 委しく 云へ りき) 叉大忌 祭に、 御縣祌 

六 座、 山 口 神 十四 座 を 合せ 祀る 所以 は、 古事記に、 羽 山 戶祌娶 大氣都 比 賣祌、 生 子、 若山咋 神、 次 若年 祌、 次 妹若沙 

那賣 神、 次 彌豆麻 岐神次 夏 高津日 神、 亦 名 夏 之 賣祌、 次 秋爲賣 神、 次 久久 年祌、 ，h 、久久 紀若窒 葛 根 神、 と 有る 事實に 

ぎハ。 り、 其 は 羽 山 戸神 は、 山 口 神に 當 り、 大氣都 比寶祌 は、 御縣 祌に當 りて 廣瀨 神に 由 有り、 (此 なる 羽 山 戶祌娶 -1 大 

延喜式 祝詞 講義 四之卷  二 九 五 


延喜式 祝詞 II 義 四之卷  二 九 六 

氣 都比賣 神, と 有る と、 同 記に、 大山 津 見神 野 椎神ニ 神、 因 二 山野， 持 別 而生神 云々 と 有る と、 能く 似通 ひたる 事な り、 

此に 因て 思 ふに、 大山 津 見神の 用 は、 羽山戶 神に 在る 可く、 野 椎祌の 用 は、 大氣 都比寶 神の 爲し給 ひて 御德を 成し 給 

ふかと 所思るな り、 此事第 九詞の 下に 委しく 云 ふ 可し) 叉 其の 御子 八 柱の 中に も、 羽 山 戸神に 四 柱、 大氣都 比 賣祌に 

四 柱 宛 11 き 坐て、 若 山 咋神は 山の 樹 群の 繁榮 ゆる 事 を 知 坐し、 彌 豆麻岐 祌は大 忌祭詞 に、 山々 乃 自レロ 狹久那 多 利 K 下 

賜 水 乎 甘 水 S 受而 云々 と 有る 御德 なる 可く、 久々 年 祌の久 々は 木々 にて、 木の 年々 に蕃 息る を 云 ひ、 久々 紀若窒 葛 根 

神 は 窒家を 爲し給 ふ 由に て、 此ニ神 は大殿 祭詞に 所謂る 屋船久 々遲 命の 分身なる 可し、 (大山 津 見神の 御德を 羽山戶 

神の 爲し 坐る 本 緣を思 ふ 可し、 古事記に、 須佐之 男 祌娶， 一大 山津 見神 之 女 名 神大市 比賣； 生 子大年 神と 有て 羽 山戶祌 

は 其 御子神と 御 在る が、 其 は 御 年 神に て 豐受大 神の 御德 を幽賛 奉る 祌 なり) 、に 若年 神 は穀を 農る 神な り、 若 沙之賣 

神と も 申す は、 田 を殖る 事に 就た る 御名な り、 夏 高津曰 神の 夏 は、 稻の 成立つ 田なる に、 高津 日と 云 ふ は、 彌 豆麻岐 

神の水を引せるに1^-日の照入りて良沸騰する氣勢を得て彌々滋蔓せる由なり、 秋 見賣神 は稻の 熟ら む を 云 ふ、 偖其稻 

の 藁は葺 草と 成る を 以て 思へば、 此 は野椎 神の 分身なる 可し、 (上に 云る 如く、 豐受大 祌の分 御 靈大氣 都比賣 神の 羽 

山 神に 御 力 を 合せて 生 坐れば 斯く 有るな り) 偖 羽 山 戶祌は 水 を 兼て 木 を 司す 事なる に、 大氣都 比賣神 は氣を 兼て 草 を 

司す 本と 坐て、 右の 如く 八 柱 神 は 成し 給 ひける が、 其 太 元 を 申す 時 は、 豐受大 神の 分 御靈の 御幸 ひに 因れる 物な り、 

木」 tn;- を 一 一つに 分て 心 る は 非なる が 如く なれ ども 然ら す、 木と 草と に 自然と 剛柔の 等差 有る は 男女 Q 別ちに て、 

なる 幽契の 旨 に 妙なる 迄 協 へ りけ り、 首卷第 ニ詞の 下に 云る 如く 田 神の 山に 在す と 云 ふ 事此に 由 有り) 然れ ば御縣 e 


坐 神と 申す は、 豐受大 神の 菜園 を 守らせ 給 ふ 分御靈 神なる 事 云 も 更なり、 今ノ 京に なりて は此を 園祌と 巾せ り、 予が考 

の 如く 竞 して 御 食津 神に 伞： り、 三代 實錄 に、 貞觀 三年 五月 甲 戌朔授 M 圜池司 無位 御氣 津祌從 五位 下 一と 有る 圃池 司、 後 

に 廢て內 膳 司に て 管領せ るが 故に、 式に は內膳 司園祌 十四 座と 有り、 此 なる は 其 政所 一座と 有 を 云 ふなり、 但 式に 宮 

內省 坐祌三 座、 (竝名 神大、 月次 新嘗) 園 神社 韓 神社 二 座と 有る は 別 也、 思 ひ 混 ふ 可から す、 (此 園韓 神社 は 江 次第 頭 

書に、 園韓 祌ロ傳 云、 件 神延曆 以前 坐此 遷都 之 時 遣官使 欲レ奉 ヒ遷= 佗處： 神 託宣 云、 犹座 &處， 奉， 護 二 帝王， 云 力、 仍 

鎭 TI 座宮內 省， と 有り、 此事 古事 談 にも 見えたり、 叉 記傳に 引る 內侍所 御神樂 式に、 韓祌之 事 素 盞嗚尊 子 也、 有 n 帝 基 

安泰 之 誓？ 故 宮中 祭 之 云々 と 有る は 此事を 云な り) 內瞎 式に 園祌祭 (春秋 拉 同) 十四 座、 (京 北 園 二 座、 長 岡 園 三」 IT 

奈良園 三 座、 山 科 園 一 座、 羽 束 志 園 三 座、 奈美園 一 座、 政所 一 座) 右 五位 一 座、 (京 北圜) 六 位 十三 座と 有る 此內に 政 

所 一 座と 有る は、 三代 實錄に 見えた る 園 池 司 御氣津 神なる 事 上に 云る が 如し、 但六位 十三 座の 內 なる 事 心得す、 貞觀 

三年に 從五 位下に 叙せられ 給 へれば、 五位 二 座と 有け む 一 位を脫 された るか、 若脫 せるなら すば 京 北 園 一 座と 有る は 

誤に て 政所と 有つ るなる 可し、 其 は 左 まれ 右 まれ、 園 神と 申す は 御食津 神に 御 在る 事此 文に 依りて 明けし、 此 にて 式 

ォモム 午 

なる 御縣爾 坐祌も 決く 同祌 なる が、 蔡 都と 今 京と 御世 を 經て其 唱の替 る 耳に て 其 祭祀 給 ふ 主意に 於て は、 少も 異なき 

ィ 二- ンへ  ォ モタチ 

を 知るべき 也、 然れ ども 尙 古に 因 准せ 給 ひて、 表」 H たる 御祭 は舊 儀の 如く、 此六 御縣の 社. C にて 行 はれし 故に、 右の 

十四 座の 園 神 は 帳 外と は爲れ りしな り 者、 (五位 I 座、 六 位 十三 座と は 右の 祌 社の 祌階を 云る 物な り) 偖 右の 御縣坐 

； t 社 は其縣 主と 有る 人の 齋 祭る 事な りと 見 ゆ、 其 は 廣瀨大 忌 祭詞に 倭國乃 六御縣 能刀禰 男女 S 至 萬 S と 有る 刀麵 は、 
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其 縣主を 古く は 指り しなり、 其詞の 下に 云る を 見合す 可し、 其 を 其祖祌 なりと 爲 むは 僻説なる 可し、 (國 造の 神事 を 

兼て 其 國の政 を 執る と 同じ かる 可し、 國 造の 祌事を 行へば とて 其 國の祌 社と は 云 ふ 可から ぬ を 思 ふ 可し) 祌名 式に 依 

る 時 は 御 縣坐神 は 云 ふ 迄 も 無く 1 座な りと 雖も、 此詞 に皇神 等と 有る 上 は、 豐受大 祌の分 御 靈大氣 都 比 賫神を 始て其 

御子 祌も 必鎭 坐す 事 云 まく も 更なり、 (先に は 高 市、 葛 木、 十 市、 志 食、 山邊、 曾 布の 六 御 縣に坐 を 以て 皇神 等と 云 

るかと 思しに、 熟考 ふれば 第二 詞 なる 御 年 神 も祌名 式に は 1 座 なれ ども、 詞 に皇祌 等と 有れば • 其屬 坐る 神 を も 共に 

申せる と 一 事なる を考 合す 可し) 高 市 は 今の 吉野 郡、 宇 智郡を も 凡た る 古名な りけ らし、 式に 大和 國高市 郡 高 市御縣 

神社 (名 祌大、 月f^、新嘗) と 見えて 外 五社に 抽 ffi て 此社耳 名 神なる は、 當 昔の 京 近き 所な りし 故なる 可し、 三代 實錄 

に、 貞觀 元年 正月 二十 七日、 投，， 大和 國高市 御 縣神從 五位 上， と 有る 此 にて、 高 市縣主 は、 姓氏 錄に 天津 彥根命 十二 世 

孫 建 呂命之 後 也と 有りて 其 氏より %. 仕す る 神な り、 (天 武 天皇 御 紀に高 市 郡 大領縣 主 許 梅と 有る は其裔 孫なる 可し、 

偖 此社を 大和 志に 在 一一 四條村 1 今稱 ニ高縣 社-と 有り、 偖 高 市、 葛 木、 十 市、 志 貴、 山邊、 曾 布と 、序た る を 平 城 宮以來 

の 文なら ば 曾 布、 葛 木な どと 今の 郡 名の fr 、序 を 用 ひらる 可き に、 高 市、 葛 木と 、序ら れ たる を 以て 思 ふに、 貧に 古に 

高 市 郡の 地に 大宮敷 坐て 天下 知 看し 御世より や 用 ひ 初ら れ けむ、 此に 因て 崇神 天皇の 御世なら むかと 思 ふに 尙古 かり 

けり、 神武 天皇の 白 檮原宮 は 高 市 郡 なれば、 倭國の 六縣は 其より 數 ふる 御 制な りけ む、 故に 高 市、 葛 木 云々 と. h 、序ら 

れ たる 物な りけ り) 葛 木 は 後に 葛 上、 葛 下、 忍 海と 三 郡に 成れる を 都た る 古名 也、 式に 葛 下 郡 葛 木御縣 神社 (太、 月 

、新嘗 と 見えて 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 二十 七日、 授， 一 葛 木 御 縣神從 五位 上 一と 有る 社な り、 此に 奉仕る 縣 主の 姓の 


人 は 物に 見え ざれ ども、 神武 i 御紀ニ 年の 下に、 以  >>着-爲 き 城 謹-と 見え、 國 造本 紀 にも、 葛 城 阈廛原 朝 御世 

以，， I 命-初 爲， 葛城國 S 卽 il と S ば此 氏人 ぞ仕 奉れり けむ、 (姓氏， も. 大和 國祌別 5 葛 木 忌寸高 魂 

命 五世 孫 I 命 之 後 也と- 4 木 裏 魂 命 五 SI 命 之 後 也と i えず、 上古 纏 城國と 云し を、 i, 葛？ 

と 二 郡に 分れし より、 忌寸の 姓に も 直の 姓に も爲れ るなる 可し、 叉 忍 海 郡 も 葛 城より 分れし なり、 偖此 社の 所在 今詳 

ならす) 十 市 は 式に， Ms 十 市 御 縣坐 神社 (大、 月次 奪) と 見えて、 三代 實錄 に、 S 元年 正月 廿七气 伊 十 市 

御縣 坐神從 五位 上-と 有る 社な り、 此縣主 は 姓氏 錄に 見え ざれ ども、 古事記 黑田 廬戶宮 段に、 十市縣 主之祖 大目と 有る 

を 孝 元 天蠢紀 及霍， も、 li 主 大目と 記せれば、 杳 S に 十 市 謹と li 主と 二 派 有し t を、 十市縣 

主の 方 は旣く 震たり し 故に、 古 雷 所見 SI りけ り、 (大 巨は大哮 布 命 かと 思へ ども、 此命 S 仁 i の 御世 

に 仕 f し 人 なれば 管 可から す、. 天孫 本紀 に、 讀曰 I 世 孫大禰 命湯支命 子 也と 有る S ならむ、 讓も 有らば 

紀 記に 杳と 書る は 於 纖と訓 む 可く、 叉大 S 薩は む 可く ぞ 所思る、 此命片 I 穴宮 御宇 i 御 S 雷 仕 

奉と 有れば、 熟く 叶へ り但 七せ 孫に 十 市 根 命と 云 ふ 人 も 有れば 其 邊りを 主領るな る 可し、 叉 大系 圖に、 中原 本姓 十 市 

讓安寧 天 掌 機 城 津命之 後 也と f は 別 也、 i ふ 可 からす、 借此社 Q 所在 未 its 妻 は 後に 城 上、 城下 

と 云る 二 郡 を 都た る 直 也、 又 宇陀 f 地 此に攝 すれば 妻 の部 內 なりけ らし、 此社は 式に 城 上 郡 賽御縣 坐 神社 

(大、 月，^ へ 新嘗) と 見えて、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月せ 七日、 授， 一志 貴 御縣坐 祌社從 五位 上 1 と 有る 是 なり、 此縣主 

の 一 は、 种 武 天皇 御紀ニ 年の 下に、 弟 磯城 名黑 速爲- 磯城 縣 主-と 見えた るを國 透本紀 に、 誅= 志 貴縣主 兄 磯城へ 以-ー 弟 
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0 城 ， 爲， 一志 貴縣 主， と 有る は 紛ら はしき 書 様たり、 天皇 の？^ 磯城 を 志貴縣 主に 任し 賜 ふ 以前 は、 其 志 貴の 地の 魁 首に 

こそ は 有け れ譬縣 主と 自稱 せる にも 有れ、 己が 私に 稱れ る僭號 なれば、 兄 碟城は 志貴縣 主と 云 ふ 可から す、 然 れば誅 

,, 兄 磯城， 以， 一 弟 磯城， 爲，， 志貴縣 主， と爲 は、 御紀の 文に 對て 明亮なら むかし、 然るに 古事記 葛 城 高岡宮 段に、 師木縣 主 

之祖河 侯爲賣 と 見え、 片鹽 浮穴宫 段に、 河 侯毘賫 之 兄 縣主殿 延之女 阿久 斗 比賣と 見え、 輕之 境岡宮 段に、 師木縣 主 之 

祖陚登 麻 和 訶比賣 命と 見えた るに、 姓氏 錄 なる 大和 國祌別 を 見れば、 志 貴 連 神 饒速日 命 孫 日子 湯 支 命 之 後 也と 有れ 

ば、 此も彼 も 一事の 別 異に 傳 はれるな り、 此等を 合せて 按 ふに、 兄 確 城、 弟 機 城 共に 宇 摩 志庥治 命の 子に て、 兄 は 其 

叔父た る長髓 に » て 滅び、 ？ は 天皇に 順 ひ 奉て 志貴縣 主と は爲れ るな り、 若て 古事記なる 縣 主殿延 は、 安寧 天皇 御 

紀に、 一 書 云大問 宿禰と 有る 如くならば、 一 K 孫 本 紀に彥 湯 支 命 (亦 名木 開 足 尼) と 有る 木 開 は、 大間 を、 譌れる も Q 

にて、 殿 延は彥 湯 支 命に て、 其 は 弟 磯城なる 事 彼此 を 思 合せて 知らる、 (伹 天孫 本紀 に、 建 新 川 命 涹志紀 縣主等 祖と有 

るは此 命より 支 別た るに 依て 如此く 記せる 也、 〇此 社 を或說 に、 今 長 谷 與喜山 天神 是乎與 喜 湯 支 語 通誤稱 敷と 云り、 

然も 有る 可し、 一 說に 今金屋 村と 云 ふに 在りて 志 貴 宮と稱 ふと も 云り、 孰れ か是 なる を 知らす、 尙 能く 訂す 可き 事な 

り) 山邊は 式に、 山 邊郡山 邊御孫 坐 神社 (大、 月次 新嘗) と 見えて、 三代 實錄 に貞觀 元年 正月 廿 七日、 授， ー從 五位 下山 

邊御 縣神從 五位 上 一と 有る 社此 なり、 天孫 本紀 に、 建 麻 利 尼 命 (山 邊縣主 等祖) と 有る 此 氏より ぞ齋祀 りつら む、 (但 

姓氏 鋒 右京 皇 別に、 山邊 公和 氣 朝臣 同祖と 見え、 攝 津阈皇 別に、 山邊 公和 氣 朝臣 同祖 鐸石 別命 之 後 也と 有る は 別な 

り) 會布は 後に 添 上、 添 下と 別れ、 平群廣 瀬と 支 派た る をも該 たる 古名 也、 式に 添 下 郡 添 御縣坐 神社 (大、 月 fr.: 新 


嘗と 見えて、 三代 實錄 に、 貞覜 元年 正月， 授ニ 添御縣 神社 從 五位 上 一と 有る 此 なり、 姓氏 錄に 添縣主 》 レ自 M 津速魂 命 男 

武乳速 命 一と 見えたり、 (此社 を 今 添 田 天神と 曰す と 云り、 叉 大和 志に は 在 二三 碓村ー 亦稱- 一天 王-とも 云り、 能く 考定む 

可し) 此外 にも 大和！； 中に 御縣 神社 尙 有り、 式に 高 市 郡 久米御 縣祌社 二 座と 有れ ど 小社の 列な り、 又 高 市 御 縣坐鴨 事 

代 主神 社 (大、 月次 新嘗) と 有る は、 髙市 御縣の 地に 坐と 云 ふ 事に て、 御 縣坐祌 の 列に は 非す、 偖 御縣坐 神社 は其縣 

縣の 1 主の 遠祖な り齋 祭れる 物にして、 其を祀 祭る 縣主 共の 祖先の 謂に は 非す、 其 御 縣の爲 なり 廣瀨大 忌 祭に も、 其 

祭典に 預給ふ 所 由 を考ふ 可し、 (其縣 主の 祖先なら むに は、 廣瀨 神に 更に 由有る 可く も 非ぬ を 思 ふ 可し、) 

御名 者白氐 は、 考に、 此祌 等の 御名 は 別に 在れ ども、 此處に は 唯 其 社の 坐す 所 を 御名と 云 ひ 成せり、 式に も 六ながら 

御 縣坐祌 社と 耳 擧られ たりと 云れ たるが 如し、 但其 地名 を稱 へて 御名と 爲る は、 其 神の 其 地に 坐て 其 事 を爲給 ふな 

り、 養へば 次 詞 なる 山ロ祌 水分 祌 などに 某 山 口 神、 某 水分 祌と 中す も、 各 其 御 德を其 地より 立 給 ひて 佗に 遍く 及し 給 

ふ 由な り、 (此 例尙 有て 山 口 坐 神 ノ詞、 水分 坐 神 詞も然 なり、 伊勢 太御祌 宮、 熱 田 大神宮な どと 其の 祭神 を 表 ざす、 其 

地 を 以て 呼ぶ も 古の 常な り) 然れば 御名 者 白ま は、 御名 者稱 S の 意なる 可き なり、 第三 詞に、 大 御巫 能 辭竟奉 皇神等 能 

前 g 白久 云々 S 御名 者 白 而辭竟 奉 者 云々 と 有る を 約た るが 如き 語と 聞え たり、 (第 四詞、 第五 詞、 第六詞 共に 此 例なる 

に 心 を 著て 深く 考ふ 可し) 

コノム づ-ノ る マガ タ-;  ォヒ ィヅル  アマ ナカラ ナ ヲ  モチ マキ キ テ 
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此六 御縣と tr 檯原 御世より 以降 大宮柱 太 敷き 坐て、 萬國を 統御 給 ふ京畿 なる 大和 ■ を、 六縣 に分屬 たる 古名な り、 

孝德 天皇 御紀 に、 其 於 n 侵國， 六 縣被レ 遣 二 使者- 宜 T 造-一 戶籍 -幷校 * 田 畝.. と 有れば、 其 頃まで 尙六縣 なりし なり、 然 らば 

何時の 間より 十五 郡に は爲れ りけ むと 思 ふに、 同御紀 に、 大化ニ 年詔宜 T 觀 n 國々 疆堺- 或 書 或 圖持來 奉 や 示國縣 之名來 

時 將定と 有れ ども、 此 度に は 有る 可から す、 天武 天皇 十二 年御紀 に、 限 n 分 諸 國之境 場-云々、 また 聖武 天皇 天平 十 年 

御紀 に、 令 = 天下 諸國， 造 „國 郡圖， 進と 有れば、 此節々 に 今の 十五 郡と は 成つ るなる 可し、 (偖 此六縣 に 分られし は、 

成務 天皇の 御世と 通 ゆ、 御 紀に五 年 秋 九月 云々、 則隔， 一山 河 一而 分， 一 國縣ー 隨，： 阡陌， 以定， 1 邑里ー 云 々と 有る を. 思 ふ 可し、 

記傳廿 九に、 上代の 國 境の 御 制 は 細なる 事 は 詳に知 難 けれども、 古書 共に 事に 觸て往 々見た る 趣に 就て 考 るに、 後世 

の 如く 際 やかなる 事 こそ 無り つらめ、 大方に は 元よりも 國.々 の缚 限な ども 有り は爲 けむ を、 此 御世に 尙 隨に定 賜し な 

りと 云れ し は實に 然る 事な り、 叉 云く 其の 國縣邑 里 を 定められ たる 大方 を 以て 云 はに、 國と云 ふ 名は廣 くして 縣と云 

ふ は 國ょリ 小く、 叉 村里な ど 云 ふは縣 より 又 小し、 常に 其 國之某 縣と云 ひ、 叉 古事記 欞 日宮， 段に、 末 羅縣之 玉 島， 里、 

崇神 天皇 御紀 に、 茅濘縣 陶邑、 景行 天皇 御紀 に、 八 代縣豐 村な ど 有 を 以て 其 稱の大 なる 小き を辨ふ 可し、 後世の 分屬 

と 大形 は 違 はざる なり) 推 fa 天皇 御紀 に、 今當 一一 朕 之 世， 頓 失，！ 此縣ー 後 君 曰 T 愚癡 婦人 臨 二 天下一 以頓亡 * 其縣. - 云 々と 有 

る を 以て、 此詞に 合せて 此を思 ひ 惟 を 思 ふに、 倭 國の六 縣の全 は、 朝廷の 御料なる 事 疑 無き 者な リ、 但此詞 に 生 W 甘 

菜 辛 菜 * 持參來 S と 有る 故 は、 鈴屋 大人 說の 如く 陸 田 物 を 作りて 貢 進る 地 耳なる が 如く なれ ども 然ら す、 其 御 縣に生 

出る 植物 は稻穀 より 始て 甘茱、 辛 菜に 至る 迄に 摁 守護 坐る が、 此祈 年と 六月、 十二月 月次 祭と に は、 菜蔬を 守護 給 ふ 


g; 靈を 祭らる- -事 にて、 四月、 七月の 大忌 祭に 就て は V 稻穀に 係る 御靈を 祭らせ 給 ふ 事大 忌 祭詞に 倭 W 能 六 御縣及 

山 口 a 坐 皇神等 前 S 母 皇御孫 命 能 宇 豆 乃 裕 帛乎 云々 と 有る は 秋の 稻穀 の爲の 御祭なる を 思 ふ 可し、 然れば こそ 此祈年 

月次 等の 祭詞に は、 茱蔬の 事 有て 稻穀の 事無く、 大忌 祭詞に は、 稻穀の 事 有て 茱蔬の 事 は 云 は ざり けれ、 (此 例外に 

も 有て 次なる 山 口 坐 神祭詞 にも、 月次 祭詞 にも、 山より 伐 W す 材木の 事 を 耳 云る に、 大忌 祭詞に は、 山より おて 田地 

カタ  つ メ 

を 養 ふ 水の 事 を 云 ひて、 互み に 省け ると 同じ 例な り) 此に 由て 此を E. れば、 御縣 とは頒 田に て 田昌を 共た る 語な りけ 

り、 記 傳廿九 (五十 九 丁) に、 祌代紀 に 陸 田 種子、 水田 種子と 有る は、 田に 成 物と 畠に 成 物と を 分て 云るな る を摁て 

ふ 時 は 二 共に 多 那都母 能と 云に て、 田 は 島 を も 包た る 名なる 事 を 知る 可し と 云れ し は、 然る 首な り、 上に 引る 孝德天 

皇御紀 に、 校 n 田 畝， と 有る に證 して 知る 可き 物な り、 (鈴屋 大人 も大 忌祭詞 に、 此六 御縣の 神の 事の 有る に 就て、 六 

御 縣には 御田 も 有るな る 可し と 迄 は 云れ ながら、 縣は 上田に て la の 事 を 云な りと 立ら れし說 は 非な り、) 

生 W の 生 は表截 する 事な り、 其 は 第 七詞に 云る 如く、 天日の 光輝 大地に 照 徹る時 は、 大に 芽し 萌む 可き 奇靈 なる 祌氣 

を 生す るに、 種子 を 蒔る は其殼 より 表發 し、 自然 生の 物 は 其 苗 を表發 して 根より 幹 を W し、 幹より 枝 を W し、 枝より 

葉 そ 出し 竟れ ば、 其 植物の 形鉢備 はり、 花實の 用を遂 ぐ、 (神氣 の 得る 所 各 土に 異 有りて" 自然 山^に 草木 生じ、 田 

園に 稻穀 i ェり、 茱蔬 生りて 同じ 物と 雖も氣 味 同じ 可ら す、 各自なる は、 天日の 光輝の 大地 を照溫 する 問に 生る 神氣も 

亦 其 土の 形勢に 因て 異り 有な り) 然れば 於 布と は 表 發の義 にて、 其表發 する 有 は、 天地 氤氳 せる 祌氣の 土質 を 資て形 

ク -1;;-- モノ  タテ マツ  オフ 

鉢 有るな り、 此六御 縣爾生 出と 有る にても、 唯に 其 土 毛 を 以て 備 進る 謂に は 非す、 其 土 毛 を 生し 給 ふ 由なる は 上に 云 
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る 如く、 豐受大 神の 分御靈 なる 事 云 も 更なり、 . ^文に 皇御孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 登 聞 食 故と 有る を 以て、 其縣 主な ど 

の W 自の祌 に は 非る 事 を 知る 可し、 (此は 其 作物に 功 を 成し 坐る 神より 餘には 申さぬ 祝詞の 例なる を 思 ふ 可し) 

甘茱、 辛茱 第二 詞を 始め 諸 祝詞 共に、 大野 原 ® 生物 者 甘茱辛 菜と 有る に 同じく、 此は 茱蔬を 該羅て 云ふ稱 なり、 甘辛 

は 其 味 を 以て 分つ 耳に て、 此ニ語 を 以て 其 多き を 聞せ たる 文に て、 第二 詞 なる 手肱爾 水 沬畫垂 向 股 S 泥畫寄 S の 例の 

如し、 (斯る 例甚多 かり) 茱を那 と 云 ふ 所 由 を 先辨ふ 可し、 那とは 主と 立る 物 有れば、 其に 相對 ひて 輔相 くる 物必有 

る 其 を 云 ふが 本に て、 物に 名と 云 ひ、 吾に 對ふを 汝と云 ふ 如く、 膳に 相對 へて は 菜と 云 ふなり、 然れば 田園の 茱蔬を 

始て 海藻 を も 魚 物 を も 摁云ふ 語な り、 (甘 茱、 辛 菜に 限らす、 凡て 諸の 菜蔬は 上に 記せる 如く、 若 宇迦 乃賨 神の 御靈 

物なる が 神代 紀に、 保食祌 云々、 嚮， 海 則 1? 廣鰭狹 亦自， 口 出、 叉嚮， 山 則 毛 翁毛柔 亦自， 口 ffi と 有る 如く、 魚獸に 至る 

まで 人の 菜と して 性 命 を 養 ふ 所以の 資は、 悉く 其 神の 成 幸 給ふ處 なり、 古事記 中に、 伊奢沙 和氣大 神の 太子と 御名 易 

の禮 代に、 入 鹿 魚 を 氣比大 祌の寄 奉 給し に 依て 御 食 都 大祌と 申し、 高 橋 氏 文に、 磐 鹿 六 鹿 命、 山野 海 河 者 多 邇久々 乃 

佐 和 多 流 岐波美 波 多 乃 廣物波 多 乃 狹物毛 乃 荒物 毛 乃 和 物 供 IT 奉雜物 等， 云々、 是時 上總國 安房 大神乎 御 食 都 神 止 坐 奉 天 

と 安房 大神 は粟大 神と 申 事に て、 古事記に、 粟 國謂ニ 大宜都 比賣， と 有る 大宜都 比 賣は豐 受大祌 に 坐 事 第 七詞に 云る 如 

く なれば なり) 鈴屋 大人 云く、 萬 葉 十 一 (四十 二 丁) に 朝 魚 夕 菜と 作る 是朝も 夕 も那は I なる に、 魚と 菜と 字 を替て 

書る は 魚 菜に 渉る 名 なれば なり >、 魚に 在れ 菜に 在れ、 飯に 副て 食物 を 凡て 那と云 ふなり」 と 云れ たり、 (此は 記傳十 

四卷 なる 眞魚 昨の 註 を 取れるな るが、 尙魚を 那と云 ふ は饌に 用る 時の 名な り、 只 何と無く 海 川に 有る をば 宇^と 云て 


f と は 云 はす、 此 差異 を： 心得 置く 可し、 持統 天皇 御 紀に八 釣魚と 云 ふ 蝦夷の 名の 訓 註に、 魚 此云レ 儺、 萬 葉 五に 多 良 

志 比 賣可美 能 美 許 登 能 奈都良 須等美 多 々志 世利斯 伊志 遠 多 禮美吉 と 有る 奈都良 須は魚 釣な り、 此等 釣魚 は饌の 料なる 

匕サ  ナヤ  ナナ 

故に 那と 云り.' 今 世に も 齚に爲 る 魚 を 須志那 と 云 ひ、 魚 を鬻ぐ 屋を那 夜と 云 へれば、 茱も魚 も 同 言な り-， 此を 別の 如 

く 思. ふ は 文字に 泥め る 後の 僻な り、 今 世に も 菜 を 字音に て 佐 伊と 云 ふ 時 は 魚に も涉る 如く、 古 那と云 ふ 名 は 魚に も 菜 

にも 15„ 一れ り、 叉 肴 は 酒に 副る 菜に て 魚 菜に H れ り.' 其那の 中に 菜よりも 魚 をば 殊に 愛で 美き 物と 爲る 故に 稱て 眞那と 

云り と 云れ たり、 此は 甚く 文の 序 を 改め 又 切め て 引り) 如 此く那 は 魚に も 菜に も 涉る言 なれ ども、 朝夕に 用 ふる 所 園 

菜の 方 耳 多 かる 故に、 打 任せて 那と云 ふ は 菜の 事な り、 此は內 膳 式に、 年 料 供奉 雜茱日 別 一 斗き 料 三 升 生 瓜 三十 顆、 

(准 ニー 一升， 自 n 五月-迄 X 月-所 レ 進し 茄子 四十 顆、 (准-一二 升 一六 七 八月) 莧四 升、 (五六 七 八月) 蘇 六 把、 (准： 六 升- 

自，  一二 月， 迄， 一九 月 一) 二 把、 (准-一二 升， 五六 七 八月) 蔓菁四 把、 (准-一四 升 ー自ニ 正月 1 迄-十二月-) 楚立四 把、 (准-, 四 升 I 

三 四月) 薺 四 升、 (正 二十 一 十二月) _ 尚 tl 四 把、 (准 ニニ 升-三 四 五月) 葵 四 把、 (准-一二 升-五八 九十 月) 羊 蹄 四 把、 (准-一 

二 升， 四 五八 九十 月) 韮 二 把、 (准 J 一升- 自ヒ 一月-迄 n 九月-) 窓 二 把、 (准-二 升-正 四 五 九十 十一 十二月) 蒜 一 百 根、 

(准- il 一升 一正 二 四十 1 十二月 靑進 五六 七 八月 于進) 生薑 八 房、 (准 ヒー 升 ニハ七 八月) ^椒ニ 合、 (三 四月 稚葉 五六 月 子) 

藤 十 把、 (准，  一二 升， 自， 四月， 迄， 1 九月，) 蘭 二 把、 (准， 二 升， 自，： 正月 一 迄，， 十二月，) 胡 I ぎ 一 合、 (正 二 九十 十一 十二月) 蘿 

^ 根 四 把 「(准 &升， 正 二十 十一 十二月) 芹 四 把、 (准-一四 升- 自- 一正 月-迄 n 六月-) 水 慈 四 把、 (准-一四 升， 五六 七 八月) 

芋楚ニ 把、 (六 七 八 九月) 雜 菓子 五 升、 生 大豆 小豆 各 六 把. (1， ハ七八 九月) 生 大角豆 六 把、 (六 七月) 芋 子 四 升、 (正 
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九十 十一 十二月) 鼓 豉古五 升、 (二三 月) i 瓜 八顆、 (六 七 八月) 栗 子 三 升、 (七 八 九月) 桃 子 四 升" (七 八 九月) 柚子 

十顆、 (九十 月) 神 子 二 升、 (九十 十一 月) 枇杷 十 房、 (五六 月) 李 二 升、 (五六 月) 覆 盆 子 二 升、 (五月) 学 四 把、 (五 

六月) 中宮 准， 此、 其 東宮 雜菜五 升、 癦料ニ 升、 雜 菓子 三 升、 生 大豆. 小豆、 大角豆 各 三 把， 波. < 古、 芋 子 各 二 升、 

栗 子 一升、 桃 子 二 升、 柚子 五顆、 柹子、 李 子 各 一升、 枇杷 十 房、 爭ニ把 云， -、 (准- 1 何 升-と 有る は、 御縣 より 供進す 

る 所の 料の ij- り) 漬年料 雜菜蕨 二 石、 (料蠻 一 斗) 齊蒿 1 石 五斗、 (料鹽 六 升) 蘇 二 石 四 斗、 (料 鹽七升 二 合) 芳十 

石、 (料鹽 八 斗) 藤 二 石 五斗、 (料鹽 一 斗 米 六 升) 蘇 良自六 斗、 (料 鹽ニ升 四 合) 虎杖 三 斗、 (料鹽 一升 二 合) 多々 良 比 

寶花搗 三 斗， (料 堕 三 斗) 龍 葵 味 ー迅六 斗.， (料 鹽四斗 八 合稳三 升) 爪 味漬ー 石、 (料鹽 三 斗) 蒜 房 六 斗， (料鹽 五 升) 蒜 

英 五斗、 (料 墮四升 四 合) 龜搗四 斗、 (料鹽 四 升) 蔓 菁黄茱 五斗、 (料 鹽三升 粟 三 升) 右漬 春 菜-料 瓜 八 石、 (料 塵 四 斗 

八 升) 糟漬^ 九 斗. (料鹽 一斗 九 升 八 合、 汁糟 一斗 九 升 八 合、 滓 醤ニ斗 七 升、 醬ニ斗 七 升) 醬漬瓜 九 斗、 (料鹽 醬滓醬 

各 一 斗 九 升 八 合) 糟漬 冬瓜 一 石、 (料 鹽ニ斗 二 升、 汁糟 ，四 斗 六 升) 醬潢 冬瓜 四 斗、 (料 鹽八升 八 合、 醤滓醬 味 醬各ー 斗 

六 升 八 合) 菘ー g 三 石、 (料鹽 一 一斗 四 升、 稳 一 斗 五 升) 蔓根須 須保利 六 石、 (料鹽 六 升、 大豆 1 ふ 五 升) 蔓菁ー 祖十石 • (料 

鹽八 升稔五 升) 蔓根搗 五斗、 (料鹽 三 升) 菁根須 須保利 一 石、 (料鹽 六 升、 米 五 升) 醬菁根 三 斗、 (料 鹽五升 四 合、 滓 

醬ニ斗 五 升) 糟菁根 五斗、 (料鹽 九 升、 汁 滓 一 斗 五 升) 蔓菁切 一通 一 石 四 斗、 (料 鹽ニ升 四 合、 稔ニ 升) 茄子 五 石、 (料 

鹽三 斗) 醬 茄子 六 斗、 (料鹽 一 斗 一 一升、 汁 糟味醬 滓醬各 一 斗 八 升) 糟 茄子 六 斗、 (料鹽 一 斗 1 一升、 汗糟 一 斗 八 升) 龍 葵 

お 六 斗、 (料瘦 六 升、 稔ニ升 四 合) 龍 葵子 潦三 斗、 (料鹽 九 升) 水 窓 十 石、 (料鹽 七 升) 糟清 小水 慈 1 石、 (料鹽 1 斗 二 


升、 汁糟 五斗) 蘭 一 m 三 斗、 (料 鹽ニ升 四 合 • 捻 一升 二 合) 大豆 六 斗  >  -料鹽 六 升、 汗糟 一斗 八 升) 山 蘭 二 斗、 (料鹽 四 

升) 蒙 一は 四 斗， (料鹽 四 升、 捻 一升 六合) 芡 一石 五斗、 (料鹽 一 斗 五 升、 米 七 升 五合) 養 荷 六 斗， (料鹽 六 升， 汁糟ニ 

斗 四 升) 稚薑三 斗、 料鹽六 升、 汁糟 一 斗 五 升) 欝萌 草搗三 斗、 (料 鹽四升 五合) 和 太 太備- .H  (I? 鹽ー 一升) 舌附 一 斗、 

(料 鹽ニ升 二 合) 桃 子 二 石、 (料鹽 一 斗 二 升) 柹五 升， (料鹽 二 升) 梨 子 六 升 (料 鹽三升 六合) 蜀椒子 一 石、 (料 鹽ニ斗 

四 升) 荏裹六 斗、 (料 瓜 九 斗、 冬瓜 七 斗， 茄子 六 斗、 菁根四 斗、 鹽 一 斗、 一 升、 醬味醬 滓醬各 一石) 右 潰，， 秋茱， 料 云 

々と 有る 如く、 年中 供御 料 を 其御縣 より 朝廷に 召 上させ 給 ふ 事な りし を" (但其 品々 の 物 共 も 其 時に 取て 增減も 有る 

可ければ、 强て 抱る 可から す、 唯延 喜の 常 今の 有様 を 思 ふ 可し) 今 京に なりて 後 は、 上に 引る 山城 國の 御園と 替れ X 

ども、 尙摱 原の 御世よりの 遣 制に 因 准せ 給 ひて、 其 御祭 共 は尙此 六御縣 にて 有し 故に、 其 地より » る 趣に 申 成し 給へ 

るな り、 此に 就て 說 有り、 御 縣山ロ 水分な ど 今 京に て は 山城 國に定 させ 給 ひて 祭らる 可き を、 然らぬ は 大に所 由有る 

事な りけ り、 其 は W 雲國造 神壽詞 に、 大穴 持 命 乃 申 給久、 皇御孫 命 乃 靜坐牟 大倭國 申 天 已命和 魂 乎、 八 鏡 ほ 取 託、 

1K 倭 大物 主 櫛 P) 玉 命 登 名 稱天 大御和 乃 祌 奈備爾 坐 云 .<、 皇孫 命 能 近 守祌！ 5" 貢 置 天 八 百 丹 件築宮 HI 靜坐支 と 有る 如く 

皇御孫 命の 大宫處 と 敷 坐す 國は、 大和 國に定 させ 給 ふ 祌界の 御 制 有る 事なる が 故に、 皇御孫 命の 御 心と 伦阈に 都 城 を 

遷し易 耠ふ事 有ても、 其は內 <„< の 事の 如くなる 因緣 などに 依て、 大和 國に尙 依然の 狀には 祭らせ 給 ふらむ かし， (此 

ヮタ 

事 委しく 說徵す 可き 事 有て、 大跋詞 出 雲 國^ 祌壽詞 などの 下に 云り、 然れど 一 應り此 事 を 心 留置す て は 有ぬ 事なる 

が 故に 少 驚し 置な り、) 
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持參來 S は、 其 甘 菜 辛 菜 を 所々 の御縣 より 運送り て 貢 奉る を 云な り、 f^、文に皇御孫命能長御瞎能遠御膳登聞食故と有 

るへ 續 けたる 樣 何とか ゃ言 足らぬ 心ち の爲 めれ ど如此 云ふぞ 古文 Q 格な りけ る、 (持 參來 S は 其 御 縣の仕 丁な どの 運 

送 奉る 事 を 云 ふなり、 且と 見て は 皇御孫 命の 御自 持參來 坐す 樣に聞 ゆめり) 然れば 持 は 其御縣 より 貢 上る 方に り、 

參來 S は 其 を 受納 給 ふ 天皇の 御 方に 係れる が、 必如此 云 ふ 可き 文法な り、 其 は 御 縣の仕 丁 は 朝廷より 其 員數を 定めて 

任け させ 給 へれば、 此ニを 合せて 云 ひ續く 可き 者な りかし、 內膳 式に 營園仕 丁 十四 人、 (一 人 直 丁、 十三に £士.  丁) 

川 船 一 艘、 (長 三 丈) 在-一 與 等津， 右 漕， 一奈 良 奈美等 園 供御 雜茱， など 見えた る を考ふ 可し、 (其 外に も 耕種 園圃 にも 其簞 

功 を 記して 耕地、 把翠、 Eg 牛、 料理、 平和、 畦 上作、 殖功、 llP 探、 功、 打 功、 下 子、 運 功、 分 畦、 擇苗 子、 度 制、 

刈 功， 擇功、 堀 畦 溝、 蹈位、 拂虫、 壅、 採 苗- 堀 功、 擇功、 などの 員まで 御定 有る 事 也、) 

皇御孫 命 能。 長き 膳 能。 i.;<g 考&梦 gi 一-お ^wm^.  00 

クト ノル 

久登 宣。 

長 御 膳 能 遠 御 膳 登 聞 食 故 は、 其 菜蔬を 水分 祌詞 に、 長 御 食 能 遠 御 食 登 赤 丹 穗爾聞 食 故 云々、 廣瀨大 忌 祭詞に は. 皇御 

孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 止 赤 丹 能 穗爾聞 食 牟皇神 能 御 刀 代乎始 S 云々、 龍 田 風神 祭詞に は、 皇御孫 命 乃 遠 御 膳 乃 長 御 膳 

止 赤 丹 乃穗爾 M 食須 五穀 物始氏 云々、 大嘗 祭詞に . 天 都 御 食 乃 長 御 貪 能 遠 御 食 登 皇御孫 命 乃大嘗 聞食牟 爲故爾 など 例 

多し、 (中 巨壽詞 にも、 天津 御 膳 遠 長 御 膳 乃 遠 御 勝 止 千秋 乃 五 百 秋 仁 瑞穗遠 平介久 安介久 云々 と 見 ゆ- 但 iK 津御膳 遠 


と 有る 遠は必 乃なる 可し、 遠 にても 聞 ゆるが 如く なれ ども、 然ては 〈に 瑞穗 遠と 有る 遠と 重れり と 玉 勝 問に 云れ たる 

は、 此大嘗 祭詞に 合せて 然る 事と 通 ゆれ ども、 尙然に は 非 じ、 此は 天神より 由 庭の 穗を皇 御 孫 命に 賜る 御 命 なれば、 

其乃チ 天津 御 膳な り、 然れば 遠 字甚重 くして 乃に 替 難し. 又 遠の 重 復咎む 可き 非す) 長 御 膳 能 遠 御 膳と は、 日夜 問斷 

無くと 云 ふより 其大御 *1 の 久しき 後 迄 を豫て 云るな り、 (古書の 中に 長く 遠くと も 彌 遠長爾 とも 重ねて 云 ふ 常.' 例な 

り、 叉 唯に 遠と も 長と も 云り) 長 御 瞎の長 は. 其 時 を 正中と 指 云て 竟を 見ぬ 義 なり、 物の 問 を 中と 云 ふに 其 iD 逮は 

す、 然れば の 首 は 5k がに て跪滯 する 事 無き 由なる を 以て、 其 久遠なる 事に 云 ふ 語と 爲れ るな り、 叉祌隨 などの 奈 

賀良此 こ 同じ、 (水に 流る と 云 ふ も、 其 岸と 岸との 中間に 在て 潤 下す る 事 久遠なる 由な り、. 心 を 著て 考ふ 可し) 遠 御 

膳 は 遠 は 其處を 所在と 定て 其經歷 する 事の 久しき なり、 然 れば處 大の義 なり、 物の 中に 通 徹する を 登 保留と 云 ふに 近 

し。 然れば 遠 徹のー 百に 叉 通 歷の意 も 有る 可し、 (物 を 問 ふ 人を訪 ふな ど 云 ふ も、 彼に 行徹 りて 事 を爲す 由な り、 近と 

對 へる 例 は 下に 云り、 下に 云へ る を 見る 可し) 此を 以て 考れ ば、 長 は 中より 敷演る 意、 遠は此 より 通 徹する 意に て、 

同じく 久遠なる 義の 一一 一一 E ながら も、 長は此 より 後 を 云て 古に 云 はす、 遠は此 より 以前の 事 を 遠 世、 遠 神、 祖遠 人な ど 云 

て、 |gg の 事に！ f5w 云 はす、 一 端なる 語の 如くなる が、 此も彼 も 常 云 ふ 所 廣邀く 遠大なる 語 共なる が、 長と 遠と 此ニ 

語 を 合せ 聯る時 は 其 3s 彌. „< 深し、 然れば 此の 續 きも 遠 神 I より 聞 食し 来る 御 膳の 甘 菜、 辛茱を 奉りて 長く 遠く 聞 食す 

と 云ふ義 なり、 (斯る 言 義を餘 り 一 百 痛く 説く は 益 無き 事の 如くな りと 雖も、 1 應り此 心得 無くて は其說 Q 當不 を^ 知 

る まじき を 恐れて なり、) 
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ャマ. V クチ 二 マス ス メ カ：、 4-  / マへ-一 マラ サク  マスカ  ィ (，ノ  ォ ナカ  "ヅ **  ゥ ビ  ミミ +シト  U  ^ ぺ マチシ テ 

山 口 坐。 皇神等 能前爾 白久。 飛鳥。 石 村。 忍 坂。 長 谷。 敬 火 耳 無 登。 御名 者 白 >^。 

山 口 月 fi- 祭詞 に、 山 能 口と 有れば 能の 辭を 加へ て稱ふ 可し、 此は麓 山の 事な り、 廣彌大 忌祭詞 に、 皇祌等 乃 敷 坐須山 

山 乃自ロ 云々、 叉 古事記 下卷 高津宮 段に、 那良， 山， 口な ど 有る も此に 同じく 山に 入 立つ 口と 云ふ義 にて、 俗に 山の 上 

り 口と 云ふ此 なり、 物の 端 方 を 指て 口と 云 ふ 事 常 多 かり、 然れば 口 は 此方と 云 ふに 近し、 (水の 落る 所 を 水口と 一 K ふ 

など も此 例な り、 叉 川口 湊ロ など 其 外に も 多 かり) 但山ロ は 山の 蹈 本ながら^ 谷より 應に 登らむ と爲る 所の 名な り、 

タ 二  タリ 

豁谷は 和名 抄に、 爾雅云 水 W レ山 入レ川 曰，^、 水與レ 豁相駡 曰， 谷 (和名 太爾) と 有り、 太 爾は垂 にて 上に 引る 廣瀬大 

忌 祭詞の に、 山山 乃自， 口 狹久那 多利蔺 下賜 水 乎 甘 水 登 受氐と 見え、 大敢詞 にも 高山 之 末 短 山 之 末 與理佐 久那太 

理爾落 云. と 有る を 以て 悟る 可し、 (式に 近 江 圃栗太 郡佐久 奈度祌 社名 神大と 有る を 今 櫻 谷と 云 ひ、 叉 伊勢 國度會 郡 

權橋 鄉豐宫 崎に 井谷と 云 ふ を、 神祇 本源に は 井 足と 記せり と 云り、 此は平 田翁說 なり、 此等を 以て も 多 利と 多 爾と同 

じき を 思 ふ 可し、 尙 廣瀨大 忌詞 また 大拔詞 の 下に 云べ し) 倦此詞 は宫窒 を營る 料の 宮材を 伐る の 用に 就て 山 神 を 祭ら 

せ 給 ふなる が、 其 御祭 は 山 口にて 行 はせ させ 給 ふ 事なる が 故に、 . 其 御社 は 山 口にして 齋祀ら せ 給へ り、 (下に 引る 山 

ロ祌 社の 所在 を 見る 可し) 但此 祈年祭に 預らせ 給 ふに、 年中 遠近の 山々 より 宫材を 京に 送り 奉りて 宮窒を 造らせ 給 ふ 

に 就て なり、 六月 十二月 月次 祭 も此に 同じ、 然れ ども 其 時に 臨て 其材を 採せ 給 ふ 時々 は、 其 事に 就て 別に 御祭 有り • 

及大嘗 祭式 齋場， 條にト 部 率- 郡 司 以下 及 役夫 等-入 ト食 山、 採，^^卽祭-1山神ハ訖酒造兒先取ニ齋斧-始伐，木、然後諸ェ 


下レ 手、 (採大 嘗宮材 准， 此) 又 ト部率 郡 司 以下 雜色人 等 入-: ト食野 草卽 祭-つ 野 神-乾 酒造 兒先^  、次 諸人 下い 乎 (ズ 

大 嘗宮 草-准， 此) と 見え、 酒 米 事， 條に、 凡 讓司酒 部 一人 率- 燒灰 一人 I 五 人-人 iffi ハ 先？ 山 神-云々 と 見え 

たるが 如し、 又 儀式 Qi にて 祭 ns- と 有る 下に i『 鬥、 井、 山積、 意 加 美、 水神と 見えて 山積 祌其 列に 加給 ふ 

御 事 を も 思 ふ 可き 物な り、 (但 上に 引る 文 を 儀式に は 次 各爲レ 採-一大 嘗宮 御殿 料材- 麵宜ト 部國司 率- 迭酒 童女 物 部人幷 

夫 等， 向-上 艮山； 祭 i 神-云々、 祭靈靈 女執レ 斧伐レ 木、 夫 等 終レ逢 ％」i、  I 爲， 莉 nil- 稻ー 莨 ト部宮 

主 画 宜ト部 國司郡 司 率- -- 造酒 童女 物 部 男幷夫 等-向- ト 食野ハ 祭-野 神-云. 祭畢造酒童女執，鎌^^レ之>  夫 等 終 レ之 運 n 

置齋 場， と 見えて 少 か精危 有り、 ト食は 儀式に ト定 採-一大 嘗宮 材木ず 一 幷御琴 料 材柏等 山野- 卽下ュ 知 ト食國 一と 見え、 式に 

も 其 文 I して、 ？ 山野 所 i 司 一 人 專墓守 勿 义-ー 猿人-と 見 ゆ) 叉 臨時 祭式に、 霞 唐 使 舶木靈 幷山祌 祭と 云 も 

有て、 擊は 更に も 云 はす、 舟 車 を 造る にも 先 此山神 を 先に 祭て 後に 物爲 給 ふ 事、 此 一 條を 以て 思 S らる、 (古語 

拾遺 神武 天皇， 段に、 建 ュ都欞 原， 經； T 營 仍令 T 天 富 命 率 二手 置 帆 負 狹知ニ 神 之 孫- 以-" 衛斧齋 組- 始採" 山 材-構 * 立 

正殿， と 有る 齋菌 組の 名 は、 神事に 依て M れる 語な り、 山材を 採る に義 典の 式 有て 濫 りなら ざり し S 狀を 熟思 

ふ 可し) 蓋 上古の 世 神 物官物 分ち 無く 爲て皇 神に 仕 奉る 事 は、 天皇に 仕 奉り 天皇の 御 爲に爲 る 事 は、 皇祌 の御爲 にも 

物爲仕 寧る 定例な りし 故に、 神廷に 於ても 山 口 祭の 御 政 有り、 其 は 太 神宮 度會宮 共に 造 替の度 毎に 有る 事な り、 伊勢 

太祌宮 式に、 凡 太 祌宮廿 年 一度 迭, y 替 正殿 寶殿 及外幣 殿， (度 會宫及 刖宮餘 社 造 神殿 之 年限 准レ 之) 皆 採- 1 新^-構造 云 

と 有て、 次に 山 ロ祌祭 幣物 Q 事 有り、 次に 操-, 正殿 心 柱-祭の 幣物の 義 有て 此ニ條 の 結め に、 右 造宮使 忌部自 率- -內 
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人幷 役夫 等-就 山 木本 祭レ 之と 見 ゆ、 (此 幣物の 數は 下に 儀式 帳 を 引て 記せり、 其 所々 に 校せ る を 見る 可し) 儀式 帳に 

も. 新 宫造奉 時 行事 幷用 物事， 條に 云々、 次 取-一吉 日-山 口 神 祭 用物幷 行事 鎮人像 式 形 四十 口. 鏡 四十 面、 鉢 四十 柄、 

(式 云、 已上三 物度會 宮滅， 半 以下 祭准レ 之) 大刀 二十 柄、 (式 作 長刀 子廿 枚) 忌手錢 一 抦， 忌 鎌 一 柄、 (式 作 鎌. 一張) 

小刀 一 柄. (式 無) 五色 薄拖五 尺、 木綿 一 一斤、 麻 一 一斤、 庸布五 端、 (給 宇治 大內人 一 人、 山 向 物 忌 一人、 父 一 人. 御巫 

內人 一 人、 忌 毅冶內 人 一 人已 上人 別 一 段、 〇 式 曰 內人明 衣料 庸布五 殿 度 會宫滅 -1 1 段-) 已上授 -1 宫 庫之 物- 卽 金物 造 二 

忌 鍛冶- 內人酒 一斗、 米 一斗. 堅 魚 二 斤、 飽ニ 斤、 雜魚 一斗、 (式 曰 雜腊) 雜 海藻 二 斗、 鹽ニ 斗、 鶴 二 羽 (雄 1 雌 一) 

枚 式 挺 ^ 

鷄卵十 丸、 陶器 五十 口、  土師器 五十 口 巳 上物 以， 一 神稅， 太 神宮 司 所 M 充 奉-右 祭 造 宫驛使 忌 部 宿 禰吿刀 申畢、 卽山向 物 

牛 ラ シ ス ク 

忌 以忌鎌 ま 草木 莉初然 以後 役夫 等 草 木 切 所々 山野 散 遣 >  然宮造 畢時返 祭 料 物 如レ始 (此迄 式なる 山 口 神 祭の 幣物の 

數に替 る 事無し、 山 向 物 忌 は 宫材を 伐 取る 物 忌な り、 儀式 帳に、 山 向 物 忌 無位 磯部 祖繼と 云 ふ 人 有り、 機 部 氏の 事 は 

第三 卷に 委しく 云る と 同じ) 次に 取， 一吉 日， 爲ー， 正殿 心 柱 造 奉， 率， 一宇 治 大內人 一 人 諸內人 等戶人 等， 入，； 杣 木本， 祭 云 , と 

有る も 山 ロノ 神 祭なる か、 諸 調度の 山材を 以て 造る 物の 祭此に 同じ、 (但此 に 一 例 引出た る は、 式に、 操 正殿 心 柱 祭と 

見えた る 祭の 事な り、 上に 引る 大嘗 宮の營 奉る 時の 山 神 祭に 異ならす、 此を 以て 祌廷 朝廷 其揆 一なる 事 を 知る 可し) 

叉 式に 凡 操, 4? 祌 田， 組獎 柄， 者、 毎年 二月 先 祭-一山 口 及 木本 t 然後 採， 之 所 レ須鐵 人 像 鏡鲜各 八十 枚と 見えた る は、 朝 

廷の山 口 祭に 同じく 毎年の 恒例の 神事な り、 此事を 儀式 帳の 二月 例に、 先 始來子 日- 太 神宮 朝御饌 夕御饌 供奉 御田 種 

蒔 卞始纈 宜內人 等 率-山 向 物 忌 子， 湯歙山 爾參登 時、 波 忌 毅冶內 人 乃 造 奉 留金 人形 幷鏡鉢 種々 物 持 tlT^ 山 口 神祭然 到- 1 櫟 


木本， 卽 木本 祭 (记物 員 如-一山 口 祭，： MK 々と 見えたり、 但櫟は 鍬 柄に 造る 料なる 故に、 其 木本に 至て 祭らる. - なる 可 

し、 然れば 山 口にて は德 ての 山 祌を祀 り、 木本に て は 其 用 有て 伐 取る 木祌を 祭らろ- なりけ り、 (尙山 神の 田作る 事に 

預り給 ふ 由緒 有り、 其 事 は 次々 云 ふが 如し、 尙大忌 祭詞に 委く辨 てむ) 如 此く山 口 神 を 祭らる i に 二 例 有り、 其 一は 

造宮の 度に 當て 採用ら る- - 所の 宮材の 用に 就て なり、 此は 其材を 探る 山に て 有る 事なる が 故に 定處 無き が 如し、 (大 

嘗宮の 山 祌祭皇 太 神宮の 山 口 祭な どに て、 其 は 其 時に 臨みて 必 祭らる i 事に て 毎年の 事に 非す) 其 一は 年中 伐 用ら る 

山村の 御 祈に 依て 祭らる i なり、 此は 朝廷なる は 山 ロ坐祌 社祌廷 なる も、 必定 所有る 可し.. (其 は此 祈年祭、 六月 

十二月 月次 祭 また 太 神宮 毎年 二月の 山 口木 本 祭 等な り) 故山 口 祌と云 ふ は 云 ふ 迄 も 無く 大山 祇 神に 御 在せ るが. - 御 力 

を 合せて 共に 所 居せ る は、 闇 霞 神に 御 在す 可し、 此 神の 御 事 を皇太 神宮 儀式 帳 及び 古書 共に， 大水 上祌 とも、 大水 上 

御祖 命と も、 大水 祌 とも、 深 水神と も、 深溝祌 とも、 大山 罪御祖 命と も、 大山 津比賫 神と も 申して、 決く 大山 祇祌の 

后 神と 通えたり、 然る は 廣瀬大 忌祭詞 に、 皇神等 乃 敷 坐須、 山山 乃自， 口 狹久那 多利爾 下賜 水 乎、 甘 水 登受而 天下 乃 

公民 乃 取 作 禮留奥 都御歲 乎、 惡風荒 水 雨 不相賜 汝命乃 成幸赐 者と 有る を 思 ふ 可し、 大山 祇神 は摁 ての 山 神に 御 在せ 

ば. 其 山に 採る 所の 材木に 就て こそ 祭 給 ふ 可き 業なる に、 大忌 祭詞に 主と 水の 事 を 耳 云る は、 斯る所 由に 依れるな 

り、 然れ ども 神 記官文 共に 其傳を 漏され たれば、 據る 可き 證も 無り し を、 山城 國乙訓 郡 小 倉 神社 記 を閲て 美き 眞說を 

5 付たり、 此に 依て 古書 を 再 復さひ k るに、 其 徵と爲 る事少 からす、 其 精說は 別に 註して 今 其の 較略を 云む に、 闍 a 神 

與ニ 大山 祇祌ー 合， 力 而坐神 也， 故 亦 謂- 1 山祌， 也と 有る ぞ正說 にて、 必然 有る 可き 事と 思えたり、 釋 記に、 私記 曰、 闇 
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霞 是山神 也と 記せる を考ふ 可き なり、 叉 記 傳六闇 淤加美 神の 注に、 久良は 谷の 事な りと 云れ し を 思 ふに >  大山 祇神は 

摁 ての 山の 主宰と 在し 闇 霞 祌は其 谷 を 司り 給 ひて、 兼て 水の 事 を 守り 給 ふなる 可し、 然れば 儀式 帳に、 大水 上 m と 記 

せる 事彌糙 なり、 但記傳 に、 書紀に 「高 霱祌と 云 ふ も 有り、 其 は 山上なる 龍神、 闇 淤加美 神 は 谷なる 龍神な り」 と 云 

れ たれ ど、 淤加美 神 は 本 一 柱なる が、 山上なる に 高と 稱し、 谷なる に 闇と 申せる にて 別祌に 非す、 式に 大和 國吉野 郡 

丹 生 川上 祌社、 (名 祌大、 月. 〈新 嘗) 此社は 闇 霞祌を 祀る由 諸 書に 見えた るが- 雨師 神と も 申せる を、 類聚 三代 格な 

る寬平 十七 年符 に， 右 社 祝 禰宜等 解 狀你謹 撿，， 名 神 本紀， 曰、 不， 聞，， 人聲， 之 深山 吉野丹 生 川上 立， 一 我宮柱 T 以敬 祠者爲 ，1 

天 下 一 降 二 甘 雨； 止-一 霖雨， 者 依 一. 神宣， 造-一件 社， 云. < と 有れば， 谷に 御 在る 事 決し、 然れば 山 神と 申す 事大に 所 由有る 事 

なりけ り、 (古史 徵第 十七 段に、 上に 擧 たる 高 S 神の 亦 名 ども を、 大山 祇 神の 亦 名と 爲られ たる は、 深く も 考られ ぬ 

說 にて 今 依 難し) 然る は 此祌を 大山 罪御祖 命と 申す は、 卽ち后 神の 謂に て 神産巢 日御祖 命の 例な り- 然るに 古書に 記 

せる 樣は必 其 御 母 を 指 云 ふ 事に て、 其 御子の 方より 稱給ふ 語 なれば 1 如此云 ふま じきに 似たり と雖 も、 然に 非す、 大 

山祇 神の 后 神なる 事 を も 知 しめたる 物な り、 (次々 に 其 御子神 を も 記せる に 心 を 著く 可し、 尙 上に 引る 貞觀 儀式に- 

祭 ニ六祌 一と 有る 處に 山積 意 加 美と 相拉 ベる を も 思 ふ 可し) 斯て 四時 祭式に、 廣瀨大 忌 祭の 下に、 是日以 ，1 御 縣六座 山 

口 十四 座 合祭， と 見えた るに 就て 說 有り、 其 は 前段 御縣坐 祌詞の 下に 引る 如く、 古事記に、 羽 山戶祌 娶，， 大氣 都比賣 神， 

生 子、 若 山 昨祌" .fr 、若年 祌、 次 妹 若沙那 賣祌、 、彌 豆 麻 岐祌、 次 夏 高 津日祌 亦 名 夏之賣 神- 次 秋爲賣 神、 次 久久 年祌， 

次 久久 紀若窒 葛 根 神と 見えた る 羽 山戶祌 は、 大山 祇 神の 外 曾孫に 坐せば、 其御靈 を受 坐て 大山 祇祌の 御 功德を 幽贊奉 


給 ふ 神に 御 在り、 其 は 同 記に、 大山 津見 祌、 野 椎祌ニ 柱、 因-一山 野-持 分 而生神 云々 と 有る に 似通 ひて 體 用の 等差 こそ 

有 けれ、 事 趣 は異る 事無し、 大山 津 見神と 羽 山戶祌 とは體 用な り、 豐受大 神の 分身と 坐す 野椎祌 と大氣 都比賣 神と は 

體用 なり、 (此は甚も^<切じき事共にて、 祌 典の；. SII を 探索 奉る の 要領に て予 が祕說 なり) 其 御子 八 柱の 中より 四 柱 

は 農作の 事に 功し み 坐て、 御縣の 方に 就て 祭られ 給 ひて、 此四柱 神 は 御 母大氣 都比賣 神の 御 德を幽 贊け奉 給 ふめり、 

(若年 祌、 若沙那 賣祌、 夏 高津日 神、 秋爲賣 神の 四 柱 を 云 ふ 委しく は 前段に 云り) 自餘の 四 柱 は 山材の 事に 功し み 坐 

山 口の 方に 就て 祭られ 給 ふと 思 ゆ、 此四柱 神 は 御 父 羽 山 戸神の 御 f, を 幽贊け 奉 給 ふ 故に、 御 名義 悉く 山に 依れ 

り- 其 は 先 若 山 咋祌の 若 は 生の 意、 昨 は 木 合に て 山 材の蓊 16 り蕃 息る おなり、 (大山 咋 祌に對 せる と 思 ふ は 非す、 大 

山 咋祌は 事 代 主神の 亦 名に て、 國土 經營の 時に 大山 を 忌 鍬 以て 平に 成し， 圃 作り 給 ふ 由な り) 彌 豆麻岐 祌は大 忌祭詞 

に、 山山 乃 自ロ狹 久那多 利 雨 下賜 水 乎、 廿水 登受而 云. -と云 ふ 意に て" 山材 大に扶 疏爲れ ば， 启然大^！！ょり水氣を呼 

びて 枝葉より 滴 瀝と爲 り、 根幹より 流水と 爲て 下る、 其 積る 事 久しくして 終に 溪 流と 爲る、 其より 田園に 灌 ぎて 稼 植 

を 浸潤す、 此 故に 水引 祌とは 申せり、 祌功 皇后 御紀 に、 愛 定ニ祌 田 一而 佃 之 時、 引，： 儺 河水 ー欲レ 潤-: 神 田-と 見えた るが 

如し、 安閑： 大 皇御紀 に、 此田 者天旱 難， 漑, 水 僚 易 ニ浸费 一と 有る 漑字を 麻 加 須と訓 り、 此の 麻岐に 同じ、 (中古の 歌に 

多く 水 を 引す ると 咏る此 なり、 谷川 氏の 通證 にも • 淸少納 首 曳レ裾 云 二 宇 之 呂乎麻 加 世 ま 1 と 云る 事 見 ゆ) 久久 年祌の 

久久 は莖 なり、 和名 抄木具 部に、 莖玉 篇云莖 (和名 久木) 枝 之 主 也と 見え、 字書に、 草木 之 幹 也と も 有れば、 草木の 

立る 狀を云 ふなり、 皇太 神宮 儀式 帳に、 久具社 一 處稱， 一大 水上 祌 御子 久々 都比賣 命-と 有る 久具社 を、 祌名 式に も、 元 
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元 集に 引る にも- 久々 都比賫 社と 有る、 其 若此祌 ならむ に は、 久久 刀自 神の 義 なる 可し、 大水 上祌 は、 儀式 帳に 大水 

上 神社 一 處稱ニ 大山 罪 乃 御祖命 一と 有て、 上に 云る 高 霧 神なる が、 小 倉 神社 記に、 亦 謂 二 山祌， と 有て、 大山 紙 神と 力 を 

合せて ー體 なれ ど、 其 御子と 有る 事甚 床しき を、 若く は 其 御子に は 坐ながら、 羽 山 戶祌、 大氣都 比 賣祌の 生 坐る と 有 

る を 案 ふに * 其 御 德を成 坐る は 後 度な りし 故に、 祌廷に は 生れ 坐し 傳を存 し、 朝廷に は 功 を 成し 坐る 傳の存 るに て、 

此亦 上に 云る 體 用の 差異な どぞ有 るら む、 (此 まで 考 置て 尙 後の 定を竣 つ 者な り、 記 偉 五卷、 十二 卷に 云れ し說 は、 

此考を 起し 出る 種子と は 成れ， - ども、 大に此 趣と は 遠 ふ 事 有り) 久々 紀若窒 葛拫祌 は、 右に 引る 儀式 帳久具 社の 下 

に、 久々 都比賣 命、 叉久々 都 比 古 命と 有て、 順序 此に 久久 年祌の 次に、 久々 紀若窒 葛 根 神と 有る に符を 合せた る 如 

く、 甚 正しく 聞 ゆるに 就て 思へば、 此は 木祌久 々能智 神の 御德の 成就る 由の 御名な り、 其 は久， 能 智祌は 師說の 如く 

豐受大 神の 分身な りと 雖も、 其 土 著す る 山に 非れば、 木の 質 を 結ぶ 事 難し、 羽 山 戶祌、 大氣 都比賣 神の 御 間に 久久 紀 

若 窒葛根 神の 生 坐る 事、 深き 所 由有る 事な りけ り、 然れば 此亦久 々能智 祌と體 用の 差異に 見て 可け む、 偖. 名義 は記傳 

十二  (五十 五 丁) に、 久々 は 上なる と 同じく 紀は 木な り、 斯て是 は 室に 造る 材木の 長く 立延 たる を 云、 若窒 は書紀 

に、 宮を 美て 日 之 少宮と 云る、 (日 之少宮 は、 檜 之 若宮な り、 眞木割 檜 之 板戸 >  檜 之 御門な どの 類な り、 〇 今 云、 日 

之 少宮は 宮殿の 事に 非ら す、 天日に 對て 天極 紫 微宮を 云 ふ古稱 にて. 予が大 に考へ 有る 事な り、) 少と 同じくて 窒をも 

美稱て 若と 云へ るな り、 (其 は 美 豆お 一の 美 豆と 同意な り、 〇 記傳 三に 云く、 和訶は 物の 盛に 美麗し き 方に 云へ り、 美 

稱に若 某と 云 ふ 類な り、 若く は 本 凡て 物の 未だ 成り 整 はざる を 云 ふ 語 なれば； 甚く 異なる 如く なれ ども 本 は 一 意な 


り) 葛 根 は 都 i と訓べ し、 if, 醫 天皇 御紀ま 藝御詞 に、 築立8 葛 根と 有る は 此と雷 じ (古 は 

都 奴と 都と S し 云り、 mtm$f. 石 綱 乃 叉議反 と fs、  S5 返る 意 s けな 

り、 又 都 多 を 都 良と も 通 はし 云り、 都 良 24 に纖 葛と 云ふ是 なり、 借 今 思 ふに 物 を 結 縛ぐ 綱に も 古 は 多く 葛藤 を 

用 ひしき、 都 那とは まず、 續紀 十九に、 musk 千義菌 s<s 尊と SHIM 可し、 然 

さ 岡 も 本 連と 5 も 同じければ、 f0i 叉大殿 祭詞 に、 此乃敷 坐大 II 霞 乃 襲 下 津綱根波 府 

虫 窗無久 云々、 gliiy ま 謂- 1 根-と 見え、 S 塞に、 取篇葛 者此囊 御壽逢 也な ども 有る は：、 

て甚々上 代 lis も 何 處も養 を 以て 結 固し 物な り、 (其 中に 下津綱 根と 云る は、 is 木 Q 直 床な どの 邊り 

凡て 下 Q ，結 固めた る f 云るな り) 然れ ば此祌 は、 民 Q 舍讓 Q 事に 功 有し 神なる 可し」 と 云れ たるが 如し、 偖 

lie. 毎年 七月 I 內 人爲， 祈-ま 雨-所 レ讓四 丈と 有て菅 別た る、 中 5 此久 具社 も 加り 給 4 故 有る 

可し、 誠に 此社は 木 神に 坐せば、 其 御 祈 ども 必 有る 可 I なり、 (但 民の 舍 B ならす、 天下 Q 舍靈 の事を悉く 掌 

給 ふず 坐り) 上 件 四 柱祌は 何れも 塞に 就て 功し き 神に 坐せ るに、 5 に 此祌管 祀れる 社 S に 見えさる は、 如 

何に と 云 ふに、 其鑫の 用材ます 所山 なれば、 高山 短 山 Q 中に 立して 大山 祇祌に 屬御 在るな る 可し、 然れば 

に、 山 口 意 一 I と 有る は、 其 祭る 所 霊 數には 非？、 其 所 露 ふ祌 等の 座 救の 多き 由な り、 (其 は 第 八詞に 

縣雨 坐皇种等 と 有る と 同 例な り、 委しく は此 の卷の 上に 云へ りき) 借 今 京に 爲 りて は. 山城 國に こそ 山ロ祌 f 定め 

させ 給 ひ 5 か せ耠 ふ 可き に、 尙 大和 阈 にて 祀 典せ 給 ふこと は、 上に も 云へ る 如く、 神代の 幽契 $: みし 給 ふ 所な 
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り、 (神 名 式に、 山城 國 愛宕 郡 賀茂山 ロ祌社 有れ ども、 此は 同じ 大山 祇 神ながら、 別 雷神の 御 舅に 御 在る を 祭られし 

なる 可ければ 異なり、 別 雷神と 申す は 事 代 主神の 別 御名なる 事な ど 委しく 考 得た る說も 有れ ども、 其 は 太 元 考に云 

む， 伹此肚 の 神に も 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 從 五位 下 を授奉 給へ り) 猪 大和 國に 大宮敷 坐し 御世 頃と 雖も、 

宮材を^^國に採給ふ事往カ見ぇたれば、 其 所に 就て 祭らせ 給 ふ 可き に、 尙 山ロ祌 社に て 毎年の 御 祈 共有る 事 は、 伊勢 

神宮の 宫材を 伦國に 採 給 ふ 事と 成て 後 も、 山 口 祭 は 尙其國 にて 行 はる i が 若し、 (何處 に 在れ 祌の御 功德. Q 及ぶ 事 等 

しければ、 尙 古くより 祭 来る 社に て 祭祀せ 給 ふ 事故 實を失 はせ 給 はぬ 御 政に て甚 尊き 御 事な り) 飛鳥 は 神 名 式に、 大 

和 國高市 郡 飛 &| 山 口 坐 神社 (大、 月次 新嘗) と 有る 是 なり、 (三代 實錄 に- 貞觀 元年 正月 二十 七日、 授 -1 大和 國 飛鳥 山 

ロ祌 五位 下， と 見 ゆ、 大和 志に、 在，， 飛鳥 村 上方 鳥 形 山， と 見 ゆ、 日本 紀 略に、 夭 長 六 年 三月 己 丑、 大和 高 市 郡 賀美鄕 甘 

南備 飛鳥 社、 遷 n 同 郡 同 鄕鳥形 山-依 = 祌 託宣-也と 有る は、 此 社の 事なら むか、 偖 飛鳥 神社 は、 事 代 主命に 御 在せば、 

其 社に 隣 給 ふ 事 は 大に由 有り) 石寸は 式に、 十 市 郡 石 寸山ロ 神社 (大、 月次 新嘗) と 有る 是 なり、 (三代 實錄 に、 貞觀 

元年 正月 廿 七日、 授， 一大 和 國石村 山 ロ祌正 五位 下， と 見 ゆ、 石 寸の寸 字 は、 一 本 及 三代 實錄、 萬 葉 集 共に 村に 作れり、 

鈴屋 大人 說に、 石 寸は石 村なる を、 村 字 Q 偏 を 省きて 書るな り、 大和 國に石 寸と云 ふ 所 は 無し、 祌名 帳の 石寸も 同じ 

く 石 村な り、 是を 四時 祭式 また 臨時 祭式な どに、 此 社の 事 を 石 根と 有る も、 石 村 を 誤た るな り、」 と 云れ たる は 然る 

言 也- 神武 皇御紀 に、 村 を 阿 禮と訓 み、 仙 覺が萬 葉抄に 引る 常 陸 風土記に、 石 村 玉 穗宮大 八洲 所觀 天皇と 作き、 續 

紀 にも、 石 村 池邊宮 御宇 云々 と 見えたり、 村 を 阿 禮 と 云 ふ は 在 Q 義 にや、 此 社の 所在 尋ぬ 可し) 忍 坂 は 式に、 拔上郡 


J^. 设山ロ 坐祌社 (大、 月次 新嘗) と 有る 是也、 (三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日、 挖ニ 大和 國忍坂 山 口 神 正 五位 下-と 

見 ゆ、 大和 志に、 在 n 赤 尾 村-今 稱-天 一 神-と 有り) 長 谷 は 式に、 ii 山 口 坐 神社 (大、 月次 新嘗) と 有る 是也、 

(三代 實錄 に、 貞観 元年 正月 廿 七日、 授， 一大 和 國長谷 山 口 神 正 五位 下 一と 見 ゆ、 大和 志に、 今 在 二 長 谷 町中-と 云り、 一 

說に、 初 瀬 村、 今稱 二手 力 雄祌祠 T  E, 一 初 瀬寺緣 起， と 云り) 畝 火 は 式に、 高 市 郡 畝 火山 口 坐 神社 (大、 月次 新嘗) と 

有る 是也、 (三代 實錄 に、 貞覜 元年 正月 廿 七日、 授， 一大 和國畝 火山 口 神 正 五位 下 一と 見 ゆ、 一 說に今 畝 火山 稱= 神 功 社 一 

疑 山ロ祌 I、 昔 在，， f 山腹 T 今遷， 一山 f  K 々と 云り、 伴 霊が 神 名 帳 書 入に、 頓阿 自筆の 祌 裏に、 字鱷 美大 明 

ルと 有る は此 かと 云り) 耳 無 は 式に、 十 市 郡 耳 成 山 口 坐 神社 (大， 月次 新嘗) と 有る 是也、 (三代 實錄 に、 貞觀 元年 正 

月廿 七日、 投，， 大和 阈耳成 山 ロ祌正 五位 下 一と 見 ゆ、 大和 志に、 今 俗 曰 二 天神 山 一 稱-ー 其 天神-者 山 口 祌歟と 云り) 若此 

く此祈 年に 就て 祭らせ 給 ふ 山ロ祌 は、 此六 社に 限れる が 如くな りと 雖も 然ら す、 此餘 にも 尙 有りて、 共に 其の 祈 年に 

預給 ひて、 伦 社に 超越た る 例 有る 事な り、 其 は 四時 祭式なる 祈年祭， 條に、 定れる 幣帛 を 記せる 次に、 高 御 魂 祌大宮 

女 祌及甘 程、 飛鳥、 石 村、 忍 坂、 長 谷、 寡、 巨 勢、 襲、 當麻、 大坂、 I、 都祁、 霞 等 山ロ幷 寡、 宇陀、 葛 

木、 I 等 水分 十 S 各 加，， 馬 一疋-と 見えて、 此 SS 山 ロ种？ 二  f り、 SS は 1S、 高 ii 坐 神社 

四 座 竝大月 I 嘗と 有る 社に て S り、 此社今 4 浦 村と s£s へば、 水分 祌？、 祌名式 5 攝津國 住 S 

夭 水分 晷命祌 社と 有る に由有て通 ゆるが 上に、 甘 f 木 Q 名 § 非す、 地名 5 が 若 4 雨に 由有る 事に や、 尙水 

分 iQ 下に 云り) 然れば 同 舊瀬大 讓條 に、 山 口 十四 座 合祭と 有る に 二 I はす、 此に 因て 彼此 を 比 校る に、 此 
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詞に 載れる 山 口 神 六 社の 中に、 飛鳥、 石 村、 忍 坂、 長 谷の 四 社 耳 有て 献火、 耳 無の 二 社 を 遺せり、 然れ ども 此ニ社 を 

都合 すれば、 大忌 祭に 十四 座と 有る 數に符 る を、 何 を 以て 此に減 省かれけ むと 熟考る に、 畝 火 、耳 無の 二 山 は. 甚も 

上代に は 宮材を 採る 可き 繁山 なりけ む を、 國 中に 尖 起せる 山なる 故に、 旣く 伐り 盡 したりけ む 故に、 自然 祈 年の 幣帛 

に 異りは 無き 乍に 別に 馬 を 奉らる x 事 は 何時と 無く 絕廢 たりし なり、 此を 以て も此 詞の甚 古き 事 を 思 ふ 可き なり、 

(此 は崇神 天皇の 御世より 祭始給 ひけるな り、 然れ ども 其 は 神武 天皇の 御世に 定 坐る にて、 其 祭事 は 水 垣 御世なる 事 

下に 云 ふが 如し、 然れば 飛鳥 は献 火の 都より、 遠から ぬ 深山なる を、 最前に 云 ひて 畝 火、 耳 無に も 及べる を 見る 可 

し- 此に 依て 十四 座 Q 中より 此六座 を 除きて 見れば、 吉野 • 巨 勢、 加 茂 當麻、 大坂、 膽駒、 都祁、 養 布 等の 八 座 

は、 其より 後の 御世- <<  々 に 遷都 有し 其 近き 山 を 祭 始られ し 物に て 1 時の 事なら す、 是を 以て 此詞の 極めて 古き 證 とも 

成る 可き にや) 合せて 山ロ祌 十四 座の 中より 六 座 は 上に 擧る 如し、 餘 りの 八 座の 事 を說く 可し、 吉野は 式に、 吉野郡 

吉野山 口 神社 (大、 月次 新嘗) と 有り. - (三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日、 授， 一大 和 國吉野 山 口 神 正 五位 下 一と 見 ゆ、 

大和 志に、 龍 鬥莊山 口村 今稱ニ 天 祌 一と 有り) 巨 勢 は 式に、 葛 上 郡 巨 勢 山 口 神社 (大 月次 新嘗) と 有り." (三代 實錄 に、 

貞觀 元年 正月せ 七日 授，， 大和 國巨勢 山 口 神 正 五位 下， と 見 ゆ、 大和 志に、 在， 一 古瀬 村， 今稱. 一高 社， と 有り、 巨 勢 山 は 郡 西 

に 有て 高 市 郡と 攝 なる 地な り、 若て 其 山 は 葛 上 高市兩 郡に 跨れり と 云り、 神 名 式に、 高 市 郡 巨 勢 山 坐 石 掠 神社、 許 世 

都 比 古神 社と 云 も 有り) 賀茂は 式に、 葛 上 郡 鴨 山 口 神社 (大、 月.^、新嘗) と 有り、 (三代 實錄 に貞觀 元年 正月 廿 七日， 

授 = 大和 國鴨山 ロ祌正 五位 下-と 見えたり、 伹 山城 國 愛宕 郡に も、 賀茂山 口 神社 有れ ど、 此 なる は 大和 國の賀 茂な り、 


大 J こ、 在，， 俱 尸羅村高 鴨 山； 松樹 一 株 下 有 二 小祠づ 土人 云 I 時. fi 灯-と 有り) 常 麻 は 式に、 ，郡 常 麻 山ロ祌 

せ I0g と 有り、 (但大 月次 新嘗 は、 京 本 叉 一 本に 依れり と 或 人の 云る ぞ 可き 大 十三 座と 有る is 數に 

V 三代 實錄 に、 貞覜 元年 正月 廿七 曰、 l$m  ，部 氏 Q 祌名 帳藝 に- 人皇 五 

十五 代 一 i 一年-， 之 內藏寮 養 四月 冬 十一月 S 申 曰 祭と 有る は、 故 有る 事に や、 能く 考ふ 可し、 此 社の 所在 を 

I. 在 i 寺 山 口 藥師堂 西， 今 I 宮-と 有り) 大坂は 式に、 葛 下 郡 大坂山 口 I 大、 月 if 有り 山 

IIH  11 九 年 S 月 甲子 朔戊 寅、 2 夢ぎ 祌 人- 

t ょ此 i る， 事、 III  (三代 i、 貞 il 七 曰、 In 

下-,: 見えたり、 大和 志に、 在，， 穴 蒸 村 二 「稱ニ 牛 頭天 手と 云り、 I 葛上 郡 大坂鄕 有れば、 兩 郡に 5 名に 

や) i は 式に、 平 i 伊 I 山 口 神社 (大、 月 Is と 有り、 (三代 難に 貞觀 元年 正月 廿 さ 、校； U 、和 

I 山： 种正 五位 丁と 見 ゆ 、大和 志に、 I 原 村 一. 今 I 吕 一と 有り )| は 式に II 山 i  (大 as 

嘗と 有り) 三代 實錄 に、 貞 I 年 正月 廿 七日、 校， 大和 國 I 山ロ祌 正 五位 下-と 有り、 此社 大和 志に、 f  "口お-と 

云り) 霞 は 式に 添 上 郡 夜 支 布 山 口 神社 (大、 月 |嘗) と 有り、 sits. 嘉璧年 冬 十月 乙已朔 辛亥 I 

I  .^Hl 布 山 ロ神從 五位 丁と 見え、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿七 曰、 §< 和 國夜岐 布 山 ill 

U 禾 I の 例に 異れる は 何 I にや、 此 社の所 在 塞に、 I 柳餐 今 sf  i り) 偖 意た 

-. ニニ 1 
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る 六 座と 次なる 八 座と 合せて 十四 座と 成て、 大忌祭 條に山 口 十四 座 合祭と 有る 您數 にも 符合て 甚 分明なる が、 臨時 祭 

式なる 祈 雨 神 八十 五 座 (竝大 ) と 有る 中に も此 十四 座 を 漏 さす 載せられ たる は 上に 云る 如く、 大山 祇 神と 高 霞 神と 力 

を 合せ 坐て、 其 御德卽 水の 事に も 及ばせ 給へば なり、 續紀 に、 祈，, 雨于 名山 大川， と 云 ふ 事、 時々 見えたり、 名山 は此 

山 口 神 を 指すな り、 大川は 水分 神なる 事 決し、 (廣 瀬大 忌祭詞 に、 山 々乃 自レロ 狹久那 多利爾 下賜 水 乎 云々 と 見えた る 

に 思 ひ 合 はす 可し、) 叉淸和 天皇 實錄 に、 貞觀 元年 九月 八日 庚申 云々、 巨 勢 山 口 神、 賀茂山 ロ祌、 當麻山 ロ祌" 大坂 

山 ロ祌、 瞻駒山 口 神、 石 村 山 ロ祌、 耳 成 山 ロ祌、 養父 山 ロ祌、 都祁山 ロ祌、 長 谷 山 ロ祌、 忍 坂 山 ロ祌、 飛鳥 山 口 祌. 

畝 火山 口 神、 吉野. 山ロ祌 云々、 遣レ使 奉レ幣 爲，， 風雨, 祈焉と 見え たれば、 此 時に 始 りて 祈 雨 止 雨の 御 祈 ども 有る 事なら 

むと 思 ふに、 然に 非す、 此 度なる は爲， 1 風雨， 祈と 見え たれば、 古より 有來し 事なる を、 風雨の 御 祈の 事異れ るが 殊 なれ 

ば 別に 記されし 者なる 可し、 (恒例の 祈 雨 、止 雨の 御 祈なら むに は、 態と 記さる 可く も 非ぬ を や) 若此 く記畢 て記傳 

を 見れば、 古事記 崇神 天 皇 段に、 於，， 宇陀 之 墨 坂 神， 祭， 一 赤色 楣矛？ 叉 於，， 大坂 神， 祭，， 黑色楣 矛つ また 御 紀に九 年 春 三 

月 甲子 朔戊 寅、 天皇 夢 有 n 神人， 誨之 曰、 以ニ赤 盾 八 枚 赤 矛 八 竿ー祠 n 墨 坂 神 f 亦以， 一 黑盾八 枚 黒 矛 八 竿 I 祠二大 坂 神 r 四月 

庚 午朔己 酉、 依 二 夢 之敎ー 祭， 一 墨 坂祌大 坂祌， と 有る 大坂祌 は、 神 名 帳に、 大和 國葛下 郡大坂 山ロ祌 社と 有る 是 なり、 龍 

田 風神 祭詞 に、 志 貴 島 大八島 國知志 皇御孫 命、 乃 遠 御 膳 乃 長 御 膳 止 赤 丹 乃穗爾 聞食須 五穀 物 乎、 始 天下 乃公 民 乃 作 

物 乎、 草 乃至 萬き ー不成 云々、 皇御孫 命 詔 久祌等 乎、 天 社 國社止 忘 事 無 久遣事 無久、 稱辭竟 奉 止 思 志行須 乎、 誰祌會 H< 

下 乃公 民 作. - 物 乎、 惡風荒 水爾相 都々 不成 傷祌等 波、 我 御 心 會止悟 奉 止 宇 氣比賜 支、 是以皇御孫命大御夢爾悟^^ー久云 


奉 3 遠ぶ 

塔 山 さ 


云、 我 御名 者 fK 乃 御 注 乃 命 國乃御 注 乃 命 止 御名 者 悟 奉 „ITr 吾 前 爾奉牟 幣帛 者 云々 と 有 を 此に思 合する に， 今 墨 坂大坂 

神 を 祭 赐ふも * 年穀の 爲にぞ 有け ると 云れ たる は甚美 好. き 說と聞 ゆるに 就て 思 ふに、 決て 龍 田 祌の御 悟の 有け るも必 

墨 坂大坂 神と 同時にて 有る 可き たり、 (其 は 其詞の 下に 委く云 ふ 可し、 如何にも 墨 坂 神. は 水分 神に 坐る に 合せて 考る 

に、 此山ロ 祭の 其 御世に 始れる 事 違 ひ 有 まじき 者な り、) 

^  ^ ャマ 二 ォヒ タテ ル  ォホキ カナ ギヲ  モト ス IH ゥチ キリ テ  モチ マ ヰ キ テ  スメ  i マ/ ミコト ノ  -I ヅ / ミ ァラ 力〃 力へ 

近 山 爾生立 大木 小 木 乎。 本末 打 切 ま。 持参 來&。 ゥ！^御孫命能。 瑞能 御舍仕 

森 

此は大 殿祭詞 に、 皇御孫 之 命 乃 御殿 乎、 今 奥山 乃大峽 小峽爾 立留木 乎、 齋 部能齋 斧乎以 伐採 氏、 本末 乎 波 山 神爾祭 S, 

中 問 乎 持 » 來氏 云- と 有る と 精粗の 異 有る 耳に して、 其 事 は 全 同じき なり、 古語 拾 遣 石屋 戶段 にも • 令 下手 置 帆食彥 

狹知、 祌以 mIK 御 量， 伐， 一大 峽小峽 之材， 透 * 瑞殿及 云々.. と 有て 異なる 事無し パ倭姬 命 世 記に、 伊勢 太 御 神を遷 坐せ 奉る 

處に、 今 歲倭姬 命 詔，， 大幡 主命 一 名大 若 子 命 r 物 部 八十 支 諸人 等、 五十鈴原乃荒草木根^^掃比、 大石小石：^^平氏、 遠山 

近 山 乃大峽 小峽爾 立拉木 乎、 齋 部之齋 斧乎以 伐採 利、 本末 乎 波 山 祇爾奉 祭&, 中 閒乎持 出来 S 云. << と 有り) 遠山 近 山 

を 大殿祭 詞には 唯に 奥山 乃と 有り、 (倭 姬命世 記に も、 遠山 近 山と 云へ り) 遠と 近と は對 へる 語なる が， 其の 言義 をも辨 

へ 置く 可き なり、 否 ざれば 其の 意 を 得難し. 遠 は 上に 云へ る 如く.' 處大 にて. 此 より 到る 處の大 なるな り、 大 なれば 

行く 事 久し 其 Q 久しき 卽ち 遠の 語な， り、 (長と も對 へり、 其說 上に 委し) 近 は聯處 にて. 其處に 聯る義 なり、 (遠 は 到る 
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處の 大きにして 久しき 語 なれば、 其對語 は斯く 有る 可き 物な り) 如此く 遠山 近 山と 拉 たるに 依りて 熟 此を思 ふに、 遠 

.3 は 考の說 に、 諸國の 山な り、 萬 葉に、 藤 原の 宮 透の 材を近 江の 田 上 其 外 四方の 國々 より 持参る 事 を 云り、 是を 以て 

此を 知る 可し と 云れ し 如くな り、 然れば 大和 國 なる を 近 山と し、 諸國 なる を 遠山と 爲られ し を. 今 京に 成て は 山城 國 

, を 近 山と し、 大和 國を 始めて 諸國を 遠山と 爲らる 可き に. 尙 古の 詞を 用ら れて其 宮材を 採る 儀式 共 は 依然の 如に 大和 

國 にて 行 はれ、 其 山 口； t を も其國 にて 祭られて、 同國の 如く 物 給 ふ 例と 通えたり、 (但宮 材を採 給 ふ 儀式 を， 今 京と 

爲 りても 尙 大和 國 にて 行る.， 1 と 云 ふ 所見 無しと 雖も、 此詞に 依て 考 ふれば、 尙古來 の隨に 大和 國 にて 有る 事に て. 伊 

勢大御 神宮の 宮材を 今し は 伦國に 採ら るれ ども、 山 口 祭 は 其 昔 宮材を 採られし 近傍の 山に て 有る と 同じ 例な り、 鈴屋 

大人 說に、 遠山 近 山と は 只 文に 斯く 云る 环 にて、 大赦 詞に 高山 短 山と 云る 類な り、 遠山 を 諸國の 山と 見む は 恐け む」 

と 云れ たる は 粗し、) 

生 立 留は生 立 有な り、 古事記 高津宫 段に、 游斐陀 uri 流 佐 斯夫袁 また 朝 倉宮， 段， 歌に、 游斐陀 nri 流 毛 毛 陀流都 紀賀延 波 

と 有りて、 木に 云 ふ 語な り、 草に は 唯 生 出と 云り、 (其 は 第八詞 に、 此六御 縣爾生 as 甘茱辛 菜と 有る より 始て 古書 共 

に甚 多き 語な り、 木と 草と 云 ひ樣の 異なる 事此 にて 知 可し) W 雲國造 祌壽詞 に. 彼方 古川 原 此方 能 古川 原 爾生立 若水 

沼 問 能 彌若敦 繭 御若數 坐と 有る も、 此の 例な り、 (此に 就て 鈴屋 大人の 辨も 有れ ど， 予が思 ふ 由と 少 異なり、 彼方の 

古川 原 此方の 古川 原の 若水 沼 間に 生 立る 木の 彌 若枝の 指す 如く • 天皇の 若 やぎ 坐せ と 云 事な り) 叉 生 立と は 云 はすし 

て 唯に 立る と 耳 も 云り、 大 殿祭詞 に、 奥山 乃大峡 小峽爾 立留木 乎と 有る を 以て 知る 可し、 倭 姬命世 記に は、 大 峽小蛱 


雨 立 並木 をと 云リ、 (常に 木立と 云 ひ 立 枝と 云 ふな ど、 此に 同じ、 尙大殿 祭詞の 註に 云 ふ 可し、 ) 

〇 大木 小 木、 大殿祭 詞には 木の 生 立つ 地 を大峽 小峽と 云て 木の 大小 を 云 はす、 此詞に は 大木 小 木と 云て、 峽の 大小 

を 云 はすして 偏 を 省きた る 古文の 祌妙 此に發 見て、 此ー 一共に 大峽 小峽爾 生立留 大木 小 木 乎と 云 ふ 義に歸 めり (叉大 殿 

祭 詞には 遠山 近 山 乃と 云 ふ 可き 所 を 奥山 乃と 云て、 其 遠近の 義 をば 大 峽小峽 の 大小に 含せ たるな ど、 奇靈 しむに 堪た 

り) 猪此 大木 小 木 を 意富 岐袁岐 と 訓ても 意富 岐許岐 と訓て も尙落 著ぬ 心ち す、 然れば 意富 岐加那 岐と訓 て 正しく 大小 

の 意に 常れ るに や- (此に 依て 今此 本の 訓を 改めて 小 木 を加那 岐と爲 り) 大木 は柱析 梁な どの 料、 (其 餘屋宇 を 透る 

料 木 は 幾許 も 有べ し) 小 木 は i 部と 爲し 籬と爲 すの 料な り、 (其餘 にも 用る 所尙多 かり) 小 木 を 加 那岐と 云 ふ 事 は、 大駿 

詞後釋 (天津 金 木， 條) に、 考云金 木 は齊明 天皇 御紀 に、 兵盡 一一 前 役- 以ぃ 格戰と 有る 格 は 若木 を 棒と 爲 たるな り、 (大 

きなら で 手に 取る 計りなる 木の 由な り、 〇 後 釋云、 格 は 握 加 那紀と 云 ふ 事に て、 手に 取 持て 戰 など 爲る今 世の 榨な 

り、 祌名 帳に、 大和 國 宇陀 郡都賀 那木祌 社と 云 ふ 有る も此 物に 依れる 神 名に こそ、 加 那紀は 細 木の ての 名なる を、 

其 中に 手に 取 持つ 金 木 を 握 加 那紀の 意に て 都賀那 木と は 云な り、 〇 今 云. 文 德-大 皇實錄 に、 仁 壽ニ年 七月 辛卯以 n 大 

和 國都那 木祌， 列， ー於官 社-と 有る は 此都賀 那木祌 社なる 可し、 但通 本に は那を 郡と 作り、 1^ を 加 奈の假 字に 用 ひたる 

かと も 思 ゆれ ども、 尙細井 良 雄の 本に 那と 有る や 然る 可から む、 此 Q 社 を 大和 志に、 山路 村 上方 伊那 佐 山 今 稱ュ貴 布 

画 T 十三 村民 共 祭祀 歲旱祈 レ雨有 レ應と 見えたり、 貴 布 漏 は 闇 霞 命 なれば、 大山 祇祌 の高寵 神に 娶 坐て 生 坐る 御子な 

り- 然れば 大山 祇祌 は、 山 神に 坐せば、 大木 を 司して 其 を御靈 代と 爲給 ふに 對 ひて、 此神は 小 木 を 以て 御靈 代と 爲給 
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ふ 由なる 可し) 孝德 天皇 御 紀の大 御 歌に、 舸娜紀 都 該阿我 柯賦古 麻播比 枳涅世 儒と 詠せ 給へ る は、 小 木 を 馬 足に 結 著 

けて 覊と爲 る を 云 ふ、 比 枳涅世 儒 は、 引 ffi 不爲 なり、 (萬 葉 五に、 柜拷越 爾麥咋 駒 乃との 麻 世 を 拒 格と 書る も 等し- 

或 人 今 も 東 國人は 小 木の 枝 を 加 那紀と 云り、 叉 遠 江 人の 諺に 賤 しむ 若木に 目. 衝」 と 云 ふ も 小く 賤 しむ 若木の 芽 を衝と 

云 事な り) 又 和名 抄 刑具 部に、 鉗 (加 奈岐) 以レ鐵 束レ頸 也、 又云欽 (和名 同上) 脰沓 也、 此は 後の 漢字 を當 たるに こ 

ホダ シ 

そ 有れ、 此の 古は踞 にも 小 木 を 用たり し 故に、 加 那紀て ふ 名 は 有るな り、 (〇 後釋 云、 和名 抄に、 刑具の 鉗欽 を加那 

紀と爲 たる は考に 云れ たる 如く 本 は 小 木 を 用 ひたりし が、 後に 織に 代りても 名 は 古の 儘な りしな り) 後釋 云、 文選 東 

方朔が 文に も、 以 レ筵撞 1 鐘と 有て、 註に 小 木 枝 也と 云り と 云れ たる 如く、 金 木 は 小 之 木なる 事 云 も 更なり、 (但此 文 

選に、 筵 を 加那紀 と訓る は、 官 家の 點 なり、 偖 加那紀 の那は 能の 連 聲の轉 にて、 上の 言の 轉る時 は 能 も 隨に轉 るな 

り、 手 之 心 を多那 許々 吕手之 侯 を 多那麻 多な ど 云 ふ 如く、 下の 言の 意 重き 時 は 上に て 其音轉 るが 其より 受るは 皆那と 

云 ふなり、 此は小 を 許と 云 ふ を 加と 轉せ るが 故に 那 なり、) 

本末 打 切 S は、 其 遠近の 山に て 採る 所の 大小の 木 共の 本末 をば 山 神に 奉り 置て 其 中間 を 宮材に 用 ふ 事 を 云る にて- 大 

殿祭詞 に， 今 奥山 乃大 峽小峽 爾立留 木乎齋 部能齋 弊乎以 伐採 s、 本末 乎 波 山 神爾祭 中間 乎 持 ffi 來 S と 有る に 等し、 

然れば 本末 打 切 氏 は 本末 を 打 切り 殘し a く を 云 ふなり、 皇太 神宮 儀式 帳に、 山 口 祭、 木本 祭と 拉べ 記して 共に 行る- 

事なる が、 心柱條 に、 入」 杣祭ニ 木本 一と 記し、 御船 代條 に、 杣山 木本 祭と 記して. 其 終め に 山 向 物 忌 先 以ニ忌 斧 旦木 

本切始 云々 と 有る は、 其材を 採る に 就て、 唯 其 木本 を 祭るなら むと 思 ふに 然ら す、 其 は 木 Q 根 株 は、 山に 遺る 物なる 


事 云も更 なれ ど、 を 山 神に 祭る 事 を 記せるな り、 斯れば 樹梢を >捧 る 事 著ければ * 大殿 祭詞の 旨に 全く 等しき な 

り、 (上に も 云る 如く 神 廷の御 事 を 以て、 朝廷の 公事 を 比 校へ、 朝廷の 御 事 を 以て 神 廷の故 實に比 校る 事、 我が 古學 

の 要と 有る 事な り、 尙貞覜 儀式の 大 嘗宮條 に- 稻實ト 部 率，, 造酒 童女- 國郡司 各 一人物 部 男 六 人 子等 五 人工 十 人夫 等爲 

レ 採，， 內院料 材-向 M ト食山 r 卽祭， 一山 祌， 云々、 祭畢 造酒 童女 先 執-： 齋 斧-伐 レ樹ェ 匹 次 之 役夫 次 之と 有る も、 山に 向 ひ 祭し 

て 宮材を 伐る を 云るな り) 予 此を杣 人に 聞く に、 杣 人山に 入て 大木に 在れ 小 木に 在れ、 此を 伐る 時 は 其 樹梢を 折て 其 

木の 傍に 刺て 祭る 事なる が、 其 根 株 も 土中まで 伐 込みて 琿く盡 す 事 を 犬に 忌す、 此を 犯す 時 は山祌 祟を爲 して 狭罸を 

與 ふとて、 大 に其禁 有る 事と ぞ、 縣居 大人 說 (大殿 祭 詞考) に、 遠 江國人 大木 を 伐て は 其 梢 を 折て 切た る 木 株の 中ら 

に 刺 立 侍りぬ、 古昔 も 然爲る を 本末 を 山祌に 祭る と は 云なら むと 云れ し は 然る 言に て、 諸國 共に 大較此 に 同じ， (美 

濃國邊 りに て は狗賓 餅と 云 ふ 物を搏 へて 山 神に 供へ、 杣人共 も 祝 喰て 後に 木 を 伐るな り、 然ら ざれば 種々 の 怪しき 事 

有て 中々 に 斧 を 入れ 難し、 長く 處々 を 伐囘る 山な ど は、 殊に 時々 其 祭を爲 ざる 時 は、 其 祟 有りと ぞ" 〇 大瀧 光憲 云 

く，  » 羽 國田川 郡飽海 郡に て は、 杣 人の 山に 入る 時 其 伐ら むと 爲る 木の 枝 を 傍なる 所に 刺て、 山 神に 祀 典ら ざれば、 

究めて 其 祟 有りと ぞ、 且 大木 を 伐る 時には、 鑌 魚と 云 ふ 魚の 乾した る を 携行て 其 木 を 倒さむ と爲る 方に 向 ひて 祈念す 

る 事なる が、 速に 應驗 有りと 云り、 此事を 桂 * 重に 云て 其 越後 國の事 を 問し に、 然 りと ぞ彼國 にて は 錢魚を 山に 持 行 

く 時は必 失る と 云り、 國に 依り 所に 依りて 神の 心 も 種々 有る 物な り、 ) 

持參來 S は、 持 出来と 云 ふに 同じ、 大 殿祭詞 には然 云へ り、 偖 宫材を 引く 事 は、 萬 葉 集 一 卷藤原 宮役民 歌に、 筏に 造 
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りて 川より 流し 歩より 運ぶな ど 種々 なり (委しく は 其 歌に 就て 見る 可し) 皇太 神宮 儀式 帳に. 造 宮驛使 忌 部 宿- 脑其忌 

拄造 奉畢自 1 杣 出前 追 運來 置， 一正 殿 地， 也と も、 御船 代 料 材自. 杣 ffi 時 前 追 進， 一正 殿 地 一之と も 見えて、 皇太 神宮の 宫材を 

引く に は • 费蹕前 導して 其 儀 ひ 行幸の 如くな りし 趣な り、 然れば 上古の 一 K 皇の 大宮 造の 材共 も、 其 如く 甚嚴 めしく 物 

爲り けむ 事、 此詞 また 大殿祭 詞を考 て 知る 可し， (其 神廷に 同じ 在む と 思 ふ 由 は- 齋斧齋 組な ど 云 ふに て 知られたり- 

必忌愼 しめりし 上古の 有様 見る が 如し、) 

皇御孫 命能瑞 能御舍 仕奉氐 は、 第 四 座 摩 神詞に は、 皇御孫 命 乃 瑞能御 舍乎仕 奉氐と 乎の 辭添 へり、 同じ 事な り、 但第 

四詞 なる 座 摩 神 は、 古語 拾 遣に、 大宮地 之靈と 有れば、 其 地に 宮窒を 營み給 ふ を 以て、 御 舍乎仕 奉と 云 ひ、 此 は山材 

を 採 來て宮 窒と爲 す 由 を 以て、 山 神 を 祭られ， 大殿 祭詞は 宮室と 爲れる 上 を 以て 御殿 祌を齋 き 祭らる.，， 事に て、 f 

條理に 於て 異なる 所有り、 思 ひ紛ふ 可から す、 (其 地 を 祭る と、 其材を 祭る と其宮 を 祭る と、 甚際々 しき は甚 愛た る 

き 賜物な り) 又 大城詞 なる は、 其 宮に住 給 ふ 天皇の 御 事に 係りて 祌 等に 預ら す、 能々 前後の 續 きに 思 を 潜む 可し. (予 

が說言 に は斯の 若く 微細に 事 を 判つ に 依て、 其續 きに 依て 異なる 說共 多し、 心 を 著て 考ふ 可き 物な りかし、) 

-^^wu  . 力」. T ヒノ けズ， . 力， L. リマ.. V ァ： ョ モノ ケ ニー  ヲ  ヤス クニ ト タヒラ ケク -ン。 シメ ス .カ ュヱニ スメ  £ マ/.. -n トノ ゥゾ /  i アグラ 

天 御蔭 nn 蔭. 足 隱坐 s。 四方 國乎 • 安 國 登。 平久知 食須賀 故。 .US 御 孫 命 能。 宇 豆 乃 g 巾，： e 

乎。 稱辭 竟奉久 登宣" 

此所 全く 第 四 座 摩 神詞に 同じ、 上に も 云る 如く 彼 は大宮 地の 靈と 坐す 祌 なる 故に、 其 所に 大宮柱 太 敷 坐る 恩賴の 慶び 


を 申 給 ひ 此は皇 御 孫 命の 1K 御 S 日 御蔭と 隱り 坐む 瑞の 御舍 を、 遠山 近 山より 伐 取て 宮煢り 給 ふ 由の 辱き 田 を 申させ 

給へ るな り、 然るに 山 口 神に は霄神 も" 从ひ御 在して、 水の 事 を も預知 食すな り、 其は大 忌祭詞 Q 下に 說く 可し、 (然 

れば此 i 木の 事に 耳 用 有りて 祭らせ 給 ふ 物に て 六月、 十二月 月， f, へ も此に 同じ、 四月、 七月の 大忌 祭に 屬て 祭らせ 給 ふ 

は、 水の 事に 耳 用 有て 木の 事に は預 ざるな り、 ) 

知 食 須賀故 は、 第 四 座 摩 神詞に は、 知 食須我 故と 作り、 此 二つに 證を 得て 思へば、 第五 御門 祌詞 に、 夜 能 守 日 能守爾 

守 奉 故、 また 第 六 生 島神詞 に、 皇祌等 能 依 左 志 奉 故. また 第 七 太 御 神宮， 詞に、 茂 御世 爾幸 £ 寧 故、 また 第 八 御縣神 

詞に、 長 御 膳 能 遠 御 膳 登 聞 食 故、 また 次なる 水分 祌詞に 赤 丹 穩爾聞 食 故と 有る も >  皆 云々 我 故 爾と訓 む 可く 思えた 

り、 (六月、 十二月 次 祭 詞も此 に 同じ、 此 外に は 見 常らぬ 詞 なり、 此は 先に 云 ふ 可 かりし を 思 ひ 漏せ りし 故に 今此に 

擧 ぐ、) 

宇 豆 乃 幣帛 は、 第一 詞， 下に 引る 定れる 員數の 如し、 然るに 山ロ祌 十四 座の 中此詞 なる 畝 火、 耳 無 を 除て 社に は 各 馬 1 

疋を 奉らる. -1 由. 己に 四時 祭式 を 引る が 如し、 此神 等の 御 會釋の 重 かりし 事是を 以て 悟る 可き 物な り、 (畝 火、 耳 無の 

一 一社 G- 此 事に 漏た る は、 宮材を 其 地に 採る 事 は 良 稀に なりけ む 故なら ぬ 故なら むと 思えたり、 其 事 上に も 云 へ り、) 

,g が： #  .si 維 寧 ぎ i ぎ lilt や i。 歡# 葛 木き 餅 名 者， n: き 辭竟奉 者。 

水分 坐祌 を、 古事記に は、 速秋津 日子、 速 秋 津比賣 二 祌因河 海 持 別 而生神 名、 沫那藝 神、 次 沫那美 神 •  i 〈頰 那藝 神、 
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次 頻那美 神、 .f^、w< 之 水分 神、 次國之 水分 神、 次 天 之久比 奢母智 神、 次 國之久 比 奢 母智神 (目，， 沬郑藝 神， 至，, 國之久 比 

奢母智 祌-拜 八祌) と 有る、 此天之 水分 神、 國之 水分 神の 二 柱なる が 其 w 自は 異に 考る 所有り， (其 は 云 ふ 如く" 大山 

祇祌、 高 霞 神の 生 坐る 御子なら むと 所思るな り) 尙 古事記なる 右の 前文に、 生水 戶祌、 名 速秋津 日子 祌、 ff! 妹 速秋津 

比 寶种と 見え、 叉 祌代紀 (第 六の 一 書) に、 水門 祌等號 二 速 秋津日 祌-と 見えた る 等 字 は、 彥と姬 と を 包た る 可く 思 ゆ 

れ ども 然ら す、 大拔詞 に、 荒 鹽之鹽 乃 八 百 道 乃 八鹽道 之、 鹽乃八 百 會爾座 須速開 都 比 咩止云 神 持 可 可 呑 S 牟と 有る に 

依る 時 は • 比賣祌 1 神に 御 在り、 記傳五 (三十  一 丁) に、 此ニ柱 は 阿波 岐 原の 御驟. 段より 錯亂 せる 者な りと 爲て、 此 

^5^^伊豆能賫祌に配られたるは云れたる說なり、 若 然も 有らば、 1 柱の 比 賣祌の 二 柱に 分れて 男女と； 坐す 例伦に 有る 

事 を 聞. かざれば、 此は必 速 秋津比 賣祌ー 柱なる 可し、 然 らば 惜しき 傳 ながら、 因 河 海 持 別 而生神 云々 と 有る は 依 難 

しノ  (倭 姬. 命 世 記に、 伊勢の 瀧 原 宮は此 日子 祌拉宫 は、 此比賣 神と 記せれ ども、 太 祌宮式 及び 皇太 神宮 儀式 帳 共に、 

太 神 遙宮と 有れば 後人の 加筆なる 可し、 尙 委しく は 第三 卷に 其宮の W る 所有り て辨 たるが 如し) 沫那 藝祌. 沫那美 神 

は 沬蕩尊 生-一伊 坤諾尊 一と 有る 凡て は非傳 なれ ど、 强に捨 難き 事 有り、 然る は 宇 比 地 邇祌， 須比地 邇祌と 申より 始て • 

次.. „< の 御名 は 伊邪那岐、 邪 那那美 命の 修理 固成 給 ふ 御 事と 其 物の 形貌 とに 依て 負 坐る 御名なる に 准へ て 此を思 ふに、 

祌代紀 (一書) に、 此ニ神 靑檁城 根 尊 之 子 也と 有る に等レ く. 且は靑 と 沬と甚 近き， 語なる を 以て 見る 時 は、 全く 沫那 

藝神、 沫那美 神 は 伊邪那岐、 伊邪那美 神なる 事 疑 無き 物な り、 然 れば此 は水戶 神の 御子なら す、 此を 除く 可し、 (記 

傳 三の 五十 丁、 五の 三十 九 丁に 有る 說は信 ひ 難し )• 頰那藝 祌、 頰那 美祌も 同じく 上に 例して 伊邪那岐、， 伊邪那美 神 


の 御名なる 可し、 此ニ柱 神の IK 瀵戈を 下して、 碳敏盧 島 を 探 得 坐し 時の 御行 事 を 以て 負 ひ 坐せ るなる 可し、 頰 は記傳 

の說の 如く 都 夫 良に て、 水の 粒立つ を 云 ふ、 然れば 此も水 戶祌の 御子なら す、 此を涂 く 可し、 (但し 御 名義 は記傳 

五の 三十 九 丁に 說 かれた るが 如し) 天 之 水分 祌、 國之 水分 神 は 籠 祌 とも 申して 1 神なる が、 大倭 神社 注進 狀 なる 率 

川 坐大祌 御子神 社 三 座の 傳に 、ゆ 御子神- 左 事 代 主神、 右 玉櫛姬 云々 と 見えて、 玉 櫛姬を 子守 祌と 記せり、 其の 中な 

る 御子神 は、 事 代 主神の 玉 櫛 媛に 娶て 生み 坐せ る 御 女に て、 祌武 天皇の 大 后と 坐す 伊須 氣余 理比賣 命に 坐せば. 其 

Q 子に 對 へて 子守 神と は 云 ふなら むと 思 ふに 然ら す、 實には 玉 櫛嫒は 水分 祌に 坐て、 大山 紙 神 闇 竈神 (亦 名大 水上 

神) の 御 女に 坐り、 故に 事 代 主 祌八尋 熊 鍔に 爲て娶 給 ひ 后 神と は爲し 給へ る 也、 (祌名 式、 山城 國乙訓 郡 小 倉 神社 大 

月，^、 新嘗と 有る を、 社 傳に丹 生 川上 神社、 貴 布麵舯 社と 等しく 闇 霞 祌を祀 ると 云り) 所以に 皇 太祌宮 儀式 帳に、 小社 

神社 大水 上 命兒高 水上 命 形 石 坐と 見え. 次に 許 母 利祌社 粟島 神 御玉 形 無と 有る 粟島 神 は、 种名 式. 志 摩 國答志 郡 粟 

島 坐 ft!. 射 波 祌社ニ 座 (名； t 大) と 有る 此 にて、 伊 射 波 は 率 川の 略なら むと 見え、 志摩國 風土記に、 事 代 主神 到 ニ于伊 

勢 島， 而得レ 鱸 祭-一 天神地祇-因 其 地 曰-鱸 蔽-と 見え たれば. 事 代 主神 子守 祌ニ柱 を 合せて 粟島 神と は 記せるな り、 叉 伯 

家 神 名 帳に 式に、 河 內國若 江 郡長 柄 神社 敏 と 有る を、 祭 it 事 代 主神 也 曰-子守 神-と 見えた る は、 其 后 神の 御名の 方 

を 俗に 傳 たる 物な り、 叉 神 名 式に、 山城 國 愛宕： 郡 鴨 川 合 坐 小社 宅 神社 (名 神大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 社 を 年中行事 

祕抄 に、 延喜 元年 十二月 太 政官符 倆、 件 川 合 神 是御祖 別 雷雨 神 苗裔 神 也と 有れ ど 所見 無し、 同 式に、 大和 阔十 市郡皇 

子 祌命祌 社.、 姬 皇子 命 祌社、 小社 神 命 神社、 屋就神 命 神社 (以上 四 神大， 社 皇子 种) と 有る 大ノ社 は 神武 天皇 御紀 に. 
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神 八 井耳 命多臣 始祖 也と 見えて、 神 八 井耳 命の 母 は 伊須 氣余理 比賣命 なれば、 其は姬 皇子 命祌 社に 祭られ 給 ふ 可く、 

叉 小社 神 命 社 は 其 御 母と 坐す 子守 神に 坐す 事 決し、 是を 以て 見れば、 鴨 川 合 坐 小社 宅 神 も 同 神た る 可き 事 云 まく も更 

なり、 然 らば 小. 社宅 神 は、 賀茂別 雷神の 后 神たり、 別 雷神 は 事 代 主神た る 事 巳に 委しく 見得て 太 元考に 云る が 如し、 

(但宅 字の 訓は 健の 意なる にや、 然れば 小 杜宅祌 社と ぞ訓む 可き 寵 神の 御 女と 坐す 稷威 を稱 たるなる 可し、 舊訓乎 許 

曾 夜郝と 有れ ども 其 據る所 を 知らす、 祌名 式に、 河 內國石 川 郡 建 水分 祌社 有る 大に由 有て 小社 宅 神に 近く 聞 ゆる を も 

思 ひ 合す 可し) 如此く 水分 祌を事 代 主 祌の后 祌玉櫛 媛 • 又 活玉依 比賣， 叉溝咋 比賣、 叉 伊古 奈比賣 共に 一と 定 むる 時 

は、 其 所緣甚 分明な り、 神代 紀に、 事 代 主神 化 TT 爲八尋 熊 t?T 通-ニー 一島 溝 機 姬『 或 云，， 玉 櫛嫒？ 生兒 姬蹈毓 五十鈴 姬命 

と 有る を 舊事紀 に は， 都味齒 八重 事 代 主神 化 n 爲八尋 熊 i?r 通-一三 島 溝 杭女活 玉依姬 T 生-二 男 二 女？ 兒 天日 方 奇日方 

命、 妹姬 蹈鞴 五十鈴 娘 命、 〈妹 五十鈴 依 娘 命と 見えた るに て 水分 祌と同 神なる 事の 動く まじき を 明らむ 可し、 尙雄略 

天皇 御紀 に， 七 年 云々、 天皇 詔 少子 部 連蜾赢 曰、 朕 欲レ見 n 三 諸 岳 神 之 形， 云 .<、 乃 登， 一三 諸 山， 捉っ. 取 大蛇， 奉」 不一 K 々と 

有 を 或 云， 一 薬 田 墨 坂 神， 也と 見えた る を 思 ふ 可し、 假令此 時に 捉取 たる は 墨坂祌 ならぬ にも よ、 * 巳に 此 神の 形の 大蛇 

なる 事の 聞え 高 在し 證 ならす や、 此墨坂 神 を 記 偉に. 水分 祌と 定られ たる は、 實 に確說 にて 下なる 宇陀 水分 祌 Q 下に 云 

るが 如し、 事 代 主神の 熊靜に 化て 娶 坐し 事の 狀を考 X して 明らめ 知る 可し、 (三 島 は 攝津讓 地名な り、 溝 昨 耳 は 高鐘种 

なる 可し、 式に、 攝津國 島 下 郡 三 島 鴨 神社、 溝 咋祌社 粒る を 見る 可し、 活玉 依姬の 依は延 i 訓む 可し. 古歌に も ir 一島 

江と 咏る此 なり、 古事記 白 樗原宮 段に、 大物 主神の 事と 爲れ ど、 彼 は 山城 風土記なる 丹 塗 矢の 故事の？ J れ なり-, 叉 水 


垣宮， 段に、 大物 主神 娶 n 陶津耳 命 之 女 活玉依 昆賣- 云々 と 見えた る は、 【事 代 主神の 事 を 大物 主神の 事と 爲 たる 僻 傅に 

て、 中々 fc 舊事紀 の 方正し き 事 云 も 更なり" 能辨ふ 可し， 叉 伊豆 國三島 神社 は、 事 代 主命なる が、 其 后 神 を 伊 古奈 比 

賣祌と 中して 伊豆 國に 在る を 以て" 伊豆 佐賣祌 とも にや、 陸奧國 宮城 郡 伊豆 佐賣 神社 を、 惣國 風土記に 所 祭 溝咋比 

寶也 云々 と 見えて- 式に 志 波豫祌 社名 祌大と 相 拉るも 由 有り， 志波彥神は鹽^^祌にて、 事 代 主 祌其國 に 坐て 始て鹽 を 

製造り 給 ひしに 依れる 御名な り) 此に 就て 事 代 主神の 大山 祇： t に 殊に 親しく 御 在す 事 を 云 ふ 可し、 祌名 式なる 伊豫 國 

越 智郡夫 山積 神社 (名 祌大) を 世に 三 島 社と 申て 大山 積祌 一 柱の 如く なれ ども、 伊豆 國賀茂 郡 伊豆 三 島 神社 (名 神大、 

月次 新嘗) を 土俗の 傅 記に、 伊豫 國 より 遷り 坐りと 云る が、 主と 祭る 神 は 事 代 主神な り、 然るに 一 宮記 及び 諸 書に 大 

山祇 命と 有る も 強に 僻事と は 云 難し、 然る は 事 代 主神 は 其 大山 祇祌闇 it 神の 御 間に 生 坐る 伊古 奈比賣 命を娶 坐せば、 

官 より 祭らる- 1 所 は 如何に 在れ、 舅と 坐し、 婿と 坐せば 共に 御 在す 可き 事 云 ふ. も 更なり、 (此を 以て 何れの 國 にても 事 

代 主神の 鎭 坐す 社の 近？ i りに 大山 祇 神の 鎭 坐す 由来 を 知る 可し) 然れば 大山 祇祌は 山 神に 在して、 水源 を 掌り て 能く 

雲霧 を 起 し 給 ひ、 闇 籠 神 は雨師 神と 坐 して 膏雨を 降し 給 ふ に • 其 御子 と 坐す 水分 祌は、 山より W る 水 を 分理し て 灌給ふ 

祌 なれば、 大山 祇闇 二 神の 御子なる 事 著ければ 速 秋^ 日子 速 秋 津比寶 神の 子に 非す、 然れば 古事記の 此文を 除く 可 

し、 (尙 水分 祌の 委しき 事 は 下に 云 ふ 可し， 此は其 W 自を 正せる 环 なり) 天 之 久比奢 母 智祌、 國之久 比 奢 母 智神は 神 

代紀 (第三の 一 書) に 伊 辨$ 尊 生- 1 火 產靈- 時爲， 子 所 焦而神 退矣、 亦云祌 避矣、 其 且，： 祌 退-之 時 則 生 n 水神 罔 象 女 及 土 

祌墙 山姬叉 生天吉 葛， と 見え 鎮火 祭詞 に、 火 結 祌生給 S 美 保 止 彼レ燒 S 石 隱坐氏 云々、 吾 名 妹 命 能 所 知 食上津 國爾， 、む 
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悪 子 乎 生 置 S 來奴返 坐氐 更生 子 水神 匏川菜 墙山姬 四 種物 乎 生 給 s、 此能心 悪 子 乃 心 荒 比會波 水神 匏坡山 姬川菜 乎 持 

氏. 鎭奉禮 止 事 敎悟給 支と 有る 此正說 にて、 天吉 葛と 匏と同 物なる が、 水 祌匏坡 山 姬川茱 乎 持 S は、 師說の 如く 水神 

は匏 堪山姬 は、 川茱を 持て 鎭 奉れと 敎給 へる なれば、 水神の 鎮火の 時に 持 給 ふ 料な り、 然 らば 御 禊の 時に 成 坐る 水戶 

神の， 御子と 爲ては 理に叶 はす、 然れ ば此を 除く 可し- (水神 韵埴山 姬川茱 云々 と敎 給へ る は、 伊邪那美 命の 未 黃泉國 

に 行 坐 ざり し 前な り、 伊邪那岐 命の 御驟 は、 後の 事 なれば 全に 叶 はざる 也) 如此く 古事記の 此 1 段 は 事 實に叶 はぬ 事共 

の 多き に 依て 思へば 此は 決めて 神代より 傳 にて は 無くて、 良 後に 種、 „< の祌名 共の 殘れる を 惜しみて 杜撰る 偉なる 可け 

れば、 予は此 を 取らす、 鈴屋 大人の 此邊 りの 傳を 訂正れ たる 後 乘と爲 りて. 予亦此 錯亂を 訂正す 事斯の 若し、 (此を 

訂正した る 上なら では、 神の 御上 を 說徵し 奉る 事の 成 難き に 依て， 恐 けれども 如此く 考徵し 奉る 物な り) 借 水分 祌と 

申 奉る は、 雨師 神の 零せ 給 ふ.^ を 分配 給 ふ 神な り、 天 之 水分 祌. 國之分 祌と稱 し 奉る を 思 ふに ■ 久麻 理の久 麻に 雲 Q 

意を藏 ち- 麻理に i の 義を兼 たれば， 雨 師祌の 施 給 ふ 雨水 を 虚空に て 分配り て. 其 潤 ひ を遍く 導き 物 爲給ふ 可し >  此 

天 之 水分 祌と 御名に 負 坐る 所以な り (式に、 攝津國 住吉郡 天水 分 豐浦命 神社と 云 ふ 有り、 大和 國高市 都 甘 樫 坐 神社 四 

座大 月次 新 嘗- と 有る は 古くより 豐 浦と 云 ふ 地に 坐り、 然 らば 甘 樫 は雨師 などの 同 語に や. 然も 有らば 天 水分 豐浦命 

神社 は 水分 神と 雨 師祌と を 合せた る 御名な り、 豐浦は 其 祭る 地名なる が • 甘 樫 四 座の 中より 此ー ー祌を 別に 移し 祀 ひし 

物に そ 有 可き、 文武 H< 皇御紀 に、 二 年 四月 奉， 馬， 一子 吉野 水分 峰祌， 祈， 雨 也と 有る を、 考 合す 可し 尙 式に 丹 後 國與謝 郡 

籠祌 社名 神 大月ォ 、新嘗 と 有る を、， 天水 分祌 なりと 云 ふと 記傳に 記された リ、. 又 三代 實錄 二に、 安藝 國 水分 天神と 有る 


はデ、 之 水分 神なる 可し) 國之 水分 神は考 に、 萬 葉に、 祌左振 碧 根 己 凝 敷 三 芳野之 水分 山 乎、 見者 悲毛 など 有る にて- 藤 川 

の 分れて 落る 所 を 方々 へ 分ち 配る 意な り、 此に因て田の水に就けて祭.給へりと云れしは然るーー目也.(久麻理に隈^£0義 

を も 兼て、 川隈の 所な どに 在すな る 可し、 一 にして 雨義を 包た る例尙 有り、 記傳に 古今 六 帖片戀 歌に、 美 許 母 理ノ祌 と 

多く 咏み、 淸少納 言 冊子に 神 はと 云 ふ 中に も 美 許 母理祌 有り、 此等も 水分 を 誤れる 名 かと 有り) 如此く 其德を 施し 給 ふ 

所 を 以て こそ 天と も國 とも 別に 御名に は 食 坐れ、. 實には 1 柱に 坐る 事已に 云る が 如し、 偖 其 神社の 所在 を說 明めむ と 

す、 吉野は 神 名 式に、 大和 阔吉野 郡吉野 水分 神社 (大 月次 新嘗) と 有り、 此 にて 右に 引る 萬 葉の 歌に、 三 芳野之 水分 山と 有 

る此 山に 鎭座 せり、 文武 天皇 御紀 に、 二 年 四月 奉， 馬， 1 于吉野 水分 峯神ー 祈 雨， 也と 見えたり、 (續 後紀 に、 承 和 七 年 十月 己 

酉、 授ニ 大和 國 無位 水分 神從 五位 下， と 見え、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 七日、 授ニ 大和 國吉野 水分 祌正 五位 下， と 見えた 

り、 此 御社 吉 野の 水分 山に 立せ 給 ひて 子守 明 神と 申せり、 本 居 大人の 玉 勝 同 十二 卷に 委しく 記されたり、 就て 見る 可し、 

大和 志に， 丹 治 村 相 傳昔在 ，1 水中 址； 水分 山 年々 山 崩遷， ー祌 社于此 U 母歲 初夏 吉野 山僧修 n 驟于社 前， と 見えた る は、 別 社な 

る 可し、 何にも 爲ょ今 子守 社に 相違 無し) 宇陀 は 式に、 宇陀 郡 宇 太 水分 祌社 (大、 月. 、新 嘗) と 有る 是 なり、 記 傳廿三 (三十 

八丁) 水垣宮 段に、 於 二字 陀墨坂 神， 祭 n 赤色 榍矛 r 崇祌 天皇 御紀 に、 九 年 春 三月 甲子 朔戊 寅、 天皇 夢 有， ー祌 人， 誨之 曰， 以，， 

赤 盾 八 枚 赤 矛 八 竿， 祠-ー 墨 坂 神， 云. 、四月 甲 午朔己 酉、 依， 一夢 之敎ー 祭，， 墨 坂 祌大坂 神， と 有る は此 水分 神なる が、 龍 田 風神 

祭詞に 依て 思 ふに、 此水垣 御世に 如此 殊に 祭 給へ る祌等 は、 祈 年の 爲 なりけ む を、 凡て 祈 年に は 水分 祌山ロ 祌を祭 給 ふ 

例に て、 祈 年月 次の 詞 共に、 山 口 坐 皇神等 能 前 爾白久 云々、 水分 坐 皇神等 能 前 雨 白久、 吉野、 宇陀、 都祁、 葛 木 登 御名 者 白 
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arMK 々と拉 一一 一一 I； ると 此に大 坂 神 (大坂 山 口 神社な り) 竝て祭 赐ふを 思 ふ 可し、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 九月、 風雨の 御 祈に、 

遺レ使 奉幣 四十 五社の 中 多く は 山 口 神と 水分 神と にて、 其 中に も 大坂山 口 神、 宇陀 水分 神 も 入れり、 右の 趣 共 を 熟く 考 

るに、 墨 坂祌と 申す は 宇陀 水分 神社なる 事 決 かる 可し と 云れ たり、 (祈 雨 神 祭式に は、 宇 太 を 宇陀に 作れり、 三代 實 

錄に、 貞觀 元年 正月 廿 七日、 授ニ 大和 國宇太 水分 神 正 五位 下， と 見 ゆ、 此社 今母理 村に 在と 云り * 大和 志に， 在 二 下 井 

足 村-云り、 萩原の 隣村な りと ぞ、 井 足と 云 ふ 名に 依れば 此方 實に 然る 可し) 都 介 は 式に 1 山邊 郡都祁 水分 神社 (大、 

月次 新嘗) と 有る 是 なり、 (和名 抄に は、 都 介に 作り、 四時 祭式に は、 竹 に 作れり、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 

七日、 授- 一大 和 國都祁 水分 神 正 五位 下 一と 見 ゆ、 考 頭書に 云く、 今 山邊郡 IS 田 村に 都 介 山と 云 有り、 此處 なる 可し) 葛 

木 は 式に、 葛 上 郡 葛 木. 水分 神社 (大、 月次 新嘗) と 有る 是也、 (本に 名 神と 爲る は衍 なり、 四時 祭式に 見えす、 且佗 

社の 例に 異なる に 依て 今 此を改 む、 三代 實錄 に、 貞観 元年 正月 廿 七日、 授 M 大和 國葛木 水分 祌正 五位 下， と 見 ゆ、 此社 

今關屋 村に 在と 云り、 考 頭書に は、 今 葛 上郡增 村と 云 ふに 美 許 母 利と 云ふ處 有りと 云れ たる は 宜しき 心ち す、 然れば 

或說 に關屋 村と 一 K ふに 在と 云る は、 增 村の 隣村な どなる を 誤れる にや) 如 此く吉 野 水分 神 * 宇陀 水分 神. 都 介 水分 

神、 葛 木 水分 祌と 地名 を 以て 稱云ふ は 御縣坐 神、 山 ロ坐祌 などの 例に て、 吉野 山の 水分 祌、 葛 木 山の 水分 神と 其 地に 

在て 其 處の水 を 分配り 給 ふ 御 功 を 施し 給 ふに 依れるな- リ、 (此事 第八詞 なる 御名 者 白 S の 下に 委しく 解說 せる が 如し) 

借 四時 祭式なる 此 祈年祭 條に. 吉野、 宇陀、 葛 木. 竹 谿等社 各 加， 一馬 一 疋， と 有る は、 田に; S せて 稻を養 はむ 料 

の 水 を 乞 求 給へ るな リ、 (但 上に 引ける 文武 天皇 二 年 四月に、 馬 を 獻給ふ は 祈 雨の 御爲な るに て. 恒例の 事に は 非 


す、 此祈 年なる とは刖 なり) 臨時 祭式なる 祈 雨 止雨祌 八十 五 座の 中に 此四所 神 も 加り 給 ふ は、 事實に 於て 然も 有る 可 

き 御 事な り、 (文武 天皇 御紀 に、 大寳 元年 四月 戊 午、 奉-一 帛幣于 諸 社-祈-一雨 于 名山 大川？ また 元 明 天皇 御紀 にも、 元 正 

H< 皇御紀 にも、 祈 ニ雨于 名山 大川 一と 云 ふ 事 時々 見えたり、 名山 大川 は漢 風の 文 を 擬られ たる かと 先に は 思し かど も 

然ら す、 山 ロ祌、 水分 神 を 祭らせ 給 ふ 事 祈 雨 止 雨 神條に 合せて 知らる、) 
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皇神等 能。 寄 志 奉牟。 奧津御 年 乎。 八束穗 能。 伊加 志穗 雨。 寄 志 奉 者 皇神等 雨 初. 

ホ ^-  力 ヒニモ  シル 二 モ  ミカ ノへ タカ シリ  ミカ/ハラ テナべ テ  タタへ コトヲ へ マツリ テ 

穂波。 穎爾 母。 汁爾 母。 磨 閑 高 知。 1^ 腹滿雙 氏。 稱辭竟 奉 &。 

此 同文 上なる 御 年 神詞に 在り、 然れ ども 御 年祌は 農事 を 守護 給 ひ、 水分 祌は 水理を 知し 給 ひて、. 其 主宰る 所殊 異な 

り、 是を 以て 彼詞に は、 皇神等 能 依 左 志 奉牟、 奥 津御年 乎、 手 肱 雨水 沬畫垂 向 股 爾泥畫 寄&取 作牟、 奥 津御年 乎 云. < 

と續 けて 田を殖 るより 稻の 成立つ 迄， 其 勞く狀 を 悉く 云 ひ 含めた る 者に て. 此詞と 同事の 委しき ならす、 本より 別異 

なる たり、 能く 其 條理を 正し 辨ふ 可し、 (立 返りて 其詞の 下に 云る 事共 を 見合す 可し) 此詞 に、 皇神等 能 寄 志 奉牟云 

云と 有る は 其と は 異なり、 然る は 水分 神 は 上に も 註る 如く、 田に 水 を 分配 附與給 ふ 神に 坐す が 故に、 農事の 上に は 抱 

マ 力 

り 乍に 抱り 給 はぬ 所有り、 是を 以て 農事 を 云 はざる なり、 猪 雨水 こそ は 人力の 及ばぬ 事な り けれ. 田に 灌く水 を 引す 

る 事 は 農作る 民の 事業なる を、 皇神等 寄 志 奉牟と 云る は， 顯に こそ 人の 引す る 水 なれ、 幽 より 水分 神の 相預 はして 其 

事 を 善く 爲 令め 給へ るが、 其卽 水分 祌の 天皇に 寄 奉らせ 給 ふ 由な り、 是を 以て 寄 志奉牟 云々、 寄 志 奉 者と は 云り、 然 
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れば 第二 詞の 下に 云へ る 如く， 古語に 事 依 奉と 多く 見えた る 與佐須 は與須 にて、 其 任 を 人に 寄る 意なる 事 は 云 も更な 

れど尙 深く 此を考 ふるに、 古来より 依と 授 との 差別 を 知らす して 混同せ り、 與佐須 は 令 レ爲レ 善に て、 我が 事業 を 人に 

附託て 善く 爲さ 令むる にて、 人に 爲 令むれ ども 何 處迄も 依せ たる 方 も 寄られた る 方 も 相 離る まじき を、 授は 眞附に 

て、 彼に 委ねた る 上は授 たる 方に 事無くして、 授 りたる 1 方に 落 著く 義 有り、 然れば 依す は 主の 方 重く 授くは 客の 方 

重きな り、 神 等の 人に 事 を 依せ 給へ るも然 にて、 凡て 神 等の 各自に 殊 異なる 功德を 保ち 坐る は、 天壤 と共に 其 窮り御 

在し ます まじき 御 業な り、 然 れば顯 世に 在と 有 ゆる 物 も 事 も 悉くに 人 草の 物と 爲り 事と 爲れる 若き 物から、 其 は 神 等 

の 成し 給 ふ 表 向なる 方 を こそ、 人に 依せ て 其 人々 の 事業と して 善く 爲さ 令め 給 ふに は 有 けれ、 其實は 幽冥より 預鎊造 

らせ給 ふ 事に て、 授けて 神の 傍より 守護せ 給 ふに は 非す、 依して 祌の幽 より 共に 成し 給 ふに ぞ有 ける、 (然れ ども 其 

爲す所 人事に 在て 神の 所 置 を 我 も 見す 人 も 知らねば、 我が 爲す所 は 神の 爲さ 令め 給 ふ 所なる を 人 皆 知らざる が；^ に， 

世人の 祌を思 ふ事甚 遠くして、 鬼神の 我が 左右 上下に 在て 護持す る 事 を 知らざる は憐 むに 堪 たり、) 

八 束穗能 伊加 志 穂 爾寄志 奉 者 は、 田に 水 を <;r 配りて 人の 農作り 養育 ふに、 神の 御 守に 依らす て は、 霖雨早 損の 歲厄有 

りて 能く 登る 可から す、 神の 冥 助に 非す て は 水 を も 心に 引す 可から ざるが 故に、 其 事を祌 等に 係て 申せるな り、 (此 

事 は 1 卷に旣 に 云れば 考 合せて 悟る 可し、) 

皇神等 爾初穗 乎 波 穎爾母 汁爾母 am 高知蹈 腹滿雙 tlT 稱辭竟 奉牟は 第一 一詞に 、初穂 乎 波 千 穎 八 百 穎 爾奉置 lirp^M 高 知 

p~ 腹滿雙 s、 汁爾母 穎爾母 稱辭竟 奉牟と 有る と、 大同 じく 少 異にして、 義に 於て 異る 事無し、 然れば 此の 穎爾 母の 穎 


は， 上に 初穗乎 波と 云へ る 其 を 指す 事に て、 第二 詞に 有る 千 穎 八 百 穎 爾奉置 S の詞を 省かれた る なれ ども、 其な りに 

能く 通 ゆるな リ、 (鈴屋 大人 說に、 此詞 にも、 六月、 十二月 月次 祭詞 にも * 穎爾 母汁爾 母と 云 ひながら >  次に 其 汁. Q 

事 を 耳 云 ひて、 穎の 事 無き は • 語調 はすと 云れ たれ ど、 初 穗卽潁 なる 事 を 思 ひ 漏され しなり、 又考 にも、 此 所の 言の 

略き に 過たり、 常 有る 事ぞ とて 濫りに 略く 時 は、 俗に 落るな り、 上代に は 此境を 能く 爲 りと 云れ しも 如何な り、 後世 

クタ 》4.\ 

の 如く 叢胺 しく 云 はすして、 能く 聞 ゆる は、 上代の 詞の 妙なる 物 を 如何に 思 ひ 僻めら れ けむ、) 

ゾ n::- ヲバ  スメ  I マノ ミ コトノ  アサ？、 ケ ユウ ミケノ  カム カヒ二  ナ， 力 £ ケ/  トホ ミ ケ ト  7 力 ニノ ホ 

遺 乎 波 •  ^御 孫 命 能。 朝 御 食 夕 御 食 能。 加牟加 比爾。 長 御 食 能。 遠 御 食 登。 ， 赤 丹 穂 

二  キコシ メス ガュヱ 二  スメ  マノ  ：、 コトノ  ゥ ヅノ  i アグラ ヲ  クタへ コトヲ へ マ リラ ク ヲ  モロ モロ キ n シメセ 卜 ノル 

雨。 聞 食 故。 御 孫 命 能。 宇 豆 能 幣帛 乎 • 稱辭 竟奉久 乎。 諸閗食 登宣。 

遣 乎 波 は、 上に 初 穗乎波 穎爾母 汁爾母 云々 と 有る を 指て 云るな り、 第七詞 にも 殘乎波 平 聞 看と 有りて、 其 語 は 同じな 

がら、 其 用 ひ 方に 輕 重の 差 有りて、 其 下 (第三 卷) に 云る が 如し、 

朝 御 食、 夕 御 食 は" 大 殿祭詞 に、 皇御孫 命 朝 乃 御 勝、 夕 乃 御 膳 供奉と 有る 其な り、 古事記 日代宮 段に は、 朝夕 之大 i: 

食と 記され、 皇太 神宮 儀式 帳に、 朝大 御饌、 夕 大御饌 と 作き て、 常住 不斷聞 食す 大御 食と 云 ふ 事と 心得て 宜し けれど 

も尙考 るに 、天皇の 供御 を始て 諸人の 食物 古昔より 朝夕 二度 耳 在し なリ、 朝餉 夕餉の 稱 有る を 以て 知る 可し、 大膳式 新 

嘗祭條 に、 當日 給食， 料 を 記されて、 其 男 辰 日且、 女 卯 日夕 辰 日 且給之 また 辰 日夕 於， 一省 家 一 給 之な ども 見えて * 日夕 

の 二度より 外 無し、 (但卯 日夕 辰日且 など 記る は、 其參 仕す る 時 を 以て 云 ふなり) 今も然 にて 表立た る 儀式な ど は" 
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上下 共に 朝夕の 二度に 物爲 て、 日中の 食 は 唯內々 の 事に 爲 めり、 此は 古昔 は靱タ 耳な りし 趣を傳 たる 物な り、 (予が 

淡路國 などに て は、 朝夕なる を 朝 御 膳、 夕 御 膳と 云 ひ、 日中なる を 御 茶漬と 云 ひて、 儀式に 立ざる は 古風の 自然に 傳 

はれるな リ、 然れ ども 都會 Q 地 は然ら す、 晝を表 向に 立て 御 膳と 云 ひ、 朝夕なる を 茶漬と 云 ふ は、 凡て は 商賈の 者の 

ゥヅレ 

辨 理に隨 ふなり、 然れ ども 其 ffi 來 始めは、 佛に淫 する 痴 者の 朝夕 魚肉 を 避た るより 傳染 るに て、 忌 はしき 事 云 ふ 計り 

無し、) 

加 牟加比 は 上に 朝 御 食、 夕 御 食と 云る 料の 稻 にて 神 穎な り」 と 考に云 はれし は 然る 一一 一一 11 なり、 然れば 穎に、 例の 祌 某と 

云 ふ 神の 語 を 冠たる 物な り、 (穎の 事 は 1 卷 なる 第二 詞の 下に 云り、 世人 彼 葦 牙の 訶備 と此加 比と を 混つ に 思 ふ は 如 

何に ぞゃ、 訶備は 芽み ffi る 意、 加 比 は食實 にて 自然に 別な り) 叉 I, 義を 包たり、 鈴屋 大人 說 (大： K 詞後釋 附錄) に、 

加 牟加比 爾の加 は、 宇迦 之 御 魂な ど 云 ふ 字 を 省る にて 食な り、 食 も 宇 氣の宇 を 省る にて 加と 氣とは  一 f、 (酒 を 佐 

加 竹 を 多 加と も 云 ふ 如く、 宇氣も 上に 在る 時 は 宇 加と も 云り) 牟加比 は 萬 葉 歌に、 御 食 向と 詠る 向に て.' 神に 物 を 手 

向と 云 ふ も 同一 百な り、) 〇 今 云 萬 葉 二に、 御 食向大 之宫、 六に、 御 食 向 淡路之 島、 また 御 食 向 味 原 宮>  九に- 御 食 

向南 淵 山な ど 見えたり) 倍牟久 流と 云 ふ は令レ 向に て、 奉る 方より 云 ふ 語、 牟加布 は 其 を 受給 ふ 方より 云 ふ 語 なれば、 

加 牟加比 は 食 向に て 御 膳に 著 給 ふ を 云 ふなり、. 然れ ば爾て ふ辭は 下の 聞 食へ 係て 云り」 と 云れ しも、 然る 一一 一 a にて、 此 

も 彼も捨 難き を以 深く 考 ふるに、 神 穎と 食 向と を 兼て 此には 云るな り、 ffi 雲國 風土記 飯 石 郡の 所に、 須佐之 男 命 坐 

至？ T 坐 須佐鄕 f 而此國 者 雖-ー 小國， 國處 也、 故 吾 名 fl? 不， 著，， 木石 T 詔 而卽鎭 置 已命之 御 魂- 而定給 大須佐 田、 小 須佐田 


矣， 故 云 須佐卽 有-, 正 倉-また 島根 郡の 所に、 須佐之 男 命 詔 n 詔 朝 御饈勘 養、 夕 御 毓 勘 養 五贄組 之處， 而定 給之處 云，， 靱 

酌鄕， 也と 有り、 如 此く須 佐の 御田 を定給 ひしと 朝酌鄕 との 故事 を 合せて 思 ふに、 勘 養 は 神 穎に て 御 食料の 稻穗 なる 

が、 加牟加 比に 食 向の 義も 有る を 以て、 加比には養字を書*^、 (古人の 心遣^の 深切なる 事 を 思 ふ 可し、 但養 をお 比 

と 訓るは 藤 原 宇合 卿 を 馬 養と も 書れ て 例甚多 かり) 叉 明文 抄に 引る 大倭本 記に、 IK 皇之始 9< 降來之 時 共 副 護齋鏡 三面 子 

鈴 一 合 也、 註 云、 一 鏡 者 天 照 太 神 之 御 靈名天 懸大神 也、 今 伊勢 國磯宮 崇敬 拜大神 也、 I 鏡 者 天 照 太祌之 前御靈 名國懸 

大神今 紀國名 草 宮祭敬 拜大神 也、 一 鏡 及 子 鈴 者 天皇 御 食津祌 朝夕 之 食 向 夜 護 日 護 齋奉大 神 今卷向 穴師社 所坐拜 祭大祌 

也と 有る 朝夕 之 食 向と 云 ふ 事、 此詞に 朝 御 食、 タ御食 能 加 牟加比 雨と 有る と 全 同事な り、 (但 釋紀 にも 此書を 引る が、 

朝夕 御 食 夜 護 日 護 云々 と 有りて、 明文 抄に 引る とは此 耳なら す、 外に も大に 異なる 事 多 かり、 故 今 其 を 知 令む 爲にま 、 

全文 を 載し つ) きれば 此事 ニ義に 亙れる が、 祌 穎の 意の 方 は 爾の辭 を 直に 受け、 食 向の 方 は 爾の辭 を 聞 食へ 系て 心得 

可き なリ、 (古文に は 斯る事 時々 有る 物な り、 心狹き 識者の 說とは 雲泥の 相違 有る 事な リ、) 

長 御 食 能 遠 御 食 登 は 上に 朝 御 食、 夕 御 食と 云へ る照應 なり、 此は 第八詞 に、 此六御 縣爾生 出 甘 菜 辛茱乎 持參來 s> 皇 

御 孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 登 云- *< と 見えた ると 同じ 續け樣 なる が、 彼 は 茱蔬を 以て 長 御 膳 能 遠 御 膳 と 云 ひ、 此は 稻穀を 

以て 長 御 食 能 遠 御 食と 云る が、 其 差異 分明し からで は 得 有る まじき 事なる に 依て、 上に 朝餉、 夕餉に 著 坐す 事 を 云る 

なり、 (尙第 八詞の 下に 云る 事の 有る を 見合す 可し、) 

赤 丹 穗爾聞 食 故 は、 廣瀬大 忌祭詞 に、 皇御孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 止 赤 丹 能 穗爾聞 牟皇神 能 御 刀 代乎始 S 云々、 また 龍 
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田 風神 祭詞 に、 皇御孫 命 乃 遠 御 膳 乃 長 御 膳 止 赤 丹 乃穗爾 聞食須 五穀 物乎始 S 云 々と 有る 此 二つ は， 下に 云 ひ續く 可き 

事の 序に 云る 物に て體に 云るな り、 此 なる は 云々 赤 丹 穗爾聞 食 故 は、 上より 云 ひ 下した る 事 を受て 用に 云るな り、 中 

臣壽詞 に、 悠紀主 基 乃 黒木 白木 乃大 御酒 遠 云々 赤 丹乃穗 仁、 聞 食 豐明爾 明 御 坐 見と 有る は、 此 なると 同じく 用の 格 

なり、 高 野天 皇御紀 に、 由 紀須伎 二 國乃獻 禮留黑 紀白紀 能 御酒 乎、 赤 丹 乃 保 仁 多 未 倍惠良 伎、 又貞觀 儀式 午 日 儀に 

も、 三代 實錄 四十 六に も、 此と 同じく 赤 丹 乃 穗食惠 良 伎 罷止爲 豆 云々 と 見えたり、 此等は 廣瀬龍 田の 例に て、 鉢の 方 

にて 下に 云ひ續 くる 料な り、 能く 思 ひ辨ふ 可し.' (此 故にて 大忌龍 田の ニ詞に は、 云々 乎始 S と 下へ 云 ひ 下さむ 料に 

如此く 云るな る を * 此詞は 然らぬ を 以て、 同 語ながら 其 績き樣 に 自然に 體 用の 分別 有る を 知 可し) 赤 丹 穂の 赤 は、 大 

嘗祭詞 に、 干 秋 五 百 秋 爾平久 安久 聞 食 S 璺明爾 明坐牟 云々、 中 臣壽詞 に、 天津 御 膳 遠 長 御 膳 乃 遠 御 膳 止 汁 爾毛實 仁 毛 

赤 丹 乃 穗仁所 聞 食 Br 璺明爾 明 御 坐 Bi 云々 と 有る 豐 明の 明と 同じく、 御 食に 在れ 御酒に 在れ、 聞 食す 時 は 其の 精氣ー 

身中に 充滿 て大御 額の 麗 はしく 赤らみ 坐す 意な り、 K 雲國造 神壽詞 に、 赤 玉 能 御 阿加 良 見 坐と 有る も、 大 御顔の 麗は 

しく 照 給 ふ 事 を 申せり、 此豐 明の 事 は 下なる 大嘗祭 詞に云 ふ を 待つ 可し、 (歴朝 詔詞解 五に、 豊 明の 豐は 稱辭， 明 は 

酒 を 飮て顏 の 赤らむ 意に て 酒宴 を 云 ふなり」 と 云 はれ たれ ど、 右の 大嘗 祭詞、 中 臣壽詞 などの 趣に て は、 酒 耳に は 非 

す、 酒と 食と を 合せて 云るな り) 丹 は 古事記に， 阿 那邇夜 志、 神代 紀に、 美 哉な ど 書き、 一書に は. 妍 哉、 此云 

二  メヂタ 

阿 那而惠 夜と 見え、 神武 天皇 御紀に は、 研 哉、 此云？ tf- 奈珥 夜と 見え、 叉 主 を も虔と 云 ふ 如く、 物 Q 麗 はしく 美 好き を 

云 ふ 言に て、 的ん て 諸 物の 気韻の 云 ひ 知らす 微妙なる を 句と 云 ふな ど、 此に 同じ、 (此詞 萬 葉 十六に、 墨 江 之 遠 里 小 野 


之 眞榛持 丹 穗之爲 衣 云々 と；^ り、 爲レ 句と， 云ふ義 なり、 記傳 四に、 阿 那邇夜 志の 注に、 字書に 熹悅 也と も 好 也と も 注 

し、 研歷也 とも美 好 也と も 記せり と 云 はれたり、 是 等の 字 を 殖られ たる を 以て、 此 なる 丹の 一 W を も 察む 可き なり) 又 

二 ョレル n ラ  二 ホヤ 力  二 フフ 二 ヱ-. -テ 

萬 葉 十六に、 丹 因子 等 何と 詠る も、 句宜有 子等に て、 其艷 なる 貌を 云り、 同卷 に、 二 布 夫 雨 疾而、 十八に も、 雨 布 夫 

爾惠美 天と 詠る も艷々 爾疾 にて 上なる 句と 同じ、 (卷 七に、 山 跡 之 宇陀 乃眞 赤土 左 丹 著者、 十六に、 丹 津蚊輕 色 丹な 

サ 二 ヅ ラフ  サ 二 づ ラフ  サニヅ ラフ 

ど 詠る 丹色 は、 艷 はしく 麗 はしき を 云 ふなり) 同 三に， 狭 丹頰相 吾大 王者、 十に， 左 丹 頻經妹 乎 念 登、 七に、 雜豆臘 

ヲ トメ ヲ スヱ  サニヅ ラフ キミ 力 ナイ つ、  サ  二  ニホ匕  ウル ハ  ノ 

漢女乎 座而、 十三に、 散 釣 相 君 名 曰 者な ど 云る 發 語の 狹は 起辭丹 は其氣 韻の 麗しく 美き を 云 ひて、 冠 辭考說 の 如く， 

二 ホヤ 力 

艷然に 色 著る 顔ば せ を 云 ひて 赤縣に 紅顔と 云 ふが 如くな り、 (如此 く 吾大 王と も、 妹と も、 漢女 とも、 君と も續 けた 

る を 以て 其艷然 にて、 麗 はしく 美き 狀を 美稱ふ 言なる を 知る 可き なり、 叉卷 六に、 狹丹頰 歷黃葉 散 乍、 十一 に、 散頰 

ヅ ラフ 

相 色者不 出、 十二に、 左 丹 頰合總 開不, 離な ど 云る は 紅色の 佗 色より 美 好く 麗は しきに 依て 云るな り、 都 良 布 は 連 相 

二 づ. 力 フ 

にて 其 能 ひの 滿 極る 意な り、 丹 著 ふと は、 其 意， 殊 異なり、 都 加 布は伦 より 來 著て 其 氣韻を 添る にて 別意な り、) 穗は考 

ク I ナキニ コロ モソメ マクホ シケド モキ ナパ 二/ホヤ ヒト / シ ルべキ 

に、 其 赤き 餘光を 穩と云 ふ、 萬 葉に 紅 衣 染雖欲 著 丹 穗哉人 可 知な ど 云り」 と 云れ たる は、 然る 事なる に 就て 尙餘 

に 此例を 求る に 如何にも 其 餘光を 云る にて、 稻穗 又瑞穗 などの 穗の言 も 元 一 なりし を、 彼 は 虚字 此は物 名と 定 りて 自 

然殊 異なる が 如く 成れり しなり、 (叉 萬 葉 一 に、 栲乃穏 爾夜之 霜 落、 十三に、 雪穗 麻衣 服 者な ど 有る 穂 は、 物 名に は 

非す、 赤丹穗 など 云ふ穗 にて、 栲の甚 白く 潔白なる 餘光 を穗と 云な り、 七卷 に、 白 栲爾丹 保 布 信 土 之 山川 雨と 咏るを 

合せて 悟る 可き なり) 然れば 物の 精粹 純正なる を 指す 事に て、 祌武 天皇 御紀 に、 磯輪 上 秀眞國 と 有る 秀、 景行 天皇 御 
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紀 歌に、、 區珥能 摩 保 選 摩と 有る も眞秃 にて、 秀の義 は 上なる 穂に 同じ、 (伹此 事 を 古事記に も 記せり、 良 麻 は 續紀の 

宣 命に， 天皇 大命 良 麻 止 詔と 有る 良 麻な リ、 鈴屋 大人 說に、 良 麻 止 は 附て云 ふ辭と 聞え たり、 武烈 天皇 御紀 に、 臣顯 

宗 天 皇御紀 に、 御裔 僕な ど訓 るに 同じ、 現御祌 云- „< 乃 大命 ぞと隨 に 云 ひ 聞す る 意に 添た るなる 可し と 云れ たる 如く、 

國之眞 秀と糙 に 云む 料に 良 麻と は 云るな り、 然れば 良 麻 は等眞 にて、 物 を 取 束ね 總 合する 義と こそ 聞 ゆなれ) 偖 赤 丹 

穗と云 ふ 語 は、 右に 云る 如く 御 食物 は 更に も 云 はす、 御酒な ど を 聞 食 させ 給 ふ 時 は、 其の 精氣 一身に 彌漫 て、 大 御顔 

の 明らみ 榮 えに k はしく 照り 麗 はしき を 美稱 たる 語な り、. 然るに 常に 多く は 酒の 事に 全 云 ふ 例と なりたる は、 酒氣の 

一 速く 循 還る 事 食物に 對て は此上 無れば なり、 (上に 引る 續紀、 貞觀 儀式 • 三代 實錄 共に 然 なり、 然れ ども 酒 耳と 限 

れる は尙後 *1 意に て， 上古 は 酒に も 食に も 云る を考 へ ざるな り、) 

宇 S 能 幣帛 は、 諸胜の 比に 奠らせ 給 ふ 祈 年の 幣物の 外に、 各 馬 1 疋を 奉らせ 給 ふ 事、 四時 祭式に 見えて， 上に 引る が 

如し， 伦 社に 勝れて 如此 くなる は、 水分の 御德を 殊に 仰がせ 給 ひ 其 御幸 ひ を 乞 ひ 給 はむ 料な り、 (山 口 祌も然 り、 山 

ロ祌は 水上に 在して 水 を 作 讓り給 ふ、 水分 神 は 水源 を 派て 分配 給 ふ御德 にて、 祈年祭 は令義 解に、 欲， 令， 一歳 災不， 作 

時 令 順 度， と 有る 御 祈なる 故に、 殊 より 御 恩賴を 仰ぎ 乞 給 ふ 可き 御 事な りかし) 

諸 聞 食登宣 は、 第 一 詞に、 集 侍 神主 祝 部 等 諸 聞 食宣と 有る 結な り、 (考 に、 諸 聞 食ち ふ 言を此 中ら に擧し 祝詞 共に は 

略き て 甚始の 文と 此 とに 云て 事 を 終たり」 と 云 はれ たれ ど然ら す) 然る は此 祈年祭 詞較て 十 段なる を、 各々 其 社 こそ 

は 別な りけ り、 宣 命を受 賜る 事 は、 一 同に 爲る 事なる 故に、 事 は 各自に 異 りながら、 其 首尾 は 同じ 度の 事なる 故に、 


此を 混同に 爲る 物な り、 其 は 第 一詞 は、 天 社國 社の 神 等に 總て申 給ふ詞 なれば、 表立て 祈年祭 詞と云 ふ は 其に て、 其 

餘の詞 共は辭 別にて  >  殊に 附 添ら る  >詞 なる 事、 次に 註る 如くなる に，， 第 一詞に、 高天原 爾神留 坐 皇睦神 漏 伎 命 神 漏 

彌 命以、 と 有る 結 を 第三， t にて、 皇睦； t 漏 伎 命 神 漏 彌命登 云々、 第七詞 にて、 皇吾睦 神 漏 伎 祌漏彌 命 登 云， „< と 照し" i 

て 結べる と 同 例な り、 (然 れば此 祈年祭 詞 を、 十ながら 錯綜して 見 亙す に 非す ば、 說 得る 事 有る 可から ざるな り) 次 

なる 辭別 も此 十の 詞を 都て 後に 宣る詞 なる は、 其 も j 々に 其詞の 下に 宣る 可き を- 事畢て 後に 然爲る を 以て、 此諸聞 

食 登 宣も總 てに 係る 事なる を 知る 可き なり、 (尙立 返りて 第 一 詞の 下を考 可し、) 

n ト ヮキテ  ィ --バ /  ョヮ ガタニ  マト タ ス キト リカ ケテ  モチ. ュ マ ハ リづ 力へ マツ レル  ミテ ダラ ヲ  力 ムヌシ  ハフ 

辭別。 总部 能。 弱 肩爾。 太 多 須支取 掛&。 持 由 麼波利 仕 奉 禮留。 幣 B 乎。 神主。 祝 

リ ドモ ゥケタ マハリ テ  コトァ ヤマタ ズ  サ 、 ザ モ^^ テタテ マ ヅ レト/ ル 

部 等受賜 s。 事不 過。 捧持 奉 登宣。 

此は 上に 擧 たる 諸 祝詞に、 云々 皇御孫 命 能、 宇 豆 能 幣帛 乎、 稱辭竟 奉と 有る 其 幣帛 を 取頒っ 度に 宣る詞 なリ、 (此と 

同文に て、 月次 祭、 大嘗 祭に 有り、 叉 太 神宮 九月 神嘗祭、 豐受宫 同 祭に も、 忌 部 弱 肩爾太 襁取懸 云々 と 有り、 但此ニ 

は辭 別に す、 上より 續 けたり • 大殿 祭詞に は、 齋部宿 禰某我 弱 肩爾太 襁取懸 S 一一 目 壽鎭奉 云々 と 見 ゆ) 貞觀 儀式、 又 

四時 祭式 共に、 中臣進 就， 座 宣，； 祝詞？ 毎， 二 段畢， 祝 部 稱唯宣 訖中臣 退 W 云々 と 見えて、 右の 詞共は • 幣帛 を頒 る- -ょ 

り 先に 中臣 此を宣 るが、 其 後に 在る 事故に 辭 別と 云 ひて 其 境 を 分て り、 (江 次第 祈年祭.' 條 にも、 此事を 次 祝 師申レ 祝 

と 有る 本 註に、 如 レ式十 段 度別稱 唯と 見えたり、 此を 以て も 上なる 祝詞 共と は 別に 此辭別 を宣る 事なる を 知 明む 可し) 
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若て 右の 儀式、 式 共に 其 fs^ ぎの 文に， 然後皆 復= 本 座 T 伯 命 レ史奉 レ班二 幣帛？ 史 二人共 稱唯各 取， 札 分 rr 立案 兩頭 東西 T 

忌 部 一 一人 f 神 部 一 一人-進 夾レ 案立監 -1 頒幣事 r 史以； 、唱 御巫 及 諸 社 祝 各 稱唯云 々 と 有れば、 此辭別 は 其 幣帛の 度に 宣 

るな り、 然 れば此 一 段 は. 忌 部の 宣 るなる 可し >  諸 社祝稱 唯と 有れば なり、 (但 儀式 も 式 も、 皆 同じ 事なる が、 文字 

遣 ひな ど少 かの 異 有る 耳に して， 格別の 違 無き 故に， 儀式の 方に 依て 記せり、 別に 引出む 事の 煩 はしければ なり、 江 

次第に も、 次 祌祇史 二人 持 レ簡召 = 諸 社 祝-忌 部 二人 立 TI 案下-と 記せり、) 

忌 部、 記傳 十六 (六十 丁) に、 元來忌 部と は 神 を 祭奠る 種. <  の 物 を 造り、 叉然ら でも 凡て 齋潔淸 在て 事 を 爲ず職 を 云 ふ 

名な りと 云 はれし は 然る 言に て、 此も 亦職猇 なる が、 儀式に 忌 部 二人と 有る を 指な り、 (また 儀式 式 共に、 前 祭 十五 

日充 -1 忌 部 八 人 木工 一 人， 令：， 造- 1 供 神 調度？ 當曹 忌部官 一人 監造若 曹內無 ，1 忌部宫 人？ 及 忌 部不レ 足-一九 人， 者 兼 取 諸 司， 

充レ之 云々 と 有る を 以て、 忌 部の 主たる 事 を 知る 可し) 朝廷に て は 忌 部と 云 ひ、 神宮に て は 物 忌と 云 ひて、 其 職掌 共 

に 同じ、 古事記 石屋 戶 段に、 此 種- -物者 布 刀 玉 命 布 刀 御幣 取持而 云々、 又 神代 紀 下に も， 乃 使,， 太 玉 命 以弱肩 被，， 太 手 

襁 一而 代 御手 以祭 * 此神， 者始 起， 一 於此， 矣 など 見えた る 如く、 此忌 部の 職掌 は 太 玉 命に 始れる を 以て、 次々 太 玉 命の 神 

モ ノック  ヒキキ 

胤の 人 供 作る 諸 忌 部 を 統領て 仕 奉れり し 故に、 其 長なる 由 を 以て 忌 部首と 云る 由、 古事記に 見えたり、 故 其 率る 氏々 

の 起 元は， 記傳 十五に、 古語 拾 遣に、 太 玉 命 所 率祌名 曰、 天日 鷲 命、 (阿波 國 忌部祖 也) 手 置 帆 負 命、 (讃 岐國 忌部祖 

也) 狹彥 知命、 (紀 伊國 忌部祖 也) 櫛 明 玉 命、 (出 雲國 玉作祖 也) 天 目 一 箇命、 (筑紫 伊勢 兩國 忌部祖 也) また 令 T 太 玉 

命 率-一 諸 部 神-造 * 和幣 力、 また 宜 T 太 玉 命 率 n 諸 部祌， 供；！ 奉 其 職 一如 * 一 K 上 儀 h また 仍 令,， 天 富 命 (太 玉 命 之 孫) 率，， 乎 


置 帆 is 知 二 神 之 孫- 以 -1 齋斧 12- 始 採- > 山 材> 構？ 立 正殿 t5、 採お 齋 部所 k 謂- 1 之 御木 f 造 kli 部所， 居 謂-之 

麁香 r また、 叉 令, ， 天 富 命 率，， 齋部 諸氏-作 * 種々 祌寳鏡 玉 矛盾 木綿 麻 等お. -、 叉 天 富 命 率-一 諸齋 部-棒 持 天 璽 鏡 劎-奉 

レ 安-: 正殿， 云々、 また 叉 令, 4K 富 命 率-一 供 作 諸氏 一造 * 作大幣 上と 有る を 以て 知る 可し」 と 云れ たるに て、 忌 部の 較略を 知 

る 可き なり、 (尙 神事に 抱 はる 事に は、 齋館齋 柱な どより 始て、 齋某、 忌 某と 一 K ふ 事 常に 多し) 叉皇太 神宮 儀式 帳、 

麵宜內 人物 忌 等 職掌 行事 古！ -と 有る 條に、 大物 忌、 宮守 物 忌， 地 祭 物 忌、 酒 作物 忌、 淸酒 作物 忌 • 瀧 祭 物 忌、 御 鹽燒物 

33、  土師器 作物 忌、 山 向 物 忌な ど 有る は、 太 神宮 式に 物 忌 九 人と 有る 數に 合へ るが、 皇太御 神に 奉る 種 々の 物 を 製造 

る 職掌に て、 朝廷に て 忌 部の 掌る 所と 粗相 同じ、 (尙忌 鍛冶と 云 ふ も 有り、 玉 作 を齋玉 作と 云 ふに 同じ、 偖 同書 山 口 

祭， 條 にも、 右 祭 造 宮驛使 忌 部 宿 禰吿刀 申畢、 卽山向 物忌以 n 忌 鎌-草木 刘初 云々 など 此外 にも 忌 部 氏の 京より 下りて、 

伊勢の 物 忌と 立 交りて 行事 有り、 忌 部 物 忌 同じき 事如此 し) 偖 右の 忌 部、 物 忌、 忌 某な ど 云 ふ 忌 は、 伊波 布 伊都 久な 

どの 伊、 また ュ由 1 心ぎ ュ由マ 麻 h% などの 由より 活機 きて、 厳重に 齋み愼 しむ 由な り、 然れば 伊 は氣、 牟は聚 にて、 世 

に フ混レ 同ざる 謂に て、 淸 を伎與 志と 云 ふも氣 具にて、 據を祁 賀禮と 云ふ氣 涵 の 反語なる と 同じ 事な り、 叉 物 を 

33 避る 事に て 用 ふ 語なる は 主と 忌愼 しむ 事の 有る に 依て、 其伦を 避るな り、 三代 實錄 にも、 貞觀 十三 年 九月、 伊勢 太 

神宮に 奉らせ 給 ふ 告文に、 忌 部 祌祇權 大祐正 六 位 上齋部 宿禰高 善、 加 弱 肩 爾太糨 取 懸持齋 波 利 令 捧持 天 奉 ffi 賜 布 云 々 

と 見えたり、 (考に 云く、 萬 葉に 色に W づな由 米、 と 云る は忌愼 しみて 顯す事 勿れと 云 ふ 一 百な り、 仍て此 由 米の 一 百に 

齋 謹勤努 などの 字 を 誓き し 歌 多し、) 
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弱 肩 は鈴屋 大人 說に、 肩は番 ひめに て 折 屈む 所なる 故に 弱と は 一 K ふなり、 今 世 言に、 腰 を 弱腰と 云 ふ も、 肩と 同じく 

腰も番 ひめに て 折 屈む 故に 云 ふ 事 同じと 云れ たり、 (考 に、. 續 紀の宣 命に 弱き 身に 重き 任す る 事 を 詔へ るに 均しく、 

文に 云 ひて 且忌 部の 勞き仕 奉る を顯 せりと 云れ たれ ど 然には 非す) 此說に 就て 思 ふに、 肩と しも 云る は 其 屈 仲す る 

狀 にて、 忌 部の 供 作る 樣の忠 々しき を 類し 云るな り、 出 雲國造 神壽詞 に、 弱 肩 爾太櫸 取掛天 云々 と、 其 次に 祭 奠の較 

略 を 云る を 思 ひ 合す 可し、 (然 らば 此 なる も 仕 奉禮留 幣帛 乎と 云 ふ は 重く 係れる 事 疑 ひ 無し、) 

太 多須支 取掛氐 は、 月^^！祭詞、 大殿 祭詞、 大嘗祭 詞には 太襁に 作き、 雲 國造神 壽詞に は、 太櫸と 書り、 大殿 祭詞、 

大駿詞 に は • 手 襁挂伴 緒と 云 も 有り、 (此は 其詞の 下に 云 ふ 可し、 考云、 忌 部 は 神事の 時 手 行 有る 故に • 櫸を掛 くめ 

り、 御 瞎に仕 奉る 男女の 領 巾を掛 るが 如し、 後世 祌を拜 む 人 由 も 無く 木綿 襁を掛 る は 如何に) 太 は 全と 同じく 物の 形 

を 具て 全き 由な り、 第 一詞に、 宇 豆 能 幣帛と 有る 下に 云る 如く、 宅 S また 全に て、 (一 二の 二 を 布 多 都と 云 ふ も、 1 

カタ ゾ 

にて は 不足なる を尙 同等の 物 を 具へ て 太くなる なり) 多 須支は 記傳八 (五十 1 丁) に、 書紀に は、 手襁と 書て、 此云， 一 

多 須枳， と 有り、 (襁字 は多須 伎に 常ら す、 其 故 は 先古の 手 〈も 今 世に 賤 人の 掛 ると 全く 同 物に て、 尤恭 一穴 皇御 紀盟神 

探 湯の 處 にも、 諸人 各 著， 一木 綿 手襁， 而赴レ 釜探レ 湯な ど 有り、 然るに 襁食， 兒 衣と 見えて、 多須 伎の 意 無し、 字 鏡に、 

襁帶兒 帶也須 支、 また 襁束 n 小 兒背， 帶須 まと 有り、 是に 依て 思 ふに、 兒を食 ふ 帶を須 支と 云 ふ を 本に て 袖を寨 くる 

帶をも 手より 懸る物 なれば、 手須 伎と は 云るな る 可し >  故に 書 紀には 手 字 を 添て 多須 伎に 此字を 用ら れつら む) 和名 

抄に、 本朝 式 云、 襟襌各 一條 櫸多須 岐襌知 波 夜今按 未詳と 見 ゆ、 (褐は 袖 を擧る 由の 和字なる 可し) と 有リ、 多須伎 


と は 袖 を 寨げ透 令め、 叉 其活機 をして 壯 健に 自由に 爲さ 令む 由なる 可し、 (然 れば須 伎と 云 ふが 本に て、 後に 手襁. Q 

名 有る に 非ざる 可し、 ) 

持 由 麻 波 利 仕 奉禮留 は、 大 殿祭詞 に、 持 齋波利 持 淨麻波 利 造 仕禮留 云- -、 九月 神嘗祭、 叉 豐受宮 同 祭の 詞に は、 持齋 

波理令 二 捧持， 云， T 遷奉 大神宮 祝詞に は、 雜御 裝朿物 五十 四 種、 神寳 二十 一種 乎、 儲 備天被 淸賣持 忌波理 S 云々 など 

見えて、 記 傳六卷 伊豆 能賣 神の 下に、 說れ たる 如く、 伊豆 は 汚 垢の 滌紱て 明く 淸 まりた る 意に て、 齋忌、 齋庭 などの 

.齋 も 伊豆と 同意に て、 語 も 本 一本な りと 云れ し は 然る 言に て、 古書 共に 多く、 齋， 字 を も 忌 ノ子を も 當られ たり、 其 意 

上なる 忌 部の 忌に 其義 同じ、 大嘗會 の 悠紀、 主 基 も、 悠は淸 潔に 齋む、 意紀は 所の 義 なる 可し、 然れば 主 基の 主 は、 

淸 明るき 由なる 事 云 も 更なり、 日本 紀 私記に、 湯 者 潔 齋之義 也、 由紀者 伊波 比 ま 與麻波 留之辭 也、 主 基 者. 古稱， 1 須 

支？ 師說次 二 於齋忌 一也 云. << と 有り、 (考 に、 古 は 齋む事 を 由と 云り と 有り、 但伊牟 の 約言な りと 云れ し は 如何 有らむ. 

鈴屋 大人の 古事記 下卷、 取 JT 持 來王之 嫡妻-の 說に、 持 は輕く 添首辭 なり、 以 伊都 久 などの 以 字と 同じ、 寓葉 十一 に、 

- 紅花 西 有 者 衣 袖 爾染着 持 而可行 所思 此の 持も以 字の 意な りと 云れ たる 如く、 持 を輕く 見る 方 宜しき にや、 捧持な どの 

持 は 其 用 を 云ふ詞 なる が 故に、 重き を 持 由 麻 波 利の 持 は 其 意なら ねば 輕く 見る 可き なり、 但考 の說の 如く、 取 擬ふ意 

を 以て 添た る 事 云 も 更なり) 中 臣壽詞 に、 由志理 伊都 志 理持恐 美 恐 美 母 淸麻波 利 仁 奉仕 利と 有る 由志理 伊都 志理 は、 

神 等に 奠らせ 給 ふ 物 を 指て 云る にて 、祟 神 天皇 御 紀に、 取， 倭 香 山 土  T 暴，, 領巾頭 T 祈 曰 n 是倭國 之 物 實_ 則 反 之 物實、 此 

云 n 望 能 志呂， と 見え、 古事記に、 是後所 生 五 柱 男子 者物實 因，, 我物, 所 成 故 自我 子 也、， 先 所 生 之 三 柱 女子 者物實 因- 汝 
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物， 所 成 故 乃汝子 也な ど 有る 如く、 此の 志理 は、 物實禮 自利な ど 云 ふ實の 意なる が、 其 は 齋實、 嚴 實の義 なり、 其 由 

は、 記傳 四十 一 (三十 四 丁) に 云れ たる 如く、 凡て 古に 由々 斯と云 は 忌憚ら る \ 事 を も、 嫌 はしくて 揮ら る X を も 云り、 

借此 二より 轉て 後に は 善惡に 亙りて 甚 しき 事 を 云り、 由々 しき 大事な ど 黉ても 惡ても 云、 皆 是なリ と 云れ たる 如く" 

首義は 忌憚る より W たる 者な り、 殊に 神事な ど 齋戒を 本と すれば、 由は齋 字の 義 なる 者な り、 (此志 理の言 は、 第二 

十四 段、 遣唐使 時 奉幣 詞 なる 鱧 代の 下に 注す 可し、 由の 事 は 上なる 忌 部の 條に 云る 事 を も 思 合す 可き なり) 偖、 由 麻 

波 利と 續く麻 波 利 は、 侍 在 字の 意に て、 此 は齋淸 めた る 形 狀を云 ふ 事なる 可し、 第 一詞の 集 侍 に 0 心 合す 可し、 然れ 

ば. 由 麻 波 利 は、 齋侍 在、 淸麻波 利 は淸侍 在の 義 なる 事 疑 無し、 (蕃息 も 生 侍 在な り、 此等を 思 ひ 合せて 其義を 知る 

可くな む") 

仕 奉醴留 は、 忌 部の 齋侍 在て 其 事に 勞き 功し む 事 を 云 ふなり、 記傳 十四 (五 丁) に、 仕 奉 は 上た る 人に 事る 業に は 萬 

事に 云 ふなり、 i 加 M は 被， 使に て 君に 使 はれ 奉るな り、 (然れ ば 使と 事と 漢字 は 異なれ ども、 下 を 使 令と 上に 被レ使 

と 云 方の 替れる 耳に て 首の 本 は 一 なり、 偖 雄 略 天皇 御紀 歌に、 都 柯陪麻 都 羅武、 また 推 古 天皇 御紀 歌に、 訶之 胡彌豆 

鬼 伽 倍 摩 都 羅武烏 fa 餓彌 el 鬼 伽陪摩 都羅武 など 有りて、 都 加 W 奉なる を、 中 昔より は、 都 加 宇 奉と 云 ひ、 又 其 宇 を 本 

に轉 して、 都加牟 奉と 云 ひ、 又 其牟を 略き て 都 加 麻 都留と 云 へり、 如此曾 の 轉れる 耳なら す、 其 意 も漸に 轉り來 て、 

今 は 都 加 麻 都 留と都 加 se 麻 都 留とは 甚く 異にて、 同 言と も 聞えぬ 如く なれり) と 有り、 偖 思 ふに、 都 加 の 都 加 は 物 

を 束な ど 云 ふ 如く、 其 事に 手携て 就て 其 任 を 爲すを 云へば、 言 義は就 方なる を、 其方の 活 機て W とも 布と も 云 ふな 


り、 然，， ば 都 加 は、 其 就く 人 を 指し、 は 其 就く 方に て 其 任 を 爲す域 を 云り、 (然 らば 被， 使と 云ふ義 は、 末にて 就 方 

ま 本な り) 麻 都 留は歸 順 を 麻 都 侶 布と 訓る 如く." 畏み伏 ふ 事に て、 身聯 在の 義 なり * 我 身 を 君 位の 方に 寄せ 聯 ねて 其 

マフ カフ  へゥ ラフ  -. 

i セ令コ 仰ぐ より W たる 言なる が、 弘く 敬詞と は爲れ るな り、 叉 身 仕 布の 意 も 有る 可し、 萬 葉に、 詔 を E 都 加 布と も 詠 

るに て、 4^ 通へ る 事 を 知る 可し、 然れば 祭 を 麻 都 流と 云 ふ も、 其 神に 親しく 身 を 寄せて 仕る 事 を 云な り、 供 神 之 物 

よ、 t こ 亜ぐ 事と 見 ゆ、 (蹈はへ|^"^フ布にて、 此の 麻 都 留を麻 都 促 布と 云に 均し) 叉 物 を 獻る事 を 立 奉と 云り、 古事記 

タ テマ ツル 

足名椎 手名椎 神の 語に、 白 n 然坐者 恐 立 奉 T また 大氣都 比賣の 所に、 種々 味 物 取 W 而種々 作具而 進 云々、 爲 穢汚而 

ii?K 々、また 事 代 主神の 語に も、 恐 之 此國者 立ュ奉 天神 之 御子 一 また 大國 主神の 御霄 に、 此 葦原 中 國者隨 命 旣獻也 

など 有る 例 共 を 思 ひ 亙して 悟る 可し、 記傳九 (二十 七 丁) に、 奉 字 は 多". 1 麻 都 流と も訓 めど も. 叉 常に 麻 都 流と 計に 

も 用る 故に、 斯く立 字 を 添ても 書るな り、 偖 獻るを 立と 計り 云る は、 皇太 神宮 儀式 帳、 (六月 十七 日夜、 御 食 直會歌 

に) 佐 古 久志侶 伊須々 乃 宮仁御 氣立止 云々、 (御 食 奉る とてな り) 此 なり、 (叉 萬 葉ー卷 に、 山 祌乃奉 御調 等、 六に 宫 

注 太 敷 li- ど 有る、 此 二の 訓は 誤と は 見 ゆれ ど、 奉 を 多 都と も 云 ふ 事の 有し 故、 古くより 如 此訓る なれば、 此等も 一 

の證 とは爲 可くな む) と 有り、 今 此說に 依て 思 ふに * 稱辭竟 奉の 稱も、 此 立と 同意なら むか、 多 都と は 家 を 建つ、 柱 

を竪 つ、 言 を 立つ、 身 を 立つな ど 云 ふ も、 に 物 を 興し 足 はす 意 なれば、 稱の義 に 異ならす、 (尙第 一詞 稱辭竟 奉 

の 注 を 見る 可し、 搭忌 部の 造り 調進る に は、 仕 奉 禮留と 云 ふ を、 神に 申させ 給 ふに は、 稱辭竟 奉と 有り、 然れ ば稱辭 

竟 奉と 云ふ稱 は、 獻る 幣帛に 係り、 辭は其 祝詞に て、 竟は其 物 を も 事 を も 盡す義 なれば. 其 等を静 して 見れば、 立 奉 
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と 云 ふに 粗 意 を 得た るが 如し、) 

幣帛 は、 第一 詞の 下に W せる 員數の 幣帛な り、 (委しく 其 所に 四時 祭式 を 引て 記せり、 能く 心留む 可き 物な り、) 

神主 祝 部 等 受賜& は. 第 一. 詞に、 集 侍 神主 祝 部 等 諸 聞 食 登宣と 物の 序に 云し 終め なり、 其 祝詞 は畢 りて 今 は 幣帛 を頒 

ち 行る i 所なる に 依て 受賜 S と は 云り、 k ズ 賜る は 其受る 方に 就て 云 ふ 語な り、 中 臣壽詞 に、 天 兒屋命 云々、 天 忍 雲 根 

神 遠 1K,_<、 神 漏 岐神漏 美 命 乃 前 仁 受給 波 利 申 仁 云 々と 有る も、 天津 水を受 賜りに 天上に 参上れ るな り 、此時 天神の 御 

言に は、 其 天津 水 を 賜 ふ 事 を 事 依 奉 支と 有り、 然れ ば與す 方より は 事 依と 云 ふに 相 應て授 る 方に て， 受 賜 と 云ふ對 

語な りけ り、 文武 天 皇御 紀の宣 命に、 貴 支、 高 支、 廣支、 厚 支、 大命 乎、 受賜利 恐 坐 豆、 此 乃食國 天下 乎、， 調 賜 比 平 

賜 比 云 卢 と 有り、 (受は 彼より 來るを 得る の 意、. 賜 はる は 君より 給 ふ處を 身に 禀け 戴く 義 なり、 借此は 俗に 持 返りて 

云々 爲 よと 云 ふに 異なる 事無し、 歷 朝詔詞 解に、 此 詔の 受賜利 を 解て 此は 持統 天皇の 捧給ひ 食せ 給 ふ 大命 を、 文武 H< 

皇の受 被 レ賜給 ふなり、 常に 人の 云 ふを受 賜る と 云 ふ も、 本此 字の 意に て、 此も又 聽給ふ 意に も轉 りて 聞 ゆるな り、 

叉 物 を 諾ふを 聽と云 ふ も 通へ りと 云れ たり、) 

事不 過の 事 は、 其 社々 へ 祈り 奉らる 土畢. なり、 譬 ば御縣 神に^ 菜 蔬の事 を 乞 白 させ 給 ふに 依て. 其 祝詞 有り， 其. 幣帛 

有り、 山 口 祌には 宮材の 事 を 祈 申させ 給 ふに 依て、 其 祝詞 有り、 其 幣帛 有る が 如く、 各-^ 其 天 社、 國 社の 神 等の 成し 

給 ふ 所の 御德を 仰がせ 給 ふ 由な り >  然れば 事 は 一一 S にて 此詞共 を も 兼た る 事 云 ふ も 更なり、 (朝廷より 此 祈年祭 を 行 は 

せ 給 ふ. 事 は、. 天下の 爲に 大切 じき 御 政なる が 故に * 殊に 懇 到に 此 如く 其 事を忽 卒に爲 しめ 給 ふま じく 仰 添ら る. - 事な 


り) 不 過の 阿 夜 麻 都 は 誤に て、 我心に 思えす 其爲す 業の 案外に 惡 しく 成り 行く を 云 ふ 語に て、 俗に 間 P と 云 ふこ^,, 

り、 其證 は、 古事記 天 若 日子， 段に、 此ニ柱 神 之 容姿 甚能 相似 故 是以ァ i テ ルナ I マ と 有る 過 は 間遠の 義 なる を 以て 知る 

可し、 (俗に も 意 表なる 事 を 見 もし 聞 もして は 阿 夜 阿良 於々 など 云 ふ 語 共 も此に 同じき なり、 又奇 しきの 阿 夜 も此意 

なり) 偖 事不過 は、 中臣の 祝詞 を 以て 直り 聞かせ、 忌 部の 裕帛 を取頒 たる-. を、 神主 祝 部 共に ii. に 心得る 事無く、 

懇 到に 受赐 はれと 令す るな り、 (許 登 阿 夜 麻 多 受と訓 む 可し、 考に は、 阿 夜 麻良受 と訓れ たれ ど、 太し き僻訓 なり、 

阿 夜 麻 多受は 己と 其 事 を 誤つ まじと 謹し む義 なる を、 阿 夜 麻 良受は 自然にな りて 其 心 著る 所 薄くなる なり、 能く 思 ひ 

辨ふ 可し、) 

捧持 奉登宣 は、 祈 年の 頒幣を 捧げ 持ちて 神に 獻れと 令す るな り、 偖 事不過 捧持 云々 は、 江 家 次第 右の 頒幣の 下 こ、 

以- 召使 一 露， 辨曰 T 諸 社 裕 能 可 も 被 n 行， と 有る と 同意の 言な り、 但 此詞. なる は 其納る 祝に 云 ひ、 次第なる は 其 を 頒っ官 

人に 示す 言 なれ ど、 其 究る所 は 一 事な り、 然れば 其 能 可 被 頒行の 能 字 は、 此 は事不 過と 同義な りけ り、 捧は指 上な り 

記傳 十四 (二十 三 丁) に、 此は手 を 高く 伸て- 其 末に 擧るを 云り- (俗に も 手 を 高く 伸擧 て、 物 を 持 を 佐須と 云へ り) 

と 有る 如くなる が、 此は其 頒幣を 戴 持 返りて 其 神主、 祝 部 共 を 仕 奉る 社々 の 神の 御前に 獻る狀 の g:^ しき 事 を 云 ふな 

り、 但西宮 記に、 近 社 IE 祝 來請遠 國幣、 納， ー官 庫-付， 一朝 集 使， と 有れば- 當日集 侍る は 京 近き 國々 の 社々 の 祝 等なる 

が、 遠 國のも 其 祈 年に 預る 社の 限り は、 其の 神主 祝 部 共豫て 神祇官に 參 上りて、 其 祝詞 官幣 共に 自受 賜りて、 立 奉る 

可き 法制なる に 依て、 其 令す る 一一 目に 差別 は 立ざる なリ、 儀式、 祭式 共に、 太 神宮 幣帛 者 別 置， 一案 上， 差， 使 進， 之と 有れ 
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ば、 此 例に 非す、 其餘 天下の 諸 社 は 一 に 異る事 無ん、 文武 天皇 御紀 に、 大寳ニ 年 二月 戊戌 朔庚 戌、 是 日爲レ 班-一太 幣- 

馳レ驛 追-一 諸 國國造 等-入京と 見 ゆ、 其 頃 未だ 國 造の 神主 を 兼た る も 多 かれば、 此祈 年の 太幣に 上りし なり、 (江 家 次第 

にも、 遠 社 幣納， ー官 庫, と 有り、 此は朝 集 使に 附て其 を國に 贈らる- -由 なり、 但 同書に、 藤氏 公卿 頒-ー f? 日幣 1 之 後、 或 

早退 W 云. <<、 源氏 若 江 氏頒， 一平 野幣 一之 後 可 レ出歟 と 有る を 以て 思 ふに、 橘 氏 は、 梅宮 などと 然る可き 由緣 有る 社に は、 

其 氏人より 此を受 賜りて 奉らる X 事と 思 ゆ、) 

因に 云 ふ、 四時 祭式に、 國 司祭 祈 年 祌ニ千 三百 九十 五 座、 (〇 此は神 名 式の 發 端に 記せる 天神、 地祇 您 三千 一 百 三十 

二 座の 中に て， 並 預-ー 祈 年、 月次、 新 嘗等祭 之 案 上官 幣 一と 有る 大 三百 四 座、 又 並 預ニ祈 年 案 上官 幣？ と 有る 小 四百 三 

十三 座 を 合せて 神祇官 祭 祌七百 三十 七 座を擢 たる 餘數 なり) 大ー 百 八十 八 座、 (東海道 三十 二 座、 京 山道 三十 八 座、 

北陸 道 十三 座. 山陰 道 三十 六 座、 山陽 道 十二 座、 南海 道 十九 座、 西 海道 三十 八 座， 〇 神 名 式の 始に、 大 四百 九十 二 座 

と 有る 中より、 三百 四 座 案 上官 幣と 有る を權 たる 餘 にて、 並 預ニ祈 年 國幣， と 有る は此 也) 座 別 絲三兩 綿 三兩、 (〇 小 

は 座別絲 一 一雨、 綿 二 雨と 有れば、 小より は 各 一 兩を ：！" たり) 小 二 千 二百 七 座、 (東海道 六 百 八十 座、 東 山道 三百 四十 座， 

北陸 道 三百 三十 八 座. 山陰 道 五 百 二十 二 座、 山陽 道 百 二十 四 座， 西 海道 六十 九 座、 〇 神 名 式の 始に、 小 二 千 六 百 四十 

座と 有る 中より、 四百 三十 三 座並預 一一 祈 年 案下 官幣 一と 有る を摧 たる 餘 にて、 並 預ニ祈 年 國幣， と 有る は此 なり、 但此に 

五 幾內の 小社 無き は. 五畿內 なる は 小社と 雖も 神祇官 祭神 七 百 三十 七 座の 中に 加 はり 給 へれば なり、 巳に 第 一詞、 天 

社國社 云々 の 下に 云り き、 (座 別絲 ニ兩、 锦 ニ兩、 右國司 長官 以下 准, 例散齋 三日 致齋 一 日 共 會祭レ 之、 (祭日 並 班レ幣 


儀、 並 准- 1 神祇官 乙 其幣皆 用-一正 稅， と 見えた る 如く、  國の 社.^ の 御 事 は 神祇官に て 行 はせ 給 ふ 事無く、 其國 司に 就 

ナラ 

て 其 頒幣は 行 はせ 給 ふと 雖も、 其 儀 を 祌祇官 の 式に 准 は 令め 給 ひ、 其 裕は皆 倉 魔 を 開かせ 給 ひ、 其國 の. 正 稅を用 ひさ 

せ 給 ふ を 以て 御手 代と 爲給 ひて、 其の 事 を 行 は 令め 給 ふ 者に ぞ 有りけ る、 然れば 其の 祝詞 は、 第 I 段 天社國 社神詞 を 

用 ひさせ 給 ふ 事 云 ふ も 更なり、 (但 物に 見えた る 事 無れば、 疑 ふ 人 も 有む か、 其 は 其 文義を 甘く 曉らぬ 人の 言 なれば 

取る に 足らす) 借國 司の 神事に 預る事 は、 朝野 群 載に 國務 條， << 事と て、 初 任の » 司の 政務の 次第 式 有る が 中に、 神拜 

後擇ー 一吉 曰 時， 初 行, 政事 云々、 一 擇， 一吉 曰 一 始行二 交替 政， 事 神拜之 後擇， 一吉 曰，. 可， 始ュ行 之， 云. <c と 見えた る神拜 は、 卽國 

祌巡拜 の 事な り、 (更科 日記に も、 東より 人 来り、 祌拜と 云 ふ 事 を爲て 國內步 行し に 云々 と 有る を、 鈴屋 翁の 玉 勝 間 

國守 祌拜と 云ふ條 に、 是菅 原孝標 の東國 の！： 司に 任り て下リ しが 許より 一 K ひ 遣せ たる 事な り、 昔 は國司 任國に 下， て 

は、 先 部內の 神社 神社に 詣し 事な り」 と 著されたり、 叉 平 田 翁の 玉櫸 にも 右の 朝野 群 載の 文 を 擧られ て、 是 より 前に 

其 祌拜の 式 は 見えね ど、 祌拜之 後 云々 と 有る を 思 ふに、 國に其 任國に 到て は國， 神の 巡拜は 恒例の 事なる 故に、 書 著 

さ る 者なる 可し と 云れ たり) 叉 同書に、 大宰 府官人 加賀國 司、 但馬國 司 杯 初 任の 時に 下さる 廳宣の 文 を 載た る 何も 

三條づ i 有て、 一 祌寶勘 文事、 右 任 二 代々 例， 可， 進 上之ハ 一 可， 勤；^ 仕 恒例 祌事； 右 國中之 政 神事、 爲， 先專致 n 如 在 之 

嚴奠！ 須レ期 = 部內之 豐稔ー 云々 と 見えたり、 玉 勝 閒に此 文を擧 げられ て、. 新任 國 司の 廳宣 に、 祌事を 先と 爲る 事と 云 ふ 

條を 立ら れて 云く- 古 は諸國 にても 神事 を m く 爲られ し 事、. 斯 くの 如しと 著されたり、 ( 一 に 祌寶と 云 ふ は、 社々 の 

神に 朝廷より 奉らせ 給 ふ 調度 を 云 ふな リ、 1 に 恒例 神事と 云 ふ は國， 祌巡拜 の 事より 始て、 其 神 祭の 當 st-« 司 も 其 
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社に 參 仕て、 其 祭 奠の事 を 取 擬ふ事 を 云 ふなり、 國中之 政 神事 爲レ先 は、 上に引る神拜後擇-ー吉日時-初行レ政事ー1^々な 

どの 如く、 國 政の 最 首に、 先 神事 を 以て 主と 爲る 由な り、 致 一一 如 在 之嚴奠 ー須レ 期-一！ L 內之 豊稔 一と 有る は、 此 なる 祈 年 

画幣 等の 事 を 行 ふ を 云 ふ 也、 尙 谷川 士淸が 和訓 菜に、 或 曰、 古 者 國府必 建-; 您社？ 有レ 事-一 國內官 社-則 國司 率-一 僚 謹-先 

修 -1 典 禮於此 T 其 儀 如-一 京師 神祇官-と 云 ふ 事 見えたり、 然も 有る 可し) 尙元明 天皇 御紀 に、 和 銅 四 年 四月 乙 未、 詔賀 

茂 祭日 自， 今 以後 國司 毎年 親臨 檢察焉 など 有る を 以て も 當昔國 司の 神事に 主と 預 りし 事 を 知る 可し、 (但 其當然 は國司 

其 神 1^ に 到りて 其 祭祀に 預る 可き を、 廳に 在て 出 行 ざり し 故に、 如 此く改 て 詔 は 有け るな り) 如 此く國 司の 祌事 を務 

と 爲る事 は、 中古の 御 定かと 思 ふに 然ら す、 此は 幽冥 事 所 知 食す 大國 主神の 御 心と 始り ける 事と 見えたり、 然る は垂 

仁 天皇 御紀 なる 倭大神 の 御誨 言に、 皇御孫 尊專治 = 葦原 中國之 八十 魂 神 I 云々 と 有る は、 天皇の 御 職と して 天下の 諸 神 

を 祭らせ 給 ふ 事 を 云 ふ 事、 文に、 然 先皇 御 間 城 天皇 雖, 祭 71 祀 神祇 1 云. _< と 有る にて 知らる、 天皇の 如此く 有る 上 は、 

其國々 の 宰持仕 奉る 人 等、 各 々其 掌る 國處の 祌祠を 持齋く 可き 事 勿論なる に 叉 更に 御誨 有り、 祟祌 天皇 御紀 に、 七 年 

秋 八月 癸 卯朔己 酉、 倭 迹速神 淺茅原 目妙姬 云々、 三人 共同 夢 而奏言 昨夜 夢 之 有 一 貴人 誨曰、 以，， 大田田 根子 命， 爲 K 祭 n 

大物 主大神 一之 主ハ 亦以， 一市 磯長 尾 市， 爲 T 祭-一 倭 大國魂 神 1 之 主. -云々 有る 大田田 根子 命 は、 其裔と 有れば、 氏人の 其祖 

神を祀 るに て 別なる が、 市 磯長 尾 市 は垂仁 天皇 御紀 に、 倭 直祖と 見えて， 其 倭 直の 祖は 珍彥 なる が， 神武 天 皇ニ年 御 

紀に、 以， 1 珍 彥ー爲 一： 倭. 國造 一と 有る 如く、 其邊 りの 地 を 主領き 居たり しかば、 長 尾 市 を 以て 祭祀ら 令め よと 乞 給へ るな 

り、 是を 以て 大國 主神の 御 心より ぞ » たるなら むと 所思るな リ、 (但 倭大神 は、 其 荒 魂に 坐せば、 殊 なる 如く なれ ど 


然ら す、 您て 神の 事 を 成し 給へ る 樣は其 事の 趣に 依て 其 和 魂 荒 魂 を 使 ひ 給 ふ 事に て • 伊勢 太 御 神の 御託 一ず は、 常に， 荒 

祭宮を 以て 物爲給 ふに 等し かる 可し、 且皇御 孫 尊 は、 葺原 中國の 八十 魂 神 を 治 給 はむ と 仰 給へ るに 合せ 考ふ 可し) 此 

由に 因れり と 見えて、 其 御世に 四道將 軍の 其 一 に 任 給 ひし 丹 波 道主 命 遺 n 丹 波 國-と 有る に， 旣 く其國 にて 豐受 大祌 

• を 齋き御 在りし なり、 其 は 大同 本 記に、 雄 略 天皇の 御世に、 太 御 祌の豐 受大祌 を 伊勢に 迎 まく 欲す 由 を 御託 坐る 大御 

命に、 今 丹 波 國與佐 乃 比 沼 乃 眞名井 坐 道主 王子 八 乎 止 女 乃 齋奉御 饌都神 止 由 居 乃 神 乎、 吾 坐 國欲止 誨覺給 支と 有 

る を 見つ 可し、 (御 鎮座 本 記に も、 開化 天 皇孫 子 丹 波 道主 貴 苗裔 八 小童 女寶 殿御 鎗赐 奉レ 開-一 寳 殿-と 見えて、 後々 迄 も 

度 會宮に 仕 奉る 由な り、 尙 第七詞 下に 云る を 見よ) 又 倭 姬命世 記に. 垂仁 天皇の 御世に、 伊勢 太 御 神の 鎭坐 せる 事 を 

奏させ 給 ふ 時の 文に 爾時 天皇 聞 食 豆、 卽大鹿 島 命 祭 官定給 支、 大幡 主命 國造 兼大祌 主定給 支と 有る を 以て も、 國 透に 

爲て 神事 を 兼る 故實 なる 事 を 思 ひ 明らむ 可き 物な り、 日本 後紀 に延曆 十八 年 六月 戊 子、 勅 祭祀 之 事、 在 M 德與" 敬 不レ致 

敬神 寧享づ T 廣瀨龍 田 祭 所 1. 以鎭 >1 弭風災 1 禱 * 祈年穀 A 也、 而 大和 國 司觸レ 事 怠慢 都 無- 1 肅敬 T 差 TT 遣史 生- 祇 承- 1 朝代ハ 

祀 無-; 報應？ 職 n 此之 由， 自今 以後 守 介 一人 齋戒祇 承 若 有- 1 事故- 聽 A 遣 n 判官-と 見えたり、 其嚴 なる 事如此 し、 (此外 古 

書 其に 數 知らす 思 ひ 合せら る. - 事の 多 かる を、 然 耳は餘 に叢胖 しければ 今 は、 唯一 二の 例 を 示す 耳、) 

臨時 祭式に、 凡 祈 年、 賀茂、 月次、 祌嘗、 新 嘗等祭 前後 散 祭 之 日、 僧尼 及-重 服奪レ 情從レ 公之 輩、 不， 得 ^ 參？ T 入內 裏- 雖 

輕服人 致 齊並散 齋之日 不レ得 n 参入？ 目 餘諸祭 齋日皆 同- 1 此 例-と 見えたり、 四時 祭式 上に も、 凡 踐祥大 嘗祭爲 -1 大祀ハ 祈 

年、 月次、 新嘗、 賀茂等 祭爲- 一中 祀 r 大忌、 風神、 鎭花 • 三 枝、 相嘗 • 鎭魂、 道饗 >  園韓 神、 松 尾、 平野、 春 日， 大 
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原野 等 祭爲， 1 小祀 T  (風 祌祭己 上 並 諸 司 齋：， 之， 鎭 花祭 己 下 祭 官齋， 之、 俱小 祀祭官 齋者內 裏不， It 其 遣，， 勅使， 之 祭者齋 

レ之) とも 見えて、 其 重き 事如此 し、 踐； i 大嘗會 は、 天皇の 大御 位に 卽せ給 ひて 御 一世に 一度の 大 御祭 なれば、 此上 

も無き大祀なるに、 其に，^、では此祈年の御祭を比無き物に爲給へりし事、 此を 以て 曉る 可き 者な り、 (然る を 江 家 次 

第. 公事 根源な どに 二月、 七月 兩 度の 祈年穀 奉幣 有り、 此は 二十 二 社の 定まる 元 由なる が 其 を 切め て 記さば、 二十 二 

社 注 式に、 村 上天 皇康侏 三年、 霖 雨經, 月 八月 廿 一 日、 被， 奉， 一 官幣於 十六 社 f 伊勢、 石淸 水、 賀茂下 上、 松 尾、 平野、 

稻荷、 舂 日、 大 原野、 大祌、 石 上、 大和、 廣顆、 龍 田、 住吉、 丹 生、 貴 布禰等 也、 叉 一 條 天皇 正曆ニ 年、 炎旱 送， 日 

萬 物變, 色、 六月 廿 四日、 加 n 吉田、 廣田、 北 野 三 社 T 被， 奉- 官幣於 十九 社 T 吉田、 廣田、 北 野次 第 事 可レ爲 -1 住吉之 次 

丹 生 之 上， 由 宣下、 また 同 五 年 二月 十七 日  >  祈 年穀之 日加， 一 梅宮， 被, 奉， 一 官幣廿 社？ 梅 宮事可 レ爲， 一 住 吉之次 吉田之 上, 由 

宣下、 また 長 德ニ年 二月 廿 五日、 被， 奉， 一 臨時 官幣， 之 曰 加， 一 祇園， 爲， ー廿 一 社； また 後朱雀 天皇 長曆 三年 八月 十八 曰、 被 

レ奉 一一 官， 之 曰 加 二日 吉社， 爲 一一 廿ニ社 f 曰 吉事 可 レ爲二 住 吉之次 梅宮之 上， 由 宣下と 見えたり、 曰本紀 略に、 天 慶六年 七 

月 十五 日 辛 卯、 官府 於-一 五畿 七道 諸國名 神， 可 祈年穀 也と 見え たれば、 其 頃に 始られ し 事なる 可し、 若 此く廿 二 社 を 

定めさせ 給 ひて、 祈年穀 奉幣 爲 させ 給 ふ事甚 愛た き 事な りと 雖も、 同じ 二月に 有る 祈年祭の 有來し 本の 儘に て 在む に 

は- 如此く 同じ 様なる 事 を 二度に 行る 可く も 非ぬ を、 已く 祈年祭 は廢れ たりし 故に、 斯る御 定供は » 來 にけ るな り、 

然れば こそ 江 家 次第に も、 祈年祭の. f: 、第 は甚 食く 記された るに、 祈年穀 奉幣 ノ條 は、 殊に 懇 到に 記された るな り けれ、 

神漏岐 神？ i 美 命 以て 投 させ 給へ る 事の 漸々 に 遠 ひ 行く こそ • 天神 之 御子の 御上に 有 まじき 御手 違の 御 事共 多く 出 以て 


來て、 朝廷の 甚く 衰 坐す 可き 端な りけ らし、 返々 も傯 ばし き 者 は 古昔な りけ り) 散齋は 神祇 令に、 凡 散 齋之內 諸司理 

レ事 如レ舊 不レ得 n 弔レ喪 問レ病 食,、 亦 不レ判 二 刑 殺 f 不レ決 ニ罪惡 人？ 不 レ作％ 樂 T 不 k  ニ穢事 一と 有る 此を六 種 忌と 云 

り、 江 次第 (祈 年穀幣 ノ條) に、 散齋 二日、 (謂 前後 兩日有 n 六 種 忌，) と 有る を 以て 知る 可し、 大嘗會 式に、 凡 散 齋一 

月、 (十一月 自， 朔盡， 晦) 致齋 三日、 (自 至， 卯) 其齋月 者預告 n 諸 司， 及， 下， 一 符幾內 ー不レ 得, 預， 1 佛齋 r 淸食其 言語 死 

稱レ 直、 病稱， 息 >  哭稱 n 鹽垂 r 打 稱：， 撫、 血稱ヒ 汗、 宍稱 レ菌、 墓稱， 壤と 見えた るが 如く、 其 愼み甚 厳重なる 物な り、 

(但 齋宮 式に 內，. 七 言、 外 七 言と 云 ふ 忌詞 有り、 齋王は 太 御祌宮 に 奉仕ら せ 給 ふに 依て、 常に 其御愼 の嚴密 なる 可き 事 

は 勿論なる が、 此 なる は 外 七 言な り、 朝廷の 重き 大御 神事に、 豈七 言の 忌詞 勿ら む や、 其不レ 得い 預， 一 佛齋, と 有る を以 

て、 內七 言の 忌詞 有る 事 を 知らせた る 者な り、 齋宮式 忌詞 條に、 凡 忌詞 內七 言佛稱 n 中子？ 經稱， i 染紙； 塔稱， 一 阿良.^ 

岐？ 寺 稱，， 瓦葺， 僧稱， 1 髮長 T 尼稱 n 女髮長 f 齋稱， 一片 膳 T 外 七 言 云々、 叉 別 忌詞 堂稱， 一香 燃？ 優 婆 塞稱， 一角 害， と 有る 如く 

なる を、 大嘗 祭式に は、 取摁 て不ん 付， 預 n 佛齋， と は 記されし が、 止 事 を 得ざる 時 は、 右の 內七言 を 用ら る. 1 事と 知ら 

れ たり、 此事 今まで 心 著る 人 も 無り しに や、 未 其說を 聞かす) 致齋 は神赋 令に、 致 齋唯爲 ，1 祀事， 得：， 行自餘 悉斷， 1 其 致 f 

致齋 前後 兼 爲-: 散齋， と 見えた るが、 江 次第の 上に 引る 續 きに、 致齋 一 日 (謂，， 當日， 也、 唯 祭事 外 不レ行 二 他事，) と 有 

る 如く、 祭事 を 致の 外 伦事を 悉く 行 はす、 忌愼 しむ 事 を 云 ふなり、 致齋 前後 兼爲， 一 散齋， と 有る は、 右に 引る 大嘗會 式 

に、 凡散齋 1 月と 有りて、 祌事は 卯 日 一 日なる に、 一 月の 問 六 稱忌を 守る 耳に て、 其愼 しみ 緩なる 方 も 有る を、 致齋 

三日と 有る は、 卯 日 祌事迄 共に 三日の 間の 事に て 止む を、 散 蕭は尙 致 齋 の 了り て 後に も 係る 事なる 故に、 致齋 前後 漦 
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記せるな り、 (此 なる 祈年祭 は I、 十五 曰と 有れば、 半 51 にて- I は 當曰ー 曰なる 可し 、き 

の 霧 三日 霧  一 I 朝廷の は此と 同じから す、 其 は 其 調度に 曰 I る 故 也、) 

H^uiiiii. 仰 iii 姓-令！ さ (山霧板 二 

雄 木 一 萬 二 千 五 墓、 攝津國循板三百九 十 枚、 置 座 木 ー萬ニ千隻、 又河內國循板 二 

lru、  i 編戶 百姓 等 霊木 一 千 八！ 十一 一隻、 和 泉 編 板 百 十 一 枚) と fi 直 I の 事 は 

木" r 之、""； 資人 木工 一 人-令 II き siiillif 令 

木 S 受レ之 此槍 木の 事 は 臨時 祭式に、 凡 梓 木 千 二百 四十 四 竿、 i 國十 I 月 以前 差，， 網 丁， I と 有る 此 なりて 岛 

1! 人 層 曹內！響人- iipf 人 lif. 內潔" 布：；：：；"" 

P 官，^ 布 g 一人 曰 米 二  g 六合、 (五位 二 升) S ー兩、 (五位 五兩又 加，， 東？ si 魚 各 二 兩，) f 勺、 (i 

"u;; 兩 ""rliflit  (iii 鍾詞 に、 ii は大 

I  一一 一一：！ に ft- に  一 H  .---1 可 L  > 

^^^^^^ll&iiiAS. (甲 讀攀 八十 張. Ills 並 主 月以墓 

#11 ざる tiig 蘭、 i. 員 illliii 


上古より 祈 年、 月 ナ、. 新嘗 等の 祭典 は" 朝廷の 大御 政の 有が 中に も最 尊く 煎き 御 事な りし を、 中古に 至て は漸祌 事の 

違例 共 ffi 来れり、 其 は 類聚 三代 格なる 官符に 太 政 官符應 T 殊 加-一 檢 察-敬 禮 ん四箇 條.. 事、 右 檢案內 二月 祈 年、 六月、 十 

二月 月， 新 嘗等者 國家之 大事 也， 欲, 令 T 歲災不 レ起時 令 順 * 度預 M 此祭？ 祌京 幾外國 大小 通計 五 百 五十八 社、 因 レ兹之 

特 致，， 潔齋， 愼 令，， 祭禮， 而敬惟 驟簡禮 非- 1 如 在 T 毎レ至 r, 祭日， 奸濫 雲集 至レ獻 幣帛？ 老少 拏獲徒 有 n 陳設 之營 r 曾 無-一 供 神 

之實； 禰宜 祝部須 問，： 神祇官, 敬 受，, 幣物？ 是奉 n 其 社， 而件等 人 無レ致 n 其 敬 T 或 雇， 身代， 不，； 自參進 r 或 雖，, 躬 受取， 無 

くお 贫 祭？ 頑愚 之輩狎 黯祌禁 -祌靈 之崇識 n 此之 由； 凡 祭 祌之禮 以-, 祌主 禰宜祝 部- 爲 -1 其 祭主- 而不レ 勤-一 職掌-棘 略 神 

事？ 非- 1 唯 神主 等 之 怠 T 還 又 祭 官不， 加- 1^ 勘-之 所レ致 也、 中 納言兼 右近 衞大 將從 三位 行 東宮 大夫藤 原 朝臣 時 平宣、 奉 

レ勅 自今 以後 京 內諸國 社所帶 諸司殊 加，, 檢察 t 幾 內外國 當國官 長 相 共 臨 祭禮之 日； 必致 n 齋敬 f 若 祭事 不レ愼 監察 有 

レ怠 者、 官 司處， 一之 重責？ 祌主ー 應宜祝 部 科， 祓解 レ識 一如 貞覜十 年 六月 廿 八日 格 曾 不-; 寬有 T 寛 平 五 年 三月 二日と 見えた 

り、 此は 宇多 天皇の 畏き數 慮に W で 甚も甚 も 尊き 御 事な り、 當昔旣 く 人心 濒に 賢し く 成て、 祌事 を辣簡 に物爲 初け む 

故に， 如 此は宣 へる. なり 又 同書に、 太 政 官符應 下 二月 祈 年 六月、 十二月 月次 祭國司 一人 率， 一禰 宜 神主 等， 向-, 神祇官 ー受. = 

取 幣帛 物 上 事、 右 可 T 受 取 幣物-如 レ法愼 守 i 之狀、 去年 三月 二日、 下， 符五幾 七道 諸國， 巳畢、 今 聞國司 緩怠 不勤 祝部辣 

略 無， 愼、 中納言 兼 右近 衞大 將從 三位 行 春 宮大夫 藤 原 朝臣 時 平宣、 奉， 勅國之 大事 莫， 過，， 祭祀 r 不に寸 符：^ 1- 怠 在二國 

司？ 須 T 畿內幷 近江紀 伊等國 選- 1 國司椽 目 若 史生品 官之中 謹 厚 恭敬 者 一人？ 充 -I 使者- fN 禰宜祝 等-向- 1 祌 祇官？ 受 n 取幣 

帛物， 卽使 毎レ社 如， 法愼 祭々 畢之物 之狀差 レ使賈 上：； 致， 1 闕失， 殊處  科 法； 叉 其 見参 祝 部 交 名 者、 前， 祭 一日 使者 等 進 
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レ 官事 據， 一 祈 福， 不， 得， ー乖違 f 自今 已後立 爲，, 恒例 f 寬平六 年 十二月 十一 日と 見 ゆ、 如 此く懇 到なる 仰 事共の 有け る は、 

1 向に 古道 を 以て 天 下 を 御給 ふに 依れり、 如何に 尊き 御 事なら す や、 (此 二の 官符の 御 旨 を 熟讀み 熟思 は i -、 明亮な 

らむ 者ぞ、 國宰 たらむ 人 は 云 も 更なり、 神主、 祝 部に 至る 迄 も、 今 世 は此御 旨に 違た る 所行の 多 かる は 如何に ぞゃ、 

天下 泰平 五穀 璺 登の 御 祈 は、 理世 安民の 御 事なる を 思 はざる こそ 氣踩 けれ、) 
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嘉永ニ 年 二月 九日 上申 

淡 路國鈴 木 重 胤 著 

出 羽國田 村淸彥 

校 

越後 國 建 ■ 部 尙 行 

二、 春 日 祭 

17 ギ 

祌 名 式に、 大和 國添上 郡 春 日 祭神 四 座 (並 名 祌大、 月.？^:新嘗) と 有る 御社 此 なり、 此 社に 勸請 奉し 由 來は舂 日 社 記、 

春 日 小社 記、 二十 一 一社 注 式 等に、 稱德 天皇 神 護 景雲 元年 丁 未 六月 廿 一 日、 武 雷命自 >1 常陸圃 鹿 島^ ご遷幸、 御乘物 以レ鹿 

爲， 一 御馬？ 以 n 神 枝- 爲， 鞭、 伊賀 國名 張鄕 一 瀬 河 マ I 以 レ鞭爲 レ驗、 立 給 成， 樹ト生 付 自买復 御同國 M 生 中 山數月 御宿 時 

1^ 秀行等 仁 燒栗各 一 賜 天 宣久. 汝等 子孫 無- 1 斷絕- 可- 1 我 仕-者" 其殖， 栗必 可-; 生 付- 卽生附 丁、 因レ 之始號 -> 中 臣殖栗 連- 

(時 風 秀行は 公事 根源に 中臣 連と 有り、 聖武 天皇 御紀 に、 天平 十八 年 常 陸 國鹿島 郡 中臣部 二十 烟、 占 部 五烟、 賜" 中臣 

連 之 姓-と 有れば 其 氏人なる 可し、 姓氏 錄左京 神 別 天神に、 殖粟連 大中臣 同祖、 また 未定 雜 姓に 中 臣栗原 連. 天兒 屋根 
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命 十一 せ 孫、 雷 大臣 之 後 也と 有る は， 共に 中 臣殖栗 連 Q 由緣に 因れるな る 可し、 三代 實錄貞 觀八年 正月の 下に、 常 陸 

國鹿島 神宮 司 言， 鹿 島大祌 宮總六 箇院、 二十 年間 加- 1 修造？ 所い 用材 木 五萬餘 枝、 工夫 十六 萬 九千餘 人、 料稻 十八 萬 二 

千餘 束、 採-造 宮材之 山， 在- 1 那賀 郡； 去， 宮 二百 餘里 • 行路 喻峻、 挽 運 多 煩 • 伏 見，, 造に a 材木， 多用，, 粟樹？ 易レ 栽亦復 

早 長、 宮邊 閑地 且栽栗 樹五千 七 百 株、 捐四萬 株 云々 と 見えたり、 伏 見， 一透 宮 材木 一 多用 二 栗樹, と 有る は 上古よりの 制に 

て、 鹿 島祌は 栗樹を 殊に 好ませ 給 ふ 故 由と 聞 ゆ) 同年 十二月 七日 大和 國城上 郡 安倍 山 御 坐、 (公事 根源に は 安部山 

に 著せ 給 ふと 有り、 祌名 式に は 大和 國城上 郡殖栗 神社 見 ゆ， 大和 志に 在所 未詳と 有り、 若 此傳の 如くならば 今 安倍 村 

有り 其 地なる 可から む) 同 二 年 正月 九日、 大和 國添上 郡 三 笠 山 御 垂跡. 公事 根源に 云く、 同 二 年 正月 九日 三 笠 山に 跡 

を垂 給て、 天兒 屋根 命齋 主命 姬 神の 御 許へ 各 此由を 申させ 給 ひければ、 齋 主命 は 下 總國香 取より 遷らせ 給 ふ、 天兒屋 

根 命 姬神は 河 內國平 岡より 遷り給 ふ、 (但姬 大祌と 有る を、 大を 省きて 姬祌と 記せる は、 祝詞 及び 國史 に比哮 神と 有 

れ. ばな り、 又 「姬神 は 伊勢より 遷り給 ふ」 と 有る を 取らす て、 共に 平 岡より 遷り給 ふと 改 たる は、 續後紀 に 承 和 三年 

五月 * 奉， 授 n 河 內國河 內郡從 三位 動 二等- 大兒 屋根 命 正三位、 從四 位下 比 寶神從 四 位 上 T 同 六 年 十月 奉 レ授， 1 坐 河內國 

河內郡 正三位 勳 二等 天 兒 屋根 命 從 二位、 從四 位下 比 賈祌、 正 四 位下 T 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月、 奉， 控， 一河 內國從 二 

位勳 二等 枚 岡 天 兒屋命 正 一位 云々、 正 四 位 上 勳四等 枚 岡 比 咩祌從 三位， と 見えた る を 以て 證と爲 て 平 岡より と は爲る 

なタ、 祌名祕 書に、 _fK 照 太 神 相 殿 之 姬祌拷 幡千姬 命、 於， 一春 日， 者 第 四 祌殿坐 也と 有る も據 無き 說に 有る 可から す、 其 

は 比 哮祌の 注に 云 ふ 可し、 但 伊勢より 遷 坐と 云 ふ も、 天 照 太 御祌に 坐と 云 ふ も倶に 非な り) 同年 十 1 月 九日 戊 申 三 笠 


山頂 宮柱立 三 所 御座、 (三 所 御座 は、 初て 三 笠 山頂に 祀給 へる 時に、 武雷命 一所、 齋 主命 一所、 天 兒 屋根 命 比咩神 

1 所と 三 社に 祀ひ 給へ るに ぞ有 ける、 其は此 次の 文に 第 四 殿を始 て物爲 給へ る 由 見えた るに て 著し、 三代 實錄 に元慶 

八 年 八月 廿 六日 甲 寅、 新造， 一 祌琴ニ 面 T 奉， 充 n 春 日 神社？ 以， ー祌護 景雲 二 年 十一月 九日-所 充 破損 也と 有る は 今日の 事 

なり- 是を 以て も彌々 御 鎮座の 日 を 續紀に 記し 漏され し 事 著し) 公事 根源に 云く、 同年の 十一月 九日 託宣の 事に 依て 

御門より 勅使 を 立てられて、 三 笠 山の 下津磐 根に 宮柱太 敷 立て、 彼 四 柱 Q 明 祌を崇 奉らる. (此時 勅使 を 立ら れし事 

は 國史に は 見えね ども、 此詞に 天皇 我 大命 爾坐 せと 有る に 依て 明らかな り、 託宣の 事に 依て は 彼 三 笠 山頂に 祀給 ひし 

度なら す、 同 四 年の 事なる を此は 混た る傳 なり、 叉下津 磐根爾 云々 も 四 年の 度の 事なる を 一 に爲 るな り) 四 年 正月 十 

二日 戊 寅- 三 笠 山 下 津磐根 南 向 宮注立 御 遷宮 在 之 其 時 第 四 御殿 奉ユ祝 副-也、 (三 笠 山頂に て は、 天 兒屋命 比賣祌 一所 

に 坐りし を、 別殿に 祀給 ひて 四 所と 爲 されし 事 を 云る 也 >  但此 本文の 次ぎに 長者 左大臣 正 一位 藤 原 朝臣 永 手 御 時 也と 

有る は、 藤氏 長者の 其 社 を 進退し 給 ふ 事 を 云へ る なれ ど 此に用 無れば 省きつ) 舂日 社の 遷座の 次第 如此 し、 (萬 葉 集 

三卷 なる 譬喩 歌に、 千 磐 振 祌之社 四 無 有 世 伐 春 日 之 野邊雨 粟種签 乎、 また 春 日 野 雨 粟 種 有 f 伐 待 鹿爾繼 而行签 乎社師 

留乎、 また 吾 祭神 者不有 丈夫 爾認 有祌會 好應祀 と；^ る も、 其 頃 御社の 春 曰 野の 地を懇 て定れ るが 名高 かりし 故に 譬喩 

には爲 るな り) 然るに 神宫雜 例 集に、 聖武 天皇： 大平 十二 年 四月 五日、 春 日 御社 奉. Z 遷- 壽久山 御社^ 是 右大臣 大 中臣淸 

麻呂公致仕籠^！居攝津國島下郡壽久鄕ー之間住家近所奉ぃ崇也) と 見え、 (師 云く、 此壽久 山 御社と 巾す は、 祌名 式に 攝 

津國島 下 郡 須久. -祌社 二 座と 有る 此 にて、 此社は 今 宿 久莊鳥 羽 村に 有り、 須久 々神社 二 座と 有る は， 天兒 屋根 命比賣 
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神 二 柱なる 可し、. 春 日 御社と 云る は 後， 名 を 初に 及ぼせる にて 此時未 春 日 御社と 云 ふ 名無し、 此は枚 岡 社より 遷 され 

し 事 下に 委しく 述 るが 若し) 叉 同書に 孝 謙 天皇 天平 勝 寶八年 三月 十一 日、 春 日 御社 奉 A 祭 n 鎭於 伊勢 國度會 郡津島 崎- 

也、 (是 宮司 從 五位 下津島 朝臣 子 松 所， 一 申請， 也) と 有る は 其壽久 御社 を 申請た るな り、 (天平 十二 年に 壽久 社を祀 初ら 

れ しょり 十六 年な り) 叉 同書に 桓武 天皇 延曆 十六 年 八月 三日、 官符移 TT 立 離宮 院於度 會郡湯 田鄕， 之 時 (離宮^ は 神 名 

式に 所謂 官舍 神社な り) 件 社自- 一律 島 崎， 奉ヒ遷 n 鎭彼院 西方-也、 (于時 祭主 參議正 四 位下 行 祌祇伯 大中臣 朝臣 諸 魚 * 宮 

司 正 六 位 上中臣 朝臣 眞魚等 也) と 有る は 彼津島 崎に 奉遷れ る 社 を、 再 湯田鄕 離宮 院 西方に 遷鎭 祭た るお 也 • 偖 此は式 

の 湯田祌 社は皇 大神宮 儀式 帳に 湯 田 社 (稱鳴 震 電叉天 歳御祖 命、 形 無 大長谷 天皇 御宇 記御定 祝) と 見えて 祭 祌は鳴 雷 

祌と大 歳御祖 命と 二 柱と 見えた るが、 師說 に， 此 雷鳴 神と 云 ふ は 主 水 司に 祭る 神に て、 決く 天 兒 屋根 命の 御子 天 忍 雲 

根 命なる 可く 所思， 一と 云れ たる は 然る 一一 目に て、 今 も 度 會郡湯 田 鄕小俣 村なる 離宮 院の境 內に春 日 社 有り、 (元々 集に は 社 

記 曰 在 二 湯 田 村， 云る を、 今 小 侯 村の 舊名は 宇 羽 西 村と 云 ふと 云へ り) 此社を 二 所 大神宮、 神 名 略記に 離宮 院坐 中臣氏 

社 四 座 在， 1 院西？ (或 云 春 日 社 元 在： 一度 會郡津 島 崎 一延 曆 十六 年遷 n 此 地，) 四月 十 一 月 上申 祭レ 之と 有れば 春 日 社と 云 ふ 事 

を 後名 を 借て 申せる にこ そ 有 けれ、 大中臣 淸麻呂 公の 始て 壽久鄕 に祀ひ 給へ る 天平 十二 年より 大和 國 なる 春 日 社を鎭 

祭 給 ひし 祌護 景雲 四 年 迄 凡そ 三十 一 年 計 も 以前、 叉壽久 山より 津島 崎へ 移されし 天平 勝寶八 年より 右の 神 護 景雲 四 年 

迄 凡そ 十五 年 計 も 以前の 事 なれば、 此は其 祭祌の 同じき を 以て 其 名 を 後に 稱す るに こそ 有 けれ、 春 日 社より 壽久 山に 

遷せ るに は 非る 可し、 然 らば 何處 よりなら むと 强て考 るに、 式に 須 久久 神社 二 座と 有る 故 は天兒 屋根 命 比 賣神ニ 柱な 


. ^しにて、 河 內國枚 岡 社より 遷 されし なる 可し、 然る は祌名 式に 載る 所 枚 岡 坐 神社 四 座と 見えた る 事 なれ ども、 三 

代實 錄貞觀 元年の 所に、 枚 岡 天子 屋根 命 枚 岡比咩 神と 有て 二 柱なる 趣 なれば. 四 座と 成れる 事 其より 後なる 事 明 なれ 

ばな り、 貞觀ニ 年の 所に 河 內國彌 加 布 都 命 神 比 古 佐 自布都 命 神と 有る は 同社に 坐す 四 座の 中と 通 ゆるが、 此時從 三位 

より 從 二位に 上 奉 給へ る を 思 ふに、 其より は 古く 四 座と 成 給 ひけむ かし、 然れ ども 王た る 所 天子 屋根 命比賣 神なる が 

故に 枚 岡 云 々と は 申せるな り、 尙 下に 遠 江 風土記 を 引て 證す 可し、 右の 祌名 略記に 中臣氏 社と 云へ るぞ 正しき 號 なり 

ける、 借 其 中 臣氏社 四 座と 有れば、 其 祭神 は 後に 春 日に 祭る 所の 四 神な？. めり と 思 ふ 人 も 有る 可 けれど 然る 可から す、 

右の 湯 田 神社に 祭る 所の 鳴 雷神 大歲御 祖命ニ 柱と、 須 久久 神社より 申請し 天兒 屋根 命 比 賣祌ニ 座と 合せて 中 臣氏社 四 

座なる 也、 思 ひ 混 ふ 可から す (然れ ば 本より 春 日 社に 祀る處 と 祭神 は 異なるな りけ り、 倍 右の 湯 田 神社 は. 式に 依る 

時 は 一座なる に、 鳴震電 神と 大歲御 祖命ニ 柱なる に說 有り、 大歲御 祖命は 離 宫院の 主たる 祌 にて、 式なる 官舍祌 社の 

祭神なる を 同じ 所なる 故に 紛れ 傳 りて 湯田祌 社の 祭神に は 牧れ るなる 可し、 叉大 歲御祖 命と 有る 又 字に 心 を 著く 可 

し) 若て 春 日 社 を 藤 原 氏の 氏神と 云 ふ 事 は、 其 w 自天兒 屋根 命より 出た る 故に 論 無き 事 乍ら、 其より 先に 鹿 島 社 を 氏 

祌と 申して 祟られし 事往々 有り、 常陸國 風土記 久慈 郡の 下に、 至，， 淡 海大津 天朝 光 宅 天皇 之 世-遣 ュ檢藤 原^ 大臣 之 封 

戶， と 有る 內 大臣 は 鎌足 公の 御 事な り、 世繼 物語に、 鎌足 は 常 陸の 生れに 爲て鹿 島に は 氏神 有りと 一 K るに て 著し、 此 

事尙 下に 委しく 云 ふ 可し (下學 集に も、 鎌足 公 常 陸 國鹿島 郡 人 也と 云り、 水戶 殿の 常陸國 誌に、 鎌足 屋敷と 云 ふ 田地 

有る 由 記されき) 然 らば 鹿 島 神宮 を、 鎌足 公の 其國に 生れし に 依て 産土神と 爲て 京に 上られし 後 も 殊に 懇 到に 祭られ 
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しが、 此 公に 至りて 藤 原 姓 を 始て赐 はり 大に 家を與 されし 故 を 以て、 其 裔と爲 りても 尙 氏神と は 所 齋れし 者な り、 然 

れど武 御 雷 命天兒 屋根 命 は 殊に 親しく 御 在す 御 因み 坐せば、 縱產 土神なら すと も 叉 氏神と も齋 奉らる 可き 御中 間な り 

かし、 叉 其に 亞で香 取 神宮 を も 氏神と は 申せり、 其 も 亦 右の 例な り、 (尙 此は甚 長き 事に し 有れば >  其 神々 の 御傳を 

云へ る 下に 云 ふ 可し) 偖舂日 社の 神 階の 事 は、 光仁 天皇 御紀 に、 寳趨八 年 七月 乙 丑" 內 大臣 從 二位 藤 原 良 糧病， 叙， 一 

其 氏神 鹿 鳥 神 正三位 香 取 祌正四 位 上， と 見えた る 此其始 なり、 其 は 神 護 景雲 四 年に 春 日 社を祀 給へ る 後 は、 其 鹿 島 香 

取兩 社の 事 を も 兼て 此方に て 行る- - 事と 爲 りて、 此 より 後 は 藤 原の 氏神 は 春 日 社なる 事 能く 人の 知る 如く なれば な 

り、 然るに 天 兒 屋根 命 比咩 神の 祌 位の 漏 給へ る は、 殊に 其 産土神た る を 以て 態と 彼 二 瓧-の 祌位を 申請れ し 者なる 可 

し、 然れば 藤原氏の出 自と 坐す 天 兒 屋根 命 比賣祌 は， 此迄京 近く 河 內國枚 岡に 在し つれば， 物に は 見えね ども 速く 其 

神 位の 事 は 其 社に 授け 奉られし を、 鹿 島 香 取 神 は 此間春 日に 遷來 坐し 故に 殊更に 申請れ しかと 思 ふに、 鹿 島 香 取 神の 

御 心と 乞 申さし め 給へ るなる 可し、 良繼 公の 病な りと て. 朝廷に 預らせ 給 ふ 事に 非れば 行 難き 理 なり、 若て 其 春 日 社 

に 奉らる i 祌位 は、 卽鹿島 香取兩 神宮の 神 位と 爲 りて 外の 例と は殊 異なり、 故 式に も 春 日 祭神 四 座と は 記されたり、 

祭神と 云 ふ 事、 本宮を 主と 立て 其遙宮 の義に 近ければ なり、 然れば 次に 春 日 社に 奉らせ 給 ふ祌位 は、 各 其 本 宮の神 位 

なる 事 を 先 心 留置く 可し， 此 例外に も 有り、 神 名 式に 山城 國葛野 郡 平野 祭祌四 座と 有る も、 其 本社の 方 を 主と 爲て平 

野 は 京に て 祭らる \ 所なる なり、 然 らば 右の 二 神に は 抱 はる まじき 事と 思えたり. (或 問、 右の 神 位の 事 若舂日 社な 

ら むに は、 鹿 島 神 香 取祌と 記さる 可く も 思えす、 祌の 御名 を こそ 記さる 可き 物な りけ り、 如何、 答 云、 神 名 式 を閱る 


に 春 日 祭神 四 座と 有て 春 日 坐祌. ^は 記されす 其 各 其 本社の 方 を 主と 爲て、 春 日 は其處 より 御 靈を京 近く 迎奉給 ひて、 

其 本 宮の遙 宮と爲 て 祭らる i 由 を 以て、 春 日 祭神 四 座と は 記せるな り、 故 祝詞に も、 恐 伎 鹿 島 坐 健 御 賀豆智 命、 香 取 

坐 伊波 比 主命、 枚 岡 坐 天 之 子 八 根 命 比賣神 云々 と 見え、 神 位 を 奉らる \ にも 其 國を稱 ふ 例に て、 次に 引る 續 日本 後 紀 

に、 承 和 三年 五月 丁 未、 奉， 授，， 下 總國香 取郡從 三位 伊波 比 主命 正 二位、 常 陸國鹿 島郡從 二位 勳 一 等、 建 御 賀豆智 命、 

正 二位、 河 內國河 內郡從 三位 勳 三等 天 兒屋命 正三位、 從四 位下 比.！ 賈神從 四 位 上， など 有る を 以て 知る 可し、 然れば 春 

B 祭神 社 は 右の 如く 鹿 島 香 取 枚 岡 三 所の 別宮の 如くなる 者な り、 尙 山城 國 平野 祭神 四 座と 有る も然 にて、 今 木 久度古 

開 を 本社と して 其遙宮 の 如き 物な り 能々 思 ひ辨ふ 可し) 此 より 後 は 鹿 島 香取兩 神宮 及 枚 岡 社共に ■ 春 日に て 祭らる- - 

例と 定 りて、 殊 異に 其 本社に 限る 事に 耳 は 別に 其 本社に 敕使を 遣し 給へ りけ む、 仁 明 天皇 御紀 に、 承 和 三年 五月 丁 未 > 

奉 レ授， 1 下 總國香 取郡從 三位 伊波 比 主命 正 二位、 常 陸國鹿 島郡從 二位 勳 一等 建 御 賀豆智 命 正 二位、 河 內國從 三位 勳 三等 

天兒 屋根 命 正三位、 從四 位下 比 寶神從 四 位 上； 其 詔 曰 皇御孫 命 爾座四 所 大神爾 申 給 波久、 大神等 乎 彌高爾 彌廣爾 仕 奉 

止 奈毛思 保 志 食、 是， 4 件 等冠爾 上戯狀 爾中務 少輔從 五位 下 藤 原 朝臣 豐繼內 舍人正 六 位下 藤 原 朝臣 千 萬 等爾令 捧持 S 奉 

^ 事 乎 申 給久止 申辭別 5- 申 給久、 神 那我良 母 皇御孫 之 御 命 堅 磐 爾護奉 幸 閉奉給 £、 叉 遣唐使 参議 正 四 位下 藤 原 朝臣 常 

嗣乎路 間 無風 波 之 難 久慈賜 比 矜賜比 天、 平 久可太 良 爾歸之 賜 倍 止 稱辭定 奉久止 申、 と 有る は 此春日 社の 御 事な り、 然 

らす は斯の 如く 四 注 を； I 冗べ 連ぬ 可き に 非ざる を 思 ふ 可し、 春 日 社なる 事 は 次々 に 階 を 經て上 奉 給 ふ 順次の 一 事なる が 

上に、 嘉祥 三年の 策 命に 至て 悉く 合 爲るを 以て 知る 可し、 尙彼 御社 は 申 日に 祭らる i 御定 にて 京より 勅使の 發 遣せ 
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る は 未 日なる を 以て 此を 知る 可し.， 且若其 三 所の 神 等に 使 を 遺 はさる とならば 各 其 社に 向 ふ 人 有む を、 正使 (藤 原璺 

繼 朝臣) 副使 (藤 原 千 萬 朝臣) 唯 一 連 を 耳 記された る を 以て も 春 日 社に 申させ 給 ふ 事 を曉る 可し、 此は 右の 文に 見え 

たる 如く 遣唐使に 就ての 御 祈なる が、 尙翌六 年 十月に も 在り、 (但春 日 社と 雖も 臨時の 御 事 は • 必 しも 申 日に 限る 事 

に は 非ね ども、 此に申 日用 ひられた るは豈 偶然なら む や、 必す其 祭らる \ 常 日 を 用 ひられた & なり、 此 より 先に 夏 四 

月 甲 午、 頒 n 奉 幣帛 五畿內 七道 名祌？ 爲， 有 n 遣唐使 事-也と 有る を、 諸 社の 並 を 超越て 春 日 社に 使 を 奉らる- -は 國史に 

見え ざれ ども- 鹿 島 本 緣と云 ふ 書に、 神 功 皇后 三韓 を 討 賜 ふ 時、 武赛 槌祌は 御船の 舳に 立て 先鋒 を爲 し、 經津 主神 は 

艫に 立して 檝を取 給 ふと 見え、 名 法要 集 神道 大要 等に も、 此祌の 擁護に 依て 御船 忽 飛行 自在 也と 記し、 八幡 愚 童 記に 

も 粗其說 有り、 叉 住 吉社傳 にも 此御軍 を 助 奉 給 ふ 事 有て、 楣 御前 矛 御前の 兩社 は、 經津 主武ま H 槌兩神 也と 見え、 詞林 

采葉抄 にも 神 功 皇后 三韓 を攻 させ 給 ふ 時 云々、 三月 初巳 日 香 取 明祌途 出し 給 ふ、 午 日 鹿 島に 著 給て 兩祌 共に 起 給 ふ、 

今 世 旅の 途 ffi を 鹿 島 立と 申す は此緣 なりと 見え、 肥前國 風土記に、 三 根 郡 有 二 神社, 名 曰 二 物 部經津 主神 T 曩者 小懇田 

宮 御宇 豐御食 炊屋姬 天皇 令 S 來目 皇子 征 IT 伐 新羅？ 于時 皇子 奉い 勅 到- 1 於筑紫 T 乃 遣- 1 物 部若宫 部- 立- 1 社於此 村- 鎭？ I 祭 其 

祌？ 因 曰 二 物 部鄕， と 有る は、 石 上 大祌の 事な り、 叉 竹 取 物語に、 大納 一一 目大伴 御行と 云 ふ 人 • 難 波の 邊 より 船に 乘て筑 紫 

の 方へ 漕 w ぬる 時、 風 吹 來て舟 己に 海に 沈まむ と爲し 時、 大納言 神に 祈て 楫 取の 御 神 聞 食 止と 云る も此香 取祌を 申せ 

り、 此 遣唐使 を發 せらる、 に 就て 春 日 社に 策 命 を 奉らる \ 事 右の 所 因に 依て なり) 叉 承 和 六 年 冬 十月 丁 丑、 奉レ授 T 坐-一 

下 總圃香 取 郡， 正 二位 伊波 比 主命、 坐 = 常 陸 國鹿島 郡-正 二位 勳 一 等 建 御 加都智 命並從 1 位、 坐  >  一河 內 國河內 郡-正三位 


動 二等 一穴 兒 屋根 命 從 二位、 從四位 上 比 賫祌正 四 位下.. と 見 ゆ、 此は同 三年 五月 遣唐使 を 遣され しが、 歸來む 事 を祈リ 

申させ 給 ふ 事前に 引合 さて 曉る 可し、 (其 は當年 八月 庚 戌朔丙 辰、 勅令-,, 內外 諸國奉 ニ幣祌 紙？ 以期 nilk- 焉と は、 issl 

の 御 祈なる が、 三年 夏 四月 甲 午、 頒 FT 奉 幣帛 五幾內 七道 名祌 f 爲レ 有，, 遣唐使， 也と 有る に 合せて 思に、 西 成 を 兼て 其 御 

祈 を 物 爲られ しなり、 其 は 同月 己巳、 遺-一 祌祇 少副從 五位 下大中 朝臣 磯 守 少祐正 七 位 上中臣 朝臣 1^ 守； 寧，， 幣帛 於攝津 

國住吉 神 越 前國氣 比祌, 並 祈，, 船舶 歸 著-と 有る を 以て 前年の 事 を 尙冀る if なる を 知る 可し) 叉 古本 文德 天皇 實錄 に、 

嘉祥 三年 九月 己 丑、 遣-一 參議藤 原 朝臣 助 向 春日大 神社； 策 命 曰、 天皇 我 詔 旨 止 大神廣 前 爾申賜 倍 止 申久、 皇太神 乃 厚 

護 爾依天 之 天日 嗣乃高 御座 爾波平 介 久卽賜 止 奈毛所 念 行須、 因兹天 先先 爾禱申 赐比之 御冠 止 爲天奈 毛、 建 御 賀豆智 命 

$： 波 比 主命 二 柱 乃 大神乎 波 正 一 位 爾天兒 屋根 命 乎波從 一 位爾 * 比 賣神乎 波 正 四 位 上爾、 上 奉 利 崇奉留 狀乎神 財 乎、 令 

捧持 W 須此狀 乎 聞 食 fK、 益益 繭； 大皇 朝廷 乎 堅 磐 爾常磐 爾幸倍 奉 賜 比、 天下 平 安爾 護 賜 比 助 賜 倍， 止 恐 見 恐 見 毛 申 賜波久 

止 申と 見えた る は、 承 和 六 年の 度より は 各 一 階 を增奉 給へ るな り、 (此 にて 鹿 島 香 取 二 神 共に 正 一 位に 叙し 給へ り、 

然るに 或 書に 香 取 神主 武名の 記に 「正 一 位勳 一 等 文武 皇大寳 元年 二月 勅使 小山 中 鳥 麿 口宣 標紙 也、 神主 躬庶 奉， 納， 一 

內陣之 祌坐， 也 云々、 是經津 主神 二十 七 世 雄 足の 時の 事な り、 雄 足の 事大 宮司 家譜に 見 ゆ、 武名 は宣 年の 孫 躬庶の 子 

なり、 宣年は 鎌足 公 五代の 裔 にて 延喜 昌平の 頃の， 人な り，」 と 云れ ど此祌 位の 事， は 信 難し、 其 は 天 武天 皇御紀 に、 彼 壬 

申の 度の 御 守護の 事に 依て、 高 市 身 狹村屋 神 云々、 勅 登-一進 三祌之 品， と 初て 所見 たれ ど、 神 位を授 奉ぎ ふと も 糙に言 

難き を、 綾紀に 天平 勝 寶ニ年 十二月 丁亥、 奉-一大 祌 一 品 比 賣祌ニ 品； と 有る 八幡 神 階 を 初と 爲べ けれど、 返々 も 信じ 難 
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かり) 此を 以て も 右の 寳龜八 年 承 和 三年 同 六 年 Q 共に 此春日 社へ 授奉 給へ る 事 を曉る 可し、 i れ ども 神 名 式に 春 日 祭 

神と 有る 上 は 各 其 本社の 御 事なる を、 春 日に て 執行 はれし 物に て • (百 練抄、 四條 天皇 仁) m 二 年 二月、 鹿 島社燒 亡の 

事 有て、 次に 三月 十二 日 庚 子、 攝政家 奉 TI 幣春日 社 一 被レ謝 IT 申 鹿 島 火 一き-, と 有を以 知べ し 1 此 例に て大 原野 吉田等 も 同じ 

神 位と 所思 ゆ、 同書に 三月 廿 七日 乙 卯、 奉， ー幣 春日大 原野 吉田三 社， 被レ謝 TT 祈 鹿 島 火事， と 有 を 以想ふ 可し) 其 策 命 は 一 

乍に 本社 常 社共に 相 兼た る 神 位なる 事 を 思 ふ 可き 者な り、 然る 證は 下に 引る 四時 祭式 春 日 祭條の 結びに、 右 祭 料 云. <、 

其 封 物 者 割 = 下總常 陸 兩國香 取 鹿 島 ニ祌封 云々 -と 有る にて 著し、 斯 在れば 春 日 は 鹿 島 香 取の 遙宮の 如き 物な り、 枚 岡 

も此に 例して 知る 可し (此文 類聚 國史 にも 載れり、 然れ ども 實錄の 今 刊行の 本に は 見えす、 脫漏爲 る 物な り、 右の 如 

く 鹿 島 香 取 神宮 を 春 日に て 祭らる.^ 事 なれ ども、 尙本宮 にも 御 使 を 立ら れて 祭らせ 給 ふ 事 あり、 其 は 鹿 島 香 取 神の 御 

傳の 下に 內藏式 を 引る が 如し、 然れ ども 春 日の 御祭の 此上な きに 及ばざる なり、 理を 以て 云 ふ 時 は 鹿 島 香 取 は 本宮た 

り、 春 日 は遙宮 たれば 其 本 宮の方 を 重く 物 爲給ふ 可き に 然らぬ は、 伦 社の 如く 其 神 を 移して 別 社なる に 非 や、 鹿 島 香 

取 を 祭る 社なる が 故な り) 若て 三代 實錄 に、 W 觀 元年 正月せ 七日. 奉， 授 M 河 內國從 一位 勳 三等 枚 岡 1K 子 屋根 命 正 一 

位、 正 四 位 上 勳六等 枚 岡 比 咩神從 三位 一と 見えたり、 今般 は 其 本社の 方へ 授進 せられた る も 春 日 社の 方の 御 位な り、 其 

は 上に， fr 、第 を逐て 次- -引證 せる 順 、にても 著く、 且枚岡 神社 も 上 件の 四 座を祀 祭らる \ が、 殊更に 天兒 屋根 命 比哮神 

の 二 柱 を 態と 擢 w て 御 位 を 授奉給 ふ 由 を 思 ふ 可し、 其 は天兒 屋根 命の 神 位 是迄從 一位に て、 武御雷 祌經津 主神より 一 

！ M 後れ 給へ る を 以て 同じく 冗 1 位に 上 給 ひ、 其に 就ても 比 哮祌の 御 位 を も 一 階 進めさせ 給へ る 者な り、 然れば 春 日 祭 


肺 四 座の 中 比 咩祌を 除て は 三 柱 共に 同等の 御 位に て 座 坐す を、 其 を 知れる 人の 無き 故に 何 迄 も 天 兒 屋根 命 比 哮神ニ 柱 

耳 は、 右の 嘉祥 三年の 任に 渡らせ 給 ふと 思 ふは餘 りに 愚 味なる 事な りけ り、 如 此く此 二 柱 神の 後れ 給 ふ 所 由 は、 彼寶 

龜八 年に 始て鹿 島 香 取 兩祌に 御 位 を 進ら れし 以來. 、々後れ 給へ りし を、 此貞觀 元年に 至て 等しく 爲給 へる 者な り、 枚 

岡 社の 祭神 は 春 日 社と 同じき 事， 此詞の 畢に大 原野 枚 岡 等 祝詞 准此と 有る を 思 ふ 可し、 然れ ども 決て 天兒 屋根 命比賣 

祌ニ 柱な りけ む を、 後に 恭 H より 武御 雷神 齋主 祌は祀 給へ るに や、 其 は 祌官雑 例 集に、 天平 十二 年 春 日 御社 を 壽久山 

に遷 すと 有る 須久々 祌社 は，" 式に 二 座なる が此は 上に 云る 如く 決く 枚 岡より 遷 坐りと 思しければ なり、 (此を 皆 其 本 

社の 御 位と 爲る時 は、 右に 次々 擧 たる 中に 嘉祥 三年の 度 耳 春 日 社の 御 位と 爲る を、 若 其 度 を 始と爲 ば 其 前後の 混れ 出 

來て、 此も彼 も 殆尻ロ 合ぬ 事と は爲 るめ り、 且其 度に 天兒 屋根 命從 一位、 比 哮祌は 正 四 位 上に 御 在して、 此は春 日へ 

奉らせ 給 ふ 御 位なる を、 貞概の 度に 引出て 從 一 位勳 三等 天兒 屋根 命 正 四 位 上勳六 等比 哮祌從 三位、 と 有る を 如何と か 

爲む、 春 日 社へ 投られ し 位 を 枚 岡 神に 稱す 可き 由緣 無き を や、 是を 以て 春 日 は 鹿 島 香 取 枚 岡 三 所の 祌を祭 給 ふ 所に し 

て、 本社 當社 差別 無き 事 を曉る 可し) 史に 所見 無しと 雖も、 春 日 若宮と 申す 御社 立し 給 ひて、 其 御祭 典な ども 本 

社に 准へ て物爲 給へ る は必所 由有る 可き に 就て 思 ふに、 其 は 神 名 式に 添 上 郡 鳴 雷神 社 (大、 月次 新嘗) と 有る 此 なら 

むか、 然る は 四時 祭式 春 日 祭の 前に、 鳴 雷神 祭 一座 (十 一 月准此 坐， 一大 和！： 添 上 郡-) 云. -、 右 差， 一中 臣ー 人-供祭と 見 

え、 年中行事 祕抄 にも 二月 擇 吉日 之 條に、 鳴 雷神 祭事 云 力 (大和 國添上 郡) 神祇官 遣 n 中臣 一人 一 供祭と 有て、 其 祭に 

中 臣を遣 さる i 事故 有る 可き に 就て 考 るに、 師說の 如く 鳴 雷神 は天兒 屋根 命の 御子 天 忍 雲 根 命に 坐り、 (但 二十 二 社 
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注 式に、 人皇 八十 六 年 四 條院治 四 年 嘉禎ニ 年 十二月 七 曰、 宣皆春 日 別 社 若宮 祭、 宜， 令官幣 前日 發 TT 遣 其 使-事と 見え 

て、 若宮 祭と 云 ふ 名目 初て 在り、 此は實 に 其 事の 始な るが、 別に 子細 有て 鳴 雷神 祭と は 別に 物 爲られ たる 事、 卞に云 

るが 如し、 鳴 雷神 祭 は 水 取の 事に 就ての 祭なる 故に 春 日 祭に は 抱 はらぬ 事なる を、 若宮 祭と 云 ふ 時 は 春 日 祭. に 就ての 

事な り、 能く 辨ふ 可し) 祌名 式に、 宮中 祌卅六 坐の 中に、 主 水 司 坐 神 一座 鳴 雷神 社と 有る 此 にて、， 鳴 雷と こそ 御名に 

食 坐れ 彼 臨時 祭式に 見えた る 霹 濃 神に は 非す、 中 臣壽詞 に、 中臣 乃の 遠 都 祖天兒 屋根 命、 皇御孫 命 乃 御前 爾 奉仕 1、 

天 忍 雲 根 神 遠： 大乃 1 一 上 仁 奉 上 e」、 神 岐神漏 美 命 乃 前 仁 受給 波虽申 仁、 皇御孫 尊 乃 御 膳 都 水 波 宇都 志 國乃水 仁 天 都 水 

遠 加 si 奉 牟止申 世 止 事 敎給志 仁 依え、 天 忍 雲 根 神 天 浮 雲 仁 乘_^ュ_ 大乃ー 一 上 仁 上 坐 er 祌漏岐 祌漏美 命 乃 前 仁 申 世 波 天 乃 

玉 櫛 遠 事 依 奉 IITT 此玉櫛 遠剌立 er 自„夕日ニ^^lビ朝日照萬eュT 天 都 詔 戶乃太 詔 刀 一 百 遠以 吿禮、 如 此宜波 麻 知 波弱龜 仁 

由 都 五 百 篁 生 W 牟、 自， 一 其 下， 一 K 八 井出 牟此遠 持 天 天 都 水 止 所 聞 食 止 事 依 奉 支、 と 有る 水 取の 故事に 依て 食 坐る 御名な 

るが、 Pf5 雲 は K 雲に て、 天の 二 上に 參 上らし i 形象の 甚 しかりし を 以て 食 坐る 御名に て、 鳴 雷神と 申す に 其 義違は ざ 

るな り、 然れ ども 臨時 祭式に 謂 ゆる 霹靂 神と は 別な り、 思 ひ棍ふ 可から す、 (亦此 水 取の 事 は、 此 神に 並 給 ひて： 大村 

雲 命 も 天上に 物爲 給へ りし を、 其 後に 天 忍 雲 极命は 皇御孫 命の 御水の 事 を 有ち 給 ひて、 主 水 司に て 鳴 雷神と 祭られ 給 

ひ、 1K 村 雲 命 は皇太 御祌の 御水の 事に 預給 ひて 忍 穗井を 守護り 給 ふ 事と 爲れ りかし、 但此 社の 事 今 神殿 村に 在と 云 

り、 然れ ども 此 より 今の 若宮に 後に 遷^る 物と 見 ゆ、 注 式に 七十 五代 崇德 院保延 以後 造 n 祌殿 ー遷 御と 有に 說 有て、 下に 

委しく 云り) 此に 依て 天 忍 雪 根 命 を 太 祝詞 命と 申す 事と 思 ゆ、 師說に は 太 祝詞 命と 申す は、 日祌の 石屋 隱 りの 時に、 


天 兒ぽ 命の 太 祝詞 一 百 白 給 ひし 御 功に 依て 食 坐る 御名な りと 云れ しか ども、 其 は 自力て 物爲給 ひし 者に て、 此 なる は 神 

漏 岐神漏 美 命の 御 一 百 以て 天津 詔 戸の 太 詔 刀 言 以て 直れと 仰 給へ る 者 なれば、 必 天 忍 雲 根 命の 負 坐す 可き 常 然の御 事な 

り、 (祌名 式に 太 祝詞 神社、 大、 月.^、新嘗と有るは、 大和 志に 在所 未詳と 有れ ど、 必春日 社の 攝社 末社の 中に 在る 可 

し- 偖兼俱 本書 入に IK 兒屋命 也と 有れ ど、 闇 推の 説なる 可し、 尙鹿ト 起 元と 云 ふ 書に も、 大 祝詞 命 天 兒屋命 也と 見え 

たり) 诸春日 若宮の 事 は、 然 計り 止 事 無き 御 由緣の 神なる に、 何處の 何なる 社より 移り 坐る と 云ふ傳 無く、 其 祭神 を 

さ へ に、 若宮 一 社の 祕傳 なりと て 伦に漏 さ f る は、 其 緣の詳 ならざる 爲 の遁辭 なり、 然れば 其 起原 は 春 日本 社より は 

甚 古く 在せ りしな り、 二十 二 社 注 式に、 若宮 御 W 者 神代 也と 見えた る は 正しき 傳說と 見 ゆ、 今 京と 爲 りても 主 水 司に 

祭らる i 事 は、 其 大和 W より 遷 されし にて、， 實は祌 武^< 皇の御 I に 高 千穗宮 より 勸請 されし 者なる 可し， 天 種子 命 其 

供奉 仕 奉られし かば、 其 御 靈形を や 常昔遷 置れ しが 主 水の 事に 功し き 神に 坐： す、 故に 毎年 二月 十一 月に 祭られし を， 

其裔と 有る 氏人 を 用る 故實を 以て 中臣は 差されし 者な りけ り、 偖 春 日 祭神 四 座の 此春 日の 地に 鎭 坐す 事豈 幽契 勿ら む 

ゃ此に 因て なり、 (尙此 下に 若宮の 御 事 を 云る を 見合す 可し) 又 神 名 式に、 春 日 神社と 云 ふ 有り、 此は！ K 兒屋 命の 御 

所緣の 神なら す、 或說に 姓氏 錄に、 大春日 朝臣 》 レ自 ，ー天 帶彥國 押 人命 一と 有る 其祠 なり」 と 云る は 然も 有らむ か、 (或 

誓に、 春 日 Q 處の 地主に て、 今 複本 社此 なり」 と 云へ り、 然れ ども 此複 本社 を E 姬勢大 明 神と 云 ふに 打 合 難し、 尙春 

日 末社の 條 見る 可し、) 

此 御社の 御祭の 事 は、 二十 二 社 注 式に、 或 云 第五 十五 代文德 天皇 仁壽三 年始と 有る は.， 然も 有る 可き なり、 (諸 神 記 
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春 日 祭の 條に、 治 大抄を 引て 文德 天皇 嘉祥 三年 九月 始之 云- „<、 如-一 國史ー 者 非-一 祭禮之 濫觴 I と 見えたり) 同書に 叉、 淸 

和 天皇 貞觀 元年 十 一 月 四日 始と 有る は、 本說 ながら 違る に 似た リ、 然る は 三代 實錄 に、 天 安二 年 十 一 月 三日 庚申、 停 

大 原野 春 日等焉 とも， 丁 卯停大 原野 祭と も 見え， 又貞觀 元年 十一月 九日 庚申、 平野 春 日 神 祭如レ 常と 有れば 、巳に 春 

日大 原野 兩 社共に 其 祭 は 有け るな り、 然 らば 仁壽三 年始と 有る や 正說な らむ、 江 家 次第 抄 にも、 春 日 祭， 神 護 景雲 元 

年遷， 御 三 笠 山？ 貞觀 元年 十一月 九日 庚申、 祭， 一春 日 神 一未 日 使 参向 內藏馬 寮不， ー參內 r 遠 社 祭 以-ー 立 使 日-禁中 神事と 有 

り、 (但 文德 天皇 實錄 を閱 るに 其 事 見えす、 其 は 記し 漏され しなる 可し) 然れ ども 右の 貞觀元 年始と 有る は、 然る 可 

からざる なり、 三代 實錄 に、 淸和 1K 皇貞觀 元年 二月 十日 丙 申、 春 日 祭 如 常と 見え たれば、 デ、 安二 年に 停ら れし は觸镜 

などの 事に 依て ならむ も 知る 可から す、 此 より チ、々 二月 申 日の 下に、 春 日 祭 如 常と 云 ふ 事 時- *< 見 ゆ、 其 頃 已に常 式と 

爲れ りし 事 著し (但注 式 また 祝詞 考 共に、 此文を 引 誤りて、 貞觀 十八 年 二月 丙 申、 春 日 祭如レ 常と 見え たれ ども 三代 

實錄に 見えす、 按 ふに、 同年 二月 七日 乙 卯の 下に、 停 n 大 原野 祭， 以大膳 職、 觸 M 死穢， 也、 大 TT 祓 於建禮 門前-承 レ前之 例 

有， 一事 故， 停-一春 日大 原野 祭 一之 時 不レ修 = 大鈸， 辨官依 = 神祇官？ 依 解 而行之 由， 是責 神祇官 令レ進 n 過狀 r また 十二 日 庚申、 

停， 一春 日 祭， 以， 一 皇太后 犬 死 內裏染 汚， と 有れば、 廿 四日 丙 申に 當れ り、 是を 以て 註 式に 譌 云る を、 加 茂 翁の 承て 考には 

記されし 者な り、 同 十五 年 二月 十三 日 戊 申、 今月 一日 初 申 可， 修， 一春 日 祭 T 而彼 日有レ 事停而 是日祀 之と 見え、 叉 十六 

年 正月 廿 九日 庚 寅 云々、 來月 上旬 應， 祠， 一 祈年大 原野 春 日 等 T 仍 是日大 n 拔於建 禮鬥前 T また 二月 六日 舂日神 例 云々、 

內裏犬 產內藏 寮鬪默 血 及 右 馬 察 牛 雜左馬 寮 馬 死由レ 是停レ 遣と 有る を 以て、 春 日 祭の 恒例の 神事と 定 りし 事の 狀を 


ョぁふ 可し、) 

春 日並大 原野 等 社の 齋 女の 事 は、 三代 實錄に 貞觀八 年 十一月せ 五日 丙 申、 詔以， 一 藤 原 朝臣 須惠 子， 爲-春 日並大 原野 祌 

齋， と 有れば、 此 時ぞ始 なる 可き 同 十 年閏十 一 月廿 1 日爽 戌、 是日宣 ョ詔內 外， 曰、 春日大 原野 兩社齋 女 藤 原 朝臣 可 多 

子 太 政官、 ま 觀八年 十二月 廿 五日 下， 一所 司， 符注， 1 藤 原 朝臣 須惠 子？ 今 追 改焉と 見え、 又廿 五日 甲 寅、 勅令， 1 大和 國, 差 51 

充 騎兵 四十 人 執 杖士廿 人？ 備，， 舂日齋 女 參社之 威儀， 毎： > 至- 1 春 祭 T 在， 前 差-, 課 國郡司 各 二人， ffl 共祇立 爲-ー 恒例-と 見え 

たり (此藤 原 朝 ぼ 可 多 子の 傳尋ぬ 可し、 徂藤 1^ 氏の 盛な りし 時なる が 故に、 伊勢 齋宮賀 茂 齋院に 皇女 を 奉らる \ 准に 

氏の 女 を 以て 齋 女と は爲せ りしな り) 同 十一 年 二月 八日 is: 申、 春 日 祭 如 常 是日齋 女 始參， 一 於 社 T 吿文曰 天皇 我 詔詞掛 

長岐 春日大 神能廣 前爾、 恐 美 恐 美 毛 申 賜 倍 止申久 先先 雨 禱申賜 布 事 有 天、 掛畏岐 皇太神 乃 齋女爾 藤 原 朝臣 可 多 子乎定 

天 令 奉仕 之 狀乎聞 食 B<、 IK 皇 朝廷 乎 御 坐 志 米食 國能 天下 毛 無事 久令有 賜 倍止爲 天、 奈毛從 四 位 上 行 左 中辨兼 皇太后 宮 

亮藤原 朝臣 家 宗乎差 使 天、 禮 代能大 幣帛 乎 令，， 捧持， 天 奉 出 賜 布、 此狀乎 聞 食 天 天皇 朝廷 乎 寶位無 動 久常磐 堅 磐 雨 夜 守 

日 守爾護 幸奉赐 比、 天下 平 安爾 風雨 隨時 五穀 豐登志 米 賜 倍 止 恐 美 恐 美 毛 申 賜波久 申と 有る は、 其 時の 策 命な り、 (十 

七 年 十 一 月の 下に、 藤 原 朝臣 意 佳 子を齋 女に 進ら れし事 下に 見 ゆ、 其 は 藤 原 朝臣 可 多 子の 喪に 遭る に 依て なり) 同 十 

七 年 六月 八日、 己 未 遣從四 位下 行 左 馬頭 藤 原 朝臣 秀道、 於，， 春 日 神社， 奉，， 兼禱， 欲ァ 奉，, 齋女， 以祈 * 甘 雨.. 也、 告文 云、 

1K 皇我詔 旨 止 掛長 岐春 日大 神乃廣 前爾、 恐 美 恐 美 毛 申 賜 倍 止 申久、 近 來經， 日 陟旬天 雨 澤不レ 降 之 天 百姓 農業 枯損奴 倍 

之、 仍兹卜 求 爾皇太 神 乃 齋女不 奉爾、 依 天 致，， 此災， 賜 倍 利 止 申 世 利 是非，， 故 怠？ 今 必ト定 天 令，， 奉仕， 牟及且 其 由乎爲 
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レ 令，， 禱申， 止 之天奈 毛、 從四 位下 行 左 馬頭 藤 原 朝臣 秀道乎 差 使 天 禮代大 幣帛 乎 令，, 捧持， 天、 奉 SS 賜 布 此狀乎 平 聞 食 天 

甘 雨 忽降之 五穀 茂 熟 之 天、 天 朝廷 乎 常 磐 堅 磐 爾夜守 日 守護 奉 賜 倍 止、 長 美 毛 申 賜 波久止 申、 遣，， ， 左衞 鬥佐從 五位 上 藤 原 

朝臣 利 基, 於， 一山 城國大 原野 神社 T 其 祈 同， 1 春 日 社, 告文 曰 云々 と 見え、 同年 十 一 月 四 en 癸未、 藤 原 朝臣 意 佳 子 爲，, 春日大 

原野 齋女： 以 n 前 齋藤原 朝臣 可 多 子 遭,， 喪 也、 意 佳 子 中 納言兼 右近 衞大將 行 皇太后 宮大夫 藤 原 朝臣 良 世 女 也と 有れば 

春日大 原野 兩社を 兼て 一人. なりし なり、 (然れ ども 本社の 方に 就て 春 日に ぞ 居ら 令め けむ、 其 は 八 年 十二月に、 勅令， 一 

大和 國, 差；！ 充 騎兵 四十 人 執 杖 士廿人 f 僙春日 齋女參 社 之 威儀 云 々 と 有て、 大 原野 社に 就て 記せ る 事 無れば なり) 

二月 十一 月 祭神 料 は 四時 祭式に、 春 日 神 四 座 祭、 祭神 料 安藝 木綿 大 一 斤、 維 七 尺、 調 布 二 丈 三尺 (已 上官 物 神祇官 所 

請) 揚布 I 端 八 尺、 商 布 十二 段、 宫八合 (已上 封 物 內膳司 所， 請) 稻六束 (神祇官 所 送) 米 II 米 各 三 斗、 大豆 小豆 各 

五 升 (已上 大炊寮 所 Atl) 酒 一 石 五斗， (用，； 社讀 酒，) 鹽五 升、 腹 堅 魚 烏賊 鹽藻各 六 斤、 腊 十二 斤 >  能 三 斗" 雜 菓子 二 

斗、 橘 子 一 斗、 韓竈四 貝、 由 加 二 口、 叩 盆 四 口、 盆 六 口、 堝十 口、 酒 盞八ロ  (加， 薹) 水 桶 二 口、 折欖四 合、 魏四 柄、 

构ニ 柄、 箕 一 枚. 籮 一 口. 槲ニ 俵、 置簀四 枚，. 食 薦十枚 (巳 上 大瞎職 所， 经) 散 祭 料 白紙 廿張、 色紙 四十 張 >  爆 布 一 

端 (已上 封 物) 酒 六 斗 (用 n 社壞 酒，) 五色 薄 拖各ニ 丈、 木綿 二 斤、 麻 一斤、 五色 木綿 一 百 枚、 五色 玉 二百 枚、 拖 一 

疋， 絲 一 , 絢、 綿 一 屯 (已 上官 物 神祇官 所 米 糯米各 一 斗 五 升、 大豆 小豆 各 五 升 (已上 大炊寮 所レ途 ) 馥堅魚 平 魚 各 

六 斤、 娃ニ隻 海藻 六 斤、 鹽五 升、 雜 菓子 三 斗、 0S. 析櫃四 食、 薦ニ枚 (已上 大膳職 所, 555 解除 料 五色、 薄拖备 

二 尺、 木綿 三 斤、 麻 二 斤、 お 「四 口  (已 上官 物 神祇官 所， 請) 酒 六 升 (用 = 社 醸，) 錢堅魚 腊雜盛 二 籠、 海藻 六 lb、 鹽 一 


ト、 盆 一口  (已 上大 i 所， S 米 五 升 (大炊 寮所レ S 稻四束 (魏官 所レ 8 庸布 5、 茼布震 (已上 封 物) 

■ 殿 料 五色、 Is 各 二 丈 四 尺、 維四 尺、 綿 一 屯、 木綿 八 斤 、麻 一斤 (已 上官 物 神祇官 所 & 養 十 斤、 檢榑 一村 

(巳 上 木工 寮 所， 逸) 琴緖料 絲六兩 (神祇官 所い 逸) 釀 n 神酒-並 能 使 等 食料 (前 祭 請い 之) 黒米 四 石、 調 布 五 尺、 匏ニ. 

柄构 一、 柄籮  一 口、 議 一具、 把 (已上 封 物 釀->祌 酒-料) 酒 £- 四 口、 讓ニロ  (祭 曰 納レ酒 料) 庸布 ロ段 8. 

S  口 缶 十四 口， 料) 白米 一一 一斗 六 升、 璧升、 海藻 三十 把、 S, 合 (巳 上 釀酒女 一 人 sll 人 十五 曰 食料)？ 神酒- 

解除 料 (前 霧， 之) 五色 ま 四 丈、 維四 丈、 絲四, 綿 木綿 麻 二 斤、 白米 一斗、 酒 二 斗、 観 魚 腊海 藻 各 六 斤、 鹽 

四 升、 gpl^、 黄蘗八 枚、 響， 盆 堝各四 口、 坏六 口、 食薦ニ 枚、 匏 一 柄搬 二十 把、 庸布四 段、 祝詞 料 布 一 端， 醸-神酒- 

讓料 (前 霧， 之) 五色 21 一尺， 霊 一尺、 木綿 f 八兩、 雲 口、 米 酒 各 四 升、 籠 魚 二 斤.. 階 八兩， 觀ニ 

斤、 鹽ー 一升、 祝詞 料 布 一 端、 齋服料 物 忌 一 人 料、 交 纈帛三 丈 五 尺、 羅帶 一 條、 紫絲 四兩、 錦鞋 一 兩 (已上 封 物) 錦 一 一 

條ニ  I 三尺 五寸、 一 震 六尺 並廣 四寸) 蠻疋ニ 丈 九 尺、 綠拖 一疋、 紗七 尺、 韓 3 枚、 紅花 一斤 ニ兩、 東拖ニ 

尺 五 寸、 綿 一一： 屯 半、 拳 五 升- 祌主 一人、 祌祇官 人 一人、 別 15  ( 內藝 所き 拖一 一疋、 綿 二 屯 (已 上官 物) 

組 布 二 端、 調 布 二 端 (封 物) 祌主 S 維 ニ疋、 絲義、 環 二 端彈琴 二人、 別綞 一 i 丈、 塑屯、 i 八 人、 ト部 

二 < 別 佐 譲 布 二 丈 七 尺、 紅花 ニ兩 (已 上官 物) 守-神殿-仕 丁 二人、 別茼 布 二 段 (巳 上 封物) 塞 料 si 件-春 二 

月 冬 十一月 上申 日 祭， 之. 其 封 物 者 割， ー下總 常陸兩 11 香 取 鹿 島 二 神-封 調 布 五 百 端 (香 取祌封 二百 端. 鹿 島 神 封 三百 端) 

庸布 三百 段、 商 布 六 百 段、 麻 六 百 斤 (已上 鹿 島 神 封) 紙 六 百 張 (香 取祌 封) 经-- 神祇官- 仍收- > 官庫ハ 依レ件 充用 其雜給 
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料 諸 司 各 供； T 備之 f 其 物 忌 一 人、 食 日 C 米 一升 二 合、 隨ニ勺 二 撮、 預： t 部 二人、 別 日米 一 升 六合、 鹽 一勺 六 撮、 仕 丁 

1 一人 (常 陸 國鹿島 祌封四 丁) 別 日 黑米ニ 升、 鹽ニ勺 其 衣服 祌部別 夏 維四 丈 五 尺、 冬 維 一 疋三丈 綿 四 屯 (並用，， 祌封 物- ) 

と 見えたり、 其 式 は貞觀 儀式に、 春 日 祭儀 (二月 十一 日 上申) 前 祭 預令ョ 陰陽 寮 擇ュ定 被 日時 及 方 地. ハ 前 彼 一 日辯官 仰，， 

所 司 r 立- 1 幄於 社頭-被 日時 尅齋 女駕， 車 向，， 政所 f 其 儀式 左右 京 兵士 各 一人 (執 白 杖) 在，， 道 左右-前行 防 令 各 一人 次 

レ之、 官人各 一人， h,、， 之. 前行 六 位 左右 各 二人 次 之、 五位各ー人^^ノ之、 院別當 在，， 道 中央， f,、， 之、 (從 左右 各 二人) 左 

右衛門 大長各 五 人 在，， 道 左右， 次， 之、 (相當 n 前行 者) 門 部 各 一 人 チノ 之 (著，， 靑 措衫， 近、 衞兵衞 亦 同) 左 右兵衞 各 一 人 

次レ 之. 左右 近衞各 一 之 次 之. 齋女車 在，， 中 路-チ 、， 之、 車從 左右 各 八 人 (著 鴨 衫褐) 小 I ィ 左右 各 一人、 次， 之、 (服 色 同 

レ上) 走孺 近， 車 左右 同 二人 (著 濃紫 摘) 執屛 左右 备 一人 f-, 之 (並 著，， 退 紅染衫 -) 院司 左右 同 二人 (相-, 當 近衛，) 陪 

從 左右 各 三人. fr ノ 之- 淸 器韓櫃 一荷 在，， 中路， チノ 之 (令 良 二人 相 分 在， 後從， 之) 女 別當車 次， 之 (男從 左右 各 四 人女從 

近レ車 左右 各 二人.， 其 車 乘，， 私 車-以下 宣旨 及陪從 第二 一車 亦 同、 但 第三 以マ 童女 以上 乘，， 馬 寮 車，) 宣旨車 f-, 之 (男從 

同上 女 從近車 左右 各 一人) 勝 物 韓櫃ニ 荷^, 之、 祿物韓 榧 四 荷 チノ 之 (荷 預韓植 左右 各 三人) 陪從女 車六兩 チノ 之 (第 

ニー 車男從 左右 各 三人- 女 從近車 左右 各、 三人、 第三 四 五六 車男從 左右 各 二人、 女從 同上) 車 一雨 チノ 之 (男女 從同 

上) 山城 國司 五位 一 人 六 位 一 人 率，， 都 司 等， 候，， 京 極 大路 f 引に 追 到，， 被 所 f 辨史史 生 官掌各 一 人 率，， 所 司-行， 事、 中臣供 

レ麻宮 主 讀-: 跋詞 f 事 了撰祿 有， 差訖 還-一 本院， (此迄 解^の 事な り、 右に 引る 四時 祭式なる 解除 料 は 此の 用 物な り) 前 

二日 早且 神祇官 人 一 人 率 n 神主 神 琴 師神部 卜 部 等； 掃 部官人 率-掃 部 等； 內膳官 人牵， 1 瞎部仕 丁 女 等 r 向， 社 行， 事 (前 1 一 


日 は午皇 り) 一 5 曰隱？ 駕車參 社 s き， g 之 外-前 s 陪 I 物 等 陪列六 5 同&曰 儀-) 比き 

阈祇承 (山城 國 I 從， 此而 還) 至，， 佐 保 頓舍， 宿是 門外 記史 與，， 供奉 諸司ハ 15-111  (苎 I 未 

曰な り) 祭 曰 平 且祌祇 官人率 I 童女； 掃 ii 內， 神 部 木 蒙 雲 以 iiss 所 司 重 如 ま、 

大臣 以下 入き 西方 南門-就，， 外院 座つ 六 位 以下 藤 原 氏人 依レ次 就レ座 名字 書札 (札 暴 現辨官宫 掌預 前備レ 之) 是間齋 

女讓 參レ 社共 行列 也、 雷 二人 在， I 央， 前行 六 位 阈司 ！ ま 之、 五位 一 人 次， 之、 步兵 左右 各 十 人 在 is-  i 

i, 六 位 國司-|) 騎兵 左右 各廿ま 之、 內藝 I 中 P 之 SI  fi  £0 

兵-平 頭) a  iii  I 次レ之 (與第 十八 騎兵-次 I 響坊寶 左右 各 一騎 在 i 北 

右； nil 近 雲 |ハ騎|、  00000 在，， 中路， 肅各 一騎 f  (下 近 I2S 以上 皆 同 

i 其從 左右 t 一人) 11 一  人 fg、  i  I 人 fg、 內藏宫 人 一 人 さ 之、 院司 I  As. 左右き 

rp 部 各 一 人 在 ，1 右- (|1馬，)左右禱各一人ま」、 左右 霧 各 I ま、 レ之、 齋女車 f 路， S 、霧 

左右 近衛 各 一 人、 松 撸丁各 五 人、 璧右 前後 各 二人、 後 左右 各 五 人、 塞 夾レ輦 左右 各 二人 (在，， 松 內，) 望 右 各 四 

人、 夾レ SSI 外， (薩 着，， 裏， 用，， 院人 i 下着，， 黄 布 衣-前 靈曰院 司、 ま 辨官- 仰 |近衞 兵 寒府- ？ 之 1 

七 人) 鬵織 左右 各 I 人 次， 之 g 墓 丁，) 霧 各 一 人次レ 之、 執 笠 各 一 人 さ 之 (已上 Is 染衣) 駕レ爵 女 左右 名 

四 人 ま N  女 從靈右 各 一人) 驚 童女 左 I 四 人, 5  (男女 從同 i) 

中路， ，之 (今 良 二人 相 分 在 レ震レ 之) 画人 I 在， I 右， ま」 (相 |焉童女， 也、 Mm 院司 
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左右 各 一 人 次， 之. 陪從 左右 各 三人 次， 之、 膳 物 韓櫃三 荷 次， 之. (膳部 左右 三人 夾櫃 從レ 之) 服 物 韓櫃六 荷 次レ之 (左右 

各 三 荷 相 分 行列 也、 荷 領櫃別 各 一人、 在 n 櫃外， 相從) 內侍車 次， 之 (相 n 當 服物櫃 T 在-一 中央-也、 男從 左右 各 八 人 女 

從近車 左右 各 一人) 女 別當車 ノ之 (第一 二 車男從 左右 各 三人、 女 從近車 左右 各 二人、 第一 一一 以下 車男從 左右 各 二人、 

女 從同レ 上) 童女 車 次， 之 (男女 從同、 第三 次 下車) 比， 到， 1 社 西方 北門； 前行 大夫 以下 下：， 馬， 列 立陪從 女下レ 車、 執- 1 

行 障， 候，， 肇下ー 齋女 下輩 著 座 之 後大夫 以下 w 去、 內侍 以下 亦 著 座. (門內 西方 縱有之 二 問屋 北 一 閒設- -齋女 座 T 南 二 間 

設 -1 內侍 以下 座-也 齋女及 內侍自 -1 鳥居- W 入， 宣旨 以下 破 JT 却 社 西方 柴垣， 開， 道 出入) 爱內藏 頭 令い 持い 幣 置-一門 外 棚 上？ 

須臾 祇 候- 次內侍 以下 入 就 n 神殿 座， 檢 n 校 供物 T 次齋 女脫， 道間更 著-神 態 服-入 就レ 座、 供 齋內藏 頭 執幣入 量- 1 瑞簾 前山 

棚？ 兩段 再拜退 w、 次 二宮 使 亦 如， 之 •  fj- 氏人 並 諸家 使以， 次 執幣入 置-下 棚 T 各兩段 再拜退 出訖， 神 部 四 人 進 執，， 內藏 

寮幣 T 入授 -1 物 忌？ 退出 物 忌進納 -1 祌 殿-退出 • 祌部四 人 各 執- 1 食薦， 敷- 1 神殿 前-退出、 次 氏人 五位 以下 舁 -1 神 撰 机-依 レ次 

陣列 (以東 殿爲 首) 次 祌部异 n 酒樽 >  入 立- 1 諸 殿 前- (神酒 一 樽 立 n  一  二 殿 間， 一 樽 立，, 三 四 殿 間， 與， 机 相 配 社 醸 酒 四 缶 立 

中 重每殿 相當) 訖 五位 以下 退 W 復，, 外院 座； 內侍 以下 入 開 n 撰盖？ 次 酌， 酒奠 殿 別ニ坏 ( 一 坏 一 夜 酒 一 坏社隨 酒) 退 

出 就，， 祌殿 前， 屏 n 內座- (北面 東上) 次 大臣 以下 及 朝 使 氏人 就レ座 (北面 東上 重 行) 神馬 四 疋走馬 八疋牽 n 列 神殿 前 r 近 

衞少將 馬 寮 頭 前行、 次祌主 著-木綿 縵- 就- > 祝詞 座？ 兩 段再拜 拍手 四 段 訖各就 直 會殿座 T 次祌部 散裕、 次 馬寮牽 -1 祌 馬- 

廻 社 八 度訖、 賜-頭 並讎人 神酒-, 訖退 ffi、  〈近 衞少將 率- 1 近衛 等- 入而東 舞、 次 大臣 喚- 1 召使- ニ聲、 召使 稱唯 ffik 自 M 南方 r 

進 北 向 而立 大臣 宣 喚，， 宮內省 T 召使 稱唯 東南 一 K 二 許、 叉 喚 レ之ニ 聲亟種 唯趁立 (召使 立處) 大臣 宣 御飯 早速 今 賜 亟稱唯 


蒙 喚-, If  一一  ■ 部 二 六 人共稱 1 仰 去、 御 i,, 膳部- 稱唯大 i 以下 共 起 依， 巧. 分 匿 之訖大 置， (省亟 

立處) S 御 I 了、 于時 神祇 副 (若 I 則祐 代， 之) 喚，， 琴 師名テ > 共稱 唯、 次 喚，， 5 名 二人， 共稱 唯、 副 命 云 琴 

笛 相 和 (詞 云-, 美 許 止 環 衣安| -) 四 人共稱 唯、 先 吹， 笛 一成- 次 調，， 琴 聲； § 人 發レ聲 (先，， 祌祇， 後，， 雅樂，) 次 

祌 主倭 舞、 ，g 以」 亡 人、 逢 人 五位 以上 二人、 、六 位 以下 二人 觴三 行拍ま I、 齋 一 還，， 西門內 座， 換， 衣 卽還，， 

頓舍- 如，， 初 儀； 外 記 執，， 五位 已上六 位 早見 參文； 進，， 大臣， 大臣 覺了 返.， 外 記 復レ座 卽以， 二 ハ位早 I 文， 付，， 官 

吏； 此間 5? 役 部 等-積，， 祿物於 案 上， 了 £乂庭 中， 更ぉ 就，， 賜祿 座つ 唱，， 氏人 名-賜， 之訖- 大臣 以下 赴， t 場-令 

レ 馳，， 御馬- 內侍臨 i、 ま 讓女不 供と 見えた 乂 叉 江 震，. 二月 上 I 曰 蒙 先 十 許气 別 i 以， 可 4 五位 

以上 差 文， 覺，，長 者， 見畢 i  (辨 付，， 外 記， 上 卿 不參時 外 記 申，， 其 由-仰 云以， 辨可レ 爲，， 上， 代， 辨不參 者 史申こ 其 由- 仰 云 

以ニ參 I 大夫， 可き， 辨 代，) 曾 上 卿 is 聽所， (上 卿 S 辨 S 五位 已上 氏人 南北 f-ss 上 卿 P 南辨 

並 諸大夫 從.， 北 著， 之、 諸 司 使 中 有，， 氏ん， 者 同 著) 催，， 諸 司 使內侍 等， (有 官刖當 奉，， 辨仰ハ 以，， 雜色， 令， 催， 之內侍 近衛 

府 In 國 氏人-催 レ之) 有，， 漏-一一 ー獻或 一 獻使使 fii, 上 卿 率，， 辨 氏人 梦參向 i 者 殿 神馬 未 ，參， 辻 前 參若使 

使遲參 者或不，， 必 待，) 戶 座- (長者 參下 時立，幄自 餘不レ 立、 地上 敷レ 座) 六 位 別 當催，， 氏人 使 使等， 上 卿 座 二 

行) 辨座 ( 一 5 使 霊 ( 一 行菌 f 氏人 座、 賣並有 官別墓 、 座內醫 近 SII 響 長者 殿 神 

馬 使 以上 北面 東上 兩儀者 著， 外 院西門 西 第一 座 小 使 等 取， 幣立， 前) 祓畢 (異姓 使 使自此 退歸) 著，， 著 到 殿， (不 氏人 者 

不」 著 氏 六 位 以上 任， 著 到、 筆研辧 官設， 之 上 卿 西 面 五位 氏人 等 南面 京 上 有 官刖當 六 位 氏人 著-一 南 座- 無官 別當 氏人 著，， 

延喜式 祝詞 識義 五之卷  一 一,、：， 
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其 後 座， 並 北面 東上) 二 獻辨申 n 上 卿 f 曰 所 掌 令，, 定申 T 牟上卿 捭許辨 召， 1 有 官刖當 名， (一音) 稱唯 (乍 レ立レ 座稱レ 之) 

辨仰曰 所 掌 奉， 仕禮、 稱唯、 有官召 n 雜色， 召レ 簡見レ 之、 次 有 官申曰 六 乃 位 與利下 著 到、 仕禮留 若干 有 二目、 幾人 姓 尸 名 

姓 尸 名 無， 官 支， 幾人 姓 尸 名々 々 々辨 疊, 之 曰 (如， 1 彼 詞，) 稱唯辨 申 n 上 卿， (同 詞) 上 卿捭許 次叉辨 申-上 卿， 曰 倭 舞 乃 

人 令 n 定申, 牟上 卿埤許 次辨 召， 1 有 官別當 名， (一 音) 稱唯辨 仰 曰 和 舞 可，, 奉仕， 支、 六 乃位定 申世稱 唯、 有 官申曰 倭 舞 

可-奉仕， 支、 六 乃 位 其 官某丸 其 官某丸 辨， 又帖曰 然然 申歟、 稱唯辨 叉 心中 豫點 T 可レ 奉- 1 仕 和 舞， 五位 二人 ハ次辨 申- 1 上 

以上 四 人名， 上卿揖 許、 次 叉 召，， 五位 二人 六 位 二人， (各 名) 稱唯 (乍， 立, 座稱， 之) 辨仰 云和憐 仕禮稱 唯、 次 外 記 申，， 

代官-著- 1 膝 突 T 某 官々， -不， 參代 官給 牟上宣 誡多利 也、 外 記 申 曰、 某宫 代某官 姓名 誡 天候 不上宣 令レ勤 與.， 外 記 稱唯退 

m  (誡 fT 仰 某 人し 次 三獻下 レ箸、 次 起， 座 洗， 手 幣使內 侍 等參進 (先 レ是幣 置 n 御 垣 外 棚？ 待 n 內侍等 著 座，) 幣使 «,裕 置，, 

瑞垣 前， (再 拜兩段 退) 諸官 諸家 幣參入 如 k  (拜 法加レ 前) 祌部 執， 幣授 -1 物 忌， 奉 あ，， 祌殿， (四 裹是 內藏寮 也) 次 神 

部 四 人以， 1 食薦 (四 枚) 敷 神殿 前， 次 氏 上 卿 以下 供， 1 私幣， (或异 棚畢後 奉， 之) 次 氏 上 卿 以下 賢 r 机 次第 陳列 ( 以，， 東 一 

殿，， 爲レ 首帶劎 之人暫 解) 神 部 舁，， 酒樽， 參入立 諸 殿 前 (神酒 1 榑 立，， 一 二 殿 間？ 一 樽 立，， 三 四 殿 間 f 與 n 御机， 相 並 叉社孃 

酒 四 缶 立，， 中 重 T 毎 レ殿當 之) 次 上 卿 以下 退 ffi 復， 一外 院座 r 次 內侍入 開 二 御 膳 蓋， 酌， 酒 奉， 奠 (前 別ニ盃 一 盃 一 夜釀 酒、 

1 K 规社釀 酒訖、 是 就- 1 神殿 前 释內座 T 若內侍 有レ障 不参 用 >1 氏 五位 四 人 一) 次 藤氏 朝 使 参入 著 座 (北面 侍， 一 南 殿 東 傍，) 神 

馬 走 馬牽立 (神殿 前) 神主 著 木綿 縵 著， 一中 門 座 T 兩 段再拜 (朝 使已下 共拜) 讀二 祭文， 上 卿 以下 拍手 三度 著， 一直 會殿， (馬 

尙立上 卿 南面 辨並 諸大夫 東面 北上 六 位 氏人 在， 後) 神祇官 散い 祭 馬 寮 使 牽，， 廻 御馬， 八 廻 (廻畢 給 n 使官 人口 取 御酒，) 長 


者 殿 神馬 此次牽 q 廻 之 f 近 衞府使 令，, 東 遊 f 使 使 著，， 直會 殿， (北面 西 上)、 所 司羞, 瞎 (大臣 參時用 五 位官 內大膳 大炊備 

レ饌 也) 酒 觴三行 上 卿 召 = 召使 (二 音 無，, 上 卿， 時辨召 n 官掌， ) 召使 稱唯 立-直 會殿西 妻， (當， 一 庭 中， 若 臨：， 暗 時 上 卿 問 曰、 

誰 曾 召使 稱 n 姓名，) 仰 云 宮乃內 乃 省 召 世 召使 稱唯、 ffin 於屛 外， 召：， 之 (二 音) 有 官參入 (立，, 於 召使 立 所， 先名對 面) 

上宣 御飯 堅樂 仁給稱 唯、 ffi 召， 1 膳部， (二 音) 仰， 之 大膳官 人 申，, 御飯 給畢由 r 次 神祇 祐已上 就，， 南 座， (祐喚 U 琴 師名ニ 

人- 稱唯、 次 喚 笛ェ名 二人 稱唯、 祐云 n 御 琴 爾笛合 骨， 四人稱 唯、 ，^、 神樂先 神祇 次 雜樂) 次 令， 敷，， 倭 舞 座 I 次 倭 舞 (先 

祌主次 神司祐 以上 一 人、 次 氏 五位 一 人、 次 氏 六 位 一 一人) 矛、 拍， 手 1 段 外 記 奉，， 氏人 見参 f 上 卿 披見 畢召辨 給；， 之- 辨復 

レ座召 A 史給レ 之、 官掌 令い 積, 祿史 就，， 給， 祿座， 召，， 唱之， (在，， 庭 中，) 上 卿 以下 起レ 座受, 之ー拜 退出、 ，f^、 向，， 馬場， 馳, 走、 

と 見えて 大較 上なる 儀式に 違 ふ 事無し、 然れ ども 此頃は 巳く 齋 女の 事は絕 たるに や 其 事 見えす、 (儀式に も 冬 祭齋女 

不 供と 有れば、 齋女 無き 時の 式 は此次 第の 如くな りけ むと 思 ゆ) 叉 同書に、 春 日 祭 使途 中次 第 (春 日 祭 使 上申 日 春 日 

祭 前 一日 近 衞府祭 使參入 就，， 內侍所 f 令 J^T 參 TI 向 社頭 之 由 ：！ 若 召-, 御前， 使 率，, 舞 人並 陪從等 r 入い 自，， 仙 華 門， 參入 如，， 

賀茂祭 f 使 參內日 冠！ iSI 闕腋袍 木地 螺鈿 劍巡方 帶銀魚 袋、 發向之 時改， 1 装束，、 冠 直 衣野劍 鹿皮 尻 鞘 半靴、 共 諸 大夫皆 

著 n 織 襖， 攝錢 一家 中 少將時 勤 仕 祭 使， 云. <、 前 曰 於，, 里 第， 有-出立 儀； 舞 人 陪從裝 束 等 使 調 dm 之-有- 1 勸 求 子等？ 次 

渡レ 庭見レ 之.' 或 渡- 1 院御棧 敷 前， 共 諸 大夫各 著， 1 色色 狩 襖，) 於，， 內裏， 事訖 於，， 近邊 人家， 改， 1 装束， (攝 政關白 御子 孫者尙 

自，， 內藏 寮， 可 U 進發， 歟) 舞 人 十 人、 陪從四 位 八 人 五位 中 將叉八 人 加，, 陪從， 同, 上 (當府 並府官 人中 無, 止 宿老 者) 観官人 

二人 番長 二人 隨身皆 騎馬 共 人、 且相從 馬 副 八 人 騎馬 於，， 七條 大宮， 官人 行，， 除 目 f 左右 大辨各 一 人以 n 番長， 任い 之、 頭 中 
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將 I 人 以，！ 府官 人， 任 三、 大夫 判官 一 人 酒 正 一 人 今日 宿， 1 於 淀 美 豆 御牧 T 申 曰 著- 1 梨 子 原； 次改 = 装束， 渡， 1 大路， 如，， 一 條大 

路儀 r 經- 一山 階 寺 北 並 東， 著 n 城 殿 座， 其 座 辨次內 藏寮次 近 衞司次 馬 寮 次 諸 {呂 使， fi^ 長者 殿 神馬 使 社頭 事訖、 馳 n 御馬， 使馳 

引 馬 (隨身 騎馬 在 前 舞 人 等馳) 歸來解 レ劍放 レ髻隨 身 同 放レ之 著，， 梨 子 原， 終夜 醉遊 頭中將 召-一大 夫 判官 T 曰 御前 邊狼籍 恐 

有 n 犯人， 可，， 搦進？ 卽搦， 1 府下 部 一人， 爲，, 犯人； 問 レ之盜 人 申 云、 盜犯巳 實滅物 在，， 使 君 御衣 櫃 f 隨， 申 給，， 衣 榧， 預納 n 祿 

凡 K 宮人 等分 取 酉 曰 朝 官人等 戲設， 1鎊 馬 T 駄爲 レ馬以 i 爲， 1 雲珠 f 以-, 土器， 爲 n 杏葉； 載 T 無- 1 衆 下部 一人^ 群 

之？ 次歸京 至- 1 不退 寺 之邊之 間？ 叉搦盜 人令レ 申- 1 贓物， 如レ 前、 今度 預納， 1 褂單 衣， 分 取 如し 則、 ，h ^引 落大夫 判官， 每レ人 

雨足 鳜レ之 次 到 i 淀 立 4 田 鳴陣？ 官人 以下 皆 著レ笠 負- 1 胡錢； 府下 部 一人 令レ 著- 1 紅 衣 1 稱 -1 雷 公一 曰爲 -1 春 曰 明 神 御 使， 所- 1 達 

申， 也、 依 レ此可 T 至 二 大臣 大將ー 給 次官 人 以下 給祿、 次歸京 作法 在 別 云- と 見えた リ、 此 等に て當 昔の 形象 想像る 可し、 

(尙 下なる 大 原野 祭の 條に 委しく 云る 事共 を 對せ考 ふべ し) 叉 內藏寮 式 春 日祭條 に、 五色 薄 拖各ニ 丈 四 尺、 安藝 木綿 

八 斤、 絲四 約、 爆 布 四 端、 麻 小 八 斤、 * 料 商 布 二 段 一 丈 七 尺、 葉薦 1 枚、 付 木 四 枝、 明 櫃ニ合 (加，, 莒 形枋, 已 上官 物) 

使儲幣 五色 帛各 一 丈 五 尺、 安藝 木綿 大 一斤、 麻 小一 斤、 紙 三十 張、 付 木 1 一枝， 巾 料 洗 布 一 丈 三尺 (巳 上 寮 物) 使 等 装 

束 外 記 I 人史生 一 人、 辨官史 一 人、 史掌官 掌 各 一 人、 喚 使 1 一人、 寮 五位 助 以上 一 人、 史生ー 一人， 舍人 一 人、 仕 丁 一 

人、 近 衞少將 若中將 1 人、 近衛 十二 人、 馬 寮 五位 助 上 一人、 馬 部 一人、 御馬 十二 疋、 使官 人別 當色 一 領 (寮 物) 綰 

七疋 (寮官 料 自餘官 見，， 大藏 式， 以下 傚， 之) 調 綿 七 屯 細 布 五 端、 史生當 色 一 領緒ー 疋、 調 綿 二 屯、 調 布 三 端 (已 上宫 

物) 近 衞別緋 貲布袍 一 領 (寮 物 使鈉， 1 各 府隨, 損 請換通 rf 用伦 祭し 帛 1 疋、 調 綿 一 屯、 調 布 一端、 刀 緖料緋 帛七尺 五 


寸 布 蒂細布 1 丈 四 尺、 馬 部 貸 布 四 丈、 紅花 大 一 斤 (染， 衣料) 害； 幣仕丁 衣 商 布 一 段- 御馬^ 結， 額 料 淺排絲 一 ー兩、 m 

輕腹帶 各 一條 (賴絵 長 四 尺 ニ寸、 腹 帶長七 尺) 料 嗥布三 端 一 丈 四 尺四寸 (已 上官 物) 舍人細 布 二 丈 一尺、 紅 i 匕ヒ I 

斤、 寶 n 儲 裕， 仕 丁 衫料商 布 一 段 (已上 寮 物) 女 使 料緋親 一 疋* 綠緒 ニ疋、 鏢絹 一疋、 調 綿 一 百 屯 (巳 上內侍 料) 調 綿 

三十 屯 (閬司 女史 女孺並 一一 一人 各 十 屯 並^,, 寮 物，) 右 春 二月 冬 十 I 月並 上申 日 祭 之 前 一 日、 使 人 率-, 史 生-桑,, 備幣 訖、 

就-一 內 侍-申，， 進 發之由 f 著 寮 饗所然 後 向， 一社 頭， 下 諸 祭 准， 之と 有り、 (此に 謂 ゆる 付 木と 云 ふ 物 は、 幣帛 を 取 著る 

にて 天 石屋 段の 太 玉串の 遣 制なる 者な り) 叉大膳 式に 春 日祭雜 給料 (春 冬 並 同) 白米 ニ斛 (五斗 贄使料 一 斛、 P" 部 間 

食料 一 斗、 裝料四 斗 祭 料) 酢醬各 一 斗 五 升、 鹽三斗 五 升、 東 腹 三十 七 斤、 隱岐馥 堅 魚 各 三十 七 斤、 繩貫疲 二十 八 斤、 

煑 堅魚熬 海鼠 各 二十 九 斤、 雜脯 三十 四 斤、 蛸 二十 五 斤、 烏賊 二十 七 斤、 鮭 六十 四隻 半、 雜瞎百 二十 八 斤、 蹐百 二十 

斤、 雜腊五 JiT 堅 魚 煑汁三 升、 雜海菜 五 升、 海藻 六十 二 斤、 芥子 三 升 二 合、 盛 雜階一 籠、 覆 敷 案 料 信 濃 布 四 端 一一 一 丈 T 

敷，， 折櫃 一 百合， 布 七 端 一 一 丈 三尺-. 大笥 一 百合、 蒜 一 斗 四 升、 藤 一一 一斗- 蘿菔 七十 把、 萵宜七 斗、 葵 三 斗、 芹 三 斗、 蕓薹 

三 斗、 胡 森 五 升、 蘭 十 把 (已上 九 種 內膀司 所， 進) 弓弦 葉 二十 七擔、 干 柏 六 俵、 炬油六 升、 竹 三擔、 黑葛六 斤、 贅四 

牧、 干 柏 三 俊、 食薦 七十 八 枚" r 鮮魚 充レ直 (鮮物 菓子 雜器等 之 直 並 運賃、 料 布 二十 端) 官人當 色 ー領、 史生 膳部 等 明 

衣料 佐 渡 調 布 九 端、 染料 紅花 小 一 斤 五雨、 襌拭布 料 商 布 六 段と 有り (干 柏 を、 四時 祭式 春 日 祭 條には 唯に 獬と 記り、 

同 物 也) 叉 內瞎式 春 日 春祭條 に、 拖 1 疋綿ニ 屯 (官人 一 人當色 料) 調 布 四 端 (膳部 八 人 衫料各 二 丈 一 尺) 紅花 一斤 

(染 膳部 衫料) 紺 布 一端 (女 丁 裳 料) 商 布 六 段 (四 段 仕 丁 擔夫各 二人 衫料ニ 段 膳部 仕 女 等 巾 料) 右 雜物預 前 申， 省 自-, 
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大藏 省-請 受 (但 供祌 物見，, 神祇 式，) 官人 率-膳部 仕 丁 等， 赴， 1 向 祭 所- 以 供-其 事-秋 祭 准い 此 (擔夫 臨時 申レ 省) と 有り、 

(女 丁 仕 女 同じき 者 か 能く 尋ぬ 可し、) 

ス メラ ガ ォ ホミコ トニ マ t  力 シコキ  力 シマニ マス  タケ ：、 力 ヅ チノ ミコト  力 トリ 二 マス  ィ ヒ ヌシノ ミコト  ヒラヲ 力 二 マス 

天皇 我 大命 爾坐 世。 恐岐。 鹿 島 坐。 健 御 賀豆智 命。 香 取 坐。 伊波 比 主命。 枚 岡 坐" 

ァ. *  z コ ャ ネ / ミ n ト  ヒ メ  ？./  ョ C シラノ スメ ガ：、 タチ ノ  匕 ロマへ 二 マ ヲサク 

天 之 子 八 根 命。 比賣 神。 TO 柱 能 皇神等 能。 廣前仁 白久。 

天皇 我 大命 爾坐世 は、 平野 祭 詞久度 古 開神詞 にも 見え、 續紀 第三 詔に、 此乃天 豆 日 嗣之位 者 大命 爾坐世 大坐坐 而治可 

赐止 云々、 第 九 詔に 天皇 大命 爾坐 西奏 賜久、 第 十四 詔に 斯 天日 嗣高 御座 乃 業者 御 命 爾坐世 伊 夜 嗣爾奈 賀御命 聞 看 止 勅 

天、 第二 十五 詔に 御 命 坐 世宣久 云々、 叉 類聚 國史天 長 二 年 十月 詔に、 大命 爾坐世 石 作 山陵 爾申 給久、 また 文德 天皇 實 

錄嘉祥 三年 七月の 策 命に、 天皇 我 詔 31 仁 坐 天 御 柱 國御柱 祌等乃 廣前爾 申 賜 倍 止 申久、 また 三代 實錄貞 觀七年 二月 Q 吿 

文に、 天皇 我 詔 旨爾坐 掛長 岐 八幡 大 菩薩 乃 大前爾 申 賜 倍 止 申久、 と 見えた る を 通 考 るに、 佗 例 天皇 我 詔 旨 止 某祌乃 

廣前爾 申 賜 倍 止 申 久と云 ふに 異ならす、 然れば 天皇 我 大命 爾坐世 は、 鈴 屋翁說 の 如く 天皇 我 大命 爾 令い 隨 にて 句を隔 

て、 廣前雨 白久へ 係れるな り >  尙 下に 云 ふ を 見合す 可し、 (i^ 例 皆然り 天皇の 大御 命の 隨に 申傳 令め 給 ふと 云 ふ義な 

り) 歷朝詔 詞解三 (三十 九 丁) に 此義を 解て 云く、 坐 は 借 字に て 令 レ隨の 意なら むか、 先 坐 世 を 借 字なら むと 云 ふ 故 

は、 令 レ隨と は 本 麻と 云 ふが 卽ち隨 の 意に て. 其より 麻々 爾 とも 麻 爾々， _< とも 麻 加 世と も 云 ふなる 可し、 惜 大命 爾令 

レ隨と は、 先 萬 葉の 歌に 常に 天皇の 御 命 長み と 詠る は、 天皇 Q 大命 は 如何なる 事 にても 背き 難く" 其 詔 命 Q 隨に 長り 


て 仕 奉る 由に. て、 其 は 臣民 Q 方より 云 ふ 首なる を、 此 大命 爾 令レ隨 は、 其 を 天皇 Q 御 方より 詔 賜ふ詞 にて、 天皇 は 天 

下 Q 萬 事大 命の 隨に令 i 爲給ふ 由な り、 然れば 大命に 任せと 云 ふと 同意な り、 (借此 言 は 古 一一 目に 惟神と 申す 類に て、 天 

下 Q 萬 事 を 大命 Q 任に 物爲 させ 給 ふ 天皇と 申す 意に て、 此詞卽 ち 天皇の 御 事と 成れる にて、 彼 大命 に 坐 詔久と 云 る 類 

は、 天皇の 詔 曰 と 云 ふ 意、 又 大命 爾坐 世大坐 坐而と 云る は、 天皇と 爲 りて 大坐. てな り、 然れば 大命と は、 唯に 其 

詔 を 差て 云る に は 非る 事、 彼 第 六 詔 第 十四 詔な どの 語の 續 きを 以て 曉る 可し) と 云れ たる は、 甚美 好き 說な るに 就て 

思 ふに、 天皇 我 大命 爾坐世 云々 は、 天皇の 大御 命の 隨に其 事 を 違へ す 取傳て 申す 義 なる 可き なり、 然る は 右に 引る 嘉祥 

カム * カフ 

三年 七月の 策 命、 貞觀七 年 二月の 告文な ど を 按 るに、 天皇が 大御 命の 隨に某 神の 廣 前に 申 賜へ、 と 其 御 使 Q 人に 仰 

給へ るが、 其 を 取 傳て其 神に 白す 故に、 申 賜 倍 止 白 久とは 云るな り、 然れ ば此も 天皇 我 大命 爾 坐せ は宣命 にて、 其 御 

使に 仰 給 ふ 事に て、 云々 廣前爾 白 久は其 御社に 到て 演る言 なれば なり、 (祝詞に 宣命を 兼た る 事 は、 第三 卷の 初に 委 

しく 云れば 披き 見て.^ る 可し、 然る を 唯に 祝詞と 耳 見る 故に 盡 されざる 說 古今に 少 からすして、 何れも 允 常 を？ お ざ る 

なり、 考に 本文 を 天皇 我 大命 爾坐 衆、 と 改て今 本の 誤なる 由に 云れ たる は甚 しき 誤に て、 其說等 はた 悉く 强說 なり) 

恐岐 常に は、 掛卷母 恐 伎と 云 ふ 例な り、 續紀の 詔に 關母 恐岐、 また 掛長 岐と 見え、 其餘宣 命に 多く 且萬 葉に も數 多； f 

り、 倍此は 言に 掛て 申す も 恐し と 云ふ義 にて、 萬 葉 一 (八丁) に、 珠手 矛、 懸乃宜 久遠 神 吾大 王 乃 云々、 十 (五 丁) に 

カケ 

子等 名 刊關之 宜朝妻 之、 十二  (九 丁) に、 妹 登 曰 者 無禮恐 然爲蟹 懸卷欲 一一 目爾有 鴨な ど 皆 一 百に 掛て云 ふ 事 を 云り、 (： 今 

俗 一一 一一 a にも、 掛ても 云- -爲 まじな ど 云ふ掛 と、 少しも 異り 無し) 恐岐 は、 俗に 恐 多し 云 ふ義. なり、 記傳三 (四十 四 丁) 
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に、 志 古 は 古書に、 長 可 長 恐惶懼 など Q 字 を 書て、 (長 志 長 伎と 活用き て、 其 伎 は 加 伎 久祁と 活く首 なり、 〇 今 云 

其 長 志 長 伎と 活用 は、 其 長き 狀を 見て 云 ふ 一一 目に て 長 然の義 なり、 又 長 加 良牟、 長 加 利と 様に 活用 は 其畏く 有る 狀を以 

て 云 ふ 言に て.. 長 在の 義 なり、 叉 畏麻牟 、長 美、 畏牟、 畏 米と 活用 は、 長き 物に 對 ひて 長 縮す るに て、 將 ^ズ〇義 

なり、 また 長 良、 武長 利、 長留 >  長禮と 活用く は、 其 畏縮す 可き 前にて 自然 長 まる 事に て、 其 字爲レ 畏の義 なり) 

懼 恐るな り、 (又 賢 をも智 有る を も 云 ふ は、 然る 人 は 長る 可き 故に 轉 りて 云 ふなり) と 云れ たるが 如し、 偖 其 訶志古 

の 言 義を解 見る に、 心 醜と 彼處と ニ義を 兼て 活用け る 言な り、 心 醜の 醜 は 恐怖し き 形容 を 以て 相對ひ 難き 由なる 可 

し， (賢き 人智 有る 人 を訶志 古志と 云ふ此 なり) 彼處は 尊上 Q 方に は 近く 可から ざるが 故に、 遠く 仰ぎ 敬 ふ 由な り、 

(漢籍 論語に， 鬼神 者敬而 遠， 之な ど 恐懼す る 事 を 云 ふなり、 然る は 遠 放て 近 附ぬ義 に 說るは 曲 儒の 謬 解な り) 然れば 

心 醜と 彼 處とー 一義 を 兼た る 一一 一一！： なる が、 其 語 を 成す 上 を 以て 長と も 可 長と も 恐と も 惶懼 とも 當っ 可き 字義に 爲れ るな 

り、 偖 此に恐 岐掛卷 母より 續 くと は 異 りて、 唯に 其 神の 御稜 威の 恐懼き 由に て 言に 掛る 謂に は 非す、 (考に 恐 岐ちふ 

言 は、 伊勢の 神宮の 御 事に も 斯る所 は 無し、 言體 能く 居 侍らす 如何に ぞゃ、 と 難め られ たれ ど 誤な り、) 

鹿 島 坐 は祌名 式に、 常 陸 國鹿島 郡 鹿 島 神宮 (名 祌大、 月次 新嘗) と 有て、 餘 社の 例と は大に 異にて 宮 號を稱 せらる. 1 

事 は 神代の 功績に 依る 所な り， (其 由 健 御 賀豆智 命 Q 御 偉に 云 ふ 可し) 借 古語 拾 遣に、 武壅槌 神 今 常 陸 國鹿島 神是也 

と 有る 如く、 官 より 祭らる X 所 は 一 座の 如く なれ ども、 鹿 島 志と 云 ふ 書に、 左 天 兒屋命 右 經津主 i 叩と 記せり、 然も 有 

ぬ 可き 御 事な り、 斯 在れば 官 より は 掠ても 鹿 島 神宮と 祭られて、 座 數は幾 座と も 別ら れぬ 者な りけ り、 (然れ ば此三 


柱祌を 合せて 鹿 島 神宮 申す 事に て 武槌甕 神 一 柱を宫 より 祭られて、 餘の ニ祌は 祭らせ 給 はぬ かと 云 ふに 然らす 宫ょ 

り は 鹿 島 神宮と 稱 して 摁體に 祭らる- - なり、 然れ ども 鹿 島 神と 指す 時 は 武甕槌 神なる 事 云 も 更なり) 御鎭 座の 事 は、. 

常陸國 風土記 香 島 郡の 所に、 天地 草 昧已前 諸 f& 天神 (俗 云賀 味留岐 賀味留 美) 會； T, 集 八 百 萬 神 於-天 之 原つ 時 諸祖天 

神吿 IT, 云 今 我 御 孫 命 光 TI 宅豐 葦原 水 穗之國 T 自-- 高天原-降 來大 神名稱 -1 香 島 天之大 神- 天則 號 n 曰 香 鳥 之 宮-地 則 名- 1 豐香 

島之宮 T と 見えた る 如く、 天上なる 香 島之宮 は、 大 祌の祌 積り 坐す 常宮 なる が、 常 陸 Q 豐香島 之 宮は大 神の 御靈を 

留め 鎮め 給 ふ宮處 たり、 (借 天上に て 香 島 之 宮と云 ふ を、 此の 國 にて 豐香島 之 宮と豐 字 を 冠へ たる 所以ね 豐は ffil に 

て、 大地の 動み に 依れり、 其 は 大地に 天日 を 中心に して 三百 六十 五日 有 奇の大 蓮 有り、 又 一日一夜に 一 轉の地 動 有る 

が 故、 寒暑 晝夜 Q 差別 有りて 天神 Q 造化 此れに 依りて 行 はれ、 神祇の 全能 此れに 因りて 發る \ ことなれば、 世 問に 在 

りと 有 ゆる 物事 Q 上に、 此れに 勝れる 美 好き 事な く、 叉 此れに 超へ たる 豐ト 太き こと 無き が 故に、 此 Q 大地 上の 事に は豐 

の 語を从 へと 稱辭と は物爲 るな り、 然 れば祌 名に も豐某 神と 申せる が甚多 かり、 其 も 此國の 神が 此國に 降 坐て 功 を 立 

合 ふ祌に 非れば 稱 さぬ 例に て、 天神に 食 坐る 事 無き なり、 然る を 天 照 太 御 神の 御 事 を 鎮魂祭 歌に、 豐日 霧と 稱 奉れる 

よ， 比國 にて 後に 稱 奉れる 御名なる が 故な り熟此 差異 を 思 ふ 可くな む) 鹿 島と しも 稱ふ由 は師說 に、 風土記に 武甕槌 

ゆ を 香 島 大^と 雜し、 其 坐し 處を香 島 之 宮と號 し を、 此國 にて は 豐香島 之 {呂 と 名く と 云る を 思 ふに 疑 無く. - 鹿 を 愛 養 

ひ 置 給へ る 島なる 故の 名な り」 と 云れ し は 信に 然る 可し、 然れ ども 迦具志 摩と 訓れ たる は 如何 有む、 國 造本 紀に建 借 

馬 命と 有る を、 風土記に 建 借問 命と i たれば 舊訓の 如く 迦志 摩と 訓むぞ 宜し 在る 可き、 (萬 葉 二十 卷 なる 那賀 郡の t 
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丁 大舍人 部 千 文が 歌に、 阿良 禮布理 可 志 麻 能 可 美 乎 伊能 利 都々 須米良 美 久佐爾 和 例 波 伎爾之 乎、 と 見え 和名 抄 にも、 

常 陸 國鹿島 郡 加 之 末と 有り) 侍 此神宫 の 御 位の 事 は、 景雲 二 年 大和 國春日 社に 祭 給へ る 後、 其本宫 の 御 事 を 兼て 春 日 

社に て 執行 はせ 給 ふ御定 にて、 巳に 上に 引る が 如し、 往昔より 毎廿箇 年に一度 造 替爲ら る \ 御定 なりけ らし、 日本 後 

紀に、 弘仁 三年 六月 辛 卯、 是日 神祇官 一 百 住 吉香取 鹿 島 三 神社 隔，, 廿箇 年： 皆 改作 積 習 爲レ常 其弊不 レ少、 今須 T 除- 1 正殿， 

外 隨レ破 修理 永爲 * 恒例.. 許レ 之と 見えたり、 (已 に此 頃妖怫 Q 毒 盛に して 神事 を 疎略に 爲 させ 給 ひ、 延曆の 世 石 上祌宮 

に 一 十五 萬 七 千 人の 單功 を惜み 乍に 延曆 寺と 云 ふ 大寺を 建立し、 弘 仁の 世 此住吉 香 取 鹿 島の 造替 Q 料 を惜み 乍に 高 野 

山 を 創建す るな ど、 自佗 本末の 意 を 遠へ たり 悲しむ 可し) 此に 因て 臨時 祭式に、 凡 諸國祌 社隨, 破 修理、 但攝 津國住 

吉下總 國香取 常 陸 國鹿島 等 神社 正殿 廿年 一 度 改造 >  其 料 便 用，， 神稅， 如 無，， 祌稅， 卽 充，， 正稅， と 有り、 斯 在れば 弘 仁より ■ 

已前は 正殿 は 更なり 悉く 造替 有し 事と 見 ゆ、 倚此は 何時より 定り けむ、 大神宮 諸雜事 記に、 天武 天皇 朱 雀 三年 九月 廿 

日、 依- 1 左大臣 宣奉 勅， 伊勢 二 所 大神宮 御 祌寳物 等差，， 勅使， 被， 奉ん 畢 (色目 不記) 宣 31 狀倆ニ 所 大神宮 之 御 遷宮 事廿 

年 一度、 應レ 奉レ令 ，，遷 御， 立 爲，， 長 例， 也 云. <、 抑 朱 雀 三年 以牲之 例 二 所 大神宮 殿舍 御門 御 垣 等 波 宮司 相 n. 待 破損 之 時， 

奉，, 修補， 之 例 也、 而依， 一件. Mih, 定， 1 遷宮 之 年限 i 又 外 院殿舍 御倉 四面 重々 御 垣 等所レ 被， 一造 加， 也と 有れば、 此 度な ど定 

りけ るに や、 然れど 國史に 見えす、 (但ニ 所 大神宮 Q 廿 年に 一 度の 遷宮 は、 1K 武 天皇 彼 壬 申の 御 軍に 勝利 を 得 給 ひし 

報謝に 依れる 事 神宮の 書 共に 記せる 如くなる が、 住 吉香取 鹿 島 三 神社の 事の 例に は 引 難き に 似たり と雖 も、 必鹿島 神 

の御祐 有つ るなら むと 思 ふ 由 有り、 天武 天皇 御紀 に、 牟狹社 所 居 名 生 雷祌者 也と 人に 託り て 諭 奉 給 ひし 事 有る 生 雷神 


は、 建 御 雷神の 建 を 省きた ると 聞 ゆれば なり、 牟狹は 武者の 字 昔 を 以て 呼る 物なる 可し、 祌名 式に、 大和 國高 市！！ 牟 

佐 坐 神社 大月 fi^ 新嘗と 有て、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日、 奉, 授 n 大和 國從 五位 下牟佐 坐神從 五位 上， と 見えた 

る社此 なり、 然れば 壬 申の 度に 御 祈 共有し 報謝に 住 吉香取 鹿 島の 造營の 事は定 させ 給へ るに や)， 三代 實錄 に、 貞觀八 

年 正月 廿日 丁酉、 先 是常陸 國鹿島 神宮 司 言 鹿 島 大神宮 總 六箇院 二十 年 間 加，， 修造 r 所レ 用材 木 五萬餘 枝、 工夫 十六 萬 九 

千餘 人、 料稻 十八 萬 ニ千餘 束、 採， 1 造 宮材， 之 山 在， 1 那賀 郡？ 去宮 二百 餘里 行路 嶮峻挽 運多レ 煩、 伏 見造宮 材木 多用，， 栗 

樹， 此樹 易, 栽、 亦復早 長宮邊 閑地 且 栽，, 栗 樹五千 七 百 株 榲四萬 株 T 望 請 付 ，1 祌 宮司， 命，, 加殖， 兼，, 齋守， 太 政 宫所分 並 依 

レ請、 と 見えたり、 (日本 後紀延 曆廿四 年の 下なる 石 上 神宮の 功 程 を 奏する 文に • 單 功一 十五 萬 七千餘 人と 有る に黌髴 

たり、 是を 以て 此 神宮の 大 造なる 事 想像 奉る 可し) 日本 後紀に 延曆廿 三年 六月 丙 辰、 制 常 陸 國鹿島 神社 云々 等 宮司 人 

懷 一一 競 望， 各稱 n 譜第， 自今 以後 祌祇 官檢， ー舊記 T 常簡， 1 氏 中堪， 事 者， 擬補申 レ官と 有り、 神宮 司と 稱 する 事 其 仕 奉る 神宮 

Q 甚 重きが 故な り、 臨時 祭式に、 凡 諸 神宮 司禰宜 季祿者 云々、 下 總國香 取 神宮 司、 常 陸 國鹿島 神宮 司、 越前國 氣比祌 

宮司 並 准 ニ從八 位官， (並 以封戶 物充, 之) と 見 ゆ、 (漸 後世に 至りて は、 漫 りに 宮司 社 人の 位階 を 高く 上せ 給 ふ 事と 爲 

れ k ば 珍しから ね ども、 往昔 は然ら す、 大神宮 禰宜 すら 從七 位官に 准 せらる- -事 なり、 是を 以て 從八 位官に 准 せらる 

る も 諸 社に 異なる が 故に 別に 記された るな リ、 此等を 除て は 能 登 國氣多 神宮 司 准，, 少初 位官 f 以， 一 神 封， 給, 之と 見 ゆ， 

其餘 社の 祠官は 悉く 無位な りしな り， 香 取 鹿 島の 祌 宮司の 重き 事 知る 可し) 當宮攝 社の 事 は 常 陸國廿 八社鎭 記に、 

高 房 神社 在， 一本 宮前， 是 謂，, 倭 文祠； 叉 謂，： 之 奏者 神， 祭祌 建羽槌 神と 見 ゆ、 倦祌名 式に、 同 國久慈 郡 靜祌社 (名 祌大) 
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と 有る を、 西 山 遣 事に 手 力 雄 命 を祀ら る- - 由なる が、 其處 にも 高 房 神社 有て 所 祭 健葉槌 命なる 由 右の 廿八社 記に 云 

り、 古語 拾 遣 石屋 戶 段に、 令，， ， 天 羽 槌雄神 (倭 文 遠 風 也) 織 n 文 布， と 見え、 祌代紀 御 天降 段の 正書の 分 註に、 1 云 二 

神 遂誅- 一 邪神 及 草木 石 類， 皆 已平了 其 所 レ不ぃ 順 者 唯 星 神 香香 背 男 耳、 故 加 遺- 1 倭 文 神 建葉槌 命， 者 則 服 故 一 一 神 登 i 天 也 (倭 

文神此 云， 一 斯圖梨 俄 末，) と 有れば 文 布 織の 神に 在せ るが、 此時ニ 神 (香 取 神 鹿 島 神) の 殿 を 物 爲給ふ 故に 後 取の 神と 

は 申せる を、 似た る唱の 別々 なる が 一 つに 合て 倭 文 神と 稱ふ 事と は 成れり し 者な り、 (神 名 式に、 大和 國葛下 郡 葛 木 

倭 文 坐 天 羽 雷 命 神社、 大月 ft^ 新嘗と 見え、 其 餘諸國 に 倭 文 神社 多 かり、 皆 同 神な り、 借 香 取 神宮の 攝社 にも 高 房 神社 

有て 祭る 所 此に全 同じ) 板 神社 祀， 一高 倉 下命， は、 天 香 山 命の 亦 名 此祌宫 に由緖 有る 事 は、 神武 天皇の 御世に 布 都 之 御 

靈叙を 降し 給 はりつる に 依れり、 神 名 式に、 大和 國 城下 郡 鏡 作 伊 多 神社と 有る、 伊 多と 板と 同 言 なれば 社說 信に 諾ふ 

可し、 然るに 此社を 見目 神と 申す 事 は 鏡 作 神に 在せば なり、 (師説に、 社 記に 高 倉 下命と 有る を 思 束 無し」 と 云れ た 

れど 中々 に 誤れるな り) 年祌社 在， 一 北宮下 村， 住 吉三神 後 加，， 神 功 皇后， 也と 見 ゆ、 此は 三韓 御 征伐の 御 時 皇軍 を 助 奉り 

て 先鋒と 爲り給 ふ 所以に 依れり、 此事 國史に 所見 無しと 雖 も正說 なり、 (斯る 故なる にや 住吉 末社に 楣 御前 社 矛 御前 

社 有る、 其 を 香 取 鹿 島 神と 古く 云傳る 事な り、 叉 神 名 式に、 攝津國 住 吉郡生 根 神社 大 月次 新嘗と 有る は、 諦 しく 鹿 島 

大神成 可き 由 下に 云る が 若し) 沖洲 神社 此を 息洲 神社と も稱 へり、 祭神 は岐 神なる 由 鹿 島社傳 記に 云る は 決めて 古說 

な p> 此は祌 代紀御 天降 段 第二の 1 書に、 於是大 巳貴祌 云々 薦 =, 岐祌於 己一. 祌， 曰、 是當- 一代， 我而 奉,， 從也 云々、 故經津 

主 祌以岐 祌爲， ー鄕 導， 周流 削 平 有， 一 逆 命， 者、 卽加， 一 斬戮， 歸順 者、 仍加， 1 褒美， と 有る 此に 依れり、 (此事 委しく 師 の 玉櫸に 


云れ たり、 此を住 吉祌と 云 ふ說は 由な し、 尤春日 社に も 岩 本 神と 云 ふ 有り、 次て 岐祌 ならむ と 所思し きを、 住 吉祌と 

偉たり、 其 下に 辨 るが 如し) 八 龍神 社 二 座 相 向本 宫傍ー 又 四 座 在 一一 樓門 ニー 座 相 向 在， 一町 左右？ 祭- 1 高 M 神， 謂，, 之 龍神， 

と 見えたり、 此は火 神の 御骸 より 成 坐て 共に 大祌の 御 由緣に 在せば 祭られ 給 ふなる 可し、 (香 取 神宮に も 樓鬥八 龍神 

有りて 各々 其 名 異なり、 然れ ど甚疑 はしき 名の 狀 なり) 尙常陸 風土記に、 行方 郡自郡 西北 提賀里 云々、 其 里 北 在 香 島 

祌子之 社と 有り、 香 取 志と 云 ふ 書に、 香 取 神宮の 攝社、 叉 見 神社の 祭神 を 記せる 中に、 鹿島大 神の 御子 武沼井 命と 串 

す 御名 有れ ども、 其 ffi 所 を 詳に爲 ざれば 其と も 定め 難し • (年中行事 秘抄に 引る 高 橋 氏 文に、 景行 天皇の 詔勅 を 載た 

るに、 大倭國 者 以行 事負レ 名國奈 利と 有る 如く、 上古に 名の 定る 所以 は 各 其 行事の 上 を 以て 稱る 例に て、 如何に 止 事 

無き 神の 御子と 坐せ ども、 然 まで 功 も 坐ぬ に は 殊に 御名 有る 事 無き なり、 然れば こそ 鹿 島 神 之 子 香 取祌之 子と 様に は 

傳 へたる なれ) 叉 鹿 島 大祌の 苗裔 祌と稱 す 社 有り、 三代 實錄 に、 貞觀八 年 正月 廿日 丁酉、 云々 常 陸 國鹿島 神宮 司 一一 目大 

祌之 苗裔 神 三十 八 社 在 陸 奥 國菊多 郡 一 (祌名 式に 見えす、 國 造本 紀に、 道 奧菊多 國造輕 嶋豐明 御代 以， 1 建許呂 命兒屋 

主刀禰 一定 n 賜國造 一と 見えて、 建 許 呂命は 常陸國 茨城 國 造の 祖 なれば 由 有り.' 然 らば 苗裔 神と 申す は 末社の 意なる 可 

くや) 磐 城邯十 一 (祌名 式に、 鹿 島 神社 有りて 其餘は 未詳な り、 國 造本 紀に、 石 城國造 志賀高 穴穗朝 御世 以 -1 建許呂 

命， 定 賜國 造， と 有れば 此も其 員に 加り 給 ふに や) 標葉郡 一 (國 造本 紀染 羽に 作れり、 神 名 式斯波 郡に 見え. fO 行方 郡 

一 (祌名 式に 鹿 島 御子神 社 有り 此 なり) 宇多 郡 七 (神 名 式に 見えす、 子眉嶺 神社 名神大 有れ ども、 上 毛 野 朝臣 同祖 吉 

?i 候 部 氏なる 可ければ 此は別 也) 伊具 郡 1 (神 名 式に， 常 郡 熱 日 高 彥祌社 鳥屋 嶺 神社 二 座 有る 中に、 熱 日 高彥祌 社な 
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ら むと 思 ゆ、 此社島 田 村に 在て 日 高 明 神と 云り とぞ、 國 造本 紀に 伊久 國造 有り) 百 一理 郡 二  (祌名 式に、 鹿 島 伊都 乃 比 

氣祌社 今 北山 村に 在り、 鹿島緖 名大 祌社今 在 鹿 島 村 また 鹿 島 天 足和氣 神社と 云 ふ も 在り、 斯在 は亘理 郡と 有る に、 式 

にて は 三 社な り) 宮城 郡 三 (神 名 式に 四 座 有れ ども、 今 思 ひ 合せら る- -社號 見えす) 黑河郡 一 (祌名 式に、 鹿 島 天 足 

別祌社 有り) 色 麻 郡 三 (祌名 式に 無し) 志 太 郡 一 (常 陸國 にも 信 太 郡 有り、 倦祌名 式に 敷 玉 早 御玉 祌社 有り、 此 なる 

か) 小 田 郡 四 (祌名 式に 見えす) 牡鹿 郡 一 (神 名 式に、 鹿 島御兒 神社 有り) 聞， 1 之 古老， 云、 延曆 以往 割，， 大神封 物， 

奉 TI 幣彼諸 神社？ 弘仁而 還 絕而不 レ奉由 i 是諸 神爲レ 崇物怪 宴繁、 嘉祥 元年 請，， 當事， 移， 狀 奉， 幣、 向， 彼 而陸奧 國稱， 無，， 

畢カ 

舊例 T 不 レ聽レ 入レ關 宮司 等 於 11 關外 河邊， 殺，， 棄 幣物 T 而歸自 後神 祟不， 止 境 內早疫 望 請 下 知 彼國？ 聽， wfT 入關， 奉， 一裕 於 

諸 社- 以 解-一 神 怒 T 其幣料 用，, 大神封 物， 云々、 太 政 官處分 並 依；， 請と 見えたり、 (嵯峨 fK 皇弘 仁の 頃より 幣を 奉らざる 事 

と爲 りたる は、 朝廷に て 專漢樣 の 御 事 を 行 はせ 給 ひ 馴て漸 神事 を麁 略に 爲給ふ 程な りし 故に、 自然 其 弊の 下に 及べる 

なり) 倍 此鹿島 大祌は 上に 巳に 云る 如く、 春 日に て 祭らる. - 事と 成しより、 祌位も 何も 其 社に 就て 奉られ. 叉 共 封 物 

を も 割ち て 春 日 祭の 料に 具 ふる 事と なれる 由 なれ ど、 尙 其本宮 にも 御 使 を 奉らせ 給 ふ 事 有り、 其 は內藏 式に <  鹿 島 香 

取 祭 (率 川 祭の 下大 原野 祭の 上に 在り、 但 四時 祭式に 載られす) 鹿 島 社 (宮司 薩宜祝 各 一 人物 忌 一 人) 香 取 社 (宮司 

禰宜各 一 人物 忌 一 人) 社 別 五色 薄拖各 一 丈、 安藝 木綿 二十 枚、 盛 裹料商 布 1 段、 布 綱三條 (一 丈長 一 丈 二 尺 三 條各長 

五尺廣 六寸已 上官 物) 明櫃ニ 合、 調 布 二 丈 (敷櫃 料) 荷 覆 ニ條、 禰宜 人別 拖 一 疋 >  % 忌 人別 夾纈布 淺綠帛 各 三 丈 (巳 

寮 物) 紫 纈帛三 丈. 縹帛 六尺、 詣 I 疋、 綿 二 屯. 宮司 當色 一 領、 禰宜祝 人別 常 色 一 領、 社別雜 給料 絲 二十 絢 (巳と 


官物) 使 等 装束 藤 原 氏 六 位已下 一 人、 寮史生 一 人 賫幣夫 一 一人、 使 料當色 一 領、 夾纈紅藤纈.^;<子帛各 一 疋、 中綠帛 ニ疋、 

調 綿 二十 屯、 細 布 三 端 (ID 上官 物) 淺綠綾 淺綠帛 各 一 疋 (已上 寮 物) 史生當 色 I 領 ニ疋、 調 綿 六 屯、 曝 布 二 端、 賫幣夫 

別衫 ー領、 料 紺 調 布 二 丈、 布帶 1 條 (長 八尺已 上官 物) 使 等 上 道 日 錢料錢 一 貫 文、 右 使 名簿 前-二月 春 日 祭 ニー 十日、 

大臣 下 當官寮 差 JI 點史 生？ 申、 目預裹 T1 備 幣物-其 使等當 日賫, 幣發, 寮 向國と 見えたり、 (前 二 春 日 祭 ニー 十日と 有る は、 

行程の 遠き に 依れり、 祭日 は 同じく 上申 日なる 事 云 ふ も 更なり) 常 陸 風土記 信 太 郡の 條に、 檟浦 之津便 置， ー驛 家, 東海 

大道 常 陸路、 所以 傳驛使 等 初將ぃ 臨， 國、 先 洗-一口 手， 東面 拜-香 島 之大祌 ー然後 得い 入 也と 有る は、 此祭使 を 初て 京より 

下らる.^ 官人 は、 例と して 禝浦 之津 より 大神 を拜 奉る 事と 聞え たり (其國 に 入る の 初めに、 先 大神拜 て 後に 向 ふ 事 は 

古き 例に て、 伊勢 太 神宮 式に 凡 驛使入 n 大神宮 搏ー 者、 到 n 于飯高 郡 下 樋 小川， 止 n 鈴 聲-と 有る は、 已に祌 郡に 入る 故に 

鈴聲を 止む る 事なる が、 正 應六年 七月 十三 日 公卿 勅使 御參宮 次第に も、 其 宿々 にて 大神宮 を遙拜 する 事な ど 見えた る 

を 思 ひ 合す 可き 者な り) 叉 臨時 奉幣の 事 は 類聚 符宣抄 に、 村 上 天皇 1K 曆五年 正月 廿 二日、 鹿 島 香取兩 社に 勅使 奉幣の 

由 見えたり (但前 祭 二十日 云 A と 上に 見えた る 如く なれば、 一 一月 上申 日の 勅使の 京より 發 遣せ るを遞 記せるな る 可 

し) 百練抄 に、 四條 天皇 仁 治 二 年 二月 十二 日、 去 頃 鹿 島 社 燒亡垂 跡 以後 無 n 此災 r 但不開 之 御殿 不， 燒 云々、 社司不 

參會， 鉢 者 供 僧 等 奉， 取 之？ 同年 十月 十七 日 辛 未 被， 發； I 遣 鹿 島 香 取兩社 奉幣 T 使 神祇 權少副 大中臣 行 輔被レ 謝： H::- 

火事， 也、 と 有 も 臨時の 例な り、 (不開 之 御殿 は 鹿 島 志に、 正殿 は 常に 御 扉 を W 奉れ は不開 殿と 云 ふと 云へ り.、 然れば 

正殿の 外雜 舍の燒 亡せ るな り..) 

延喜式 祝詞 講義 五之卷  三 九 七 


\ 


延喜式 祝詞 講義 ff! 之卷  三 九 八 

健 御 賀豆智 命 SS 自は、 祌代紀 神 達 生 坐 段 第 六 Q 一書に" 于時 伊諾尊 云々、 遂拔 n 所帶十 握^, 弊- 1 軻遇突 智-爲 ヒー 一段 T 

此各化 n 成 神， 也、 復劍 垂血 是爲ヒ K 河邊 所在 五百箇 磐れ-也、 卽 此經津 主神 之 祖矣、 復劎 鐸垂血 激越 爲祌號 曰、 甕 速 

日 神 f!, 〈瘼速 日 神 其漠速 曰祌是 武甕槌 祌之祖 也、 (亦 曰 甕 速 曰 神、 次 漢速曰 神、 次 武甕槌 神) 復^ 鋒垂. ^激越 爲レ 祌號 

曰-一 磐 裂 神 一次 根 裂祌、 次 磐 筒 男 神、 ( 一 曰 磐 筒 男 命 及 磐 筒 女 命) と 見え、 叉此 なる 一 書に、 亦 曰 斬- ー輞 遇突智 一時 其 

血激 TT 越- 染於天 八十 河 中 所在 五百箇 磐石？ 而因 化成 神號 曰- 1 磐 裂 神 次 根 裂 神- 兒磐筒 男 神 次 磐 筒 女神 兒津 主神と 見え、 

古事記に は • 於是 伊邪那岐 命拔 T 所-御 佩-之 十拳劎 h 斬，, 其 子迦具 土神 之 頸， 爾 著- 1 其 御 刀 前-之 血走 n 就 湯津石 村？ 所 成 

祌 名石拆 神，^ 根 拆神次 石 筒 之 男 神 (三 祌) ，ft^ 著 御 刀 本 血 亦 走 就 湯 津石村 所 成 神 名 甕 速 日 神、 次 樋 速 日 神、 次 建 御 雷 之 

男 神 亦 名 建 布 都 神 亦 名 璺布都 神 (三 祌) 云々 と 見たり、 此 等と 合せて 思に、 伊邪那岐 大神其 御子 軔遇突 智祌を 斬 給 ふ 

所の 血、 其 Q 御 刀 の^よ リ垂 落り て激 上れる が 天の 安河 原なる 五 百箇石 村と 成れり ける が、 其の 石 村に 彼 御 刀 Q 鋒よ 

り垂 落る 血の 激越た るに 依て 其 相 混合せ る 祌氣の 凝て、 磐 裂 神 根 裂 神 二 柱 夫妻 俱生 坐るな り (但此 ニ祌を 夫妻と 云 ふ 

事 は 此に用 無ければ、 經津 主神の 御 傳に云 ふ 可し、 倦 神 達 生 坐 段 第 八の 一 書に、 伊 群諾尊 斬-一 軻 遇突智 命- 爲 五段 云 

々>  是時 斬血激 n 灑染於 石礫樹 草？ 此草石 沙石自 含， 火之緣 也と 見えた る は、 此磐裂 根 裂に 就た る 事な り、 其 は 下に 云 

ふ 可し) 此ニ祌 の 子に 磐 筒 男 命 磐 筒 女 命 夫妻 二 神俱生 坐る、 其 御子 は經津 主命な り、 (此 神の 事 は 委しく 下に 云 ふ 可 

く 思 ひて 此は閣 つ) 若て 其 御 刀の 本鐸の 處に垂 落り つる 血の 激 上れる に は、 甕 速 日 祌チ、 に 漢速日 神 生 坐して、 其 御子 

は武 壅槌祌 なり， (此 等の 事の 論 ひ は 古史 徵に論 へれば 今 云 はす) 斯 在れば 經津主 神武 甕槌神 共に 其 成 坐る 因緣 より 


云 ふ 時 は • 伊邪那岐 大 祌の裔 なる 物から、 其 生 出る 物實を 以て 申す 時 は 火 之 迦具土 鉢の 末なる を、 神代 紀の御 天降 段 

の 正書に は、 時 有-一天 石窟所 住祌稜 威雄 走 神 之 子 甕 速 日 神寫^ 速 日 之 子 燥 速 日 祌燥速 日 神 之 子 武甕槌 神， 云々 と 見え、 古 

事 記に も" 坐-一天 安河 河 上 之 天 石屋-名 伊都 之 尾羽 張 神 云々、 其 祌之子 建 御 雷 之 男 神 云々、 と 見えた る證據 健なる 上 

は、 伊邪那岐 大 神の 御子 十拳劍 の神靈 伊都 之 尾羽 張 神の 御子と 申さむ ぞ受 ばりた る 論に は 有る 可き、 然 れど此 尾羽 張 

祌と、 其 斬られ 給へ る迦具 土神と 二 柱の 祌靈 の合擬 成て 生 坐る 事 云 ふ も 更なり、 記傳 十四 (三 丁) に、 「其 血 は 母の 

如く 此刀は 父な り、 故 上に は 因， 1 御 刀， 所 成 之 神 也と 云 ひ、 此處に は 直に 御 刀 神の 子と 云り」 と 云れ たる は 然る 言な り 

(然る を師の 神代 茶 圖に、 經津 主神の 御祖と 坐す 磐 裂 祌根裂 神の 系 を、 天 安河 原 之 五 百箇石 村より 係け て- 此者依 五 

百 箇石村 而成坐 之祌等 也、 と 記せる は 然る 言 なれ ど、 其 は 上に 引る 神代 紀に、 劍 垂血 是爲， 一天 安河 逢 所在 五 百箇磐 

石， 也、 と 有る に 依られた るなる 可 けれど、 一書に 其 血激っ 越- 染天 八十 河 中 所在 五百箇 磐石， 而 因 化成 祌號曰 ，1 磐 裂 神 

ff^ 根 裂祌， 云， -と 有る、 其 磐 裂 根 裂 神 以下の 神 名を脫 せる なれば、 五百箇 磐石 を 以て 經津 主神の 祖とは 云 ひ 難し、 叉 

力 キイ レ 

同書 甕 速 日 祌の左 注に、 此者 依，, 御 刀 之 御靈， 而成坐 之 神 也と 有れ ど- 此も亦 其 五 百 筒 石 村に 就て 成 坐れば、 御 刀の 御 

靈と 申す 事 闇 推に 近し、 叉 武赛槌 神の 祖稜威 之 雄 走 神 も 天 石 窟に住 坐れば、 石に 緣 なしと も 云 ふ 可から ざるに 似た 

り、 實に は經津 主神 武讓槌 神の 祖等、 其 稷威之 雄 走 神の 神體と 坐す 十 拳 斂の迦 具 土神の 御 骸に觸 て 出 る 所の 血の 鋒に 

垂 落れ る は、 經津 主神の ffi 自と 成り、 且鋒を 司 給 ふ 因緣と 成り、 譚に垂 落れ る は 武甕槌 神の 出自と 成り 且劍を 司 給 ふ 

所 由と 成れる が 其 五 百箇石 村に 注ぎた るに 祌氣を 得て 成 坐る が、 其 本來の 由緒に 依て 磐 裂 根 裂祌は 木石に 透 入て 萬 物 
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含 火の 幽契 違 はす、 且稜威 之 雄 走 神の 石 窟に住 給 ふ 幽契 も 其に 根ざす 事な り) 稜威之 雄走祌 は、 伊邪那岐 大 神の 迦具 

土神 を 斬 給 はむ と 以爲る 御 靈の御 刀と 化成 給 ひて 迦具 土神 を 斬 給 ひ、 接 威々 々しく 武き 勁き 御 德を具 御 在す 由の 御名 

なり、 (記傳 十四に、 此祌は 伊邪那岐 大 神の 迦具 土神 を 斬 給 ひし 御 刀の 御靈 にて， 卽其御 刀の 名 を 天 之 尾羽 張と も 伊 

都 之 尾羽 張と も 一 K ふ 由 上に 見えたり、 借 其 處には 神と 云ざる は 直に 其 御 刀 を 差す 故な り、 此は其 御 靈を云 ふ 故に 神と 

云り， r と 云れ し は 本末の 相違な り、 ^具 土神 を 斬 給 はむ と 所思 凝し 坐す 靈は卽 神に して" 其 思 を遂給 ふ處は 也、 然 

れば 神は體 にて 鈕は其 用なる 事 著明な り) 稜 威は甚 しき 意と 速け き 意と を 兼た る 一 百な り、 然れば 神 氣の內 に 充て 勢の 

外に 動く を 云 ふ 一一 目な り、 言義 伊都 は氣津 にて、 津は湊 る 意と ffi る 義とを 兼たり、 此 故に 惡 神の 上に 道 速 振と 云 ふ も 其 

氣津の 度に 超過て 暴 凶に 至るな り、 叉 伊豆 も S を燭り 同一 百 同義な り、 淸氣の 湊り充 るが 淨ら けき なれば 異る 言な し . 

此 故に 嚴 字を當 たり 冠 辭考に 記された る 如く、 古事記に、 伊 登 志和氣 王と 云 ふ 同じ 王 を、 垂仁 天皇 御紀に は、 膽武別 

命と 書れ たり、 此膽 武も此 なる 梭 威に 近 かる 物 を や (巳に 記 偉に 記された る 如く 漢書に、 儋， 一 乎 隣國， 註に 神靈之 威レ曰 

レ 接と 有り、 此 意に てぞ 書れ けむ、 文選に 稜威 とも 有り) 雄 走 神の 雄 は、 雄偉き 意、 走 は 記 傳の說 の 如く^の 変 利き 

を 云 ふなる が、 此は 伊邪那岐 大 神の 御 怒 坐る 一 速き 御 靈を資 て 生 坐れば、 稜々 威々 しく 雄偉し く眞 利く 坐す 神な り、 

古事記に、 且其天 尾羽 張 神 者 逆 塞 上天 安河 之 水 而塞道 居 故 他 祌不得 行 云々 と 見 ゆ、 是を 以て 此祌の 世に 長き 御 事 を 思 

ふ 可し、 (記 偉に、 世に 物に 水 を 湛へ其 中に 硬 を 安て 刀^ を硎 ぐは此 神の 如此 河水 を 塞湛へ 石室に 坐る に緣れ りと 云 

れき) 叉 伊 羽 之 尾 張 都 張 神と も 天 之 尾羽 張 神と も 申す 尾羽 張 は、 記 偉に 尾 は 鋒 を 云へ り、 羽 は^にて 鋒の 張た る劎を 


云 ふなる 可し と 云れ たるが 如し (又 今 世に 波婆理 と. 云 ふ 針 は、 匁の 銑た る 針と 云 ふ 意に や、 若 叉 匁 張の 針と 云 ふ 意の 

名なら ば此と 同じ、 叉 物の 滿蔓る 事^ 波 婆 流と 云 ふ も 意 近し と 有り) a 速 日祌壅 は、 借 字に て 首 義 は滿氣 なり，， 氣の 

滿々 たる 時 は 勢力 柔順なら す 剛健なる 者な り、 又嚴 とも 通 ふ 言な り、 其 由 記傳五 f: 七十 三 丁) に 委し、 武赛槌 命 を 健 

雷神と も &すを 思へば 正しく 通 ふ 例な りけ り (仁德 天皇 御紀 に、 瀰箇始 報 破 利 摩 波 椰摩智 と 有る 鹿 潮 は、 速 待と 云む 

發 語に. て、 殿し き 潮の 速き と 云 ふ 意の 續 けなる 由 記 傳の說 の 如し >  凡て 物の 長く 厳しき を 云 ふ 語に て、 讓星甕 栗 蜂 

など 多 かり、 然る を通證 に、 甕 者大之 古語と 云 ひ、 冠辭考 にも、 物の 大 なる を 甕と 云 ふ、 など 云れ し說は 本義に 非 

す、 因に 云 ふ IT 字 を 借れる 所 由 は、 酒 を 伎と も祁 とも 迦 とも 云 ふ 其 を滿る 由に て、 鹿に 美 迦の言 有る を 用へ るな り) 

速 日 は 速 火に て、 殺され 給へ る 火 神の 御靈の 一 速び 坐す 御稜 威 を 受給へ る 由な り、 人の 怒る 時 は 面 火照な ど 此因緣 に 

依れり、 (勝 速 日 命の 速 日 は、 速 振の 意 なれば 別な り、 熟く 一一 目 義を思 ふ 可き 物ぞ、 <  幾 速 日祌、 古事記に は 樋 速 日 神と 

作り、 記傳に 云く、 火と 書す て 樋 字 をし も 借れる は 乾の 意 なれば なり、 漢字 は 玉 篇に火 盛 乾 也、 と 註せ る 其 意な り，' 

然 らば 赛速日 は 然る 火 を 云 ひ、 樋 速 日 は 乾す 火 を 云 ふなり けり、 (易 說卦 に、 燥， 一 萬 物 一 者 莫レ漢 M 乎 火， と 有り、 尙記傳 

に 就て 委しく 考 合す 可し、 ffi 雲 風土記に、 大原 郡斐伊 鄕屬， 一郡 家， 極 速 日子 命 坐， 一 此處， 故 云， 樋 云々、 と 有る は 決く 此 

神たり) 武甕 槌祌、 遷却崇 神 詞には 健 雷 命と 有り、 武と は氣の 太く 長り 晉 みて 其 勢 ひの 甚嚴 しき を 云 ふなり， 凡て 神 

I  タケ ビ 

名に 武と 冠ら せた る は 並 其 義なリ (萬 葉 九に、 牙 樊怒而 と 書きた る 能く 常れ り、 神代 紀下卷 に 躡誥と 見え、 雄 略 天皇 

紀に踏 叱な ど 有り、 叉 古事記 神武 天皇 段に、 爲男 建と 有る を、 御 紀に雄 誥此云 烏多稽 眉と 記せる、 此 等の 字義 を も 思 
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ふ 可く こそ、 叉 古書 中 多く 健 を も 武をも 勇 を も 猛をも 多 祁と訓 めり、 雄 略 皇御紀 に、 感をも 多祁利 S と訓 めり、) 甕 

槌は甕 之 持な り、 然れば 勇猛く 威厳し き 御稜 威 を 持ち 給 ふ 意の 御名な りけ り、 (木 祌を久 々能 神な ど 申す 傍 例な り、 

能 を 都と 云 ふ 例 は、 天 之 神 を 天津神、 國之神 を國津 神な ど 申す に 等し、 持 を 知と 云 ふ は 字音と 訓義と 同じき なり、 記 

傳に智 は 男 を 尊ぶ 稱 なり」 と 云 はれし は委 からす、 又野椎 神の 下に、 都 知の 知 は 持なる 可し、 都 は助辭 にて 山 雷野椎 

は 山 之 智野之 智と云 ふが 如し) 偖此大 神の 御德の 立ち 給 ふ 所 由 は、 古事記 (御 天降 段) に、 於 是天照 太 御 祌詔之 亦 遣，, 

易祌， 者， 吉雨思 金 神 及 諸 祌白之 坐，， 天 安河 河 上 之 天 石屋？ 名 伊都 之 尾羽 張 神 是可レ 遣 若 亦 非- 此神， 者、 其 祌之子 建 御 

雷 之 男 神此應 且其 天 尾羽 張 神 者、 逆 n 塞レ 上天 安河 之 水 1 而塞レ 道 居 故 他神不 -1 得 行 f 故 別 遣，, IK 迦久 神， 可レ 問故爾 

使，， 天 迦久祌 r 問； T 天 尾羽 張 神-之 時 答 白、 恐 之 仕奉然 於- 1 此 道-者 僕 子 建 御雷祌 可， 遣 乃 貢 進爾天 鳥船祌 副- > 建 御 雷神， 而 

遣と 見えた る 如く， 伊都 之 尾羽 張祌を 天降し 遣 はざる 可 在し を 1 此 道に は 僕 子 建 御 雷神 を 遣て むと 白して 奉 給へ り、 

然るに 上に 引る 神代 紀に、 稜 威雄 走 神 之 子 甕 速 日 祌蓬速 日祌之 子規 速 日祌、 煤 速 日 祌之子 武甕槌 神と 見えた る、 壅 速 

日 神 漢速日 神 二 柱 を 除て、 武甕槌 神 を 差遣 さる 、に 就て 思へば、 此祌等 は 然る 御德も 坐々 ざる 如く なれ ども 然ら す. 

此ニ祌 の 御 勢 ひ を 兼併せ て此 武甕槌 神の 御稜 威 は 太し く 高く 立 給 ひける にぞ 有け る、 但其御 梭威を 振 ひて 御 勳功を 建 

給へ る樣 は、 各 其 得 給 ふ 所の 佐 知に 異り 有り • 經津 主神 は 鋒に 依て 功 を 立 給 ひ此祌 は^に 依て 德を 成し 坐り、 (天 迦久 

神と 申す は、 鹿祌 なる 由師說 なり、 常 陸 風土記に 天地 草昧 以前 云々、 自， 一高 天 原， 降 來大神 名稱， 一香 島 天之大 神，、 天 

則號 71 曰 香 島之宫 1 地 則 名，； 豐香 島之宮 一と 見えたり、 然 らば 天 安河 河 上 之 天 石屋の 有る 處を香 島と は 云るな り、 武御雷 


r& の 鹿 を 使 ひ 給 ふ 事 此由來 に 依れり、 叉 fK 久. i 祌を鹿 神な りと 云れ し 師說の 信 ふに 足れり) 猪 此は思 金 神の 八 意に 田み 

慮り 坐る に 依れる 事なる が、 此は 究て幽 深き 有る 事な り、 其 は 伊邪那岐 伊邪那美 二 柱 祌妹妹 二 柱 嫁繼給 ひて、 國の八 

十國島 Q 八十 島 を 生 給 ひ、 叉 八 百 萬 神 を 生 給 ひて、 眞弟 子に 火 產靈神 を 生 給 ひける に 御蕃登 を被燒 坐し かば、 其 火 

徹を 避む 爲に 石隱り 坐し を、 夫 神の 不審し く 所思 坐て 甚 しき 形容 を 入 見 給 ひし かば、 得堪 難く 所思す 御 心に より 吾奈 

跌命 は、 上 津國を 所 知 食せ 吾 は下津 國を將 知と 申し 給 ひて >  竟に 黄泉 國に行 坐りけ り (此事 委しく 第 十一 段なる 鎮火 

祭詞に 就て 說云ふ 可し 然れど 一 通り 心得す ては犸 有る まじき 事なる 故に 因に 云 ふの み) 於是 伊邪那岐 大祌宣 はしく、 

ゥヅク 

愛しき 吾 汝妹命 や 子の 一 木に 易つ る 哉と 宣 ひて 哭給 ふ、 其 御 歎の 餘 りに 甚く 御 怒 坐て、 卽其火 產靈神 を 斬 給 はむ と 所 

思し 凝し 給 ふ- 勇猛く 雄偉り 給 ふ 御靈の 一 柱 神と 別れ 生 給 ひ、 神 體の御 形 實は稜 威の 尾羽 張の i しき 神 なりし か 

ば、 其 を 得て 彌斬給 はむ 御 心に 決 坐して 其 事 を遂し 給へ り、 此卽 師說の 如く、 御 母 祌は火 祌を生 坐る に 依て 下 津國に 

祌避給 ひ、 其 神 避 坐る に 就て 火 神 は 被 殺 給 ひければ 火 神の 彼國を 甚く 惡み 坐す 本緣 たり、 (但 如何に 御 怒 坐りと も. 

其 御子 を 斬 給 はむ 事 や は 有る 可き、 御 母 神の 御陰 門 を被燒 坐し は 火 神の 生 坐る に 就て なれば、 其 罪 有る に 似たり と雖 

も、 豈火 神の 御 母 祌を害 はむ として 孕胎給 はむ や、 此も彼 も 偶然の 事なる を- 其、 御子 を 罪し 給 ふ は 充當ら ぬ 事の 如く 

なれ ど然 す、 火 神 を 殺し 給 ふ も 被 レ殺給 ふ も、 其 事の 極み は 皇產靈 神の 預鎔造 耠ふ神 功の 良徵 有る 事に て、 此ー の禍 

事より ぞ甚美 好き 物事 の 多く W 來た. 一め る は 幽に皇 產靈祌 の預相 成し 坐 る 事な る を、 其 事の 有る 上に て は 怒 坐 も 止 事 

無き 性情に 起り、 罰 坐 も 去 敢ぬ御 怒に 依れる 事に て、 皆 事の 自然に 生 出る 事な り、 然れ ども 其 大元を 主宰る 神に 坐す 
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は 誰か 知む) 若て 伊邪那岐 命 は、 其 御 妹 を 相 見 ま 欲く 所思て 下津國 に追往 坐け るに、 已に 伊邪那美 命 は 黄泉 尸 樊爲給 

へる なれば 此國に 返り 給 ひ 難く 所思し けむ (師說 に、 彼 國の汚 火の 戶 爲給 ひて 御身の 汚れ 給へば、 還 坐 難く 思 ほせ 

るな り、 然る は 彼國の 火に 汚れ 坐て 還 給 は^、 火 神の 荒 坐て 此國 に狭災 有む 事 を 憚 思しての 御 事なる 可し」 と 云れ た 

る は 然る 一 百な り) 此 時に 二 柱 神の 挑み 給 ふ 可き 事し も ffi 來に しかば. ■ 伊邪那岐 大祌の 逃 還らせ 給 ひければ 伊邪那美 神 

の追來 坐せ るに， 千 引 磐 を 豫母都 平 坂に 引 塞て 各對 立して 絶 妻 之 誓 を 建て 族 離れ 給 ひ、 先に 申 置 給へ る 如く 伊邪那岐 

命 は 上津國 • 伊邪那美 命 は下津 11 と 分 去 坐して 別 處を建 保つ 事と 爲り にたり (絕妻 之 誓の 說、 故 大人 等の 說に 甚く 

異なり-.) 此の 時 千 引 磐 を 以て 其の 坂 路に引 塞 給 ひける に、 其の 石に 就て 道 反 大神生 坐し- 叉 自此以 還へ 莫來 と宣 ひて 

御杖 を 投げ 棄 給へ るに、 岐神成 W 坐して 共に 塞 神と 守り 障 給 へれば、 根 國底國 より 諫び 荒ぶ る 禍神は 出来 まじき こと 

云 ふも更 なる が、 如何に 爲む 其の 御身に 著け 給 ふ 所の 物に 其 汚穢の 尙 遺り つるに、 時 置師祌 煩神飽 神と 云 ふ 三 神 疾病 

を 主る 祌と生 給へ り (時 置師祌 は氣を 犯して 病 を延く 神、 煩 神 は 祌を勞 して 心 を 煩す 祌飽祌 は 食物の 度 を 超過して 身 

を 損傷 神なる 事、 巳に 第二 詞の 下に も 云へ るが 如し) 叉 奥咋邊 驟、 祌奧 津那藝 佐 見 古、 邊津 豫藝佐 S ^古神、 奧津 甲斐 

辨羅、 邊津 甲斐 辨羅祌 合せて 六 神 も 成 坐せ り、 此の 六 神 は ひ 荒ぶ る祌 等な り、 (此れ も 第三 詞 下に 巳に 云へ り) 是 

に 伊邪那岐 大祌は 其 御身に 染 著る 氣枯を こそ は氣 因め 坐 せれ、 其の 禍神等 は 此の 國 土に 遣れり しかば" 此 より 彼に 

逐 はれ 彼より 此に掃 はれ 乍ら も尙 彼に 躁び此 に 荒ぶ る 惡狀不 止 有りけ る. 故に 大國 主神の 此 Q 國を 主領き 坐す 頃 ほ 

ひに 悉く 摧 伏せ 給へ りしに 依りて 谢順ふ 気な りし も、 其 は， K 國 主神に こそ は 尙和順 ふ 信 も 有りし が、 本より 然る 禍神 


なれば 畏き 天神の 御 制令に 因 准 ひ 天神の 御子に 顺附ひ 奉ら ざり しかば、 天 照 太 御 神の 皇御孫 命に 此國を 事 依し 授奉給 

ノビ ュ 

ひて、 大！； 主神に！： 避の 詔勅 を傳給 ふとして 天 穗日 命武 御熊 命 父子 を 天降し 給へ りし かど も、 其 事の 遲 引きて 何時 竞 

つ 可く も 非り ける- 故に； 大稚彥 を 降し 給へ るに、 此神は 禍祌に 交 こられけ らし 忠 tn: なら ざり しかば. 天 罰 を 降し 給 ひ 

て 滅亡し 給へ りき (此事 を 委しく 人の 得 明らめ 知ぬ 故に、 大國 主神の 國 避の 事 を 甚く 防ぎ 担み 坐す 狀に 云れ ど， 甚良 

はしからざる 說 なり、 縦 や 早速に 大國 主神の 避 奉る とも、 此國 土に 在 ゆる 狹蠅 如す 荒ぶ る祌榮 なる 弦く 祌等 有て 天祌 

の 御子と は 坐せ ども、 安く は 53-^ まさぐ る 事 を 思 ほして 此國 避の 事 も^ぎ 給 は ざり ける 者なら し) 是を 以て 思 兼 神 深 

く 遠く 思慮 得て 申 給 ひける は 坐 天 安河 河 上 之 天 石屋 名 伊都 之 尾羽 張 神、 是可遣 若 亦 非- 1 此祌- 者、 其 祌之子 建 御 雷 之 男 

7 ラ 

祌是可 遣， と 古事記に 所見たり、 此は此 1； 土に 道 速 振る 荒ぶ る惡 しき^ 祌共は *  . ^神 を 生 坐し に 依て 御 母 神 は 下津國 

に S 能り 給 ひ、 其に 就て 伊邪那岐 祌 の追往 しける に、 其 猿き 醜 國の汚 據に觸 給 ふに 依て、 上 件の 九 柱 神 は 其 貧 領と成 坐 

しに B て 其 部 a 神と も 若干に 成 つらむ が、 共に 晝は如 狹蠅水 沸き 一 仪は如 火 《九炫 きて、 岩根 木立 草の 片 紫に 至る 迄に 首 

0 は 令て 天神の 御法度 を 防ぎ 担み +る なりし かば、 其 禍祌共 の 甚く 畏縮 ひ 恐怖る 火 産靈祌 の 御 等 族 の 祌等を 以て 討 平 

令め： g ふ 可く 思慮 得^るな り (妖魅 共の、 淸火を 甚く 恐怖れ、 叉 天日の 御 光に 遇 ふ 事 を 甚く 畏む事 は、 此所 由に 依て 

ぞ有 ける， 此は今 H 眼前の 赏理 なる が、 此を 以て も 下 律！： に 艤る禍 神の 此武御 雷經津 主神の 御梭威 に 挫る，. -事^ を 思- 

ふ 可し、) 

キマ， 取 や： は、 神 名 式に、 下 總國香 取 郡 香 取祌宮 (名祌大..月，^〈新嘗) と 見 ゆ、 祌代 紀下卷 (御 天降 段) に、 天神 遣-一 經津 
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主神 武键槌 神， 使， 平 定 葦原 中國， 云々、 是時齋 主祌號 -1 齋之 大人 T 此神今 在-一 乎 東 國檝取 之 地-也と 見え、 古語 拾遺に 

も、 經津 主神 今 下 總國香 取祌是 也と 有り、 鹿 島 神宮の 祌 代より 鎭給ふ 例に 准へ て 思 ふに、 決めて 祌 代よりの 鎮座なる 

事 言 ふ も 更なり、 香 取 志と 云 ふ 書に 引る 長 保 二 年 十一 月 三日の 舊 記に、 自ユ祌 代-鎮座と 有る は實 然も 有る 可く と 所思 

たり、 又建久 年中の 古記に 神武 天皇 卽位 十八 年 戊 寅 建 一 一宮 柱-と 記せり とぞ (但香 取 志に、 古老の 口碑に 傳 ふる 所 神武 

天皇 元年と 十八 年との 兩說 有りと 云り、 何れ か是 なる を 知らす、 集 古 浪華 帖に 載る 橘 逸 成 朝臣の 山 階 寺 菩薩 戒 文に、 

鹿 取 鹿 島 相 殿 枚 岡 四所大 神と 有り、 香 取 を 鹿 取と も 作りし なる 可し、 叉 天 兒屋命 は 主と 祀る 神に 非す して 相 殿に 坐す 

事 著明な り、 然れば 春 日 四 座 は 鹿 島 香 取 ニ祌を 主と 齋 かる &事必 せり) 叉您國 風土記に、 下 總國搏 取 郡挥取 神社 所 祭 

經津 主神 也、 舒明 天皇 三年 辛 卯 七月、 始奉， 一圭 田-行 神禮 有-一紳 家 巫 戶祝部 之 宅-と 有り、 此は 朝廷より 圭田を 若干 奉ら 

せ 給 ふ始と 通えたり (尙 德圃 風土記に、 薦河國 富士郡 中具羅 神社 所 A 祭經津 主命 也、 活 目入彥 五十 狹智 天皇 三年 甲 午 

八月 祭， 之と 見え、 又 同 記に、 武藏國 足 立 會植田 鄕孝安 天皇 諱 日本 足 彦國押 人 天皇 御宇 庚 寅 三月 所 レ祭經 津主祌 也，， な 

ど 見えた る は 何れも 香 取 神宮より 遷し齋 へるな る 可き が、 其甚 古ければ 神武 天皇 十八 年に 始建宮 柱と 云 ふ事强 ちに 非 

とも 云 難し) 偖官 より 祭らる- 1 所 は 右の 如く 香 取 神宮と 一 座の 如く なれ ども、 社説に 相 殿 神 三 座比賫 神天兒 屋根 命武 

薬 槌命此 三 神 を 祭れる 由な り，， 然れども此比賣祌とーぉふ事心？^^^、 經津 主神の 后 神なら むと 思へ ども 考る所 無し、 若 

く は 春 日 祭神 四 座の 中なる 比賣 神なら む も 知る 可から す、 (若 然も 有らば 天兒屋 命の 后 神な り、 天 兒屋命 は 春 日に て 

鹿 島 神 香 取 神の 次に 立 給へ り、 其 后 神 を 香 取に て は 相 殿の 最初に 置く 可く も 非す 復々 も 心得難し、 尙 能く 考定む 可き 


者 也) 香 取の 地名 を 古く 楫 取と 作く 此 正字な り、 香 取 志に 神 功 皇后 三韓 を 征伐 給ふ诗 御船 を 助 導 奉 給 ふ事舊 記に 所見 

たりと 有り、 鹿 島本緣 にも 此時武 甕 槌命は 御船の 舳に 立て 先鋒 を爲 し、 經津 主神 は 艫に 立て 楫を 操る と 見えた る 是正 

說 にて" 楫 取の 地名の 起る 所緣 なリ、 神 功 皇后 御紀 に、 韓征の 事 は 誰 神の 御 心 ぞと問 申 給け るに、 幡荻穗 W 吾 也、 於 

尾 田 吾田 節 之 淡 郡 所 居 之 有 也、 と 答 給へ る は此祌 なる 可し、 祌名 式に、 阿波 國 阿波 郡 建 布 都 神社 有り (但 八幡 愚 童 記 

にも 此事を 記せる が、 鹿 島より 四十 八 艘舟乘 給 ふ 云々 揖取鹿 島 大明神 云々 と 有リ、 何に しても 韓征の 事に 預給 ふ事徵 

と爲 可し、 名 法要 集 神道 大要 等に、 此時 神明の 託 語に 依 始て挥 を 作て 御船 忽 飛行 自在 也、 と 有る も 必受る 所有る 可き 

也、 偖 如 此く鹿 島 香 取の 大神 等の 東 國に鎭 坐す が 故に 東 國の人 は 常に 神武の 氣を備 たリ、 是を 以て 續紀 天平 祌護 十三 

年 十月の 宣 命に、 東 人波 常爾 云久、 額 爾方箭 波立 止 毛 背 波 箭方不 立 止 云、 天 君 乎 一心 乎 以天護 物 曾 云々、 叉 萬葉廿 

に、 聞 貪 四方 國爾波 比 等 佐 波 爾美知 波 禮抒、 登 利 我 奈久安 豆 麻 乎 能 故 波 伊田 牟可 比、 加 弊 里 見世受 伊佐美 多 流 多 

家吉 軍卒 等 云々、 など 古くより 云 傚 はせ たる 如く， 今 現に 其 如くなる を 見る 可し) 正殿 改造の 事 は』 先に 鹿島條 にも 

引る 如く 日本 後紀 に、 弘仁 三年 六月 辛 卯， 祌紙官 言 住 吉香取 鹿 島 三 神社 隔 二十 年 皆 改造 積 習爲ぃ 常、 其弊不 少今須 1^ 

涂= 正殿-外 隨ぃ破 修理 永爲 許 i 之と 見え、 叉 臨時 祭式に、 凡諸國 神社 隨レ破 修理、 伹攝津 國住吉 下 總國香 取 常 陸國鹿 

島 等 正殿 廿年 一度 改造、 其 料 便 用， 1 神稅， 如 無， 1 神 稅-充 正 稅と見 ゆ、 斯 在れば 古 は 正殿 耳なら す 雜舍に 至る 迄 も 悉く 毎 

廿年 一 度 改造 有し を >  弘 仁の 頃より 正殿の 外 雜舍は 破に 隨て 修理 を 加給 ふ 事と は 成に たり， 然るに 三代 實錄に 元慶六 

年 十二月 九日 丁 未、 勅 以下 總國祌 稅稻五 千 八 百 五十 五 把 九分 四毫充 T 造-一正 一位 勳 一等 香 取 神社 雜舍- 料 h 隔 ヒー 十 年- 
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1 作例 也と 見 ゆ、 然 れば弘 仁の 度の 令 は 行 はれす して 尙 古の 任， に 雜舍を も 二十 年に一度 改造せられ しなり (但鹿 島 神 

宮 には此 事の 物に 見えた る 事無し， 然 れば此 神宮に のみ 限る 事と えたり. 延喜 年中に 奏上せ る 大中臣 本 系 帳に * 鎌 

足公五代の孫香取祌宫司宣年の：？^^數並迭香取宮使と有れば其人を撰て造香取宮使を置れて式年の改造を令掌給ひし者 

なり • 傻 右の 五 千 八 百 五十 五 把 九分 四毫の 得る 所、 拾芥抄 に， 十釐爲 レ毫十 毫爲レ 分 十分 爲レ把 十 把 爲レ束 云々， 一束 一 

，* 

斗 米 五 升と 見え" 令義 解に • 束稻 得，, 米 五 升， と 有れば • 1 把より？.：！： る 所の 米 五合に て. 一年の 米 二十 九 斛ニ斗 七 升 九 

合 七 勺に て、 二十 年の 積 五 百 八十 五斛 五斗 九 升 四 合な り、 ー應り 心得 置く 可し) 叉 臨時 祭式に， 凡 香 取 神宮 樂人 装束 

S, 令 n 國司 付領， 若 有， 1 欠 失， 拘 = 其 解 由， (樂人 六 人 料 袍六領 襖 子 六領、 汗 被 六領， 白 袴 六 腰、 ^六 兩， 舞妓 八 人 料、 

袷 衣 八 領， 單衣八 領袴八 腰， 裳 八 腰 • 錯帶八 條>  襟 八兩) と 有り、 臨時 勅使 を 進せられ たる 事 は類史 に、 皇極一 人皇 二 

年 三月、 下 總國香 取祌社 奉， 一 勅使； 獻， 1 綿 三百 屯 馬 二 疋_ 鋤 二  丁 鍬 一 丁  (依， 水災し と 見え、 類聚 符宣抄 に、 村 上 H<皇 

ヮキ タウ 

曆五年 鹿 島 香取兩 社へ 勅使 奉幣の 事 有り (尙 此餘 にも 甚多 かり) 當宮攝 社の 事 は 香 取 志に、 所載 側 高 神社 叉 作 n 脇 鷹 一 

赏宫 第一 の 攝社香 取 郡大倉 村に 有り、 所 祭神 古來祕 して 云 はす、 神宮の 祠官 年中 九十 餘 度の 大小の 祭祀 中 殊に 重き 神 

事の 年に 當ては 神符 を 真て 愼て嚴 祭れり、 其 文に 以， 一 脇 鷹 一人 神， 爲，, 大 行事， 可 レ令二 亂定， と 有りと 云り、 香 取の 神官 共 

其 神宮へ 向 ふ 時には、 必先此 側 高 神社に 詣る 例な りと 云り、 然れ ば予を 以て 思 ふに 香取大 神の 遙宮 などに やと 所思る 

なり、 今强て 試に 思へば 閱 籠 神なら むか、 大 倉と 云 ふ 地名 も 其に 依れり と 所思し く、 且鹿島 は 雷 を 使 はし 香 取 は 龍 を 

令 はし 給 ふなら むか、 此は國 史祌記 共に 所見 無き 事 なれ ども、 然もと 所思し き 任に 今 此を云 ふの み * 古老 傳に、 往昔 


香 取 大神脇 鷹祌を 遣して、 陸奥國 より 化 牡 二 千 疋の馬 を 令 捉來給 ふ、 於 是側高 祌命を 奉て 彼國の 荒野より 馬を捉 得て 

常 ii 國霞 浦の 中なる 浮 島と 云 ふ 所 迄來給 ひける、 彼 國神其 馬 を 惜み給 ひ 追及て 此を 留めむ と爲て 此 所に 来れり けれ 

ば. 脇 鷹 祌干珠 を 出して 潮 を 千 令め 下 總國に 渡 給 ふ、 此所を 馬 渡と 云 ふ、 彼 國神も 渡む と爲 るに 滿珠を W せば 潮倐忽 

に 滿て得 渡らす、 脇 鷹 神 此ニ顆 の珠を ffi し 給へ る 地 を 玉 落と 云 ふ ■ 斯て川 を 渡て 岩 崎と 云 ふに 到る 故 fiS 越 洲と云 ふ、 

其より 香 取の 境に 到り 隱 井と 云 ふ 所に 隱し 置て 復命 申す、 因 此馬共 を 當國の 郊野に 令 放 給 ふ、 爾來許 多の 牧出 來れり 

と 一 K り， 叉 其 脇 鷹 神 干珠を W して 潮 を 令 干 馬 渡 を 引渡 給 ふ 時、 彼 國神追 到り 水田の 塊に 躓 倒 給 ふ • 其 間に 馬 を 引渡 畢 

て 滿珠を ffi せば 潮 忽に滿 て 渡り 得 給 はす、 因 此て彼 祌其國 に 得歸給 はす 浮 島に 止 給 ふ、 里人 叢祠 を 建て 追手 明 祌と祀 

へりし を- 今 追 島 明 祌と稱 て 直に 側 高 神社に 對へ る 地な りと ぞ- 是 以て 今 も 浮 島 村の 土俗 秋 田 を^た る 後 其 年中に は 

耕さす、 若此を 犯す 時 は必祟 有り、 明年の 春に 至て 此を 耕せば 難 無しと 云り (此は 古き 風土記な どに 傳 りし 事なる 可 

きを、 其 書 は 亡失て 古^の 口碑に 遣れる を、 如此 く證據 S3 なる 上 は 無下に 可 疑に 非す、 十 1 月 七日 夜 脇 鷹 神社の 祭祀 

有 て 後津宮 に 在る 忍 男 社 前にて 白狀祭 と 云 ふ を物爲 る は此に 依る 祭な りと 云り、 此所緣 に 依て 大倉 村と 浮 島 村と 婚儀 

を爲 さす、 遞返に其^$有りても種々 の罪障9^來など終に遂る事なしと云り、 又 此側高 神の 陸 奥より 得 給 ふ 所の 牝牡ニ 

千 疋の馬 を 所々 に頒 進ら せて、 側 高 祌例は 片眼 盲た る 牝馬 一 疋 の？. £ 分な りしと ぞ、 此に 依て 此 神主の 家 は 今 も 飼 ふ 所 

の 馬始は 双眼なる に 何時の 問に か 片眼 盲と なる 事に て、 現に 遠 はぬ 事なる 由 也、 叉 側 高 祌其千 珠滿珠 を 龍神より 取 給 

へる に 依て、 今 も必霞 浦に 就た る 其 山 岸 崩る \ 事な るが、 若 不崩時 は 却て 凶災 有りと 一 K り、 此玉 今に 神殿に 牧て雨 乞 

延喜式 祝詞 講義 五之卷  四 0 九 


延喜式 祝詞 講義 五之卷  .  四  一 0 

の 時な ど 大に靈 威 有りと ぞ、 斯る證 據共多 かる 上 は 此將誣 難き 事な り) 返 田 祌社同 郡 返 田 村に 在り、 祌宮の 南方 相距 

る 事 一 里， 計 一 說に軻 遇 突智祌 なる 由なる は、 轻津 主祌の 出自と 在せば 篤く 祭 給 ふ 可所緣 有て、 究 て然ぞ 有る 可き 土 

俗此 社を惡 王子 祌と云 ひ 末社 記に も然 云り と 云 ふ を も 思 合す 可し、 其 は 御 母 神の 御陰 門 を 被 焦 坐し に 依て 此心惡 子と 

宣る 事、 鎮火 祭詞に 所見 たれば 然る 可から む (但社 傳に傳 る 所 は 祭 祌鷓缝 草 葺不合 尊 也と 云れ ども 其證を 知らす、 

當社神 女子の 臨產 時に 至る に 逮て祈 奉る に 必究て 安産せ しめ 給ふ靈 驗炳焉 たる を 以て、 御 母 璺玉姬 命產期 方に 急り て 

産屋の 甍の葺 合 ふ を も待肯 給す して 御子 産し ける 緣に 就て 然るに か詳 ならす、 予が 心. に は 安産 を 守 給 ふ 事 は、 w 遇 突 

智 神の 生 坐る 時に 御 母祌の 甚く 悶熱 換惱給 ひ、 將御 陰門 を燒 焦れ 給 ふに 由て 黃泉國 に罷ら せる 爲に 己 命の 斬れ 給へ 

れ ば- 世人 を 愛しみ 所思 看て 然る 換惱を 救助 給 はむ と 守護 給 ふ 者なる 可し、 然ば軻 遇突智 神と 傳 たる 方 此 にも 彼に も 

能く 事實に 叶へ りと 所思たり) 大戶祌 社、 神宮 を 相 距事ニ 里 同 郡大戶 莊大戶 村に 在り、 社傳 に天武 天皇 白 鳳 年中 建此 

社 所 祭 手 力 雄 神 也と 云り、 祌寳に 木に も 非す 叉 金石に も 非す して 其 質を辨 難き 龍 面 有て、 同 郡 矢 作 野と 云ふ處 に天墮 

れ りと ぞ、 今此龍 面の 天墮 りし 處を 天降と 呼 ふと ぞ、 里人 小祠を 建て 此を 祀れ り、 村里に 早魃 する 時に 請 雨 嫁と 云 ふ 

地に 此面を 出し、 三度 水を灌 げば 必龍 起て 雨 を 降す と 云り (按 るに 大戶と は、 此 神の 天 石 戶を開 奉 給 ひし 由に 依れる 

が、 信 濃 國水內 郡 戶隱山 も此手 カ雄祌 を祀れ るが 戶を 以て 御社 號に食 坐れば なり) 神前 神社、 神宮 を 相 距事四 里計祌 

崎 莊神崎 村に 有リ、 香 取 志に 內宫 儀式 帳 を 引て 云く、 神 崎 神社 一 處稱國 生 神兒荒 前比賣 命と 有る を 配た る は 謂れた る 

說な るに 就て 思 ふに、 神前と は 神 后と 云 ふ 事に て、 則經津 主神の 后 神に もや 御 在 すらむ、 尙思 合せら る- -は近 江國高 


島 郡に 香 取 浦 有て、 萬 葉の 歌に 此を 詠み、 神 名 式に、 伊香 郡 伊香 具 神社 (名 神大) 神前 神社 相 並び、 叉 同 國祌崎 郡 名 

有るな ど 其緣に 引む も强 事なら す" 此事を 以て 彼 儀式 帳に 及ぼす 時 は、 國生祌 兒は國 生 坐し 伊邪那岐 祌兒と 云 ふ 事に 

て、 荒 前 比 賣命は 火 神の ま 族 神なら むと 所思る はや (： 但此は 試に 云ふ說 なる が、 社傳に は、 所 祭 面 足 尊惶根 尊と 云 

り" 偖 此社今 神宮の 攝 社と 云 ふに も 非れば 緣無 きが 如くな りと 雖 も、 香 取 志に 載る 所 を 見る に然ら す、 大禱宜 家に 所 

藏の長 寬ニ年 六月の 下 文に、 關白 左大臣 家政 所 下，， 下 總國香 取 社 司 等， 可 T 任， 1 法 家 勘狀， 令 _«大 禰宜眞 房 知，. 行 大戶祌 崎 

並 小 野 織 服 村 と 有る が、 大戶祌 社 は 當宮の 末社 たれば、 神 崎 も當昔 末社た る 可し と 云る は 然る 言 也 かし) 叉 見神 

社 所 祭 五神、 天 苗 加 命 武沼井 命 天 柙雲根 命 天 稚彥下 照姬命 以上 五神な り、 末社 記に、 始 在，， 若宫， 春 日遷坐 以後 五 柱 

祌鎭 n 座此處 T 故以 稱，, 叉 見， と 有と ぞ、 天 苗 加 命は祌 別記と 云 ふ 書に、 故以 一， 經津 主神 之 始産裔 天 苗 加 命ー爲 U 日 之奥國 

長, と 有る が、 此書は 信 難 けれど、 社 傳に傳 る 所 同じければ 實 事なる 可し、 武沼井 命 は社傳 に、 鹿 島 神宮の 御子と 有 

れ ども 其 W 所 を 知らす、 天 柙雲根 命の 事 は 論 無し、 IK 稚彥下 照 姬を祀 る 事 其由詳 ならす (此處 の 土人 維 を 忌て 喰 は 

t, 此は天 稚彥を 祭れる 故な りと ぞ、 併 此は少 論 有り、 維 を 使され し 天神の 御 方に てこ そ曈 ふ， を 禁忌と も 云 は 云 ふ 

可 けれ. 天 稚彥の 方より は自 射る 計り 敵と 見た る 雉 を 憚る 事 如何なる 事な り • 然れ ども 祌の御 心 は甚異 かる 迄 浏り難 

き 者 なれば 敢て禁 を 犯す 可き に 非す) 高 房 神社、 神宮 を 相距事 十五 町 計 同 郡 多 田 村に 在り、 末社 記に 佐 軍神 所 祭 建 葉 

槌 命と 云り、 鹿 島 神宮に も 高 房 神社 有て 所, 祭此に 同じき 事已に 註る が 如し、 (叉 末社 記に、 勝手 明 神 を 祭と も 云る は 

合祭れ るに や、 勝手 祌は 大和 國吉野 郡に も 在て 倉稻魂 神なる 由 云 傅へ、 尾 張 國知多 郡に も 同社 有て 所 祭 大和に 同じき 
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由. 常國 名所 n 會に 社傳を 載たり) 忍 男 神社 叉 云， 東宮 T 神宮 を 相 距事乾 方 十六 町 可津宮 村に 在り、 所祭彥 火々 出 見 

倚〉 とも 或は 伊摔諾 尊と も 云り • 孰か是 なる を 知す (但當 社 六月 晦日 御慶の 祭 有り、 然 らば 伊# 諸 尊 を祀れ るなる 可し 

と 思 ゆ) 膽男 神社 又 云， ー西宮 f 同村に 有り、 所 祭 豐玉姬 命と も 或は 大巳貴 命と も 云り、 (但忍 男 祌社を 東宮と 云て、 彥 

火 々» 見 尊 を祀れ るに 對て思 ふに、 豐玉姬 命と 云 ふ 方正 說に や 有む、 然 らば 主と 祀 ると 合祭れ ると を 混ら して 或祭大 

巳 貴 命と 傳 たる にや) 竈祌 社- 同村 少 南方に 在り、 所 祭 奥 津彥神 奥津姬 神と 傅たり- 此社素 津宮と 云り とぞ、 (香 取 

志に 一 說に. 此社 竈神に 非す、 竈 は 霞 を 誤れる にて 祌代紀 に >  高寵闇 霞祌と 有る 其 霞 神に して、 水 を 掌 坐す 神な りと 

云り とぞ、 若然 らば 神宮に 由有る 神に て大に 叶へ り) K 接 殿- 所 祭 磐 筒 男 祌磐筒 女神と 云り、 (此 神宮の 御 父母 神に 

坐 は 然も 有る 可く 思 ゆ) 姆殿、 所 祭 磐裂祌 根裂祌 也と 云り、 (磐 筒 男 磐 筒 女 二 祌の御 父母に て. 神宮の 御 祖父母の 神 

等な り) 鹿 島 新宮" 所祭武 建槌祌 天 香 山 命 也と ぞ- 相傳 云く- 奉招禱 大和 國山邊 郡 布留祌 也と 云り (此社 傅の 如くな 

らば， 鹿 島より 勸請爲 るに は 非で • 大和 國石上 神宮より 移祀 へるな り) 酒 殿 大宮司 家 偉に 一 K く、 冏像女 命 也， 雖 1 爲， 一 

ー祌， 以ニ荒 魂 和 魂； 或爲， 一女 神； 或爲- 一男 祌, 有-一； ぼ密 之 旨, 而存矣 と 有り、 今按 ふに 罔 象 女 命と 云へ る は 誤なる 可し、 

祌名 式に、 酒 殿 祌社ニ 座、 酒 彌豆男 神酒 彌豆 女神と 有る を 取り 違へ たるな り- 此は事 代 主命の 御 事に て愤 なる 誰 有れ 

ども. 事 長ければ 此には 云 はす、 (香 取 志に、 孝 謙 1K 皇御紀 に 幸， 一春 日 酒 殿 f 盖移， 一 於 吾 祌宫， 乎と 云 へれ ども、 春 日 は 

春 日に て 別なる 可し 伹春日 社 記に、 酒 殿祌鳥 田 明 神と 有る 祭 祌は同 在らむ と 所思たり) 杖 取 神社 所 祭岐祌 也、. 神代 

紀に、 乃 大巳貴 命 云 々薦 n 岐祌於 二 神？ 曰 是當， 1 代, 我而 奉.， 從也 云， -、 故經津 主神 以， I 岐神， 爲 n 榔. 導， 周流 创平 有，： 逆 命 


者 r 卽加， 1 斬 戮-歸 順者仍 加-一 褒美 一と 有れば、 神宮 第一 の攝 神な り、 此亦 深き 幽契 有る 事なる が、 八 衢祭詞 の 下に 云へ 

るが 如し、 (杖 取と 申す は、 此の 神 伊群諾 尊の 投げ 弃て給 ふ 御杖に 依りて 成 坐せ るが 故な り) 別 雷神 社、 社 傳に所 祭 

味 能 高 彥根命 大巳貴 神 之 御子 也、 相 n 距神 宮, 東方 百 間餘、 叉 云 賀茂祌 宮同體 也，" と 有る は 美しき 傳說 なり、 賀茂坐 別 

雷神 を 味 耜高彥 根 命と 云 ふ 事 W 雲小緣 起に、 山城 國加茂 大明神 者當社 第一 王子 阿式大 明神是 也、 と 有る と 同じき が眞 

說 にて、 伦に 無き 古傳 なり、 (此の W 雲小緣 起と 云 ふ 書、 予が 見た る は 千 種殿藏 本なる を 小泉康 敬が 寫持 ちたり しな 

り、 此の 外 は 取る 可き 事 も 無き を" 此の 一 條に 於て は甚 動く まじき 古說 なる に 合せて、 此別 雷神 社の 傳說の ffi 來る事 

甚 奇異なる 者な り、 然れど 此に說 き盡す 可く も 非らねば 別に 云 ふ 可くな む) 若宮 香 取 志に、 所 祭 天 苗 加 命 也、 神宮 之 

御子 也、 神 別記 故 以經津 主神 之 始產裔 天 苗 加 命 >  爲，， 日 之奥國 長？ 延喜式 曰、 陸奥國 牡鹿 郡 香 取 伊豆 御子神 社 叉 曰、 

同 國栗原 郡 香 取 御兒祌 社、 常 陸 風土記 行方 郡 椒池北 有- 1 香 取祌子 社-同 郡 男 高 里 栗 池 北 有 n 同社 r 叉 同 郡當麻 有- 1 香 島 香 

取 二 神 子 之 社 一 皆 共 祭 ニ此祌 一也、 今 此社消 歇春日 遷座 以後 鎭ニ坐 叉 見 社 也-と 有り、 偖 此天苗 加 命と 申す 御名 は、 祌別 

記に SS たる 耳なる を 彼 陸奥國 なる を 香 取 伊豆 御子 祌 社と 云 ふ を 以て 說 有り、 伊豆 は國 名に て其國 にて 生 坐し 御子と 申 

す 事なる 可し、 此に 就て 伊豆 國に 香取大 神の 御子神 は 御 在る と 探索る に、 祌名 式に、 賀茂 郡に 多 祁富許 都久和 氣命祌 

社杉样 別命 神社 那賀郡 布 刀 主 若 玉 命祌社 有り、 此 全く 伊豆 御子に 御 在す 可し、 姓氏 錄に、 矢 作 連 布 都 努志命 之 後 也と 

見え、 上野 國 一宮 社 傳に、 經津 主命の 子 石 比 彥命は 矢 作 連 之祖と 云り、 石比彦 命の 名 珍ら し、 伊豆 國賀茂 郡 意 彼與命 

神社 有り 此か (先に は 伊豆 は稜 威なら むかと S えし かど、 此徵を 見えて より 始て 伊豆 國 にて 生 坐し 御子なる 事 を 知れ 
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り、 尙思 合せら る i 事共 多 かりと 雖も今 は 省く、 因に 云 ふ、 前に 舉 たる 叉 見神 社の 末社に 三 島 神社 有りて、 社傳 に、 

伊豆 國賀茂 郡 二 島 神社 同體 也、 所 祭 大山 祇命 也と 有る も 1 此傍證 とは爲 るに や) 此餘 にも 滴 多 在と 雖も， 悉く 上古よ 

り 此祌宮 の 所緣に 就て， 祀られ 給へ ると 見 ゆる も、 非れば 省きつ、 其 委しき 事 は 香 取 志に 就て 見る 可し、 (古昔の 攝社 

末社 は， 必其 主神の 御祖 又は 后 神 叉 は 御子神 叉 は 其 御 親族 神 叉 は 其 御 附腸祌 などに て、 悉く 其 所 緣の神 等なる を 後世 

になり て は 其 穿鑿 は 無くて 唯 其 時 Q 流行 神 を 祭りて 幣物 を 貪る 事と 爲り、 然れば 其 心して 熟く 考 亙す 可き 者 也、 然れ 

共 其所緣 無き 神と 雖も 祭祀に 隨て 其招禱 奉る 方に 鎭 坐て 其 御幸 ひ 有る 事 云 まく も更 也、 必此を 蔑 如す る 事 勿れ、 今 は 

唯 其 主神の 所 由に 就て 云る 耳な り、) 

伊波 比 主命 は 神代 紀に、 天 祌遣經 津主祌 武建槌 神 使レ平 定 葦原 中 國- 云々、 是時齋 主神 號齋之 大人 此神今 在-, 乎 東國檄 

取 之 地 也と 有て 此 時に 齋 主神と 申す 御名 坐 さす、 葦原 中國を 平定に 出立す 箫事 を物爲 給へ るが、 其齋之 大人と 御 在り 

し を 其國平 Q 功 立し かば、 卽ち齋 主神と 稱られ 坐し 者に ぞ有 ける、 其 は祌武 天皇 御紀 に，. 天神 訓之 曰、 宜 T 取-一天 香 山 

社中 土， 以 天平 愛 八十 枚 並 造，， 嚴瓮， 而敬， 祭 天神地祇 わ 亦 爲，, 嚴 咒詛， 云々、 於是 天皇 甚悅 乃以 -1 此墙， 造 n 作 八十 平瓮天 

乎 抉 八十 枚 嚴瓮； 而陟ョ 干 丹 生 川上， 用 祭- 1 天神地祇 二 K々、 時 勅-, 道臣 命， 今以 U 高 皇産靈 尊-朕 親顯齋 用い 汝爲 -1 齋 主-云 

云、 と 見えた る を 以て 此齋 主神の 御 事 を 想像 奉る 可し、 道臣 命は此 度の 元帥と 有け るが 齋 主と 爲て 天神地祇 を 祭る 齋 

主と 爲し、 事祌 代の 趣に 全 同じき なり、 尙 古事記 (黑 田宮 段) に、 大吉 備津 日子 命 與若健 吉備津 日子 命 二 柱 相副而 於-一 

針 問 冰河之 前， 居， 1 忌 而 針間爲 n 道 口， 以言 n 向和吉 備國- 也と 見え、 叉 (水 垣宮 段) に 大見古 命 罷往於 髙志國 之 時 ■ 


服，， 腰 裳， 少女 立，, 山 代 之幣羅 坂； 而歌 曰、 云々 故 大見古 命 更還參 上 請，, 於 _ 大皇 T 時 9<皇 答 詔 之、 云々 伯父 興 レ軍宣 U 仃， 

卽 副丸邇 臣之祖 日子 國夫玖 命 而遣時 於，， 丸邇 坂， 居， 1 忌 瓮> 而罷往 と 見え、 此事を 御紀に は、 復遣 大彥與 -1 和珥臣 遠祖 彥 

國葺， 向，， 山背， 擊 71 墙安紊 i 爱以- 忌 愛， 鎭っ坐 於 和 珥武燥 坂 上 r 則卒， 一精 兵， 進 登， 1 那羅 山， 而軍 之、 と 有るな ど 軍の 首途 

には必 其主將 たる 人 Q 齋 主と 爲 りて 天地の 祌 紙を祀 祭る 例な りしな り、 肥 前 風土記に、 三 根 郡 有，, 祌社； 名 曰 n 物部經 

津主祌 T  R 昔 小 墾田 宮 御宇 豐御食 炊屋姬 天皇 令 H 來目 皇子 征 71 伐 新羅 T 于時 皇子 奉, 勅 到- 1 於筑 紫？ 乃 遣 M 物 部 若宮 部-立- 1 

社於此 村， 鎭-祭 其 神 f 因 曰， 一物 部鄕 f と 有 は此齋 主神 を祀れ るな り、 齋とは 清潔に して、 神 を祀る 事と 物 を 鎮め 平定 

る 事と を 兼たり、 大 殿祭詞 に. 一一 一一：： 壽鎭 白久と 有る 鎭を、 鈴屋翁 Q 「伊波 比と 訓む 可し」 と 云れ たる は 然る 言な り、 ffi 

雲 神壽詞 に、 天皇 命 乃 手長 能大 御世 止 齋止爲 氏 云々、 伊波 比 乃 返事 乃 神 賀吉詞 奏賜波 久登奏 云々、 汝 天 穗日命 波 天皇 

命 能 手 長大 御世 乎 堅 石 雨 常 石 繭 伊波 比 奉、 伊賀 志 乃 御世 爾佐伎 波 W 奉 登 仰 賜 志，^、 乃隨 爾供齋 仕奉氐 云々、 と 有る 伊波 

比の 言に 齋愼む 事と >  鎭 平定なる 事と に 用 ひたり、 然 れば齋 主神と 申す も、 淸潔 にして 祌を祀 給へ ると、 猛威 を 震 ひ 

て 葦原 中國を 平定 給へ ると ニ義を 兼た る 御名な りけ り、 (徂 神代 紀に、 此神 を齋之 大人と 申す は、 自其齋 を物爲 給へ 

るなる を • 此は 祭られ 給へ るに て、 主客 Q 相違 有りと 雖も其 元の 所由此 神に 發 起れ る 事なる が 故に、 其 祭に は 預り給 

へ る 者なる 可し、 然 らば 右の 黑田官 段なる も 水垣宮 段なる も此齋 主神 を 祭れり けむと 所思るな り此 御名の 右の 如き 由 

來 有て 負 坐る 御名に て、 祌代紀 の 趣 も 義理 甚 著明なる を、 髻華山 蔭に、 是時齋 主神 號 n 齋之 大人 一 此祌今 在 二 乎 東國檝 

取 之 地 一也、 の 文 上よりの 鑌 きも 由 無くして 是 時と 云 ふ 事 何事の 時と も 聞え す、 齋主も 何の 齋主 にか 聞え 難ければ、 
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此 上に 文 多く 脫 たりと 思しき に、 其 文 今傳ら ざれば 如何なる 由と も 知 難 けれども、 姑く 今 本 Q 上に 就て 云 は 此齋主 

も 大物 主神 を祭始 給へ る 時の 齋 主と 聞え たり、 齋主は 後せ の 祭主の 職 Q 如しと 云る 說 の 如し、 偖 大物 主神 Q 祭 Q 齋主 

ならば、 此 文は而 奉仕 焉の 下に 在る 可き に、 先此に 云る は 聞え 難し 云々 と 云れ つれ ど、 信 難し、 是 時と 云 ふ 事 は、 經津 

主 武甕槌 神. Q 天より 降給 ふ 時な り、 齋 主と は 大物 主神 Q 祭に 就て 負 給へ る 祌號に 非す、 其 首 途に祌 を 齋祀給 ひて 其 無 

事 を 祈らせ 給 ひし 事 次に 古事記 傳の說 を 引て 云る が 如し、 然 れば而 奉仕 焉の 下に 在る 可く も 非れば、 此說は 依 難し、 

叉 平 田 翁の 古史 徵四卷 にも 此說を 諾れて 「本 は 是時齋 之 大人 號- ー齋 主神， と 有け むが 紛れて 前後に 成れる と 所思たり」 

と 云れ て自 撰の 古史 成文に も 其 如く 爲られ たる は 非な り) 記 傳廿ー (五十 丁) に、 黑田宮 段に も 水垣宮 段に も 軍の 首 

途 Q 處に、 居，, 忌 愛， と 有 は、 凡て 國ー W 向に ffi 立つ 道 口にして 必爲る 行事に て、 行 先 平安て 言 向 竟む事 を鎭ひ 祈るな る 

可し、 (材を 伐に 入む と 爲る時 山 口 祭 を 行 ふが 如し、 叉 古事記 水垣宮 段なる 建 波 邇安王 を 討 平る 時の 文に、 爾 日子 國 

夫 孰 命乞？！ 云 其 廂人先 忌 矢 可 彈 云々、 と 有る 忌 矢 を、 傳に 此は戰 はむ と爲る 初に 互に 先 一 矢 を 射 交す 式な り、 其 は 物 

の 初 なれば 殊に 重みして 齋愼み 神に も 祈 禱て發 つ 故に 忌 矢と は 云な り、 後世に も 矢 合せと 云 儀 Q 有 は此式 Q 遣れるな 

り、 と 云れ たる 忌 矢 も 軍 立の 初に 先祌を 祭て 物 爲る古 Q 儀式なる を 思 ふ 可し) 偖 其 を 唯 居 忌 瓮而と 耳 云て， 神 を 祭と 

も 何とも 云ざる は， 古神 を 祭て 祈る 事 を 居 忌 愛と ぞ云 けむ (萬 葉 三に、 齋戶乎 忌 穿 居、 また 齋忌戶 乎 前 坐 置而" 十七 

に、 久佐麻 久良多 妣由久 吉美乎 佐 伎 久安禮 等、 伊波 比 倍 須惠都 安 我 登 許 能 幣爾" 廿に、 伊波 比 倍 乎 等 許 敝爾須 惠而な 

ど 多く；^ る 中に 十七 卷 なる 歌な ど 殊に 明に 然聞 ゆ、 然る は 祭祀の 具 はし も 種々 有る が 中に 取 分て 此物を 居る をし も 其 


行事と 爲る は、 上代の 禮典 にして 深き 理 有る 事なる 可し、 中古より 以來斯 る 儀式 Q 絕廢 たる は 甚歎か はし) と 云れ た 

る 如く、 古 は 旅行 は 更に も 云す、 殊に 軍事に 就て 首途 する に は必神 を齋祀 りて 其 任に 赴く 制令に て、 此 は經津 主神に 

始 りたる 神事に して、 祌武 天皇に 定 りたる 由緣 上に 一 K るが 如し、 齋主 祌と稱 奉る 由 は 上 件の 如く Q 所 由に 依りて 食 坐 

るな" (記镇 に 云れ つる 如く 古神 を 祭て 祈る 事 を， 居 忌 愛と 云け むが 此は 神武 天皇 御紀 に、 自此始 有， 一 嚴瓮之 置, 也と 

有れ ぱ、 此 御世に 始れる 神事なる 事 云 ふ も 更なり、 但經津 主神の 齋之 大人と 在て、 其 祭祀 を物爲 させ 給へ りけ る 御 有 

狀は 如何な りけ む 今 知る 可き 由 無し) 偖此 神の ffi 自は 神代 紀 (神 達 生 坐 段 第 七の I 書) に、 斬 n 軻遇 突智， 時 其 血激？ T 越— 

染於天 八十 河 中 所在 五百箇 磐石？ 而因化 神號曰 n 磐 裂 神 根 裂祌； 兒磐筒 男 祌次磐 筒 女神 兒經津 主神と 有る、 此正說 な 

り、 同書 (同 段 第 六の 一 書) に、 于時伊 弊！！ 尊 遂拔， 1 所帶十 握劍， 斬- r 軻 遇突智 I 爲 J 一一 段？ 此各化 JT 成 神， 也、 復劍 P ^室 

血 是爲， 1 天 安河 擾 所在 五百箇 磐石， 也、 卽 此經津 主神 之 祖也云 々い 復 9^ 鋒垂血 激越 爲祌號 曰 磐 裂祌、 根 裂祌、 次 磐 筒 男 

祌 (一 曰 磐 筒 男 命 及 磐 筒 女 命) と 見え、 古事記に、 雨 著， 一 其 御 刀 之 前， 血走 JT 就 湯津石 村-所 成祌 名石拆 神、 根 拆神次 石 

筒 之 男 神 (三 神) と 有るな ど を 合せて 思 ふに、 御^の より 垂 落る. m 天に 上りて 五百箇 磐石と 化成る が、 其 因 緣に依 

て 叙 鋒より 垂 落る 血 五百箇 磐石に 激越て、 相感 和る 氣 勢に 依て 磐 裂 根 裂 祌は生 坐る にぞ 有け る、 但同紀 (同 段 第 八の 

一書) に、 伊 * 諾尊斬 n 軻遇 突智 命， 云々、 是時斬 血 激灑染 於， 一石 礫 樹草， 此 草木 沙石自 含 A 火之緣 也と 有る は、 此磐裂 

祌 根裂祌 の 御 德を成 坐 る 由を演 たるに て 別事に は 非るな り、 然る は 0 鋒の 尖 利なる 形象と 垂 落る 血の 激越く 勢 の 猛烈 

在りし とに 依て、 石 を 裂て 沖り 根 を拆て 透れ る 御靈の w 來れ りしな り、 石礫樹 草と 上に 對 たる を 思 ふに、 根 裂 神の. 根 
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は 草木の 事なる 可し、 記 傳に石 根 裂と 云 言 を 二に 分て 二 柱に 號 たる 者 なれば 根 も 石 根の 意な りと 云れ たれ ど 委しから 

す、 記 傳五卷 石 拆祌根 拆祌の 注に、 式 Q 祝詞に 磐 根 木 根 履 佐久彌 氏、 萬 葉 二に、 石 根 左 久見手 名積來 之、 又六卷 に，， 

五 百 重 山 伊 去 割 見と も、 廿卷に は、 奈美之 間 乎 伊 由 伎 佐 具 美と も咏 り、 或說に 人面の 凸凹 有る を 志 夜久美 面と 云に 同 

じくて、 岩の 凸凹 有る 上 を 通行く も 馬邪久 里と 云 ふ も 能面に 佐久 美と 云 有る も同詞 なりと 云り、 此 意なる 可し と 云れ 

たれ ど尙 粗し、 佐久 と佐久 美と は 別 也、 佐 久は其 物の 底まで 破裂す る 意、 佐 久美は 物の 上方の 窪み 見 ゆる を 云 ふに て 

別な り、 此 は思脫 された るなら む) 次に 磐 筒 男 神 磐 筒 女神 は、 彼 天 安河 邊 所在 五百箇 磐石の 靈神 にて、 磐石 を 所 司 坐 

す 御 功 坐リ、 磐 筒の 筒 は 借 字に て傳 なり、 傳は其 任に 就の 就と 同じく 其 事 をトて 掌る 由な り、 物 を トる卽 ち 其 事に 主 

たる 意な り、 古事記 及 祌代紀 (第 六の 一書) 共に 男 神 耳の 趣に 記せる は脫 たるに て、 一 曰 磐 筒 男 命 及 磐 筒 女 命と 有と 

同 (第 七 Q 一  書) に、 磐 裂 神 根 裂 祌兒磐 筒 男祌、 次 磐 筒 女神と 見えた る ぞ正說 なる、 尙下卷 (御 天降 段 正書) に， 磐 

裂 根 裂 神 之 子 磐 筒 男 磐 筒 女 所 生 之 子經津 主神と 有る は、 磐 裂 根 裂 神 も 磐 筒 男 磐 筒 女神 も 共に 夫妻 俱生 神に 御 在け り、 

此に 就て 思 ふに 古事記 (旣生 レ國竟 更生 レ 神の 條) に、 石土昆 古神 石 巢比賣 神と 有る 二 柱 は 究て此 祌に御 在す 可し、 鈴 

屋 大人の 傳には 此を御 被の 段の 錯出 なりと して、 此ニ祌 を 上 筒 之 男 命に 配 當られ たれ ど、 一 柱 神の ニ祌に 男女と 形體 

を殊 異にして 分り 給 ふ も 何とか や 信 難き 心の 爲る を、 上と 磐と 通 音と 爲て 混に 爲られ たる も 甚賴み 難 かリ、 然れば 石 

ヴ カサド as  f ス：'  ナシ 

土 は 磐 筒に 同じく 磐石 を 司 給 ふ 由、 石巢 は石爲 にて 五百箇 磐石 を 作 爲給ふ 神と 見て 何 云 ふ 事 か 有む (但予 が 此ニ神 

を 五百箇 磐石の 靈神 なりと 爲る を、 或人呀 りて 問け らく、 若し 然ら むに は 磐 筒 男 磐 筒 女神 有て 後に 磐 裂 根裂紳 の^ 坐 


る fr 、序に 非 ざれば 前後 倒 反せる に 似たり、 如何 答 云く 軻遇突 智祌を 斬 給へ る 血の 天 安河 に 到れり し は、 其 五 百箇磐 

石 Q 質 を爲す 初. にて、 次に 其 鋒より 垂 落る 血の 上りて 其 磐石に 冲り 透れ るに 依て 凝結して 固成れ る なれば、 磐 裂 根 裂 

神の 功 を 成 坐し は 前にて" 五百箇 磐石の 其 質 を 全く 爲るは 後な り、 磐 筒 男 磐 筒 女神の 其 子と 有る 事 所以 有る 事な り) 

經津 主神 は 鋒 突 主にて 矛 を 主り 給 ふ 由な り、 其 所 由 は 彼 輞遇突 智神を 斬 給. ひし 時 其 御 刀と 無く 媳體 より 激越り 上れる 

血 は 彼 五百箇 磐石なる が、 殊に 其劎 鉢より 垂 血の 激越り 上り 濯ぎし 其 猛 なる 火 徹に成 坐る 磐 裂 根 裂 神の 孫に て、 火徹 

り Q 深く 染 入て， 崔嵬き 形象 を 成る 五 百箇石 村の 精靈と 坐す 磐 筒 男 磐 筒 女神の 子と 在す が 故に、 其 物に 貫通る 稜 威の 

甚嚴 めし 在つ る 故に >  鋒 突 主神と は 御名に 負 坐るな り、 (神 名 式に、 伊豆 國賀茂 郡 多 祁富許 都 久和氣 神社 有る は此祌 

なる 可し、 叉 杉 样別祌 社 有る 杉 は 速の 借 字に て 同 神なら むか、 本 國祌名 帳に は ほこ わけ 明 神と 記せり、 叉 甲斐 國八代 

郡に 样衝祌 社 有り、 摁國 風土記に 天 細 女 命なる 由 云れ ど 違へ るに 似たり) 若て 經は 鋒に て 矛 を 主す と 云ふ徵 は- 神 名 

式に、 上野 國甘樂 郡 貫 前 神社 (名 神大) と 有る を、 名 神 祭の 下に、 或 作，， 拔鋒, と 見え、 上野 國神名 帳に も 正 一 位拔鉢 

大明祌 と 記して、 此は 矛に 依れる 御名と 通えた る を、 或 書に、 人皇 二十 八 代 安閑 天皇 二 年、 顯 坐 經津主 祌此所 一也と 

記し、 社 傳亦此 に 同じければ、 經津 主神 Q 矛に 依て 功 を 建 給 ふ 事 を 思 ふ 可し、 此に對 ひて 武赛槌 神 は 稜威之 雄 走 神に 

屬て劎 を 以て 功 を 建 給へ るに 思 准て 知る 可き 者な りかし (因に 云 ふ、 矛 を 保 古と 云 ふ は 鋒 木の 義な るが、 其 は 柄. の附 

たる を 云ふ稱 にこ そ 有 けれ、 唯に 其 品 を 指す 時 は 保と 耳 も 云 ふ 可し- 然る を 其 を 又 布と も 云 ふ は- 萬 葉 1 長 谷 朝 倉 天. 

皇 Q 御製 歌に、 布久 思と 詠せ 給 ふ は、 和名 抄に、 L 饞加 奈布久 之と 有る 同 物に て、 今 俗に 保久 世と 云 ふ 物なる が、 布久 
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恩 は 鋒 串の 義 なる を. 思 ふ 可し、 津は 突く 意な り、 W 雲 風土記に >  衝梓等 乎 留比古 命、 和 泉 風土記なる 衝样等 乎 而留比 

古 命の 衝样 を、 倒 反爲る 御名な り、 叉記傳 十八 布 都 御 魂の 下に、 謦紀に 翻. 靈と 書て 此云ニ 赴 屠 能瀰哆 磨-と 有り、 0 

字、 廣 韻玉篇 などに 斷聲と 註せ る 意 を 以て 用ら れ たる. なる 可し， 今 俗言に も 物の 殘 無く 淸く斷 離る i 貌を布 都と 云 

り、 叉 布都理 など 云ひ狹 衣に 布 都と 見放つな ども 有り、 然れば 此劎の 利して 物 を 淸く斷 斷っ意 を 以て 稱 つる 御名なる 

可し」 と 云れ ども、 其 は 却て 後な り、 其 元は 經津 主神の 鋒 突 主たる 御所 爲の 神速なる を假 借して 用へ る なれば 本末の 

相違な り、 叉 神代 紀に眞 經津鏡 有り、 此經津 は 同じと 雖も事 異なり、 眞は圓 形なる 事經 津は緣 にて， 八 頭 華疾に 別て 

る稱 なり、) 若くて 古事記に、 建 御 雷 之 男 神、 亦 名 建 布 都 神、 亦 名 璺布都 神と 見え， 同書 (白 檮原宮 段) に、 建 御 雷神 

の 降 奉 給へ る 橫刀を 此刀名 云 佐 士布都 神， 亦 名 云 甕 布 都 神， 亦 名 布 都 御 魂な ど 有る に 就いて、 記傳五 (七十 四 丁) 

に、 建 御 雷神と 此の 經津 主神 を 同 神に 定められ しか ども 然ら す、 素 其 神 等の 成せ 坐る 出自 より 異. なりけ る 物 を、 何ぞ 

1 祌と爲 る 事 を 得む、 然れ ば彼橫 刀の 名 を 佐 士布都 神と 申 は 刺 鋒 衝神甕 布 都 神と 申 は 嚴鋒衝 神 布 都 御 魂と 申 事に て， 

叙に 在れ 戈に 在れ 其 作用に 就て 布 都と 云る が、 輕津 主神と 申す 時には 其 總體を 主 給 ふ 御名と 爲る なり、 斯 在れば 建 御 

雷神 Q 亦 名なる 建 布 都 神 璺布都 神 も 其 亦 名に は此横 刀の 名より 混れ たるなる 可し、 然れ ども 其 御 功の 狀に 依て 然食坐 

■ む も 知る 可から す、 古傳の 任に 心得 可し (伹 經津 主神 は 矛 を 知 給 ふ 由に て、 經津は 鋒 突な りと 云て、 此に 其橫刀 Q 名 

に 某 布 都と 云 ふ を 取れる は乖戾 るに 似 たれ ど， 上古 Q 刀 叙の 制 二様に 有て 諸^なる と片 R^t- ると 有て- 片 なる は 唯 

に 太刀と も劎 とも 云て 其 は 匁 を 以て 橫に雜 く 物なる が 故に、 都牟 1^ 之 大刀 或は 大葉 或は 草薙劎 とも 云 ひ、 諸 なる 


は 其 用法 戈と 全く 同じく 突く を 主と 爲る 故に 某 布 都と は 云るなら む、 須佐之 男 神の 大蛇 を 斬 給へ る g を， 曰- 1 蛇之麁 

正- 此今 在-一石 上 一也と 有る を、 祌名 式に、 備前國 赤 坂 郡 石 上布 都 之 御 魂 神社と 見えたり、 然れば 一 の^の 名に 非ら で 其 

製り 樣を 以て 布 都と は 云へ るなる 可し)  - 

枚 岡 坐 は祌名 式に、 河 內國河 內郡枚 岡 神社 四 座、 (並 名 神大、 月ォ、 相嘗 新嘗) と 見えた る此 なり >  三代 實錄に 平 岡に 

作り 且 四時 祭式 此に 同じく、 叉 姓氏 錄 (河 內國 天神) に、 平 岡 連 津速魂 命 十四 世 孫 鯛 身 臣之後 也と 有れば、 平 岡と も 

記り しなり (伹並 字 本に は脫 せる を、 今 此を名 神 祭の 條に稽 るに、 四 座 共に 名祌 なり、 此に 因て 例に 考 合する に脫 

たる 事 著明ければ 補て 引つ) 祭神 は 白井宗 因が 神社 啓蒙に 引る 當社 古記に、 天 兒屋命 葺不合 尊大 國 主命 天照大神 若宮 

一座 大柙雲 命 也、 と 記せれ ども 依 難し、 (谷川 士淸 が通證 にも、 此 古記 を 出して 神武 天皇の 孔舍衙 坂の 御 軍に 利 無く 

して 退 還らせ 給 ふ 時に 祭祀 給へ る狀 にて、 所謂 退 還 示 レ弱祀 祭神 紙-者、 卽此矣 社 有-一 國平祭 一と 記せれ ども、 必然る 

可し とも 定 難し、 下に 云 を 待 可し) 此 祝詞の 終なる 細 書に、 大 原野 枚 岡 等 祝詞 准 レ此と 有て、 直に 此詞を 用ら る- -趣 

なる を 以て 思 ふに、 所 祭 春 日に 同く して 唯 天兒屋 命と 比賣 神と を 主と 祭らる X 事に て、 武甕槌 祌經津 主神 は 客た る 事 

云 も 更なり、 其證は 三代 實錄 に、 貞観 元年 正月 廿 七日、 奉， 授，， 河 內阈從 一 位勳 三等 枚 岡 天子 屋根 命 正 一 位 正 四 位上勳 

六 等 枚 岡 比 哮祌從 三位-と 有て、 餘 祌を皋 ざる を 思 ふ 可し、 (然 らば 當 社に 古来より 祭 来る 所 は、 天 兒屋命 比 咩祌ニ 柱 

にて 有しな り、 然る は 上に 引る 神宮 雜例 集に、 聖武 天 皇天 平 十二 年 四月 五日、 舂日 御社 奉 レ遷， 一壽 久山 御社-と 有れ ど 

も、 此 時に 未だ 春 日 社 は 立せ 給 は ざり し 程 なれば 此枚 岡より と 思しき を、 祌名 式に、 攝津 » 島 下 郡 須久. - 神社 二 座と 
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有る は 決く 天 兒屋命 比 賣神ニ 神 也、 然る は 遠 江 風土記に、 敷 智郡岐 佐 岡祌社 俗號， 1 岡糟垣 所所 祭天兒 屋根 大宮 比哮， 也 

と 有 も 二 座 なれば なり、 然れ ども 春 日 御社と 云 ひ岡糟 垣な ど 云る は、 後に 春 日に 祭て より は 却て 春 日 Q 方 本社の 如く 

なれ- 1 ば 其 名 を以傳 たるな り) 同書に、 貞觀ニ 年 七月、 進， 一河 內國從 三位 彌加布 都 命 祌比古 佐自布 都命祌 階， 並 加， ー從 

二位， と 有 を、 鈴 屋翁說 (記傳 十八) に、 「是は 何れ Q 神社に か祌名 帳に 見えす、 當昔從 二位 を 授奉給 ふ 計の 神の 官帳 

に 載ざる 事 有る まじき を 不審き 事な り、 若く は 枚 岡 四 座の 內 にや 有む」 と 云れ し は 然る 言に て、 彌加布 都 神 は 武甕槌 

神 比 古 佐 自布都 祌は經 津主祌 なりと 聞え たり、 然れば 天 兒屋命 比 哮祌の 本より 鎭坐 つるに、 奈良 朝に 春 日 御社 を定ら 

れし 後に 春 日と 同じく 鹿 島 香 取 神 を 合せて 四 座と は 爲られ し 者なる 可し、 其 は貞觀 元年の 下に 右の 如く 枚 岡 天子 屋根 

命 枚 岡比咩 神と 有る に， 同 二 年の 下に 彌加布 都 命 神 此古佐 自布都 命祌と 見えて、 此時は 未 主客の 如くなる に、 同 七 年 

十二月 十七 日の 下に、 河 內國平 岡 祌四前 准， 一春 日大 原野 神 ^ 春 冬 二 祭 奉い 幣永 以爲 i 例と 有る 文意 を 思 ふ 可し、 春 日大原 

野 共に 武讓槌 祌經津 主神 天 兒屋神 比 咩神四 柱 を 祭る が 故に、 枚 岡 も 其に 准て 四 座 を 合祀り、 其 祭儀 を 春日大 原野に 准 

ふと 一 K ふ義 なる 者 を や (祌名 式に、 河 內國若 江 郡 弓 削 神社 二 座、 並大 月， 相 嘗新嘗 と 有る を、 今 布 都大明 神と 申す 由 

なれば 此 社なら むと 思 ふに 然ら す、 其 は 枚 岡 四 座の 祌は拉 に 名 神 祭に も 列り 給 ふ 計の 祌な るに、 天兒屋 命比賣 神の 二 

座 を 耳 神 階 を 奉らせ 給へ るに、 其 並 坐す 祌の 無位に て 名 神なら む理 無れば 也、 上に 擧 たる 如く 鹿 島 香 取 神 も 式 文の 如 

き は 各 一 座なる に、 古来より 其 所 祭 は、 鹿 島 は 武赛槌 神なる 左に、 天 兒屋命 右に 經津 主神 を 相 殿と し、 香 取 は 經津主 

神なる に 左に 天 兒屋命 右に 武甕槌 命の 在せ ども、 官 より は 其 主と 坐す 神 一 柱に て 祭らせ 給 ふ 如く、 此も然 にて 有け む 


が、 二 神 共に 從 三位より 從 二位に 神 階の 進 給へ る其從 三位 は、 何時 奉れし か詳 なら ざれ ども、 前紀に I として 其從三 

位まで 進せ 給ふ遝 びの 見えざる は、 右の 貞観ニ 年に 從 三位 を 奉 給 ひ引續 きて 從 二位に 進 給し が、 從 三位の 事 を 記 漏 さ 

れ しなる 可し、 平 田 翁 は 若 江 郡 矢 作 神社の 御 事なる 可し と 云れ き、 其 は 姓氏 錄河 內國 未定 雜 姓に、 矢 作 連 布 都 怒 志 乃 

命 之 後 也、 と 有る に 依られた るなる 可 けれど、 然 ばかりの 神 位 を 奉らせ 給 ふ祌の 小社なら むも^ 合せざる に 似た る 故 

取ら. 然れば 枚 岡 四 座 Q 內 なる 葺不合 尊大 國 主命の 說は國 史に合 はす、 後世 其傳を 失て 後に 強に 四 座の 數に 合せむ 

と爲て 別宮攝 社の 祌を 本殿に 配 祭れる ならむ、 叉 天 照 太 神と 云 も 心得す、 其 は 枚 岡 比 咩神を 今 一 曆 貴く 爲 むと て Q 杜 

撰に て 信 難き 社傳 なり、 (比 哮祌は 天兒屋 命の 后 神なる を、 春 日 にても 天 照 太 神と 云 ふ 事に て 中古より 然る 私說は ffi 

来りし なり、 予が其 比 哮祌を 隨に見 ffi て 其 下に 述るを 見よ) 偖 常 社 遷座の 事 は 古書に 所見 無し、 唯 右に 引る 古記に、 

神武 天皇 東征の 度に 鎭坐成 奉る 趣なる は 然る 可から む、 其 は 其 供奉に 天兒屋 命の 孫 天 種子 命の 仕 奉られし かば、 南へ 

幸 行る にも 其 御靈形 を留奉 置け むと 所思る が、 尙其裔 の 人 等に 大御食 津臣命 臣狹山 命な ど 河 內國に 由有るが 多 在ば な 

り、 大御食 津臣. 命 は 神 名 式に、 高 安 郡 恩 智祌社 二 座 (並 名 神大、 月|^、相嘗新蒈) と 有 を， n 一代 實錄 に、 大御食 津彥命 

大御 食津姬 命と 有れば、 大御食 律臣命 夫妻と 通えた る を、 姓氏 錄 (河 內國神 別 天神) に、 恩智 神主 高 魂命兒 伊久 魂 命 

之 後 也と 有る 伊久 魂 命 は、 津 速産靈 神なる 由 第三 詞 下に 徵 せれば 由有る を、 臣狹山 命と 云 ふ も 神 名 式に、 丹 比 郡狹山 

神社 (大、 月， 斩嘗) と 見え- 叉其狹 山と 云 ふ 地名に 據れる 名と 通え- 叉 神 名 式に、 若 江 郡 仲 村 神社 有る が、 姓氏 錄 

(左 京祌別 天神) に、 中 村 連 已已都 牟須比 命 子 天 乃 古矢 根 命 之 後 也、 と 見えた るな ど 傍 由 有れば、 其 氏族の 多く 其國 
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に 住 へれば 其 人 々 0 氏神と 齋祀れ りけ むかと 思 ふに 然らす • 公より 祭らせ 給 へ りと 所思 ゆれば 必 神武 天皇の 御世の 事 

なる 可し (尙 姓氏 錄河內 國神別 天神に、 同族の 姓氏 多くして 菅生 朝臣 * 中臣連 >  中臣 酒屋 連、 村 山 連、 中 臣高良 比 

連、 平 岡 連、 川 跨 連、 中臣 連中 臣 など 同 銃なる が、 神 名 式に、 丹 比 郡 菅生祌 社、 大 月次 新嘗と 有る は、 右の 菅生 朝臣 

の 氏 社と 聞え， 同 郡 酒屋 神社 有る は中臣 酒屋 連の 氏 社と 聞え、 若 江 郡 川 俣祌社 鍬靱と 有る は 川 跨 連の 氏 社と 聞え たる 

など を も 思 合す 可し) 當社 祭祀の 事 は 三代 實錄 (卷十 一 ) に、 貞觀七 年 十月 廿 四日、 河 內國平 岡 神主 一 人 給， 一春 冬當 

色 軾料親 布 等 f 一如，， 平野 梅 宫祌主 f 叉 春秋 二 祭 差，， 神祇官 中 臣宫人 一 人， 檢； I 技 祭事-付 兼- 1 幣帛； 叉 差琴師 一人 供 n 奉 

祭場， 立爲 一一 恒例， と 見え、 叉 同年 十二月 十七 日の 下に、 河 內國平 岡 祌四前 准， 一春 日大 原野 神 一泰 冬 二 祭 奉, 幣永 以爲 例と 

見え たれば， 式 文に 載る 所の 恒例の 神事 は此 年に 始れ るな り、 (春 日 社の 祌 祭の 始れ る文德 天皇 仁壽 三年より は 十三 

年 計り 後れた る 可し) 四時 祭式に、 平 岡 祌四座 祭の 條に、 祭神 料 五色、 絹 各 二 丈 四 尺、 絲四 絢、 曝 布 四 端、 安藝 木綿 

八 斤、 麻 八 斤、 桑，， 幣帛， 料 交易 茼布 一 段、 一 丈 七 尺、 明櫃ニ 合、 莒形 一具、 一枝 (己 上官 物 神祇官 所， 請) 布 四 端 

(封 物) 白米 六 斗 四 升、 糯米 一 斗 一 一升、 酒 七 斗、 大小 豆 各 四 升、 能 一 斗、 腊四 斤、 烏賊 堅 魚 各 四 斤、 雜盛 一 鶴、 海藻 

四 斤" 滑 海藻 一 一斤、 生 鮭 一 隻、 鹽四 升、 菓子 一 斗 五 升、 稻四 束、 韓竈由 由 加 各 一 一具、 究 一 枚、 椀 形 四 口、 叩 戸一 一 口、 

a 四 口、 堝五 口、 酒壺ニ  口、 洗 盤 片盤各 四 口、 覆坏廿 口、 酒壺八 口、 坏 四十 口、 抬ニ 柄、 水 桶 二  口、 匏四 柄、 置簀四 

枚、 食薦 十二 枚、 ー羅 一, 口， 柏 三傣、 薪五撸 (巳 上 用 n 河 內國正 稅，) 解除 料 五色 拖各ニ 尺、 凡 木綿 二 斤， 麻 二 斤、 if 四 

口、 交易 茼布ニ 段、 庸布 一 段 (巳 上官 物 祌祇官 所 Jg) 酒 一 斗、 id 一一 升、 腊 一 1 升、 烏賊 堅 魚 各 四 斤、 海藻 四 斤、 鹽 1 1 


升、 稻ニ 束、 a 三 口， 堝三 口、 缶 四 口、 坏六 口、 杓 二 柄、 水 桶 二 口、 匏ニ 柄、 食薦ニ 枚、 慕  一 口、 黄蘗 十二 枚、 (巳 

上 用 河 內國正 稅，) 散 祭 料 五色 施 各 二 丈、 維 一 疋、 絲ー絢 四 雨， 凡 木綿 二 斤、 麻 一斤、 紙 二十 張 曝， 布 一端 色紙、 三 

十 張， 五色 玉 二百 丸、 五色 木綿 一 百 枚 (巳 上祌紙 官所レ 請) 神殿 装束 料 五色 拖各ニ 丈 四 尺、 維四 尺、 麻 一 一斤、 綿 一 屯、 

黑葛十 斤、 檜榑ー 材 (已 上官 物 祌祇所 Jg) 釀二祌 酒， 竈神 祭 料 (前 祭 請 i 之」 五色 拖各ニ 尺、 倭 文 一 尺、 木綿 八兩、 m 

二  口  (巳 上官 物 神祇官 所レ 請) 釀， 祌酒， 解除 料 (前 祭 請 A 之) 五色 拖各四 尺、 拖四 丈、 絲四 絢、 木綿 麻备ニ 斤、 庸布四 

段、 鍬 四 口、 黃蘗八 枚、 祝詞 軾料布 一端 (巳 上官 物 祌祇, 官所 A 請) 白米 五斗 (用，， 河 內國正 稅；) 盛 酒雜用 料庸布 一 

段、 覆，ー釀酒^^~ロ，料布五尺 (官物 神祇官 所， 請) 韓竈 一具 (釀レ 酒 料 用， 一河 內國正 稅，) 雑食 人 食料 白米 一 斛三升 二 合、 

錯 一 斗 八 升、 腊十 一 斤 四兩， 和布 十 一 斤 四兩、 鹽 一 升 八 合、 酒 三 斗 五 升 (並用，， 河 內國正 稅，) 齋服料 物 忌 一 人 装束 綰 

四疋九 尺、 夾纈三 丈 五 尺、 綿 三 屯 六兩、 綿 九 尺 五寸、 紗七 尺、 紅花 一斤 三兩、 支 子 五 升、 錦鞋 ー兩、 紫絲 四兩， 韓櫛 

ニ妆、 神主 一人 常 色 一 具 装束 料 絹 ニ疋、 細 布 二 端、 綿 二 屯， 布 二 端 (神祇官 人 一人 料 准」 此) 軾料絹 ニ疋、 絲三 絢、 

布 二 端、 彈琴 一人 装束 料 絹 一 疋三 丈、 綿 三 屯， 庸布ニ 段、 夫 八 人 料 布 六 端 二 丈 八 尺 (別 三 丈. 五 尺) 紅花 一 斤 四兩、 

ト部 二人 料 交易 茼布ニ 端 (別 一段 並官物 神祇官 所レ 請) 祝 薩宜各 一人 料 布 十二 端 (封 物) 同 祭 祿料調 布 三十 八端 (幣 

帛使 神主 各 八端、 物 忌 1 一端、 漏 宜祝各 八端、 彈琴 笛ェ各 一 端， ト部ー 一人 各 一 端) 右 春 二月 冬 十 一 月 上申 日、 祭， 之官 

人 一 人 率 n 雜色人 一 供 n 奉 祭事 一と 見えて、 香 取 鹿島兩 神宮よりも 媳 ての 樣の甚 じき は 此も彼 も 合せて 春 日に 祭らる \ 中 

にも、 京 近き 故に 殊に 如 此く兩 神宮に 勝れる にて 別の 子細 非^ (但 貞覜七 年に、 准， 1 舂日大 原野， 祌と 有る 如く、 其 頃 藤 
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原 氏の 甚 盛りな りし 程， なりければ. 氏人より 申請れ たるら む も 知る 可から す) 若て 上に 註る 如く、 鹿 島 香 取 雨 神宫の 

正殿 は廿 年に 一 度 造 替爲ら る 可き 由なる に、 當 社に 其 事 無き は國 家の 闕 典なる 如く 思 ゆれ ど然に 非す、 臨時 祭式に、 

凡 枚 岡 社 武藏國 封戶調 庸租穀 者， 停 レ收ニ 此官ー 收レ社 充ニ修 レ社料 一と 有る を 以て 見つ 可し、 右の 如く 廿 年と こそ は 限 ざ 

り けれ、 其 修造 料 を 充給ふ 所を以 見れば 大凡 其 年限に 修造 爲ら る，^ 御 定にぞ 有 つらむ、 (此官 と は 神祇官 を 云 ふなり、 

武藏國 は封戶 ば何處 なりけ む 今 知 難し • 今埼玉 郡に 春 日 部と 云 ふ 地名 有り、 春 日の 封 戸と 云， ふ 事に や、 若 然も 有らば 

其 地な どなるべし、) 

天 之 子 八 根 命 は、 古書 共 多く 1K 兒屋 命と も天兒 屋根 命と も 作り、 此 神の W 自又鹿 島 香取兩 神に 深く 御因緣 坐す 所以 を 

.說 く 可し、 此祌は 神代 紀に、 興台產 靈兒屋 命と 見え、 姓氏 錄 (河 內國神 別 天神) に、 中 村 連、 已 々登 牟須比 命 天 之 古 

矢 根 命 之 後 也と 見えた るが、 其 興 台 產靈神 は 舊事紀 に， 市 千 魂 尊 兒與登 魂 命と 見え、 其 市 千 魂 尊 は 同書に、 津速魂 尊 

兒と 見えたり (是 にて 姓氏 錄 に- 津速魂 尊 三世 孫天兒 屋根 命と 有る に熟符 て正說 なりと は 知れたり) 斯 るに 其 津速產 

靈神 QW 自を 記さす、 延喜六 年に 奏覺 せろ 大中臣 本 系 帳の 解狀 にも、 自 n 居々 登 魂 命 1 以往 本 記 雖レ存 朴略不 レ詳、 從- 

大祖 天 之兒 屋根 尊， 以來 父子 相承 兄弟 載録と 見え たれば、 當昔已 に 不詳り しなり、 舊事紀 (神代 系 記條) に、 高皇産 

靈尊次 神 皇産靈 尊. 〈津速 魂 尊と 有る に、 尙 古語 拾 遣の 異本に も 其 次序 は異 りながら、 1K 御中 主神 其 子 有 三男 長 高皇產 

靈神、 次 津速產 靈神次 神皇產 神と 有る， 高 皇産靈 神神 皇産篛 祌は相 接る 神に 御 在せば、 前後 入混亂 たる 者なる 事 著け 

れ. ば、 舊事紀 の 如く 祌皇産 靈祌の 次に 津速産 場： 神の 位る 可き 理 なり、 (古語 拾 遣の 通 本に は 神皇產 靈祌と 有て、 本 註 


に 是皇親 神留彌 命、 此神 子天兒 屋根 命中 臣 朝臣 祖と 有り、 此に は津速 産靈祌 省り たれ ど， 本 註の 意 は此神 子津速 産靈 

神 Q 裔と云 ふ 心得なる 可し、 子 は 子孫 を 博く 云 ふ 古の 常 なれば なり、 若 此く異 說の傳 る は、 廣成 主の 稿本と 眞 本と 共 

に 世に 傳來る 者なる 可し) 若 此く錯 置 を 訂正して 尙 熟思 ふに、 津 速産靈 尊と 申 は 可 美 葦 牙彥募 神に 御 在らめ と 思定た 

るに、 平 田 翁の 說を 聞く に、 「津速 産 靈祌は 決て 火 產靈祌 なるべし、 津速は 一 速の 略語なる が、 天上に 在す 神 等の 中に 

一 速 振ろ 神 は 火 神 を 除て 誰 神なら む、 鎮火 祭 詞に御 心 一 速 比 給 波 志止爲 S と 有 を 思 ふ 可し、 此 伊邪那岐 命に 斬れ 給し 

が ど 其 御骸は 天に 上りて 香 山と 爲れ X ば、 卽其御 靈の彼 山に 坐に て 更に 無 疑き 者な り」 と 云れ し は 粗き 説樣 なれ ど、 

實 に天兒 屋根 命の 武壅槌 經津主 一 一 神に 御由緖 有て 親しく 坐す 因緣に 就て、 此 說の捨 難き に 就て 此を田 心 ひ 此を思 ふに 甚 

止 事な く 奇異に 妙 在る 說有 リ、 天地の 初 時に 高 皇產靈 神 皇産靈 二 柱 神 Q 陰陽の 氣 勢の 天 中に 感和 交通せ るに 依て" 如 

浮 脂く して 其 形貌難 言き 一 物 成 W て 如 水 月す 漂 在り、 (此は 國の元 質なる が、 如 浮 脂と は 其 地に 居て 此質實 を 見 玉へ 

る 神 語な り、 天地の 元始の 物なる 故に、 浮 脂 Q 如く 光澤と して 清濁 相 混りながら 甚麗 美し 在け む を、 此地を 離れて 虚 

签 より 觀覺る 形象 は、 濛. <  たる 大氣 Q 中に 在る 狀貌 海月の 水底に 游く 如くな りけ む、 故に 祌代紀 の 正書に は、 開 闘 之 

初洲壤 浮漂 譬 翁，， 游魚 之 浮， 1 水上， 也と は 云り、 唯 魚の 水上に 游 くに 譬 たるに 非す、 古事記. に 國稚如 浮 脂 而久羅 下那洲 

多 陀用幣 流 云々 と 有 を 云るな り、 此事今 且と思 W る 任に 事の 因に 記せるな り、 然れば 浮 脂の 瞢は其 漂 蕩る物 Q 中に 居 

て 一一 目 ひ、 海月の 譬は 其漂蕩 たる 物 を 外より 觀て 言る にて 其 判然たり、 但浮脂 も 海月 も此 物の 狀に 依て 名と なりけ む 

を 其名定 りて 叉 其 を 借て 國 土の 稚 在し 樣を傳 たるな り、 彼 を 取て 此に 似た る 物に 字し 其 字 を 其 本質 の 樣を傳 ざれば H< 
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地已 成の 後に 天地 未 生の 事 實を云 ふに も 語る にも 方術 無が 故な り) 若て 其 中より 清濁の 眞氣の 上 升る 狀葦 牙の 如くし 

て 萌騰れ り、 其 は 1 物 中より 麗 美く 生 伸る が 故に 可 美と 云て 産 生の 義 なり、 阿 斯訶備 と は、 明然氣 火と 云 ふ 事に て 其 

體は氣 にして 蒼く 質 は 火に して 赤 在け む稱 なり、 比 古と は 其 葺牙を 引伸す る 意 遲とは 道に て、 此葦 牙の 如き 物 直立し 

て 天日と 爲り其 天日より 天極に 上窮 り、 其より 八方に 彌滿 して 無数の 鋼と 爲り、 其 綱に 載て 恒 天の 星宿 成りて 其 相 結 

ばる^ を 以て 摁天を 阿 米と 云 ふ、 阿 米と は 網の 義 なり、 日月 星辰の 位する 所な り、 是を 以て 網と 云 ひ 綱と 云 ふが、 其 

祌氣の 往來涉 降す る 街路 を 天 之 八達 衝とは 云る が、 此は可 美 葺牙彥 舅 神の 高 皇産靈 神 皇産靈 二 神に 禀て德 を 成 坐る 較 

略な り、 (綱の 事 網 Q 事 は、 平 田 翁の 說に本 就る が、 其 取る 所 大に異 也、 古 始太元 敌及ぴ 此書第 七詞靑 掌： 能 靄 極 Q 下 

に 云る が 如し、 若て 其 綱 を 網に 結成 玉へ るに 依て 角 凝 魂 命 角 己 利 命 角 魂 命 Q 別名 有り、 師は天 之 常 立命 Q 亦 御名と 爲 

られ たれ ど， 姓 11^ 錄 異本に、 稅部神 魂 命 子 角 凝 魂 命 之 後 也と 此れば" 此 神なる 事 無 疑し、 舊事紀 に、 天 八 百日 尊 天 八 

十寓魂 尊と 有る も 御 名義 を 解て 心得る に、 天 八 百日 尊と は恒 天の 列 星 は 火 球の 如き 者な り、 其 を 結成 給 ふ 由 天 八十 萬 

魂 尊 は 無數の 天象 を 成 玉 ふ義に 取れり、 然 らば 此も亦 此紊舅 神に 近く 聞 ゆ) 若て 其氣脉 Q 綱 は水氣 にして、 火光 を 含 

みたる 質なる が、 无數に 支 派て 宇宙に 靄 滿て聯 り 績く由 を 以て 此を津 と は 云な り、 然るに 天日 初て 天 中央に 立し より 

日少宫 とし も 天頂に 成り 其 を 本 據と爲 て 列宿定 りし を、 猶此 大地より 氣脉の 連接せ る 事 本の 如くして 有け るに、 此 iK 

地に 就て 伊邪那岐 伊邪那美 二 注 神 妹 妷と爲 り 嫁繼給 ひて、 國の 八十 國 島の 八十 島 を 生 給 ひて、 伊邪那岐 命 我 生る 國は 

唯 朝霧 耳 有て 薰滿る 哉と 宜 ひて 吹 撥 はせ る御氣 吹に 風祌成 坐り、 此に 依て 天 中の 氣脉迫 切に して 剛健なる 事 を 得た 


り、 天 御 柱 命 國御柱 命と 稱す 本緣 なる が、 其より 八 百 萬 祌等を 生 玉 ひて 最 末子に 火 産 靈神を 生 給け るに、 伊邪那美 命 

は 御陰 門 を被燒 坐て 神 避り 黄泉 國に岩 隱り往 坐りし かば、 伊邪那岐 命 甚く 怒 給 ひて 火 産 靈神を 斬 給け るに、 其 御體は 

天上に 上りて 天 香 山と 爲り、 其 血 はし も 天上に 上りて 天 安河 邊 なる 五百箇 磐石と 爲れ りしが、 其 物 等の 天上に 升騰る 

に は 彼 可 美 葦 牙彥舅 神の 氣脉を 除て 何處 よりか 升 縢らむ 1 偖 思 ふに 彼氣脉 は、 神代 紀に 所謂る 精妙 之 合に して" 天 上 

に 引伸す る 事 云 ふも更 なる が、 其 火 産 靈祌の 斬れ 給し 血の 上騰る に 就て、 益々 其氣勢 神速に 爲 りつる 間に 一 箇 の祌靈 

の 成 坐る、 此卽津 速産靈 神に 御 在り、 此氣脉 の 一一 目と 血の 一 百と 同じき も 妙 在る に 非す や、 鹿ト 起源と 云 ふ 書に、 高美牟 

須比命 加 牟美牟 須比命 久志眞 智産靈 命と 有る 久志智 産靈命 は、 決く 此津 速産篛 神と 通えたり、 此眞智 の智は 字音に 非 

す、 字義に 同じく 智の古 一 百な り、 叉 人の 祌 より 禀る 所に 各 一得た る德の 有る を 佐 知と 云 ふ ■ 佐 は 此眞に 同じく、 知 は 

智 にて 其 得た る 德に妙 用 不测の 事 有る を 云 ふなり、 尙 下に 云 ふべ し、 姓氏 錄 未定 雜 姓に、 都 早 古 乃 命と も 有る は津速 

凝 命と 申す 事に て、 角 凝 魂 命と 申す に 一一 目義 異ならざる を 思 ふべ し、 然れ ども 可 美 葦 牙 彥舅神 も 火 産 靈神も 其 本 體は各 

自 にて、 津速產 靈神は 可 美 葦 牙彥舅 神の 功德の 火産鑌 神に て 全く 成就た るが 故に、 右の 兩 神の 功 を 兼て 一 種の 神と 顯 

玉へ る 者な りけ り、 是を 以て 予は舊 事 紀の高 皇產靈 尊 次 神 皇産靈 尊 次 津速魂 尊、 と 有る 次序 を 正 說と爲 て 取れるな 

り、 (此 故に 第三 詞の 下に 辯る 如く、 伊久 魂 命 は此津 速産靈 神なる に、 高 魂 命兒と 姓氏 錄恩智 神主 下に 見えたり、 恩 

智は大 氣脉と 云 ふ 事な りと 通えたり、 叉 天辭代 主命 は 此津速 魂 神の 孫なる に、 高 魂 命 三世 孫と 見え、 叉 思 兼 神 は師說 

の 如く 天 兒屋命 同 神 なれば 津速魂 神 三世 孫なる を、 种代紀 の 一 書に、 高 皇産靈 之 息 思 兼 神と 記し、 古語 拾遺に、 神皇 
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產靈神 子 一 K 兒屋 命と 有る を 思 ふに、 息と 有 も 子と 有 も 子孫の 幾 も 後なる を 子と 云て 裔の義 なり、 叉 萬 幡豐秋 津姬侖 

は 神代 紀に、 思 兼祌之 妹と 有て 其 如くなる を、 紀記 共に 高 皇産靈 神の 御 女と 爲る など、 其 祖を高 皇産靈 神 皇産靈 神に 

係て 傳 たる を 以て 師說の 如く 火 産靈祌 Q 亦 名に は 非る 可し、 熟々 心を盡 して 其 旨 明亮なら むかし) 叉 舊事紀 に 津速魂 

尊 兒市千 魂 尊と 見え、 姓氏 錄に津 速 魂 命男武 速 命と 有れば、 必 一 神なる が、 市 は 營む義 にて、 天地の 生氣を 作成す 

意なる 事 魂と 申 t ，にて 著明し、 武乳速 命の 武は 高に て 彼 氣脉に 火 神の 靈 威の 血と 共に 預 上りて 天日 を晶 明に し、 尙 

地交泰 の氣脉 をお し 給 ふ 由の 御名な り、 師 Q 古史 徵に、 天 相 命 を. 此祌の 亦 名に 定められて 其說に 云く、 姓氏 錄 (山城 

國神別 天神) に.' 「吳公 天 相 命 十三 I 孫 雷 大臣 命 之 後 也と 有る 雷 大臣 命 は、 藤 原 系圖に 據て考 に、 兒屋极 命 十一 世 孫 

なれば 其 十三 |祖 は 天 相 命に 當れ り、 然れば 雷 大臣 命の 十四 世 祖は津 速 魂 命に て、 天 相 命 は 其 子に 坐 事炳焉 し」 と 云 

れ たる は 然る 言なる に 就て 考 るに、 天 相 命と 申す 名義 亦熟符 へり、 其 は 天 相 命と 申す は 津速魂 命の 始 給し 氣脉に 火 産 

靈神 Q 血の 乘 移り 合 乍 も 天上に 昇騰て 1K 日の 光輝 を彌々 弦し、 叉 無数の 氣脉 に， 結り 成れる 日少宮 及び 列 星の 光と 成れ 

れば、 天 相 命と 申す 事理 甚惜に 通えたり (但師 は. 市 千 魂 命武？ 速 命 一 神 別名な りと は 心 著れ ざり し 故に、 其 說亦同 

じからざる 可き を 未聞ねば 何とも 云 難し、 古史 成文に、 市 千 魂 命の 魂 を 多 麻と 訓る は宜 からす、 牟須 比と 訓 べきな 

り、 市 千 Q 千 は、 幸 を 佐 知と 云 ふ 事 Q 起 元、 叉 其 千 は 人の 聰明なる を 智と云 ふ も此に 同じ >  智は 音訓 共に 同じき 事 

なり、 第三 詞の 下に 足 產日祌 と 申す は此 神な りと 云り しが、 1K 相 命と 申に も 熟 符て通 ゆる は甚 奇異なる 者な り、 天 相 

命の 名義 も 師說は 知す) 叉 舊事紀 に 市 千 魂 尊 兒與登 魂 命と 見え、 神代 紀には 興 台 產靈と 作た る 興 台 は、 姓氏 錄に 己. < 


登と 有に 隨て訓 可し、 己々 は 凝々 にて、 登 は 津速產 靈 神の 津、 市 千 魂 命 武乳速 命の 千と 同 物な り、 然る は津 速產靈 神 

の 津を市 千 魂 命の 營 作り ノ武？ 1^ 速 命の 天上に 高く 神速し 上 給 ひ) 氣脉の 神 靈彌々 益 々盛に 成れる が • 其 神靈の 凝， -て 

奇靈 なる 神威 を 爲し給 ふ 由の 御名と 通えた リ、 師説に 己々 登 は 心 利な りと 云れ し は 然る 言ながら、 心 利と 云 ふ は 末に 

て 凝レ津 の意ぞ 本な りけ る、 第三 詞の 下に、 玉 積 產日神 は此祌 なりと 云る 玉は靈 なる が、 靈 積と 凝 津と言 の 同じき を 

も 思 ふ 可き 者な.^ 此に 因て 思へば 天 相 命の 御 功に て 天上 は 成就 ひ、 興 台産靈 神に 至て 全く 事竟 給け ると は 知れたり、 

其 は 心 有て 事 有り 事 有が 故に 言 有り、 師說に 姓氏 錄 (左 京 神 別 天神) に 「伊 與部高 媚牟須 比 命 三世 孫 天辭代 主命 之 後 

也と 有る 辭代 主命 は、 卽此興 登 魂 命の 別名な り、 其 W 自を高 皇産靈 神と 云 ふに 抱り て、 其 三世と 云 ふに 泥む 可き に 非 

す」 と 云れ たれ ども、 予が 取る 所 は 別にて、 其 高 媚牟須 比 命 三世 孫と 有る を 極めて 何怜く 所思るな り、 其 は 高皇産 

靈祌 Q 次に 神 皇産靈 神 は 御 在せ ども、 二世に も 一 世に も數 ふる 古書の 法に て 難 無れば、 其より 津速産 靈祌市 千 魂神此 

群 代 主神と 三世 Q 數 に熟符 ひたれば、 興ム a 魂 祌の亦 名と 云れ し 師說の 問然く 所有 まじく 所思たり、 第一 卷 (第三 詞 

下) に 云る 如く、 辭とは 心 速に て 心感る 所有て 思を發 すれば、 事 有り 事と は 心の 內に 位て 身 を 使 令に も 被 使 令に も 其 

所 置 は 心に 在な から 動く 所 身體に 預る 事に て、 別 異なる が 如き 故に 事と は 云り、 事 有れば 聲に 發揚て 不言る 事 を 得 

t 此詞辭 の 起る 因緣 なり、 然れば 天日 御 國も天 相 命に 至る 迄 は 事 無り つらめ ど、 日大御 神の 1K 日 御 靈と爲 て 所 知 看 

初 給し より 須佐之 男 神の 御 荒 振の 事 有り、 天 石 窟隱の 事 有り、 此に 就て 太 兆の 事 起り 太 祝詞の 事始る 心に 就て 事 有り 

霄 有の 理、 諸 を 近く 人身に 取ても 思 ふ 可き 者な りかし、 • (心 Q 許 をし 神の 迦 など 同じく 氣を云 ふなり、 人體 中に 心 在 
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りと 雖も 呼吸 を 塞ぐ 時 は 精神 其 身 を 去る、 此に 依て 其 身 死す、 是 心は氣 なる 證 なり) 叉 神代 紀杧、 興 台 產靈兒 一 K 兒屋 

命、 姓氏 錄 (河 內國神 別 天神) 中 村 連、 已々 登 牟須比 命 子 天 之 古矢 根 命 之 後 也と 見え， 藤 原 系圖に >  天津 兒屋命 本 系 

帳 云、， 與登魂 尊娶玉 主命 之 女 許 登 能 麻 遲媛命 所 生と 有れば、 興 登 魂 神の 后 神 は 玉 主命に 在り、 此の 神 は 天石鬥 別安國 

玉 主命と も 申す 由、 度 會延經 が 神 名式考 證に考 記せる が 如し， 此の 祌は 同じく 火 産靈祌 の裔に 坐す が、 玉 主は靈 主に 

て、 許 登 能 麻 遲媛命 は 一一 目 之眞智 なる 事 云 ふ も 更なり、 興 台產靈 神に 配合 坐す 事 深 契 有る 事な り、 (古史 成文の 次序 は 

宜しから す、 予 姓氏 錄に 深く 見得た る ことの 有りて、 火產靈 神の 裔に定 たる 元 由、 今 愛に 記さ ま 欲 かれ ど叢胜 きを 厭 

へれば 本 編に 記せ リ) 天 之 子 八 根 命 は、 古書 共に 多く 天兒屋 命と も、 天兒 屋根 命と も、 天津 兒 屋根 命と も 記して 異る 

事 無き が、 名義 は 師說に 「八 意思 兼 神 同 神なる 由 定められて、 兒屋は 八 意に 倒 反に て意彌 なり」 と 云 はれた る は 然る 

一 百なる に 就て 思 ふに 根 は 主の 義 なる 可く 所思たり、 (其 は 古史 徵第 五十二 段、 六十 段、 百 三十 三 段に 見え 叉 予が說 を 

合せて 此書第 1 卷 なる 第三 詞 第三 卷 なる 第 七詞の 下に 云れば 今 は 記さす) 東 照 神の 訓に、 天地 Q 道理 を 約れ は 一 身 Q 

事と 爲タ、 一身の 道理 を 演れば 天地に 充滿と 仰 給へ る、 眞誥に 因 准て 諸 を 天地に 則り 諸 を 人身に 說む とす、 蓋 人身の 

禀る所 天地 萬 物と 異る 事無くして 氣形 神の 三の 外 は 非す、 其 人身 を 養 ふ 事 食に 在て 衣 住 は 其 を 覆 ふ 所以の 者な り、 所 

以に天 照 太 御 神の 大 御言に、 是物 者顯見 蒼生 可， 一食 而活 之 也と 詔 給へ る 趣 を考徵 奉る 可し、 人身 Q 存在せ る を 活と云 

ふ、 活とは 食物の 神氣體 中に 充滿 して 呼吸の 往來爲 るを以 謂な り (素 問內經 に， 五穀 入，, 於 胃， 也、 其 糟粕津 液 宗氣分 

爲 J 一一 璲ー 故 宗氣積 n 臂中， 於 喉. 嚨， 以貫 n 心脉， 而ね r 呼吸， 焉、 叉 曰 宗氣留 -ー 於 海， 其 下 者 注 二 於氣街 T 其 下 者 走- 1 息 道 I 


と 一 おり、 食物の 糟 粕は展 汁と 爲て身 外へ 放り、 津液 は胃府 より 心藏に 入りて 其より 頭腦に 上り 其に 宮リ、 其より 數條 

G 祌經を 網羅して 身體諸 器の 作用 を爲 令む、 宗 氣身體 の中府 より；^ 液と 共に 身體に 充満て 生.^ たる 德を 施爲 するな 

り、 素 問に は津 液と. 宗氣と を 別に 爲れ ど、 津液 中に 宗氣 有り 宗氣 中に 津液を 含るな ど 相 離れぬ 物な り、 偖 此を演 て 天 

地に 比ぶ るに 糟粕は 地と 爲り、 海と 爲れる 者な り、 津液 は如葺 牙に て其始 天日 を 潤し、 上騰して 日 少宮に 止り、 其よ 

り 無 數の氣 脈 を 網羅して 宇宙の 大象を 自持爲 るに、 同じく 宗氣は 宇宙の 大 象より 各自の 神氣 成て 薰滿 っ此 天 中に 充滿 

る 所の 大氣 なり、 何ぞ 天地人 身殊 異なる 事 を 得む) 偖 其 食物の 祌氣津 液と 爲て 心より 頭腦に 至り、 其より 數條 の祌經 

に 注ぎて 身體 中に 彌綸 して 蓮 動の 神 功 を 奏し 意識の 妙 用 を 爲て窮 無し、 此卽津 速産靈 神の 所 置に して 亦 名 生産 日 神の 

活せ給 ふが 故な り，' 然れ ども 此神經 の 津日. <  に缺乏 す、 是を 以て 市 千 魂 命 其 營爲を 主 給 ひて 益. 其德を 施 給 ふ 武乳速 

命と. & すは此 故な り、 若て 身 體の諸 器 各自 其 位 を 得て 官能 有り 天 相 命と 申す 義此 な り、 若る に 其祌經 中に 含む 所の 

神， 靈 有て 各々 其 性 有り 此は興 台産靈 神の 主る 所に して 心と は 此を云 ふなる が、 其 心有る 時 は必事 有リ、 事 は 一一 一一 C に 依て 

通 ふ 言 を 以て 催促す、 此辭代 主神の 預る 所なる が、 其 心緒の 愈 仲て 思 を 發す八 意思 兼 神の 深く 遠く 思慮の 智 坐る 本緣 

此 なり、 此は 人身に 取れる 說な るが 立復て 天地の 事 を 云む とす、 此； 大兒屋 命の 御 功の 彰 坐し 起 元は； 大照太 御 神の 磐戶 

隱の 時と 皇御孫 命の 御 天 降の 始と此 一 一度の 事なる が、 天 照 太 御 祌の石 窟隱の 所 由 は 須佐之 男 神の 火 神に 被 焦て 神 避 坐 

し、 御祖 伊邪那美 神 を 戀奉給 ひて 妣國 に罷 むと 申 給け るが、 其國は 世界の 穢惡の 輻湊る 處禍災 の 止 住る 處 にて、 御 父 

伊 邪 那岐神 の 、 不須也 凶 目 汚穢 國と 詔 給て 別 處を建 て 令 往來給 はざる 地なる に." 其國に 引れ 給ふ祌 性に 乘 て 荒 振 る 
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惡祌等 相 交り 相ロ會 けむ、 故に 種々 の穢惡 はしき 事共 を 行 給 ひ 悪しき 禍業 不止轉 有し かば、 天 照 皇太御 神 甚く 怒らせ 

給し かば、 天 石戶を W て刺隱 給け り、 故 天 原 は 更に も 云. ir 此 大地の 悉も常 夜の 闇と 成れり しかば、 八 百 萬 神 等 天. (；- 河 

原に 祌集 ひに 集 給 ひて 奉 禱む方 を 謀 給け るに、 高 皇產靈 神の 命 以て 此八 意思 兼祌に 深く 遠く 思慮ら 令 給 ひけり、 師說 

を 聞く に、 津速產 靈神市 千 魂 神輿 台産靈 神と， 々に 火産靈 神の 功業 成々 て、 天兒屋 命に 至て 思慮の 智 全く 整 ひ、 石屋 

戶隱の 大禍事 を 直 給へ る 功德の 高く 比類 無き 事 は 幽き由 有事な りけ り、 其 は 彼 招 事に 用る 物 を 悉く 天 香 山より 取れる 

所以 を 先 思 ふ 可し、 抑 火 產靈神 は 御 母 伊邪那美 命の 已命を 生 給へ るより 事 起て、 黄泉 國に往 坐し 其 事に 依て 已命も 被 

殺 給し 故、 彼 國を惡 み 所思す 事甚深 在ば 彼 國に屬 る 事物 をば 甚く 惡み 坐て、 彼國に 却て むと 稜威 速び 給 ふ 神靈の 盛大 

なる 故に、 其 祌靈に 資て此 大禍事 を 却 失む とて 彼祌の 御骸の 化れ る 天 香 山より 招 事の 物 は 採れる が、 思 兼 祌の其 思慮 

の 中に 太 兆の 鹿 はし も 火 神の 御 骸に化 坐る 大山 祇祌の 御 末にて、 鹿 を 迦久と 云 ふ も 割 遇 突 智の軻 遇に 依れる を 思 ふ 可 

し、」 と 云れ し は 尤と聞 ゆるに 就て、 今一 暦此を 深く 思慮る に、 天兒屋 命の 宇宙の 事 を 八 意に 思慮り 知す 可き 所以 有 

り、 其 は 其祖と 坐す 津速 產靈 神より. fi- 々上に 說る 如き 由緣 共有て、 宇宙の 氣脉に 祌氣を 含めて 保せ 給 ふ 元本 を 主る 神 

なる が 故に、 天兒屋 命に て 全く 思慮の 功 整し と 云 ふ も、 其 氣脉を 引伸て 被 知る 可き 理 なれば なり、 故 祌代紀 に、 天兒 

屋命 主， ー祌事 之宗源 者， 也、 故 俾下以 一一 太 占之ト 事， 而奉. P 仕焉と 偉たり、 神事の 宗源を 主る と は、 唯 祭祀 を 主 給 ふ 耳なら 

す祌 業の 起 元 を も 知る と 云 ふ 事 を 兼て 記せるな り、 (如此 く 世界の 事共 は 吉凶 共に 祌の御 心に as るが、 何 在る 祌と雖 

も 一 K 地 の 外に 身 を 置 ざれ ば 影の 形に 隨ひ 響の 音に 應る 如く、 祌事 の 宗源を 知る 神の 所 知 看ぬ と 云 ふ 事 は 全に 無 き 事 な 


る を £ 心 ふ 可し、 然れ ば； 大照太 御 神の 天 石 戶隱の 時の 事も然 にて 火 神の 唯に 御 末なる 因緣 耳に は 非す) 侑此 神の 鹿 島 香 

取 祌と何 社 にても 相 殿と 御 在る 事 は、 何れも 火 神の 御裔に 坐て 甚 近き 御 親族と 坐す 耳なら す、 彼 御 天降の 時に 此思兼 

ヌキ イデ 

祌の 思慮 得 坐て、 葦原 中 國を言 向て 經津主 祌武甕 槌神を 擢て其 本分の 御 功 を 令 建 給し 故 を 以て 殊 なる 御 睦び坐 事と 通 

えたり、 叉此ー ー祌の 功績 世に 高く 御 在して 思 兼 神の 思慮り 的當 せる に 就て は 其 識鑒の 功績 も 高く 立し 故に、 香 取 鹿 島 

兩祌宫 に其裔 孫の 人々 仕 奉り、 叉 其 氏神と 副に 仰 奉る 事に て、 世繼 物語に、 鎌足 は 常 陸の 生に て 鹿 島に は 氏神 有と 云 

る 如く 其 産土神と 一 一. 一 ふ 耳に は 非す、 常 陸 風土記 香 島 郡の 下に、 藤 原 系 圖に大 鹿 島 命と 云 ふ 人の 有るな ど 其 由緒の 少緣 

ならぬ を 思 ふ 可し (天 兒屋 命の 遠 裔の鹿 島 香 取 神宮 に 仕 奉た る 事の 物に 見えた るお を、 帥說に 合せて 今 此を詳 に爲む 

とす、 先 常 陸 風土記 香 島 郡の 條に、 年別 四月 十日 設レ祭 灌ぃト 氏種屬 男女 集會 云々、 祌瓧. 周 K ト氏 居と 有る ト氏は • ト 

部 氏、 神社 は 鹿 島大祌 なリ、 叉 元 正 天皇 御紀 に、 常 陸 國久慈 郡 占 部 御蔭と 云 ふ 人 見え、 萬 葉 二十に、 常 陸國^ 部 小 龍 

と 云 ふ も 見え、 目録に 占部廣 方と 云る も 記せり、 叉聖武 IK 皇御紀 に、 天平 十八 年 常 陸 國鹿島 郡 中臣部 二十 烟、 お 部 五 

烟， 賜 中 臣連之 姓、 また 光仁 一 K 皇御紀 寳龜八 年の 下に、 校 M 常 陸 國鹿島 神社 祝 正 六 位 上 中 臣鹿島 連 大宗 外從 五位 下 一と 

も 見えたり 叉持統 天皇 御紀 に、 鹿島臣 有る は 同族なる 可し、 また 玉 葉寬喜 元年 五月 一 日の 下に、 二 條中納 一 百言來 申 香 

取 神主 問：， 事 當時祌 主 本流 中臣 也、 助 道 者 大中臣 也、 鹿 島 神主 餘流 也、 而康治 之 頃 中臣氏 無， 一 其 仁， 之 時 掠 申 子細 拜任 

後 三代 雖-ー 相 續， 中臣氏 1^ 相 交 補 也、 また 東 鑑 建久ニ 年の 下に.' 鹿 島 社 福宜中 E 親 廣とー K も 見えたり、 借續紀 に、 天平 

寶字ニ 年 九月 丁 丑、 常 陸！： 鹿 島祌奴 三百 八十 人 便爲， ー祌戶 f また 姓氏 錄に、 神 奴 連： 大兒屋 命 十 一 世 孫 雷 大臣 命 後 也と 
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有る、 此神奴 を 主る 人な り、 叉； 大智 IK 皇御紀 に、 常 陸 國中臣 部 若 子と 云 ふ も 見え、 此 書の 始に春 日 社 記、 春 日 小社 

記、 公事 根源 を 引て 記せる 中臣連 時風秀 行と 云 ふ 人の 有るな ど、 天兒屋 命の 裔 孫の 鹿 島 神宮に 仕 奉る 較略此 なり、 叉 

香 取 神宮に H 八兒屋 命の 裔 孫の 仕 奉る 事 は、 續紀 に、 天平 元年 外 從七位 上 香 取 連 五 百 島、 献，, 私 穀於陸 奥 國鎮所 f 授，， 外 

從五 位下， と 見え， 大中臣 本 系 帳に、 宣年香 取 宮司 從七 位下、 また 淸暢香 取 宮司 從七 位下、 また 仲 澤香取 宮司と 見 ゆ、 

此 三人 は 大中 臣淸麻 呂の裔 なり、 また 古 下 總國司 を 宮司に 補任し- 宮司に して 國司を 兼た る 例 有り、 香 取 志に 云く、 

久安 元年 八月 七日.， 太 政 宫符下 總國司 正 六 位 上中臣 朝臣 助 重、 右 者 七月 廿 八日 補 IT 任 香 取 宮司， 畢國 宜，， 一 承知 一 事已上 

依 レ例令 二 執行， 符到 奉行と 有り、 其 子 助 康其子 助 道 三代 宮司に して 國司を 兼たり、 と 香 取 宮司の 家譜に 記る 由 云り、 

師說 に、 東大寺 奴婢 帳 天平 勝寶ニ 年の 治 部 省牒の 文に、 下 總國香 取 郡 神 戶大槻 鄕戶主 中 臣部眞 敷と 云 ふ も 有りと 云 

れき此 等 を 參考て 知る 可し、) 

比賣祌 は、 鈴屋 大人 說 (大威 詞後釋 附錄) に、 比 賣祌は 枚 岡 四 座の 內 なり 兒 屋根 命の 后 神な どに や 御 在らむ、 (今 云 

誠に 天 兒屋命 の 后祌な る 確證を 見出て 其 說を得 たるに 依て 下に 詳に 記せる が 如し、 眞に 大人の 恩賜な り) 續後紀 に 、 

承 和 三年 五月 奉, 授， 一河 內國從 三位 動 二等 天兒 屋根 命 正三位 從四 位下 比 竇祌從 四 位上ハ 其 詔 曰 云々、 同 六 年 十月 奉， 授 T 

坐- 1 河內 國河內 郡， 正三位 勳 二等 天 兒 屋根 命從 二位 從四位 上 比 賣祌正 四 位下 h 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 奉 授，, 河 內國從 

1 位勳 二等 枚 岡 天子 屋根 命 正 一 位 正 四 位 上 勳六等 枚 岡 比 哮祌從 三位 r など 有を以 知る 可し、 (今 云 ふ、 但此に は 古本 

文德 天皇 霣錄 に、 嘉祥 三年 九月 己 s「 遣 n 参議 藤 原 朝臣 助, 向 ，1 春 日大 神社-策 命日 云. <<、 天 兒屋极 命 乎波從 一 位 爾比寶 


ft 乎 波 正 四 位 上 爾上奉 利 崇奉留 云々 と 有を脫 されたり、 其 は 春 日 社へ 進 せらる \ 策 命なる 故に 枚 岡の 神 險には 非 じと 

思 はれけ む， 故に 思 漏され たる 可し、 借 上に も 云る 如く 春 日 は 神 名 式に も、 春 日 祭祌四 祭と 有て 伦 社の 例と 異なろ 

は、 鹿 島 香 取 枚 岡 三 所の 祌の 遙宮の 如くなる が 故に、 春 日に 奉らる \ 祌階 は、 其 本 所に も祌 階なる 事 上に 辨 たるが 如 

し、 然れ ば後紀 に、 承 和 六 年に 天兒 屋根 命從 二位と 有より 二階 進みて 從 一 位に 成 給 ひ、 比 賣祌は 正 四 位下と 有より 一 

等 進みて 正 四 位 上に 成て 前後の 次序 熟符 へる は、 春 日 社に て 其 本 宮の事 を も 行る \ が 故な り) 然る を 世に 1K 照 太 御 神 

ぞ萬幡 姬命ぞ など 申す は 正史 をも考 ざる 漫言な り」 と 云れ たる は 然る 首な り、 (此比 賣祌を 天 照 太 御 祌ぞと 云 ふ妄說 

は、 二十 二 社 注 式、 春 日 社 記、 春 日 小社 記 共に 比 哮大神 伊勢 國度遇 郡 御影 向と 見えて、 何れの 祌 とも 無き を >  公事 根 

源 神社 考 神社 啓蒙な ど 其に 本 就て 天 照 太 神と 爲るを 漫言な りと 云れ たるな り、 但 萬幡姬 命と 云 ふ は 難 捨き說 なり、 下 

に 說くを 見よ) 摁國 風土記に、 遠 江 國敷智 郡 岐佐岡 神社 俗 號，, 岡糟 垣， 所 祭 天 兒 屋根 大 宮比哮 也と 有る 證文を 得て、 天 

兒屋 命の 后 祌は大 宮比哮 命に 在す 事 決しと 思定 たるに (式に 攝津阈 島 下 郡 須久々 祌社ニ 座と 有 は此に 同じく、 天兒屋 

根 命 比哮祌 一 一 神なら むと 所思たり、 天兒屋 命の 本社 は 枚 岡 なれば 須久々 祌 社なる も 此の 岐佐岡 神社 も 枚 岡より 移せる 

ならむ" 然れ ども 春 日 社 定て後 は 春 rn より 勸請 する 事 勿論な り、 恩 混 ふ 可から す、 駿河 風土記に、 安 辨郡菅 沼 神社 所 

祭糟お 一大 神 也と 有る は、 ： 大兒屋 命 一座なる 可し、 然る は 春 日 祭神 四 座の 內に 主と 半： 神 は 第一 殿に 坐ば、 其 神 を こそ 春 

日 神と 稱ふ 可き に、 春 日 神と は 天 兒屋 命の 事と 中 昔より 心得 來る事 なれば なり) 祌代紀 を閲れ ば、 以， 一思 兼 神 妹萬幡 

豊 秋；^ 姬命， 配， 一正 哉 吾 勝々 速 日 天 忍穗耳 尊, 爲, 妃と 有る 命 配の 間に、 兒 玉依姬 命の 五 字を脫 せるな り、 其 は 右の 一書 
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に 中に 栲幡 千々 姬兒 萬幡姬 命、 また 火之戶 幡姬兒 千々 姬 命と 有る、 此ニは 共に 同 神の 別名 を 親子の 名と 爲 たるに て此 

は 誤 なれ ど、 栲幡 千々 姬 命の 兒に聚 たる は 由有る 傅な り、 其 は 第 七の 一 書に も、 高 皇產靈 尊 之 女： 大 萬拷幡 千幡姬 ( 一 

云 高 皇產靈 尊 女 萬 幡姬) 兒 玉依姬 命、 爲， 一天 忍 骨 尊妃， 云々 と 有 以て 知 可し. 一 と 云れ たる 師說の 如く、 忍穗耳 尊の 妃と 

爲給 へる は、 天兒屋 命の 栲幡 千々 姬命 (亦 名大 宮比哮 命) に 娶て生 坐る 兒玉依 娘 命に 在り、 此 名義 は 靈 具と 通え たれ 

ば 愈其兒 なる 事據 有て 思 ゆるな り、 所以に 忍穗耳 尊の 御 爲には 天 兒屋命 は 御 外 舅， 萬 幡姬命 は 御 外 姑と 坐し、 遣々 件 

尊の 御 爲には 外 祖と御 在す が 故、 御 天降の 事 も 何も 專天 兒屋命 Q 主と 執行 奉 給へ るな りけ り (但 神代 紀の諸 本 共に、 

拷幡 千々 姬 萬幡姬 命と 有て 兒字は 無き を、 師說 に拷幡 千々 姬の 下に 兒、 若く は 女 字を脫 せり」 と 云れ たる は 火 之戶幡 

姬兒 千々 姬命、 また 天 萬 栲幡千 幡姬兒 玉依姬 命な ど 有に 對思 ふに.， 實 然る 言なる に 就て 兒字 を脫 せる 事 決ければ 補て 

引るな り) 然れば 二十 二 社 注 式に、 比 咩大神 伊勢 國度遇 郡より 御影 向と 云 ふ 事 も 所 由無き 事に は 非す、 神 名 秘書に、 

天 照 太 神 相 殿之姬 神栲幡 千々 姬命、 於-春 日 一 第 四 神殿 坐 也と 有る に、 右の 遠 江 風土記 を 合せて 拷幡 千々 姬命大 宮比哮 

命 同 神なる 證 有て、 天兒屋 命の 后 神なる 事 決き 者な り、 偖 此神は 此書卷 二  (第五 詞) 卷三 (第 七詞) に往々 說 るが 如 

く、 天 石 門 別 神の 御 女に 在り、 其 は 古事記に、 次 手 力 男 神 萬 幡豐秋 律師 比 賣神者 坐，， 佐 那縣， 也と 見えて、 神 名 式に、 

伊勢 國多氣 郡 佐 那祌社 二 坐と 有る、 此 にて 此社今 も 佐 那の仁 田 村に 在て 大森 社と 稱 ふが、 式に、 阿波 國名方 郡 天 石 門 

別 八 倉 比 奢 神社 (大、 月， fr 、新 嘗) 有て、 當國神 名 帳に、 佐那 の河內 村に 在て 天 磐 門別祌 社と 云 ふ 由なる は、 伊勢より 

然る 由 有て 遷奉 しなる 可し、 然る は 名 方 郡と 云 ふ も 佐 那縣の 名 を 取れり と 思しければ なり (師說 に、 「八 倉比賣 命の 


八 倉 は 石 倉の 義 ならむ か、 其 は 神 名 式に、 伊豆 國賀茂 郡 伊波 久良 和氣命 神社 石 倉 命 神社 有り、 此は彼 石屋 戶を開 給へ 

る 功 を 稱て號 たるなら む、 石屋 卽石倉 なれば なり、 叉 石 座の 義 にも 有 可し、 祌名 式に、 參河國 寳飫郡 石 座 神社 有り、 

此は 今大宮 村に 在と 神 名 帳考に 云り、 大せ I： 村と 云 ふ は 亦 名 を 大宮比 洋 神と 申す に 殊に 由 有り」 と 云れ たる は 然る 言な 

り) 偖栲幡 千， *<姬 命と 申す は、 天 朝廷に て 衣織の 功 有る 故の 御名な り、 然れば 古事記に 天衣 織女と 有る は此祌 なる 可 

し、 然る を 神代 紀 (天 石窟段 第一. '一書) に、 稚日 女尊 坐 n 于齋服 殿 一而 織，， 祌之御 服， 也 云々 と 有る 神 之 御 服 は、 天 照 

太 御 神の 御衣と 云 ふ 事なる を、 祌宮雜 例 集に 載る 少祌部 神 服 速 公俊 正大 神 部 祌服連 公道 尙 等の 嘉應ニ 年解狀 に、 於， 

祌御服 勤， 者 掛長 天 照 坐 皇太神 御 坐 n 天 原， 之 時、 以 -1 神 部 等 遠祖 天 御 梓 命， 爲レ司 以，， 八 千 々娘， 爲，， 織女， 奉， 織 云々 と 有 

に 合せて、 天衣 織女 八 千々 姬同祌 たる 事 知れ、 叉 亦 名 を 稚日女 命と 申す 由 も 通えたり、 祌名 式に、 山城 國葛野 郡 一 K 石 

門 別稚姬 神社 (名 祌大、 月次 新嘗) と 見えた るな ど、 此彼思 合すれば 彼 天 石 鬥別八 倉比賣 神と 申 も 一 に 切るな り、 所 

以て 神 功 皇后 御紀 に、 天 照 太 御 神の、 荒 御 魂 撞賢木 嚴之御 魂天魄 向津嫒 命と 御名 粟 坐る 次に、 亦 問 之 除 n 是神， 有レ： t 

乎、 答 曰 幡荻穗 出 吾 也、 於， 一尾 田 吾田 節 之 淡 郡， 所, 居 之 有 也と 有る が、 此 下に 於是 IK 照 太 神 誨レ之 曰、 我 之 荒 魂 不レ可 

レ近ニ 皇后 ー當レ 居-一 御 心 廣田國 一 卽以， 一山 背 根子 之 女 葉 山 媛， 令レ祭 亦稚曰 女尊、 誨レ之 曰 吾 欲 レ居ニ 活田長 峽國ハ 因以， 一海 上 

五十 狹 第-令い 祭と 有る を 以て 見れば、 於 n 尾 田 吾田 節 之 淡 郡， 所.， 居之祌 也と 宣る は、 此天石 門 別 八 倉比賣 命なる 事 著 

明し、 其 は 今し こそ 阿波 郡と 名 方 郡と 郡 名 も 違て 所 も 異なれ ども、 古昔 は然 ばかり 際々 しく も 非り ければ 難 無き 者な 

り、 叉大御 神の 荒 御 魂に 添 給へ る も、 神宮に て 後に 相 殿に 坐す 故實に 能く 叶へ り (先に は 稚日女 命と 申す は 大日 女 命 
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と 申す に 等しく、 稚も大 も美稱 にて 還 太 御祌の 2 & むと 思し は僻說 なり、 其 は稚ま 物の 大 はき I 

uu^nu まに 引る 遠 gff 神代 紀 sgl 鐘 秋 津姬命 i え 、又 神 名 響.^ 「拷幡^ 

HJi とも 有 を 合せて If  、其 大宮 比哮神 は、 S 女 命同祌 たる 由 直徵に 記され 飞ど 

^^^il 上代 本 記、 御 i 本 記、 御 鎭座傳記、 ill.  1 1^^^ 

とに 御戶き ニ奏乎 力 男 神 IT 姬 命と 有て. 太 御 S 相 殿 学事 第 七 If 如く t が、 H 

U るに， 古事記に . §カ男|,, 立 §, 而 51 命 5S 着て、 iiLh^ 

：； 應は nii 資 ii へれ、 其 御 ？ 取て引|りし は if  ^"u: 

々昭； 勝て， ガ る 可き なり、 猪 大宮賣 祌と云 ふ所緣 は、 姓氏 錄 SMmt] こ、 a  、  f 

一一 p. 、  女 £<M  r はお Bt 示ヌチ 一 に 神宮 部 造 云々、 磯 成瑞薩 一呂 卸き 11^ 

H.^H1  iii  i 曰、 攀 ！禁』 ""r 

If  - 仍 I 基 i ま、 と 有る sili, と ffl」 急れ ど、 此 こと臭ー 一 

D 一 U 着 肅御世 、層 I 命 iiif  、遣 

Ml 命， I 後 sisi£i 、基 i 應 it 笑 $kh^^. 

pri 侍 r の 隨"； ： 君 卸 fip 也と I は、 其 i 鈿害 ii む、 導 i 萬 

itii0i!. 大 宮仕爲 給へ る 功を稱 たる 御名なる 事 lit、 師說 に、 


此栲幡 千々 姬命を 天鈿女 命と 別祌 と爲て は、 御 戶開祌 と爲て 祭らむ 事 は 更に 由 無く- 且 IK 手 力 男 神と 共に 祭て 御戶開 

祌と申 は 事 狀を思 ふに "必天 宇受賣 命なる 可き 者な り、， 然れ ども 栲幡千 々姬命 を御戶 神と 云ふ說 の熟符 誤と も 聞え 

ざる は、 決て 天 銦女命 亦 名大 宮賣祌 同 神た る 可く 所思たり、 叉 天鈿女 命は然 許り 大功 じき 神なる に、 其 を 祀れる 社と 

て 一 だに 有事 無て、 宮咩 祭な ど 必天鈿 女 命なる 可き に、 大宮寶 神 を 祭れるな どを以 知る 可し と 云れ たる は實 然る 一一 一一 口な 

り、 (但 上の 第三 詞 なる 大 宮乃賣 神と， 大 殿祭詞 なる 大宮賣 命と 此ニは 決て 豐宇 毘賣 命の 衣食住の 資に幸 給 ふ 中に、 

住宅 に 御 靈を幸 給 ふ 御名な り、 思 混 ふ 可 か らす 同名 異祌 にて 彼は大 {呂 の 事に 功 を 立 給 ふ 由に て、 大宮 主と 申す 義な 

り、 此は 大御祌 の大宮 仕の 事に 依て 食 給 へれば 大宮 主と. &す 由な り、 尙 第三 詞の大 殿 祭詞の 下に 云る 事共 を 見合す 可 

し、 但 古語 拾遺に、 大宮賣 神、 是太玉 命 久志備 所 生と 有る は 誤な り、 廣成 主の 私事と 聞 ゆ) 右の 如く なれば 比 哮大神 

伊勢 度 遇 郡 御影 向と 云 ふ 事、 旁々 由有るに 依て 伊勢より ゃ遷 坐け むと m 心 ふに 然ら す、 枚 岡より 天兒屋 命に 相 副て 移 は 

しけるな り、 天 兒屋命 は 高 IK 原の 朝廷に も 筑紫大 朝廷に も 大臣の 如く、 其后大^^比咩命は內侍の如く、 殊に 親しく 仕 

奉 給し は、 君臣の 紀綱祌 代に 立て 萬 世に 動き 坐ぬ 基本に て、 -大 下の 模リ範 の 定れる 起 元豈奇 しからす や、 (如此 く考徵 

■ 奉れば、 甚 不明し き 隈無く 成て 吾 乍も甚 尊く こそ、 然 ばれ 皇天の 斯文 を 喪 給 はぬ と、 先師の 思慮の 深 かると， 皇祌の 

我心 を 開て 考得 令め 給へ ると にて 殆ど 落淚さ へ 爲らる i はや. •) 

春 日の 別 社の 較略は 手 力 雄祌内 院御赍 殿の 束 南に 在す、 此神は 天兒屋 命の 御 母 許 登 能 麻遲媛 命の 御 父に 坐し、 天兒屋 

命め 后祌 萬幡姬 命に も 御 父と 坐せば、 殊に 由緣 坐す 祌 なり、 神社 考に、 祌嘗抄 曰、 伊勢 内宮 相 殿 左 脇 祭， ー此 神， 此神者 
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思 兼 神 之 子 也、 爲- 一春 日 i§ 社-或 云戶隱 明祌是 也と 有る 思 兼 祌之子 也、 は 非 なれ ど 其の 餘は 正說 なり、 (社 記 小社 記 注 

式 共に、 其 北 裏飛來 天神 其 北 並 八 龍神 王 坐と 云り、 然れ ども 此は此 神に 漢樣の 怪しき 名を稱 たるに て、 飛来 天神と は 

彼 神社 考に、 多 力 雄 神 取 岩 戶拋空 落 在-一信 州戶隱 一と 有 同義の 稱 名なる 可く， 八 龍神 王と 申 も 右の 戶隱 山に 九 頭 龍と 云 

ふ 神の 有 を以設 たる 名に て 皇國の 古義に 非す) 梅 本 明 祌亦海 本 神と も 申す、 祭祌 未詳 (內 殿の 後に 在と 云へ り) 粟 辛 

明！：、 所謂 隼明祌 在，, 其 北 一と 云り、 此 神の 事 神 名 式に、 左 京 四 條坐神 一 坐华 神社と 有る 同 神と 通えた るが、 臺記 別記 

久安六 年 正月 六日の 下に.， 自 一一 今日， 五个日 奉， 一 幣帛 於 東 三 條角振 隼 神社， と 見え、 又 台 記に、 久安六 年 十月 十七 日 己 未、 

奉， ー拜华 神， 奉幣 七ケ日 (時 料紙 祠官) 陸 奧鼻節 神社 同 神 也と 見えたり、 鼻 節 神 は 決く 猿田毘 古神なら むと 思 ゆ、 神代 

紀に， 其 鼻 長 七咫と 有に 由 有れば なり、 其 上デ、 鈿女 命と 御 問答の 事共 有て 共に 皇御孫 命の 御 天降の 事 を 取 擬申給 へれ 

ば、 必此に 御 在して 無窮に 御 力 を 合せ 給 ふ 可き 事 云 まく も 更なり、 (此に 祭られ 給 ふ 社名 を 粟 辛 明 神と. & せれば. 所 

謂 华明祌 と 有る 隼 は 雀の 誤に て少亲 名 命なら むと E 心し かど も、 隼祌と 申す 御名 も甚 古き 事に て" 彼 左 京四條 なる 隼 

神 は 巳く 三代 實錄に 貞觀ニ 年 七 年 十 年 十六 年に 神 位 を 進ら れし事 見え、 大炊 御門 經實 公の 大府記 、，日本 紀略、 保 元 物 

語、 古本 今昔 物語 十九 卷、 榮花 物語、 兵範 記、 諸 社 根元 記 等に 見えて、 甚 古くより 唱 來る稱 なれば、 強に 誤と も 云 難 

し、 其 外 大內裏 圖考證 に ひける 中外 抄に、 保 延四年 正月 廿 八日 云々、 朝 隆申云 東 三 條の隼 明 祌は春 日 王子 也、 叉 尾 州 

熱 田 御子 也 云 と 見 ゆ、 春 日 王子と 云 ふ 事 は 別 社に 在す を以 云なる 可き が、 熱 田 御子 也と 云 ふ 事 未 思 得す、 日吉 神道 

秘密 記 及 注 式 共に、 日吉の 末社に 早 尾と 云 ふ 社 有り、 所 祭 猿田彥 神と 云り、 隼と 早 尾と 言 相 近し 然れ ば此に 由有るに 


似たり) 捐本明 神、 其 北 佐 軍神 四 御殿 後に 在と 云り、 佐 軍祌は 上に 註る 香 取 別 社 高 房 神社の 祭神 は 建葉槌 神なる が、 

佐 軍神と 申す に 等ければ 其 神な り (鹿 島に も 高 房 神社 有て 此も 上に 云り き) 椿 本 明祌、 角 振 明 神是也 • 中 院乾方 脇戸 

本と 有り、 角 振 神 は 上に 引る 臺記 別記に 據ば、 角 振 隼 神と 一 祌の 如く なれ ども、 諸 社 根元 記に、 京 中 隼 社 坐 二 朱雀院 

內， 坐， 一四 條坊鬥 油 小路 一之 小社、 爲 11 隼 神 一 者 角 振 隼 者 格別 事 也と 見え、 日本 紀 略に、 永延 元年 十月 十四日、 天皇 行幸 

攝政東 三條第 云々、 授一 一角 振祌隼 祌從四 位下， とも、 角 振 隼兩明 神と も 有れば 別 神なる 事 決し、 古本 今昔 物語 十九に， 

東 三 條の戌 亥の 角に 御 在る 神、 榮花 物語に 三 條院の 角の 祌と 有る、 此ニ 共に 此隼 角振兩 神社なる を、 春 日の 內院の 乾 

方に 坐す も 共に 方位に は 抱る まじき 事 乍 由 有げ なり、 祭神の 事 未 思 得す (强て 此を思 ふに、 若く は 角 凝 魂 命 を 祀れる 

にや、 角 凝 魂 命 は 津速產 靈祌の 亦 御名なる 事 上に 說 るが 如し、 然も 有らば 1K 兒屋 命の 祖 神に 坐ば 由無きに 非す、 東 三 

條院 にも 春 日に も 乾 方に 坐 事 は 周易に、 戊 亥 を 乾位に 配た る 其 乾 は 君 父の 象 なれば、 祖神 たる を 以て 然は 物爲る 中世 

の所爲 ならむ が、 然れ ども 此は唯 試に 云 ふ 耳、 伊豆 國神階 帳に、 正 五位 上 角の 明 神 有り、 角 凝 魂 命なる 可く 所思 ゆ) 

風 御子 明 神 四 御殿 西方に 在と 云り (祭神 未 思 得す、 若く は 風神と て 龍 田と 同 神なら む も 知る 可から す、 小社 記に 風 御 

子 明 神 金命是 也と 有り、 思 金 命の 思 字を脫 せる にや、 然れ ども 風 御子と 云 ふ 事 心得す) 岩 本 神、 內殿坤 方に 在り、 住 

吉祌是 也と 云り、 今 思 ふに 岩本祌 は岐祌 ならむ か、 其 は 鹿 島の 末社に 息 洲祌社 有 を、 傅 記に 岐祌と 有りて 平 國 の 時に 

大 に熟符 へる 眞說 なる を 住 吉祌と 誤り、 香 取の 末社に も息栖 神社 有が 住 吉神を 祭れり として 詳 ならね ども、 其 誤 来る 

所 を 推考る に 岐祌は 彼 黄泉 平 坂の 許に 在して 其國の 凶悪 祌を摟 給 ふ 御德の 高く 御 在て、 下なる 道 饗祭詞 の 下に 說る如 
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く、 大八衢 に 雲 石 村の 如く 塞り 御 在せば、 岩 本， 云事ぜ I る こスこ  S 四 

ilr ば- 此ょり管 と,、 凡 こ i る ひ t  If 申して 海路を守給ふ も必 

なる f や (尙道 騰詞の 下 可^! x;^^ 式に、 攝津國 響 郡 船 玉 神社と 見えた る此神 

し. in 穴？ 也と ず、 £ "明" 穴 粟 明 as 明祌 きの 社 有ぎ、 If  I 

紀に、 LV  U^HHii 藝に在ニ|管內 奢、 景層御 

-ス rit 延^ 七 年 八月 對馬守 正 六： K 上 穴 乍ま^ § 易 主き 

近き に 似.， こり、 5-  .R ヒ，，  ノ  fj^„- も 呂^  ニ姓秦 忌寸， と 有る に 依れば、 古市の 方 

i  "水" 十 P 栗 pf  し- iii する"" 

i 社 ii  、祭 ii: 稻： P れ 震 1i 坐す 

に、 橘麵 主の 說に 式に、 山城 墨 lilKf ミ . fi 力 水屋と 云 ふ 事？ 行す 思えたり つる 

卜 ニー  .  雲井於神社 (大 月次相嘗新嘗) と有ま、 <^rof..ga%os±.,, ヒ 

I を 云 ふなり、 祭 祌は須 佐 之男祌 なり 編と 云に も 故 有る 可し、 叉き ィ. T/pi 茂の 攝 社なる 比 々良 木 

洛東 祇園 尾張驚社も同祌 なる に 共，」 井上 こき f も 有き；^ 叉き 井 f$s5 井上 有た るら む、 

神に 者な り (因に 云、 云れ たるに 依て 此に 水屋 神社 と云 ふ 所 由 も 知れて 農園 

は、 if  .;^::^:^^:^を：、震8倍と 見えて、 應に、 春霞 井上 山と 有 

たるなる 可し、 SH  古く 應鳴 尊の 御 像 I けむ を、 佛樣に 祭な し 

熟く 合り) 投本明 UH  i  0in と 有も麵 主 の說 に 

. I 社き f  ii 囊明祌 層 iil-l 


大明 神と 見えたり、 祭神 は 上野 國神名 帳に 群 馬 西 郡 複本 於 神明 神と 有る 例 を 引く 時 は、 闇 竈神 を祀れ るな り、 此 神の 

亦 名 を 大山 津比賣 命と 申す 事 古 始太元 考に說 るか 如く 火 神の 御 骸に化 坐れば、 必 祭られ 給 ふ 可き 神な り、 然れば 複本 

は借字にて江源とー！^ふ事ならむか、 亦 名 を 闇 罔 象 女神と も 申て 水 を 主る 神 なれば なり (先に は 神 名 式に、 巨 勢 山 坐 石 

掠 神社と 有に 據て、 上に 說る 如く 天 石 鬥別八 倉比賣 神なら むと 思し かど も、 石 掠 神社 は 女神と も 通え ざれば 此 考は捨 

つ 香 取に も 津宮に 靄 神の 坐す 事 上に 說る 如く なれば、 今 は 上野 國祌名 帳に 就て 定 たり、 尙同 郡に 從四 位下 複本 明 神と 

云 も 有り、 此を 式なる 春 日 神社と 云る は 無稽の 說 なり、 上に 云り、 叉 諸 神 記に 複本 明 祌女祌 也號， lln! 勢 姬明祌 f 一書 

曰 複本 社 者 猿田彥 _1 津姬命 也、 と 有れば 二 神の 如し、 按 ふに 猿田彥 妻なら む を 中間に 字の 脫 たるなら むか、 然れ ども 

其 據る所 を 知 ざれば 容易く 隨ひ 難し) 被戶 明祌、 複本 社より 一 町 西に 在り" 小社 記に 所謂 瀨織津 姬明祌 と 有れ ども、 

献戶神 四 柱 共に 在すな る 可し (祌人 は 更に も 云す、 勅使 参向の 時 修驗の 所なる 可し、 其 は良觀 儀式 春 日 祭 使途 中次 第 

に、 經 -1 山 階 寺 北 幷東ー 著 二 威 殿 座 T と 有 は 此處と 思しければ なり) 船 戶明神 本社より 一 町 西に 在り、 小社 記に 般戶 明祌 

所謂 道祖神と 有り、 注 式に 猿 田 豫明祌 は 此祌を 道祖神と 心得た る 非 說を受 て 記るな り、 上なる 岩 本社の 下に 云る 如く 

同じ 岐祌 なる が、 何 を 以て 二 所に 祭 別た ると、 按 るに 內院に 坐す は、 此祌經 津主祌 武甕槌 神 を 1? 導 給し 由緣に 依り、 

此は 例の 八 衢比古 八 衢比賣 神と 共に 鎭 坐て 道路 を 守 御 在すな る 可し (道祖神と 有る から は、 三 注 共に 鎭り御 在る 事 疑 

無 かる 可き 物 ぞ、) 

春 日 若宮 は 上に 註る 如く 天 兒屋命 御子 犬 忍 雲 根 命なる 可し、 二十 二 社 注 式に、 若宮 御 出 者 神代 也と 昆 えたり、 河內國 
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枚 岡 社 に も 若宮と 有る は 同 神 を祀れ X ば な り.， 斯 計り 大じ き 御社 の 式 外なら む 事 思 も 依ら ざ れば 深く 考 るに、 祌名式 

に、 大和 國添上 郡 鳴 雷神 社 (大、 月次 新嘗) と 有る、 此御祌 なる 可き 也、 或 書に 此社今 神殿 村に 在と 云れ ど. 其據を 

詳に爲 す、 然るに 注 式に、 近衞院 天皇 久安 三年 正月 十九 日、 預祈 年月 新嘗と 有れば、 式 外なる に 似たり と雖 も、 嗚 

雷 祌天忍 雲 根 神 同 神なる 上 は 暫く 祈 年月 次新嘗 等の 中絶せ る を 再興せ ると も 云 ふ 可く や 有む、 又は 其傳を 失て 別 神と 

思紛 へて 此 御世に 其 御擧は 有け るに も 有る 可し-' 然る を 春 日 社 記に、 若宮 殿御 K 生 朱雀院 御宇 承 平 三年 也、 其 後 六十 

六 代 1 條院之 長 保 五 年 癸 卯 三月 三日 己 赴、 時 風 五代 孫 中臣是 忠拜見 之と 有 は、 天 忍 雲 根 神の 事に は 非す て、 朱 雀 天皇 

の 御世に 生 給し は 鹿島大 神の 御子. なる を、 天 忍 雲 根祌の 元より 鎭坐 るに 合祭るな る 可し、 其證は 同書に 若宮 殿 鹿島大 

明 神と 有 を 年頃 不審し く 思 度り しに、 注 式に 第 一 第二 相 殿 無二 別 御殿-と 見え、 第 七十 五代 保延 以後 迭ニ祌 殿ー遷 御と 有 

にて 水 解せ り、 若宮 御 出生と 云 事 は 如何なる 樣 なれ ど、 此 社に 鎭 坐る 御霊の 御子 を 生 坐る にて、 人 眼に こそ は 見 奉 ま 

じ けれ 幽には 人世に 於る が 如く 幾 在 も 有 可ければ 疑 ふ 可き に 非す、 然れば 鹿島大 神の 御子の 御社 は无 くして 第 一 第一 一 

の 相 殿に 坐し を、 天 忍 雲 根 神に 合せて 其 社 も 元は 神殿 村に 在け む を 今 地に 引る に 在 可き なり (此 社の 事 は此卷 首に 殊 

に 委しく 云れば 今此に 省つ、 注 式に、 人皇 八十 六 代 四 條院治 四 年 嘉禎ニ 年 十二月 七日、 宣旨春 日 別 社 若宮 祭 宣レ令 n 官 

幣 前日 發 Tf 遣 其 使， 事、 叉 第 八十 六 代 四 條院治 五 年嘉歐 三年 十一 月廿 九日 祈年穀 奉幣 命辭別 云云々、 若宮 之 祭 禮者當 社 

之壯觀 也、 殊 凝-: 敷 襟， 天 可 奉- 1 官幣 T 十二月 十七 日 庚 子 若宮 祭 也 云々 1 自 n 今般-被 A 獻 n 內藏官 幣-庭 積 等 昨日 發遣之 春 

日 祭 幣四分 之 一 用 送 也、 と 有て 其 頃よりの 事と 11- ゆ) 若宮の 攝社注 式 及 小社 記に、 若宮 內院 大刀 辛 雄 明 神 太 玉 明 神と 


有る 大刀 辛 雄 明 神 は 手 力 男 命に て 若宮に 坐す-一 K 忍 雲 根 命 Q 外祖父と 有り、 太 玉 命の 祀られ 給 ふ 由 は 古說の 如く、 天 兒 

屋 命と 左右の 大臣の 如く 相 び 仕 奉られし かば 其 御緣に 依れる にかと 思 ふに、 然 らば 大宮 の內院 にこ そ 齋れ給 ふ 可き 

に然ら すして 此 若宮に 攝し給 ふ は 如何と 云に、 此太玉 命の ffi 自は 姓氏 錄 (右京 神 別) に、 齋部宿 禰高皇 産靈命 子天大 

玉 命 之 後 也と 見え、 叉 古語 拾遺に、 高 皇産靈 神 男と 有れ ども 依 難し、 姓氏 錄 なる は 其 裔を汎 く 子と 云るな る 可く、 拾 

遺なる は中臣 朝臣の ffi 自祌 皇産靈 神と 傳 はれる に、 今  一 II 曰 超過む とての 結搆 なれば なり、 然れ ども 栲幡千 々娘 命 K< 忍 

日 命 天 太 玉 命と 御 兄；^ の 次序の 任に 物爲る は、 家に 傳る 古記に 依て 記 ざれた る 可き を、 此に說 を 得て 證徵 を伦 書に 索 

るに、 栲幡 千々 姬命は 第二 卷 (第五 詞) 第三 卷 (第 七詞) 此卷 (比賫 神條) にも 考 記る 如く 天 石 門別祌 (亦 名手 力 男 

祌) の 御 女な り I 此 より 天 忍 日 命の 系統 を 訂正す に、 姓氏 錄に高 御 魂 命 五世 孫 天 押 日 命と 見え， 叉 天 押 人命と も e. 

が、 其 は 天雷 祌 孫と 見え 振 魂 命 四 世 孫と も 有 を 此彼對 考 て 第二 卷 (第五 詞) に 記せる 如く、 此も亦 天 石 門 別 神の 御 

子な り、 拾遺に 天 忍 日 命のお に 列 たれば 論 無くして 天 石 門 別 神の 御子な り、 然れば 布 刀 玉 命と 申す、 御名 も： 大石鬥 別 

安國玉 主神の 御名 を 襲 坐る にて、 太靈 命なる 事 云 まく も 更なり、 然れば 天 兒屋命 は， 其 御 姉を娶 坐る に 依て、 御 兄 Q 

如く 何時も 太 玉 命の 上に 立て^ 坐す 事幽き an 有る 事な りけ り、 此 若宮の 內院に 坐 は 天 忍 雲 根 命に 御 叔父と 坐ば なり 

(此は 故 大人 等の 說には 悉く 違た る 新奇の 說な るが、 拾 遣 は 右の 如く？ S て 杜撰の 事共 多 かる は 故 有る 事な り、 因に 其 

1 二 を 云 はに、 櫛 磐 問 戶命豐 磐 問戶命 は、 古事記に 記せる 如く 天 石 門 別 祌の亦 名 なれば、 此 なる 說に 合せて 云へば、 

太 玉 命の 御 父な り、 然る を 拾遺に 是並太 玉 命 之 子 也 I と 有 は 杜撰に 非す や、 尙 後に 至て 殿 祭 鬥祭者 元 太 玉 命 供奉 之燧 
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云々 と 有リ、 御子神の 御祭 を 御 父と 坐す 太 玉 命の 行 給 ふ 由 有む ゃは餘 なる 漫言な り、 予を 以て 云 ふ 時 は、 御門 神 は 御 

父と 坐す 故に こそ 太 玉 命の 殿 祭と 共に 御門 祭 は物爲 給へ りと こそ 所思れ、 因に 云 二十 二 社 注 式に、 此若 {呂 の 事 を 記し 

て 本 地 之 號手カ 雄 祌太玉 神兩神 云々 祕說 云々 と 有る は、 若宮 御垂跡 深；. i 之 故 難 レ注レ 之と 有る を 云 ふに か、 今辨 難し- 

手 力 雄祌太 玉神兩 神の 鎭 坐す 以の 知れ ざり し 故に 如此は 云るなら む) 外 院兵主 明 祌次南 宮明祌 次 一 童子 明神自 本社 

北 三 所 御 坐と 云り、 兵 主 明 神 は祌名 式に， 大和 國城上 郡 穴 師坐兵 主神 社 (名 祌大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る 此神 を祀れ 

るが、 祭神 は 素斐嗚 尊なる 可し (諸 神 記に 八 千 矛 祌と爲 る は 非なる 由、. 神 名 式 考證に 委く辨 へたり) 南 宮明神 は 同 式 

に、 美 濃 國不破 郡 仲 山 金山 彥 神社 (名 神大) 此社を 南宮と 云れば 所 祭 同 かる 可し (但別 社に 勸 請る 所以 は 未 思 得す) 

1 童子 明 神 は 未 思 得す (若宮の 御子 祌等 にも 有む か) 三十 八 所 明 神社 記に 云 金 峰 山 藏王權 現、 注 式に も 所謂 藏王權 現 

其 南裡左 祭氣明 神と 見えたり、 藏王權 現と は 左 祭氣を 訛れるな るが、 其 は 神 名 式に 大和 國吉野 郡金峯 神社 (名 神大、 

月， 、相嘗 新嘗) と 有る、 此 社の 祭神 を 紀伊國 粟島 社傳に 少彥名 命と 傳へ、 武藏國 御嶽山 社 は 右の 吉 野より 勸請 せる 

が、 所 祭 少彥名 命 大巳貴 命 神武 天皇 ( 一 云 安閑 天皇) と 云 ひ、 神 名 式に 所見た る 甲斐 國山梨 郡 金 櫻 神社 を、 • 御嶽山と 

云て 吉 野より 勸請 せる 由云傳 たるに、 所 祭 少彥名 命 大巳貴 命 素戔嗚 尊な りと 偉て 其 相 殿 神 こそ 異同 も 有れ、 主と 紀る 

所少. 名 命なる 事炳焉 ければ 左祭氣 神と は 云り しなり、 其 は 式なる 近 江 國蒲生 郡沙々 貴 神社 を 頭注に 仁德 天皇  一 少 

彥 名と 見え、 但馬國 W 石 郡 佐. <  伎 神社 を 同書に 少彥 名と 記て 少彥名 命 を 左祭氣 神と 申 事 著明な り、 此は 神代 紀少彥 名 

命 》 現の 條に、 初大 巳貴祌 之平國 也、 行^1到》雲國五十狹々之小、^:,而且當-,飮食- 是時 海上 忽有 n 人聲， 乃 驚 而求レ 之. 


都 無 レ所レ 見頃 時 有 n 一  箇 小男， 以ニ白 一 i 皮， 爲, 舟以ニ  羽- 爲レ 衣隨ニ 潮水 ー以浮 到と 有る 五十 狹々 之 小 汀と 云 ふ も、 此事 

に 依る 名なる 可く  祌名を 左 祭氣と &も以 一一 K 雜羽, 爲, 衣と 有と、 有， 一 一箇 小男， と 云 ふ 程に 御身 Q 小く 御 在し とに 依 

て 負 坐るな る 可き なり、 偖藏 王と 云 ふ は. S 親字 を 切て II と 短 呼て 其に 王 字 を 从て鵲 王なる を藏 王と 轉 云るな り、 尙 

丹波國 天 田 郡に 佐々 木 山と 云 ふ 有て 其 祭祌を 藏王權 現と 云 ふな ど、 祭 氣と藏 王と 同祌 たる證 徵 なる 者な り、 (例の 僧 

等の 僻と して 金峯の 神威 を 掠む と 物爲て 種々 の妄說 は杜携 れ.. ども、 然 すがに 左 祭 氣祌の 御名の 隱沒爲 む 事の 惜しく 

て， 若 此く藏 王と は稱 奉れる 者なる 可し、 大凡 天下の 名 商き 社々 の 祌を佛 氏の 方 人に 爲 として は 太 御祌を 大日に、 素 

嗚祌を 不動 若く は爲 沙門、 大巳貴 命 を藥師 と、 其方に 取 込て 今 は 祭祌の 傅らぬ 社 も 多く 有れ ども、 其 糸口 を 得て 此 

を 解 分る 時 は何處 よりか 發 見る. -端を 見附る 者に て 全に 傳來を 失た るに は 勝る 事 有り) 誇 社 小社 記に 辨財 天な りと 云 

り、 佛 氏に 辨財 天と 稱ふ者 は 我が 宗像祌 にて、 多く は 其 中に も 市 件島姬 命に 御 在り (誇 社の 號未思 得す、 小社 記に、 

其 南 一町 去 所と 有 は、 若宮より 南 を 指なる 可し) 紀 御社 社 記に は紀伊 社と 作り、 小社 記に 紀 御社 本社 四 所 之 內と有 

は、 四 社 並 坐 事 を 云るなら む、 紀伊 社と 申 は 常 陸 下 總河內 より 移來 坐る 准に 其 本國を 云るな る 可ければ、 今 も 其 意 を 

て說く 可し、 赤 穗明祌 は 式に、 大和 國添上 郡赤穗 神社と 見 ゆ、 此は 式に 紀伊國 名 草 郡 靜火祌 社 (名 神大) 香 都 知 神 

社 有る 此ニ 社より 移 坐る にて、 赤 穗は赤 火に て 火產靈 神なら むか、 此神は 上に も 云る 如く 武键槌 神に も經津 主神に も 

天兒屋 命に も 比寶祌 にも 德 ての W 自と 坐せば、 如 此祭給 ふ 可き 者な り、 (但 末社の 中に 愛宕 權 現と 申せる も 有て 所 祭 

に異無 けれども 斯る御 祖神等 を 少緣の 御社に 祭る 可く も 非ねば 此を 佳と す) 島 田 明 神 は 式に" 島田祌 社と 有る 御社な 
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り、 此は 式に 紀伊國 名 草 郡 志 磨 神社 (名 祌大) 一一 目 相 近ければ 此 神なら むか、 社 記に 春 日 酒 殿 島 田 明 神と 有 は 由有る 事 

なる 可し、 孝 謙 天皇 御紀に 幸-一春 日 酒 殿， と 見えた るは此 ならむ、 祭神 未 思 得す (先に は 姓氏 錄に、 島 田 臣神八 井耳 命 之 

後 也と 有に 依れ.. 1 ども 然は 非す) 前 立明祌 小社 記に、 御前 石 立 明 神と 有て 此は 式に 載れる 御前 社 原石 立命 神社なる 

が、 社 字 古本 社と 有に 從ふ 可し、 原 字 は 一 本 及兼俱 本に 无き は脫 たるなら む も、 上田 百 樹說に 「原 は 天 乃の 二字 を 誤 

れる 者なる 可し、 fj- に 天 乃 石 立 神 有る 其 例な り」 と 云る は 然る 一一 一一 II なり、 此を亦 紀伊國 に 索る に、 神武 天皇 御紀 に、 進 

到， ー于紀 伊國， 云.^、 遂 越-一 狹 野， 到 n 熊 野 祌邑， 且登 n 天 磐 盾 仍引軍 漸進と 見えた る 天 磐 盾 は、 通證 に、 磐 盾 謂 M 磐石 自成ク 

盾 今 見 然爾と 有り、 續 古今に 「眞熊 野の 神 倉 山の 石疊 登り 果て も猶 祈る 哉」 と咏 るは此 なりと 云り、 神 名 式に、 紀 

伊 國牟婁 郡 天 手 力 男 神社 有り 此祌の 亦 名と 通 ゆ (尙 W 雲 風土記に、 意 宇 郡 榍縫鄕 云. -、 布 都 努志命 之 天 石 循鏠直 給 之 

故 云 n 楣鏠 一と 見えた るに、 當 郡に 熊 野坐祌 社名 神大と 式に 見た るに、 紀伊 國牟婁 郡に 亦 熊 野坐祌 m 名 神大と 載り、 如 

何に 奇 しからす や、 必 深き 幽契 有る 事なる 可き なり、 尙 式に 天 乃 石 立 神社 有り、 其は此 御前 杜天乃 石 立命 神社の 別 社 

なる 可し- 此社或 書に、 在， 一 小 柳 生 村 岩戸 谷， と 云り、 岩戸 磐 盾 言 相 近き 者な り) 天 石 吸 明 神 は 式に、 天 乃 石 吸 神社と 

有り、 此は紀 伊 國に考 る 所な しと 雖も、 上に 經津 主神 Q 御 父母 を 磐 筒 男 命 磐 筒 女 命の 注に、 古事記なる 石 土 昆古祌 石 

巢比賣 种は此 二 柱なる 由 記る 如くなる が、 此に 就て 思 ふに、 石 吸 は石巢 日に て 速 秋津比 古神 速 秋津比 賫祌を 大紱詞 

に、 速 開 都 比 止 云祌と 有て 比 古 比 賣の下 一一 目 を 省き 云 ふ 古言の 格な り (然 らば 石 吸の 須比は 音便に て須韋 とは訓 まざり 

けらし、 比 は 日の 如く 正しく 唱 けむと 所思た リ、) 


四 注 能 皇祌等 能 廣前仁 白 久の廣 前を考 に、 廣は大 と 云 ふに 同じ、 偖 伊勢神宮の 外 は 皆 前と 耳 有る 其 中に、 平 is に耳廣 

前と 有 は 天皇 を齋 奉る 宫 なれば 然も 有る 可し、 春 日に は 例 無れ ど 藤 原 氏の 盛なる に 依る 者な り」 と 云れ つる 如く、 此 

詞の 下に は 皇太御 神と さへ 云る は餘 なる 事な り (但 平^ 社 は. 考に、 天皇 を齋 奉れる 由 云れ たれ ど、 予 が說徵 せる が 如 

く 一 K 皇の祖 神に は 坐ざる に、 今 木 祌を皇 太 御 神と 一 K ひ、 久度古 開 神 を皇御 神と 云る 如く、 奈良 京より 以來は 我が 古 眼 

より 見れば 例に 違た る 文法 共 多 かり、 但其 は此卷 中なる 大方の 天津 祝詞に 計較る 故に 然るにて、 其 奈良京 已來の 文 も 

中 々に 打 上りて 愛き 事 今 世の 准ら ひに 非す) 鈴屋 大人 說に 「廣 前と 云 事 古く は 見えす、 古は大 前と 云る を 今 京に 爲り 

て は 摁て廣 前と 耳 云り」 と 云れ たる は 然る 言な り (此 等の 事 別に 云へ り、) 

ん. H 一 s_ 貼 狗き。 歡 お 二 f へお お。 l^it ぎ 膨矿。 isil.® ル。 fllK 原爾。 

千木 高. i だ。 天 乃 御蔭 日 乃 御蔭 止。 定奉 氏。 

大祌等 能 乞 賜 比 能 任 雨より 天 乃 御蔭 日 乃 御蔭 止定奉 氏までの 文 は、 平野 祭 詞久度 古開詞 にも 見えたり、 龍 田 風 祌祭詞 

に、 祌御 孫命大 御夢爾 悟奉久 云- „<、 吾宫者 朝日 乃 日向 處 夕日 乃 日 隱處乃 龍 田 能 立 野 爾小野 爾吾宮 波定奉 S 吾 前 乎稱辭 

竟奉者 云々、 是以皇 神 乃 辭敎悟 奉 處仁宮 柱 定奉氏 >  と 有る 文意に 旁覚 たる 語勢な り (但春 日 平野 久度古 開 共に、 神の 

方より 宮殿の 事 を. 乞 申 給へ ろが、 此は 此方より 問 申 給へ るに 依て、 然 らばと 祌 より 其 宮を求 給へ るに て 心得に 少異の 

有る 也) 大祌 等と は 鹿 島 香 取 枚 岡 三 所祌を 申せり、 但春 日に 鎭坐 むと 所思し 立 給 ふ は、 鹿島大 神なる 事卷 首に 記せる 
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が 如し、 所以に 公事 根 原に、 「神 護 景雲 一 一年 正月 九日、 三 笠 山に 垂跡 給て 天兒 屋根 命齋 主命 姬大 神の 御 許へ 各 此由を 

マヲサ シ 

申させ 給 ふ」 と 有 は、 鹿島大 神よ ケ時 風秀 行して 奏聞 令め 給ければ、 朝 1¥ り 御迎の 勅使 を 立ら れて此 由 を 申させ 給 

ふと 云 ふ 事な り、 (若此 く 見ざる 時 は 鹿島大 神より 直に 御 使 を 進せられ て 迎給ふ 事と なるな り、 熟く 心 を留て 悟る ベ 

し) 乞赐比 能任爾 は、 同書に 同年の 十 一 月 九日 託宣の 事に 依て • 朝廷より 勅使 を 立ら れて三 笠 山の 下津 岩根に 宮柱太 

敷 や 一て、 其 四 所の 明 神を崇 奉らる と 見えた る 此事を 云な り (委しく は卷 首に 註れば 立復て 見るべし、 此ー 百の 續き方 は 

顯宗 天皇 御紀 三年の 下に、 月 祌日祌 の 御託 言に 若 依, 請 獻 レ我當 ニ福慶 「また 事 代 便奏, 依 一 1 神 乞 一と 有る 例に て 

請 乞 同じ)  ， 

舂日能 三 笠 山 能 は、 記傳廿 一 (四十  一 丁) に、 春 日和 名抄に 大和 國添上 郡 春日鄕 (加須 加) と 有る 此 なり、 祌名帳 同 

郡に、 春 日 神社 春 日 祭神 四 坐 (並 名 祌大、 月 fs- 新嘗) と 有る 此地 なり、 開化 天皇 御紀 に、 遷都 于舂日 之 地 (春 日此 云， 一 

箇酒鵝 ，) 繼體 天皇 御紀 に、 播厦比 能贺須 我能俱 倆な ど 有る 此 地名の 起の 事 は 姓氏 錄 (左 京皇 別) に、 大春日 朝臣 云 

々、 仲臣令 重，， 千金， 委レ 糟爲， 堵、 于時大 鶴雜ー K 皇臨 TT 幸 其 家 r 詔號 r 糟垣 臣， 後 改爲- 春 日臣， と 有. 此說に依^<r時は本 

糟垣 なりし か 後に 省り て 加 須賀と は 成れるな り (然れ ども 此說の 疑し き 由 は 先 錢靖； 大 皇御紀 に、 旣に 春日縣 主と 云 事 

見え、 叉 古事記 黑田宮 段に、 春 日 之 云々 と 有 は 正しく 地名なる に、 彼糟 垣の 事 は 遙に後 大雀： 大皇の 御世と 有れば な 

り、 然れば 地名 を 本に て 彼 姓 は 其 地に 因れる にこ そ 有け め、 然れ ども 猶彼說 を 助て 云 は i -、 糟 垣の 事は甚 上代の 15$ な 

りけ む を、 誤て 大雀 天皇の 御世と は 偉た るに や、 其 は 若く は彼糟 垣に 因て 其 地名 を 加須 我と 一 K 來 つる は 後に 姓に 脇し 


が、 大雀 天皇の 御 f なりし にや 有む、 倚糟を 以て 坑と爲 と 云る は 如何なる 事ぞと 云に、 古に は 川の 堤の 如く 廣く 築た 

る 15: も 有と 思しければ 然る 樣の 垣なる 可し、 歌な どに 垣 穗と云 も 然る 堤の 如くなる 垣に 生じた る 草 を 云な り、 〇 今 云 

此 より 加須 我に 糟 垣の 字 を も 書り と 見えて、 上に 巳に 引た る 遠 江 風土記に 敷 智郡岐 佐 岡祌社 俗號- 一岡 糟垣？ 所 祭天兒 

屋根 大宮比 哮也. また 駿河 風土記に 安 辨郡菅 沼 神社 所祭糟 垣大祌 也な ど 有れば、 正しく 春 日に 當 たる 也) 三^^-山は萬 

葉 集三卷 (二十 六 丁) に、 春 日 乎 春 日 山 乃 高 坐 之 御笠 乃 山、 と； 咏 るを始 として、 古歌に 往々 咏る此 なり" 赛日は 上に 

記せる 如く 鄕名 にて、 此邀 を 德 ての 大名に て、 三 笠 山 は 其 春 日の 地の 內 なる 山な り、 顯昭 密勒に 「大和 國春日 山に 引 

下りて 小き 山に 春 日 社 御 在し 坐す 御笠 杜 とも 咏り、 春 日の 社の 麓に 在り、 然れば 春 日 在る 御笠 山と； I- り、 春 H の 山 は 

摁名 なり、 御笠 山 は 別な り」 と 云り (同卷 なる 反歌に、 高 按之三 笠の 山と 有る 按は、 久 良と 訓るは 字書に、 按案 也と 

有る に 依れるな る 可し、 其 次に 雨 零 者 將盖跡 念 有 笠の 山と 咏る を以 見れば、 笠 山と 云 ふ ぞ本號 なりけ る、 三 は 三 熊 野 

御吉野の 三 御の 如し、) 

下 津磐根 は、 常に 云 ふと 同事 乍に、 此は三 笠 山麓の 意に 用たり、 春 日 社 記に 神 護 景雲 二 年 十一 月 九 曰 戊 三 笠 山頂 

宮柱_^-三所御座、 同 四 年 正月 十二 日 戊 寅、 三 笠 山 下 津磐根 南 向 宮柱立 御 遷宮 在レ 之と 有 も、 麓 を 下淨磐 根と 云るな り、 

三 笠 山頂と 有に 對考ふ 可し (下津 石 根の 委き 事は卷 二なる 第四詞 下に 云り) 山麓 を 下と 云 ふ 例 は、 古事記 中 (現 原窗 

S なる 人名に 山 下 影 日寶と 見え、 萬 葉 十五 (二十 七 丁) に、 安之 比 奇能山 下 比 可 流 毛 美 知 葉 能." 六 (四十 四 丁) に、 

山 下耀錦 成、 三 (十九 丁) に、 山 下 赤 乃 曾 保 船に 山 下 動、 など： f るに て 知る 可し、 記傳廿 1 (十四 丁) に、 山 下 は 諸 
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木 葉の 變 紅した る 秋 山の 色 を 云と 記されて、 同 三十 四 (三十 三 丁) に 其說を 委レく 爲られ たる は眞に 然る 一一 一一 II れ ども、 

其 も 亦 1 涯の 論な り、 (其說 は 右の 卷々 に 就て 諾ふ 可し、 此には 山 下の 映る 事に 用 无 く、 唯 山 下 は 山麓と 云 ふに 用 有 

て、 右の 萬 葉の 歌 を も 引出た るな り) 

宮柱廣 知 立、 古く は 太 知と も 太 知 立と も 太 敷と も 太 敷 立と も 云る を、 今 京に 成て は此を 廣と換 たり (平野 久度古 開 共 

に、 廣敷 立と 云り、 尙此 事の 沿革 は卷 二なる 第四詞 下に 已に 云り) 

高天原 爾 千木 高 知 S は..' 卷ニ  (第 四 詞條) に 云り、 傻此 御社の 制樣 はし も甚 神々 しく 在 つらむ を、 今し は甚 足ぬ 宮造 

なりけ り、 其は廿 一 社 記に、 「春 日 社 天 兒命坐 云々、 本社 河 內國平 岡な り 云々、 當社鎭 坐の 初 は祌護 景雲 年中の 事な 

り、 今 興 福 寺の 鎮守に 坐す 彼 寺 は 本山 背の 山 科に、 有レ 之爲， rK 職 冠 建立-淡 海 公 時 今の 平 城に 移さる， 其 時 は 卽勸請 

無り ける にや、 遙に^;さー年月,量雲年中遷坐なり、 常 陸 鹿 島より 遷 坐と 申 傳 たり」 と 云る は此 書の 作者 北 畠 殿と も 思え 

ぬ 曲 一 百な り、 春 日 御社 を 興 福 寺の 鎮守と 云る は、 僧 共に 欺れ たる 私說 にて 未 曾て 正史に 據 無き 事な り、 然れ ども 其 由 

来る 所 無き に 非ら す、 其 は桓武 天皇の 延曆寺 を 建立 爲給 ける 御 過より 延て興 福 寺 はた 藤 原 氏の 勢を恃 みて 朝廷に 誇れ 

るが、 彼 日 吉祌を 方 人と 爲れ ば此 また 春 日 祌を强 て 吾 有と 爲る にて、 畢竟る 所 は 事 を 神に 託して 其 iK 譴を 遁れむ 料に 

物爲れ ば、 其 御 神 を 信奉す るに は 非す と雖 も， 我 奉仕す る佛の 上に 置て 彼を銜 ふの 術計に 其 社に も 仕 奉け むが、 祌主 

祝 部 は 彼に 壓れて 其 下司の 如く 爲れ りし 故に 終に は 其 故實を 忘れて、 傍より 見る 所 日吉社 は延曆 寺の 鎮守の 如く、 舂 

fll 社 は 興 福 寺の 鎭 守の 如く 成れり し 者に て 今猶然 り、 況て古 Q 有様 は 想像る 可し (新 古今 集 十九に 「補陀 落の iffl の 岸 


に 堂 建て 今ぞ榮 えむ 北の 藤浪」 と 有て、 左 書に 此歌は 興 福 寺の 南圓 堂作始 ける 時 春 日の 授本 明祌咏 給へ りと なむ」 と 

有る を、 公事 根源に も此を 引て、 春 HQ 明 神の 人夫 Q 中に 交り 給 ひて 遊され し 事 は 此南圓 堂 を 建立の 時の 事 也， 然れ 

ば 藤 原 氏 も 南 家 北 家 京 家 式 家と て 四 家に 別れたり しか ども 三 家は絕 果て 北 家の み榮 ぬる 事 は 偏に 彼 神の 德 なる にや」 

と 有れ ども、 此歌は 藤 原 氏に 俊媚る 者の 謂 作て 欺し なり、 其 神咏を 作れる 人夫 こそ 甚 しき 曲者 なれ) 百練抄 に、 治 承 

二 年 五月 三十日 * 春 日 社 今度 修造 之 時 可， 造， 一同 廊 f 之 由 衆徒 進 = 奏狀， 云々、 被, 行， 1 御ト， 處官寮 共 不快 之 由 申 之、 li 

衆徒 申 云不， 可 レ依ニ 卜 吉凶 云々、 遂改 ニ瑞垣 一造 二 囘廊， と 有り、 此 にて 上古の 制 を 易た る 事 Q 其餘 にも 多 在る 事 を 察む 

可き なり， 玉 葉 集 二十 卷に、 「熟々 と 思し 解ば 唯 一 法 菩提の 道ぞ我 山の 道」 左 注に、 此歌は 春 日 社の 囘廊 造られ 侍け 

る時大 神の 吿 させ 給け ると なむと 有 も 僧 共の 譌 作なる 事 著し、 然る は 御 トを行 はれし 時に、 神紙官 陰陽 寮 共に 不快 之 

由 申, 之と 有る 不快 は" 祌 Q 御 心なれば なり、 如何に 畏き御 事なら やや (春 日 御社の 靈威を 記せる 書に、 春日驗 記と 云 

ふ 物 有り、 此將僧 共の 手に 成れる 者と 見えて、 其 甚だしく 尤く 思め る 尊： 驗共は 悉く 小利 益なる 者に て、 此大 神の 御 功 

の 太く 髙く御 守の 廣く 尊く 御 在し 坐す 事蹟に は 似 著 はしからぬ 事共 多く、 且春日 神の 佛 氏に 黨 せる 事と" 藤氏に 與せ 

る 事 耳なる が、 佛 氏に 黨せ るに は祌國 をして 戎狄の 下に 置む と爲 る計議 なり、 藤氏に 與せ るに は 人臣た る 藤氏 を祐て 

君 上の 御 在し 坐す 朝家に 不義 を 成しめ 給へ る は 何たる 僻事 ぞゃ、 京 近く 鎭 坐て 守らせ 給 はむ と遙 々移 坐る 益 無くして 

惡 に與黨 すると 云 事の 豈 有らめ や も、) 

天 乃 御蔭 日 乃 御蔭 止定奉 氏の 天 乃 御蔭 日 乃 御蔭 は 宮殿の 作用 を 云な り、 卷ニ (第 四詞 ノ條) に 註り、 考に定 奉 S の 上に 
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言 足 はす、 今 地方に は斯く 略に 過て 碓 ならぬ 事 多 かり」 と 云れ つれ ども、 幾 在 省略き 過て. ^ 聞 ゆる 處は 其雅 なると 云 

ふ 者 也- 大政 詞 などに 下 津磐根 爾宮柱 太 敷 立 高天原 爾 千木 高 知 S 皇御孫 命 乃 美 頭 乃 御 舍仕奉 SIK 之 御藤 日 之 御藤 止隱 

坐 S 云- と 有 は、 用る 所に 自伦 主客の 違 は 有れ ども、 如此く 委しき も 天 之 御蔭 日 之 御 K 云 , は • 美 頭 乃 御舍仕 奉れる 其 

用 を 下 ひ、 下 律 磐根爾 云々、 高 IK 原爾 云々 は、 美 頭 乃 御舍仕 奉る 其體を 云る に 同じく  (定奉 S は、 風祌祭 平野 祭久度 

古 開祭詞 等に 有り、 御鎭 坐本緣 に、 鎭理 定理 坐 給と 见ゅ、 定の 例な り、 此は 風神 祭詞の 下に 云り) 此 なる も 其定に 

て、 下津 岩根 國爾宮 注 廣知立 高天原 雨 千木 高 知 氏 は 其 造宫の 事なる か、 其 宮殿 はし も祌 等の 其に 鎭耠 ひて 雨 を 覆ふ薩 

日 を 凌ぐ 蔭と 定 奉る 由に て 義理 甚 分明し く、 然も 簡 古なる 古文の 妙 處と云 ふ 可き 者なる を や、 (然れ ば 文の 略に 過た 

るに 非す、 其 解く 事の 文意に 不足す ると 云 ふ 者な りかし、) 
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貢 流祌寳 者の 神寳は 調度の 物 を 云 ふ、 寳とは 其 物 を 以て 用 を取擬 ふが 故に 稱 たる 一一 一一 口にて 高 在の 義 なる 可し、 遷奉大 神 

宮 祝詞に、 • 雑 御 装束 物 五十 四 種、 神寶廿 一 種 乎 儲備ー K 、と 有 を 以て 其 別 有 差る 事 を 知る 可し • 此詞に 神寳者 云々、 御 服 

波 云々 とて 分る を 以考ふ 可し (平野 祭 詞久度 古 開神詞 にも、 進 流 祌財波 云. と 云り、 同じ 御身に 著させ 給 ふ 物 乍、 御 

装束 を 神 財と 云ざる に 心お 著べ し、 W 雲 風土記 大原郡 祌原鄕 Q 下に、 所レ造 U 天下， 大祌之 神 御 財 積 置給處 也と 有る 神 

御 財 は， 調度の 器財 を聚 置し i 所と 聞 ゆ) 神代 紀に、 八坂瓊 曲玉 及 八^ 鏡 草 薙劍を 三種 寳 物と 記し、 天 照 太 御 神の 御 

タ カラ  タカ ラ 

一 百に 此寳 鏡と 詔 給 ひ、 素盞嗚 神の 浮 寶と宣 へる は 船 を 云な り I 此を 以て 寶は高 在 また 尊 有の 義を 以て 稱 たる 名なる 事 

を 知る 可き なり、 崇祌 天皇 六十 年御紀 なる 神託の 首に、 玉 姜鎭石 W 雲 人 祭 眞種之 甘美 鏡 柙羽振 甘美 御 神 底 寳御寳 主 山 

河 之 水泳 御 魂靜挂 甘美 御 神 底 寶御寶 主 也、 と 有 も 鏡 玉 を 云と 通えたり、 仲哀 天皇 御紀 に、 有, 神託 二 皇后， 而誨ニ Z 曰、 

有 寶國譬 如-美女 之滕， 有， 1 向 津國ハ 眼 炎 之 金銀 彩色 多 在， 一 其國， 也と 有 は、 金銀 彩色 多 在に 依て 寳國と は 謂な り (然れ 

ば 鏡 劍玉は 云 ふ も 更なり、 大刀 样 弓矢 を始て 金銀 彩色 を も 兼て 美稱 へたる 首に て， 畢竟 は 身の 調度と 爲り 作用の 利と 

爲を 以て 多 加 良と 云るな り、) 

御 鏡 御 橫刀御 弓御样 御馬 雨 備奉理 と 有る 此物等 は 四時 祭式に 見えす、 御手 物 を 進ら る i 故に 記されぬ にや、 又は 遷宮 

の 時な どに 奉て 毎年の 事に 非ざる が 故に 此詞に は 記れ ぬに も 有る 可し、 又 思 ふに 臨時 祭式に、 凡神戶 調庸充 K 祭 料： jsi 

造- 1 神社， 及 供； t 調度， 但 田租 貯 爲，, 神稅， と 有れば、 祌戶 の 調庸を 以て 供奉る と 見る 方宜 かる 可し (平野 祭 詞久度 古 開 

祭詞 にも、 祌財を 進ら る \ 品物の 名 有て 其 幣物の 條に 記す 事無し、 彌 々御手 物の 故なる 事 知るべし、 然る は祌を 祭る 
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に 神寳は 第一 等の 重き 幣物な り、 然れば 先 供 神 物の 最初に 記さる 可き 事なる を、 然ら ざるに 心 を 著て 考ふ 可し) 

御 鏡 は遷却 崇祌詞 に、 見 明 物 止 鏡、 ffi 雲 神 賀詞に、 麻 蘇 比 乃 大御鏡 乃 面 乎 意志 波 留志天 見 行事 能 己 登 久明神 能 大八島 

國乎 天地 日月 等共爾 安久 平久 知行 牟事能 志 太 米、 仲哀 天皇 御紀 に、 如 n 白銅 鏡， 以 分明 看，, 行 山川 海原， など 有る 意を以 

て 獻る表 物な り、 伹起 元は 然ら す、 誰も 知る 如く 天 石屋 戶隱の 時に 招 奉る 料に 物爲 たるが、 其 思 兼 神の 思慮 を 以て 天 

照 太 御 神の 御戶を 開て 其 俳優の 事 を 見 行 さむ 時に 彼 鏡 を 差 W て 示 奉て、 汝 命に 益て 貴き 神 在す が 故に 歡喜 疾樂と 申む 

料に 物爲 るが、 其 謀に 合て 太 御 神 を 招 ffi し 奉れる に 依て 無比き 大御寶 と 成りし を 以て、 伦祌 にも 奉らる. - 事と 成りし 

なり、 然れ ども 其 は 其 祈の 表 物た る 事 上に 引る 文， を 以て 察む 可な り、) 

御 橫刀は 出 雲 祌壽詞 に、 明 御 祌登大 八 島 國所知 食 天皇 命 能 手 長大 御世 乎 御 横 刀 廣爾誅 堅 米と 有る 御橫刀 を、 美 多 知と 

は訓 難ければ、 斯と訓 む 可き なり、 (大神宮 式に、 玉 纏 横刀須 我流 横 刀な ど 有る 横 刀 は 多 知と 訓 べし、， 然れば 

言の 鑌 きと 文の 樣 とに 隨 ひて 多 知と も 波迦斯 とも 訓む 事と 見 ゆ) 弓 を 御 執と 云 ふ 如く、  ^は 佩く 物なる が 故に 御 佩と 

は 云 ふなり けり、 但 弓に 執と 云 ひ、 ^に 佩と 云 ふ は 其 用の 言なる を稱 呼と 爲るは 如何と 思 ふ も 有る 可 けれど、 古事記 

景行 天皇 段に、 日向 之 美 波 迦斯爲 賣と有 を、 御 紀に御 刀 媛 (御 此 云-一彌 波迦志 一) と 見え たれば、 波 迦斯と 云 ふ稱も 

甚 古き 事 也け り、 (尙 繼體 天皇 御紀、 上， 一天 子 鏡^ 璽符？ と 有る ^35, を 美波迦 斯と訓 り、 叉 萬 葉 十三に は、 御 佩 乎 劍之云 

々と：^ り、 波 久には 帶字を も 多く 作り、 垂仁 天皇 御紀 に， 大刀 佩 部、 また 東宮の 帶刀 など 波久の 例な り) 記傳 二十 三 

(四十 丁) に 云く > 兵器 を 神社に 奉 給 ふ 事 は垂仁 天皇 御紀 に、 二十 七 年 秋 八月 癸 酉 朔巳卯 令 祠官： ト，， ， 兵器 爲，， 神幣， 吉 


之 故 弓矢 及 横刀納 n 諸 神 之 社 r 仍更定 -1 神 地 神 戶-以 時 祠ぃ之 蓋 兵器 祭，， 神祇， 始；！ 興於是 時， 也 (兵器 祭，， 神祇， 始，， 興於是 

時, 也と は 如何、 旣に崇 神 天皇 御世に、 以 >1 盾 矛-神 を 祠る事 有 者 を や 〇 今 云 古語 拾遺に も、 泊 n 于卷向 玉 城 朝, 始以 ，1 弓 

矢 刀, 祭，, 神 紙： 更定， ー祌地 祌戶, と 有り、 因い 此て思 ふに、 崇祌 天皇 御世に 兵器 を 奉られし は、 御紀に 見えた る 墨 坂 神 

大坂神 祝詞に 依る に、 龍 田 神な ど此 等の 神 は 兵器 を 乞 給へ るに 依遞 返に 奉 給 ふ 耳に て、 天下の 諸 社に 摁て奉 給 ふ 事に 

非り しに や、 其 は 古事記に、 作，， 天 之 八十 虽羅 訶， 定， 1 奉 天神 地 紙 之 社， 叉 於 n 宇陀 之 墨 坂 神， 祭- 1 赤色 楣矛， 及 於 大阪祌 

祭，, 墨色 楣矛， と 有 を 以て 知る 可し、 然 らば 垂仁 天皇の 御世に 泊て 其 事 を 天下の 諸 社に 遍く 奉らせ 給 はま 欲く 思 ぼし 成 

て 御ト問 有け るに、 吉在 ける を 以て 其より 恒例と は爲 給へ る 者なる 可き なり) 祌功后 皇御紀 に 云々、 皇后 曰， 1 必祌 心, 

焉、 則 立- 1 大 三輪 社- 以奉， 1 刀 矛- 矣 など 見えて、 後々 まで 恒の 事な り」 と 云れ たるが 如し、 傻此を 奉る 意 は遷却 崇祌詞 

に、 打 斷物止 大刀、 また 仲哀 天皇 御紀 に、 提，, 是十振 5-, 平， 1 天下 f など 有る 表 物 を 兼て 神の 御料に 進る i なり、 (此下 

に猶 云れ たる 事 有れ ど 此に用 無れば 次に 引る を 見る 可し、) 

御 弓 を 古 來美登 良 斯と訓 り、 上なる 御 横 刀の 例に 據て思 ふに 實に 然る 可し、 萬 葉 集  一 (二 丁) に- 八 隅 知 志 我 王 乃 朝 

庭 取 撫賜夕 庭 伊 緣立之 御 執 乃 梓弓 之 奈加弭 乃 音爲奈 利と 有て • 人の 能 知れる が 如し、 然れば 弓の 用 を 取て 號と爲 る 事 

炳焉 し、 偖此 弓に は 矢 を も 副て 奉れし なり、 其 は備奉 氏と 有に て 著し、 臨時 祭式に、 凡但馬 因幡 美 作 三國以 n 神 稅，， 交 

易 所 レ進之 弓矢 大刀 者充ニ 臨時 祭 城 料 r と 有 も 必矢を 副る 事の 證 なる 者な り (萬 葉に. 梓弓 手 爾等里 母 知 弓 一と 1?- る 等 里 

を 活用して 登 良 斯とは 云へ る 者な り..) 
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御样は 例に 依て 思 ふに， 御 楣御样 と 有 つらむ を^た るに や 在む" 龍 田 風神 祭詞 に、 神の 乞 給 ふに も榍戈 御馬 爾云. << と 

見え、 廣瀬大 忌祭詞 にも ノ栀戈 御馬 また 循戈至 万 S と 有て、 楣戈 を； IS1 て II らる X 例 なれば なり (但 平野 祭久度 古開詞 

共に 文の 樣は 同じ かれ ど 栀戈を 漏せ り、 然 らば 此詞 にも 本より 無り しに ゃ尙 能く 考ふ 可し) 記傳 二十 三なる 上に 引る 

文の 續 きに 三代 實錄 十に、 石 清水 八幡宮に 榍矛竝 御 鞍 を 奉 給 ふ 告文に、 新 宮搆造 天 岐榍矛 及 種々 神 財 可， 一 奉 出， 而神財 

波且奉 W 巳 止畢、 太 利 循矛拉 御 鞍 等 乎 奈毛怠 利 介留、 此乎今 造薛天 云， -、 奉 ffi 給 布な ど 有 を 思 ふに、 有が 中に 如此循 

矛 をし も 殊に 重く 爲て奉 給 ふ 事 は、 此 水垣宫 御代の 例 Q 次第に 傳り來 る 者なる 可し、 と 云れ たる は 然る 言な りかし、 

(但此 なる 循矛を 殊に 重く 爲て 云々 と 云れ たる は然ら ぬに や、 其 は 種々 の 祌財は 奉 給し かど も 循矛は 遣せ る を * 後よ 

り 更に 心 著せ 給 ひて 奉 給へ りと 通 ゆれば なり、 然れ ども 栀矛竝 て 奉られし 徵と は爲れ り、) 

御馬 爾備 奉理 は、 儀式に 神馬 四疋走 馬八疋 率， 1 列 神殿 前， 近 衞少將 馬 寮 頭 前行 云々、 次 馬 寮 率-, 神馬， 廻 レ社八 度 云々、 

ヒキ 

大臣 以下 赴-於 馬場， 令レ 馳，, 御馬， と 見え、 江. fi- 第に も、 神馬 走 馬 率 立 (祌殿 前) 云々、 馬 寮使牽 n 廻 御馬-八 廻 云々、 

次 向 一一 馬場 ー馳, 馬と 有此 なり、 偖 龍 田 風神 祭詞 に、 楣戈 御馬 爾御鞍 具 S と 有る、 例して 御馬 爾御鞍 備奉理 ならむ と 先 

に は 思へ りし かど も、 然は 非り けり 此の 備奉理 は、 上より 云；！ §1 たる 御 鏡 御 横 刀 御 弓御样 御馬 共に 摁 てに 依て 受 たるに 

て、 其 中には 御馬 Q 鞍 も 含有る 事 云 も 更なり- 其 は 風神 祭の 右の 續 きに 品々 乃 幣帛 備 氏と 有る 備 氏と、 此の 備 奉と 事 

は 一 なれば なり、 (然れ ば 右の 風神 祭の 御 鞍 具 S と 有る 具 は >  御馬に のみ 係て 狭く 此なる 懾奉理 は 甚廣く 用 ひたる 者 

なり) 備 は其竝 にて" 物の 闕缺 たる 所 無く 悉く 滿 足へ る を 云 ふなり、 (故 古書： H 〈に 具と も備 とも 書り、 備は 兼備の 意 


にて 記し 具 は 具足の 義を 以て 堪 たるな り、) 

御 服 波 明 多 W 照 多 sra 和 多 £ 荒 多 M 爾仕 奉氐 は、 卷ー (第二 詞條) に 云り、 祖 彼に は 稱辭竟 奉と 有 を.' 此には 仕 奉と 云 

り、 其 用た る 意に 異 無し、 春 日 祭式に、 祭祌料 安藝 本綿大 一斤、 維 七 尺、 調 布 二 丈 三尺" (巳 上官 物 神祇官 所， 請) 曝 

布 一 端 八 尺、 商 布 十二 段 >  宫八合 (已上 封 物 內膳司 所 Jg) と 見え、 又 散 祭 料 云々、 曝 布 一 端 (已上 封 物) 五色 薄 維 

各 二 丈、 木綿 二 斤、 麻 二 斤、 五色 木綿 一 百 枚、 五色 玉 二百 枚、 拖 一疋、 絲 一：！、 綿 一 屯 (巳 上官 物 神祇官 所， 請) 鍩神 

殿 料 五色 薄 拖各ー 一 丈 四 尺、 拖四 尺、 綿 一 屯、 木綿 八 斤、 麻 一 斤 (已 上官 物 祌祇官 所 A 請) など 有る 此等を 云な り、 (但 

稱辭竟 奉 は 十分に 其 事を盡 したる 義な るが、 仕 奉 は 其 物 を 唯に 調進す る 事 耳に 成れり、) 

四方 阈能 は、 第二 卷 (第 四 詞條) に 云り、 (考 に、 此能を 俗な り國與 利と 有る 可し と 云れ たれ ど、 文 は 義の通 ゆる を 

詮 とす 通 ゆれば 俗な りと て改 難し-) 

御調 は記俾 二十 三 (八十 八丁) に 云く、， 水垣宮 段に 調 遠 飛鳥 宮 段に は 御調と 書り、 書 紀に調 また 賦 など 皆 美 都岐、 ま 

た 美 都岐母 能と 訓 (苞苴 を も然訓 り、 敏達 天皇 御 紀に調 物と も 有り) 朝貢 また 脩 K 職な ど を 美 都 岐母能 多 ま 麻 都 流と 

-.、 ヅ ギ  タス 

訓り、 倍 美 都 岐と云 名義 は 美 は 御都岐 は-, 都 具を體 言に 爲 たるに て 御供 給な り、 (給 は 相 足 也と も 供 也と も備 也と も 

注せり、 此字 常に は 多 麻布と 訓て 上より 下に 脇 ふ 事と 耳 心得 めれ ども 然 耳に は 非す) 然れば 俗言に 人に 物 を _ 看 給と 云 

ふ 都 具と 同 言に て、 都 具は續 くる 意 なれば、 御調と 云 ふ は 公に 用 ひ 給 ふ 諸 物 を 下より 供給 奉る 意の 名な り (美 を 省て 

都 岐と耳 も 云る 事、 次に 引く 萬 葉 十八 Q 歌に も、 萬 調と 詠み、 書 紀の訓 にも 然 見え、 拾遺 集に 調 絹 を 月の 衣に 云 係て 
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咏る歌 も 有り) 偖 朝廷に 貢る 物 は 諸 物 皆 美都岐 にて、 田祖も 美都岐 Q 內 なれ ども (次に 引 萬 葉 十八の 歌に て 知べ し) 

常に は 田租の 外に 貢る 種々 物 を 美 都 岐とは 云り、 男 弓 端 之 調 女手 末 之 調と 云も然 なり、 偖 字に 調庸陚 貢な ど 有て 其 別 

紛 はしき なり (其 大形 を 云 はば、 調 は 下に 委く 云る が 如し 庸は 役に 赴 者の 赴 ざれば、 其 日數に 合へ て 代に 物 を 輸を云 

ふ 令の 御 制に 1 日の 代 布 二 尺六寸 宛な り、 庸 布と 云 ふ 者は此 なり、 賦は斯 る 類の 事 を 凡て 云 名な り、 別に 一 有に は 非 

す、 貢 は賦と 同意ながら 其 物 を獻る 事に 多く 云り) 萬 葉 一 (十九 丁) に、 山 神 乃 奉 御調 等 春 部 者 花 插頭持 云々、 此は 

山の 花 黄葉 を 山 神の 天皇に 奉る 貢と 云 成る 也、 一一 一一 a 以行けば 天下に 所在る 物 は 信に 神の 貢 給 ふ 御調な りけ り (十八に、 

天 之 日 嗣等之 良 志 久流伎 美 能 御代- - 々之 伎 麻 I 流 四方 國爾波 山河 乎、 比 呂美安 都 美 等 多ぎ 一麻 豆 流 御調 寳波可 蘇 倍衣受 

都 久之毛 可 翻 都、 また 須賣呂 伎能 之 伎 麻 須久爾 能 安 米 能 之 多. 四方 能 美 知 爾波宇 麻 乃 都 米、 伊都 久須伎 波 美 布 那乃倍 能 

伊波 都 流 麻 泥 爾伊雨 之 敝欲伊 麻 乃 乎、 都 頭 爾萬調 麻 都 流 都 可 佐 等 都 久里多 流 曾 能 奈里波 比 乎、 此は稻 穀を萬 調の 司と 

云り、 司と は 第 一 なる を 云、 侍 此を以 見れば 田租 も 美都岐 物の 內 なり、 六に、 御 食 都 國日之 御調 等 淡 路乃野 島 之海士 

乃 海底 奥津 伊久 利 1 一 瘦珠左 盤爾 潜 K 船. 拉而仕 奉 之 貴見禮 者、 1 一十に、 伎 己 之米須 四方 乃久爾 欲虽多 a. 一麻 都 流 美都奇 

能 船 者、 金 葉 集賀に 「調 物 運ぶ 丁 を 計れば 二 萬の 虽人數 副に けり」 など 有り) 偖 上代の 調の 御 制 は 如何 有け む、 細な 

る 事 は 知 難し、 孝德 天 皇御紀 に、 大化ニ 年 春 正月 甲子 朔享 1 改新 之 詔-曰 云々、 其 四曰罷 n 舊 賦役- 而 行-一田 之 調； 凡 絹 

拖絲緜 布竝隨 -1 鄕土所 <fc 田 一 町 親 一 丈拖 1 1. 丈 布 四 丈 (絲綿 拘屯諸 處不レ 見) 別 牧-戶 別， 之 調- 1 戶貲布 一 丈 一 一尺 凡 調 副 物 

鹽費亦 さ鄕 土！^ t^w 云- (右文 を 略て 引り 本書 を考 ふべ し) 秋 八月 庚申 朔癸酉 詔 曰、 凡 調賦者 可い 收 -1 男 身 調- (此は 


正月に 定られ たる 田の 調 戸別 SI めて、 男 身 調に 定られ たるなる べし) 偖 I 令に、 凡 調 g 絲 綿布 |-> 鄕土 

IT 1 人 證八尺 五寸？ 成疋絲 八兩綿 一 斤 布 二 丈 六尺？ 丁 SSI-  (0 今 云"1缝 解に、 絲 十 SS 也 

と 有り、 f 訓 sgQ 管る 可し、 屯 は天武 天皇 御紀に 阿ず- 訓み、 和名 抄に 一 屯 比 度 母 知と 訓り、 義 解に 綿 二 斤 

曰， 屯 也と 有り) 讓，， 雑物-者， (雜 物の 色目 は 此には 略け り、 本書 を 見べ し) f 1 一人 中 男 四 人 竝准 正 工人 其 

調 副物正ェ 人 一 5  (副 物の 色目ち 此には 略け り) 京 及 幾 內皆正 工人 調 布 一 丈資？  二人 中 男 四 人 各 P 正 丁 

(正 丁と は 男の 年廿 一 より 六十 迄なる を 云、 字と は 六 i より 六十 五 迄なる と讓 者と を 云、 中 男 は 十七より 二十 

H. 偖 右 S 物 を 一 人別に 皆 輸には 非す、 或は 編 或は 布 何に 在れ 其 土地より おる 物 を 一 色 宛輸 なり、 雑ず 

物も然 なり、 aasQ 色 M 主計 式 g しく 見えたり、 叉 諸 養 獻物は 右 QSS 在り、 8國其國內の 調 を 

ト£ 集て If 此を I して 京に 上り、 大藏 省に 約む 其 使 臭 調 使と S り、 尙調 s 賦役 令 民 部 式 主計 式な どに 委 

見えたり 考 べし) fksi.  KTil 尙云 れつる 事 有れ 共 此に用 無れば 省つ、 (叉 文 を も 所 5 捨 して 引出 

づ、 尙 御調 is て S5Q 起れ る 所以き 寞し S 共 多 かれ. ど、 其 S 囊大 S 御， 依る 事な ど 委しく 卷 

三 第 七詞に 云へ り、) 

荷前は8 事き、 四時 祭式 S 曰 I) に、 祭神 料 S ハ朿 (祌 祇官|) 米棄各 一一 一斗、 S 小豆 I 升 (巳 上大 

炊 寮 所き 散 祭料米糯 米 各 一斗 五 升、 S 小豆 各 五 升 (已 上， KI 所 I など 有 此等を g る 事、 取 g と 有に て 

知べ し、 其は大 11 神 震に、 御酒 5 能 M 高 S 菌 ill 稻 ぎ 5、  if  a. 義 
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に は 御酒 者 云. < と 云て、 穎の 事 を 云 ざれば、 平野 祭 詞久度 古 開祭詞 共に、 四方 國能 進禮流 御調 能 荷 前 乎 取. 竝 S 御酒 波 

云々 と 有て、 證 して 荷 前 は 佗詞に 初穂 者穎爾 毛汁爾 毛と 有る 穎の 事なる が、 其卽和 稻荒稻 にて 此に云 ふ 荷 前なる 蔡を 

察む 可し (荷 前の 事 は 第三 卷に 委しく 云へ り、 見合すべし) 

青海原 乃 物 者 波 多能 廣物波 多能 狹物奧 藻 菜 邊藻茱 は、 春 日 祭式に、 祭神 料鹽五 升、 疲堅魚 烏賊 平 魚 海藻 各 六 斤、 腊十 

二 斤、 鮪 三 斗、 (已上 大勝、 職所レ 送) 散 祭 料 鰻 堅 魚 平 魚 各 六 斤、 鮭 ニ隻、 海藻 六 斤 鹽五升 (已 上大 職 所,？！ il) と 有 

る此 なり、 尙卷ー (第二 詞條) に 云り (但此 に は 奥 津藻菜 邊津藻 菜と 書べき を 津字を 省 記せり) 

山野 物 者 甘 茱辛茱 爾至麻 氏、 他 詞には 多く 大野 原と 云る を、 此詞と 平野 久度古 開祭詞 共に 山野 能 物 波と 換て 別意 有に 

非す、 然れ ども 廿菜辛 菜 0 上 を 以云ふ 時 は 大野 原の 方 勝れる に 似たり、 但春日 祭式に、 祭神 料雜 菓子 二 斗、 橘 子 一 

斗、 散 祭 料、 雜葉子 三 斗、 搬ー 斗と 有れば、 山野と 此は云 ふ 可き 所な り、 但茱蔬 を 記されざる は 其 地に 取れる 故なる 

可し (大野 原の 事は卷 1 なる 第二 詞に 注し、 甘 茱辛茱 の 事 は 其 所に も 卷四第 八詞， の 下に 委しく 記せる を 見よ) ■ 

御酒 者 鹿 上 高 知藥腹 滿竝氏 は、 春 日 祭式に、. 祭神 料 酒 一 石 五斗 (用 n 社 醸 酒，) 散 祭 料 酒 六 斗 (用 社釀 酒) と 有る 此な 

り、 儀式に、 神部舁 n 酒樽， 入 立-諸 殿 前， (神酒 一 樽 立， 二  二 殿 問、 一 樽 立，， 三 四 殿 問？ 與， 机 相 配 社 醸 酒 四 缶 立， 1 中 重， 

毎 レ殿相 常) と 見えたり、 (江 次第に も 此事見 ゆ、 煩 はしければ 此に 引出す) 偖 甕 上の 上 を 伦詞に M とも 戶 とも 書る は 

假字 にて、 此に 上と 書る 此 正字な り、 御酒 者の 枝 は 酒の 本名な り、 中 臣壽詞 に、 悠紀主 基 乃黑木 白木 乃大 御酒 乎、 と 

有る 木は假 字に て 美 伎の 伎に 同じ、 然れば 美 伎 は眞氣 • 佐祁 は正氣 にて 美 も 佐 も 上に 冠れ る 言に て 伎と 云 ふぞ不 なり 


ける、 (又 美に 敬詞の 御の 義をも 包た る 事 云 まく も 更なり、 縣居 翁の 「酒 を 佐氣と 云 は 此を飮 ば 心の 榮 ある 故の 名な 

りこ と 云れ し は 信 ひ 難し) 記傳 n 一十一 (久志 能 加 美の 解) に、 横 井 千秋 云 「久志 は 酒の 本名に て、 應祌 天皇の 大御歌 

に、 須々 許 理賀迦 美 斯美岐 邇和禮 惠比邇 祁理、 登 那具志 惠具志 邇和禮 惠比邇 祁理、 と 有る 二の 具志此 なり (此は 上 

より 連け る 一 百 有る 故に 具と 濁れり) 借 御酒 白酒 黑酒 など 云 ふ 伎 は、 此久 志の 約れ る 名な り」 と 云る も、 翁 も 信れ たれ 

ど然ら す、 其 は須- 許 理が釀 し 御酒に 我醉 にけ りと 上に 謠 はせ 給へ る は、 其 物 名 を彰し 給へ る 者な り、 次に 許 登那具 

志惠具 志に 我醉 にけ りと 謠給 へる は、 其 酒 を 聞 食て 醉せ 給へ る 形 狀を宣 るに て 酒 Q 用 を 云な り、 (故 右の 御 歌 Q 前文 

に、 於是 天皇 宇 羅宜是 所， 獻. 之大 御酒， 而御歌 曰と 有 は 思 ふべ し、 尙 古事記 若 櫻 {呂 段に も、 於， 一大 御酒， 宇羅宜 而大御 

寢坐 也と 見え、 出 雲 風土記に、 大祌 大穴 持 命 御子 云，" <  雨時祖 神 御子 乘, 船而率 i 八十 島， 字 良 加 志 給 云々 と 有 を契冲 

說 に、， 小 兒を翫 ぶ を 乎 宇 良 加須と 云ふ此 なりと 云る 如く、 一 頁義 は情擧 にて 他念無く 遊 樂ひ給 ふ 事 を 云るな り) 然 れ ば 

コトナ  コトナ  ナグ  ヱ  ミ ゥ ラゲ マシ ヱ：、 サカ 

許 登那は 翁の 說の 如く 事 和に て、 憂事 哀 事の 和 さむ 意、 惠は 御情擧 坐て 疾榮ぇ 給 ふ 事に て、 久志は 神代 紀に大 巳 貴 命 

與， 1 少彥名 命， 云々、 復爲 n 顯見 蒼生 及 畜産， 則定， 一 其 療レ病 之 方， と 有る を、 祌功 皇后の 御 歌に、 久志能 加 美 登 許余邇 伊 

麻須 伊波 多々 須々 久那 美迦微 能と 有 を 合せて 思 ふに、 久志能 加 美 は、 竊居 翁の 藥之 神な りと 云れ たるに 依て 藥と爲 す 

可き なり、 酒 を 藥と爲 る 事の 此の 古書に 見えた る は、 丹 後 風土記に、 天女 八 人降來 云々、 爱 天女 善 爲レ讓 レ酒飮 一 ヌ且吉 

萬 病 除 云々 と 有を以 知る 可し、 然 れば久 志と は 酒の 利用 を 云る にて、 其 名に 非る 事 愈 明けし、 然 れば久 志は氣 汗に て 

物の 精 氣を絞 取て 用る の 名なる が、 薬物と 爲ては 相應ふ 所靈妙 奇異なる が 故に 久 志に 奇異の 義をも 含有せ り、 (漢籍 
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に、 酒 百藥之 長と 有る を 始め、 此藥 物の 最初に 置く 事故 有る 事な り、 其 は 太 元 1^ に 云 ふ 可し.. 鈴屋 翁の 事 和酒疾 酒と 

爲られ たる 義に 於て は 然る 一 百 なれ ど、 酒 を久 志に 配られた る は 非す、 叉 丹 後 風土記に、 復至 n 竹 野 郡 船 木 里 奈具村 T 

卽 謂-一村 人 等； 云，， 此處 我心 奈具 志久， 乃留 n 居此 村-云々 と 有て、 注に 古事 平 善 者 云 一 具 志-と 有れば 久 志は辭 也、 然 

I ども 此 なる 二の 具 志は藥 にて 正しく 物 を 差 云るな り) 然れば 伎と 云 ひ 美 伎と 云 ひ 佐 祁に佐 加と 云 ふ、 加伎祁 また 久 

•%Q が 共に 如何なる 意ぞと 此を考 るに、 何れも 5^ 字の 義 にて 音訓 共に 同じき なり、 猪 酒に 醸る 料 物 は 米に 在れ 麥に在 

I 菓 にもれ、 各自 固有の 粹氣 有る 其 を 絞 取て 用る が 故に • 其 身に 應 する 所 も氣を 導て 能く 神 經を循 還るな り、 此は氣 

の氣を 卸す るに て 其 功 驗尤祌 速なる を 以て 酒 を 伎と は號 たる 者な り (上に 云 宇羅宜 また 事 和酒疾 酒の 事を考 豆して 熟 

思 はぐ 知る 可から む、 尙 第三 詞大宮 賣祌の 下に 委云 へり、) 

雜物乎 如 横 山積 置 氏の 雜物 は、 上に 擧 たる 祌寶御 服 荷 前 魚 物 菜 藻 御酒な ど を 云て、 尙此餘 にも 品々 の獻 物の 有 を 聞せ 

て 一 に 云 £ め たるな り、 (委しく は 初に 引る 春 日 祭式の 供物 を 見る 可し) 如 横 山積 置 氏 は、 卷三 (第 七詞) に、 如-横 

山， 打 積 置氐と 有る 下に 委註 せり (其 下に 就て 見べ し) 

神主 爾 官位 姓名 乎 定氏獻 流と 有 る は、 此 御祭に 京より 向 ふ 人を悉 云り と 通 ゆ、 但其 中に 一 人別に 神主と 云 者 有.. ン 

此は 儀式に、 前 二日 早且 神祇官 人 率- 1 神主 神 琴師神 部-トレ 部 向 社 云々 と 有て、 當 日の 處に 大臣 以下 及 朝 使 氏人 就レ坐 

(北面 東上 重 行) 次 神馬 四疋走 馬八疋 率,！ 列 神殿 前， 近 衞少將 馬 寮 頭 前行， 次 神主 著 木綿 綾 就 祝詞 座兩段 再拜四 段、 と 有 

を はて 見る に 神祇官 人に て 階 位卑き 人なる が、 唯 祝詞 を 申す 料に 依され つる 者 也、 然 らば 其 は 誰なら むと 深考 るに、 


祈年祭 儀式に、 中臣 靈-, S ま， 祝詞， と 見え、 00a 凡 祭祀 祝詞 者、 g 御門 等 I 部 氏、 si 

祭 中臣氏 祝詞と 有を以 知れ， (神 S 叉と 云る は副祐 なり、 其 は 儀式に、 神 祇副若無， 副則祐 代， 之と ず、 副祐の 

人の 率る を 以て 其 f を 事 知 可し、 彌中 g る I 明し) 祌秦其 官位 姓 li と 有 s> 此 f 中 Q 人  一 AO  P 

く 聞 ゆれ ども、 今日の 神事に 預る人 等 を 悉く 並 言ふ 事と 見や 然れ ども、 g 辭 にて は 首足はす、 £テ§， る 可 

L 然る は 儀式に 大臣 以下 入き 西 門き 外 I- 六 位 以下 藤 原 氏人 依，， 就 座 名字 書札 (札 暴 視辨宫 集預甚 

之) と 有る 名字 書札 は、 此 Q 用と 通 ゆれば なり、 (，ま、 第に、 延 15 一月 晉 庚申 5、 今 曰 上卿不 i 仍不レ 敷 

レ座此 間 寡 ま 著 到 殿-令 ま， 簡幷籠 等； 8 氏 四 位 以下 六 位 以上 秦著 到と 有 I せて 考ふ べし) as  J ま 

？ より 露 一す る 事なる が 故に、 四時 祭式に、 齋服料 神祇官 人 一人、 515 瞎部八 人、 ト部 二人、 ？ I 

殿-仕 丁 二人， と 見えた るが (儀式に 神祇官 人 率，， 神 靡琴師 祌部ト 部-と 有 羞ふ 可し •  i 八 人 ま 右 §部を 以 

物爲 さする にや) 摘て 參向 Q 人 5 內藏 式に 春 曰 祭 ig 下に、 外 記 一 人史生 一 人辨直 一 人 史春掌 各 一 人 喚 使 

二人 霊位 助已上 一 人舍人 使丁 一人 近衞少 I 中將 一 人 i 十二 人 暴 五位 助已上 一人 馬部1 人 § 十一 一疋と 有り 

(公囊 源に も、 先 未 Q 曰 使 立つ、 gQ 中少將 勤む 云 i 卿 f 今 曰 同じく 向 ふ 5、 と 有り 上 卿辨は 喜の 事な 

る 事 云 ふ も更な タ、) 

S 乃大 幣帛 は、 平野 久度 古開認 に 有り、 但 古き 祝詞に は 大字 無し (尙此 響 業 一詞の 下に 云へ り) 

安 I 上 件 Qli 數具 りて 奉れる に、 g 足 ひに fsgis ま 係て 稱 J き、 偖 SS5 こご 
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物事 0 事故 有る 者 無く 殖る義 なる 可し、 安 は 求て 伸る 意 足 は 自然に 廣る義 を 持れば なり、 古言に 安 祁久平 祁久、 また 

安 國止平 久所知 食、 また 安見 知 之、 j また 安 御世 乃 足 御世な ど 有る 安なる が、 此を唯 安泰の 義に耳 見る は麁！ f なる 可 

カタ ハ  ヤス 

し、 係 夜須と は廣邈 たる 所 迄 も 進 至り 及ぶ 意なる が 故に、 不足なる 事 無き 由なる を 以て 殖爲の 義を帶 る 者な り (神武 

天皇 御紀 に、 取-天 香 山之埴 土， 途 得，， 一安 n 定ぼ 宇一 故 取 土之處 曰- 1 坡 安一と 有る 安定 は、 安泰の 由堪 安の 安 は 殖爲 にて、 

其 意 通えたり、 崇神 天皇 御紀 に、 武墙安 彥之妻 云々 取 倭 香 山 土 云々、 祈 曰， 一 是倭國 之 物實， 則 反 之と 有る は、 神武 天皇 

御 事 を潜擬 せる が、 香 山の 土 を 取て 倭國 の物實 として 國を 得む と爲 るより 武 堪安彥 と自稱 せりと 通えたり、 此 また 兩 

義を存 せり、 萬 葉 二に、 我 者 毛 也 安見 兒得 有と； 咏る も、 安見 a: ハは 人名ながら 安泰と 我 有と 成れり となり) 神代 紀に fK 

クケ  ヤス ヤス 

安河 を 八十 河 中と 爲る も、 安に 八十の 意 相似た るが 故な り" (記 傳に、 安河 は 彌瀨之 河に やと 云れ たる は 然る 言 なれ 

ど、 八十 河と 云 ふ は 河流の 八十 有る に 非す， 八十 瀨 有る 由 を 以て 安河と も 八十 河と も 云るな り、 但安は 八十の 義に非 

す、 物 を 廣く云 ふ 名な り) 

メリ  タ  タフ トキ タ フト 

足 幣帛 は、 上 件の 幣帛 悉く 具足せ る 由 を受て 云な り、 偖 足 は 多 有な り、 但多は 字音ながら 此の 言 も然 なり、 貴 は 多 太 • 

キ タモト ホリ タモト ホリ 

俳 徊は多 囘な るに 例して 其餘を 知る 可し、 是を 以て 闕 落る 事 無き 由なる を 知る 可し、 萬 葉 ニ卷 に、 天 原拔放 見者 大 

王 乃 御壽者 長久 天 足 有と 有る 足 も、 充滿 具足の 義な り、 物に 對て 誰と 云 ふ も 測 知れぬ 由な り、 是を 以て 足の 意 を 思 ふ 

タモ 

可し、 上に 云る 如く 安 は 求て 仲る 意. 足 は 自然に 廣 ごる 義を 有て る を 見つ 可し (水な どに 垂と云 ふ も、 其 至る所の 測 

知れぬ を 云り 萬 葉に、 天 之 足 夜雨 また 天地 爾 * 思 所 足な ど數 多；^ り) 叉 上に 引る 如く 安と 平と 對へ、 安と 足と 對て並 


云 ふ を 思 ふに、 足に 平の 意 を も 含た る 可し (伹平 は 多 廣の義 なれば 足に 由無きに 似たり と 云 も、 物 は充滿 具足して 平 

和なる 理 なれば 其 平の 義を 含ざる に 非ざる 者な り) 

平久 安久 は、 上に^ づ (第 四詞の 下に 云り) 

聞 看 者 登の 言義、 上に 出づ (第 七 詞殘乎 波 平 聞 看の 下に 云へ り) 

皇太御 祌等乎 稱辭竟 奉久登 白、 考に 云く 「皇 太御祌 等と 申す 事 は、 古事記 を始て 古書 共に 皇祖 神 等 續ては 天皇 を 申 奉 

る 例な り、 今此 文に 然 申せる は 今 京と 成りて 古義の 不委 なりと」 云れ し は 然る 言な り、 此詞の 中に 古義に 違へ る  一二 

を 云 は^、 大ー， i と は 伊勢 大御祌 に 耳 申て 伦 神に は 唯 前と 云 ふ 例なる を、 廣 前と 云て 大 前に 擬し、 幣帛に 大を 添て 他 例 

に 違 ひ， 皇神等 乎 云々 と 申す 可き を 此に皇 太 御祌と 云るな ど、 時世の 移來し 任に 文法 も漸 易り 行ながら 當昔斯 る 事の 

知られざる 世に 非す、 此は 決く 藤 原 氏の 廷臣 等の 朝廷に 跌 凰して 驕傲なる 頃 ほひな りし かば、 權 貴の 門に 走る 神祇の 

官人等 其 俊 媚の心 を 以て 其 實を漫 りたる 者な りと ぞ 所思る、 然 れど斯 在る 事 を 今 論 云む は 大祌に 對て甚 無 鱧く 長く 罪 

去り 所 無き 心ち の爲 めれ ど、 如此予 をして 令 論 給 ふ は 卽大祌 の 御 心なら む も 知べ からす、 然る は 武甕槌 祌經津 主祌は 

荒 振 不伏祌 を 罰 平 給へ る 御 功 を 以て 無窮に 帝 基 を 守 奉り、 天 兒屋命 は 取- 1 持 前 事- 爲レ 政と 有る 御德を 以て 萬 世に 朝廷 

を 守 奉 給 ふ 御 祌と坐 せば、 ^をして 君たら しめ 臣 をして 臣 たらしめ 上下 安穩 ならむ 事 守 ら せ 給へば、 理に 違た る 事共 

は祌事 公事 共に 偸 快く は 所思す まじき 故 有 を 以てな り (平野 祭詞 共に も 皇太御 神 等と 有る は 其 誤 を受て 記るな り、 但 

予が今 云 ふ 事 は 世間の 事共の 古義に 違へ る を 遺憾て 云る にて 獨此春 日 祭 耳 Q 事に は 非す、 熟此を 察む 可し ひ 
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ゴト クソ 力、 マ r ルニ ヨリ テ  イマ モ ュ クサ キモ  ス メラ ザ ミゥド ヲ  タヒ ラケケ ヤス ラケク タラ シ K  .3  /  ^^'..^K  ^  -.^j^-t-^^^ro 

如此仕 奉爾依 s。 今 母 去 前 母。 天皇 我 朝廷 乎。 平久 安久。 足 御^ 乃 茂 御世, 齋奉ぁ 

- 4- 、- 一力 キ 、二  ナキ に マ r リ テづ 力へ マ ツル  トコ ロド コ ロイ ヘイへ ノ ォホ キミ クチ マへ" キ 1タ>;' ヲ IV- ヌヒラ ケ.^  ノラ ^,,、.；JX^:11^Jr 

常^^ず^土ーも爾。 福 £ 奉 利。 預而仕 奉 流。 處々 家々。 王 等。 卿 等 乎 母平久 天皇 我 朝廷 爾 

r ウレ r  , ノ、 エノ ゴ トク  づ 力へ マ 7 リ  サ ゥ 二 シ メ タマへ ト  タタへ コ hn, へ マツ ラ 力 卜- マヲス t-.?,"r,J  匕，？、 ヲ g ド 

伊加 志 夜 久波叙 能 如久。 仕 奉 利。 佐 加 叙 志 米 賜 登。 稱辭竟 奉 良久 登 白。 大原 枚 岡 

ノ ノリ トモ ナ ラフ コ レニ 

等 祝詞 准レ 之。 

如此仕 奉爾依 S は、 其 祭典 を 先に. S て 御 祈 を 後に 廻した るに て、 第二 詞に 云. T 皇神等 能 依 左 志 奉 者 初穂 者 云. <、 稱 

辭 竟奉牟 など、 御 祈 を 先に 演て 祭典 を 後に 係た るの 反な り、 (此等 を 以て 古文の 妙處を 知るべき なり) 

今*^去前母今は、 常 今 去 前 は 將來を 云な り、 續紀宣 命に 多く 見えたり、 叉 今 母 今 母と 重 云る も 多 在り (今 を 伊 麻と 云 

ふ 麻 は が ど 云ふ庥 なり、 然れば首義は^^眼なるべし、 去 前の 由 久は行 字の 意なる が在旋 なり、 偖 其 伊に も 由に て 

現在の 意 有るな り、) 

天皇 我 朝廷 は大城 詞後釋 に、 9<皇 朝廷 は 須賫良 我 美 加 度と 訓 べし、 同詞 にも、 ^<皇 我 朝廷 鎭御魂 齋戶祭 詞に皇 良 我 朝 

廷を など 見え、 叉 續紀の 詔に 天皇 大御命 天 皇羅我 命な ど 有 例を以 知べ し、 如此 云る ぞ 古言なる と 云れ たるが 如し 

(縣居 翁の 須賣 良と 耳 云 ふ は 古から ぬ 如 一 K れつる 事 も 有れ ど、 萬 葉 二十に も、 須米 良美久 佐と 有な ども 古く 聞 ゆる を 

や) 天皇 を 須賫と 申す 事 は、 天下 を 統御す 由 也、 其說 上に aa  (卷ー 第 一詞の 下に 云り、 記傳 十六に 云く、 天皇 Q 字 を 


須賣良 美 許 登に 當 奉し も甚 上代よりの 事と 聞え たリ、 若 は仁德 天皇な どの 御世に 和邇 などの 如き 博士の 定 奉りし にや 

有む、 然る は 漢國孔 丘の 春秋に、 彼 酋長 を 天 王と 書るな どに 本 就て 皇に 天， 字 を は 冠 奉け るなる 可し、 彼國 にても 唐 

高宗の 時に 天皇と 云號を 新に 立たり し 事 有りし かど も 未徹ら ざり し を、 たに 我 天皇の 御 號ぞ眞 の理に 協て、 天地の 際 

限り 竪 にも 横に も 行 通り 足 はして 動く 事無く 易る 事無く 允 當れる 大御號 に は 有け る 〇 今 云 天皇の 字 を 當られ たる は、 

彼國の 古傳に 天 皇氏 地皇氏 人皇 氏と 云る 三皇 有り、 我 IK 神 子 御 は 彼 曾 長 等の 比に 非れば， 其 王 等の 尊 號を用 させ 給 ふ 

まじければ、 天皇 氏より 取れる 事 決し、 谷川 氏の 通證 に、 唐 書 髙宗紀 • 曰 帝稱， 一天 皇， 后稱， 1; 大后； 或以爲 天 皇 之證據 

之 也、 然推古 天皇 御紀 賜， ー隋 主， 書旣 曰- 1 東 天皇 f 則 疑 高 宗反倣 n 于我， 也、 と 云る ぞ 謂れた る) 美 加 度は嚴 處の義 なり、 

朝廷と 作る は 其に 當る、 正字 御門と 記る は 言の 同じき に 依て 借れるな り、 萬 葉 集 一 卷 藤原宮 御井 歌に、 堪安乃 堤上爾 

大 御門 始賜ま と 詠る は、 此 朝廷の 借 字に て 御門 を 云るなら す、 日 經乃大 御門 日 橫乃大 御門 背反 乃大 御門と 詠る 此三は 

御門の 正字に 常れ るに て、 朝廷の 義に 非す、 美 加の 言の 上に 有と 加 度の 言の 下に 有と 合て 語を爲 せる 事 は 異な がら、 

美 加 度と 唱る 上より は 此も彼 も 同事なる 故に 混れ て 美 加 度 は 御門 を 云 ふ 事と 思 来れ 共然ら す、 朝廷の 美 加の 例 は 神 名 

に 甕 速 日 神武 甕槌神 など 申し、 in 栗 甕 潮 壅 蜂な ど 物 名に も 多く 有る 美 加に て、 決て 長く 稜威々 々しき 形 狀を云 ふ 言な 

るが 此語を 冠ら せて 嚴處 とし も 云す 所以 は、 天 照 坐 日 太 御祌の 天 統を傳 させ 給 ひて、 天地の 共變 易る 事無く 終 古に 動 

ミ /リ ョゾ  タガヒ  ：、 ォ モムケ マツ D ヒ  コ 

坐す 天下 を經綸 させ 給へば、 其 御 憲に因 准り 違背 奉る まじく 其 御 令に 歸 K て 仕 奉る 可き 道 はた： 大地の 共窮き 大義 有る 

事 なれば 其 由 を 以て 誰が 云 初る と 無く 長 縮 ひ 恐惶て 申し^ はした る 語な りけ り、 實に 天皇 Q 御 事 を 神 等と 申せ ども、 
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尊て 天祌 御子と も 天津 日 高と も 虚空 津日 高と も 奉稱給 ひ、 人世と なりて は 現御祌 とも 現 人 神と も 遠津祌 とも 尊み 來れ 

る 古よりの 風俗 なれば、 嚴處と 長み 申せる 事甚美 好き 御 事な り、 又祌 社に は 伊勢 大御 神宮に 限て 神 朝廷と 申せり、 其 

事 古事記 (日 代宮 段) に 所見たり、 是を 以て 見れば 天皇 命の 御上 は 何事 も 天 宮に准 據せ給 ふ 例なる に 依て 思 ふに、 天 

宮の稱 を 用 させ 給ひ來 るな りけ り、 其 は御鎭 座本緣 伊勢の 五十鈴 宮御鎭 座の 所に、 皇太神 倭 姬命乃 御 夢爾喩 給久、 我 

高天原 爾坐？ $~ 戶柙張 原 如 レ見見 志眞伎 志國宮 所波是 也、 鎭理 定理 坐 給 止覺給 支と 有 を併考 べし、 (因に 云 ふ 公式 令に 東 

宫 皇太子 を 殿下 を 云 ふ 事 有り、 此は 漢土に て秦漢 以来 人の 名の 下に 從て敬 云ふ詞 なる が、 此方に も 其 を 用 させ 給へ るが 

後に は 何 殿 某 殿と 云 ふ 事に 定れ るが、 職 原 鈔百寮 訓要抄 に 云る 如く、 禁中に て 殿と 稱す は關 白に 限れる 事な りしが 廣 

く 成るな り- 世間の 物 識の常 云 ふ 一一 目に、 關白は 天下 第一 人なる が 故に 殿 を以稱 し、 君 上 は 天下に 比類 無く 尊く 御 在る 

が 故に 御門と 稱 すと 云る は、 其 殿と 云 ふ 事の 漢籍に W たる 事 迄 は 深く 考 ざる 危說 なり) 萬 葉 三 (十二 丁) に、 皇者神 

二 四 座 者 天雲 之 雷 之 上 爾廬爲 流 鴨と 咏 るが 如く、 眞に現 人 神に て 御 在し 坐す 御 事 を も 打 忘れて 直に 指て 神と 稱 奉る 古 

人の 常 なれば、 嚴處と 申て 仰 敬 奉け るぞ諾 なりけ る (古書に 天子と 記る は、 直に 1K 皇を 指し 朝廷 また 朝と 記る は、 大 

宫の恝 を 指し 天下に 對ては 國家を 云 ひ、 外 蕃に對 て は 我 朝と 云 ふ 如く 廣 くも 狭く も 用 ふる 語な り、 然れ ども 大宮 の唱 

な るぞ 本な りけ る) 

足 御世 は，' 第三 第七詞 共に 手長 御世 登 堅 磐 雨 常 磐 爾齋比 奉 茂 御せ 爾云々 と 有る に對て 見れば、 手長 御世に 當れる 語な 

りけ るに 就て 尙 熟思へば、 彼 は 足 御世と 長 御世と 二 合せる にて (手長の 乎 は、 足の 義 なる 由 4? 屋 翁の 說を 引て 第三 詞の 


下に 云る が 如し) 此は 直に 足 御世と 云る 也、 御世に 足と 云 ふ 事の 冠れ るに 深く 心 を 留めて 思 ふに、 神武 天皇 御紀 に、 

叉 聞 於鹽土 老翁 曰 東 有- 1 美 地？ 青山 四周 其 中 亦 有 I. 乘 -1 天 磐 船-飛 降 者 h 余 謂 彼 地 必當, 足 T 以恢 rf 弘 天業 光 天下 六 

合 之 中心 乎と 有る 足に て、 天業 を 恢弘て 天下 を 光 宅す 皇 威の 至り 及ぶ を 云 ふ 一一 目な りけ り、 借 足 は 具 足 る 首なる が、 

タヒラ  アマ リタ ラズ 力 タス ：- 

其 具足 ふ 事 は 平均に して 過不及の 偏 倚た る 所 無き の 謂な り、 故 古事記に は 神 倭 伊波 禮爲古 命與其 伊呂兄 五瀬 命 二 柱 

タ ヒラノ  タル ノ 

坐- 1 高 千 穗宮， 而議云 坐， 一 何 地, 者 平 n 聞-看 天下 之 政- 猶 思- 1 東行 T と 有る 平 字 は 上なる 足 字に 對 たる を 思 ふ 可し、 記傳に 

タヒラ ヤス 

「此の 平 は 安くと 云む が 如し、 偖 其 は 難き の 反に て 何 地に 坐 は 天下 は 治 易から むと 云 ふ 意な り 云々」 と說れ たれ ど、 

平 は 安な りと 云 はぐ 平と 云 ひ 安と 云 ふ 語の 所詮 無る 可し、 平に も 安に も 各自の 義有 るに 依て こそ 一一 一一 n 靈幸幸 ふ 神 驗も有 

ベ けれ、 且此議 は 高 千 穗宮に 天 降 坐て 初國知 看し 天皇より 御 三代の 間此西 偏に 在して 天業 を 恢弘給 はせ ざり し 故に、 

トホク ハル 力  ク 二  マ ホラ  力 力  ォホ ミタ カラ 

遼 邈 なる 地 は 未 王 澤に霑 ざるに 由て 六合の 中心の 美 地に 幸 行て 天威 を 振 ひ、 天統を 隙して 八紘 を 治め 大に元 元 を 

タヒラ タヒラ 

鎭 させ 給 はむ との 大 御意なる 事 紀 記の 文 を 對考て 知べき なり、 然れば 平 は足廣 にて 唯 安然た るの 謂なら す大に 恢弘る 

を 云 ふなり (亂を 治る を 平ぐ と 云 ふも然 にて、 其亂れ たる 所卽偏 倚た る なれば、 其 を；！ S めて 均しく 爲るを 云 ふ 事尤當 

タル  ミ+タ 、ハ 

る 一一 目な り) 足 は 其 平均に して 闕缺る 事無く 大に徹 達る 由な り、 天皇の 皇 威の 遍 くして 天下に 光 宅す 卽其足 御世と 云 ふ 

者な り、 所以に 古の 天皇 命 等の 大 御名に 日本 足 豫國押 人 天皇、 大足 彦 天皇、 稚足彥 天皇、 足仲彥 天皇と 稱 奉る も 天 業 

を 恢弘給 ひ 天下に 光 宅 給 ふ 御 德を稱 奉れるな り (尙 古く 大筒 本垂根 王な ど 有る 垂は、 足 根 は 主にて 大筒 本の 地 を 主領 

を美稱 へて 足 根と 申せるな ど考 合す 可し) 萬 葉 二  (四十  一 丁) に、 天地 日月 與共滿 將行祌 乃御而 跡、 九 (三十 四 丁) 
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に、 * 望月 之滿有 面輪 二と 有て、 面の 足と 云 は 不足 處 無く 具り 整る を 云 ふと 心得て 事 も 無け ど、 猶滿將行と云も漸.^^-に 

具足 ふ 由、 叉 望月 之滿有 面輪 二と 云る は漸 不具なる より 次々 具足 ふ 由 なれば、 生々 として 息む 事無く 物の 滿足ひ 行 を 

謂 也、 然れば 足と は 至り 徹り 及ぶ を 以て 物 も 成り 事 も 就 ふ を 云 ふなり けり、 I 萬 葉ニ卷 に、 大王 乃 御壽者 長久 天 足 有る 

は、 天智 天皇の 御 不豫の 時に 大 后の 詠せ 給へ る 御 歌なる が、 天皇の 御壽は 長く 天地に 足 はし 坐りとの 意に て、 足 極る 

を 云 ふに は 非す、 足 調 を IK 足と は謠 へるな り、) 

茂 御世 は. 御世の 動 無き を 云 ふ 事な り、 茂 は大殿 祭詞に 五十 檯に 作り、 齋內 親王 奉 入 詞に茂 梓と 有 を、 舒明 fK 皇御紀 

に 、嚴矛 と 作き 皇極 天皇の 大 御名 を 天 豐財重 日足 姬 天皇と 申す 重 日、 また 續紀 の宣 命に 重 美と 云 ふ 貢 の 多 かるな ど、 此 

彼考 合せて 說 べきな り (萬 葉 集中に、 重石 を 伊加利と 訓 るも此 例な り、 和名 抄船 部に、 碇四聲 字苑云 海中 以， 石 駐レ舟 

曰レ碇 和名 伊加利と 有は此 なり) 如此く 古書に 茂 また 嚴 また 重 字を當 たるに 何の 字が 相應 へる と 云に、 重字ぞ 允に 熟 

く 常れ りけ る、 重石 を 伊加利と 訓るも 石の ® きを 以て 船の 漂流 を靜め 止む る義 なれば、 此に 例して 茂 御世 は 動 無き 御 

世の 義 ならむ と 所思るな り、 然る は 第三 卷 (第 七詞) の 如き 手長 御世 登 堅 磐 爾常磐 爾齋比 奉 茂 御世 爾幸 SE 奉と 有 も、 

足 御世の 長 御世と 堅 磐の 如く 常 磐の 如く 齋 奉て、 茂 御世に 幸 給へ と 申す 事に て 其に 堅 磐 常 磐と 云る は 茂 御世 を 云む 序 

なる に、 此詞も 其 如くに て 足 御世 乃 茂 御世 雨！！ 奉 利 常 石爾堅 石爾幅 SE 奉 利と 云る 狀 こそ 少の 異は有 けれ 同意 同事に 

イカ シ  カサナ 

て 常 石 堅 石の 語 を 茂 御世に 係た る を 思 ふ 可き 也 (然れ ば 伊加 志に 重 字 は尤に 能く 常れ るな り) 然れば 重 は 物の 重累 

り 厚く 沈く 茂く 嚴 しき 意 を 兼た る 一 百に なむ 有け る、 俗言に 物の 數の 多き を も 物の 體の 大きなる を も 伊加 伊と 云 ふ は、 


伊加 志 を 伊加 伎と 活用 かせて それより 轉れる 者な り (此に 就て 思へば 嚴 矛と 云 ふ は、 廣 矛に 對 たる 語な りけ り、 廣矛 

は 其 穂先の 平にして 然も 廣 きを 云 ひ 嚴矛は 凡ての 重く 太き を 云ふ稱 なる が、 此 は嚴檳 矛と 云 ふ 事に て、 今 云 ふ 棒と 云 

ふ 者なる 事、 委しく 考 得て 齋內 親王 奉 入詞の 下に 云 ふ 可し) 是を以 看れば 足 御世 は、 皇 威の 天下に 彌綸て 平なる を 云 

ひ、 茂 御世 は 朝憲の 天下に 布 行れて 靜 なる を 一 K ふ 事に て、 先に は 足 御世 は 繁榮の 由、 茂 御世 は 茂 盛す る 事と 思へ りし 

かど も、 今 思へば 其は甚 不足なる 說 にて 皇御孫 命の 所 知行す 天下の 悉く 靜謐 豐饒 ならむ 事 を 申させ 給へ るに ぞ 有け 

る、 天皇 我 朝廷 乎 足 御世 乃 茂 御世と 連た る は、 天下の 靜 謐豐饒 なる 其卽ち 朝廷の 御榮 なれば なり、 此に 天下 公民の 事 

を盡 せる 故に 次に は預而 奉仕 流 王 等 卿 等 乎 毛と 云り、 獨王卿 耳の 事 を 云て 顯見 蒼生 を 豈殘す 事の 有む や も、 王 等 卿 等 

と 云て 天下 公民 を舉 ざる は、 足 御世 乃榮御 *1 と 指す 者其卽 天下 公民の 上の 事 なれば なり (先に は此を 天皇 御 一 己の 御 

事と 見誤つ る 故に 其 御 1 己の 事 を 天下に 及し 給ふ義 なる が 故に、 天下 公民の 事 は 聞え 上させ 給 はざる 事と 思し は大に 

誤れり けり、 此足 御世 乃 茂 御世 は 天下 公民の 上の 事なる 由 を 今日 考 悟て 前日の 非を改 る事甚 辱く 貴くな む 有け る、 因 

に 云， 神嘗祭 詞に 御壽乎 手長 乃 御 壽止湯 津如磐 村 常 磐 堅磐爾 云々 と 有 は、 天皇 御 一 己の 御 事なる が 故に、 其 下に 阿禮 

坐 皇子 乎 毛 惠給比 百官 人 等 天下 四方 國乃 百姓 爾至萬 天 長平久 云々、 と 天下 公民の 事 を 別に 云り、 能く 投合して 知る 可 

き 者な り、) 

常 石 爾堅石 雨 福 £ 奉 利の 注 は 上に 出づ (卷 一 第三 詞を 見る 可し、 但 古文に は 堅 石爾常 石と 鑌る を、 今 京 以来 は 此詞の 

如くに 成れり、」 
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預而 奉仕 流 は、 關白を 云 ふと 見 ゆ、 然ら ざれば 王 等 卿 等 は 天皇の 子な り臣 也、 預と云 ふ 事理に 叶 はす、 然 らば 預而奉 

仕る 人 を 何人と か爲む (伹 公卿 補任に、 元 慶四年 十二月 攝政太 政 大臣 藤 原 基 經改， ー攝 政， 爲， ー關白 一と 有て、 三代 實錄も 

此に 同じければ、 春 日 祭の 始れる 貞觀の 頃に 後に 出来む 關白を 知て 詞に 述べく も 非ねば 然ら じかと 思て 此考は 一 菜 たれ 

ど 其 は 非り けり >  譬ひ關 白の 職 は當昔 無ら むに 在れ 已に忠 仁 公より 天下の 政 を 攝し給 ひて 藤氏 一 家の 業と 成れ i ば、 

預而 奉仕 流と 云 ふ 可き 勢な り、 能-^ 其 時世 を 思 ひ 察む 可き 者な り) 職原抄 に、 關白 は關ニ 白， 萬 機 一之 由 也、 と 記された 

る 如く、 天皇の 御手に 代 奉り 天下 を 管領し 萬 機を關 白す 職に 御 在す 耳なら す、 此 春日大 神の 第三 殿に 坐す 天 兒屋命 Q 

祌統と 有る 藤 原 氏なる が 故に 殊更に 此事を 申さす る 事と 聞 ゆ (百 寮 訓要抄 に、 攝政は 藤氏の 長者 第一 の 人是に 補す 云 

云、 天子 幼く 渡らせ 給 ふ 時 政を預 りて 攝行 するな り、 叉 關白は 藤氏の 長者に て 代々 昔より 家に 管領し 来るな り 云々、 

攝政關 白 を 殿下と 號し 殿と 申す も 天下に 於て は 傍若無人の 間 衆庶 此を 貴て 申 也と 有り、) 

處 家々 王 等 卿 等 乎 母 平 久の處 家々. は 京 中の 事 を 云り、 此 は大跋 詞叉續 紀の宣 命な どに 親王 諸 王諸臣 百官 人 等な ど 

拉 云る を 約め たるな リ (但處 々家， <<  にて 其 百官 人の 皆 を 云 ふ 事 を 能く 聞せ たり、 處々 と は 京 中の 坊々 を 云 ひ 家と は 其 

1 構 有 を 云 ふなり、 舍 宅と は 殊 なり) 王 等 は 意富 伎 美 多 知と 訓 べし、 鈴屋 大人の 說の 如く、 「古に 意富 伎 美と 申す は 

天皇 を始 奉りて 皇子 諸 王 迄に 通れる 名 也、 然るに 後に 親王と 云 ふ號の w 来て は 親王 を 美 古と 申す に對 へて、 諸 王 を 意 

富 伎 美と 云 別つ 事と は 成に たれ ど、 尙 親王 諸 王 を 合せて 呼 ふ 時 は 美 古 多 知と 云 ひ、 意富 伎 美 多 知と は稱 りしな り、 此 

も 其に て 親王 諸 王を摁 たる 者な り (此の 王 等 卿 等に 同じき は、 推 古 天皇 御 紀に諸 王諸臣 と竝舉 げたる 有り、 此も 皇子 


等 を 始て宮 々の 人 等 を も皆媳 たるな り、 此事 委しく は記傳 四十の 三十 一 丁に 云れ たり、 披見る 可し、) 卿 等 はま 幣都岐 

美と 訓む 可き なり， 天皇の 御前に 侍 ひて 事 執 申す 由な り、 大臣 を 於 保 伊 麻 宇知岐 美と 云る も 麻 幣都岐 美より 轉れ るな 

り、 然ば 此の 卿 等 も大ほ 以上 の 人 等 一:^ を 云るなら むと 思 ふに 然ら す、 朝廷の 諸官人 を德云 ふに 其 主 々しき 方を抽 て 

其 他 を 思 はせ たる 簡 古なる 古文の 法な り、 考に處 々は官 省 祭司 衞府京 國職廳 を 皆 云 ひ、 家と は 王 卿 百官の 家々 なり」 

と 云 れ たる ぞ 然る 首な る (此 にて 卿 等の 事甚 分明に 知らる) 

天皇 我 朝廷 爾 伊加 志 夜 久波敷 能 如 久仕奉 の 伊加 志 は、 上なる 茂 御世 の 茂と は 同 言に して 別意な る 可し、 然れば 大殿祭 

詞に 五十 檁卸 世と 記る 五十 模は" 其に は假 字に て 用 無き を、 此の 伊加 志に は 正しく 常れ る 字な り (言の 同じき を 以て 

思 ひ 混 ふる 事 勿れ、 下に 委く 云り) 此は 五十 模と八 桑 枝と 二 物 を譬に 取れる が、 其 叉 由無き 物 を 借に 非す、 抑 檯木は 

しも 上古より 賢 木と 云來る 者なる が 決て 榮 ゆる 美き 木なる が 故に 祌武 天皇の 献火欞 原 宮に初 國所知 食し も 偶然と は 云 

ふ 可から す、 崇神 1K 皇の大 御世に 天 照 太御祌 を 倭 笠 縫 邑に遷 奉りて 嚴檯之 本 宮と稱 奉 給 ひ、 垂仁 天皇の 御世に は甜白 

檮之 前なる 葉 廣熊白 禱を御 誓に 用 給 ひ、 倭 建 命 は 「命の 全け む 人 は疊薦 平群ノ 山の 隱白檮 が 葉を譬 華に 挿せ 其 子」 と 

歌 はせ 給 ひ、 應祌 天皇の 御世に は、 吉 野の 白檮 生に 大 御酒 を 令釀給 ひて 熟に 聞 食 給 ひ、 雄 略 天 皇 は御窒 の嚴檁 が本攆 

が 本齋々 しき 哉」 と謠 はせ 給 ひ、 尙日 下部の 此方の 山と 疊薦平 群 山と 此方々々 の 山の 峽に 立榮 ゆる 葉廣熊 白禱、 と 詠 

せ させ 給へ る も 由 有て 祝 事 は 更なり、 祌事 にも 尊と 此物を 用ひ來 るが 故な り (此は 唯 其 事 を 一 ニ擧 つる 耳な り、 本書 

に 引合せて 其 趣 を 知る 可し) 夜 久波彀 は 中 臣壽詞 に、 八 桑 枝 乃 立 榮令仕 奉 云- と 有る 八 桑 枝 乃 は、 如 八 桑 枝と 云 ふ 辜 
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なる が、 此も叉 神 世に 殊 なる 由有る 木に て 神代 紀に、 稚 産靈祌 頭上 生， 1 蠶與 1, 桑と 有る 稚産靈 神 は、 保 食 神と 御 父子の 

間にて 紛れた るに て、 實は今 一 の 傳に保 食祌云 々眉 上 生 is と 有る 傳 正しき は、 此には 桑を脫 せれ ど必 直と 桑と 相 離る 

まじき 理 なれば 保 食 神の 身より 成れる 物な り、 然るに 神 名； 1 書に 引る 機 殿 儀式に、 皇太神 御- 1 坐 高天原 1 之 昔 云々、 殖 

桑 葉 於 iK 寄 山と 有を以 知べ し、 若て 此木は 葉に 用 多き 木なる が 其 枝葉の 茂 盛す る 事 他 木の 比に 非れば 此を譬 に 取れる 

は 所謂 有る 事な り (考に 彌久波 数 は 彌木榮 なり、 彌が 上に 木の 生 榮るを 林と も 波 敷と も 云、 遠 江 人の 木 草の 孫 枝の 生 

茂れる を 夜 碁 波彀と 云も是 なり」 と 云れ たる を 信 はれて、 記傳十 1 八 河 江 比 賣神名 も此と 同に やと 云れ たれ ど 共に 誤 

れり、 上なる を檯と 見る 時 は此も 桑に て甚 能く 聞 ゆる を や、) 

佐 加 數志米 賜 登 は令榮 給な り、 雄 略 天皇の 大御 歌に、 許 知 碁 知能 夜 麻 能 賀比爾 多 知 邪 加 由 流 波 見呂久 麻加斯 と、.^ せ 給 

へる に 此は能 似たり、 五十 檯及八 桑 枝の 如く 立 榮ぇ仕 奉らし め 給へ となり、 然れ ば此は 唯繁榮 Q 由 耳に は 非す 宮 仕の 

事 を 云る にて、 大殿祭 詞に宮 進 米 進 宮勤勤 之 米 氏 云々 と 有 を 云 ふなり、 古事記 高津宫 段の 大御 歌に、 宇 知 和 多 須夜賀 

波延 那須岐 伊理 麻 葦 久禮と 有 も、 打 渡す 八 桑 枝 如す 來入 參來れ にて、 朝に 参る 人の 事 を；^ せ 給へ るな り (此御 歌は大 

后の 山城に 往 坐て 奴理能 美が 家に 居 坐す 程 天皇の 幸 行て； f せ 給へ るが、 其 前文に 奴理能 美が 蠶蟲の 事 有 を 以て 八 桑 枝 

なる 事 を 察むべし、) 

稱辭竟 奉 久登白 は 上に &づ >  大 原野 は 山城 國乙訓 郡に 在り、 此 御社の 事 は 二十 二 社 注 式に、 舊記 曰仁壽 元年 二月 二日 

乙 卯、 依-太 皇大后 御 祈， 山城 圃葛 野郡大 原野 仁 宮柱廣 知 春 冬 乃 御祭 加 賜と 有 は 然も 有べ し、 公事 根源に も、 此 神社 は 


后 {teQ 參らせ 給 はむ 爲春日 Q 本社 遠き に 依て 都 近き 所に 遷 奉らる と 有り (同書 吉田 社の 條に 引る 御堂 關白御 書 曰、 奈 

良 京 時 春 日 社長 岡 京時大 原野 平安 城 之 今 吉田社 占， 一 帝都 之 咫尺， 有， 一 祌詞之 鎮護， と 有る は 違へ るに 似たり、 此事 公事 根 

源に も 有 ども 信 難し、 此は 后宮の 參らせ 給 はむ 爲に京 近く 祀 給へ るに て 長 岡 Q 京に 由 無し、 尙吉田 社の 次に 云 ふ を 見 

るべ し- 其 下に 云へ る 如く 長 岡 京時大 原野の 七 字 は 後人の 挽 入 疑 無き 者 也) 文德 天皇 實錄 に、 仁壽 元年 二月 二日^ 

制，， 大 原野 祭儀- 一 准， 1 梅 宮祭， と 見えた る は 其 事な り、 江 次第 大 原野 祭の 旁 注に、 大 原野 祭仁壽 元年 二月 二日、 右大臣 

宣據， 一春 日 式， 以， 一平 野梅宮 祭式， 彌鏠而 行， 之と 見 ゆ、 (但太 皇大后 Q 御 祈の 事 を 記されざる は、 其 元は 太皇大 后の 思 ほ 

し 立 給へ るに も爲 よ、 京都 近く 移し 祀れて 朝廷 Q 守 祌と爲 し 給 ひ、 其 御祭 事 も 何も 摁て 公より 行せ させ 給へば 表立て 

記され ざるなる 可し、 公事 根源 大 原野 祭 條に、 こ Q 神社 は 后宮の 参らせ 給 はむ 爲春日 Q 本社 遠き に 依て 都 近き 所に 遷 

奉らる、 然 れば大 原野の 行啓な ど 申す 事の 侍る にやと 記された る は、 此注 式に 載る 舊 記に 依られた るに や、 此舊記 は 

藤 原 氏の 家 記なる 可し 甚 欲しき 書な り) 三代 實錄 に、 貞觀七 年 四月 十七 日 丁 卯、 敕 奉レ充 -1 諸 明 神神 田 1 云々、 大 原野 

神 五段 並以- 山城 國 愛宕 紀 伊乙 訓葛野 郡 得度 除 田， 充， 之 は、 祭神 料 を 奉られた る 成 可し (此に 云. <  と 記せる 文 は、 松 

尾 神 五段 賀茂 御祖 五段 別 雷神 五段 稻荷祌 一一 一段 平野 神 五段と 有 を 云り) 一 一十 1 一社 注 式に、 人皇 六十 二 代 村 上 天皇 治 十九 

年 康保ニ 年 乙 s、 霖雨 經レ月 九天 覆 レ雲依 レ之閨 八月 廿 一 日 被， 奉 レ獻， 1 官幣於 十六 社， 止 雨と 有て、 春 日の 〈大祌 Q 上に 

列り 給へ り (十六 社と は 伊勢 石 淸水賀 茂 下 上 松 尾 平野 稻荷 春日大 原野 大神石 上 大和 廣瀨龍 田 住吉丹 生木 船 等な り、 以 

上 十七 社 なれ ども 賀茂は 下 上 を 合て 一 社と 計へ たるな り) 此 所謂 二十 二 社 Q 權 輿なる が、 後 漸く 後朱雀 天皇 長曆 三年 
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に 至て 二十 二 社 I 數定 りて、 上 七 社中 七 社 下 八 社と 分られた るに も 中 七 S 首に I へり (上 七 社と は 伊勢 石淸水 

賀 茂松晕 ISIf  、 中 七 社と は 大原大 神 石 上 大和 讓管住 吉等を s、 下 八 社と は I 梅 喜 田 管 紙 

園 北 野 丹 生木 船 等 合せて 二十 二 社なる 者な り) 第 六十 八 代 後 一 條院治 十四 年長 元 章 二月 廿日- 預ニ祈 年月 次 新 I- 

四 度幣と 見えたり、 然れ共 公 Qil に 殊に 度 急 S て、 貞 §式に も、 春 曰 祭 g に大 原野祭儀 を 載られて 

萬事春曰社にヲ^3異る囊く四時祭^も、 大 原野 神 四 囊右料 物 I 曰 祭 春 二月 上 卯 冬 十一 I 子 I レ 之と 見え 

たり、 (內藏 式に 大 原野 靈色帛 各 二 丈 四 尺、 絲 ST 爆 布 四 端、 安藝 木綿 大八 斤、 S 八 斤、 暴 料茼 布 二 段 一 丈 

七 尺、 付 木 四 枚 明 櫪ニ合 (如笞 形 初並官 物) 使儲幣 五色、 絹 各 一疋 五 尺、 安藝 木綿 大 一斤、 麻 小一 r 付 木 二 枝 も 

三十き、 巾 料 先 布 一 丈資 (I) 議尤 一 人 史生 一 人 近衞將監 一 人 i 十 人 暴尤 一 人 騎士 一 一人 御馬 十疋纖 装束 

使 寮 喜色 一 具 (寮 物) S 一疋、 綿 六 屯、 細 布 五 端、 史善色 一 具、 0 一  疋、 綿 一 一 屯、 揚布 一 端、 寶レ幣 仕 丁 商 布 一 

段 (幷官 物) 資，， 德， 仕 丁 衫料茼 布  一 0  (察物) 女 使 料 組 一 疋、 排絹 一 疋、 籠 一 一疋、 調 綿 百 屯 (已 上內侍 料) 調 綿 

三十 屯 (闈5史女 蠕 各 十 屯 並用-寮 物-) 右 春 二月 上 卯 冬 十一月 中子 祭レ 之、 其 日祿料 交易 茼布 春 五 1 冬 一 百 段と 

見えたり、 大 原 sg 略 如此. し (二月 上 卯 曰 S る .1 上に 引る 文雙 I 錄に、 仁 壽元 年 二月 二 曰 別 制ニ大 原野 

雲， と 有る 二月 二 曰 乙 卯 なれば 其 を 用ら？ なる 可し- 斯在は 其 is 曰 Qf 取て 其祭| 曰と は 定られ けるな 

る 可し、 然れば 十 一 月 も 中 卯 曰 S らる可 f  、 菅は I なる が 故に 上に 及して 中子 曰と は 爲られ たる 者なら し、 

儀式に 十 一 月 子 日祭擎 有」 二月 中子 有 三月？ 下 子-と 見えたり) 儀式に、 大 原野 震 祭日 平 且所司 供 張 如レ常 神紙官 


人 率- 1 物 &: 等-装 g 束 神殿-大臣 以下 就，， 外院 座- (神殿 南 垣 之 外 外 候 之 殿 西 向 設，， 大臣 座 t 西北 相對 設，， 五位 巳 上座 一 幣帛 

使 並 近 衞將監 等 同 就 北 座 下) 中宮 職 供 酒 食 (女御 內侍及 女官 供給 若不， 立 中宮 氏宗 公卿 設ヒゾ 0 藤 原 氏 六位已 下， V 第 就 

座 著 到 (著 到 之座設 -1 五位 已 上座 西-也、 束 面 北上 飲食 之 時 亦同預 出，, 筆硯， 合 辨官， << 掌設) 幣帛 使 及 內侍參 進 (幣帛 置 

御 垣 外 棚 候) 內 侍命婦 入， 自，, 南方 西 門， 就 座、 將帛 使寶， 1 幣帛, 参入 奉に 直，, 瑞垣前 棚, 兩段 再拜退 31 (謂，, 內裹並 中宮 東 

宮 幣帛，) 次 氏人 並 諸家 使 各 執-, 幣帛， 参入 奉に Hi 幣棚 T 再拜 如， 前、 次 神 部 四 人 進 執，, 內藏 寮幣四 養， 參入 令, 取，, 物 忌， 

奉 レ納ュ 於 神殿-退出、 祌部更 執 n 食薦四 枚， 奉つ 敷 n 神殿 前-退 w、 次 氏人 大夫已 下 舁，, 祌饌 机， 依い， 、陳列 (東 殿 首) 次 神 

部 舁，， 酒撙， 參入 立，， 諸 殿 前， (社 酸 一 榑 立，，  一 二 殿 間- 一 樽 立-三 四 殿 間， 與， 机 相 配所 司 酒 四 缶 立，， 四重，) 訖大夫 已下退 

ffi 復ぉ. 就 n 外院座 f  、內侍 已下參 入 開-, 饌盖 f  、酌レ 酒奠， 之 殿 別 二 杯 (一 坏 一宿 酒 一 坏社釀 酒) 退 W 就 神殿 前 並內座 

(北面 東上) 次 大臣 以下 及 朝 使 氏人 入 就 座 (北面 東上 重 行) 次 神馬 四疋走 馬八疋 牽，, 列祌殿 前， 近 衞將監 馬寮尤 前行、 

次祌主 著，, 木綿 緩， 就， 祝詞 座兩 段再拜 拍手 四 段 記名 就，, 直 會殿座 f 次 神 部 散幣、 次 馬寮牽 神馬， 廻. 社 八度訖 賜，, 頭 並饞人 

神酒- 訖 退出、 ，^\、近衞少將率-1近衞等，入而東憐次大臣喚，，召使，ニ聲召使稱唯、 出 レ 自，, 南方， 進，， 北 向， 而立 大臣 宣 喚，； 宮 

內 省-召使 稱唯、 東南 去 二 許 丈 喚り Z 二 聲丞稱 唯唯 立 (召使 立處) 大臣 宣 御飯 早速 令， 賜 丞稱唯 差 退 喚，， 膳部， ニ聲. 膳 

部 五六 人其稱 唯、 丞仰云 御飯 賜， 之 膳部 共 稱唯大 屬 以下 共 起 依、 次 分 頭 賜， 之訖大 膳屬立 (省 承； 立處) 申 云 御飯 赐訖 

午 時 他 氏 五位 以上 入 就， 座 (隨 喚而 入) 神祇 祐 (若 無 祐則史 代， 之) 喚 琴師名 二人共 稱唯、 、喚，， 笛ェ名 二人， 共 稱唯祐 

命 云 琴 笛 相 和 (詞云 美 許 止 仁 布 江 安波 世) 四 人 共 稱唯先 吹， 笛 一 成、 次 調琴 聲、 、歌人 發聲 (先 神祇 後 雅樂) 次 神主 
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和憐、 >Y 祐 一人、 次 氏人 五位 以上 二人、 次 六 位 二人 觴三行 拍手 一段 訖內侍 候， 院 給-五位 已上 食， (中宮 職 准) 叉 外 記 

執，, 五位 以上 六 位 以下 見參 文， 進-大臣， 大臣 覺了返 給 之 T 外 記復座 卽以- 一六 位 以下 見參 文-付- 1 官史， 是間官 掌 率 使 部 等 

積 錄物於 案 上 了舁， 一 出 庭 中； 史出 就， 一賜 祿座， 唱， 一氏 人名， 赐 レ之訖 大臣 以下 起-一 於 馬場-令 レ馳， 1 御馬 內侍 臨擢と 見えたり、 

春 日 祭儀と 大較 同じき 中に 齋 女の 事の 無き 耳に て、 其餘は 格別の 異 無き 事 卷 首に 引る 春 日 祭儀に 計較て 知る 可き な 

り、 (三代 實錄 に、 貞観八 年 十 一 月廿 五日 丙 申 詔以， 1 藤 原 朝臣 須惠 子ー爲 -1 春 日幷大 原野 祌齋？ と 有 を 以て 見れば 一 人に 

て兩 社の 齋女を 兼た るな りけ り、 尙此卷 の 首に 委しく 云り) 江 家 次第に 大 原野 祭 先 著- at 事 座- (辨 南面 外記史 東面 官 

掌 召使 北面) 居 膳 (所 司幷 后宮) 上 卿 參入辨 並 外記史 w 立舍前 (東面) 相捭 著-著 到處- (先 上 卿 次辨入 i 自 <1 舍 北- 「辨 

侍褰レ 帳」 辨 南面) 次 氏人 院別當 等 同 著レ座 坐定辨 申-上 卿-云 (乍レ 居い 座 申) 所掌定 女給 牟上卿 諾辨稱 唯 召 院別當 (只 

召，， 其 名，) 別 當稱唯 辨仰云 所 掌 奉仕 別 當稱唯 畢ー獻 (宮司 勸盃) 辨參； y 進上 卿 前， 插， 符受， 坏復， 座飮 畢轉- 氏人 _チ 、ト 

串 (或 ニ獻 後有此 事) 辨仰 i 史令 i 敷， 座 (藩 下) 次 神官 參著 ト畢 神官 退 並 撒 座、 次 外 記 進- 1 ト 串-上 覽畢退 (氏人 中ト -1 

祝師 等-也、 外 記 可， 令， 一 仰 知，) 二 獻汁三 獻畢辨 拔箸申 上 卿 云、 某 朝臣 某 朝臣 遠 以錄事 奉 レ仕牟 上 卿 諾辨稱 唯、 仰 云 某 

朝臣 某 朝臣 各以稱 唯、 卽仰 云，， 錄事 奉仕 禮， 各叉稱 唯、 着 到. 事 院別常 申 云 氏人 着 到 奉仕 禮留正 六 位 某 司 藤 原 朝臣 某辨結 

取 天 云 六 位 乃 上 階 某 司 政 藤 原 朝臣 某申歟 別當稱 唯、 辨 申，， 上 卿， 云 着 到 奉仕 氏人 某 司 政 藤 原 某 上 卿諾稱 唯、 和 舞辨申 n 

上 卿， 云、 和 舞 定給牟 上卿諾 辨稱、 唯 召，, 院別當 名， 別當稱 唯、 仰 云 和 舞可レ 奉， 仕 ま 六 乃 位下 定申世 別 當申云 和 舞 可レ奉 

, 仕 六 位 某司攻 401^ 申歟、 又辨 申，， 上 卿， 云 某 朝臣 某 朝臣 和 舞 令 レ奉レ 仕 牟上卿 諾辨稱 唯、 仰 云 某 朝臣 某 朝臣 和 舞 奉仕 禮各 


以稱 唯， 代官 外 記 申 n 代官， 申畢 氏人 等 先 起座， 次辨 起座、 次. 上 卿 起座、 次 於-鳥 井下， 洗 レ下舁 M 御棚 r>Y 著 n 庭 中座 一 奉 

m  (官幷 私 或 內侍下 之 後 奉幣) 內侍下 歸畢、 次祝師 著， 座 祝詞 畢拍， 手、 次 著 n 直會 殿， (辨 人， 自 n 東方，) 廻， 1 御馬 (八 度) 

所 司羞膳 (三 獻但無 n 傳 1^,)  上 卿 召， 1 召使， 仰 云、 宮內司 召 世 卽雀丞 参入 上 卿 仰 云 飯 堅 給 大勝 參入 申，, 堅 給 畢之由 f 

、和 舞 (維 樂發音 舞畢) チ、 外 記 進- 1 見參， 上 卿 給， 辨 (乍， 居， 座 給， 之) 辨下， 史 (cn, 史史 來辨給 之) 次 給 祿各以 退出、 

皇宮 不レ 被， 祭 之時不 居， 1 餵於著 到 殿 i 叉不レ 仰，， 祿事， 自 餘如レ 前著 到 殿 作法 (后不 祭 時) 座 定先所 掌、 次ト 串、 次 著 到、 

fj- 和 舞と 見えたり (上に 引る 儀式に 較 合せて 其 沿革せ る 趣 を 知る 可し) 

枚 岡の 御 事 は委く 上に 云り、 次に 吉 田の 御社の 御 事 を 申す 可し、 二十 二 社 注 式に 云く、 吉田社 (山城 阈愛定 郡 式 外) 

祭神 四 座 (祌名 同 n 春 日 社，) 鎭 座年紀 不分明、 或 云 人皇 五十六 代淸和 天皇 貞覜 年中、 鎭 座中 納 言山薩 卿 始奉レ 渡， 之勸 

請 云々、 公事 根源に も 然る 由 見え、 江 、第 裏書 叉 大鏡裘 書 共に、 元 者 山 藤 中納言 一家 所 祭 也と 見え たれ ども、 百練抄 

に 氏 三 社 春日大 原野 吉 田と 見 ゆ、 然 らば 一 條 天皇 永延 元年に 官幣 を奠ら れし當 昔より 旣く藤 原 氏の 氏 社と 爲て 春日大 

原野に 並 祠られ しなり、 大 鏡に 春 日 明 祌を振 奉りて 大 原野と 申 云々 猶も 近く 振 奉りて 吉 田と 申て 御 在し 坐す めり、 此 

.吉 田 明 祌は山 藤の 中納 首の 振 奉 給へ るぞ かしと 見え、 同書 裘 書に、 藤氏 社 事 鹿 島 社 云々 春 日 社 云々、 大 原野 云々、 吉 

田 社 (平安 帝都 之 時 祝レ之 1 條院 御宇 永延 元年 四月 始ニ吉 田 祭，) と 見えたり、 百 練 抄に氏 三 社と 云る に 思 合て 知べ し、 

伊呂波 字類抄 に、 吉田 社以レ 榊爲二 正體, と 有 は、 神 羅の制 を 用ら る. - なる 可く や、 (山 蔭 中納言 は § 補任に 依に、 參 

議從四 位 T 藤 原 藤 嗣孫越 前守從 五位 上 高 房 二 男母從 二位 眞夏 女、 仁 和 二 年 六月 叙，， 從 三位， 任， 一中 納首； 同 三年 五月 十 
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一 日 兼 民 部 卿 仁 和 四 年 二月 四日 薨と 有り、 然れ ば貞觀 Q 頃 は 末下臈 にて 在し なり、 借 此社は 右 Q 如く 山 薩 中納言 一 家 

の鎭 守と 爲られ し 者なる 事 上に 引る 文 共に て 明な り) 中 御門 宣嵐卿 記に (御堂 殿御 書 案) 奈良京 之 昔 者 以，, 春 日 社, 

爲 -1 氏 社 f 平安 城 之 今者以 -1 吉田 社- 爲 -1 氏 社？ 隨， 1 社頭 之 與廢- 宜レ测 n 藤 門 之 榮衰- 者、 一天 安全 四海 平定 殊 可い 柚- 1 當氏 

繁昌 之 祈禱, 愼， 之莫, 怠矣、 長 和 元年 十一月 十八 日 云々 と 見 ゆ、 上 (大 原野 社條) に 引る、 二十 二 社 注 式に 載る 所 Q 

サ 力 シ ラ 

御堂 關白御 書と 云 ふ 物 は、 此を採 sa て 長 岡 京時大 原野と 云 ふ 七 字 を-情 進に 加つ る 者なる 可し (此事 上に 委く辨 たるが 

如し、 公事 根源 吉田 祭條に 云る 所 は 此宣胤 卿 記に 據られ たるが、 長 岡の 京の 時は大 原野と 記させ 給へ り、 今 此を思 ふ 

に 御堂 殿の 書に 然有 つる を宣胤 卿の 異 からす、 所思て 省かれた るなる 可き を、 公事 根源 は 何の 事 も 無く 本の 任に 記さ 

れ しなる 可き か) 此 社の 所在 は 山城 名勝 志 (十三) に、 社家 說云、 常 社 元 坐 n 吉田山 西， 文明 中 遷-ー 神樂岡 麓， 舊跡今 有- 1 

二 株 松 一若 宮殿 跡 在-一石 像 彌勒堂 東南， と 云り (神樂 岡と は吉田 山の 邊 なり、 ト部 氏家說 に.， 神 樂调神 裂 雷神 也， 昔此岡 

與-ニ 山， 爲ニ 山？ 雷 繋開爲 ニ故吉 田地 主本是 雷神 也 云々、 日 神 居た 大 岩戸， 時奏 n 祌樂 -其處 降爲， 山、 故 曰-一 神樂岡 f 

と 云る は 風土記な どに 有し 成 可し、 K< 山 ：ナ、 番 山の 故事に 似た る 事ながら 偎には 非す) 公事 根源に 1 條 院永延 元年より 

始て 官幣を 奉らせ 給 ふと 見え、 二十 二 社 注 式に も、 人皇 六十 六 代 一條 院永延 元年 十一月 廿 五日 (甲 申) 今 年始 二 祭禮ー 

依， 1 誓 職， 爲 -1 公家 御沙汰， 云. -、 展代編 年 集成 及 帝王 編 年 記 等に も、 永延 元年 公家 始有 n 吉田 祭事， 元 山 蔭 一 族 所 祭 也と 

見えた る は、 官 社に 定られ たる Q 權輿 なり、 曰本紀 略に 一 條院寛 和 一 一年 十二月 朔曰、 詔以， 一吉 田 社， 准 n 大原 野-行，, 一 一季 

祭-を 以て 知べ し (但寬 和 は 花 山： 大皇の 御 f 所 知し 食す 年號 にて、 1 和 三年 改元 有て 一 條 天皇の 永延 元年と 成れれば 二 


年 は 三年の 誤なる 可し、 玉 葉 集に 吉田社 を 詠る 歌に 「天皇 も 頼む 宮居と 爲に けり 唯 山 蔭の 名殘 計りに」 と 有も此 時まで 

山 蔭 中 納ー百 の 鎮守な りし を官 社と 成れる 由 を咏る 也) 同 天皇の 御世に 十九 社の 員数に 列り 給へ り、 二十 二 社 注 式に、 

第 六十 六 代 一 條院治 五 年 正 曆ニ辛 卯 炎天 途レ日 萬 物變レ 色、 依 之 六月 廿 四日 祈 雨 奉幣 時 加-一吉 田 廣田北 野 以上 三 社- 被 

レ奉， 獻，， 官幣； 爲 十九 社 吉田廣 田 北 野次 第 事 可， 爲 n 住吉 ナヘ 丹 生 之 上-由 宜 下と 有 は、 村 上 天皇 康保ニ 年に 官幣を 奉られ 

たる 十六 社に 今度 三 社 加給へ るな り (十六 社の 事 は 上に 大野 原の 條に 記せり、 此 にて は 伊勢 石 淸水賀 茂 松 尾 平野 稻荷 

春日大 原野 大祌石 上 大和 廣瀬龍 田 住 吉吉田 廣田北 野 丹生贵 布-諭と 云 ふ 順な り) 同 五 年に 梅宮を 加ら れ たる 下に • 梅宮 

事可レ 爲，， 吉田之 上 住吉之 、-由 宣下と 有て、 後に 二十 二 社に 定れる 其 下 八 社の 1 員 也、 (上に 巳に 云り、 立 復て大 原野 

Q 下見る 可し) 諸 社 根元 記に、 堀 河 院長 ュ S 三年 官符預 四 度幣祭 (四月 中子 日 十 一 月 中 申 日) と 有れ 共、 四月 十 一 月の 

祭 は 永 延ー兀 年に 始れ i ば、 四 度. IS は 祈 年 六月 十二月 月次 新甞 等の 祭に 預給ふ を 云な り (伹此 文 二十 二 社 注 式に も 載る 

を、 嘉承 元年の 事と 爲り、 長ュ ヒー 一年 改元 有て 嘉 承と 替れ \ ば 同事な り) 注 式に、 第 九十 九 代 後光 嚴院治 九 年 延文五 年 

六月 卅 日- 正 一位 使 藤氏 五位 一人 幣四 前と 有る は、 始て祌 社 を 奉られし なり、 但大原 社 も 同じく  より 移せる に 

神 位の 事 無き は 春 日に 准ら る.^ 故なる を， 此 社は大 原野 社に 准ら れ たる 故に 態と 祌 位の 事 有し 者な り (此神 位 Q 事 は 

諸 社 根元 記に も 見 ゆ、)  、 
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三、 廣瀨大 忌 祭 

祌名 式に、 大和 國廣瀨 郡 廣瀨坐 和 加 宇 加賫命 神社 (名 神大、 月次 新嘗) と 有る 御社 此 なり、 天武 天皇 御紀 に、 四 年 四 

フタ  力 ラフト 

月 甲戌朔 癸未、. 遣，， 小 紫 美 濃 王 小 錦 下 佐 伯 連 廣足ハ 祠-! 風神 于龍田 立 野 T 遣， 1 小 錦 中間 人 蓋、 大山 中 曾禰連 韓大： 祭- 1 大 

忌 祌於廣 瀬 河 曲-と 有 は、 此社 を祠る 事の 物に 見えた る始 にて、 翌五 年の 御 紀に夏 四月 戊戌 朔辛 丑、 祭-一 龍 田 風神、 廣 

溺大忌 神 T 秋 七月 丁 卯朔壬 午、 祭 二 龍 田 風神、 廣瀨大 忌 神 一と 有 は、 例年 四月 四日に 此神を 祭らる i 起 元と 聞え たれ 

ば、 前年 四月に 龍 田 廣瀨祌 は祀始 給へ る 如く 所思 ゆれ ど然ら す、 此兩 社の 鎮坐 は諦 しく 崇神 天皇 九 年 四月になる 事 次 


に考證 せる が 如し、 (龍 田 廣瀨兩 社 は、 祭 も 何も 同日に て、 此兩神 は 殊に 御 由緣御 在す 所以 有て 次々 述 るが 如し、 大 

忌 神と 申す 事 は、 下に 委しく 云り、 伹 七月 丁 卯 朔壬午 は 十六 日な り、 若く は崇神 天皇 九 年 四月に 大坂墨 坂 神 を 祭られ 

し は 甲 午朔己 酉に て、 十六 日な りし 例 を 用ら れ たらむ も 知る 可から す) 然る は 古事記 (水 垣 宮殿) に 仰，, 伊 迦賀色 許 

男 命？ 作，， 天 之 八十 爲 羅訶； 定 TI 奉 天神地祇 之 社 T 叉 於-! 宇陀 墨 坂祌， 祭- 1 赤色 栀 矛！ 叉 於， 1 大坂 神， 祭，, 黑色循 矛 T 叉 於- 

坂 之 御 尾 神 及河瀨 神， 悉 無-一 遣 忘- 以 奉-一 幣帛-也と 見えた るに、 御紀 に、 九 年 春 三月 甲子 朔戊 寅、 天皇 夢 有， 1 祌 人？ 誨レ之 

曰、 以，， 赤 盾 八 枚、 赤 矛 八 竿， 祠 n 墨坂祌 T 亦 以，, 黑盾八 枚、 黑矛八 竿， 祠， 1 大坂 神； 四月 甲 午朔己 酉、 依，, 夢 之敎， 祭， 一大 

坂 神 墨 坂 神， と 有 を 合せて、 傳 (二十 三卷) に、 大坂神 は 神 名 式に 大和 國葛下 郡 大坂山 口 神社 (大、 月次 新嘗、 三代 實 

錄 に貞觀 元年 正月 奉 レ授， 一正 五位 下 一) と 有る 是 にて、 墨 坂 神 は祌名 式に 同國 宇陀 郡 宇 太 水分 神社 (大、 月次 新嘗、 三 

代實錄 に貞觀 元年 正月 奉- 1 授 n 正 五位 下-) と 有る 社なる 可し、 下に 引ける 龍 £ 風神 祭詞に 依て 思 ふに、 此水坦 御世に 

如， 此 殊に 祭 給 ふ 神 等 は 祈 年の 爲也 けむ を、 凡て 祈 年に は、 山ロ祌 水分 祌を祭 給 ふ 例に て、 祈年祭 又 年次 祭の 祝詞に 

も、 殊に 山 口 坐 皇神等 能 前 爾白久 云. -、 水分 坐 皇神等 能 前 爾白久 云々 と 並 云る と、 此に大 坂 神 (大坂 山 口 神社) 墨 坂 

祌 (宇 太 水分 神社) と 並べて 祭 給 ふ を 思 ふ 可し」 と 云れ たる は甚 美き 考 にて、 此詞 に，， 倭 國能六 御 縣乃山 口 爾坐皇 神 

等 前 爾母き 御 孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎 明 衣 照 衣 和 衣 荒 衣 五色 物 楣戈至 萬 ま 奉と 見え、 四時 祭式に、 大忌祭 一座 (廣瀨 社 七 

月 准， 之) 云々、 是日以 = 御縣六 座 山 口 十四 座， 合祭、 其 幣物 者 座 別 五色、 簿拖各 一尺、 倭 文 五寸、 木綿 ニ兩、 麻 五雨： 

检： tl 口  (料鐵 用，, 社 分，) 四 座 置 八 座 置 各 一束、 楣 1 妆、 庸布ー 丈 四 尺、 凝 葉 薦ニ尺 云々 と 有る 如く、 山 口 神の 此大 

延喜式 祝詞 講義 六之卷  四 八 七 


延喜式 祝詞 講義 六之卷  四 八 八 

忌 祌に羼 給 ふ 所以 を考れ ば、 其 主たる 大忌 祌の此 御世に 祭られ 給へ る 御 事 を 思定む 可き 者 也、 此に 就て 深く 考 るに、 

巳に 第八詞 Q 下に 云る 如く、 古事記に 叉 於-一 坂 之 御 尾 祌及河 瀨祌ー 無二 遺 忘， 奉， 1 幣帛， 也と 有る 坂 之 御 尾 神 は御縣 神、 河 

瀬祌は 大忌祌 也と 見 ゆ、 何 を 以河瀨 神 は 大忌祌 ならむ と 云に、 此 社の 立せ 給へ る 地 を 廣瀨川 合と 云る 其 卽河瀨 なりし 

地に 祀始 たりと 所思れば 也、 且此詞 に 荒 風 荒 水 爾不， 一 相 賜， など 見え 此豐受 神の 水 取の 事 を 掌すな ど 旁 由 有ば 也、 (此事 

第 七詞の 下に 云れば 見合す 可し、 A 坂 之 御 尾 祌の事 は 第 八詞の 下に 云り、) 廣 瀨社緣 起と 云 ふ 書に 當社者 人皇 十代 崇 

祌 无 皇 御宇 大和 國廣瀬 郡 河 合 村 出現 給と 記せる 社家の 傳來 は、 所謂 有る 眞說 なりけ り、 御紀に 四月 甲 午 朔巳酉 依，, 夢 

之敎ー 祭-, 墨 坂神大 坂祌， と 有る 己 酉 は 誤に て 丁酉に は 非る か、 若 然も 有らば 天武 天皇 御世より 定來 る大忌 祭の 四月 四 

日、 七月 四日なる も 由 有げ なり、 四時 祭式に TOL 月、 七月に 此祭 Q 有る 由なる が、 其 は 本朝 月 令 四月 四日 廣瀨龍 田 祭事 

條に、 弘仁式 云 大忌神 一座 (廣瀨 社 七月 准， 之) 風神 祭 二 座 (龍 田 社 七月 准レ 之) 右二 社 云々、 叉 云大忌 風神 二 社 者 四 

月 七月 四日 祭， 之と 見 ゆ、 (尙大 坂 神 山 口 祌に楣 矛 を 進ら れ たる 例と 見えて 此 詞に楣 戈の 事 を 云 ひ、 四時 祭式に 槍 鲜1 

ロ裙 一枚と 有るな ど 旁 由 有り、、) 然れば 御紀に 天皇 夢 有， 一 神人, 誨レ 之と 有 は、 廣瀬神 龍 田 神の 御 諭旨 も 有け む を、 御 

紀には 記し？ II されながら 廣灌 神の 御 事は屬 神た る 大坂祌 (山 ロ祌) を以考 得られ、 龍 田 神の 御 事は諦 しく 其訶に 遺れ 

る 者な り、 尙 次なる 風神 祭條に 引る 神祇 令 集 解なる 風神 祭の 釋に、 廣瀬龍 田 祭 也、 草木 五穀 等 風 吹 而枯壞 之 此時不 

レ知， 一 彼 神 心 r 卽 天皇 齋戒 願， ー覺 夢中， 卽覺云 龍 田廣瀬 祭，  一二 社， 云々 と 有 は、 崇神天皇御世の事を云る也、(其は^^なる其 

詞の 下に 委しく 證す 可し、 如此く 古書 は甚 面白き 者、 此を 以て 彼 を 比 技し 彼 を 以て 此を 探索る に、 何れよりか 其 端 を 


見 著る 事の 有る 者 也， 豈 尊き 事なら すで、) 叉 IK 武 1K 皇 以降の 御 紀を閱 るに、 祭， 1 廣瀨龍 田 神, とも 祭，， , 廣瀬大 忌 神 與，, 

龍 田 風神, と 毎 も 有る は、 其 祭禮の 同日た-る 故に 合せ 記さる.^ 环 ならす、 初て 齋 奉られし 崇神 天皇の 御世より 何事 も 

同等 同事な りし 故 也、 然れば 其 詞も此 彼と 相 通して 思 合す 可き 事少 からすと 知べ し、 (大坂 山ロ祌 は廣瀨 Q 腸 神なる 

が、 夢 を以其 御祭の 事 を 乞 給へ るに、 龍 田 神の 天皇の 御 夢に 其 御祭 を 乞せ 給へ る 事の 同じき を 合 思 ふ 可し、) 

大忌 神と 申 は 物 忌の 義 なり、 其 は 此廣瀨 に 坐す 和 加 宇加賣 命の 亦 名なる が 少意得 有べ し、 和 加 字加賣 命と 申す 時 は 衣 

食 住の 神と. &すホ I にし 有 を、 大忌祌 と. &す時 は： 大宮 にて 皇太 御祌 の御饌 神と 仕奉始 給へ る 御 職の 號 なる 者 也、 其證は 

璺受宮 儀式 帳に、 天 照 坐 皇天 神 云々、 大長谷 天 皇御夢 爾誨覺 賜久、 吾 高天原 坐 S 見 志 麻 岐賜志 處雨志 都 麻 利 坐 奴、 然 

吾 一 所 耳 坐波甚 苦加以 大御饌 毛 安 不聞食 坐、 故爾丹 波阈比 沼乃眞 名井爾 坐 我 御 饌都祌 等 由 氣大神 乎 我 許 欲 止 誨覺奉 

支、 爾時 天皇 驚 悟赐氏 卽從丹 波國令 行幸 &、 度 會乃山 田 原 乃 下石 根 雨 宮柱太 知 立髙" 大原爾 比 疑 高 知 氏 宮定 齋奉始 支、 

是以御 饌殿造 奉 ev 大照坐 皇太神 乃 朝 乃 大御饌 タ乃大 御 饌乎日 別 供奉と 有る 文意 を詳に 悟る 可し、 天 照 太 御祌の 我御饌 

都 神と 詔 給へ る は、 我 御饌を 主る 祌と 申す 意. なり、 若て 度 會宮に 鎮定り 給へ る 時に 宮中に 御 撰 殿 を 造 奉れる は、 豐受 

大 神より 天 照 太 御祌へ 朝夕の 大御饌 を 奉らせ 給 はむ 料に 造 奉れる 由な り (但 豐受大 神より 太 御 祌に大 神饌 を 奉らせ 給 

ふ 事 は此大 神の 甚も 尊く 御 在す 故 由なる を、 然る 事 を 御身 自物爲 させ 給 ふ 事 は 得 有 まじき 事 Q 如く 說 なす は 後世の 俗 

意な り、 食物 を 調る 寧 は 上古 は甚止 事無く 蔑き 事に て 有し 故に、 大殿祭 詞には 皇御孫 命 朝 乃 御 i,? 夕 乃 御 膳 供奉 流比禮 

懸伴襁 懸伴緖 乎 手 躓 足 躓 不令爲 氐と先 云て •  に 親王 諸 王諸臣 云々 の 事 を 一 K ひ、 大政 詞 にも 天皇 朝廷 爾仕 奉留 比禮掛 
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伴 男手 襁掛伴 男と 先 御 饌に預 る 人 を 云て、 後に 靱食伴 男 劍佩伴 男と 云る 古義 を 熟思 ふ 可し) 祌宫雜 事 記に も 此事を 記 

して 云く、 雄 略 天皇 卽位廿 一年 (丁 巳) 天 照 坐 伊勢大神宮 乃 御 託宣 倆、 我 食 津神波 坐- 1 丹 波 國與謝 郡眞名 井原？ 須早 

奉レ 迎，, 彼 神， 可， 奉 kp, 調，， 備我朝 タ御餵 物， 也 云々、 卽 依-一 託宣 豐受祌 宮之是 角 造- 1 立御饌 殿？ 朝 御 饌夕御 撰 物調備 令-一 

捧黉， 令， 参-向 大神宮， 云. < と 所見たり、 斯 在に 聖武 天皇 神 龜六年 正月 十日 御饌 物を豐 受神宫 にて 調 備て大 御 神宮に 寶 

參れ りけ るに、 浦 田 山の 邊 にて 不淨ぬ 事に 行 遇たり ける を、 遁 去る 可き 道 無り しに 依て、 其 所 を 過り 行て 供進け る 

に、 二月 十三 日 一 人皇 御 不豫の 事 有り、 此に 因て ト食 せしめ 給へ りければ、 大御 神の 御崇 有る 由トに 》 たりけ るに 依 

て、 三月 十三 日に 御 使 を 進ら れ其事 を 謝 申され、 又大 城の 事共 有て 其 後 依 宣旨ト 定豐受 神宮 新 建； T 立 御饌殿 一可 レ令 

レ供， 1 奉 大祌宮 朝タ御 饌-之 由、 神祇官 陰陽 寮 共 卜 申、 旣に 宮司 千 上 蒙- 1 別宣 331, 致，, 不日 功 T 豐受宫 外院建 n 立 御 撰 殿 一 

宇瑞垣1*8^" 自爾 以降 於， 一件 殿， 供 7f 進 朝夕 御饌 物； 今號， 1 御饌 殿， 是也、 永 停-, 止 寶參之 勤-と 有 も 豐受大 神の 大御祌 に 

御 撰 物 を 奉らせ 給 ふ 事を徵 すに 足れり、 (然る を 倭 姬命世 記 を始て 外宮の 祌記 共に 豐受大 神の 御鎭 座の 所に、 右の 儀 

式 帳 及雜事 記と 同 旨の 事 を ニ所皇 大神宮の 朝 大御饌 夕 大御饌 乎 日 別齋敬 供進 之と 有る 二 所の 字 は 後人の 心 有て 加つ る 

者な り、 其 は 豐受大 神の 皇太御 神の 御 饌物を 調備て 供進せ 給 ふ 事の 快から す 思えて、 ニ所皇 大神宮と は 物爲る 也、 此 

二 所の 二字 衍 るが 故に、 前文に 打 合ぬ 事の 有 を 如何にと か爲 む、 下に 引る 儀式 帳に 二 所 大神乃 朝 乃 大御饌 夕 乃 大御餵 

日 別 仕 奉と 有 は、 其 職掌の 大物 忌の 事に 就た るに て 別な り、) 尙倭姬 命 世 記 天 照 太 御 神の 御 遷幸の 所に、 御 間 城入彥 

五十 凄殖 天皇 卽位 三十 九 年 遷幸 但波 乃吉 佐宮， 積， 一四 年, 奉レ 齋從， 此更 倭國求 給、 此歲璺 宇介 祌 天降 坐 奉- 1 御饗- と昆 


え、 御 鎮座 本緣 にも 此事を 和 久産巢 日 神 之子豐 宇賀 能賣命 生-一 五穀- 而善 酸レ酒 奉-一 御 饗-と 有るな ど 怪異し き 事 0 如 

く なれ 共、 必如此 き 事の 諦 しく 有つ る 者なる 可し、 (然れ ば 丹 後 風土記に、 天女 八 人降來 云々、 爱 天女 善爲レ 酸い 酒 飲-一 

ー盃， 吉萬ハ と 云る 古事 も、 此 時に 大 神の 凡人に 化て 酒を釀 給し 事な どの 有つ る 也、) 叉皇 大神宮 儀式 帳に、 供 ^ 奉 朝 

大御饌 夕大御 撰-行事 用 物事 御 贄淸供 寧 御橋 一 處 (長 十 丈、 弘ニ 尺、 高 八 尺) 石疊 一 處 (方 四 尺) 大神宮 正南 御門 在- - 

伊 鈴 御 河？ 當，， 此 御門-流 ヒー 俣-也、 此 中島 爾造奉 石 疊常造 宮使營 作 奉 此止由 氣大祌 乃 入 坐 御 坐 也、 御橋 者 度 會郡司 

以，， 黑木， 造 奉 三 節 祭、 別 禁，， 封 御橋 T 人 度 不，， 往還-則 齋敬 供奉、 十六 日夕 大御 饌、 十七 日朝 大御饌 爾拉御 笥作內 人造 

奉 御 贄机爾 忌 鍛冶 內 人造 奉御贄 小刀 乎 立 ま 志 摩 國神戶 百姓 供進 鮮炮蝶 等 御贄乎 御机 上 雨備置 g 一禰 宜內 人物 忌 等 御贄御 

前 追 豆 持 立 弓 一 sr£ 御橋， ま參度 豆 止 由 氣大祌 乃 御前 跪 侍 豆 則 御 河 爾淸奉 豆 御 撰 料理 畢則如 レ先持 豆御學 御前 追 a 天 照 

皇太神 乃 大御饌 供奉と 見えた る は、 皇 大神宮に 於 も 六月 九月 十二月 三時 祭に は 朝夕の 大御饌 を 供進る に 豐受大 神 を 招 

請て ifs- 奉るな り、 此卽 豐受宮 儀式 帳に 天 照 皇太祌 の 我 御 撰 都 神と 詔 給へ る 所以な り (叉 年中行事 祕抄及 本朝 月 令に 

載る 髙橋氏 文に、 掛長 卷 向日 代 宮 御宇 大足 彥忍代 別 天皇 五十 三年 癸 卯 冬 十月 到- 于上 總國 安房 浮 島宮- 爾時磐 鹿六请 

命 從駕仕 奉矣、 天皇 行 II 幸 於 葛 鍩野？ 令- -御 tss- 矣、 大后八 坂 媛 波 借 宮爾御 坐 磐 鹿 六猎命 亦留侍 云々、 卽磐鹿 六き. S 命 獲 

堅 魚數隻 云々、 得，， 八 尺 白 蛤 一具， 獻= 於大后 T 卽大后 譽給比 悅給ま 詔久、 甚味淸 造 欲 供御 食 云. <、 是時 上總國 安房 大 

祌乎御 食 都 祌止坐 奉 天、 若湯 坐 連 等 始祖 意富 賣布連 之 子 豐日連 乎 令，， 火 鍵-天 此乎忌 火 止爲天 伊波 比 由 麻 M 天 供-御 食- 

幷大 八洲 爾像天 八 乎 止 古 八 乎 止咩定 天神 齋大嘗 等 仕 奉 始ま 伹 云- 安房 大神爲 "御 食 神- 者 今 大膳職 祭神 也 云 々 と 有る 安 
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房大 祌は予 が、 太 元 放に 註る 如く 豐受 大祌に 坐す が、 其 を 天皇の 御 食 祌と此 料理の 時に 當て招 奉れる 也、 其 は此時 Q 

詔勅に 卽歡 給比譽 給 天 勅久、 此者磐 鹿 六 镇命獨 我 行 波 非 矣斯天 坐 祌乃行 賜 倍留物 也と 有る 如く、 此事を 天に 坐祌 Q 行 

賜へ る 事と 見 成 給へ るが 故に 然 有しな り、 然り とて 天皇の 常に 聞 食す 御 食 を 璺受大 神の 奉らせ 給 ふに 非す 其 御 守の 爲 

に大膀 職に は齋 かせ 給へ るな り) 此 豐受大 神の 亦 名 和 加 宇 加 賣命を 大忌祌 と 申す 所以 は 上 件の 如くに て、 大忌は 大物 

忌と 申す も 同時なる が 忌と は 上に も往々 說 るが 如く 忌 淸め愼 しみ 敬 ふ 由な り、 (倭 姬命世 記 太 御祌御 遷幸の 條に、 佐 

々波 多 門爾 童女 參相 云弋卽 御共從 奉仕、 件 童女 乎 大物 忌 止 定給比 天、 天 磐戶乃 鎗預賜 利. -、 無，， 黑心， 志，， r 以，， 丹心, 

a、 清潔 久齋愼 美、 左 物乎不 レ移レ 右、 右 物 乎 不レ移 レ左志 は、 志 P ュ左， 左右 レ右、 左 返 右 廻 事 wr 萬 事 違 事 奈久志 a、 大祌爾 奉 

仕、 元レ 元本 レ本之 故 也と 有 を、 物 忌爲る 事の 厳密なる 事 を 知り、 又 物 忌と 云 ふ 事の 意 を も 察む 可き 者な りかし、) 皇 

大神宮 儀式 帳に、 大物 忌 云々 右二 人ト 食定、 補任 之 日、 後家 之雜罪 拔淸、 齋愼 供-奉職 掌 T 天 照 太 祌朝御 撰 タ御镄 供 

奉 云々 と 見え、 豐受宮 儀式 帳に も、 大物 忌 云々、 右人 行事、 ト定任 日、 後家 雜罪 事祓淨 er 他人 火 物不， 食、 宮大垣 

內、 立忌痔 造、 不， 歸， 1 後家， 宫侍 S 、拔穗 御田 穗乎、 御 炊 物忌爾 令-一春 炊 一氏、 御 鹽燒燒 仕 奉留御 鹽.， 竝志摩 國神戶 人 

夫 進- 1 御贄， 乎、 土 師物忌 造 儲 備奉雜 器 爾盛奉 著- 1 明 衣， 木綿 手 次 前垂 懸 s、 天 柙比蒙 洗 手 不于之 二 所太祌 

乃 朝 乃大御 饌タ乃 大御饌 乎、 日 別 齋敬仕 奉と 有 は 殊に 委しき 者な り、 其 餘某物 忌と 云て 兩宮 共に 多 在る も 皆大旨 同じ 

く 齋敬ふ 事 を 云 ふなり、 (但此 に 二 所 大神乃 云  と 有 は、 其 仕 奉る 豐受 大祌を 主と 仕 奉る 事 は 勿論に て. 豐 受大种 Q 

仕 奉らせ 給 ふ 御饌殿 Q 供御 を も 御手 代と 爲て仕 奉る 由な り.' 上に 倭 姬命世 記な どに 度會宮 御遷坐 Q 時の 事 に ニ所皇 


大神宮 云々 と 有と は 異なる 者な り、) 但此は 共に 顯國に 鎭給ふ 御 靈實の 御上の 事に こそ 有れ 其天宮 にして は 殊に 此 a. 

事の 太 じく 御 在 すらむ 事 長 けれども、 其 を 思 遣 奉る だに 正眼に 見 奉る 心ち ぞ爲 る、 太 御 神の 御 雷に 吾 一 所 耳 坐ば 甚 

苦し、 大御饌 も 安く 聞 食す 坐 故に 我 御 饌都神 等 由 氣大祌 を 我 許 欲と 天皇に 諭 申 給へ る 大御命 を 深く 味 奉る 可き なり、 

神 典の 趣 を 一 通り 見て 麁く意 得る 時 は 此大神 は 須佐之 男 神に 所 殺 給 へれば 御靈 耳に 坐て 顯 御身 は 坐ぬ 神の 如く， も 

思 ふ 事 なれ ども、 其 は 人民の 準 ひに 神祇 を 強る 偏見に て甚 不具なる 者な り、 神祇の 御靈は 人種の 身體に 於る が 如く 

御靈は 本に て 身體は 却て 末な り、 然れば 顯身は 所 殺 坐と も、 其 御 靈は斬 ども 斬れす、 突 ども 突れ す、 奇異し く 微妙 

なる 神 物なる が 故に、 分 體を爲 て窮る 事無く 盡る 事無く 御 在せ り、 故 祌代紀 にも 古事記に も 保 食 神 (亦 名大 氣都比 

賣祌) は 所 殺 給へ る 趣なる を攝津 風土記に は 稻倉山 昔止與 可 乃賣命 居，， 山中， 以盛， 飯 因 以爲， 名 又 曰 昔豐宇 可乃寶 

神 常 居- 稻掠 山， 而 爲，， 勝 厨 之處， 後 有事 不， 可， は， 已遂 還，， 於 丹 波 國比遲 乃 麻奈？ と 有 を 思 ふ 可し、 然れば 右 Qg, 倉 U 

Q 故事の 趣 を以考 るに 須佐之 男 祌に所 殺 給て 五穀な どの 祌物を 其 地に 遺 給て 後 又 顯身を 産 sa- ばせ 給 ひて 國には 

出 坐し なりけ り、 (大瀧 光憲 云く、 稻倉山 は 我が W 羽 1： の 飽海郡 鳥 海山に 稻倉 岳と 云る 名 有り、 後に は稻村 岳と 云 

i れる 事と 成し かど も、 古老の 偉 ふる 所稻倉 岳と 云て、 其 山 Q 有が 中に も奇 しき 祌境 なり、 此は祌 名 式に 大物 忌 P 

社名 神大と 有る 神の 立せ 給へ る 山なる が、 倉稻魂 命と 云り、 師の考 の 如くなら むに は、 攝津國 の稻倉 山の 名 を 移せる 

ならむ 力 如何 答云然 らば 鳥 海山と 今 字音に 呼ぶ も 本は假 字に て 烏 海， 山と 書るなら む を、 烏 を 鳥に 誤れる より 其 を 

山中なる 湖水の 名と 心得て 鳥 海と 字せ るに て、 實には 大物 忌 神 Q 在す 山なる を 以て 乎 加.^ 山と 云り しに は 非る に 0>、 
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稻倉岳 Q 名の 耳に 留 りて 聞 ゆる を 以て 思 ふに 神代に 其 事の 有し は 若く は此 山なら む も 知べ からぬ を、 其國の 風土記な 

ど Q 傳 はらぬ が 故に 定めて は 云 難 けれど、 都 近き 攝津國 の 方に 其 故事の 傳 はりて 此には 其 說を失 ひつるな る 可し、 此 

國 中に 月 山と 云 ふ も 有て、 其 は 神 名 式に 月 山 神社 名 神 大と有 も 月夜 見 命と 通えた るに 思 合せら るれば なり、 但倉稻 魂 

命 は 和 加 宇 加 賣命を 誤れるな る 可し、 平 田 翁の 古史 徵には 同祌と 定られ たれ ど强說 なり) 其より 天 宮に參 上らせ 給 ひ 

て 日 朝廷に 今 も 伊勢に 竝 坐が 如く 大座 坐て， 太 御 神の 萬 物 造化の 靈威を 幽賛奉 給 ひて、 食物 Q 御 靈を施 給 ひ、 御食津 

タ テマ ヅ  ノゾ -.、 

神と 在して 御領 物 を 供御ら せ 給 ひ、 下 土に 照臨 給 ひて 顯見 蒼生 を 守 惠幸給 ふ 事决き 者な り、 此大 神の 天上に 在す 證 

は、 古事記に 登 由 字 氣神此 者 坐 外宮 之 度 相 神 者 也と 有て、 御 靈形を 天降 給へ る 趣 見え、 儀式 帳に 皇太 神の 我 一所 耳 坐 

波甚 苦と 仰 給へ る も、 天上 にても 二 柱； IS1 坐が 故なる 事 云 まく も更 なる が、 神樂 歌に 天 爾坐豐 遠迦比 賫能宮 にて 云々 と 

詠み、 祌名 式に 土 佐 國長岡 郡璺岡 上天 祌と有 も 同 祌と聞 ゆる 耳なら す、 祌祇 本源、 また 元々 集に も 引れ たる 天 地麗氣 

記と 云 ふ 書 は 兩部習 合の 徒より it たる 書 なれ ども 中には 實事 掇 ひて 記せる 事 も 多 かるが、 此には 豐受大 神の 淡路國 

三 上 岳に 天降らせ 給 ふと 云 古說の 存在る も、 其 國を萬 葉 集 三に 御 食津國 と" f るに 合せて、 虚說に 非り けりと は 所 知、 

また 神宮の 古書 共に も、 豐受大 神の 天上より 下らせ 給 ふ 事 を 記せるな ど、 此は 捨て も 彼 は閣き 難く * 彼を妄 としても 

此に實 有る を 如何に 爲む、 (然れ ば 鈴屋、 平 田 二 翁 共に 此祌 Q 須佐之 男 神に 殺され 給へ る 故に、 天上に て 其 御霊 を 太 

御 神の 祭らせ 給 ふ 由に 解れた る說々 は、 祌幽 Q 大道 を 貫きた る 大人 等と も 所思ぬ 僻事に て、 全に 信 順 ふ 所 無しと 知べ 

し) 倍天宫 にて 太御祌 Q 大御 許に" 大御饌 都 神 Q 御德を 以て 大御餵 を 奉らせ 給 ふが 故に、 大物 忌 祌と稱 し、 大忌祌 と 


申せる は 御 職の 御號 なる が、 其 所以 を 失 ひて 知れ ざり し を、 幸に 神 名 式なる 》 羽 國飽海 郡 大物 忌祌社 (名 祌大) Q 社 

說に、 祭 祌倉稻 魂 命と 傳 たる は 御名 Q 様 Q 同じき 故に 混た る なれ ど 其 祭神 は 此廣瀨 社と 同じく、 若 宇賀 賣祌 なる 事 を 

徵 すに 足て 甚 貴き 事な り、 叉此山 Q 北 麓に 象 瀉と云 ふ 地 有が、 和漢 三才 圖會 に、 W 羽 國由利 郡 象 涵祌社 祭神 豐岡姬 命 

と 記せる も 旁 由有る 者な りけ り、 (倉 稻魂命 は 古事記に 依に、 須佐之 男 神の 祌大 市比賣 神に 娶て生 坐る 神なる 事 委し 

く卷ー 第二 詞に 注る が 如し) 然れ ば； K 照 太 御 神の 大物 忌と して 其 御饌を 供進ら せ 給 ふが 故に、 和 加 宇 加 賣命を 大物 忌 

神と も大忌 神と も. &す 事决き 者な り、 倦此物 忌の 御 職の 號の、 次々 流傳る 所以 を 心 川！： 置く 可し、 天 照 太 御祌豫 て豐受 

大祌の 御 靈形を 天降し 給 はむ の 御 心 坐す 故に、 其素^？戈嗚神の事有っる後に、 其 罪の 贖 を 兼て 其 御 女宗像 三女 祌 をして 

豐受大 祌を所 祭ら 令 給へ り、 祌代紀 (一書) に、 以，, 曰 祌所生 三女 祌； 令レ 降， ー於筑 紫洲？ 因敎， 之 曰、 汝 三祌宜 K 降； T 居 

道中？ 奉レ 助-一 fK 孫， 而爲， 一天 孫， 所 祭，， 也と 有 は、 皇御孫 命の 御爲 に令祀 給へ るな り、 其 は 大同 本 記に、 維 略 天皇の 御世 

に 太 御 祌の璺 受大神 を 伊勢に 迎 まく 欲す 由 を 御託 坐る 上に 引る、 璺受宮 儀式 帳 同事の 御言に、 吾 高天原 爾在 時、 素盞 

嗚尊乃 十 握 乎 索 取 三 段 打 折 g 一所 生 三女 神 乎 宇佐 島 降 居 道中 奉， 助，， fK 孫- 而 爲，， 天孫， 所 祭 止 詔 之 須勢理 姬乃齋 奉禮留 

祌今丹 波 國與佐 乃 比 沼 乃 眞魚井 坐 弓 一， 道主 王子 八 乎 止 女 乃 齋奉御 饌都神 止 由 居 乃 神 乎 吾 坐 國欲止 誨覺給 支と 有 を て 事 

狀を 知べき なり、 此は 幽顯を 兼て 詔 給へ る 刺 首に て 三女 祌は幽 より. 窗せ給 ひ、 丹 波 道主 命の 御子 八 少女 は 顯に其 祭主 

たるが、 共に 豐受大 神 を 祭 給 ふ 所以 を 以て 物 忌と は 云へ り、 其 は御鎭 座本緣 上代 本 記 共に、 太 御 神の 丹 波の 吉佐宮 に 

遷幸し 時の 文に、 今歲止 由氣之 皇大神 結， 1 幽契， 天降 坐 云々、 如，, 天上 之 儀， ー處雙 座矣和 久產" 奥日祌 之子豐 宇賀 能賣命 
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生，， 五穀， 而善釀 A 酒 奉，， 御饗， と 有る は 然る 事ながら、 止 由氣大 神と 豐 宇賀 能 賣命を 別 神の 如く 傳 たる は妄 なり、 然れ 

ば此は ー祌の 事の • 書 様に 依て 二 神と 通 ゆるに ぞ有 ける、 但 此も豐 宇賀 能賣 神の 大忌 神た る證 なる が、 次 文に 御 炊 神 

氷 沼 道主 (素 戔鳴尊 之. i 也、 亦 云 粟 御子 祌、 今世號 -1 御 炊 物 忌- 是其緣 也) 率- 1 竈神- 而朝大 御 氣夕大 御氣乎 炊備氏 奉- 1 

御饗， 留と 有る 氷 沼 道主 は、 祌代紀 一 書に 前なる 同事 を、 卽以， 1 日 神 所レ生 三女 祌， 者 使， 降， 一居 于 葦原 中 國之 宇佐 島， 矣、 

今 在-一海 北 道中 ー號 曰-一道 主 貴- 此筑紫 水 沼 君 等 祭神 是 也と 有る 水 沼 君が 祭神なる を 以て、 其 名 を 移して 丹 波 國に氷 沼 Q 

地名 は W 來れ るに 其處に 豐受大 神の 御 靈を靜 め 奉 給 ひて、 右の 道主 貴 (亦 云 三女 神) の 其 大祌を 祭 奉 給し を • 大御祌 

の 吉佐宫 に 幸 行る に 就て、 ニ大 神の 事 を 兼て 朝夕 Q 大御饌 は 仕へ り、 此に 因て 御 炊 物 忌と 云 ふ 御 職 號は御 在るな り" 

(伹此 は 太 御 神 Q 御 幽契 有て 幸 行る に 就て、 豐 宇賀 寶祌は 御酒 を釀て 供進 給 ひしなる が、 右 Q 三女 神 も 御 炊 物 忌と 爲て 

供御 を 進默せ 給へ るに て 人世と 雖 も神氣 盛なる 常 昔と 云 ひ 殊に 倭姬 命の 奇異し き 神威 坐す とに 依て 類形し 給へ るに ぞ 

有け る、 然れ ども 其 は 一 時の 御饗 にこ そ 有れ、 常に 必 しも 然るに 非る が 故に、 上に 引る 大同 本 記なる 御託 言に は、 顯 

と幽と を宣ひ 別ちて 太 御 神の 御 諭 は 有しな り) チ、 に 右 Q 大同 本 記 Q 御言に、 道主 王子 八 乎 止 女乃齋 奉と 有る 道主 王 

は、 上なる 三女 祌を 申す 道主 貴に 非す、 古事記に 依て 云 はば、 開化 天皇の 皇子に 坐す 日子 坐 王 娶二近 淡 海 之 御上 祝以 

伊都 玖 天 之 御影 神 之 女 息 長 水 依 比賣？ 生 子 丹 波 比 古 多多 須美 知能 宇斯 王に て、 崇神 天皇 十 年 御 紀に丹 波 道主 命 遣- 1 丹 

波國， と 有る 此 程より 丹 波に 在し \ 也、 上代 本 記 御 鎮座 本緣 共に 右の 續 きに、 丹 波 道主 貴 (大日. - 天皇 之 子彥坐 王子 

也 今 纩 大物 忌 子， 是其緣 也) 爲 n 、御杖 代， 天 品物 備，， 貯之百 机， 而 奉- 祌嘗， 焉と有 は、 其 氷 沼 道主 祌 (亦 名 三女 神) の 


i; 手代と 爲て丹 波 道主 命 (亦 名 丹 波 道主 貴) Q 御 女 等 品物 を、 百 取 机に 備 奉られけ るより、 初て 豐受大 神に 仕 奉られ 

し 故に、 大物 忌と は 申せるな り、 (大物 忌の 職 號の事 は 上に 委しく 云り 立復て 見る 可し) 然れ ば流傳 する 所 右の 如く 

某 物 忌と 云 ふ 職 號と爲 りて 種々 なりと 雖も， 其 淵源 はし も 誰か 有む 1 豐受大 神の 天宮の 御饌都 神と 坐す 御 職 Q 由来に 

起れ る 事なる 事 著明き 者な り、 大物 忌 祌と稱 へ 大忌祌 と 申す 御名 はし も 如何に 良 はしき 御名なら す や、 (尙此 事 は 粗 

卷三第 七詞の 下に も 云へ り、 引合せて 考ふ 可き なり) 

當社神 階の 事 は、 文德 天皇 實錄に • 嘉祥 三年 七月 丙 子朔丙 戌、 大和 國若 宇賀 乃 賣祌加 ，1 從 五位 上 f と 有る は 神 位の 物 

に 見えた る 初なる が、 授と 記さる 可き を 加と 有れば. 前に 從五 位下 を 授け 奉 給け む を 御 紀には 漏た るなる 可し. (總 

て 神 位の 事 も 何も 龍 田 風神に 同じければ、 今此 を對考 るに、 其 位 も 同時に 從 五位 上 を 加ら れ たる 趣なる に、 其 前に 從 

五位 下の 事、 總 て御紀 及び 類聚 國史 を始て • 其餘の 書に も 稽る所 無し、 然れば 共に 記し 漏され しに こそ) 同錄 に、 仁 

壽ニ年 七月 庚 寅 大和 國若 宇賀 乃 賣命神 加， ー從四 位下， と 見えた る は、 一 階 進 給へ るな り、 (龍 田 神此に 同じ) 叉 同年 十月 

癸亥朔 甲子、 大和 國若 宇賀 乃 命 神 加， ー從 三位， 叉 三代 實錄に • 淸和 H< 皇貞魏 元年 正月 廿 七日 奉, 授，， 大和 國從 三位 廣瀨坐 

若 宇賀 乃 賣命祌 正三位 一と 有て 此餘は 見えす、 (龍 田 祌此に 同じ、 但廣 瀨社緣 起に も貞観 元年 正月 廿 七日 奉， 授， 一正 三位 一 

と 耳 有て、 其 外に 神 位の 事 を 云ざる は此 後に は 非らぬ にや、) 

祭の 事 は 上に 云る 如く、 崇祌 天皇 九 年 四月に 墨 坂 神、 大坂神 を 初て 祭らる. - 時より 此廣瀨 龍田兩 社の 御祭 は 有 初 つら 

む を、 其 後 は 其 四月の 月 中に て、 何日と 云 ふ定も I； りし 放に 後れな ども 爲 つるが、 終に は 止て 過に し 年な ども 有つ る 
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故に、 其より は 唯 臨時に 行る &耳 なりし を、 天武 天皇 四 年に 再興 爲 させ 給て、 其より 恒例の 神事と は定 りけ る 者なる 

可し、 但其年 は 四月 甲戌朔 癸未 云々 祠， 一大 忌 神 於 廣瀨河 曲， と 御紀に 記された る 癸未 は 十日なる が、 翌五年 四月 戊戌 朔 

辛 丑に 祭られし は • 四月 四日に 定られ たる 權 輿なる 可き が、 同年 七月 丁 卯朔壬 午に 祭られし は、 七月の 祭の 始と 通え 

たるに 壬 午 は 十六 日な り、 然れば 未だ 此時 四日と 云 ふ 御定も 1^ に 立 ざり しに や、 ー但此 は崇祌 天皇 九 年に 大坂墨 坂 神 

を 祭られし は 四月 十六 日なる を 取られた る も 知る 可から す、 此事卷 首に も 委しく 已に 云り き) 伹此は 四月 七月 四日に 

ゥガテ 

祭らる. -起 元の 知 ま 欲さに 如此 く鑒說 るに こそ 有 けれ、 同御紀 より 持 統一 穴 皇御卷 まで 讀通 るに 實に 四日と 云 ふ 御定に 

て は 無く、 ト食 などに て 定られ たるに か詳 ならす、 (考 に持統 天皇 御紀 にも、 毎年 四月 七月 御 使 有しが 日は定 無り し、 

斯て 令に 常例の 祭と 成て より 後の 紀には 皆 略き て 記されす」 と 云れ し は 然る 言な り、 光仁 天皇 御 紀に寶 蘸九年 六月 

辛 丑 奉-一 幣帛 於 廣瀨龍 田 二 社 一也 爲- 一風 雨 調和 秋 稼 豊稔-と 有る は 臨時の 奉幣に て此 祭の 例に は 非す) 本朝 月 令 四月 四日 

廣瀬龍 田 祭事の 條に弘 仁 式 云 大忌祭 一座 (廣瀨 社 七月 准レ 之) 風神 祭 (龍 田 社 七月 准， 之) 右二 社 云々 叉 云大忌 風神 二 

社 者 四月 七月 四日 祭， 之と 有 を 思 ふに、 弘仁造 式の 年に 當て 定られ たりと も 見えざる が 上に、 神祇 令に 常例の 御祭 例 

に 記されし より 後の 御紀に 記されざる を 思へば、 大寶の 御定と 通えたり (若 違例の 事共 有む に は、 必御紀 に 記さる 可 

き 者な り、 左經 記に 長 元 七 年 七月 三日 庚 寅、 大夫 史義賢 朝臣 來云、 去 一 日 東宮 有 二 犬 死 猿； 仍俄 被， 停，, 祈請 幣使 I 畢、 

叉 或 人 云、 廣瀨龍 田 祭 依，， 內裏 穢， 可 延引 云々、 是可， 然 乎奏, 之、 尋 n 先例， 可， 行 敷と 見えたり) 令義 解に 大忌祭 謂-, 廣 

瀨龍田 二 祭， 也、 令下山谷水變成-1甘水-浸？1潤苗稼-得.^其全稔^ 故 有， ー此祭 _ 也と 見えて、 集 解に 廣瀬拉 龍 田 祭 目-一山 谷 • 


下 レ水矣 甘 水 成 而爲レ 令， 一 五穀 成熟， 祭 也、 差： t 五位 巳 上， 充. 使 也. (以上 此 迄の 文、 本朝 月 令に 或 記 云と 記して 晕 たり) 

古記 無二 別 跡， 云、 祈年祭 祭- 1 甲 神 一大 忌 祭、 祭， 1 乙祌 一之 類 依-別 式， 也と 有る が、 如 此く大 忌 祭 謂 廣瀬龍 田 二 祭 也と 有て 

大忌 神風 神 祭 は 二に して 一 なる 者な り、 其は義 解に 風神 祭 謂， 1 亦 廣瀨龍 田 二 祭， 也、 欲， 令 ，1 沴 風不づ W 稼穡滋 登， 故 有，， 此 

祭， 也と 有て." 大忌 祭に 風神 祭 を 兼、 風神 祭に 大忌祭 を 兼. たる 者な り >  (尙此 は 龍 田 祭 下に も 云 はすて は 通え 難き 事な 

るに 依りて 其 下に も 註す 可し、 考 合す 可し， 祈 雨 祭神 八十 五 座の 中に も、 此廣瀬 龍田兩 社共に 入れり) 公事 根源に 

も、 廣瀨龍 田 祭 是兩社 は 大和 國に 在、 祭日 は廢務 なり、 年に 二度 行 はる 使 は 前日 遣つ、 大忌 風神 祭と 云ふ是 なり、 風 

水の 難 を 除きて 年 穀の豐 なる 事 を 祈 申さる k にや」 と 有り、 廢務の 事の 有な ど甚 重き 神事な り、 (廢務 は、 建 暦 御 記 

に、 諸 司不レ 政止レ 音奏， 一 警蹕 一 坐， 1 淸凉 殿, 云. と 有て、 禁裏の 御 愼を云 ふなり) 然るに、 貞觀 儀式 及 江 家 次第に 此式を 

載られざる は 漏た るに は 非ら す、 違例の 事共 無ければ なり、 本朝 月 令に 大同 新抄 云、 太 政官符 大和 國司 應，， 一守 介 一 人 

承 廣瀬龍 田 祭 所-事、 右 被- 1 右大臣 宣， 你 祭祀 之 事 案 德與， 敬.' 苟 無，， 敬 心， 祌豈 可， 享、 今 件 祌祭所 W 以鎭； Tl^ 風雨， 禱 * 

祈 年穀， 者 也、 而國 司惊事 怠慢 都 無，, 肅敬ハ 差 JT 遣史 生， 以宛， 1^ 承, 不，, 報 應^, 由， 無， 敬 自今 以後 守 介 一 人 齋忌祇 承不， 得 

レ lElT 一 常 差让兆 下吏 一若 介 以上 有レ 障者聽 ニ椽祇 承， 者國 宜，， ， 承知 依， 一件 行, (延曆 十八 年 六月 十五 曰) と 見えた る祇承 は、 京 

より 差さる，^ 王 臣を饗 應ふ在 國の官 人 を 云な り、 此に 因れば 延曆 より 以前 は 究て大 じき 祭な りけ むと 見 ゆ、 (其 は此 

右大臣 宣の 趣に て 其 頃 良 違例の 事共の W 来れり しほ ど 知れたり) 三代 實錄に 元 慶ニ年 七月、 大和 國 IK 瀬 龍 田 兩社透 TT 立 

倉 各 一 宇？ 爲レ納 ，1 神賓？ と 有 も 其 幣帛の 佗 社に 起 過て 格別な りし 事と 通 ゅ此に 因て 臨時 祭式に 凡卷 日、 廣瀬、 龍 田 等 社 
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庫 illlsf 人 pi 取囊 返納と ず、 iriiiiispf 

幣物の 事 は、 四時 祭式に、 大忌祭 (廣瀨 社 七月 准き 拖 I 丈 八 尺、 絲 一 綿 五雨. 五 I ま 一 丈 五 尺、 倭 文 I 

丈 三尺、 調 布 5 一  丈、 庸布 一段 I 丈 四 尺、 木綿 一 ー兩. 麻 一 一斤 五兩 (五兩 祭 料、 一 一斤 祓料) 四囊八 I 各 一 束、 循 

1 枚 璧斤、 五兩 鞍 一 具、 米 碧- & 一石 五斗 t 稻十 束、 ま、 署「 烏賊 各 八 斤、 鮭 八隻、 腊八 斗、 比 佐 魚 一 斗 五 

升、 海藻 十二 斤、 滑 海藻 十 斤、 雜 海藻 十六 斤、 達 斗、 i 薦 ニ妆. 祝料庸布 二 段、 是 以，， 御 縣六座 山 口 十四 S 合 

祭、 其 i 者、 箭 五色 i 各 一 尺、 倭 査寸、 木綿 ニ兩、 H-P  silo 四 優 八 座？ 

朿、 循 一枚.. 庸布ー 丈 四 尺、 纖薦ー 一尺、 其 酒看 共用 ，，社料， 伹墜ハ 座 別 加 I 尺-風神 g . 、 右一 ー社差| 五 

位 已上各 一人、 神 § 六 位 以下. I 各 一人つ 充レ使 下部 各 一人 祌部各 二人 I) 画？ 以上 一人、 毒 I, 卽 

令- i 別 交 51, 進言 荷 ，其直幷|稻並 用，， |正稅； S 外 所 司 請供但 |&供進| えたる が 如し V 舊 

風 祌祭の釋 にも、 五位 以上 充， 使と 記せ リ、 右二 社， 以下の 文 は、 本朝 月 令に 弘仁式 云と て此 I たり、 全く 同文 

なり、〕 

. 廣瀨 能此か k。  Si 響雖掌 i£^。 

マラ -ン-ァ コ， ス. 'な，.' マへ 二 で r へ マ，.'，. ,  f 
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廣瀬能 川 合 は、 大和 志に 此社を 今 在- 1 廣瀬河 合 村-と 有る 此 なり、 廣瀨は 郡 名なる が 其 河 合 村より 起れ る 地名なる 

可し、 (續紀 に廣背 女王と 云 ふ 人名 有 は廣瀨 王に 紛れぬ 爲に 字を替 たるに て 當昔受 張て 用た るに は 非す、 叉 廣湍女 

王と も 作り、 天 祌本紀 に 天^ 速 日 命 廣湍神 麻 綺等祖 と 有 を 以-て 見れば、 稀々 に は廣湍 とも 書し 也) 川 合 は 考に此 所 を 

川 合 村と 云り、 初 瀬 川の 末と 佐 保 川の 流 合る 所 なれば、 川 合と 云る 事 著し、 今 は 大和 川と て大 川と 成れる も 此處な 

り、 爱を 廣瀨と 云る も、 大 川原な りしに 依て 郡 名と 成 つらむ と 見 ゆる 地の 狀 なり、 (同 頭書に 云く、 初 瀬 川の 末 

は 東方より 佐 保 川の 末 は 北方より 流來て 愛に 合て 今 Q 大和 川に 入な り) と 云れ つる 如く、 川と 川と 落 合 ふ 所 を 川 合と 

云 ふ 事此處 耳なら す 佗 所に も 例 多き 事な り、 (緣 起に 舒明 天皇 御宇 池邊 右大臣 深 則奉レ 恨-一 帝王- 捨-ー 妻子- 隱 -r 深山， 妻 

子 啼泣而 三七日 參 TT 籠 常 社， 祈請 不レ懈 云々 深 則隱而 有， 一 龍 田 山， 云々 妻女 從， 1 神託， 果而深 則 到来 亘欲レ 渡，， 其 河， 中 瀨而相 

合 故 名， ー此地 1 曰-河 合一と 云る は 笑 ふに 堪 たる 妄談 也) 天武 fK 皇御紀 に祠， 一大 忌 神 於 廣瀨河 曲， と 有る 河 曲 は、 川と 川と 

落 合 ふ 所 は 其 流；^  Q 曲る 者 なれば なり、 此を以 見れば 古事記に 叉 於， 一 坂 之 御 尾 神 及 河 瀬 神， 悉 無，, 遣 忘， 奉，, 幣帛, 也と 有 

る 河 瀬 神は此 大忌祌 なる 事 愈 著し、 此は唯 川 神と 思 ふ は麁し (和名 抄^ 名に 伊勢 國河曲 加 波 和と 訓 るに 從ふ 可し、 此 

IS 名 も 彼 鈴 鹿 川の 河： E を 取れるな り、 皇 大神宮 儀式 帳に 河 曲 鈴 鹿 小山 宮坐ま 彼 時 川 俣 縣造祖 云， と 有る 川 仅は川 合の 

事 を 云 ふなり、.) 

皇神能 御名 乎 白 久と云 ふ 意 は、 此廣瀬 神 を 常に 大忌祌 と 申し、 祭 を大忌 祭と 云 ふ 事 なれ ども * 今 は 大祌の 御名 を顯し 

其 御德を 一一 m 患 白む となり、 然る は總 て神號 は、 其 御所 行 を 以て 御名に 食せ 奉る 事なる が 故に、 御名 を 顯し申 事 は、 卽 
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其 御 德を顯 し 奉る にて、 禮 事の 至極 なれば なり (然る を 中世より 名 を 呼ぶ 事 を大に 無禮き 事と 爲る樣 に 成れる は、 唐 

戎 風の 染し 者な り、 大に 天朝の 古義に 背けり) 然る は 高 橋 氏 文に 記せる 景行 天皇の 大 御言に、 大倭 國者以 -1 行事-負 レ名 

國奈 利と 詔 給へ る 如く、 人世と 爲ても 各 其 行事 を 以て 名に 負 ふ 古の 習俗な りしに て、 祌も人 も 各自に 行 ひ 勤む る 事業 

は- 彼 皇祖 天神の 修理 固成と 事 依し 給へ る 天賦の 德 たる 故に、 此を 以て 名と し伦 よりも 其を稱 たる 事に て、 正しく 御 

名を稱 奉る 事 は 此上も 無き 敬禮 Q 至な り、 然れ ども 八 百 萬、 千 萬 人と 年々 歲々 に蕃 息る 人號を 悉く 其 行事に 應て號 

たらむ に は. 武士 は 何人なる も 武士、 農夫 は 何人 有 も 唯 農夫と 云ふ樣 にて、 其 差別 無き 事なる に 依て、 漸其群 を 別 

ち、 其 職 を 食せ て 中臣、 齋部、 猿 女、 鏡 作、 玉 作と、 名の 上に 冠て 云 ふ 事と 成つ るな り、 叉 其 も 多く 成る 自然 Q 勢な 

りし 故に、 其 尊卑 上下の を 差 を 立て、 中臣 連、 忌 部首、 猿 女 君、 鏡 作 連、 玉 作 連と 様に 成て.' 其 名と 合せて 呼ぶ 事な 

るが、 其 中 臣忌部 猿 女 鏡 作 玉 作な ど、 名 有りて 實 無き 後世の 官位の 如く は 非す、 各 其 家に 傳て 朝廷に 仕 奉る 所以 Q 職 

號 なれば、 何よりも 重く して 必其 名の 上に 呼て 中 臣連鎌 子、 忌 部首 子 首な ど 云ふ定 なりつ る を、 後に 藤 原 朝臣、 菅原 

宿禰 など、 其 本 居の 地 を以稱 たる 1 種の 氏 ffi 來れ りしより、 終に 其 職號の 方なる も、 名 耳 有て 其實は 無な りつるな リ 

(此卽 姓氏の 起る 元 由なる が尙云 まほし き 事の 多 在 を 此に用 無ければ 略き つ) 然れば 姓氏 Qffi 来れる 後 も、 正しく は 

氏と 名と 連ねて 云 ふ 可き を、 良 古義 を 失 ひて 其 名を稱 する を諱 て、 氏 耳 を 呼ぶ は 何の 由ぞ や、 其 も 上古に 中臣忌 部な 

ど 云 ふ職號 ならば こそ 有め、 甚混 りなる 事共な り (但此 は 此に要 無き 事ながら 名 を 正しく iK ふ 上古の 禮 式なる を徵さ 

ま 欲くて Q 事な り、) 


御 瞎持須 流 はニ義 有べ し 一 に は 御 膳 持 は 御 食物 を 有た せ 給 ひて、 世に 恩賴を 蒙らせ 給 ふ 由な り、 一 に は 御 瞎津祌 と 坐 

て、 天 照 太 御 神に 奉らせ 給 ふより 始て、 其 御靈を 世に 遍く幸 給 ふ 由な り (此 事已に 上に 云れば 暫く 此 所に 移して 見合 

す 可し) 今 此を說 むと 爲 るに 此も 彼も捨 まじく 所思る が 故に、 ニ義 には說 けど も 其 趣 一 に歸る 事な り、 先 其 御 膳 持須流 

を 御 膳 を 有ち 給 ふ 意と 云 ふ は、 神代 紀 (一 書) に、 葦原 中國 有，, 保 食 神- (保 食祌此 云-一宇 氣 a 知能 迦微 -) と 見えた る 

其 神 は、 此若宇 加能賣 神の 別名なる 事 先師 等の 考の 如くなる が、 私記に 宇氣者 食之義 也、 言 是 保-一 持 食物-之 神 也と 註 

る は- 祌代紀 Q 右の 保 食 神の 段に、 保 食 神 乃 廻首嚮 レ國、 則 自レロ 飯 出、 叉嚮レ 海、 則 鰭 廣鰭狹 亦 自レロ ST 又 嚮レ山 則 

毛 麁毛柔 亦自， 口 W 矣云々 と 有る 文意 を甚熟 得た る說 也、 其は國 中に 生 》 る 穀物 は 更に も 云 はす、 海に 住む 魚 共、 山 

に 居る 獸 等に 至る 迄 も 人の 食物と 爲て 身命 を 保護ち 育 養 ふ 限の 物 は、 悉く 此太 神の 恩 頼に 依る 事と は、 誰も 大凡に 知 

居る 事 なれ ども、 此 故事 は 今にも 事實 にて、 奇異に 玄妙なる 產靈の 御所 爲を、 現前に 仰 見 奉る 心ち ぞ爲る 也、 其 は 神代 

紀 (一 書) に 割 遇 突 智娶， 1 埴山姬 一生 二 稚產靈 一と 有 は、 天日の 光輝 大地の 精氣 翻組感 和て、 宇宙に 萬 有 を 生々 結ばむ と 

する 祌靈是 に 成る、 是卽稚 産 靈祌の 御靈の 依て 生 坐る 所以な り、 稚を和 久と訓 める 和久 は、 水に 凰き 土に 就く 物の 其 質 

を 割判て 伸び 出る 義な るが、 其氣 を； 大日に 稟け其 質 を 大地に 資る、 故に 此亦其 所 生の 氣 質より 分配る 由な り、 天 陽の 

神氣 地中に 透 達り て 物の 生 W る. 事は男 子 交接して 子 在が 如し (水の 漲 出る を 和 久と云 ひ、 虫な どに 和 久と云 ふ 事の 有 

を も 思 合せて 考ふ 可し) 古事記に、 和 久産巢 日 神 此神之 子 謂， ー豐 宇氣毘 賣祌， と 有 は、 天日 大地の 氣質 絪繊感 合て 宇宙 

に 萬 有 を 生々 する 稚產靈 祌の祌 靈此に 成て 其 含む 處大 なりと 雖 も， 宇宙の 風氣を 以て 此を搖 動す に 非 ざれば 芽み 33 る 
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事 能 はす、 此に 因て 大地 中に 含 藏む所 Q 稚產靈 神 Q 神靈は 有と 雖も、 生て 長る 事 は 其 神に 保持て、 璺宇 氣昆賣 神風 氣 

に乘 保持せ 給 ふ 所の 宇氣 を、 國 土に ひて 施し 給 ふが 故に、， 土中に 在る 所の 神 物、 此を禀 受て芽 萌み穿 W る 事 を得此 

卽 草木な り、 叉 海に 嚮 給て 其 宇氣を 施し 給 ふが 故に、 水中に 在る 所の 神 物、 此を禀 受て螺 動き W 生る 事 を 得、 此卽魚 

貝な り、 叉 山に 嚮 給て 其 宇 氣を施 給 ふが 故に、 山中に 在る 所の 神 物 此を葛 受て蠢 化き 出生る 事 を 得、 此 卽禽獸 なり、 

豐 宇氣虽 賣祌の 風氣を 兼て 其 德を施 給 ふ證は • 此時 Q 品物 は 皆 自レロ » と 有る 傳と， 大忌 風神 祭 Q 一  なるとに 思 合せ 

て. * 御 力 を戮せ させ 給 ふ 御 事 を 伺 見 奉る 可き なり、 (譬 へば 硫黄に 發す 可き 勢 は、 在ながら に 火 氣を得 ざれば 發す 

る 事 能 はざる に 似たり、 稚産靈 神に 生發の 勢力 御 在 も豐宇 氣爲賣 神の 祌氣を ー臭受 ざれば 其 御 德の彰 難き 理を思 合す 可 

し、 此に神 物と 云る は 稚產靈 神の 靈を云 ふ 也) 然れば 神代 紀に此 事 を 記された る 文に • 天 照 太 神 在-於- 4< 上-曰 聞，， ，葺 

原中阈 有，, 保食祌 T 宜 一一 爾 月夜 見 尊 就 候 7 之と 有 も、 且と 見て は 保 食 神 を 唯 候 見よ と 詔 給へ る 如く なれ ど、 熟 見る に 保 

食 神の 産 靈を爲 給 ふ 消息 を 候 見る 可し と 詔 給 へ るな り、 此時 月夜 見 尊に 奉られし 御饗は 態と 吐出 給 へ る狀 なれ ど、 其 

常 を 以物爲 給へ る 乍、 其 口より る を 以て 稜は しとし、 鄙と 爲て 打殺 給へ るに ぞ有 ける- 但若此 して 其 體を換 給 ふ 故 

に. 種々 Q 種子の 成れり し 事 云 まく も 更なり、 此に 因て 思へば、 此 時まで 國に诲 に 山に 嚮 給し は 現 身なる を、 此 より 

後に！： に 海に 山に 嚮て萬 有 を 造化し 給 ふは隱 身なり、 然 れば此 時に 殺され 給へ る は 五穀と 蠶と 桑と 牛馬と Q 種子 Q  ffi 

来れる 始 にて、 例 Q 皇產靈 神 Q 幽 より 預相鎊 造 給 ふ 事 今 云 ふ 限に 非す (神代 卷を 見る 者、 古來 神祇の 御 事 を 人事の 如 

く 其 小く 見 成す が 故に 1 として 天地 Q 眞理に 叶へ る は 無き を • 予 をして 如 此き考 を物爲 させ 耠ふ事 は 本 居 平 田 二 大人 


の赐 物な り) 此を： 大照太 神の 就て 候よ と 詔 給へ るに 就て 思 ふに、 太 御 神 は 宇宙 を 照 徼し給 ふ 御上より は、 大地 Q 氣に 

マジ C  ァヒ  ：、 ナカ  ミ タマ  ォヒ タヅ 

網 維り 感 合て " 其 中 問より 稚康靈 神の 神 物 Q お 来る 事 は 熟々 所 知^せ ども、 保 食 神の 恩 賴に恶 ざれば 生長 まじき 所謂 

を 所思 るが 故に， 月夜 見 尊 を 就 はし 給て 候し め 給 ひ、 尙御靈 を預給 ひて 顯見 蒼生の 食て 活 べき 物 を 御 心 足 ひに 成 給 は 

むと 所思る 御 事な りかし (天 照 太 御 神の 保 食 神に 御 靈を預 給 ふ 事 は、 第三 卷第 七詞の 中なる 多 賀宮條 に 委しく 云る を 

見る 可し >  且太御 神 は 一 K 日の 主宰に 坐 は 宇宙の 火の 大元を 掌 給 ふ 事に て此 にも 深き 幽契 有る 事な り、 神代 紀に軻 遇 突 

智娶 n 埯山 姬， 生， ー稚 産靈， と 有 を 熟思 ふ 可し) 右 Q 如く なれば 草木の w 來始 は、 豐宇 氣爲賣 神 (亦 名 保 食 神) の 生 坐る 

後なる 事 云も更 なれ ど.' 巳に 伊邪那岐 伊邪那美 ニ柱國 生の 初に 葺尙不 立の 御 首 有り、 伊邪那美 命の 黄泉に 往し& 時 

に、 替， 一子 之 一 木， と 詔 給へ る 事 も 有て 已に、 國土 有る 上 は 草木 も 隨て生 出 可き 理 なれば、 此保食 神より 前に 草木の 有 

と爲 ば、 保 食祌は 草木 Q 本 神と は 申す ベから す、 叉 無しと 爲ば 右の 葦 船 一木 は 何と 說 むと. 是に 於て 予が 說窮 るに 似 

たりと 雖も聊 も窮ら す、 却て 深義 を啓發 くに 至れり、 其 は： 大日 は 天 照 太 御 神より 前に 成て 有と 雖も、 宇宙に 其 光輝 を 

發 ちて 照 徹給ふ 事は大 御， 神に 始れ るが、 其發 たせ 給 ふ 光輝の 由て：^, べき 種子 無て はなら す、 若 由て 生べき 種子 有ば 其 

種子に 天日の 光輝 を 含藏て 有べき なり、 然れば 太御祌 Q 天日 神と 爲給ふ 迄 は、 宇宙に 含藏る 光輝 を 以て 光輝と 爲る故 

に、 天日 Q 光輝 無て 事足り、 天日 祌の定 坐て 後 は 宇宙に 含有る 所の 光輝 は、 悉く 天 日の 光輝と 爲て 宇宙の 間 其 天 日の 

： 尤輝を 仰て 光輝と 爲れ ども、 日 神 未 生の 前 Q 光輝 已生 Q 後の 光輝 も、 光輝に 於て 水火の 差 有べ からす、 精と 粗と 熟と 

不熟 Q 次第 は 有べき なり、 此譬の 如く 保食祌 以前の 大地 も、 天日の 光 を 禀て形 生に 物 Q 出来る 理は 同じければ. 草木 
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は 素より 萬 物 共に Si 来る 可き 者に て、 未 生の 前に 保 食 神の 神 靈の有 なれば 何の 疑し き 事 か 有む、 (風 火 金 水 土神より 前 

に、 風 火 金 水 土の 有て 此 天地 は 立れ ども 其 天地 定て 後に 風 火 金 水 土神 有る 事 を 思て 其 體用を 知る 可き 者な り) 於是 一 

の奇說 有り、 祌代紀 に 風神の 成 坐る に引續 きて 叉 飢時生 兒倉稻 魂 命と 有 は 火 神 土神の 御 裔と坐 神の 事 を 先に 及せ る傳 

にて 次序 違へ るに 似 たれ ども， 此 時の 狀を思 ふに 實に顯 身と 現 坐て 國土を 經營給 ふ 今と 成て は、 伊邪那岐 神と 申せ ど 

も 飢ぞ爲 給け む、 是 以て 御 心 を 凝し 給へば、 風神 を 得て 朝霧 を吹拂 たる 签 より 天日の 光輝 漸次に 大地に 徹 達り しかば、 

IK 地の 精氣の 交和感 通す る 問より 萬 有 を 生々 する 神 物 成り、 其に 就て 食と 爲す 可き 者の W 来れり し 事に て 火 神 土神の 

娶て稚 產靈祌 を 生み、 稚産靈 神の 保 食 神 を 生 給より 以前に 前身の 保 食 神 は 有け るな り、 然れ ども 此時未 保 食 神なら す 

保 食 神に 屬く 可き 物の 成れり しなり (熟く 心 を 留て其 味 を 知べき なり、 若此く 見る 時 は 葦 船 も 子 Q 一  木 も、 何の 異し 

き 事 も 無く 通えたり 1 且廣瀬 龍 田祌の 共々 に 親しく 坐す 由緣 にも 叶へ り、 此に 倉稻魂 命と 有 は 素妻嗚 尊の 御子の 宇迦 

之御魏 命より 混れ し 者な り、 然れば 此は唯 宇 氣の靈 神の 成 初た ると 見て 宜しから む) 然れば 御瞎持 須留は 食物 を 保持 

と 云 ふ 私記の 說を 佳と して、 其 保持せ 給 ふ本說 は、 予が 此考の 如くなら では 聞え 難き 者な りかし、 倍 叉 保持と 云 ふに 

自有 てると 持 蓮べ るとの 義を 兼た るが、 此祌の 御名に 豐と負 坐る 豐は 動の 義 にて、 風神と 御 力 を 合せ 給 ひ宇氣 の御靈 

を 四方 八面に 持 運 給て.. 稚産靈 神の 神 物 を 動み 生し め 給へ るが 故に、 然食 坐る にぞ 有なる (風 氣の萬 物 を動搖 して 生 

長せ しむる 事の 委しき 事 は、 次なる 龍 田 風神 祭の 所に 云 へ るを考 合す 可き 物 ぞ") 

若 宇 加 能賣命 は- 廣 瀬社緣 起に， 若 宇 加 乃賣命 伊勢 外宮 分身 也と 見え， 上代 本 記 酒 殿祌の 下に. 謂 和 久產巢 日 神子璺 


字 賀能賣 命 座 也， 丹 波！： 竹 野 郡 奈具祌 社是 也、 五穀 種 所 化 保 食 神 分身 也、 と 有 も 由有る 傳說と 通えた るが， 此に 因て 

思 ふに. 豐宇 氣爲賣 神の 分身に て、 若 字 加 乃 賣命保 食 神 は同體 なる 事三卷 (第 七 詞條) に 云へ る 如し、 此に竹 野郡奈 

具 神社 は， 祌名 式に も 載され たる 社なる が、 其 隣き 丹 波 郡 比 沼 麻 奈爲祌 社 有る、 其 は 豐受大 神に 在る に 思 合す 可し、 

(但 分身と t そ 申せ、 一 柱の 同 神に 坐て 何の 異なる 事 も 無れ ど、 其 本體と 分身と に 就て 體 用の 心得 有事なる が 故に. 

此亦辨 へす て は 有べ からす) 何 を 以て 然云ぞ ならば、 巳に も 記せる 火 産 靈祌、 堪山姬 神 ニ柱娶 坐る が、 其 御靈は 天上 

に 在す 事 健なる 證據 有り、 割 遇突智 神の 御骸に 化て、 其 御名 を 食る 天 香 山 天に 在り、 其 香 山の 天より 降れる が 大和 國 

5^ るに、 神 名 式に 大和 國十市 郡 畝 尾 坐 健 土 安神 社 (大" 月次 新嘗) と 有る 畝 尾 は、 古事記に 香 山 之 畝 尾と 有れば 論 無 

きを、 神武 天皇 御紀に 取，, 天 香 山 社中 土， と 有も此 社の 事に て、 神代よりの 鎭 座なる 事 云も更 なる が、 其 は 天 香 山に 

火祌、 土神 二 柱 並 御 在りし 天上の 儀 を 移せる 者 也" 此に 就て 推 索る に 神 名 式に 大和 國十市 郡 天 香 山 坐 櫛眞命 神社 (大 

月次 新嘗- 元 名大 麻 等 乃 知 神) と 有る 櫛眞命 は、 鹿ト 起源に 久志眞 智産靈 命と 有る 祌 にて、 津速 産靈 神なる 由 第 十 1 段 

春 日 祭詞の 註に 說 るが 如くなる を、 其 は 火產靈 命に 在れば、 此 山に 火 產靈神 堪山姬 神並鎭 坐る 由緣實 に熟符 へり (然 

れば 天上の 儀の 如く 此國に 降れる 後 も、 此ニ柱 神の 並立す る 由の 少緣な らぬ事 を 知べき なり) 然れば 右の 火 神、 土神 

の 御子 稚產靈 神 は 何方に 在す と 云 ふに、 御 父母 祌 と共に 此亦 ：大 上に 坐 神な り、 其 は 釋紀及 明文 抄に 載る 大倭本 記に 天 

皇之始 天降 來坐之 時、 共 副 護齋鏡 三面 子 鈴 一 合 也の 本 註に、 一 鏡 者 H< 照 太 神 之御靈 名-天 懸大 神-也、 今 伊勢 國礎 宮崇 

敬 拜大神 也、 一 鏡 者 天 照 太 神 之 前 御 靈名國 懸大祌 、今 紀國名 草 宮祭敬 拜大神 也、 一 鏡 及 子 鈴 者、 天皇 御 食津神 朝夕 之 食 
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向 夜 護 日 護齋奉 大祌、 今 卷向穴 師社所 坐 拜祭大 神 也と 有る、 卷向穴 師社は 右の子 鈴に て 神 名 式に 大和 國城上 郡 卷向坐 

若 御 魂 神社 (大、 月次 相嘗. 新嘗) と 社の 御靈 形なる が、 H 八 上より 降し 給へ る は 其 身 實の一 K 上に 止 住 給 ふが 故 也 (名義 

は 巳に 上に 說れ ば 今 云 ふに 及 ばす 卷 向と 云 ふ 地名 も此 神に 依て 起れ る な る 可し 卷は眞 木に て 向 は 茂に て繽 紀の宣 命に 

モ  シ キ モ シ 

牟久 佐加爾 云々 と 有る 牟久此 なり 茂 を 字音 の 如く 思へ ども 我 古言 の 茂 も 其 字 の 義 なり 神代 紀下 卷に 扶疏と 有る 母 志の 

/  モキ シ ハ へ ル 

母 も 茂 字の 義に 同じき を 思 ふ 可し、 齊明 天皇 御 紀に好 在と 有 も 同意 也) 右の 文に 一 鏡 云々 者 天皇 御 食津祌 朝夕 之 食 向 

夜護日護齋奉大祌と有は、古事記に上に御靈實の事は記漏されたれど、，^、登由宇氣神此者坐-1外宮之度相-神者也と有る 

其 御 靈實 Q 事 也、 斯 在ば 此神も 天上に 在す が 故に、 御 靈實を 天降 給へ るに て IK 上に 坐 神なる 事 灼然き 者. なり、 (此事 

は 卷三第 七詞の 下に 委しく 記せる 耳なら す、 此卷の 首に も 天 照 太 御 神の 御饌都 神と 坐す 所以 を 委しく 說れば 其 所に 立 

役て 考 合す 可し) 若て 稚產 簾神璺 字氣昆 賣祌ニ 柱、 御 親子の 問ながら 其 產靈を 爲給ふ 御上に 於て、 其 » 給 ふ 所 各 異に 

て、 稚産靈 神 は 御 母 神 堪山姬 神に 依 給 ひて 土中に 含藏て 萌芽し • 豐宇氣 見 賣神は 御 祖父 火產靈 神に 就 給 ひて 地上に 仲 

カタ. * ヅク  ナリ 

-M て 形作り 給 ふ 事と 見 ゆ， へ稚產 靈祌は 物將に 起ら むと 爲る を始を 主り 給 ふ 事 趣を考 見る に 其 物と 爲て 形作る 事、 其 

本質 を 土に ？付 ざれば 成^ 來 まじき 理 なれば. 土神に 依 給 ふと は 云 ふなり， 天日の 大地 を 蒸て 物と 爲る 可き 祌物は 在 

ながら、 土に 其 精 無れば 物と は 成ざる 因 緣を思 ふ 可し、 叉 豐字氣 昆寶神 は 天地 交感て 土中に 神 物 を 孕む と雖 も、 火氣 

トヨ モ  カュ 

を資ざ れ ば 地 上 に 萌芽 し赞 見る 事 を 得す、 又4^ 見る 後に 水 を 含て 風氣 の動搖 さ、. -れば 生て 長 る 事 能 はす 長 て 茂 盛 る 事 

能 はす 此卽此 神の 天 照 太 御 神に 屬仕奉 給 ひ 叉 風神と 御 力 を戮せ 給 ふ 所以な り) 其 登 宇 氣見賣 祌はー K 上に 在す 本體 なる 


が， 其 分身に 御 在す 故に 若 宇 加 能賣能 命と ft. せり. 此の 若 は、 上なる 稚產靈 祌の和 加に 異 無しと 雖も， 一 に は 和 加に 

分身の 由 を 以て ヮ 別の 義をも 兼たり、 然れど 和 加 は 生来の 本義に て、 其生來 出る は、 土に 在れ、 水に 在れ、 其 中に 本質 

を 保持ち 含藏 たるが、 土に 別れて 草木と 爲り， 水に 別れて 魚貝と 爲 りて， 其 草木 は 土に 生來 ると 雖も 土質に 非す、 魚 

貝 は 水に 生來 ると 雖も 水質に 非す、 草木 は 草木な り 魚貝 は 魚貝な り、 此に 依て 和 加 は 別にて. 和久は 生来なる 事 を 察 

らむ 可し、 (物の 幼稚き を 稚と云 ふ は 其 本義 は 其 初生の 由に 依れる 事此 にて 悟る 可し 然れば 萬 葉な どに 三日月 を稚月 

と 詠る も晦に 及びて 見え ざり し 影の 且々 發見 初る を 以て 云な り) 宇 加に 招ぐ 意と 生く 意と 頒っ 意と 受る意 を 兼たり、 

其 招く 意と 云 ふ は祌名 式に 土 佐 國長岡 郡豐岡 上天 祌 社と 見え、 神樂 歌に 豐遠迦 比 賣と謠 へる は此 神の 亦 名なる が" 遠 

迦に 招く 由 有と 云る は 天日の 光輝 大地 を 蒸 成ば 1 神 物 土中に 成て 地上に 生來 出む とす、 然れ ども 此祌の 靈威を 施爲ざ 

れば生 W る 事 を 得 ざ る 事 上に 云る が 如くなる が、 此祌の 靈威を 施す 事 は 土中に 在る 所の 稚産靈 神 の 祌物を 地 上 に-招 W 

すなり (是を 以て 遠. i に 招の 義 有と は 云 ふなり、 叉祌樂 歌に 然咏る も 同じ 祌 名ながら、 招請の 意 有る 方 を 用 ひたる 在 

ベ し ) 宇 加に 生く 意 有と 云る は 地上に 物の 生 出る は 土中 を 穿ち 裂て 出来るな り、 祌代紀 に是時 保 食 神 云 卢 唯 有 其 神 

之 頂 化 IT 爲 牛馬， 顦上 生， 粟.' 眉 上 生， H 眼中 生レ稗 腹中 生 レ稻、 陰 生 >1 麥及 大豆 小豆-云々 と 有 を 思 ふ 可し、 豐遠 迦能賣 

祌の遠 迦此義 也、 (但祌 I に 一度 其 事 有て 稗 子の 出來 初た る 由 耳なら す、 今 も顯見 蒼生 Q 食て 活 べき 物 其 種子 を 土に 

蒔ば 生 立て 其實を 結ぶな どなり) 頒っ 意と は、 祌代紀 に 保食祌 乃廻レ 首^ レ！； 則自レ 口 飯 sT 嚮レ海 則歸廣 鰭狹亦 自レロ 

m» 叉 if レ山則 毛 危毛柔 亦 自レロ W 云々 と 有 は頒っ 意なる が、 上に 云る 如く.'  土に 水に 物と 成べき 種子の 祌物此 神の 靈 
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威を頒 配給 ふに 依て. 各自に 品 ぎ 成る、 此卽若 宇 加 能 賫祌の 宇 加に 頒っ意 有と 云ふ據 なり (伹 宇迦 は遠迦 とも 轉云 

ゥヅ リウ ゴ 

ふ 宇に て 和 韋宇惠 遠と 活用く 才、 序なる にて、 阿 伊宇延 於と 轉用 くに 非れば 然は說 難き に 似 たれ ども 其 宇の 一一 目 Q 阿 行な 

る も 和 行なる も 音韻 Q 所 生 こそ 異なれ 同じく 宇と 呼ぶ 上に 異 無れば、 其 宇より 阿 行に 活機 きたる なれば 頒っ Q 意 全に 

無しと は 云 ふ 可から す) 叉受る 意と は 上 件に 云る 如く、 天地 交感て 土中に 物と 成て 發見 むと 爲る祌 物 はし も • 璺宇氣 

鹿賫 神の 靈威を 慕 受て發 見る、 叉 稚産靈 神の 生々 蕃息 むと 爲る祌 物 を、 此祌の 禀受て 入 我我 入び 給 ふ 故に， 草木 穀種 

繁榮茂 盛す る 事 を 得る を 云 ふが 其より 人民 此を受 賜りて 續 命の 術と す、 神代 紀に、 天 照 太 神 喜 之 曰、 是物 者則顯 見、 

蒼生 可-一食 而活 7 之 也と 詔 給へ るを考 見る 可し (但 人の 受 賜る 由 を 2^ て 御名に 負 坐 は自伦 彼我の 差 有に 似 たれ ど、 受る 

も 令 受るも 其受る 所以の 者に 於て 異無を 思べ し) 如此 く其義 種々 なる も、 皆 含蓄せ る 意趣なる が 取 較ては 味 氣の義 た 

り、 若て 其 味 氣の料 は 草木 (魚 獸も此 に屬) なる が、 食物と 爲て性 命 を 養 ひ、 衣服と 爲て 寒暑 を 防ぎ、 住宅と 爲て身 

體を i 谷るな ど、 皆 以て 氣に預 る 事の 外 は 有べ からす、 (木 を氣と 云し 例 は景行 天皇 御 紀に， 御木 此云レ S1" 萬 葉 二十に 

眞木柱 を 麻 氣波之 良、 また松木を麻都能氣と；^^み、 私記に 古 者 謂い 木爲レ 介と 有な どなり、 草 は木狹 Q 義 なれば、 草木 

に 瓦 一り て 氣と云 ひ、 衣食住 を 共に 氣と云 ふ 例な りと は 知れたり、 令義 解に 土地 之 所レ生 爲レ毛 也と 有 を 思 ふ 可き なり) 此 

故に 食物の 事に 於て 御食津 神と 稱 申す を 思 ふ 可し 凡人 Q 食て 可活 き 物、 悉く 氣 非る 事無く 味 非る 事無し、 其 質 は 食へ 

ども 其 禀受て 身 體を養 ふ 所 は氣と 味と 二 物の 然 らしむ るな り、 此 故に 漢藉 老子の 語に も， 食 レ氣者 神明 而壽と 有は然 

る： 一一 IE にて- 祌眞 Q 境界に て は氣を 貪て 糧 とす、 氣に味 有て 氣味 具る、 然れ ば氣は 食物 Q 精粹、 水 穀の本 主なる 事 を 知 


べし、 此 卽宇氣 は味氣 なりと 云 ふ 所以な り、 昨 物と 云ひ喧 ふと 云 ふな ど、 皆 は 食物 を 饌と云 ふより 轉れ るな り、 (素 

問內經 に、 水穀皆 入，， 於 胃 f 五 藏六府 皆禀， 1 氣於 五味 各 走，， 其 所,， 喜、 穀味酸 先走， 肝， 穀味苦 先走く む、 穀味甘 先走 

モ M- テ 

レ脾、 穀味辛 先走 レ肺、 穀味鹹 先走 レ野、 穀氣津 液 已行營 衞大通 乃 化-一 糟粕？ 以， 次傳 下と 有は甚 愛しき 言な り、 此等 Q 

一一 一一 II は 此の 物 知人 も 心得 置べき 事に こそ、 水 戸の 原 南 陽が 醫事 小首に、 凡 飲食 胃に 入れば 精氣 化して 氣と爲 る、 是乃人 

身の 陽氣 にて 卽元氣 と 云 者な り 云々、 此陽氣 の通暢 して 運動す るが 人身 Q 常體 なり、 故に 食 を 絶て 死す る は、 SH 氣盡 

て 件の 陽氣を 造る 事なら ぬ 故な り、 呼吸の 氣ニ 便の 利 皆 胃より 敷く 所な り」 と 云る は 然る 1  一一 口にて 予が說 に 合り、 實に穀 

氣の 一身の 外に 疎通す る 者に て、 其氣 M 塞す るか 內壅 する 所有ば 病 を 招く 事 呼吸 を 止れば 死し 二 便 間れば 瘸 に 同じ) 

叉 衣服の 作用 も 歸る所 は氣の 一 耳な り、 寒 を 防ぎ 暑 を 凌ぐ 事 は身體 固有の 氣 をして 寒に 邪を延 す、 熱に 氣を 犯され ざ 

るが 爲 なり、 其 防ぎ 其 凌ぐ 所 は 卽宇氣 の味氣 たる 所以な り、 衣服 を 御衣 また 著 物と 云 ひ、 著る 事を祁 流と も祁勢 流と 

も 古言に 云る は を 本に して 轉れ るな り、 (師翁 は 衣食住の 神な りと 迄は考 得られ たれ ど、 其說に 於て は予が 如く は 

非る 可き 者な り、 此 衣服の 委しき 察 は、 祌衣 祭詞の 下に 委しく 云 ふ 可し) 住宅 は 雨露 霜雪 を 覆 ふ 所以の 器な り. - 雨露 

の 人に 中り 霜雪の 身 を 損 ふ 所 は、 悉く 皆 外 邪の 然 らしむ るに 依る 事、 上に 說る 衣服の 用 を爲に 同じき が、 親しく 身に 

著く と 遠く 身に 覆 ふとの 差異 有 耳な り、 此 亦宇氣 の味氣 たる 所以な り、 住宅 を 宅と 云 ふより • 大宅屯 倉な ど 云 ひ、 ：l5 

力  アリカ  タタ 力  ケ 

所、 在處、 直處と 云る も- 家 を 木に して 轉れ るな り.. 家 は 音訓 同意の 字と 云 者な り、 源氏物語 にも 夜 加の 巽の 隅に 云 

云と 云 事 有り、 (此祌 の 分 御 興に 屋船祌 在して 此 住宅の 事に 御 靈を幸 給 ふ 事、 委しく は大殿 祭詞の 下に 說を 待べ し) 

延喜式 祝詞 講義 六之卷  •  五一 1 


延喜式 祝詞 講義 六之卷  五一 二 

如此く 豐受大 神より 受 賜る 味 氣 Q 靈物 たる 食物、 衣服、 住宅 は、 人倫の 一 曰も闕 くべ からざる の至寶 にて、 財貨 は此 

を 求る Q 使 令 此を與 るの 奴隸 たれば、 三ながら 此を 一 貫に して 離る ベから す、 何れ を 勝れり とし 何れ を 劣れり と爲へ 

からざる が 中に、 殊に 其 急なる 所 は 食物な り、 天皇の 高 御座に 坐て 天津 日 繼所知 看す 御上より 奉 始て" 人民の 營爲は 

食物 を 水る を 以て 家業と し 叉 勤めと す、 鳥 獸魚蟲 に 至る 迄 食物 を 求る を 以-て 勤と 爲 るより 外 無き 者な り、 衣服 は此に 

次ぐ、 食 すれ ども 著 ざれば 身命 を 保持つ 事 能 はす、 然れば 衣服 は 食物に 等しき 寳器 なり、 繼體 天皇 御紀 に、 元年 二月 

辛卯朔 戊辰 詔 曰、 朕聞士 有，, 當年而 不，， 耕 者 則 天下 或レ受 -1 其飢 -矣、 女 有- 1 當 年而不 .4^ 者 天下 或レ受 M 其 寒- 矣、 故 皇后 躬 

耕 而勸， 一 農業 f 后妃 親蠶而 t〕， 一 桑 序？ 況厥百 寮暨， 1 于萬 族， 廢 棄農績 一而 至 二 殷富 1 者 乎、 有司 普吿 = 天下-令 レ識 -1 朕 意-と 

有る は、 此 事に 深く 御 心 を 任させ 給へ る 御言 舉な りかし、 鈴屋 大人の 國號 放に 云く、 皇國は 萬の 物 も 事 も 異國に は 勝 

れる 中に も、 稻は 殊に 萬國に 比類 無く， 貧に 勝れて 甚美 好き 事祌 代より 深き 由緒の 有て、 今に 至る 迄實に 水穗國 Q 名 

にク る 尊 さ 云も更 なる を、 天下の 諸人 斯る 愛た き稻 をし も 給ながら、 皇 神の 御惠. VJ 輕慢に 思 成すべき 物 か は、 抑 人 

は 命ば かり 重き 物 は 無 を、 其續て 永ら ふる 事 は 專稻の 功に し 有れば • 世に 是 ばかり 审： く 尊き 寶は 何物 か 有む >  其稻 

の斯 計り 勝れて 愛た きに も、 皇國 の 萬國に 勝れて 最 尊き 程 は 著明き 者ぞ， 一 と 云れ たる は、 深く 此詔 命の 御 を 諭さ 

れ たる 者な りけ リ>  (或 人 も贫物 衣服 Q 無上く 至 貴き 寶 なる 事 を； g ひて、 後世に 至りて は 奇器異 財 を 求る 爲に 生命 

を 保つ 可き 米 を賣拂 て、 其 食 はれ も爲ぬ 物に 易る は 其 愚なる 事に 云る は 然る 言ながら、 其 食 ふ 糧の餘 は 賣て國 用と 

爲すも 融通 なれば、 丁 M に は 云 難 けれど 畢竟 は宣化 天皇 御紀 に、 元年 夏 五月 辛せ 詔 曰 >  食 者 天下 之 本 也、 黄金 萬貫不 


レ可， 療， 飢、 白玉 千 箱不レ 可レ救 冷レと 有が 如く、 食物 衣服 は 天下 萬 族の 至寶 なり， 此至寳 Q 外に 何 を か 寳と爲 む、 然れ 

ども 其至寳 求る 爲の使 令に 金銀 白玉の 尊き なり、 能く 其 本末 を 察ら む 可し) 伹此 文面に 御 膳 持 須流若 宇 加 能賣能 命と 

有る 上は此 御名に 就て 食物の 外を說 可から ざるに 似 たれ ども、 此 御名に 其 衣服 住宅に r 御 靈を幸 給 ふ 言 義の含 藏るを 

知す は こそ 有れ、 知て は說 ざる 事 を 得す、 尙云 はに 此詞の 前に 皇祌能 御名 者 白 S 云 ス と 有て、 後に 登 御名 者 白 氏と 有る 

も、 其 御名の 中に 御行 事の 含藏 るを顯 申す 意 なれば、 必 心の 及ぶ 限 は 探索て 言 痛き まで ぞ說 べきなる、 倦 御 膳の 氣 

は、 衣食住の 物實 なる 草木 五穀な どに、 總て 互る 名なる 事 上に 註る 如くなる が、 須佐之 男 命の 御身の 毛を拔 散して 木 

種と 成 給 ひし 故事に 符合て、 木 を も k と 云 ひ、 景行 IK 皇御紀 に 木 此云レ 開と 見え、 萬 葉 集に も 木 を 毛と；^ める 事數有 

り、 令義 解に 謂 土地 之 所, 生 爲レ毛 也と 有る を 思 ふ 可し、 (然れ ば 御 膳 持 須流を 文に 云る は、 御 食物に 係る 用 を 云 耳に て 

狹 きを 御名に 負せ 給へ る 宇 加の 加 はし も 其 衣食住の 事 を 兼て 無 盡の意 を 含た るに 依て 甚廣 ければ 御名 を 軍： みして 御名 

者 云々 と 云るな り、 漢籍 春秋 左氐傳 にも 食， 1 土 之 毛， 註 毛 草 也と 有り、 康廳 字典に 桑 麻 五穀 之 屬 皆曰レ 毛と 見え、 黄 帝 

素 問に 地 有-一草 木， 人 有 = 毛髪， 應， 之と 見え、 其 外に も窮髮 不毛な ど 云る 事 多 かり、 我が 淡路國 などに て は稻の 田に 生 

立 を 立 毛と 云る は 古義の 存れる 者な り、) 

御名 者 白 S は、 上に 說る 如く 御名に； tQ 御所 業の 限 を 悉くに 盡せ るが 故に、 其 御名 を彰 申す 事 無上き 稱辭と は 爲 るな 

り、 故 大人 等 は 神の 御 德を說 くに、 事實の 偉說を 主と 爲て物 爲られ ける 故に、 其 御名に 於て は 唯に 稱辭と 耳說れ たれ 

ば、 其實 に當れ りと 所思し き は 非ざる を、 予が說 に 於て は然ら す、 御 事實も 天津神 語 なれば 次に は 下す まじき 事 は 勿 
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論 なれ ど" 此 Q 事 を 彼に 隸て傳 へ、 彼の 亦此 に錯亂 たる も 多ければ、 其 を 暫く 客と 爲て、 神 Q 御 名義 を 主と し、 其 を 

諸 古 偉に 合せて 說奉 るに、 意 表 なる 古意 を 得る 耳なら す、 經 にも、 緯 にも、 滯 凝る 事無く、 古今に 貫き 萬國に 通り 

て、 甚 希有まで 奇異し き說言 をぞ 得め る、 此 偏に 景行 天皇の 大御 一一 一一 c を戴捧 て. 此を思 ひ 此を思 ふが 故に、 其の 恩賴を 

蒙 奉る 事な りかし、 (尙 上に 皇神能 御名 乎 白久と 有る 註に 云る 事共 を 引合せて 考 ふべき なり， 然る を考に 上に 御名 乎 

白久と 有て- ftx 、に 叉 御名 者 白 氏と 云る 類、 次の 龍 田 祭に も 有る 古文 共に 斯る 事の 見えねば、 是も奈 良 朝と 成て 文の 拙 

く 成れる 者 也、 後人 是を 例と 思 ふ は 中 々に委 からぬ 業ぞ」 と 云れ たれ ど、 却て 古文に 委 からぬ 首な り、 叉 此を奈 良 朝 

と 成て 文の 拙く 成れる 者な りと は 何たる 强 ー百ぞ や、 予を 以て 此を云 は^ 悉皆 今 京 Q 文な り、 然れ ども 上古より 有來り 

たる 文の 任に 時 々の 御 會釋の 沿革 は 有る ぞ爲 つらむ、 其 時々 に少 Q 取捨 は 有る 事 なれ ども、 全く 祟 神 天皇 Q 御世 Q 

古文な リ、)  . 

此皇 神前 爾 Q 此字 如何と 鈴 屋翁說 なり、 然れ ども 此廣 瀬皇神 Q 前と 云ふ義 なれば 難 無し、 但今 本に は 御前と 有る 其 も 

然る 事 なれ ど、 此詞風 祌祭詞 共に 凡て 同じ 文法なる に、 何れも 御 字 無れば 衍 なり、 其 は 本朝 月 令に 皇祌 前と 有ぞ 却て 

正しく 所思た る、 御前の 例 は記傳 十九 (十六 丁) 能 n 治 我 前， Q 下に、 天 照 太 御 神の 詔に 如レ拜 n 吾 前 T 伊都 伎 奉 また 思 

金祌者 取； 持 前 事， 爲 A 政、 中卷 水垣宮 段に、 大物 主祌 Q 御 曾に、 令レ 祭， 一 我 御前 一 神 氣不， 起、 (此に 傲て 前後に 引る を も 

共に 美 麻 幣と訓 べし) 同 段に、 於， 一 御 諸 山， 拜 意富 美 和之大 神と 見え" 風神 祭詞 に、 龍 田 能 立 野爾小 野爾， 吾宮 波定奉 

nrr 吾 前 乎 稱辭竟 奉 者な ど 見 ゆ、 此 中に 唯 事 も 無く 其 神 Q 御前と 心得て 有べき も 有れ ども、 叉 常に 云 ふ 前にて は 通え 


難き も 有り、 故 思 ふに 前 は 座と 同くて 本 其 神の 御座 位 を 指て 云な り、 (右に 引る 文に 前 事と 有る 是 なり) 偖 御座 位 を 

指て 云が、 卽其神 を 指て 云 なれば、 我 前 一と は 卽治レ 我と 云 事 也、 右に 引る 文 共 を考て 知べ し、 (中 昔の 言に も 貴人 

を 指て は 意 麻^と 云り、 今 世に も 御前と 云是に 同じ、 叉 中頃 婦人の 名に 某 前、 某 御前と 云 聞 ゆ) 偖 叉 墨 江 之 三前大 

神、 伊豆 志 之 八前大 神な ど 有 も、 三 座 八 座と 云 ふと 同くて、 座と は 其 神の 座 位 を 以て 其祌の 員数 を 申な り、 (是又 中 

昔 〇 物語 文な どに 貴人 をば 1 人 二人と は 云 はすして 一 所， 二 所と 云る も 同意な り、 稱德 天皇 御紀 詔に も 二 所 乃 1K 皇と有 

り) 其は祌 耳に も 非す、 孝德 天 皇御紀 の 詔に、 祌名王 名逐， 1 自心之 所,， 歸妄 付， 一前々 處々， と 有て、 註に 前々 猶. 謂 n 人 

人, 也と 有ば 人に も 云し 也、 (付と は 名に 付る を 云、 祌名叉 古 Q 皇子 等 Q 名 を妄に 人々 Q 姓名に 付るな り) 偖 神 名 帳 Q 

首に、 天祌 地祇 總 三千 一 百 三十 二 座、 社 二 千 八 百 六十 1 處、 前 二百 七十 一 座、 また 四時 祭式に 祈年祭 奠，, 幣案 上， 神 三 

百 四 座、 社 一 百 九十 八 所 前 一 百 六 座、 また 不， 奠=幣 案 上， 祈 年 神 四百 三十 三 座.， 社 三百 七十 五所、 前 五十八 座と 有る 

前 も 神の 數を 云るな リ、 (此 社と 前との 分 を 能く 考 知れる 人 無し、 皆 推量の 妄說を 耳 成せり、 已考 るに 社と 云る は 神 

座 Q 數に 拘ら す、 一 社 を 一 として 其數を 都合て 社 若干 處と 云、 前と 云る は 二 座 以上 Q 神社の 中に 主たる 神 一座 を 除き 

て、 其 餘を幾 座 にても 前と して 若干 座と 云な り、 響ば 三 座 を 祀れる 社なら ば 中に 主たる 神 一 座 を 除きて 餘のニ 座 を 前 

二 座と 定 たる 者な り、 主たる 一 座 は 社と 云 中に 在 故に 前と 云 中には 入ざる 者ぞ、 此 格を以 計る 時 は 右の 式に 擧 たる 數 

皆 善 合り、 伹宮 中京 中の 祌は 其祌 名を舉 たる は 各 一 社と す、 譬ば 御巫 祭神 八 座の 如き 各 名を擧 たる 故に 八 社と 爲 なり、 

其餘祌 名を擧 すして 某 社 幾 座と 有 は 皆 右の 格な り、 凡て 社と 云數 中に 入れる 祌は 幣物 多く 前祌は 幣物 減れり、 猪 主た 
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る祌 1 座 も 實は前 なれ ども 其 は 其 社の 主たる 故に 社 を 指て 申し、 餘は其 社の 主に 非る 故に 祌座を 指て 前と は 申な り、 

故に 社に は 若干 所と 云 ひ、 前に は 若干 座と 云、 二 を 總ても 若干 座と 擧られ たり、 大神宮 年中行事に、 朝熊宮 祭の 詔 刀 

Q 次に" 前皇神 如此申 進と 有 も、 此社六 座 Q 中に 主たる 神 を 除きて、 餘 Q 五 座 を 前の 皇 神と 云る 事 式の 御定と 合り、 

今 世 一一 目に 物 を分充 るに 1 人前、 二人前と 云 も祌々 に 充らる \ 幣物より 出た る 言なる 可し >  古語の 遺れ るな り) と 云れ 

たる ぞ 然る 言なる、 此餘に 云 ふ 可き 節 無れば 全文 を 其 儘に 擧げ つ、 (但此 は 第 一詞の 下に 引く ベ かりし を、 其に は 唯 

前と 云る 所なる 故に、 此詞に 御前と 有る を 幸に 此 所の 注に 引出 づ) 

稱辭 竟奉久 は、 神の 御 功 德を稱 奉れる 御名 を 申て、 次に 宇 豆 能 幣帛 を 令 捧持 S 奉らせ 給 ふ 事 を 云む と爲る 故に、 風祌 

祭詞に 稱辭竟 奉爾と 有る や 勝 るら む、 然れば 久は爾 の 誤なる 可し、 字形 髮驚 たれば なり、 (此 事の 差別 は、 第 十三 詞 

なる 稱辭竟 奉爾の 註に へ 云り) 

皇御孫 命 能 宇 豆 能 幣帛 乎 令，, 捧持， 氏 は、 次に 御 服 云々 以下 Q 幣物の 事 を 取 都て 云な り (然れ ば此は 大綱に て、 次 文 は 

其 小目な り)  _ 

王臣等 乎爲, 使 S の臣 字、 本朝 月 令に は 卿に 作れり、 侍考 に天武 天皇 四 年 癸未に は (甲. &朔 にて 十日に 常る) 遣， 一 小 紫 

美 濃 王 小 錦 下 佐 伯連廣 足， 祠，， 風神 于龍田 立 野 r 遣 n 小 錦 中間 人 連 蓋 大山 中 曾禰連 韓大， 祭， 一大 忌 祌於廣 瀬 河 曲， と 有る よ 

りして、 持統 天皇 迄 凡絕す 御紀に 四月 七月 御 使 Q 事 は 有れ ど、 使 人 Q 名 は 略け り (今 此文奈 良 朝の 筆と 見 ゆるに、 斯 

有から は 廣瀨の 王 使 も甚已 くより 有 つらむ- 今 云奈良 朝の 筆と 云 ふ 事 は 上に 辨 たる 如く 僻言な り、 廣 瀬の 王 使 は譬古 
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昔に 勿む にも 爲ょ、 延 喜の 常 今に 至て 王 使 を 進ら る i から は 事實を 以て 王 臣等乎 爲使& と は 書ざる べき 者 在す や) 四 

時 祭式に は、 (大忌 祭 風神 祭) 右二 社 差，, 王臣 五位 以上 各 一 人、 神祇官 六 位 以下 各 一 人 一充， 使と 見えたり」 と 云 はれた る 

は 然る 首なる に 就て 今 思 ふに、 右の 天 武 天皇 四 年の 度に は 龍 田へ は 王 使 を 進ら れ、 當 社へ は 其 事 無り しか ども、 翌五 

マ牛ラ 

年より 四月 七月 兩 度に 御 使 を 進せられ、 祟禪 天皇 御世の 古例に 復 りて 恒例の 祌 事に 定 りつる を 以て、 兩社を 兼て 程 も 

遠から ぬ 所の 事故に 御 使 は 一 に 爲られ たるな り、 (翌五 年御紀 に、 夏 四月 戊戌 朔辛丑 祭， 1 龍 田 風神 廣瀨大 忌 神， と 有よ 

り、 次に 何時 にても 一 に 並 舉られ たる を 思 ふ 可し、 又 御參の 次序 も 當昔は 龍 田 廣瀨と 云 ふ 順 なれ ど、 八 年 四月 御紀ょ 

り，^、々大方廣瀨龍田と云次第に記され、 式に も大忌 祭の 次に 風神 祭 を 記され たれば、 御 使の 参詣て 神事 を 行る X 事 も 

廣瀨 より 龍 田に 赴く 事と 見 ゆ) 

稱辭竟 奉久乎 は、 上に 稱辭竟 奉 雨と 有を受 て、 其 宇 豆 能幣， お を 進ら る- -事 を斯く 云な り、 (風神 祭詞も 凡て は 同じ 續 

なる に、 稱辭竟 奉 久止皇 神 乃 前 爾申賜 事 乎と 有り) 

祌主祝 部 等 諸 聞 食 登宣、 此 Q 稱辭竟 奉 迄 は 神に 吿す 祝詞に て、 此は宣 命な り、 偖 王 臣等を 御 使に 進 せら るれ ども、 祝詞 

は 其 社 Q 神主 祝 部 をして 令 t るに 依て、 御 使の 王臣 より 宜聞 しむるな り、 (上なる 春 日 祭の 如き は、 京都より 御 使 Q 

中に 祌主 を定て 進せられ、 直に 其 社に て宜る 事故に、 祌 主の 其 神前に て 申 通りに 稱辭竟 奉久登 白と は 記されたり) 是 

に 於て 神主 祝 部等稱 唯して 受 賜り、 神前に 進て 其宜 命の 詞共を 略き て 神に 申させ 給ふ詞 耳を吿 申す 事な り、 (下なる 

皇就 前に、 白 賜 登宣の 宣も此 例な り) 
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タ チマ クル ゥヅ/ ミ テグ ラ ハ  -.、 ゾ" マウル タへ テル タへ  ニギ タへ  ァラ ゾへ ィヅ イロ ゾ乇ノ  ，テ ホコ  ゥマ キ ハ 

奉 流。 宇 豆 乃 幣帛 者。 御 服。 明 妙。 照 妙。 和 妙。 荒 妙。 五色 物。 楣。 戈。 御馬。 御酒 者。 

薩能 SE 高 知。 趕能 ■ 滿雙 度。 歡稻 ti^ 稻爾。 山 爾住物 者。 毛 能 和 支 物。 毛 能 荒 支 物。 大 

ヌノひ フニ す マル モノ"  ；， マ ナウ ララ  ァヲミ ハラ ニス ム モノ"  C タノ ヒ： 1 4 モノ  ハ タノ サキ モノ  ォキ t- モ ^ 

野 能原爾 生物 者。 甘 菜 辛 菜。 靑 海原 爾住物 者。 鰭 能廣支 物。 鰭 乃狹支 物。 奧津 藻荣。 

へッ モハ 二 イタル マ デ  ォキ タラ ハ- ンテタ テマ ッラク ト  スメ 力 ミノ マへ 二  マヲシ タマへ 卜 ノル 

邊津藻 茱爾至 萬&。 置 足 氏奉久 登。 皇 神前 爾。 白 賜 部 止宣。 

奉 流 字 豆 乃 幣帛 は、 其 幣帛の 條目を 云む 料に 先 云り、 上に 皇御孫 命 能 宇 豆 能 幣帛 乎 令-！ 捧持， S 云， <<  と 有を受 たる 事 云 

ふ も 更なり、 (文 Q 重復 せる と 思 ふ 可から す 古文 Q 運びな り) 但此 幣帛 Q 事 は、 位 例に 異る 事無しと 雖も、 少 心して 

聞べき 事 有り、 伦 詞に異 りて 毛 能 和 支 物 毛 能 荒 支 物と 云 事 は、 道 饗祭詞 にも 在れ ど、 此は 神代 紀 なる 保 食 神の 御身よ 

り 成れる 物の 大凡 をば、 悉く 奉らせ 給ふ義 にや、 (全文 は 上に 引た る を 見合て 知る 可し) 

御 服、 明 妙、 照 妙、 和 妙、 荒 妙 は 上に ffi づ、 (卷 一 第 一 第 一 一詞 見る 可し) 

五色 物 は、 矛、 たる 風 祌祭詞 にも 有り、 考に 云く 四時 祭式に 拖 一 丈 八 尺、 絲 一 -、 綿 五雨、 五色 薄^ 各 一 丈 五 尺、 倭 文 

三尺 云々 と 有 を、 此 なる 明 妙と 云より 下へ 係て 見る に、 五色 物 は 右の 五色 Q 維な り、 (同 頭書に 云く 陰陽 式の 儺 祭に 

唱る 文に、 五色 寳物 海山 種々 味 物 云々 と 有に 依て、 此をも 五色の 神寶と 思へ る 人 有と 見 ゆれ ど、 此に 引が 如く 祭式 

の 註文と 合せて 別 有 事 を 知る 可し ，) 


循戈 御馬 は、 六 御縣山 ロ神詞 風神 祭詞 等に も 在て、 外なる と云樣 異なり、 此は 上に も已に 記傳を 引て 辨 つるかく、 崇 

大 皇御紀 に、 九年舂 三月 甲子 朔戊 寅、 天皇 夢 有 n 神人， 誨之 曰、 以 n 赤 盾 八 枚、 赤 矛 八 竿 T 祠- > 墨 坂 神 T 以 n 黑盾八 枚、 

黑矛 S, 祠-大 坂祌？ 四： S- 午朔已 酉、 依-夢 之敎-祭-大坂祌纖 神-と 有る 大坂神 は、 此祭に就 て 祭らる. i  口 神な 

る を以 SH に、 此廣 S 田 祌も此 時 sf 有て、 如 此く楣 戈に 御馬 ま 添て 管る- i る 可し (此 事， 謹し く眷 

に 云り I すべし) 四時 祭式 S1 枚 璧斤五 兩鞍 一具と 有る 管 戈 8 き、 am. 鞍 を 

云て ま 「しさ. は.' 寮の 御馬な どに は 無て、 常 曰の 用-耳に 其國 司より 出 せるなら む、 (但鞍 隨レ損 供進と 有 は 如何な 

る 事な り t 此に 因て m 心 ふに 鞍 も 神 庫に 收め 置て、 其 毎 祭に 出さる \ にて 何時 迄 も 古き を 用ら る、 なりけ り、 馬 も 准 知 

るべ し >) 

御酒 者楚能 M 高 知 楚能腹 滿雙氏 は 上に 》 づ、 祭式に 酒 二 石 五斗と 有る 此 なり (卷 一 第二 詞) 

ロ稻荒 稻爾は 風神 祭詞 にも ffi づ、 考に和 稻は粒 を 招 去て 米と 爲 たる を 云 ひ、 荒稻は 穂ながら 有 穎 を 云 ふと 云れ たる 

が 如し、 祭式に 米 三 石と 有 は. - 御 膳の 料に て和稻 なり、 又稻十 束と 有る ぞ荒稻 なる、 (龍 田風祌 祭と 此詞と 如 此く似 

附 たる 事 多 かり 同時 Q 撰 文の 故 在るべし、) 

山 雨 住 物 者 毛 能 和 支 物 毛 能 荒 支 物 は、 考に毛 能 和 支 物 は 鳥 を 云 ひ、 毛 能 荒 支 ⑩は獸 を 云 ふと 云れ たる は 然る霄 也、 

は 神代 紀に保 食 神 云々 嚮， 神 山 則 毛 危毛柔 亦 自ぃロ w と 有る 所緣に 依て 奉 給 ふなる 可し、 龍 田 風神 祭 詞遷却 崇神詞 に、 

山 雨 住 物 者 毛 乃 和 物 毛 乃 荒物、 道 饗祭詞 に 山野 雨 住 物 者 毛 能 和 物 毛 能 荒物な ど 見 ゆ、 然れば 鳥獸を 云る 古の 雅言な り 
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但獸は 和名 抄に毛 群 部に 列 たれば、 然云ふ 可き を、 鳥 は 同書に 羽 族 部に 收 たれば 羽と 云べ し、 毛と は 云 まじき に 似た 

りと 雖も、 羽 は 空 を 翔る 用 を 云 ふに て、 其 實體は 毛な り (和名 抄 羽族體 に、 毳細 SI 毛 也 和名 爾古 計と 有 は 和 毛と 云 事 

にて 此の 毛 能 和 支 物に 同じ、 叉緣縱 和名 布久 介、 淋渗 和名 豆々 介と 有て 何も 毛羽 始生貌 也と 見え、 叉 倍 羅 麼 和名 鳥 

Q 和 岐乃之 多 乃 介と 見え、 尾 鳥 獸尻長 毛 也と 有な ど 羽 を 毛と 云る 證據 也) 神事 は 云 も 更なり 凡て 神事 預る人 は 常と 雖 

も 獸肉を 喰 ふ を 忌 事に て、 神祇 令 六 色 禁法條 にも 食， 宍を禁 み、 齋宫寮 式 齋院司 式に は 其詞を さへ に 忌て、 宍稱, 菌と 

云 ふめる に、 祈年祭 御 歲神詞 に 白 猪 を 奉る 事 見え、 此詞及 龍 田 風神 祭 道 響祭遷 却崇祌 祭. の 詞 共に、 毛 能 和 物 毛 能 荒物 

を 進ち る \ 事の 見えた る は 何も 古き 神事なる に、 甚 不審し き 事なる に 就て 尙 熟思 ふに、 六畜は 忌て 獸は忌 ざり ける に 

や、 然る は 古語 拾遺に、 昔 在 神代 大地 主； i 營， 田 之 曰、 以，， 牛宍， 食， 一田 人； 于時御 歲祌之 子 至，， 於 其 田？  饗而還 以レ狀 

吿 父御 歳 神 發レ怒 云々、 宜 T 獻ー 一白 猪 白馬 白 鷄以解 * 其 怒 i と ある は、 牛 宍を據 とし 給 ひて 怒 給へ る、 祌の白 猪 白馬 白 鶴 

を 乞 給へ る、 白馬 は 食料に 非 ざらめと も、 白 猪と 白 幾と は 全く 供御の 料なる を以考 るに、 六 畜と云 中に も、 羊 豕は本 

より 有事 無れ "ば 牛馬 犬な ど を 忌て、 鶏に は其禁 無り しと 見えたり.. 天 武 天皇 御紀に 自今 以後 莫 牛馬 犬 雞猿之 肉， 以 

外不， 在ニ禁 例， と 有 を 以て 視っ 可し (神武 天皇 御紀 に、 大設， 一 牛 酒 一 以勞； T 饗皇師 一と 有 は、 後漢 光武 紀に爭 持 二 牛 酒ー迎 

勞 また 馬援傳 擊， 牛釀レ 酒勞？ T 饗 軍士， と 有 を 取て 文 を 成る にて、 實に牛 酒の 事 有しに は 非る 事、 先師 等の 云れ たるが 如 

し、 此 時の 大御 歌に、 和 娥未蒐 夜 辭藝波 佐 夜 羅孺伊 殊蓝波 辭區旋 羅佐夜 離と； f せ 給 ふ を 以て 見れば、 鯨 魚 を 奉 ffi し- - 

也、 古事記 天 之 日 矛の 段に 有ニ賤 夫， 云. <  、此 人營， 1 田 於 山 谷 之 問？ 故 耕 人 等 之 飮食食 nl 牛， 而 入，， 山 谷 之 中？ 遇，, 逯其 


國主之 子 IK 之 日 矛-雨 問-其 人-曰 何汝飮 貪食， 牛 入 n 山 谷 T 汝 必殺つ 食是 牛， 卽 捕-, 其 人， 云々、 此 は他國 Q 事 在 ども 古 牛 

を を 忌 事な りしな り、 皇極 天皇 御紀に 元年 秋 七月 甲 寅 朔戊寅 臣相謂 之 曰、 隨 -1 村- 祝 部所 ク敎或 殺-牛馬-祭- 1 諸 社 

神, 云々 と 有 を 以て 其 頃 巳く 獸 肉の 古法 混れ て 牛馬 を 殺して 內. <  に は 神に も 進し なり、 然れ ども 其 は 正しき 祌には 非 

る 可し、 梪武 天 皇御紀 に 禁，， ， 殺牛而 祭， ー漢 神， と 有る 類に て、 元より 此方の 古法 は 用 ざり し 者なる べし) 上に 引る 神代 

紀に保 食 神 Q 山に て 毛 危物毛 柔物を 口より W して、 素戔嗚 神に 奉られし に 起り て天宮 にこ そ は 非 ざり めれ、 國祌の 

上に て は 常 多 在し 也、 Si 雲 風土記に 大巳貴 命 及 其 子 若布 都 主 祌の御 狩し 給 ひて 猪 を 追せ る 事 見え、 祌代紀 天稚彥 段に 

鳥爲 一, 宍者 一と 見え、 古事記に 火遠理 命者爲 -1 山 佐 知虽古 一而 取-一毛 轟 物毛柔 物-と 有れば、 天神 御子と 雖 も此國 にて は 供 

御に 奉りし なり、 崇神 天皇 御紀に 十三 年 秋 九月 始 校-一人 民， 更 科-一 調 役？ 此 謂-一男 之 弭調女 之 手 末 調-也と 弓 弭の調 物 は 弓 

以て 射 獲た る 獸肉叉 其 皮 等の 類 を 貢る を 云り、 仁德 天皇 御紀に 牡鹿の 苞苴の 事 見え、 雄 略 天皇 御 紀には 天皇と 葛 城 神と 

相 共に 葛 城 山に 射獵し 給へ るな ど尙多 在り、 (同 御紀十 一 年 Q 下に 鳥官 また 鳥 養 部の 事 見え 姓氏 錄に鳥 取 連 鳥 取 部 連 

など 又 猪 使 宿 禰猪甘 部首と 云 も 有な ど 御 贄に猪 鹿 を 寧り し證 也) 孝 謙 天皇 御紀 に、 自今 以後 以-猪 鹿 之 類-永 不レ 得-一進 

御， と 有れ 共、 永く 行れ ざり しと 見えて、 內勝 式に 近江國 元日 副 ^ 進 猪 鹿 一と 有り、 但此 頃と 成て は 日々 の 供御に 奉る 

事 は 無り つらむ、 其 は 江 次第 元日 供御 藥條に 猪宍ー 坏鹿宍 一 坏と 見えた る 耳な り、 其 も 其 下 を 見れば 猪宍ー 坏 (以レ 維 

代レ 之) 鹿宍 一 坏 (以ニ 田 鳥, 代, 之) と 有 は 猪と 雉と 言 相 近く、 鹿と 田 鳥と 言 相 近 を以換 つるな り (主計 式に も 鹿 猪.' 

維， 腊 鹿猪腊 など 見えたり、 萬 葉 十六に 佐 男 鹿 乃來立 來嘆久 云. <  吾 宍者御 奈麻須 波 夜 志 吾 伎 毛 母御 奈麻須 波 夜 之 吾美 
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義者御 鹽乃波 夜 之 云. < と 詠り、 吾美 義者は 吾美 美 者に て 肉 を 云に や、 御 鹽乃波 夜 之は脯 在べ て) 然れ ども 上に 齋宫式 

を 引た る 如く 伊勢 大宮に は 殊更に 惡せ給 ふ 御 事と 通えた るに、 尙倭姬 命 世 記 及 神宮の 古書に 皇太祌 Q 御 遷幸の 事 を 書 

して、 從， 一 其處， 幸 行 大河 瀬 乎 渡 給 爾鹿宍 流 相 支 是穢惡 止 詔 S 不 n 渡 坐 ー其處 乎 相 鹿 瀨止號 と 有 を 以て 其禁 重く 惡嫌 はせ 

給 ふ 御 事 今 云 ふ 限に 非す (大膳 式に、 釋奠祭 料鹿脯 三十 斤、 鹿 臨 一 升、 升、 膝胎 一 升、 鹿五藏 一 升、 脾折 k 庫 一 

升、 羊脯 十三 斤な ど 有て 、殊 に 獸肉を 用る 事 多 在 を、 古今 著 聞 集 に孔丘 人の 夢に 入て 吿 げらく は、 漢土に て は 獸肉を 以 

て 祭らる i 事 も 有し かど も、 皇國 にて は 1K 照 太 御 神の 御禁 重に 依て 伦 物に 代 させ 給 はむ 事 を 乞る 事 有グ、 外國の 神と 

雖 も皇國 にて 祭らる.^ 限 は 獸肉を 用 まじき 事 推て 知る 可し) 伦 社の 神と 雖も、 都て は 獸肉を 奉らぬ 例なる に、 此詞に 

毛 能 和ま 物 毛 能 荒 支 物と 有が 不審し くて、 此を 四時 祭式に 對放 るに、 幣物の 中に 其 事無く、 龍 田 風神 祭に は 羽 二 翼 鹿 

角 一 一頭 鹿皮 四 張と 有て 獸 肉の 事 見えす、 道饗 祭に 牛皮 一 一張 猪 皮 鹿皮 熊 皮 各 四 張と 見え、 遷 n 却崇神 > 祭 は 臨時 祭式に 載 

る 八衢祭 また 疫神 祭な ど Q 事と 所思る に、 其 幣物に 叉獸 肉の 事 は 有事 無くして、 牛皮、 熊 皮、 鹿皮、 猪皮备 一張と 有 

耳に て、 更に 似 著 はしき 事 非す、 此等を 合せて 思 ふに、 古語 拾 遣に 彼 男 弭之調 女手 末 之 調の 事 を 記して、 今 神祇 之 祭 

用，， 熊 皮 鹿皮 角 布 等, 此緣 也と 云る に 允 常れ り、 然れば 鳥な どこ そ は 奉も爲 つらめ、 神事に 獸肉を 奉る 事 は 古に 無り し 

事と 見えた リ、 其 は 臨時 祭式に 凡觸 TI 猿惡 事， 應レ忌 者 其 樊ニ六 三日 (此官 尋常 忌， 之 但當， 一 祭 時， 餘司皆 忌) と 有れば、 何 

Q 神 祭に も 宍を樊 ふ 事 は 忌憚 事 を 知べ し、 文に 泥み て實を 誤る 事 勿れ、 然 れば此 なる 毛 能 和 支 物 毛 能 荒 支 物 は 全く 鳥 

ヨキ 

Q 大小 を 云と 心得て 可也、 (然れ ば 天 皇等 Q 猪 鹿 を 聞 食し \ も、 內々 の 御 事. にて 表立た る 事に は 非り けるなら むかし、 


古今に 互り て 神の 御 心に 異有ま じ け れ ば 今も猶 其愼嚴 重な るべ し) 

大野 能 原 雨 生物 者 甘 菜 辛茱は 祭式に 見えす、 此 時に 有 合た る を 用るな る 可し (卷 1 第二 詞條) 

青海原 雨 住 物 者、 龍 能廣支 物、 鱸 能狹支 物、 奥 津藻茱 逾 津藻茱 爾至萬 氏 は、 祭式に 鳆堅魚 烏賊 各 八 斤、 鮭 八隻、 腊八 

斗、 比 佐 魚 一 斗 五 升、 海藻 十一 一斤、 滑 海藻 十 斤、 雜 海藻 十六 斤、 鹽ー 一斗な ど 有此を 云な り、 上に ffi づ (卷ー 第二 詞の下 

見る ベ し、 但此詞 に 毛 能 和 物 毛 能 荒物と 云べ きを 和ま 物 荒 支 物と 一 K ひ、 籍能廣 物 鰭能狹 物と 云べ きを 廣支物 狭ま 物と 

云り、 一種の 詞遣 にして 義に 於て 異 無し、 木 朝 月 令に 引る に 廣物狹 物と 有 は 支 字を脫 せる 也、 諸 本の 有に 從ふ 可し) 

置 足 氏 は 平野 久度古 開 詞叉鎭 火祭詞 共に 置 高 成 氏と 見えて 同じ、 道 饗祭詞 に は 置 所 足 氏と 見えたり、 (字に 於て 異は 

有れ ども， 意に 少も 異なる 事無し) 第 七詞を 始此詞 にも 如， 1 横 山 一打 積 置 S と 云 ふ 如く、 都て 神に 奉らせ 給 ふ 幣物 は 御 力 

Q 及ばせ 給 ふ 限り、 物 を も 事 を も極盡 させ 給 ふ 由な り、 (上に 稱辭竟 奉と 云ふ詞 Q 下に 注せる 意 を此へ 移して 心得べ 

し)  . 

皇祌前 雨. H 赐 部止宣 、 此も 1 段な リ、 御 使 Q 王臣 等より 預奉來 つる isffi を 奉らる- 1 事狀 を、 神主より 皇神 Q 御前に 白 

せとな り (此 にて 稱唯 有事 當 Q 如し) 

カク ノゴ トク々 テマ ヅル ゥ ッ ゾ ミ テグ ラヲ  ヤス-. -テ ゲラノ タリ-. - テグ ラト  ス メカ：、/ ミココ n  二  タヒ ラケク ヤス ラケ クキコ シ/' シテ  スメ ミ マノ  in ト / 

如此 奉。 宇 豆 乃 幣帛 乎。 安幣， H 巾 能 足幣吊 止。 皇神御 心。 平久 安久 聞 食 s。 皇御孫 命 能。 

ナ- 力 . -ケノ  1- ホ ..、 .？ ト  1- ゥ， ニノ  *  二 キコ -ンメ サム  スメ 力 ミ ノ  i ト シ 口 1K  "ジ メテ  -.、 n タチ ォ ホキ： 、クネオ：、 タ チア メノシ タォホ i 

長 御 膳 能 遠 御 膳 止。 赤 丹 能 穂爾閗 食牟。 皇神能 御 刀 代乎始 親王 等 王 等臣等 天下 公 
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タカ ラノ トリ づ ウル ォ キ ッ -.、 トシ ハ  ，ナ ヒギ 二 ミ ナ ワウ キ タリ  ム 力 モモ 二 ヒヂ カキ ョ. テ  トリ づケ ラム ォキ ヅ ミ トシ ヲ  ャ ッカ 

民 能 取 作。 奧 都御歲 者。 手 肱 雨水 沫畫 垂。 向 股 爾泥畫 寄 氏。 取 將作奧 都御歲 乎。 八 束 

ホ 二 ス メカ：、/ 卜シ サキハ へ- メマ； パ  ； t- ホ ；  -ン； i  - 一  モ カヒ 二 モ  チ ノネ ャ や ， ノネ 二  ヒ キス ヱテ ゴ トクヨ n ャ マ/ ゥチ ヅミ ォキ 

穗爾皇 神 能 成 幸 賜 者。 初穂 者。 汁 繭 母穎爾 母。 千 稻八千 稻爾。 引 居 ま 如， 横 山 一打 積 置 

テ  ァ キ/ マ f  " -ー  タテ マ ^' ラ ムト  スズ ゥミ/ マへ 二  マヲシ タマへ ト ノル 

. き 秋 祭 爾奉牟 登。 皇 神前 爾。 白 賜 登宣。 

如 此奉宇 豆 乃 幣帛 乎 は.' 上より 奉 宇 豆 乃 幣帛 者 云々 と 云 ひ 下した る 結な り、 春 日 祭詞に 如此仕 奉爾依 S 云々 と 有る 

に 等しく、 上 を 承て 下 を 起す 詞 なり、 (叉 風神 祭詞 にも 奉 宇 豆 乃 幣帛 者 云 々と 有りて、 如 n 横 山， 打 積 置 S 奉 此宇豆 乃 

幣帛 云 ぶ と 有るな ど 同じ 續 なり) 

安 幣帛 能 足 幣帛 止 は 上に 出づ (卷五 春 日祭詞 Q 下に 說り、 止 字 を 本朝 月 令に 引る に は爾と 作り 誤れる 者なる 可し) 

皇神御 心平久 安久 聞 食 S は、 次なる 風 祌祭詞 にも 皇祌能 御 心 爾平久 聞 食 S と 見 ゆ (此に 依て 皇祌能 御 心 爾と訓 つく 可き 

なり) 御 心より 平と 續く例 は、 顯宗 天皇 御紀窒 壽御詞 に、 取 置； 盧 壞者此 家長 御 心 之 平 也と 有り、 神 功 皇后 御 紀に御 心 

廣 田圃と 續 けたるな ども、 御 心 Q 稜 々しき 事 御 在し 坐す 長閑に 御 在す 謂な り、 平と 廣とー 百義 同じき 事 春 日 祭詞に 云り 

(足 幣帛 Q 下見る 可し、 因に 云ふ室 壽御詞 に 御 心之鎭 也、 御 心 之 林 也、 御 心之齊 也、 御 心 之 平 也と 云 ふ 事 四 有り、 御 

心 之 鎮也は 心の 落 著て 混に 動かぬ 事な り、 御 心 之 林 也 は 林は榮 Q 義 にて 心 0 榮. „< しきな り.' 御 心 之 齊也は 霊の 太く 成 

ナラ 

齊 ふなり、 此 等に 對 ベた る義 を合考 て、 此 Q 御 心 平 久云々 Q 意 を 求べ し) 聞 食 S は 其お 帛の神 Q 鈉受給 ふ 事な り 9 

なる 聞 食と は 事 別な り、) 


皇御孫 命 能 長 御 膳 能 遠 御 膳 止 赤 丹 能 穗爾聞 食、 今 本に 遠 御 膳 乃と 有れ ども、 祈年祭 詞、 風神 祭詞、 大 嘗祭詞 などに 登 

辭を書 は， 乃 は 正しく、 止の 草書より 誤れる 事 著ければ、 考の 本に 改られ たるに 依りつ (然れ ど 登 字 を il 曰され たる 

は宜 からす) 本に 云- -赤丹 穗爾聞 食 御 刀 代乎始 氏と 續 けたる 事足 はぬ に 似たり、 然れ ども 此は皇 神に 先 奉らせ 給 ひ 

て、 天皇 は其殘 をば 聞 食す 御義 にて、 祈年祭 詞の 中に 皇太御 祌能依 奉 波 荷 前者 皇太御 神能大 前爾、 如，， 橫山， 打 積 置 Is 

殘乎 波、 平 聞 看、 また 皇神等 爾初穗 乎 波 云. -稱辭 竟奉氏 遣 乎 波 皇御孫 命 能 朝 御 食 夕 御 食 能 加 牟加比 爾長御 食 能 遠 御 食 

登 赤 丹 穗爾聞 食 故 云 < (と 全 同義な り、 古語 拾 遣 (神武 天皇 段) に、 當ニ此 之 時， 帝 之 與レ神 其 際 未 レ遠同 レ殿共 レ床以 

レ此爲 レ常故 神 物官物 未-一分別， と 記された る 上古の 遺制な り (此 一 を 以て も、 此詞の 祟 神 天皇の 御世に 成れる 事 を 知べ 

ムィ 、 リノ タナヴ モノ 

きなり、 然る を 考に赤 丹 能 穩爾聞 食 Q 下に、 牟五 穀物と 云 ふ 四 字 を 補れ て、 下の 皇神能 御 刀 代の 六 字 は 衍字 かと 云れ 

たれ ど、 此 古義 を 得 知れざる 說 なれば 依に 足す、 然る を鈴屋 大人 說に此 皇御孫 命 能 長御瞎 能と 云 ふよ リ、 王臣 等と 云 

迄 Q 文 混り が はしく 入 交りて 調 はすと 云れ たる は、 予が說 の 如く 熟く も 思 得られ ざり し 僻事 也、 甚 能く 義理 鮮明なる 

古文と こそ は 見えたり けれ) 偖 四時 祭式 を閱 るに、 此大忌 祭に 屬て、 是日以 ー1 御 縣六座 山 口 十四 座, 合祭と 有る、 山 口 

神 詞は此 次に 在る に >  御縣祌 の詞の 別に 非る は 祈年祭 (御縣 神詞) の 註に 云る 如く、 其 所 祭 同 神の 在す が 故な り、 然 

るに 彼に は、 其 六 縣に生 W る 甘 茱辛茱 を 持 參來て 皇御孫 命の 御 食に 奉る を ひ 云、 此には 其 六縣に 作る 所の 稻穗 を閜食 

す 故に 皇神能 御 刀 代と 云り、 然る は卷四 (第 八詞 註) に 云る 如く、 此六 御縣は 天皇の 御頒 田に て 供御の 料に 備 たる 所 

なれば なリ、 廣瀨大 忌 祌は其 を 銃 知す 神と 聞え たリ (今 京に 成て 御 縣の制 易り て 御園と 云 ふ 事に 成た るが、 其 を 司る 
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園 池 司に 坐祌の 御食津 神，^ るに 心 を 著て、 祈年祭 詞叉此 詞を讀 ば 思 ひ 半に 過な む 者ぞ) 是を 以て 此には 御 縣とは 云す 

て、 御 刀 代と は 云る 者な り、 但同 物ながら 御 縣と云 ふ 時 は 園茱を 主と 爲 るなる 可く、 御 刀 代と 云 ふ 時 は 稻穗を 主と 立 

る 差異 有る 事と 聞 ゆ、 然れば 此は官 田と 神 田と を 兼て 御 刀 代と 云る 者な りけ り (令の 御 定に官 田と は 供御の 料に 畿內 

にて 令 作る 田 を 云 ひ、 公田と は 諸 國に私 田 口分田 等に 當られ たる 外の 乘田を 云 ふが、 此は其 公田 迄に 係た るに は 非 ざ 

る 可し..) 

皇神能 御 刀 代 乎始氐 は、 崇神 天皇 御紀に 班-一 幣於畿 內天祌 地祇-及 增 -1 祌戶 田地、 -义垂 仁 天皇 廿七年 御紀に 仍更定 -1 神 

地 神 戸と 有る 此也同 御紀に 定，, 神 地 於 穴 磯邑ハ 祠， 1 於大 市長 尾 岬， と 見え、 又祌功 皇后 御 紀に祌 田 を 美 刀 志 呂と訓 み、 

持統 1K 皇御紀 に神戶 田地 を然訓 り、 續後紀 十八に 賀 茂御祖 大社 禰宜語 云、 奉 レ充- 一 御 戶代田 一 町？ 又 乙 訓郡山 崎 明 神 御 

刀 代 田 二 町、 尙 三代 實錄に は御戶 代と 見えたり、 但御刀 代と 云 ふ 事 は 神 田に 限れる 名なる 可し、 鈴 屋翁說 に 御 刀 代 は 

御 年代な り、 年は稻 にて 神の 御稻を 作る 田 を 云 ふなり」 と 云れ たり、 (神社の 封 田 を 御 刀 代と 云 ふに、 風土記に は 多 

く圭 田に 作り、 偖 或 說に御 刀 代 は御戶 代に て 所謂 祌戶 Q 事な りと 云れ ど、 戶を 刀と 云た る 例 も 聞え ざれば 穩當 なら 

す、 叉 谷川 士淸 が幣 代な りと 云る も 依 難し、 令義 解に 祌田 不稅田 也と 見え、 又戶 令に 祌 戶調庸 田租 拉充 -1 造 宮及供 神 調 ■ 

度 一と 有り) 又 思 ふに 御 紀に神 田と 作れた る を 以て 見れば、 御 刀 代の 御 刀 は御處 にて 其祌 社の 地に 就て 封 田 を定ら る.^ 

由なら むか (但此 例 を 以遠 處 なる を も. 御戶 代と 云 ふ 事 は、 其祌 社に 就て 定らる 可き 當然 なれ ど、 然は 有難き に 依て 遠 

處 に定ら る. -が 故に 其 本名 を 用 ふる 也) 代 は 田地の 事な り、 御 紀に頃 を 志 呂と訓 み、 萬 葉 八に 五 百 代 小 田と 詠み、 姓 


氏錄に 賜- 1 輕地 三十 代-と 一 K ふ 事 見え、 常に も 苗代な ど 一 K る 其 也、 (或 書に 小 窓 別記と 云 を 引て 云く、 漢武帝 詔 二 田 方- 

今 之務 在- 1  力 農  T  以 -1 趙 遇- 爲 -1 搜粟都 尉 T 遇能爲 n 代 田 丁 M 一一 離-歳 代 處故曰 n 代 田-占法 也 云々、 積， 1 七十 二 歩， 爲 n 1 代？ 

五代 爲， 二 段 T 俗に も 村里の 東なる 田 を 東 代、 西なる を 西 代と 云り、 春 田 を 耕を爲 代な ども 云へ り、) 

親王 等 王 等臣等 は、 此 なる 王 等の 等 字 を 諸 本に 脫 せる を、 本朝 月 令に 有る に從て 加へ つ、 其は，^、なる六御縣詞にも王 

等臣 等と 有 も 事に 異は 有れ ども 緩 様の 1 なる に 依て なり、 倍此 云々 は 各 封戶の 田地に 就て 云るな り (令に 所謂る 王臣 

Q 私 田 をも此 に兼綜 たり) 親王 等 は 美 古 多 知と 訓 べし、 古昔 は 天皇の 直 御子 耳なら す、 其 御子 孫 を も 姓を赐 はぬ 限 は 

暴 

ミコ  ォ不 キミ 

皆 美 古と 申せり き、 然るに 天武 天皇 御紀四 年の 處に始 て 親王の 字 を 用ら れ、 其餘を 王 と稱ふ 事と 成りたり、 繼嗣令 

に凡皇 兄弟 皇子 皆爲， 1 親王 T 以外 拉爲ュ 諸 王； 自 M 親王-五せ 雖ん付 n 王 名 f 不， 在， 1 皇親之 限， と 見えたり、 此に 就て 記傳 

廿ニ  (五十 丁) に、 親王 を 美 古と 申す 故に、 其に 分て 諸 王 をば 某 意富 伎 美と 唱る定 りなれ ども、 意富 伎 美と 申す 御稱 

は 天皇 を始 庫て、 親王 諸 王 迄に 百， る御稱 にて、 先主と は 天皇 を 申 なれば、 諸 王に 限ての 稱 Q 如く 成れる は 常らぬ 稱な 

タ、 (〇 今 云 此事は 春 日祭詞 なる 王等臣 等の 下に 云る をも考 合すべし〕 選 叙 令に、 凡 蔭 皇親者 親王 子、 從四 位下、 諸 

王子 從五 位下、 其 五世 王亦從 五位 下、 子 降， 二階？ 庶子 叉 降， 二階， 云々、 鑌紀 六靈龜 元年 九月 詔に、 皇親 二世 准-, 五 

位 f 三世 以下 准 二 六 位 一と 有る は 藤 位 を も 賜 はぬ 以前 本より Q 品 を 云な り、 准 字に て 知べ し、 同 紀三慶 雲 三年 二月 制， 一 

ヒ條 r 其 七に 准レ令 五世 之 王 雖レ？ 1：>1 王 名 ー不レ 在， 1 皇親之 限 f 今 五世 之 王雖レ 有-王 名-巳 絶- 1 皇 親之籍 T 遂 入-諸 臣之 例？ 

顧 71 念 親 レ親之 恩， 不レ 勝- 1 絕籍之 痛； 自今 以後 五世 之 王 在，： 皇親 之限ハ 其 承嫡者 相承 爲レ 王自 餘如レ 令」 と 見えたり" 然れ 
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ども 上代に は 一 世 二世な ど 云 ふ 差別 無く、 押竝て 同く 美 古と 申し、 汎く 指す 時 は 意富 伎 美と 申せり し を、 何時と 無く 

別々 に は 成れり しな.^、 (親王の 號 W 来れり しょり、 後 は 親王 は 1 等 重く 親しく、 諸 王は皇 親の 限と 云へ ども 臣下 Q 

例な り、)  . 

天下 は、 萬 葉 十八 (三十 二 丁) 叉廿 (二十 四 丁、 五十 丁) に 安 米 能 之 多と 有に 依て 訓 べし、 (能 を賀と 云る 例 は 古に 絕 

て 無き 事な り) 鈴屋 大人 說に、 此は 漢籍より ffi たる 稱 にて 神代よりの 古言に 非 じか」 と 云れ たる は、 彼に 天下と 熟せ 

る 字の 有に 依ての 疑 なれ ど、 此方に 安 米 能 之 多と 云 ふ 古語の 有け る を、 彼の IK 下の 字 を 以て 當 たるに 心 著れ ざり し 誤 

にて、 天地 初 判れし 始、 經淸は 上りて 天と 爲り 重獨は 下りて 地に 成れる が、 天 は 地 を 覆 ひて 地 は 天の 中に 在れば、 地 

に 四方 上下 無く 唯 人の 戴く 天 を 上と し、 載れる 地 を 以て 下と 爲る 事なる 故に、 此 大地の 全體に 取て 較て、 天下なら ぬ 

隈處は 無き 理 なり、 此 故に 祈年祭 (第 七詞) には此 大地の 事 を、 靑雲能 ffi 極 白雲 能 墜坐向 伏 限と 云り、 詞に 長短の 差 

は 在れ ども、 其義に 於て 異る 事無し (此事 卷三第 七詞の 下に 委く 云り、 大地に 對 ひて 黃泉國 を 下 津國と 云 ふ は、 大地 

は圓體 なる 奢なる が 故に、 其 地心に 在る 域 は 何 地よりも 下と 爲 るが 故な り、 叉 且つ 其 黄泉 國 より は 此土を 上 津國と 云 

ふ 事 其 對_ なる， 者な り、 此事鎭 火祭詞 Q 下に 云り、 叉此 土より は 下 律國と 云し 例 無れ ど、 海 神宮より 上 國と云 ふ 事 見 

ゆ、 其 は 地 Q 凹き 處な るが 故に、 其 凸き處 を 上 國と云 ふ 事な り、 此は此 に 用が 無き 事ながら 天下 Q 例に 心得 置べ くこ 

そ) 此言 古く は 神代 紀 なる 伊 * 諾 尊の 御 首に、 素 突 鳴 尊者 可，， ，以 治，, 天下， 也と 詔 給 ひ、 天石窟 段に、 於是 天下 恒闇 無， 1 

筏 書 夜之殊 一と 見え、 出 雲 風土記に 所 TT 造 天下 一大 神と 有は祌 代より 大國 主神 を然稱 申せり しと 通え、 ffi 雲 神 賀詞に、 


高 天 能 神 王 高 御 魂 神 魂 命 能皇御 孫命爾 天下 大八島 國乎事 避 奉 之 時 云々、 天 穗比命 云々、 天 能 八重雲 乎 押刖氏 H< 翔國翔 

S 天下 乎 見廻 a 返事 申 給 久と傳 へ" 古事記 白 檮原宮 段に、 坐 二 何 地 一 者 平 71 聞 看 1K 下 之 政 一と 宣給 へる 御言 を 記され、 同 

段 神 八 井耳 命より 弟 建 沼 河 耳 命に 讓 聞え 給 ふ 御言に、 故 吾 雖レ兄 不レ宜 レ爲レ 上 是以汝 命 爲レ上 治 ニー K 下？ 僕 者 扶ニ汝 命ー爲 一一 

忌 人, 而仕奉 也と 有るな ど は、 語の 續 きを 思 ふに 究て 後名 を 及せ ると は 聞えざる 者 也、 此， hN 、なる 風神 祭 詞に、 天下 乃 

公民 乃 作 作物 乎 云々 と詞の 地，.^ り も 云 ひ、 天皇の 御言に も宣給 ひ、 神の 御 論に も然申 給へ るな ど、 此等は 漢籍の 參來 

ざる 前の 事なる に、 旣く 天下 常 云 ふ を 思 ふ 可し、 (若 漢籍の 渡 參來し 後に 換 たりと 爲は、 其より 以前に 天下に 當て 

如何なる 詞を 用たり と爲 む、 熟く 文義の 間然す る 所 無き を 思 察む 可き 者な り、) 

公民 は 意富 美多訶 羅と訓 べし、 天下 Q 兆民 を 大御寳 と 詔 給 ひ 來る事 は、 神 等より 顯見 蒼生と 仰 給 ふる 對 にて、 甚も尊 

き美稱 也、 此を 以て 見れば 神 等の k 憐 しく 所思 養育 給 ふ 蒼生 を受 賜りて、 天皇の 大御寶 と 成 給 ふ 御 事炳焉 し、 天皇 0 

公正なる 御所 置 は、 仰ぐ に尙餘 有て 辱し と 申さむ も 中々 に 尋常なる 事な りかし、 皇國の 上古より 祌 隨言擧 せぬ 國 とし 

サダ 

も 云 繼來れ るが 如く、 言 痛き 敎訓の 論 こそ は 非り けれ、 此 御言 を 以て も 千 書 八 千 書の 敎訓 には彌 勝りて、 人 をして 良 

民に 至らし むる に 難から ざるな り、 然る は 人民の 大綱 を 四 等に 分て 士農工商と 云 ふめる が、 柙竝て 大御寶 と 號られ た 

る 天地 國土 有と 雖も 人民の 爲の 1K 地國 土たり、 四時 八 節 有て 生長 牧藏の 用 有る も、 人民の 爲に施 給 ふ 所の 造化たり、 

若人 民有る 事 勿ら むに は、 天 地 國土は 無用の長物たり、 造化の 神 機 亦 所！^ 無き 事 &り、 人民 Q 爲を 以て 天地 造化 Q 德 

立て、 神祇の 功績 成る 人民 を 御し、 天下 を 齊給ふ 故に、 天皇 は 上に 坐て 尊く、 臣民 は 下と 在て 卑く、 君臣 1 父子、 夫 
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嫁、 兄弟、 朋友の 等定 り、 長幼の 序 成る、 顯見 蒼生と 宣給 ひ、 天下 公民と 詔 給へ る こと、 豈 虚しから む や は" 然れば 

人民の 上に 於ても、 身 こそ は 等級し からざる が 故に、 卑く賤 しかり けれ、 上より 大御寳 と 指 給 ふ 所に、 貴賤 を 別た す 

長. 幼 を 隔てす 同等 なれば、 IK 下に 在と 有 ゆる 人民の 內、 何れ か顯見 蒼生に 在 ざら む、 誰か は大， 寶の 列に 漏 奉む、 此 

を 以て 此を思 ひ此を 思へば、 彼 修理 固成の 業 を 脩め、 德を 積て 神祇の 恩 賴に報 奉る 可く、 修理 固成の 業を勉 め、 國を 

弘 めて 天皇の 公民と 仕 奉る 可き なり、 斯在は 孝悌 忠信の 道、 其 中に 在て 眞にー K 下 Q 良民に して、 大御寳 の 大御寶 たる 

所以に 遠 ふ 所 勿る 可き なり、 此に 反すれば 叛 民たり、 賊子たり、 幽には 神祇 此 を亂彈 し、 顯には 朝廷 此を狭 罰す、 (天 

下 〇 人民 を 大御寶 と美 稱給ふ 御 旨、 如此 くなる を麁 略に 心得た る も、 古 令に 多くて 上より 大御寶 の 美稱を 賜りた る 其 

公民の Id 貝に 在ながら、 其 大御寶 たる 所に 拂 房て 修理 固成の 天賦 を條 めす、 天 下の 遊民と 爲て伦 業 を 奪 ひ、 人 功 を 掠 

むる 類 も 多 かり、 顯 見と 所思す 神の 御 心に 如何に 心惡く 淡め 給 ふらむ、 朝廷の 罪人と 爲て 古今 其 殃罰を 遁れぬ 事なる 

に 心 著 ざり ける は 如何に ぞゃ、 惡む 可く 將憐む 可き の 限なら す や も) 記 傳廿三 (二十 四 丁) に 云く、 意富 美 多訶羅 

は、 書紀に 民、 人民、 萬 民、 兆， 民、 黎民、 民庶、 衆庶、 黎庶、 億兆、 人物、 人夫、 庶人、 居 人、 戸口、 百姓、 元元、 

蒼生、 業. -、 ^首な ど 皆然訓 り、 (但美 は 皆 牟と訓 り、 其は漸 後の 音便な り、 古言 は 正しく 美と 訓 べし) 大御寶 と 云 

義 なり、 又 王 民、 公民、 良人な ど を も然訓 事な り、 是 等は賤 奴に 對 へて、 云稱 なり、 (中略) 江 家 次第 非常 赦に、 撿 

非違 使の 仰る 詞に依 n 其 事， 殊以免 給各罷 JT 還 本 貫； 重犯 不レ 奉レ 仕、 爲公御 財 御調 物 備進禮 と 有 又廿四 (六. 十 丁) 淨公 

民 Q 註に 云く、 公民と は 奴婢に 對 へて 良人 を云稱 にて、 古書に 常 多く 見 ゆ、 孝德 fK 皇御紀 に は 王 民と も 有り、 良、 良.' 


人、 良-男、 良 1 女な どと 共に、 皆 意富 美多訶 羅と訓 り、 續紀 四十に、 公民 之徒變 作，, 奴婢， 云々、 (叉廿 九に 寺祌 封戶 

百姓 云-^、 公戶 百姓 云々、 1 准 二 公民 一 云々 と 有 は、 祌戶寺 戸の 百姓と 對 へて、 公戶の 百姓 を 公民と 云り) など 見えた 

り、 但必 しも 奴婢に 對 へね ども、 唯一 K 下 公民な ど 云 は 民と 云 事な り、 (中略) 借 民と 一 K ば、 下 樣の賤 き 者に 限れる 如 

く なれ ども 然に 非す、 ： 大皇の 御上より は 貴人 を も 押 鼓て 稱ふ 事な り、 (臣、 連、 伴 s、 八十 部 天下 公民な ど竝 

云 ふ 時 は、 公民 は 下様の 者 を 云る なれ ども、 叉 貴き 賤き 天下 Q 人 を 凡て 公民と 云る 事 も 有り、 孝德 天皇 御紀、 凡國家 

所 レ有 公民 大小 所領 人 衆 云々 など 有 は 正しく 官位 を 帶て人 衆 を領る 程の 人 を 指ても 公民と 云り 又 名々 王 民と も 有 は 朝 

廷に仕 奉る 凡ての 人 共 を 王 民と 云へ り、) 

取 作 奥 都御歲 は、 祈 年 (第二) 詞に、 皇神等 能 依 左 志 奉 牟奥津 御 年 乎 云々 叉 (第 十) 詞に皇 神 等 能 寄 志奉牟 云々 など 

有と 全 同意の 續 きなり、 故此 にも 皇祌能 御 刀 代乎始 11^ 云-^ と 云り、 上に 說る 如く、 此詞を 云て 皇御孫 命の 料 給 ふ御縣 

Q 事 を 聞せ たる を 恩 ふ 可し、 (然る を 賀茂翁 Q 一一 一一：； に、 祈年祭 詞には 云 得て 聞 ゆ、 此には 能 も 居ぬ 心ち 爲ら る」 と 云れ 

し は、 其 詞に對 へ 考られ ざり し僻說 なり 鈴屋 大人 も 取 作 奧 都御歲 者の 七字涂 去て 宜し、 此言 此處に 有て は甚々 拙し と 

云れ、 平 田 翁 Q 本に も 削 去れ たれ ど 共に 誤な り) 

手 肱 爾水沬 璺垂向 股 爾泥畫 寄 S 取 將レ作 奧都御 歳 乎 八 束穗雨 は、 祈年祭 詞の 下に 註り、 (卷ー 第二 詞 Q 下見べ し、 考に 

此次に 茂穂爾 などの 一 百 今一 無くて は 文の 調 足 はす 聞 ゆと 云れ し は、 他 例に 依に 信に 然る 一一 目 なれ ど、 無くても 能く 文義 

通りて 聞 ゆれば、 難む 可き に 非ら す) 
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皇神能 成 卖賜者 は、 龍 田 風神 祭 詞に見 ゆ、 叉 、なる 六 御 縣山ロ 神 詞に汝 命 乃 成 幸 波閘賜 者と 有る 例に て、 祈 年 (第二) 

詞に皇 祌等能 依 左 志 奉 牟云々 皇神等 能 依 左 志 奉 者、 同 (第 十) 詞に皇 神 等 能 寄 志奉牟 云々 爾寄志 奉 者な どの 如し、 但依 

左 志 奉 牟の方 は 某 神の 御 功德の 任に 善 作成 賜 ひて 卽其を 皇御孫 命に 寄 奉 給 ふ 也、 (祈年祭 詞 なる は 共に 然り、 能く 其 

神々 の 御 功德に 合せて 知る 可き 也) 成 幸 賜と は已 命の 其 稻穀の 神靈と 坐て 其 を W 来ら 令 給 ふ を 云り、 然れば 依 左 志 奉 は 

顯 明に 抱 はり、 成 幸赐は 幽冥に 預る 事な り、 熟く 事 實を思 ひ 分ち て 悟る 可し、 (古より 此ニを 打 任せて、 同意の 如く 思紛 

へ しと 見えて 此解說 無き は危 漏な りと 云む も强 言なら す) 寄と は、 伦 より 其 物 を 寄せ 屬て人 をして 成しむ る を 云 ひ、 

成と は 其 物に 就て 自 成し 功し む を 云 ふ 事 云 も 更なり、 故 御 年 神、 水分 神な ど は 其稻， 靈に 非す、 耕作の 事に 御 功 坐し、 

水分の 事に 御 功 坐て 稻穀の 事 を幽贊 て、 其 成功 は 田 人 を顯に 立て 令遂給 ふが 故に、 依 左 志 奉 牟と云 ひ、 (古語 拾遺に、 

御 歳 神發レ 怒、 以レ煌 放-一 其 田； 苗 葉 忽枯損 似，， 篠竹ニ K.< と 有 を 以て 稻靈に 非す、 稻を 作る 神なる を 知べ し、 叉 水分 

神 は 水 を 分配て 稻を育 養 給 ふ 事 云 も 更なり、 依 左 志 奉と 云と 成と 云との 差別 も此に W たり) 此廣瀨 神は稻 穀の靈 神に 

坐が 故に、 善 成て 田 人に 賜 ふ 由 を 以て 成 幸 脇と は 云り (f^,: なる 六 御縣山 ロ祌詞 なる も然 り、 此神等 は 巳に も卷四 第九詞 

に說 るが 如く 此廣瀬 神の 支屬 神と 在す が 故に 成 幸 sra 賜 者と 云 ひ、 龍 田 風 祌祭詞 なる も、 其 注に 云る が 如く 稻穀 Q 生 

タク  サキハ へ 

て 長る 事 は 風 氣の搖 動に 依る 事なる が 故に、 此廣瀬 神に 殊に 親しく 御 在る 故 を 以て 此詞と 同じく 成 幸 賜と 有り) 幸 は 

祌等 Q 人に 相預給 ひて、 幽 より 其 功 を 立德を 積し め 給 ふ 活機妙 用 を 幸 魂と 申し、 其 功 を 立德を 積む 事 は 人爲に 在れ ど 

も、 其 本 來は神 Q 幽贊給 ふ 御功德 Q 預 るが 故に、 其 Q 讓る、 -所 我が 所業ながら 己が 思慮の 外に 成り、 意表に 功 立つ 此 


奇 魂と 申す 者なる が、 此 なる 幸 も 其 例に て 佐 伎と は神靈 Q 放 分 て、 幽 より 相 預て人 をして 其 物 を 成し 其 事 を 令遂給 

ふ此卽 神の 御 守護に て 有な り、 御 守護 有が 故に 無恙く 平安な り、 (萬 葉 五に 佐 伎 久伊麻 志 P ュ、 十三に は眞福 また 福と 

も 有、 此 外幸眞 幸と 甚多見 ゆと 記傳 十六に 見えたり) 佐 伎 波 £ は幸延 にて、 延は其 事の 滞り 止る 事無く 延然 なる を 云 

ふ、 祌の御 守護 Q 窮盡 無く 打延て 長久し かる を 云な り、 (但此 波 E は辭 なる が 故に 幸 延と續 見 まじき が 如しと 雖も然 

らす、 其辭と 云へ ど 备其格 有て 活用 運轉の 法則 有が" 各 其 自己 Q 意義 有る 其 を帶て 活用 運轉 せる 其 活用 運轉は 過去 現 

在 未來を 分別し" 自伦を 差別め、 禁止 希求 を 令 知る 事の 用な り、 然れど 其義に 於て は 何 處迄も 同じから ざる 事 を 得す、 

通る 事 云 も 更なり、 偖此 0 佐 伎 波 ra の 例 は 災、 業、 味，' 種 などの 波 比 何れも 延の義 なる を 以て 悟 可き なり) 賜 者 

は 秋 祭 爾奉牟 登に 係た るな り、 祈年祭 (第一 一 第 七 第 十) 詞 共に 寄 奉 波と 有る に 同じ、 (何れも 秋 祭に 係た る を、 讀味 

へ て考ふ 可き なり) 

初穏者 汁爾母 穎爾母 は、 第二 詞に 出づ (卷 一見る 可し 卷四 第十詞 にも 見 ゆ、 但 彼に は 穎 雨 母汁爾 母と 云て、 此 に汁爾 

母穎爾 母と 云る に 、第 違へ るに 似 たれ ども 別意 有に 非す、 第 七 詞には 荷 前者と 有り 但其は 少し 別義 有る 事な り) 

千稻 八千稻 は、 風神 祭 詞に八 百 稻千稻 と 見え、 又 祈 年 第二 詞に千 穎 八 百 穎 爾奉置 S 云， - など 有に 同じく、 稻 穗を數 多， 

に 奉て 酒に も讓 り、 或は 穎 乍 も 奉る を 云な り、 但 本に 八 千稻を 八十 稻に 誤れる を賀茂 翁の 改られ たるに 依つ、 (千 

代に 八千代に など 常 も 多く 云 例 なれば、 必 八十 稻には 非で 八千稻 なる 可き 害な り) 诸稻を 伊 顧 と 云 ひ、 志 漏と 云に 就 

て 思 ふに、 共に 氣 根と 云 事な り、 氣を氣 吹な ど 云 時 は 伊と 云 ひ、 息 長 を 志 長と 云な ど、 氣息を 共に 伊と 云 ひ 志と 云證 
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なり、 顧と は 其 本 著く 所 を 以て 云稱 なり、 偖 此を氣 根と も 息 根と も 云 ふ 所以 は、 巳に 此卷 首に 說る 如く、 食氣 を禀受 

て氣息 調 ひ 世に 長存 し久視 する 者 なれば、 氣 息の根 源に して 壽 域の 保護つ 所たり、 此 故に 稻を諸 穀の最 首と し、 氣息 

の 淵 底と は爲 るな り、 上古より 此大忌 風神 兩祭を 共に 物爲 させ. 給 ふ 事 は、 斯 在る 故 有に 依れり、 然れば 大忌神 は稻穀 

の神靈 にして、 其 功 能の 顯 見る i 所 風神の 御幽黉 なる 事 云 も 更なり、 (卷 一 第三 詞 Q 下に 云る 事共 を考 合すべし) 

引 居 S は、 風 祌祭詞 に は 引 居 置 S と 有り、 引と は 持 運 ふ 事 を 云 也、 出 雲 風土記に 國引坐 八 束 水 臣津野 命と 國を引 寄て 

造 給 ふ 由な り、 叉此. 第七詞 に、 八十 綱打掛 S 引 寄 如 事と 賓も持 運び 寄る 事な り (宮材 を 運ぶ を赏木 引と. 云な ど此に 同じ) 

居 S は、 崇祌 天 皇御紀 に 坐と 作り、 古書の 例 居，, 忌 愛, 叉 齋戶乎 忌 穿 居な ど 有 は、 多く 地上に 置 事 を 云れば、 引 居 S は 奉る 

より 前に、 先 其 社の 庭 上に， 持逕び 居る を 云な り、 斯 在ば 居 は 您體を 合せて 大きく、 置 は 其 を 分る 所有て 小き なり、 熟此差 

別 を 心得 可き 者な り、 祈年祭 詞には 此事を 云ざる 故に 、初穂 乎 波 云々 奉 置 S 云々 稱辭竟 奉牟と 云り、 此の は 其 稱稱竟 

奉 牟に當 りて、 究めて 多く 盡す意 を 含たり、 鈴屋 大人 說に引 居 S と 云て、 叉 如 二 横 山, 打 積 置と 云る も甚 拙し と 云れ たれ 

ど、 其 は 居と 置と を 混同に 思 僻めら れし說 にて 依 難し、 此詞に は 庭 上に 持逞び 居、 偖 神前に 如 横 山 打 積 置く 事の 綱目 

を 委しく 分ち 云る に、 風神 祭 詞には 其 二 を 一 に 約た る 故に 引 居 置 S と 云る に 心 を 潜めて 思 ふ 可く こそ、 (若 其 居と 置 

と 同意 Q 言なら むに は、 其 風神 祭詞 なる も 拙き に 似たり、 一一 一一：： 各 別なる に 依て こそ 云 知ぬ 意味 も 見 ゆる 物な り けれ) 

如 潢山打 積 置 S は、 千 稻八千 稻に引 居た る稻を 汁と 爲し 穎と 爲て、 神の 御. 前に 積み 置く 事の 多 在る を 云な り、 (此同 

語 後 七 詞及春 日祭詞 次なる 六 御縣山 ロ祌詞 にも 在り、 其 說は卷 三 第 七詞の 註に 云る が 如き 同事 乍此は 上に 引 より 


镜 けたる に少か 意に 味 ひて 聞く 可き 事 有り」 

秋 祭 繭 奉牟登 は、 龍 田 風 祌祭詞 にも 有り、 考に今 四月 Q 祭に 七月 Q 祭 を 云 也、 そ Q 七月に は此等 Q 首 を換 可し」 と 云 

, ^たる は 尤な番 ながら 甚 f 說な り、 成る 程 其 文 を換て 用ら f ことなる 故に、 成 幸 5 や は將然 • なれば、 其 

を獻 と已然 si& へ、 此 なる 如 横 山 打 積 震 秋 I 奉 St 如 横 山 打 霍讓久 登と 換 t る 可し と は 

思 ゆれ ども 大 なる 僻說 なり、 まる 風祌祭 i 下に 云 ふ 可し 予も 先に は 如此く 一二 字を換 たるながら 用ら る、 事 は 古 

文 Q 妙處 なりと 思し かど も 中 •*< に曲說 なり 力し、) 

皇 神鶴皇 靈此 にて ii 共 s 唯 f 合？ 囊 なり、 SS く、 龍 星 も 神 ilii 

宣と 有、 此 にも 有べき に 落た るに や、 上に も 云 ふ 如く 此 文に は 字の 落 も 衍も甚 多し、 重 胤 云く 此詞 の始に 云々、 稱辭 

竟奉久 乎 神主 祝 部 謹 聞 食 震と 云る I 中？ 二 略る き、 紫に 至て sit 山.！ is5i なる 故 

に、 祌主祝 部 等 諸 聞 食 止宣と 云り、 叉此 文に は 字 Q 落 も 衍も甚 多し と 云れ しも 心得す、 上に 說云ふ 如く 聊も 衍文 脫字 

有る 事無くして 甚々 美麗し く 美 好き 古文なる を 如何に 思 混ら れ けむ) 

ャ マト；， 一， ムッ， -.-7. 力 タマ タ ャ-. ゲプニ マス； スン51^クー-ノにー14,^1。 

53!^ 國能。 六御縣 乃。 山ロ爾 坐。 皇神等 前爾母 

此は廣 瀬大忌 祭に 蘭て、 御 縣六座 山 口 十四 座の 神 等 を 祭 添ら る&に 依て、 山 口 祌に辭 別て 令 申 給ふ詞 なる が、 其御縣 

昨 こ申詞 無くして、 山 口 神 詞耳有 を 以て r おた るかと 思 ふに 然ら す、 御 縣六座 Q 神 は 祈 年 (第 八) 詞 0 下に 註る 如く、 
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御食津 神に 御 在て、 此廣瀨 坐大忌 神と 同 神に 御 在る が、 彼 は 蔬茱の 事 を 主として 祭らる \ に 依て 其詞も 殊に 別に 在 を， 

此は稻 穀の事 を 主として 祈らる 上 華 故に、 其 趣意に 於て は 大忌祌 に 申させ 給 ふに 異る事 無き を 以て、 其 詞は此 大忌祭 

詞を相 通して 用 給 ふに て 有べき かと 思 ふに 然ら す、 此は御 縣山ロ 祌をー に 連た る辭 別な り、 下に 云 を 見る 可し (其證 

は 本朝 月 令に 右の 大 忌詞 を 舉られ たるに、 此を 記さざる は辭別 Q 文なる が 故な り) 四時 祭式 (大忌 祭條) に、 是日 

以 -御縣 六 座、 山 口 十四 座 f 合祭、 其 幣物 者 座 別 五色 薄 維 各 一 尺、 倭 文 五寸、 木綿 ニ兩、 麻 五雨、 槍 鋒  一 口  (料鐵 用- 1 

社 分，) 四 座 置 八 座、 置 各 一 束、 楣 一枚、 庸布ー 丈 四 尺、 晨葉薦 二 尺、 共用，， 社 料 T 但御縣 六 趣、 別 加-, 維 三尺-と 有 を 

以て 見れば、 其 御縣山 ロ祌等 共に、 廣瀨 社に て 饗し 祭らる i なり、 共用-一社 料， と 有れば 當日廣 瀬に て 祭られ、 其 幣帛 

は 六御縣 Q 刀 漏に 藤て 其 本社に 奉らる- - 事と 聞え たり (然る を鈴屋 大人 說に此 段 殊に 拙く、 甚 しき 非 事 耳な りと 云れ 

し は 深く 思 はれ ざり し 者な り、 fs^, ^事 Q 因々 に 論へ る 事の 有 を 以て 見べ し) 

倭 國能考 に、 大和と 作ぬ を 思 ふに 慶雲和 銅の 間 Q 文なら む」 と 云れ たる は 委しく 見られた る なれ ど、 慶雲和 銅 Q 文な 

らす >  慶雲和 銅 以前に ^幸 記された るに て、 其 實は崇 神 天皇 以來 Q 古文な り、 (其 は 天 武 天皇 四 年に 始て 祭られた る 趣 

なる に、 六 御縣の 古名 は孝德 天皇 以前の 稱 なる を 思へ) 

六御縣 乃の 乃 字 は 及 字に て、 山 口 Q 上に 有つ る 字な りけ む を、 誤て 乃 Q 假字 として 小 書に は爲 るな り、 (若辭 Q 乃な 

ら むに は 能 を 書べき 例な り、 此下 にも 六御縣 能と 見え、 風 祌祭詞 にも 倭 國六縣 能と 有 を も 思 ふ 可し) 六御縣 は、 所謂 

る！： 縣六 座に て、 卷四 (第 八 詞條) に 記せる 如く、 高 市、 葛 木、 十 市、 志 貴、 山邊、 曾 布と 有に て、 祌名 式に 大和 國 


高 市 郡 高 市御縣 神社 (名 祌大月 fr 、新 嘗) 葛 下 郡 葛 木御縣 神社 (大 月次 新嘗) 十 市 郡 十 市 御縣坐 神社 (大 月次 新蒈) 城 

上 郡 志 貴 御縣坐 神社 (大 月， 、新 嘗) 山 邊郡山 邊御縣 坐 神社 (大月 ff. 新嘗) 添 下 郡 添 御縣坐 神社 (大 月次 新嘗) と 有る 

以上 六 座な り、 伹此御 縣祌は 古事記に 坂 之 御 尾 神と 有り、 坂 之 御 尾と 有を以 思へば、 葛 木より 始れ るに や、 尙 上に 云 

る を 見て 知べ し、 (此 中に 高 市と 葛 木と 二の 御 縣には 坐 字 無き は 本より 非 ざり しか 脫た るか) 御縣は 御園と 云に 同じ 

きを 以て、 今 京 以来 は 園 神と 申て 祀ふ 事內膳 式に 見えた るが 如し、 園韓 神と は 異なり、 思 混 ふ 可から す、 三代 實錄貞 

觀 三年 五月の 處に、 授-圜 池 司 無位 御氣 津神從 五位 下 一と 有る 證 文に 依り、 逐々 逆上りて 終に 御 縣坐神 は 御食津 神に 坐 

事 を 悟明め て、 卷四 (第 八 詞條) に 云る が 如し、 (園 池 司 は、 所々 の 御園より 日々 Q 供御 料 物 を 貢 上る を收る 司なる 

が、 各 其 御園 を 主す 園 神 有 を 取較て 司に も 祭祀る.. -事 なり) 偖此六 御縣祌 の大忌 神と 同 神に して、 各 別に 祀れ給 ひ 其 祭 

Q 大忌祌 に 腸る を 思 ふに、 必崇神 天皇 御世に 此廣瀬 社を祀 祭られし 間より、 各 其 御 縣の御 守護 Q 爲に、 廣 瀬より 勸請 

爲られ し 者に て、 廣瀬は 其 六 御縣の 本宮と 云べき 様な り、 (此御 縣坐祌 社 を、 各 其處々 Q 縣 主の 祖神 Q 如く 心得た る 

人 も. 多 かリと 見えた る は、 如何 ぞャ、 其縣 主の 遠祖た る 人 Q 祀祭 りけ めど も、 其 所 祭 は 別にて 上に 云る 如く 御 食津神 

なり 思 誤る 事 勿れ) 借廣瀨 を本宮 とし、 六 御 縣を枝 社と して、 國造縣 主 を 始め、 六御縣 Q 刀禰 男女に 至迄參 集て、 其 祭 

の 事 を 執行し なりけ り、 四時 祭式 大忌祭 t 神 祭 云々、 國司 次官 以上 一人 If 常-行事？ 卽 令- 1 諸 郡 云云 一と 見え" 此詞に 

倭國乃 六御縣 能刀禰 云 々と 有に て炳焉 し、 (此等 は天武 天皇 以来の 遺制なる 可 けれど、 其 上古 は 國造は 主と 廣瀨龍 田 

神 祭 を 主と 掌て 仕 奉り、 六 御 縣の縣 主 は 各々 其 御 縣祌を 常に は祀仕 奉り、 其 祭に 臨て は 刀； 戲 男女に 至 迄 率る て、 其 
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本宮 に參集 ひ、 國造 と共に 其 祭祀 を 執行へ りけ む 事 今 も 眼前に 見が 如し) 惜此詞 に 皇祌等 乃 敷坐須 山山 乃自ロ 狹久那 

多利爾 下賜 水 乎まで は、 山 口 祌の御 功德に 抱り、 次に 甘 水 登受而 天下 乃公 民 乃 取 作禮留 云. _< は、 御縣神 Q 御所 業なる 

を、 錯綜に 爲る 古文 Q 妙なる 處 なりと 雖も、 六御縣 乃と 有る 乃 字 を 及 字と 見 ざれば、 此 にも 彼に も 滞る 虎の ffi 來て事 

實に協 はす、 式 文に 合す、 是を 以て 故 大人 Q 此文を 疑れ し 者な り、 (鈴屋 大人 說に 所々 Q 山 口 神 は 宫材の 事に 就て こそ 

祭 給へ 水の 爲に祭 賜 ふ 事由 無しと 云れ たれ ど、 其 宫材の 事 は 二月 祈 年に 祈 申 給 へれ、 此には 水の 御 祈なら す は宫材 Q 

事に 就て 此に祭 給 はむ 由 も 却て 無き 害なる 者 を や) 

山 ロ爾坐 は、 四時 祭式 (大忌 祭條) に 山 口 十四 座と 有る 此 なり、 此中 祈年祭 詞に 見えた る 飛鳥、 石寸、 忍 坂、 長 谷、 

畝 火、 耳 無 等 Q 六 座の 外 は、 四時 祭式 (祈年祭 條) に 見えた る吉 野、 巨 勢、 賀茂、 當麻、 大坂、 瞻駒、 都祁、 養 布 等 Q 

八 座に て、 神 名 式に 大和 國高市 郡 飛鳥 山 口 坐 神社 (大 月次 新嘗) 十 市 郡 石寸山 ロ祌社 (大 月次 新嘗) 城 上 郡 忍 坂 山 口 

坐 神社 (大 月次 新嘗) 長 谷 山 口 坐 神社 (大 月次 新嘗) 高 市 郡 畝 火山 口 坐 神社 (大 月ォ 〈新 嘗) 十 市 郡 耳 無 山 口 神社 (大 

月. f^: 新嘗) 吉野郡 吉野山 口 神社 (大 月，^、 新嘗) 葛 上 郡 巨 勢 山 口 神社 (大月 チ、 新嘗) 鴨 山 ロ祌社 (大 月，^、 新嘗) 葛 下 郡 

當麻山 口 神社 (大月 f^: 新嘗、 〇 但今 本に 無き を 一 古本、 叉 一 本に 依て 補つ、 葛 下郡大 十三 座と 有數 にも 合り) 大坂山 

口 神社 (大月 、新 嘗) 平 群 郡 伊古 麻 山 口 神社 (大 月ォ、 新嘗) 山 邊郡都 祁山ロ 神社 (大 月， f へ 新嘗) 添 下 郡 夜 支 布 山 口 神 

社 (大月 fi, 、新 嘗) と有此 也、 但 祈年祭 詞に 載れる は、 右の 如く 六 座なる を、 此は國 中の 山 口 神 を 共つ に 祭る 故に、 合 

せて 十四 座なる 也、 然れ ども 右の 祈年祭 も- * 祝詞 Q 上に てこ そ 六 座 なれ、 其餘 Q 八 座に も 馬 を 奉る 事 四時 祭式に 見え 


たるが 如し、 其 外 畝 火、 耳 無の 二 座 は、 右 Q 六 座 Q 列ながら、 馬 を 進 せらる i 事 は 見えす (但坐 字 Q 有と 無と 有れ ど 

異なる 義 有に 非す、 元より 無り つる 者なる 可し) 傻此祌 等を祀 給へ る本緣 は、 卷四 (第 九 詞條) 叉此卷 首に も 云る 如 

く、 崇祌 天皇 九 年御紀 に、 春 三月 甲子 朔戊寅 天皇 夢 有- 1 神人- 誨レ之 曰、 以-! 赤 盾 八 枚、 赤 矛 八 竿 T 祠 -1 墨 坂 神？ 亦 以-黑 

盾 八 枚、 黑矛八 竿、 祠，， 大坂 神-云々 と 見え、 古事記 同 段に も、 於- 1 宇陀 墨坂祌 T 祭， 1 赤色 桐 矛？ 叉 於，， 大坂祌 r 祭 =黑 色 

榍矛, 云々 と 有、 共に 同事なる を、 記 傳廿三 (三十 九 丁) に、 大坂祌 は 右に 引る 神 名 式なる 大坂山 口 神社 (大 月次 新 

嘗) なる を考徵 されて 其說に 云く、 御紀の 文と 龍 田 風神 祭詞に 合せて 思 ふに、 此水垣 御世に 如此 殊に 祭 給へ る 祌等は 

祈 年の 爲也 けむ を、 凡て 祈 年に は處々 の 水分 祌、 山 口 祌を祭 給 ふ 例に て、 祈年祭 ス月 、祭の 祝詞に も、 山 口 坐 皇神等 

能 前 雨白久 云々、 水分 坐 皇神等 能前爾 白久、 吉野 宇陀 都 祁葛木 登 御名 者 白 S ま々 と拉 云る と、 此に 墨坂祌 (宇陀 水分 

祌社 なり) 大坂祌 (大坂 山ロ祌 社な り) と 竝て祭 賜 ふと を 思 ふ 可し、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 九月、 風雨の 御 祈に、 遣 

レ使 奉幣 四十 五社の 中 多く は 山 口 神と 水分 祌と にて、 其 中に も 大坂山 口 神、 宇陀 水分 神 も 入れり」 と 云れ たる 一一 目の 床 

しき 說な るに 就て (但此 は 文意 を此に 續る爲 に、 大に 取捨して 此に 引出たり、 其 心して 見る 可き 者な り 臨時 祭式 祈 雨 

神 八十 五 座 Q 中に 此 十四 座の 山 口 祌も列 加給 ひ 叉 水分 祌等 も此 列な り、 然る を 大祓詞 後 釋附錄 なる 大忌 祭條 に、 山 口 

神 は 宮材の 事に 就て こそ 祭 給へ、 水の 爲に祭 給 ふ 事由 無し、 水 Q 御 祈に は 水分 神 を こそ 祭 給 ふ 事 なれ、 叉惡風 荒水兩 

不二 相 賜 一と 云 事 も、 御 縣祌山 口 神に は 似 著ぬ 事な り」 と 云れ し は、 記傳 Q 如き 美き 說を〕 出し 乍、 此詞 の續き y 且と見 

て は然は 聞え 難き に 依て 不意く 思脫 された る 者 也、 然れ ば記傳 Ql^ を 取て 此說は 捨て 可な り) 此廣瀬 大忌祌 も 龍 田 

.せ. 喜 式 祝詞 講義 六之卷  五三九 
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マ セマヅ  ィハハ 

風神と 共に、 同 崇祌ー K 皇 御世に 勸 請れ る 事此卷 首に 考 記せる 如くなる が、 其に 屬て此 山ロ祌 も祀れ 給へ りけ る を、 御 

紀には 廣瀨龍 田 神の 事 を 記 漏され、 祝詞に は 御 縣山ロ 神の 事 を 載られて、 水分 神の こと は 祈 年月 次に 耳 有て、 此大忌 

祭の 列に は預給 はざる 者な り、 然れ ども 此詞 に、 皇祌等 乃 敷坐須 山山 乃 自レロ 狹久那 多利爾 下賜 水 乎までの 文 は、 其 

水源た る 山ロ祌 Q 主る 所、 甘 水 登 受而 云. は、 御縣 神の 流 末 を受て 田地 を 養育 給 ふ 御 業 を 云て、 水分 神 Q こと Q 見え 

ざる は 其 山 n 神と 共に 御 功 を 施 給 ふが 故にて、 元より 水分 祌を此 に 祭る 事に て は 非り けるな り、 (能. - 文意 を 味へ て 

思 ふ 可く こそ) 猪 此山ロ 神に、 黑盾黑 矛 を 奉らる.. 1 事 は御紀 共の 外 は 見え ざれ ども、 已に 上に 引る 大忌 祭式なる 幣物 

Q 中に、 ^鲜  一口、 循ー 枚と 有 は、 其餘 風を傳 たる 者な り (但黑 盾、 黑矛 など は當昔 初て 大 坂に 祠給ふ 時に、 一 度 奉 

られし 迄にて 其 後 は 年々 に增 減な ど 有も爲 けむ を、 式 文 御定の 頃に 至て、 各 一 口 一枚と 爲れ るな り、) 

皇神等 前爾母 は、 右の 御 縣神六 座 山ロ祌 十四 座 を 合せて 申せるな り、 上に 云る 如く ，右 の祌々 は大忌 祭に 屬て廣 瀬 社に 

て祀ら る.^ 事爾 母の 辭 にて 通えたり、 借 其 幣物 は 各 其 社々 に頒 ち納ら る- i 事 は、 猶 祈年祭 を 神祇官に て 物し、 其 幣物 

を 頒ち行 はれた るに、 各 諸 社の 神主 祝 部 共の 其 を 受赐り 持 下りて 其 社に 納めて 祭 を 行 ふに 異ならす、 四時 祭式 (大忌 

風神 祭條) に國司 次官 以上 各 一人 專 常-行事？ 卽 令，， 諸 郡 別 交易 f 令， 供 n 進贄ニ 荷？ 其 直幷米 酒稻、 拉 用- 當 國正稅 T 

.a 外 所 司 請 供 云. -<  と 有 を 思 ふ 可し (此に 就ても 廣瀬龍 田 祭に 就て、 御 縣神山 口 神 を 祭りて 當國 司より 始め 擧國 押拉て 

祭なる 事 所 知たり) 


スメミ マ,：， コトノ  ゥヅノ  ：、 テグ ラ ヲ  ァ カルスへ  テル タへ  二- fc- タへ  ァ ラタへ  イツ ィ ロノ モノ  タテホ n  二  イタル マデメ テマ？' ル 

皇御孫 命 能。 宇 互 乃 幣帛 乎。 明 妙。 照 妙。 和 妙。 荒 妙。 五色 物。 栀 戈爾" 至 萬 S 奉。 

宇 豆 乃 幣帛の 帛字今 本に 脫 せり、 此 の 古書 共に は幣字 一字 を 書て、 美 S 具 羅と訓 る 常の 事 なれ ども、 此 本に 例 無れ 

ば 決て 脫 せる にて 有べ き なり、 故 今 補つ、 ( 世に 帛字 の 有る 善 古本 有 ベ けれ ば 如 此く補 置て 其 W を 待 Q み ) 

明 妙、 照 妙、 和 妙、 荒 妙、 五色 物、 楣戈爾 至 萬 S 奉 は、 四時 祭式 (大忌 祭條) に 是日以 -御縣 六 座、 山 口 十四 座？ 合祭 

其 幣物 者、 座 別 五色 薄 維 各 一 尺、 倭 文 五寸、 木綿 ニ兩、 麻 五 兩、 检鋒  一 口、 (料鎮 用- 1 社 分-) 四 座 置 八 座、 各 一 束、 

楣 一枚、 庸布ー 丈 四 尺、 暴 葉薦ニ 尺、 共用，, 社用？ 但御縣 六 座 別 加 維 三尺， と 有る 此を 云な り、 (伹四 座 置 八 座 置 は、 

右 Q 幣物 を 載る 料な り、) 

力 ク ダテ マツ ラバ  スメ カミ クチ / シキ マ ス  ャ マヤ マ Z ゥチ ヨリ  サク ナタリ 二  クタ シタ マフ： -づヲ  ゥマシミ.^ト ゥケ テ 

如此奉 者。 皇神等 乃 敷 坐須- 山々 乃自 口。 狹久那 多 利爾。 下賜 水 乎。 甘 水 登 受而。 

ァ メズ. ン タノ ォホ； /タウ ラノ  トリック レ ル  ォキ ッ ミ トシ ヲ  ァ- ンキゥ セ了ラ キミ ヅニ  ァ ハセ タマ 「ス .V. 刀 ミコ トノ  ナシ サキハ へ タマ ハバ 

天下 乃公 民 乃。 取 作 禮留。 奧 都御歲 乎。 悪風 荒 水 雨。 不相 賜。 汝命 乃。 成 幸 波 M 賜 者。 

上に 楣戈爾 至 萬氐奉 は、 其 御縣山 ロ祌等 を廣瀨 社に 合祭て、 當日其 幣物 を奠ら る，^ 現在 を 云 ふ 故に、 多 S 麻 都 流と 訓 

み、 此 なる 如 此奉者 は、 其廣瀬 社より 御 縣六座 山 口 十四 座の 神 等の 社々 に、 各 贈て 進ら 令る 將來の 事 を 云 故に、 多 S 

麻 都 良 婆と 訓 べきな り、 (然ら ざれば 今 奉らる，， - 幣物の 事 を 云す て 秋 祭 Q 幣物 Q 事 耳に 成て 伦例 にも 異なれば な 9 心 

を 平にして 味 ふ 可し、) 
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皇神等 乃 敷坐須 は、 山 口 祌御縣 神に 係て 云たり、 敷 坐 Q 事 は 上に 出、 (卷ニ 第四詞 Q 下に 云り) 然る は 山 口 神 は、 水 

源より る 水 を 狹久那 多 利に 下 g ひ、 御 縣祌は 其 を 甘 水と 受赐 ひて、 田地 を 養育 給 ふ 事 を 下に 云る 大網 を、 此 に如此 

云 ひ、 上に 倭 國能六 御 縣及山 口 爾坐皇 祌等前 雨 母と 云る を 此に受 て、 其 神 等 Q 功 用 を 云 分た む 料な り、 皇祌等 乃 敷 坐 

須と は、 其 功 用 を 施 給 ひ 其 地 を 主領き 在す を 云 ふ 事 云 まく も 更なり、 (此を 唯に 山 口 神に 耳 係て 心得む は、 無下に 此 

文 義を得 悟らぬ 所爲 なり) 

山々 乃 自ロは 祈 年 (第 九) 詞の 下に 云る 如く、 山 口 を 云な り、 然れど 山乃自 口と 云べき を然は 云す て、 山々 乃自 口と 

云る は、 右 Q 十四 座の 山 口 神の 主領き 在す 山々 を 漏 さす 云が 故な り (然れ ども 其說に 於て は 少も異 る 事無し 卷 四に 云 

る を 見る 可な リ、) 

狹久那 多 利 は、 大鈸， 詞後釋 なる 佐久那 太理の 註に、 佐 は 例の 眞 にて 眞 下垂な り、 川 水 Q 山より 落る 形容 を 云り、 偖然 

水 〇 落る 所 を、 久良 とも、 多爾 とも 云 ふ、 久良は 久那、 多爾 は多理 にて、 共に 久那多 利より ffi たる 名 也、 (谷 を久良 

とも 云る 事 古事記 傳五闇 淤加美 神の 處に委 く 云る が 如し、 〇 冠 辭考石 走垂水 Q 下に 云く、 垂 水と は 卽瀧 Q 事な り 今 も 

遠 江 Q 奥山 人は大 なる 瀧 を も 多 流と 云り、 同 山中に 今 多 流 山と 云 ふ 山 ノ名有 も 其 處に三 Q 瀧 Q 落れば 云 ふ 也) 萬 葉 十 

七 (十七 丁) に、 能奈 久久 良 多爾と 詠る も、 久那多 利と 通て、 唯 谷の 事な り、 叉祌名 帳なる 近 江 國栗太 郡 佐 久奈度 

社 を 櫻 谷と 云 を 以て も、 久 那と久 良と 同じき 事 を 知べ く、 叉 此社は 勢 多より 二 里 計 下 鹿 飛と 云 所 Q 瀧の 落 口  Q 東岸 

に 在り、 此 にても 狹久那 多 利の 意 を 知る 可し、 然れば 多雨と 云も久 良と 云 も、 本 水の 下り 落る より 出た る 名な り (考 


に久那 Q 約お なれば、 逆 垂を延 て 狹久那 多 利と 云り と 云れ たる は 心 i£ す、 水 は 本より 下る 物 る 故に 上る を こそ、 逆 

登る と 云 へ 下る をば 爭か 逆と 云む 1 n| 佐 加 を 延て佐 久那と は 云べ くも 非す) と 云れ たる は、 實に 然る 言 なれば、 今 云 

サクナ タリ 

べき 節 も 無き に 似 たれ ど、 予が 心に は 狹久那 多 利 は 狹囘垂 に は 非ら じかと 所思 ゆ、 久 那は久 良と も 相 通 ひて、 谷の 事 

ヶネ  マ スグ 

なる 事 は 上 Q 說 Q 如し、 其の 谷の 形容 はし も 右に 左に 囘 りて、 水の 流る &者 なれば なり、 物の 眞 直なら ぬ 事 を 久画流 

力 タクナ  クネ 

と 云 ふ ■ 事 は、 續紀宣 命に 久奈多 夫 禮と云 ひ" 常 も 頑愚な ど 云 ふ久那 は囘の 意に て、 正路なら ぬ を 云 ふなり、 今 も東國 

語に S を 久扁と 云 ひ、 循 巡る 事 を久禰 流と 云 ふ も、 古 一一 目の 遺れ るな り (此 久奈多 夫禮、 叉 頑愚な どの 久那の 例 は、 源 

氏 物語に 久禰 流と 云 ひ、 久 禰久禰 志と 云 ふ 語 有りて 何れも 同事に て眞 正なら す、 片 偏て 侫け II れる なり) 水の 谷に 沿 

クネ 

て 流る \ も、 囘る 處に當 りて 勢を增 し、 瀧つ 流 を爲す こと、 現に 知る 如く なれば、 是を 以て 狹久那 多 利 は、 狹囘垂 な 

ら むと は 言 ひ 試るな り、 (見む 人 其 Q{ 几し きを 取る 可し、 或說 に.' 狹久那 多 利 は 分流 垂 にて、 山 口より 分流せ るな り」 

と 云 へ る は 非ら す) 

下賜 水 は、 其 山ロ祌 Q 狹久那 多 利より 下賜 ふなり、 此 より 彼 祈 年 (第 十) 詞に 云る 水分 祌 Q 分配 給 ふなり、 巳に 上に 

記傳を 引て 云る 如く、 崇神 天皇 九 年 四月に、 墨 坂祌、 大坂祌 に 楣矛を 進り て 祭らせ 給 ふ は 祈 年 穀の御 事に て、 所謂る 水分 

祌>  山ロ祌 なれば、 今 も 其 例に 因 准て、 水分 祌を こそ 祭らせ 給 ふ 可き に、 此には 御 縣神を 祭らせ 給 ふ 事 は、 巳く 古義 

を 失る にかと 思 ふに 然ら す、 水分 祌の水 を 分配 給 ふ 事 は、 畢竞山 ロ祌の 山， <<  Q  口より、 狹久那 多 利に 下賜 ふ 上の 作用 

なる に 依て、 此 にて は 山 口 神に 祈& さる.^ が、 其 山ロ祌 より 水分 祌に其 事 を 令 成 給 ふが 故に、 別に 祭られざる は 主宰 
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たる 神 を 祭れば、 其 支 屬神は 其に 從て 共に 其 祭 を 禀給ふ 事 常例 なれば なり、 山 口 神 は 水源 Q 祌、 水分 神 は 其 流 末 Q 神 

たる を 思 ふ 可し、 祈年祭に は 山 口 神 は 其 宮材の 事 を 主として 祭らる i を 以て、 水分 神 Q 祭 は 別に 在な り、 (此疑 Q 御 

在す 故に、， 鈴屋 大人 も、 山 ロ祌は 宮材の 事に 就て こそ 祭 給へ、 水 Q 爲に祭 給 ふ 事由 無し、 水の 御 祈に は 水分 神 を こそ 

祭 耠ふ事 なれと 云れ たれ ど、 予 が此說 にて 能 聞 ゆる を や) 今 此に思 得つ る 任に 書附 く、 古事記に 大山 津 見神、 野椎祌 

ニ祌 因-山野" 持 別 而生神 名 天之狹 土神、 fs- 國之狹 土神、 次 天 之 狭霧 神、 次 國之狹 霧 神、 次 一 K 之 闇 戸神、 〈國 之闇戶 

神、 fr.: 大戶惑 子 神、 次 大戶惑 女神、 (自- 一一 K 之狹 土神， 至- 大戶惑 女神 S 二 神) と 有に 就て 思 ふに、 此 なる 野椎 神と 申は師 

說， (古史 徵) の 如く、 豊受 氣見賣 神の 分 御靈に 坐て、 野 神と 坐し 草 靈と御 在る が、 此趣を 以て 看れば、 大山 津 見神と 

御 夫婦 Q 御中 問と 見 ゆ、 然れど 其本體 Q 豐宇 氣爲賣 神に 非す、 其 Q 分靈 Q 野椎祌 なり 混 ふ 可から す、 (尙 大山 津 見神 

Qw 淤加美 神 を娶給 ひて 御子 數多御 在す こと、 神 世の 語 事に 記し、 其說は 別に 云 ふべ し) 持別而 は、 其の 山野より 其 

雲霧と 爲 りて 國土 Q 水源と 爲る 可き 種子 を 持 別ち 來會 て、 御 合 坐 事 を 云な り、 (記 傳に此 持^ 而 Q 說 無き は輕く 見ら 

れし 者なる べし) 天 之狹 土神、 國之狹 土神 名義 狹土は 字 Q 如くなる 可し、 此 大地 Q 內を 山と 區り、 野と 界ふ、 此卽各 

1 區な るが 故に 狭 土と は 云な タ、 借 雲霧 Q 起る 事 は、 山野 草木の 水氣を 吐に 依れり、 (但 神代 紀の 首に 國常立 尊國狹 

槌 尊と 有り 國狭槌 尊 を 誤な り， 一 と 先師 等 Q 云れ つれ ど、 彼 神 は 亦 名 を 國狹立 尊と も 申せる が、 實には 國之常 立 神 Q 別名 

なる を 誤て 別 神と 記せる にて、 此と は異意 也、 然れ ど此に 似た る 事 有り 國狹槌 尊 有て、 其， h, 、に 豐雲野 尊 有 は此と 大小 

Q 差な タ、 其 は 國狹槌 尊 は、 こ Q 大地 Q 圓 まり 窄 まりた る 地面の 形勢に 就て 負 坐る 御名なる が、 豐雲野 神 は 地 外の 壞 


環の 祌 たると、 此に狹 土神 有りて. 、に 狭霧 神 坐と 全く 同じ 樣の 事な りけ り、 此の 狹土 を記傳 に、 坂 豆 知な りと 云 はれ 

たる は 今 取らす、 唯狹 土の 土 は 字 Q 如くに て、 土より 霧の 發云. <  と 有る ぞ云 はれた る) 天 之 狭霧 神 阈之狹 霧 神 名義、 

此も 字の 如く 狭霧な り、 山野 草木の 氣を 吐きた るが 熏滿 て、 雲霧と 爲るを 云 ふ、 元來 雲と 云 ひ、 霧と 云 ひ、 a と 云 ふ 

も、 共に 同 物なる が、 其の 形勢に 隨 ひて 稱 呼の 異れ るな り、 雲 は氣聚 にて 水氣の 屯り 凝る 事、 霧は氣 にて、 水氣 Q 

签に滿 有る 事、 霞は幽 水に て 水の 其 體を氣 に 化て 空中に 靡く を 一 K ひて、 同 物異稱 なり、 (記 傅に 、狭霧 は 坂 k にて、 境 

と 同じと 云 はれた る は 常ら す、 今一 の 考說に 字の 如く 霧と 云れ しは尤 なり) 天 之 闇 戶祌、 國 之 闍戶神 名義 闇戶 は、 記 

傅に 說れ たる 如く、 久那太 理の義 にて、 水 氣の屯 凝て 雲霧と 爲り、 雨と 零る 時 は 谷に 水 有て 流る，^ を 云な り、 太理を 

戶と耳 云 事 は佐久 奈度祌 社の 例な り、 (記傳 の 一 說に、 闇き 意に 說れ たる は 常ら す、 义此 なる 神 等の 皆 天 之國 之と 食 

坐る は 唯 天 と國 とに 二 注 拉坐祌 の 名 を對稱 たる 耳に て、 殊 なる 意 は 有べ からすと 云れ たれ ど 然には 非ら す、 IK 之國之 

と 食 坐る は 天 に 屬 き、 國に嵐 坐る 所緣 有なる べし 危忽に 思 ふべ からす) 大戶惑 子 神、 大戶惑 女神、 名義 戶麻刀 は鬥餘 

處 にて 山門より 水の 餘り w る を 主す 祌 なり、 闇 戶の久 那太理 なる に續て 心得 可き なり (記傳 に刀袁 麻理處 にて 山の 多 

和 美て 保 き 所 を 云 ふ、 多 和と 刀 袁と通 ふ 事 は 萬 葉な どに 多 和々 とも 等 乎々 とも 云る、 刀袁を 切て 刀と 云、 麻 理の理 を 

略る が 美と 云に 同じ、 萬 紫に 山の 常 陰と 云る も、 刀袁 陰に て 山の 多 和 美て 低き 所の 陰 を 云と 云れ し は 今 依 難し、 叉 今 

一 の 考に惑 字の 義に 見られた る も 非す、 又 神代 紀に大 戶之道 尊大 苫澄尊 亦 曰 大 戶摩彦 尊大 戶靡姬 尊と 有 も、 此と同 神 

異なる 傳 なり」 と 云れ しも、 深く 思 はれ ざり し 者な リ、 此と 同じ 御名ながら、 彼 は 彼に て 御 名義 異にて 甚止事 無 
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き 所謂 Q 有事なる が 其 は 古 始太元 致に 委く 云り き) 如此く 見る とき は V 天之狹 土神、 國之狹 土神 は、 山野の 區 域を爲 

し、 雲霧 を 起す 可き 草木の 地 を定給 ひ、 天 之 狭霧 神、 國之狹 霧 神 は 其 山野 草木より 發る 所の 蒸氣を 以て 雲霧と 爲し、 

雨師祌 に此を 委任 給 ひ、 天 之 闇 戶祌、 國之 闇戶神 は雨師 神の 雨と 零せ 給へ るが、 地中に 含み、 岩間 木 根より 涌 出で 溪 

流る を 主し、 大戶惑 子 神、 大戶惑 女神 は 右の 溪 流より 洪 河と 爲 るの 際 を 守護 給 ふ 神と 聞え たり、 巳に 川と 爲 りて は、 罔 

象 女神の 司る 所 なれば 此の 神の 預る處 に 非ら す、 (雨師 神 は、 大山 津 見神の 后 神 闇 淤加美 神に 坐す 事、 卷四第 九詞、 

第 十詞の 下に も 云へ りき) 借 大忌神 は、 其の 豐宇 氣爲賣 神の 分靈に 在す が、 其の 野椎祌 (亦 Q 名 草野姬 命) は、 此 0 

神より 分身と 在す 神 なれば、 處々 Q 山ロ祌 十四 座 を 此大忌 祭に 攝 ねて 祭らせ 給 ふこと、 幽契 有事と 通えた るに、 此 Q 

山 ロ祌に 係て、 山々 乃自ロ 狹久那 多利爾 下賜 水 乎 云々 と 云 ひ、 叉 惡風荒 水 雨不相 賜と 云 ふ 事な ど、 悉く 深き 所 由有る 

事な りけ り (能々 其の 條理を 明らめ 悟る 可し、 如此く 有る 上 は、 右 Q 山野に 因りて 持 別て 生 給へ りし 八 柱祌も 表に こ 

そ は 立 給 はね、 山ロ祌 と共に 在りて 其の 祭祀 を 享け給 ふ 事 云 ふ も 更なり) 传卷四 (第 八、 第 九) 詞の 下に 云る 如く、 

同 記に 羽山戶 祌娶， 一大 氣都比 女神， 云々 と 有る、 其 御子神 等 Q  二 派に 分れて 稻穀を 主れ ると、 宮材を 知す となる が、 其 

事 を此に 合せて 思 ふに 稻穀を 主れ る 神 等 は 御 縣祌に 屬 て 祭られ、 宮材を 知す 祌等は 山 口 神に 屬て 祭られ 給 ふが、 其祌 

等 は 右の 祈 年に 祭られ 給 ひて、 今度 は 水の 事 を 知る 神 耳 祭らみ i 事と 所思 ゆ (此 事に 就て 璺宇 氣爲賣 神の 水の 事に も 

預給ふ 由 有 を 其 は 卷三第 七詞の 下、 水 取の 故事 を 引て 其 因に 委しく 考 記せる 事 有り 併考て 悟る 可 こそ) 

甘 水 登受而 は、 令義 解に 大忌祭 謂， 一廣 瀨龍田 二 祭， 也、 令ァ山 谷水 變 成，, 甘 水， 浸，, 潤 苗 稼， 得 * 其 全 稔.. 故 有，, 此祭， 也と 有る、 


集 解に 釋云、 廣瀨幷 龍 田 祭自， 一山 谷， 下レ 水矣、 甘 水 成 而爲レ 令，, 五穀 成熟， 祭 也 云々 と 見えた る此 なり、 此 文に 依 時 は、 

山ロ祌 耳なら す、 主と 大忌 神の 功み 坐 由な り (其 は 下に 委く說 く 可し) 甘 水と は 下なる 荒 水の 對 なり、 甘美の 謂に 非 

す、 和 熟する. S なり、 (物の 麁 なる を 能く 和 熟せ 令る を、 宇 麻 須と云 ふな ど此諝 例な り應胂 -大 皇御紀 に 和 を 阿 麻那倍 

と 訓るを 思 ふべ し) 大同 本 記 水 取の 故事に、 皇太神 皇孫 之 命 IK 降 坐 時雨、 天 村 雲 命 乎 御前 立 天、 天降 仕 奉于時 皇孫 之 

命 天 村 雲 命 乎 召 天 詔 久食國 之 水 者、 未熟 荒 水 爾在介 利 故 御 祖祌之 參上此 由 言 天 來止詔 云- -、 御 祖命神 議詔久 云々、 

天 忍 石 乃 長 井 乃 水 乎 取 八 盛天誨 給久、 此水持 下 氏 皇太神 乃 御 饌爾八 盛 遣 天 遺 水 波-穴 忍 石 井 止 術 云 天 食 國乃水 爾灌和 天 

朝夕 御饌爾 奉獻禮 云々 と 有る、 未熟、 また 荒 水、 また 灌和 など 有 を 以て、 甘 水 は 熟 水に て、 荒 水の 對 なる 事 を 思定む 

可き 者な り、 (但此 水 取の 故事 は、 食用 Q 水 なれば 別な りと 思 はむ 人 も 有む が、 然れ ども 其 は 別事に も 有れ、 廿水荒 

水 Q 事 は此も 彼も異 無し) 然る は山澗 より 出る 所の 水 は、 究て麁 なる 者な り、 流る に 隨ひ巖 石に 蹈れ 土砂 を 泳り て、 

漸其質 熟 和て 田園 を 養 ふ 可く、 叉 食用に 充 可な り、 山 谷水 變成ニ 甘 水, と は此を 云な り、 水 は 物 を 養 ふの 物たり と雖 

も、 其 危なる に 合へば 却て 物を掼 るに 至る、 此を以て此詞は有な-«^  (予は 淡 路國の 仁 井村と 云 ふ 山 谷の 地に 生れて、 

能く 水の 精麁に 依て 得失 有る 事 を 知れ \ ど、 都 會の地 Q 人 は 格 物 窮理の 事を騷 がしく 云 罵る に は 似て しも 非す、 心 著 

ぬげなる は 笑 ふに 堪 たる 事な りけ り、 我 上古の 如き は、 祌隨首 擧不 爲國と 云て、 實に 物事 を 言 痛く 論す る 事 無き 阔風 

なれ ど、 如 在る 事に て は 更に 人智の 臆 度に 出 まじき 事 耳ぞ多 かりけ る、 仰ても 尙餘 有る 皇 神の 遠 御世々 々故事な りけ 

り、 e に 賀茂翁 すら 考に此 詞に甘 水と 云る は皇 朝の 一一 一一 c とも 無し 是も 上に 云る 頃 Q 文人 摁て 漢語 を 移せる 僻な りけ り」 
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と 云れ たるな ど、 此甘水 を 味の 甘美の 事に 見 成た るに て 取る に 足す) 受而は 田に 受て苗 稼 を 浸潤す を 云 也、 此は山 口 

神の 御所 爲と、 山 々 0  口より 狹久那 多 利に 下賜 ふ 水 を、 御縣 神の 其 田 所に 在て 荒 水 を 熟 和 給 ひて t{ 賜り、 稻穀を 養育 

しめ 給 ふが 故に 甘 水 登 受而と は 云るな り、 此を 以て 上に 此は 御縣 神に 一 5:. れ りと は說 たり" 現世の 凡眼より 見て は、 出 

る 所の 水 Q 其ながら に 用 を爲す 如く 見 ゆれ ども、 神 等の 御上に て は 其 荒き を 熟す 迄に、 幾許 か 御手 を勞 して 物 爲給ふ 

ら むと、 斯 在る 古文 を 見る に 就ても、 其 御所 爲 Q 較略は 恐. けれど 想像 奉らる X 事な り (世人 皆 生 賢し き 漢籍 意に 惡く 

交 こりて 斯 在る 深意 を 伺 奉む 者と も 思たら す 神 等の 如 此く勞 き 物 爲給ふ 事 Q 微細に 亘 りて、 其 御 功德を 施し 漏し 給 は 

ぬ 事に、 露 も 心の 著 ざり ける こそ 速 無 けれ、 豈人爲 Q 能爲る 所なら む や 恐し と 云 も 中.^ なり) 

天下 乃公 民 乃 取 作 禮留奥 都 御 歲乎は 巳に 上に 出たり、 但 上なる は、 廣瀬 本社へ 稻穀の 豊熟 を 祈 申 給 ふなり、 其 は 若 宇 

加 能 寶命は 稻穀の 神靈に 坐が 故に、 唯 何となく 摁て のこと を 祈 申さる X が 故に、 成 幸 賜 者と 云 ひ、 此御縣 神 山ロ祌 

は、 其 若 宇 加能賣 命に 附屬て 其 稻穀を 成育 給 ふ 神なる が 故に、 云. <  乎 惡風荒 水 爾不相 賜と 云り、 但其廣 瀬 神の 事 を 兼 

て" 汝命乃 成 幸 波 W 賜 者と 云り (此等 Q 事 能々 其 條理を 解 分て 心留 ざれば 終に 深義を 見附る 期 無る 可し、 少緣 Q 人 Q 

豈 知る 所なら む や) 

惡風荒 水 爾不相 賜 は、 此 より 下 文に 至て 專龍田 風神 祭祠と 大凡 同じき は、 已 にも 一 K る 如く 大忌祭 風神 祭 共に 崇神 ■ 天皇 

御世に 祭 初ら れし當 時より 然有 けらし、 其裕 物に 於て は 神の 座 数に 合せて 異 有る ことなれ ども、 其 御 使 も 何も 兩社を 兼 

て 一 社の 如く 勤む る 古格なる が 上に、 兩社 Q 神 等の 殊に 御 力 を戮給 ふ由緣 有て 其 守護 坐 所 も 物に 體用 有が 如く、 相輔 I 


ひ、 相 輔弼 御 在る が 故に、 格別 Q 異も 無な り (鈴屋 大人 說に、 此の 惡風荒 水 雨不相 賜と 云 事 も 御 縣き山 口 神に は © 

著ぬ 事な り、 云々 此は龍 田 風神 祭詞を 取て 書り と 見えて、 此亦漫 なる 一一 目な り」 と 云れ たれ ど、 此は且 と 見 混 へられし 

カレ ゾ n ナ 

物に て、 中々 然る 事に 非るな り) 悪風 は 時 令に 相應 ざる 風氣は 能く 物 を枯壞 ふ此を 謂な り此事 委しく 卷七 風神 祭の 條 

に 云り、 祌祇令 風神 祭義 解に、 謂， 1 亦 廣瀨龍 田 二 祭， 也、 欲， 令 n 沴風 不レ 吹、 稼穑滋 登， 故 有， 1 此祭， 也と 有る、 集 解に 廣 

瀬 龍 田 祭 也、 草木 五穀 等 風 吹而枯 壞之？ 此 時不レ 知，， 彼祌心 T 卽 天皇 齋 戒願覺 n 夢中 f 卽覺云 龍 田廣瀬 祭， 一二 社， 同日 共 

祭-一 其 妹块祌 f 亦 五位 以上 充レ 使と 見えた るを以 見れば、 大忌祭 風祌祭 共に 相 通 ひて 其 祈 給 ふ 所 等しき なり、 是 以て 風 

Q 御 祈 を 此大忌 神に 物爲る ことなり けり、 (但大 忌 神、 御縣 神、 山ロ祌 等、 相 共に 御 カを戮 させ 給 ひ、 御 守護 有る 事 

云 も 更なり、 尙 風神 祭詞の 註に 云る を考 合す 可な り) 荒 水 は 上に 甘 水 登 受而の 下に 云る 如くなる が、 其 は 地上に 流る 

る 所 Q 水に 精危に 抱り て 荒 水と 云る が、 此も 其に 異は 無れ ども.." 雨水 Q 溢る i 時 は 苗 稼の 滋漫 せざる 故に、 荒 水と 云 

るに て、 此は暴 雨霖雨 洪水の 事 を 云な り、 質の 危なる と 物 を 荒 燕す と共に、 荒 水と は 云り、 (緣 記に 有， 一一 龍 池， 是號， ， 

水 足 池， 云々、 是 地上 可レ造 r, 立 社 壇， 云々、 其 明日 平 且水足 池 成 n 陸地？ 里 長 達， 1天 廳， 則 被 ョ立， 1 勅使？ 仰，, 諸 司 百官， 透つ 

立 七 宇 社 T 號 -1 水 足 明 神？ 此外眷 神 末社 廿 一所 叉 造 fi 立 之， と 有 は、 崇祌 天皇 御世に 此 社を勸 請せ る蔡を 云る が、 一 龍 

池な ど號 たる こそ 信ら れぬ、 水 足 明 神な ど 申す 蔡此に 由 有げ なり や) 

不相賜 は 風 祌祭祠 にも 在り、 相と は 暴風 洪水の 災害に 令 遭 給 はすと 云 事な り、 阿 布と は 佗と 我と 相 寄 事 を 逢と 一 K ひ、 

ァ ヒック n ト 了フ 

物と 物と 相 共 事 を 遇と 云る と 同じき が、 其 は 相 寄り 和 共べき 物と 物と 相 接る 事なる が、 其に 反して 挑 戰ふ事 を も 云 
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り、 萬 葉 一 卷 なる 三山謌 に、 高山 波 雲 根 火 雄 男 志 等 耳 梨 與相諍 競 伎と 見えた る、 相靜競 伎の 相 は 虚字に 添る 相 かと 思 ふ 

に然ら す、 其 反歌に 香 山 與耳梨 山 與相之 時と 有に 合せて 思 ふに、 相 は 挑戰ふ 事に て 今 も 試合 また 相手な ど 云 ふ 阿比 は 

此例 なり (此 に反して 善き 事に 用へ る は靈合 また 合口な ども 云り) 此も其 如くに て 惡風荒 水の 稻穀に 迫り 礫る を 阿 布 

と は 云るな り、 (然れ ば 阿 布 は 善 惡に亘 る 語なる を以思 ふに、 物と 物と 相 接 向 ふ 事 を 云る 事 違 有 まじき 者な り) 

汝命 は、 古事記 上卷 伊邪那岐 命の 三 貴 子 神 等に、 汝命者 云々 と 詔 給へ る 御 命 見 ゆ、 記傳七 (七 丁) に 那賀美 許 登と 訓 

べし、 (賀は 之 也) 續紀宣 命 (十七の 廿七 丁) に 伊 夜 嗣爾奈 賀御命 聞 看 止 勅 天、 また 武內宿 漏 歌に 大雀命 を 指 奉て 那 

賀美 古と も 詠る、 此 等に 依れり (此稱 記 中に 甚 多し) 前に も 云る 如く、 後世に は 汝と卑 めた る稱 なれ ども、 上代に は 尊 

む 人 を も 云り、 故 命と も 云るな り (白 禱原宮 段に、 神 沼 河 耳 命 御 兄 を 指て、 那澄汝 命と も 詔 ひ、 式の 祝詞に 倭 六御縣 

0 山 口 坐 神 等 を 指ても 汝 命と 詔 命る 文 見 ゆ) と 有が 如し、 自に對する佗を^£て、 那 とも、 那？^ i とも、 那扶 とも、 那妹 

ナム チ  ナ  ナネ 

とも、 那禮 とも、 那人 とも、 那貴、 那賀 命と も 云 ふ、 那は (那 は汝 なり、 那 S は汝 主な り、 那跌那 妹 は 汝蚨汝 妹な 

り、 那 禮は汝 在に て、 禮は我 を 和禮と 云が 如く、 形狀に 附る辭 なり、 那 人は汝 者な り、 允恭 天皇 御紀に 見え、 雄 略 天 

皇御紀 に は那显 登と 作り、 那貴は 人 を尊稱 なり、 此 等の 事 記 傳四卷 二十 Q ひらに 說 あり) 佗に 對 ひて 自の事 を、 和と 

も、 和禮 とも 云 ひ、 自に對 へる 意を彰 して、 吾 兄と も、 吾妹と も、 我 君と も、 我 主と も 云ふ對 なり、 (伹此 にも 和禮 

と 云 ひ 阿 鱧と 云 ふ 如き 差別 有て 其 用 様に 異なる 所有り) 那は 物に 離る 可から すして、 相从 ふの 謂な り、 事物の 各々 な 

る は、 名 有て 其 事物に 從ひ、 食に 菜と 云 は、 食に 从 ひて 離る 可から ざるが 故な り、 自に對 ひて 佗 を 汝と云 も此に 同じ t 


然^ は 汝が其 標的と して 指 方に 限て 汎 からざる 語な りけ り (自に 對て伦 を 指 乍ら 汎く 向なる 人 を 摁て汝 と は 云べ か 

らす、 然し 乍ら 向なる 人 は 多き にも 爲ょ、 汝等 など 云 ふ 時 は 其 用の 方に 狭る 故に、 汎き は然は 非る 故な り此 心得 亦 可 

有な り) 

成 幸 波 SE 賜 者 は 御 縣祌山 口 神、 共々 に 惡風荒 水の 災難 を 避て、 稻穀を 能く 成幸赐 はに となり、 (此例 上に 已に ffi たり 

き) 

、ッ ホ、  シレ 二 モ うじ 二 モ  ミカ/へ タカシ リ  ミカ ノ ひ フミ テナ べテ  ョコャ マノ ゴ トク ゥチッ ミオ キテタ テマ ヅ ラム ト  ォホ キミ タキ マ 

称 穂 #。 汗 雨 毛 穎 繭 母。 磨 乃 SE 高 知。 超 乃股滿 雙&。 如 横 山。 打 積 置 S 奉牟 登。 王 臣 

へ マ キミ タチモ モノ  r. カサズ t トタチ ャ マト ノク ニノ ムッ ズ；， ァ タノ ト ネ ヲ トコ ヲ-. -ナ ニイ タルマ デ  コ トシ  ゾレ /ツキ ゾ レノヒ  モロ モ a マキ イデ キ  ー^^ 

等。 百官 入 等。 倭國 乃。 六 御縣能 刀禰。 男女 爾至萬 氏。 今年。 某月。 某日。 諸參出 來武。 

ス メカ ミノ マへ 二  ゥ ジ モノ ゥナ ネ ク キヌ キテ アサ ヒ ノ トヨ サ カノ- ホ リニ ヌタへ コトヲ へ マ r ラク IT;- カム ヌシ" フリ イほ モロ モロ キ コシソ セト， . 

皇 神前 爾。 宇 事物 頸 根 築 拔氐。 朝日 乃豐榮 登爾。 稱辭 竟奉久 乎。 神主 祝 部 等 諸。 聞 食 止 

宣。 

初穂 者 云々 は、 龍 田祭祠 なる 此と 同事の 下に 委しく 一 K りき、 

王臣等 百官 人 等 云々 は、 次なる 風神 祭の 結句に も、 王 卿 等 百官 能 人 等 云々 と 出たり、 其 は當日 朝廷より 御 使 進ら せ 給 

ふ 人 力 も 其 行事に 當る國 司 以下の 人々 も、 大忌 風神 兩 社の 事 を 兼行る.^ 令 また 式 Q 御定 0 如く なれば、 必然 有べ き 者 

なりけ り、 祖此 語の 主と 有る 大忌 神詞の 終に 云べき を 客に 合祭る &御縣 山 口 神詞の 下に 云る は、 此 彼の 差別 無くし 
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て、 共に 其 祭に 預給 ふが 故な り、 所以に 令 式 共に 大忌 祭と 云て、 御 縣山ロ 神の 祭事 を 別に 擧られ ざるな り (鈴屋 大人 

說に、 王臣 百官 等 云々 勞，： e 來 S と 云る も 心得す、 此 祭に 廣瀨 社に は 百官 人 諸の 詣る事 も 有む か、 其 尙思朿 無 を御縣 

义山ロ 神社へ 耳 百官 人の 詣む事 有べ くも 非す 云々、 此は 龍 田 風 祌祭詞 を 取て 書り と 見えて 漫 なる 事な り」 と 云れ たる 

は御縣 山ロ祌 祭の 廣瀬 社に 蒜て 其 祭 を も、 共に 行る- -事を 思 漏され たる 說 にて 依 難し) 此を 以て 思 ふに、 祭式 は 其 時 

世に 依て 變易 有る 事と 見 ゆれ ども、 此詞は 祟 神 天 皇の當 昔の 文 を 儘なる 者と 所思たり、 其 は 上に 引る R< 武 天 皇御紀 四 

年の 所なる、 大忌 風神 を祠ら る- -所 にも、 王臣等 百官 人 等の 参向る，^ 程は甚 じき 事と は 見えざる に、 此詞の 趣の 甚く 

齟齬て 見 ゆる を 以證す 可な り、 然れば 式なる 此祭條 に、 差， 一王 臣 五位 以上 各 一 人、 祌職官 六 位 以下 官人各 一 人？ 充レ使 

と 有 は、 往古に 皇子 等を始 奉り、 臣、 連、 伴 造、 及宫々 の 人 等の 參向ふ 事、 春日大 原野 祭な どの 如 夥し かりけ む を、 

今 は王臣 五位 以上 Q 人 各 1 人 を 進ら せられて 形 計り 行る 丄 I にて 有し 者な り、 此 祭の 上古に は 似て しも 非す、 甚 衰微 

たりし 事 は 令に 載らる.^ 所は甚 じき 榇な るに、 四時 祭式の 幣物の 員数な ども、 餘 社より は 劣りて 見え、 貞觀 儀式 江 家 

次第な どに も、 其 儀式， 第 を 載られざる を 以て、 祝詞の 旨に 違へ る を 察 ふ 可し、 (此 事尙 風神 祭詞 Q 下に 委しく 云 を 

見べ し、) 

百官 人 等の 百 は、 風神 祭 詞に百 能 物 知人 等と 有と 等しく、 諸に 當 りて 百官 人 は 諸 官人百 能 物 知人 は 諸 能 物 知人と 云む 

が 如し、 八十 伴 男 八十 氏人な ど 云む が 如く 数の 多き 事 を 如 此樣に 公然に 都 云 ふ 古言 Q 格に て、 必 しも 漢籍に 傲へ りと 

に は 非ね ど 自然 相似た る 也、 (大被 詞後釋 上に 百官と 云 ふ 事 は 何時の 問より 云 初け む、 甚 古くして 古事記に も 見えた 


り、 然， し-ど 此は本 漢籍に 傚へ るなる 可し」 と 云れ し は 然る 一 WQ 如く なれ ども、 巳に 崇神 天 皇 御代に » 来る 風神 祭詞に 

百 能 物 知人 等の 名目 有る 上 は、 其 頃 未 漢籍の 聞え 無き 其 程より 云 初つ る 也) 叉 都 加 佐 豆 加 佐と も訓 むべ し、 記傳 三十 

二 (五十六 丁) に 云く、 古事記 明宮 段に、 百官 恭敬 往来と 見え、 若櫻宮 段に 百官 令拜 など も 見え、 綾紀宣 命に 官々 

(又 百官々 人と も 有り) 大祓詞 に 天皇 我 朝廷 爾仕奉 留官官 人 等な ど 有り、 書 紀に百 寮 百官 有司な ど然訓 めり、 (叉^. 

能 都 加 佐と も 詠めり) 

倭 阈乃六 御縣は 上に W づ (卷四 第六詞 また 此卷 にも 委く 云へ り) 

刀， 男女 爾至萬 S は處 主にて、 戶母は 男女に 依て 其稱 Q 易る 也、 戶母は 女に 限れる 事 一 K も更な るが、 刀 禰は打 任せて 

卜 シ 

は 男の 稱 なる を 比賣刀 漏と 云 は、 女の 稱 とも 成れるな り、 故此 に刀麵 男女と は 云るな り (H に 云 女を戶 と 云 事： S 

尤恭 天皇 二 年 御紀に W たり、 祌 名に は、 祌名 式に 出雲國 W 雲 郡 祌魂意 保 刀自 神社 見え、 文德 天皇 實錄 齊衡 三年 Q 下に 

造酒 司 酒 壅 神大邑 刀自 小邑 刀自と 見え、 造酒 司に は 右の 外に 次邑 刀自と 云 も 見えたり、 天武 天皇 御紀 に、 夫人 を 意富 

刀自と 訓み、 萬 紫 集に は 吾兒之 刀自な ども 有り、 類聚 國史 節婦 部 和 邇部廣 刀自、 女 漢部福 刀自 多産 部に 村國連 等志寶 

三 村部黑 刀自な ど は 唯 婦人の 稱 なり、 谷川 氏 說に袖 中 抄に戶 自と云 事 は 或は 女官な り、 或は 官 ならね ど 老女に も 若 女 

にも 涉 りて 云り、 今按 5l4 母 見- 1 現 報靈異 記-主人 母 見- 1 遊 仙窟-: _>^.< 刀自 阿 母 刀自 見-萬 葉集ハ 此指 -1 老女-也、 薩戒記 曰 

內侍所 刀 子年 來在， 1 南朝- 此 女官 也 云々 と 云る 如く、 老若に 涉て 稱ふ號 なりけ り、 借戶 母は處 知に て 其 家の 事 を 女の 專 

と取擬 ふより W たる 稱 ならむ) 偖 此に刀 顧と 云る は、 倭國六 縣の縣 主より 始て、 其處々 Q 里 長 を 云な り、 (此 にて 刀廳 
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は處 主なる 義を 察む 可な り 鈴屋翁 Q 刀 禰 て ふ 名義 は 伴 之 部なる 可し、 母 を 省て 能辨は 漏と 切れり と 云れ たる は 今 取ら 

す) 記 傳卅三 (五十 五 丁) に 此詞叉 風神 祭詞を 引て、 其 次に 續後紀 九に 公卿 百官 及 刀！ i 等、 また 諸 祝 部刀禰 等、 西宫 

記 (五月 五日 條) に 內辨云 刀 禰召少 納言唯 出 召 王 卿 以下 列 入 又 (釋 典條) に 上 卿 宣云刀 禰奉レ 入 禮與諸 太夫 以下 入， 自，, 

南門 > 叉 (九日 宴條) に 云云、 大節大 夫稱- 一刀 画-云々 仰レ 召- 1 刀 編-云々、 祌樂弓 一 立 歌に 伊世 之 末 乃 安 萬 乃 止禰良 太久保 

乃 計、 大神宮 儀式 帳に 二 箇郡司 子弟 及 諸刀禰 等、 中 右 記に 嘉保ニ 年 云々、 大原 刀禰等 爲，, 雨院 下部， 不， 隨， 一行 事 所 召,， 炭 又 

西 七 條刀禰 申 一，， 同 爲，， 下部， 不， 進，， 行事 所 召 7 針 事な ど 見え、 伊勢神宮の 書 共に 宇治 鄕刀禰 沼 木 鄕摁刀 禰諸鄕 刀 漏 小 俣 村 

fy- 刀 禰職射 和 村刀禰 職な ど、 後 拾 遣 集 神祇 部詞 書に 里の 刀禰 とも 有り、 散 位 を も 刀 禰と訓 み、 命婦官 人な ど を 比 賣刀翻 

と 調り、 凡て 刀 漏と は、 元 上中下に 互り て、 公に 仕 奉る 者の 總名 にて、 甚賤き 品の 者 迄 を 云り (故 後に は 自賤稱 の 如 

くに も 成れるな り、 祌樂 歌に 海人 Q 刀" 纏と 有 も、 海人 は 公の 御 贄を捕 事 を 仕 奉る 故に 云り、 里の 刀禰は 村長な ど を 云 

なるべし 〇 今 云 庭訓 往来と 云 者に 淀 河 尻 刀 禰と云 も 有) 吏 部 王 記に 百官 主 典 以上 稱， 一刀 禰 一也と 有 は、 主 典 は 最下き 官 

なる 故に 云 るに て、 此は 百官に 就て 云るな り然れ ば、 主 典より 下 をば 刀 漏と は 云す とに は 非す、 偖 主 典 以上と 有れば 

上 は 大臣 迄 を も 云 事 知る 可し (然る. に 或は 六 位 を 云と 云 ひ、 或は 六 位 以下 を 云と 云る 說 など は 皆 非な り、 西宫 記に 刀 

禰 召と 有て、 王 卿 以下 列 入と 有 を 以て も、 王 卿 以下 皆 刀 漏なる 事 は 著明き 者なる を や) 偖此刀 禰と舍 人と は 本 は 一名 

なりし が 後に 別れた る 者 かの 疑 有り、 (師 の考に 刀禰は 後の 稱 にて、 本舍 人より 轉 りたる 者な りと 云れ しか ど、 然に 

は 非す、 刀 薩も甚 古き 名と こそ 聞え たれ、 且舍 人より 刀 漏に は轉 まじく、 若 本 一 ならば 舍 人と 云 は 刀 漏よ， -リぞ 出 つら 


む、 偖 又 舍人を も理を 略き て 云し かと 所思し き 由 有り) 御 紀に欽 明； 大皇 Q 御子に 舍人 皇女と 申す 有 を.、 古事記に は涯 

杼 王と 有 は、 杼 を 下 上に 寫 誤れる か、 杼字は 濁音 なれば 疑し けれど、 猶舍人 を刀禰 とも 云し と は 聞 ゆるな り、 (當 

時 御子 等の 御名 は 多く 其 御 乳母の 姓 を 取られ たれば 此も 然る 可し、 姓氏 錄に 河內國 地祇 等禰直 また 未定 雜 姓に 舍 人と 

云 姓 有り、 偖 又 後世の 書 等に は彼您 名の 刀 漏の 事を舍 人と 書る 事 有り、 此は 何と無く 混れ て 書る が 將舍人 を も 刀禰と 

も 云ながら 借て 通 はし 書る 者 か) 云- 0! と 云れ つる 如く、 刀 臓と 舍 人と 本は必 一な りつる 後に は、 別物に なれり し 者な 

りけ り、 (伹此 記 偉の 說は舍 人の 事を說 る.^、 因に 刀 禰の說 にも 及し なる が 刀 漏と 舍 人と 別物と 爲て 云ふ舍 人の 事に 

今 は 用 無れば、 古く 刀 画と 云り し 事に 就た る 說を耳 記せり、 所以に 甚く 文に 取捨 有て 引り、 見む 人 本書に 引合せ 見て 

我が 取れる 所 を 知べき なり) 

今年 某月 某日 風神 祭 詞には 今年 四月 (七月 者 云，, 今年 七月，) と 有り、 但此に 某月 某日と 有から は、 右の 風神 祭詞に 依て 

四月 七月なる 事 は 著 けれど 古必 しも、 其 月の 內 にて 然る可き 日 を 取て 行れし 者なる 事、 此卷 首に 云る が 如し (考に 某 

月 某日と 書 たれ ど 四月と 七月と なる 事、 天武 天皇 御紀 より 後 も 均しくて 日 耳 古に 定 無り しなり、 然れば 其 日の 定め 無 

きに 引れ て 暫く 某月と は 書し ならむ、 斯 在ば 此 文書く 迄 は 日 Q 定り無 を も 知べ し、 其 後 各 四日と 定られ たりけ る を 

式の 時に 至て、 本の 儘に 尙 記されて 如 此は 有なら む」 と 云れ しは然 なり、 但此 文書く 迄 は 云. <  と 云れ しは此 文を奈 

良宮の 頃に 作れり し 者と 見られた る 誤な り、 此文 Q 甚 古く し て 風神 祭詞共 に 崇神 iK 皇 の 御代に 成れり し 事 巳に 云へ る 

如し、) 
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諸參 ffis の 諸 は、 上に 見えた る 王臣等 百官 人 等、 倭 國乃六 御縣能 刀禰 男女 繭 至 萬 S と 有 を 取 都て 云り、 (尙 諸の 事 は 

已に第 一詞の 下に 委しく 一 K り考ふ 可し) 參 K 來ま 風神 祭詞に は參集 S と 有り、 此 社に 諸の 詣來る 事 を 云 ふ 事 人の 知れ 

るが 如し. (參は 罷の對 なる が 其 言 義は大 殿祭詞 參入罷 W の 下に 說く 可な り) 

皇 神前 爾宇 事物 頸 根築拔 S は 上に 出 (卷三 第 七詞) 

朝日 乃豐 榮變爾 は、 祈年祭 詞及 次なる 風神 祭詞、 伊勢大神宮 六月 月次 祭詞同 九月 神嘗祭 詞 as 雲 神壽詞 等に 見え たる 

が、 大妓詞 に 夕日 之 降と 有る 對 なり、 其說は 己に 祈年祭 詞の 下に 說置 しが 視動實 動の 事 は 吾 古學の 徒と 雖も、 必 知で 

は 得 有 まじき 事なる に 依て、 今 因に 云む とす、 先 宇宙の 所在 天日 は 天の 最中に 位して 終 古に 動く 事無く、 六合 Q 柱礎 

ムカヒ 

と爲 り、 天極に 正對て 世界の 榧 機た るが 故に、 五 星 及び この 大地 は 常に そ Q 周圍を 運旋て 有が、 地上に 在る 人、 我 住 

ォホメ ダリ  コ メグ リ 

る 大地と 三百 六十 五日 餘 にして 公 蓮を爲 て、 一歳 春夏秋冬 を爲を 知す、 又 一歳に； 一： 百 六十 五 囘餘の 私 運 有て、 一 晝夜 

を 爲事を 知す、 人の 望 視る所 H< 日の 南 至し 北 至す るに 依て、 一 歳 春夏秋冬 を爲が 如く、 且ー K 日の 1 歲 三百 六十 五囘 天 

を旋轉 くが 故に、 晝夜 を爲が 如く 所見るな り、 此を視 動と 云 ふ、 然れ ども 我 動て 彼は實 に轉ら ざるな り、 所以に 大地 

靜な るが 如しと 云へ ども 實動 なり、 (但此 等 は 後世 天 學 家に 號る 所なる が 我 古學の 徒と 雖も 一穴 外に 身 を 置す、 何ぞ如 

此き 實理を 知ざる を 可と 爲む) 古書 を讀む 者、 先 此事を 心 留て見 ざれば、 甚 不具なる 事 こそ 多から め、 今 視動實 動の 

—  ヌバ タマ 

^を 示さば、 古事記 上 沼 河 日賣の 歌に、 青山に 日が 隱 らば 烏羽玉の 夜 は W なむ、 朝日の 榮來 て」 と 有 は、 唯 地上よ 

り 見る 所 を 詠る にて 視動 なり、 (此詞 の 朝日 乃 豊榮登 また 大威詞 に 夕日 之 降な ど 云る は、 大地の 靜 にして、 天 日の 昇 


る 如く 降る 如くなる を、 其 任 云 ふ 故に 同視 動な り) 常 陸 風土記に 自 -1 高 天 之 原-降 來大神 名、 稱 -1 香 島 天 之大祌 T 天則 

號 TI 曰 香 島之宮 T 地 則 名- 1 豐香島 之 宮-と 有 は、 大地の 運動 有 は 萬 有 を 茂 生す る甚 美き 事なる が 故に、 豐と 冠ら せた る 

にて、 地 動なる 時 は 天は靜 なり、 地に 實動 有て 人 其 を 所思ざる が 天地に 往來 坐す 祌は、 其 視動實 動 共に 明亮に 知し 召が 

故に 此ニを 以て 云 ふ 事 多 在り、 (尙此 事 は 委しく 古 始太元 考豐雲 野 神の 下に 云れば、 今 は 唯 1 例 を 出して 云る 耳) 然 

ルば 夭の 動の、 實は靜 にて 1^ か.^ 所視 動に て、 地の 靜の實 は 動に て、 隱る& 所實動 在が 故に 神代より 以來其 事 實を云 

ふ 時には 漏 さす、 天 靜地動 を 示せり (譬 へば H< 照 太 御 祌の大 御名の 如き は 天日 神と 在して 六合 を 御 照し 坐す 由に て 終 

on 動く 事. く 八方に 御 光 を 放た せ 給ふ義 なれば デ八 の常靜 なる 事 云で も 炳き大 御名なる 事 云も更 なる が、 萬 葉 集 ニ卷の 

歌に 指 上 日 女 命 と^み、 祌樂 歌に 豐日女 命と 有な ど は此國 にて 現に 見 奉る 所の 視 動なる を 以然稱 奉れる 者な り、 上な 

る 常 陸 風土記の 例な り、 叉 神代 紀下卷 御 天降 段 第 一 〇 一書に、 是時勝 速 日 天 忍 穗耳尊 立- 1 于天浮 橋- 而臨睨 之 曰、 彼 地 

未 平矣不 須，？ r 頗ほ. 凶 目杵之 國歟ー K A と宣 へる は 天の 靜 なる 時に 在け る 御 心に、 地の 頗頌し 運動く 事 を 見 行して 甚く 

驚 給へ る樣 なり、 此則 地の 實動を 云るな り) 然れ ども 大地より 仰 觀る所 は、 朝に 天日の 東方に 疾榮 えて 昇れば、 夕 

日よ 西方に 降る 故 を 以て、 何處迄 も其發 見す る 視動を 以云ふ 事 常なる が. 故に、 天靜地 動の 事は飽 まで 所 知 看す 神 等に 

も、 朝日 乃豊榮 登爾、 また 夕日 之 降雨と 云 ふ 定格な り、 (祌を 欺く に 似たり と 雖も豈 欺くなら む や 天靜^ 慰の.^ 由 

は 天舉に 委しき 者な どならで は 得 知る まじき 事なる 故に、 其 所 迄 は 深く 索め す 大らかに 云 ふ 事、 古の 德 ての 有様 なれ 

ば な り 能く 思 ふ 可き 者な りかし) 
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稱辭竟 奉 久乎祌 主 祝 部 等 諸 聞 食止宣 は、 上より 受て摁 ての 結な り、 此 にて 神主 祝 部 等稱唯 常の 如し、 (考の 本に 稱辭 

竟奉久 乎の 乎 字を脫 せリ、 然る 本 も 有に ゃ尋ぬ 可し 然れど 今予が 見る 所 皆 乎 字 有れば 其に は 依らす、) 
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淡 路國鈴 木 重 胤 著 

丹 後 國佐治 正道 

出 羽！ i お 野 定 勝 
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四、 龍 田 風神 祭 

祌名 式に、 大和 國平群 郡 龍 田 坐 天 御 柱 圃御柱 祌就ニ 座 (竝 名神大 月， ff. 新嘗) と 有る 御社 此 なり、 此詞に 依に、 祟 神 _大 

皇の 大御代に 祠始 |g へる が、 其 は 其 天皇の 御世 所 知 看す 九 年 四月なる 事、 下に 鈴屋 大人 Q 說に本 着て 委考 注せる が 如 

くなる. が、 其大御 *1 より 毎年の 例と して、 其 御祭 は 行 はれけ む を、 漸其 古義 は 亡て、 巳く より 風 日 祈の 爲に 臨時に ぞ 

祭祀の 事 は 有け む を、 淨 見原宮 御宇 天皇 Q 御 心と 御 再興 有せ させ 給へ りけ む、 (然云 ふ 所 由 は 萬 葉 二 卷に度 相之齋 

官從祌 風雨、 伊吹 惑 之 天雲 乎、 日 之 目 毛 不令見 常闇 爾、 覆 賜 氐と訓 る は、 天皇と 大友 皇子と 彼 御 合 戰の事 を 詠るな 

るが、 種々 祌威を 蒙 給 ひし 事 有れば、 此 等の 事の 賽謝を 兼て 再興 爲 させ 賜るなら むと 所思 ゆ、) 御 に 四 年 夏 四月 甲 戌 
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朔 癸未、 遣- 1 小 紫 美 濃 王 小 錦 下 佐 伯 連廣足 f 祠 -1 風神 于龍田 立 野 T 遣- 1 小 錦 中間 人 蓋 大山 中 曾 禰連韓 犬-祭- 1 大忌神 於 

廣瀬河 曲， と 有て、 其 翌年より 次々 御紀に 記載れ たる 事、 上なる 大 忌祭詞 注に 云る が 如し、 祝詞に 王 卿 等 百官 能 人 等 

倭 國六縣 能刀禰 男女 爾至萬 氐爾、 今年 四月 (七月 者 云，, 今年 七月,) 參集氏 云 々と 有に 合て 思 ふに、 上古 は 甚も太 じき 

御祭 儀な りつら む を、 尙此御 再興 も 其 太 じきに 合て は 形 計な りと 所思 ゆ、 四時 祭式 風神 祭條 に、 差，, 王臣 五位 巳 上 各 

1 人、 神祇官 六 位^ 下 官人各 一 人- 充レ使 (ト部 各 一人 神 部 各 二人 相隨) 國司 次官 以上 一 人專當 行事と 有 は、 右の 御 再 

興の 度より 次々 如此 く定れ るなる 可き が、 尙 上古 Q 俤 耳と 所思たり、 (大忌 祭も然 り、 然れ ども 祝詞 は、 崇神 天皇 御 

せに 用 初ら れ たる 其 任に 用ら る. 1 事と 見 ゆる 也、 四時 祭式 Q 外 は、 貞覜 儀式に も、 江 家 次第に も 記されす) 惜此 御社 

Q、 廣瀨大 忌 神と 共に、 崇神 天皇 九 年 四月に 祀 始られ たるなら むと 云ふ證 は、 已 にも 引く 如く、 記傳 二十 三 (四十 一 

丁) に、 御紀 に、 九 年 春 三月 甲子 朔甲寅 天 皇夢 有，, 神人， 誨ァ之 曰、 以，, 赤 盾 八 枚、 赤 矛 八 竿， 祠，, 墨 坂 神 r 亦以， 1 黑盾八 

枚、 黑矛八 竿ー祠 * 大坂祌 h 四月 甲 午朔己 酉、 隨ニ夢 之敎？ 祭 二 墨 坂 神、 大 坂祌， と 見えた ると、 此 祝詞と を 合せて 水分 

祌 (墨 坂祌) 山 口 神 (大坂 神) を祭始 給へ る 事を徵 された るが、 尙思 ふに 此時必 廣瀬大 忌 神 をも此 度に 祠られ たる 可 

し、 然る は 山 口 神 は大忌 神に 靨て 祭られ 給 ふ 神に 御 在せば、 其 支 神 を 祭られて 本 神を遗 さる 可き 故 無れば なり、 (此 

に 因て 深く 考 るに、 古事記に 右の 墨 坂祌、 大坂祌 を 祭 給へ る續 に、 又 於-一 坂 之 御 尾 神 及 河瀨神 T 悉 無-一 遣 忘-奉- 1 裕帛ー 

也と 有る 坂 之 御 尾 祌は御 縣祌、 河 瀨神は 大忌神 なれば 也、 然れば 龍 田 祌の事 は 漏 たれ ど、 御 紀九年 三月の 下に 天皇 夢 

有- 1 神人- 誨 之と 有 は、 此 風神 祭と 同じき を 以て 此彼比 技れば 其 同時なる 事 判然と 所 知た リ、) 若て 天武 天皇 御紀 以降 


の 書に、 大忌 風神 二 祭 Q 二に 一 なる が 如く 記された る は、 上古より 此ニ祌 共に 同時に 祭來れ る. 例に 因 准れ たる 事灼然 

なれば. - 龍 田 風祌も 同じく 祭始 たる 事紛 無き が 上に、 御 紀に夢 有 一一 神人-云々 と 有と、 此詞に 志 貴 島 爾大八 島 國所知 志 

皇御孫 命 云々、 是以皇 御 孫 命大御 夢爾悟 奉久云 々 と 有と 專 同事なる を 思 合すれば、 御紀 に. は此 度に 大忌 風神 を 祠られ 

たる を 記 漏され たる 者な リ、 (其 由 は 下に 委しく 云り) 倚 御 紀を稽 るに、 五 年 國內多 疾疫、 民有- 1 死亡者？ 且 大半 笑、 

叉 七 年 春 二月 丁 丑 朔辛卯 詔 曰 云. <、 於是 天皇 乃 幸，， 于神淺 茅 原； 而會气 八十 萬祌？ 以ト 問 之？ 是時祌 明、 憑 倭迹々 日 百 

襲姬命 曰、 天皇 何 憂-, 國之不 也、 若 能 敬 祭 我-者 必 當-自 平-突、 天皇 問曰敎 n 如 此-者 誰 神 也、 答 曰 我 是倭國 域內所 

レ居 神、 名 爲，， 大物 主神 T 時 得- 1 神 語- 隨 A 敎 祭祀 然於レ 事無驗 云々、 秋 八月 癸 卯 朔己酉 倭 迹速神 淺茅原 目 妙姬、 穗積臣 遠 

風 大水 口 宿禰、 伊勢 麻績君 三人、 共同， 夢 而奏言 、昨夜 夢，， 有 一貴 人， 誨曰、 以 n 大田田 根子 命， 爲 T 祭- 1 大物 主大 神-之 主 h 

亦以 .= 市 磯長 尾 市- 爲 T 祭-倭 大國魂 神-之 主 h 必 天下 太平 矣 云々、 天皇 曰 朕 當，, 榮樂， 乃ト T 使- 1 物 部連祖 伊香 色 雄- 爲 * 神 

班 物 者， 吉之叉 ト，， ， 便 祭， 1 位 神-不吉 云々、 十 一 月 丁 卯 命 伊香 色 雄而以 n 物 部 八十 手 所レ作 祭神 之 物 r 卽以 -1 大田田 根子- 

爲 1, 祭，, 大物 主大 神， 之 主 h 叉以， 1 長 尾 市， 爲 K 祭- 1 倭 大國魂 神-之 主ハ 然後 トレ 祭- 1 伦 神- 吉焉、 便 別 祭 八十 萬 群 神仍定 -1 天 社 

國社. 及 神 地 神戶ハ 於是 疫病 始息、 國 內濒謐 五穀 巳 成 百姓 饒 之と 見え、 古事記に も、 此 天皇 之 御世 役 病 多 起 人民 死爲 

k 盡、 雨 天皇 愁歎 而 坐，, 神牀， 之 夜、 大物 主 大祌顯 -於御 夢-曰、 是者我 之 御 心故以 意富 多多 泥 古 而令レ 祭- 1 我 御前-者、 神 

氣 不起 國 安平 云々、 於是 天 皇大 歡以 詔-, 之 天下 平 人民 榮 r 卽以 n 意富 多多 泥 古- 爲 -1 神主 T 而 於-御 諸 山- 拜祭 意富 美 和之大 

神前 叉 仰 伊 迦賀色 許 男 命 作，， 天 之 八十 羅訶， 定奉 天神地祇 之 社 云々." 悉 無，， 遺 忘， 以奉， 1 幣帛-也、 因 レ此而 役氣悉 息國家 
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安平 也と 有を按 ふに、 五 年より 七 年に 至 三年の 間、 疫疾と 凶年と 共. に 行れし なり、 和名 抄に、 疫衣夜 美、 1 云度岐 

乃 介、 說文云 民 皆 病 也と 有る 度 岐乃介 は、 時氣 にて、 風氣 Q 令 然る 所 なれば なり、 斯て其 疫疾の 事 は、 大物 主大神 Q 

御 心、 凶年 は大忌 風神の 御 心に て 行れし 故に、 此詞に 天下 乃公 民 乃 作物 乎 草 乃 片葉爾 至 萬 S 不成 一年 二 年 雨 不在 歳眞 

泥久 慯故爾 云々 と は 云り、 (御紀 に は、 五 年より 七 年 迄 三年 計の 間の 事と 見 ゆれ ども、 其 前年より 已に其 萌は有 つら 

めど も、 大に 見る i 事 は 五 年より 以来な りしな り、 右の 度 岐乃介 は 時置師 神の 所作なる 事、 予 委しき 說 有て 此 注に も 

時々 云る が 如し) 偖風氣 は、 萬 物の 吐納 して 能 其 生 を 保ち 長て 榮 ゆる 所以の 者なる 事、 下に 云る 如くなる が、 其に 反 

りて 春 温なる 可して 大に 塞く、 夏 熱 かる 可して 大に 涼しく、 秋 涼 かる 可して 大に 熱く、 冬 寒 かる 可して 大に溫 なるな 

と、 其 時節に 應 ひて 當に行 はる 可き 氣 Q 行れす、 其 時に して 時に 非る 氣の 行る i 時 は、 此に觸 る 者 悉く 病む、 人此に 

感れば 忽疫疾 と 爲て民 皆 病む、 (此 天地 不正の 厲氣 に感る 事は歲 運 に 在て 多寡 有り、 方 隅に 在て 厚薄 有リ、 四時に 

在て 盛衰 も 有れ ども、 此氣 Q 行る.. -時は 老少 強弱 を 論 ふ 事無く、 此に觸 る者內 に正氣 充塞る に 非れば 邪氣ロ 鼻より 入 

ミヅカ ラウ クル  ゥ ヅレル 

て 犯すな るが、 其 邪 氣の著 所に 天 受 有り 傳染 有と 雖も、 其疫疾 と爲て 病む 所 一 なり、 凡人の 口 鼻の 氣は" 常に 1K 氣 

に 通へ るか、 身體 Q 中 府に正 氣充滿 たる 時 は、 邪氣の 犯して 入所 無しと 雖も、 邂逅 正 氣の虧 欠る 時、 呼吸の 問より 此に 

乘て 犯すな リ、 然るに 其感の 深き 者 は 中て 忽に發 り、 感の淺 き 者 は 正 氣に壓 れて頓 に 發る事 能 はす、 或は 雜 或は 碌を 

勞し、 或は 憂 ひ 或は 怒るな ど正氣 の缺乏 くなる 時に 當て邪 氣此に 交代し、 始て張 溢る 事 を 得て、 天禀の 衞氣此 が爲に 

其 所在 を 失 ひ、 外感 Q 邪氣に 阻ら れ、 其 衞氣の 屈曲る 間より 執 一と 爲り、 終に 疫疾 と爲 る、 此は 時置師 神の 所爲に 依れ 


りと 雖も其 元 置 5 令 然る f) 草木 此に觸 るれば、 其 生 S 德を亡 ひて If 爲し、 雾 草して 長 茂す、 或は 

果實蚤成-^、 或は iix  5ii ち、 或は if  ?sl て、 水災 此と與 S 行る， i 常？、 此詞 に、 天下 

乃公 民 乃 作 作物 乎、 惡風荒 水 雨 相 都々 不成傷 波 云 力 、天下 能 公民 能 作 作物 乎、 惡風荒 水 爾不相 赐皇神 乃 成 幸 賜 者 云 , と 

云る よ、 ^に H てな り、 暴風 來 格る 年に は、 必 大雨 時 行 はれ、 苗 稼 を 損る 事 多き 者なる 事 人の 能 知れる が 如し (ル 

暴風の 人に 中る が 如きより、 草木に 觸て 損害 ふ 事は甚 多き 事、 其感る 事の 资 きを 以て 悟る 可な り) 然れば 五 年より 七 

年に 至 迄、 時 令の 順 度なら ざり ける が 故に、 天下 は 悉く 疫疾と 凶年と 共に 行 はれた るが、 疫疾は 人民に 預る 事なる が 

故に、 大物 主大 神の 御 心なり つるが、 御 紀幷に 古事記、 共に 其大 神の 事 を 主と 記して、 其 佗 は 省れ たるな がらに、 七 

年 Q 結 文に 於是 疫病 始息 W 內濒謐 五穀 旣成 百姓 饒 之と 有る 中に、 大忌祌 風神の 事 を 含て 有る 事 云 も 更なり、 (其 は 右 

Q  二 神の 祭詞に 記された る 所 を考て 自然 炳 在る 可な り) 故 思 ふに、 七 年 十一月 丁 卯、 命-一伊 香 色 雄- 而以- 一物 部 八， r 

手 所， 作 祭神 之 物？ 卽 以-, 大田田 根子？ 爲 T 祭-大物 主大 神-之 主 h 叉 以，， 長 尾 市， 爲 T 祭-倭 大國魂 神-之 主よ 然後 トレ 祭- >伦 

神， 塞、 便 IX 十 萬 5 仍 定，， 天 社國社及 神 地 神 戸-と 有れば、 大物 主大 神、 俊 大國魂 神 二 社 I られ たる 後に 

天 社 國社を 祭られたり しかば、 大忌 神風 神社 も 其 度に 始めて 祭られた るかと 思 ふに 然ら す、 未此 時に 朝廷に は疫 摘0 

行る. 1 所以 を 知 食し、 初て 大祌、 大和 二 神の 御 心なる 事 を 悟らせ 給 ひて、 其 祭祀 有る 因に、 天社國 社の 祌々 を 祭らせ 

給 ひし かば、 於是 疫病 始息、 國內 濒謐、 五穀 旣成 百姓 饒 之と 云に 至れり と雖 も、 其 五穀の 豐燒 ならざる 事 は、 大忌ー 抑 

風神の 御 心なり と 迄に は、 熟く 所 知 食 給 はせ ざり しなり、 (此 時の 事 は 龍 田 風神 耳なる が 如な りと 雖も、 然に 非る 事 
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大 忌祭詞 にも 天下 乃公 民 乃 取 作 禮留奥 都 御 歲乎惡 風 荒 水 爾不相 賜と 有が、 此詞の 趣と 同じく 且大忌 風神 祭と 云て、 其 

祭の 二に して 一なる 如く、 惣 ての 事 然有を 思 ふ 可な リ、 尙其詞 の 下に 考 合す 可き なり) 上に 云る 如く、 九 年 春 三月 Q 

下に、 夢 有， 1 祌人ー 云 々と 有 は、 廣瀨 神に 扇る 山 口 神の 祭の 事なる を 思 ふに、 必此 度の 御 諭 一一 一一 a は大忌 神風 神 共に 吿 賜へ 

りしが、 其祌々 Q 祭は異 在る 事 無が 故に 省き、 大坂 神、 墨 坂 神 等に は、 赤 黑の榍 矛 を 進ら る 上 事の 別な りし 故に、 其 

事の 別なる 如く 偉り て、 御紀記 共に 遣れる が、 祝詞に は大忌 風神 共に 其方に 預る事 を 主と 爲 るが 故に、 別事 は 載 ざり 

しなり、 (然 ども、 此詞に 志 貴 島 爾大八 島 國所知 志 皇御孫 命 云々、 大御 夢に 悟 奉 久と云 ひ、 大忌 神詞に 倭國能 六御縣 

乃 山 口 爾坐皇 神 等 前爾母 云々 と 有な ど、 互に 考れば 思 合せら る 可き 種子 有る 事 甚も奇 しき 者な り) 先に は大忌 風神 共 

に 天社國 社の 中に 含て、 七 年 十 一 月 Q 事なら むと 思し かど も、 尙 熟思 ふに、 此詞の 中に 皇御孫 命 詔 久祌等 乎 波 天社國 

社 止 忘 事 無久、 遺事 無久、 稱辭竟 奉 止 思 志 行 波 須乎誰 神 曾、 天下 公民 之 作 作物 乎不成 傷祌等 波、 我 御 心 曾 止 悟奉禮 

止、 宇 氣比賜 支と 有 は、 諦 しく 御 紀七年 Q 下に 定 -1 天 社 國社及 神 地 神 戸一と 有る 其 事 を 云る なれば、 其より 後なら で 

は 協 ひ 難し、 然 らば 彼 計の 大事の 御 紀に其 面影 計 も絕て 無る 可き 理非 ざれば、 上に 註る 如く 九 年 三月に 大御 夢に 悟 奉 

給 ひし 事 有て、 同 四月に 其始 祭の 有け る 事 更に 無 疑る 可き 者な りかし、 (此 事は總 てに 瓦， りて 此大 御世に 紀始 られた 

る 趣 を 知る に必 明らめす て は 解 難き 事 多 在れば、 熟々 思 ふ 可き 者 ぞ、) 

風神と 稱す事 は 神代 紀 (神 達 生 坐 段 第 六 Q 1 書) に、 伊^^諾尊與，ー伊，弗掛尊？ 共生， 一大 八洲 國 f 然後伊 辞諾尊 曰、 我 所 

レ生 之國唯 有- 1 朝霧， 而薰滿 之 哉、 乃 吹 撥之氣 化， 1 爲神 f 號曰 級長 戶邊 命、 亦 曰， 1 級長 津彥 命是 風神 也と 見え、 叉 古事記 


にも 旣生 レ國竟 更生， 神 云々、 生，， 風 祌名志 那都比 古神-と 有る 此 なり、 古史 徵に 云く、 彼 神代 紀には 級長 戸邊 命、 亦 曰- 

級長 津彥 命， 是 風神 也と 有り、 (山 蔭に 云く、 級長 戶邊命 は 女神の 名なる に 亦 曰 一一 級長 津彥命 一と は 如何、 此は 一 云 を 後 

に 亦 曰と は 誤れるな る 可し) 古事記に は、 志 那都比 古神 耳 有れ ども、 此詞に 吾 御名 天 乃 御 柱 命 國乃御 柱 命 云々 と 有て、 

奉 宇 豆 乃 幣帛 者 比 古 祌爾云 六 比 賣祌爾 云 力 と 有に て、 加 茂 翁 も 一一 目れ たる 如く 男女 1 1 神なる 事灼 然し、 (然る を 山 蔭に、 

女神と 爲るも 男 神と 爲るも 叉 男女 二 神と 爲るも 各  一 Q 傳 なりと 云れ しは委 からす) と 云れ たる 如く、 此紀に は 比寶神 

の傳 有て 比 古神 を 亦 曰と 傍に 爲し、 古事記に は 比 古 祌の傳 有て 比賣 神の 事 を 漏せ りしな り、 (然れ ば御紀 Q 文、 乃 吹 

撥之氣 化つ 爲神， 號ュ曰 級長 津彥命 次 級長 戸邊 命 一な ど 有け むが、 後世に 錯簡 せる より、 亦 曰の 字な ど を 加たら む も.^ へ 

からす 思えたり) 御 名義、 心ぎ は氣 長に て iilsi 進なる に 同じ、 宇宙の 洪大 深遠なる 際限 有る 事 無が、 遍く唯 一 氣 

Q-si.i る 者 有る 耳なる か る此 陰陽と 爲り、 其 陰陽 を變 化して、 風 火 金 水 土の 五 元と 爲り、 其 五 元 相 合 織て 萬 

物と 爲る、 然れば 天地 萬 物の 混 元は、 悉に 天 之 御中 主神の 大元 Q 一  氣に 在く 耳、 (屈 仲して 陰陽と 爲る者 は、 高皇産 

靈 神神 皇産 靈祌ニ 柱な り、 五 元 を 含て 變化 を爲す 所以の 者 は 天地な り、 伊邪那岐 神 伊邪那美 神 二 柱の 所 掌 坐す 所な 

り、 然して 風 火 金 水 土神 相 g り、 相 i ビ 萬 物 を 成し 給 ふ 事、 漢土に はニ氣 五行の 古說 有り、 天竺 及び 洋蠻 にも 地 水 

火 風 等の 說 有りて、 共に 我が 古說 Q 彼に 漏た るな り、 右の 風 火 金 水 土 Q 精祌妙 合て 凝れば 物と 爲 るが、 陽に して 剛な 

れば 男と 爲り、 陰に して 柔 なれば 女と 爲て、 各 其氣を 一票る 先に 陰陽 二 氣に屬 く 所の 勝 劣に 依て、 男女 Q 形體を 異にす 

る 所以に して 人 は 更に も 云す 萬 物 各 男女の別 有り) 然 れば歲 年と 云 ひ、 四時と 云 ひ、 八 節と 號る も、 悉く  I 氣 循環 © 
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外に 出す、 生長 收藏 は氣の 消長の 次序、 色聲 香味 は氣の 餘蘊の 等差たり、 萬 物此を 得て 形 有り、 此 を吐鈉 して 生、 是 

を 以て 形 は^ にて、 氣の大 に 相 聚て物 を 成 を 云 ひ、 生 は氣來 有に て氣 Q 往来 有て 長存 する を 云な り、 (萬 物其氣 

Q 吐 納を失 ふ 時 は 死す、 此 故に k 往の義 を 以て 云な り) 經は 天地に 昇降り、 緯は萬 物に 往來爲 る 者 は、 風氣の 所爲た 

り、 所以に KiiSiii りと 雖も、 天地 萬 有の 混 元た る 一 氣のニ 五合て 充ち 塞る が 故に、 眞空 なる 事無し、 天地 を 載 

せ、 萬 物 を 覆 ひ 漏 さに るを以 知べ し、 金石 至實 なりと 雖も、 寒暖の 氣 ffi 入して 所と して 眞實 なる 事無し、 然れば 宇宙 

Q 間 は 悉皆 虚實 Q 二に して" 唯 1 元の 大氣 耳に 歸 めり、 (譬 へば 土と 水と 相 混り たらむ が 如く、  土中 所と して 水に 非 

すと 云 事無く、 水中 所と して 土に 非す と 云 事 無が 如し) 其大氣 中に 萌して 彼に 動き、 此に搖 く 物 は 風な り、 然れば 一 K 

際 Q 水氣 日光 を 引 入て 大に 伸れば 風と 爲る、 是予が 風 は氣の 進な りと 說る 所以な リ、 神 名の 志 那も氣 長の 義 なる 事 一 K 

マキ ハラ 

も 更なり、 偖 加是と 云ぶ 時 は氣を 加と 一 K ひ、 志 那と云 ふ 時 は氣を 伊と 云て， 其 言 義勞髴 しきに 似 たれ ども、 其 義叉大 

に 別々 なる 子細 有り、 まと 云 ふ 時は您 てに 瓦， りて 甚大き なり、 天 之 御中 主神の 中 は 長氣、 高 皇産靈 祌の高 は 足氣、 神 

皇產靈 神の 祌は 聚 にて、 全天に 充満る 氣に S る 名な り、 (所以に 古事記 天稚彥 段に、 下 照 比 賣之哭 聲與レ 風 響到レ IK 

と有此 なり、 此を以 見れば 所謂る 地氣 Q 薰滿る 所 を、 離れた る 外より 動く を以 風と は 云な り、 然れ ども 今 扇より 搖し 

て as る 冷 氣をも 風と 云 は 違へ るかと 云に 然ら す、 譬ひ 微風と 雖も云 以て 行けば 全天 充滿 Q 氣を搖 かさ^る 事 を 得す、 

必 風と は 云 ふ 可き なり、 老子の 語に 天生 天地 氣 中-動作 喘息 皆應 -1 于 天地 一 云 々と 云る は此 なり) 志と 云 は、 地 外に 薰 

tra る朦氣 中に て 勡搖く を 云リ、 神代 紀に、 伊 t 諾尊 曰、 我 所 生 之國唯 有-朝霧 T 而薰滿 之 哉、 乃 吹 撥之氣 化- -爲神 ^ 號 r 


Di 級長 戸邊 命 T 亦 曰-一級 長津亲 命- 是 風神 也と 有を以 見べ し、 地 外の 朦氣を 吹 撥 給し 故 を 以て 級長と 食 坐る 此其 ti な 

り、 然れば 全天に 亙る を 風と 云 ひ、 地 外の 朦氣に 動く を 志 那とは 云な り、 斯 在ば 水氣を 食て 長る を 云 か、 霜 は水氣 Q 

凝れる を 云れば、 其 志 は 此の 志と 同じ かる 可し、 (地 外の 朦氣 の水氣 なる 事 は、 天日に 蒸る- -時は 熱く 煖 なりと 雖も、 

夜に なれば 塞 冷な り、 然れば 塞 冷なる は 常にて、 却て 溫煖 なる は 外物の 爲に變 るな り) 所以に 人 は 更に も 云す、 世 中 

に 在と し 有 ゆる 萬 物 は、 悉に 其 志 那都比 古、 志 那都比 賣ニ柱 神の 氣を 呼吸して 在る 故に 生々 するな り、 此に 反すれば 

人 は 疫病 を 受て腦 み、 萬 物 は厲氣 に觸て 倒る、 (其甚 しきに 至て は 人 死、 萬物枯 る、 借 草木な ど は 根幹 枝葉と もに 木 

目 有て、 其より 風氣 を吐訥 するな り、 木 葉 を 水に 浮べて 試る に、 裹の方 を 下に 爲れば 終に 水 を 吸て 傾 沈む が、 表 方 は 下 

に爲 すと も 發る氣 有れば 決て 水 を 吸 ふ 事無して、 速く 色を變 るに 至るな り) 記 傳五志 那都比 古神の 註に、 纂疏に 級長 は 

息 長と 云む が 如し" 其 由 は師說 に、 此祌は 伊#諾 尊の 御 息より 成 賜 へれば、 級長と は 云な り、 萬 葉 謌に志 長 鳥と 云 

は、 ii の 事に て" 息 長 鳥と 云む が 如し、 同 廿卷に 爾保杼 里 能 於 吉奈河 波と 續け 詠る を以 知べ し、 (此歌 を 沖 中 川と 

心得た る は 論に 足す) 此鳥 水底に 入て 浮 出て は、 長く 息鑌く 故に 然云 係し ならむ (息 長 川 は 近 江 國 坂 田 郡 也天武 天皇 

御 紀に近 江 軍戰， 1 息 長 横 河 一と 見え、 坂 田 郡なる 事 は 諸 陵 式に 見 ゆ、 仙 覺萬葉 釋に息 長 は 坂 田 郡 穴 鄕の內 に 在と 云り、 

和名 抄に 阿那と 有、 叉廿卷 なる は河內 にての 歌なる を、 其 は 近 江に て 詠る 古歌 を河內 にて 窖に謠 しなら む、 叉 河內國 

石 川 郡の 碟長も 本 彼 息 長の 略 にても 在ら かと 有り、 神 名 帳に 彼 坂 田 郡に 日 撫祌社 伊夫伎 神社 竝 びて 載 リ、 日 撫志那 都 

語 相 近し) 偖 科戶之 風と は、 此 神の 御名より W て 凡て Q 風の 事な り」 と 云れ たり、 科戶 Q 戶は 利の 義 にて、 急速なる 
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を 一 K るなら む、 故 大献詞 に 科 戶之風 乃 天 之 八重雲 乎 吹 放 事 之如久 とは譬 たり、 (fi, 〈に 朝 之 御 霧 夕 之 御 霧 乎、 朝風 夕風 

之 吹 拂事之 如久と 云て 別ちた る を 思 ふ 可し、 然る は 緩急の 相違 有が 故に 如此 二に 云り) 尙 下なる 天 乃 御 柱 乃 命 國乃御 

柱 乃 命 Q 下に 云る を 見べ し、 (御 柱と 云に 風氣の 天地 を 保つ 心 有り、) 

祌階 Q 事 は、 文德 天皇 實錄 に、 嘉祥 三年 七月 丙 子朔丙 戌、 龍 田 天 御 柱 命祌、 國御注 命 神 ：0 加- 從 五位 上， と 有て、 策 命 

有り、 天皇 我 詔 旨 爾坐天 御 柱 國御柱 祌等乃 廣前爾 申 賜 倍 止 申久、 國家乎 鎮護 賜 布 „s 依 天、 御 位奉授 i 後年 月 久成太 利、 因兹神 

祇少副 大中臣 久世主 乎 差 使 天、 御 位 上 奉利稱 奉留、 今 W 今 毛 風雨 隨時 比、 五穀 璺登之 女、 天下 平 安爾 天皇 朝廷 乎 堅 磐 爾常磐 S 

護 賜 比 助 賜 倍 止 申 賜 波久登 申と 見えた リ、 但授と 記されす して 加と 書れ たる を 以て 見れば、 以前に 巳に 從五 位下 を 奉授ら 

れ しが、 前記に 漏た るな り、 (此事 は 已に大 忌祭詞 Q 下に 云り) 仁 壽ニ年 七月 庚 寅 大和 國 天 御 柱 命 神 國御注 命 神 鼓 加， 一 

從四 位下， と 有 は、 一階 進 給へ るな り、 (廣瀨 神此に 同じ) 同年 十月 癸亥朔 甲子、 大和 國天御 柱 命 國御柱 命神拉 加，, 從 

三位， と 見えたり、 (廣瀨 神此に 同じ、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 奉 レ 授，, 龍 田神從 三位， と 有は當 社に 非す、 祌 

名 式に 龍 田 比 古 龍 田 比 女神 社 二 座と 有此 なり) 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 奉， 授，， 大和 國 IK 御 柱 命 神 國御柱 命 神 

拉 正三位 一と 有て 此餘に 見えす、 (以上 大忌 神と 都て 異り 無き なり、) 

祭の 事 は 上に 考證 せる 如く、 崇神 天皇 九 年 四月より 始て 恒例 Q 大祀 なりつ るが、 中頃 良衰廢 など 爲り けむ を、 天武天 

皇四 年に 祭典の 再興 有て 毎年の 例な リ、 本朝 月 令に 引る 弘仁 式に 大忌祭 一座 (廣瀨 社 七月. 准レ 之) 風神 祭 二 座 (龍 田 

社 七月 准レ 之) 右二 社 差，, 王臣 五位 巴 上 1 人 r 宛 レ使國 司. ha 目已 上專當 -1 行事 T 卽 令- 1 諸 郡 交易-供-費 二 荷 r 其 直 1^ 米 酒 


稻： jSl 用， ー當 國正稅 t 自レ外 諸 司 請 供但鞍 隨レ損 供進、 叉 云大忌 風神 二 社 者 四月 七月 四日 レ祭之 奏曆日 如 常 式、 定 五位 已上 

ト食者 四 人 (社 例 王臣名 一人 式部 錄各封 移 神祇官 令 レト) 赴 社 監察 (事 見- 1 神祇 式-) と 見 ゆ、 此 四日と 定ら れし審 は、 

大寳 令の 御 定と見 ゆ、 (其 委しき 由 は、 大 忌祭詞 祭事 條に 云り、 此と 少も異 非れば 互考 合す 可な り) 續紀 に、 寶龜九 

年 六月 奉， 1 幣帛 於 廣瀨龍 田 二 社 T 爲- 一風 雨 調和 秋 稼 豐稔- 也と 有 は、 臨時 Q 御 祈に て 常例に 非す、 (其餘 にも 尙有 べし、 

二十 二 社 注 式に も、 村 上 天皇 康保ニ 年 罔 八月 止 雨の 官幣を 獻らる \ 十六 社の 內 にも 入て、 廣 瀬の 下 住吉の 上に 在り 

一 條 天皇 正 曆 一 一年 六月 祈 雨の 官幣 十九 社の 中に 列り 給 ひ、 同 五 年 二月 祈年穀 には廿 社と 列り、 同 天皇 長德 一 一年 廿 一 社 

に 列リ、 後朱雀 天皇 長曆 三年 廿ニ 社に 列り 給 ひて、 終に 廿ニ 社と 爲れ るが 後に 其 祭儀 殊に 有る 事と 成れり、 江 次第 祈 

年穀 奉稱條 見る 可な り) 伊勢大神宮 式に、 凡 毎年 七月 日 祈內人 爲レ祈 平 風雨-云々 と 有る 十 座の 中に も 風神 有り、 此 

は 朝廷の 此 祭に 准 據て 行る.. - 事と 見えたり、 但此 風神 は當 昔社號 にて 有し を、 蒙古 襲来の 時に 御稜 威 を顯し 給へ るに 就 

て、 其 賞に 宮號を 進ら れ たる 祌也、 所祭當 社に 異なる 事 無き 由、 祌宮 Q 書 共に 詳 なり (但 式に 唯 七月と 有れお 祭日 

は當 社の 大寶 以前の 如く 定日 有事 無して、 可 然き日 を 取て 行れし なり) 神 紙 令 風神 祭義 解に 大忌祭 謂-一廣 瀨龍田 二 祭- 

也、 欲， 令 T 山 谷水 變 成-甘 水 T 浸-潤 苗 稼-得 * 其 全稔ょ 也、 故 有- 1 此 祭-也、 叉 風神 祭 謂- -亦廣 瀨龍田 二 祭-也、 欲レ 令- 沴 

風不吹 稼精滋 登-故 有- 1 此 祭-也と 有る、 集 解 風神 釋に 云- 1 廣瀬龍 田 祭-也 草木 五穀 等 風 吹而枯 --壞 之- 此時 不知 彼祌 心、 

卽 天皇 齋 戒願覺 -1 夢中 T 卽覺云 龍 田 廣瀬祭 n 一 一社-同日 共 祭-一 其妹妖 神-亦 五位 以上 充レ 使と 有り、 如此く 風神 祭 謂-亦 廣 

瀨龍田 二 祭-也と 有て、 其 祭 Q 二に して 一なる が 如くなる は、 廣瀬神 は 五穀の 本體 Q 神なる を、 龍 田 風神の 風 氣を吐 
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納て 成熟す るが 故な リ、 (此 事は大 忌祭詞 Q 下に も 云り、 臨時 祭式なる 祈 雨 祭神 八十 五 座の 中に も此 神の 列り 給へ る 

は、 風氣に 依て 雨 を 催し、 叉 雨 を 止る 御 功 坐が 故な り、 但此集 解の 文 は 本朝 月 令に、 或 記 一 K とて 此と 同じき 文 を 載た 

り、 然る 古記に 依て 注るな り) 公事 根源に も、 廣瀨龍 田 是兩社 は 大和 國に 在り、 祭日 は廢務 なり、 年に 二度 行 はる、 

使 は 前日 遣つ、 大忌 風神 祭と 云是 なり、 風水 Q 難 を 除きて 年 穀の豐 なる 事 を 祈 申さる- - にや」 と 有り、 廢務の 事の 有 

など甚重き祌事な.《^、 (廢務 の 事 は大忌 祭詞の 下に 云り、 貞觀 儀式 江 家 次第 共に 此ニ 祭の 事 を 記され ざり き、 伹大忌 

祭條に 引る 本朝 月 令なる 大同 新抄の 文に 依る に、 古より 甚嚴 重なる 法則 等 も 有て 行 はれし 者な り、 其 下に 見合て 知る 

可し) 三代 實錄 に、 元 慶ニ年 七月 大和 國廣瀨 龍 田 兩社造 JT 立 倉 各 一 宇一 爲レ納 一一 神寶 一と 見え、 臨時 祭式に、 凡 春 曰廣瀨 

龍 田 等 社 庫鑰匙 者納， 1 置官庫 r 祭 使 官人臨 レ祭請 取事畢 返納と 有て、 當時 幣物 を納 置る X 官庫を 置れ しなり (幣物の 員 

數は 下に 載せつ、) 

幣物の 事 は、 四時 祭式に、 大忌祭 (廣瀬 社 七月 准レ 之) 云 々風神 祭 二 座 (龍 田 社 七月 准レ 之) 縦 ニ疋、 絲 四狗、 綿 一 屯 

四兩、 五色 薄 拖各ニ 丈、 倭 文 1 丈 三尺、 布 一端 一 丈、 庸布 五段、 木綿 一 斤、 麻 六 斤 九兩、 (五 斤 一 一雨 祭 料 一 斤 七兩紱 

料) 臭 八兩、 弓 四 張、 篦 一 連、 羽 二 翼、 (巳 上 二種 大和 國所& -) 鹿 角 二 頭、 鹿皮 四 張、 鐵六斤 十兩、 鞍 二 具、 多々 利 

一 妆、 麻笥 一 合、 加 世 比 一 枚 (已上 三 物 1S1 金 塗) 漆 一 升、 金 漆 一 升、 黄 蘗三斤 五雨、 茜 十六 斤 九兩、 黑葛廿 斤、 米 酒 

.^1 石 五斗、 稻五 束、 鰻 堅 魚 烏賊 各 七 斤、 鮭 七隻、 ii 七 斗、 比 佐 魚 一 斗 五 升、 海藻 八 斤、 滑 海藻 十 斤、 雜海茱 十四 

斤、 鹽 一斗、 S 葉薦 三枚、 馬 ニ疋、 祝 料 庸布ニ 段、 右二 社 差，， 王臣 五位 已上各 一人 神祇官 六 位 以下 官人各 一 人， 充， 使、 


(卜郊 各 一人 神 部 各 二人 相隨) 國司 次官 以上 一人、 專當 = 行事 T 卽 令- -諸郡 別 交易 T 令， 供- 1 進贄ニ 荷 T 其 直竝米 酒稻竝 

用 一一 當社正 稅マ自 外 諸 司 請 供但鞍 隨レ損 供進と 見えたり、 (令 集 解に も 五位 以上 充レ 使と 見 ゆ、 但 右二 社 云々 の 文 は、 本 

朝 月 令に 弘仁式 云と て 此を擧 たり 全く 同文な り、) 

當社別 社の 事、 神 名 式に、 大和 國平群 郡 龍 田 比 古 龍 田 比 女 祌社ニ 座と 有て、 (但 本に は 二 社と 有が、 異本 共に 二 座と 

有て 佗 例 も此に 同じければ 改っ) 龍 田 坐 天 御 柱 國御柱 神社に； ベり、 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 廿 七日 奉レ授 -1 龍 田 神， 

從 三位， と 有は此 御社な り、 萬 葉 集より 以降、 秋の 歌に 多く 龍 田 姬と咏 る は此神 Q 風神に 在す が 故な り、 秋 は 風の 强 

る 者 こて、 赤らむ 木 葉な どャ Ik るの 時なる を 以て 詠るな り、 谷川 氏の 通證、 平 田 翁の 古史 徵に、 風神の 亦 名と 定られ 

たる は 然る 言な り、 其鎭 坐す 地名 を 取て 直に 神 名と 爲る例 „ ^擧 難し、 萬 葉に 龍 田 彥勒此 花 乎 風爾莫 落と 有る 次 歌に、 

風 莫吹登 打 越 而名食 有 杜爾風 祭 爲奈と 有 を 以て、 風神 同 神なる こと を 知るべき なり、 (記傳 廿ニ沙 本昆賣 命の 註に 云 

く、 後世 Q 歌に 佐 保 娘と 云 事 有り 春の 歌に は 佐 保姬、 秋の 歌に は 立 田 姬と咏 り、 是奈良 京の 頃 云 出た る 事なる 可し、 

立 田 は奈良 Q 西に 在て、 龍 田 比 古 龍 田 比 女と 申す 祌 坐に 對 へて、 佐 保は奈 良より 東に ある を 以て、 春に 取て 佐 保姬と 

云 ふ 名を設 たるなる 可し、 西 三 條公條 公の 高野山 參詣 記に、 奈 良の 逢の 所に 佐保姬 社に 參 しにと 有 は 然る 社 も 有に 

や」 と 有り、 佐 保姬若 歌人 咏 物の 料に 設 たるなら す は、 その 祌の 必奈 良の 東に 御 在す 社 有る 可し、 然る は 佐 保と い 

地名 &フ 生の 義 有て 物 を 生す 神の 在す 由に 緣 有て 聞れば なり) 此社も 本社と 共に、 立 野 村 Q 同處に 本宮の 右方に ニ社竝 

び鎭 坐て 東 向な りと 云へ り、 (今 法隆 寺の 坤 方に 別に 龍 田 社と 云 ふ 有リ、 此は 離宮な り 本社に 腸く 思 混 ふ 可から す) 
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五 七 二 

If に 5 と 申す 有り、 大祌 裏に 風祌と 有て、 元は 式 S 小社 也し を、 警顏 S に 神風 を 吹 I お I 

の 事に 依て、 風 宮と議 る 由、 兩 S 置に 見えた，， 、 (其 餘、 神宮 Qi ハに， 蒙 を 記せり) 鍵老， 波 こ、 弘安 

四 年 夏 伊勢 |經任大譽と 有 は、 頃顯墓 g 聞え 有 § て S 祈ず、 (SS に、 其 il ると かや 云 

て SI ぬま， 恐し う 聞 ゆれば 5、 伊勢 |に經 任大譽 參る 5、 大 S へ 御 願に 我 御代に しも 斯る亂 

ぉ來 て、 實に此 曰，. TQS る 可 4 御 ts き 由 御手自奪 給け る を、 大墓薦 ましき Is と 難め 聞え させ 給 

き 理に哀 なる云々) 七月 朔日墓 行幸、 依，， 日蝕， 夜陰 秦也、 眷廳 行幸 于 神祇官、 此 儀 希代 之 例 也、 大風， 伊 

勢 勅 使發 遣-也と sg 御 sf  (i-Qgf に故院 Q 御代に も 一 5、  f 事 有し を 程ず き 鍵り こし 

を 此度は 響 さう 牒 狀と かや、 持て 參れる 人な I て g しう 聞 ゆれば 上下 思惑 ふ事 限 無し、 然れ f 七月 一 日夥 

しき 大風？ 異§ 船 六萬艘 兵卒 乘て 謹へ 寄た る 皆 吹 破られ ぬれば、 或は 水に 沈み a れる も-ま 本 g 歸に けり 

云々、 尙我國 SQ 御 在し 坐す 囊然に 侍け るに こそ、 偖爲 ま大審 伊勢 S 使に て 上る 道より I ける、 「勒 をし 

て 祈る IQ 祌 風に 寄せ 來る浪 ぞ且 碎 ける」 5、 〇 扁議抄 六に、 斯ては 以，， 人力， 難レ 防と て 神 §名帳 こ 所レ載 

翠ヒ百 五十 餘社其 外 小 I 礫 社に 至る 迄、 f -pi-;. 眞に祌 力， 致に や、 七月 ー曰賊 I く 漏 

して 凶徒 皆 沈レ海 云々 と 有て、 響 萬 七 千 餘騎十 萬 餘艘に 粟て 来る」 と 有り) 同一 一日 勒使中 御門 大響疆 殿上人 發 

遣 (帝王 編 年 記に、 閏 七月 二 曰 i 幸， i 官ハ as. 依， i 御 祈， 所 也と 有 は、 同事と 聞 ゆるが、 

七月， 月 何れ か是 なる を 知す) 同 九日 宰府 飛脚 來一 5、 朔日 大風 頓吹、 而異 國兵船悉 以蟹 了、 是併祌 明 之 i 


き \ り 之 所, 及 云々 と 見えた る此 神風 は、 卽風宮 に 坐 祌の靈 成なる 事 云 も更也 (度會 元 長が 神祇 百 首 自注に、 是 則別宫 

の 神 科 長 津彥命 行 向 ひ 給 ふに や」 と 有る は 然る 事な り、 此事 大神宮 神異 記に も 見 ゆ) 偖此 風神の 天 照 太 御 神に 御 由緣在 

て、 如此く 重き 別宮の 列に 加り 給 ふ 事 は、 豈少緣 の 由なら む や は、 神代 紀 (四 神 生 段 正書) に 伊 * 諾尊伊 #掛 尊 云 

云、 其 生， 一日 神 T 號，， 大日 ©貴- 此子 光華 明 彩 照- 1 徹于 六合 之內- 故 ニ祌喜 曰、 吾息雖 ^ 未レ 有-若 此靈異 之兒ハ 不 レ宜ミ 

久留， ー此國 T 自當下 早 途-于 天- 而授 * 以 天上 之 事い 是時 天地 相 去未レ 遠、 故以 -へ大 柱- 擧-ー 於 天上-也と 有る、 此傳に 二 神 Q 

相 共に 生 坐し と 有 は、 先達の 説の 如く 紛 たる なれ ども、 以，， 天柱， 擧-於 天上-也と 有る ぞ眞に 愛き 正說 なる、 然る は此 

の 神 を 天 御 柱 命 國御柱 命と 聞え 奉て、 男女 二 柱に 坐る が、 此を以 見れば、 男 神は總 ての 天霏の 風氣を 主り、 女神 は 地 

外 朦氣中 Q 風氣を 主て、 互に 參伍給 ひて 造化し 給 ふと M ゆるが、 此天御 柱 命の 天 照大御 神を乘 奉て 天上に 送 上 奉 給し 

事、 甚々 奇異き 旨 有り、 然る は 萬 物の 光輝 は 風 氣を資 て 遠く 伸び、 宇宙の 風氣は 天日の 光 を禀て 宇宙に 生る を 思 ふ 可 

き 者 也 (已に 伊邪那岐 命の 朝霧 を拂 給へば、 風神 生 坐し、 次に 伊邪那美 命の 火 祌を生 坐る 本 因 を も 思 ふ 可な り、 此は 

殊に 幽 深き 致 有る 事なる が 太 元 放に 云り き) 外宮に も、 土宮、 風 宮と竝 給へ り、 其 は 豐受大 神 は 廣瀨坐 若 宇 加 能賣命 

Q 本 §S に 在 4. ぱ、 此 神の 副 在る 事 は大忌 風神の 例な り、 祌名祕 書に、 風神 社件祌 者內宮 風神 與同體 也 云々、 舊記云 山 

谷水 變成 n 甘 水？ 浸 潤 苗 稼： 得-一 其 全 稔ー故 有-一風 神 祭- 名 曰 n 拍 流-也、 豐年則 浮流、 逢 凶年 沈 覆 損 云々、 四月 七月 

祭 之と 有り (但 此內 外宮なる 風 宮神を 伊勢 津彥 なりと 云 ふ說も 有る は 事實に 叶ざる 甚淺 ましき 說 にて、 依る に 足ら ざ 

る痴 言な り、) 
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祌名 式に、 伊豆 國那賀 郡 國柱命 神社 は 同 神なる 可し、 稻 宮命祌 社と 竝給 へる は、 故 有る 事なる 可し (稻宮 命 は 伊豆 國 

神 階 帳に 稻宮姬 と 有りて 女神 たれば、 必廣瀬 神と 同體 なる 可し、 同書に 國原姬 と 有 は此國 注命祌 社に 當れ るが、 國柱 

姬 にて 龍 田に も 國御柱 命 Q 女神なる に 能く 契へ り、) 

神 名 式に、 信 濃 國水內 郡 風 間 神社 は 風 守 神社なら じか、 持統 天皇 御 紀に五 年 八月 己 亥 朔辛酉 遣-一 使者-祭-龍 田 風神、 

信 濃須波 水內等 神-と 有 は、 祌名 式なる 信濃國 識訪國 南方 刀 美 神社 (名 祌大) 水 內郡健 御名 方 富 命 彥神別 神社 (名 神 

大) と 有る 其なら むと 思 ふに 尙 熟思へば 記傳 十四 (三十 二 丁) に 云れ つる 如く、 伊勢 國 風土記に 神武 天皇 中州に 入 坐 

す 頃 ほひ、 天日 別命 を 遣して、 伊勢 國を 主領る 伊勢 津彥と 云 神 令 言 向 給 ふに、 始は詔 命に 從奉 ざり しかば、 天日 別命 

軍 を 起して 攻 ければ、 竞に順 ひて 其 國を避 奉る 時に、 大風 を 起し 波 を 立て 信 濃 國に遷 住 給 ひけり、 神風の 伊勢 國と は此 

由な りと 云 事 有りと 云れ たり、 借此 伊勢 津彥と 云 は、 建 御名 方 神の 亦 名なる が、 此祌 風の 事より k て 風 を 掌 坐す 事と 

れ るが、 又は 其 神風の 甚 i じかり つる 故に 風 間 神社 は 其 防禦 Q 爲に鎭 坐る か尙 可考、 (但 記傳 に、 此を 風土記に 神 

武 天皇 Q 御世 Q 事と 爲る は傳の 誤な りと 云れ つ れ ど然ら す" 予が彌 彥神系 放 に 云る が 如し、 偖 伊勢 外宮 の 邊り彼 伊勢 

津彦の 住り し 高 倉 山の 續 なる 高祌 山と 云に 客 神社と て 有 は" 建 御名 方 神 を 祭れり と 神宮の 書に 在と 記傳に 云れ たり) 

又記傳 に、 此諫訪 水 內神を 龍 田と 同く 風 を 祈らせ. 給け む 由 は淸輔 主の 袋 冊子に、 「信 濃 在る 岐蘇路 の 櫻 にけ り 風 祝 

に 透 間 在すな」 と 云俊賴 主の 歌に， 就て、 是は信 濃 國は究 て 風 早き 地 なれば、 誠 訪明祌 Q 社に 風 祝と 一 K 者 を 置て、 春始に 

深く 物に 籠 置て 祝して 百日 Q 間 尊重 爲る なり、 倚 其 年 凡風靜 にて 農業 Q 爲吉 なり、 其に 自然 透 間 も 有り、 日光 も 見せ 


つれば 風 治らす」 と 云 ふ、 其 意 は 如何 有む 知ね ども、 何様に も 風に 由有る 事 は 古く 云傳 けむ」 と 云れ たるに 依て 按ふ 

に 風 祝と は 謙訪社 Q 祝に は 非す て、 風神に 屬 たる 祝なる 可し、 (建 御名 方 神 Q 神風 を 起して 飛 去 給 ふ も、 風神の 御靈 

に 依す て は 出来 まじき 理を思 ふに、 其 神の 御世より 風神 を 別 社に 祀始 られ たらむ も 知る ベから す、 風問祌 社の 事 能々 

國 人に 問 聞べ し、) 

官 帳に は 載られね ども、 出 羽 國田川 郡に 捐尾 社と 云 ふ舊社 有り、 飽海郡 大物 忌 神社の 舊 記に 當社 一 王子 褐尾大 明 神と 

有て、 社 偉に 小物 忌祌 社なる 由 云 偉る は 必然 有べ く 所思たり、 伹 式に 載る 所 小物 忌 神社 は飽海 郡捐尾 神社の 今 立せ 給 

ふ 地 は 田 川 郡に 在ば 其 所在 違へ るに 似 たれ ども、 式なる 月 山 神社 は飽海 郡なる に 今月 山 Q 現存す る 所 は 田 川 郡なる を 

以、 倩 思 ふに、 4 バ兩 郡の 名 耳 古に 異ら すして 地 Q 所在に 今古 違 ふ 所 ffi 来りし 者なる 可し、 然れば 郡 名の 異は今 咎む可 

きなら す、 (小物 忌祌 社の 所在 詳 ならざる に 就て 今 飛 島と 云 ふ 小島 有り、 古老 傳て 云く 往昔 大物 忌 神の 立せ 給へ る稻 

倉 岳の 北方 飛 別れて 島と 成れり、 依て 別 島と も 飛 島と も 云 由なる が、 此 島に 大社と 云 ふ 有り、 所 祭 級長 津紊 命に て 式 

なる 小物 忌 神 社是な りと 雖も尙 依 難 かり) 此褐尾 社 祭神、 級長 津彥 命、 級長 戸邊 命 二 柱に 坐て、 相 殿に 倉稻魂 命、 月夜 

見 命 左右に 竝鎭 坐り、 此卽 小物 忌 祌 社に 大物 忌 神月 山 神 を R 祀れ るな りと 云る は實に 然る 一一 一一 II と 所思たり、 (叉 正月に 

奉る 供御に、 田 川 郡遠賀 神社、 伊 ま 波 神社、 由 豆佐賣 神社、 平 鹿 郡 鹽湯彥 神社、 波 宇志 別 神社、 山 本 郡 副川祌 社の 神 

祌をも 併て 祭る 事な り、 若く は國 司の 國 中の 神 を 祭祀れ リし 例の 遺れ るなる 可し、 偖 此社は 己 も 殊に 親しく 仕 奉る 可 

き 由緒 在て." 其祌の 立せ 給へ る 大山 村と 云に、 到る 毎に 常に 詣で見 奉る に、 甚祌々 しく 奇異なる 御社に て 中々 中 昔な 
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どに 35 來 りし 神 垣の 樣. な らチ、 妙なる 迄. 神 進た る は 小物 忌 神社 を 除て 何とか 爲む、 然る を此 御社 を 近 昔迄此 大山の 城. 

主たり し武藤 家の 氏神と 始て國 中の 神 を祀れ りしな ど 云 は、 心淺き 人の 論に て 取に 足す) 大物 忌 神 (亦 名璺. 宇 加能賣 

能 命) の 敷 坐る 稻倉嶽 (俗 云 鳥 海山) に 相對ふ 地， にして、 社 傳に傳 る 所 古老の 語る 所、 共に 所 祭 級長 津彥 命、 級長 戶 

邊 命に 在して、 風神なる 由 其 說の符 るに 因て 尙思 ふに、 大忌 風神 を 朝廷に て 1§1 祭らせ 給 ふ由緣 に、 少も 異なる 事 無き 

は、 妙に 奇異なる 者な り、 (尙龍 田に 坐す 天 御 柱 命、 國御柱 命 社の 下に 云 ふ 如く、 朝日 Q 日向 ふ 東方に 向 はせ 給 ふ 可 

き 由緒 坐を當 社の 東 向なる も熟符 へり) 尙文德 天皇の 大 御世に、 大物 忌 神の 石 破 を 降せ 給し 事の 有より 始て、 今 も 現 

に 其 事 有 は 風神と 坐す 此捐 尾大 神の 幽贊給 ふ 者と 所思し きを、 其 は 庄內祌 跡 iw- と 云 書 を 著述して 云れば 此には 省つ、 

駿河 風土記. に、 薦河郡 横 走 井 社大泊 瀨幼武 天皇 御宇 所 祭 級長 戶邊命 也と 有り、) 

タツ タ 二 タタへ コトヲ へ マヅル スメ ゥミ ノ マへ 二 マラ サク  シ キ シマ 二  ォホ ャ シマ クニ シロシ メシシ スメ ミ マノ ミ コトノ  トぉ £ ケ ゾ 

龍田爾 稱辭竟 奉。 皇神 乃前爾 白久。 志 貴 島爾。 大八 島國知 志。 皇御孫 命 乃。 遠 御 膳 乃 

ナガ ミ ケ 卜  マウ -1 ノ ォ -1 キ コシメ ス  ィヅヅ ノタナ ツモ.， -ヲ ハジ.. 'テ  ァ メゾシ タノ ォ 、タウ ラノ  ヅ クル モノ ヲ  クサ ノ 力 ヰ ，- 二  .1 タ.^ マ デ 

長 御 膳 止。 赤 丹 乃 穗爾聞 食須。 五穀 物 乎 始&。 天下 乃" 公民 乃。 作物 乎。 草 乃 片葉爾 至 万 

ナサ ズ  ヒト トセ フタ トセ 二 ァラズ  トシ マ ネ ゥソコ ナヘ ルュヱ 二 

不成。 一年 ニ年爾 不在。 歲眞 尼久傷 故爾。 

龍 田 は 大和 國平群 郡に て 立 野 村の 邊の惣 名な り、 神武 天皇 御紀 に、 皇師勒 兵 歩 趣，， 龍 田； 其 路狹臉 人不レ 得- 1 竝行， と 見 

え、 履 仲 天皇 御紀 に自， 一 龍 田 山, 踰之時 云，^ と 見えた る 地に て、 天武 天皇 御 紀八年 冬 十一月の 下に、 是月初 置， 1 關於龍 


田 山， と 有も此 なり、 (谷川 氏の 通證 に、 關屋趾 在，, 立 野 村 西 r 天文 八年牧 -1 立 野 關錢- 事 見-, 信 貴 山寺 日錄， と 云り、) 

志 貴 島 爾大八 島 國知志 皇御孫 命 は 第 十代 崇祌 天皇の 御 事な り、 (但 古事記に、 天 國柙波 流 岐廣庭 天皇 坐 師木島 大宫治 

天下 也と 有 は、 欽明 天皇の 御 事な り 思 ひ 混 ふ 可から す) 志 貴 島 は崇祌 IK 皇御紀 に、 三年 秋 九月 遷都 於 磯城 是謂， ー瑞籬 

言， と 有り、 古事記に も 御眞木 入日 子 印惠命 坐， 一 師木水 垣 宮， 治 二 K 下 一也と 見えたり、 記 傳廿三 (三 丁) に 大和 志 を 引 

て、 此宮は 在- 1 城 上 郡 三輪 村 東南 志 紀御縣 神社 西， と 云れ たる は 必然 ぞ 有べき (神武 天皇 御紀 に、 倭國 磯城 邑、 垂仁 IK 

皇御紀 に 磯城 嚴檯之 本と 有な ども 此 なり、 欽明 天皇の 師木島 宮も此 地な り) 又記傳 四十 四 (三十 六 丁) に 島と は 凡て 

本 周 廻に 界 限の 有て 1 區 なる 域 を 云 名に て (海中に は 限らす) 秋津島と 云 も 本 孝 安 天皇 Q 都の 名に て、 大和 Q 內 Q 地 

名、 應祌 天皇の 都も輕 なる を 輕島明 神と 云 類 也 (此事 尙委く は 國號考 の 秋津島 條、 師木 島條に 云り) 此も彼 秋津島 宮 

輕島宫 などの 例の 如く、 師 木の 地なる を師木 島と は 云な り」 と 云れ たり、 尙天武 天皇 御紀 に、 元年 九月 庚 子 詣ニ于 俊 

京-御， 一島 宮ハ 癸 卯自， 一島 宮- 移， 1 崗 本宮, と 有る 島 は、 庭 中に 島山 を 築た る 故にて、 秋津島 輕島 など Q 例と は 別な り、 (萬 

葉 ニ卷に 島宮句 池な ど 詠る を 以て 其 狀想ふ 可し、) 

大八島 國の事 は、 鈴屋 大人の 國號 考に委 ければ、 就て 見る 可し、 但天 下知 志と 云 はすして 大八 島國知 志と 有 は、 下に 

遠 御 膳 乃 長 御 膳 止 云- -と瑞 穂の 事 を 云る 故に、 其 意に 係て 如此は 云るな る 可し、 古人の 詞を i へる 事の 委 きを 思 ふ 可 

なり、 (叉 記 傳五卷 にも 見ゅ大 殿祭詞 Q 下に 云り) 倍大 八 島國と は、 皇國 の惣號 なれ ども、 大八島 國知須 など 云 ふ 時 

は、 汎く 天下 を 統御す 事になる なり-、 故 御世々 々の宣 命に、 天皇の 世 中 を 統御す 御 事 を、 明 御 神 止 天下 所 知看須 天皇 
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命と も、 現 御 神 止大八 島國所 知貪須 天皇と も宣 へり、 (公式 令の 詔書 式に 種々 に 云 分 てれ ども 其は當 昔の 定 にて 古義 

在す) 如斯く 公然に 云 事 は 上古の 風儀に て、 古事記 泉國 段に 伊邪那岐 命 吿，, 桃 子, 汝如, 助レ吾 於，, 葦原 中國, 所, 有 宇都 

志 伎 靑人草 之 落，, 苦瀨, 云々 と宣 ひ、 叉 天 石屋 段に 高天原 皆 暗 葦原 中國悉 闇と 有な ど、 獨皇國 耳なら む や、 大地の 全 を 

云 事なる に 葦原 中國と 云て 千 萬 國の末 迄 を も 兼併た る を 思 ふ 可し、 (我が 古典 を 讀む者 苟も 此心投 無くば 天地 日月 を 

も皇國 限の 天地 日月と 爲し、 神祇の 造化 を も皇國 限の 事と 思 ふに 至る 可し、 我が 戴く 天 は 彼 も 戴く 天、 我が 載る 地 は 

彼 も 載れる 地なる に 非す や、 然 らば 天 Q 覆 ふ 所 地の 載る 所、 祌祇 造化の 行 はる， - 所の、 有の 悉 我が 天皇の 所 知 看す 

域に て大八 島國は 萬國を 統御 給 はむ 爲に、 都 城 を 造り 住せ させ 給 ふ 本 域 Q 義を 以て 大八島 國知須 と 云に も 有べ し) 

遠 御 膳 乃 長 御 膳 止 赤 丹 乃穂爾 聞食須 五穀 物始 S は、 中 臣壽詞 に 皇孫 尊 波 高天原 仁事始 天、 豐 葦原 乃瑞穗 乃國遠 安阔止 

平 介 久所知 食 H< 、天津日嗣 乃 天 津高 御座 仁 御座 天、 天津 御 膳 遠 長 御 膳 乃 遠 御 膳 止、 千秋 乃 五 百 秋 仁 瑞穗遠 平 介久、 安 介 

久由庭 仁 所 知 食 止 事 依 志 奉 er 天降 坐 之と 有る 此 故事に 依て、 御饌 物の 事 を 如 此は云 也、 此事已 にも 有て 上に 委く 注り 

(祈 年 御 縣神詞 、同 水分 祌詞、 廣瀨大 忌 祭詞の 下に 云り き) 其 文の 續 きに 照し 合すれば、 五穀 物の 五穀 は、 赤縣 にて 黍 

稷麻 豆麥を 五穀と 云 由 禮記月 令に 見えた るが、 唯 熟 字を假 用た るに て 其義に 非す、 神代 紀に 以レ 稻爲， 一水 田 種子, と有此 

にて、 此處は 瑞穗と 云る 事灼然 ければ、 多 那都母 能と 訓 べし、 田 之 物の 義 なれば なリ、 然れば 此は大 忌祭詞 に、， 皇御 

孫 命 能 長 御 瞎能遠 御 膳 登、 赤 丹 能 穂 爾聞食 皇神能 御 刀 代乎始 S 、親王 等 王臣等 天下 公民 能 取 作 奥 都御歲 者、 手 肱 爾水沫 

害： 垂向股 爾泥畫 寄 氏、 取 將作奥 都御歲 乎と 有て、 全 同事なる を 思 察む 可な り、 (種物と 云說も 有は宜 からす、 叉 平 田 翁 


は 水田 種子 を 美 多 都 母 能と 訓れ たれ ど 尙舊訓 Q 方 宜し" 叉 縣居翁 Q 此 なる 五穀 物 を 古事記に、 大宜都 比 賣祌死 坐て 

於， 三 目， 生稻 種、 於 一一 耳 二，？ 粟？ 於レ 鼻、 ま 小豆 T 於 レ陰生 レ麥、 於レ尻 生-一大 豆？ と云是 五穀 也と 云れ たれ ど、 稻穀 なる 

事 は 右に 引る 大忌 祭の i„ "文に て 明 なれば 依 難し、 此次 文に 天下 公民 乃 作物 を 云々 と有ぞ 右の 五穀の 類 を 惣て言 含た る 

なり、) 

天下 乃公 民 乃 作物 乎 は、 紀 記に 所見た る 五穀 を始 として、 甘 茱辛菜 爾至迄 を惣て 云な り、 偖此に 作物と 云 ひ、 下に は 

三 處此と 同事なる を 作 作物と 云 易た るに 意味 有事な り、 此は 下に 草の 片葉爾 至 萬 氏と 云 言 有が 故に 作物 乎と 云 ひ、 次 

に ニ處作 作物と 耳 云る は 事足ぬ 樣 なれ ど、 其 草 Q 片葉爾 至 萬 氐の事 を 兼た る 故に 作 字を累 云るな り、 其最 末に 作 作物 

者 五穀 乎 始氏草 乃 片葉爾 至 萬 S と 義解爲 る 者な り、 (古人 Q 用語の 法如此 く、 精し き 事なる を 人 は 然心著 ざり ける に 

や、 未 其 說有を 見す) 耕種 を都久 流と 云 ひ、 其 物 Q 成熟す るを奈 流と 云 事 は、 巳に 二 卷に說 る 如く 修理 固成 Q 義 なり 

(古事記に 營 田と 見え、 古語 拾遺に も 大地 主神 營田 云々 など 常に 多く 都久 流と 云 例に て此 は人爲 なり、 其 成と 不 成と 

は 祌の御 心に 在る 故に 奈 流と 云て 自然な り、 斯る 事に 至 迄 も 精し く 究盡さ れば 古意 は 得難し、)  . 

草 乃 片葉雨 至萬氐 は、 五穀より 始て菓 樹茱蔬 等 を も 遣 さす 總 たるな り、 (大 祓. 詞 などに 云る 草 之お 一葉と 此と同 物な が 

ら、 此 なる は 人 Q 陸 田に 作れる 菜 蔬等を 云る に、 彼 は 自然 生の 野草の 類に て 刖の箏 なり) 革 も 木 も 大小の 差 有る 耳 を 

以て 名 を 分て るな り、 木は楚 なり 草 は楚狹 なり、 叉 楚は氣 より 成れ. -ば其 義をも 含めり、 皇國の 古に 風 火 金 水 土神 Q 

iS 化 を 爲給ふ 古 傅 有て.. 赤縣に 五行の 古說 有る 其 中 ひ 木 は風窥 Q 位 を 云る を も 思 ふ 可し、 (鈴屋 大人 Q 壁 多な りと 云れ 

延喜式 祝詞 講義 七之卷  五 七 九 


旌喜式 祝詞 講義 七之卷  五八 〇 

たる は 尤もと 聞 ゆれ ど、 木 も 山に 生る に 多なら ざる 事 を 得す、 然れば 草を莖 多と 云も穩 常なら ざるに 似たり) 片葉は 

大献詞 後 釋に垣 葉の 垣 字、 朝野 群 載に は 破と 書り、 此破 字と 叉片 葉と も 書る と を 合せて 思 ふに、 垣 葉と は 先 凡て 草 は 

大體三 葉 五葉 宛竝て 生る 物なる に、 其を闕 取て 唯 1 葉な ど殘て 有る 狀を 以云詞 にて、 意 は 唯 少の草 Q 一葉 迄と 云なる 

可し」 と 云 はれた るが 如し、 (但 此詞に 用へ る は 小 草の 末々 迄 もと 云 意なる 可き か、) 

不成、 鈴屋 大人 說に不 成 は那佐 受と訓 べし、 神 Q 御 心に て 傷 ひて 成し 給 はざる なり、 (那良 受と訓 て は 上の 作物 乎 Q 

乎に 協 はすと 云れ たる は實に 然る 言に て、 崇神 天皇 御紀に 天下 犬に 疫疾の 行 はれし を 以て も、 風神の 御 守 薄 在し を 思 

ふ 可し、 不成は 風神の 御崇 にて 成 給 はざる に は 非す、 其 御祭 を 物 爲給は ざり ける 故に 自然 成 ざり しなり、 然れ ども 其 は 

神の 遙に遠 放 給 ひて 御 德を施 給 は ざり しなれば、 實に那 佐 受とは 云べき なり、 (尙 上に 引る 御紀の 文に 就て 其 下に 云 

る 事共 を 合考ふ 可な り) 此詞に 依て 深く 考 るに、 萬の 草木 共に 水 を 以て 其 根柢 を 養 ひ、 風氣を 以て 其 枝葉 を動搖 さに 

れば、 生長て 茂 盛る 事 を 得ざる なり、 風水 相 共に 自 持る 事、 譬ば木 草 を 殖て水 を 注がざる 時 は風氣 を吐納 する 力無く 

て 枯れ、 又木 草 を 風 氣の通 無き 密室に 蔵く 時 は 幾 計の 水 を 注ぐ とも 萎る が 如し、 此を 以て 大忌祌 風神の 共に 草木 を 相 

マ モ）' マ 

保護 坐す 由来 を も 思 ふ 可な り、 叉 上に 云る 木と 云 ひ、 草と 云に 氣 Q 言 を 含る を 見よ) 又 其 木に 菓 成り 草 は 茱蔬と 成て 

人 を 養 ふに、 同じく 草木に 含る 所の 神氣薰 W て 地上 Q 氣 Q 用 火の 爲に 乾燥して 滋潤ひ 乏しく 成 を 補 ひ、 人身 Q 毛孔 九 

穴より 吐 納て人 體を資 け 養 ふ 事の、 少緣 ならす 尊き 由 緣をも 叉 想 ふ 可な り、 (此 等は甚 近き 事に て 行住坐臥 共に 須叟 

Q 離る まじき 事 なれ ども 大凡 人 Q 心 も 著ぬ 事なる は甚淺 ましき 事に こそ、 然れど 我が 古學の 徒と 雖も斯 る 事 迄 Q 說に 


及ぶ を 一一 一一 II 痛く 思 ひ 淡む る は 彼 精義の 入神の 惡 むにて 取る に 足らす、) 

一年 ニ年爾 不在 は 御 紀に五 年國內 多，， 疾疫， 民有 n 死亡， 者且 大半 矣と 有れば、 時氣 Q 順 度なら ざり し事灼 きを、 同 七 年 

Q 下に 於是 疫病 始息國 內漸謐 五穀 旣成 百姓 饒 之と 有 は、 三年 計の 事 なれ ども 此大忌 風神の 社々 を 始て祀 給へ る は 九 年 

四月なる 可き 事、 上に 考 記せる 如く なれば 如此は 云べき なり、 (此を 以て も 九 年 四月に 始祀れ る 事 疑 無 者な り、) 

歲 眞泥久 は歲遍 にて 年 數を經 る 事な り、 萬 葉 一 (三十 丁) に 浦 左 夫 流 心 佐 麻 禰久と 有 は 情 進る 心眞遍 くにて 心の 速く 

行 至る 心に て、 此 Q 露 泥 久も其 例 也、 (考に 年，^ 損 はぬ 間 無な り、 萬 葉に 間 無 を 麻 漏 久と訓 り」 と 云れ たれ ど、 此は 

阿 麻纏久 Q 阿 を 省た るな り、 鈴屋 大人 說に歲 眞尼久 は 幾年 も累る 事な り、 萬 葉に 多き 一一 目に て 度繁く 軍： る を 云り、 無 間 

の 意に は 非す」 と 云れ たる は諾 なる 言 也、 歷朝 詔詞解 第三 詔 遍多久 の 下に も、 此の 詞を 引て 五十 四 詔に 一 二 遍能味 仁 

不在 遍麻 年久、 萬 葉 十九に 多婢未 禰久、 廿三 詔に 年 長久 日 多久、 五十 九 詔に 麻禰久 在、 萬 葉 二に 眞根 久往 者、 四に 麻 

禰久通 者な ど 多し、 數 多と 書た るに も眞泥 久と訓 べき 此彼 有り」 と 見えた る は 此の 例な り 《■) 

傷 故 繭の 傷 は 削の 義 なる 可し、 此は 上に 云る 如く 未 上に も 草木の 茂 盛す る 事 は、 大忌 風神の 御 心に 依れり と は 所 知 看 

ざり ける 故に、 (但此 傷 は 惡風荒 水 Q 狭災に 依れり 1 其 は 風神の 御 諭 言に 天下 公民の 作 作物 乎 惡風荒 水爾相 都々 不成 

傷 波 云々 と 有を以 知べき なり) 其 御祭 を も 未 行 はせ 給 ふ 事 も 無り しかば、 年遍く 不順の 厲氣の 爲に掼 傷れ けるな り、 

(凡て 神 等 は 其 守護ら せ 給 ふ 所以 を 原て 此を祭 奉に 非れば 其 御 德を施 給 ふ 所も少 きなり) 垂仁 天皇 御紀 なる 倭大神 Q 

御言に、 先考 御 間 城 天皇 雖 A 祭 祀、 祌祇， 未レ 採，, 其 源 根 f 以粗 留，, 於 枝葉， 故 其 天皇 短命 也、 是以今 汝御孫 尊 悔= 先皇 之 
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不„, 及、 而愼祭 則 汝尊壽 命 延長 復 天下 太平 矣と吿 給へ る 神意 を 索隱て 知べき 者な り、 然れば 心 を 枝葉に 留す其 源极を 

探て 神祇 を 祭祀 奉る に 非す は、 終に 其 御 守護 無き 事由 を 知て 後人 尙 能く 其 戒と爲 す 可な り (然. ^ば、 神 は 祭祀ぬ に 依 

て 祟て 物 を 損傷 ひ 給 ふに 非す、 祭祀ざる が 故に 祌 Q 御 靈を留 給 ふ 事 無に 依て、 自然 其 厚から ざる 者な り恐愼 ます は 有 

ベから す) 履 仲 天皇 御紀 に、 五 年 春 三月 戊午朔 於， ー筑 紫, 所 レ居三 神 見，, 干 宮中, 言、 何 奪，, 我 民, 矣、 吾今慚 レ汝、 於是禱 

而不， 祠、 秋 九月 乙 酉 朔壬寅 天皇 狩，, 于 淡路島， 云々、 癸 卯有レ 如， 1 風 之聲， 呼，, 於 大虚， 曰 •、 劎刀 太子 王 也、 亦 呼 之 曰鳥往 

來 羽田 之 汝妹者 羽狹丹 葬往也 云々、 十月 云々、 天皇 悔 T 之 不レ治 M 祌崇， 而 亡， 皇妃 h 更求， 一 其咎， 云 .<、 則 食， ー惡 解除 善 解 

除 一而 出 二 於 長 渚 崎, 令， 一 被驟， 旣而詔 之 曰 云々、 乃 悉牧以 更分レ 之 奉，, 於 三 神， と 有る 此 文に、 禱而不 レ祠と 有る 文に 深く 

心 を 留めて 神 Q 御 心 を 取 奉る に は、 須先禮 典 を盡す 可き 事 云 まく も 更なり、 (事 Q 狀は少 遠 ひたる に 似 たれ ども、 神 

Q 御崇に 依て 治 奉れる 傍證に 引合て 心得 可き 事な り) 然れば 物事 を 守らせ 給 ふ 神と 坐せ ども 御 心に 叶 はせ 給 はぬ 事共 

の 有れば、 其 守らせ 給 ふ 方の 反に て、 却て 其 物 を 損 ひ 傷ら せ 給 ふ 事 無に 非す (漢意 佛意を 以て 論爲 可に 非す、 彼 は 唯 

に 紙上 Q 理屈 を 小賢しく 云る にこ そ 有 けれ、 事實の 上に 於て 違 ふ を 何とか 爲む) 甚 も奇靈 しく 微妙なる 神の 御 心に し 

在れば 我等 凡人の 爭か、 洲 知る 所なら むャ、 唯に 畏み敬 ひて 其 御德を 仰ぎ 信み 奉らむ ぞ 古意に は 有べき なり、 (尙 所々 

に此 事の 論 有を考 合す 可し、) 

モ モノ モノ  -ンリ ビト 7 や ノ  ゥラ ゴト 二 イデ ム  力 ミノ ミ nnn ハ  n/ ゥミ ト マ ヲセト  方 ホセ タマ ヒキ  コ ヲ  ：ノ シ" ビト タチ ノ 

百 能 物 知人 等 乃。 卜事爾 出牟。 神 乃 御 心 者。 此祌止 白 止。 負 賜 支- 此乎。 物 知人 等 乃。 


*  *  r  ,  -T  >  .7 テ/ ド t  ィ ゾ ル 力 £  ノ  ：、 コ コロモ  ナシト マヲ スト  キコシ メシテ 

r 事， § ぎ H 止き。 33 留祌乃 御 心 母。 無 止 白 止。 聞 看 氏。 

百 能 物 知人 等 乃 ト事雨 出 牟は、 百 Q 物 知人 をして トを 令爲て 神の 御 心 を 問 求る 事 人の 知れる 如くなる が、 少意得 有べ 

きなり、 M 、は 物 知と は 下に 述る 如く、 神祇の ぎ li 狀を 知れる 人 を 云が、 百 能 物 知人と 有 を以思 ふに、 彼 天 石屋 戶段、 

御 天降 段に、 思 兼 祌及八 百 萬 神 等 を 神 集に 集て 神議々 給し 如く、 各々 其 物 知人 等の 家に 相 傅る 古 傅と、 今 思 測り 得る 

所の 眞說と を 相竝 合せて、 衆議 必是と 決定す る 事 有て、 借 後に 斯 神の 御 心に か 坐む 其 神の 所爲 にか 有む とト合 申せる 

なり、 崇祌 天皇 御 紀に七 年 春 二月 丁 S 朔辛卯 詔 曰、 昔 我 皇祖 大啓 n 鴻基？ 聖業逾 高 王 風 博 盛、 不意 當 -1 朕 世-数 有- 1 災 

害 T 恐 朝 無，， 善政， 取，， 咎於 神祇- 耶、 蓋 命，， 祌 龜-以 極-致， 災之所 由-也、 於是 天皇 乃 幸 于神淺 茅 原而會 八十 萬 神 以ト問 

之 云 .<、 叉 秋 八月 癸 卯 朔己酉 云々 ト T 使 n 物 部連祖 伊香 色 雄- 爲 * 祌班 物者ハ 吉之又 ト-ー 便 祭-佗 神- 不レ吉 など 有る 此等を 

云なる 可し、 (但此 春 二月なる は 大物 主神め 祭祀に 就た る 事 耳の 如く なれ ども、 風 氣の順 度なら ざり ける に 依て 疫病 

行 はれ、 叉 天下 凶年な りし かば 必此 中に 含た る 可し、) 

百 能 物 知人 は、 鈴屋 大人 說に 多くの 物 知人と 云 事に て 百 は 物 知人の 數を 云るな り」 と 云れ たるが 如し、 師說 に、 物 知 

人と は 太 兆の ト事を 行 ふ 人 を云稱 なる 事 明な り、 凡て 物と 云稱は 萬に 泛く 1^ え 中に、 祌祇を 指て 云 事 常に 多し、 其 は 

御門 祭詞に 四方 四角 與利、 蹄 備荒 備來武 天 能 麻 我 都 比 登 云 神 乃 云々、 自上往 波 上 乎 護 利 自下往 波 下 乎 護 利と 有る 此 同事 

を、 祈 年 (御門， 祭) 詞に疎 夫 留物能 自下往 者 下 乎 守 自上往 者 上 乎 守と 云 ひ、 道 饗祭詞 に 根 國底國 與利危 備踪備 來物爾 云" - 
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下 往者下 乎 守 理上往 波 上 乎守ョ 一と 云る を 對思ふ 可し (御門 祭詞 にば 神と 云る を、 祈 年 及 道 饗祭詞 に は 物と 云る 者 を や" 

叉 神代 紀に、 葦原 中國之 邪鬼と 有る 邪鬼 を、 私記に 安之 岐毛 乃と 訓み、 中 昔に 物氣 など 云、 叉 物 忌 物 狂 物の 所爲 憑物 

の爲 たるな ど 云 物も是 にて、 此は祌 と 云に 同じく 泛く 云る 語 也、 〇 今 云 大物 主神と 申す 御名の 物 も、 神代 紀に 是時歸 

順 之 首渠者 大物 主神 及 事 代 主神 乃 合 =, 八十 萬 神 於 V 大高 市， 帥以 昇， IK 陳 n 其 誠欽之 至， 時 高 皇産靈 尊 勅- 1 大物 主神- 云 ぶ 

宜,， 領，, 八十 萬 神， 永爲 一, 皇孫， 奉 護， と 有を以 見れば、 八十 萬 神 を 領給ふ 故に 大物 主神と は 申せるな り 叉 萬 葉 集中に 鬼 字 

を 母 能の 假 字に 用た る 所多數 在り) 知と は 深く 遠く 思慮の 智 有て、 祌の所 爲の幽 りて 著明から ぬ を 知辨る 由に て、 言 

本 も 漢文に 著明 炳焉 明白 灼然 など 書る を、 志留斯 とも 伊知 士留斯 とも 訓に 同じ (是等 も幽れ たる 事 を 著明く 爲る 由に 
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用たり) 俗に 物 知と は、 今 現に 見た る 小事 を辨 たる 程の 人 を も 云へ ど、 其 は 事 知と こそ 可 云 けれ 豈か物 知と は 云む， 一 

と 云れ たる は 然る 首な り、 (但大 兆の ト事を 行 ふ 人 を 云と 云れ たる は當ら す、 神祇の 情 狀を古 傳に徵 し 古說に 合せて 

悟 得る 偉人 を 云な り、 ト事は 其 思慮の 至り 及ばざる に當て 物爲る なれ は 却て 末な り、 孔子 家 語 及 說苑辨 物 篇に顏 淵 

問，, 於 仲 尼, 曰、 成人 之 行 何 若 子 曰 成人 之 行 達- 于情性 之理, 通，, 乎 物 類 之變, 知 = 幽明 之 故- 睹 -1 遊氣之 源-若 此而 可う 謂 成 

人 I 也、 旣 知- 1 天道， 行：. 躬以- 仁義 ー铹 レ身以 M 禮樂， 夫 仁義 禮樂 成人 之 行 也 窮レ神 知 レ化德 之 盛 也と 有 は 我が物 知と 云 者に 

能く 協へ り、) 

ト事は 鹿 卜に 在れ、 龜トに 在れ 其お 兆 Q 所 爲を爲 る を 云り、 上に 引る 御 紀に盖 命， 一 祌龜， 以極， 一致 レ灾之 所 由 一也と 有る 

此也) 因に 云 ふ 上古に 鹿ト耳 有て、 龜トは 我 上古に 非す と云說 起り て、 釋紀に 引る 龜兆傳 Q 古 說を疑 ふ 事 なれ ども、 


鹿トは IK 上に 始て 成リ 1 龜 トは國 神の 專行給 ふ 事に て 有しな り、 然る を 顯幽相 易る 常 昔 以前に、 我大國 主神 少彥名 神 

及び 其餘の 神々 の 赤 縣州を 開闢に 出 坐し 時、 彼國 にて 專其事 を 行 ひ 給へ るが 人 問に 漏傳 りて-お にも a ト Q 古說は 有な 

り、 然る を 却て 龜トは 彼に 傚へ るな りと 思 ふ は、 其 末 を 見て 本 を忘竞 たる 者に て 先達の 說厘々 なりと 雖も 悉皆 取に 足 

す) 宇 良 は 本義 は 性情の 情なり、 然る は 事 有て 其 を 執行む と爲 るに も 物來て 其に 相應 むと 爲る にも、 吉凶 悔吝の IBJ を 

且く打 忘て 彼 左 物 を 右に 移さす、 右 物 を 左に 移さす、 左 を 左と し 右 を 右と し、 左に 復り 右に 廻り 萬 事 無 違 事 ，5< 本 を 本 

として 本の 本に 入り、 元 を 元と して 元の 元に 任せる 隨 在天 神なる 眞 心と 成て、 深く 思 ひ 遠く、 盧 るに 自か眞 情に 然ぞ 

有らむ、 然ぞ 有べき と 所思る 事の 出來 るに 其 事の 極に 至て は 天地 神祇の 御 心 に 在と 雖も幽 顯界を 分 てれば 神と 我と 相 

攝 りて 共 一 百べ からす 故、 眞鹿 祌龜の 骨に 兆 文 を 彫て 此を 焚く 時 は是に 於て 兆 文の 火^に 吉凶 悔吝の 象 を 形す、 其 時に 
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我情に 合せて 其 事に 隨ひ其 物に 應 ふるが 故に、 其 事を爲 すをト 相と 云 ひて、 ト 合の 義 なり、 我情と 祌の 心と 合る を以 

て 云 ふなり (宇 良那布 はト： IS1 にて、 ト 合の 義に 同じ、 此 等の 事予 異なる 見解 有りて 古說に 等から ざる 事 多 かり、 依ト 

事と は 右の ト 相の 事 を物爲 るが、 其の 兆 文に 見 はる i 所 を 以て 其の 指す 所の 神の 御 心の 隈々 も 悉く 所 知れ、 世に 幽ろ 

ひたる 事 趣 も眞淸 明に 知る. -裹 なる が 故に 如 此は云 ふなり、 偖其ト 事の 狀を今 此詞に 依りて 思 ふに、 ト事を 物爲る 

の 始に先 百 能 物 知人 等の 思慮で、 天 下 公民の 作物の 不熟は 某 神の 御 心に 坐り 某 神の 所爲に 坐りと 申せる が、 各， << 當然 

に 聞 ゆるが、 其 を 何れ 然在 むと は 天神 御子と 坐せ ども 现人 神と 在す 間 は 定？. ^させ 給 ふ 可なら す、 養ば 此祌を 登に 配 其 
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神 を 保に 配、 此處 Q 宮を加 美に 配、 彼處の 社を延 美に 配、 或は 多 米に 配な として 其 兆 文の 町 形 を 焚く に 其 火拆の 有無 
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を以て其事^>-定むるに、 此 時に 某 神 某 神と 配た るに 火 拆の應 無き 時 は、 叉 次に 神. _< の 似 著 はしき を 配て 其應 有る 迄 

幾度 も爲る 筝 と 所見た リ、 古事記 玉垣 宮 段に 布 斗 摩邇々 占相而 求， 一 何 神 之 心， 爾崇 出 雲 大神之 御 心と 有な ども、 兆 文の 

上に て 某 神と も 知 了る 可なら や、 此方より 其 心 常なる 祌をト に 出して 求る が 故に 卜 合て 所 知る、 なり、 此詞の 次 文に 

w 留神乃 御 心 母 無 止 白 止 聞 看 S と 有 を 思 ふ 可し、 是ぞ甚 正しき ト事 にて、 眞に 神の 御 心の 依來 坐て 其 應の必 有べき 事 

なり (然る を 後世の 龜トの 書 共に 此を 彼國の 八卦に 配て 煩 はしき 判斷を 加て、 其 當否を 試る 事の. 有な ど は 甚も甚 も 負 

氣 無き 事に て 云に 堪 たる 狡 意な り、 偶 當る事 も 無に は 非ね ども、 先 は 神 を 強る 事に て甚 長し とも 何とも 云む 方 無き 事 

なりけ り、 上古の ト事は 然らす 其 時に 當て 吉凶 悔吝を 象に 配て 其應を 賜りて 其 事 を 決る なれば 其 正しき 事 言 計 無し) 

W 牟神乃 御 心 者 此神止 白 止 負 賜 支 此の W 牟を、 ト事爾 W 牟と 上より 續て 見る は 悪 在り、 此は 所見る 祌の御 心と 云 な 

れば 神の 上に 冠ら せて 心得 可な り、 次に W 留神乃 御 心 母 無 止 白 止 聞 看 S と 有 を 併て 知 可し、 借 ト事爾 ffi 牟と 云ひト 止 

母お 留云々 と 云る は、 上に 叢 腔し き 迄 云る 兆 文の 火 1^ に 所見る 所 を 以て、 卽其 神の 御 心と 受 賜る を 云な り、 下に 引る 

類聚 國史 なる 天 長 四 年の 策 命に、 頃 問 御 體不愈 大坐爾 依 UTT 占 求 留既、 稻荷 神社 乃 樹伐禮 留罪崇 爾出止 申須と 有る 出 

も 此の 例 也 (是を 以て も判斷 など を物爲 るに は 非す 正しき 兆 文 を 得て 定 むる 事 を 知 可な り) 祌乃御 心と はト 事に 依て 

發覺 る其卽 神の 所思す 所なる が 故に 云リ、 然れば 御 心と は 御所 爲と 云に 異ならす、 記 傳廿三 (二十 五 丁) に爾 天皇 愁 

歎 而坐神 牀之夜 大物 主大 神顯， 一 於 御 夢， 曰 是者我 之 御 心と 有る 下に 其 例 を 引て 云く、 同 記 (玉 坦宮 段) 布 斗 摩邇々 占 相 

而求何 神 之 心爾、 崇 大神之 御 心、 叉 (訶 志比宮 段) に 天照大神 之 御 心 者、 また 景行 天皇 御紀に 今風 起 浪泌王 船 欲 


レ 5,- 是必 海； &、 い 也、 神 功 皇后 御 紀に時 軍卒 難， 集 皇后 曰 n 必神 心- 焉則 立大 三輪 社以 奉-刀 矛-突 軍 衆 自聚、 允恭 H< 皇御紀 

に 獵，， 于 淡路島-云. <  終日 以-不 レ獲ニ 一  獸ー 於 是獵止 以更ト 矣島神 崇之曰 T 不レ得 レ獸者 是我之 心 也、 赤 石 海底 有- 眞珠- 其 

珠祠， 於， 我 則悉當 得ゃ獸 云々、 また 類聚 國史に 天 長 四 年 正月 詔 曰、 天皇 詔 旨 止稻荷 神前 爾申給 W 止 中佐 久、 頃 間御體 

不愈大 坐 須爾依 ュ占求 留爾稻 荷 神社 乃 樹伐禮 留罪崇 爾出止 申 須云. T 實爾神 乃 御 心 爾志坐 波 (土 佐 日記に 千 早 振る 神 

の 心の 荒る，. 海に 云々、 目 も i ラ. r 鏡に 神の 心 を こそ は 見 つれ、 梶 取の 心 は 神の 御 心なり けり) など 見 ゆ」， と 云れ たる 

が 如し (此 等の 例 を 合せて 神の 御 心と 所思 立 給 ふ 事 を も 成 給 ふ 事 を も 共に 神 乃 御 心と 云 事なる を 知べ し、) 

trm. ヒ白止 食 賜 支 は、 此 より 上なる 歲眞 泥久傷 故爾迄 は地詞 也、 次に 百 能 物 知人 等 云々 より 此迄 は宜 命な り、 此 次に 

七 乎 物， 人 等 云 々より 聞？ 迄 は 奏上の 詞 なり、 其. ¥ に 皇御孫 命詔久 云々 より 宇 氣比賜 支 迄 は祌に 吿る詞 なり、 其 を 

受 て是以 云々 以下 は 神の 御 諭 言な り、 如此 く條理 分明し く 而も 滯 無く 聞 ゆる は 古文の 妙に て、 後人の 係ても 及ぶ まじ 

き 所な り、 (然る を考の 自序に、 祈 年 廣瀬龍 田の 祭. <  の 詞は奈 宮の始 頃 作る にて 同じ、 古 一 百 以て 爲れど 文 云 ふ 物 を 

心に 得て 云 成しし ならねば 叉 ri-i 力に たり」 と 一 K れ たれ ど、 此翁 こそ 文 云 ふ 物 を 心に 得て 說 成され ざり しかば、 然る 

妄説 を 以て 後人 を 誤られた る 者な りかし、 鈴屋 翁の 此 等の 論 を諾れ ざり ける は實に 尤なる 事な り) 此祌止 白と は 百の 

物 知人 等の 思慮 定 たるに、 ト事を 以て 其 i へり ゃ應 はす ゃ令ト 合る に、 其 太 兆の い ：！ 形に 出る 所 を 明し 白せ となり (上 

に 云る 事共 を 能々 思 合て 悟る 可し) 食 賜 支 は 天皇の 詔勅 以て 仰 給へ るな リ、 此は 命令の 義 にて 人に 物 を 言 附るを 云な 

り ( 續紀宜 命 に 此言 多く 出 たり、 古事記 天 石屋 段に は 多く 科 字 を 用たり、) 
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此乎物 知人 等 乃 ト事乎 以&ト 止 母の 此乎は 上 を 承て 云る 也、 ト止母 は雖， ート 相, にて、 物 知人 等の 其 思慮る 所 を 以て 徵 

を 神に 取て 其 事 を 決定む と 爲と雖 もと 云義 也、， 其 は. fi, 、文に 皇御孫 命 詔 久神等 乎 波 IK 社國社 止、 忘 事 無久、 遣 事 無久、 稱 

辭竟奉 云々 と 有る 忘 事 無、 久 遺事 無久 にて 炳焉 たり、 此方に 定 むる 所有て 其 正 を 神に 受 賜る をト 事と は 云な り (卜 事 

を爲に 神の；. i して 吿給 はざる に 非す、 物 知人 等の 心當の 神をト 合する に 其 心 當の祌 の 本より 違 却て 有れば 其 可な りと 

兆に 顯し 坐ぬな り、) 

W 留神乃 御 心 母 無 止 白 止 聞 看 S は、 上に W 牟神乃 御 心 者 此神止 白 止負赐 支と 有る なり、 W 留神乃 御 心 母 無と は 卜 相 

つる 人の 其 有狀を 奏せるな り、 借此ト 事に 發 見ざる は 百の 物 知人と 雖も、 年 穀の不 熟 は 風神の 御 心に i5 りと は 豈測知 

む や、 此に 依て 占 兆に は 出さ^り しな リ、 是を 以て 終に 其 悟る 時 勿ら む 事 を 所思して 天皇の 御 誓 有事と は 成れり し 者 

なる を 思 ふ 可し (1 は此 御世に 疾疫 多に 行れし など 甚事多 在ければ 風神な どと は 心 も 著せ させ 給 は ざ- し 故に、 御紀 

七 年の 下に 記させ 給へ る 如く、 大物 主神 大國魂 神 を 祭られて 其餘の 神々 の 御 事 迄 悉くに は 未至盡 ざり しなり) 聞 看 氏 

は 上 に 食 賜 支と 有 る 應答を 聞！^ 「す な り (考 に此聞 看の 字に 就て 云れ つる 事 有れ ど、 用 無 けれ ば擧 げす、 ) 

ス/5-;:1.\. 、、コ ..ト つ リタ マ ハク ，0 力-.、 タチヲ T マツ ヤシ 口 クニ ヅャシ ロト ヮス ルル n トナ ？ ォッ ル コトナ グ  々タ へゴト ヲ へ マ： 'レ ト ii シォ コ： 

皇御孫 命 詔久。 神 等 乎 波。 天 社國社 止。 忘 事 無久。 遣 事 無久。 稱辭竟 奉 止。 

須乎。 誰 神 曾。 天下 公民 乃。 作 作物 乎不 成。 傷； |§ ギ 7 き， 载なだ 止。 ぽ  1¥止*  {于 ぎ 
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皇御孫 命 久、 本朝 月 令に 引る に は、 皂ー御 孫 乃 御 命詔久 と 有り、 然 らば 御 命詔久 は、 美 許 登 能 理斯多 麻 波久と P べき 

こや、 然れど 容易く 改 難ければ 本の 任に 措つ、 偖 此は神 等に 對て詔 給へ るな り、 百の 物 知人 等 を 召 給 ひて、 其ト 事に 

マヲス 

^む 神 0 御、 ぃを顯 申せと 负 賜へば、 百の 物 知人 等 其を受 賜りて ト相 申せ ども Hi る 神の 御 心 も 坐す と 奏聞 を 聞 看て 更 

に祌 等に 詔 給へ るな り、 御紀に 天皇 乃 幸，， 于祌淺 茅 原- 而會 -1 八十 萬祌 -以ト n 問 之-など 有 趣を以 悟る 可し (但祌 に 申さ 

せ 給へ る なれば 白給久 など 云べき を、 詔 久と云 ふは掛 まく も甚も 長き 天神の 御子に 坐ば なり、 詔詞宣 命の 例 如 此き文 

法 有事 を 知 ざれば 熟く 古意 は 得難し、) 

神 等 乎 波 は 次に 天社國 社と 云る 其な り (祈年祭 詞に天 社 國社登 稱辭竟 奉皇神 等と 有 は 其 天社國 社に 向 ひて 申詞 なる が 

故に 皇神 等と 云 ひ此は 風神の 事に 就て 天 社 W 社と 云る にて 其 神の 前に 申すなら ねば 祌 等と は 云るな り、) 

天社國 社の 事 は、 卷ー (第 一詞) に 云り、 御 紀に七 年 十一月 丁 卯 命- 1 伊香 色雄ハ 而以 -1 物 部 八十 手 所レ作 祭神 之 物 T 卽 

以，， 大田田 根子， 爲.. 祭，， 大物 主大 神-之 主 h 又 以，， 長 尾 市， 爲 T 祭-一 倭大 1： 魂 神-之 主 h 然後 トレ 祭-, 伦 神- 吉焉、 便 別 祭-一八 十 

萬 群， 仍定， へ 大社 阔社 及祌地 祌戶， と え、 古事記 (水 垣宮 段) にも、 此 同事 を 以，， 意富 多多 泥 古 命- 爲 -1 神主 T 於-: 御 

諸 山- 拜 TI 祭 意富 美 和之大 神前 T  (大 阈魂祌 Q 事脫 たり) 又 仰-伊 迦賀色 許 男 命？ 作- 1; 大之 八十 爲羅訶 r 定 n 奉 天神地祇 之 

社-と 有此 な，^、 記 傳廿三 (三十 七 丁) に、 書 紀に天 社 地 社と も 天社國 社と も 有り、 (此 等も此 記に 天神地祇 之 社と 有 

る 文に 依て 阿 麻 都 迦微、 久邇都 迦微能 社と も訓 可き なり) 和名 抄に、 天神 和名 安 萬 S 夜 之呂、 地祇 和名 久爾豆 加 三、 

或 夜之路 (此は IK 祌の方 を も 安 萬 豆 加 三、 或 夜 之 S と 云 ぺき專 なり、 正から ぬ 記し 樣 なり) 萬葉廿 (二十 二 丁) に 阿 
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米 都 知 乃 可 美と 有、 神祇 令に 凡 天神地祇 者 皆 依， 1 常 典， 祭 之、 また 凡 天皇 卽位總 祭，, 天神 地 紙 f  (義 解に 謂 卽位之 後 仲冬 

乃 祭、 下條 所謂 大嘗) 義 解に 謂 天神 者、 伊勢？ 山城 鴨、 住吉、 w 雲、 國造齋 神 等類是 なり、 地祇 者 大祌、 大倭、 葛 木、 

鴨、 》 雲、 大汝神 等 類是也 (出 雲 國造齋 神と は W 雲 熊 野 を 云る にて、 須佐之 男 命 也、 大汝祌 と は杵築 大社 を 云、 〇 今 

云 山城 鴨 は御祖 神社 二 座 祭神 大巳貴 命 玉 依 姬命卽 別 雷神の 御 母 也、 建 角 身 神の 女の 玉 依 日 賨には 非す、 別 雷神 社 は 祭 

神 味 組 高彥根 神に て葛祌 鴨と 同祌 たる を 天神地祇に 別てる 事義 解の 說甚其 謂 無し、 叉 住吉も 天神に は 非す、 俗の 擧者 

此義 解より 誤 を 延く事 多ければ 今辨 へつ) と 有り、 天 祌とは 天に 坐す 祌叉 天 より 降 坐る 祌を 巾し、 地祇と は此國 土に 

生 坐る 祌を 申な り、 (令義 解に 疏曰自 レ天而 下 坐 曰レ祌 也、 就 地而顯 曰レ祇 也と 云り、 就と 云 顧と 云る 事穩 ならす) と 云 

れ たる ぞ 尤なる、 此に 就て 稽 るに 祈 年 (第一) 詞に高 K<: 原 爾祌留 坐 云々、 天 社 國社登 稱辭竟 奉 皇祌等 能 前 爾白久 云々 

と 有に、 四時 祭式 (祈年祭 條) を閱れ ば、 三千 百 三十 二 座の 中に 神祇官に て 祭らせ 給 ふ 所 七 百 三十 七 座 を 除て、 國司 

の 祭神 二 千 百 九十 九 座 を も 共に 然 云る なれば、 天 社國 社と は 大小 Q 謂に 非す、 唯 IK 神 地祇の 社と 心得て 可な り、 (名 

祌 大社 を 天 社と 云 自餘の 小社 を國 社と 云と」 云 へ る說 など は 取に 足らす、) 

忘 事 無久は 百の 物 知人 等に 深く 遠く 思慮り 令 得 給 ふ 事に 係て 云るな り、 古事記に 定 n 奉 天神地祇 之 社？ 又 於- 1 宇陀 之 墨 

坂 神 T 祭， 一 赤色 彌 矛？ 又 於，, 大坂祌 T 祭，, 黑色榍 矛？ 叉 於， 1 坂 之 御 尾 神 及 河 瀬 神 T 悉 無-一 遺 忘ー以 奉- 1 幣帛 1 也と 有る 此を云 

なり、 (和 須留と は 所 走に て 心に 留 むる 事の 放り 亡る 義 なり、 偖 下に 思 志 行 波須と 有る 思 志は此 より 應 きたり) 

遣 事 無 久は記 傳廿三 (四十 二 丁) 無 遣 忘の 下に、 其 三 字 游都流 許登那 久と訓 可し、 (忘 わ 遣 也と 注せり) 祈年祭 詞 


に (月 矛、 祭詞 にも) 島 能 八十 島 墜事無 y 萬 葉 一 に 川隈之 八十 阿不 落な ど 有意に て 漏 さす 遺さぬ を 云な り >  鑌紀第 十 詔 

に 漏 落 事 母 在 牟加止 辱 美 云. < とも 有」 と 云れ たるに 依べ し、 但 上の 忘 事無久 は、 天神地祇 を 漏さぬ 事 を 云 ひ、 此は其 

ヒビ 

祭祀の 闕典無 を 云な り、 (尙卷 三 第 七詞の 下に 云る を 見合す 可な リ、 偖 下に 思 志 行 波 須の行 波 須は此 より 應 きたり) 

稱辭竟 奉 止 は 天社國 社の 神々 を 祭らせ， 給 ふ 事 を 云な り、 (此事 上に 往々 云り き、) 

思 志 行 波須乎 Q 思 志 は、 上に 神 等 乎 天 社 國社止 忘 事無久 より 受て、 皇御孫 命の 大 御身 自 深く 御 心に 懸 させ 給 ひ、 尙遣 

漏 有む かと 所思して 百の 物 知人 等に 懇 到に 令 思 給 ひ、 其 上に も 神 等に ト相 申させ 給 ふ 事 を 云な り (考に 續紀の 詔に 所 

ホシ サクト  ォモホ ス 二  ォモ ホシノ シキ ト 

• 思 行 佐 久止叉 所 念 行爾叉 所思 行 支 止な ど 書た る 多 かれ ど、 皆 右の 如く 訓可 なり、 字に 泥む 事 勿れ」 と 云れ たれ ど尙字 

Q 如く 訓可 なり、 此を考 Q 說の 如く 訓む時 は、 古文 Q 妙なる 差異 を 別. つ 事 難き なり、 鈴屋 大人 說に 此は訓 べき 任に 委 

しく 書た る なれば、 字の 任に 行 字 を 淤許那 布と 訓 可し、 此古言 なり 云々」 と 云れ たる は 然る 一一 目 也、 然れ ども 今 此說に 

意 有て 全文 を 引 出す) 行 波 須は遣 事無久 より 受て、 此は fK 社 圃社を 定奉給 ひ、 叉 悉に 幣帛 を 奉らせ 給 ふ 事 を 云な り、 

然れば 行の 字 大にカ 有り (行 は 其 事 を 成て 其 物 を 整る 事なる を 思 ふ 可な り、) 

誰 神 曾 は、 神 等 を 天 社と 稱辭竟 奉らせ 給 ひ 遣 漏る 事 は 非 じと 思し 行 はす 物 を、 誰 神 ぞと句 を 切た るに 大に尤 たる 由 を 曾 

の辭 にて 聞せ たり、 御紀七 年の 下に 時 得-神 語， 隨敎 祭祀 然於レ 事 無 レ驗と 有る 文 を、 今此に 置て 考ふ 可し (古事記 朝 倉 

宫 段に、 多禮曾 意富 麻 幣雨麻 袁須と 有る 語勢に 甚 能く 似たり) 御紀七 年の 下に 天皇 乃 幸，, 于神淺 茅 原， T 而會 -1 八十 萬 神 T 

以卜コ 問 之？ 是時 神明 憑，， 倭迹. <  日 百襲姬 命， 曰、 天皇 何 憂， 1 國之不 .，：m 也、 若 能 敬-祭 我-者 必當 自平， 矣 天皇 問曰敎 -1 
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如 此-者 誰 神 也 云々 と 有、 誰 神 也此に 同じ 一 K ひ狀 なり、 古事記 パ御||< 降 段) に 使，， 何祌， 而將， 1  一一 一一 i, 云々、 亦 使， 一 何 神， 

之吉云 卢 、 叉 遺- 1 易 神- 以問云 々 と 有な ど は、 總て に涉 て 泛 きを 此 の 誰 神 曾 は總て の 多き 中より 柚 W て 云 なれば 甚狹き 

なり (曾の 辭は 其の 義 にて 多く 有る 物の 中より 其 1 に 目 を 著る を云辭 なり、) 

1K 下 公民 乃 作 作物 乎不成 は、 五穀 を始て 草の 片 葉に 至 迄 を 漏 さぐる が 故に、 作 作物と は 云り、 唯 作物と 云る と は な 

り、 斯て作 作物と 云 時 は、 在と 有 ゆるな ど 云 ふ 語の 格に て伦を 漏さぬ 事な り、 (其 は 上に 云る 事共 を 見合せ て 差別 を 

知べ し) 

傷 祌等波 は、 上 は 一 年 ニ年爾 不在 歲眞泥 久傷故 雨と 有る 其に て、 下に 惡風荒 水爾相 都， -不成 傷 波と 有る 如く、 沴風 Q 

難に て 傷へ る 其卽ち 神の 御 心なれば 如此 く- K り、 (上なる は 唯に 傷へ る 事 耳に 用 有て 神 等に 係らざる を、 此は祌 等に 

用 有が 故に 傷 字 上 Q 如く は 重から す、) 

我 御 心 曾 止の 曾 は、. 誰 神 會の會 に相對 るな り、 輕く 見過す 可から す、 上に 祌乃御 心 者 此神止 白、 また 出 留神乃 御 心 母 

無 止 白と 有る 二 事 を 取 攝て詔 給へ るが 故に、 意に 甚迫 切なる 味 有り (古事記 水垣宮 段に、 大物 主大神 顯，， 於 御 夢, 曰、 

是者我 之 御 心と 有な ど は 客よ リ Q 御言なる が 故に、 其 意 然迄 も 急に は 非ざる を、 此は 主より 一 K 下 Q 凶稔の 事を愁 させ 

給 ひて 其 神 の 御 心 を 知む と 急迫 れ る なれば 其 意 得 有 べし、) 

悟 奉 禮止は 百 Q 物 知人 等の 思慮に 出す ト 事に 發 見る \ 所 無 かりし かば、 今 は 其 詮方に 盡 させ 給 ひて 直に 其 御 論 有む 事 

を 請せ させ 給へ るな り." 雖然顯 幽界 別 なれば、 直に 神 等 Q 御言 語 在せ させ 給 ふ 可く も 非り しかば、 天皇の 大御壽 など 


にも や 係 させ 給へ りけ む、 宇 氣比賜 支と 有 は、 尋常 Q 御 祈と も 聞え ざれば なり.' 御紀七 年の 下に、 春 二月 丁 丑 朔辛卯 

詔 曰、. 昔 我 皇祖 大啓鴻 基、 其 後 業 逾高王 風 博 盛、 不意 今 當，, 胺世， 數 有，， 災害 ハ 恐 朝 無 n 善政-取 咎 -1 於 神祇， 耶云々 と 

有に、 此 天皇の 大御 心灼然 ければ なり、 (考に 字 氣比は 誓 を も 祈 を も 云り、 此は祈 を 云と 有 は 粗な り、) 悟奉禮 は、 御紀 

の 右文の 次に、 蓋 命-一 祌龜 ー以極 1, 至 レ灾之 所 由， 也と 有 如く、 百 穀の不 熟 を 成す 所 由 を 明白に 悟し 白せ となり (佐 登 53 と 

云 ふ は、 凡て 不藩 しき 事 を 了解す る を 云な り、 伹此は 神に 伺て 其 不審 を 決定せ むと なり、) 

字 氣比賜 まの 宇氣比 は、 徵を 我に 取り 信 を 神に 試る を 云り、 然れ ば宇氣 比は受 合なる 可し (萬 葉 四に、 得 飼 飯 而雖レ 宿 

夢 爾不， 1 所見 來 f 十一に 妹 相 受曰鶴 鴨な ど 有 も 同じ、 源 語に も 宇氣比 給と 云 ふ 事 所. „{ に 見えたり) 神代 紀 (瑞珠 盟約 

章 第二  Q 一  書) に 天 照 太 神復問 曰汝言 虚實將 ニ何以 爲,， 驗、 對曰請 吾 與レ姊 共立 一一 誓約； 誓約 之 間 生， 女、 爲二黑 心， 生レ男 爲，， 

赤心-と 有 を視っ 可し、 此は _大 照 太 御祌の 武備 を爲 て、 待設 給へ る 時に 立，, 誓約？ と 申 給へ る なれば、 言 以て 行けば 其 

虚實の 謂に 依て 御壽に 係らす と は 云べ からす、 (又 御 IK 降 段 正書なる 皇御孫 命の 一宿に して 姙娠る 事 を 疑 給へ る條 に、 

故 鹿 葦津 姬忿恨 乃 作，， 無 戶窒， 入 居 其內， 而誓之 曰、 妾 所， 娠若 非，， 天孫 之 風， 必 當，， 轟滅， 如實 天孫 之 胤 火不， 能， 害 云. -と 

有て 一 1 書 共の 趣も然 なる を 思 ふ 可し) 祌武 天皇 御 紀に復 有，, 兄 磯城 軍， 布， 1 滿於 磐余邑 r 贼 慮所レ 據皆是 要害 之 地、 道 

ゥケビ 

路絕塞 無- 1 處 可&、 天皇 惡レ 之、 是夜自 祈 而寢夢 有， 1天 祌， 訓レ之 曰、 宜 取，， 天 香 山 社中 土 T 以造 平 愛 八十 枚， 幷 造，， 婊 

瓮 r 而敬； T 祭 天神地祇 r 亦爲 -1 嚴 咒詛， 如此 則虜自 平伏と 有て、 次に 天皇 旣以 ，1 夢辭， 爲， 1 吉兆, 云， -、 椎根 津彥云 々弟猾 

云々" 勅 之 曰宜汝 二人 到， iIK 香 山 T 潜 取- 1 其巔 土- 而可 = 來旋， 矣、 基 業 成否 當，, 以， 汝 爲,， 占、 努力 愼焉是 時 虜兵滿 レ路難 n 
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以往 還 T 時 椎根津 彥乃ゥ 我 皇當， = 能 定 -1 此國- 者、 行路 自通如 不能者 賊必 防禦と 有 を 以て、 此祈も 唯 祌に禱 請る 

耳に は 非す、 誓て 徵信を 神に 索る 也、 此亦 神に 誓ぶ に 損亡の 事に 係た る を 思 ふ 可し、 (此 次に 叉 因 祈 之 曰 云々 と 有な 

ど 天皇の 初國を 定めさせ 給 ふ 大事なる が 故に 容易き 御 誓に は 非り けり) 叉 古事記 (玉垣 宫段) に、 本牟智 別命 Q 事 を 

記された るに、 是 御子 八 拳 鬚 至 ニ于心 前- 眞事 登波受 云々、 爾崇 ffi 雲 大神之 御 心 云々、 雨 曙 立 王 食 レト故 科-一 曙 立 王-令- 1 

宇氣比 白-因 拜、 此犬神 誠 有， 驗者 住- 1 是覽巢 池 之樹？ 鷺乎 宇氣比 落、 如 此詔之 時 宇 氣比其 鷺墮レ 地 死、 叉 詔-: 之 宇 氣比活 

雨-者 更活、 叉 在-一 甜白檮 之 前-葉 廣 熊白檮 令-一宇 氣比 枯-亦 令-一宇 氣比 生-と 有る 誓の 狀 の 凄し かりつ る を 見る に、 今 世 

Q 誓 首に も 神祇 Qmi を 蒙りて 壽命を 召れ 奉らむ と 云な ど此に 同じ、 其應の 迅速き 事 は 同 記 (璺 浦宮 段) に 於 是息長 

帶日賣 命 一 上 幸 之 時 香 坂 王 忍 熊 王聞而 思レ將 = 待 取-進 TTffi 於斗賀 野- 爲 -1 宇氣 比- 镇也、 雨 香 坂王騰 坐歷 木- 而見大 

怒 猪. お 堀-, 其歷木 T 卽咋 II 食 其 香 坂 王-と 有 は、 神の！ i 受給 はぬ 事に 其 誓に は 負た るな り、 (尙此等の^^にも誓の事の古 

書に ほる 事 多 か リと雖 も、 唯.  一 二 例 を 引ぐ 耳) 是 等の 故事 を 合せて、 此の 御 誓の 甚少緣 ならぬ 欣を 想像り 奉る 可き 者 

なり (此を 唯に 御 祈と 耳 見る 人 も 多 かれ ども、 其 は 事の 意 を 得 知ぬ 所爲 なれば 云 ふに 足らす、) 

nnti- テス メ  -.- マ，： -n ト .15  ：、 ィ/  二  .Tr ンマ？ -ラ？ ァメ ノシタ / ォ f タ カラ/ ウクリ トゥク ルモ/ _ヲ ァ-ン 、キ 力ば ァ 一" \t:-.^5u..  o 

HFEif 王 御 ^ぶ 叩。 大御 夢爾。 悟 奉久。 天下 乃公 民 乃。 作 作物 乎 惡風。 荒水爾 相 都々 

. 1^ 〔をぎ" S 二  ^き4!41。 1|^^^.御：&._^命。 國乃御 柱 乃 命 止。 御名 者 悟 奉 s。 

是？ i より 吾 奉久迄 は、 此 祝詞 Q 地より 云るな り、 次に 天下 以下 は、 先に 誰 神 曾 云. C と 有る 皇御孫 命 Q 詔 を 承て 神の 悟 


申 給 ふ 所な り、 (故 此に是 以と上 を t おけて 下 を 起す 詞を用 ひたり) 

大 御夢爾 悟奉久 は、 御 紀に九 年 春 三月 甲子 朔戊寅 天皇 夢 有- 1 神人-謀 之 曰、 以-ー 赤 盾 八 枚、 赤 矛 八 竿- 祠 n 墨 坂 神 T 亦^- 

黑盾八 枚、 黑矛八 竿？ 祠- 一大 坂 祌-と 有る、 此 度の 事なる 可也、 然る は此 前文に 祌等乎 波 天 社 國社止 忘 事 無久、 遺事 無 

久， 稱辭竟 奉 止、 思 志 行波須 乎と 有 は、 御 紀に七 年 十一月 云 便 別 祭 一一 八十 萬群祌 T 仍定ニ 天 社 國社及 神 地 祌戶， と 有る 

此に 常れば、 必此九 年 三月なる 可 を (此 3< 忌神詞 にも 此卷の 首に も 云り) 古事記に 定？！ 奉 天神地祇 之 社-と 有て、 其 

次に 叉 於，, 宇陀 墨 坂 神？ 祭 = 赤色榴 矛？ 又 於，， 大坂 神-祭， 1 黑色榍 矛 T  (此は 水分 祌、 山 口 神なる 事 記 傳の說 に 本 就て 大忌 

祭詞 Q 下 又此卷 首に も 云り) 叉 於-一 坂 之 御 尾 神 及 河 瀨神？ 悉 無-一 遣 忘- 以 奉-一 幣帛-也と 有る 坂 之 御 尾 神 及 河 瀬 神 を祀ら 

れし は、 御 紀に對 放 ふ 可き 所 無れ ども、 熟思 ふに 坂 之 御 尾 神 は御縣 祌に當 り、 河 瀨祌は 大忌祌 に 常れ &ば (鈴屋 大人 

說に、 坂 N 御 尾 は 山の 坂路の 前の 長く 引延た る處を 云なる 可し と 云れ たるに 就て 思 ふに、 御縣は 御高 田な りと 云れ た 

るに 依れば、 坂 之 御爲に 苑囿を 作る を以然 云と 所思 ゆ、 叉 河 瀬祌は 大忌祌 ならむ と  一 K は、 廣瀨川 合と 云に 同じ かれ 

ば、 然思ひ 定めた るに 依れるな リ) 其 御 縣山ロ 神 等 Q 大忌 神に 屬て祀 られ給 ふと、 此 風神と 大忌 神と 當 昔より 同日 Q 

祭に て、 相 共に 預給ふ 事 上に 云る 如く なれば、 此 彼より？ K て 此大御 夢の 御 諭 は、 九 年 三月 甲子 朔戊寅 天皇 夢 有 n 神人, 

云々 Q 度なら むと は思定 けるな り、 (如 此く比 校す る 時 は、 祝詞 文の 傳 はるに 預けて、 御 紀には 載 漏され たる 事 知ら 

る) 常に 云 如く、 种 と 人と 幽顯 相界て 有れば、 天神 御子と 申せ ども 現 人に 在す 問 は、 直に 御 首語爲 させ 給 ふ 可から 

す、 故 物 知人に 仰て、 ト事を 以て 神の 御 心 を 問 奉らし め 給へ るが、 斯 在る 大事に 至て は豈ト 事の 能く 及ぶ 一はなら む 
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や、 是を 以て 天皇 大 御身 自神牀 に 入 坐て、 御 誓 申 給 ひ 困 じて 御寢 坐る、 大御 夢に 神 Q 入 給 ひ 悟 奉 給 ふ 事に て、 夢 Q 御 

論 を 持て 神牀 に御寢 坐るなら す、 其 精 一 なる 大御心 神祇に 通徹 り、 神祇 Q 御 心 御 夢に 入せ 給 ふ 事な. =N、 又 神武 天皇 御 

紀， に、 旣而皇 師欲レ 赴，, 中洲 f 山中 險絕 無， 1 復可レ 行 之路？ 乃 棲遑不 A 知 其 所 跋渉 時、 夜 夢 天 照 太神訓 = 于 天皇， 曰、 朕 今 

遣-一頭 八咫鳥 一宜，， 一 以爲， 1 鄕導者 一な と 有 は、 天皇の 御 心 着せ 給 はざる を 神の 得 忍 ひ堪給 はで、 御 夢に 入て 諭 奉 給へ るな 

り (御紀 四十 八 年 Q 下に、 天皇 勅 豐城命 活目尊 曰汝等 二子 慈愛 共 齊不， 知，, 曷爲, 嗣、 各 宜レ夢 朕 以レ夢 占， 之、 二 皇子 於 

是被 A 命 淨沐而 祈寢各 得， 夢 也と 有 も 同 じ狀 なれ ど、 此は兆 を 取む 爲 なれば 輕 なり) 此例 古事記 (水 垣宫 段) に此 天皇 之 

御世 疫病 多 起 人民 死爲 jr 爾 天皇 愁歎 而坐， 1 神牀， 之 夜、 大物 主 大祌顯 -1 於 御 夢， 曰、 是者我 之 御 心 云々 と 見え (此事 

御 紀七年 Q 下に、 天皇 乃 沐浴 齋戒 淨， 一 殿內， 而祈之 曰、 朕禮 レ神尙 未， 盡 耶何不 享之甚 也、 冀亦 夢敎之 云々 と 有れ ども、 

此は 夢に 祌敎を 得 給る を 前に 及して 書され たるな リ、 其 は 亦夢敎 之と 有る 亦 字 は 前に 夢の 御 諭な どの 有て、 亦 其敎を 

乞 はる &趣 なれ ど、 此 より 前に は 百襲姬 命に 御託 言 有し なれば、 叉 其 御託 言 を こそ 乞 給 ふ 可 けれ 亦夢敎 之と は 爭が宣 

はむ 然れば 此は記 を 正しと す； 叉 (玉垣 宮段) に本牟 智和氣 御子 Q 眞事問 ざり し 時の 文に、 於是 天皇 患 賜 而御寢 之 時 

覺， 1 于御 夢, 曰修 s 理我宮 如，, 天皇 之 御舍, 者 御子 必眞事 登波牟 云々 など 有を考 合せて 悟る 可し、 然れば 鎖 細 Q 小事に 至 

て は.、 直に 御 夢に 乞せ 給 ふ 事 も 無に 非れ ども、 其實は 天 皇の巳 命 を忘竟 させ 給 ひて、 直に も祌 等に 御 一一 目 語せ 給 はむ 御 

心に 成せ させ 給 ひ、 祈 困 じて 神 床に 打 臥 給へ る を 度と、 神の 御 夢に 顯れて 悟し 給 ふ 事、 更に 疑 勿る 可き 者な り、 (尙 

此は 神代に 已に 有りて W 雲 風土記に 見えたり、 委しく 大 元,^ に 云 ふ 可し、) 


天下 乃公 民 乃 作 作物 乎 云々 は、 先に 天皇の 如 此詔給 ひて、 其 は 誰 祌ぞと 誓 請 給へ るに 應て神 Q 吿給 ふなり (此事 上に 

も 云へ り) 

悪風 荒 水は大 忌祭詞 にも 見 ゆ、 其 下に 云る 如く 大忌祌 風神 Q 御 心に 依る が 故に 兩 方に 係て 云り、 然れ ども 大忌 神の 稻 

穀の靈 神と 在して 甘 水の 事 を も 兼 知せ 給 ひ、 風神 は 風 氣を通 はし 靡け て、 稻穀を 成熟 給 ふ 神に 坐ば、 各々 所 掌る 處異 

なりと 雖も、 水 は 風 を 起す 所以の 器な り、 神代 紀に伊 弊 諾尊曰 我 所 生 之國唯 有， 一朝 霧- 而薰滿 之 哉 乃 吹 撥-之 氣化 n 爲 神- 

云々 是 風神 也と 有を以 知べ し、 (叉 神 名 式に 大和 國 城下 郡 朝霧 黄 幡比賣 祌社大 月次 相 嘗新嘗 と 有 も、 神代 紀と 同意 Q 

キ、 タ 、タ  ゥゴカ  モ ノ 

續 にて 朝霧 は發 語に て、 黃は氣 幡は活 にて 氣の 氤氳 する 由の 神 名 也) 又 風 は 水 を 進退す る 所以の 具な り、 風 氣の雲 雨 

を 導て 往来し、 又 東南 風の 物 を 浸潤し、 西北 風の 物 を 乾燥す るを以 知べ し、 (此皆 水氣を 含む と 含まざる と Q 令 然る 

處 なり 是を 以て 神祇 令義 解に 大忌祭 謂， 一廣 瀬 龍 田 二 祭-也 云々、 叉 風神 祭 謂-一 亦 廣瀨龍 田 二 祭-也 云々 と は 云り (此等 Q 

事大 忌 祭に 惡風荒 水と 有る 條 にも 云り) 偖此 風水の 元 因、 大虚 の廖霏 たる 處、 悉く 元氣の 充塞て、 而も 大 雾 にして、 

其氣 剛健なる 中央に、 天日の 光彩 六合に 彌 輪て" 其元氣 をして 屈伸 變化 無窮し め、 天地 造 物の 妙 用 を 施 給 ふ 神妙 不測 

ト ホ！'  ァヒ マジ ハ  サギリ 

Q 御德 に出づ 所以に、 天日の 光暉 大虚の 水 氣に徹 入て、 水 體と交 和る 力 を 以て 大に 仲れば、 風と 成て 游氣に 和し、 小 

く 仲れば 霧と 成て、 亦 終に 仲て は 游氣と 成る、 若て 此風霧 伸て 上れば、 游氣愈 々濃く 成る が、 風 行の 變に 依て、 游氣 

の 淡濃モ て、 小く 凝る 時 は 雲と 成り、 大く 凝る 時 は 雨と 爲 りて、 天地と 共に 盡る期 有べ からす (雷電 霹 震の 叉此に 

副 も 常な り、 是に 於て 游氣始 て 輕虚に 成て 晴る事 を 得るな り、 所以に 風神 Q 朝日 Q 日向 處、 夕日 乃 日 隱處と 乞 申させ 
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給 ふ 事 有り、 其 は 天日に 御 德得給 ふ 所 由 有て 下に 述 たる を 見る 可し) 如此 くして、 循環る 中に 風 時 Q 氣に乘 て、 八 節 

を 調へ、 寒暑 を 序る の 神 物たり、 所以に 師說の 如く、 東方 は 風 祌の御 靈の闢 る 方に て、 其氣の 春に 行れて 風 色 は 青く 

して 溫 なり、 此 故に 草木 生る、 (然る は 風神の 御言に、 吾宮者 朝日 乃 日向 處 夕日 乃 日 隱處乃 龍 田 乃 立 野 乃 小 野 爾吾宮 

者定奉 S と宣 へ る は" 東 を 前に 西 を 後に 爲ま 欲く 所思す 由に て、 東方に 御 心の 向る 狀 なる を、 內宮 年中行事に 風 日祈宮 

の 神 拜は著 座 東上と 有て、 東方 拜有 子細 歟と 見えた るな ど 由 有て 聞 ゆるに 就て 思 ふに、 四方 四隅より 種々 に 吹く 風の 

多 在る 中に、 東方より 吹 風の 能 物 を 生し 立る は 此方に 御 靈の向 坐す 故 由 有べ く 思 はるれば なり) 南方 は 火 神の 御靈の 

關る 方に て 其氣の 夏に 行れ、 且其氣 を 含る 故に 風 自然 熱な り、 此に 依て 萬 物 長ぶ るな り) 其 は 南方より 吹く 風 は. K を 

含みて 靡く が 故 自然に 輕 くして 暖仲 するな リ、 風の 火勢 を 勝し、 火の 風 勢を强 うするな ど 然る可き 由 有げ なり) 西方 

は 金 神の 御 靈の關 る 方に して" 其氣の 秋に 行れ、 且其氣 を 含る 故に 風 自然 凉 なり、 此に 依て 萬 物收る (金氣 Q 剛強に 

して 締 有が 故に 萬 物 成熟して 實を 結ぶな り) 北方 は 水神の 御 靈の關 る 方に して、 其氣の 冬に 行れ、 且其氣 を 含る 故に 

風 自然 寒な り、 此に 依て 萬 物藏る (藏 ると は 外 表に 在る 所の 陽 氣內に 沈に 葉 落つ 葉 落る が 故に、 將に 芽む と 爲るは 

水 氣の陽 火の 氣を 孕て 仲 w むと 爲る なり、 但 北方より 吹 風 は 重く して 冷 屈する が 常な り) 中央 は 土神の 關る 所に し 

て、 其氣の 土用に 行れ、 風氣 の本體 土中より 薰發る 所なる が 故に、 能く 萬 物に 觸て 質を爲 す、 (叉 雲と 爲り 雨と 爲て 

土に 降る も、 元 氣本其 土に 生して 土に 歸.^ るの 故な りけ り) 此は 古史 傳に 註され たる 師説に 根 據て、  <マ 按を 加た る說 

なる が、 皇國に 風 火 金 水 土の 五元祌 の古傳 有る.^ 其 靑赤白 黑黃と 次序る 理に妙 契 有り >  其 は 草木 Qa! 來始 より する 


迄の 其 色 は、 靑 きが 實. V〕 結ぶ に 至て 赤らみ、 葉 落て 白く 爲り、 腐る 際 は 其色黑 く、  土に 變ては 其 色 黄なる など 天自 

然に其 消長の 氣の 本色の 彰る& 者な りけ り、 (但此 に 出せる 史傳の 說は已 直に 見た るに 非す、 鐵 胤が 史 傳を講 する に 

就て 聞た るが、 金色 は黑 く、 水色 は 白し と 云れ たるな ど、 予が心 甘な ひ 難き は 取らす、 先 は 予が說 なり) 斯て卷 首に 

もる 如く、 春 溫に夏 暑に 秋 凉に冬 寒に 行る \ は、 四時の 正氣 にして、 此正氣 Q 行れざる 時 は、 天下 公民の 作と 作る 物 

は、 五穀 を始て 草の 片 葉に 至 迄に、 能く 成熟す る 事無し、 此卽ち 風神の 大忌 神と 共に、 其 化育 を 主 給 ふ 事なる が 故 

に、 悪風 荒 水 云々 と は 云り、 (荒 水の 事 は大忌 祭詞に 云り、 上に 風 は 水 を 進退す る 所以な りと 云て、 其 所に 說る 如く 

水の 事に も 係れる 所 由 を考ふ 可な り..) 

相 都. < よ、 大忌 祭詞に は不相 賜と 有り、 其 は 祈て 未然 を 鎮ぐ詞 なる が 故な り、 (又 此詞の 下に も 然？？ は卽ち 神の 御言 

を 承て 祈 申に て 同事な り) 此は常 昔 凶年 Q 打續 たる 所以 を 神 Q 示 給 ふ 御言なる が 故に、 相 都. -と 云り、 斯て相 都々 は 

令 遇 Q 義なり (都々 と 云に 1 向に 神の 御 守護 非り し 事 所見たり) 

.不 成 傷 波 は、 天皇の 詔に 不成傷 祌等波 我 御 心 曾 止 悟奉禮 止と 仰 給へ るに 答て 宣 ふなり、 天皇の 御 方より は神幽 0 事-. ^ 

知 難に 依て、 傷祌等 波と 詔 給へ る を、 己 命 等 二 柱 を 除て は 在ぬ 由 を 知せ 奉て、 傷 波と は 悟 奉 給し 者な り、 (能く 心 を 

留て味 ふ 可し) 

我 御名 者 は、 我 御 心 曾 止 云々 に 對て宣 へり、 (天皇の 御 方より 御 心と 詔 給 ひて 御名と 無く、 祌 より は 御名と 悟 奉て P 

心と 無 は、 互に 略き たる 古文 Q 格な り) 
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1K 乃 御 注 乃 命、 國乃御 柱 乃 命と は、 深き 幽契 有る 御名な り、 其 因 起 は、 古事記に 於是 天神 諸命以 詔，, 伊邪那岐 命 伊 邪 

那美命 二 柱 神； 修 n 理 固成、 是多陀 田幣流 之國- 賜- 1天 沼 矛， 而言依 賜 也、 故 ニ柱祌 立， 1 天 浮 橋， 而 指つ 下 其 沼 矛， 以畫 者、 

鹽許袁 呂許袁 呂邇畫 鳴 而引上 時、 自其 矛末垂 落之鹽 累積 成レ 島、 是淤 能碁呂 島、 於， 一 其 島, 天降 坐而見 JT 立 天 之 御 柱-見？ T 

立 二八 導 殿 一と 見え、 神代 紀 (正書)， に以， 一 礮馭盧 島 爲，, 國中之 注， (柱此 一 K-1 美 錢旨邏 一) と 見えたり、 叉 一書に は 記に 同き 

を 一 K 注と 作り、 此 天柱 國 柱と 云 ふ 起 元な り、 (舊 事紀 及び 私記に も 天神 所レ賜 a 矛旣探 71 得 礮殿盧 島， 畢、 卽以， 1 其 矛, 

衝 rr 立此 島ー爲 一一 國柱 1 也と 有 は、 國中之 柱を國 柱と 云り) 此 天柱 は 元氣の 天に 通 ひて、 生々 の德 を禀受 り、 國柱 は元氣 

Q 地に 冲 りて、 萬 有 を 固む る 事 を爲す 造化の 神器に て、 大元 Q 靈物 たり、 天極 地軸 相 牽制 Q 元 由、 天日 地心 相 因 准 Q 

本緣 たり (天極に 對て上 升 下降して 四時 成り、 天日の 輪 を運旋 して、 一 年 Q 時日 定る 事此に 因り) 若て 二 柱 祌大八 島 

國を 生竟袷 ひ、 蛭 子 (蝦夷 千島) 淡 島 (外蕃 諸國) は 御子 Q 列なら すながら も 放 給 ひ、 畢て 伊邪那岐 命 Q 我 所 生りし 

國は唯 游氣耳 有て 薰滿る 哉と 詔 給 ひて 吹 撥 はし \ 御 氣 息に、 此風祌 の 化生 坐し は 必此淤 能碁呂 島な りけ り、 風神 Q 御名 

を、 天 乃 御 柱 乃 命 國之御 柱 乃 命と 申す は此に 因れり (漢籍 岳瀆 名山 記に、 天柱 五岳 を 記せる 東 岳 廣桑山 者 在 n 東海 中- 

靑 帝所レ 都と 有 は、 此 Q 古說の 彼に 傳 はれる にて 靑 帝と は風祌 なり、 上に 云る 如く 風 色は靑 きなり、 氣炮を 打 を 見た 

るに 水色と 云狀爲 たり 且其 根元た る大虚 Q 靑を以 も 知べ し) 御 柱 は 眞經氣 有に て、 蒼々 として 大虚 Q 空しと 雖も >  眞 

空なる 隈處 有る 事無く、 元氣 六合に 彌 輪て- 天地 を 載て 墜 さすながら、 而も 其氣 Q 往来 昇降 止む 期 有る 事無し、 此謂 

ゆる 天 浮 橋と 云 ひ、 天 八 衢と云 物に て、 宇 麻 志 阿 斯訶備 比 古遲神 Q 天網 Q 立ち、 天網 Q 成れる 此 なり、 (巳に 第三 詞 


第. 七詞の 下に 說る 如く、 此 天網 を 天 之 常 立 神の 結成て 天網 を恢. 々と 建 給け るが、 天日 其 中心に 在て 淸明 きを 火 産靈祌 

の 靳られ 給し 故に、 其 血 其 網に 乘て 天日に 入リ、 天日 愈々 光華 明 彩に 成れり、 此 風神と 火 神と 共々 に 親しみ 坐る 事 〇 

本に て、 大御 神の 亦 風神に 親しき 所以な り) 祌代紀 (正書) に 生，， 日 神； 號，， 大 H 霜 貴 f 此子 光華 明 彩 照つ 徹於 六合 之 

內？ 故 ニ祌喜 曰、 吾 息雖レ 多、 未レ 有- 1 若此靈 異之兒 r 不 レ宜3 久留 -1 此國 -自當 1. 早 送- 1 干天- 而授以 っ大 上 之 事 h 是時 天地 

相 ま未レ 遠、 故以， 1 天柱 ー舉， 1 於 天上， 也と 有る 天柱 其に て、 此天乃 御 柱 乃 命の 天上に 擧奉 給へ る 者な り、 (叉 大同 本 記な 

る 水取詞 に、 大橋小 橋と 有も此 天柱と 同じき なり、 此は天 浮 橋な ど 云 も 同じき を、 其 浮 橋の 實を彰 せる は 神代 紀 一書 

に、 伊 弊 諾尊伊 群 冉尊ニ 神 立 二 干天 狭霧 之 中 1 云々 と 有 を 以て 思 ふ 可し、 故 大人 等の 云れ たる 說 一 として 取べき 者 無な 

り) 故 天柱 國 柱と は 天地に 通 ふ 氣脉の 剛健に 立る 謂に て、 衆 神 Q 上下 爲給ふ も 此に緣 る 事に て、 天地 Q 機關 Q 根柢た 

り、 古事記 (御 天降 段) に 下 照 比 賣之哭 聲與レ 風 響到レ 天と 有 も、 祌靈を 載て 蓮 送ぶ 所以な り、 人の 精神の 表る- -は言 

語な リ、 其 一 百 語 は喉內 より 風 氣の靈 を 載て 外發 し、 人の 耳より 達るな リ、 隱 身の 神明 は靈を 以て 體 とす、 風 氣に乘 て 

上下 爲る 事、 譬ば人 Q 精神の 言語と 爲 て 人 耳に 傳 るが 如し、 (是を 以て 見れば、 天柱 國 柱の 波 斯良は 天地の 間に 在て 天 

地 を 支持つ 由 を 以て、 歐 在の 義を 保ち、 叉此 より 風氣 の往來 する を 以て 此 言に 走 有の 意 象 を も 含る 者な りけ り) 猪 御 

柱 は 上に 眞經 k 有と 說る 其眞 は、 氣 の純粹 なる 者に て 萬 質の 混 元な リ、 天地 間に 充實 して 天地 を 保有ち、 萬 品 を 化成 

する は 本源たり、 (古 始太元 に說る 如く、 天 之 御中 主神 高 皇產靈 神神 皇產露 神に、 各々 御の 一 W 有 は 祟詞の 御に 非 

す、 氣 の純粹 なる 者の 上に 就た る 言に て、 各々 其 物に 緣て御 德を爲 給 ふ 由の 御名な り) 經は歷 なり、 天地の 虞 氣の往 
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來 昇降す るの 謂な り、 偖 物に 經藤 循環の 活機有 は、 悉く 火の 勢を禀 るに 在り、 然れば 天日 其 本 所た る 事、 上に 風の 起 

元を說 るが 如し、 所以に 此詞 に、 吾宮者 朝日 乃 日向 處 夕日 乃 日 隱處、 乃 龍 田 乃 立 野 乃 小 野爾吾 宫者定 奉、 吾 前 乎稱辭 

竟奉 者と 乞 申 給 ふ 御言 を 載た る を 思 ふ 可 し、 (此事 上に 惡風荒 水 Q 注に 委しく 云る を此に 校合す 可し) 氣は 巳に 級津 

彥命 Q 傳に 云り、 有は形欲言な-.:^、 (叉 被 字 所 字の 義をも 含みて 物を然 する 様の 意 をも備 たり) 如此く 或は 斷ち、 或 

は續 けて- 考徵し 奉 ざれば、 一一 目 靈の德 用 を 伺 奉る 可から ぬ者ぞ (尙 古始太 元？ に 說るを も 見合す 可き 者な り) 

御名 者 悟 奉 S は、 大御 夢爾悟 奉久と 有に 相 應て云 結た るな り、 是 にて 我 御 心 曾 止 悟 奉 禮止宇 氣比賜 支と 有る 事 m 

. 信 Q 灼然 なる を强く 見せ る者ぞ (御名 の 發 見れ たる に 依 て 其事實 の 明に 知る- -が 故に 此 にて 此語 有るな り) 

ヮ * 力 マへ 二 タテ マツ ラム ミ テグ ラ バ  ゾハ  ァゥ タへ  テル タへ  ニギ タへ  ァラ タへ  イツ イロ  / モノ  タテ ホコ 

吾 前爾。 奉牟幣 者。 御 服 者。 明 妙。 照 妙。 和 妙。 荒 妙。 五色 乃 物。 楣戈 ~ 

二  ：、 クラ ツナへ テ  ゥサ グサノ ミテ グラゾ 十へ テ  ヮガ ミヤ ハ  アサ ヒノヒ ムウフ トコ 口  ュフ 匕ノヒ ウ ゲル トコ ロノ  ヌヅ 

雨 御 鞍 具 s。 品品 乃敝 SE 備氐。 吾宮 者。 朝日 乃 日向 處。 夕日 乃 日隱處 乃。 龍 

タチス / It, ヌニ  ヮ .カ ミヤ ハ サタズ マツリ テ  ヮガ マへ ヲ タタへ ゴトヲ へ マツ ラバ  ァメ  / シ タノ ォホ ミタ カラ/  ；-ク リトヅ クル モ / ハ 

立 野 乃 小 野爾。 吾 宮者定 奉 s。 吾 前 乎 稱辭竟 奉 者。 天下 乃公 民 乃。 作 作物 者。 

や 始％ 草が 片葉爾 ィ至萬 e4。 成 幸 gE 奉牟 止。 悟 奉 支。 

吾 前 爾奉牟 幣帛 者 云々 は、 . 其 祭式 を 悟 奉れるな り、 但此は！：-なる吾宮者定奉氏の！^-に有べき文たりヽ 然れ ども 其 如く 

にて は、 祭式の 事の 主々 して 聞えざる が 故に、 其宮定 Q 事より は 前に 云て 文勢 を 强く爲 る 者に て、 能く 後人 Q 企及 ま 


じき は、 然 すがに 神の 御言な り (此 所謂る 錯綜の 文法に て、 究めて 人 耳へ 深く 達る 者な り) 

御 服 者 明 妙、 照 妙、 和 妙、 荒 妙、 五色 乃物循 戈、 御馬 爾御鞍 具 氏 品々 乃 幣帛 備 a は、 御 紀に九 年 春 三月 甲子 朔戊寅 夢 

有-一 神人， 誨之 曰、 以 n 赤 盾 八 枚、 赤 矛 八 竿- 祠-ー 墨 坂祌： 亦以， 一 黑盾八 枚、 黑矛八 竿、 祠-大 坂 神-と 有る 類に て、 此 にも 

循 戈の 事の 有を以 見れば、 上に も 云る 如く、 此九年 三月の 事なる 事 決し、 古事記に も 右の 赤 黑の楣 矛の 事 有に、 大忌 

龍 田^ こ 其 を 進ら る i 事の 見えぬ は、 記 漏され たる 事 云 迄 も 無れ ど、 社 も 多 在る に 右の 墨 坂 神、 大坂神 耳に 獻られ た 

る 事跡の 傳る は、 赤 黑の楣 矛の i けき 物な りければ なり (尙奉 宇 豆 乃 幣帛 者 云々 の 下に 說く 可し) 

吾宫者 は、 御 靈の鎭 坐む 御在所な り、 借此 神の 如き は、 天柱 國 柱と 天地 を 大氣に 載て 有た せ 給 ふ 計り 0、 甚 じき 大神 

在る に、 其宮 をし も 乞 給 ふ は 如何なる 如きに 似たり と雖 も、 此 神に 限らす、 大地 Q 御在處 は、 朝廷の 御定に 依らせ 給 

ふ 事な り、 其は此 大地の； は、 天 照大御 神より 皇御孫 命に 事 依し 奉 給 へれば、 祌と雖 も 朝廷の 御 定には 漏 させ 給 ふ. ま 

じき 所謂 &り、 (此卽 顯幽の 界を爲 す 所以な り、 吾古舉 Q 徒の 尤心を 潜めて 思 ふ 可き 處 なる 者な り) 然れ ども、 叉 世 

中 Q 事 は、 悉く 神の 御 心と 作 爲給ふ 所な り、 天神 御子と は 申せ ども、 其 恩賴に 資せ 給 はで は 所 知 看す 御世の 事 は、 御 

心に も 任せさせ 給 ひ 難き 御 事なる 由緣、 此詞に 見えた る 如く、 天皇 は 天下 豊稔の 御 祈 有り、 風神 は 御 在 處及其 祭祀 を 

乞 申 給へ る 御 旨 を 對改て 悟る 可し、 (此事 己に 祈年祭 詞の 下に 委く云 置たり) 若 然も 有らば 風神の 官 居より は 常に 風 

氣 起り、 火祌 Q 宮居より は 常に 火氣 1 むかと 云に 然ら す、 各々 其 造化 は 天地 間にて 行 ひ 給 ふ 事に て、 天 照大御 神を齋 

奉る 宮中より、 >  天日の 出来る 事 無が 如し、 宮居 は 其 御 靈の鎭 坐て、 其 祭祀 を享給 ふ處也 (是 故に 其 神の 宮を定 て 祭る 
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時 は、 其氣の 天地 間に 徹， 《 'て 終に は 其 感應に 依て は 造化 を 動す に 至る 事 有る 物な りかし) 

朝日 乃 日向 處は、 古事記に、 朝日 之 直 刺國と 有る 如く、 東方に 向 ひて、 天日 Q 初て 指 入る 影に 正 對ふ義 なり、 借 風神 

Q 如此 しも、 朝日の 日向 處 夕日の 日 隱處と 請 給へ る 所以 は、 上に 註せ る 如く、 签氣の 動て 風と 爲る事 は、 天日 Q 光輝 

に 成れり、 然れは 其 御緣に 因て、 天日に 朝夕 對向ふ 處に坐 まく 所思すな り、 將此に 依て 其 神の 御德 Q 加り 給 ふ 事の 非 

じと も 云べ からす、 (邇々 件 命の 朝日 之 直刺國 夕日 之 日照 國也 故此 地甚吉 地詔而 云々 と 有 も、 天日 Q 御國 より 天降ら 

せ 給へば、 其 本土に 向へ るを甚 吉と韶 給へ るに 准へ て 知 可き なり) 日向と は 東に 向 ふ を 云な り. - 國名は 日向と 云 も.' 

景行 天皇 御紀 十七 年 Q 下に 幸，, 子 湯縣？ 遊， 1 于丹裳 小 野？ 時 東 望 之 謂， 1 左右-曰、 是國 也、 直 向 於 日出 方 f 故 號-ー 其 國- 

曰， 一日 向, 也と 有意に て、 古事記 (御驟 段) に筑紫 日向 之 橘、 小 門 之 阿波 岐 原と 有な ども 東に 向へ る 地 を 云るな り、 又 

(國 經營 段) に、 是時 有- 1 光 レ海依 來之神 一 云 入 、 大國 主神 曰、 然者治 奉之狀 奈何、 答 一 百 吾 者 伊？ T 都- 岐-奉 于倭之 靑垣東 山- 

上- 此者 坐-一  御 諸 山上  1  神 也と 有 を、  神 名 式に 大和 城 上 郡 神 坐 日向 神社  (大月  f^:  新嘗)  と 記し、 垂仁 天皇 御紀に 有る 倭 

日向 武 日向 彥八綱 田と 人名 も、 日向 は 東 Q 義 なる 事、 御 父た る以， 一 豐城命 一 令 レ治レ 東と 有を以 知べき なり (萬 葉 十三に 

も、 高 北 之 八十 一 隣 之宫爾 日向 爾と 詠り、 古事記 朝 倉宮段 歌に、 麻 岐牟久 能、 比 志 呂乃美 夜 波、 阿佐 比 能 比 傳流美 夜 

由 布 比 能 比 賀氣流 美 夜と 詠たり) 大神宮 儀式 帳に、 朝日 來向國 と 有 も 日向 國と 同じ、 風神の 殊に 此 朝日 Q 來向 ふ處を 

美しみ 所思す は、 此方 卽ち 風神の 掌 坐す 所以 有れば なり、 (赤縣 の古說 にも、 五行 Q 木 は 風に て 其 位 東に 方る Q 說な 

ク、 師 Q 三 五本 國考に 云れ たる 如く、 古書 共に 大昊 伏羲氏 風姓以 一一 木德， 王たり と 云る を 見よ) 


夕日 乃 日隱處 は、 古事記 (朝 倉宮 段) 歌に 由 布 比 能 比 賀氣流 美 夜と 有に 依て 訓 べし、 同書に 夕日 之 日照 國 とも 有る 如 

く、 西方の 遠く 打晴 て、 夕日 影の 永く 刺 入る 迄見畢 りて、 其宮 內に沒 るが 如くなる 處を 云な り、 故 大神宮 儀式 帳に は 

夕日 來向國 と 云り >  (記 傳に日 隱處は 賞べき にも 非れ ども、 唯 朝日 を 主と 爲て其 對に詞 の 文に 云る 耳な り」 と 云れ し 

は、 深く も 思 はれ ざり し說 にて 云 計り 無き 僻事 也、 龍 田 風神 Q 斯る 大事に 臨て、 天皇に 悟 奉る 御 一一 a に 文處の 事に て は 

有 まじき 者 也、 夕日 乃 日 隱處は 夕日の 沒る迄 永く 日に 向 ふ を 云 也) 記傳 十五 (八十 六 丁) に、 萬 葉 二  (九十 二 丁) に、 

朝日 el 流、 佐 太 乃岡邊 雨、 叉 (卅 丁)  HI 日照、 島 乃 御門 雨、 十六 (十五 丁) に、 夕附 日、 指 哉 河 邊爾、 構屋 之な ど 皆 日 

影 Q 刺 を 以て 其 地 を 美たり、 叉 物の 美麗き 事を贊 るに も 日影 を譬に 云り、 萬 葉 十三 (五 丁) に、 內日 刺、 大宮都 可 倍，. 

朝日 奈須、 目 細 毛暮日 奈須、 浦 細 毛 云々、 百 磯城 之 大宮人 者 云々 (此は 女官 等 Q 五十 師原 行宮の 宮仕爲 る 狀を贊 て 云 

ヲサく 

るな り) など 是 なり、 (偖 地を賛 るに 日影 を 云 事 は 大方 日影の 刺ぬ 地 も 大概 無き 物 なれ ども、 高く 打晴て 殊に 能く 刺 

す 地 を 賞す るなる 可し) と 有り、 叉此發 語の 內日刺 は 愛日剌 なり、 然る は 人情の 常と して、 何よりも 愛しく 所思る 者 

は 日なる が 故に、 朝夕に 心 も 著す、 日に 向 ひ瞻る 者なる は、 卽其を 愛しむ 意 Q 固有り 身に 具る が爲 なり、 皇御孫 命 

Q 朝日 之 直刺國 夕日 之 日照 國也、 此 地甚吉 地と 詔 給へ る は、 其 天日の 本 域より 天降らせ 給 ふが 故に、 其 本 域の 慕し 

く 坐し 如く、 天下 蒼生 も然 にて、 li と氣を 天神の 御 許に 受赐 り、 質 を 大地に 票受て 生る \ 故に、 靈氣 は 常に 天 を 欲 

ひ、 質 は 大地に 緣る 事なる を 以て、 愛 日 刺と 云て、 偉慶む 事なる なリ、 (冠 辭考ニ 卷內日 刺の 條に、 麗しき 日の 剠宮 

と續 たるな り」 と 云れ たる を、 鈴屋 大人 も 取られ たれ ど 叶 はす) 
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龍 田 は 上に！ e づ (其 Q 下に 云へ り) 

立 野 乃 小野爾 Q 立 野 乃の 乃 を、 諸 本 雨と 誤れる を考に 乃と 改られ たるが、 然る 言なる に 就て 數本を 校合る に、 本朝 月 

令に 引ける に は、 立 野 乃 小 野 爾と有 は 善 本の 有て 其に 依れる 事 著ければ、 今は改 たるな り、 傳 若く 立 野 乃 小 野 爾と云 

ふょ^^任せて〇大名にて、 小 野 は 其に 攝 ぬる 區別 なり、 立 野 は 今 も 此處を 立 野 村と 云り、 天武 天 皇御紀 に 「膨 -1 風神 于 

龍 田 立 野， と 有る 此 なり、 考に立 野 村の 社の 瑞籬 Q 內に 東に 向て 大 なる 社 一 一有り、 此天御 柱 命 國御柱 命の 社 也、 (〇 今 

云 或 書に、 右の 本社の 右に 中 社 二 有り、 此式內 龍 田 比 古 龍 田 比 女神 社 二 座と 有 社な りと 云り) 今法隆 寺の 邊に 宜レき 

社 二 有り、 此を龍 田 本 宫ぞと 云 成す は 例 Q 僞な り、 此は立 野の 御旅 處 なる 事 今も然 り、 然る を此 を耳拜 みて、 立 野 C! 

本宮は 其法隆 寺より 南方へ、 今 Q 道 二十 町 計り 有り、 木深く して 物舊 たる 社な り」 と 云れ たり、 (今 立 野 越と 云て、 

大和より 河內へ 越る 街道 も 有と ぞ) 小 野 爾は立 野の 地形 を 善て 云り、 此は 地名に 非す (筑波 山 を 小筑波 山と 云 ふな ど 

は此例 也. 物 Q 形 Q 成 整 ひ 行く を 善て 若 某と 云 も此に 同じ) 

吾宮者 定奉氐 は、 右の 朝日 乃 日向 處、 夕日 乃 日隱處 Q 吉地 を、 吾宮 處と爲 て、 宮注 を定奉 氏と 云義 也、 春 日祭詞 に、 

大神等 能 乞 賜 比 能 任爾、 春 日 能 三 笠 山 能下津 岩根 爾云， -、 天 乃 御蔭 日 乃 御 薩止定 奉 S と 有る に 同じ、 定奉 Q 例 上に 出 

(卷 五舂日 祭詞の 下に 云り、 叉卷八 平野 久度古 開 神詞の 下に 云り) 

吾 前 乎 稱辭竟 奉 者 は 吾 前 を 云々 して 齋祭給 は ^ とに て、 此は 上に 吾 前 爾奉牟 幣帛 者 云々 Q 事に、 宮 柱の 事 を も 兼て 宣 

、る f、 且此に 皇御孫 命 詔 久祌等 乎 波、 ； K 社國 《 止 忘 事 無久、 遺事 無久、 稱辭竟 奉 止 思 志 行 波 須乎誰 神 曾 云 々と-詔 


給へ るに 應て、 猶其闕 典 有る 事 を 示 給へ るに て、 文 義の對 照 奇異 在る 迄 神妙な り、 (今人 Q 霄 語を爲 すに も 誰 神會な 

どお めら れ たる 時 0  口語に は如此 くも W 来る を、 攀を 取れば 事と 意と 乖 違る 事 有て、 其 義理の 詳 なら^は 何事 ぞゃ) 

天 下 乃公 民 乃 作 作物 者 五穀 乎始 S 草 乃 片葉爾 至 萬 S は、 上に 天下 乃公 民 乃 作 作物 乎と 有 を此に 委しく 宣 へる は、 卽皇 

御 孫 命の 御 誓を諾 奉て、 天下 公民の 作と 作る 物の 有の、 悉く 守護 坐む 事 を 懇切に 宣 へる 也、 (此等 何 所 も 同詞を 用へ 

る 故に 其義の 1 にして 異無か 如く 說爲す は 深く 意味 を考 ざる 者な りかし) 

成 幸 SE 奉 牟止悟 奉 ま は、 此 神の 御言に、 先に 天下 乃公 民 乃 作 作物 乎 惡風荒 水爾相 都々 不成傷 波と 有る 反 也、 良風 Q 吹 

き 甘 水の 灌く時 は 自然 其 全稔を 得が 故に 成と 一 K ひ、 又 惡風荒 水に 傷 ざれば 豐登 なり、 此を幸 間と 云り、 德て 幸と 云 事 

は 其 物に より 化 仲て 眞幸 在る 事 を 云り 9 化より 來 るの 謂に 非す、 神の 御靈 Q 幸 ふと 云 も 其神靈 Q 引 仲て 人 を 守る に 至 

るに て 此亦其 物な から 光輝 Q 及ぶ を 云 ふなり) 
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是以皇 神 乃 辭敎悟 奉 處爾。 宮柱定 奉&。 此乃皇 神 能 前 1 稱辭竟 奉 止。 皇御孫 命 乃。 
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宇 豆 乃 幣帛 乎。 令 捧持 &。 王臣等 乎。 爲 使稱辭 竟奉久 止。 .lia 神 乃前爾 白 賜 事 乎 

カム ヌシ  ハフ リド モモ 口 モロ  キコシ メセ卜 ノル 

. 神主。 祝 部 等 諸。 聞 食 止宣。 

是以 より 下 は、 祌の御 悟一 百 を 承て 其に 因 准し、 當今其 神 を 祭る 事 實を述 るな り、 (且皇 御 孫 命 Q 我 御 心 ぞと悟 奉れ 
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と 誓 給し 事の 結と 爲る處 なり、 能く 心 を 著 可し) 

皇祌乃 辭敎悟 奉處雨 は、 龍 田 乃 立 野 乃 小 野爾と 有る 其處 なり、 偖辭敎 の辭は 事な り、 事と は宮柱 を 定め 幣帛 を 奉る 等 

の なり、 (然ら すば 御 一一 一一：： と 云て は 叶 難し、 此事記 傳四卷 一一 目 依 賜 也の 傳に、 一 百 は 借 字に て 事な り、 若 言の 意なら ば 

御言 依と 有べき に、 何の 書に も 御と 云る は 無しと 云 はれた ると 同 例な り) 

宮 柱定奉 S は 吾 宮者定 奉 S 云々 と 悟 奉れる 神の 御 一一 一一 n は 承 て 今の 事實を 云 るな り、 (今 祭る 時に 新に 宫柱を 造 立 る 謂に は 

非す 其 社に 神の 鎭 坐る 事 を 云な り) 定奉氐 は 令 鎭坐氐 と 云に 同じ 御 鎮座 本緣 に、 大御祌 の 五十鈴 宮に鎭 坐る 條に、 爱 

诿姬命 朝日 來向國 、夕日 來 向國、 浪音不 聞國、 弓矢 K 音不 聞國、 風音不 聞國、 打 摩志賣 留國、 敷 浪七保 之 吉國、 祌風伊 

勢 國之百 傳度相 縣之佐 許 久志呂 五十鈴 宮雨鎭 利 定利給 止 國保ま 給 比 支と ある を 以て 悟る 可し、 (但此 なる 鎭利定 利 給 

を、 大神宮 儀式 帳に は大 御意 鎭坐國 止悅給 大宮定 奉 亥と 有り、 偖 此に打 摩 志 賣留國 は 打 麻 乎 志 賣留國 にて、 垂仁天 

皇御紀 に傍國 可怜國 など 云に 同じ 狀 にて、 打 麻 乎は發 語、 志賣 留は締 有なる 可く や、 叉 敷 浪七保 之 吉國は 同 御 紀に常 

世. 之 浪重浪 歸國と 有に 合せて 考 るに、 七 保之吉 國は鹽 之官國 にて、 此は萬 葉 二に 神風 之 伊勢 國波 云々 鹽氣能 味 香乎禮 

流國と 有る 意なる にや) 

此乃皇 神 能 前 爾は龍 田に 進ら る \ 御 使に 託て、 令&給 ふが 故に 此 乃と 云り、 (此 は宣 命と 祝詞と を 相 兼た る 故にて 何 

Q 詞の例 も皆然 り) 

稱辭 竟奉爾 は、 幣帛 を 变て參 向 ふ 事 を 云 也、 (考に 奉 止と 改られ たる は甚 じき 强言 なり、 幣帛 を 奉らむ 爲に、 王臣！ 1》 


の 御 使に 參る事 なれば、 奉 雨と 云べき 處 なり、 大忌祭 詞も文 は此と 同じき に、 稱辭竟 奉 久と有 は、 爾を久 に 誤れる 

なり、 然ら すば 下へ Q 續き惡 在り、) 

皇御孫 命 乃 宇 豆 乃 幣帛 乎 令 捧持 氏の 幣帛の 員數 は、 巳に 上に 四時 祭式 を 引て 註せ り.、 令 捧持 S は大 忌祭詞 にも 有り、 

偖其捧 は指擧 なり、 古事記に 爾其 后取大 御酒 坏立依 指 舉而歌 曰と 見え、 叉 (朝 倉宮 段) に 三重 據指 JT 擧大 御盞ー 以獻と 

有り、 (記傳 十 一 に 云く、 佐々 宜は佐 志 阿宜を 約た るに て此 字の 意な り、〕 

王 臣等乎 爲使氏 は、 祟 神 天神の 大！； # より、 皇子 等 を 始めて 重き 官位の 人 等 を 御 使に 進 せらる &御定 なりし 者な り、 

天武 天皇 御紀 に、 遣 >ー 小 紫 美 濃 王 小 錦 下 佐 伯連廣 足- 嗣，, 風神 于龍田 立 野， と 有 は、 此御 再興に 當 りて、 営 昔の 形 を 遣され 

し 者な り、 此 より 例と 成リて 四時 祭式に は 大忌祭 云々、 風神 祭 云々、 右二 社 差， 1 王臣 五位 已上各 一 人 神祇官 六 位 以下 

宫人各 一人， 充レ使 (ト部 各 一 人 神 部 各 二人 相隨) と 有り (令 集 解に 五位 以上 充レ 使と 有る は此に 依て 記せるな り、) 

稱辭竟 奉 久止皇 神 乃 前 爾白賜 事 乎の 稱辭 竟奉久 は、 皇御孫 命より 神に 申させ 給ふ詞 にて 祝詞な り、 皇神乃 前 繭 白 賜 事 

乎より 以下 は 祝詞 を 兼た る宣 命な り、 (大忌 祭詞に は、 皇神乃 前 爾白賜 事 乎の 詞は 無ながら 凡ての 鑌は 同じき なり) 

神主 祝 部 等 諸 聞 食止宣 は、 此 にて 宇 豆 乃 幣帛 を 奉て 此祭 を爲す 所以 を 云て 大綱な り、 下に 云々 云る 事 は 其 小目な り、 

(尙大 忌 祭 詞に此 と 同 語なる 處 有り、 其 下に 云り き 被き 見る 可し、) 

タ テマ f ル ゥヅノ  テグ ラハ  匕コ 力-. - 二  -.、 ソ ハ  ァ カル タへ テル タへ  ニギ タへ  マラタへ  イツ イロ  / モノ  タテ ホ n  £ 

奉。 宇 豆 乃 幣帛 者。 比 古神 爾。 御 服。 明 妙。 照 妙。 和 妙。 荒 妙 • 五色 能 物。 栀。 戈。 御 
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ゥマ -1  ミ ケラゾ ナヘ テ  ク サ ダサ ノ  ：- テグ ラタ テマ づリ i-  / 方：- 二  £ ゾゾ 4- へ  コ ノ テ r  コガ ネノズ タリ コガネ, 力 七ヒ  ァ カル 

爲爾。 御 鞍 具 s。 品品 乃幣 吊獻。 比賣 神爾。 御 服備。 金 能窳笥 • 金揣。 金 能 柃。 明 

タへ テル タへ  - 一-キンへ  ァ- フタへ  イリ イロ  / モノ  i ゥマ 二  ミ クラ：' + へテ  クサ グサ ,ミ テグ ラタ テマ ッリテ 

妙。 照 妙。 和 妙。 荒 妙。 五色 能 物。 御馬 爾。 御 鞍 具き 雜 幣帛 奉 s。 

此は天 御 柱 命 國御柱 命の、 比 古神 比賣 神に 在す 證徵 なり、 然る は 古事記に 生，, 風 祌名志 那都比 古神， と 見え、 神代 紀 

に" 吹 撥之氣 化； T 爲神？ 曰-一級 長戶邊 命-、 (亦 曰-一級 長津彥 命-) 是風祌 也と 有て、 古事記に は 比賣祌 の傳を 漏し、. 神代 紀 

に は 比 古神 Q 傳を脫 された る を (但祌 代紀に は、 亦 曰 二級 長津彥 命， と 有れば 男始ニ 神の 傳な るに 似たり と雖 も、 然る 事 

に 心 著て 書れ たるに は 非す、. 級長 戸邊 命と 云ふ傳 有て 記 さ れ たりけ る が、 級長 津彥 命と 云 ふ 御名の 有 を 以て、 亦 曰と は 

オギ ナ 

書れ たるな り) 此詞に 比 古神 爾 云々、 比 賣神爾 云.^ と 有に 依て、 記紀の 脫漏を 補 緩 ふに 足れり、 亦 名 を 龍 田 比 古神、 龍 

田 比 賫， 神と 申に 思 准へ て 明らむ 可な り、 此 故に 令 集 解 風神 祭釋 に、 同日 共 祭 二 其妹妖 神， と は 註せ り、 (此事 委しく 上 

に記傳 及び 古史 徵 祝詞 考共を 合せて 云へ る を 見合すべし、) 

奉 字 豆 乃 幣帛 は 上に 風神の 御言に、 吾 前 爾奉牟 幣帛 者 云 々と 有る を 承て 下 を 起す 料な り (彼に は 奉牟と 未然 を 云 ひ • 

此には 奉と 現在 を 云 へ る を 熟思 ふ 可し) 

御 服、 明 妙、 照 妙、 和 妙、 荒 妙、 五色 能 物、 循戈 御馬 雨、 御 鞍 具 氏、 品品 乃 幣帛 獻も 上なる 風神 Q 御言に、 御 服 者、 

明 妙 云々、 品品 乃 |E 帛備氐 と 有る 其なる が、 祌 Q 乞し Q 處 には備 S と 有 を、 此に は獻と 有る を 以て 其 御 一一 目に 應 たる 趣 

なる 事 を 知べ し、 四時 祭式 (風神 祭條) に、 維 ニ疋、 絲 四^、 綿 一 屯 四兩， 五色 薄 施 各 二 丈、 倭 文 一 丈 三尺、 布 一 端 


一 丈、 庸布 五段、 木綿 一斤 十兩. • 麻 六 斤 九兩、 (五 斤 ニ兩祭 料、 二 斤 七兩載 料) 台；^ 八 雨と 有る 此な るが、 此 中に 比寶 

神 Q 御 服 料 を も 兼たり、 (此事 下に 云 ふべ し) 

榍戈 御馬 爾御鞍 具 d4 は、 四時 祭式に 鹿皮 四 張、 鐵六斤 十兩、 鞍 二 具、 馬ニ疋 など 有る 此 なり、 比 賫祌の を も 兼た る 事 

上に 同じ 下此に 傚へ、 (鹿皮 は 楣に縫 ふ 料、 鐵は 戈に 鍛ふ 料なる 事 云 も 更なり、 御 鞍 は 毎年に 調進 爲ら る. -1 にて は 無 

にや、 鞍 隨レ損 供進と 見えたり) 御 鞍 具 S は 御 鞍 は 云 も 更なり、 御馬に 屬 たる 御調 度の 事 を叢胜 しく 云す して 此 一 語 

ゾ ナフ 

に 含めた るな リ、 (曾 那布は 其 並の 義 にて 事の 缺 乏しから ぬ を 云 ふなり) 

品品 乃 幣帛 獻は、 上に 擧 げたる 御 服御楣 御馬の 類 下に 出た る、 御酒 以下 Q 供物の 外に 奉らる \ 物 を 云 ふ、 四時 祭式 を 

稽 るに 弓 四 張、 篋 1 連、 羽 二 翼、 鹿 角 二 頭な ど 有る 類なる 可し、 (尙 外に も 臨時に 奉らる- -物も 有るな る 可し、 伹鹿 

角 は 御 弓の 矢 箐に爲 る 事と 見えたり、) 

比 賫祌爾 御服備 は、 ^^社の例多くは比古神に耳奉られて、 比賣 神の 御 服 迄に は 悉く 及ばざる に、 此 社へ は 態と 比賣神 

Q 御給む 料に 調進る 事 を如此 云へ るな り、 (考 に、 此は明 妙 云々 五色 物 云 ふ 迄の 言 を 略て 御 服備と 云な り」 と 云 はれ 

しか ど然ら す、 此は比 賣祌の 御 服 迄 を 殊更に 設備る 事 を 云る にて、 其 色物 は 下に 明 妙、 照 妙、 和 妙、 荒 妙、 五色 能 物 

と 有る 此 なり、 然る を考 に、 此十 二字 を 衍文の 如く 云れ L は 中 々に委 から ぬ^な りかし、 J 

n, カネ  n ガネ イロ 

金 能 麻 笥の金 は、 金色の 事な り、 祭式に 多々 利 一枚、 麻笥 一 合、 加 世 比 一 枚 (已上 一二 物 並 金 塗) 漆 一 升、 金 漆 一升な 

どと 有る を 以て 視っ 可し、 倍 金 は 我が 上古に は 非ぬ 物に て、 聖武 天皇 天平の 御世 顷に始 て ffi たるが 如く 心 3£ めれ ど 然 
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らす、 其 は 山 を 穿て 掘 出る こそ は 其 時を始 とは爲 めれ、 實に は； t 代より 有來 しなり、 然れ ども 上古なる は 皆 悉く 沙金 

なりし 故に、 山 を 穿て 得る 如く 多く は 非 ざり けらし、 元え 集、 類聚 本源な どに 出た る 神 名に、 金鵄 命と 申 も 黄金色な 

る藉 Q 事に 依り、 祌武 天皇 御紀に 有-一 金色 靈雜， 飛来 止 二 皇弓弭 T 其. 錄光曄 狀如 二流 電 一と 有な ど、 上古に 黄金と 云 者 

有りて 其を稱 呼に 爲 なり、 (但 神代 紀 なる 素 戔嗚 尊の 御 一一 目に、 韓鄉之 島 有，, 金銀？ 叉 古事記 訶 志比宮 段に、 西方 有國金 

銀 爲レ本 目 之炎耀 種々 珍寳 など 有 は、 地 を 穿て 金銀 を 得る 事 は、 彼に 先 有 初つ るな り、 然れど 我の 上古に も 沙金を 得 

て 用たり し 故に、 今古き 陵墓より 出る 所の 金環な ど眞に 黄金なる 者な り、 彼 未 歸化爲 ざり し當 昔に、 斯 在る 事の 有 を 

以て、 上古に 黄金 無と は 一 K ベから ざるな り、 然 れば此 風神 祭の 有 初し 崇祌 天皇の 御世に も 物 を 金色に 漆る 事 も 有ぞ爲 

けむ、 此詞に 金 能 麻 筍 云々 と 有る を 徵と爲 べき 者な り) 麻 笥は麻 を績て 盛る 器^り、 大神宮 式に 金 銅 麻 荀ニ合 (ロ徑 

各 三寸 六 分 尻 徑ニ寸 八 分 深ニ寸 二分) と 有る にて 其 制 樣を思 ふ 可し、 笥は 凡て 物 を 盛る 器の 稱 にて!^ の義 なり (櫛笥 

飯荀 など 尙甚多 在り、) 

金揣は It を懸る 者な り、 考に 云く、 大神宮 式に 金 銅 多多 利 二 基 (高 各 一尺 一寸 六 分、 土居徑 三寸 六 分) 是 を令義 解に 

線 柱と 書る を 思 ふに、 三寸 六 分 四方 Q 物 を 下 居と 爲て、 其に 高 一 尺 一 寸六 分なる 柱 を 立た る 耳 (同 頭書に 云く、 和名 

抄に 絡^ を 楊 氏 漢語 抄云 多々 理と訓 り、 字 は 異なれ ど 物 は 同じ、 〇 今 云 多々 利と は 立 在と 云 事に て、 梓 を懸る 料に 柱 

を 立た る を 云な り、 姓氏 錄諸蕃 に、 多々 良 公 御 間 名 國主爾 利久牟 王， 也、 天皇 認欽明 御世 投化獻 = 金 多々 利金 牟居 

天皇 * 之赐 多々 良 公一 也と 有れば、 多々 利と も 多々 良と も 云 しに こそ、) 


金 能 柃は鎏 の絲を 引懸る 物な り、 大神宮 式に 金 銅 賀世比 二 枚 (長 备九寸 六 分 手長 五寸八 分) と 有り、 考に萬 葉に 少女 

等 之 績麻繋 止 云 鹿 背 之 山と；^ る を、 續 日本 後紀に 山城 國相樂 郡特と 書る を 合 見る に、 特は績 麻 を懸る 物と 閜 ゆと」 云 

はれたり、 古語拾遺に以ニ麻柄ー作レ^^^^レ之と有るも同物たり、 (但其 は 麻 柄に て 製れ るに て、 It 常の 木に て 造れる と 

は 異なるな り、 依特 は懸爲 木なる 可く 思 ゆ) 加せ 比 は懸爲 合な りと 聞 ゆ、 然れ ば靈の 如く 木 を 組み 交合て 製造る 名な 

り、 依 募と 持と は 同 物な り、 和名 抄 (蠶絲 具) に霍  1 收レ絲 者 也と 有て 和久と 云る は、 訓に 非す 字音なる を 以て 思 ふに、 

上古 は其稱 呼に 異無 りし を、 後に 別た るに は 非 じか、 (又は 上古に 無て、 後に 其 事の ェに 成て 新奇に W 來れ るが、 

より たる 者なる 故に 其 名 を 通じ 用た るか、 大神宮 式に も籰の 事の 無き は 當昔未 有 ざり ける が 故なら む) 偖 手長 五 

寸八 分と 有る 乎 は、 和名 抄に呢 (和久 乃 江) 蓬 柄 也と 有に 常れ るに や (但 和久は 字音の 隨 にて 江に 耳 訓を用 ひたり) 

明 妙、 照 妙、 和 妙、 荒 妙 五色 能 物 は、 上に 比 賣神雨 御 服備と 有る 其 目 を 記せる 也、 (考 に此 十二 字、 今 本 此に有 は 誤 

にて 加り し 物な り、 上に 御 服 備と云 は、 旣に比 古神に 明 妙 云々 の 事 W て 一 續の 文なる 故に 略し 者な り、 祈年祭に も此 

略き 有， タ、 然る を此に 同事 を 云 ふべ からす、 明 妙 云々 の 事 は 伦皆獻 物の 初に 在 を、 此耳 御調 度と 御馬との 閒に 在に 

て は 僻事なる 事 明けし 依て 除捨 可し」 と 云 ひ 削 去れた るは甚 じき 僻事な り、 其 は 上に 御 服 備と有 は、 比 賣祌の 料 を も 

•  级更 に 設備て 奉らせ 給 ふ 事 を 先 云るな り、 借 麻 笥棍は 比賣祌 の 御爲に 最も 重き 物なる が 故に、 其 を 前に 立て 偖 次に 此 

明 妙 以下の 事 を 詳記るな り、) 

御馬 繭 御 鞍 具 氏雜裕 帛奉氐 は、 上に 載る 祭式に、 鞍 二 具 liil ニ疋 など 有る 如く、 比 賣祌に 相 並て 進 せらる- -が 故に、 如 
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此云 へるな り (但 祝詞に は、 如此 こそ 云刖 てれ、 其 奉る 所の 物に 彼此 Q 分別 は 殊に 無な り、) 

i キハ  £ 力/ へ ヌカ シリ  ：、 力 ノ ひフ  ：テ ナベ テ  ニギ シネ ァラ シネ 二  J- マ 二 スム モノ ハ  ケ ノ  ニコ そ/  ケ /, 

御酒 者。 蓮 能 閑 高 知。 應能 腹。 滿雙 s。 和稻荒 稻爾。 山 雨 住 物 者。 毛 能 和 物。 毛 能 

荒物。 大野 原 雨 生物 者。 甘茱 辛茱。 靑海 爾住物 者。 鰭能廣 物。 鰭能狹 物。 奧都藻 

ハ  へ  t- モ： 二 イタル マ ヂ 二  ョ n ャ マ/一 n トク  ゥ>1- ^  ； オキ テ  テマ f ルコ， ゥ 》 ノ  二 丁 グラ ヲ  .t 二，、 ：- テ . クラ ノ  タリ -. -テ ゲラ 

茱。 邊都藻 菜 爾至萬 氏爾。 如 横 山。 打 積 置&。 奉 此宇豆 乃幣吊 乎。 安 幣帛 能。 足幣. 吊 

ト  ス メカ ミノ  ？、 コ、 ロニ  タヒラ ケクキ n シズ シテ 

止。 皇神能 御 心爾。 平 久聞食 s。 

上に 奉 宇 豆 乃 幣帛 者 比 古神 爾 云々、 比 賣神爾 云. -< と 各自に 奉らせ 給 ふ 幣物の 色目 を 別てる を、 此 より 以下 は 其 二 柱 神 

に 共に 奠らせ 給ふ處 Q 物を擧 げられ たるな り、 已 く鈴屋 大人 說に、 御酒 者と 云より 下 は 皆 比 古神 比賣祌 合せて 一 に 奉 

る 物 共な り」 と 云れ たる は 然る 言な り、 (如 此く見 別ざる 時 は、 上の 雜 幣帛 & より 績 きて、 悉く 比 賣祌の 御 事と 爲る 

なり、 混 ふ 可から す) 

御酒 者 S 能 W 高 知 is- 能 腹滿雙 S は、 祭式に 酒 一 石 五斗と 有る 此 なリ、 

和 稻荒稻 は大忌 祭詞に 有り、 祭式に 米 1 石 五斗、 稻五 束と 見えた る 其な り (和稻 は 米に 成した る を 云 ひ、 荒稻は 穎な 

がらなる を 云 ふ、) 

.W 爾住物 者 毛 能^ 物 毛 能 荒物 は、 ，K 忌 祭詞に W づ、 其の 下に 云へ る 如く、 古昔 獸肉を 食す 事 は 常な りし かど も、 其 は 


物 忌な どの 時なら ぬ 程 こそ、 內々 に 聞 食す 事 も 有 つらめ、 祌 事に は 此を全 忌む 事と M えたる に、 此 語の 有る が 不審し 

くて 祭式 を稽 るに、 羽 二 翼 鹿 角 二. 頭 鹿皮 四 張と 有る 耳に て、 更に 獸 肉の 事 有る 事 無れば 此等を 云 ふなる 可し、 (但羽 

は 矢に 作ぎ 鹿 角は箭 害に 爲り、 鹿皮 は 楣に鏠 ふ 事 云 ふ も 更なり、) 

大野 原爾 生物 者 甘 茱辛菜 は、 祭式に 載られす、 其 は 其 時の 物 を 其 地に 取て 奉る 故に、 其 色目 を舉 げざる 者な り" 

青海原 雨 住 物 者 鰭 能 廣物縫 能狹物 は、 祭式に 鰻 堅 魚 烏賊 各 七 斤、 鮭 七雙、 階 七 斗、 比 佐 魚 一 斗 五 升と 有る 此 なり、 

奥 都 藻 茱邊都 藻 茱爾至 萬 S 雨 は、 祭式に 海藻 八 斤、 滑 海藻 十 斤、 雜 海藻 十四 斤と 有り、 

如 橫山打 積 置 氏 は、 上に ffi づ (第 七詞に 云へ り) 

奉 此宇豆 乃 幣帛 乎 は、 上に.. 奉 宇 豆 乃 幣帛 者と 有る 事 を 結て 下に 句 を 起せるな り (故に 此には 此宇豆 乃 幣帛と 有り、 大 

忌詞に も 上に 奉 字 豆 乃 幣帛 者と 有りて、 下に 如 此奉宇 豆 乃 幣帛 乎 云々 と 結た るに 照し 合せて 悟る 可な り、) 

安 幣帛 能 足 幣帛 止 皇神能 御 心 爾平久 聞 食 S は、 大忌 祭詞に 出づ、 

mml msr お ls。  § ぎ。 Kpsi。  や 響 

iEi.i。  .i 零 mAtii まず 引 居 置氐。 秋 祭爾。 奉牟 止。 

s^f^wMm  0  8^».  (七月 者き 今年 七 

月，) ぼぎ。 膽懇 1 奉 流。 
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スメ  ：- マノ： -n 卜/  ウジ/  ：  二 アグラ ヲ  カム ヌ， ン ： マリ ドモ  ウケズ マ ("テ  オコタル n ト十ク  々テマ ッレト ノリ タ マフ ォホミ コトヲ モロ モロ 

皇御孫 命 能。 宇 豆 乃 幣帛 乎。 神主 祝 部 等。 被 賜 s。 情事 無。 奉禮 登宣。 命 乎。 諸 

聞 食 止宣。 

天下 能 公民 能 作 作物 乎、 惡風荒 水 爾不， 1 相 賜， は、 前章に 吾 前 爾稱辭 竟奉者 一 K 下 乃公 民 乃 作 作物 者 五穀 乎 始氏革 乃片葉 ® 

至 萬 S 成 幸 EE 奉 牟止悟 奉 支、 と 有る 神の 御 悟一 百 を 奉て、 當 今に 其 禮典を 物 爲仕奉 給 ふが 故に、 其 御 祈の 條理 を此に 表し 

て宣 へるな り、 (能々 對考れ ば 文意の 深味 云 ひ 知す 感 けらる \ なり、) 

皇神乃 成 幸 M 賜 者 は、 御 悟 言に 成 幸 M 奉牟 止と 有を受 たるな り、 (大忌 祭詞の 下に 此說 有り) 偖 此の 賜 者 は、 多 麻 波 

婆と 將然を 云 ふ 語な り、 然れ ば大忌 祭、 此祭 共に 四月の 時 は 然も 訓む 可き を、 七月の 度 は 秋 なれば、 多 麻 £ 婆と 訓附 

て u 然る 事と 爲て、 上下の 文に 其 用意 爲 るに 非れば 通え 難き に 似 たれば、 何と 爲は 其說に 合べ からむ と、 此を 思ひ此 

を 惟 ふに、 秋 祭 は 七月の 祭 を 謂に 非す、 其 は 新 嘗祭を 云へ る なれば、 此詞は 四月 七月 共に 多 麻 波 婆と 訓む方 宜しき な 

り， 然る は 伊勢 太 神宮の 神嘗の 御祭 を 九月に 仕 奉らせ 給 ふ 上なら では、 諸 神に 其 年の 稻穀を 奉らせ 給 はむ 事理に 於て 

有る 可から す、 且 七月に 出 来れる 早稻を 奉らせ 給 ふ 事、 全に 物に 見え ざれば なり、 但 四時 祭式に、 米 酒 各 1 石 五斗 * 

稻五 束と 0^. えたる は、 四月、 七月 共に 奉る X にて、 詞に 御酒 者琵能 sra 高 知、 連 能 腹滿雙 S 和稻荒 稻爾云 やと 有る を 云 

ふに て、 初穂の 事なら ざる を 思 ふ 可し (若此 祭 料なる 米 稻を當 年の 初 穗と爲 ば、 四月の 詞には 省る 可き を、 然らぬ は 

如何 一し そや、 大 忌祭詞 なる 秋 祭 云 々の 考に云 はれし 說 共の 非なる を 已に辩 たりき、) 


初穗者 は、 新嘗 祭に 奠らせ 給 ふ 所の 供御 を 云へ り、 (第二 詞第 十詞大 忌祭詞 等に 》 づ) 

琵能 SE 高 知 S 腹 滿雙& 汁 雨 母 潁爾母 八 百 稻千稻 爾引居 E_^s、 大忌 祭詞の 下に 云り、 (鈴屋 大人 說に、 汁爾 母穎爾 母と 

云 ふ 事、 酒と 稻 との 間に 在て 如何と 云れ たれ ど、 此 如く 錯綜 爲る 事後 人の 係ても 及ばぬ 所に て、 古文 Q 深味な り) 

秋 祭 爾奉牟 止 は、 秋 祭は此 祭の 四月、 七月 兩 度に 在る、 四月 Q 度に、 七月の 祭の 事 を然云 へるなら むと 先に は 思へ り 

しか ども、 却に 僻事に て 新 嘗祭を 云 ふなり (新 嘗は十 一 月 Q 祭 なれば 秋 祭と は 云べ からす、 大御 神宮の 九月 神嘗祭の 

如き を こそ 秋 祭と は 云べ けれと 思 ふ も 有べ け れ ど、 古 始太元 攻に說 るが 如く、 新 嘗と雖 も 舊儀は 九月な り-つる は、 

大御 鼢宮 の 祌嘗を 九月に 物爲 させ 給 ふが 故に、 自餘の 諸 神の 神嘗 及び 皇御孫 命の 聞 食す 新嘗 共に 十 一 月に は 成れり し 

なり、 心 を 平にして 恩 ふ 可し) 然る は 常 年の 秋に 至て 熟め る 新稻を 以て奠 る. H なる を 以て 秋 祭と は 云へ るに て、 時節 

の 秋 を 云より は 初穗者 云々 と 云 ふ 事の 重き を 以て 察 ふ 可し、 初穗者 云.^  Q 例 は 巳に 祈 年 (第二 詞第 十詞) などに も 有 

つるが、 其 下に 云る 如く、 其 等 は 十一月、 新 嘗祭を 以て 初 穗を奠 らせ給 ふ を 云と 同じき を 以て 知べ し、 若然ら すと 爲は 

何れの 時と か爲 む、 且 七月 祭なら むに は 早 稻と雖 も 未だ 穗には 出で ざる 可し、 其餘の 時に 初穗を 奉られし 由 も 見え ざ 

れば、 右の 祈年祭に 云る 初穂に 例して 秋 祭の 新嘗 なる 事 を 諦らむ 可な り (伹 崇祌 天皇の 常時 は、 四月の 祭に 其 新穀 Q 

豐登を 祈らせ 給 ふ 初穂の 31 る を 待て 秋 祭 は 行れけ む、 故に 詞には 秋 祭と 偉れ るな り、 然る を 何時 Q 程よりか、 七月に 

も 尙其祭 を 行る と 成て より、 四月 七月 兩 度の 祭 は 共に 豐 登の 祈の 方に 就て より、 秋 祭の 方 は卽諸 社の 例に 延て、 新 

嘗に 合祭ら る \ 事と 成りし 者と こそ 所思 たれ) 然れば こそ 秋 祭 爾奉牟 止 王娜等 百官 能 人 等 云々 と績 けたれ、 其 は初穗 
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を 進 せらる- -秋 祭に は 王 卿 百官の 參. 问 はざる が爲 に、. 七月の 度に 此事を 申 置 せらる，^ にて、 七月 Q 度 も 祭神 料 物 は 四 

時 祭式に 載る 所、 四月に 少も異 無き は 初穗を 奉る 祭 は 別なる 誰な り、 思浪 ふべ からす、 (然れ ば 此時王 卿 百官の 參向 

る k に 就て Q. 幣，； ：£は、 四時 祭式に 見えた る 如くに て、 此 詞に擧 たる 所在る 品々 の 物 等な り、 然れば 初穗者 云々 の 事 は 

如何に 見ても、 四月 七月の 祭の 外なら では 聞え 難し J 

王 卿 等 百官 能 人 等 は大忌 祭の 下に 云へ り、 四時 祭式に 差， 一王 臣 五位 已上各 一人、 祌紙官 六 位 以上 官人各 一人 7 充レ 使と 

有る 此 なり、 (尙大 忌 祭の 下に 委しく 註せ る を 見て 悟る 可な り、) 

倭 國六縣 能刀禰 男女 雨 至 萬 氏 雨 は、 大忌 祭詞に ST つ、 (其 下に 注せる を 見るべし) 考に、 同日の 朝 廣瀨龍 田の 御 使 は 

別に 至て 祭らる.^ なれば、 同 六縣の 人々 も 分れて 二 所へ 參り集 ふなる 可し」 と 云れ たる は 然もと 聞 ゆれ ど、 熟考る に 

勅使 Q 別れて 参らる \ 事 所見 無ければ 信 難し、 然れば 事 Qfr 、序 を 以て 思 ふに、 御 使 Q 人 等 及國司 以下の 人々.、 先に 廣 

カネ  . 

瀨神を 祭りて 後に 寵 田に 參向 はる X にて 有るべき なり、 然れ ども 六縣 ひ刀禰 男女 は、 豫てニ 社に 別れ 居て 其 事に 預仕 

奉るな る 可し、) 

今年 四月 (七月 者 云，, 今年 七月 一) は、 大忌祭 詞此に 同じ (但此 如く 有る を 以て も、 秋 祭は此 七月 Q 度なら ざる 證 なる 

者な り、.)  , 

諸參集 ^yQ 諸 は、 王 卿 以下 刀 翻 男女 迄 を 云な り (諸 Q 事 は 第 一詞に 出づ) 

皇祌能 前 雨 は、. 比 古祌比 賣祌を 併せて 申せ るな り、 


宇 事物 頸 根 築拔氐 今日 能 朝日 能 豐榮登 爾稱辭 竟奉流 は、 大忌 祭此に 同じ、 (但彼 詞には 今日 能の. 事 を 省きて 有り、) 

皇御孫 命 能 宇 豆 乃 幣帛 乎、 上に HT つ (第 一詞の 下に 云べ り、) 

神主 祝 部 等被赐 S は， 宇 豆の 幣帛 を受賜 はるを 云な り、 鈴屋 大人 說に • 被 賜 S は 多 麻波理 氐と訓 べし、 幣帛 を 受取 を 

云り、 凡て 多 麻 波 流と 云 は受る 方に 就て 云 事なる 故に、 古書に は 多く 被い 賜と 書り、 其 を 唯 賜と 書る は峪 なり」 と說 

れ たる ぞ 謂れた る、 (故 舊訓宇 氣多麻 波 理氐と 有る を 改めつ、 巳に 第 十詞の 末なる 受 賜の 下に 說 るが 如く なれば、 本 

Q 儘ならむ も 宜しき に 似たり と雖 も、 尙此は 被 賜の 字の 正訓 を 施す 可し、) 

惰事無 は、 速に と 急かせた る 意な り、 惰字は 於 古 多 流と 訓 べし、 續紀 第一 詔に、 御稱々 而 緩怠 事 無久務 結而仕 奉と 有 

ネモ n  口 

る を此に 並べて 其 事 を 大切に 物爲 べき 由なる を隨る 可し、 詔詞 解に 十三 詔 叉 五十 1 詔に、 無 n 緩怠 事， 久、 卅ニ 詔に 今 

由 久前仁 *? 緩怠 事 無 之 天、 四十 1 詔に、 晝毛夜 倦怠 已止 無久 など 有」 と 有り、 祈 年 (第 十詞) Q 末に 此と 同格の 所に 事不 

過と 有 も 怠惰 爲 しと Q 義 なる を 思 合す 可し、 然 れば考 の左訓 に、 於 都 流 事 無と 調る は 取 まじき なり、 漏 落る Q 義には 

少し 遠く 聞 ゆれば なり、 此は唯 其 事 を 促した ると 見て 有るべし、) 

奉 禮登宣 命 乎 諸 聞 食 止宜と 有る 此は、 宜命 Q 結句な り、 祝詞 は此 なる 奉まで なり (考 に、 命の 上に 大字 脫 たるに や」 

と 云れ たれ ど、 命と 書きて 大命と 訓む 例、 續紀宣 命に 在りて 鈴屋 大人 Q 歷 朝詔詞 解に 註され たるが 如し、 借 祝詞と 宣 

命と を 1 に爲る 凡ての 例なる * 前に 委く 云へ り、 一 ながら 前後の 宜命 Q 詞 Q 用捨して 神に. W. す はは 祝詞な り、 祌に中 

さ 令 給 ふ 祝詞 を も 兼て 其 儘 用る 時 は官； 命と なる 事 云 ふ も 更なり、) 
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U 名 式に、 山城 阈 葛野郡平野祭 祌四座 (並名 祌大、 月 磨嘗) と 有る 御社 此な巧 2 字 諸 本 共て 社と 有 は 例 こき 

f  、 層蒙醫 f 臺」 墓 憂つ) H 誓 一 

に ー定の明 文な く 又讓の 注せる 所 悉く  £れ_ 思しき は、 全くに 無して 、唯一 一十 二 1 第、 

^J^i 第 層、 (養 皇、 高謙 a  r 

^  1^  u 皆此推 g 霞 言に て 所謂 無し、 且今木 神 は 日本 武尊、 a  I 一 

を 仁 重 f を層祌と 云 ふな ど は 殊に i 一一 一 眷、 (其は此下に委 しく 辨るを 見るべし) 又 日應を 一 


源氏に、 仲哀 天皇 を 平氏に、 仁德 天皇 を 高 階 氏に、 fK 照 太 神 を大江 氏に 配當 たる は、 何の 由 ぞ我此 を 知す、 (人 も此 

^^^知すと見ぇて、 更に 明辨 ある を 未聞す) 記紀 姓氏 錄 等の 古書に 據て考 るに、 日本 武 尊の 裔孫 は、 犬 上 君、 建 部 君、 

讃岐緣 君、 伊勢 別、 登 之 別、 麻 佐 首、 宮道之 別、 鎌 倉 之 別、 小津 君、 石 代 之 別、 漁 田 之 別、 和氣 公、 別 公 等の 氏族 こ 

そ 有れ、 更に 源氏の 因に 非す、 源氏 は嵯峨 天皇、 淸和 天皇、 宇多 天皇" 村 上 天皇、 花 山 天皇 等の 皇裔に 出たり と雖 

も、 日本 武尊を 氏神と 定めむ 事甚 所謂な し、 然れ共 源氏の 公卿 を 以て、 令 祭 給 ふ御投 にて は 有け る 也， 其 は 江 家 次第 

(祈年祭 條) に、 藤氏 公卿 頒 -1 春 日 國幣- 之 後 或 早退 ffi 云々、 源氏 (若" 江 氏. 頒 M 平野 幣-之 後 可- 1 退 ffi- 敷と 見え、 左經記 

に 寬仁四 年 四月 三日 申尅參 -1 平野 祭-事 如レ 例、 (兼官 之 後 未レ參 M 結 政所 T 雖レ然 初 住辨人 未- 1 初 参-以前、 間々 著- 1 氏 祭-云 

云、) 上 卿 源 中納首 と 見えた る を 思 ふ 可し、 (左經 記 は參議 左大辨 源經賴 卿の 記なる が、 此卿は 宇多 天皇の 御 末の 源氏 

にて、 其 抱り 給 ふ 所 を 見る 可し、， 傻中院 通 f! 卿 記に、 文明 十三 年 三月 廿 五日、 兼俱 卿參會 平野、 奉レ加 レ鍩事 也、 凡 源 

氏神 以 一一 平野 ー爲 i 正 也、 於 二 八幡宮 一清 和 源氏 義家以 來事也 云々 と 有 は、 甚思朿 なき 說也、 八幡宮 を淸和 源氏の 氏神と 

爲る も、 唯 其 氏の 信奉る に 依て なり、 然れば 當社を も 源氏の 人々 の 信奉る 社に は 有 つらめ ども、 其 氏神と は 云べき に 

非るな り) 仲哀 天皇 を 平家の 氏神と 爲る事 も 更に 所謂 無し、 其 は 此社を 創立 給へ る、 桓武 天皇の 皇子 葛 原 親王の 子、 

大學 頭從四 位下 高 棟 王に、 天 長 二 年始て 平 朝臣の 姓を授 給し 事 有れ ども、 其 由 を 以て 平氏の 祖祌と は 申 難し、 然れど 

氏 社と 爲る事 は 巳に 其 頃よりの 事な りけ らし、 (但此 は 下に 記 傳の說 を 引て 云る 事 あり、 其 所に 就て 明らむ ベ き 者な 

り) 太政官 式に、 凡 平野 祭 者桓武 天皇 之 後 王 >  (改姓 爲臣者 亦 同) 及 大江和 等 之 氏人 竝預- 一見 參-と 見えた る 後 王 は、 
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必 平氏 を 云なる 可し、 尙吉 記に も 壽永ニ 年 七月、 S 平家 公卿 連署、 以， 曰吉 社， 爲，， 氏 社-云々、 棄，. 平 S, 用，， 

I 有， 霸歟と 有り、 如此 くなる 時 は、 其 祖先なら ぬ 神 を 氏神と 爲て齋 く、 中 si に 流れた る 者 こて、 由 f 

事ながら、 桓養皇 S 王 等 Qg 御代に、 京都 近く- S 給へ る 所謂 を 以て 氏神と は爲 ける にも 有るべし、 (伹 平氏 

は、 缓 ii 親需楝 f  、 氏神 4 む if きに 似たり) 仁雙 f 髙階氏 祌と爲 る f 更に 由緣 t き.， 

當 Q 事な りけ り、 高階 氏 は 姓氏 錄 (豪 翁) に、 高 質 人お き 震武 皇子、 震 壹太政 大臣 高 市 王， 也と 有て. 

仁養垂 其 氏神たら む， 由な し、 (凡て 此據と 爲る 可. * は、 未 古 章に 見 f  S  asis 

管 知ら f.、  |紀延暦八 年 Q 下 5 皇彥姓 和 氏 云々、 gs  I 位 大枝 朝 晨妹一 5、 同 九 年 醫朕外 m 父 扉 朝 

臣 外祖母 土 師篇、 蓬 位-其 改， 土師 氏； 11-^5. 亦 K-ls 土師 ||同爲„ 大枝 朝臣 ハ 

其 土師氏 有，： 四 K 中 ||是毛受腹 也、 故 毛 受腹者 賜，， 大枝 舊； 自重 腹 者、 達，， 秋 篠朝层 aM 

と 見え、 姓氏 錄 (右京 神 別 雇) に、 大枝 朝臣 土師 朝臣 同祖と 有て、 同 雷 土師讓 也、 天 穗曰命 十二 世 孫、 可， 

飯根 命 之 後 也、 光仁 ii 元年 改，， ま 賜， I 氏； 有， 敕 i, 大枝 舊 S と 有る 此な るが、 S 曰 命 を こそよ 

氏 f も爲べ けれ、 還 太祌と 申む 事甚 所謂な し、 (但5 曰 命 は、 還 太 神 Q 御子に 在す が f りと も 云べ け.. ど、 

蠢 は？， i.,、  f  .  .  i 子等 Sil4 照 太 神 Q 太 I らぬは 無し、 然れど 此大？ 氏神と は 何れよ. 

I 爲 べし、 豈大江 一 姓 S れる f らむ や、 序 S ふ 大江業 圖と霍 に、 平 城. 5S 子 阿保 親王 S 子、 节 

守 本 慮 二 大枝 姓-と 有て、 其 子音 人 卿 有り、 如此 くなる 時 は 其 ぉ自は 各 異なれ ど 共に 同姓な り、 0isi 


奏 申されて、 大枝 を 改て大 江に 更 たり) 如此く 源平 高 階大江 四姓の 氏神の 事 は、 決に 由な き 事なる が 上に、 其 所 祭 S 

を傳 たる 説 も 中古に 其 傳來を 失 ひて、 後に 杜撰れ りし 强言 にて 上古の 本 3 曰なら す、 (其 は 今 木 神、 久 度祌、 古 開 神、 

比賣 神の 本 說 Q 此 下に 出る を、 续く其 正 を 明らむ 可き 者な りかし) 然れ ども 桓武 IK 皇の後 王 等の 姓 を 賜て 臣と 成れ 

る 家々 及び 大江、 和 等の 氏人の 此社を 氏 社の 如く 尊崇 奉るべき 由緒 叉 別に 在り、 類聚 國史 に延曆 元年 十一月 丁酉、 

叙 二 田 村 後宮 今 木 大祌從 四 位 上 一と 見えて、 光仁 天皇の 御世より 尊崇 奉 給 ひける が、 其 太后の 御名 を 新 笠と 申せる も 其 

地名 を れ たるな り、 續紀に 延曆八 年 十二月 皇太后 云々、 上 レ諡曰 1 一天 高 知日 之 子 姬尊ハ 皇太后 姓 和 氏、 諱新 笠、 贈 正 

一位 乙 糧之女 也、 母 贈 正 一位 大枝 朝臣 眞妹、 后 先 出レ自 -1 百 濟武寧 王 之 子純陀 太子-云々、 其 百 濟遠風 都 慕 王者、 河 伯 

之女感 n 日 精- 而所レ 生、 皇太后 卽其後 也、 因 以奉レ 諡焉と 有る、 此所 因に 緣て桓 武^< 皇の今 木 大祌を 尊崇き 給へ るが 故 

に其後王の家々は其御心を後世に至る_^1も受繼て、 祟 奉る 者なる べし、 此事 下に 委く 云り、 此に 就て 大江は 其 皇太后 

ヒキ 

Q 外戚 を 以て 共に 加 はり、 和 氏 は 皇太后の 出 自を 以て 共に 祀る 事と は 成れる にて、 桓武 天皇 Q 當 今の 事の 延て恒 

と は 成れり し 者な り、 所 に 四時 祭式 (平野 祭) 齋 服の 條に、 物 忌 王 氏に 並て、 和 氏 大江氏 共に 其 祭に 預る由 見え 

て、 已に 引る 太政官 式の 趣 も此と 同じ、 (和 氏 は 姓氏 錄左 京諸蕃 下に、 和 朝臣 百 濟國都 慕 十八 世 孫 武寧王 之 後 也と 有 

る此 なり、 又 和 連 和 造と まも 有り、 如此く 朝臣の 重 姓 を 賜りし は、 全く 其 皇太后の 故に 依なる 可し) 此 より 其祭祌 Q 

正 說を顯 し 奉む とす、 今 木 祌は祌 名 式に、 大和 國山邊 郡 石 上 坐布留 御魂祌 社、 (大、 月次 相嘗 新嘗) と 有る、 此 社に 坐 

す 布 都 主劍大 神に 坐る 證は、 下に 引る 日本 後紀の 文に 對考れ ば 甚灼然 き 事なる が、 粗 其 說を云 はに、 天皇 本紀、 また 
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1K 孫本紀 に、 天孫 磐 余 彥尊詔 命 有司 T 始經帝 宅 大歲辛 酉 正月 庚 辰朔、 天孫 磐 佘连尊 都- 1 檯原宫 T 初卽 M 皇位 n 號 -1 曰 元 

年， 云々、 宇 摩 志 麻： m 命先獻 -1 天瑞寶 T 亦竪 -1 神楣- 以齋矣 謂-五十 櫛 T 亦 云 = 今 木？ 刺 n 繞於布 都 主 劍大祌 一 奉レ齋 M 殿內， 

云々 と 有る、 此ぞ今 木の 所據 なる、 此 より 次に 宇 庥志摩 治 命の 子孫、 其 業 を 偉て 石 上 大神宮の 事 を 掌り、 併て 天下 0 

物 部 を 率て 仕 奉れり し 故に、 其 氏族に 今 木 氏 有.^、 姓氏 錄 (山城 國祌、 別 天神) に、 今 木 連 神 饒速日 命 世 七. 孫 大賣布 

命 之 後 也と 見えた る 大賣布 命 は、 饒速日 命より は 七 世 孫に て 宇 麻 志 麻 治 命の 六 世 孫た る を 思 ふ 可し、 然 らば 今 木 神と 

申す は、 物 部 氏の 祖 神なる 如 聞え たれ ど然ら す、 其 氏人の 祖先より 仕 奉 来る 神 名 を 胃して、 今 木と 稱ひ石 上と 稱ふ姓 

も W 来りし 者なる 事、 天孫 本 紀に物 部 布 都 久留連 公と 云 人名の 有る、 其 も 布 都 主^ 大 神の 祭祀 を 統括 掌れ る 由 を 以て 

食る に 例して 知る 可し、 然れば 今 木祌は 日本 武 尊に 非す、 決く 布 都 主劍大 神なる 事 下に 說 るが 若くな り、 (但 姓氏 錄 

山城 國神別 天神に、 今 木 連 神 魂 命 五世 孫、 阿 麻 乃 西 乎 乃 命 之 後 也と 有 は 別な り、 混 ふべ からす、 因に 云 ふ 今 木 氏の 物 

部の 支族た るに 就て 今 1 證と爲 べき 事 有り、 日 下部 景衡 が老談 一一 百 記と 云 ふ 書に， 江 州 淺井長 政 は 藤 原 氏の 由 申す 事 

僻事な り、 藤 原 家より は 家 を 繼し事 も 侍るな り、 本姓 は 物 部に て 守屋大 連の 後な り、 守屋大 連の 領 せし 地 は 北 近 江 

なり、 太子の 軍の 所々 も 皆 近 江に 侍るな り、 然れ ど？ 秀賴 公の 母に て 淀 殿、 天 王 寺 信 向 深 かりし 故に 守 屋を佛 敵な り 

とて、 其の 子孫と 有る を 忌 給 ひし 故に 藤 原 家に て 有 由 披露 有し 所な り、 借淺 井の 家に 淺井絕 なば 長門繼 べし」 と云傳 

て、 淺井長 門と 云 者 淺井沒 落の 後、 淀 殿繋榮 の頃大 坂に 仕て、 苗字 を 改て今 木 源 右衛門と 名乘 しなり と 云り、 今 木に 

苗字 を換る 事物 部 氏 Q 人 なれば 其 所 由 有て 物せ るな り) 久度神 は 神 名 式に、 大和 國平群 郡久度 神社と 有る、 此 社より 


仕 奉れる にて， 祭神 は 御 竈神な り、 其證は 日本 紀略 (天 德四年 十一月 十九 日 Q 條) に、 今夜 坐，； 內膳司 T 忌 火 庭 火 等 

御祌 奉， 遷， 1 冷泉 院內膳 T 仍權 大納首 師尹卿 以下 奉, 遷， 之， 平野 謂，， 釜 二 口， 也、 庭 火 謂，， 綺 一 口， 也、 各 有， 臺長 榧等衞 

士 持い 之、 奉レ移 n 院乾 方新屋 f 庭 火 平野 別々 屋也、 安置 之 後宮 主 申 祝詞と 見えた る、 平野 云々 にて 叉、 中 右 記 (寬治 

八 年 十一月 三日 條) にも、 內膳司 御 竈神 三 所 也、 一所 平野 件 美 御祭 奉仕 之 神 也、 一 所 庭 火是等 尋常 御飯 奉仕 之 神 也、 

1 所 忌 火 三 神 也、 是則十 一 月新嘗 六月 神 今 食 祭 奉仕 之 神 也と 有る 平野 件 美 卽ち此 なり、 件 美 は 一 本に 件 共と 有 方正し 

くて、 久 度と 訓 べき 字と 通えたり、 其 は 下なる 久度、 古 開の 條に 右の 全文 を擧て 云べ し、 增鏡 四に も同說 有り、 寬治 

二 年 十月 十四日 內 膳屋燒 て、 祌 代より 偉れ る 御 竈も燒 損れ ける をぞ、 其 淺まレ き 事に は 申 侍し、 彼 竈 は 昔 は 三 有け 

る、 一 をば 平野、 一 をば 忌 火、 1 をば 庭 火と 申け る を 云， „< と 見えた る を 思 ふ 可し、 然れ ば久度 神と 申す は、 中哀 天皇 

に は 坐す、 御 竈神なる 事 論 無き 者な り、 (又 神 名 式に 淡 路國三 原 都、 久度 神社 有れ ども 同 神と は 通えた るが、 平野に 

遷 坐し は 大和より なり、 和名 抄に窓 竈 後 穿 也、 和名 久 度と 有り、 久度は 凹 義の義 にて 竈處を 云な りけ り) 古 開 神 は 諸 

書 共に 古 開なる を、 文德 天 皇實錄 に 古關と 作り、 今 此兩說 に據て 古今の 書 典に 索る に、 此も彼 も 有る 事な し、 此に依 

て甚長 けれど、 若く は 古 sra にて 古瓮を 祀れる 社なら むか、 愛 は 物 を 盛る 器の 名に て、 此は御 食 を 炊く 愛 を 祭れるな り 

と 思て 考 るに 叶 はす、 字 は 古？ E にて 布留御 魂大祌 なる 事 下に 云る が 如し， (是を 以て 古 鹿なら むの 考は廢 たるな り) 

偖此 社に 鎭り 坐る 四 座の 中に、 始 より 主と 祀らせ 給 ふ 所 は 今 木 神に て、 其餘は 合祭る 者な り、 類聚 一一 一代 格に 貞覜 十四 

年 十二月 十五 日、 太政官 符應， 充- 平野 神社 地 一 町， 事、 在，， 上 林 鄕九條 荒 見 西 河 里 廿四坪 f 得，, 彼 社預從 五位 下 ト部宿 
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翻 平 麻 呂解狀 T 儸謹檢 n 奮 記？ 延曆 年中 立 二 件 社， 之 日 點っ定 四 至 r 奏聞 旣訖而 社 預等不 い 詳-事 意-無 レ領 -1 件地フ 因玆瞎 

峨院去 承 和 五 年 十月 割 IT 取 八 段？ 賜 1 一時 統宿禰 諸 足？ 其 後 加- 1 野 地 二 段- 轉 n 給 典薬 寮？ 本 有，, 薬園 地， 重 請-神 地 T 耕；？ 作 

畠 畝， 今 除 n 件 地， 之 外 四方 被レ限 n 禁地 T 無い 有 仁仃= 神事 並 走 御馬-之 處ハ 叉 會集諸 司 貴賤 車馬 堪？ T 塞 社邊- 無い 道- Iffi 入？ 

望 請 被-一 早 返 給， 永爲- 一社 地； 謹 請-一 官裁ー 者 右大臣 宣奉レ 勅 依 請と 有り、 (本朝 月 令 注 式 共に、 延喜格 を 引て 此文 有り、 

今 は 技して 引り、 公事 根源に 延曆に 此祌社 を 造 立 有り 云. <  と 云る は、 此 文に 據れる 者な り) 斯在 るに 御紀に 所見 無 

し、 桓武 天皇の 平安 城 を 造 給 ひし 頃なら むと 思 ふに、 斯 計の 大社の 初 を 記されざる 事 や は 有べき と、 尙 此を檢 るに 唯 

1 っ證す 可き 者 有り、 其 は 日本 後 紀に延 曆廿四 年 春 正月 辛 未朔、 廢朝聖 體不豫 也、 二月 庚 戌 造 石 上 神 宫 使 正 五位 下石 

上 朝臣 吉備人 等、 支 n 度 功 程， 申？ I 上單 功- 1 十五 萬 七千餘 人、 太政官 奏之敕 曰、 此 神宮 所 =, 以異 n 於伦社 I 者 何、 或臣奏 

曰、 多 收，, 兵 杖， 故 也、 敕 有，, 何 因緣， 所, 收之 兵器、 奉答 云昔來 天皇 御，, 其 神宮， 便所，， 宿收， 也、 去， 都 差 遠 可；， 愼， 1 非常-伏 

請 ト食而 運遷、 (垂仁 天皇 御紀に 三十 九 年 十月、 五十 瓊敷命 居 n 於 茅 停蒐砥 川上 宮 T 作， 1 叙 一千 口， 因 名其劍 謂-一川 上部 ハ 

亦 名 曰 n 裸 伴， 藏， 1 于石上 神宮， 也と 有る、 此兵 器を收 るの 始也、 履 仲 天皇の 住吉仲 皇子 Q 亂を避 坐て、 石 上 振 神宮に 幸 

行し も、 其 兵器 を 頓み思 食す が 故 也、 尙履仲 天皇 御 紀の傳 に 云べ し) 是時 文章 生 從八位 上布 留宿織 高 庭、 卽脩， 解お. 

レ官 云、 得 U 神戶 百姓 等欸， 懾比來 大祌頻 放，， 嗚鎮 T 村邑咸 拖不レ 知，， 何祥， 者、 未 A 經 n 幾 時， 運 i 神 寶-望 請 奏&此 狀- 

蒙レ從 -1 停止 T 官 卽執奏 被-報 宣 T 倆ト 1^ 吉 合不レ 可-放 一一 一一 所 司 咸來監 rf 運 神寳， 收， 1 山城 國葛野 郡 T 訖無レ 故 倉 仆更收 -1 兵 

庫？ (御 紀に廿 五 年 三月 丙 戌 日 赤無レ 光、 兵 庫 夜 鳴と 有 は 此御崇 也、 布 留宿禰 高 庭 Q 申 止め 奉りし を ト筮吉 合不レ 可-一 姑 


すと は、 天皇 命と 坐せ ども 神幽 Q 道に 御 心安き 御 所爲 にて、 f なる 强 たる 大御 命な りけ；；】 q 不聞豫 其 1 
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J  a 」 V  p、  u-存 とま-尺 神 を奉始 て、 高天原に 神留 坐す 所の 皇祖 天神 を 申 奉るな 

運 收不當 と は 宣給 はせ まじき 者 S を や デ 帝と 太 h-vf- 、ヨ、 isil 千 iT 

り) 01 醒， Iii- 立」 藝神 &、  III.  Isl,,. 

充 ！ il  slli 如レ I 明 乃 和解、 (藝 に大御 |覺志 坐爾ま 一 5 と 有る h 

HH^^tiil  $111  lilg 

^^in  nil 下譬) 

.:,ト  >: え 二、  n ヒき stuH: りナ るな り、 然 こそ 石 上 大神は 耳 塞き 生 

九 人； 令 レ讀ニ 經於 石 上 神 S  (i 大御 病に 腦坐 ける 力 故に a  f ダ  ： き 

しけめ、 然れ共 iQI を 謝し 申させ 給 ふ大御 心に 愛 坐て、 神の 御 怒 は 和解み 坐け るな パ 

事な り、 此 事に 限らす 中 昔に 弊風と 爲て f 有れば、 天下 Q 御爲 にも 鉢 の御心を取奉 るに も 佛 S 醜" . 
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厭 はせ 給 ふ 御 心に て 有し かば、 何となく 神への 御 會鐸も 古義に 背く 事 多く なれり) 詔 曰 IK 皇 御命爾 坐、 石 上 力 大神ほ 申 

給 S 大神 乃宮 S 牧 有志 器 杖 乎、 京都 遠久成 I 爾依 S 近處 S 全治 牟止爲 i 母 去年 此 S 運收有 流、 然 S 比 來之問 御 體如常 不御坐 

有爾. 大御夢 爾覺志 坐蹈依 S- 大祌乃 願 坐 S 任 s、 本社お、 返牧 t, ま、 无驚久 无 咎久 平久 安久 可 御 坐 止 棄念志 食 是以毅 冶 司正從 

五位 下作 良 王、 神祇 大副從 五位 下 大中臣 朝臣 全 成、 典侍 正 五位 上 葛 井 宿 漏 廣岐等 乎 差 使. -禮代 乃 幣帛 幷鏡令 持 e 、申 w 

給 御 命 * 申 給 止 申、 辭別. -申 給久神 ga 母 皇御孫 乃 御 命 チ堅磐 爾常磐 S 護 奉 幸 SE 奉 給 SE 止 稱辭定 奉久止 申、 遣，, 典 藥頭從 五位 上 

中 臣道成 等 r 返； I 納石上 神社 兵仗 t と 有る、 此 文中に 監 ry 運 神 寳ー牧 二 山城 國葛 野， と 有 は、 格に 延曆 年中 立， 一件 社 一之 日、 

點 TI 定四至 一と 有る 其 地に て、 卽 後に 平野の 社 地と 成れり と 所思たり、 然る は 無 故倉仆 更牧， 一兵 庫, と は 有れ ども 尙 後に 

石 上 神宮に 還し 收られ たる 上に も、 如此く 神異の 長く 御 在る を 見 奉 給 ひて は、 其 神 靈を祭 宥められて 其 跡は認 置る 可き 

事な りかし、 (此 平野 祭詞の 鎮魂祭 詞に 髴 たる も 石 上 大神同 神なる 可き 一 の證 なる に、 後紀の 文に 令 レ鎭， 一 御 魂， と 有 

が 同じき を 思 ふべき 者な り) 然るに 類 史に田 村 後宮 今 木大 神と 記され、 此詞に 今 木 與利仕 奉 來留、 皇太御 神 云々 と 有 

を以 見れば、 田 村 後宮に 祀られ し 神 を 連し 齋 れ たる 者に て、 此 度の 石上大 神の 事と は 別 異なる が 如くな りと 雖も 然ら 

す、 其 は 右 Q 石 上 大神は 布 都 御 魂と も、 布留御 魂と も 申す 事なる が、 何れも 表立て 稱ふ 中に、 布 都 御 魂と 申す 時 は 彼 

布 都 主 ％,大 神 を 申て、 所謂 今 木 大神此 なり、 叉 布留御 魂と &す時 は 燒速日 命 Q 奉られし 天 瑞十種 神 寳を稱 奉る 御名な 

るが、 共に 石 上 大祌と 申して 其 差別 を 立ざる なり、 所以に 光仁 天皇の 未 白壁 王と 申て、 凡人に て 御 在け る 時、 其 田 村 

宮 にして 鎮魂祭 を 行れし 時、 殊 なる 恩 賴を蒙 給し 事の 有け む 故 を 以て、 其 宮中に 鎮魂の 時なら ぬ 時 も 常に 崇奉給 ひけ 


れば V 卽其地 Q 地主 神の 如く も 持 仰れ 給 ひける 程に、 桓武 天皇 將其宮 にて 降誕し 給 へれば、 自然 大御産 土 肺と しも 持 

齋れ御 在し 坐て、 今の 平安 城を昉 給へ る 時 も、 內々 にて 齋 祝り 御 在し ける が 故に、 卽其 本官なる 石 上 神宮の 兵仗 を尙 

も、 京都に 召 上 給 ひて 大御許 近く 御 在し 坐し め 奉ら 欲く 思 ほして、 上に 引る t§Q 趣なる 御 計 ひ は 有け るが、 案外に 

神の 御 心に 違 ひ 在し 御 坐る に 依て、 神の 御 心の 如く 其 兵仗 は 本宫に 還し 奉 給 ひし かど も、 詔書に 大御夢 爾覺志 坐爾依 S 

云々 と 有を以 放る に、 兵仗 は 上古の 天 皇の收 させ 給 ふ 所 なれば、 其宮 にこ そ 還り 坐せ ども、 御靈は 田村宮 より 御 産 土 

の由緖 有れば、 彼 葛 野 郡に 止め 給 はむ、 其處に 宮居 は定 させ 給へ ど 天皇に 悟し 敎申給 ひしが 故に、 皇太御 神 乃 乞 志 給 乃 

任爾云 力と は 云る 也、 (斯 在れば 同じ 祌を 祭らる \ 乍に、 石 上 大祌は 本 宮に還 給 ひ、 今 木 大祌は 都に 留り給 ふ 者なる が 

故に、 石 上與利 仕奉來 流と は 云 はす、 今木與 利と は 申せり、 且布都 主 劎大神 は 彼 鹿 島 神に 在す が、 鹿 島 春 日 共に 二月 

十 1 月 中 申 日 を 以て 祭らる i 例に 合せて、 平野 祭の 四月 十 1 日 上申 日なる も 合せて 思へば、 今 木大神 は彌々 布 都主劍 

大祌 なる 事 疑 ひなく 所思たり) 此說を 得て 尙徵 を餘に 索る に、 此詞に 天皇 我 御 命 雨 坐と 有 は、 彼 詔書に 本據て 天皇 御 

命 坐と 有に W たるな リ、 叉 詔書に 禮代乃 幣帛 幷鏡令 持 3- 申出 給と 有 は、 此の 詞に神 財 波、 御 弓、 御太刀、 御 鏡、 鈴 云 

云と 有る 其 W 所な り、 叉 此詞に 天皇 我 御世 乎 堅 磐 爾常磐 爾齋奉 利、 伊賀 志 御世 爾幸 奉と 有 は、 詔書に 辭別 a 申 給久、 

神奈 S 良 § 皇御孫 乃 御 命 乎 堅 磐 爾護幸 SE 奉 給と、 有る 文 を 取て 委く爲 る 也、 又 此詞に 萬 世 爾御坐 令 在米 給と 有る 文 は、 

鎮魂祭 詞に、 自此 十二月 始來 十二月 爾至萬 S 爾、 平 久御坐 所 令 御 坐 給 止、 齋比鎭 奉 止 申と 有 を 取て、 此 社に 腸て 少し 

く換 たるに て此を 以て 彼 を 校し、 彼 を 取て 此に 合すれば、 悉く 密 合て 間然 爲る所 無き 者 也、 (此等 は 古今の 學 者の 且 
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て も 云ざる 所 なれば、 俗眼 を 以て 見誤る 事 勿れ、 暫く 延曆の 古に 在て、 平野 社 を 祭 始給ふ 其 事に 抱る 人 Q 心に 成て、 

予が此 說を味 は 思 半に 過む とぞ思 ふ) 此を 以此を 見れば 平野 大神 を、 源氏 平氏 高 階 氏大江 氏の 祖 神と 云 ふ 事 は且て 

も 無き 妄說 なり、 但記傳 三十 三 (八十 丁) に 云れ たる 事 有り、 其說に 云く 平野 を 平氏の 氏 祌と爲 る 事の 由 は、 桓武天 

皇の御 産土神に 坐が 故なる 可し、 其 は 續紀に 寶龜六 年 三月 置？ T 酒 田 村舊宮 T 群臣 奉 觴上 J£ 極 日 .盡レ 歡と有 を 思 ふに、 

田 村 舊宮は 光仁 天皇の 未 白壁 王と 申し 時の 御宅に て、 今 木 大神は 其 地に 鎭 坐し 神な り、 斯 て桓武 天皇 も 其 地に て 生 坐 

つれば、 御 産土神なる 可し、 然れば こそ 延曆 年中に 分て 位階 を も 授奉給 ひ、 終に 平安京に 移 祭 給へ るな り、 此大祌 を 

平安京 平野に 移 奉られし も、 延曆 年中の 事な り、 其 由 類聚 三代 格に 見えたり」 と IK れ たる、 氏神 は 産土神の 事 を 云れ 

たるに て、 其祖 神の 謂に は 非す、 (立 返りて 上に 云る 仲哀 天皇の 條下を 見る 可し、 但 大人 は 今木大 神と 石上大 神と 同 

祌な るが、 別々 の 子細に 依て 平野に 遷 坐し 事に 心 著れ ざり し 故に 其說 有る 事な し、) 

二十 二 社 注 式に 縣祌、 (1K 照 太 祌子穗 日 命、 中原 淸原菅 原 秋 篠已上 四姓 氏祌) と 見え、 色 葉 字類抄 にも、 縣社坐 平野 

社 あり、 菅原、 秋 據ニ氏 は 天穗日 命の 裔 なる 由 姓氏 錄に出 たれば 論 無れ ども、 中原 は 同氏 系圖 に、 外 記 局 本姓 十 市 宿 

禰、 IK 延ニ年 十二月 改二 宿禰- 賜-一 朝臣 T 安寧 帝 第三 皇子 機 城 津彥命 後 也と 見え、 淸原は 姓氏 錄 (左 京皇 別) に、 淸原 

眞人、 大原眞 人 同祖、 百 濟王之 後 也と 有りて 百濟王 は敏達 天皇の 皇子 なれば、 "大 穩日 命の 由緣に 非す と雖 も、 公事 根 

源に 此說を 取れり と 見えて、 「凡て 八 姓の 祖 神に 坐ます なる 可し」 と 云れ たり、 (本社 四 座 神 を 四姓の 氏神と 爲る 

に、 今 愛 Q 四 を 合すれば 凡て 八 姓な り) 天 穗日命 を 縣祌と 申す 事 更に 古書に 於て 所見 無し、 然れば 例 Q 杜撰なら む も 


亦 知べ からす、 予此を 思 ふに 縣神は 古より 御縣 神社の 御 在る を、 後に 當 社の 攝 神の 如く 成れる にて 其 元は 別にて 有し 

者なる 可し、 御縣 神の 事 は卷四 (第 八詞) の 條に說 り、 (宇治の 邊 にも 縣 社と 申す 御 在り、 此も 右の 例なら むか、 借 天 

穗日 命を縣 神と 云 ふ 可き 由の 無に 依て 尙索隱 るに、 姓氏 錄に 大縣主 天津 豫根命 之 後 也と 有れ 共 更に 此に緣 無し) 

神 階の 事 は 上に 引ける 類史 に、 延曆 元年 十一月 丁酉 叙 田 村 後宮 今 木 大神從 四 位 上と 有ぞ始 なろ、 (但此 は 未 平野に 遷 

坐 ざり し 以前の 事な り、 此祌 階の 事 は續紀 にも^たり) 續後紀 に 承 和 三年 十 1 月 庚 午、 從四位 上 今 木 大祌奉 レ授- -正四 

位 上、 i^-五位下久度古開兩神並從五位上-と有り、 (但比 賣祌は 未 叙位の 事 非り し 也、 本朝 月 令に 引る に は 古 關と作 

り) 同 十 年 十月 丙 辰朔壬 申、 平野 社 1 前預 n 之名祌 r  ( 1 前と は 今 木 大神耳 を 云な り) 嘉祥 元年 七月 壬 午 奉 レ授- 一正 四 位 

上 今 木 大祌從 三位、 從 五位 上古 開 神、 久度祌 並 正 五位 下、 無位 合 殿 比 晖祌從 五位 下-と 見 ゆ、 (此時 合 殿 比洋祌 始て祌 

階の 事 有リ、 故此を 以て も 天 照 太 神に 非る 事 明けし) 文德 天皇 實錄 に仁壽 元年 十月 己 亥 朔乙卯 遣 H 使者 向-. 平野 神宮 ハ 

策 命 曰 天皇 我 詔 3 曰 止、 平野 大神等 爾申給 倍 止 申久. 大祌等 乎彌高 爾彌廣 爾崇奉 牟止奈 毛 所 念 行須、 故是以 正三位 今 木大祌 乎波從 

二 ま 『 正 五位 上 久度古 關等ニ 所 乃 神 I 從四 位下 爾、 合 殿 爾坐比 咩神乎 波 正 五位 下 乃 御冠 爾上 奉利崇 奉流狀 乎、 參議正 四 位 

下 左大辨 兼行 左 近衛 中 將陸奧 出 羽 按察使 藤 原 朝臣 良 相 乎 差 使 底， 申 奉お 須、 此 狀乎閜 食.. ュ神那 我 良 *^、 天皇 御 孫 命 * 堅磐爾 

常 磐 爾護. 幸奉赐 比- 天下 平 安爾 守 矜賜倍 止 申 給久止 申、 (但此 に 古關と 作る は 古 開 を 誤れる にて、 古 開 又 古 SE を寫 違へ る 者 

也、 但此は 本朝 月 令に 載る に 校して 引り、 天皇 御 孫 命 は 須賣良 美 麻 乃彌已 止と 訓 可き にや) 三代 實錄、 に貞觀 元年 正 

月廿 七日、 奉， 授， ー從 二位 平野 今 木 神 正 二位 從四 位下 久度神 古 開 神從四 位上ハ (但此 度に は 合 殿 比 咩の神 は 漏され 給へ 
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り) 同 七月 十四日 丁 卯、 授， 1 平野 正 二位 今 木神從 一位、 從四位 上 久度神 古 開神從 三位、 正 五. 位下 合 殿 比 洋祌從 四 位下？ 

(此 時に 合 殿 比 咩祌々 位の 事 有り) 同 五 年 五月 二日 甲子、 平野 從 一一 一位 久度神 古 開 神 並 加- 1 正三位 f 從四 位下 相 殿 比咩神 

從四位 上、 (此 度に て は 今 木 神の 事なくて 此 次の 度に 有り) 同 六 年 七月 十日 甲 午 遺- 1 使者， 進， 一平 野從 一 位 今 木 神 階， 加，， 

正 一 位， と 有り、 (此時 今 木 神 は 極 位に 進み 給 へれ ど、 自餘の 祌等は 並に 前年 Q 神 階の 任な り) 偖 帳に は 平野 祭 祌四座 

共に 並 名 神大と 有れ ども、 御 紀には 今 木 神 1 神、 承 和 十 年 十月に 名 神に 預給 ひて 久度 古関祌 比！. 神 共に 名 神の 事 見え 

ざる は、 記 漏され たるながら 例 を以思 ふに、 貞觀五 年 五月に 從 三位に 進められ 給 へれば、 合 殿 比賣祌 共に 此 時より 名 

神 大社の 列に 加り 給 ひけむ と 所思たり、 (此 より 外に？ ふ 可き 者 見 常ら す) 若て 村 上天 皇康保 ニ年閨 八月 官幣 を獻ら 

れし 十六 社 Q 列に 加 はり 給 ひ、 松 尾の 下稻 荷の 上に 序ら れ給 ひ、 後朱雀 天皇 長曆 三年 八月に 廿ニ 社の 員に て， 上 七 社 

の 部と 成 給へ る も、 今 木 大祌は 石 上 神宮 を 京 外にて 祀ら る. ^神なる を 以て、 其本宮 より は 凡て Q 御 會釋も 重き 方に 成 

給 ヘリ、 (其 例 は 春 日 祭神 は、 鹿 島 香 取 枚 岡 三 所の 神 等 を 春 日に て 祭る 社なる を、 各々 其本宮 より は 重く 崇奉 給へ る 

にて 此の 例な り、 偖 神 名 式に 春 日 祭祌四 座と 見えた るに 准て、 此も 平野 祭神 四 座と 記された る は、 共に 其 本社 を 京 城 

近く 祀ら るが 故な り、) 

當社 四月 十 1 月 上申 日 祭 鱧の 事 は 本朝 月 令に、 弘仁官 式 云、 凡 四月 十 一 月上& 祭、 大臣 若參議 以上 赴 進、 或 皇太子 親 

進 奉幣と 有れば、 桓武 天皇の 御世よりの 例に て、 此頃 Q 常と 聞え たり、 然るに 二十 二 社 注 式に、 第五 十六 代淸和 天 皇 

貞觀 元年 十 一 月 九日 始 祭と 見えて、 公事 根源 も其說 也、 伹注 式の 或說 に延曆 年中に 始て被 行 之， とも、 弘仁 年中に 被 行 


とも 仁 壽九年 十月 被 行 之と も 有て V 何れ 是と 爲て據 有る 事 無が 如しと 雖も、 今 此を考 るに 眞に 延曆 中に 始て被 行ける 

よりして 次々 も 被 行けむ を、 偶弘仁 仁壽の 度に 有しが 物に 見えた る を 取て、 此或 說は擧 たるなる 可け むが、 此等を 合 

せて 思 ふに 彼貞觀 元年に. 儀式 も 何も 整 ひ 定まれる 者なる を 云なる 可し • 類聚 一一 一代 格に 載る 延曆廿 年 五月の 太 政官符 

中 就の 條に、 平野 祭の 事 S1 たれば 巳に 其 頃より 祭れり し 者 也け り、 (彼 貞觀 元年に 記せる は、 儀式に 載た る を 以て， 

此時始 なめり と 推當に 云る にも 有べ し) 貞觀 儀式に 云く、 平野 祭儀 (四月 十 一 月 上申) 其 日 早 且所司 供 張 如 常、 辨大夫 

外 記史各 1 人 先參、 行事 祌祇 官幷備 n 祌机廿 前 f 膳部 (以 -1 祌部， 爲  >1 膳部，) 十六 人异机 供 之、 (四 人 舁-, 一 机， 每祌机 四 前、 

I 今 木 神， 始焉次 久度古 開 次 相 殿 比 賣其四 前 立 n 舞 殿 0 ト部 二人 執- 木-前行、 至- i 社 門外-左右 分 跪 二人 執 n 食 夢 入 

敷， 1 神殿 前， 膳部 入 而立 机 却 廻 訖炊女 四 人 執-一食 薦- 敷-一 舞 殿 T 膳部 十六 人界 n 机 四 前-立 レ之 (毎祌 一前) 爱外記 喚- 1 中務 

省， 仰，， 侍 從已上 見參事 T 喚- 1 正 親 司， 仰 n 王 氏， 見， 1 參事？ 喚 n 木工 寮， 仰-, 丈 杖 事 T 但非， 一 侍 從見參 者？ 外 記 率 n 史生， 就- 1 祭 

座 f 點， 之史 喚- 1 諸衞府 T 仰 T 可レ 制- 1 闌入  >  之狀 1 卽令レ 進- 1 名 薄； (左右 衞門府 生 各 一人、 鬥部各 二人、 火 長 各 三人、 左右 

兵 衞府生 各 一 人、 兵衞各 二人) 于時 皇太子 於-一 神院 東門 外-下 レ馬、 神祇官 中臣 (若 無， 1 中臣部 T ト部 傳授進 以上 令 A 供) 

迎 供-: 祌麻， 灌 -1 鹽 水- 訖入 就-: 休息 舍？ 先， 是進 一人 率-! 執 I- 舍人 T  (執 幣者在 前進 次 之) 至 M 神院 東門 T 曳 -1 神 麻， 灌 n 鹽 

水， 共 至 = 祭場？ 訖 皇太子 出い 自レ舍 進 就-一 祌 前座 f  ,^、親王以下各就，座、 訖 山人 候 n 東門， 水 琴 師率二 炊 女 等， 盛-一 酒 着 f 入 U 

於 脚 机， 而迎 n 束鬥內 f  (琴 師南向 炊 女 東 向) 山人 廿人 (用 左右 衞士 -) 執 n 賢 木， 入 列 n 立 机 前 T  (西 面 北上) 申- 1 祌壽詞 f 

訖炊女 四 人 進受， 1 賢 木， 復， 1 本 座？ (謂， ー鬥內 座，) 于時琴 歌 發聲炊 女 四 人、 東而起 舞、 訖以二 酒肴-賜-一 山人 等 T 訖琴師 炊 
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女復 -1 本 座 r  (謂- 1 舍內 座-) 訖 山人 左右 相 分立 M 薪 庭 中 f 退出 大臣 喚，, 召使， ニ聲、 召使 稱唯 出 レ自ニ 西方 r 差 進 立， 1 舍 西北 

角- 而 北面、 (若 日 画-問 阿 召使 申-, 姓名-下 侍 傲， 之) 大臣 宣 喚，， 大藏省 r 召使 稱唯南 去 二 許 丈 喚レ之 ニ聲、 亟 稱唯趁 立 庭 

中つ (召使 立處) 大臣 宣賜 ，，髮 木綿 f 亟稱唯 退 ffi 卽納 -, 木綿 於 箱 f 相 率 而入先 賜，， 神祇官 人 T 訖傳 n 授 泰宮大 夫， 大夫轉 JT 

獻 皇太子 f 皇太子 拍手 稱唯 受而著 A 之、 次虽 賜-, 參議 e 上錄 f 賜-五位 巳 上， 次 史生賜 二 諸 司 刹 官巳下 召使 已上 f  .?„<藏 部 

赐，， 諸 司史生 以下 哥女已 上？ (主 典 巳 上 安藝 木綿 史生已 下 凡 木綿) 訖 神主 就，， 祝詞 座 f 左右 馬 寮 御馬 四疋 0 一疋 被， 鞍) 

率 n 立 社 北 頭- (南面) 神 別 各ニ疋 ( 一 疋被 i 鞍) 神主 再拜、 皇太子 巳 下 亦再拜 (神主 起拜、 自餘 居拜下 同) 神主 讀，， 祝 

詞了 f 皇太子 已下 亦兩段 再拜、 拍レ手 四 段、 訖 神主 退出、 次 祌部散 祭、 ft^ 左右 馬 寮 率-, 御馬， 廻， 社 四 度、 允 各 一 人前 行、 

(若 無 尤則屬 就 n 外 記， 申- 1 障 由 f 外 記 申 n 大臣， 以 腸代レ 之) 氏人 貢， 馬 在，, 其 次 f 于時 皇太子 還に 呂預 中臣 候，， 門外 f 供 神 

麻 次 燃 n 庭 火 於 南北 T  、神祇 副 (若 無レ 副則祐 代， 之) 喚 二 琴師名 二人； 共稱 唯、 fs- 喚，， 笛ェ名 二人共 稱唯、 副 命 云 琴 笛 

相 和、 (詞 云-： 美 許 止 仁 布 江 安波 世，) 四 人共稱 唯、 次 笛吹 一 成、 ^調，， 琴聲 T  へ 歌人 發レ 聲、 (先，， 神祇-後，， 雅樂， ) 左右 

山人 共 起 和 舞、 祌 主 二人共 舞、 、祐已 上 一 人- ナ、 侍從 二人共 舞、 、內舍 人 二人、 次 大舍人 二人、 訖辨大 夫 喚，， 官掌， 

ニ聲、 官掌稱 唯趁立 n 庭 中 f (召使 立處) 辨大夫 命 喚 二宮 內省 f 官掌稱 唯 西南 去 二 許 丈 喚， 之 ニ嫛、 錄 稱唯趋 ri 立 庭 中 f  (官 

掌 立處) 辨大夫 命 御飯 早速 令， 賜 >  錄稱唯 退出、 喚，， 膳部-二 聲 膳部 五六 人共稱 唯. 錄仰云 御飯 賜， 之、 膳部 共稱 唯、 

大 膳進屬 以下 共起レ 左、 賜，, 神祇官， h 〈親王 巳 下 f 訖大 膳屬趁 立、 (省錄 立處) 申 一 K 御飯 賜 了、 諸 司 拍手 三 段、 (先 後稱 

唯) 觴三行 亦拍， 手 1 段、 訖外記 執 n 見参 文， 進，, 大臣-大臣 授ニ 勅使-各 退 w、 其 冬 祭 者 廻，， 御馬 T  了 卽物忌 神 舞、 次 山人 


和 舞、 諸司各以，，11-參文-不レ經-1外記-^^--中務省^ 但 非- 1 侍從丼 外 記- 史各 一人、 太 政 宫史生 二人、 左右 史生备 一 人、 

官掌 一人、 召使 二人. 見參外 記史生 記錄授 ニ中務 省？ 省攄 作- 1 錄 法-送- 1 外 記？ 外 記 進 n 大臣- 覽了返 賜、 是間 大藏省 積- 

祿綿於 庭？ 中 務省以 -1 諸 司 見 參幷錄 法案- 途大藏 省、 于時 中務官 人執レ 筒唱レ 名、 大藏官 人 隨レ品 頒-; 賜物 T 祿綿五 百 屯 

(三百 屯男官 料、 二百 屯 女官 料) と 有り、 氏人と は 平家の 人. <  を 云るな る 可き 事 上に 說 るが 如し、 江 次第 平野 祭條 一本 

首 書に、 氏人 者大江 氏、 和 氏 也と 見 ゆ、 (桓武 天皇の 御 末なる 故に、 祖 神の 如く 持齋く 事と 成れり) 山人と は 祌樂採 

物 歌に、 卷 向の 穴師. '山の 山人と 人 も 見る がに 山 K せよ」 と 有る、 此に 仙人 を摸擬 せるな り、 仙人と は 人間 を 斷て深 

山 幽谷の 內に 在て SKh 久視人 を 云な り、 此 祭に 山人の 摸 擬を物 爲る事 は、 深き 由有る 事な り、 下に 委しく 說く 可し.' 

(神仙 は 皇國の 古書に 沙汰せ ぬ 者ながら、 已に此 歌に 然 有る 上 は、 古く 人口に 喰 炙せ し 事な りけ り、 此說は 予が說 な 

がら 山人の 考は師 の 悉き說 有な り、 就て 聞く 可し) 

幣物の 事 は 四時 祭式に、 平野 神 四 座 祭、 (今 木祌、 久度 神、 古 開祌、 相 殿 比 寶祌) 五色 帛三丈 二 尺、 親 三 丈 二 尺、 倭 

文 1 丈 六尺、 絲四 絢、 綿 四 屯- 木綿 麻 各 十六 斤、 裹幣料 布 三 丈 二 尺、 (「し 上幣 料) 米 四 斗、 糯米四 斗、 大小 豆 各 1 斗、 

油 1 斗 三 升、 (雜料 通用) 鰹 堅 魚 海藻 各 二十 四 斤、 階 四 斗、 鹽 一 斗 六 升、 折榴 十六 合、 壶酒坏 各 二十 四 口、 (備酒 壷 愛) 

鍋 各 十六 口、 由 加 SS5  口、 韓竈八 具、 雜 十六 柄、 食薦 二十 枚、 柏 一 百 六十 把、 八 足 案 四 脚、 檜榑八 村、 薪 九撸、 輿 

籠 三脚、 覆 敷 料 曝 布 五 端 二 尺、 懸燈料 綿 三 屯 >  酒 五斗 三 升 三 合、 調 布 二 端、 (已 上祭祌 料) 鍋 1 丈 二 尺、 五色 拖各 1 

丈 二 尺、 倭 文 一 丈 二 尺- 木綿 麻 各 四 斤、 (已上 散 祭 料) 五色 帛各八 尺、 鍋 四 丈、 倭 文 四 尺、 木綿 麻 各 四 斤、 敏八 口、 
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lih 蒙 二 斗、 S 小一 S 八 升、 II 藻 各 八 斤、 腊四 斗、 瘦八 升、 愛 

稻八 束、 SI^H  U 害 八 枚、 薪五擔、雜物直調布四 端、 11  (已上 

叩 ま 八 口、 坏 四十 口  8 柄 ネノす ■ 與  斗、 I 魚 海藻 各 四 斤、 腊四 斗、 (已 

解 lis  I  I  01 大豆 A 升、 U に" "一枚？！ 柄、 III 布 一一 一 

h 山中 8) 米 ニ舊三 口 、大案 三脚、 I 口、 酒 槽囊件 六 枝 塑枚 i 

上 山 .-w 祭.^)  ^二 不资-  、 へ瞎部 十六 人 衞士卅 人ニ箇 日食 料) 喪服 料 

端 、薪 五擔、 (已上 蘭 酒 料) S 石 九 斗 、海藻 十六 升 腊六斗 f,^hHPII§. 

、 、 >n 1 ミン 帛 4- &、 ェ i 匕 ト六ー r、 錢 一 貫 六 百卅文 (冬 料 准 レ^) 禾氏ナ 立 一 J„ ^キ 

锦 三 屯、 膳部 十六 人 夏 別 親 三 丈 布 三 丈 二 尺 お マ IB ーチ ク  ^  0^ 

あ 三 14  E"ipH  /  、£= '式 斗 SE 三 t  、降 三.^、 ト部四 人 夏 絹 1 疋 1 

l^-pi^yyp  八 入、 靈入， 甚 

, 布 二 丈 八 尺 參 I』 f 主 ノ„が~ モ、 ト 1_}51、| 四月 冬 十一月 上申 日祭レ 之、 並 I 物- 

入 其、 一； 祭^ iiilirr 

其 所レ供 一が 物 一 Fffi. 一  ヌき f i  えこ、 Ife^^^ 次 神主 中臣 二人 進宣 n 壽詞 T 訖奏 一一 歌舞- 

pypo  PI.,  ill 


見えた、 


ス メラ ガ ォホミ n トニ マセ  ィ マキ 3 リ ッ 力へ マ づリキ タル  ス メォホ £ 力- 1  /  匕 口 マへ 二 マヲシ タマ ハク  ス メすホ -t  f  /  シ 

天皇 我 御 命爾坐 世。 今 木與利 仕奉來 流。 皇大御 神 能。 廣前爾 白 給久。 皇大御 神 乃。 乞 志 

タマ ヒ / マ-一 マユ  コノ トコ ロノ  ソコ ヅ ィハ ネ 二  -、 ャ バシラ ヒロ シ キク テ  タカ マ ゾ ハラ 二  チ ギ タカ - ンリテ  ァメ  ノ  I カゲ 

給 乃 任 雨。 此所 能。 底 津石根 雨。 宮柱廣 敷 立。 高 天 乃 原 雨。 千木 高 知&。 天 能 御蔭。 

ヒノ； / カゲト  ザ-タメ マツリ， テ  カム ヌシ 二  カム グゥ ナゾ Z ヅカサ ゥラキ  ナニ ガ シヲサ ダメテ 

日 能 御蔭 登。 定奉 氏。 神主 爾。 神祇 某 官位。 姓名 乎定 氏。 

天皇 我 御 命 雨 坐 は、 上に W づ (第 十 1 段 春 日 祭詞の 下に 註り) 但今 本に 世 字を脫 せる を 本朝 月 令に 有る に從 ひて、 今 

此を補 ふ、 (其 は 右の 春 日 祭 次なる 久度古 開に も 坐 世と 直れば なり) 

今 木與利 は、 上に 引る 續紀に 田 村 後宮 今木大 神と 有れば、 奈 良の 今 木 を 差す 事 論 ふ 迄 も 非ね ど尙 深く 考 るに， 今 木 は 

キ n  トコ a 

神 名な り、 田 村 與利云 々と 云 はで は 通えす、 田 村 は記傳 四十 四 (五十六 丁) 田 村 王の 解に、 田 村 は 地名なる 可し、 其 

は 姓氏 錄 (吉田 連條) に、 奈良京 田 村里， (續紀 十八に 藤 原 朝臣 仲 麻呂、 田 村 第、 叉 二十に 田 村 {呂- 三十 七に 田 村 後 

宫 なと 有 も此地 也) と 有る 地なる 可し」 と 云 はれた る 如く なれば、 桓武 天皇の 御代に 其 地より 遷 給 へらむ に は 田村與 

利と こそ は 云 ふ 可 けれ >  今木與 利と は宣 ふま じき 理 なり、 此に 因て 思 ふに 石 上 大祌を 古く 今 木大祌 とも 申せり しに は 

非る か、 其大神 を祀ひ 奉る 物 部 氏の 支族に 今 木 連と 云が 有る も、 其大 神に 仕 奉る 由緒に 據 りて 稱る 姓なる 事 上に 云 へ 

る 如く なれば、 今 木の 地名 は 元来 石上邊 にて 呼 来れる 小字 也け る を. 田村宮 にして 其大 神を勸 請る 時に、 今 木 與利云 

云と は 申 給 ひつら む を、 今 京に 移さる \ 時に も 其 任に 用 ひたり つらむ と は 所思るな り、 (今 木の 事は已 にも 云る を、 

尙 下に 委く云 ふ を 待 見る 可し) 但萬葉 九 (三十 一 丁) に、 宇治 若郞 子宮 所 歌と て， 妹 等 許 今 木 乃 嶺茂立 蠕 待 木 者 古人 
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見 祁牟と 有ば、 記傳に 云れ たる 如く 疑 はし、 遙に 後の 歌と 聞 ゆ、 欽明 天皇 御紀 (七 年の 下) に 倭 國今木 郡と 有 を、 谷 

川士淸 Q 通證に 今無此 郡、 疑 吉野郡 今 木 村と 云へ る は 然る 言に て、 皇極 天皇 御紀 (元年の 下) に、 造二雙 墓今來 一と 有 

を 大和 志 を 引て、 今 在，， 葛 上 郡 古瀬 水泥邑 T 與， 一吉 野 郡 今 木邑， 隣と 云る を 以て も、 古昔 今 木 郡な りし 名 殘の其 邊に存 

れる なり、 孝德 天皇 御紀 (五 年の 下) に， 今 來大槻 と 有 も同處 なり、 齊明 1K 皇御紀 (四 年 Q 下) に、 今 城 谷 上と 見 

え、 大御 歌に 伊 麻 紀那屢 乎、 武例 我禹杯 また 於 母 之 樓枳伊 麻 紀能禹 知播と 詠せ 給へ る、 上なる 今 來に異 る 事な し 

斯 在ば 今木大 神は此 地に 由 有て 御 在し \ 神なる が、 此處 より 奈 良の 田 村に 移 給 ひ、 後に 平野に 遷坐 るに 依りて 今木與 

利 云々 と は 云るなら むと、 神 名 式な ど 其餘の 古書に 索隱 るに 古昔に、 今 木 郡な りし 吉野葛 上 二 郡の 邊に 更に 考ふ 可き 

者、 全に 有事 無き は 如何と 云 ふに • 其 今 木 郡と 云 ふ 地名 は 雄 略 天皇 御紀 に、 新 漢槻本 南 丘と 有が 始 にて， 其 七 年 Q 下 

に 百 濟所貢 今來才 伎、 また 新漢陶 部な ど 時々 見え たれば， 今 參の蕃 客 を始て 置れ しに 依て 起れ る 地名 なれば， 今 木 

大祌を 其に 當て考 ふ 可き ならす、 強て 云 はに 光仁 天皇の 皇后の 父 は 和 氏に て" 贈 正 一 位 乙繼の 女、 母 は贈從 1 位 大枝 

朝臣 直の 妹に て、 其 先 は 百 濟國武 寧 王の 後なる が、 上に 說る 如く 御名 を 新 笠と 申す 由に 就き、 止 事 を 得ぬ 子細 共有て 

其 を 田 村 後宮に て祀 始めて、 其 意 を 以て 今 木 大祌と は稱給 ひし 故に、 太政官 式に 平野 祭 者桓武 天皇 後 王 (改 如， 爲レ臣 

者 亦 同) 及 大枝 氏、 和 氏 並預， 一見 參， と 見え， 江 次第 平野 祭條の 一 本 首 書に、 氏人 者大江 氏、 和 氏 也と 有れば 愈 光仁 1K 

皇の 皇后の 祖神 たる 如く 見 ゆれ ども 然に 非す、 桓武 天皇の 後 王と 共に 大江氏 和 氏の 預る事 は， 其 御 外戚の 御 親しみ を 

後葉に 傳給 へる にて、 今 木 神 は 蕃神に 非る 事、 延曆 元年 御 紀に大 神と 記させ 給へ る を 以て 思 ふ 可き 者な り、 (二 十二 


社の. 、序に も、 伊勢 石 淸水賀 茂 松 尾 平野 稻荷春 日と 上 七 社の 列なる は、 其 祭る 所の 少緣 ならす 尊き 神に 御 在す 御 事 を 

明らむ 可し. 然れば 梅 宮は橘 氏の 氏神なる が、 其 所 祭の 酒 解祌は 大山 祇 命に 在し" 大若子 命 は邇々 件 命に 在し- 小 若 

子 神は彥 火々 出 見 命に 在し、 酒 解 若 子 神 は 木 花 開耶姬 命に 在 せれば、 橘 氏の 祖 神と 云に は 非ね ども， 嵯峨 天皇の 皇后 

橘嘉智 子の 殊に 尊崇 給へ る 社なる を 以て、 時勢に 牽れ て卽ち 氏人 も 共に 信じけ るが、 何時と 無く 其 氏神の 如く なれる 

と 同事に て、 平野の 今 木大神 も桓武 天皇の 皇大 后の 御崇 信の 名殘- 其 氏人に 遣れるな り、 能く 心 を 平にして 事の 狀を 

思 ふ 可し) 若此く 右の 吉野 郡なる 今 木の 事 は 別なる に 就て、 其の 正 旨 何なら むと 云 ふに 巳に も說 るが 如く 天皇 本紀 

に， 神武 天皇 元年 辛 酉 春 正月 庚 辰朔、 都檳 原肇卽 mIK 皇位， 云々、 宇 麻 志 摩 治 命 奉獻天 瑞寶. - 乃 竪神楣 以齋、 亦 立，： 今 

木 亦 五十 櫛； 刺？ T 繞於布 都 主劍大 神， 崇 JT 齋殿內 r 藏 -1 于十寶 1 以 侍-一 近 宿-と 見え" 天孫 本紀 にも 同事 を 記せる が、 謂，， 五 

十 櫛-亦 云 一一 今 木 1 と 有て、 今 木は齋 木に て 五十 櫛は齋 串に て、 太 玉串 叉 天 玉 櫛と 云と 同 物に て • 祌代紀 に 所謂 神羅な 

る 者な り、 (萬 葉 集に 五十 串 立、 祌酒座 奉 云々 とも 詠り) 然れば 今 木は祌 gi なれば 何れの 社に 祀れる を も 然云ふ 可き 

を、 石 上 大祌に 限て 今 木大祌 とも 稱 する 所以 は 如何と 云に、 天孫 本 紀を閲 るに、 宇 摩 志 麻 治 命より 次爲 T 申 二食 國 政- 

大夫 h 奉 i 齋 <1 大祌， と 見えた るが、 六 世 孫 伊 t! 色 雄 命の 條に、 此命 春日宮 御宇 一 K 皇， 御世 以爲 大臣、 磯城 瑞籠宮 御宇 

天皇 御世 詔- 1 大臣， 爲：， 班，, 祌物 T 定天社 國社以 -1 物 部 八十 手 所い 作 祭神 之 物 T 祭-八十 萬 群 神， 之 時、 遷 n 建 布 都 大祌社 於 

大倭國 山邊郡 石上邑 T 則 天祖 授， 1 饒速日 尊， 自， 天 受來、 天 璽 瑞寶同 共藏齋 号，， 石 上大神 T 以爲 -ー國 家-亦 爲， 一氏 神， 祟祠 

爲レ鎭 >  則 皇后 大臣 奉 レ齋， ー祌宮 一と 有て、 此 より 下に 奉レ 齋，】 神宮， と 有 は 石 上 神宮の 御 事なる が、 今 木 を 刺 繞 して 奉齋 
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れし事 云 まく も 更なり、 擄 ての 事餘 社に は 甚く 異なりけ るが 故に、 今 木大祌 とも 稱し， 亦 其 石 上の 地に 今 木と 云 ふま 

も W 來 りし 者な リ けり、 此詞に 今 木 興 利 仕奉來 流と 有る、 地名なる に 思 合す 可き 者な り、 (但此 文 を崇神 IK 皇御紀 に 

技る に、 七 年 十一月 Q ことなり) 若て 十五せ 孫 物 部 石弓 若 子 連 公、 (今 木 連 等 祖麁甲 火 連 之 子) また 十六 世 孫 物 部 耳 

連 公、 (今 木 連 等祖、 大人 連 公之 子) 弟 物 部 今 木金 弓 若 子 連 公、 (今 木 連 等祖) と 有れば、 姓氏 錄には 今 木 連 神、 燒速 

日 命 七 世 孫 大賣布 乃 命 之 後 也と 耳 有て、 其 餘は佗 姓の 今 木に て此 一統 を 除て は 無き を、 此 1K 孫 本紀に 依る 時 は 物 部 氏 

族に して、 今 木 連の 姓 を 冒る 者三統 なり、 (但物 部 石弓 若 子 連 は、 小 治 田 豐浦宮 御宇 天皇 御世の 人、 物 部 耳 連 公、 物 

部 金 弓 連 公 は、 難 波 朝 御世の 人と 見 ゆれば、 今 木 連 姓 を 賜りし は 推 古 1K 皇舒明 天皇の 御代な りしなる べし) 若て 十七 

世 孫 物 部 麻 侶 連 公の 條に、 此 連公淨 御原 朝 御世、 天下 萬姓改 rr 定八 色-之 日改 -1 連 公， 賜 n 物 部 朝臣 姓 T 同 朝 御世 改 賜，, 

石 上 朝臣 姓， と 有て、 石 上の 姓此 時に 定れる も 其 住處を 以て 命 賜 ふ 者 也け り、 (其 は 十四 世 孫に 物 部 石 上 贄古連 公と 云 

ふ 人の 有る にも 思 合せて 悟る 可な り) 然れば 石 上 は布留 川に 就て 素より 有る 處の 地名なる が、 神宮 を も 石上大 神と 申 

し、 其 仕 奉る 物 部 氏 を も 石 上 朝臣と 成された る 事 著明き を • 今 木と 小字 を 呼た る 事 所見 無に 似たり と雖 も、 上 件の 如 

く此を 以て 彼 を 考へ彼 を 取て 此を 技る 時 は. 今 木と も 呼り し 事 知らる、 然れば こそ 續紀 に、 田 村 後宮 今木大 神と は 記 

され たれ， 若し 然らす は 田 村 後宫今 木坐大 神と か 何とか 記されす て は- 今 木與利 云々 と 云 ふ 事の 聞え 難き を 思 ふ 可 

し、 是を 以て も 田 村 後宮へ は 鎮魂の 爲に、 石 上より 其 御靈を 招て 祭られた りし を、 桓武^ 皇の 御せ に 石上大 神の 祌寳 

を、 京へ 召 上せられし 其 事と 打 合て、 其 祌寶は 石 上へ 還 納られ し 後 も 卽ち其 御靈の 止り 坐 可き 由緒 有て， 平野 社に は 


齋れ させ 給 ふ 者 也け り、 (其 由緒と 云 は B< 孫本紀 に、 宇 摩 志 麻 治 命先獻 n 天瑞寶 T 亦竪， 一 神楣， 以 齋 突、 謂，， 五十 櫛， 亦 

云-一 今 木 T 刺 n 繞於布 都 主劎大 神-奉 レ齋ニ 殿內ー 卽藏 n 天 璽 端寶， 以爲 ， 一天 皇ー鎭 祭と 有る 如く 、天祖の 御 命 Q 隨に物 部 氏の 

人 〇、 必此今 木の 祭事 を爲 すて は 叶 ふま じき 事なる を、 漸々 に 十一 月 鎮魂祭 を 耳 毎年に 行る、 例と 成て、 年 を 遂て石 

上大 神の 神事の 薄らぎ 以て 行く を 惜しみ 給 ひて、 京 近く 祭られ 給 ひて、 天皇の 大御守 を 物し 給 はむ 幽 事に てぞ有 ける 

穴 かしこ や、) 

仕 奉來流 は、 今 木の 地に 鎭 坐る 御 靈を 分て、 其 本 處に齋 奉る 任に 祀 奉る 意な り、 式に 平野 祭神 四 座と 有る 如く、 今 木 

の 本宮に 坐す 祌を 平野に て祀ら る. -事 なり、 此は 式に 春 日 祭神 四 坐と 有と、 此ニを 除て は餘 社に. 例 無き 事な り、 (其 

說は已 に 第 十一 段、 春 日 祭詞の 下に 云り) 然れば 此仕奉 來流を 近く 心得る 捷徑 有り、 神 名 式に 山城 國乙訓 郡、 自 = 玉 

手 一 祭 來酒解 神社と 有る， 祭 来と 同じ 心ば へに 解けば 了知る. なり、 自-ー 今 木 一 祭 來皇太 御 神と 續 けて 味 ふ 可な り、 (但 

式に 平野 祭神 四 坐と 有る • 上 は本宮 は本宮 にして 別に 存す る 事 を 知 るべ し、 然るに 誰 Q 古學 者た ち 其本宮 の 何處 なら 

むと、 索隱 ざる は 如何に ぞゃ * 其考 得らる- -限 は究盡 さす は 有べ からす、) 

皇大御 神 能 廣前爾 白給久 は、 春 日 祭詞の 下に も 云る 如く、 此は打 任せて は ；大 照 太 御 神に 限て 申せる 事な りし を、 文法 

の； i れ たる 者な り、 尤今木 神 は續紀 にも 大 神と 記され、 予が說 の 若く は 石 上 大祌に 坐せば 大祌と は稱す 可き 當然の 事 

なり、 如何に 尊き 祌 ならむ からに 皇組天 祌と稱 呼 を亂る 事、 神の 御 心に も 協 ふ 可から す甚 恐き 事な り、 (但如 此き稱 

呼の 亂れ は、 藤 原 氏の 權勢良 盛りに 成れり し顷 よりの 事なる 事、 巳に 春 日 祭詞の 下に 註り き、) 
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皇大御 神 乃 乞 志 給 乃 任 雨の 大ズ 子、 本朝 月 令に 引る に は 無し >  任爾を 同書に 麻爾と 作り、 然 れば舊 訓然訓 りしなる 可 

し、 偖 此は元 來田村 後宮に 齋 奉らる- 始に 有け る 事と 見 ゆ、 田 村宮は 天平 寳字 元年 五月 御紀 に、 天皇 移 IT 御田 村宮？ 

爲レ改 JT 修大宫 一と 有て、 光仁 天皇 以前に 巳に 有し かど も、 其 時には 有べ からす、 fK 平寳字 元年 四月 大炊 王， (淡路 1K 

皇) を 皇太子に 立 給 ふ 時の 紀 文に、 先是 大納言 仲 麻 呂招大 炊 王、 居，, 於 田 村 第， と 有て、 是 より 後 は大炊 王の 宮と 成れ 

りしなる が、 其 時 は 孝 謙 IK 皇の 御世に して、 宮中に て は 專と佛 を 信ぜ させ 給 ふ 時節な りし かば、 石 上 大神を 宮中に 

勸 請て 今 木 を 刺 立て 齋給ふ 神事な ど は 怠らせ 給 ひ、 鎮魂の 祭式な ども 上古の 舊式 を廢給 ひ、 形 計り を 行 はせ させ 給 ふ 

事と 成つ るが 故に、 大炊 王の 皇太子に て 渡らせ 給 ふ 時に、 己 命の 御爲に 時々 に 齋奉給 ひけむ を、 大 神の 御 諭し 坐て 田 

村宮 には鎭 坐す 事と 成 つらむ、 (儀式 或 江 次第 共に、 平野 祭に 皇太子の 參起給 ふ 事、 其 所謂 有て 思えたり) 然る を 光 

仁 天皇の 是を 傳領し 給へ るが、 彼 謂 ゆる 田 村 後宮 今木大 神な りと 所思たり、 田 村 宮の其 後に 存 して 有し 事 は、 同御紀 

寳龜六 年 三月の 下に、 置 IT 酒 田 村 舊宮- 群臣 上 極, 日 盡レ歡 と 有を以 見れば、 光仁 天皇 も 潜 龍の 間 此宮に 住せ 給 ひけ 

るが、 天 統を知 食て 後に 今 木 大祌の 御 守の 事共の 有け る を、 辱な み 思 ほして 其 田 村舊宮 にして、 群臣 を 召 上 給 ひ壽詞 

を 上らし め 給 ふ 事と 聞え たり) 其淡路 天皇 (大炊 王) の 御 信仰に 起れ る 事 は、 外に 證 すべき 事 も 無れ ど、 此 天皇 は 淡 

路國 に遷御 有つ るが、 其 神 を も配處 にて 祭らせ 給 ひけむ と 所思る 由 有リ、 祌名 式に 淡 路國三 原 郡， 久度 神社 笑 原 神社 

有り、 久度神 は 大和に も 有が、 朝廷の 御竈祌 なれば 由 無く、 此 所に 渡らせ 給 ふま じく 思え.， 叉 笑 原 神社 は 天孫 本紀 

に、 物 部 麻 作 連 公 (借 馬 連 笑 原 連 等祖) と 有が 由 有て 思め くが 故に 如 此は云 ふなり、 (但是 等は餘 りに 鑿ち 過た る說 


なれ ども 、もに 浮びた る 事 を 云 はで 止べ くも 有ねば 強て 言 ひ 試るな り) 但淡路 IK 皇を 鳥に 配流の 後 も、 田 村 宫 は存し 

て 有し かば、 其 祭り 来れる 詞の 任に 平野 にても 用 ひたりし 者に て、 實に は桓武 天皇の 御 # なりし、 石 上 大祌の 御 祟 を 

和 奉 給 ひし 時の 策 命に、 大御夢 爾覺志 坐爾依 s、 大神乃 願 坐 之 任爾、 本社 爾返牧 云々 と 有る 時に- 田 村 後宮に て齋奉 

られし 御 靈實を 齋奉給 ひけむ 事、 疑 有る まじき 者な り、 (然れ ば桓武 天皇 二十 四 年に、 召 上 給 ひし 御靈實 は、 本社に 

返し 納給 ひ、 田 村 後宮に 今木大 神と 稱 奉る 御靈實 を祀 はれた る 者に して、 其 所 祭神 は 共に 同じ 石 上大祌 なり) 

此所能 は、 類聚 三代 格なる 貞觀 十四 年 十二月 十五 日 太 政官符 に、 應， 充，， 正 一位 平野 神社 地 一町； 事 在，， 上 林 鄕九條 荒 

見 西 河 里廿四 坪， 云々 と 有る 是 にて、 後 紀に石 上より 召上耠 ひし 神 寶の事 を- 牧ニ 山城 國葛野 郡-と 有る 遣 跡なる 可き 

事 上に 與 たる 力 如し、 平野と 云 は 其 荒 見 西 河 里に 在る 處の 小字と 通えたり、 此 處に鎭 坐る 後の 書に は、 平野 今 木 

神 r-bS 久度 神な ども 申し、 平野 祌 とも 平野 社と も稱 奉らる. 1 事な り、 (但此 所 能と 有 を 以て 見れば- 往昔に 平野と 

云 ふ 名 は 無 かりし にや、 平野の 地名 三代 實錄に 始て見 ゆ、)  ■ 

底津石 根爾宮 柱廣敷 立、 高天原 爾 千木 高 知 氏、 天 能 御蔭 日 能 御蔭 登、 定奉 a は、 上に to づ、 (春 日 祭詞の 下に 云り、 

但 彼に は 下津石 根と 有る を、 此には 底津石 根と 換 たり *)  - 

神主 爾 神祇 某官 姓名 乎 定 S と 有る 神主 は- 此 祭に 臨て 殊に 任れ たるな り、 (但 本朝 月 令に 引ける には此 なる をも久 度- 

古 開なる を も 神主 を 廳宜に 作れり、 然る 本 も 有け るに や) 儀式に 祌主 二人と 有れ ども 何の 人と も 知り 難し.， 若く は 4^ 

日 早 且の僙 式に 卜 部 二人 執-賢 木-前行、 至，， 社 門外-左右 分 跪、 二人 執，， 食薦， 入 敷，， 神殿 前-と 有て、 此 より 後の 行事に 
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ト 部の 無 を 以て 見れば、 其祌 主と 云 はト部 Q 事な りけ り、 但 四時 祭式に は、 次 神主 中臣 二人と 有り、 此方 宜 きに 似た 

り、 (賀茂 翁 は此祌 主に は、 主 典 を 用ら る 可し、 主 典 は 公文 を 讀申例 なれば なり」 と 云れ つれ ど然に 非す、 此卷 首.. に 

引る 三代 格の 文に も、 右 社預從 五位 下 ト部平 麻 呂解狀 倆 云々、 と 有る を 以て も 思 明らむ 可な り、) 

クテ マツ.？ カム ダカ ラハ  タ ラシ  -.、 ハカ シ  ミカ-力：、 スズ  キヌ ザサ  -、 ゥマ ヲ ヒキナ ラベ テ  ：、 ゾ ハ  ァ カル タ へ 

進 流。 神 財 波。 御 弓。 御太刀。 御 鏡。 鈴。 衣笠。 御馬 乎 引 並&。 御衣 波。 明 多. m 

テ. >  タ へ  -ーギ タへ  ァ ラタへ 二  ゾ ナヘ マヅリ テ  m モノ クニ  /  タ テマ ヅレル  "キノ  ノ サキ ヲ ト リナ ラベ テ 

照 多閘。 和 多閘。 荒 多 閘爾。 備奉 利&。 四 方國 能。 進禮 流。 御調 能 荷 前 乎 取 並 *J。 

1 キ ハ  ，t カノ へ タカ シリ ： 、力/ハラ ミ テナべ テ  ャ マヌノ モノ  C  了 マナカラ ナ  ァヲ -,、 ：； ラノモ /  C  ハ タノ ヒロ  y  ノ 

御酒 波。 一!^ 戶高 知。 腹滿 並&。 山野 能 物 波。 甘荣辛 茱。， 靑 海原 乃 物 波。 波 多能 廣物。 

、 タノ ナ モノ  ォキ ヅモ"  へ ヅモハ 二 イタル マデ  クサ グサ ノモ / ヲ ョコャ マ/ ゴ トク  ォキ タウ， -ンテ 

多能 狹物。 奧津毛 波。 邊津毛 波 爾至麻 氏。 雜物 乎。 如 横 山。 置 高 成 s。 

大體春 日 祭に 同じき が、 鈴 衣笠 等の 二 は、 彼に 無き 物の 此に 多き なり、 

神 財 波 云，^ は、 衣笠までに 係れり、 此所 にて 暫く 句 を 切て 意 得べ し • 鈴屋 大人 は 衣笠の 下に 爾字晚 たる 可し」 と 云 は 

れ たれ ど然に 非ら す、 久度 古開詞 にも 爾字 ある 事無く、 已に春 日祭詞 にも、 貢 流神寶 者、 御 鏡 御 横 刀 御 弓御样 御馬 爾 

備 奉理」 と 有る も、 祌寳 者の 語 は 御 梓までに 係りて、 御馬へ は續 かざる を 思 ふ 可し、 (鈴屋 大人 說に 云く、 此文 衣笠 

の 下に 爾字脫 たるなる 可し、 其 故 は 御馬 は 神 財と は 云 まじければ" 祌財 波と 云 は 衣笠まで なる 可き に、 御馬へ 續 けて 

云て は 如何、 其 上 引 拉と云 は、 御馬の みの 事なる に、 上より 續 けて 云 ひて は 引と 云 ふ言總 てに 係りて 如何、 神 財 は 引 

と は 云 難し、 然れば 必某々 に 御馬 乎 引 並 氏と 有るべき 文な り」 と 云れ たれ ど、 此 彼の 例 を 思 漏され たる 者 なれば、 據 


り 難き 心ち す、) 

衣笠 は、 和名 抄 十四 (服 玩具) に 華 蓋 (和名 岐沼加 散) と 有る 物是 なり、 大神宮 式 (大神宮 装束) に 蓋 二 枚、 淺紫綾 

表 緋緣裏 (表 各 三 丈 裏加レ 之)、 頂 及 角 覆 錦 (枚 別 所レ須 一 丈)、 垂淺 紫組總 (枚 別所須 八兩、 但 縫料絲 臨時、 斟酌 請受 

以下 准 VN) 緋 綱四條 (ニ條 蓋 料、 ニ條 菅笠 料、 長 各 二 丈) と 有る 此 なり、 (儀 制令に、 凡盖、 皇太子 紫 表 蘇 方 裏、 頂 

及 四角 覆， 錦、 垂德 親王 紫 大纈、 一 位 深綠、 三位 以上 紺と 見えたり、 但 平野 神 は 伊勢に 准ら れて 紫な. りしが、 伊勢 は 

萬 事 天皇 に准じて 奉らせ 給 ふ 例なる に 依りて 紫 を 用ら る. なり、 天皇の 御 蓋の 紫なる 事 式に 見えたり) 

御衣 波 明 多 ra 照 多 SE 云々、 此の 照 多 £ は脫 たる を、 本朝 月 令に 明 妙 照 妙 和 妙 荒 妙に 作れり、 所以に 考に補 はれた るに 

從 へり、 (祈 年 第二 詞、 春 日 祭 詞大忌 祭詞、 風神 祭詞、 久度古 開詞、 鎮火 祭詞、 大嘗 祭詞、 鎭御 魂齋戶 祭詞等 谷々 明 

妙 照 妙 荒 妙 和 妙の 四を竝 たれば、 此は脫 たるなる 事 論な し、) 

横 山 置 高 成 &は、 鈴屋 大人 說に高 成 も 古言め きて 聞 ゆる 詞 なり」 と 云れ たる 如く 美き 古言に て、. 如 横 山より 照應に 

は 置 所 足より 今 一 際 勝りて 思 ゆ、 次 詞及鎭 火 祭詞、 鎭 御魂齋 戶祭詞 等に 見えたり、 (但此 詞の鎭 御 魂詞に 似た る 事 Q 

多 かる は、 由有る 事な り 下に 云べ し、 偖考に 足して と 書 は 常な り、 高 成と 云 は 例 も 見えす 言 も 略に 過て 聞 ゆ、 若 文字 

Q 誤 かと 云れ たるな ど大 なる 謬な り、 且 頭書に 云れ たる 事共 も 尤當れ りと 思しき 事 は摁て 見えす、) 

タ テマ ヅル  ゥ.； >  ノ ォホ ：、 亍 グラ ヲ  タヒラ ケケキ コ-ン メシテ  ス メラ ガ i ョ ヲ  カキ ハ 二 トキ ハ -ー ィ (匕 タ テマ づリ  ィ 力 シ 、に 

獻流。 宇 豆乃大 幣帛 乎。 平 久聞食 氏。 天皇 我 御世 乎。 堅 石 爾常石 爾齋奉 利。 伊賀 志 御 
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3  二  サ キ！！ へ マツ" テ  ヨロ ヅョニ  ォホ マジ マサ シメ タマへ ト  タタへ コ トヲへ マツ ラクト マヲス マ タマ ヲサク  マキ リテづ 力へ マ ツル  i 

世爾。 幸 £ 奉き 萬 世爾。 御 坐 令 在米 給 JlnT 稱辭竟 奉久登 申。. 又 申久。 參 S 仕 奉 流。 親 

n タチ  ォホ午 i タチ ォ -.、 メチ  モ モノ r- ウサノ ヒトタ 4 If^ モ  ョ/ マ モリ ヒノマ モリ 二  マ モリ タマ じテ  ス/ ラ -カ .1 ウ ド 二  ィャ タカ 二 

王 等。 王 等。 臣等。 百官 人 等 乎 母。 夜 守 日 守爾。 守 給き 天皇 我 朝廷 爾。 伊 夜 高爾。 

ィャ匕 CJ  二  イカ シ  ャ グハ ェ Z ゴ トク  タ サヵ ェシメ  ^' 力へ マヴラシメタマ へト  タタへ コトヲ へ マツ ラ ク トマ ヲス 

伊 夜 廣爾。 伊賀 志。 夜具 波 江 乃 如久。 立榮之 米。 令 仕 奉 給 登。 稱辭竟 奉久登 申。 

此 段の 文勢 鎭御 魂齋戶 祭詞に 彷彿た る は 故 有る 事な りけ り、 然る は 今 木 大祌は 上に 註る 如く、 石 上大祌 にて 布 都 主^ 

大 神に 在し 次詞 なる 古 £ 神 は、 鎮魂祭に 祀ふ所 Q 十 種 神寶の 御靈と 坐す 布 留之御 魂 神に 在し、 相 殿 比賣神 は、 此の 神 

の 后 神なら むと 思 ふに 然に 非す、 大宮比 哮 祌に 在せば、 必此彼 相 通 ふ 趣意の 有るべき 箬 なり、 (此事 を 心得 置きて 見 

ざれば、 全 解に 得る 所 勿ら む者ぞ とよ、〕 

天皇 我 御世 乎 堅 石 雨 常 石 爾齋奉 利 伊賀 志 御世 爾幸 W 奉 S は、 鎮魂祭 詞に皇 良 我 朝廷 乎 常 磐 堅 磐 爾齋奉 茂 御世 爾幸 w 奉 

給 S と 有に 同じき が、 此には 次詞に 親王 等 王 等臣等 云々 の 事 有に 依て、 天皇 我 御世 乎と 云る を、 彼に は 其 意 を 含めて 

親王 等 云々 を 其 中に 存す るが 故に、 、汛く 皇良我 朝廷 乎と は 云へ り、 (但鎭 御 魂 祭 は、 天皇 御 1 己の み Q 事の 如く なれ 

ど然に 非ら す、 王 臣をも 含た る詞 なる 事 其 下に 一 K ふ 如し、) 

萬 世 爾御坐 令 在米 給 登 稱辭竟 奉 久登申 は、 鎭御 魂祭詞 に自此 十二月 始來 十二月 雨 至 萬 氏 雨、 平 久御坐 所 令 御 坐 給 止、 

今年 十二月 某日 齋比鎭 奉 申と 全 同意の 文な り、 卷 首に 引る 後紀 なる 石 上 大祌の 御 怒 を 解く 所の 文に、 卽 詔，： 祌祇官 諸 

司 等-立 m1 一幅 於 神宮； 御飯 盛-, 銀ず F 御衣 一 襲； 並 f 御！？ 差 n 典 閬千環 充&召 n 彼女 巫， 令 fcn 御 魂， 云. <  と 有る 


は、 石 上 神宮に て 在つ る 事 耳の 如く 聞 ゆれ ども 然ら す、 召， 一 彼女 巫， 令， 鎭， 一 御 魂， と 有 は、 京に て 天皇の 御爲に 鎮魂祭 

を 臨時に 行 はれて、 大御壽 の 永く 坐む 事 を 希 給 ふ 事 を 記せるな り、 然る は 御 紀に延 曆廿四 年 春 正月 辛 未朔、 廣 朝聖體 

不豫 也と 有より 始て、 凡ての 事 其より 延て 起れ る 故に、 策 命に も 比 來之間 御 體如常 不御坐 有爾、 大御夢 S 覺志坐 S 依 S 

云々、 辭別 "^申 給久、 祌那賀 良 母 皇御孫 乃 御 命 乎 堅 磐 爾常磐 爾護奉 幸 m 奉 給 ほ 一 と 有 を 以て 知べ し、 (然れ ば 此文も 其 

意 を 孕て 作れり し 者と こそ 見 ゆれ) 但石上 神宮の 御 事 を 神 名 式に、 大和 國山邊 郡 石 上 坐 布 留御魂 神社、 (名 神大、 月 

次 相嘗 新嘗) と 見えた るが、 履 仲 天皇 si に 石 上 振 神宮と 見え、 顯宗 天ぎ 一 御 紀には 石 上 振 之 祌榲と 有れば、 布 留御魂 

神と 古 來稱來 る 事 なれ ども、 尙 委しく 考 るに 布 都 御 魂 神、 布 留御魂 神 共に 其 神實の 別に 坐る が、 其 を 混同に して は 唯 

マず  マヲ  ル  ヅ  カケ 

に 石 上 神宮と 稱し、 御 靈實を 指て は 右の 兩名 を稱 せし なり、 所以に 神 名 式の 一 古本に は留を 都に 作 此も彼 も 相 誤 

れ るに は 非す、 兩 說を存 せる が 故な り、 (又 神 名 式に、 備前國 赤 坂 郡 石 上布 都 之 魂 神社 有り、 此は 神代 紀簸川 段 Q 一 

書に、 其斷 蛇劍號 曰， 一 蛇 之麁正 f 此今 在， 一石 上， 也と 見え、 叉 其 素斐鳴 尊斷蛇 之^ 今 在，, 吉備祌 部 許， 也と 有る 是 なり、 

神 部 は 地 祌本紀 に 素 斐嗚尊 十 1 世 孫、 大鴨積 命 弟 田田彥 命、 礎 城 瑞籬朝 御 *T 賜，， 祌部直 大祌部 直 姓， と 見え、 神 名. 

式に 同 郡 鴨 神社、 宗像祌 社 粒べ る を 以て 見れば、 大和の 石 上に 在し を、 後に 備前國 へ は 其 氏人の 遷 住む 時に 遷幸 奉れ 

るが、 大和 Q 名 を 移して 此 にても 石 上と は 云 也) 然る は 古事記 (白 檮原宮 段) に、 天 よ リ建御 雷神の 降給へ る、 橫刀 

の 事 有る 其 本 注に、 此刀名 云 佐士布 都祌、 亦 名 布 都 御 魂、 此刀者 坐， 一石 上 神宮， 也と 見え， 天孫 本紀 (伊香 色 雄 命 段) 

に" 磯城 瑞籬宮 御宇 天皇 御世 云々、 遷 fr 建 布都大 神社 於 大倭國 山 邊郡石 上 ns- 云々 と 有 を 合せて 思 ふに" 布 都 御 魂 神と 

延喜 式視詞 講義 八之卷  六 四 七 


延喜式 祝 誇へ i 義 八之卷  六 四 八 

は 此御刀 Q 御 魂 を 申せるな り、 (然れ ば 一本に 留を 都に 作る は 誤に は 非す、 鈴屋 大人 は留と 都と 一一 一一！： 通 ひて、 同義なる 

由に 說れ たれ ど委 からす、 神代 本 紀に建 甕 槌之男 神、， 亦 名 建 布 都 神、 亦 名 豐布都 神、 今 坐，， 常 陸國， 卽石 上布 都 大神是 

也、 と 有 を も 思 合す 可な り) 布 留御魂 神と 申す は、 1K 皇本紀 (神武 天皇 卽位 元年 段) に、 十 一 月 丙 子朔庚 寅、 宇 摩 志 

麻 治 命 奉 レ齋， 一 殿內於 IKEr 瑞寳マ 奉^1爲，帝后，祟；1鎭御魂ハ 祈 禱 壽祚， 所謂 御 鎮魂祭 自レ 此始 突、 凡 厥 天 瑞謂宇 摩 志 麻 治 

命、 先 者饒速 日尊自 A 天 受來 _大 璽 瑞寶十 種是也 云々、 天神 敎導若 有，， 痛處， 者、 令，： 兹 十寳， 謂， ニニ 三 四 五六 七 八 九十？ 

而布 S? 部 由 良 由 良 止布瑠 部、 如い 此爲之 死人 返 生、 卽是布 瑶之言 本 矣、， 所謂 御 鎮魂祭 是其緣 也 云々 と 有て、 天孫 本紀 

(伊香 色 雄 命 段) なる 上に 引る 文 Q 續き に、 則 天祖 授饒速 日 尊 自天受 來天璽 瑞寶、 同 共藏齋 號；： 曰 石 上 大祌， 云々 と 有 

を 以て 見れば、 布 留御魂 神と は 十 種祌寳 Q 御 靈を稱 申す 御名なる 事 著き 者な り、 其 は天武 天皇 御紀 (十四 年 十 1 月 

條) に、 爲 天皇 招魂 之と 有に も 思 合す 可き 者な り、 (其 委しき 由 は 鎭御齋 戶祭詞 Q 下に 云れば 見合せ て 知るべし、 チ、 

詞 なる 古 間 神の 說 にも 云る 事 有 を 見よ) 所以に 天孫 本紀 に、 宇 摩 志 麻 治 命 先獻， 瑞寶 r 亦竪， 一 神 楣-以 齋矣、 謂 五十 

櫛 亦 云 k 「木？ 刺 n 繞於布 都 主劍大 神-奉 n 齋殿內 T 卽藏 ，，天 璽 瑞寳- 以爲- 一 天皇- 鎭祭之 時、 天皇 籠 異特甚 云々 と 有て， 其 

終に 凡 厥 奉 n 齋瑞 寶？ 而祈 n 鎭壽 祚， 兼 崇，： 靈^ r 而治 IT 護國家 一如 此之 事裔孫 相承 奉 TI 齋大祌 一と 記せり、 是を 以て 布 都 御 

魂 神と 布 留御魂 神と 素より 二 神 を 一 仔したがる、 此を 合せて 石上大 神と 齋奉給 ひし 事 を 察ら む 可き 者な り、 (尙此 事 次 

詞 また 鎮魂祭 詞の下 Q 條に云 を 見る 可し、 年中行事；. i 抄に 引る 鎮魂 歌に、 石 上布 留 Q 社の 太刀が 本」、 と 有る にても 此 

事 は 著き 者な り) 然 らば 平野 Q 今 木大祌 は、 彼 布 都 御 魂 神に て、 劍の靈 に 坐せば、 國 家の 治 護 を こそ 祈 給 ふ 可き に壽 


昨 を 祈鎭給 はむ 事 は 由 無に 似たり と雖 も、 其 は 麁き說 にて 古く は 右 Q 二 柱 を 共に 石上大 神と 申して、 布 都 御 魂 神と も 

布 留御魂 神と も 一 柱 Q 御名 を 表に 立て、 此 彼の 隔 無く- へろ が 故に、 同じ 事 を 祈 申さる，. 1 者な りけ り、 (ff 、詞 なる 

久度祌 は 竈神なる に、 古 M 神と 同じく 鎭り 坐が 故に、 壽祚を 祈 給 ふと 同じ 例なる 者ぞ) 

叉 申久、 天皇 我 朝廷 爾 云々、 我 字 は 本朝 月 令に 從 へり、 考に此 字 を 加へ て 例 以て 補 ふと 云れ たる は、 月 令 を 見られ ざ 

りしな り、 朝廷 雨の 爾字を 月 令に は 乎と 有り、 此 にても 聞 ゆ- (其 は 大就詞 にも、 天皇 朝廷と 見え、 其餘 にも 例 有れ 

ば 難 無れ ど、 久度 古開詞 に、 天皇 我 朝廷と 有 を 以て 見れば、 諦く 此に脫 せる 事 著ければ 從 へるな リ) 

伊 夜. 高爾伊 夜廣爾 の、 伊 夜 字彌に 作れり、 考に 王臣の 官位 彌 益に 高く、 氏族 も彌廣 くな り、 元 正： 大皇 御紀の 詔に、 天 

下 乃 政 乎 彌高爾 彌廣爾 と 有る は、 9<皇0 御稜 威 Q 彌貴 く、 御 食 國彌弘 にして 少 異なり」 と 云 はれつる は 然る 首な が 

ら、 月 令に は 天皇 我 朝廷 乎と 有り、 然る 時は此 詔の 如く、 天皇が 朝廷 を彌 高く 彌廣く 立. 榮 奉らし め 給へ と 云 ふ 事に な 

りて、 王臣 Q 身上の 事なら す、 王臣 Q 仕 奉て 御德を 成し 奉る 事になる なり、 (但 次なる 伊賀 志 夜具 波 江 は、 茂 八 桑 枝 

なること 春 日 祭詞の 下に 說る 如く なれば、 高 も廣も 其緣を 兼て 云る 者な り) . 

伊賀 志 夜具 波 江 乃如久 は、 上に W づ (春 日 祭詞の 下に 云り) 考に、 江 は延を 誤れり として 改られ たる は 然る ぜ c なが 

>  ,  カァ 

ら  >ズ なる 久度 古開詞 なる も 江と 作れば 二 所 迄 同じ 事 を 誤る 可く も 思え ざれば 據り 難し、 (考 頭書に 云く、 正しく gs 

字 は 字音 を 用る 事、 古事記、 日本 紀 以て 知べ し、 然る を寬平 Q 頃 書し" 新撰 字 鏡に も 和名 抄 にも、 延の假 字に 江 を 用 

ひし は、 今 Q 京 此方 斯る 事漫 りに 成たり、 此 祝詞 は 後 Q 文 なれば、 江 を 用 ひし かと も 云べ けれど、 此卷. Q 例 を 思 ふに 
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猶延 Q 誤と す」 と 有れ ど 固陋な り や、) 

久度古 開。 

久度神 は祌名 式に 大和 國平群 郡久度 神社と 有る 此 なり、 (叉 式に 淡 路國三 原 郡久度 神社と 申が 有れ ども、 其に は 非る 

事 上に 云る 如し) 久 度の 事 は記傳 十二  (四十 丁) に、 俗に 籠を久 度と 云 は 誤な り、 和名 抄に 文字 集 略 云、 窝竈後 穿 

也、 和名 久 度と 見え. 竹 取 物語に 鼉處を 三重に 爲德て 云々、 久度を 開て と 有り、 然れば 古 は 竈 は 後に 穴 を 開て、 其 を 

久 度と は 云し なり、 (偖 菊 字 は 字書に 見えす、 若く は 意 Q 誤 か、 宽は窗 と 同し 竈 突 也と 注せり、 叉大膳 式に 窖祌と 有 

れば， 其と 同じく して 害の 誤なる か) 續紀に 天平 三年 正月 神祇官 奏、 庭 火 御 竈 四時 祭祀、 永 爲，； 常例， 大勝 職 式に 御 膳 

祌八 座、 高部祌 1 座、 竈神 四 座、 窖祌四 座と 有る 窖は 上に 引る、 和名 抄の 窓と 同じ 在る 可く 聞 ゆれば 久 度と 訓 むべ 

し、 (以上 採 要) と 云れ たるに 據て思 ふに、 右の 御 膳 祌八座 は、 大嘗の 齋院に 所 祭の 神 八 座 を 云 ひ、 高 部 神と は、 高 

愛 神に て 和名 抄に， 鎗 (漢語 抄云 阿之奈 倍) 小 鼎 也. の 御 靈神を 申せるな る 可く、 竈神 は 物 を 炊く 鍋 神なる 可く- 窖 

神の 久 度は卽 竈の 事に て、 俗に 久 度と 云 ふ者是 也、 (事の 因に 云 ふ、 文 德-大 皇赏錄 天 安元 年 四月 Q 下に、 內膳司 忌 火 

庭 火 神、 ：1§1 授， ー從 五位 下と 有より 始て、 諸 書に 忌 火 庭 火に 竝 記さる- 忌火祌 は同錄 に、 大炊寮 齋火武 主 比 神と 記せれ 

ば、 德て Q 火の 御靈 神に 在し、 庭 火 神の 庭 は、 場に て 物 を 煮 もし 炊 もす る 時に 用る 所 Q> 火 神に て體 用の 差異な り) 

然れば 和名 抄に、 竈 後 穿 也と 有 は、 烟の w る 穴な ど を 開た る 者に て、 無用に 穿た るに て は 有べ からす、 久度 は凹處 


Q 意に て、 鍋 を 懸る處 を 云な り、 然れば 德ては 其 土に て 築 堅めた る を. 竈と 云 ひ 其 炊爨の 用 を爲す 處を久 度と は 云な 

りけ り、 (予が 生れた る 淡 路國の 仁 井村と 云 逸に は、 土に て 高く 築き 立た る を 签處と 云 ひ、 其 前 邊りを 釜 前と 云 ひ、 

土 を 穿ちて 庭に 物爲 るを久 度と 云 ひ、 久度， 前と 云て 差異 有る 事なる が、 餘國 に有ャ 無し や 知らす 叉 閑 都 比 共 云へ り) 

偖 平野に 祀る處 Q 久度神 は、 所 祭 忌 火 庭 火の 皇祌 等に て >  御 靈實は 釜と 錡 とに 御 在りと 見 ゆ、 若て 內膳 司なる は 其 御 

模造に て は 無き やと 思 ふ 由 有り、 日本 紀略 (一 K 德四年 庚申 十 一 月 十九 日 Q 下) に、 今夜 坐-一 內膳 司-忌 火 庭 火 等 御祌、 

奉レ 遷，， 冷泉 院ノ內 膳 T 仍權 大納言 師尹卿 以下 奉 レ遷レ 之. 平野 謂- 签ニ 口-也、 庭 火 謂 n 錡ー 口-也、 各 有， 臺長櫃 等衞士 

持レ 之、 奉， 移 二院 乾 方新屋 T 庭 火 平野^. <屋 也、 安置 之 後宮 主 申 二 祝詞 T と 見えた るに て 然も やと 思しければ 也、 (記 

傅に 引れ たる 西宮 記に- 內膳御 竈 奉レ遷 n 伦所？ 事以ュ 生絹-覆：， 上、 衞士八 人 舁之宮 主 先 解除、 次 鎖 1 目 一人 幷外 記史以 

下 歩行 供奉と 有る、 式に 合り、 又禁 祕御抄 にも、 竈神 行 n 沱 所-之 時、 中納言 以下 供奉、 尤 可レ爲 n 靈 物-女房 不 レ忌レ 之、 

男 主上 之 外 不，， 沐浴， 也、 四 五 破 但指合 用， 之、 不可 說， 物 也と 有り) 中 右 記 (寬治 八 年 十一月 三日の 下) に、 內膳司 御 

竈神 三 所 也、 1 所 平野 件 I ィ 奉仕 之 神 也、 一所 庭火是 尋常 御飯 奉仕 之 神 也、 1 所 忌 火是則 十一月 新嘗. 六月 神 今 食 祭 奉 

仕 之 神 也と 有る、 平野 件 美 は 1 本に、 件 共と 作れば、 若く は 此字久 度と 訓 べきに や、 然れ ども 上に 引る 中 右 記と 其數 

同じく して 其 神に 違 有て 思 ゆれ ど、 其に 平野 謂， 一釜 二 ロー 也と 有る は、 平野 供 共と 忌 火 神と 二 神なる 事 を 表せる 者に 

• て、 W ク 牛； _ ^神 も 同じ 忌 火 神なる 由 を、 徵す 可き 文なる 者な り、 (但 三代 實錄 に、 貞觀 元年 正月 大炊 寮從 五位 下 大八鳥 

竈神 八 前 並 校-一 從 五位 上 一と 有 は、 大膳 式に 竈神 四 座、 窖神四 座と 有 を 合せて にや 有む，】 と、 記傳に 云れ たる は 然る 言 
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にて、 竈神と 窖 神と を 通 はし 云るな り、 此 如く 其 實は殊 神に 坐ざる を- 其 器に 依て 御名 を稱 別た る 耳 なれば、 深く i 

む 可き に 非ら す、 說文 にも 竈 炊 竈 也 叉 作窖と 有りて 其 別 無が 如し) 百 練 抄に寳 治 元年 十月 廿 二日、 內膳屋 燒亡御 竈神 

燒損 給、 廿 四日 近日 御 竈神 燒損、 可 鑄 改哉否 事被レ 問， 1 諸 卿 T  + 一  月 十九 日 軒廊御 卜、 內瞎竈 燒損事 也、 聞 十二月 廿ニ 

日 被 A 定 T 內瞎御 竈 可 M 鑄改- 日時 h 定！ H 來廿 八日， と 有る. 此 事を增 鏡. (烟の 末々 卷) に、 rS: 勝 屋燒て 神代より 傳 はれる 

御 竈も燒 損れ ける をぞ、 甚淺 ましき 事に は 申 侍し、 彼 竈 は 昔 は 三 有け り、 一 をば 平野、 一 をば 忌 火、 一 をば 庭 火と 申 

ける を、 圓融院 の 御代 永 觀の頃 二 は 失に けり、 今 I 殘る だに 斯る宜 からぬ 事な りと て、 祌祇官 に 尋られ 古き 事共 考ら 

る、 平野と 云け る を 陰陽 寮に 居て、 癸 祭 と 云 ふ 事に 用 ひけれ ど、 中頃より 彼 祭 は絕ぬ V 忌 火と 云 ふに て は 六月 十二 

ダイ ダイ 

月の 御祌事 Q 御 膳 を 調 じけ り- 庭 火に て 一 の 御 膳 は 仕れり、 斯れば 甚戴， しき 事に. て、 始て鑄 物 師に被 命る 可し とも 

申し 古き を 損れ たる 所 計 を 直さる 可き かと も、 色 々に 定め 難ら れ たり、 入道 太 政 大臣 猶古 きを 直さる 可し と、 申さ 

ると ぞ 聞え ける. 一 と 有て、 上に 引る 中 右 記に 更る所 無く、 內瞎司 御 竈神 三 所の 其 說熟符 ひたり、 右の 增 鏡に 神 紙官に 

尋 られ、 古き 事共 考ら る」 と 有 を 以て 見れば、 常時 平野 久度 神の 古意 は、 朝廷に も官 にも 巳に 其 所傳を 失へ りし 者 

なり、 然る は官 より 答に 平野と 云け る を、 陰陽 寮に 居て 癸 祭と 云 ふ 事に 用 ひけれ ど、 中頃より 彼 祭の 絕ぬ」 と 有を以 

て 知る. 1 な. y、 併ながら 天の 斯文 を 喪 ひ 給 はざる 恩賴に 依て、 古を考 索る の 便宜と 爲れる 事 は、 此 等の 書 共の 傳 はれ 

るに 頼れ.^、 此則 古註 を 捨て 新說を 立る 所以なる 者な り、 右 等 を通考 すれば、 鈴屋 大人 說 (記傳 十二) に、 內膳 司な 

る 竈神 は、 卽ち竈 を 神と 稱る なり」 と 云れ たる は 然る 言ながら、 右の 一二の 御 鼈を祌 體と爲 て、 記 略に 平野 謂，： 釜 二 口， 


也と 有る、 其 一 を 久度神 其 一 を 忌 火 神と 稱給 ひし 者なる が、 其 iS の 祌は忌 火 神に て 渡らせ 給 ふ 事 著く、 庭 火 神は签 神. 

にて 煑 炊き 爲る用 火 を 主る 神に 在る 事、 疑 無るべき 者な り、 (然れ ば 鼉を祌 と 字る のみに は 非ら す、 其 主り 給 ふ 所に 

於て 神體を 分別 たれし 者な り、 心 を 平にして 考ふ 可し >  尙 委しき 事 は 古 始太元 致に 說盡す 可し) 

古 開 神 は 上に も 略說る 如く、 文德 1K 皇御紀 に は 古關と 作れ リ、 然れ ども 孰か是 なる を 知す、 其 餘は書 共に は 皆 古 開と 

有 を 以て 推す 時 は、 古 關の方 非なる に 似たり 然れ ども、 古 開と 云 ふ 事の 據と 思しき 者- 古今の 書に 絕て此 有る 事 を 聞 

す、 (賀茂 翁 75^ 此 事に 甚く 迷惑せられ しと 見えて、， 考に古 開の 開の 訓は、 阿 伎 か 佐 伎 か 叉 古 開の 二字 假字 ib- て 異訓有 

か、 左右く 考 得難し」 と 云れ たり) 此に 因て 此を惟 ふ 事 年 久し かりつ るに、 神 我が 心 を 開て 然も やと 思 ほしき 事に 至 

るの 考を 得たり、 然る は關は 誤なる 事 本より 論 ひ 無れ ど、 開 字に 於て は 誤る 可く も 思えね ども、 世 を 經人を 易て 其證 

徵 無く 且說 明す 可き 者な きを 以て 考れ ば、 必誤 無しと は 云べ からす、 先に は欽明 天皇の 大 御名 を、 御紀 に天國 排開廣 

庭 天皇と 有 を、 記に 天 國柙波 流 岐廣庭 天皇と 作れば、 開 は 波 流 岐と訓 む 可 かと 思へ ども、 布 流 波 流 岐と續 きて 語 熟せ 

す、 因 此て古 關の字 を 立て 廢關の 神 を 祭れり しに やと 思へ ど， 現存る 關神 こそ は 其 所に して 祀給 ふべ けれ、 態と 廢關 

の 神 を 迎て祀 給 ふ 可く も 有す、 叉 祝詞に 久度古 開 一 一所 乃 宮爾之 氏と 有れば、 縦 開は關 にも 有れ 地名 なれば 此考は 立 難 

くて 悉捨 つ、 (叉 四時 祭式なる 平野 祭 料の 細 書に、 以上 解除 幷竈井 祭 料と 有れば、 竈 は久度 神に 配、 井 は 古關に 配て、 

堰 などの 神なる にかと 思し かど も、 此は 平野 本社 を 祭らる 爲に其 調度に 就て 竈神 井 神 を 祭らる. 1 なれば、 是も强 言 

なり) 然れば 開 は 多く 開 M と續 くる 字の 盡數も 何も 彷彿た るに 依て、 打 混れ たる 者に て、 古 開 は 古 閘 を 誤れる 者な り 
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けり、 若て 其布留 W と 云 ふ 言の 因て 起る 所 は、 已 にも 引る 1K 皇本紀 (神武 天 皇卽位 元年 段) に、 十一 月 丙 子 朔庚寅 宇 

摩 志 麻；！ S 命、 奉 TT 齋殿內 於 天 璽 瑞寳- 奉/為 帝 后 T 崇 IT 鎭御 魂， 祈 TI 禱 壽祚？ 所謂 御鎭 魂祭自 レ此而 始矣、 凡 厥 天瑞、 謂 宇 

摩 志 麻 治 命 先考 饒速日 命 自レ天 受來天 璽 瑞寶十 種 是矣、 所謂 iil 都 鏡 一 、 邊都鏡 一 、 八 握 一、 生 玉 一 、 足 玉 一 、 死 反 

玉 一、 道 反 玉 1、 蛇比禮 一、 蜂比禮 一、 品物 比禮 一 是也、 天神 敎導若 有，， 痛處， 者、 令，， 玆十 寶， 謂， 二  二三 四 五六 七 八 

九十， 而， 布 瑶部由 良 由 良 止、 布 瑶部如 此爲之 者、 死人 返 生 突、 卽是布 瑞 之 言 本矣、 所謂 御 鎮魂祭 是其 緣矣と 有る、 

此 事に 依て 布 瑠部由 良 由 良 止布瑶 部と 云 ふ 言 起り つるが、 天孫 本紀 (伊香 色 雄 命 段) に、 礎 城 瑞籬宮 御宇 天皇 御世 云 

云、 遷 「， 建 布都大 神社 於 大倭國 山邊郡 石上邑 r 則 天祖 授 -1 饒速日 尊 T 自レ天 受來天 璽 瑞寳同 共 藏齋、 號 n 曰 石上大 神？ 以 

爲 n 國家， 亦爲， 一氏 祌， 崇祠 云々 と 有る 如く、 布 都 御魂祌 と共に、 石 上 邑に鎭 り 定り給 ひしょり、 布 留御魂 神と 奉稱る 

事、 祌名 式に 大和 國山邊 郡 石 上布 留御魂 神社、 (名 祌大 、- 月次 相嘗 新嘗) と 申 にても 著 かりけ り、 侍 十一月に 鎮魂祭 

と 云 ふ 事 有る が、 此は 右の 十 種 祌寳の 御 露と 坐す、 布留御 魂祌を 招請り 給 ひて、 御靈 整の 祌事を 物爲給 ふが 故に、 鎭 

魂 祭の 字 を 四時 祭式に、 於 保無 多 麻布 利と 訓み、 天 武-大 皇御紀 に 招魂 Q  二字 を、 美 多 麻布 利と 訓み、 (古語 拾 遣に は、 

鎮魂 を 於 保牟多 麻布 利と 訓り、 御靈 整の 義 なり、 整 を 布 留に充 たろ 意 は、 漢籍 史 記に、 軒轅 乃修， 德振， 兵と 有る、 正 

義に振 整 也と 訓 るに 依れり、 舒明 天皇 御紀. に 振 旅 と 有る を、 通證に 出， 一 左 傳ー注 振？！ 整 其 徒 旅， 也と 有り、) 職員 令 集 

解に は 右の 天 皇本紀 なる 古 說を擧 げたる が、 其 首に 問 鎮魂祭 云々、 答 云々 問 布 利 之 由 答 古記 一 K 云々 と 記せるな ど 何れ 

も 右の 布 if の 言 本に 因れる が 故 也、 然れ ば布留 SE は可鎭 にて 用 一一 目 なれば、 布留 とのみ 云て 事足る を、 心行す 思 ふ も 有 


ベ けれど、 布留と 申す は 十 種 神寶の 本體の 御名 也、 布瑠 部と 申す は 鎮魂の 神事 を爲 て、 御 魂 招し 爲る事 なれば、 何 か 

妨 有む、 (然れ ば 石上大 神の 事 を、 布留 とも 布留 W とも 相 通 はし 云れ しなり) 其は鎭 魂祭詞 と此詞 と共に、 結句の 同 

義 同意の 曾 成 を 以て も 知る 可く、 且 年中行事 祕抄に 載る 、鎮魂 歌に、 阿知 賣、 於々 於々、 &、 

神 亦 &r  foi ぁキ 可キ S すわ ま、 il 一 や ？S ハ^ん、 if わ 力 シガ、 m$  A¥Kr 

と 有る 石 上 振 社 の^か 本」 と 云る は、 布 都 御 魂 大祌の 祌體を 申し、 其 本と 差せる は 十 種神寶 にて、 布留御 魂大， こ. 在 

せば、 其 御 恩 賴を希 ふ、 其 人に 其 十 種 神寶の 御靈を 賜りて、 靈く 太く 爲 むと 也、 (但此 は予が 始て說 たるに こそ 有れ. 

古人に 如何なる 說 有り や、 未此を 知らす と雖 も、 必如 此く說 す して は 通え 難き 者な り) 此等を 合せて 古 開 神 は 布留御 

魂 神と 思ひ定 たる 者な り、 今 木 神の 布 都 御 魂 神なる が、 別なる 御 由緒に 依ながら- 同じ 平野 Q 相 殿に 拉鎭り 坐け る 

事 豈少緣 の 事なら む や、 京 城に 近く 鎭給 ひて 帝 基 を 守らせ 給ふ幽 事の 顯る X になむ、 (尙 上に 云る 事共 を此彼 照し 合 

せて 其 深意 を 思 ひ 明む 可き 者な り、 但餘 りに 入 ほが なる 說と 罵る 人 や 有む、 然れど 其 笑に 怖て 將止 べきに 非す) 相 殴 

比賣祌 は、 何れの 神の 后 神と も詳 ならす、 春 日 Q 例に 准る 時 は 其： IS1 坐す 神の 后な り、 然る 時 は 古 開 神 Q 后祌 たらむ 

とも 思 はるれ ども 證 文無し、 二十 二 社 註 式に 天 照 太 神と 云る は、 春 日の 比賣 神に も 然妄說 せる 事 有る が、 共に 云に も 

足ぬ 僻事な り、 (此事 巳に 春 日 祭詞の 下に 委しく 辨 たるが 如く、 中 昔より 以來諸 社の 神主 ども、 其 仕 奉る 神 を 尊く 申 

成して、 世に 街 はむ と 爲る惡 弊 起り て、 中々 に 人の 惑と 爲る こと 少 からす) 然るに 春 日 は 比 賣神も 共に、 正殿の 中 

に 在る 祝詞に も 載られた るが、 平野の 例 は 少しく 異なり、 然る は 今 木 神 久度祌 古 開 神の 三祌 のみ 正殿. にて、 比賫 神に 
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は 何 名 合 殿の. 言 を 冠. K り、 神 名 式に 載る 所 は 平野 祭神： 四 座と ありて、 甲乙 無が 如く なれ ども、 內 々の 事に 至て は 甚く 

劣： れる樣 なる は 故 有る 事と 通えたり、 其 は此卷 首に 云る 祌階を て考 るに、 延曆 元年の 今 木 大神從 四 位 上より， 後 承 

和 三. 年 久度古 開 神 共に 神 階の 事 有る より、 次なる 嘉祥七 年 Q 度に 始て 無位 合 殿 比 哮祌從 五位 下と 見え- 仁壽 元年- Q 策 

命に は 合 殿 坐須比 哮祌と 記され、 其餘 何れも 合 殿と 稱ふ 文法なる を以 見れば、 餘の三 神の 本社なる 事 は 云 はで も 著き 

者に て 全く 后祌 Q 御會釋 あらす、 必 別に 由有る 神の 本社の 列に 祟れ 御 在る にぞ 有け る、 (祌階 の 事 は 上に 委しく 云れ 

ば、 其 下に 引き合せ て 悟る 可き 者な り) 此に 因て 其 祌實を 思 ふに、 此 なる 比 哮神も 春 日なる と 同じく 大宫 哮； W- に は 

渡らせ 給 はす やと、 恐 けれど 思な りぬ、 (但春 日に て は后祌 にて 齋 はれ 給へ る を、 此 にて は 其 御德に 依て 共に 鎭 坐で 

は 得 有 まじき 由來 ども 有て なり- 此 故に 古 開 神の 后 神 Q 如く 竝び鎭 坐るな り) 大宫比 哮神は 師說の 如く、 天鈿 女神に 

御 在る が、 予が說 は 其 神 は 天 兒屋 命の 后 神に して、 天 忍穗耳 命の 太后、 玉 依爲賣 命の 御 母た る 事、 委く春 日 祭 詞及太 

元 放に も說る 事なる が、 古史 徵 (五十 五段) に 古語 拾 遣に、 凡 鎮魂 之 儀 者 天 鈿女命 遣 跡と 見え たれば、 鎮魂祭の 儀 は 

天 石屋 段の 故事より 起れ るなる 事 論 無く、 將其式 を貞觀 儀式に 戴され たるに、 大藏錄 以，， 安藝 木綿 一枚， 實， 一 於莒中 T 

進 置 n 伯 前 T 御巫 覆 n 宇 氣糟- 立，； 其 上？ 以样 揎レ槽 毎， 二度 畢， 伯 結，， 木綿， 訖、 御巫 舞 訖次諸 御巫 猿 女 舞畢と E ^え- 江 次 

第に も 神祇官 雅 樂寮祌 樂、. 御巫 衝 ニ宇氣 f 次 神祇官 一人 進 結 二 糸 於 葛莒？ 自 ニ至レ 十、 此間 女官 藏人開 二 御衣 笞ー振 

動、 (神 琴 師彈ニ 和 琴 T 衝ニ 宇氣， 神 遊 之 儀 也、 神代 卷宇氣 船不美 止- -呂 賀順義 也、 以ニ賢 木， 衝船也 結 糸自ニ 至， 十) と 

見え 天孫 本紀 に、 凡 厥 鎭祭之 日、 猿 女 君 等 主，, 其 神樂； 舉，, 其霄 r 大謂 n 1 二三 四 五六 七 八 九十 f 而祌樂 歌憐と 見えた 


り ， と說れ たる は 然る？ 動 I る 可き 就て •  isl き、 年中 行囊抄 (11) 『 籠奠 照す ず 

た i 戶 i 坐 之 時 云へ 天 鈿女命 曰 影 25 お 手 球； fi 戶伏 k 直而- 匿 動 雷- - 神き 八 百萬祌 一共 咲レ 之、 

(卜  一 I 魂此由 也) ま、 新 嘗祭祌態之前 寅 曰、 供 n 奉 件鎮御魂 祭 一 其 神 所行 事 立 i 貝杰 其 中 伏 船 御巫 上- 此船 

上； チ金 付レ木 PI レ I 女 亦 IT 只 似， I, 參以 也と 有 を 以て、 I の 籠 はし も、 天鈿女 命の 遺跡な 暴 

愈 明 管る 直り、 (但此 所作に 就て、 云 も 得難く 直しく 微妙なる 祌術 有て、 大に S 御晨の 著明く 顯る 、方法 

有りて I を I り、 纖祭詞 Q 下に if  if 可し) ffio 雷稽 るに、 右 SIQ 因て 起 I、 彼 碧屋戶 段 

こ 台り て、 天ず 命に 成れる 襲なる が、 皇 Is 御. S て、 八 意思 兼祌に 愚し め 給 ひ、 天 鈿女命 をして 行 はし 

め まる 沖 まるが、 天 I 邇響の 天降 坐し 時に、 天 鈿女命 五 伴 緒の 列に て 供奉 給へ りし かば、 筑紫曰 向の 天 朝廷 

こして、 年々 こ 一 S しめ 袷 ひて、 壽 ff り物爲 させ 給 ひ、 i 命も大 御身 自大御 魂 振の 御 政を 行 はせ 給 ひ、 ず 

ifiin. 大御 心朗 かに Es しく 大憲 て、 御 心安 4 下 を 統御し 傳 へさせ 給へ る 

i なりし が、 钟武 iQ 大御 S 食す 初め、 奠 原より 麼天祌 sf 奉 はらせ S て、 天降 8 初 國所知 食む 

大 S と >  萬 ふ 可.^ 大 S さ、 義行を 待 i 給 ひし、 讀曰 命？ II 奉る 事 ありて、 初て 鎮魂の 

霸の 朝家 S る 如くな りと 雖も、 熟く 事狀 を思ふ に、 -Ha 各き 味 有り 1 S 天 鈿女命 

の S よりず 處は、 SS 魂 Q 祌術 なれば、 實に其 如く 行たら むに は、 天地 sf 交通 感和 Is るが 爲に、 

f すして 神明に 至る 事 云 まく も更 なる が、 I 下の 人. < 悉く 其 事 を 行 ひ 能く 爲 るに 至らむ や、 是を 以て 皇祖- 
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深く 遠き 思慮 を 以て、 十 種の 神寳を 以て、 1 より 十までの 祌體 と定て 天降し. 給 ひ 其 疚しき 處有 は、 此十 の寳を  一 二三 

四 五六 七 八 九十と 云て、 振へ 寬々 と 振へ 如此 是を爲 さば、 死者 も 生 退ら. むと 其變に 就て 治る の 術 を傳授 給へ る 者な 

り、 然れば -大鈿 女 命 の は 常に 處 する の 道な り、 饌速 日 命な る は變に 處す る の 術な り、 . 如何に 奇 し き 神 量なら す や、 ( 此 

事 を 能く 心 留め ざれば， 同じ 事の 其 始め 二 有が 如く 通えて、 甚 混ら はしく 終に 巳が 管 見の 及ばざる を 以て、 古書 を 疑 

に 至る お？ なり) 若て 祌武 天 皇 元年に、 其 天 璽 十 種の 祌寳を 献られ し 時に、 其 式 を 合せて 大成 へられけ む.， 是 より 別 式 

有 を 聞かす、 天皇 本 紀に十 一 月 丙 子朔庚 寅、 字 摩 志 麻 治 命 奉 n 齋殿內 於 天 璽瑞寶 f 奉 爲帝 后- 崇 -1 鎭御 魂-祈 r 禱壽 酢- 

云々、 其 鎮魂祭 日 者 猿 女 君 等、 率-一 百 歌 女- 擧 -1 其 言 本？ 而神樂 歌 憐尤是 其 緣者矣 と、 有より 以降 其 例に て 行 はれし 者 

と 見えた るが、 物 部 氏 は 其 十 種 神 寳を振 奉て、 祈 禱し猿 女 君 は 布 瑠のー 百 本 を舉て 舞へ りしな り、 然るに 儀式 江 次第 を 

閱 るに、 物 部 氏の 其 祭に 預る 事の 無き は、 甚く 其 氏の 衰 たりし 故に、 其 職掌 は 神祇 伯 以下 Q 官 人に 歸 したる 者な り、 

(八 P 始め 職原抄 神祇官の 下に、 以 n 當官， 置 = 諸官之 上？ 祌國之 風儀、 重 n 天神地祇， 故 也 云々 と 有りて、 太 政官の 上に 列 

ねられた る は 然る 事 なれ ど、 是は 家々 の 職掌 を 失へ るが 故に 成れり しが、 其 成れる に 依て は、 佗 氏に て 仕 奉 來る事 を 

も 自然 隸く樣 に 成て、 家々 の 職掌 是に 依て 廢れ たる 事 も 多 かる 可し、 且 喜び 且 歎く 可き 者丄 知るべし) 其衰耗 たる 由 

來を思 ふに- 物 部 氏の 盛な りし 顷は、 條々 にして 行れけ る を、 物 部 守屋大 連の 凶災に 罹られし 程より、 天下の 風儀 萬 

に漢樣 ならぬ は、 佛 樣に悉 變り竟 たれば、 此 程より や 物 部 氏 は 家業 を 失 ひ、 猿 女 は 職業 を伦 氏に 奪れ ける 故に、 存る 

が 如く 無が 如くに 傳れ りけ む、 其 は 古語 拾遺に 鎮魂 之 儀 者、 天 鈿女命 之 遣 跡 也、 然則 御巫 之 儀 應レ任 二 W 氏； 而今^ レ 


選不， 論， ー伦 氏， 所 違 九 也と 其 畜愤を 述られ たるに て 著 かり、 (平 田 翁 も 此事を 引て" 臨時 祭式に 凡 御巫 取， ー庶女 堪ク事 

充レ 之と 有 を 合て 考ふ 可し と 云れ たり) 斯れば 推 古 天皇の 御世より、 天武 天皇の 御世に 至る 迄 C 一 物 部 氏の 袞に依 

て 表立た る 神事に 行 はれす して、 唯 其 家に 存 する Q みなり つらむ を、 此 天皇の 思 ほし 立せ 給 ひて、 再興し 給へ る、 其 

度 も尙其 氏人 は 用 ひ 給 はすして、 全くの 奮 式に 立復ら ざり し 故に、 古昔 は實事 に て 有つ る も、 $1 擬事 耳に 成れり し 

が、 其 卽大寶 令に 載られた る 鎮魂祭に て. - 其 儀式 は 次第に 取捨 有つ るが、 彼^ 觀に 至て 今ノ 本の 如く 定れ りし 者と 見 

えたり、 (其實 事の 擬 事に 成れり と 云 は、 此 鎖 魂 Q 儀式 はし も、 何よりも 身 を 振動 かして、 骨 筋 を强壯 にし 大淸 の祌 

氣 を吐納 する 古儀なる を， 御衣 を宫に 納て报 動かす 様に 成れるな ど、 鎮魂祭 祠の 下に 云り) 此 沿革 は 暫く 差 置て、 故 

實を徵 す 時 は、 鎭魂 祭の 御 靈實は 十 種神寶 にて、 所謂 布 留御魂 神に 在し、 其 神事の 立つ 所 は 天 細 女 命の 御所 業に 起れ 

れば、 必此ニ 柱 を 以て 主と 齋 奉るべき 由來 なる を 思 ふに、 此合殿 比哮祌 は必其 神に て、 平野 第三 殿なる 古 開 神に 从ひ 

1^. 在る 事 疑 ひ 無く 所思る に 依りて 如此は 定めつ る 者な り、 (尙此 祌の惠 は 春 日 祭 條に說 き、 此神 等の 行事 は 鎮魂祭 詞 

の 下に 委しく 考 記せれば、 此彼 見合せ て lis るべ し) 

天 白 Si 我 御命爾 坐ち 久度古 開。 二 所 乃宮爾 之&。 仕奉來 流。 御 祌能廣 前 繭 白 給久。 皇 

£  f ズ  コヒ タマ 匕 -ン マ 二 マ 二  コ /. ト nG, ゾコ ッ ィハ ネ 二  ミヤ 7 ンラヒ D  -ン キタテ  タカ マノ ハラ 二 チ ギ タカシ リテ  ァメ 

御 神 能。 乞 比 給 比 之 任爾。 此所能 底津石 根爾。 宮柱廣 敷 立。 高 天 能原爾 千木 高 知氐。 天 

ノ ミ 力-: T  ヒ ノ  :• 力. J- ト  ザ-タメ マ^リ テ カム ヌシ 二 力 ム づ 力 サ  ナ-ー ザ- ン ヲ サ ダメテ  タ テマ ツル カム ク カラ C  i タラ- ン  え ハカ 

能 御蔭。 日 能 御蔭 止。 定奉 S 神主 爾 神祇 某 { お。 姓名 乎 定&。 進 流 神 財 波。 御 弓。 御 太 
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t シ 0  力 i 力.，；、 スズ  キス. カサ  ミ ゥマヲ ヒ午ナ ラベ テ    ァ り- ゝ 

刀 御 鏡。 鈴。 衣笠。 御馬 乎 引 並. f 御衣が" f  ^。  11^^。 稀^^。  1^^^^ 

備奉 利き 四方 國能 進禮 流。 御調 能： ぎ 扉ヲ乎 据、 Sf き 一  1¥  膽き Sf  3 

野 物 波。 甘荣辛 菜。 主 円 ぼ ii ぶ き #i 跪 物。 I： おき 衡。 ，歡 j^i,〈。 き 酢 を か sr『 

マ- テ ヶ t クサ ノモ/ ヲ ョコャ マノ ゴ トク ォキ, -"h ン,. タ ァマ，し ノ  -  } 、コ， 2  urn 

末大。 雜物 乎。 如 横 山。 置 高 成き 獻 c 宇 豆が お膨^" 乎。 If. 

乎 堅 石爾常 石爾。 齋奉 利。 伊賀 志ぎ ぎ爾。 mM,^.  一 ¥iT 登。 I ま 

、ト ヲ-へ マツ ラクト マヲス マ タマラ サク  マ+ゥ n. 厂、， テ I- 力へ マ， し  -  Z  メ-  \  /ー  ^ 

辭竟 奉久登 申。 又 申久。 參 集ま。 fr%  * 王^  S  $  ^^s^r 

日 守爾。 守 給き 天皇 我き 廷ぎ。 ms^^.  if をき ぎ だ。 

^カーマ ヅ ラシ メタ マへ ト  タタへ コ トラへ マツ ラクト マヲス  一^, 

.^p 仕 奉 給 登。 稱辭竟 奉久登 申。 

此詞は 全く 上なる 今 木 神詞と 同じければ、 今 g すに 及ばす、 其 中に 少の 異同 有り 下に 記せる が 如し、 (立復 りて 上な 

る 解 說を讀 味 ふ 可し) 

久度は 上に 記せる、 式に 大和 國平群 f 度 神社 此 なり- i に 腳ニ年 十二月 丁 未、 大和 國平群 郡 久度神 敍，， 從 五位 

下-と 見えたり- 昨年 十 一 月に 今 木大神 はし も、 從四位 上に 叙 せら 4 給へ る S て、 此 にも 奉られた I ず、 (然れ 

ば" ター 一一』 に 依て- 平野に， 遷坐 ざり し 頃 も、 朝家の 御 崇敬 佗に 例な かりけ る 者 也け り) 是 より 後平 野に 遷 坐し、 後 は.^ 位 


阜野 にて f せ 給 ふと f たり、 8 紀 承 和 筆 十一月 5- 從四位 上 今木大 8SS 四 位 上 一 從 五位 下久度 

古開兩 祌並從 五位 上と 有 を 以て 知べ し、 (今 木 大祌の 從四位 上 は 田 村 後宮に 在し 時の 御 位なる を、 平野 にても 此を稱 

し、 久度 屮の從 五位 下 は 大和 國 にての 祌 階なる を、 平 is にても 此を稱 せる と 同じき なり、 春 日 祭 詞〇 下に 云へ るが 如 

く、 春 曰と £QS は、 例に 異 りて、 實 £5 其 本 sf 祭る S て、 各 其 本社に 有る なれば、 其實 

平野に て 祭る 所 は、 其 本社の 御警 招て 祭る が 如く なれば、 其 心 S くて は 有べ からすな む) 大和 志に. 今 在 二 琴 

郡 王 寺 久憲， と 云り、 考 にも 龍 田 Q 彦 Qs¥s、 大和 川 S 管、 久度 村と 2 里 有て >  其 氏神と 齋ふ社 を 

久度祌 S りと 國人 5」 と 有る は 同地なる 可し、 S 古 は 平 群 郡な りし s、  sunk 又 或 

書に も 今 曰，. 一久 土 村， 在-一勢 盖村 巽- 屬" 葛 下 郡-と 云ろ は >  久度久 土 同 昔なる が 故 ぞ、)  I 

？ は、 式に 大和！： 山！^ 郡 石 上 坐、 布 留御魂 神社、 (名 祌大、 月次 相嘗) 新嘗と 有る 此 なり、 (委しく 上なる 今ォ お古 

の 下に 辨 たれば 今 云 はす) 但-. ^上に 坐す 所の 祌 體を遷 して、 平野に 祀ら る、 に は 有る ベから す、 其 御 靈を遷 し 奉 

れる なり、 (霊 鹿 島 神、 S 祌、 枚 岡 神な ど を- # 日に 合祭て 四 座と 爲 るが、 其 本 ，祭 臭て 執行 はしめ 給 ふと 

同事に て、 春 日 は 春 日の 祌體 にて、 本處の 祌體を 遷幸れ るに は 非る と 同じき なり、 此ド W に 平野 祭神 四 座と、 此 にも 一一 一一。 

せる を や) 

皇御神 は、 須寶於 保 加 微と訓 べし、 上に も 天皇 我 御 命爾坐 I と 有る 御 を、 於 保と 到る に 例 を？. r へきな り 考に今 木. < 

は皇大 御；^ と 誓.. -、 此には 大と無 は、 始 より 祌 位の 卑 かりし 故なる 可し、 文德 天皇 赏錄に 今 木 大种、 久俊、 古關 神と 

1 ヽ ーヽ 一 
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有に 等し」 と 云 はれた る は實に 然る 11 目に て、 續紀 續後紀 共に、 今 木 大祌と 見え、 承 和 十 年 丙 辰朔壬 申、 平野 社 1 前 

預ニ之 名祌， と 有 も、 今 木 神なる 事 云 はで も 著き 者な り、 (三代 實錄 以下の 書に は、 今 木祌と 記して、 別に 大 神と は稱 

書 さす、 其は餘 Q 三 神 共に 名 神と 爲り給 へれば、 其 差異の 用 無ければ なり) 然るに 祌名 式に 載る 所- 右の 四 座に 並に 

名祌 なる は、 貞觀の 頃に 至りて 淛々 神 階の 貴く 成 給 へれば なり、 (若く は 三代 實錄 に、 寅觀五年五3^ニ日甲子、 平野 

從 三位 久 度祌、 古 開 神 並 加， 一 E 三位 T 從四 位下 合 殿 比 哮祌從 四 位 上と 有る、 此時 などに もや 有らむ) 

乞 比 給 比 之 任 爾を今 本に 給 万と 有る を、 考に、 万字衍 なり- 給 比 之と 有べ し」 と 有り 然る 言な り、 本朝 月 令に 然 有に 

從 ひつ、 

定奉氏 は- 春 日、 龍 田、 平野 此詞と 同じ 云 様なる が、 今 此に此 文の 義を 得たり、 其 は 乞 比 給 万 比 之 任 雨より 受る 結な 

るが 故に、 定奉 氏と 云る にて- 常に 稱辭竟 奉と 云 ふ 所と は 異なり、 然る は 祌の處 を 指定て 云々 の 所に、 鎭坐 むと 神託 

. の 有け るに 依りて、 其 を 承諾 奉りて 宮柱太 敷 立て、 神の 宮居 を 造作て 鎮め 奉る を 以て 定奉氐 と は 云へ り、 (春 日祭詞 

の考 に、 定の 上に 一 百足 はす、 今 京 此方に は、 如此く 略に. 過ぎて 雅 ならぬ 事 多 かり」 と 云れ つれ ど、 此 差異 を 知られぬ 

說 にて 未し、 豐受宮 儀式 帳に も、 宮定齋 仕奉始 支と 有り、 此も大 御 祌の御 悟し を 得て、 豐受大 神 を齋仕 奉る 事 を 云 

り) 然る は 風 祌祭詞 に、 吾 {呂 者 朝日 乃 日向 處、 夕 E 乃 日隱處 乃、 龍 田 乃 立 野 乃 小， 針爾， 吾 宮波定 奉氐. 吾 前 乎 稱辭竟 

奉 者 云々、 是以皇 神 乃 辭敎悟 奉處爾 • 宮柱 定^ 氏" 此乃 皇祌能 前爾- 稱辭兗 奉 云々 と 有 を 以て、 神の 乞 給 ふに 任て、 

宫ゅ 3 奉る を定 奉と 云 ひ、 御 論 無して 宮造仕 奉 給 ふ を、 稱辭竟 奉と 申す 例と 見 ゆ、 (其 は 天 社 國社登 稱辭竟 奉な ど、 心 


を 著て 索 むれば 數多 有り、 徂 風神 は 右の 如く- 宮處を 乞 給 ふに 依て、 文中に は定奉 氏と 有 を、 首に 龍 田 雨 稱辭竞 奉、 

皇神乃 前 爾白久 と 伦例を 用た る は、 未だ 其 神託の 事 を 云ざる が 故 也) 然る は 神の 此所ぞ と 御； i 坐す 處は、 祌の 御、.： 5こ 

ホリ 

翁し 給 地 なれば、 に定 奉と 實に云 ふ 可き 理な るが、 顯 明より 定 たる 宮處 は. 實に 神の 御 心に 叶 はせ ^ふや 否や、 

測 奉る 事の 恐き に 依て、 大らかに 稱辭竞 奉と は 申す 也、 (此等 を 以て も 上代 人 Q 装く 眞心 にして、 幽冥 を 長れ 愼 めり 

し 事を见 つ 可き なり、) 

奥 都 毛 波. ま 都 毛 波 爾至末 天の 雨 は、 今 木 祌詞に 有る に 依て 加へ つ、 (必す 無て 叶 はぬ 所なる が 故な り、 然れ ども 予が 

情 進に 補へ るに は 非ら す、 此詞 Q 末と 今 木詞の 末と 惣て 等しき が 故 を 以てな り、) 

御 令 坐 を 月 令に 載た ろに は、 令 御 坐と 有る 方 宜し、 (然る 本 も 有なる 可し、 善 本 を 得て 正す 可し) 
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